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第一部長崎地域と遺跡

1."遺跡1こついて匁"

゛ユ◆■.

"遺跡1こついて江"

1.私達当会は、遺跡について、その土地、,その地

域、その人々の、エスニシティ(ethnicity:文化的背
景)を具象に於いて表象し、故に、関連する私達人

類の内にそのエスニシティを形成する、と仮定します

2.私達当会は、私達人類が形成する事象につい

て、可変である処、宇宙と太陽系の工才、ルギー系、

並びに、私達人類の忘却と遺存の偶然に於いて存

在し、私達人類の想像たる概念、そして、主観たる

意図を断絶する遺跡は、概ね、不変である、と仮定

します。

3.日本の文化財保護法、並びに、関係旧法では、

製作後五十年を経たもの、を文化財の範疇と概念

する場合があります。

私達当会は、皆様に、私達人類の世界について

私達人類に関するエスニシティ(ethnicity)の循環
と継承のプロジェクトを形成し、その内に私達人類

に関する遺跡たる事象を把握し、現状保存し、整備

し、公開し、活用すること、を提案し要望します。

(2020年{令和2年"1月17日火曜日養生所を考える金代表池知和恭)

ノ、

ノ、

Ⅸ
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堀漣A^、窄法人^活軸の^こ1札、τ、こΦ土^^」物,る,Jセ、→才^ナとめることが出崇ているでしょ袖、?^、人寺Φモしτ豪^生と死の証です

2020年(令和2年)11月17日火曜日

養生所を考える会代表池知和恭
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図書館や博物館、美術館、工場やホテルや飲食店、オフィスは、まだまだ、楽しくなるのではないでしょうか。

私違当会は、私達人顛につぃて、小さな幾多の必然性をーつーつ連結し調整し、之を、積重ねる作業こそが、
私達人類を、慧き付け、飽きさせない、表情を生む、と仮定します。

私遮当会は、私達人類にっいて、私達人類を、惹き付け、飽きさせない、表惰を獲得する、その手順こモが、私達人類の計画で畠る、と仮定します。!

私遭当会は、晋様に.広く.私遷人穎の恬勧空間において、遣跡と週誹としての存在とその存在の在り力を.記知、調査、保拝.活用.公聞、整歯、軽承,ること.圭提案L蔓望します.

私漉人頬は、私輩入瓢の活動の窒間に鴬いて、この土地の遣跡が逸り駅げるメヅセーリを受けとめる己とが出棄ているでしょうか?遠跡は、人顛のそして親代Φ裂釜の生と克の証です.
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Ⅲ.『遺跡に於ける遺跡に関する遺跡の空間としての彫琢』

私達当会は、遺跡について、私達人類の活動の空問に於いて、土地に媒介されて存在し、宇宙と地球の自

然、並びに、私達人類の為す、"土地の造形"を骨格とする、と仮定します。

私達当会は、遺跡の活用について、之を、遺跡に於ける遺跡に関する遺跡の空問としての彫琢の内にのみ

存する、と仮定します。

私達当会は、遺跡の活用について、当該の遺跡に於ける遺跡に関する遺跡の空間としての彫琢、さらに、之

と、他の遺跡、並びに、遺跡たるの事象の外に存する他の事象との連携によって形成し得る、と仮定します。

手厶達当会は、世界の遺跡の在り方について、唯在るのみ(ギリシャ、ローマ、ピラミッド、スフィンクス、ー・)、

又は、転化(建築化、機能化、博物館化、ー・)であるが故に、当該の遺跡に於ける遺跡に関する遺跡の空間

としての人類の彫琢、又は、その実現、により、当該の遺跡は、遺跡の在り方に於いて、現在の世界の遺跡の

存在を超越することが可能である、と仮定します。

私達当会は、例えぱ、任意の当該の事象について、数字さらには算式の活用であり、文字さらには歴史学の

活用であり、建築技術さらには工学の活用であり、これらは、遺跡たる存在さらには遺跡たる概念の活用では

ない、と仮定します。

私達当会は、私達現代の人類について、私達人類の現代の世界に於ける、私達人類の知の蓄積と体系に

より、例えぱ、当該の遺跡について、当該の人類の共時的通時的な存在と在り方に関する、行為による継承、

言語による伝承、文字による文献史料、絵図や図面や写真等による画像史料、考古学的な調査と研究、人文
学的な調査と研究、自然科学的な調査と研究、の示す、当該の遺跡の共時的通時的な当該の人類に関係す

る空間の在り方や構造や構成要素とその変遷にあって、彼と之を知り、理解し、把握し、又は、当該の空間の
顕在によって、何人も、彼と之を、経験的に観取することができる、と仮定します。

{10之0卑(令和才年)0月16白史哩白遷生所を青全る皇代者池知牝症}

私達当会は、遺跡の活用について、遺跡に於ける遺跡に関する遺跡の空間としての彫琢、又は、その実現、

即ち、私達人類の活動の空間に於ける、私達人類の存在と活動の軌跡の提示にある、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、生物学的に比較対照し得る共時的に生存する亜種を欠落する私達現生人類に
とって、遺跡が人類自身の存在と活動の痕跡であることによって、之が、私達現生人類自身を客観する唯一

の示標となる、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、私達人類にとって、人類の記念碑や建造物、標本、美術品や工芸品とは、異な

る存在であり概念である、と仮定します。

私達当会は、皆様に、遺跡の活用について、遺跡に於ける遺跡に関する遺跡の空間としての彫琢、又、その

実現によって、之を行為すること、を提案し要望します。

※1遺跡:人類の活動の痕跡、一般に遺構並びに遺物たる性質に於いて考寮されます 繁2彫琢:①宝石などを刻み慶くこと、②詩文を織り直すこと、錬り上げること
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Ⅳ.『遺跡に於ける遺跡に関する遺跡の空間としての彫琢(資料編)』

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

『遺跡に於ける遺跡に関する遺跡の空間としての彫琢(資料編)』
一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用より

紙面編集i犬野儘,ヤr

器ヂ註●登、鴫1再嵯ゞ畢泌1当艦篤事緩斑噂璽反姦輩出出,・・,f豊亭主・典遍鳥型、器豊凌.i.1李瓢瓢'鴫戸・為"・・窯¥、誠ゞ心、"1・ゞ部'j..ー・",・'翻・ゑ,.蚕血熟愚頃"'誠舮1.然遍越建撫鱗ゑ■、・四'璽曾一讐曾美皿泰・1武甕畷'琶・翻の1器駿泌・遵避越餌気墫广拷角礁謬二.i捻、・^箇加.匠"1嘱警際廷一P爾発二',健一鴛喜齢二●瓢一"""Υ"出一'.馴'、姥雁運欝;、小、、汎,'、覇1遷1契処め;.,旦一沌φキ逃"・4瓢§¥、" 1馴痔、麗運欝;、"小J禽,覇11爲篭処め;.県一y市1の゛鴫酸点瓢1-'" 1
'i・"・龍鴫一、・一癌儀髄寄を隈"調戸'、'

2020年(令和2年)9月15白火曜日養生所を考える会代表池知和恭
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V.『私達人類、遺跡の本源的価値、遺跡の存在、機能、社会的共通資本』

(私達人類)

私達当会は、私達人類について、他の生命体と比較して、私達人類に特徴的な、行為、行動、活動が、私達人類の個体の
想像たる主観、並びに、集団的に共有される個体の主観に依存する処、私達人類の存在は、私達人類の個体の想像たる主
観、並びに、集団的に共有される個体の主観に依存することができない、と仮定します。

私達当会は、私達人類の存在について、専ら、宇宙と太陽系のエネルギー系(on引宮y .y.tBm)1こ依存する、と仮定します。

私達当会は、茲に、私達人類は、その行為、行動、活動、と、その存在、との関係に於いて、本来的に、パラドックス(Pヨ怡do
X:背理、逆理、逆説)を内包する、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、私達人類の個体の想像たる主観、並びに、集団的に共有される個体の主観に由来して成立す

る処、一方で、私達人類の個体と集団に於ける忘却と遺存の偶然性により、私達人類の主観を離れ、私達人類の主観を超
越して、存在する、と仮定します。

私達当会は、茲に、遺跡の存在について、私達人類の主観を媒体として、遺跡の存在と私達人類の存在との双方の存在の
様式は、私達人類の世界に於いて、唯一、相似、である、と仮定します。

(遺跡の私達人類にとっての本源的価値)
私達当会は、遺跡の私達人類にとっての本源的価値について、私達人類の主観を媒体とした、遺跡の存在と私達人類の存
在との双方の存在の様式の、私達人類の世界に於ける、唯一の、相似たる事象、に在る、と仮定Lます。

私達当会は、私達人類が、遺跡に遭遇した時の、感慨、並びに、共感は、私達人類が、予備的に保有する概念、知の体系を
超越して、直観する、第一義に、斯かる、人類の存在と遺跡の存在との性質の相似性に由来する、と仮定します。

【20之0年(令和2年"0月28日水曜日養生所を考える会代襄池知和蕃)

私達当会は、斯かる、私達人類の遺跡に遭遇した時の、感慨、並びに、共感、即ち、直観的理解が私達人類を、概念的、形

式的、明示的な発見、再発見、並ぴに、理解、さらにぱ、歴史的な、過去、現在、未来の連続と安定、安全と豊穣、又、人類の
幸福、へと誘導する、と仮定します。

私達当会は、遺跡の価値について、私達人類が、もし、何らかの集団的な記念の意義や何らかの集団的なプライド.(P"de
誇り、自尊心)の意義にあると仮定するならば、それは、何らかの政治的制圧と文化的分断に由来する、その主体又はその
客体(対象)に於ける表象である可能性を包含している、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、その社会に於いて、何らの政治的制圧と文化的分断もなければ、何らの集団的記念の意
義も何らの集団的プライドの意義も生成されない可能性がある、と仮定します。

私達当会は、例えぱ、私達人類の西欧地域に於いて、ケルト(celt)やヌマンティア(Numantia)など、各地に、政治的制
圧と文化的断絶によって、現代に於いて、既に、復元不可能となった、複数の人類の集団の存在、エスニシティ、地域、都市、
文化、文明が過去に存在したことが知られている、と仮定します。

私達当会は、私達人類の日本地域に於いて、その古代、中央勢力により、その勢力範囲内、又、周辺地域に於ける、政治的
制圧と文化的断絶が生起した筈の処、一方で、連立関係や同盟関係、その他の共存関係によって、各地の社会の諸相に、そ
の古層を遺存しつつ推移した可能性がある、と仮定します。

私達当会は、日本地域に於いて、近世の創成期に、慶長八年二月十二日(1印3年3月24日)後陽成天皇が徳川家康に征夷
大将軍の宣旨を下した後、徳川家は、公儀(江戸後期に幕府と認識される)を形成し、慶長八年(1603年)徳川家康は諸侯に

黒印状を発給、又、慶長九年一月(1604年)徳川家康は松前慶廣に黒印状を発給、即ち、「定一自諸国松前へ出入之者
志摩守二無断而令渡海売買仕候者急度可致言上事付共志摩守不相断而夷仁与直二商売仕候儀可為曲事事

対夷仁非分申懸者堅停止事右条々若於違背之輩者可処厳科者也夷之儀者何方へ往行候共可致夷次第事

依如件慶長九年正月廿七日黒印松前志摩とのへ」、として、松前慶廣に対して松前藩を安堵するとともに、蝦夷島
に於ける和人のアイヌへの干渉を禁止して、指令したこと、を知見します。

蝦夷島地域に於けるアイヌへの干渉禁止の原則が、緩むのは、松前藩に於いて、当初、藩の家臣団直営のアイヌとの交易
を、本土地域の商人に委託し始めた頃からだ、と云われます。

(フ/276 )



世界の私達人類は、日本地域の近世の、徳川氏の公儀に於ける、265年問の、島原の乱が生起するものの、ほぼ、内戦、
並びに、対外戦争のない、万民に連続的であり安定した状態を、パックス・トクガワーナ炉ax TokU三.wana:徳川の平和)、
と呼称し、評価しています。

(遺跡の存在)

私達当会は、遺跡について、私達人類にとっての存在は、私達人類の、想像、概念、知の体系、例えぱ、歴史学の範疇に依
存する、歴史事象に対する事後的仮想的な関係性たる解釈、その軽重、又は、その序列たる価値観、に在る、というよりは、
本源的、第一義に、私達人類の、視覚、触覚、聴覚、喚覚、並びに、時に、味覚、に在る、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、文字に記され、抽象芸術に表現された為政者、並ぴに、成功者の概念、並びに、歴史と異なり、

私達人類一般の行為の断片によって構成されつつ、私達人類の世界で、唯一、当該の地域の過去の人類のエスニシティ(.
thnici智:文化的環境)、並びに、その在り方やその関係する人類の集団としてのネイション(n.tion)を、私達人類の享後
的な概念を経由せず、直接、その同時代の具象に於いて、表象する、と仮定します。

(遺跡の私達人類に於ける機能)

私達当会は、遺跡、並びに、他の文化財について、現代の私達人類に於ける機能は、当該の地域の人類、並びに、他の地

域の人類が、遺跡たる具象の内に包含され、表象される、当該の地域の過去の人類のエスニシティ(e小nioity:文化的環
境)、並びに、その在り方やその関係する人類の集団としてのネイション(nation)に於いて、当該の地域の人類の、漸次交
代する世代に亘って、時にその地の風土と共に、当該の地域の人類のエスニシティとネイションを見詰め続け、常に、再発見

し、再認識し、自らの生活に把握し、当該の地域の人類の本来の在り方、並びに、その固有の幸福を実現することを誘導する
ことにある、と仮定します。

私達当会は、私達人類が、包括的に斯かる幸福を実現することができるならば、原則として、人類の世界に、大規模な難民
は、生起しない、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の、私達人類に特徴的な行為、行動、活動の動機は、専ら、私達人類の文化の
うちにある、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、私達人類が、私達人類の、私達人類に特徴的な行為、行動、活動の動機である、私達人類の
様々な文化の諸相の基盤となる、当該の人類のエスニシティ、並びに、そのネイション、又は、その推移、歴史的な経過、を、
具象を以って、再発見し、再認識し、自らの生活に把握する、私達人類の世界に於ける、その、唯一の契機である、と仮定し
ます。

(私達人類の世界に於ける遺跡たる社会的共通資本)
私達当会は、遺跡について、私達人類の世界に於ける「社会的共通資本」である、と仮定します。
(「社会的共通資本」は数理経済学者宇澤弘文氏(1928年(昭和3年)7月21日一2014年(平成26年)9月18日、86歳)の提唱に係る概念です。)

(私達当会の要望と提案)

私達当会は、皆様に、遺跡について、以上の記述に於いて、遺跡を遺跡として、即ち、土地の造形、遺構、遺物、土地の利用
の履歴に関して、認知、認識、調査、現状保存、活用、整備、公開、提示、保全し、即ち、顕現し、私達人類の社会に対して明

らかにして発信して紹介し、且つ、私達現生人類による自身の事象として、私達現生人類にとって唯一の自身への客観たり
得る事叡として、自らの存在と行為、生活に於ける包摂、受容、継承、を実現すること、を提案し要望します。

( 8/276 )
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Ⅵ.『私達人類の世界の動向、国力、国土、遺跡、漁港、田園、牧場、森林』

1.情報

2020年(令和2年)10月26日明曜日)の日本経済新聞は、第一面の記事、『民主主義少数派に描けぬ豊かさ、危機増幅
[パクスなき世界]ーー自由のパラドックス〔1〕』、に於いて、以下、報道しました。

02020年(令和2年)10月26日桐曜日)日本経済新聞第一面記事
『民主主義少數派に描けぬ豊かさ、危機増幅[パクスなき世界]自由のパラドックス〔1〕』

民主主義が衰えている。約30年前、旧ソ連との冷戦に勝利した米国は自国第一主義に傾き、自由と民主主義の旗手の座を退いた。

かつて自由を希求した国が強権体制に転じる矛盾も広がる。古代口ーマで「パクス」と呼ぱれた平和と秩序の女神は消えた。人類が多

くの犠牲を払って得た価値は色あせるのか。あなたにとって民主主義は守るに値しませんかーー。(関連記事3面、特集7面に)

「一部の加盟国で司法の独立に深刻な懸念が生じている」。欧州連合(EU)欧州委員長は9月末にまとめた「法の支配」に関する初
の報告書で、ハンガリーにとりわけ厳しい視線を向けナこ。
同国のビクトル・オルバン首相は「民主主義は自由主義でなければならないという教義は崩れた」と公言する。2010年の政権発足

以来、憲法など重要法の改正を重ね、政権寄りの裁判官を増やして権力をけん制する司法の役割を封じた。

力の源は議会の3分の2を握る政権与党の議席に在る。冷職時の共産主義から民主主義に転換Lた04年にEUに加盟したが、今も
ハンガリーの賃金水準はEU平均の3分の1。人口は30年間で796減った。「民主化すれば豊かになれる」という夢はかなっていない。
*****

民主主義を揺らすのは低成擾と富の集中だ。1980年代に3%を超えた世界経済の平均成長率は2010~20年に2%台前半に沈

み、トップ196の所得シェアは80年代の16%から21%に高まっナこ。難民、EU本都、自由主義。オルバン氏は次々と「敵」を攻撃し、

行き場のない不満をためこむ人々の支持を集めナ=。

より自由になった市民が無力を味わう自由民主主義のバラドックス(矛盾)ーー。ブルガリア出身の政治学者イワン・ウラステフ氏は

中欧の難局を著書でこう表現した。冷戦時に民主化を求めたボーランドの強硬右派政権が2月、裁判官が政府の改革に異を唱えるの

を禁じる法律を作った。

危機は世界を覆う。スウェーデンの調査機関V-Domによると、19年に民主主義国・地域は世界に87。非民主主義は92で、民主
主義力ξ'18年ぶりに非民主主義の勢力を下回った。18年にハンガリーやアルバニア、19年にフィリピンなどが非民主主義に逆戻りし
た。20年に民主国家に募らす人は世界の46%と、旧ソ連が崩壊した19引年以来の水準に沈む。非民主国家が世界の多数派だ。
選挙で選ぱれた政権が民主主義を壊す悪夢は約90年前も見ナニ。当時最も進んだ民主憲法を擁したドイツは第1次大戦の賠償や世

界恐慌で疲弊し、ヒトラー率いるナチスの全体主義を選んだ。民主主義と自由主義の繁栄。20世紀の共通の価値軸「パクス」を守る
べき大国も土台がぐらつく。
"月3日、建国以来59回目の大統領選挙に臨む米国。大票田テキサス州で与党・共和党のアボット知事は10月上旬、唐突に不

在者投票の受付場所を自治体ごと1こ1つに集約するよう命じた。野党・民主党は高齢者らが投票しにくくなると反発し、法廷闘争が続く。
*****

新型コロナウイルスを理由とした選挙規則の変亜を巡る訴訟は全米で350件を超える。トランプ大統領は民主党候補のバイデン前
副大統領に敗れた場合の平和的な政糧移行すら確約しない。

民主主義の動揺を強権園家は見逃さない。中国の晋近平(シー・ジンピン)指導部は新彊ウイグル自治区などで少数民族の同化政

策を強力に進める。香港政府は3月に5人以上の集会を禁じ、コロナを理由に抗議活動を禁止した。9月に予定していた立法会(議

会)選挙も1年延期した。

ベラルーシのルカシェンコ大統領は9月、予告なしに6期目の就任式を強行した。夏の大続領選での不正への抗議デモが続くが、欧
米の関心の低さを見透かす。ロシアは15億ドル(約1600億円)の支援融資を申し入れ、影響力拡大を狙う。

社会学者ラルフ・ダーレンドルフは23年前、「21世紀が権威(強権)主義の世紀にならないと言い切れない」と記した。希望はないの

か。

再びハンガリー。ベロニカ・ムンクさんは10月、仲問とニュースサイト「テレッウス」を開設した。同国最大手ネットメディアの副編集長

を7月に辞めた。政権に近い実業家が経営に介入し、編集墨を解任Lたからだ。「独立は自らの足で立つことでしか得られない」。新サ
イトは主に寄付金と購読料で運営する。

法の支配や言論の自由を常に磨く。誰にも縛られない発想を育む礎は誰かが守ってくれるわけではない。米フーバー研究所シニア・
フェローのラリー・ダイアモンド氏は「民主主義を改革する新たな時代を」と訴える。未来を守るカギは私たち一人ひとりの手にある。

▼パクスローマ神話の平和と秩序の女神を「pax」という=写真は123RF。覇権国の全盛期をし{クス・アメリカーナ(米国による
平和)」などと呼ぶ。18世紀の英歴史家ギボンが玉賢帝時代の口ーマ帝国の隆盛を「パクス・ロマーナ(ローマによる平和)」と称した。

秩序の安定で経済も繁栄する。

(2020年(令和2年"0月2B日水曜日讐生所を考える会代表地知和恭)

〆

ロ「政治体制別の人口推移一一非民主国家の人口が民主国家を上回るのは1999年以来」(折れ線グラフ)X軸:98年~20年、
y軸:25~45億人、(1999年の後に民主主義国家の人口が非民主主義国家の人口を上回る、2018年の後に非民主主義国家の
人口が民主主義国家の人口を上回る)、2m9年~2020年:民主主義は退潮/非民主主義は伸長(出所)V-Dem、国連
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2.考察

私達当会は、資本主義経済について、西欧の中世に於いて、新興商業工業者の概念がプロテスタントの概念に結実し、西欧の近
代にかけて、西欧地域に於ける自由と民主たる概念と同調した制度である、と仮定します。

私達当会は、自由主義と民主制と資本主義の組み合せについて、任意の特定の組み合わせ、又は、事象であり、私達人類にとっ

て、共時的通時的に、常に、必ず、普遍的である、とは云えない、と仮定します。

私達当会は、人類の世界の西欧地域に由来する自由主義と民主主義は、今や、日本に於いて、典型的な形態で遺存する、とも云

われる、と知見します。

私達当会は、私達人類の歴史について、新興拡大勢力への参集とその覇権の歴史である、と云い得る、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、何らかの状況のもとに、ともすれぱ消滅しつつあるかもしれない、個体と集団に於ける、自らの

エスニシティ(Bthniciw :文化的環境)、並びに、その在り方やその関係する人類の集団としてのネイション(ngtlon)、又、その歴
史を再発見、再確認、再認識し、現代に於ける、自らの制度に昇華し、当該の人類の、時に、その地、又は、その風土に於ける、固

有の幸福を実現することが、本来の姿である、と仮定します。

私達当会は、私達人類が、包括的に斯かる幸福を実現することができるならぱ、原則として、人類の世界に、大規模な難民は、生
起しない、と仮定します。

私達当会は、例えぱ、私達人類の世界の日本地域の人類について、四季自然と水と物産の豊かな瑞穂の国、日本地域の人々の
心情は、吾唯足るを知る、ではなかったか、と仮定します。

私遠当会は、任意の特定の地域、国家の国力について、その根源は、当該の地域の人類の自己認識能力、自覚能力にある、と仮
定します。

私達当会は、現代の私達人類の世界の経済産業について、土地や建物、その他の有形の資産を運用する事業の形態から、私達
人類の抽象文化、並びに、知の体系、即ち、無形資産を運用する事業の形態へシフト(sh洗:移し変える、移す)しつつある、と仮

定します。

3.提案と要望

私達当会は、皆様に、日本地域の国土の運用について、、現代の私達人類の世界の経済産業に於ける、土地や建物、その他の
有形の資産を運用する事業の形態から、私達人類の抽象文化、並びに、知の体系、即ち、無形資産を運用する事業の形態へのシ
フトに連動して、例えぱ、私達人類の世界で、唯一、当該の地域の過去の人類のエスニシティ(eth"iciw :文化的環境)、並びに、
その在り方やその関係する人類の集団としてのネイション(".tlon)を、私達人類の事後的な概念を経由せず、直接、具象の内に、
表象し、私達人類が、当該のエスニシティ並びにネイション、又は、その推移、歴史的な経過、を直観し、之を考究し、之を理解す
る契機と為り得る遺跡、又、私達人類の私達人類に特徴的な行為、行動、活動の動機である私達人類の文化、私達人類の抽象
文化の基盤と成り得る、私達人類の精神文化の基盤たる事象である遺跡、並ぴに、私達人類の存在の基盤と考え得る、私達人
類の食料獲得の基盤である漁港、田園、牧場、又、国土、河川、海洋を保全する森林へシフトする二と、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、遺跡について、以上の記述に於いて、遺跡を遺跡として、即ち、土地の造形、遺構、遺物、土地の利用の履
歴に関して、認知、認識、調査、現状保存、活用、整備、公開、提示、保全L、即ち、顕現し、私達人類の社会に対して明らかにして

発信して紹介し、且つ、私達現生人類による自身の事象として、私達現生人類にとって唯一の自身への客観たり得る事象として、
自らの存在と行為、生活に於ける包摂、受容、継承、を実現すること、を提案し要望します。

4.参考資料

『私達人類、遺跡の本源的価値、遺跡の存在、機能、社会的共通資本』 2020年(令和2年"0月28日水曜日養生所を考える会代表池知和恭
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Ⅶ.『株式会社三菱総合研究所による県庁舎跡地整備基本構想検討報告書』

長崎県は、長崎県庁舎跡地活用整備の基本構想の検討について、かねて、長崎県から株式会社三菱総合研究

所に業務委託し、納入延長期限2020年9月30日をもって、当該業務の受託者である株式会社三菱総合研究
所より、その成果物である『県庁舎跡地整備基本構想検討報告書株式会社三菱総合研究所』の納入を受領し
ました。

私達当会は、2020年10月、長崎県の理事者に、『県庁舎跡地整備基本構想検討報告書株式会社三菱総合
研究所』について、開示請求を成し、同月中に、その交付を受けました。

株式会社三菱総合研究所の長崎県庁舎跡地活用整備に関する提案は、①『株式会社三菱総合研究所県庁
舎跡地整備基本構想検討報告害のボイント発注者.長崎県受託者.株式会社三菱総合研究所』、②『県庁

舎跡地整備基本構想検討報告書株式会社三菱総合研究所』、③『県庁舎跡地整備基本構想検討報告書(資
料編)株式会社三菱総合研究所』、の三点の形態により、構成されています。

私達当会は、当該の三点の形態より引用しつつ、株式会社三菱総合研究所の当該の提案の概略を、以下、確
認します。

1.『株式会社三菱総合研究所県庁舎跡地整備基本構想検討報告書のボイント発注者.長崎県受託者.株
式会社三菱総合研究所』

町県庁舎跡地整備基本構想検討報告害株式会社三菱総合研究所』の内容の概略の確認の

(2020年(令和2年"0月2B日水耀白憂生所を考える会代叢池知和恭)

[活用策のさらなる検討]

県庁舎跡地での文化芸術ホールの整備が見直しとなったことから、これまでの賑わいの創出等につながるも
のとして議論されてきた「広場」や「交流・おもてなしの空問」を基本としつつ、新たな機能を付加できるかを含め、
専門家等へのヒアリングや他の自治体の事例収集などを行いながら、この地にふさわしい効果的な活用策につ
いて議論を重ねた。

[基本理念の整理]

三の地^
0岬の教会、長崎奉行所、四代に渡る県庁舎など重層的な歴史を有する場
0長崎のまちの発祥の地、長崎の中心、長崎の象徴

期莅さ^
■この地の歴史的特徴を受け継ぎ、人と人、過去と未来、場と場、異なるアイデアといった様々な(異質な)も

のを繋ぎ、「異なる属性の人々が交流し、新たな価値を創1り出していく場所」であり続けること

■多くの人々が集い、賑わうとともに、県民市民の関心や注目が集まり、強い地域性や中心性が感じられ、長
崎に居ることを実感できる場として、「まちなかに賑わいをもたらし、県全体に活力を生み出す場所」であること

8

1基本理念1

この地の歴忠宣遁^、圭墜盆交泣により新右盆価値を創慥・発信する、賑わ'】^の倉朏
0

[目指すべき姿]

(1)まちへの愛着(シビックプライド)の醸成

県民市民が、この地の歴史を感じ、普段から憩い、くつろぎ、集いや交流の場として利用する。
(2)まちなかの賑わい創出

県民市民などによる様々なイベントや催しにより日常的に賑わうことにより、県民市民と観光客等との交流を
生む。

(3)交流人口の拡大
県足市民や古ち穿る胡光客(インバ[ンド寺会す"なyが.嘉崎県の廃中(跡地の廃中や惜界情産なμ),都
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光・物産、食などの魅力を知り、学ぶことにより、まちなかや県内各地を巡っていただくきっかけとする。
(4)国際交流の拡大

留学生をはじめ県内在住外国人と県民市民や企業等との交流の場をつくりだすことにより、県民市民の国際
感覚を醸成するとともに、長崎県と海外との架け橋となる人材を育成する。
(5)文化芸術活動の活性化

大学との連携、国内外のアーチストなどとのコラボによる作品の創H乍・発表、県内各地の伝統芸能や各種文

化団体による発表を促す。
(6)新たな産業やビジネスの創出

産学官等が連携し、積極的に技術やノウハウ等を集結させ、長崎県の抱える地域課題解決に向けた方策や

新たなビジネスを生み出すとともに、学生や若者と企業、企業と留学生など、異なる領域の人々による幅広い交
流を促す。

(フ)新しい働き方やライフスタイルの実現
アフターコロナも見据えつつ、新しい働き方やライフスタイルの実現、若者や女性等によるチャレンジを支援

する。

ij、゛^り.゛ー、、^^ P■^^山ノU'^、 E ^..ノ^■、二■^^ノ'^^'ー、■■."ー」il、り゛1^^、^"゛^ψ゛^^、^リ1'゛^1^..^.^ノ、^●

[整備する機能]

【歴史を活かす】

・現存する石垣や第三別館など、

・また、重層的な歴史を持つが故に、特定の時代の建物を選んで復元することは難しいと考えられることから、
VR

【賑わいの場を創出する】

①広場機能
・まちなかに位置し、観光スボットである出島と近接する立地特性を踏まえ、

の 1
'U

し、

②情報発信・飲食機能
・観光客などに長崎県の歴史や世界遺産、観光、食などの魅力を感じてもらい、

々ナ

0

【多様な交流につなげる】

③交流支援機能
・県民市民と観光客などの交流に加え、国際、文化芸術、スポーツ、産業など多様な分野の交流拡大に向けた

取組を推進するための「交流支援機能」を整備。

ナ

ベントやいの売

ていナーナニくっか1

について1

の威'について検討。

→<

0

[③交流支援機能(新たな価値の創造・発信拠点)]

ー" E

<幅広い交流により生み出す「新たな価値」とは>
・新たな産業やビジネスの創出、国際感覚の醸成・海外等とのネットワーク構築、地域や産業を担う人材の育

成、シビックプライドの醸成など(目指すべき姿と連動)
0

・以上のような交流支援機能により、新たな価値を創造・発信する

ナ

ナ、 ナ

ことを基本とする。

を整備。

玉

(1)幅広い交流を促す機能(県庁舎跡地等)
・多目的に利用できるイベントスペース

・研修や講義などに使えるりカレントルーム

・映像設備などが充実したプレゼンスペース

・人々が気軽に集えるオープンカフ工等

(2)新たなビジネスや産業の創出等につなげる機能(県警本部跡地等)
・オープンイノベーション関連機能
・スタートアップ支援機能
・大学のサテライトキャンパス

・企業と大学の共同研究スペース
・学生や企業などの交流サロン
・企業のオフィス等

の い にし「ナーナ

を整備。

ナ'かへの

ナ

や
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[配置の考え方(ゾーニング)]

圏国史跡である出島と連携した整備、市役所通りに面する広場、出島等を見下ろすことのできるロケーション
を活かした歴史等の情報発信や飲食機能などの配置を検討

■県警本部跡地エリアについては、周辺エリアの開発との連動にも留意しながら、新たな産業の創出につな
げるための支援機能の整備や、企業・大学等の集積などを検討

◆石垣下の空間

◇旧第三別館
◆県庁舎跡地

◆県警本部跡地

■整備する機能の具体的な配置や規模は、今後の埋蔵文化財調査の結果等を踏まえ整理

[その他(留意点)]

(情報発信、交通結節機能等)

(広場機能、交流支援機能等)
(新たな産業の創出につなげるための機能等)

交通結節機能

・中心市街地をつなぐまちの中心に位置し、出島とも隣接しており、空港バスや高速バス発着用のバスベイの
整備や待合室の整備について検討

旧第三別館

・今後、民間事業者等による活用可能性の意向調査(サウンディング)を実施し、民間の利用二ーズと実現可
能性(費用対効果)の両面から保存・活用の可否を検討

デザイン(重層的な歴史の表現方法)

・特定の時代の建物を「復元」することが難しいことから、現存する構造物(石垣など)を効果的に見せる、往
時を枋佛とさせる機能(鑪楼や時計台など)をモニュメント的に整備する、VRなど先端技術を活用して再現する
など、効果的な表現方法を検討

江戸町公園の一体的活用

可変性の確保等

・整備後の運営の中で生じてくる新たな二ーズ(機能の付加など)や課題にも柔軟に対応できるよう、増改築
できるスペースを確保しておくなど、建物整備に「可変性」を持たせることを検討
・県警本部跡地における民間開発の検討や周辺エリアの開発との連動などを考慮し、整備の方向性を明確に

したうぇで、段階的な実施を検討するなど、効果的かつ効率的な整備のあり方に留意

運営体制、人材の育成・確保
・管理・運営を行う体制の整備、プレーヤーの確保、将来の運営等を担う人材の発掘・育成などに留意

周辺エリアの開発との連動

先行的な賑わいの創出

・現在更地となっている第二別館跡地など、石垣下の空間を活用し先行的な賑わいづくりを検討(活用可能な
範囲から先行的に着手し、段階的に範囲を拡大)

→意欲ある方々によるワークショップ開催や実証実験(公募によりイベント等を試行してもらい検証)を重ね、
賑わい創出に向けた課題の掘り起こしや将来持続的に活動してもらう人材を発掘,育成

口絵図〔石垣下の空間(第三別館一江戸町公園一第二別館跡一第一別館跡、石垣上の空間、石垣※西部、
石垣※調査中の部分、石垣※東部)〕

2.『県庁舎跡地整備基本構想検討報告婁株式会社三菱総合研究所』

1.1 背景と目的長崎県庁舎跡地(以下「県庁舎跡地」という。)は、岬の教会、長崎奉1.はじめに

行所、四代に渡る県庁舎等が置かれてきた、長崎の歴史において中心的な役割を果たしてきた土地であるとと
もに、地理的にもまちの中心に立地する県民にとって大変貴重な財産であることから、これまでも様々な専門家
等の意見を聞きながら「歴史を感じさせる場」や「賑わいの場」としてのあり方が検討されてきた。それらの
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背景を踏まえ、また令和元年度に実施した埋蔵文化財調査、及び令和2年度に実施予定である埋蔵文化財調
査の結果にも留意したうぇで、県庁舎跡地と県警本部跡地の一体的な活用により、歴史を活かし、賑わいの創

出につながるような活用策について検討する。 1.2これまでの経緯県庁舎跡地の整備については、
平成21年以降、長崎県県庁舎跡地活用懇話会(以下、「第1回懇話会」という。)やワークショップ等で議論がな
され、平成22年1月に、第1回懇話会から跡地活用の基本理念や基本的な方向等についてまとめられた提言

が出された。また、平成21年と22年に埋蔵文化財予備調査は実施され、県庁舎跡地の一部に江戸時代の石
垣等の遺構が残存することが確認された。平成24年からは、2回目の懇話会となる、長崎県県庁舎跡地活

用検討懇話会(以下、「第2回懇話会」という。)が開かれ、平成26年4月に、跡地活用の検討にあたっての考え
方や、主要機能候補などが新たな提言として示された。平成26年7月には、長崎市から県に対してホール

機能に関する提案がなされ、これまでの議論を踏まえながら、提案内容についても併せて検討を進めることとし

た。その結果、平成30年11月に、県として「県庁舎跡地整備の基本的な考え方」を取りまとめ、翌令和元
年6月には、「県庁舎跡地整備方針」を策定し、第2回懇話会の提言にあった、「様々な歴史を最大限に活用し、
交流・創造・発信につなげていく」との趣旨を実現するための機能として、「広場」「交流・おもてなしの空間」(以上、
県整備予定)「文化芸術ホール」(以上、長崎市整備予定)を主要機能とし、県庁舎跡地の石垣上の部分に整備
することとした。この方針に基づき、令和元年9月より、基本構想の策定に着手し、これらの3機能を柱とし
た跡地活用の詳細な機能や配置などについて検討していたが、令和元年10月から令和2年1月にかけて実施

された埋蔵文化財鯛査の結果、専門家から「さらに詳細な調査の実施を検討してほしい」等の意見があり、県と
しても引き続き詳細な調査を実施することとした。また、長崎市からは、「文化芸術ホールは市役所跡地に
整備したい」との方針が示されたことから、県において、これまでの継論を踏まえ、賑わいの中心となる「広場」、
歴史や観光等の情報発信を行うr交流・おもてなしの空間」の整備を基本としつつ、新たにどのような機能を付加
することができるかを含め、基本構想策定の中で、活用策についてさらに検討を深めることとなった。 1.3

本構想検討報告書の位置付け本基本構想検討報告書は県庁舎跡地及び県警本部跡地の一体的活用を
目指して、これまでの議論に加え、今後の基本構想策定に向けて実施した専門家や民間企業等へのヒアリング
結果、他自治体などの活用事例の調査結果などを踏まえ、活用にあたっての基本理念、整備の考え方、及び臭
体的な機能のイメージについて取りまとめるものである。また、活用策を推進していくうぇで欠かせない運営体制
及び事業体制等の検討内容についても併せて取りまとめるものである。なお、本基本構想検討報告書のと
りまとめ時点では、令和2年度の埋蔵文化財調査が進行中であるため、本基本構想検討報告書においては、整
備する機能の配置や規模を具体的には確定しないこととし、検討作業の中で蓄積した様々な知見に基づき、こ
の地に整備する機能や運営のあり方等について、具体的に提示するものとする。

2、敷地概要 2.1敷地条件 2.1.1 県庁舎跡地及び県警本部跡地事業の対象敷地は、県庁
舎跡地及び県警本部跡地である。口表2-1県庁舎跡地及ぴ県警本部跡地の概要〔住所/敷地面
積/用途地域/建ぺい率/容積率、県庁舎跡地:長崎県長崎市江戸町二丁目13番/約13,000平方メー
トル/商業地域/80%/600%、県警本部跡地:長崎県長崎市万才町四丁目15番/約2,000平方メート
ル/商業地域/80%/600%〕口図2-1県庁舎跡地および県警本部跡地活用の対象〔県庁舎跡
地約 13, ooorr;(本館・第一別館跡地約 11,30onr、第二別館跡地約60orr〒、旧第三別館約 1,10
Orr;)、県警本部跡地約2, ooor『「、江戸町公園約1,80or6〕(1)県庁舎跡地県庁舎跡地は、石
垣を境として7m以上の高低差があることが特徴である。敷地の中には、県庁の本館、第一別館、第二別館、第
三別館が設置されていたが、本館、第一別館、第二別館は既に取り壊しを行い、現在は更地となっている。
なお、、県庁舎跡地に隣接して、長崎市の都市公園である江戸町公園が整備されている。江戸町公園は長崎市
の管轄であるため、一体的に活用する場合は、今後長崎市と調整を図っていく必要がある。 1)現存する石
垣や出島との連携現在、石垣下のエリアにおいて、第一別館跡地と第二別館跡地は更地となっており、江
戸町公園も含めて地物による遮蔽がなく、客観的には一体的な屋外空間としての特徴を有している。また、この
空間からは、江戸時代から現存する石垣を望むことができ、この土地の成り立ちや歴史を感じることができる重
要な要素である。敷地の南側は江戸町通りと中島川を挟んで出島(国指定史跡出島和蘭商館跡)に面し
ており、出島とつながりのある空閻としての特徴も有している。 2)旧第三別館旧第三別館は、1923

(大正12)年に竣工した3階建て鉄筋コンクリート造り(RC造)の庁舎である。当初は長崎警察署の庁舎として
利用されていたが、1968(昭和43)年以降は県庁の第三別館として使用されてきた。大正期から昭和期に建
設されたRC造の警察庁舎で現存しているものは全国にも数が少なく、また、1945(昭和20)年8月の長崎原
爆を経験した建物でもあることから、歴史的建造物として重要である。現在、旧第三別館に入居していた県
庁機能は転出しているため建物自体は使用されていないが、耐震基準を満たしておらず、外壁等の劣化も進ん
でいることから、今後、保存活用する場合には耐震改修工事や外壁等の改修工事が必要となる。(2)県警
本部跡地長崎県庁舎跡地は、長崎県警本部が置かれていた敷地で、県庁舎跡地のように奉行所などの歴
史的建造物が建っていた経過がなく、隣接する民地との連携も含めて、比較的自由度の高い整備が可能である。
0,0 ■t卜劣劇『号11fr、=、'111 6:1免新Nhl+即10一河ι一宗t トニ1一旦11応π、■'悶r「ワ写づ式ス昆11応即●ら制、゛.ξ士士剛^
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観光船ふ頭等とまちの中心部を繋ぐ場所に位置している。また、県庁舎跡地を中心とする同心円を描くと、半径

1.5kmの中に主要な施設のほとんどが収まっており、県庁舎跡地は、都市構造上、まちの中心となっている。
2.2 この土地の歴史 2.2.1 岬の教会 2.2.2 長崎奉行所 2,2.3..... 尋●■■●

県庁舎の開庁から現在まで 罫■■●■

3.関連計画等での位置付けとこれまでの検討 3.1関連計画等での位置付け長崎の今に関して

は、今般公表された、長崎県の近未来像「ながさきレボリューション4.0」にあるように、以下に掲げるようなプロ
ジェクトや新たなまちづくりが各地域で進展し、また、汀関連企業などの研究開発拠点の立地が進むなど、造船
業を中心とした産業構造にも変化が生じており、100年に一度とも言われる大きな変革の時期を迎えてい

る。・特定複合観光施設(1R)の整備・九州新幹線西九州ルートの開業・長崎空港の24時間化・

国際クルーズ港の整備・長崎市中心部の交通結節機能の検討こうした中、県庁舎跡地の整備について
も、出島メッセ長崎の開業や長崎スタジアムシティプロジェクトなどと併せ、まちの件まいを変えるプロジェクトの
1つとして、官民が連携し、長崎市内にとどまらず、県内に波及効果をもたらすような整備・活用が期待されてい

る。一方で、長崎の課題に目を向けると、県全体の傾向としては、転出人口の増加等による人口減少や高
齢化といった課題があげられる。また、まちの課題としては、県庁と県警本部が移転したことによる当該エリアの

昼間人口の滅少による賑わいの低下や、そもそもまちなかに子供からシニアまで日常的に憩える場が少ないと
いったこともあげられる。こうした現状等を踏まえ、現行の「長崎県総合計画チャレンジ2020」においては、
「交流で賑う長崎県」を目指し、交流を支える地域を創出するための施策の1つとして、「県庁舎跡地整備の推
進」が位置づけられている。口図3-1目指すべき将来像を見据えた検討の必要性〔長崎のこれま
で:歴史の再認識ヲこれまでのまちづくり→長崎の.今:現状の課題の認識・転出人口の増加・まちなかに多

様な年代が憩える場の必要性ヲこれらからのまちづくりヲ長崎の将来像:人、産業、地域が輝くたくましい長
崎県・交流でにぎわう長崎県・地域のみんなが支えあう長崎県・次世代を担う『人材』豊かな長崎県・力強い産
業を創造する長崎県・安心快適な暮らしが広がる長崎県〕注)長崎の将来像については、長崎県「長崎県
総合計画チャレンジ2020」を参照 3.2 これまでの検討経過と活用策のさらなる検討 3.2.1 これ
までの検討経過長崎県県庁舎跡地活用検討懇話会「県庁舎跡地活用にかかる提言」(平成26年3月)に
おいては、平成22年1月の県庁舎跡地活用懇話会提言における基本理念や基本的方向性を踏まえ、県庁舎
跡地活用に関して、「長崎の中心・象徴」、「この土地の歴史」、「未来へ向けて」という観点からどのような活用を
していくべきかの考え方について取りまとめられている。こうした懇話会からの提言等を踏まえ、令和元年6
月に「県庁舎跡地整備方針」をとりまとめ、これまで長崎のまちになかった新たな賑わいを創出するため、「広
場」「交流・おもてなしの空間」「文化芸術ホール」を主要機能として、その相乗効果により、賑わい創出や交流人

口の拡大を図ることとし、整備する機能等の具体化に向け、同年9月より、基本構想の策定に着手しナニ。 3
2.2 埋蔵文化財調査の実施(1)令和元年度調査 1)調査結果旧県庁舎の解体工事終了後、
令和元年10月16日から令和2年1月15日まで、当初より予定されていた埋蔵文化財調査(範囲確認調査)が

実施された結果、跡地中央から東側においては、井戸の遺構を除き、当該エリアの大部分は、江戸期以前の遺
構を含まない地山(じやま)であることが確認された。跡地南側においては、平成22年度に実施された予備調査
にて、石垣の存在が一部確認されており、今回の調査で江戸時代の石垣が改めて複数確認された。跡地
西側には瓦と漆喰等が混ざった土の層などが確認されナ=。上層は1660年代を下限とする遺物が、下層は163

0~40年代の遺物が確認された' 2)専門家からの指摘調査結果を踏まえた遺構等の取扱いについ
て、埋蔵文化財等の専門家への意見聴取が実施され、以下の指摘があった。・旧南門付近のスロープ部分
や旧立体駐車場付近で江戸期の石垣の遺構が良好な状態で確認されており、周辺の石垣の状態やラインを確

認するため、さらに詳細な調査を進め、その活用方法を検討してほしい。・江戸期前半の奉行所と出島との
間の空間の状況が明らかになったことは調査の成果であり、これらの遺構を壊さないよう配慮する必要があ

・隣接する石垣の詳細な調査と併せ、さらに広い範囲を調査して遺構等の状況を確認のうぇ、その活用る。

方法を検討してほしい。・・調査において、1600年代の複数の時代の遺物を含む層などが確認されており、

その下にはさらに古い層が残っている可能性があることから、これらの層や遺構を壊さないよう配慮する必要が

ある。また、周辺部分のさらに詳細な調査の実施を検討してほしい。 3)県及び長崎市の対応これらの
埋蔵文化財調査の結果に対する専門家からの意見等を踏まえ、県においては、今回出土した遺構等の周辺に
ついて、さらに詳細な調査を行う必要があると判断するとともに、現時点では、その周辺に建物を建てる決断を

行うことは難しいとの認識を持つに至っナニ。また、長崎市からは、専門家の意見や今後の整備スケジュール

等を考慮し、新たな文化芸術ホールについては、現市庁舎の移転後の跡地に整備したいとの考え方が示された。
(2)詳細な埋蔵文化財調査と活用策のさらなる検討 1)詳細な埋蔵文化財調査令和2年5月19日~

令和2年10月30日まで、県庁舎跡地南側(出島側、旧南門)の石垣及び町屋部分について、埋蔵文化財の内
容確認調査が実施されている。また同年7月から現存する石垣の現状確認調査が実施されている。さらに、
当エリアの調査が終了後、跡地西側において、江戸時代の土の層の広がり等の調査が実施されることとなって
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いる。(いずれも令和2年9月時点)口図3-3 令和2年度埋蔵文化財内容確認調査範囲位置図(斜線

2)活用策のさらなる検討前述のとおり、詳細な埋蔵文化財調査の実施や、部及び石垣部)

県庁舎跡地での文化芸術ホールの整備が見直しとなったことから、これまでの賑わいの創出等につながるもの

として議論されてきた「広場」や「交流・おもてなしの空問」を基本としつつ、新たな機能を付加できるかを含め、専
門家等へのヒアリングや他の自治体の事例収集などを行いながら、この地にふさわしい効果的な活用策につい

てさらに検討を深めることとした。口表3-2さらなる検討の視点〔視点/視点を踏まえた検討方針
これまでの懇話会や県議会等での議論/これまで、「広場」については、県内各地の物産展など様々なイベント

の開催や、県民・市民の日常的な憩いの場づくり等により、長崎になかった新たな賑わいの創出につながるもの
として、懇話会や県議会等において議論がなされてきており、それらの議論を踏まえた検討を行う。ー「交流・お

もてなしの空間」については、経済団体をはじめ関係者から、県民・市民や観光客の交流によって賑わいを生み

だす機能について要請があり、これらを踏まえ、この地を訪れた観光客等に県内各地を巡ってもらうきっかけと
なるような歴史や観光等の情報発信、カフ工等の飲食機能の整備などについて議論がなされてきており、それら

の議論を踏まえた検討を行う。新たな機能の付加/上記の賑わいを創出する機能を整備の基本としながら、
新たな機能を付加することができるかを含め検討を深める。まちの変革やライフスタイルの変化/広場や情
報発信機能の具体的機能や、新たな機能の付加については、この地の歴史的特徴などを踏まえるとともに、10

0年に一度と言われるほどの長崎のまちの変化や、socieW5.0に代表されるΠ等の先端技術活用の進展、S
NSの活用をはじめとする若い世代の考え方やライフスタイル、コロナ後の新たな生活様式なども考慮する必要

があり、企業や若者・女性など広く関係者への意見聴取を行いながら検討を行う。〕その結果、今回、整備
方針における整備の基本的な考え方である「歴史的・文化的価値を活かしながら、交流人口の拡大や賑わいの
創出につながる整備」を基本としつつ、新たに盛り込む機能の検討等も含め、整備における理念や機能等の考
え方をさらに具体化し、後述のとおり、「基本理念」及ぴ「整備する機能」等として整理した。

い

4.基本理念 4.1この地の役割と解釈これまでこの地が歩んできた歴史的特徴や地理的特徴を踏
まえ、この地の長崎における役割について整理する。この点については、これまでの懇話会等において議

論されてきており、歴史的には、長崎のまちの発祥の地であり、岬の教会、奉行所などの様々な歴史が重層的
に折り重なっており、海外をはじめ異なるモノ・コト・ヒトとの交流から新たなものを創出し、発信してきた場所であ
るとともに、「和華蘭文化」に象徴されるように長崎人の寛容さを象徴する地である。地理的には、陸の玄関

口である長崎駅と海の玄関口である松ケ枝、中心市街をつなぐ中心に位置しており、また出島とも隣接している
ことから、まちなかへの回遊等の拠点となるとともに、県全体に活力を生み出す場所でもある。にの地の役
害D ・岬の教会、長崎奉行所、四代に渡る県庁舎など重層的な歴史を有する場・長崎のまちの発祥の
地、長崎の中心、長崎の象徴こうした考え方に基づき、今回、専門家等へのヒアリング等も実施しながら、
上記の役割について、さらに具体的な解釈を整理した。(図4-1参照)まず、この地に海外との交流など
から生まれた重層的な歴史が息づいていることを踏まえると、当地は異なる文化・思想・技術を取り入れることの
できる寛容な場であると捉えることができ、これからの賑わいづくり1こおいても、この地の歴史的特徴を受け継ぎ、
人と人、過去と未来、場と場、異なるアイデアといった様々な(異質な)ものを繋ぎ、「異なる属性の人々が交流し、

新たな価値を倉1り出していく場所であり続けること」が期待される。さらに、長崎のまちの発祥の地・長崎の
中心・長崎の象徴であることを踏まえると、人々の交流・創造・発信の拠点としてのまちの核と言える場であり、
多くの人々が集い、賑うとともに、県民市民の関心や注目が集まり、強い地域性や中心性が感じられ、長崎に居
ることを実感できる場として、「まちなかに賑わいをもたらし、県全体に活力を生み出す場所であること」が求めら
れる。口図4-1この地の役割と解釈 4.2 基本理念前述したこの地の解釈をふま■■●●●

え、長崎のこれからを見据えて、様々な歴史を有し、長崎のまちの中心・象徴として、多様な交流により創造・発

信拠点であり続けた二の地の役寄K伝統)を受け継ぎ、これまで長崎になかった賑わいを県民市民と共に作り上
げていく、という考えから、基本理念を下記のように設定した。

おける、多様な交流により、新たな価値を創造・発信するという考え方を具体化し、目指すべき姿について図4

-2のとおり整理した。なお、この地で取り組む意義がよりわかりやすく理解されるよう、長崎ならではの特徴を

踏まえること等により、昌指す姿等の具体化について、さらに検討していく必要がある。工1上圭左△^

ナ に

ノヒ

て利用することにより、まちへの愛着(シビックプライド)を育む。

などによる様々なイベントや催しにより日常的に賑わうことにより、県民市民と観光客等との交流を生み、まちな

かの賑わいにつなげる。工旦2^旦皿^県民市民や立ち寄る観光客(インバウンドを含む)など
が、長崎県の歴史(跡地の歴史や世界遺産など)、観光・物産、食などの魅力を知り、学ぶことにより、まちなか
や県内各地を巡っていただくきっかけとなり、りピーターの増加など交流人口の拡大につなげる。 4

交五虫拡太留学生をはじめ県内在住外国人と県民市民や企業等との交流の場をつくりだす二とにより、県
民市民の国際感覚寺醸成するとともに、長崎県と海外との架け橋となる人材寺育成し、さらなる国際交流の拡大
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につなげる。

どとのコラボによる作品の創作・発表、県内各地の伝統芸能や各種文化団体による発表を促すことなどにより、
文化芸術分野の人材育成や地域間の連携促進につなげる。

官等が連携し、積極的に技術やノウハウ等を集結させ、長崎県の抱える地域課題解決に向けた方策や新たな
ビジネスを生み出すこと等により、新たな産業の創出やさらなる人材の呼び込みにつなげるとともに、学生や若
者と企業、企業と留学生など、異なる領域の人々による幅広い交流を促すことにより、斬新なアイデアの創出や
新たな創業等につなげる。

5

しい働き方やライフスタイルの実現、若者や女性等によるチャレンジを支援することにより、長崎県にさらなる活
力をもたらし、ひいては、定住人口の増加にも寄与する。

5.整備する機能 5.1整備の考え方基本理念およぴ目指すべき姿を実現するため、専門家からの
意見なども踏まえ、具体的な整備の考え方を整理した。

の

地の様々な歴史を伝えるため、現存する石垣や旧第三別館のほか、発掘調査を行っている石垣や町屋、跡地
西側の遺構などの状況も踏まえ、本物については保存・活用することを基本とする。また、重層的な歴史を
持つが故に、特定の時代の建物を選んで復元することは難しいと考えられることから、VR等の先端技術を活用
するなど、県民市民や訪れる方々がこの地の歴史や2つの世界遺産等について学び、感得してもらえるような情
報発信のあり方に留意する。

文化芸術面において、大学との連携、国内外のアーチストな

7

トである出島と近接する立地特性を踏まえ、県民市民を中心とした日常的な憩いや、様々なイベントや集いの空
間となる「広場」を整備するとともに、観光客などに長崎県の歴史や世界遺産、観光、食などの魅力を感じてもら
い、まちなかへの回遊や再び長崎県を訪れていただくきっかけとなるような情報発信機能や飲食機能(整備方針
における「交流・おもてなしの空間」)の整備を行う。併せて、石垣の下の空問にバスベイや待合所などを整

い

●■'^^^

備して交通の利便性を高めるような整備を行う。 3

(考え方)県民市民と観光客などの交流に加え、国際、文化芸術、スボーツ、産業など多様な分野の交流拡

大に向けた取組を推進するための「交流支援機能」を整備するとともに、連携コーディネーターの配置など推進
体制の充実を図り、企業、学生、若者、外国人などの幅広い交流により「新たな価値」の創造・発信につなげる。
県警本部跡地については、県庁舎跡地の機能と連携し、新たな産業の創出等を図るための支援拠点として、民
間による開発を基本に、企業のオフィス、大学のサテライトキャンパスや共同キャンパス、オープンイノベーション

関連機能等の整備が考えられる。なお、「新たな価値」としては、目指すべき姿と連動し、新たな産業やピジ
ネスの創出、国際感覚の醸成・海外等とのネットワーク構築、地域や産業を担う人材の育成、シピックプライドの

醸成などがあげられるが、この地で取り組む意義がよりわかりゃすく理解されるよう、長崎ならではの特徴を踏
まえること等により、さらなる具体化を検討していく必要がある。 具体的機能前述の整備の考5.2

え方を踏まえて、想定される具体的機能について検討を行った。想定される具体的な機能につぃては、図5-1
や表5-1に整理しており、それぞれの機能について、専門家からの意見や参考事例も踏まえながら、必要な
機能について整理した。口図5-1整備の考え方と具体的な機能イメージロ表5-1具体的機能
の概要工IL広壗塗韮県民市民や観光客等の日常的な憩いの場となるとともに、多様なイベント等によ

り新たな賑わいを創出する等、今までまちなかにはなかった機能を有した広場とする。日常的な憩いの場と
なる空間は、豊かな緑の中で、訪れた家族連れや友達同士がゆっくりと腰を下ろして寛げるように工夫する。ま
た、祭りや野外コンサート、物産展、おくんちに関する催し、小規模なマルシェ、食のイベントなど多様なイベント
等の開催に対応できるよう、電源設備や給排水設備、照明等を整備する。こうした機能により、県民市民による

日常的な賑わいの中に、観光客が引き込まれ、さらに交流が生まれていくような空間とする。 1)専門家か
らの意見・日常的に賑わいのある広場、市民に愛されている広場の姿が観光資源にもなり得る。・居心
地の良い作り込みが大事であり、イベント対応の大空間だけでなく、家族連れなどは気軽にくつろげる場所や、

緑陰旧陰などの暑さ対策(ミスト設備設置など)が必要。・パブリ、ソク空間を利活用した、訪れる方々の休憩
場所、トイレ仂フ工等の飲食機能の提供が必要。 2)参考事例南池袋公園(東京都豊島区)'盆
憤霊光信機能岬の教会、長崎奉行所西役所、歴代の県庁など国内外との交流の舞台となった重層的な歴
史や、これらと繋がる「明治日本の産業革命遺産」「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の二つの世界
遺産などの情報をはじめ、まちなかへの回遊や県内の周遊を誘う歴史・観光・物産・食などの情報を発信する。
情報発信手法については、博物館的な展示を中心としたものではなく、ARやVRなどの最新ICT技術の活用も
検討する。なお、整備の留意点として、下記の事項があげられる。・観光等の情報発信については、展
示を中心とした資料館や観光案内所的なものではなく、先端技術等を活用し、本県の観光や食などの魅力を体
感してもらえるような機能の整備に留意する。・当地が目的地となるのではなく、訪れた方々がまちなかに
回遊したり、県内各地を周遊したりする起点となるような機能や仕掛けづくり1こ留意する。・情報発信のあり
方やまちなかへの回遊策等については、今後のまちの変化に伴う観光客の動向等も踏まえつつ、長崎市や経

済界、地元関係者等と連携しながら具体化していく必要がある。 1)専門家からの意見・まちの中心に
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位直し、着街墜磯能を霜ひつけ、エリ'〆ωWalkebⅢtyを文え勾ハフ磯能・完1膏磯能ω挫備か彪、旻。・長崎巾

は比較的コンパクトに観光資源が点在しているため、この場所ならではのコンテンッの絞り込みが必要。.歴
史資料館や博物館的なものではなく、長崎の「食」など、豊富な観光資源を活かし、交流の求心力となる「時問・
コト消費型施設」の形成が有効と考える。・先端技術は、歴史や観光などの魅力を体感してもらうための1つ
の手段であり、時代とともに陳腐化していくことにも留意しながら、効果的な情報発信のあり方を工夫すべき。
2)参考事例日本平夢テラス(静岡県静岡市)」呈2^機能オープンで気軽に罰帰できる力フ工や
レストランを整備し、長崎県の豊富な食の魅力を伝えるとともに、寛ぎ、交流する場として県民市民はもとより、県
外や海外から訪れた観光客にも親しめる空間を整備する。 1)専門家からの意見りミブリック空間を利
活用した、訪れる方々の休憩場所、トイレ・カフ工等の飲食機能の提供が必要。※再掲・中国をはじめ、海外
との交流の歴史があり、食材や料理は長崎の魅力のーつであることから、食に関する機能が考えられる。.
定期的に出店者が入れ替わるなど、豊富な県産食材の魅力発信につながるような仕掛けを検討してほしい。
2)参考事例力フエ・レストラン「ラシーヌ」南池袋公園内'丑2^支援^様々な主体による交
流を生み出し、新たな価値を創造するために、国際交流、文化芸術交流、県民市民による臼常的な催しなど多
目的に利用できるイベントスペース、研修や講義などに使えるりカレントルーム、映像設備などが充実したプレゼ
ンスペース、人々が気軽に集えるオープンカフ工などの機能を検討する。また、県警本部跡地を含め、オー
プンイノベーション関連機能、スタートアップ支援機能、企業と大学の共同研究スペース、学生や企業などの交
流サロンの整備等が考えられる。なお、整備の留意点として、下記の事項があげられる。・交流支援機
能については、県警本部跡地について民間開発を基本に検討していくこと等を勘案し、企業や大学、民間デベ
ロツパーなどの意見も踏まえながら、整備する機能についても具体的に整理していく必要がある。・運営体
制の整備については、複合的な機能を効果的に活用していくため、コーディネーターなどの人材の確保が重要
であり、設計段階などできるだけ早い段階から、将来的な運営を見据えた人材の発掘や参画を図っていく必要
がある(運営手段や体制については「7運営手法」1こ詳細を整理)。 1)専門家からの意見・長崎の歴
史的特徴として、「交流」により異質なものが出合い、新しいものが生まれてきた場所であり、「創発」や「イノベー
シヨン」を生み出すための機能整備が考えられる。・県警本部跡地を中心に、イノベーション等を生み出すた
めの具体的機能として、サテライトキャンパスやインキュベーション施設、コワーキングスペース、オフィス機能な
どが考えられる。・これからの長崎を担う若年層が、新しい取組や様々な人・企業等とつながり、挑戦できる
場を作ることで、社会人にとっても常に新しい感性に触れられるような活気ある場づくりにつながる。・多様な
交流を推進するためには、コーディネーターなど人材の確保を含めた運営体制の整備が重要である。 2)参
考事例 3×3L.bFutU内(さんさんらぼフューチャーX東京都千代田区)知る力フェ(国内18店舗)

6.整備における留意点等

を分雛することなく、それぞれの特徴を活かしながら相乗効果を発揮させるべく、一体的な利活用を検討する。
また、長崎地域の都市再生にかかる計画などに基づく、周辺エリアの今後の開発との連動にも留意しながら取り
組む必要がある。工2L交通鐙節^対象敷地は、前述の通り、地理的に長崎駅、松が枝、中心市街
地をつなぐまちの中心に位置し、出島とも隣接している。また、専門家からは、交流の玄関口となる空港からの
アクセス(バス)1こついて特に考慮し、バスベイなど交通結節機能の整備が必要との意見を聴取していることから、
交通結節機能として、空港バスや高速バス発着用のバスベイの整備や、雨風をしのげ、空調設備や案内表示を
備えた待合室の整備にっいて検討する。工豊)」旦第亘^旧第三別館にっいては、耐震改修工事や内
外装の補修をどのような方針により実施するのか、どのような活用を目指していくのか等、将来的な活用のあり
方を整理する必要がある。そのため、今後、民間事業者等による活用可能性の意向調査(サウンディング)
を実施し、民間の利用二ーズと、事業の実現可能性(費用対効果、費用負担、収益性等)の両面から保存・活用

エ」 の

総論および個別機能6.1

の可否を検討していく。

県庁舎跡地と県警本部跡地は国道を挟んで敷地が分かれているが、機能

どの石垣下の空間を有効活用していくためには、これらの敷地に囲まれる形で隣接している江戸町公園(長崎
市の都市公園)と連携し、一体的な利活用を検討することが重要であると考えられる。そのため、今後、長
崎市と調整を図りながら、活用に向けた課題整理や活用方法等にっいて検討を進める必要がある。 5

の

携を図りながらイベントなどの事業を実施することで、さらなる賑わいの創出につなげる必要がある。なお、周辺
の広場・公園の概要は、表6-1及ぴ図6-1のとおりである。口表6-1 周辺の広場・公園一覧.
江戸町公園・長崎水辺の森公園・三角広場・元船広場・出島表門橋公園・湊公園・中央公園
口図6-1 周辺広場・公園マップ,県庁舎跡地・県警本部跡地・江戸町公園・出島表門橋公
園・元船広場・三角広場,長崎水辺の森公園・湊公園・中央公園 6.2ゾーニング.動線の
考え方 6,2.1 ゾーニングの考え方各機能の具体的な配置や規模については、今後の埋蔵文化財
調査の結果等を踏まえ、敷地内の開発可能エリアを整理のうぇとりまとめることになるため、本基本構想検討報
告書においては、それぞれの機能の周辺施設等との連携などを勘案のうぇ、現時点におけるゾーニングの考え
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方について整理する。まず、出島側の石垣下のエリアについては、国史跡である出島と連携した整備を念
頭に、歴史や観光等の情報発信機能やバスベイなど交通結節機能の配置が効果的であると考えられる。
また、県庁舎跡地(石垣上)のエリアについては、出島側と一定の高低差があることや、市役所通り1こ面すること
等に鑑み、日常的な賑わいや交流を生みだす広場機能や、多様な交流を実現するための交流支援機能、出島
等を見下ろすことのできるロケーションを活かした歴史等の情報発信や飲食機能などの配置が考えられる。
さらに、県警本部跡地エリアについては、周辺エリアの開発との連動にも留意しながら、県庁舎跡地における交
流支援機能等とも連携し、新たな産業の創出につなげるための支援機能の整備や、企業・大学等の集積を目指
す等が考えられる。なお、各機能の効果的な配置に留意しつつ、個々の機能を分離することなく、それぞれ
の機能の特徴を活かしながら、互いに連携し相乗効果を生み出すものとする。口図6-2 ゾーニングのイ
メージ

地(広場機能、交流支援機能等)、県警本部跡地(新たな産業の創出にっなげるための機能等)〕 6.2' 2

動線の考え方動線については、このエリアは市役所通り側から出島にかけて高低差があることや、東~南
東側や西側に石垣があることから、全方向に動線を確保することは難しく、県庁舎跡地に県民市民や観光客等
が訪れやすくなり、また、まちなかへの回遊性を高めていくために、人々の移動する動線にっいて工夫する必要
がある。具体的には、市役所通り側については、県庁舎跡地の北側に一定の出入り口を設けることにより、
県警本部跡地などとの接続性を確保するとともに、跡地の南側付近や旧第三別館付近に階段やエレベーターな
どを設置することにより、石垣下の空間と県庁舎跡地(石垣上)との接続性を確保する等が考えられる。ロ

図6-3 動線の形成イメージ〔出島から跡地へヲ(旧第三別館、石垣下空間"県庁舎跡地(石垣上の空
間))"跡地から市役所通りへ、県警本部跡地〕 6.3 施設の規模各機能の具体的な施設の規模につ
いては、今後の埋蔵文化財調査の結果等を踏まえて、敷地内の開発可能エリアを整理したうぇで決定する。
6.4 可変性の確保等県庁舎跡地および県警本部跡地に複数の機能を整備し運営していく中で生じてくる、

新たな二ーズ(機能の付加など)や課題などにも柔軟に対応できるよう、増改築できるスペースを確保しておくな
ど、建物整備に「可変性」を持たせることを検討する。また、県警本部跡地については、民閻開発を基本に
周辺エリアの開発との連動を図る必要もあることから、跡地全体の整備の方向性を明確に示したうぇで、整備自
体は段階的な実施を検討するなど、前述の可変性の確保を含め、効果的かつ効率的な整備のあり方に留意す
る必要がある。 6.5デザインの考え方県庁舎跡地の整備にあたっては、周辺地域との景観の調和を
図るため、以下の点などに留意のうぇ、環長崎港地域アーバンデザインシステムの対象事業として、エリアのデ

〔五垣丕の空閏(情報発信、交通結節機能等)、(江一

ザイン調整を行う。

に、この地に集う県民市民、観光客等が、この地に根付く歴史を感得できるような工夫が必要である。これまで
当地には重層的な歴史が積み重なっているが、現存している遺構は一部(石垣等)であるため、これらの歴史を
表現する方法について工夫が必要である。重層的な歴史の表現方法としては、表6-2のような例が考え
られるが、この地を訪れる方々に重層的な歴史を効果的に伝えるための表現方法につぃて、今後の埋蔵文化
財調査の状況なども踏まえながら、さらに検討していく必要がある。口表6-2 重層的な歴史の表現方法

(伊D 〔表現方法/具体的な例/特徴歴史的構造物の復元または一部復元/・奉行所の復元/・出島と
の親和性がある。・忠実に復元するためには、古文婁、図面、古写真等の文献が十分に現存し、研究・調査が可
能であることが前提。・特定の時代しか表現できないため、重層的なこの地の歴史を伝える手法としては十分で

はない。現存する構造物を効果的に見せる/・現存する石垣を顕在化(遮蔽物を置かない)。・石垣近くに解
説パネル等の設置。/・本物の遺構を直接見せることができるため、歴史を感得しやすい。・遺構が残っていな
いものについては、映像等の活用など効果的な伝え方を工夫する必要がある。土地の歴史の特徴を枋佛と
させる整備/,現代的な構造としつつも、例えぱ奉行所の建物と同じくらいの規模や形状の建物を整備。・岬の
教会を枋佛とさせる天文時計や鐘楼の一部の機能をモニュメント的に整備。・土地の地形や文化的アイコンをモ
チーフにしたデザイン(奉行所があった境界や当時の街並みの軸・性などを意識できるような見せ方等)。/・エリ
アによって表現する時代を変えることにより、この地の重層的な歴史を表現することも可能。・抽象的な表現とな

りがちのため、デザインの意図が利用者に伝わるように工夫が必要。石碑等の設置先端技術の活用/こ
の地の歴史を記した石碑の設置。・VRやプロジェクションマッピングといった技術を活用して、この地の歴史を発

信。/低コストで整備できるが、歴史を伝える効果については限定的。・先端技術を活用することで重層的な歴

史を効果的に発信できるが、技術の進歩が早いため、継続的に技術や企画内容を更新し続ける必要。〕
'22量観^配慮景観への配慮として出島とのバランスを重視することなどが必要である。具体的には、県
庁舎跡地から出島を見渡せること、出島から県庁舎跡地を望む(見上げる)こと、市役所通りからの景観にも配
慮した整備のあり方について工夫する必要がある(表6-3)。口表6-3景観への配慮(伊D 〔景観へ
の配慮/工夫の方法御D、広場から出島を見渡すノ出島から県庁舎跡地を望む(見上げる)/・石垣上に低層

の建物を整備し、屋上部分には出島を望める展望エリア等を整備する。・第一別館跡付近の石垣が現存しない
部分などに、出島と広場を接続する機能(階段等)を新しく整備する。・出島の史跡としての景観に調和するよう
色彩や材料に配慮するとともに、出島表門橋とのバランスを考慮する。・広場の地盤の高さについては、絵図等
'、こ^舌刃ザキキス早、士'h、生.fr、1ーム、+气゛+,゛^^→ースーレ生.宝,キ i二●ス ^'凸三に:高1.1゛、、こずハ^主日ノ旧雁=企キ吐十'F,t+
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市役所通りと出島の間に位置しており、市役所通りの正面に広場等を整備し、出島側まで開放感のある空間を
整備する。・県庁舎跡地に整備する建物が市役所通りからの出島の眺めを阻害しないように留意する。・建物は

高層とせず、全体的に開放感のある空間とする〕 6.6駐車場の考え方事業者用駐車場を含め、最
終的に導入する機能に応じて必要な駐車台数の確保について検討する。地下駐車場を整備することも考えられ

るが、工事費用が高額になる可能性もあるため、今後、建物の配置や費用対効果を勘案しながら最終的に整理
していく。 6.7 心地よさへの配慮広場については、ほどよい「囲まれ感」を考慮し、オープンでありな

がら落ち着ける、適度に開き・適度に閉ざされた空間の整備に留意する。また、広場に力フ工を併設し、木陰やべ
ンチ、芝生などを整備する二とで地域住民や観光客などが気軽にくつろげる空間を演出する。また、建物か
らの眺望にも考慮し、出島や広場などを見渡せるテラス等を設置することも考えられる。 シエアリ6.8

ングエコノミー物・サービス・場所などを、多くの人と共有・交換して利用する社会的な仕組みにも対応した
整備方法やサービス手法等について検討する。 6.9低炭素社会の実現社会経済活動等に伴って発

生する二酸化炭素の相当部分が都市において発生していることなどから、都市の低炭素化を促進することを目

的に、「都市の低炭素化の促進に関する法律」が平成24年9月5日に公布、同年12月4日に施行されナニ。県庁
舎跡地においても、都市の低炭素化に資するために、低炭素建築物として整備することについて検討する。

6.オ0 アフターコロナ、ウィズコロナへの対応新型コロナウィルス感染症(COVID-19)の流行以降、社
会情勢が大きく変化していくことが想定されることから、アフターコロナ、ウィズコロナも見据えて、機能や施設の
整備(環境設計、オンライン対応等)について検討していく(表6-4)。口表6-4 アフターコロナにおけ

る社会の変化(1)求められる空間設計新型コロナウイルス感染症のりスクを低下させるために、多く

の人が利用する施設では風通しのよいオープンスペースの重要性が高まることが想定される。また換気設備等
の環境設計、空間設計についても配慮しながら、施設の整備を行っていくことが求められる。(2)集中から
分散・多様化へ密集からの回避とりモートワーク普及により、居住地選択において郊外部や地方部を重視
する価値観が普及し、地方中核都市への分散居住が加速する可能性がある。長崎県においても、都心からU
ターンや汐ーンによって移住する人々の生活を支えるための雇用を創出することが必要となる。そのためにも、
インキュベーション施設といった新たな産業を創出するための機能についても検討する。また、アフターコロナに
おける新しい働き方(テレワーク、サテライトオフィス)にも対応したような機能の検討が求められる。(3)デ
ジタルの加速とりアルの融合コロナ禍での感染拡大防止と経済影響緩和を志向する中で、オンライン会議
といった新しい技術の導入やデータ共有を積極的に利用する意識が高まっている。一方で、暮らしの中のサーピ
スや人との交流で人々は必ずしもデジタル完結を希望しておらず、デジタルとりアルを使い分ける意識が強いこ

とも伺われる。また、りアルの場としての価値がより重要なものとなっていく可能性もある。こういった価値観の変
化も踏まえたうぇで、交流支援機能等の整備のあり方について検討していく必要がある。

フ.運営手法運営手法については、今後の埋蔵文化財調査の結果を踏まえたうぇで、整備する機能の具
体的な内容や規模を踏まえて検討することとなるが、本章では、現時点で想定される運営手法につぃて4パター

ンを設定し、そのメリットとデメ11外を整理する。また、将来的な運営体制の構築に向けた人材の発掘・育
成手法についても併せて検討する。フ.1運営に必要な体制県庁舎跡地及ぴ県警本部跡地に整備す
る「広場機能、情報発信機能、飲食機能、交流支援機能」の運営体制としては、各機能の施設(ハード)を管理す
る役寄K管理者)、各機能において各種サービスを提供する役寄K運営者)、各機能を活用して各種イベント等を
実施する役寄Kプレイヤー)が必要と考えられる。これらの役割を担う各主体の体制として、行政主導型、民
問(地域)主導型(県庁舎・県警分雛)、民間(地域)主導型(県庁舎・県警一体)、民間(大企業)主導型の4

パターンを想定し、各ケースで想定される運営体制の特徴について整理した。口表7-1運営に必要な
主体・役割口表7-2 運営体制として想定したパターンフ.1.1 各運営体制の特徴(1)行政
主導型 (2)民間(地域)主導型(県庁舎・県警分駿型) (3)民間(地域)主導型
(県庁舎・県警一体型) (4)民閻(大企業)主導型 フ.1.2 運営体制の比較・考●■■■■

察 フ.2 運営に求められる人材 フ.2.1 主体的に関わる人材 7■■■■■ ■■■■■

2.2 地域住民の参画 フ.2,3,人材の発掘・育成への取組■■■■■

8.事業手法 8'1施設整備のパターンの設定県庁舎跡地に整備する各施設の建て方等について
は、今後の埋蔵文化財調査の結果を踏まえたうぇで整理することとなるが、事業手法の検討にあたり、以下の3

パターンを想定した。口表8-1事業手法検討に際して設定した施設整備パターン〔整備パターン1:
各敷地に1棟整備・県庁舎跡地に広場を整備・県庁舎跡地に建物を1棟整備・県警本部跡地に建物を1棟
整備整備パターン2:県庁舎跡地に複数棟整備・県庁舎跡地に広場を整備・県庁舎跡地に建物を複数棟
整備・県警本部跡地に建物を1棟整備整備パターン3:県庁舎跡地には最低限の建物を整備・県庁舎跡
地に広場を整備・県庁舎跡地に最低限の建物を整備・県警本部跡地に建物を1棟整備〕 8.2 想定され
る事業手法の整理建物の設計・建設・維持管理・運営に、民間事業者の資金やノウハウを活用して実施す
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る事業手法として、想定される手法を以下に整理しナこ。県事業として実施する場合は「従来型整備十指定
管理、DBO、PFI(BTO)」、民間事業として実施する場合は「定期借地、土地売却」を適用することが想定され

る。口表8-2想定される事業手法の概要口表8-3想定される事業手法における官民の役割分
担 8.2.1 県庁舎跡地において想定される事業手法(1)県庁舎跡地に適用可能な事業手法 ^

^

後、長期間にわたり、県として実際に事業を行う主体(管理者・運営者)と連携・協業していくことを想定すると、

県が土地を所有しておくことの必要性は高いと考えられる。これを踏まえると、県庁舎跡地における事業手法と
しては、「従来型整備+指定管理、DBO、PF1旧TO)、定期借地」が想定される。各事業手法を県庁舎跡

地に適用した場合の特徴を、以下に整理した。口表8-4各事業手法を県庁舎跡地に適用した場合の特
徴(2)各整備パターンへの適用可能性 口表8-5 各整備パターンへの適用可能性■■巨■■

8.2.2 県警本部跡地において想定される事業手法県警本部跡地については、民間による開発を基本に、

企業のオフィス、大学のサテライトキャンパスや共同キャンパス、産官学連携によるオープンイノベーション関連
機能などの整備が想定される。これを踏まえると、県警本部跡地における事業手法としては、民間事業として実
施することを想定し、「定期借地、土地売却」が想定される。各事業手法を県警本部跡地に適用した場合の

特徴を、以下に整理した。「定期借地」と「土地売却」いずれの方式においても、民間事業者の施設として施

設計画を行うことになるため、県の意向を反映させるには工夫が必要となる。「定期借地」の場合、借地権設定
契約を県と事業者の間で締結するため、県の意向を反映することを条件付けしやすいが、厳しい条件を付けた
場合、参入しにくくなることに留意する必要がある。なお、県庁舎跡地と県警本部跡地との連携や相乗効果
の発揮を念頭に、県庁舎跡地に適用する事業手法との整合性や連携のしやすさ等も踏まえて検討することが望
ましい。口表8-6各事業手法を県警本都跡地に適用した場合の特徴

9.先行的な賑わいの創出に向けた検討先行的な賑わいの創出に向けた検討については、「県庁舎跡地
整備基本構想検討報告書(資料編)」を参照。

3.『県庁舎跡地整備基本構想検討報告書(資料編)株式会社三菱総合研究所』

1.専門家・企業等ヒアリング調査結果 1.1ヒアリング調査概要跡地活用の検討にあたっては、知
見のある事業者に対してヒアリングを実施した。合計で7社(A社~G社)から意見を聴取し、そのうち畊土(A社~

C社、E社~G社)についてはそれぞれ2度ヒアリングの機会を設けた。ヒアリングの際には、「理念・コンセプト」、
「整備する機能」、「デザイン(景観)」、「運営手法や事業手法」、「歴史を活かす」、「多様な交流により、新たな価
値を創造する」、「賑わいの場の創出」及びr整備のあり方」といった観点から知見やアドバイスを受けた。ヒアリ

ング結果の概要を以下のように整理け為なお、特に参考とした知見については、Z三窒=乏iZを弓1いて
いる。(総論)ヒアリングを実施した各社とも、活用策のさらなる検討にあたっての基本的考え方として、

これまで懇話会などで議論されてきた、この地が持つ「交流・創造・発信の拠点」としての役割については、共通
の認識であった。そのため、整備する機能についても、まちなかの中心に位置する立地特性を踏まえ、賑わ
いの創出や交流人口の拡大につながる「広場」や「情毅発信機能」を整備するとともに、この地の歴史的特徴を
踏まえ、幅広い交流を促し「新たな価値」の創造・発信につなげるための機能を整備するとの考え方に賢同する
との見解であった。 1.2 ヒアリング調査結果(1)A社(1回目) 1)理念・コンセプトについて

重層的な歴史の表現のためにはコンセプトは抽象化した方がよい、明文化一・ 2)整備する機能につい

てー・産業創出に資するまちづくり、エリアの中心となる"へそ"が必要ーエリアのVvalkabⅢWを支えていく機
能・-3)デザイン(景観)及び表現方法についてー・長崎に観光資源は多いが、更なる集客を見込むため
には、それらが現代的な解釈でアップデートされている必要がある。高低差を利用して視界の変化・-4)運

営体制や事業手法についてある考古学博物館、体験、能動的に歴史を学べる、運営ボランティアが積極的、

運営を見据えたハード設計(2)A社(2回目) 1)「歴史を活かす」について若い世代、カルチャー、コミュ

ニティ、育てていく、コンセプト 2)「多様な交流により、新たな価値を創造する」について「海外との交流」や
「新たな価値の創造止いう文言だけでは東京で取り組んでいることと変わらない。長崎特有のテーマが必要で
ある。長崎特有の課題を集めるシンクタンクのような組織があると面白い。九州の中における長崎の役割、とい

う考え方もある。そこからアジアへ広がり、またオランダとの関係を活かせないか。 3)「賑わいの場の創出」に
ついてアオーレ長岡一地元の人々が集まる土間の概念が有機的に活用されている、青森十和田市一建築と

アート、福岡市役所「九州広場」、鹿児島一多様性を受け入れる風土 4)「整備のあり方」についてー・最近

は、グリーンのある生命的環境、そこへ行くと心地よいという空間的価値があるものが好まれる。スケーピングデ
ザインも配慮してくれる事業者がよい。今までのステレオタイプを壊したもの、例えぱ、もう一度岬を作りました、
丘を作りました、というような大胆な案が出てくると面白いと思う。長崎県には"丘"があるというだけで興味を持

つ人の幅が広くなる。・・東京のある都市に、容積率を最大限に使用せず、空間を上手く活用した事例がある。
2階の高さに人工地場を張り、パブリックァート、ベンチャー、2500人級ホール等があり、地域に根差した100
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年先を考えたプロジェクトである。・ー(3)B社(1回目) 1)理念・コンセプトにっいて・"どうぃった理由
で人が集まるのかを考え、それをうまくコンセプト1こつなげると、実際に使われる場所になる・-2)整備する
機能にっいて歴史博物館的なものを整備すると、住民も観光客も一度訪問してそれ以降は訪問しないという
ことになりがちなので、来訪者が少なくなり、収益を上げることができないのではないか。.・佐賀市の「わいわ
い!!コンテナ」一空地に新たな利用価値(=目的がなくてもなんとなく寄れる場所、何かやっている場所、気軽
にいける場所) 3)デザイン(景観)及び表現方法にっいて場所のネーミングや、広場を芝生にするのか砂
利敷きなのか等、来訪者が憩える場をデザインすることが重要であり、'さらに長崎の歴史を想起させる場所であ
れぱ理想的である。長時間滞在させるためには、座れる場所と眺められるもの(川の流れ等の常に動いているも
の)が必要であり、また、敷地に入ってから出るまでにどういった体験をするのか設計することが重要である(行
動デザイン)。シンボリツクな構造物(モニュメントや時計台)そのものが、人を呼び込む要素にはなり1こくぃだろう。
そこで得られる体験が来訪の主な目的になると考えられる。すでに、出島というシンボリ、ソクなものがあるが、県
庁舎跡地の敷地から出島を見下ろしたときに、「単なる歴史的な構造物の復元止思わせるのか「交流や創発が
生み出されていた(かっての)最先端の場所」と思わせるのかにっいては、この土地で何を体験させるかでデザ
インできるはずである。 4)運営体制や事業手法にっいて・・県だげで検討するのではなく、県民市民とー
緒に考えていく方法もあるー・(4)B社(2回目) 1)「歴史を活かす」にっいて多様な交流による新たな
価値の創造という考え方は、長崎には和華蘭文化もあるのでとてもよい。・一歴史を残すことが目的ではなく、新
しい多様な交流を促す必然性があると思う。先端技術を用いて見える化する手法もあるが、先端技術は陳腐化
していく懸念がある。歴史の現物を残すだけではなく、デジタルの体験で伝えるのは大切なことである。しかし技
術はあくまで手段であって、歴史があり交流の礎があったことに気付いてもらう目的である。最先端技術を導入
するアイデアだけが先行してしまうと、広く受け入れられない懸念もある。 2)「多様な交流により、新たな価値
を創造する」1こついて交流を促す手法は重要である。ハード整備よりソフト面での整備、またプロデューサー
のような人材が重要である。・-3)「賑わいの場の創出」にっいて第ーターゲットは地元の人である。歴史
的な観光施設はあるのは良いことであり、まずは地元の人にも度々足を運んでもらって、長崎の歴史等の良いと
ころを発見し、まちに愛着をもってもらう。・・内向きと外向きの賑わいを明確にしたほうが良い、内向きは地元民
のシビツクプライドである。一外向けには体験である。体験メニューをどれだけ用意できるか、まちぐるみでどうぃ
う体験がプログラム化できるかが大事である。海外向けに発信は重要である。 4)「整備のあり方」につい
て中期的にすることを運営しながら決めていくためには可変姓は良い。ハードを作り続けていくこと自体がこ
の事業の大きなプログラム、建物を整備するにしても、中に整備する機能にっいては、早めに参加する人間を巻
き込んでいくのが良い。一多くの人々に利用してもらうには情報発信が大事である。多過ぎるくらいの発信量が
なけれぱ、人々の反応が起こらない時代になってきた。コミュニケーションを活発化する仕組みが大事と思う。
"なんでもできるスペースがあります"という程度の発信では、何も取り込めないと思う。それぞれの分野で、詳細
を突き詰めることが必要である。ーどんなことにも使える公民館やホールという設定は、最もよくない結果になる
リスクがある。長崎ならではの斬新な、驚きのある施設になると良い。・ー(5)C社(1回目) 1)理念.コンセ
プトにっいてコンセプトに関しては、まちの未来を創っていくようなピジョンを持ったうぇで、まちの課題やまち
に不足しているもの、市民の二ーズを明らかにすることが重要である。ハードを整備する場合でも、まちに足りて
いない(=必要とする)要素を導入する必要がある(伊上少子化の問題があるため、子育て機能を入れる/平地
が少なく施設がひしめき合っているため、開けた空間を整備する)。 2)整備する機能について歴史をコ■■●

ンセプトとしてハード整備中心で考えると、資料館や博物館といったことが検討されるかもしれないが、市民から
すると毎日行くような場所にはならない。人も歴史の一部であり、人が集うことも歴史や文化を伝える要素である
ため、ハード整備に頼りすぎずに使い方を検討する必要がある。機能によってスペースを区別しすぎない工夫が
必要である。市民が活動する場所にっいても、活動スペースや会議室といった位置づけにしてしまうと公民館の
ようになり、活動する人しか集まらなくなってしまう(ふらっと立ち寄る人がいなくなる)。賑わいを生む機能仂フェ、
座席、子供の遊び場)をべースとし、その他の活動を規定しすぎないことが重要である。 3)デザイン(景観)及
ぴ表現方法にっいて外観として歴史的なデザインにしてもよいが、歴史的資料館のような機能のみにしても
市民活動には資さないだろう。外観デザインにっいては、ーアート的に表現することも考えられる。.-4)運
営体制や事業手法について (6)C社(2回目) 1)「歴史を活かす」1こついてー・子供たち、学びの機
会、情報発信、ソフト面の整備一・ 2)「多様な交流により、新たな価値を創造する」1こつぃて...市民がお
互いに教え合い、高め合う場所である。市民活動支援センターー様々な人々を取り込む仕掛けがある。熱意が
あるプレイヤーが増えなけれぱ活動が広がらない。 3)「賑わいの場の創出」についてー・しかし、この,■●

場所に観光案内所を作っても人が来るのか、本当に必要なサービスになるのか、難しい点である。 4)「整■■■

備のあり方」にっいてコンセプトを示しっつもハードの整備内容等は決めずに幅広い提案を受け入れるように
したほうが、民間事業者にとっては企画しやすい。一施設の基本サービス、ある程度の容積.面積・位置、及び
運営コストの概算の設定があれぱ参画の提案できると思う。(フ)D社 1)理念・コンセプト1こつぃてコン
セプトのメイキングのコツとして、コンセプトを具体的にしすぎると具体的なコンテンッの検討に行き詰るため、む
t ユ、ニ・h、++小h、唯キ^尤士由坐6ιけ卜声1一士妻゛ニト.1ギス」゛←1、 1日゛゛h、「庭中門、稀・尼柚=ιレ「eE◆、1、π、禽"1.U I」..1、二「、.
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プト住里念)1こついても、もっと抽象的に解釈してもよいかもしれない。長崎の人々や観光客がどうあってほしいの
かについて、抽象度を上げて解釈することでコンセプトメイキングするぺきである。 2)整備する機能にっいて
観光・集客という観点では、人々は「ありぇないもの」や「新しいもの」に引き寄せられていくため、デジタルアート
(非物質の体験)やその対極にある巨大建築は強い求心力を持つ。ーアプリやサービスといった技術は時代とと
もに陳腐化していくが、あるコンセプトに基づいてクォリティーを追究したアートはピカソの芸術作品といったもの
と同様に陳腐化しないと考えている。博物館のように、全ての情報を時系列的に提示して見せるのは、見る側が
疲れてしまう。そこで多数の情報をランダムに提示し、受動的・直観的に情報が得られるようにする工夫を施すと
良い。長崎の重層的な歴史を伝える場合も、年表に基づいた一方向的な展示ではなく、閲覧者に多くの視点を
提示するような展示を心掛けると良い。一子供たちの感受性に訴えるような体験一・ 3)デザイン(景観)及び
表現方法にっいて集客を見込むためには、「サイトスペシフィック(=その場所・その時間でしか作り出せない
もの)」である必要がある。本来人々のよりどころになるものは普遍的なものである。一方、機能(図害館.ホール
といった施設)1こよってプロットされたハコモノは、その機能が人々の目的と乘雛したとたんに意味を持たなくなっ
てしまう。したがって、MICEのような機能から議論するのではなく、サイトスペシフィックな性質をどのように表現
するのかといった所から検討すべきである。 (8)E社(1回目) 1)理念・コンセプト1こついて・・・観■'●

光客は「モノ」から「コト」消費へ、さらに「ヒト」との出会いを求めている。 2)整備する機能につぃて...イン
キュベーション施設が必要。 3)デザイン(景観)及ぴ表現方法について歴史はコンセプトのみで、歴史...

的要素を建物に取り込まない現代的な(ニュートラルな)デザインが良い。歴史的・意匠的なものは県民市民が
寄り付きにくい。 4)運営体制や事業手法についてー・有志一有志ではなく、事業として成功させるという覚
悟がある人たちが必要。 (9)E社(2回目) 1)「歴史を活かす」1こついて今存在するものは活かして■■■

いく方向で良いと思う。一方VRを使用した機能は全国的に導入されている場所も多くなってきている。しかし、そ
れで話題性が生まれ、多くの人を呼び寄せる魅力はかつてほどではないというのも事実である。一歴史そのも
のをコンテンツ化していくと、昔の状態が見えるだけの限定されたものにしかならないので、街歩きへ誘導する仕
組みがあると良い。 2)r多様な交流により、新たな価値を創造する」1こつぃて 3)「賑わいの場の... ●■量

創出」1こついてかつては種々の展示ショーがあった。最近の手法であれぱ、プロジェクションマッピングにて重
層的な歴史を示せぱ見栄えのあるものになるが、それにコストをかけるのではなく、シンプルなシアターで簡素に
見せて、その後はまちに行ってもらう案が考えられる。展示のシンプル化が進んでいる。長崎は周辺に展示施設
があるので、そういう考え方もあると思う。まちなかの回遊については、コンテンッをいかに面白く収集するかが
重要になってきている。 4)「整備のあり方」について可変性を持たせることは賛成である。極カシンプ■●●

ルな造り1こし、後々の変更のために間仕切り等を簡素にしておくことが重要と考える。建物に曲線が多いとデッド
スペースが多くなる、吹抜けがあると結露は発生し、カビが発生する、等の問題が発生する。建物は複雑にしな
いほうが良いと思う。-SNSで多くの情報が入手できる。人を集めるには、目玉のコンテンッを準備することが
重要である。・そこにいけぱあるりアルな体験、例えぱ有名デザイナーがこ二でイベントを開催すると面白いと思
う。(10)F社(1回目) 1)理念・コンセプトについて既存歴史文化観光施設・取組との役割分担をする。
3つの基本方針が相乗効果を生むストーリーが必要。賑わいの場は「県民が日常利用したくなる」しかけが必要
(新しいコトと出会う・体験・活動ができる等) 2)整備する機能について民間ディベロッパーは、産学連携イ
ンキュベーション機能は収益性が低いと考える。 3)デザイン(景観)及び表現方法につぃて 4)■■■ 向■=

運営体制や事業手法について民間主導の場合、民間は収益性を確保するために、商業施設が必要。県警
跡地はオフィス等の収益性あるものが必要。 (11)F社(2回目) 1)「歴史を活かす」について手法と■尋■

してAR、VRなどの技術を活用することが考えられる。 2)「多様な交流により、新たな価値を創造する」に●冒●

ついて子どもから大人まで参加できる、新しいコトと出会う・体験する・活動できる仕掛けが必要である。 ■旦■

3)「賑わいの場の創出」について SNSを活用し、地域の情報を発信するのはどうか。ーあの場所へ行ってみ
たいと思う、格好良いデザインの空閻があると良い。例えぱスターバックスはお酒落な雰囲気で多くの人が行き
たいと思う。広場の雰囲気づくりでの空間の使い方は重要なエッセンスと思う。 4)「整備のあり方」1こつぃて
コンセプトやビジョンがあり、それに対して共感する人が来る。県民市民と一緒に未来をっくることが重要であ

(12)G社(1回目) 1)理念・コンセプト1こついてる。 2)整備する機能について祭り(長崎■■匿 ■●■

くんち)での利用に良い立地である。観光客向けの旅の出発点も考えられるが、駅から遠いことが懸念であ
る。ーキリスト教、海軍伝習所、イベント、ワークショップ・・ 3)デザイン(景観)及び表現方法につぃて重
層な歴史の階層を含めた斬新な建築デザインが良い。ひとつの時代ではなく様々な時代の要素を取り込んだデ
ザインを、コンぺのような形式で建築家に考えてもらう方法もあると思う。歴史的建造物は別の場所にあるので、
県庁舎跡地は違う意味で重層的な歴史を表現すると良い。シンボリックでありながら、人々が気軽に集まって飲
食するような場所になってほしい。 4)運営体制や事業手法について集客要素として、博物館は常設展示
なので一度見に来た人は再び来ないが、イベントほ毎回異なるので様々な人やりピーターが来る。ーワーク
シヨyプー・ a3)G社(2回目) 1)「歴史を活かす」にっいて県庁舎跡地は、長崎港、出島、唐人屋敷を
全て監視できる場所だった。海の広がりをVRやシアターで見えるようにすると良い。 2)「多様な交流によ■■■
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り、新たな価値を創造する」についてー・フK産学やそれ以外の分野でも、新しい大学をつくり、全国から先生
に来てもらうと面白い。産官学とよく言われるが"学"も非常に重要である。誰でも一流の講義を受けられる場所
だと面白い。社会人大学のサテライトキャンパスも良い(りカレント教育)。 3)「賑わいの場の創出」につい
て"令和の遊学"という考え方が長崎の学びの歴史も踏まえて、良いと思う。長崎県外から人々が遊学に来る
と良いと思う。・カヤックは、まちの社員食堂をつくっている。民間のレストランに週替わりで事業してもらう仕組
みであり、人が集まる効果が大きい。建物を造るだくでなく、地域活性化する仕掛けが重要である。・-4)「整
備のあり方」1こついてー・いろいろな要素があり、建物にも可変性を持たせ、柔軟に進化する施設づくりという
考え方は良いかと思う。奉行所、海軍伝習所の歴史を考えると、低層建築が繋がっていくイメージであり、可変
性もあるので良いと思う。ーイノベーションの観点において、ある地方自治体では事業者の後継ぎ問題がある。
現在、運営できているうちに、後継者をマッチングさせる事業を行っていかなけれぱならない。

2.参考事例 2.1 広場およぴ飲食機能(1)南池袋公園(東京都豊島区南池袋)(2)天理市駅
前広場コフフン(奈良県天理市川原城町)(3)国立科学博物館親と子のたんけんひろぱコンパス(東京
都台東区上野公園)(4)八戸マチニワ(八戸市三日町) 2.2 情報発信機能(歴史・観光・物産・食)
(1)マルクトハル(ロッテルダム、オランダ)(2)日本平夢テラス(静岡市清水区) 2.3 交流支援機能
(1)BUKATUDOU(横浜市西区みなとみらい)(2)象の鼻テラス(横浜市中区海岸通)(3)知る力

フエ(日本国内18店舗、インド16店舗(オープン予定含む))(4)ブランチ横浜南部市場(神奈川県横浜
市金沢区鳥浜町)(5)せんだいメディアテーク(仙台市青葉区春日町)(6)HakoBA函館(宿泊施
設X北海道函館市末広町) 2.4オープンイノベーション拠点支援機能(1)3×3ラボフューチャー

(東京都千代田区大手町)(2)EGGJAPAN(東京都千代田区丸の内)(3)BASEQ(東京都千代
田区有楽町)(4)ワテラス(東京都千代田区神田淡路町)(5)三井りンクラボ葛西(東京都江戸川区
北葛西)(6)SHIBUYAQVVS(渋谷キューズX東京都渋谷区渋谷二丁目)(フ)ザ・ラボ(大阪市北
区大深町)(8)大学コンソーシアム京都(京都市下京区西洞院通塩小路下る東塩小路町)

3.先行的な賑わいづくりの検討 3'1本検討の位置付け県庁舎跡地に具体的にどのような機能が
必要かについては、今後もまちづくりゃ賑わいづくりに知見を有する専門家や民間事業者等から意見を聴取しな
がら検討を進め、基本構想を取りまとめていく必要がある。一方で、県庁舎跡地のうち、既に県庁舎の解体
が完了しており敷地を活用できる空間については、地域の新たな賑わいづくりに先行的に取り組んでいくことに
より、どのような事業内容が賑わいを創出し得るのか等を検証していくことも有益と考えられる。このような先行
的な賑わいづくりを試行していくことを通して、今後、県民市民を中心とした賑わいづくりのために必要となる機
能の検証や、賑わいづくりに係る人材の発掘・育成にもつなげていくことも期待される。 3、2 先行的な賑わ
いづくりの対象エリア.庁舎跡の敷地は、石垣を境として7m以上の高低差があることから、長崎奉行所や
代々の県庁舎が建てられてきた「石垣上の空間」と、第一別館跡地、第二別館跡地及び旧第三別館を含む、「石
垣下の空問」1こ大きく区分される地形的な特徴を有している。なお、「石垣下の空間」には、長崎市の都市公園で
ある江戸町公園も含めている。石垣上の空間については、長崎奉行所や代々の県庁舎が建てられてきて
おり、歴史的に重要な遺構が埋蔵されている可能性がある。県庁舎解体後から埋蔵文化財調査が実施されて
おり、石垣上の空間整備は埋蔵文化財の有無を踏まえて慎重に行う必要がある。そこで、県庁舎跡地の敷地の
うち、石垣下の空間を先行的な賑わいづくりの場として活用する。石垣下の空間には、第一別館跡地のー
部、第二別館跡地、旧第三別館及ぴ江戸町公園が含まれているが、最初からすべての空閻を活用するのでは
なく、活用可能な範囲から先行的に賑わいづくりの試行に着手し、段階的に範囲を拡大していく方向で検討する。
なお、江戸町公園は長崎市の管轄であるため、活用にあたり今後長崎市と調整を図っていく必要がある。
a)石垣下の空間(屋外部分)第一別館跡地の一部、第二別館跡地、江戸町公園がある敷地である。現在、
石垣下のエリアにおいて、第一別館跡地の一部と第二別館跡地は更地となっており、江戸町公園も含めて地物
による遮蔽がなく、客観的には一体的な屋外空間としての特徴を有している。また、この空間からは、江戸時代
から現存する石垣を望むことができ、この土地の成り立ちゃ歴史を感じることができる重要な要素となっている。
敷地の南側は江戸町通りと中島川を挟んで出島(国指定史跡出島和蘭商館跡)1こ面しており、出島とつなが
りのある空間としての特徴も有している。(2)旧第三別館旧第三別館は、1923(大正12)年に竣工し
た3階建て鉄筋コンクリート造り(RC造)の庁舎である。当初は長崎警察署の庁舎として利用されていたが、19
68年以降は県庁の第三別館として使用されてきた。1945年8月の長崎原爆により、当時の県庁舎をはじめ周
辺建物がほとんど焼失した中、爆心地から3kmほどの場所に位置しながらも倒壊を免れたことから、被爆遺構
や近代化遺産として評価されている。また、大正期から昭和期に建設されたRC造の警察庁舎は全国にも数が
少なく、歴史的建造物としても重要である。現在、'旧第三別館に入居していた県庁機能は転出しているため
建物自体は使用されていないが、耐震基準を満たしていないことから、今後、保存活用する場合には耐震改修
工事や外壁等の改修工事が必須である。 3.3先行的な賑わいづくりの検討プロセス石垣下の空間で
は、新たな賑わいの創出に向けた課題の掘り起こしと、将来この地で持続的に活動していく人材の発掘・育成等
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を目的として、段階的に実証実験を行う。・先行的な賑わいづくり①・新たな賑わいの創出に関心を有
する参加者によりワークショソプ①を実施して実証実験の内容の具体化について議論するとともに、賑わい創

出に向けた気運醸成を図る。・石垣下の空間の一部(第二別館跡地)を活用した実証実験①を行い、この地
での賑わい創出に向けての課題を掘り起こす。・先行的な賑わいづくり②・賑わいを創出するための

様々な活動に必要となる電源や芝生など、最低限のインフラを整備し(段階整備②)、これを活かした賑わい創
出についてワークショップ②で議論する。・実証実験①で得られた課題を検証し、その改善策についてワーク

ショソプ②で議論する。・石垣下の空間の一部(第二別館跡地)を活用した実証実験②を行い、賑わい創出
の検証に加えて、インフラの使い勝手の検証やりーダー的人材の発掘・育成を図る。・先行的な賑わいづく

り③・石垣下の空間全体での賑わい創出を目指し、旧第三別館の活用の可能性についても検討する。(段
階整備③)・賑わい創出の具体的方法に加えて、将来的にこの地での賑わいづくりを担う運営体制のあり方に
ついてもワークショップ③で議論する。・数か月~比較的長期の期問を設定して実証実験③を実施し、石垣
上の空間を含めた賑わい創出や持続的な地域経営に向げての課題の掘り起こしや、この地での賑わい創出の

担い手となる人材の発掘・育成を図る。口図3-5 先行的な賑わいづくりの検討プロセス 口●軸●盾■

図3-5 各段階での先行的な賑わいづくりの対象エリア 3.4 先行的な賑わいづくり① 3■●●■■

4.1 7ークショップ① 3.4.2 実証実験① 3.5 先行的な賑わいづくり② 段階整備3.5.

②先行的な賑わいづくり①から発展して、石垣下の空問に賑わいを創出するための仮設飲食機能の提供
やイベント実施に必要と想定される最低限の機能(電源設備や給排水設備などのインフラ機能、イベント参加者

が憩う芝生や仮設屋根などの広場空間等)を整備し、これらを実証実験②で実際にプレーヤーが利用すること
により、更なる賑わい創出の可能性や、本設整備に向けて必要と想定される機能について検証する。口表
3-3 想定される整備内容〔機能/整備内容インフラ機能/電気、給水・排水舗装/アスファルト舗
装、石張り舗装、ウッドデッキ等構造物/コンテナ、飲食店等の建築物等その他/仮設屋根、芝生等〕

石垣下の空間に整備する最低限の機能として、様々なレベル感のものが想定される。ここでは次のとおり舗装
や構造物のレベル感について3段階の整備方針を例示する。具体的にどのレベルの整備内容とするかについ

ては、今後の議論や実証実験①の結果も踏まえながら検討していく。 a)アスファルト舗装のみ最も
簡易的な手法として、約60on「の第二別館跡地にアスファルト舗装のみを行うことが考えられる。この場合、テ
ント等を設置するといったソフト対応により、イベントを実施可能な空間を整備することができる。その他、石

垣の見通し確保のために江戸町公園の樹木を伐採することも考えられる。【整備内容(例)】・アスファル
ト舗装:約60orrr ・その他:江戸町公園の樹木の伐採口表3-4活用例〔利用シーン/活用例
日常利用/江戸町公園の緑陰を生かした憩いと一体的に利用できるオープンスペースとして利用イベント利

用/テントやキッチンカーなどの仮設物により、ソフト的に実験的活用〕口図3-13 イベント用の広場とし
ての暫定整備案 口図3-14 実証実験時の活用イメージ(写真)(2)アスファルト舗装朗岬背■●

+コンテナ等の設置アスファルト舗装に加えコンテナを設置し、電源設備や給排水設備等のインフラ整備を
行い、その他の機能は必要最低限に抑えることが考えられる。実証実験②のプレイヤーは、ユンテナを仮設店
舗等として利用することができ、電源や給排水の設備を自ら調達しなくて済むため、比較的負担が少なく実証実
験に参加することが可能である。【整備内容(例)】・アスファルト舗装:約60or6 ・コンテナ:4基(15
耐X4=60r『「)・その他:江戸町公園の樹木の伐採口表3-5 活用例〔利用シーン/活用例日

常利用/オープンスペースとコンテナの実験的な利用により江戸町公園と一体的に憩いの場として利用イベ
ント利用/コンテナとキッチンカーなどの連携により多様なイベントを開催し、賑わいを創出〕口図3-15
イベント用の広場としての暫定整備案 口図3-16 実証実験時の活用イメージ(写真)■■●●■

(3)本設を見据えた整備第一別館跡地や石垣上の空問、江戸町公園との連携を考慮し、石張り舗装や
ウッドデッキを備えたエントランス空間として整備し、将来の利用に対して柔軟に対応できる空間を目指して整備
する。【整備内容(例)】・石張り舗装.約450r6,ウッドデッキ:約150r6 ・飲食店等の建築物.1棟

(50π「程度を想定)・東屋:2基・縁台:3基・その他:石垣の見通し確保のため江戸町公園の樹木伐採
口表3-6 活用例〔利用シーン/活用例日常利用/江戸町公園の憩い機能と分担し、先行整備地は

当該エリアのエントランス空間としてオープンカフ工などとして活用イベント利用/石張り舗装部などにテント

やキッチンカーなどの仮設物により、ソフト的に実験活用〕口図3-1フイベント用の広場としての暫定整

口図3-18 実証実験時の活用イメージ(写真) 3.5.2 7ークショップ② 3備案 卑■●●■

5.3 実証実験② 3.6 先行的な賑わいづくり③ 3.6.1 段階整備③先行的な賑わいづくり②
の結果から得られた課題や二ーズを踏まえ、賑わいを創出するための様々な活動をプレイヤーが実施しやすく

するために、追加的な環境整備が必要であることが明らかになった場合、必要に応じて対応を検討する。ま

た、先行的な賑わいづくりにおける旧第三別館の活用可能性を見極めた上で、必要に応じて旧第三別館の耐震
改修工事等への対応について検討する。 3.6.2 7ークショップ③ 3.6.3 実証実験③ 3.フ

今後の検討課題 3.フ.1 先行的な賑わいづくり①に向けた課題先行的な賑わいづくり①の実現に
向けて、実証実験の実施スキームをより具体的に検討する必要がある。各主体の今後の取り組み内容につい
フ、下言コf一馳梱t才、 壽鬼一7 冬土イ*n、合1名n、雨L1如ユkr宝、土イ太.◆・柊1サ,以亜力而網一鳥1峰哩.ザ1,
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イヤー公募方法の検討/実証実験の評価方法の検討/事業者等の実証実験への参画を促すインセンティブの検
討/実証実験の開催の周知・PR方法の検討ープレイヤー候補:魅力的な企画提案に向けた検討ノ実証実験へ
の参画に向けた人材の確保一その他のステークホルダー:協賛など実証実験への関わり方についての検討

3.フ.2 その他の検討事項(1)旧第三別館旧第三別館については、耐震改修工事や内外装の補修
をどのような方針により実施するのか、どのような活用を目指していくべきなのか等、今後の活用のあり方を検
討していく必要がある。併せて、民間事業者による活用可能性の意向調査(サウンディング)を実施し、県が目指
すべき事業内容と事業実現性の両面から活用方策を検討していく。(2)交通結節機能県民市民や観
光客が行きたくなる場所として、県庁舎跡地や周辺地域の魅力向上に加えて、この地へのアクセス性を向上さ
せていくことも重要である。例えぱ、県庁舎跡地やその周辺地域にバスベイ等の交通結節機能を整備することも
考えられ、今後、市内の交通機能のあり方や議論の動向などを踏まえて検討していく。

4..埋蔵文化財調査内容の整理 4.1これまでの埋蔵文化財調査の概要これまで旧県庁舎跡地に
おいて行われてきた埋蔵文化財調査の内容および、跡地活用における対応を下記にまとめる。 a)平成2
1年度調査概要 0調査日:平成21年度調査概要 0調査箇所:図4-1に示す 0調査目的:江戸
時代の遺構の確認口図4-1 平成21年度調査箇所 (2)平成22年度調査 0調査

日:平成22年11月15日~平成23年度2月18日 0調査箇所:図4-2に示す 0調査目的:・現況石
垣下の確認(石垣1~6)・埋蔵文化財の確認(調査区1~8)口図4-2 平成22年度調査箇所(3)
令和元年度調査 0調査日:令和元年10月16日~令和2年1月15日 0調査箇所:図4-3に示す
0調査目的:・埋蔵されている石垣の確認(TPI,2,3,4,6,14)・原始~教会堂時代(17迦紀初頭)の遺構
の確認(TP7,8,10,11)・糸割符宿老会所時代~長崎西役所時代(17世紀初頭から19世紀後半)の埋蔵

文化財の確認(TP5,9,13,16,17)・歴代県庁舎時代の遺構の確認(TP12,13,15,18)口図 4-
3 令和元年度調査箇所 4.1.2 これまでの埋蔵文化財調査の結果これまで行われた3
回の埋蔵文化財調査の結果を3つの年代に分類し下記にまとめる。また、年代ごとに埋蔵文化財が確認で
きた調査箇所及び各調査箇所の写真を次項以降にまとめる(図4-4~4-フ)。 0原始~教会堂(17世
紀初頭)・原始から教会堂07世紀初頭)1こおける遺構は、現段階では確認されていない。 0糸割符宿
老会所時代~長崎西役所時代(17世紀初頭から19世紀後半)・石垣1~6、調査区3及びTP2,4,6の10
箇所の石垣下において、近世当時の石垣が残存していることが確認された。またTPI,3,14の3箇所で石垣
は確認されなかったが、石材や石塀のみが確認された。・TP5において、江戸時代前期の町屋のビット及び
土坑が確認された。・TP3,13,15,17,18の5箇所において、江戸時代の盛土や土坑、柵列、ピット、井
戸などの遺構が確認された。・出土遺物として、陶磁器や瓦片、金属製品、ガラス製品、貝類、獣骨などが確
認された。 0歴代県庁舎時代・調査区5~7の3箇所において、石造基礎が確認された。その構造から
洋風木造建築物であったとされる初代もしくは第2期県庁舎の基礎である可能性が高い。・調査区5~7及び
TP8~16,18の13箇所において、3代目県庁舎の建築基礎と見られるレンガ構造物などが確認された。・
TP7~13の7箇所において、4代目県庁舎の基礎坑が確認された。 4.1.3専門家からの指摘調査
結果を踏まえた遺構等の取扱いについてご意見を伺うため、埋蔵文化財等の専門家に意見聴取を実施した。そ
の結果を下記にまとめる。・旧南門付近のスロープ部分や旧立体駐車場付近で江戸期の石垣の遺構が良
好な状態で確認されており、周辺の石垣の状態やラインを確認するため、さらに詳細な調査を進め、その活用方
法を検討してほしい。・TP5において、江戸時代前期の町屋のピット及び土坑が確認されたことから、江戸
期前半の奉行所と出島との間の空間の状況が明らかになったことは調査の成果であり、これらの遺構を壊さな
いよう配慮する必要がある。・隣接する石垣の詳細な調査と併せ、さらに広い範囲を調査して遺構等の状況
を確認のうぇ、その活用方法を検討してほしい。・調査において、1600年代の複数の時代の遺物を含む層
などが確認されており、その下にはさらに古い層が残っている可能性があることから、これらの層や遺構を壊さ
ないよう配慮する必要がある。また、周辺部分のさらに詳細な調査の実施を検討してほしい。 4.2 埋蔵文
化財調査を踏まえた今後の検討方針 令和2年度の調査内容令和2年5月19日~令和2年14.2

0月30日まで、県庁舎跡地敷地南側(出島側、旧南門)の石垣並びに町屋部分について、埋蔵文化財の内容確
認調査を実施する。また7月から現存する石垣の現状確認調査を実施する。口図4-8 令和2年度埋蔵
文化財調査範囲位置図(黄色部) 4.2.2 県庁舎跡地活用検討への影響・留意事項出土■■●■●

した遺構等の周辺について、さらに詳細な調査を行う必要がある。また今後調査を予定している中、現時点にお
いては、出土した遺構付近に建物を建てることを決定することは難しいとの認識である。本基本構想策定時
点では埋蔵文化財調査が進行中であるため、機能の配置や規模を確定することは困難である。そのため本基
本構想においては、令和2年1月までの埋蔵文化財調査の結果を踏まえ、機能のゾーニングが可能なエリアを
検討し、ボリュームスタディでは、そのエリアの中で、複数の規模感を想定して検討するところまでとりまとめる。

〆
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Ⅷ.『長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の保存と活用への提案と要望 2020.10』

'△」前里ユ

1.長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の活用、並びに、長崎県庁舎跡地の活用への要約

(1)遺跡の存在、並びに、その活用について

私達当会は、遺跡にっいて、私達人類の意識と認知と認識に於いて、時を超え、空問をも超え、人知を超えた
存在である、と仮定します。

私達当会は、私達人類の遺跡の活用に於ける主題について、現在の遺跡の存在、そこに在る事象を、把握し、
時に顕現し、その超越的な存在を、私達人類の眼前に、提示することにある、と仮定します。

私達当会は、遺跡の超越的な存在の提示に関する、第一義的な要素にっいて、遺跡の存在の確保、即ち、遺
跡の遺跡たる内容、実態、並びに、遺跡の全体としての容積(ボリューム:volum6)、である、と仮定します。

私達当会は、私達人類の遺跡の活用に於ける到達にっいて、遺跡に関係する、私達人類に関する様々な事
象を包摂し総合して達成する、私達人類の、より根源的、共時的通時的に普遍的な、その心性、並びに、その
意識、その深部、を、静かに、時に、激しく、之を揺さぶること、になけれぱならない、と仮定します。

住020年(令和2年"0月28日水哩日妻生所を考える会代表抽知和恭)

私達当会は、私達人類の遺跡の活用に於ける要点にっいて、①遺跡の存在の確保、②背景、遠景、又は、借
景、としての当該地の地球の自然、③近景としての、当該地に於ける風土、即ち、当該地に於ける地球の自然
と当該の人類の共同の態様、にある、と仮定します。

私達当会は、私達人類の遺跡の活用に於ける要点にっいて、④中景としての、遺跡に対する環境としての現
代的な存在に関して、現代的な存在に対する遺跡の存在の確保、即ち、「新」とΠ日」の存在の対照を経由して、
双方の、私達人類にとっての性格、存在の在り方を、対比的に強調し、再発見し、その相互の関係に於いて、相
乗効果を形成することが可能である、と仮定します。

私達当会は、例えぱ、私達人類が、遺跡の存在の確保と遺跡に対する環境としての現代的な存在の要素を、
その双方の存在に於いて、無意識的に、混合すれぱ、私達人類に於いて、「新」とΠ日」の存在の対照を経由し
て、双方の、私達人類にとっての性格、存在の在り方を、対比的に強調し、再発見し、その相互の関係に於いて、
相乗効果を形成することが不可能となり、遺跡の存在の確保と現代的な存在の双方共に、卑近で陳腐な事象と、
認知し認識され得る、と仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、私達人類にとっての存在は、私達人類の、想像、概念、知の体系、例えぱ、歴史
学の範疇に依存する、歴史事象に対する事後的仮想的な関係性たる解釈、その軽重、又は、その序列たる価
値観、に在る、というよりほ、本源的、第一義に、現代の私達人類の、視覚、触覚、聴覚、嘆覚、並びに、時に、
味覚、に在る、と仮定します。

私達当会は、遺跡の保存と活用にっいて、私達人類にとって、第一義に、現在の、包括的に、視覚的、触覚的、
聴覚的、嘆覚的、味覚的、な存在である遺跡に於いて、之を、私達人類についての、過去の分析である、歴史
学と考古学、その他の学術、私達人類の、概念、又は、文字、による形式知、又は、その蓄積、によって定義し、
分析的に細分化し、分節的に措置することには、本質的な、岨語、行き違い、すれ違い、があり、交点は、存在し
ない、と仮定します。

私達当会は、遺跡の保存と活用について、私達人類にっいての、過去の分析である、歴史学と考古学、その他
の学術、私達人類の、概念、又は、文字、による形式知、又は、その蓄積、もさることながら、私達人類にとって、
視覚的、触覚的、聴覚的、喋覚的、味覚的、な存在である遺跡に於いては、第一義に、同時に、最終的に、私達
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人類の、視覚、触覚、聴覚、喚覚、味覚、によって、之が、定義されなくてはならない、と仮定します。

私達当会は、遺跡の保存と活用にっいて、私達人類にっいての、過去の分析である、歴史学と考古学、私達
人類の、概念、又は、文字、による形式知、又は、その蓄積、もさることながら、最終的に、未来の私達人類の心
を掴み、静かに、時に、激しく、之を、揺さぷるべき行為によって、彼が、措置されなくてはならない、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、小さな幾多の必然性をーつーつ連結し調整し、之を、積重ねる作業こそが、
私達人類を、惹き付け、飽きさせない、表情を生む、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類は、ホモ・サピエンス(Homo sapiens)たる同一種としての普遍
性を有する処、私達人類の個体に於いて、様々に異なるニュアンス((仏)nuencB:色彩や音色の微妙な差異、
言外に表わされた話し手の意図)を有すると仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類が、ホモ・サピエンス(Hom0 卵Pi8ns)たる同一種としての普遍
性を有する処、私達人類の個体に於いて、様々に異なるニュアンス(nuance)を有するとの仮定が、私達人類
の個体の、個々の裁量たる事象への根拠となる、と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類は、私達人類の世界にあって、私達人類の個体の、個々の裁量
に於ける、各事象の連結に於いて、不可逆的な断絶とその絶望を、又、恒久的な魅力とその連続を形成し得る、
と仮定します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類は、私達人類の世界にあって、私達人類の個体の、個々の裁量
に於ける、各事款の連結に於いて、常に、不可逆的な断絶とその絶望より、恒久的な魅力とその連続を形成しな
けれぱならない、と仮定します。

私達当会は、私達人類にういて、私達人類を、惹き付け、飽きさせない、表情を獲得する、その手順こそが、私
達人類の計画である、と仮定します。

(2)長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の活用、並びに、長崎県庁舎跡地の活用、にっいて

私達当会は、例えぱ、長崎県庁舎跡地にっいて、長崎県庁舎跡地であると同時に、長崎奉行所西役所等遺跡
群たる遺跡である、と認識します。

私達当会は、例えぱ、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の活用、並びに、長崎県庁舎跡地の活用における、当
該地の、長崎県庁舎跡地であると同時に、長崎奉行所西役所等遺跡群たる遺跡である、との当該地ならではの
特徴に於いて、その、第一義的な到達にっいて、当該の活用たる行為の総合に於いて達成される、私達人類の、
より根源的、共時的通時的に普遍的な、その心性、並びに、その意識、その深部、を、静かに、時に、激しく、之
を揺さぶること、になけれぱならない、と仮定します。

私達当会は、例えぱ、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の活用、並びに、長崎県庁舎跡地の活用における要点
にっいて、①遺跡の存在の確保、②背景、遠景、又は、借景としての当該地の地球の自然、③近景としての、
当該地に於ける風土、即ち、当該地に於ける地球の自然と当該の人類の共同の態様、を把握して定義すれぱ、
④中景としての、遺跡に対する環境としての現代的な存在があったとしても、遺跡の存在の確保と現代的な存
在、との対照に於いて、双方の性格、存在の在り方を、対比的に強調し、再発見し、その相互の関係に於いて、
相乗効果を形成することが可能である、と仮定します。

私達当会は、例えぱ、私達人類が、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡に関する、遺跡の存在の確保と遺跡に対
する環境としての現代的な存在の要素を、その双方の存在に於いて、無意識的に、混合すれぱ、私達人類に於
いて、「新」とΠ日」の存在の対照を経由して、双方の、私達人類にとっての性格、存在の在り方を、対比的に強
調し、再発見し、その相互の関係に於いて、相乗効果を形成することが不可能となり、長崎奉行所西役所等遺
獣挫1一閣tz、;青跡n、左な門、肱惇レ相イ゛貞bナ「左#rハ如,T壮1一申;斤71肢庭ナ;主島上壹刃牟「11暑刃謙士十11塁ス
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仮定します。

私達当会は、遺跡について、私達人類にとっての存在は、私達人類の、想像、概念、知の体系、例えぱ、歴史

学の範疇に依存する、歴史事象に対する事後的仮想的な関係性たる解釈、その軽重、又は、その序冽たる価
値観、に在る、というよりは、本源的、第一義に、現代の私達人類の、視覚、触覚、聴覚、嘆覚、並びに、時に、
味覚、に在る、と仮定します。

私達当会は、遺跡の保存と活用について、私達人類にとって、第一義に、現在の、包括的に、視覚的、触覚的、
聴覚的、嘆覚的、味覚的、な存在である遺跡に於いて、之を、私達人類についての、過去の分析である、歴史
学と考古学、その他の学術、私達人類の、概念、又は、文字、による形式知、又は、その蓄積、によって定義し、
分析的に細分化し、分節的に措置することには、本質的な、艶語、行き違い、すれ違い、があり、交点は、存在し
ない、と仮定します。

私達当会は、遺跡の保存と活用について、私達人類についての、過去の分析である、歴史学と考古学、その他

の学術、私達人類の、概念、又は、文字、による形式知、又は、その蓄積、もさることながら、私達人類にとって、
視覚的、触覚的、聴覚的、嘆覚的、味覚的、な存在である遺跡に於いては、第一義に、同時に、最終的に、私達
人類の、視覚、触覚、聴覚、嘆覚、味覚、によって、之が、定義されなくてはならない、と仮定します。

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡に関する、遺跡の保存と活用について、私達人類につぃての、
過去の分析である、歴史学と考古学、私達人類の、概念、又は、文字、による形式知、又は、その蓄積、もさるこ
とながら、最終的に、未来の私達人類の心を掴み、静かに、時に、激しく、之を、揺さぶるべき行為によって、彼
が、措置されなくてはならない、と仮定します。

2.私達人類と私達人類の遺跡との関係性(私達人類、遺跡の本源的価値、存在、機能、社会的共通資
本)

(私達人類)

私達当会は、私達人類について、他の生命体と比較して、私達人類に特徴的な、行為、行動、活動が、私達
人類の個体の想像たる主観、並びに、集団的に共有される個体の主観に依存する処、私達人類の存在は、私
達人類の個体の想像たる主観、並びに、集団的に共有される個体の主観に依存することができない、と仮定し
ます。

私達当会は、私達人類の存在について、専ら、宇宙と太陽系のエネルギー系(ener別 System)に依存する、
と仮定します。

私達当会は、遺跡について、私達人類の個体の想像たる主観、並びに、集団的に共有される個体の主観に由
来して成立する処、一方で、私達人類の個体と集団に於ける忘却と遺存の偶然性により、私達人類の主観を
雛れ、私達人類の主観を超越して、存在する、と仮定します。

(遺跡の私達人類にとっての本源的価値)

私達当会は、遺跡の私達人類にとっての本源的価値について、私達人類の主観を媒体とした、遺跡の存在と
私達人類の存在との双方の存在の様式の、私達人類の世界に於ける、唯一の、相似たる事象、に在る、と仮
定します。

私達当会は、私達人類が、遺跡に遭遇した時の、感慨、並びに、共感は、私達人類が、予備的に保有する概
念、知の体系を超越して、直観する、第一義に、斯かる、人類の存在と遺跡の存在との性質の相似性に由来す
る、と仮定します。
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私達当会は、斯かる、私達人類の遺跡に遭遇した時の、感慨、並びに、共感、即ち、直観的理解が私達人類を、
概念的、形式的、明示的な発見、再発見、並びに、理解、さらには、歴史的な、過去、現在、未来の連続と安定、
安全と豊穣、又、人類の幸福、へと誘導する、と仮定します。

(遺跡の存在)

私達当会は、遺跡について、私達人類にとっての存在は、私達人類の、想像、概念、知の体系、例えぱ、歴史
学の範疇に依存する、歴史事象に対する事後的仮想的な関係性たる解釈、その軽重、又は、その序列たる価
値観、に在る、というよりは、本源的、第一義に、私達人類の、視覚、触覚、聴覚、嘆覚、並びに、時に、味覚、に
在る、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、文字に記され、抽象芸術に表現された為政者、並びに、成功者の概念、並びに、
歴史と異なり、私達人類一般の行為の断片によって構成されつつ、私達人類の世界で、唯一、当該の地域の
過去の人類のエスニシティ(8thniciw:文化的環境)、並ぴに、その在り方やその関係する人類の集団としての
ネイシヨン("atlon)を、私達人類の事後的な概念を経由せず、直接、その同時代の具象に於いて、表象する、
と仮定します。

(遺跡の私達人類に於ける機能)

私達当会は、遺跡、並びに、他の文化財について、現代の私達人類に於ける機能は、当該の地域の人類、並
ぴに、他の地域の人類が、遺跡たる具象の内に包含され、表象される、当該の地域の過去の人類のエスニシ
ティ(ethnidty:文化的環境)、並びに、その在り方やその関係する人類の集団としてのネイション(nation)に
於いて、当該の地域の人類の、漸次交代する世代に亘って、時にその地の風土と共に、当該の地域の人類の工
スニシティとネイシヨンを見詰め続け、常に、再発見し、再認識し、自らの生活に把握し、当該の地域の人類の本
来の在り方、並ぴに、その固有の幸福を実現することを誘導することにある、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の、私達人類に特徴的な行為、行動、活動の動機は、専ら、私達
人類の文化のうちにある、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、私達人類が、私達人類の、私達人類に特徴的な行為、行動、活動の動機である、
私達人類の様々な文化の諸相の基盤となる、当該の人類のエスニシティ、並びに、そのネイション、又は、その
推移、歴史的な経過、を、具象を以って、再発見し、再認識し、自らの生活に把握する、私達人類の世界に於け
る、その、唯一の契機である、と仮定します。

(私達人類の世界に於ける遺跡たる社会的共通資本)
私達当会は、遺跡にっいて、私達人類の世界に於ける「社会的共通資本」である、と仮定します。
(「社会的共通資本」は数理経済学者宇澤弘文氏(1928年(昭和3年)7月21日一2014年(平成26年)9月18日、
86歳)の提唱に係る概念です。)

〔参考資料:『私達人類、遺跡の本源的価値、遺跡の存在、機能、社会的共通資本』 2020年(令和2年)10
月28日水曜日養生所を考える会代表池知和恭〕

3.株式会社三菱総合研究所の県庁舎跡地活用整備の提案への所感

私達当会は、『県庁舎跡地整備基本構想検討報告書株式会社三菱総合研究所』に於ける、株式会社三菱総
合研究所の検討成果について、以下、仮定して、所感します。
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a)私達当会は、当該構想の趣旨について、賛伺します。

私達当会は、個別の留意として、以下、仮定して、所感します。

(2)『県庁舎跡地整備基本構想検討報告書(資料編)株式会社三菱総合研究所』の「専門家・企業等ヒアリン
グ調査」について

私達当会は、『県庁舎跡地整備基本構想検討報告害(資料編)株式会社三菱総合研究所』ー「1.専門家.
企業等ヒアリング調査結果」について、長崎県庁舎跡地活用整備に関して、有効で重要な概念が、提出されてい
る、と仮定します。

(3)私達当会は、当該構想にっいて、"賑わいの創出"1こ関する遺跡たる土地を使用したテーマパーク的な手
法と整備、又、"新たな価値の創造・発信"等に関する機能の整備、に対して、"賑わいの創出"に関する、遺跡
を活かす、即ち、遺跡の認知、認識、保存、活用、整備、公開、又は、遺跡の現代の私達人類への働き、機能、
又、遺跡たる形態、即ち、遺跡の存在そのものに関する、現代の私達人類の世界における活用、又は、遺跡の
存在の"新たな価値の創造・発信"1こ対する効果としての活用、への具体的な提案が、希薄である、と仮定しま
す。

私達当会は、長崎県庁舎跡地、並びに、第一別館跡地、第二別館跡地、江戸町公園、第三別館、並びに、ー
帯の旧築地について、当該土地の全体が、長崎奉行所等遺跡一築地遺跡一大波止遺跡たる一体の遺跡群で
あり、当該土地の全体が、当該の個別の遺跡とその群の在り方や性格や重要性を示す特徴を不足なく代表する
ために必要な大きさである、と仮定します。

私達当会は、遺跡である土地、緩衝地帯、並びに、周辺の環境、について、自然と人閻との共同作品である遺
跡の遺跡としての在り方、並びに、遺跡の遺跡としての景観、を殿損し、遺跡について、その遺跡である土地の
掘削、遺跡への認識と管理の放棄、並びに、その他の私達人類の行為によって、その一部でも損壊や滅失に
よって失われる二とがあってはならない、と仮定します。

私達当会は、遺跡である土地、緩衝地帯、並びに、周辺の環境、にっいて、例えぱ、周辺を包含して一帯が遺
跡である、県庁舎跡地に関する計画に於ける、関係する様々な計画の策定と実施、例えぱ、賑わいの創出への
先行的な実証実験、インフラストラクチャーの整備/仮設ノ本設、交通結節機能の形成、駐車場機能の形成、その
他、様々な行為に於いて、遺跡である土地の掘削、遺跡への認識と管理の放棄、並びに、その他の私達人類
の行為によって、その一部でも損壊や滅失によって失われることがあってはならない、と仮定します。

(4)私達当会は、長崎県庁舎跡地、第一別館跡地、第二別館跡地、江戸町公園、旧第三別館、並びに、県警
本部跡地、に原則として限定した狭い土地の範囲に、機能を満載に提案している、と仮定します。

私達当会は、当該構想に於いて提案された概念について、旧内町の土地の範囲全体を対象に、取組み、有
意に、構想し、実現する、内容と量感を有する、と仮定します。

(5)私達当会は、『県庁舎跡地整備基本構想検討報告書(資料編)株式会社三菱総合研究所』に収録された、
「2.参考事例(2.1 広場および飲食機能 2.2 情報発信機能(歴史・観光・物産・食) 2.3 交流支
援機能 2.4 オープンイノベーション拠点支援機能)」について、私達人類が、時限的、限定的に必要とする
機能(ニーズ:n日日ds、欲求、要求:require、需要:d8mand、コトラーの定義によれぱ、人間生活上必要な
ある充足感が奪われている状態のこと)を、私達人類の個体間の共有事象に於いて(例えぱ、多様な意義と目
的と機能を可変的に包括的に包含する空間、特定の目的に特化した機能、等)、私達人類の集団の世界に供
給し、私達人類の個体の時限的、限定的な選択によって、シェア(shar8:分かち合い、共有、分け前、寄1り当
て、分担金、役割、負担、市場占有率、分担率)する、との概念によって、現実化された事例である、と仮定しま
す。

a.私達当会は、私達人類に特徴的と考え得る、私達人類の、時限的、限定的、可変的な態様に対応する事
象としての性格に於いて、当該報告書において指摘するとおり、各事象に於ける可変性がその運用上の重要な
機能となる、と仮定します。

. エ'、^",^.゛■.土,、^■*胃●一'◆^"..1.^.二ι凹, エ'、^ 11"胃゛,、"^"ロ"ー

( 31/276 )

訂口^',司^毛゛0',畔'、"毛■◆.ーロ且"..,^.^



b,寺厶達当芸ほ、子厶逢人類1石特偲釣と芳えイ寺右)、子厶達人親ω、時限的、限疋日勺、ロ」尖的な態稼1二関可勾拳家

によって、私達人類の意図的な行為がなけれぱ、概ね不変である遺跡を損壊し、殿損してはならない、と仮定し
ます。

(6)私達当会は、本項に記す内容において、即ち、当該土地の一帯が遺跡であるとの私達人類の歴史に於け

る事実を前提とした上で、当該土地の遺跡である事象を包含する整備の提案に於いて、包括的に、民間開発の
手法とその実現可能性(費用対効果)に有効性があるか、その類型や適用範囲を含めて、慎重に検討され計
画されなけれぱならない、と仮定します。

4.株式会社三菱総合研究所の県庁舎跡地活用整備の提案と遺跡、並ぴに、長崎奉行所西役所等遺跡群

私達当会は、長崎県からの業務委託先である株式会社三菱総合研究所の成果である、『県庁舎跡地整備基本
構想検討報告書株式会社三菱総合研究所』、並びに、『県庁舎跡地整備基本構想検討報告書(資料編)株

式会社三菱総合研究所』、に記載する、「専門家」又は「知見のある事業者」の「意見」、並びに、事例紹介、につ
いて、必ずしも遺跡としての事象を捉えるものてはいない処、当該の遺跡の存在と保存、活用、整備、公開、並
ぴに、当該の跡地の活用、整備に、とって、有効な、概念と視点、示唆、道筋が提示されている、と仮定します。

私達当会は、当該の遺跡、長崎奉行所西役所等遺跡群、即ち、長崎の丘の南端部に位置する、長崎奉行所西
役所等遺跡、丘の下の周縁部に形成された築地遺跡並びに大波止遺跡、即ち、之を包含する旧内町遺跡、都
市長崎遺跡、長崎港湾遺跡群、航路関係遺跡群、道遺跡群、街道遺跡群、都市長崎の郊外たる田園地帯遺跡
群、など関係する遺跡群と濃密な関係性を有する遺跡群、について、以下の、当該の場に有効な概念として提
示された「専門家」=「知見のある事業者」の「意見」を包摂する、と仮定します。

a)「専門家」=「知見のある事業者」の「意見」

A:「重層的な歴史の表現のためにはコンセプトは抽象化した方がよい」「明文化」「エリアの中心となる"へそ"が
必要ーエリアのVvalkabi"Wを支えていく機能」「現代的な解釈でアップデートされている」「高低差を利用して視
界の変化」「多様な交流」「長崎特有のテーマ」「建築とアート」「グリーンのある生命的環境、そこへ行くと心地よ
いという空間的価値」「スケーピングデザイン」「今までのステレオタイプを壊したもの、例えぱ、もう一度岬を作り
ました、丘を作りました、というような大胆な案」、B:「どういった理由で人が集まるのかを考え、それをうまくコン
セプトにつなげると、実際に使われる場所になる」「目的がなくてもなんとなく寄れる場所、何かやっている場所、
気軽にいける場所」「来訪者が憩える場」「長崎の歴史を想起させる場所」「長時間滞在させるためには、座れる

場所と眺められるもの(川の流れ等の常に動いているもの)が必要」「敷地に入ってから出るまでにどういった体
験をするのか設計することが重要(行動デザイン)」「県庁舎跡地の敷地から出島を見下ろしたときに、「単なる歴
史的な構造物の復元」と思わせるのか「交流や創発が生み出されていた(かつての)最先端の場所」と思わせる
のかについては、この土地で何を体験させるかでデザインできるはずである」「歴史があり交流の礎があったこと
に気付いてもらう目的」「第ーターゲットは地元の人である。歴史的な観光施設はあるのは良いことであり、まず

は地元の人にも度々足を運んでもらって、長崎の歴史等の良いところを発見し、まちに愛着をもってもらう」「内向
きと外向きの賑わいを明確に、内向きは地元民のシピックプライドー外向けには体験」「体験メニューをどれだけ

用意できるか、まちぐるみでどういう体験がプログラム化できるか」「海外向けに発信」「可変性」「多くの人々に利

用してもらうには情報発信が大事である。多過ぎるくらいの発信量がなけれぱ、人々の反応が起こらない時代」
「コミュニケーションを活発化する仕組み」「それぞれの分野で、詳細を突き詰めることが必要」「長崎ならではの
斬新な、驚きのある施設」、C.「まちの未来を創っていくようなビジョン、まちの課題やまちに不足しているもの、

市民の二ーズ、まちに足りていない(=必要とする)要素を導入一停上少子化の問題があるため、子育て機能を
入れる/平地が少なく施設がひしめき合っているため、開けた空間を整備する」「機能によってスペースを区別し

すぎない」「ふらっと立ち寄る人」「賑わいを生む機能仂フェ、座席、子供の遊ぴ場)」「子供たち、学びの機会、情

報発信」「市民がお互いに教え合い、高め合う場所」「様々な人々を取り込む仕掛け」「熱意があるプレイヤー」、
D.「コンセプトのメイキングのコツとして、コンセプトを具体的にしすぎると具体的なコンテンッの検討に行き詰る
ため、むしろその土地の特徴を抽象的な層に持ち上げるとよい」「長崎の人々や観光客がどうあってほしいのか
について、抽象度を上げて解釈することでコンセプトメイキングするべき」「観光・集客という観点では、人々は「あ
りぇないもの」や「新しいもの」に引き寄せられていくため、デジタルアート(非物質の体験)やその対極にある巨

大建築は強い求心力を持つ」「アプリやサービスといった技術は時代とともに陳腐化していくが、あるコンセプトに
基づいてクオリティーを追究したアートはピカソの芸術作品といったものと同様に陳腐化しないと考えている」「多
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欽U/1育徹を:フニノプム1、捉木」1 園助ず」'邑極兄ず」1、1育靴刀、1寺うれ右)よつ1」'9 句J一大」17'4 卜人へソノイツソ、=t'Uノ場

所・その時間でしか作り出せないもの)」「歴史はコンセプトのみで、歴史的要素を建物に取り込まない現代的な
(ニユートラルな)デザインが良い」、E:「歴史そのものをコンテンツ化していくと、昔の状態が見えるだけの限定さ
れたものにしかならないので、街歩きへ誘導する仕組みがあると良い」「かっては種々の展示ショーがあったー
シンプルなシアターで簡素に見せて、その後はまちに行ってもらう案、展示のシンプル化が進んでいる」「まちな
かの回遊にっいては、コンテンツをいかに面白く収集するかが重要」「そこにいけぱあるりアルな体験、例えぱ有
名デザイナーがここでイベントを開催すると面白い」、R「既存歴史文化観光施設・取組との役割分担をする、3
つの基本方針が相乗効果を生むストーリーが必要」「子どもから大人まで参加できる、新しいコトと出会う.体験
する・活動できる仕掛けが必要」「広場の雰囲気づくりでの空間の使い方は重要なエッセンス」「コンセプトやビ
ジヨンがあり、それに対して共感する人が来る。県民市民と一緒に未来をつくることが重要」、G:「祭り(長崎くん
ち)、キリスト教、海軍伝習所、イベント、ワークショップ」「重層な歴史の階層を含めた斬新な建築デザインが良
い」rシンボリックでありながら、人々が気軽に集まって飲食するような場所」「集客要素として、博物館は常設展
示なので一度見に来た人は再び来ないが、イベントは毎回異なるので様々な人やりピーターが来る。ーワーク
シヨyプ」「海の広がり」「サテライトキャンパス」「"令和の遊学"」「奉行所、海軍伝習所一低層建築が繋がってい
くイメージー可変性」

(2)遺跡、並びに、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡に関する整備され公開された遺跡

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡に関する整備され公開された遺跡について、「重層的な歴史の
表現のためにはコンセプトは抽象化」「エリアの中心となる"へそ"ーエリアのVvalkabⅢWを支えていく機能」「多
様な交流」「長崎特有のテーマ」「建築とアート」「グリーンのある生命的環境、そこへ行くと心地よいという空間的
価値」「スケーピングデザイン」「今までのステレオタイプを壊したもの、もう一度岬を作りました、丘を作りました、
というような大胆な案(の一部)」「目的がなくてもなんとなく寄れる場所、何かやっている場所、気軽にいける場
所」「来訪者が憩える場」「長崎の歴史を想起させる場所」「長時間滞在させるためには、座れる場所と眺められ
るもの(川の流れ等の常に動いているもの)」「敷地に入ってから出るまでにどういった体験をするのか設計する
こと(行動デザイン)」「「交流や創発が生み出されていた(かつての)最先端の場所」と思わせる」「歴史があり交
流の礎があったことに気付いてもらう」「第ーターゲットほ地元の人である。歴史的な観光施設はあるのは良いこ
とであり、まずは地元の人にも度々足を運んでもらって、長崎の歴史等の良いところを発見し、まちに愛着をもっ
てもらう」「内向きと外向きの賑わいを明確に、内向きは地元民のシビックプライドー外向けには体験」「海外向け
に発信」「コミュニケーションを活発化する仕組み」「長崎ならではの斬新な、驚きのある施設」「まちの未来を創っ
ていくようなビジョン、まちの課題やまちに不足しているもの、市民の二ーズ、まちに足りていない(=必要とする)
要素を導入一仰上平地が少なく施設がひしめき合っているため、開けた空間を整備する」「ふらっと立ち寄る人」
「賑わいを生む機能(・ー、座席、子供の遊び場)」「子供たち、学びの機会、情報発信」「市民がお互いに教え合
い、高め合う場所」「様々な人々を取り込む仕掛け」「コンセプトのメイキングのコッとして、コンセプトを具体的に
しすぎると具体的なコンテンツの検討に行き詰るため、むしろその土地の特徴を抽象的な層に持ち上げるとよ
い」「ありぇないもの」「新しいもの」「巨大建築は強い求心力を持つ」「あるコンセプトに基づいてクオリティーを追
究したアートはピカソの芸術作品といったものと同様に陳腐化しないと考えている」「多数の情報をランダムに提
示」「受動的・直観的に情報が得られるようにする工夫」「サイトスペシフィック(=その場所・その時間でしか作り
出せないもの)」「歴史的要素を建物に取り込まない現代的な(ニュートラルな)デザイン」「まちなかの回遊」「そこ
にいけぱあるりアルな体験、例えぱ有名デザイナーがここでイベントを開催する」「既存歴史文化観光施設・取組
との役割分担をする、3つの基本方針が相乗効果を生むストーリー」「子どもから大人まで参加できる、新しいコ
トと出会う・体験する・活動できる仕掛け」「広場の雰囲気づくりでの空間の使い方は重要なエッセンス」「コンセプ
トやビジヨンがあり、それに対して共感する人が来る」、「祭り(長崎くんち)、キリスト教、海軍伝習所、イベント、
ワークシヨップ」「シンボリックでありながら、人々が気軽に集まって飲食するような場所」「海の広力札刀「"令和の
遊学"」「奉行所、海軍伝習所」、である、と仮定します。

私達当会は、例えぱ、飲食の提供について、遺跡である土地に於いては、近隣のテイクァウトショップ、ワゴン
自動車や人力引き車による供給により、又、飲食、ワークショップ等で建屋が必要な場合は、当該遺跡に隣接す
る遺跡としての私達人類の痕跡、即ち、概ね50年以上を経過する私達人類の活動の痕跡、のない土地に建屋
を整備し、夫々、その機能を構成する、と仮定します。

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡たる整備され公開された遺跡のこれらの態様につぃて、遺跡た
る事象としての、私達人類の個体の想像たる主観、並ぴに、集団的に共有される個体の主観に由来して成立す
る処、一方で、私達人類の個体と集団に於ける忘却と遺存の偶然性により、私達人類の主観を離れ、私達人
L^^、^^'.^^●. ^^^■■^^ ^^^^^ .^^
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類の主観を超越して、存在する、その存在の在り方、又、私達人類の、想像、概念、知の体系、例えは、歴史学

の範疇に依存する、歴史事象に対する事後的仮想的な関係性たる解釈、その軽重、又は、その序列たる価値
観、に在る、というよりは、本源的、第一義に、私達人類の、視覚、触覚、聴覚、嘆覚、並びに、時に、味覚、に在
る、その存在自体、に由来する、と仮定します。

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡について、長崎県庁跡地たる場に求められる性格を十分に備
えている、と仮定します。

私達当会は、私達人類が、本紙の主題に関連する長崎市、長崎県、九州、日本、アジア、世界の地域全体に

於いて、当該地域の当該の土地であり、当該の関係諸氏、並びに、私達当会が、当該地域の中心的位置とみ

なす地勢上の位置に存在する、長崎奉行所西役所等遺跡群たる私達人類にとって重要な遺跡について、本紙
2-(1)に記述して仮定した、遺跡の私達人類との関係性、又は、私達人類にとっての、遺跡の本源的価値、
遺跡の存在、遺跡の人類に於ける機能、遺跡の私達人類の社会的共通資本としての過去、現代、未来の私達

人類との関係性、を、私達人類に於いて、十分に活性し得るかは、即ち、専ら、長崎県庁舎跡地活用、整備の
全体の設計(デザイン:)によって、之を実現することが可能となる、と仮定します。

私達当会は、遺跡たる存在、共時的通時的に、固有の土地に附随して在る、私達人類の主観、概念によって形

成されながら、私達人類の忘却と遺存の偶然性によって、私達人類の主観、概念を断絶した存在、並びに、私
達人類が、ただ今、現在の私達人類の自身の主観、概念によって計画して形成する無形の概念、有形の構造
物、構成物、には、共に、夫々、現代の私達人類にとっての機能がある、と仮定します。

私達当会は、皆様に、遺跡たる共時的通時的な存在とその現代の私達人類にとっての機能、並びに、現代の
私達人類の主観、概念によって計画し形成する無形の概念並びに有形の構成物とその現代の私達人類にとっ
ての機能、の双方について、現代の私達人類が、その双方の存在と機能を、意識して明らかにして把握し、双

方の存在と機能を認知して認識し、双方の存在と機能を私達人類の世界の諸相に於いて役割分担して担保し、
双方の存在と機能が相互に阻害し殿損し合うことなく、双方の補完的な関係性を構成し、一体として、現代の私
達人類にとっての機能の可能性を余すところなく引き出し、完遂すること、を提案し要望します。
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(B.展開としての提案と要望)

5.「長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡」の保存と活用、並びに、長崎県庁舎跡地の活用、整備、を考える

(1)長崎県庁舎跡地の活用、整備に於ける、留意点、又は、コンセプト(ooncept)、そして、もうーつの機能

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の存在と保存、活用、整備、公開、と長崎県庁舎跡地の活用、
整備、について、遺跡の存在の普遍、不変、に対して、私達人類の要求の時限性、限定性、変化、之に対応す
る可変、の相互の関係性を形成することが、私達人類に対する、現実的な表現となる、と仮定します。

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の存在と保存、活用、整備、公開、と長崎県庁舎跡地の活用、

整備、について、"不変と可変"、が、そのコンセプト(conC8Pt)となる、と仮定します。

私達当会は、長崎県庁舎跡地に於ける、予定した機能、「広場」「交流・おもてなしの空間」「文化芸術ホール」、
の3つの機能、のうち長崎市の当該地からの「文化芸術ホール」整備の取下げ、に代わる、もうーつの機能につ

いて、"遺跡"である、と仮定します。

(2)長崎地域の遺跡、並ぴに遺跡の保存と活用に関係する都市上の諸関係性の再構成の提示

①都市長崎遺跡

私達当会は、都市長崎遺跡について、旧市街域、即ち、長崎の惣町八十箇町と唐人屋舗と新蔵地、を中核とす
る一帯、を中核区域として、旧郷村田園地帯、山稜地帯、並びに、長崎港湾域、道、街道、宿、接続港湾地域、
エスニシティの関連地域、又、内包する、長崎の丘に相当する旧内町、旧内町長崎の丘の南端の長崎奉行所西
役所等遺跡群遺跡、その相互の、私達人類の視覚的、触覚的、聴覚的、臭覚的、味覚的、並びに、様々な概念

上、密接な関連性によって、又、その遺跡の遺跡としての"土地の造形"を基盤として、構成されている、と仮定
します。

私達当会は、都市長崎遺跡が附帯する当該の関連性について、之を契機として、関連する各地域の私達人類
が相互に連携する可能性を内包する、と仮定します。

私達当会は、都市長崎遺跡の中核区域、即ち、旧市街域、即ち、長崎の惣町八十箇町と唐人屋舗と新蔵地、を
中核とする一帯、について、『県庁舎跡地整備基本構想検討報告書株式会社三菱総合研究所』にも指摘があ
る通り、長崎奉行所西役所等遺跡群を中心として半径1.5km~2.okm以内の範囲に展開し、よって、ウォー

カビリテイ(welkabiliw:歩きゃすさ、歩いて生活しやすい)1こよって、活性し得る態様を有している、と仮定しま
す。

私達当会は、都市長崎遺跡とそのウォーカビリティについて、観光地としての可能性をも、内包している、と仮定
します。

②都市長崎の中核域と外縁域の関係性の再構成

私達当会は、現代の都市長崎について、従来は、都市の外縁部であった長崎港の埋立地一帯に於いて、都市

の中核域の膨張によって、中核部機能と外縁部機能の幅襲が生起している、と仮定します。

私達当会は、皆様に、例えぱ、長崎港の埋立地一帯に立地する、公官庁:長崎税関一防衛省一長崎県警察大

浦署一港湾合同庁舎一長崎税務署、公共交通バス営業所車庫:長崎バス松ケ枝営業所、ガスタンクと工場:西

部ガスの尾上町の事業所、等について、長崎税関一防衛省一港湾合同庁舎一長崎税務署公官庁を浦上川東

崖新市街域へ移転、長崎県警察大浦署を古河町方面へ移転、長崎バス松ケ枝営業所/車庫を柳埠頭域(長崎
市小ケ倉町3丁目)へ移転、西部ガスの尾上町の事業所を長崎市小江町等長崎外港方面へ移転、すること、を
提案し要望します。

私達当会は、皆様に、長崎地域の都市の中核機能と外縁機能の報義について、長崎地域の100年に一度の
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変革時期と言われる現代に於いて、都市の再編成による都市の再構成を、提案し、要望します。

私達当会は、歴史的な都市長崎の姿について、中世から近世の初期に於いて、元亀二年(1571年)の六町の町
立て、以来、岬の教会、内町を中核として、その東側の山稜部との中間域に、半ぱ、自然発生的に形成された市
街を、徳川氏の公儀(長崎奉行)が、都市の中心部としての、出島の築造、長崎奉行所の立山役所への拡張、
大火後の区画整理、治水、築地造成、都市の外縁部への、丸山町、寄合町、唐人屋舗、新倉地、の形成、享保
九年(1724年)東濱町(銅座)造成、と、街の創始から153年の間に、近世城下町の手法によって整理し再構成
して、形成した、と仮定します。

③交通結節機能、並びに、大規模駐車場機能、ーーウォーカビリティと景観の活用による活性化

私達当会は、長崎地域の交通結節機能、並びに、大規模駐車場機能について、居住者である長崎市民県民に
とっての日常的な機能を別として、遺跡であり観光資源としての景観である都市長崎遺跡の中核区域である、長

崎の惣町八十箇町と唐人屋舗と新蔵地等旧市街域関連地域の内部への設置を避け、外縁部に設置し、旧市街
域関連地域の形態上の特徴である、ウォーカビリティ(walkabi枇y)、を活用した活性化、賑わいの創出に誘導
する事象である、と仮定します。

私達当会は、皆様に、長崎地域の交通結節機能について、その中核施設を、゛R新長崎駅東口広場に設置し、
副次的な施設が必要であれぱ、旧市街域関連地域の外縁部であり、長崎港の埋立地である、JR新長崎駅から
松ケ枝地域一帯に立地する、公官庁:長崎税関一防衛省一長崎県警察大浦署一港湾合同庁舎一長崎税務署、
公共交通バス営業所車庫:長崎バス松ケ枝営業所、その他の施設の移転を契機に、当該地域の国道202号線

一国道499号線西部に於いて、原則として平地式、又は、二階建て程の低層建築によって、少数、設置すること、
その為の措置を講ずること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、長崎地域の大規模駐車場機能について、旧市街域関連地域の外縁部であり、長崎港の
埋立地である、dR新長崎駅一帯から松ケ枝地域一帯に立地する、公官庁:長崎税関一防衛省一長崎県警察大
浦署一港湾合同庁舎一長崎税務署、公共交通バス営業所車庫:長崎バス松ケ枝営業所、その他の施設の移転

を契機に、当該地域の国道202号線一国道499号線西部に於いて、平地式により、長時閻駐車に利便の高い
格安料金に於いて、設置すること、その為の措置を講ずること、を提案し要望します。

私達当会は、当該の、原則として、平地式の、交通結節機能、並びに、大規模駐車場機能について、長崎市街
から長崎港を望む、又、長崎港海上から長崎市街を望む、視界の遮蔽を解除し、長崎市民県民、又、訪問者に
於ける、日常的な生活上の視界と景観を確保し、観光都市としての景観を形成する、と仮定します。

④浦上川東岸河口新市街域一JR長崎駅隣接北都一国道206号線西部一帯一複数資本共同体゛R長崎本線
゛R長崎新幹線跨線一体再開発

私達当会は、皆様に、浦上川東岸河口新市街域のdR長崎駅隣接北部の国道206号線西部一帯、即ち、長崎

市の尾上町一幸町一茂里町南部(長崎市中部下水道処理場、動物管理センター、跨線した東部)一宝町西部
ーハ千代町の一帯、について、複数資本共同体を形成し、dR長崎本線並びにdR長崎新幹線を跨線した、再開

発事業を形成すること、その為の有効な措置を講ずること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、当該の浦上川東岸河口域゛R長崎駅隣接北部跨線一体再開発事業の前提として、対象

全面積において、長崎核爆弾被爆遺跡、即ち、瓦礫と遺骨の堆積の現状、について、埋蔵文化財調査を実施し、
之を、多角的に調査し、現状保存し、活用し、整備し、公開すること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、長崎地域の100年に一度の変革に於ける、都市の再構成上の課題、その他の都市上の
課題について、当該の浦上川東澤河口域dR長崎駅隣接北部跨線一体再開発事業において、一括して、吸収し
て、解決すること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、計画し実施中の新長崎市庁舎の建設について、狭隱で各種の交通が幅襲する旧市街域
遺跡である旧市街域への建設を取り消し、当該の浦上川東津河口域JR長崎駅北部跨線一体再開発事業で形
成する新市街に建設すること、を提案し要望します。

私達当会は、当該の浦上川東崖河口域゛R長崎駅北部跨線一体再開発事業で形成する新市街について、東西
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50om弱、南北3,50omのウォーカビリティ(walkab川ty)を有する市民生活上包括的完結的な利便を形成す
る新市街域を構成し得る、と仮定します。
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6.「長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡」の保存と活用、並ぴに、長崎県庁舎跡地の活用、整備、への提案と要望

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡、について、私達人類の視覚、触覚、聴覚、臭覚、味覚、に於い
て、又、考古学上の分析や解釈、歴史学上の分析や解釈、その他、学術上の分析や解釈、他の様々な私達人

類の事象に於いて、他の遺跡、即ち、日本の中世から近世初期に於ける、長崎の丘の日本地域と海外地域の
キリスト教徒の集住に由来する西洋式の城塞都市である岬の教会としての旧内町遺跡、長崎惣町八十箇町、新
蔵地、並ぴに、唐人屋舗遺跡、長崎地域の、旧郷村田園地帯、山稜地帯、長崎港湾施設内港外港台場、道、街

道、宿、接続港湾地域、又、エスニシティ(ethnicity:文化的環境)の関連地域に於ける遺跡、例えば、日本地
域の各地に散在する潜伏キリシタン遺跡や長崎海軍伝習一医学伝習一養生所(長崎)医学校等遺跡一他の日

本地域の近代化遺跡/資産との関係性、を包含する歴史的な都市長崎遺跡、その他の私達人類の世界の共時
的通時的な関連遺跡、との関係性によって、成立している、と仮定します。

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の活用について、当該の長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡、並

びに、関係する遺跡群の、その存在と、遺跡の遺跡としての実態、殿損ある遺跡については原状回復、並ぴに、
個別の遺跡の相互の関係性の、認知、調査、発見、把握、定義、である、と仮定します。

私達当会は、遺跡の活用について、遺跡の活用は、遺跡に於いて成立し、構成される、と仮定します。

私達当会は、遺跡の活用について、私達人類は、遺跡の活用は、遺跡に於いて成立し、構成される、との仮定
の、その実現する精度によって、私達人類の、その心性、並びに、その意識、その深部、を、静かに、時に、激し
<、之を揺さぶることが、可能となる、と仮定します。

a)長崎奉行所西役所等遺跡

①〔機能〕

ヨ.遺跡機能、b.情報発信機能、0.広場機能、d.飲食機能

0私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡の空間の機能、即ち、石垣上の空間、並びに、東部の石垣下の空

問の機能について、当該の空間は長崎奉行所西役所等遺跡であり、その空問の機能は、第一義に、遺跡、であ
る、と仮定します。

②〔遺跡機能〕

ア.遺跡の現状保存

・私達当会は、私達人類の歩行等、当該地の活用に際し、盛土等による、遺跡の保護の措置が必要、と仮定し
ます。

イ."土地の造形"の再建

・私達当会は、地球の自然と私達人類の共同作品である"土地の造形"1こついて、遺跡の遺跡としての基礎的

な構造物である、と認知して、之を遺跡の遺構である、と認識します。

・私達当会は、"土地の造形"について、地球の自然に於ける、私達人類の行動上の要請に由来する、私達人

類の切土と盛土による土木造成、その構造物である土留の石垣、塀等の石積、階段、敷石、建物の基礎、給排

水の構造、道路、私達人類同士の抗争や、自然の脅威に対する対策構造物、その痕跡である、柱穴や土坑な
どが包含される、と仮定します。

・私達当会は、皆様に、"土地の造形"1こついて、遺跡の最も基盤的な要素としての遺跡の構造を規定し、当該

の遺跡の包括的な特徴を包含する、その全貌の、憶測の余地のない再建、又は、根拠のある再建、を提案し要
望します。

・手厶達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡について、最も、現状に近いと想定し得る、同時に、遺跡に対する精

度ある補完資料が充実すると想定し得る、江戸末期の長崎奉行所西役所の"土地の造形"の根拠ある再建を提
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案し要望します。

・私達当会は、今後の遺跡/埋蔵文化財の調査、並びに、遺跡の補完資料の調査によって、長崎奉行所西役所
等遺跡の江戸末期の長崎奉行所西役所の"土地の造形"の根拠ある再建について、当該の敷地の石垣上の空
間に於いて、その中央部に南北方向に高い"館"の敷地平面を形成し、西部に一段低い「備場」の敷地平面を形
成し、東部に一段低し、「馬見所」の敷地平面を形成し、最東部に璽に一段低い「蔵番長屋」の敷地平面を形成し、
石垣の東外部に更に一段と低い「船番長屋」の敷地平面を形成し、中央部の館の敷地平面の北部に表門を、同
敷地平面の南部に裏門と江戸町築地に降りる階段、敷地の各法面を形成する石垣群、並びに、土羽、各平面を
移動するための階段と踊場、さらには、中央の館の敷地平面に四つの井戸、西部の備場の敷地平面にーつの
井戸、東部の馬見所の敷地平面に二つの井戸、最東部の蔵番長屋の敷地平面にーつの井戸、石垣の東外部
の船番長屋の敷地平面に三つの井戸、等の実態、を提示し、又、之に連携して、建物群の各平面の概略の位置、
大きさ、形状、問取、の地面への表示、館の正面から北部の御門一帯の四つの建物へ連続する布石の概略の
位置、大きさ、形状、の地面への表示、を提示できる可能性がある、と仮定します。

・私達当会は、今後の遺跡/埋蔵文化財の調査、並びに、遺跡の補完資料の調査によって、長崎奉行所西役所
等遺跡の江戸前期から中期の長崎奉行所西役所の"土地の造形"につぃて、副次的に、実態を提示、又は、表
示を提示、できる可能性がある、と仮定します。

ウ.痕跡の提示

・私達当会は、学術上の価値等、私達人類の概念上の価値観による規定や選別に由来する行為よりも、そこに
在る痕跡、見せられる痕跡を見せる、ことにより、遺跡としての実態、又、在り方、を提示すること、を選択する、
と仮定します。

・私達当会は、露天にて、提示可能な痕跡について、露天にて提示し、露天による提示が不可能な痕跡にっい
て、例えぱ、遺跡としての過去の生活面上に幾許かの空間を介して格子状の鉄骨と複数の厚板硝子の組合せ
による大きな面積を有する透過構造物を敷設して、提示する、と仮定します。

・私達当会は、厚板硝子を介在する遺跡の提示について、硝子面の結露を防止する対策を措置することが望ま
しい、と仮定します。

・手厶達当会は、既に、その一部か確認されている、第三代の県庁舎の煉瓦造の建物の地下部分の痕跡等、歴
代の県庁舎の痕跡も、そこに在る痕跡、見せられる痕跡である、と仮定します。

(留意事項)

・私達当会は、今後の遺跡/埋蔵文化財の調査によって、江戸期の奉行所以前の実態について、糸割符宿老会
所に関して、石垣上の空間に、並ぴに、教会時代の痕跡に関して、丘の上面の敷地の中央に広場を形成しその
周囲に建物を配置したと考え得る処から、江戸期の石垣の外側前面と内側背面の近傍一帯にかけて、その遺
跡の実態を提示できる可能性がある、と仮定します。

エ.遺跡の補完資料

i)"岬の教会"、参考図像

・「岬の教会」 F.ロドリゲス害簡から推測された岬の教会見取り図(ディエゴリ{チェコ『九州キリシタン史研究
1977年』): C-1

・「岬の教会(被昇天の聖母)」「海の方から見れぱこの建物は高くて美しい」岬の教会上段の図版:1601年
建立、被昇天の聖母教会の立面図(前掲「九州キリシタン史研究」)下段.被昇天の聖母教会の平面図(前掲
「九州キリシタン史研究」) C【1

・『南蛮屏風』(右側に南蛮船を迎える宣教師たち。その上部に岬の教会が描かれている。狩野内膳筆、神戸市
立博物館蔵) C-1

・『岬の教会:南蛮屏風』(阪急文化財団:福井県の敦賀地方で発見されたもの)の部分:A:図1

iD"長崎奉行所西役所"
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0天正十五年六月十九日(15釘年)豊臣秀吉伴天連追放令を発出

0豊臣秀吉藤堂高虎を長崎に派遣

0天正十六年四月二日(1588年)豊臣秀吉鍋島直茂を代官(奉行)に任命頭人:高木、高島、後藤、町田
0豊臣秀吉は小倉城主毛利省岐守吉成を代官に任命の可能性
0文禄元年(1592年)二の年、初めて長崎奉行所を本博多町に設置、秀吉、初代奉行に肥前唐津領主寺沢

志摩守広高を任命、この年、秀吉、長崎代官に村山東安(等安)を任命町年寄.高木勘右衛門、高島了悦
、後藤惣太郎、町田宗賀

0慶長三年八月十八日(1898年9月18日)豊臣秀吉甍去

0慶長八年(1603年)正月徳川家康は伏見城で村山等安を頭(代官)に確認任命(家康は同時に四人の町
年寄を確認任命する)

0慶長八年二月十二日(16鳴年3月24日)後陽成天皇徳川家康に征夷大将軍の宣旨
0慶長八年四月(1603年)小笠原一庵長崎奉行に就任

0慶長十年四月十六日(1605年)徳川秀忠に征夷大将軍の宣旨
0慶長十年(1605年)長谷川波右衛門重吉奉行に就任(小笠原一庵と二人)

0慶長+年(1605年)フ.・代官村山東安(等安)大村喜前と交渉し大村領長崎村を公領となし浦上西村・浦上

北村・陌別当・外目村・家野村の一部計1898石4斗9升8合を大村氏に渡す(長崎新町(長崎6町に接続して長崎
村に建てられた町々をいう)とそれに所属している村は、大村領であり、長崎甚左衛門が支配していた、東安は
幕府に建議し、許しを得て、彼が従来支配していた浦上と甚左衛門支配の大村領と交換することになったもの)、
長崎甚左衛門長崎村長崎新町の収公により失地長崎を退去
慶長十乙巳年七月から九月(1605年)寺沢氏大村氏有馬氏村山氏各方協議で決定した長崎換地により大村

喜前より獲得した支配地(浦上村ノ内山里庄屋懸り(馬込郷、里郷、平野、中野、本原、家野)、浦上村ノ内渕庄
屋懸り(寺野郷、竹久保郷、稲佐郷、水浦郷、西泊り郷、船津(浦)、立神郷、平戸小屋郷、瀬ノ脇浦、飽ノ浦郷、
岩瀬道郷、木鉢郷、小瀬戸郷)、長崎村ノ内(河内郷、中川郷、馬場郷、西山郷、伊良林郷、夫婦川郷、片淵郷、
木場郷、岩原郷、高野平郷、小島郷、十善寺郷、船津郷)/代地は浦上村之内古場村北村西村、家野村之内一
邑、外目村全く)

0慶長十一年四月(1606年)長谷川左兵衛藤広長崎奉行に就任(小笠原一庵と二人)
0慶長十二年(1607年)幕府、長崎奉行小笠原一庵を罷免
0慶長十八年十二月十三日(1613年)伴天連追放令
0慶長十九年四月二日(1614年5月9日)この日から20日間にわたり、キリシタンら行冽をなして長崎の街を

練り歩く(幕府の迫害に対するデモンストレーションX1614年5月9日から行われたキリシタン行列のときには、

代官村山等安妻ジユスタは、両手に十字架聖牌をささげ、腕から肩を荒縄でしぱり、頭には茨の冠をかむって素
足で歩いた。最後の日には、等安みずからもこれに参加しナニ。この行列はサン,アウグスチノ教会を出発し、町内
各地の教会を一巡するもので、参加者は数千人に及んだまた、数万の信徒が沿道に立って祈ったといわれ、
全町あげての幕府に対するレジスタンスであった)〔行列通過町名〕0古川町一0本紺屋町一島原町一文知
町一外浦町一大村町一本博多町一興善町一豊後町一小川町一0上町一0新紺屋町一0大工町一0魚町
(0印は外町.このころには、外町も大いに拡大X開港史)

0慶長十九年(1614年)9.~11.長崎の諸教会破壊、この年、外浦町に糸割符宿老会所設置
0慶長十九年十二月二十四日(1615年1月お日)長谷川左兵衛藤広堺奉行を兼任
0元和二年(1616年)末次平蔵政直長崎代官に就任

0元和二年四月+七日(1616年6月1日)徳川家康逝去
0元和二年八月八日(1616年)老中名で「伴天連宗門御禁制奉書」を諸大名に通達
0元和三年十月(1617年)以降長谷川権六長崎奉行に就任

0元和五年十月十三日(1619年11月18日)イエズス会の日本人修道士レオナルド(木村)、宣教師の宿主で

あった村山徳安(等安の長男)、ドミンゴ・ジョルジェ、コスメ竹屋、ユアン〔吉田〕素雲の合計玉人を火熔りの刑に
する。

0元和五年十月六日(1619年11月1日)将軍秀忠は伏見から江戸城に帰還。

0元和五年十月二十六日(1619年11月21eX将軍秀忠は)村山等安を江戸近郊の地で斬首、同じ頃三男長
安(秋安)を京都の近くで斬首、十一月に等安の若い子供ぺドロとパブロを斬首。

0寛永三年四月(1626年)長谷川権六退任、永野河内守守信長崎奉行に就任
0寛永六年六月七日(1629年7月27日)新奉行竹中采女正重義が長崎に到着、直ちに、水陸を封鎖し、茂木、

矢上、浦上への陸路を閉じ、船の運航を停止。

(キリシタンの一斉捜索、捕縛、責め苦、男三十七名、女二十七名、合計六十四名を有馬の領主松倉豊後守
重正のもとに送る、雲仙の責苦、長崎での阿責、結末、ライエル・ハイスベルツ「要するに奉行采女殿は四五日

間または四六日問に、前掲の若者(シメオン末瀧をさす一山崎)を除き、碧血を流さずして耶蘇教徒全部を根絶
した1'『長崎拾芥」『六本長崎需』『長崎淋草卯長崎緑起略記N七月+四日.+玉日抱には残らず競びて程門
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に入る」、ライエルリ、イスベルツ「これが十六年前四十万人以上を数えた日本の口ーマ派耶蘇教の結末である。
本年棄教した人員は完全には知れぬが、かって声分が長崎にいた一六二六年には男女小児合計四万人の教
徒を数えたが、今は一人も残っていない」)

0寛永六年八月七日(1629年)奉行竹中采女正重義水陸の封鎖解除。

0寛永六年八月中旬(1629年)奉行竹中采女正重義家臣若干を長崎に留め、その他の家臣をことごとく府内
へ送り返す。

・『寛永長崎港図』(長崎歴史文化博物館蔵X寛永元年(1624年)一寛永二十年(1643年)): C-1

・本博多町に長崎奉行屋敷。・後の"館"の敷地部分一帯は"糸割符宿老会所"である可能性がある。・外浦
町、文知町の通りが江戸町築地へ貫通している。・平戸町、横瀬浦町、西役所遺跡の一帯、の法面が土羽とし
て描かれている。・内下町西、引地町西の法面は石垣として描かれている可能性がある。・出島が描かれて
いる。

・『寛永長崎港図』(長崎歴史文化博物館所蔵.明治十七年(1884年)模本X寛永元年(1624年)一寛永二十年
(1643年)): B:【005】

・本博多町に長崎奉行屋敷。・後の"館"の敷地部分一帯は"糸割符宿老会所"である可能性がある。・外浦

町、文知町の通りが江戸町築地へ貫通している。・平戸町、横瀬浦町、西役所遺跡の一帯、の法面が土羽とし
て描かれている。・内下町西、引地町西の法面は石垣として描かれている可能性がある。・出島が描かれて
いる。

0寛永十年(1633年)2.1幕府、長崎奉行竹中采女正重義を罷免、この年より長崎奉行二人制1となる、本博
多町の屋敷を東西に分け東屋敷・西屋敷と呼ぶ、この年、本博多町の長崎奉行屋敷から出火、5-6町を延焼、
外浦町の糸割符宿老会所も類焼、奉行屋敷と敷地を交換し、外浦町に奉行所を建てる

0寛永十一年(1634年)5.一幕府、ポルトガル人を収容するため、長崎町人のうち富裕なもの25人に命じて
出島を築かせる(寛永十三年完成)

0寛永十三年(1636年)5.10出島が完成、市中雑居のボルトガル人をここに移す

^ー' 盲 ^^、 .

・『長崎港古図』(内閣文庫蔵)寛永8年(1631年)一正保(1644年一1647年)ごろ.A.図2(①)
・後の"館"の敷地部分一帯に東西両役所を分けて配置=惣門がーつ北部に北面。・文知町の通りが江戸町

築地へ貫通している。・後の"馬見所、蔵番長屋"の敷地部分一帯が丘であり、その南東面の法面が土羽。・
後の"館"の敷地部分一帯の南面西面は石垣。・後の裏門と江戸町築地への階段に相当する敷地内からの施
設はない。・出島が詳細に描かれている。

「'■■^^,1^1 '

0寛永十四年十月二十五日(1637年)島原の乱勃発

0寛永十玉年二月二十八日(1638年)原城陥落、島原の乱終結
0寛永十六年七月五日(1639年)フ.5幕府、ボルトガル船の日本渡航を禁止

0寛永十六年七月二十五日(1639年)725幕府、蘭人、唐人のみに通商を許可、蘭船は平戸、唐船は長崎に
限って貿易させる

0寛永十八年六月十八日(1641年)6.18 新任の甲比丹マキシミリアン・ル・メール、館員と共に平戸から出島
に移る(鎖国体制完成)

0寛文三年(1663年)3.8寛文の大火、筑後町の樋口惣右衛門、自宅に放火、空前の大火、総町66町内3町

無事6町半焼57町全焼、奉行所・寺社33及び獄舎など焼く、当時、長崎の町家は大抵わらぶきか、板ぷき屋根
で、空前の大火となった、奉行所さえ瓦ぶきではなかった、この年、奉行所の再建にあたり奉行所東側の高木作

右衛門屋敷と五力所町人屋敷を西浜町の土地と交換して奉行屋敷を拡張、在来地に西屋敷、拡張部分に東屋
敷を建てる

・『承保3年之夏黒舟長崎へ入津に付諸大名之相詰候図』(国立国会図喜館蔵)寛文3年(1663年)一延宝元年

(16乃年)ごろ:A:図2(②)

・後の"館"の敷地部分一帯に「奉行所」=門は北部に北面、後の"馬見所、蔵番長屋、船番長屋"の敷地部分

一帯に「奉行所」=門は北西角部に西面。・文知町の通りが江戸町築地へ貫通している。,後の裏門と江戸
町築地への階段に相当する敷地内からの施設はない。

0寛文十一年(1671年)9.・奉行牛込忠左衛門、就任と同時に奉行所の分離建設を幕府に申請、12月許可

0寛文十二年(1672年)この年、長崎市街内町26町外町54町77町丸山寄合出島合わせて総町80町とな
る
n 富マ+一丘臼貞7?住、官ウ+一生++!Aの迫人本昇1.均妾島罰.劇A番据と客イ寸1十ナー『鳥嶋牢余忌★Eサ".ム
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0延宝元年(16乃年)この年、倉田水樋完成(水樋埋設区域内の38力町、以来明治24年に本河内上水道布
設まで飲料水防火用水として利用する)
0延宝元年(16乃年)この年、大目付井上筑後守長崎下向時使用の立山の屋敷跡に奉行所を竣工し外浦町

の東役所(東屋敷)を移す、これを立山役所、旧役所を西役所と称す

0延宝二年(1674年)この年、東屋敷跡地に船番役屋敷十七軒が建てられる

・『長崎絵図』(西尾市岩瀬文庫蔵)貞享元年(1能4年)ごろ.A個2(③)
・後の"館"の敷地部分一帯に「西御ヤシキ」、後の"馬見所、蔵番長屋、船番長屋"の敷地部分一帯に「米蔵」

(後、米蔵は北瀬崎に移転)。・文知町の通りが江戸町築地へ貫通している。

(・1684年ごろ(西尾市岩瀬文庫、長崎絵図) 図1 同上)C-2

・『長崎惣絵図』神戸図(神戸市立博物館蔵)宝永3年(1706年)一宝永5年(1708年)ごろ:A:図2(④)・後
の"館"の敷地部分一帯に「西御ヤシキ」=門は北部に北面、後の"馬見所・蔵番長屋、船番長屋"の敷地部分
一帯に「蔵所」=門は見えない。・西役所の敷地が一体となり、文知町の通りは江戸町築地へ貫通しない。・
後の裏門の位置より、江戸町築地への通路が描かれるようにも見える。

・『肥之前州長崎図』(内閣文庫蔵)延享2年(1745年)ごろ.A.図2(⑤)後の"館"の敷地部分一帯に「御奉
行所西政所」=門は北部に北面、後の"馬見所、蔵番長屋、船番長屋"の敷地部分一帯に「舟番屋鋪」=門は
北西角部に西面。・西役所の敷地が一体となり、文知町の通りほ江戸町築地へ貫通しない。・裏門と江戸町
築地への通路が描かれるが位置が異なる。・「大波止」に「諏訪御旅所」を図示

(,18世紀半ぱ(国立公文書館、肥之前州長崎図): C-2:図2 同上)

・『西屋舗絵図』神戸図(神戸市立博物館蔵:池長コレクション)(宝永三年(1706年)一宝永五年(1708年)ご
ろ):A:図3

、ー゛^^ ^^、'り"^/ J巳ノ、 1 ^^-1 、.ノ、VJJ」弐〆、 C.1.■^」ιコ^'J門 U,JU ^私其^π一11コ,'1、 U J.、叉岬刷」^学小ノ、゛1ル田 ■"、

・『西御役所図』大阪図『長崎実録大成』:A:図4 (宝暦十年(1760年)ごろ)
・「イナリ」を図示

・18世紀後半以降(東京大学史料編纂所所蔵、長崎諸役所建物図):C-2:園3

・『西御役所』崎陽図(内閣文庫蔵):A:図5 (文化期以降)

・「鎮守稲荷」を図示・「裏門」と江戸町築地へ降りる階段はかつて文知町通りが江戸町築地へ通じていた位
置にある可能性がある。・外浦町の通りから西御役所門北前の東西道路に降りる階段が見える。

・『西役所長屋より石火矢打ち方の図』『御備一件・諸絵図』(内閣文庫蔵)「文化五年(1808年)十月二十七日
便遣す。西御役所長屋より石火矢打方絵図」;A:図6

・『船番長屋』三井諸図(三井文庫蔵)(文政初期):A:図89

・『長崎諸役所絵図・西御役所』(長崎歴史文化博物館所蔵)心:【133】
・文政期以降か

・『長崎諸役所絵図・船番長屋』(長崎歴史文化博物館所蔵):B:【134】
・文政期以降か・長屋部分に貼紙にて変更あり

iii)"長崎くんち大波止"、参考図像

・『諏訪神社祭礼絵巻』(部分X長崎歴史文化博物館蔵、久留島浩「長崎くんち考」『国立歴史民俗博物館研究
報告』第103集(2003年)より): C-3.写真13

・『崎陽諏訪明神祭祀図』(大阪市立中之島図婁館蔵) 写真14C-3

IV)出典
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A:『長崎絵図帖の世界』発行日:初版2018年5月29日著者:大井昇発行人:片山仁志編集人:堀憲昭
発行所.株式会社長崎文献社印刷所:オムロプリント株式会社
B:『復元!江戸時代の長崎』博物館にのこる絵図のかずかずを現代地図上に集大成 2009(平成21)年8
月20日初版発行編著者:布袋厚(ほていあっし)発行人.中野廣編集人.堀憲昭復元図入力,株式会
社テクニカル・データブックデザイン:ミートデザイン発行所:株式会社長崎文献社印鼎卜製本:日本紙工印
刷株式会社

C-1:『長崎の岬一日本と世界はここで交わったー』(発行日2019年10月10日初版発行監修片峰茂
発行者長崎県庁跡地遺構を考える会共同代表:片峰茂高見三明久留島浩稲富祐和編集・販売(株)長崎
文献社社長.片山仁志編集長.堀憲昭印刷株式会社インテックス)匪講演②■キリスト教の日本宣教と
岬の教会長崎純心大学教授古巣馨("岬の教会")

C-2:『長崎の岬一日本と世界はここで交わったー』(発行日2019年10月10日初版発行監修片峰茂
発行者長崎県庁跡地遺構を考える会共同代表:片峰茂高見三明久留島浩稲富祐和編集・販売(株)長崎
文献社社長.片山仁志編集長.堀憲昭印刷株式会社インテックス)厘講演①酉刻印された長崎の歴史
一県庁跡地から考える長崎大学多文化社会学部教授木村直樹("長崎奉行所西役所")
C-3:『長崎の岬一日本と世界はここで交わったー』(発行日2019年10月10日初版発行監修片峰茂
発行者長崎県庁跡地遺構を考える会共同代表:片峰茂高見三明久留島浩稲富祐和編集・販売(株)長崎
文献社社長.片山仁志編集長:堀憲昭印刷株式会社インテックス)劇講演③皿豊かな長崎の歴史と文化
を未来世代に伝えるために国立歴史民俗博物館館長久留島浩("長崎くんち大波止")

オ、課題

・手厶達当会は、従来からの地上遺構である、敷地東部の法面の石垣、並びに、敷地西部から西南部の法面の
石垣について、長崎県の理事者に於いて、令和2年度の当該遺跡群の現地説明会の時点では、その築造時期
や変遷についての知見が得られていない、と認識します。
私達当会は、当該の遺跡の考察と確認に於いて基準となる位置付けの遺構であると考え得る処、当該の石垣

に関する具体的な知見の獲得が必要である、と仮定します。

・私達当会は、近世の長崎奉行所西役所等遺跡の生活面について、令和2年度の当該遺跡群の現地説明会の
時点では、その全体像の把握が出来ていない、と認識します。
私達当会は、近世の長崎奉行所西役所等遺跡について、当該遺跡地に於ける、上層遺跡として、中核となる

遺跡概念であると考え得る処、その基盤的な構造の把握は、遺跡/埋蔵文化財の調査、遺跡の考察、遺跡の活
用の私達人類の遺跡に対する行為の全局面において、前提となる重要な事項であり不可欠である、と仮定しま
す。

・手厶達当会は、中末期から、近世初期のキリスト教会遺跡の生活面について、令和2年度の当該遺跡群の現地
説明会の時点では、その全体像の把握が出来ていない、と認識します。
私達当会は、中末期から、近世初期のキリスト教会遺跡について、当該遺跡地に於ける、中層遺跡として、中

核となる遺跡概念であると考え得る処、その基盤的な構造の把握は、遺跡/埋蔵文化財の調査、遺跡の考察、
遺跡の活用の私達人類の遺跡に対する行為の全局面において、前提となる重要な事項であり不可欠である、
と仮定します。

・手厶達当会は、先史時代から、中世末期の長崎地域と生活遺跡の生活面にっいて、令和2年度の当該遺跡群
の現地説明会の時点では、その全体像の把握が出来ていない、と認識します。
私達当会は、先史時代から、中世末期の長崎地域の生活遺跡について、当該遺跡地に於ける、下層遺跡とし

て、中核となる遺跡概念であると考え得る処、その基盤的な構造の把握は、遺跡/埋蔵文化財の調査、遺跡の
考察、遺跡の活用の私達人類の遺跡に対する行為の全局面において、前提となる重要な事項であり不可欠で
ある、と仮定します。

・手厶達当会は、当該遺跡地に於ける、私達人類の活動の前提である自然地形の造形や性質にっいて、令和2
年度の当該遺跡群の現地説明会の時点では、その全体像の把握が出来ていない、と認識します。
私達当会は、私達人類の活動の前提である自然地形の造形や性質や当該地域の自然の環境に於ける位置

付けについて、当該遺跡地に於ける、遺跡の成立と変遷に於いて、その前提となる遺跡概念であると考え得る
処、その構造の把握は、遺跡/埋蔵文化財の調査、遺跡の考察、遺跡の活用の私達人類の遺跡に対する行為
の全局面において、前提となる根源的な事項であり不可欠である、と仮定します。
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・手厶達当会は、当該遺跡地に於ける、遺跡の実態について、令和2年度の当該遺跡群の現地説明会の時点で

は、私達人類の活動に於ける、遺跡の様々な補完資料との照合関係に於ける、確認作業とその成果の把握が
出来ていない、と認識します。

私達当会は、遺跡/埋蔵文化財の調査、遺跡の考察において、遺跡の実態の把握の成果と遺跡の様々な補
完資料との比較照合関係に於ける、確認作業とその成果の把握について、遺跡の全体像の把握や遺跡の実態

の解釈や調査の方針や計画や調査に於いて、その前提となる基本概念であると考え得る処、その比較照合作
業の成果の把握は、遺跡/埋蔵文化財の調査、遺跡の考察、遺跡の活用の私達人類の遺跡に対する行為の全
局面において、前提となる基本な事項であり不可欠である、と仮定します。

・私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群について、本紙一6-(1)長崎奉行所西役所等遺跡一②〔遺跡機
能〕ーエ.遺跡の補完資料、に例示する資料に於いて、その概略の遺跡としての"土地の造形"の、通時的な変

遷を推定し得ると仮定する処、遺跡/埋蔵文化財調査に於いて、之を確認し考証し実証し、私達人類の世界に、
明らかにし、提示し、情報発信して、活用する筈、と仮定します。

・長崎奉行所西役所等遺跡群の長崎奉行所西役所等敷地南東法面石垣群について

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の長崎奉行所西役所等敷地南東法面石垣群の特定の根石部分

の築造年代について、令和2年度9月12日(土)に、長崎県教育庁学芸文化課が、実施した、「令和2年度旧県
庁舎跡地内容確認調査現地説明会」1こ於いて、現地での説明、並びに、当日配布の説明資料に於いて、以下

の通り、「・一石垣の根石部分について、その石垣の積み方から、1610年代に積まれた可能性が高いとの専門
家の見解をいただいています。・一横のラインが水平になっていることから、1610年代に積まれた一番古い石
垣と考えられています。ー・」、と確認しています。

『令和2年度旧県庁舎跡地内容確認調査現地説明会案内図長崎県教育庁学芸文化課』
令和2年9月12日(土)10:30~14:30 (開放時間は自由に見学可)
※調査担当者説明 1回目:11:00~ 2回目:13:30~
1.遺跡の概要遺跡名:長崎西役所種別:その他の遺跡(役所跡)時代:近世
2.令和2年度旧県庁舎跡地内睿確認調査の概要調査期問:令和2年5月19日~10月30日(予定)

調査面積:1,296rr;

3.発掘調査の状況(令和2年9月11日時点)◆調査区A(石垣)<目的>令和元年度の範囲確認調
査において石垣の一部を確認したため、その調査成果を基に、石垣の残存状況及び石垣下部分の内容を確認
することを目的としています。<調査状況>石垣の部分については、長さ約60m、高さ約6~7mの石垣を
検出し、補修や積み替えが繰り返し行われた状況が確認できます。更に、石垣の根石部分について、その石
垣の積み方から、1610年代に積まれた可能性が高いとの専門家の見解をいただいています。 口

(写真)<石垣の根石検出状況>横のラインが水平になっていることから、1610年代に積まれた一番古い石
垣と考えられています。

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の長崎奉行所西役所等敷地南東法面石垣群について、イ
〔遺跡機能〕-iv)遺跡の補完資料、に例示する資料、『寛永長崎港図』(長崎歴史文化博物館蔵X寛永元年

(1624年)一寛永二十年(1643年)):C-1(・本博多町に長崎奉行屋敷。・後の"館"の敷地部分一帯は"糸
割符宿老会所"である可能性がある。・外浦町、文知町の通りが江戸町築地へ貫通している。・平戸町、横瀬
浦町、西役所遺跡の一帯、の法面が土羽として描かれている。・内下町西、引地町西の法面は石垣として描か
れている可能性がある。,出島が描かれている。)、『寛永長崎港図』(長崎歴史文化博物館所蔵旧月j台十七

年(1詑4年)模本X寛永元年(1624年)一寛永二十年(1643年)): B:【005】(同上)、『長崎港古図』(内閣文

庫蔵)寛永8年(1631年)一正保(16U年一1647年)ごろ.A.図2(①)(・後の"館"の敷地部分一帯に東西両
役所を分けて配置=惣門がーつ北部に北面。・文知町の通りが江戸町築地へ貫通している。・後の"馬見所、
蔵番長屋"の敷地部分一帯が丘であり、その南東面の法面が土羽。・後の"館"の數地部分一帯の南面西面

は石垣。・後の裏門と江戸町築地への階段に相当する敷地内からの施設はない。・出島が詳細に描かれて
いる。)、より、寛永十三年(1636年)5.10出島が完成する以降まで、当該の後の馬見所敷地南部、又、後の蔵
番長屋東部一帯と合わせて、その法面は、石垣がなく土羽であった可能性がある、と仮定します。

私達当会は、この点、『令和2年度旧県庁舎跡地内容確認調査現地説明会案内図長崎県教育庁学芸文化

課』に、「石垣の根石部分について、その石垣の積み方から、1610年代に積まれた可能性が高いとの専門家
の見解をいただいています。」と説明する処と矛盾する、と仮定します。
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私達当会は、この点、当該の見解を提示した専門家に、趣旨として、当該の見解と、絵図の描画とに、矛盾が
ないか、その内容を、確認する必要がある、と仮定します。

・私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡にっいて、以上、又、その他の遺跡/埋蔵文化財調査の要素に
よって、確認得る遺跡としての実態、又、取得し得る遺跡に関する情報を、そのまま、又は、考証し、実証し、明
示的な、形式知に変換して、明らかにし、提示し、情報発信して、活用する筈、と仮定します。

カ.今後の遺跡/埋蔵文化財の調査

・私達当会は、以上の諸事象の確認のために、継続的、多角的、且つ、広範囲の遺跡/埋蔵文化財の調査が必
要である、と仮定します。

・私達当会は、遺跡/埋蔵文化財の調査について、当該の遺跡群遺跡の全体像の把握が完了する以前に於け
る、当該の遺跡群遺跡の範囲に係る、一切の、土地の掘削、建造物の設置、又は、撤去、樹木の植樹、又は、
伐採に係る抜根、盛土、等、土地の形状の変更は、慎まれなけれぱならない、と仮定します。

(留意事項)

キ,村山等安のこと

私達当会は、自らが切支丹である村山等安について、豊臣秀吉時代から徳川家康、徳川秀忠時代にかけて、
長崎代官を務め、徳川家康から徳川秀忠への変化の時代に、自らが主導する、慶長十乙巳年七月から九月a
605年)に成立する、長崎換地によって、六町の外の新町と、属邑とした長崎港を囲む長崎村一帯の支配の形
成によって、二れを切支丹である自らの勢力範囲におさめ、又、徳川家康の、当初の、対ポルトガルーマカオ貿
易の独占から、対スペインーマニラ貿易の増進、の方針、に協力し、当初の、ポルトガル系イエズス会との親密
な関係から変化して、フィリピンから来るスペイン系托鉢修道会、即ち、フランシスコ会、ドミニコ会、アウグスチノ
会、例えば、ドミニニ会のフランシスコ・モラーレス等との関係を深め、慶長十九年四月二日(1614年5月9日)か
ら20日間にわたるキリシタンの行列の最後の日には自らも加わり、元和五年十月十三日(1619年11月18日)イ
エズス会の日本人修道土レオナルド(木村)、宣教師の宿主であった村山徳安(等安の長男)、ドミンゴ・ジョル
ジエ、コスメ竹屋、ユアン〔吉田〕素雲の合計五人を火培りの刑にする、元和五年十月二十六日(1619年11月21
eX将軍秀忠は)村山等安を江戸近郊の地で斬首、同じ頃三男長安(秋安)を京都の近くで斬首、十一月に等
安の若い子供ぺドロとパブロを斬首、即ち、村山等安自身と一家が処刑され、村山等安は切支丹として関東で
死去する処、後世の、長崎地域全域に於けるキリシタンの潜伏等の社会的基盤を確立した、と仮定します。

私達当会は、村山等安の歴史上の行為について、之が、現代に続く、長崎地域の、固有の、又は、特異な、エ
スニシティ(ethnicity:文化的背景)の礎となった、と仮定します。

・手厶達当会は、村山等安の歴史上の行為、歴史上の出来事に基づいて、現代の私達人類の世界に於いて、
"長崎の村山等安を考える祭典"を企画し、実行し、賑わいを創出すること、を提案し要望します。

③〔情報発信機能〕

0私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡の空間の機能、即ち、石垣上の空間、並ぴに、東部の石垣下の空
間の機能について、当該の空間は長崎奉行所西役所等遺跡であり、その空閻の機能は、遺跡たる機能に由来
する制約と制限の下に、第二義に、遺跡以外の諸機能が成立し得る、と仮定します。

ア,私達当会は、遺跡地に於ける、第二義の機能の筆頭は、遺跡に関する、遺跡の実態の提示としての、並び
に、当該遺跡に関連する事象に関する、情報の発信機能、である、と仮定します。

イ.私達当会は、遺跡地に於ける、遺跡の実態の提示としての情報の発信機能にっいて、その概略を、前項に
記した、と仮定します。

ウ,私達当会は、遺跡地に於ける、当該遺跡に関連する事象に関する情報の発信機能について、当該の遺跡
の牢能の銅,状俣存, MTKに.情跡の牢能キ店知帥に或得1"褐る.燭営的.負中営的_肢営獣1.皇営吾ξ1.昧働的な
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景観、の限定の範囲内に於いて、説明板を掲示する方法を選択し得る、と仮定します。

エ.私達当会は、遺跡地に於ける、当該遺跡に関連する事象に関する情報、例えぱ、遺跡に関係する図像、遺

跡の実態の解釈、並びに、歴史上の出来事やその解釈、又、関連する他の遺跡群や、関連する私達人類の行
為やエスニシティに関する情報、の発信機能について、当該の遺跡の実態の現状保存、並びに、遺跡の実態を
直観的に感得し得る、視覚的、触覚的、聴覚的、臭覚的、味覚的な景観、の限定の範囲内に於いて、私達人類
の"知の体系"を示唆し、之に誘導し得る機能を有する、説明板、又は、之に類する構造物を掲示する方法を選

択し得る、と仮定します。

オ.私達当会は、遺跡地に於ける、当該遺跡に関連する事象に関する情報、例えぱ、遺跡に関係する図像、遺

跡の実態の解釈、並びに、歴史上の出来事やその解釈、又、関連する他の遺跡群や、関連する私達人類の行
為やエスニシティに関する情報、の発信機能について、現代の私達人類がその行動に於いて携帯する、mobil

.情報機器に、当該の情報を送信する措置を講じて送信する、様々な方法、例えぱ、遺跡たる現地に於いて固
有に取得できる情報として送信するのか、地球上ど二にあっても取得できる情報として送信するのか、を選択し
得る、と仮定します。

④〔広場機能〕

0私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡の空問の機能、即ち、石垣上の空間、並びに、東部の石垣下の空
間の機能について、当該の空間は長崎奉行所西役所等遺跡であり、その空間の機能は、遺跡たる機能に由来
する制約と制限の下に、第二義に、遺跡以外の諸機能が成立し得る、と仮定します。

私達当会は、①〔機能〕、②〔遺跡機能〕、③〔情報発信機能〕、に記す、私達人類の行為に由来する制約と
制限の範囲内に於いて、並列的に、様々な機能を構成し得る、と仮定します。

ア.前提

・私達当会は、遺跡の存在、遺跡の原状保存、並びに、ア.〔機能〕、イ.〔遺跡機能〕、ウ.〔情報発信機能〕、に
ついて、その一部でも損壊や滅失によって失われることのない範囲に於いて、私達人類は、並列的に、様々な
広場機能を行為し得る、と仮定します。

・私達当会は、遺跡/埋蔵文化財の調査について、当該の遺跡群の全体像の把握が完了する以前に於ける、当
該の遺跡群の範囲に係る、一切の、土地の掘削、建造物の設置、又は、撤去、樹木の植樹、又は、伐採に係る
抜根、盛土、等、土地の形状の変更は、慎まれなけれぱならない、と仮定します。

イ.植栽、芝生、ベンチ等、電源や給ぢbK等のインフラストラクチャー、舗装、施設、建造物、等の設置

・手厶達当会は、植栽、芝生について、樹木の根は広範囲、深部に達し、又、芝生の根は、土地の掘削等、土地の

形状の変更、となり、遺構、即ち、土地の造形やその他の遺構、や遺物の損壊の原因となるため、設置計画場

所の範囲に於いて、事前に詳細な遺跡/埋蔵文化財調査が必要であり、盛土等の遺跡保護の措置が必要、と仮
定します。

・私達当会は、ベンチ、塀、柵、等、の設置は、土地の掘削等、土地の形状の変更、を伴うことにより、遺構、即

ち、土地の造形やその他の遺構、や遺物の損壊、となるため、設置計画場所の範囲に於いて、事前に詳細な遺

跡/埋蔵文化財調査が必要であり、盛土等の遺跡保護の措置が必要、と仮定します。

・私達当会は、電源や給排水等のインフラストラクチャー、舗装、施設、建造物、等の設置は、土地の掘削、盛

土等、土地の形状の変更、を伴うことにより、遺構、即ち、土地の造形やその他の遺構、や遺物の損壊、となる
ため、原則として、之を、回避する、と仮定します。

⑤〔飲食機能〕

0私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡の空間の機能、即ち、石垣上の空間、並びに、東部の石垣下の空

間の機能について、当該の空間は長崎奉行所西役所等遺跡であり、その空間の機能は、遺跡たる機能に由来
する制約と制限の下に、第二義に、遺跡以外の諸機能が成立し得る、と仮定します。
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私達当会は、①〔機能〕、②〔遺跡機能〕、③〔情報発信機能〕、に記す、私達人類の行為に由来する制約と
制限の範囲内に於いて、並列的に、様々な機能を構成し得る、と仮定します。

ア.前提

・私達当会は、遺跡の存在、遺跡の原状保存、並ぴに、ア.〔機能〕、イ、〔遺跡機能〕、ウ.〔情報発信機能〕、に
ついて、その一部でも損壊や滅失によって失われることのない範囲に於いて、私達人類は、並列的に、様々な
広場機能を行為し得る、と仮定します。

・手厶達当会は、遺跡/埋蔵文化財の調査について、当該の遺跡群の全体像の把握が完了する以前に於ける、当
該の遺跡群の範囲に係る、一切の、士地の掘削、建造物の設置、又は、撤去、樹木の植樹、又は、伐採に係る
抜根、盛土、等、土地の形状の変更は、慎まれなけれぱならない、と仮定します。

イ.植栽、芝生、ベンチ等、電源や給排水等のインフラストラクチャー、舗装、施設、建造物、等の設置

・私達当会は、植栽、芝生について、樹木の根は広範囲、深部に達し、又、芝生の根は、土地の掘削等、土地の
形状の変更、となり、遺構、即ち、土地の造形やその他の遺構、や遺物の損壊の原因となるため、設置計画場
所の範囲に於いて、事前に詳細な遺跡/埋蔵文化財調査が必要であり、盛土等の遺跡保護の措置が必要、と仮
定します。

・手厶達当会は、ベンチ、塀、柵、等、の設置は、土地の掘削等、土地の形状の変更、を伴うことにより、遺構、即
ち、土地の造形やその他の遺構、や遺物の損壊、となるため、設置計画場所の範囲に於いて、事前に詳細な遺
跡/埋蔵文化財調査が必要であり、盛土等の遺跡保護の措置が必要、と仮定します。

・私達当会は、電源や給排水等のインフラストラクチャー、舗装、施設、建造物、等の設置は、土地の掘削、盛
土等、土地の形状の変更、を伴うことにより、遺構、即ち、土地の造形やその他の遺構、や遺物の損壊、となる
ため、原則として、之を、回避する、と仮定します。

ウ.飲食機能の形成

・私達当会は、飲食の提供について、近隣のティクァウトショップ、ワゴン自動車や人力引き車による供給により、
又、飲食、ワークシヨップ等で建屋が必要な場合は、当該遺跡に隣接する遺跡としての私達人類の痕跡、即ち、
概ね50年以上を経過する私達人類の活動の痕跡、のない土地に建屋を整備し、夫々、その機能を構成する、
と仮定します。

・私達当会は、飲食の提供について、遺跡である土地に於いては、土地の形状の変更を伴う施設を形成して、
之を行為することを回避する、と仮定します。

(2)江戸町築地遺跡

・手厶達当会は、江戸町築地遺跡、並びに、大波止遺跡、について、ごく一部の遺跡/埋蔵文化財の調査にも関わ
らず、既に、近代から江戸初期に至る成果が得られているところから、遺跡の遺存の状況は良い、と考え得る、
長崎奉行所西役所等遺跡群の全体像とその性格の把握との観点より、さらに、第一別館跡地、第二別館跡地、
江戸町公園、旧第三別館の後庭、の一帯、又、長崎県庁舎跡地の範囲を超えて、海沿いの護岸等に至る当該
の遺跡の範囲の全域に関する遺跡/埋蔵文化財の調査が必要、と仮定します。

・私達当会は、遺跡/埋蔵文化財の調査について、当該の遺跡群の全体像の把握が完了する以前に於ける、当
該の遺跡群の範囲に係る、一切の、土地の掘削、建造物の設置、又は、撤去、樹木の植樹、又は、伐採に係る
抜根、盛土、等、土地の形状の変更は、慎まれなけれぱならない、と仮定します。

・私達当会は、江戸町築地遺跡に於ける、①〔機能〕、②〔遺跡機能〕、③〔情報発信機能〕、④〔広場機能〕、⑤
〔飲食機能〕、について、(1)長崎奉行所等遺跡、と同じである、と仮定します。

病)rl'ノト弓、ノス壺問J,・1.フ'の燐能1
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・私達当会は、皆様に、出島遺跡と、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の石垣上の空間、即ち、第一別館跡地、

第二別館跡地、江声町公園、旧第三別館、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の石垣上の空間、との連携を考慮
した、石垣下の空間に於ける、エントランス空間として、当該遺跡の補完資料である、近世の作成に係る、複数

の、"西役所"絵図に図示される、長崎奉行所等遺跡群遺跡の石垣上の空間と石垣下の空間を連結する、「裏

門」又は"南門"に係る"階段"を石造にて"根拠ある再建"を行為すること、を提案し要望します。

・手厶達当会は、出島遺跡と、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の石垣上の空間、即ち、第一別館跡地、第二別
館跡地、江戸町公園、旧第三別館、長崎奉行所西役所等遺跡群の石垣上の空間、との連携を考慮した、石垣

下の空問に於ける、エントランス空間としての、石張り舗装やウッドデッキ、飲食店等の建築物、東屋、、縁台、
江戸町公園の樹木伐採(伐採後に抜根を伴う)、電源や給排水等のインフラストラクチャー、その他、舗装、施設、

建造物、等の設置、について、土地の掘削、盛土等、土地の形状の変更、を伴うことにより、遺構、即ち、土地の
造形やその他の遺構、や遺物の損壊、となるため、原則として、之を、回避する、と仮定します。

・手厶達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の石垣下の空間のおける建築物の設置について、当該遺跡の土
地の範囲内に於ける視界を遮蔽し、私達人類に於ける、主観的に一体的な屋外空問と直観し得る要素を減殺
し、即ち、私達人類と当該の遺跡地との関係に於ける、例えぱ、石垣の存在の認知、並びに、石垣下の空間か

ら、石垣の存在の認知を契機として、石垣上の空間を「見上げる」効果等、この土地の特徴を減殺するものであ
る、と仮定します。

私達当会は、私達人類の視界を遮薇し、主観的に一体的な屋外空間と直観し得る要素を減殺することについ

て、本質的に、私達人類の行為、行動、活動、に於ける、ウォーカビリティ(walkab川ty)とその動線の形成と
効果に於いて、之を断絶する、負の効果を生起する、と仮定します。

⑦〔交通結節機能〕

・私達当会は、長崎地域の交通結節機能、並びに、大規模駐車場機能について、居住者である長崎市民県民
にとっての日常的な機能を別として、遺跡であり観光資源としての景観である都市長崎遺跡の中核区域である、
長崎の惣町八十箇町と唐人屋舗と新蔵地等旧市街域関連地域の内部への設置を避け、外縁部に設置し、旧市

街域関連地域の形態上の特徴である、ウォーカビリティ(walkab川W)、を活用した活性化、賑わいの創出に誘
導する事象である、と仮定します。

・私達当会は、皆様に、長崎地域の交通結節機能について、その中核施設を、JR新長崎駅東口広場に設置し、
副次的な施設が必要であれぱ、旧市街域関連地域の外縁部であり、長崎港の埋立地である、JR新長崎駅から

松ケ枝地域一帯に立地する、公官庁.長崎税関一防衡省一長崎県警察大浦署一港湾合同庁舎一長崎税務署、
公共交通バス営業所車庫:長崎バス松ケ枝営業所、その他の施設の移転を契機に、当該地域の国道202号線
一国道499号線西部に於いて、原則として平地式、又は、二階建て程の低層建築によって、少数、設置すること、
その為の措置を講ずること、を提案し要望します。

・私達当会は、皆様に、長崎地域の大規模駐車場機能について、旧市街域関連地域の外縁部であり、長崎港

の埋立地である、UR新長崎駅一帯から松ケ枝地域一帯に立地する、公官庁.長崎税関一防衛省一長崎県警察
大浦署一港湾合同庁舎一長崎税務署、公共交通バス営業所車庫:長崎バス松ケ枝営業所、その他の施設の移

転を契機に、当該地域の国道202号線一国道499号線西部に於いて、平地式により、長時間駐車に利便の高
い格安料金に於いて、設置すること、その為の措置を講ずること、を提案し要望します。

・手厶達当会は、当該の、原則として、平地式の、交通結節機能、並びに、大規模駐車場機能について、長崎市街

から長崎港を望む、又、長崎港海上から長崎市街を望む、視界の遮蔽を解除し、長崎市民県民、又、訪問者に
於ける、日常的な生活上の視界と景観を確保し、観光都市としての景観を形成する、と仮定します。

(前掲:5.「長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡」の保存と活用、並びに、長崎県庁舎跡地の活用、整備、を考え

る(2)長崎地域の遺跡、並びに遺跡の保存と活用に関係する都市上の諸関係性の再構成の提示③交通結
節機能、並びに、大規模駐車場機能、ーーウォーカビリティと景観の活用による活性化、参照)

(3)大波止遺跡
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・私達当会は、江戸町築地遺跡、並びに、大波止遺跡、について、ごく一部の遺跡/埋蔵文化財の調査にも関わ
らず、既に、近代から江戸初期に至る成果が得られているところから、遺跡の遺存の状況は良い、と考え得る、
長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の全体像とその性格の把握との観点より、さらに、第一別館跡地、第二別館
跡地、江戸町公園、旧第三別館の後庭、の一帯、又、長崎県庁舎跡地の範囲を超えて、海沿いの護岸等に至る
当該の遺跡の全域に関する遺跡ノ埋蔵文化財の調査が必要、と仮定します。

・私達当会は、遺跡/埋蔵文化財の調査について、当該の遺跡群の全体像の把握が完了する以前に於ける、当
該の遺跡群の範囲に係る、一切の、土地の掘削、建造物の設置、又は、撤去、樹木の植樹、又は、伐採に係る
抜根、盛土、等、土地の形状の変更は、慎まれなけれぱならない、と仮定します。

・私達当会は、江戸町築地遺跡に於ける、①〔機能〕、②〔遺跡機能〕、③〔情報発信機能〕、④〔広場機能〕、⑤
〔飲食機能〕、にっいて、(1)長崎奉行所等遺跡、並びに、(2)江戸町築地、と同じである、と仮定します。

⑥UB第三別館、即ち、旧長崎警察署建物の活用機能〕

・私達当会は、旧第三別館について歴史的な建造物として、現状保存の措置を講じ、耐震補強の措置を講じ、
外壁や内装について、補修、又は、図面等資料が完備する場合は、原状からの変化に歴史的な必然性がある
場合を除き、時に、原状回復の措置を講じ、活用する、と仮定します。

・私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の「石垣下の空間」と「石垣上の空閻」との連絡に於いて、エレ
ベーターの設置の必要がある場合について、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の「石垣下の空間」1こ位置する、
当該エリアに於いて、近代の建造物たる、旧第三別館、即ち、旧長崎警察署建物の活用機能との連動を視野に、
旧第三別館の後庭北部に、石垣や、埋蔵文化財的な存在との接触を回避しつつ、仮設的に、比較的小型の、エ
レベーターの設置を措置する、と仮定します。(下記、長崎くんちとの連携等諸般の関係性に於いて、当該エレ
ベーターの設置位置は可変的でなけれぱならない可能性がある。)

⑦〔長崎くんちとの連携機能〕

・手厶達当会は、長崎くんちとの連携機能、について、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の大波止遺跡である当該

地が、長崎くんちに於ける、本来の「御旅所」の位置である処、隣接する、江戸町公園等隣接地とも連携して、長
崎くんちの「御旅所」を当該の地に復帰する、と仮定します。

・私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の「石垣下の空間」である、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡
の大波止遺跡への長崎くんちに於ける「御旅所」の設置について、株式会社三菱総合研究所の県庁舎跡地の
活用と整備に関する提案が指摘する、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の「石垣上の空閻」から出島等を見渡
す/出島並びに長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の「石垣下の空間」から「石垣上の空間」を望む(見上げる)遺
跡としての"土地の造形"が、長崎くんちの本来の姿として、私達人類の世界に、有効に機能する可能性がある、
と仮定します。

("長崎くんち大波止"、参考図像)

・『諏訪神社祭礼絵巻』(部分X長崎歴史文化博物館蔵、久留島浩「長崎くんち考」『国立歴史民俗博物館研究
報告』第103集(2003年)より): C-3:写真13

・『崎陽諏訪明神祭和図』(大阪市立中之島図書館蔵)

・出典

C-3.『長崎の岬一日本と世界はここで交わったー』(発行日 2019年10月10日初版発行監修片峰茂
発行者長崎県庁跡地遺構を考える会共同代表:片峰茂高見三明久留島浩稲富祐和編集・販売(株)長崎
文献社社長.片山仁志編集長.堀憲昭印刷株式会社インテックス)盈講演③■豊かな長崎の歴史と文化
を未来世代に伝えるために国立歴史民俗博物館館長久留島浩("長崎くんち大波止")

⑧〔「石垣下の空間」に関する、株式会社三菱総合研究所による県庁舎跡地の活用と整備に関する提案につぃ
て〕

写真14C-3
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ア.株式会社三菱総合研究所による県庁舎跡地の活用と整備に関する長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の「石
垣下の空問」に関する提案の確認

・『県庁舎跡地整備基本構想検討報告書株式会社三菱総合研究所』

2.敷地概要 2.1敷地条件 2.1.1 県庁舎跡地及ぴ県警本部跡地事業の対象敷地は、県庁舎跡地

及ぴ県警本部跡地である。(1)県庁舎跡地県庁舎跡地は、石垣を境として7m以上の高低差があること
が特徴である。・ー・ 1)現存する石垣や出島との連携現在、石垣下のエリアにおいて、第一別館跡地

と第二別館跡地は更地となっており、江戸町公園も含めて地物による遮蔽がなく、客観的には一体的な屋外空
間としての特徴を有している。また、この空間からは、江戸時代から現存する石垣を望むことができ、この土地の
成り立ちや歴史を感じることができる重要な要素である。敷地の南側は江戸町通りと中島川を挟んで出島

(国指定史跡出島和蘭商館跡)に面しており、出島とつながりのある空間としての特徴も有してい

る。

6.整備における留意点等
(2)交通結節機能対象敷地は、前述の通り、地理的に長崎駅、6,1 総論およぴ個別機能 .....

松が枝、中心市街地をつなぐまちの中心に位置し、出島とも隣接している。また、専門家からは、交流の玄関口
となる空港からのアクセス(バス)について特に考慮し、バスベイなど交通結節機能の整備が必要との意見を聴

取していることから、交通結節機能として、空港バスや高速バス発着用のバスベイの整備や、雨風をしのげ、空
6.2 ゾーニング・動線の考え方調設備や案内表示を備えた待合室の整備について検討する。 ■■●●■

6.2.1 ゾーニングの考え方各機能の具体的な配置や規模については、今後の埋蔵文化財調査の結果
等を踏まえ、敷地内の開発可能エリアを整理のうぇとりまとめることになるため、本基本構想検討報告書におい
ては、それぞれの機能の周辺施設等との連携などを勘案のうえ、現時点におけるゾーニングの考え方について
整理する。まず、出島側の石垣下のエリアについては、国史跡である出島と連携した整備を念頭に、歴史
や観光等の情報発信機能やバスベイなど交通結節機能の配置が効果的であると考えられる。また、県庁
舎跡地(石垣上)のエリアについては、出島倶比一定の高低差があることや、市役所通りに面すること等に鑑み、
日常的な賑わいや交流を生みだす広場機能や、多様な交流を実現するための交流支援機能、出島等を見下ろ
すことのできるロケーションを活かした歴史等の情報発信や飲食機能などの配置が考えられる。
口図6-2 ゾーニングのイメージ〔石垣下の空間(情報発信、交通結節機能等)、(江戸町公園の一体的活
用)、旧第三別館、県庁舎跡地(広場機能、交流支援機能等)、県警本部跡地(新たな産業の創出につなげるた
めの機能等)〕 ....,

6.5 デザインの考え方県庁舎跡地の整備にあたっては、周辺地域との景観の調和を図るため、以下の
点などに留意のうぇ、環長崎港地域アーバンデザインシステムの対象事業として、エリアのデザイン調整を行う。

(1)重層的な歴史の表現方法歴史を活かした新たな賑わいづくりを実現するために、この地に集う県民市
民、観光客等が、この地に根付く歴史を感得できるような工夫が必要である。これまで当地には重層的な歴史が
積み重なっているが、現存している遺構は一部(石垣等)であるため、これらの歴史を表現する方法について工

夫が必要である。重層的な歴史の表現方法としては、表6-2のような例が考えられるが、この地を訪れる
方々に重層的な歴史を効果的に伝えるための表現方法について、今後の埋蔵文化財調査の状況なども踏まえ
ながら、さらに検討していく必要がある。口表6-2 重層的な歴史の表現方法(伊D 〔表現方法/具体的
な例/特徴、歴史的構造物の復元または一部復元/・奉行所の復元/・出島との親和性がある。・忠実に復

元するためには、古文婁、図面、古写真等の文献が十分に現存し、研究・調査が可能であることが前提。・特定
の時代しか表現できないため、重層的なこの地の歴史を伝える手法としては十分ではない。現存する構造物

を効果的に見せる/・現存する石垣を顕在化(遮蔽物を置かない)。・石垣近くに解説パネル等の設置。/・本物

の遺構を直接見せることができるため、歴史を感得しやすい。・遺構が残っていないものについては、映像等の
活用など効果的な伝え方を工夫する必要がある。ーー・〕(2)景観への配慮景観への配慮として出

島とのバランスを重視することなどが必要である。具体的には、県庁舎跡地から出島を見渡せること、出島から
県庁舎跡地を望む(見上げる)こと、市役所通りからの景観にも配慮した整備のあり方について工夫する必要
がある(表6-3)。口表6-3景観への配慮(仰D 〔景観への配慮/工夫の方法(伊D、広場から出

島を見渡す/出島から県庁舎跡地を望む(見上げる)/ーー・市役所通りからの景観/県庁舎跡地は、市役
所通りと出島の間に位置しており、市役所通りの正面に広場等を整備し、出島側まで開放感のある空間を整備
する。・・・・・〕

3.先行的な賑わいづくりの検討 3.2 先行的な賑わいづくりの対象エリア
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・『県庁舎跡地整備基本構想検討報告妻(資料編)株式会社三菱総合研究所』
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は、石垣を境として7m以上の高低差があることから、長崎奉行所や代々の県庁舎が建てられてきた「石垣上の
空間」と、第一別館跡地、第二別館跡地及び旧第三別館を含む「石垣下の空問」に大きく区分される地形的な特
徴を有している。なお、「石垣下の空間」には、長崎市の都市公園である江戸町公園も含めている。
a)石垣下の空間(屋外部分)第一別館跡地の一部、第二別館跡地、江戸町公園がある敷地である。現在、
石垣下のエリアにおいて、第一別館跡地の一部と第二別館跡地は更地となっており、江戸町公園も含めて地物
による遮蔽がなく、客観的には一体的な屋外空間としての特徴を有している。また、この空間からは、江戸時代
から現存する石垣を望むことができ、この土地の成り立ちゃ歴史を感じることができる重要な要素となっている。
敷地の南側は江戸町通りと中島川を挟んで出島(国指定史跡出島和蘭商館跡)1こ面しており、出島とっなが
りのある空閻としての特徴も有している。 3.3先行的な賑わいづくりの検討プロセス石垣下■●■●,

の空間では、新たな賑わいの創出に向けた課題の掘り起こしと、将来この地で持続的に活動していく人材の発
掘・育成等を目的として、段階的に実証実験を行う。 ・先行的な賑わいづくり②・賑わいを創

出するための様々な活動に必要となる電源や芝生など、最低限のインフラを整備し(段階整備②)、これを活か
した賑わい創出についてワークショップ②で議論する。・実証実験①で得られた課題を検証し、その改善策に
ついてワークシヨップ②で議論する。・石垣下の空間の一部(第二別館跡地)を活用した実証実験②を行い、
賑わい創出の検証に加えて、インフラの使い勝手の検証やりーダー的人材の発掘・育成を図る。
3.5 先行的な賑わいづくり② 3.5.1 段階整備②先行的な賑わいづくり①から発展して、石垣下
の空閻に賑わいを創出するための仮設飲食機能の提供やイベント実施に必要と想定される最低限の機能(電
源設備や給排水設備などのインフラ機能、イベント参加者が憩う芝生や仮設屋根などの広場空間等)を整備し、
これらを実証実験②で実際にプレーヤーが利用することにより、更なる賑わい創出の可能性や、本設整備に向
けて必要と想定される機能について検証する。口表3-3想定される整備内容〔機能/整備内容
インフラ機能/電気、給水・排水舗装/アスファルト舗装、石張り舗装、ウッドデッキ等構造物/コンテナ、
飲食店等の建築物等その他/仮設屋根、芝生等〕 0)アスファルト舗装のみ最も簡易
的な手法として、約60orr「の第二別館跡地にアスファルト舗装のみを行うことが考えられる。この場合、テント等
を設置するといったソフト対応により、イベントを実施可能な空間を整備することができる。その他、石垣の
見通し確保のために江戸町公園の樹木を伐採することも考えられる。【整備内容(例)】・アスファルト舗
装:約60ont ・その他:江戸町公園の樹木の伐採口表3-4活用例〔利用シーン/活用例日常
利用/江戸町公園の緑陰を生かした憩いと一体的に利用できるオープンスペースとして利用イベント利用/
テントやキッチンカーなどの仮設物により、ソフト的に実験的活用〕 (2)アスファルト舗装+コンテ
ナ等の設置アスファルト舗装に加えコンテナを設置し、電源設備や給排水設備等のインフラ整備を行い、そ
の他の機能は必要最低限に抑えることが考えられる。実証実験②のプレイヤーは、コンテナを仮設店舗等として
利用することができ、電源や給排水の設備を自ら調達しなくて済むため、比較的負担が少なく実証実験に参加
することが可能である。【整備内容(例)】・アスファルト舗装:約60orr;・コンテナ:4基(15rr;×4=6
Orrr)・その他:江戸町公園の樹木の伐採口表3-5活用例〔利用シーン/活用例日常利用/
オープンスペースとコンテナの実験的な利用により江戸町公園と一体的に憩いの場として利用イベント利用
/コンテナとキッチンカーなどの連携により多様なイベントを開催し、賑わいを創出〕 (3)本設を見据え
た整備第一別館跡地や石垣上の空間、江戸町公園との連携を考慮し、石張り舗装やウッドデッキを備えた
エントランス空間として整備し、将来の利用に対して柔軟に対応できる空間を目指して整備する。【整備内
容(例)】・石張り舗装:約450n;・ウッドデッキ:約150rr;・飲食店等の建築物:1棟(50rrf程度を想
定)・東屋:2基・縁台:3基・その他:石垣の見通し確保のため江戸町公園の樹木伐採口表3-6
活用例〔利用シーン/活用例日常利用/江戸町公園の憩い機能と分担し、先行整備地は当該エリアの工
ントランス空問としてオープンカフ工などとして活用イベント利用/石張り舗装部などにテントやキッチンカーな
どの仮設物により、ソフト的に実験活用〕 3.フ.2 その他の検討事項 (2)交通結■●■■■ ■●督■●

節機能県民市民や観光客が行きたくなる場所として、県庁舎跡地や周辺地域の魅力向上に加えて、この地
へのアクセス性を向上させていくことも重要である。例えぱ、県庁舎跡地やその周辺地域にバスベイ等の交通結
節機能を整備することも考えられ、今後、市内の交通機能のあり方や議論の動向などを踏まえて検討していく。

イ.株式会社三菱総合研究所による県庁舎跡地の活用と整備に関する長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の「石
垣下の空問」に関する提案の趣旨の再確認

一方で、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の「石垣下の空間」に関して、「地物による遮蔽がなく」「客観的には
一体的な屋外空間としての特徴を有している」「この空間からは、江戸時代から現存する石垣を望むことができ、
この土地の成り立ちゃ歴史を感じることができる重要な要素である」「出島とつながりのある空問」と、その「特
徴」を紹介し、又、

「デザインの考え方」の「重層的な歴史の表現方法」にて「表6-2 現存する構造物を効果的に見せる/・現存
する石垣寺顕存化(遮繭物寺借かない),/・太物の漬機穿膚接卵.せることがで去るため、麻中寺感得しやす
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い。」、「景観への配慮」にて「景観への配慮として出島とのバランスを重視することなどが必要である。具体的に
は、県庁舎跡地から出島を見渡せること、出島から県庁舎跡地を望む(見上げる)こと、市役所通りからの景観

にも配慮した整備のあり方について工夫する必要がある」「表6-3 景観への配慮(停D 〔景観への配慮/

工夫の方法(伊D、広場から出島を見渡す/出島から県庁舎跡地を望む(見上げる)/・・ー・〕
とつつ、

一方で、「エントランス空間」としての整備について、「先行的な賑わいづくりの検討」「先行的な賑わいづくりの

検討プロセス」にて、コンテナの設置、飲食店等の建築物1棟、東屋2基、と複数の建物等の設置を例示し、
又、「交通結節機能の整備」について、「整備における留意点等」の「交通結節機能」にて、「専門家からは、交流

の玄関口となる空港からのアクセス(バス)について特に考慮し、バスベイなど交通結節機能の整備が必要との

意見を聴取していることから、交通結節機能として、空港バスや高速バス発着用のバスベイの整備や、雨風をし

のげ、空調設備や案内表示を備えた待合室の整備について検討する」ー「ゾーニングの考え方」にて「出島側の
石垣下のエリアについては、国史跡である出島と連携した整備を念頭に、歴史や観光等の情報発信機能やバス
ベイなど交通結節機能の配置が効果的であると考えられる」
とします。

..N゛゛ーー^,T"オ、ニ.^」,、^^^、ν^^'ー^^^゛^ー.ー、^^、;""=、Ξ,昂^

ウ,私達当会の所感

・手厶達当会は、「石垣下の空間」に関する、株式会社三菱総合研究所の県庁舎跡地の活用と整備に関する提案

について、「地物による遮蔽がなく」と紹介し、デザイン調整において「遮蔽物を置かない」とし、視覚効果と景観
を重視する処、「エントランス空間止しての整備、並びに、「交通結節機能の整備」では、遮蔽物となる、各種の
建物やバスの駐車を提案し、両義的な活用の方向性を示唆する処、内容としては、矛盾を包含する側面がある、
と仮定します。

・私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡、並びに、長崎県庁舎跡地、の活用について、何が、本来的な

サイトスペシフィック(site-spe0所0)な、又、驚きの要素なのか、実に、人とその心を誘引する要素は何なのか、
私達人類は何を選択するのか、その内容と意義と機能と展開を、明確に認識した上で、当該の検討が行為され、

夫々の要素が、私達人類の内側で、相互に減殺せず、有意に働きあうように、りアルとしての現実空問に構成さ
れなくてはならない、と仮定します。

、゛
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(4)長崎県警察本部跡地一帯一ー"遺跡会館"ーー(長崎県長崎市万才町4番地(住居表示同4番)である区
画の土地)

0私達当会は、皆様に、長崎県長崎市万才町4番地(住居表示同4番)である区画の土地につぃて、遺跡の遺
跡としての、多角的な遺跡/埋蔵文化財調査、現状保存、整備、公開、活用、を提案し要望し、その範囲内に於
いて、以下、提案し要望します。

0私達当会は、皆様に、当該土地について、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡と一体の連動する空間を設計し
て出現し、之を基盤設備として、様々なコミュニケーション、情報発信と吸収を促進すること、を提案し要望します。

0私達当会は、皆様に、当該土地について、遺跡機能一ーパブリ、ソク機能、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡
と当該土地との空間の一体化連動機能、広場機能、コミュニケーション機能、飲食機能、情報発信吸収機能、市
民活勳支援機能、自由活用空間、又は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡並びに当該施設両利用者用無料並
びに施設運営者用駐車場機能、を形成すること、を提案し要望します。

①〔機能〕

a.遺跡機能一ーパブリック機能、b.長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡と当該土地との空間の一体化連動機
能、C,広場機能、d.コミュニケーション機能、e.飲食機能、f,情報発信吸収機能、底.市民活動支援機能、h
自由活用空問、又は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡並びに当該施設両利用者用無料並ぴに施設運営者用
駐車場

②〔遺跡機能一ーパブリック機能〕

(遺跡の遺跡としての現状保存、並びに、"土地の造形"の根拠ある再建)

・私達当会は、長崎県長崎市万才町4番地(住居表示同4番)である区画の土地について、多角的な遺跡/埋蔵
文化財調査を行い、遺跡を現状保存し、又、遺跡の補完資料、写真や絵図や文献資料等、に根拠を得て、長崎
奉行所西役所等遺跡群遺跡に連続して之を包含する旧内町遺跡としての、遺跡の遺跡としての"土地の造形"
の根拠ある再建、を措置し、実現すること、を提案し要望します。

・私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡に連続して之を包含する旧内町遺跡としての、遺跡の遺跡とし

ての"土地の造形"の根拠ある再建、について、私達人類とその世界にとって、長崎奉行所西役所等遺跡群遺
跡の存在、都市長崎遺跡の存在、その他の私達人類の事象に於いて、より、有意である、と仮定します。

・チム達当会は、当該土地に、計画する建造物、建築について、遺跡空間に対して、例えぱ、一階部分、並びに、
二階部分をピロティ、又は、無柱の空間、によって計画し実施することで、遺跡機能を全うできる可能性がある、
遺跡機能を全うする為に、慎重な検討が必要である、と仮定します。

③〔長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡と当該土地との空間の一体化連動機能〕

・私達当会は、皆様に、長崎県長崎市万才町4番地(住居表示同4番)である区画の土地について、長崎県と日
本生命保険相互会社等の当該土地の所有者等との関係に於いて、長崎県が土地所有者等と共同再開発する、
又は、長崎県が当該の所有地を買収する、又は、長崎県が当該の所有地を長崎県の所有する公有地と換地す
る、ことにより、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡に、直接、北面する位置に、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡
を活用する施設を新たに建設して運用すること、を提案し要望します。

・手厶達当会は、当該土地の所有者、又は、当該地に事業を営む事業者、その他の関係者、のうち、当該地以外
への移転の希望者について、長崎県は、例えぱ、本紙一5-(2)一④浦上川東岸河口新市街域一JR長崎駅
隣接北部一国道206号線西部一帯一複数資本共同体JR長崎本線JR長崎新幹線跨線一体再開発への参加、
又は、入居、について、照会する、"遺跡会館"の開発に参加する、又は、入居する、当該の土地を長崎県の他
の所有地と換地する、当該の土地並びに施設を買収する、その他、補助、又は、優遇、の措置を講ずることがで
きる、と仮定します。

・手厶達当会は、当該の長崎県長崎市万才町4番地(住居表示同4番)の区画の土地における、長崎奉行所西役
戸斤等;青除雛情跳赤活雨tz.楕ヌ疊1ごう1.、フ'.太細に告令1.、マ"'.";青跡会館".1・偏称1.生す.

( 53/276 )



,Jt 、丁^"ヴ」.1'T゛^"0■,'LiU 11■ 7 'OJI」^!ニロ^1^^ν'、.、ずT、jrj、■^1」、ν

・私達当会は、皆様に、"遺跡会館"について、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の南部の旧長崎奉行所西役所
御門と当該の御門に平行して連続する土地の境界線と現在の国道324号線の間隙の土地と"遺跡会館"の三

階の床面に対し、"遺跡会館"の三階の床面を南方に延長する、陸橋広場を形成して、その南端に階段、並びに、
小型のエレベーターを形成し、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡と"遺跡会館"の三階の生活面を連結し連続さ

せること、を提案し要望します。

④〔広場機能〕

・私達当会は、"遺跡会館"に於いて、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の南部の旧長崎奉行所西役所御門と
当該の御門に平行して連続する土地の境界線と現在の国道324号線の間隙の土地ど'遺跡会館"の三階の床

面に対し、"遺跡会館"の三階の床面を南方に延長する、陸橋広場を形成して、その南端に階段、並ぴに、小型
の土レベーターを形成し、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡ど'遺跡会館"の三階の生活面を連結し連続させるこ

と、について、広場機能を形成する、と仮定します。

私達当会は、当該の広場機能について、当該の生活面に、ベンチ等を設置し得る、と仮定します。

私達当会は、皆様に、当該の広場機能について、長崎市民県民、、長崎地域への訪問者の散策、私達人類
の立ち話、その他、可能な活用を行為すること、を提案し要望します。

、.、 ゛^ιUJ'^」●口、^υ^,1,」.^0、了 0

⑤〔コミュニケーション機能〕

・私達当会は、"遺跡会館"1こついて、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡に隣接する立地、同時に、長崎奉行所
西役所等遺跡群遺跡に連続する一体の空問構成、風雨を凌ぐ、屋根機能、によって、一帯の空間に、私達人類
にとっての、コミュニケーション機能を誘発し得る、と仮定します。

・私達当会は、当該のコミュニケーション機能について、私達人類の世界に於いて、長崎奉行所西役所等遺跡
群遺跡、並びに、遺跡会館、の全体に、寄生して、自然発生し得る事象である、と仮定します。

・私達当会は、皆様に、"遺跡会館"について、当該のコミュニケーション機能に関し、特に、之を誘導し、顕在化
させる機能として、遺跡会館の三階にピロティの構造を導入し、当該の三階の生活面、並ぴに、好天時には、之
に接続する、陸橋広場の生活面に於いて、連続して、飲食物持ち込み可能なオープンラウンジを形成すること、
を提案し要望します。

・私達当会は、皆様に、"遺跡会館"1こついて、当該のオープンラウンジに関し、悪天候時には、屋外の設置を撤
収し、又は、透過性のスライドシャッター等の設備により、閉鎖した空間に可変し得ること、を提案し要望します。

⑥〔飲食機能〕

・私達当会は、"遺跡会館"について、当該の三階、並ぴに、四階の生活面に飲食機能を形成し得る、と仮定し
ます。

ア.三階の生活面の飲食機能

・私達当会は、皆様に、"遺跡会館"1こついて、当該の三階の生活面に計画する、飲食物持ち込み可能なオープ

ンラウンジに於いて、軽食、レストラン、又、カフェ&バー程の飲食機能を提供すること、を提案し要望します。

イ.四階の生活面の飲食機能

・私達当会は、皆様に、"遺跡会館"1こついて、当該の四階の生活面に、遺跡を間近にし、長崎港、稲佐山、風
頭山、金毘羅山方面を望む、中層建築的な景観を活かした、カフェ&レストラン程の飲食機能を提供すること、を
提案し要望します。

私達当会は、"遺跡会館"1こついて、計画する、カフェ&レストラン程の飲食機能に関し、例えぱ、海鮮と新鮮な
フルーツを素材とするイタリア料理レストランを計画し得る、と仮定します。
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ウ.最上階の生活面の飲食機能

・手厶達当会は、皆様に、"遺跡会館"1こついて、当該の最上階の生活面に、遺跡を間近にし、長崎港、稲佐山、
風頭山、金毘羅山方面を望む、高層建築的な景観を活かした、展望レストラン&バー程の飲食機能を提供する
こと、を提案し要望します。

⑦〔情報発信吸収機能〕ーー"私達人類の「知の体系」を、アミューズメント(amu..m."L娯楽、趣味)する"

・私達当会は、皆様に、"遺跡会館"1こついて、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡に由来して、歴史たる概念に発
し之をより上層に偏位し、宇宙と太陽系のエネルギー系、並びに、地球の自然と人類の存在、さらに、人類の存
在とその世界、認知、意識と認識、社会、宗教、科学、技術、芸術、文学、美術、経過又は変化、又、私達人類
の地球上の世界、アジア地域、日本地域、西日本地域、九州地域、長崎地域、並びに、事象の関係性、につぃ
て、包括的、傭瞰的に情報を提示し発信すること、を提案し要望します。

・手厶達当会は、皆様に、"遺跡会館"1こついて、当該施設に於いて、当該の情報の提示と発信を契機とする、私
達人類の任意の特定の個体間のコミュニケーションと議論を企画し、当該の個体の自身の偏倚(バイアス:b治
S)への理解と、相互の関係性への理解への新しい発見と展開を触発すること、を提案し要望します。

私達当会は、"遺跡会館"で行為する、当該の包括的、佑瞰的な情報の提供、並びに、当該の情報に対する
私達人類の各個体の理解と解釈について、私達人類が、宇宙と太陽系のエネルギー系、並ぴに、地球の自然
と人類の存在の世界に於いて、行為し、行動し、活動するにあたって、本来的に、不可欠な事象である、と仮定し
ます。

私達当会は、"遺跡会館"で行為する、当該の包括的、傭瞰的な情報の提示と発信について、一般に、長崎地
域に、「不足しているもの」、であり、この点、長崎地域に関係する私達人類の二ーズ(neBds、欲求、要求:re
qulre、需要.d.m.nd、コトラーの定義によれぱ、人問生活上必要なある充足感が奪われている状態のこと)、
又は、潜在的な二ーズ、である、と仮定します。

・手厶達当会は、"遺跡会館"1こついて、当該の包括的、傭瞰的な情報の提示と発信に関し、そのコンセプト(con
Oept)は、私達当会が、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の存在と保存、活用、整備、公開、と長崎県庁舎跡
地の活用、整備、に関するコンセプトと仮定する"不変と可変"、例えぱ、宇宙と太陽系のエネルギー系、並びに、
私達人類の忘却と遺存の偶然に於いて存在し、私達人類の想像たる概念、そして、主観たる意図を断絶する
遺跡の"不変"、と、人類が形成する事象、人類の概念、行為、行動、活動、人類の認知と意識と認識と価値観、
の"可変"、である、と仮定します。

・手厶達当会は、"遺跡会館"1こついて、当該の包括的、佑瞰的な情報の提示と発信に関し、その主題(subject)
は、"遺跡は触発する一五感を契機に概念の世界へ展開する一概念の世界への誘導と理解、展開"、である、と
仮定します。

・私達当会は、"遺跡会館"1こついて、当該の包括的、傭瞰的な情報の提示と発信に関し、その行動の理念(phi
10sophy)は、"私達人類の「知の体系」を、アミューズメント(amuS田mBnt:娯楽、趣味)する"、であると仮定し
ます。

・手厶達当会は、皆様に、"遺跡会館"について、当該の包括的、傭瞰的な情報の提示と発信に関し、関連する図
害室を整備すること、を提案し要望します。

・私達当会は、皆様に、"遺跡会館"1こついて、長崎地方の風景としての景観の提示と発信に関し、その屋上に
展望台を整備すること、を提案し要望します。

・手厶達当会は、皆様に、"遺跡会館"について、宇宙への誘いに関し、その屋上にプラネタリウムと天文台を整備
すること、を提案し要望します。

・手厶達当会は、皆様に、"遺跡会館"について、その運営者が、その全ての運営活動の過程に於いて、日常的に、
訪問者とコミュニケーションを形成し、相互に情報交換し、双方の行為の展開を図ること、を提案し要望します。
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⑧〔市民活動支援機能〕

・私達当会は、"遺跡会館"について、市民活動支援機能として、利用無料の、アトリエ、写真暗室、工房、スタジ
オ、プレゼンテーションルーム、シアター、展示室画廊、会議室、附属ラウンジ等、道具、工具、施設等の貸出、
施設管理、活動助言等、を提案し要望します。

⑨〔自由使用空間、又は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡並びに当該施設両利用者用無料並びに施設運営
者用駐車場機能〕

・私達当会は、皆様に、"遺跡会館"について、一階、二階を、ピロティとし、同時に、悪天候時には、スライド
シャッター等の設備により、閉鎖した空間に可変し得る整備を成し、自由な使用が可能な空間とすること、又は、

スライドシャッター等の整備を成さず、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡並びに当該施設両利用者用無料並びに
運営者用駐車場、として運用すること、を提案し要望します。

⑩〔"遺跡会館"1こ於ける機能の構成の例示〕

一階:ピロティ:自由活用空間、又は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡並ぴに当該施設両利用者用無料駐車
場

二階:ピロティ:自由活用空問、又は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡並びに当該施設両利用者用無料駐車
場

三階:陸橋広場.ピロティ:飲食物持ち込み可能なオープンラウンジ、且つ、軽食、レストラン、カフェ&バー程の
飲食機能を提供
四階:カフェ&レストラン程の飲食機能を提供

五階:市民活動支援、アトリエ、写真暗室、工房、スタジオ、プレゼンテーションスペース、シアター、展示室画廊、
会議室、附属ラウンジ、附属図書室等、道具、工具、施設等の貸出、施設管理、活動助言等
六階:長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡、旧内町遺跡、都市長崎遺跡、長崎地域の遺跡、長崎県地域の遺跡、
九州地域の遺跡、関西地域の遺跡、日本地域の遺跡、アジア地域の遺跡、私達人類の地球上の世界の遺跡
長崎県地域、又、私達人類の地球上の世界の遺跡の遺物の展示、紹介
七階:地政、地球上の人類の世界、アジア地域、日本地域、西日本地域、九州地域、長崎地域附属図書室
八階:医学、近代医学資料館附属図書室ソファのあるラウンジ

九階:生命科学、意識と認識附属図書室ソファのあるラウンジ
十階:原子爆弾被爆、他の被曝附属図書室ソファのあるラウンジ
十一階.芸術、建築、デザイン、音楽、詩歌、文学、美術、写真附属図書室ソファのあるラウンジ
十二:遺跡、文化財附属図書室休憩ラウンジ
十三階:社会、経済、産業、政治、歴史附属図書室ソファのあるラウンジ
十四階:私達人類の科学、技術附属図書室ソファのあるラウンジ

十五階:民俗、風土附属図喜室ソファのあるラウンジ
十六階:宗教、修験道、道教、世界の宗教の世界附属図書室ソファのあるラウンジ
十七階:宗教、神道の世界附属図婁室ソファのあるラウンジ
十八階:宗教、仏教の世界附属図婁室ソファのあるラウンジ

十九階:宗教、イスラム教の世界附属図書室ソファのあるラウンジ
二十階:宗教、キリスト教の世界、プロテスタント附属図書室ソファのあるラウンジ

二十一階:宗教、キリスト教の世界、カトリック附属図婁室ソファのあるラウンジ
二十二階:人類の存在附属図書室ソファのあるラウンジ

二十三階:地球の自然附属図書室ソファのあるラウンジ

二十四階:宇宙、宇宙と太陽系のエネルギー系附属図書室ソファのあるラウンジ
二十五階:展望レストラン&バー

屋上:展望台、プラネタリウム、天文台

(5)長崎グランドホテル跡地一帯一ー"遺跡プラザ"ーー(長崎県長崎市万才町5番地(住居表示同5番)であ
る区画の土地)

0私達当会は、皆様に、長崎県長崎市万才町5番地(住居表示同5番)である区画の土地について、遺跡の遺
跡としての、多角的な債跡/埋蔵文化財調杏、現状保存、整備、公開、活用.寺根案し専望し、子の節囲内に於
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いて、以下、提案し要望します。

0私達当会は、皆様に、当該土地にっいて、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡、並びに、本紙一6-(4)"遺跡
会館"と一体の連動する空問を設計して出現し、之を基盤設備として、様々なコミュニケーション、情報発信と吸
収を促進すること、を提案し要望します。

^'■"●リ.^^'゛.^'^ー

0私達当会は、皆様に、当該土地、又、"遺跡会館"と連動する一体にっいて、遺跡機能一ーパブリック機能、
長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡並びに"遺跡会館"と当該土地との空間の一体化連動機能、広場機能、コ
ミユニケーシヨン機能、飲食機能、情毅発信吸収機能、市民活動支援機能、自由活用空間、又は、長崎奉行所
西役所等遺跡群遺跡並びに"遺跡会館"当該両施設利用者用無料並びに運営者用駐車場機能、交流支援機能
ーー新たな価値の創造・発信一一幅広い交流を促す機能、経済的生産機能一ーオフィス、製造工場、修理再生
リメイクエ房、イノベーシヨン、等、商業施設、展示、販売、機能、宿泊、滞在、機能、パブリック機能一ーグリーン
のある生命的環境、緑の森機能一ーパブリックァート機能、新しいパブリック(public:公共、公衆)機能全体に
関する司令塔、ヘツドオフィス(head 0怖C8)機能、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡並ぴに"遺跡プラザ"当該
両施設利用者用無料並ぴに運営者用駐車場機能、を形成すること、を提案し要望します。

①〔機能〕

a.遺跡機能一ーパブリック機能、b.長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡並びに"遺跡会館"と当該土地との空
間の一体化連動機能、C.広場機能、d.コミュニケーション機能、0.飲食機能、〒.情報発信吸収機能、且.市民
活動支援機能、h.自由活用空間、又は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡"遺跡会館"並びに当該施設両利用
者用無料並ぴに運営者用駐車場、i.交流支援機能一一新たな価値の創造・発信一一幅広い交流を促す機能、j
経済的生産機能一ーオフィス、製造工場、修理再生りメイクエ湧、イノベーション、等、k.商業施設、展示、販売、
機能、1.宿泊、滞在、機能、m.パブリック機能一ーグリーンのある生命的環境、緑の森機能一ーパブリックァー
ト機能、n.新しいパブリツク(public:公共、公衆)機能全体に関する司令塔、ヘッドオフィス(head 0仟ice)機
能、0,長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡並びに"遺跡プラザ"当該両施設利用者用無料並ぴに運営者用駐車場
機能

¥rT,、ーー,゛,●、゛^,1゛、^■^一§、^^^^、、.ー^島^.゛.^,'、

②〔遺跡機能一ーパブリック機能〕

(遺跡の遺跡としての現状保存、並びに、"土地の造形"の根拠ある再建)
・私達当会は、住居表示が長崎県長崎市万才町4番である区画の土地にっいて、多角的な遺跡/埋蔵文化財調
査を行い、遺跡を現状保存し、又、遺跡の補完資料、写真や絵図や文献資料等、に根拠を得て、長崎奉行所西
役所等遺跡群遺跡に連続して之を包含する旧内町遺跡としての、遺跡の遺跡としての"土地の造形"の根拠あ
る再建、を措置し、実現すること、を提案し要望します。

・私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡に連続して之を包含する旧内町遺跡としての、遺跡の遺跡とし
ての"土地の造形"の根拠ある再建、にっいて、私達人類とその世界にとって、長崎奉行所西役所等遺跡群遺
跡の存在、都市長崎遺跡の存在、その他の私達人類の事象に於いて、より、有意である、と仮定します。

・私達当会は、当該土地に、計画する建造物、建築にっいて、遺跡空間に対して、例えぱ、遺跡空間部分をピロ
ティ、又は、無柱の空間、によって計画し実施することで、遺跡機能を全うできる可能性がある、遺跡機能を全う
する為に、慎重な検討が必要である、と仮定します。

③〔長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡並ぴに"遺跡会館"と当該土地との空間の一体化連動機お訂

.手厶達当会は、皆様に、長崎県長崎市万才町5番地(住居表示同5番)である区画の土地にっいて、長崎県と長
崎グランドホテル跡地の所有者等との関係に於いて、長崎県が土地所有者等と共同再開発する、又は、長崎県
が当該の所有地を買収する、又は、長崎県が当該の所有地を長崎県の所有する公有地と換地する、ことにより、
"遺跡会館"に、直接、西面する位置に、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡並ぴに"遺跡会館"と当該土地とを
一体活用する施設を新たに建設して運用すること、を提案し要望します。

・手厶達当会は、当該土地の所有者、又は、当該地に事業を営む事業者、その他の関係者、のうち、現在地以外
への移転の希望者にっいて、長崎県は、例えぱ、本紙一5-(2)一④浦上川東岸河口新市街域一゛R長崎駅
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隣接北部一国道206号線西部一帯一複数資本共同体dR長崎本線dR長崎新幹線跨線一体再開発への参加、
又は、入居、について、照会する、"遺跡プラザ"の開発に参加する、又は、入居する、当該の土地を長崎県の

他の所有地と換地する、当該の土地並びに施設を買収する、その他、補助、又は、優遇、の措置を講ずることが
できる、と仮定します。

,手厶達当会は、皆様に、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡並びに"遺跡会館"と当該土地とを一体活用する施

設の建設について、国道34号線を挟んで東西に正しく相対する土地である、住居表示が長崎県長崎市万才町
4番である区画の土地、並びに、長崎県長崎市万才町5番である区画の土地、の双方の建築を、一体に設計し、
国道34号線の上空で円弧と直線によって連結し、凱旋門の形態を出現すること、を提案し要望します。

・手厶達当会は、当該の長崎県長崎市万才町4番の区画の土地、並ぴに、長崎県長崎市万才町5番である区画
の土地、における、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡を契機として活用する施設について、本紙に於いて、"遺
跡プラザ"、と仮称します。

私達当会は、.『県庁舎跡地整備基本構想検討報告書(資料編)株式会社三菱総合研究所』-1.専門家・

企業等ヒアリング調査結果一1.2 ヒアリング調査結果一(フ)D社、記す処、即ち、D社が当該の構想にっいて、
「1)理念・コンセプト1こついてコンセプトのメイキングのコツとして、コンセプトを具体的にしすぎると具体的な
コンテンツの検討に行き詰るため、むしろその土地の特徴を抽象的な層に持ち上げるとよい。現状の「歴史の重
層性」と「賑わいの創出」というコンセプト(理念)についても、もっと抽象的に解釈してもよいかもしれない。長崎

の人々や観光客がどうあってほしいのかについて、抽象度を上げて解釈することでコンセプトメイキングするべき
である。 2)整備する機能について観光・集客という観点では、人々は「ありえないもの」や「新しいもの」に
引き寄せられていくため、デジタルアート(非物質の体験)やその対極にある巨大建築は強い求心力を持つ。ー
アプリやサービスといった技術は時代とともに陳腐化していくが、あるコンセプトに基づいてクオリティーを追究し
たアートはピカソの芸術作品といったものと同様に陳腐化しないと考えている。博物館のように、全ての情報を時
系列的に提示して見せるのは、見る側が疲れてしまう。そこで多数の情報をランダムに提示し、受動的・直観的
に情報が得られるようにする工夫を施すと良い。長崎の重層的な歴史を伝える場合も、年表に基づいた一方向

的な展示ではなく、閲覧者に多くの視点を提示するような展示を心掛けると良い。一子供たちの感受性に訴える
ような体験・・・ 3)デザイン(景観)及び表現方法について集客を見込むためには、「サイトスペシフィック
(=その場所・その時間でしか作り出せないもの)」である必要がある。本来人々のよりどころになるものは普遍
的なものである。一方、機能(図書館・ホールといった施設)1こよってプロットされたハコモノは、その機能が人々
の目的と禾哉したとたんに意味を持たなくなってしまう。したがって、MICEのような機能から議論するのではなく、

サイトスペシフィックな性質をどのように表現するのかといった所から検討すべきである。・ー」、と見解する処に
留意します。

,私達当会は、皆様に、"遺跡プラザ"について、"遺跡会館"の機能と建築の特色、即ち、本紙6-(4)長崎県
警察本部跡地一帯一ー"遺跡会館"ーー(住居表示が長崎県長崎市万才町4番である区画の土地)一①~⑩、
を踏襲した上で、之を共有し、その態様を拡張し、さらに、以下の機能を追加すること、を提案し要望します。

⑪〔交流支援機能一一新たな価値の創造・発信一一幅広い交流を促す機能〕

・私達当会は、皆様に、"遺跡プラザ"について、交流支援機能一一新たな価値の創造・発信一一幅広い交流を
促す機能として、例えぱ、オープンイノベーション/スタートアップ/企業と大学の共同研究等への、着想、グラ
ンドデザイン、等の契機、を提供する窓口機能、即ち、情報提供、紹介、交流サロン、を整備すること、を提案し
要望します。

・手厶達当会は、皆様に、"遺跡プラザ"1こついて、当該機能に附設して、適宜、広場、ソファのあるラウンジ、を整
備すること、を提案し要望します。

⑫〔経済的生産機能一ーオフィス、製造工場、修理再生りメイクエ房、イノベーション、等〕

・手厶達当会は、皆様に、"遺跡プラザ"について、当該施設に収容する、様々な形態の、経済的生産機能、例え
ぱ、官民のオフィス、製造工場、修理再生りメイクエ房、イノベーション、等、とその検討の可能性があること、を
ι^^■^^●.^ー^
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提案し姜望しまず。

・私達当会は、皆様に、"遺跡プラザ"1こついて、当該機能に附設して、適宜、広場、ソファのあるラウンジ、を整
備すること、を提案し要望します。

⑬〔商業施設、展示、販売、機能〕

・私達当会は、皆様に、"遺跡プラザ"にっいて、例えぱ、私達人類の地球上の世界に於ける、芸術分野に於け
る、芸術祭(展示)、アートフエア(販売)、映画祭(展示、販売)、写真祭(展示、販売)、画廊等の企画(展示、販
売)、服飾分野に於ける、パリコレクションやミラノコレクションや東京コレクション等のショー(展示・販売)、の長
崎地域による企画の創設、又は、その司令塔機能、ヘッドオフィス(head 0仟ice、hθ日dqU日代.r)の設置、又は、
私達人類の地球上の世界に於ける既存の企画に連動するサテライトアクション、又は、関連する常設、を提案し
要望します。

・私達当会は、皆様に、"遺跡プラザ"について、当該施設に収容する、他の様々な形態の、商業施設、展示、
販売、機能、とその検討の可能性があること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、"遺跡プラザ"1こついて、一連の、商業施設、展示、販売、機能、の可能性に関して、長
崎地域と長崎地域への訪問者に対して、供給過剰となることが無いように、慎重に検討しなけれぱならない、と
仮定します。

・私達当会は、皆様に、"遺跡プラザ"1こついて、当該機能に附設して、適宜、広場、ソファのあるラウンジ、を整
備すること、を提案し要望します。

⑭〔宿泊、滞在、機能〕

・私達当会は、皆様に、"遺跡プラザ"について、当該施設に収容する、様々な形態の、宿泊、滞在、機能、とそ
の検討の可能性があること、を提案し要望します。

・私達当会は、皆様に、"遺跡プラザ"について、当該機能に附設して、適宜、広場、ソファのあるラウンジ、を整
備すること、を提案し要望します。

⑮〔パブリック機能一ーグリーンのある生命的環境、緑の森機能一ーパブリックァート機能〕

・手厶達当会は、皆様に、"遺跡プラザ"について、パブリック(public:公共、公衆)機能に関して、当該建物の広
い屋上を活用して、当該建物の屋上に、「グリーンのある生命的環境」、緑の森、を形成すること、を提案し要望
します。

私達当会は、本紙一6-(4)長崎県警察本部跡地一帯一ー"遺跡会館"ーー(住居表示が長崎県長崎市
万才町4番である区画の土地)一⑦〔情報発信吸収機能〕、に於いて、提案し要望した、"遺跡会館"の屋上の
プラネタリウムについて、"遺跡プラザ"の屋上の緑の森の中に形成する、又、長崎地方の風景としての景観の
提示と発信について、来訪者は、緑の森の中より経験する行為となる、と仮定します。

・私達当会は、皆様に、"遺跡プラザ"1こついて、パブリック機能に関して、当該建物の広い屋上を活用して、当
該建物の屋上に、パブリックァート、を形成すること、を提案し要望します。

・私達当会は、皆様に、"遺跡プラザ"について、緑の森に附設して、当該区画の内、複数の箇所に、ベンチ等、
を配置すること、を提案し要望します。

⑯〔新しいパブリック(publio.公共、公衆)機能全体に関する司令塔、ヘッドオフィス(hoad 0仟ioo)機能〕

・私達当会は、皆様に、"遺跡プラザ"1こついて、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の存在を契機として旧内町
遺跡の地域、又は、都市長崎遺跡の地域に於いて構成する機能と施設、新しいパブリック(pub"C:公共、公
衆)機能、の管理とその運営、に関して、有機的関係性によって活きた機能とする為に、当該の新しいパブリック
(public)機能全体に関する司令塔、ヘッドオフィス(head 0仟ice)機能、を設置すること、を提案し要望します。
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⑰〔長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡並びに"遺跡プラザ"当該両施設利用者用無料並びに運営者用駐車場機
能〕

・私達当会は、皆様に、"遺跡プラザ"1こついて、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡並びに"遺跡プラザ"当該両

施設利用者用無料並びに運営者用駐車場機能に関する、様々な形態とその検討の可能性があること、を提案
し要望します。

(6)長崎市庁舎・長崎市議会棟・桜町公園・長崎市営駐車場・一帯一ー"大学サテライト国際複合体キャンパス"

+"新たなビジネスや産業の創出等につなげる機能"="憩いのある創造空問機能"ーー(長崎県長崎市桜町

2番地(住居表示同2番:長崎市庁舎、長崎市議会棟)である区画の土地、長崎県長崎市桜町10番地(住居表
示同10番:長崎公園)である区画の土地、並びに、長崎県長崎市桜町800番地一1(長崎市営桜町駐車場)、
桜橋)

0私達当会は、皆様に、長崎県長崎市桜町2番地(住居表示同2番:長崎市庁舎、長崎市議会棟)である区画

の土地、長崎県長崎市桜町10番地(住居表示同10番:長崎公園)である区画の土地、並びに、長崎県長崎市

桜町800番地一1(長崎市営桜町駐車場)、桜橋、である区画について、遺跡の遺跡としての、多角的な遺跡/
埋蔵文化財調査、現状保存、整備、公開、活用、を提案し要望し、その範囲内に於いて、以下、提案し要望しま
す。

0私達当会は、皆様に、長崎県長崎市桜町2番地(住居表示同2番:長崎市庁舎、長崎市議会棟)である区画
の土地、長崎県長崎市桜町10番地(住居表示同10番:長崎公園)である区画の土地、並びに、長崎県長崎市
桜町800番地一1(長崎市営桜町駐車場)、の区画について、相互に生活面とその空問を連接し、利用と運営を
様々な方法によって一体化し、原則として長崎市庁舎建物の範囲を中心とする範囲に限定した土地に於いて、
高層建築により、世界と日本の各地より、大学サテライトキャンパスを誘致し、統合して、大学サテライト国際複
合体キャンパス、並びに、交流支援機能一一新たな価値の創造・発信一一新たなビジネスや産業の創出等につ

なげる機能、を設置し、同時に、長崎市営桜町駐車場の駐車場機能を保持、一帯の土地、区画に於いて、都市
長崎遺跡に於ける中世近世の内町遺跡としての"土地の造形"を再建し、之を、緑の庭園公園とし、当該区画全
体として、<憩いのある創造空間機能>、を形成すること、を提案し要望します。

0私達当会は、皆様に、当該土地について、遺跡機能一ーパブリック機能一ー<憩いのある創造空間機能>、
交流支援機能一一新たな価値の創造・発信一一大学サテライト国際複合体キャンパス機能一ーく憩いのある創
造空間機能>、交流支援機能一一新たな価値の創造・発信一一新たなビジネスや産業の創出等につなげる機
能一ー<憩いのある創造空間機能>、緑の庭園公園機能一ーパブリックァート機能一ーパブリック機能一ーく憩
いのある創造空間機能>、長崎市営桜町駐車場機能一一緑の庭園公園機能一ーパブリック機能一ーく憩いのあ
る創造空閻機能>、を提案し要望します。

0私達当会は、皆様に、長崎市が、長崎市庁舎の土地に計画する、「文化芸術ホール」1こついて、長崎市が管
轄する、長崎県長崎市桜町2番地(住居表示同2番:長崎市庁舎、長崎市議会棟)である区画の土地、長崎県長

崎市桜町10番地(住居表示同10番:長崎公園)である区画の土地、並びに、長崎県長崎市桜町800番地一1
(長崎市営桜町駐車場)、と、長崎県が所有する、長崎水辺の森公園内のAIG長崎ビルの区画の土地を中心と

する一帯の土地とを、相互に、定期借地する、等により、長崎水辺の森公園内のAIG長崎ビルの区画の土地を

中心とする一帯の土地に於いて、「オペラ・ハウスーーシンフォニー・ホールーー劇場」(仮称)として実現するこ
と、を提案し要望します。

手厶達当会は、当該の"オペラ・ハウスーーシンフォニー・ホールーー劇場"1こついて、その存在と造形は、長崎
地域一長崎港一帯の、海上から陸上中心市街への景観と、陸上から稲佐山/海上方面への景観、との両面に

於いて、視界を遮蔽することの少ない、国際的な、地球上に於ける長崎地域のランドマークとして、機能し得る、
と仮定します。

①〔機能〕
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a.遺跡機能一ーパブリック機能一ー<憩いのある創造空間機能>、b.大学サテライト国際複合体キャンパス機
能一ー<憩いのある創造空間機能>、C.交流支援機能一一新たな価値の創造・発信一一新たなビジネスや産業
の創出等につなげる機能一ー<憩いのある創造空問機能>、d、緑の庭園公園機能一ーパブリックァート機能一
ーパブリック機能一ー<憩いのある創造空閻機能>、8.長崎市営桜町駐車場機能一一緑の庭園公園機能一ー
パブリック機能一ー<憩いのある創造空間機能>

②〔遺跡機能一ーパブリック機能一ーく憩いのある創造空間機能>〕

(遺跡の遺跡としての現状保存、並びに、"土地の造形"の根拠ある再建)
・私達当会は、長崎県長崎市桜町2番地(住居表示同2番.長崎市庁舎、長崎市議会棟)である区画の土地、長
崎県長崎市桜町10番地(住居表示同10番:長崎公園)である区画の土地、並びに、長崎県長崎市桜町800番
地一1(長崎市営桜町駐車場)、桜橋、の区画の土地について、多角的な遺跡/埋蔵文化財調査を行い、遺跡を
現状保存し、又、遺跡の補完資料、写真や絵図や文献資料等、に根拠を得て、長崎奉行所西役所等遺跡群遺
跡に連続して之を包含する都市長崎遺跡に於ける中世近世の内町遺跡として櫻町、中内町、小川町の、南東か
ら北西に向かって、各町の通り1こよって形成され、段丘状に三段の敷地平面を以って谷の地形に沿って傾斜す
る可能性がある、遺跡の遺跡としての"土地の造形"の根拠ある再建、を措置し、実現すること、を提案し要望し
ます。

・手厶達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡に連続して之を包含する都市長崎遺跡に於ける中世近世の内
町遺跡としての、遺跡の遺跡としての"土地の造形"の根拠ある再建、について、私達人類とその世界にとって、
長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の存在、都市長崎遺跡の存在、その他の私達人類の事象に於いて、より、有
意である、と仮定します。

・私達当会は、当該士地に、計画する建造物、建築について、遺跡空間に対して、例えぱ、遺跡空間部分をピロ
ティ、又は、無柱の空間、によって計画し実施することで、遺跡機能を全うできる可能性がある、遺跡機能を全う
する為に、慎重な検討が必要である、と仮定します。

(都市長崎遺跡の現代遺跡としての桜橋と桜橋下の切通等)

・私達当会は、皆様に、桜橋と桜橋下の切通、について、都市長崎遺跡の現代の都市長崎を形成する基幹遺
跡、として、認知、認識、多角的遺跡/埋蔵文化財調査、現状保存、活用、整備、公開、提示、すること、を提案し
要望します。

(都市長崎遺跡の近代遺跡としての近代の電車軌道敷、並びに、都市長崎遺跡の近世の外町遺跡としての
一帯の"土地の造形"等遺構)

・手厶達当会は、皆様に、近代の電車軌道敷、について、都市長崎遺跡の近代遺跡として、認知、認識、多角的遺
跡/埋蔵文化財調査、現状保存、活用、整備、公開、提示、すること、を提案し要望します。

・チム達当会は、皆様に、近代の電車軌道敷一帯から諏訪神社下方面にかけての地区の"土地の造形"並びに石
積造築地塀その他遺構、について、都市長崎遺跡の近世近代の外町遺跡として、認知、認識、多角的遺跡/埋
蔵文化財調査、現状保存、活用、整備、公開、提示、すること、を提案し要望します。

③〔交流支援機能一一新たな価値の創造,発信一一大学国際複合体キャンパス機能一ーく憩いのある創造空
間機能>〕

・私達当会は、皆様に、当該区画について、住居表示が長崎県長崎市桜町2番(長崎市庁舎、長崎市議会棟)
である区画の土地の内、原則として現在の市庁舎の区画を中心に一棟の高層建築を建設し、私達人類の地球
上の世界の各地の伝統ある、又は、新しい大学より、大学サテライトキャンパスを誘致し、統合して、大学サテラ
イト国際複合体キャンパス、を設置すること、を提案し要望します。

④〔交流支援機能一一新たな価値の創造・発信一一新たなビジネスや産業の創出等にっなげる機能一ーく憩
いのある創造空間機能>〕

・手厶達当会は、皆様に、当該区画について、大学サテライト国際複合体キャンパスの為に整備する一棟の高層
建築の、例えぱ、一階、二階、三階の活動空間に於いて、新たなビジネスや産業の創出等にっなげる機能一ー
オープンイノベーション関連機能一ースタートアップ支援機能一一企業と大学の共同研究スペースーー学生や
^"皐'、1゛^"』^」」_^、 =^惚ム'、'、IL^ト〒^^".゛"r^曾峰
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企棄なとの父;抗サロンーーE武願的な圧座;古動の為の至間一一長崎市氏県氏亜ひに長崎地填ω訪間省か共有

して委託できる機能一研究一試験一計算センター、を設置すること、を提案し要望します。

⑤〔緑の庭園公園機能一ーパブリックァート機能一ーパブリック機能一ーく憩いのある創造空間機能>〕

・私達当会は、皆様に、当該区画について、長崎県長崎市桜町2番地(住居表示同2番:長崎市庁舎、長崎市議

会棟)である区画の土地、並びに、長崎県長崎市桜町10番地(住居表示同10番:長崎公園)である区画の土地、

に於いて、都市長崎遺跡に於ける中世近世の内町遺跡として櫻町、中内町、小川町の"土地の造形"の根拠あ
る再建を基盤に、植樹して、緑の庭園公園を形成し、「ほどよい「囲まれ感」を考慮し、オープンでありながら落
ち着ける、適度に開き・適度に閉ざされた空間」、を創出し、又、パブリックァートを設置すること、を提案し要望し

ます。

私達当会は、当該の、遺跡、並びに、緑の庭園公園、としての機能について、土地の高低差によって、都市長

崎に於ける、ウォーカビリティ(walkebiliw)1こ対して、動的な、視点、視角の変化をもたらし、同時に、く憩いのあ
る創造空間機能>に於ける、憩い機能、を形成する、と仮定します。

私達当会は、当該の、遺跡、並びに、緑の庭園公園、としての機能について、当該の土地、又は、区画に、ベ

ンチ等を設置することを検討し得る、と仮定します。

・私達当会は、当該の緑の庭園公園、について、大学サテライト国際複合体キャンパスの、「キャンパス・ガーデ
ン」として、機能し得る、と仮定します。

⑥〔長崎市営桜町駐車場機能一一緑の庭園公園機能一ーパブリック機能一ーく憩いのある創造空間機能>〕

・私達当会は、皆様に、当該区画について、長崎県長崎市桜町2番地(住居表示同2番:長崎市庁舎、長崎市議

会棟)である区画の土地の生活面、と、長崎県長崎市桜町10番地(住居表示同10番:長崎公園)である区画の
土地の生活面、とを、長崎県長崎市桜町800番地一1(長崎市営桜町駐車場)の生活面を媒介して、同一平面
に於いて、連続させ、私達人類にとって、一体の空閻として機能し得るように整備すること、を提案し要望します。

私達当会は、当該区画について、長崎県長崎市桜町2番地(住居表示同2番:長崎市庁舎、長崎市議会棟)で
ある区画の土地の生活面、と、長崎県長崎市桜町10番地(住居表示同10番:長崎公園)である区画の土地の
生活面、とが、長崎県長崎市桜町800番地一1(長崎市営桜町駐車場)の生活面を媒介して、同一平面に於い
て、連続し、私達人類にとって、一体の空間として機能することにより、有効に、<憩いのある創造空間機能>、と

して、機能し得る、と仮定します。

(フ)築町

・私達当会は、築町地区について、当該地区に於いて、例えぱ、長崎県産品を研究し、長崎県産品の陳列場を
運営し、その流通を企画し、長崎県下の関係各地、又、築町地区の活性化に資すること、を検討し得る、と仮定
します。

・私達当会は、築町地区について、当該地区に於いて、例えぱ、私達人類の世界と、日本地域の人類の世界の
現代に於ける、"家事"、とりわけ、"炊事""食生活"の研究、再発見と推進、を企画し、良質な、生鮮食材、又、

噛好加工食材、私達人類の健康、の再評価に繋げ、又、時に、その流通を企画し、私達人類の世界と、日本地
域の人類の世界、並びに、築町地区の活性化に資すること、を検討し得る、と仮定します。

(8)江戸町

・私達当会は、江戸町地区について、当該地区に於いて、例えぱ、町内の道路の自動車交通を遮断し、オープ

ンカフェ・レストランリ{ーを集積し、美味しい料理と飲料を提供し、長崎地域、並びに、長崎地域への訪問者、長
崎地域への訪問を検討する、私達人類の耳目を集め、江戸町地区、並びに、長崎地域の賑わいを創出すること

を検討し得る、と仮定します。
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(9)長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の一帯の徒歩動線の整理

・私達当会は、皆様に、一帯の遺跡の土地の形状の変更以前の多角的な遺跡/埋蔵文化財調査と原状保存と
活用を前提に、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の一帯の徒歩動線の整理、例えぱ、歩道の整備、横断歩道の

位置や幅の再検討、信号機の点灯タイミング等について、再度、検討し整理すること、を提案し要望します。

(10)江戸町地区に関する中期的長期的な課題

私達当会は、私達人類について、私達人類の個体は、本然的に、私達人類の個体の視界に於いて、その視
界に、視覚し得る事象に向かって、歩を進める、と仮定します。

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡について、私達人類の活動の空問に於いて、考察する場合に

あって、私達人類は、地上、並びに、長崎港海上の、どこからも、例えぱ、浜町方面から、銅座町、新地方面か
ら、出島町方面から、元船町方面から、長崎の丘でもある長崎奉行所西役所等遺跡を、その視界に、その視覚
に、捉えることができなくてはらない、と仮定します。

私達当会は、私達人類の世界について、私達人類の視界、視覚に捉えることができる、という状態が、私達
人類の世界に於ける、私達人類の動線を、円滑に、形成する、と仮定します。

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の長崎奉行所西役所等遺跡の南面する石垣の高さについて、
約7mである、と知見します。

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡について、私達人類が、当該遺跡の周辺地域、例えぱ、先に
例示した地域から、視認し得る為には、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡の長崎奉行所西役所等遺跡の周辺の
建造物、地物、は、およそ、平屋屋根の建物の高さでなくてはならない、と仮定します。

・私達当会は、皆様に、江戸町地区の建造物について、中長期的な成果に於いて、平屋建ての建物の高さを上
限とする建築規制の措置を講ずること、当該の建築規制の措置に附随する、行政上の諸般の優遇措置を講ず
る二と、を提案します。

(11)旧長崎県庁舎周辺一帯に関する事

私達当会は、当該土地の所有者、又は、当該地に事業を営む事業者、その他の関係者、のうち、現在地以外
への移転の希望者について、長崎県は、例えぱ、本紙一5-(2)一④浦上川東岸河口新市街域一JR長崎駅
隣接北部一国道206号線西部一帯一複数資本共同体゛R長崎本線σR長崎新幹線跨線一体再開発への参加、
又は、入居、について、照会する、"遺跡会館"、又は、"遺跡プラザ"の開発に参加する、又は、入居する、当該
の土地を長崎県の他の所有地と換地する、当該の土地並びに施設を買収する、その他に、補助、又は、優遇、
の措置を講ずることができる、と仮定します。

・私達当会は、当該の長崎県が買収した個別の土地について、漸次、"長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡""都

市長崎遺跡内町遺跡"並びに"都市長崎遺跡"ナニる遺跡の遺跡としての、認知、認識、多角的な遺跡/埋蔵文化
財調査、現状保存、活用、整備、公開、活用、の措置を講じ、且つ、"長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡""都市長

崎遺跡内町遺跡"並びに"都市長崎遺跡"であり、又、<遺跡でありながら憩うことができる遺跡記念公園>、であ

る、共通の性格を有する離散的な都市の空間として、再構成し、一体の活用を講ずること、を提案し要望します。

私達当会は、『県庁舎跡地整備基本構想検討報告婁株式会社三菱総合研究所』-3.関連計画等での位置

付けとこれまでの検討一3.1 関連計画等での位置付け、に於いて、「,・ーー方で、長崎の課題に目を向
けるとー・・・また、まちの課題としては・ーーそもそもまちなか1こ子供からシニアまで日常的に憩える場が少な
いといったこともあげられる。ーー・」、と言及されている、と知見します。

r,0、与11噂71tキ刀グ、轟ノ,、周_△Tn具11帋卜1,1._一富一ー"ナペニ.'、r、17 ーー:ノ、,「+ーー.,1て一Ⅱ'ーー劇1゛呈"ーー
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、 1 '.ノユ冥剖戸」ノ」、」"V/^1、'1季1一戸、ι、コ^凹戸」」ノιノー

(憩いと一体感のある抽象文化創作発信空間機能>ーー(長崎水辺の森公園のAIG長崎ピルが存在する土地の
区画を中心とする一帯の土地)

0私達当会は、皆様に、長崎水辺の森公園・AIG長崎ビル・一帯について、遺跡の遺跡としての、多角的な遺

跡/埋蔵文化財調査、現状保存、整備、公開、活用、を提案し要望し、その範囲内に於いて、以下、提案し要望し
ます。

0私達当会は、皆様に、長崎水辺の森公園・AIG長崎ビル・一帯について、"オペラリ、ウスーーシンフォニー・
ホールーー劇場"を形成し、長崎水辺の森公園全体に於いて、一体感のある、く憩いと一体感のある抽象文化

創作発信空間機能>、を形成すること、を提案し要望します。

0私達当会は、皆様に、当該土地について、遺跡機能一ーパブリック機能一ーく憩いと一体感のある抽象文化

創作発信空間機能>の出現、"オペラリ、ウスーーシンフォニー・ホールーー劇場"機能一ーパブリック機能一ー
<憩いと一体感のある抽象文化創作発信空間機能>の出現、を提案し要望します。

巾'

①〔機能〕

〆」'、ノー1,'ノノ、

a.遺跡機能一ーパブリック機能一ー<憩いと一体感のある抽象文化創作発信空間機能>の出現、b."オペラ・
ハウスーーシンフォニー,ホールーー劇場"機能一ーパブリック機能一ーく憩いと一体感のある抽象文化創作発
信空間機能>の出現、C. AIG長崎ビル

②〔遺跡機能一ーパブリック機能一ーく憩いと一体感のある抽象文化創作発信空間機能>の出現〕

ノー〆ノ心^

私達当会は、当該の土地について、長崎の"大浦バンド(bund)"の護燦又は係留施設等港湾施設等の遺跡
の可能性がある、と仮定します。

・手厶達当会は、皆様に、当該の土地について、遺跡の遺跡としての、遺跡/埋蔵文化財調査、現状保存、活用、
整備、公開、活用、を提案し要望します。

、'1、 JI/

③〔"オペラ・ハウスーーシンフォニー・ホールーー劇場"機能一ーパブリック機能一ーく憩いと一体感のある抽
象文化創作発信空間機能>の出現〕

房,」^

・私達当会は、皆様に、長崎市が、長崎市庁舎の土地に計画する、「文化芸術ホール」1こついて、長崎市が管轄
する、長崎県長崎市桜町2番地(住居表示同2番:長崎市庁舎、長崎市議会棟)である区画の土地、長崎県長崎
市桜町10番地(住居表示同10番:桜町公園)である区画の土地、並びに、長崎県長崎市桜町800番地一1(長

崎市営桜町駐車場)、と、長崎県が所有する、長崎水辺の森公園内のNG長崎ビルの区画の土地を中心とする
一帯の土地とを、相互に、定期借地する、等により、長崎水辺の森公園内のAIG長崎ビルの区画の土地を中心
とする一帯の土地に於いて、「オペラリ、ウスーーシンフォニー・ホールーー劇場」(仮称)として実現すること、を
提案し要望します。

・手厶達当会は、皆様に、長崎水辺の森公園内のAIG長崎ビルの区画の土地を中心とする一帯の土地に於ける、

"オペラリ、ウスーーシンフォニー・ホールーー劇場"を建設と設置と運営について、長崎水辺の森公園の環境、
長崎港の景観、隣接する長崎県美術館との連携、国道499号線並ぴに国道499号線中央の長崎電気軌道株

式会社の路面電車に、水辺のプロムナードを介して、隣接する立地、を活用し、長崎水辺の森公園全体に於い
て、<憩いと一体感のある抽象文化創作発信空問機能>、を創出すること、を提案し要望します。

・私達当会は、皆様に、"オペラリ、ウスーーシンフォニー・ホールーー劇場"の土地と、水路を挟んで、北面して、

隣接する、長崎県美術館の土地とを、水路に橋を架けて、連結し一体の空間として、私達人類の動線を形成す
ること、を提案し要望します。

私達当会は、当該の"オペラ・ハウスーーシンフォニー・ホールーー劇場"の建設、設置について、長崎市に

よる建設運営、長崎県による建設運営、又、長崎市、長崎県、民間資本、との共同開発運営により、設置する可
能性がある、と仮定します。

私達当会は、当該の"オペラリ、ウスーーシンフォニー・ホールーー劇場"について、その存在と造形は、長崎
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地域一長崎港一帯の、海上から陸上中心市街への景観と、陸上から稲佐山/海上方面への景観、との両面に
於いて、視界を遮蔽することの少ない、国際的な、地球上に於ける長崎地域のランドマークとして、機能し得る、
と仮定します。

④〔AIG長崎ビルについて〕

私達当会は、AIG長崎ピルの事業上の機能にっいて、長崎県、長崎市は、例えぱ、本紙一5-(2)一④浦上
川東岸河口新市街域一゛R長崎駅隣接北部一国道206号線西部一帯一複数資本共同体UR長崎本線σR長崎
新幹線跨線一体再開発への参加、又は、入居、について、照会する、"遺跡会館"、又は、"遺跡プラザ"の開発
に参加する、又は、入居する、長崎県、長崎市の他の所有地に誘致する、その他に、補助、又は、優遇、の措置
を講ずることができる、と仮定します。

私達当会は、AIG長崎ビルについて、一般に、民間の事業会社が、その事業上に於いて、当該地の現代の池
泉回遊式庭園とも云い得る長崎水辺の森公園の機能と当該の長崎港の景観を、必要とし続ける必然性は、特
殊な事業の場合を除き、ない、と仮定します。

私達当会は、長崎水辺の森公園の機能と当該の長崎港の景観について、今後、さらに、長崎市民長崎県民
全員のために、例えぱ、"オペラ・ハウスーーシンフォニー・ホールーー劇場"、を設置し、く憩いと一体感のある
抽象文化創作発信空間機能>を創出し、活用されるべきである、と仮定します。

03)長崎港外港内港長崎警備海防遺跡群

0私達当会は、長崎港の外港並ぴに内港の地域に配置されている長崎港外港内港長崎警備海防遺跡群につ
いて、日本の近世に於いて、日本地域にとって、私達人類の世界の諸地域の人々との関係を構成する上で、そ
の交易と海防を媒体として、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡と、密接な関係にある、と仮定します。

・手厶達当会は、皆様に、長崎港外港内港長崎警備海防遺跡について、その全体に関して、漸次、多角的な遺跡
/埋蔵文化財調査を実施し、遺跡を現状保存し、活用、整備、公開、活用し、場合によっては、損壊のある遺跡に
ついて、憶測の余地のない再建、又は、根拠のある再建、の措置を講ずること、を提案し要望します。

私達当会は、遺跡の損壊について、例えぱ、長い年月の内に、結果として、私達人類が自身の概念と意図に
よって形成し、忘却し、又、遺存の偶然によって、私達人類の概念と意図を断絶した遺跡、と、地球の自然、の
様々な作用との、共同作業によって、特異な、具体である場合、私達人類にとって、その存在は、一般的な、遺
跡の遺跡としての意義と価値を超越して、特異な意義と価値を有し得る、と仮定します。

私達当会は、私達人類の、遺跡に対する、現状変更、即ち、遺跡/埋蔵文化財調査、憶測の余地のない再建、
並びに、根拠のある再建、その他の遺跡に由来しない現状変更、について、私達人類は、遺跡たる事叡の内に、
その個体と集団に於いて、極めて、思慮深く、慎重な、且つ、制御され、統御された、認知、認識、検討、行為、を
形成しなけれぱならない、と仮定します。

・私達当会は、長崎港外港内港長崎警備海防遺跡群について、例えば、国指定史跡,長崎台場跡魚見岳台場
跡(指定年月日:昭和61年1月31日)四郎ケ島台場跡女神台場跡(追加指定年月日:平成26年3月18日)、
に関して、活用たる行為に於いて、未だ、成熟を見ない、と、仮定します。

(14)長崎製鉄所遺跡

0私達当会は、飽の浦の長崎製鉄所遺跡は、日本の近世の幕末に於いて、長崎奉行所西役所を宿舎として
実施された長崎海軍伝習を媒体として、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡と、密接な関係にある、と仮定します。

・私達当会は、皆様に、飽の浦の長崎製鉄所遺跡について、その全体に関して、漸次、多角的な遺跡/埋蔵文
化財調査を実施し、遺跡を現状保存し、遺跡の遺跡としての情報を蓄積し、又は、私達人類に、当該の情報を
ノ,、開1 :垂獣尤;告旦赤」.1 ザ"^^ι、閣堀,田1 +足e・1ートー、,"1+^頃"n、^N11π、ナN、粛桟口f+畑仙nrr、太ス而'
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建、の措置を講ずること、を提案し要望します。

05)医学伝習所遺跡、養生所/(長崎)医学校等遺跡、長崎病院遺跡、並びに、佐古仁田頭地域一長崎惣町
周辺遺跡一近代遺跡群

0私達当会は、医学伝習が開始された長崎の岬の南端の長崎奉行所西役所遺跡、大村町の医学伝習所遺跡、
佐古の丘の養生所/(長崎)医学校等遺跡、佐古の丘にあって養生所/(長崎)医学校等遺跡の北西に隣接する

長崎病院遺跡、は、日本の近世の幕末に於いて、長崎奉行所西役所を宿舎として実施された長崎海軍伝習を
媒体として、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡と、密接な関係にある、と仮定します。

・手厶達当会は、皆様に、医学伝習が開始された長崎奉行所西役所遺跡、大村町の医学伝習所、佐古の丘の養
生所/(長崎)医学校等遺跡、即ち、建物敷地である'中核区域"、当該遺跡の補完資料である当時の写真より専
用の果樹園並ぴに菜園と推定し得る養生所の西南に隣接する一帯の畑地である"運用区域"、ニュートンの梅

毒病院が設置され、医学校に関係するオランダ人エッシャーの書簡にスクールガーデンと記されて関係者に愛さ
れたと推測する大徳寺境内並びに庫裏の一帯並ぴに楠神社境内である"関係区域"、並びに、佐古の丘にあっ

て養生所/(長崎)医学校等遺跡の北西に隣接し、大正期に橋本大徳園となる江戸期の大徳寺の庫裏の一帯を
敷地とする、長崎病院遺跡、又、大徳寺の境内並びに庫裏一帯の振遠隊墳墓地並びに佐古招魂社(梅香崎墳
墓地)1こついて、その全体に関して遺跡ノ埋蔵文化財調査を実施し、遺跡の現状保存、整備、公開、活用、損壊、
滅失ある遺跡部分について、憶測の余地のない再建、又は、根拠のある再建の措置を講ずること、を提案し要
望します。

(佐古仁田頭地域一長崎惣町周辺遺跡一近代遺跡群)

白.私達当会は、皆様に、佐古の丘の現状と遺跡の補完資料としての古図より推定し得る、寄合町北部より
後の佐古の医学校敷地を通過し養生所西部の冠木門西前を通過して仁田頭方面より旧大村領に通じる旧道、
寄合町より佐古の医学校敷地東までの間、梅毒病院南より仁田頭方面が地上遺跡として、養生所西部の冠木

門西前一帯が地下遺跡として、現存する又は現存したと推測し得る、について、その全体に関して遺跡/埋蔵文
化財調査を実施し、遺跡の現状保存、整備、公開、活用、損壊、滅失ある遺跡部分について、憶測の余地のな
い再建、又は、根拠のある再建の措置を講ずること、を提案し要望します。

b.私達当会は、皆様に、佐古の丘から仁田頭方面にかけて、近世から近代の"士地の造形"又石積を構造
体とする練塀など地上遺跡が遺存する処、当該の遺跡群について、その全体に関して遺跡/埋蔵文化財調査を
実施し、遺跡の現状保存、整備、公開、活用、損壊、滅失ある遺跡部分について、憶測の余地のない再建、又は、
根拠のある再建の措置を講ずること、を提案し要望します。

私達当会は、養生所/(長崎)医学校等遺跡、長崎病院遺跡、並びに、佐古一仁田頭地域遺跡群、同時に、そ
の西に隣接する、唐人屋舗遺跡、その東に隣接する寄合町遺跡の存在、について、長崎奉行所西役所等遺跡

群遺跡、又は、その活用、を契機とする、長崎地域に於ける、旧市街域のウォーカビリテイ(walkability)を活用
した賑わいの創出、並びに、長崎地域のエスニシティ(ethnicity)の循環にとって、重要な機能を構成する、と仮
定します。

(養生所八長崎)医学校等遺跡)

・私達当会は、皆様に、長崎市が、養生所/(長崎)医学校等遺跡の建物敷地全体、即ち、養生所/(長崎)医学
校等の建物敷地を継承した旧長崎市立佐古小学校敷地に於いて計画した長崎市立佐古小学校と近隣の長崎
市立仁田小学校の統合に係る新設の長崎市立仁田佐古小学校の為の校舎等施設建設工事、並びに、当該地

域住民が当該小学校建酘の地域の協議会に於いて当該小学校の当該地への設置決定の条件として提案し、
長崎市の複数の当該理事者が当該小学校計画に於ける地域住民との約束と言及する、当該遺跡の補完資料
である当該域の古図と当時の遠景傭瞰写真より医学校の設置によって整備されたことにより医学校遺跡と理解
し得る医学校敷地の外周道路に於ける医学校敷地遺跡を掘削破壊して行う拡幅建設工事によって、私達当会
の構成員がかねてより、当該地の訪問に於いて養生所バ長崎)医学校等当時の原状が概ね遺存すると観察し
て、養生所/(長崎)医学校等の図面や土地の利用の履歴に関する資料の収集を行っていた処、当該小学校建
設の地域協議に於いて当該地に於ける養生所/(長崎)医学校たる事象に関する活用が地域の委員より議題に
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上がりながら、長崎市が、遺跡としての遺跡/埋蔵文化財調査を措置せず、小学校建設と外周道路拡幅の双方
事業に関する当該地に於ける事業実施の決定の後に、事後的に、長崎市が当該地に於いて初めて行為を計画
して着手した長崎市の理事者が明治元年(1868年)に至る精得館までを遺跡の現状保存の対象期問とするとそ

の根拠を明示せずに限定して行った養生所八長崎)医学校等遺跡の遺跡/埋蔵文化財調査と関係する周知の
埋蔵文化財包蔵地の決定と遺跡地図への搭載、その範囲の拡張、並びに、長崎市指定史跡に決定、そして、記

録の為の遺跡の実態に係る情報収集の直後より、極一部の養生所の遺構の現状保存とその公開を除き、精得
館の遺跡と遺構、遺跡としてのその他の地上遺構並びに地下遺構の全体について、私達人類の遺跡に関する

現状、又、原状たる概念に対し、極一部の遺構に対する遺構の移設たる手法、遺跡を認識しない行為、並びに、

遺跡に関与しない行為によって、壊滅的に破壊した、養生所/(長崎)医学校等遺跡について、今後、直ちに、長
崎市立仁田佐古小学校の運営を当該二校の統合前の旧長崎市立仁田小学校へ移転に必要な緊急措置を講じ

ると共に移転し、日本の近世幕末期から現代の昭和二十八年(1953年)まで医療関係施設としての土地の利用
がなされた養生所/(長崎)医学校等遺跡の遺跡としての"土地の造形"1こ関する"憶測の余地のない再建"、並
びに、私達当会の調査によってその四側壁面全面の写真を再発見しその外観がほぼ全て明らかとなった、明

治十五年(1882年)頃当時の長崎盤学校から甲種長崎医学校への改組の時期に正門を入った土地に旧校務所
の建物に替って建設された二階にバルコニーのある寄棟屋根木造二階建洋館である新しい講堂の"根拠ある再

建"を行い、一帯の、長崎病院遺跡、佐古一仁田頭地域遺跡群、又、唐人屋舗遺跡、寄合町遺跡、並びに、養
生所ノ(長崎)医学校等遺跡遺跡の全域、即ち、"中核区域'川運用区域""関連区域"病院のシステムとしての"佐

古の丘"に関する、遺跡の遺跡としての、周知の埋蔵文化財包蔵地の決定と遺跡地図への搭載、並びに、遺跡/
埋蔵文化財調査、現状保存、整備、公開、活用、保全の措置を講ずること、を提案し要望します。

・私達当会は、皆様に、養生所/(長崎)医学校等遺跡について、養生所/(長崎)医学校等遺跡の建物敷地、並
びに、新しい講堂の再建、並びに、当該遺跡の全体の調査、現状保存、原状回復、整備、公開、活用、保全、ま
での暫定措置として、長崎市立仁田佐古小学校を旧長崎市立仁田小学校に移転の後、社会的に緊急の新しい
付加的な対応が必要な事象である、新型コロナ感染症(C0ⅥD-19)への対応として、無期限で、事態が世
界的に終息するまで、新築で比較的清潔で、窓も大きく換気に対して開放的な長崎市立仁田佐古小学校の校舎
等設備を、新型コロナ感染症対策施設として、例えぱ、中等症状までの患者の入院回復、りハビリテーション、
機材や薬剤の保管貯蔵整備、県内全域への支援の基盤、関係者の寄宿、等の総合的、且つ、必要な空間のボ

リュームを確保し得る、集約的で効率的な機能構成に於いて運用すること、を提案し要望します。

私達当会は、養生所ノ(長崎)医学校等遺跡遺跡地に於ける、新型コロナ感染症対応施設の機能の設置につ

いて、当該土地の病院並びに医学校又は梅毒たる感染症対応病院として機能した、遺跡としての士地の利用の
履歴に矛盾しない、と仮定します。

●私達当会は、佐古の丘をさらに登り、小さな盆地状の底地に位置する、旧長崎市立仁田小学校の敷地空間
について、市内より標高の高い、一帯の、空間の特色に於いて閉じた斜面地である西小島2丁目、中小島2丁
目、又、稲田町方面に居住する市民とって、その災害時の、緊急避難場所、又は、避難所、としての機能、又は、
性格、に於いて、必要不可欠であり、災害が頻発し、大規模化する近年、長崎市民の生命に関わる事象として、
都市計画上、他の開発事象、又、その計画、に優先して、保全されなけれぱならない、と仮定します。

06)私達人類の現代の活動空間に於ける遺跡

私達当会は、その"土地の造形"、即ち、土地の造成、切土、盛土、掘削、建物敷地、築地、護岸、岸壁、台場、
田畑、治フK、治山、井戸、水道、排水、石垣、石積、石段、敷石、石造建造物、木造建造物、天川石灰、セメント、

等、は、私達人類の、当該地域に於ける、歴史的な活動空間を形成し、之を、定義する、基盤的で重要な遺跡
の遺跡としての要素である、と仮定します。

私達当会は、遺跡の遺跡たる"土地の造形"について、当該地域に特徴的、特異、伝統的なエスニシティ(Bth

nioiw:文化的環境)を表象し、同時に、当該地域に特徴的、特異、伝統的なエスニシティ(ethniciw:文化的環
境)を、私達人類の内に形成する、と仮定します。

私達当会は、その土地、その地域に於ける遺跡の存在について、私達人類の地球上の世界の様々な遺跡の
存在を媒体として、私達人類の現代の活動空間と現代の活動空間に於ける活動に於いて、私達人類の世界に
於ける、私達人類の地球上の世界の各土地、各地域と当該の土地、地域とを、その共時的通時的な、相互の、
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個別の具体的な関係性、又、普遍性と特異性、類似と相違、に起因して、共時的通時的に、相互に、連結する、
又は、連結する基盤、連結する具象、である、と仮定します。

私達当会は、現代の私達人類の世界に於ける遺跡の存在の在り方について、現代の私達人類は、現代の私
達人類の活動の空間に、唐突に、ましてや、小さな空間に限定して、そこだけに、遺跡が存在しても、現代の私

達人類が、遺跡に馴染み、遺跡を私達身体の内に受容し、遺跡を理解し、又、私達人類が遺跡から獲得し得る
エスニシティ(6thnlcity:文化的環境)を獲得することはできない、と仮定します。

私達当会は、現代の私達人類の世界に於ける遺跡の存在の在り方について、現代の私達人類にとって、遺跡
が遺跡としての固有に於いて有意な事象である為には、現代の私達人類の活動の空間に於いて、現代の私達

人類の視覚的、触覚的、聴覚的、臭覚的、味覚的、又は、記憶の、連続性の内に、変化しながら、反復して、遺
跡の存在を把握できる遺跡の遺跡としての存在の在り方が、不可欠である、と仮定します。

私達当会は、皆様に、当該の土地の遺跡の存在について、現代の私達人類の活勳に於いて、現代の私達人

類の活動の空間として、遺跡を現状保存し、遺跡の存在を顕在する整備を措置し、遺跡を、現代の私達人類の

社会的共通資本とし、之を、現代の私達人類の活動の空問の基盤とする街造り、を提案し要望します。

(17)都市長崎遺跡

私達当会は、歴史的な都市長崎遺跡について、遺跡の遺跡としての"土地の造形"、例えぱ、山稜部の畑、丘

陵から渓谷、海浜部に至る旧市街域、を基盤としてー一長崎の惣町八十箇町と唐人屋舗と新蔵地、を中核とす
る一帯、を中核区域として、旧郷村田園地帯、山稜地帯、並びに、長崎港湾域、道、街道、宿、接続港湾地域、
エスニシティ(Bthniciw)の関連地域、又、内包する、長崎の丘に相当する旧内町、旧内町長崎の丘の南端の
長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡、その相互の、私達人類の視覚的、触覚的、聴覚的、臭覚的、味覚的、並び

に、様々な概念上、密接な関連性によって、又、その遺跡の遺跡としての"土地の造形"を基盤として、構成され
ている、と仮定します。

私達当会は、歴史的な都市長崎遺跡について、遺跡の遺跡としての"土地の造形"、を、豊かに現代に遺存し、

長崎地域に特徴的、特異、伝統的なエスニシティ(ethniclw)を表象し、同時に、長崎地域に特徴的、特異、伝
統的なエスニシティ(ethnicity)を、私達人類の内に形成する、と仮定します。

私達当会は、長崎地域に於ける都市長崎遺跡の存在について、私達人類の地球上の世界の様々な遺跡の存
在を媒体として、私達人類の現代の活動空間と現代の活動空間に於ける活動に於いて、私達人類の世界に於
ける、私達人類の地球上の世界の各地と当該の長崎地域とを、その共時的通時的な、相互の関係性に起因し

て、共時的通時的に、相互に、連結する、又は、連結する基盤、連結する具象、である、と仮定します。

私達当会は、長崎地域に於ける都市長崎遺跡の存在について、これと関係性を有する私達人類の地球上の

世界の様々な遺跡との関係、また、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡を包含する旧内町遺跡、を包摂し、私達
人類の現代の活動空間と現代の活動空間に於ける活動に於いて、私達人類の地球上の世界の歴史的な遺跡

群と、長崎地域の歴史的な遺跡群との関係を定義する、その基準となる、極めて重要な遺跡としての存在である、
と仮定します。

私達当会は、皆様に、歴史的な都市長崎遺跡の存在について、現代の私達人類の活動に於いて、現代の私達

人類の活動空間として、遺跡を現状保存し、遺跡の存在を顕在する整備を措置し、遺跡を、現代の私達人類の
社会的共通資本とし、之を、現代の都市の基盤とする街造り、を提案し要望します。

(18)歴史的な都市長崎遺跡に包含され、長團奉行所西役所等遺跡群遺跡を包含する、旧内町遺跡一ーパブ
リック機能の蓄積
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私達人類の現代の活動空間と現代の活動空問に於ける活動に於いて、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡と歴
史的な都市長崎遺跡との関係を定義する、重要な遺跡、又は、遺跡群遺跡、である、と仮定します。

私達当会は、旧内町遺跡について、先史時代より現代に亘る遺跡群、中世から近世の口ーマ仂トリック、並び

に、イエズス会、キリスト教と有間氏、大村氏の町立てに係る岬の教会を中心とする西洋式城塞都市遺跡、例え
ぱ、「大堀」ー「ーノ堀」ー「ニノ堀」ー「三ノ堀」一丘の上の土地の外周に巡る柵、土羽、又は、石垣、等、丘の下

の築地遺跡、河川護岸遺跡、桜町地区遺跡群(縄文時代一弥生時代の生活遺跡、中世に於ける当該地でのア

ジア貿易の痕跡、中世の町屋遺跡、近世の町屋遺跡、中世近世の「サンフランシスコ教会」一近世の「箱屋舗
(牢屋敷)」一近代の「桜町囚獄」ー「長崎監獄」ー「長崎西彼杵郡役所」ー「長崎税務監督局」ー「長崎税務署」

ー「長崎商業会議所」ー「長崎商工会議所」ー「長崎原爆被災」の遺跡、近世の「町年寄高嶋家」一近代の「長崎

区役所」ー「長崎市役所」一現代の「長崎市役所」の遺跡、現代の「立体交差「桜橋」」の遺跡)、長崎奉行所西役
所等遺跡群遺跡、を包含し、例えぱ、徳川氏の公儀に於ける「桜町囚獄」から明治の御一新による「長崎監獄」

への継承は、長崎地域の近世から近代への連続性を例証する、等、一体として、長崎地域の固有の、特徴的、
特異な、エスニシティ(ethnlciw)を、著しく証徴する、極めて重要な遺跡、又は、遺跡群遺跡、である、と仮定し
ます。

私達当会は、皆様に、旧内町遺跡の遺跡の存在、その土地の範囲について、現代の私達人類の活動に於い
て、現代の私達人類の活動空間として、遺跡を現状保存し、遺跡の存在を顕在する整備を措置し、遺跡を、現

代の私達人類の社会的共通資本とし、之を、現代の都市の基盤とする街造り、を提案し要望します。

(旧内町遺跡地区のパブリック機能地区としての再構成一一遺跡一一緑の森庭園公園一ーアート、の集積)
私達当会は、都市長崎遺跡に包含され、長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡を内包する、旧内町遺跡について、

長崎奉行所西役所等遺跡群遺跡を契機とする、様々な新たなパブリック(pubnc:公共、公衆)機能の導入と蓄
積に由来しつつ、全体として、長崎地域に於ける私達人類の長期的な行為として、例えぱ、遺跡一一緑の森庭
園公園一ーアート、例えぱ、パブリックアート等、の蓄積、による、長崎地域の中心としてのパブリック機能地区、
として、再構成すること、を提案し要望します。

私達当会は、現代的な意味に於ける長崎地域の発祥の地としての長崎の旧内町地区に於ける、パブリック

(public)機能地区としての再構成は、長崎地域のバックボーン(backbone、背骨)、遺跡としての"土地の造
形"に於いて、都市の構造として、都市の空間構成に於いて、長崎地域のエスニシティ(.th"icity:文化的背景)
に於いて、としての都市計画とその景観とパースペクティブ(perspeotivB)に於いて、又、長崎地域の、各地域
に於けるウォーカビリティ(walkabⅢW)を活用した地域ごとの賑わいの集積としての、長崎地域全体の賑わい
を形成し得るならぱ、国際的に、世界の地域の人々に、好感をもって、受容され得る、と仮定します。

(19)提案と要望

・手厶達当会は、皆様に、日本地域の国土の運用について、、現代の私達人類の世界の経済産業に於ける、土

地や建物、その他の有形の資産を運用する事業の形態から、私達人類の抽象文化、並びに、知の体系、即ち、
無形資産を運用する事業の形態へのシフトに連動して、例えぱ、私達人類の世界で、唯一、当該の地域の過去

の人類のエスニシティ(8thniclty:文化的環境)、並ぴに、その在り方やその関係する人類の集団としてのネイ
ション(nation)を、私達人類の事後的な概念を経由せず、直接、具象の内に、表象し、私達人類が、当該の
エスニシティ並びにネイション(nation)、又は、その推移、歴史的な経過、を直観し、之を考究し、之を理解す
る契機と為り得る遺跡、又、私達人類の私達人類に特徴的な行為、行動、活動の動機である私達人類の文化、

私達人類の抽象文化の基盤と成り得る、私達人類の精神文化の基盤たる事象である遺跡、並びに、私達人類

の存在の基盤と考え得る、私達人類の食料獲得の基盤である漁港、田園、牧場、又、国土、河川、海洋を保全
する森林へシフトすること、を提案し要望します。

・私達当会は、皆様に、遺跡について、本紙の記述に於いて、遺跡を遺跡として、即ち、土地の造形、遺構、遺
物、土地の利用の履歴に関して、認知、認識、調査、現状保存、活用、整備、公開、提示、保全し、即ち、顕現し、
私達人類の社会に対して明らかにして発信して紹介し、且つ、私達現生人類による自身の事象として、私達現
牛人緬にン(マ、唯一の白鳥への宏錦ナーLj1異る事象J・1.マ".白立の奔#と1〒為.牛沃に告令1十る句煤.署,宏,獄蚤
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を実現すること、を提案し要望します。

(新しい歴史学の方向性と私達当会の遺跡の調査と保存と活用への視点)

ν゛^ココ

私達当会は、私達の人類の歴史学の世界に於いて、私達の人類の活動場面のさらなる流動性の増加を背景

に、従来の、私達の人類の西欧の世界にあって現代的な歴史学が形成された近代以降、近代に成立した自国
たる主権国民国家の形成を主点に、世界の歴史を把握する、主権国民国家史観とも表現し得る、従来の世界史

の、概念、方法、又は、時にバイアス(bias:偏倚)1こ対し、近年、私達人類の全地球的な世界の集団や地域や

エスニシティ(ethnioiw:文化的背景)の間の様々な関係とその変化、経過、を主点に、世界の歴史を把握する、
グローバル史観とも表現し得る、新しい世界史の、概念、方法が提案され、試みられている、と仮定します。

一ν子^'^b'、ノ」定丁'Q゛^,^^ー、J 、ー、^'ノνノ'1コーιJ-、-1」門"り、.●一゛自'^"、§J'4J ^」コ〔、^^'、"宅じ^、

私達当会は、私達当会の遺跡の調査と保存と活用について、従来の、私達人類の概念である、歴史上の出
来事の解釈たる、歴史観、之に由来する、価値観、よって規定する、序列判断、よって創出する、遺跡を要素分

解して、遺跡を解体し、再構成する、手法、に表象される、一群の行為、一般に、"主知主義"、と表現し得るかも
しれないと仮定する行為群、に対して、遺跡が、私達人類との関係に於いて、第一義に、抽象、即ち、私達人類
の、記憶に於いて、取捨選択された、想像、即ち、私達人類の概念、ではなく、そこに在る存在、具象、即ち、私
達人類が、視覚、触覚、聴覚、臭覚、味覚、即ち、五感に捉える、私達人類が、その記憶に於いて、抽象する以

前の事象、である処に着目し、そこに、私達人類が、明示的に、即ち、文字、記号や絵図によって表象し得る、
"形式知"、即ち、抽象され再構成された概念として、容易に把握できない事象、即ち、私達人類の活動、行為の

痕跡が刻まれている、これを、私達人類が意識や認識に捉えることができない事線、又は、個人的な作業の、

偶然の結果、と捉えるのではなく、遺跡に関係する当該の人類の集団の文化的背景(エスニシティ:ethnioiw)
に由来する特定のエスニシティ(ethnioi智:文化的背景)のーつの特定の結果、エスニシティ(ethnioiw:文化
的背景)の表象、である、と捉え、之が、之を見て、又は、之を経験した私達人類の内に、個人的な事線として、

当該のエスニシティ(Bthniciw:文化的背景)、又は、その一部を形成する、即ち、エスニシティ(ethniciw:文化
的背景)を再生産する、と捉え、即ち、私達人類に於ける、"エスニシティ(e仙nicity:文化的背景)の循環と継
承"との観点に於いて、之を、構成し、提案し要望している、と仮定します。

"エスニシティ(ethnlclty:文化的背景)の循環と継承"

私達当会は、遺跡、又は、私達人類が、エスニシティ(ethniclw:文化的背景)を吸収し、エスニシティ(ethni
Ciw:文化的背景)を再生産し、"エスニシティ(e小nidw:文化的背景)の循環と継承"を、有効な事象とするに
は、いつも、一定の、量塊(ボリューム:volume)と繰り返し、が必要である、と仮定します。

私達当会は、私達人類の世界について、グローバル化の進展により、地球上の各地で、様々な集団や地域

やエスニシティ(ethnioiw:文化的背景)を背景とする私達人類が、個人として、又、集団として、交際している、
と仮定します。

私達当会は、遺跡について、私達人類が、"エスニシティ(ethnlclw:文化的背景)の循環と継承"との観点
に於いて之を解釈し、理解し、認知、認識、遺跡/埋蔵文化財調査、活用、整備、公開、活用、たる、私達人類の
行為を構成するならぱ、遺跡が、多様な集団や地域やエスニシティ(ethniclty:文化的背景)を背景とする、私
達人類の、個人として、又、集団としての、交際に於いて、岨語の少ない良好な相互理解を形成する為の、各局
面に於いて、長期に亘る、基層的、且つ、効果的で、重要な役割を果たし得る、と仮定します。

,私達当会は、皆様に、遺跡について、私達人類が、主権国民国家の形成たる事象を背景とする遺跡の解釈と

理解もさることながら、今、私達人類の"エスニシティ(ethnlciw:文化的背景)の循環と継承"との観点に於い
て遺跡を解釈し、理解し、認知、認識、遺跡/埋蔵文化財調査、活用、整備、公開、活用、たる、私達人類の行為
を構成すること、を提案し要望します。
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Ⅸ.『長崎核爆弾被爆遺跡群遺跡への提案と要望』

1.長崎地域の核爆弾被爆の実相について

私達当会は、長崎地域の核爆弾被爆について、爆心から、半径約4kmとする核爆弾
被爆被害の範囲に於いて、半径約2.5kmから3.okmの範囲において、瞬間的に、市

街が壊滅し、建造物が倒壊し、瓦礫の堆積となり、"どこまでも延々と続ぐ'ことが、核爆

弾被爆の大局的な破壊の、客観的、又は、主観的な、実相である、と仮定します。

私達当会は、長崎地域の核爆弾被爆について、現存する幾多の被爆後の長崎地域の
写真に於いて、建造物が倒壊し、瓦礫の堆積となり、"どこまでも延々と続ぐ'、光景のう

ちに、点々と横たわる時に手と足を突き上げる遺体と数人の歩行し立ち止まる人物を確
認でき、例外的に、画面の遠景の数力所に、半壊した、大半はコンクリート造りであると

推定し得る建造物の屹立、を確認することができる、と仮定します。

(2020年(令和2年)10月28日水曜日養生所を考える会代表池知和恭)

私達当会は、長崎地域の核爆弾被爆について、被爆の経験者の手記において、建造

物が倒壊し、焼け焦げた、瓦礫の堆積、そして、遺体と、臭気と、生存者のうめき声と、

足を掴む手が、"どこまでも"、"延々と"続く、死者に"鬼になれよ"と語りかける、とき己さ
れ、"怖かっナこ""人々を見捨てたことについて心の傷が消えない"と語られる、と仮定し
ます。

2.長崎地域の核爆弾被爆遺跡の保存と公開への取組みについて

私達当会は、長崎地域に於ける核爆弾被爆遺跡の保存と公開への取組みについて、

長崎市爆心地公園東面法面に於し.、て垂直に設置された数メートル四方の硝子窓越しの
地下ニメートル程に遺存する被爆地層の提示を除き、核爆弾被爆建造物等がその概念

と行為の中心である処、地上に建つ痕跡として遺存する被爆建造物等は、核爆弾被爆

による化学的変質、核爆弾被爆による物理的変容、変位に於いて、被爆の実相を表わ
す、と考え得る処、核爆弾被爆の大局的な破壊の実相に於いて、核爆弾被爆の大局的

な破壊の実相、と云うより、核爆弾被爆の大局的な破壊の例外事象である、と理解し得
る、と仮定します。

私達当会は、長崎地域に於ける被爆建造物等を主体とする核爆弾被爆遺跡の保存と

公開への取組みについて、遺跡たる被爆の実相の提示、に於いて、バイアス(bias:偏

倚)を内包し、当該の遺跡を訪問し観察する私達人類に、遺跡たる被爆の実相の理解
に於いて、バイアス(bias:偏倚)を生起する、と仮定します。
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3.私達当会の提案と要望

私達当会は、皆様に、長崎地域に於ける核爆弾被爆遺跡の保存と公開への取組みに

ついて、核爆弾被爆の大局的な破壊の例外事象である被爆建造物等を保存、提示、す
ること、から、被爆建造物等を内包しつつ、核爆弾被爆の大局的な破壊の実相である遺

跡、即ち、"どこまでも延々と続ぐ'、瓦礫の堆積、即ち、遺跡の内容、並びに、遺跡として

のその範囲、瞬間的に形成された瓦礫の堆積の位置と面積と形状、即ち、遺跡の大き

さ、を遺跡として、遺跡に於いて、提示すること、へ転換すること、を提案し、要望します。

私達当会は、長崎地域に於ける核爆弾被爆遺跡について、私達人類は、長崎市爆心

地公園東面法面に於いて垂直に設置された数メートル四方の硝子窓越しの地下ニメー
トル程に遺存する被爆地層の例示により、長崎地域に於いて、核爆弾被爆に係る瓦礫

の撤去は行為されず、盛土により、現在の生活面が形成されている可能性があることが

理解できる、と仮定します。

私達当会は、皆様に、長崎地域に於ける核爆弾被爆遺跡の保存と公開への取組みに

ついて、遺跡/埋蔵文化財調査によって、a.物理的な破壊の到達の地点並びに範囲を
確認し、b.瞬間的な、壊滅、倒壊、瓦礫の堆積、の範囲、即ち、位置と形状と面積を確

認し、私達人類が、視覚、触覚、聴覚、臭覚、味覚、並びに、記憶、によって、その位置

と形状と面積を結像し得る、連続性に於いて、a.にあって、最外郭を線として認識し得

る、仮想的な外郭線上への複数の遺跡の近接して密度の高い離散的配置により、且つ、

その内側に位置する、b.にあって、範囲を位置と形状と面積として認識し得る、仮想的

な格子の交点上への複数の遺跡の近接して密度の高い離散的配遣により、「長崎核爆

弾遺跡群遺跡」、として、整備すること、を提案し要望します。

手厶達当会は、皆様に、本紙一3-a.b.の土地の範囲に於いて、国有地、公有地、又、

私有地の内、公共性の高い機能を附属して活用する土地、例えぱ、公官庁、大学校、高

等学校、中学校、小学校、専門学校、公園、河川、道路、休閑地、大規模土地を再開発

する場合、例えぱ、30oon「以上の土地、実質的に個別の土地の区画を連接して一体
として再開発する場合、例えぱ、合計して30oorrf以上の土地、並びに、所有者が長崎

核爆弾遺跡群遺跡として保存し活用する意志を有する土地、について、これを、資料調

査、又は、届出により、土地の形状の変更が行為される以前に、「周知の埋蔵文化財包

蔵地」と決定し、長崎県の遺跡地図に登載し、漸次、遺跡の遺跡としての、認知、認識、

多角的な遺跡/埋蔵文化財調査、現状保存、活用、整備、公開、提示、を行為すること、
その為の措置を講ずること、を提案し要望します。
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X.『私達人類の存在と行為の正当性』

1.私達現生人類のエネルギーの変換と差配

私達当会は、私達現生人類の文明社会の特徴について、火の使用に始まる、又は、火の使用に始まると象徴される如く、私達
現生人類による、宇宙、並びに、太陽系、そして、地球の自然に於ける、様々なエネルギーに関して、自らの意図により変換し、差
配することにある、と仮定します。

私達当会は、動物について、過去の経験による記憶に対し、現在を対照し、判断し、行為し、行動する、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、動物であり、過去の経験による記憶に対し、現在を対照し、判断し、行為し、行動し、活動する、
と仮定Lます。

私達当会は、現代の私達人類について、私達人類の技術と科学的認識の蓄積と複合、その高度化によって、判断と行為と行勳
と活動の基盤となる、過去の経験による記憶に対し、その経験と記憶を私達人類の概念に於いて拡張し、予測を発展し、判断と
行為と行動と活動に展開し、即ち、仮説と実証、理論化と予測、を判断と行為と行動と活動の基盤に加え、双方を対照し、又は、
組み合わせて、判断し、行為し、行動し、活勤する、と仮定します。

私達当会は、現代の私達人類について、過去の、私達人類の世界に於げる、私達人類にとっての物質由来の、利便の拡張と
拡大、並びに、私達人類の人体に関する健康と安全の拡張と拡大、の浸潤によって、現代の私達人類は、私達人類の科学に絶
大な信頼を寄せ、科学に由来する社会基盤の整備と拡張と拡大が進展しつつぁる、と仮定します。

私達当会は、現代の私達人類に関係する世界にっいて、宇宙にさえ到達する地球の大気や陸上や河川海洋に於げる塵芥や汚
染、地球資源の有限性、大気や水の状態に由来する気候変動、宇宙並びに太陽系と地球の関係性の変化、並びに、人類にとっ
ての新しい感染症、が生起し、その生起たる変化に私達人類の関与が指摘される処、私達人類の予測と判断と行為と行動と活
動の基盤となる経験と記憶の基準である宇宙と地球の自然の関係性並びにその安定に対する変化変動により、私達人類の、過
去の経験と記憶に由来する、社会基盤、並びに、人類の活動の類型、システム(system)、に、甚大な被害を来たし、同時に、予
測と判断と行為と行動と活動に於ける不確実性(unoeん日inw、パラメータ/シナリオ/モデルに関する)が増大している、と仮定
しまず。

(2020年(令和2年)g月3日木曜日養生所を考える金代表池知和恭)

2.私達人類にとってのエネルギーの類型と新しいエネルギーの可能性

私達当会は、私達人類について、自らの意図により変換し差配する可能性のある、いわゆるエネルギーのモの類型につぃて、例
えぱ、力学的エネルギーー運動エネルギーー位債エネルギー(ポテンシャルエネルギー)一重カボテンシャル(重力による位置工
ネルギー)一弾性エネルギー、化学エネルギーーイオン化エネルギー、原子核エネルギー、熱エネルギー、光工才、ルギー、電気工
ネルギー、静止エネルギー、音エネルギー、ダークエネルギー、との認識を形成している、と仮定します。

私蓮当会は、私達人類について、私達人類が、私達人類が従来、私達人類の自らの生理の内に、自らの意図により変換し差
配していないエネルギーを、自らの意図により変換し差配することができるならぱ、私達人類は、私達人類の生存と活動に於いて、
従来の経験と異なる、新しい規範によって、その生命を維持できる可能性がある、と仮定します。

4.提案と要望

私達当会は、私達現生人類について、賞て、宇宙と太陽系と地球の自然に於ける活動に於いて、過去の経験と記憶に基づく、規
範(又は基本)を逸脱して、私達現生人類自身の個体と集団の生命と存在を維持することはできなかった、と仮定します。

私達当会は、私達現生人類について、現在、自身の生命と存在の維持と意義に関して、過去に蓄積された従来の規範を墨守す
るのか、従来の規範を逸脱して、未知の新しい規範を模索し新たに積み重ね始めるのか、岐路に差し掛かっている、と仮定Lます。

私達当会は、皆様に、文書、書籍、絵図、図面、写真、芸術、遺跡、祭祀、芸能、他の文化財的事象につぃて、私達人類の社会
的共通資本として、有効に、保存し、修復し、万人に公開し、万人の活用に委ね、万人の活用を補佐すること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、遺跡について、私達人類の社会的共通資本として、遺跡の遺跡としての、即ち、土地の造形、遺構、遺物、
土地の利用の履歴の、調査、現状保存、活用、整備、公開、提示、保全、私達現生人類(Hom0 5apiens)による、自身の事象
としての自らの存在と行為、生活に於ける包摂、受容、継承、を実現すること、を提案し要望します。
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5,情報

a)工才、ルギー

0エネルギー

・エネルギー(ぎ息E".熔胎、英:.n引別)とは、①(物理学)仕事をすることのできる能力の二とを指す。物体や系が持ってい
る仕事をする能力の総称。②①の意味から転じて、物事をなしとげる気力・活力のこと。活動の源として体内に保持する力。
③エネルギー資源のこと。
・概説現在用いられているようなエネルギーという概念が確立したのは19世紀後半の二とであるが、概念の確固たる成立は
ともかくとして、「エネルギー」という用語は、19世紀のはじめ、トマス・ヤングカや1807年に著讐『自然哲学講義』(英:A coumo
Of LBcturθ5 0n NatU皿I pilosophy)の中で、従来使われていた「カ」を意味するラテン語νiSの代わりとして提案されナニ。

「エネルギー」の語源となったギリシア語のινε'PγεLa(ギリシア語ラテン窮字:ener宮ela)は、'V印γ6C(ギリシア語ラテン翻字:en日屯
0")に由来する。これは、'ν(エン)と"py0ν(エルゴン)を組み合わせた語で、'Vは前置詞、"ρν0"(ギリシア語ラテン翻字:e信on)
は「仕事」を意味する語である。つまり、「物体内部に蓄えられた、仕事をする能力」という意味の語である。エネルギーという概念
は「仕享」という概念と深い関わりがあるのである。このようにエネルギーとい瀦吾・概念は「物体が仕事をなし得る能力」を意
味したが、その後、自然科学の説明体系が変化し、熱・光・電磁気もエネルギーを持つことが知られるようになり、さらに、質量まで
がエネルギーの一形態である、と理解されるようになった。
・歴史・熱力学・古典力学・相対理論・量子力学・電磁気学
・エネルギーの種類<移動形態や保存形態による分類>エネルギーはモの移動形態や保存形態によって様々に分類され
る。熱機関と熱浴との温度差を利用して取り出されるエネルギーは、ときに熱エネルギーと呼ぱれる。また化学ポテンシャルの差
を利用して取り出されるエネルギーは化学エネルギーと呼ぱれる。他にも、電流によって運ぱれるエネルギーは電気エネルギー、

電磁波の持つエネルギーや電磁波によって得られるエネルギーは光エネルギー、原子核分裂や原子核融合なだの原子核反応に
よって生じるエネルギーは原子エネルギーなどと呼ばれることがある。これらの呼称は習慣的なもので、必ずしも厳格に用いられ
ているわけではなく、また一般に通用する厳密な定義も存在しない。・力学的エネルギーー運動エネルギーー位置エネル
ギー(ポテンシャルエネルギー)一重カポテンシャル(重力による位置エネルギー)一弾性エネルギー・化学エネルギーーイオン
化エネルギー・原子核エネルギー・熱エネルギー・光エネルギー・電気エネルギー・静止エネルギー・音エネル
ギー・ダークエネルギー(資源による分類><資源の利用形態による分類>

・エネルギーの単位・脚注・参考文献・閲連項目{wlklpedia「エネルギー」最終更新2020年7月14日{火}
02:09)

(2)ダークエネルギー

0ダークエネルギー

・ダークエネルギーの発見宇宙がどんどんスピードを上げながら膨張しているーーそんなショッキングな観測結果が米欧オー
ストラリアの研究チームによって報告されたのは、1998年のことでした。遠くの銀河に出現した1ヨ型超新星の観測をしていた彼ら
は、それらの銀河がこれまでの理論から予測される速度より速く遠ざかっている事に気がついたのです。この事実を説明するため

には、宇宙を膨張させる力である斥力(せきりょく)が宇宙空間にあると考えざるをえず、この力のもとはダークエネルギーと呼ぱれ
ることとなりましナニ。ダークエネルギーの存在は、その後WMAP(ウィルキンソンマイクロ波異方性探査機)1こよる宇宙背景放射の
観測や、銀河団や重カレンズの統計的研究によって、不動のものとなってゆきます。最新の研究結果によれば、宇宙全体のエネ
ルギーに占めるダークエネルギーの割合は実に74%に達します。残りの22%はダークマターで、バリオン(ふつうの物質)は全体
の4%に過ぎません。ダークエネルギーは空間に附随するエネルギーだと考えられています。すなわち、空間が膨張すれぱ
するほど、空間の堆積が増えてダークエネルギーの総量も増え、宇宙を膨張させる力が増します。一方、宇宙の膨張を食い止め
る力の源となる質量をもった物質は、空間が増えても一定のままです。宇宙の運命を知るには、ダークエネルギーの性質について
知ることが大事になってきます。今のところ、ダークエネルギー「の正体はまったく不明です。現在、ダークエ才、ルギーの性質を
知るための研究が、観測および理論の両面から盛んに行われており、その成果が待たれます。(宇宙情報センターノSPACE
INFORMATION CRNTER:ダークエネルギー(2020年(令和2年)9月3日木曜日) 5Paceinfo.ja舶.jp/ja/dark_
ener三y.htmD

0ダークエネルギー

・ダークエネルギー(ダークエナジー、暗黒エネルギー、英:d引k en田8y)とは、現代宇宙論および天文学において、宇宙全体
に浸透し、宇宙の拡張を加速していると考えられる仮設上のエネルギーである。2013年までに発表されたプランクの観測結果か
らは、宇宙の質量とエネルギーに占める割合は、原子等の通常の物質が4.9%、暗黒物質(ダークマター功《26.8%、ダークエ
ネルギーが68.3%と算定されている。

・概要ダークエネルギーとは、宇宙全体に広がって負の圧力を持ち、実質的に「反発する董力」としての効果を及ぽしている
仮想的なエネルギーである。この語ぱ、宇宙誹研究のマイケル・ターナーが1998年に初めて作った言葉であるとされる。現在観
測されている宇宙の加速膨張や、宇宙の大半の質量が正体不明であるという観測事実を説明するために、宇宙論の標準的な理
論(FLRW計算)にダークエネルギーの効果を加えるのが現在最もボピュラーな手法である。この新しい宇宙論の標準モデルを<
-CDMモデルと呼ぷ。現在提案されている2つのダークエネルギーの形態としては、宇宙定数とクィンテッセンスがある。前
者は静的であり、後者は動的である。この二つを区別するためには、宇宙膨張を高い精度で測定し、膨張速度が時問とともにどの
ように変化しているかを調べる必要がある。このような高精度の観測を行うことは観測的宇宙論の主要な研究課題のーつである。
・理論的背景 (vviklpodla 「工才、ルギー」最終更新 2020年9月3日(木)03:20)●●■■■

〆
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『文化財的概念の近代化、遺跡と遺構と遺物、私達人類の現代の活動』XI

( 75/276 )

1.文化財的概念の近代化と遺跡

私達当会は、私達人類の世界に於ける、文化財的な認識や価値概念について、西欧世界の古典的認識におい
て、例えぱ、古より、白く艶やかに輝く大理石を大量に、用い、又は、化粧した叡徴的建造物(アテネのパルテノン
神殿、ローマのコロッセウム、ー・)や、彩色豊かな貴石を用いた装身具、など、美しく目覚ましく堅牢で希少な素材
をふんだんに用い精緻に加工した資産に対する概念である処、私達人類の世界の地球規模の行動や科学的認

識の発達、近代化、大衆化、現代化、と共に、又、シノワズリ(仏:chinoiseri8)やジャボニズム(仏:japonism
白)、考古学上の発見、活動様式の変化や世界遺産等の世界基準の考察を契機として、木造の建築や、木造の民
家、人々の集住や生業の建造や景観、煉瓦の建屋や、鉄の建築や、コンクリートの建築、芸能や祭記、遺跡や埋
蔵文化財、等、人類の行為の全般に対して、その範囲を拡張しつつある、即ち、通時的共時的に、人類の選定す
る素材から人類の行為の全般へ、普遍的と認識され得る特定の事象から地域的で多様な事象へ、と認識の範囲
を拡張する変化、ムーヴメント(movement)がある、と仮定します。

私達当会は、私達人類による文化財的な事象やそのムーヴメント(movement)について、私達人類が、私達
人類自身の存在や存在の在り方や軌跡を、再確認し、再認識する欲求であり動向である、と仮定します。

2.遺跡と遺構と遺物

遺跡は、一般に、人類の活動の痕跡、と認識され、遺構並びに遺物たる性質に於いて考察されます。

私達当会は、遺跡について、土地に媒介されて存在し、一般に、遺構は不動産的な構造物、遺物は動産的な物
体とされる処、例えぱ、双方の土層上の位置、編年上の型式、その他、個別の事象に係る相互の関係性に於いて
考察され、遺跡とその構成要素の性格が理解され、当該の人類の存在と行為への理解が導かれる、と仮定します。

住020年(令和2年)9月内日土哩日斐生所を青える会代表池知和恭)

私達当会は、遺跡、遺構並びに遺物について、当該の固有の土地、当該の固有の土地の固有の状態と共にある、
遺跡の固有の状態にあってのみ、遺跡の実態を提示し、私達人類の為す、遺跡への理解を形成し、又、当該の人
類への理解を導き得る、と仮定します。

私達当会は、遺跡、遺構並びに遺物について、一旦、当該の固有の土地、その土地の固有の状態を離れるなら
ぱ、遺跡の固有の状態に係る固有の情報は欠落し、例え、近似的に再構成されたとしても、再び、私達人類の為
す、遺跡への理解を形成し、又、当該の人類への理解を導くことは、不可能となる、と仮定します。

私達当会は、私達人類の為す理解、並ぴに、理解へ到達する体系について、様々な制約により、常に、不完全で
あり、通時的共時的に、流動的であり、変化する、と仮定します。

私達当会は、遺跡の部分を構成する遺構について、当該の私達人類が、当該の土地に於いて、当該の特定の機
能を形成する特定の構造であり、当該の人類の活動の特定の成果であり、物体として掲示され、"可視"であると
仮定します。

私達当会は、全体としての遺跡について、当該の私達人類が、当該の土地に於いて、特定の機能を形成する特

定の構造の組合せによって構成した、当該の人類の経験(experienoe)と心性(mind)と精神(SPI"t)と概念
(concepts、呂日nera11dea、int8118Ctlon)、行為(aot)と活動(actlvity)を発動し、そして、形成した場、又は、
場所であり、空間であり、当該の人類の経験と心性と精神と概念、行為と活動、並びに、その総合である成果は、
必ずしも、物体としt掲示されず、"不可視"である、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、遺跡に於いて、何人も、その"可視"である遺構によって示唆され得る、遺構以
外の物体の失われ、又は、地下に埋蔵される、"不可視"の空間によって、遺跡の大きさ等を視覚的体験的直観
的に直接に確認し、又、例えぱ、遺跡以外の可視的な物体とその附随する機能に規定され束縛される事態から解
放され、さらには、私達人類に蓄積された幾許かの既知の知の体系の助けを借りて、当該の人類の経験と心性と
精神と概念、行為と活動、並びに、その成果を、想念し、感慨することに、自由となる、と仮定します。



私達当会は、私達人類について、私達人類が遺跡にあって、"可視"{二由来する当該の任意の確認と"不可視"
に由来する当該の想念と感慨の自由を得ることを可能とする最小限の空間に関し、当該の遺跡全体の大きさ並び
に関係する事象を包含する範囲、建築や構造物とその建造、私達人類や関連する動物の移勳、樹木や植栽の存
在、水流や大気の動き、関連する鳥の飛翔を可能とした筈の空間、を包摂する空閻、並びに、遺跡を保全するた
めの空間やさまざまな事象からの緩衝の為の空間、の位置と大きさ、を仮定し、さらに、当該の事象の背景や環境
としての景観や空間、を仮定します。

私達当会は、遺跡と遺構について、私達人類が、万がー、遺跡の特定の部分である遺構のみに限定して有意性

を認めて、一部だけを選別して(トリミング:croppin三、trimming:写真画像に於いて、一部だけを切り出す、切
り取る加工)現状保存し又は提示し、遺跡の範囲の他の部分を破壊するならぱ、遺跡は遺跡としての存在を保持
し提示する空間を破壊され、私達人類が遺跡に相対して得る"可視"1こ由来する当該の任意の確認と"不可視"
に由来する当該の想念と感慨の自由の可能性を破壊され、即ち、遺跡としての一般性を喪失し、遺構は母体たる
遺跡の存在を失い、当該の関係性を遮断され、故に、遺跡に附随する時代や目的や用途その他の人類の活動に

関する性格を失い、同時に、現代に於ける一般的な機能を有することもなく、特定の狭義の技術や実態の例示とし
て、私達人類の特殊な興味のみに対応する、特殊な物体、即ち、「標本」、又は、当該の個別の遺構の位置を提
示するのみの「標柱」へと変容し、遺跡の遺構としての性質を喪失する、と仮定します。

私達当会は、遺跡と遺構について、遺跡が健全な状態に於いてのみ、遺跡の当該遺構が遺跡の遺構として存在
し得る、又、遺跡と遺構と遺物が健全な状態に於いてのみ、当該の遺跡が遺跡として存在し得る、と仮定します。

3.私達人類の現代の活動と文化財的事象

私達当会は、私達人類の現代の生活について、私達人類の技術と科学への認識の進展によって、人類の世界
の従来の空間の距離を超越して、技術と科学を情報として相互に交換し、より均質な物質世界を形成しつつある、
と仮定します。

私達当会は、私達人類の文化財的事象について、西欧世界の古典的な文化財的認識や価値概念に依存すれぱ、
西欧世界以外の私達人類の地球の世界に、文化財的に認識し得る事象や価値は存在しない、と仮定します。

私達当会は、私達人類の現代の任意の特定の地域の活動について、活動とその技術と規範が近代化、現代化
し、同時に、旧来の風土並びに民俗が衰微する処、当該の地域の文化財的認識と価値概念に於いて、より広範な
事象を文化財的認識と価値概念に包含する文化財的認識と価値概念の近代化、現代化が遅延すれば、当該の
地域の個別で特異な文化的文化財的事象は悉く壊滅し滅失する、と仮定します。

4.提案と要望

私達当会は、皆様に、私達人類の現代の任意の特定の地域の活動について、活動とその技術と規範が近代化、
現代化し、同時に、旧来の風土並びに民俗が衰微するに先行して、当該の地域の文化財的認識と価値概念に於
いて、より広範な事象を文化財的認識と価値概念に包含する文化財的認識と価値概念の近代化、現代化を達成
し、以って、当該の地域の個別で特異な文化的文化財的事象を、補佐し、私達人類の世界に、末永く健全な在り
方に於いて之を伝承し継承し、私達人類の、私達人類自身の存在や存在の在り方や軌跡を、再確認し、再認識
する欲求に応答すること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、遺跡について、遺跡の遺跡としての、即ち、土地の造形、遺構、遺物、土地の利用の履歴
に関して、調査、現状保存、活用、整備、公開、提示、保全し、即ち、顕現し、私達人類の社会に対して明らかにし
て発信して紹介し、且つ、私達現生人類による自身の事象として、私達現生人類にとって唯一の自身への客観た
り得る事象として、自らの存在と行為、生活に於ける包摂、受容、継承、を実現すること、を提案し要望します。

トリミングとは、暗室やニンピュータ上での写真の回像処理において、圃面の一都だけを切り出す加工を指す。ただし、英語では暗室でプリントするときに一郁を靭り取るの
はCroppi"gと言い、仕上がった写真をはさみなどで切って加工するのをUlr"r"1n区と言う。・ーー(wlkip.dia「トリミング(写真)」最終更新2019年5月6日 1月)12;54)
Crop:【名】(特定の)作物、農作物、収穫物、(穀物を中心とした)農産物、収穫高、作柄、cmppln宮:【名】(植叢などの)刈り込み、(作物の)収穫、(作物の)作付け
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XⅡ.『私達現生人類の世界、日本地域、長崎地域、遺跡、文化財』

1.私達現生人類の世界(集団と統治の形態とその歴史の概略)

私達当会は、私達現生人類の世界、その集団と統治の形態とその歴史の概略について、元来、地球上の陸地

の大半に於いて、極めて多数多様な異なる文化的環境(エスニシティ:8thniciw)の小さな集団が、様々な関係
性に於いて重層的に転襲して、存在する処、アフロユーラシア大陸の中央部に於いて、これ等の集団を遺存しつ

つ併呑し個別の文化的を整理する様相で拡張し、より広い範囲を統治しようとする、人類の古典的な帝国が複
数出現し(紀元前二二玉0年頃サルゴンー世のアッカド帝国、アッシリア、バビロニア、ヒッタイト、紀元前玉五
0年頃ぺルシアのキュロスニ世(大王)アケメネス朝、紀元前334年一323年アレクサンドロス三世(大王)の

東方遠征、ヘレニズム時代の王、ローマ帝国、・ー、紀元前317年頃マウリヤ朝、ー・、紀元前221年秦、・ー、
1700年清、ムガル、サファヴィー、ロシア、オスマン、ハプスブルクの各帝国、ー・)、アフロユーラシア大陸の東

西の周辺である西ヨーロッパと東アジアに於いて、比較的狭い範囲を統治する王国が出現、一部は海上輸送を

介して征服により領域を拡大、イギリス、フランス、日本は、より統一的な王国体制へと転換し、国境と領域をより
明確に認識し始め、さらに、他との国境を明確に定め国民意識と唯一の主権に基づく主権国民国家に転換し、
主権国民国家は外部に植民地を附随する人類の新しい帝国を生起しつつ、主権国民国家の形態と新しい帝国
の様式は西欧の複数の諸国に伝播し、人類の古典的な帝国は衰微し、ロシア帝国の領域を継承してロシア=ソ
ビエト連邦社会主義共和国が成立、第二次世界大戦を経て、ムガル帝国の領域を継承してインド共和国と東西
パキスタン・イスラム共和国が成立、清帝国の領域を継承して中華人民共和国が成立、新しい帝国の様式も解

体し、主権国民国家の形態が世界に拡散、一方では、世界は、資本主義経済の価値観に傾倒し、ロシア連邦が
成立、人類の第三の帝国となる可能性を有する地域統合の出現や主権国民国家への回帰、統治機能を失った
破綻国家も多数出現し、インターネットを介して統治と機能を形成する集団も出現、主権国民国家世界の再編成
が試みられつつある、日本は典型的な主権国民国家の状況を堅持して独自性を放っている、南北アメリカ地域
では、中央アメリカや南アメリカに人類の古典的な帝国が出現し、西欧諸国の征服地となったのち、北アメリカで
は、西欧諸国からの移植民によるアメリカ合衆国の英王国からの独立が成立し、新天地として征服的な国家建
設により西部へ拡張を進め太平洋島峡地域を併呑して新しい帝国を構成、第二次世界大戦後は、主権国民国
家として、他国を含む広大な地域に影響して「領土を持たない帝国」的な存在を形成、又、南アメリカでは、西欧
諸王国からの独立が世界に先駆けて複数出現し、複数の主権国民国家が成立した、と仮定します。

住020年(令和2年)9月ヨ0日ホ曜日改訂,版:2020年(令和2年"1月27日金曜白養生所を考える金代裏池知和恭)

2.日本地域の主権国民国家への道程

私達当会は、日本地域の主権国民国家への道程について、大宝元年(701年)大宝律令(新律、新令)の制定ま
でに、天皇を中心とした主権が確立し、さらに、天皇の臣下たる武家である源頼朝による統治、修験道の存在、
鎌倉仏教の形成、中世の14世紀頃に人民の価値観の転換を経過、物流商業活動の進展、倭冠の活動、貞治

元年(1366年)高麗王朝は日本に倭冠禁圧を求める使節を派遣、1368年朱元璋(洪武帝)により明が成立、

永和元年(1375年)足利義満は高麗王朝に日本国王使を派遣し高麗王朝は日本に返礼の使節団を派遣、139
2年李成桂(太祖)により李王朝成立、富士信仰や伊勢信仰の生成等、人民は、その新しい価値観と広域の活

動、近隣諸国との新しい外交関係、を経由して、各地域に近似する文化的環境(エスニシティ:ethnioiw)として
の国民意識を醸成、戦国桃山期を通した、人民の信任を得た各地域の戦国大名の生成と権力形成を経過し、
天文十二年八月二十五日(1543年)種子島の南端門倉前之浜に南蛮船が漂着、第十四代種子島時は三人の

ボルトガル商人が所持していた火縄銃二丁を二千両で購入、配下の刀匠八板金兵衛清定は一年ほどで国産銃
の制作に成功、日本に鉄砲が伝来、天文十八年七月二十二日(1549年8月15日)ローマ・カトリック教会の修道

会であるイエズス会の宣教師フランシスコ・ザビエル(43歳)、トルレス、フェルナンデス、ヤジローが鹿児島に上

陸、日本地域への布教の開始、天正二十年(万暦20年/宣祖25年/1592年)一文禄二年(1593年:休戦)文禄の
役、文禄二年(1592年)豊臣秀吉は蠣崎慶廣に蝦夷島主たる朱印状を発給、慶長二年(1597年:講和交渉決裂

により再開)一慶長三年(万暦26年/宣祖31年ノ15兜年.太閤豊臣秀吉の死をもって日本軍の撤退)慶長の役
(文禄・慶長の役:唐入り:豊臣秀吉が明征服をめざして朝鮮に侵略した戦争)、慶長八年二月十二日(16偽年3

月24日)後陽成天皇は徳川家康に征夷大将軍の宣旨を下し、徳川家は、戦国諸大名又は家中の諸大名の合
議制により成立する公儀(江戸後期に幕府と認識される)を形成し、天皇の臣下の形を取りつつ、近隣諸国、地

域との関係に於いてその実態と領域と国境の認識の下に、実質的な主権を掌握、自らの主権掌握を武家統治
の伝統に仮託しつつ、慶長八年(1603年)徳川家康は諸侯に黒印状を発給、慶長九年一月(1604年)徳川家康
は松前慶廣に黒印状を発給(定一自諸国松前へ出入之者共志摩守不相断而夷仁与直二商売仕候儀可為

志摩守二無断而令渡海売買仕候者急度可致言上事付夷之儀者何方へ往行候共可致夷曲事事
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対夷仁非分申懸者堅停止事右条々若於違背之輩者可処厳科者也依如件慶長九年正次第事
月廿七日黒印松前志摩とのへ)、慶長十四年(1609年)島津氏は琉球侵攻、元和元年七月(1615年)公
儀は、禁中弁公家諸法度、武家諸法度を公布して、権力を成文で規制、時を経て、慶應二年七月二十日(1866
年8月29日)第十四代征夷大将軍徳川家茂死去(享年二十一歳)、慶應二年十二月五日(1866年)徳川慶喜第
十五代征夷大将軍に就任、慶應二年十二月二十五日(1867年1月30日)孝明天皇(統仁、煕宮)崩御、三十六
歳、慶應三年一月九日(1867年2月13日)睦仁践祚、十五歳(満十四歳)、慶應三年十月十四日(1867年11月9

日)徳川慶喜大政奉還、慶應三年十月十五臼(1867年11月10日)徳川慶喜の大政奉還を勅許、慶應三年十月
二十四日(1867年11月19日)徳川慶喜将軍職辞職を朝廷に申出、慶應三年十二月九日(1868年1月3日)王政
復古の大号令.徳川慶喜の将軍職辞職を勅許、慶應四年四月十一日(1868年)江戸開城(江戸城明け渡し.勅

使東海道先鋒総督橋本実梁等伝達の御処置期限)、を経て、徳川家は、名実ともに、264年の主権と権力を解
散し、明治天皇(睦仁)と明治政府は、主権を掌握して権力を形成、西欧英仏に由来する、主権国民国家の形
態を整備し、英仏由来の新しい帝国の様式に追随、第二次世界大戦後は、連合国進駐軍の統治駐留により、帝
国の様式を解体し、主権国民国家として、現在に至る、と仮定します。

私達当会は、西欧世界の主権国民国家への道程について、英王国では、1215年マグナ,カルタ(羅:Magna

Caけa, Magna carta Lib8rtatum、英:Great charter of the Lib白けies、大憲章、自由の大憲章)初版
発行、1337年一1453年英仏百年戦争、1534年イングランド国教会(churoh of Enbland、本部: chur

Ch House vvBstminster、英国聖公会: An底lican church, An底11Cen communion)の成立、1642年
-1649年、又は、1639年主教戦争一1660年王政府復古清教徒革命(チャールズー世は処刑される、ス

テュアート朝、ピューリタン革命: puriten Revolution、大反舌L、=王国戦争:vvars of the Thre8 King
dom$、名誉革命とあわせてイギリス革命、ブリテン革命、市民革命)、1688年9月24日一1697年9月20日
ファルッ戦争Uレイ十四世、アウクスブルク同盟;大同盟戦争、プファルツ継承戦争:第二次英仏百年戦争の始
まり)、1688年11月5日一1689年1月28日名誉革命(ジェームズニ世が王位から追放される、ステュアート
朝、オランダ提督ウィリアム三世とジェームズニ世の娘メアリーニ世がイングランド王に即位、Glorious Rev01
Ution、1689年2月13日「権利の宣言」(DBcleration of Right5)、1689年9月21日一1697年ウィリア
ム王戦争(アメリ九第二次インディアン戦争:第二次英仏百年戦争の始まり)、1689年12月16日「権利の章

典」(臣民の権利と自由を宣言し、かつ、王位の継承を定める法律:権利章典:BⅢ of R喰hts、市民革命)発
布、等を経て、絶対王政から主権国民国家へと転換し、仏王国では、1598年アンリ四世ナントの勅令発布、1
685年10月18日ルイ14世はフォンテーヌブローの勅令に署名(ナントの王令(勳令)の廃止)、1789年5月5
日一1799年11月9日フランス革命(ブルボン絶対王政打倒、仏:RBvolution h'enceise、人権宣言、資本主

義革命、市民革命)、1815年ナポレオン戦争で英国が勝痢K第二次英仏百年戦争終結)、等を経て、絶対王政
から主権国民国家へと転換した、と仮定します。
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私達当会は、日本地域の主権国民国家への道程について、古代より天皇の政権によって、外交内政上の主権
が形式化され、統一の弛緩と緊張を経つつ、影響力の及ぷ領域を拡張し、又、社会の高度化に伴って、政権の
行為に臣下としての武家の軍事警察力を必要とし、修験道の存在、新しい宗教の機構、中世の価値観の転換を
経験、近隣諸国との新しい外交関係、陸上海上の物流商業機構、民間信仰の興隆、西欧文明の摂取、等、新し
い価値観と広域に活動する人々の集団の勃興、又、新しい外交関係の生起、により、各地域に近似する文化的

環境(エスニシティ:ethniciw)としての国民意識を醸成、一方、行政政治形態の古層として、天皇と臣下として
の武家の二重支配が遺存し、戦国時代に於ける人民の信任に裏打ちされた行政と軍事警察力の再編成を経過、

その結果に於いて形成された徳川家康の公儀は、日本の伝統的な天皇と臣下としての武家の支配の形態をと
る処、同時に、近隣諸国地域又西欧文明諸国との外交交流交易関係の実態を把握、諸大名小名領主への黒印

状の発給を媒体とした、連邦とも類型し得る諸藩との信任関係に於いて、領域と国境認識と外交政策と軍事力と
警察力、並びに、宗教を掌握、外交内政上の主権を形成、根源的な性格としての主権国民国家を確立し、一方

で、その日本地域の統治の形態に於いて、私達人類の世界の統治に於ける共時的通時的な様々な形態の要

素の、特徴的な混在が存在する、と仮定します。

私達当会は、日本の武家の政権について、天皇の臣下の形態である処、宗教に付与される権威を背景とせず、

徳川家の公儀に於いては、その呼称が示す処、"公"概念をその正統性とする、と仮定します。

私達当会は、禁中弁公家諸法度、武家諸法度について、人類世界で最初の成文憲法である、と認識され得る、

と仮定します。
(2018年6月7日木曜日、徳川家広氏は、長崎釈尊鍛仰会文化講演会に於いて、禁中弁公家諸法度、武家
諸法度について、権力に対し之を規定する処、世界最初の成文憲法である旨、指摘されました。)



私達当会は、日本地域の主権国民国家への道程について、英仏の主権国民国家への道程が、英仏の相対的
関係性によっても、形式化が進行し加速された処、日本地域では、初期の主権の確立に於いて、対外的要因に

依存する処、その後、主として内的要因によって展開し、又、王たるの絶対権力の形態を経由せず、又、その型
式に於いて相違がある処、日本地域の主権国民国家への推移の道程、並ぴに、根源的な性格としての主権国
民国家の確立に於いて、西欧諸国に先行する、と仮定します。

私達当会は、日本地域の近世に於ける、徳川氏の公儀に於ける、根源的な性格としての主権国民国家の国際
比較上に早期の確立、並びに、続く264年の安定と平和と成熟について、之が、日本地域の内部に於ける国力
の蓄積を形成し、且つ、明治の御一新たる、私達人類の西欧地域に位置する英仏二国に由来して概念に於い

て整備され制度に於いて構成された特定の統治の形態としての主権国民国家に範をとる統治形態への改組と
転換とその後の展開を容易ならしめ、又は、之に寄与した、と仮定します。

3.長崎半島西面たる長崎地域について

私達当会は、長崎半島西面一帯たる長崎地域について、私達現生人類の旧石器時代より人類の生活があり、
古来より、日本海、東シナ海沿岸地域の人類に於ける交流、交易の接点、拠点のーつである処、古代平安末に
は、彼杵荘南端をなし、現在の福田方面では、平包守が生手・手隈定使職に補任され、子息包貞が肥前国彼杵
荘内手隈野弁老手村地頭職に補任され、包貞(兼貞)は字を隈平太と称し、鎮西奉行彼杵・藤津荘惣地頭職天
野遠景(伊豆国御家人)の命を受け、薩摩の貴界島に義経与同の輩を追酎の為出陣し同地で討死したと云い、

弟兼信が地頭職となり、又、生手(老手)村が福田村と改名され、又、兼信は福田平次と号し、跡、兼俊、兼重、
兼光へ継承、即ち、平家家人在地領主平氏が鎌倉幕府の肥前国御家人地頭となり福田氏を称し、斯く武士化、

長崎半島西面一帯では、肥前丹治比氏(戸町氏、永埼氏、大浦氏、矢上氏、時津氏、大串氏)があり、肥前丹治
比氏の惣領家と見られる戸町浦の開発領主である戸町氏が、肥前国彼杵荘戸町浦(大浦、鹿尾、切杭(現毛井

首)、棹浦(現竿浦)、見木(現蚊焼)、竹留(現岳路)、高浜、野母(現野母崎)、および長崎港外に展開する末島
(現松島)、中島(現中ノ島)、影呂宇島(現藤ノ尾島)、香焼鳥等)を所領し、平安末には平家に属し、後、鎌倉幕
府より、その本領である戸町浦地頭職の安堵を受け、肥前国御家人となったと考えられる処、幕府から何らかの
罪を得て改易され、又、同地は一時関東御領とされた可能性があり、建長七年三月二十八日幕府は深堀五郎
左衛門尉能仲(行光)を戸町浦地頭職に補任、二年後、正嘉元年十二月二十四日迄には、戸町氏は、彼杵・藤
津荘惣地頭職となった鎮西奉行天野遠景の惣地頭代官となり、深堀氏と戸町氏が対立抗争することになり、長

崎半島西面北部長崎港地域では、深堀文書正嘉二年十二月二十六日彼杵荘惣地頭代後家尼某請文に、そ
の四十数年前の事として、戸町本主丹簾次俊長と永埼本主永埼四郎俊信との椙浦(近世以降戸町浦と称する)
の領有をめぐる相論、椙浦を鎮西奉行天野遠景に避け渡す記事が見え、当時に永埼浦の地名の存在を示し、
後、蒙古襲来に於ける各家の出陣、警固番役、軍役があり、南北朝期に於ける出陣・軍忠でかつてない広範な
行動を展開、又、非法横行、乱妨狼蒲、一族間の内紛等があり、又、南北朝中期から室町初期にかけて、延文
五年頃組織された、国人・土豪を中心とする連合組織、南朝方又は北朝方として活動Lた彼杵庄一揆、又、肥

前国彼杵庄南方内一揆、浦上一揆があり、其々、惣荘一揆(大一揆)、中一揆、小一揆として、共に軍事的性

格を共有すると見られる処、之等一揆1弐'中小領主の利害対立から分裂し消滅、戦国期には、永禄(1558年一
1570年、弘治の後、元亀の前)末年大村氏が肥前藤津群から彼杵群に移動し、彼杵一揆に記名が見える各氏
は、彼杵荘北方では佐瀬保、日宇、早岐、宮村、島瀬各氏、彼杵荘南方では深堀氏等を除き、大村氏の家臣団

に移行し、長崎港地域では、永禄十二年(1569年)ヴィレラ神父がトードス・オス・サントス(諸聖人の教会)を建

設、元亀元年(1570年)イエズス会と大村氏による必要な協定の後、元亀二年(1571年)長崎の岬では、有馬氏、
大村氏、ローマ・カトリック/イエズス会によって、六町の町立てがあり、岬の南端にはサンリミウロ教会を建設、

ポルトガル定航船が入港することとなり、宣教師が来往、又、周辺地域の政情にて近隣より侵攻があり、要塞を
強化、全国からキリシタン、商人、浪人が入植、町域を拡大、天正十五年六月十九日(15釘年7月24日)豊臣秀

吉伴天連追放令、天正十六年五月十六日(1587年7月24日)(寸五ケ条の掟書一長崎を「御料所」(直轄領)に仰
せ付け(長崎を公領化)、1596年10月14日サン・フェリーぺ号日本の四国沖を漂流一18日長曾我部元親の
船と交渉一19日長曾我部元親側は小舟で浦戸湾に曳航して砂州に座礁させる、慶長元年十二月十九日(1597

年2月5日)フランシスコ会バウチスタ神父等一日本二十六聖人の殉教、慶長六年(1601年)日本司教セルケイ
ラは岬の南端の教会を新築しご上天のサンタ・マリア教会(被昇天の聖母の教会)とし、慶長八年正月(16偶年)
ロドリーゲスと村山等安は徳川家康に新年祝辞の為伏見城を訪問一家康は四人を町年寄り一内町支配一に等

安を頭(代官)一外町支配一に辞令を発しロドリーゲスに長崎の「良き統治」(貿易に携わる事)を委ねる、慶長
八年二月十二日(1603年3月24日)後陽成天皇徳川家康に征夷大将軍の宣旨、江戸期に入り、慶長十年四月
十六日徳川秀忠に征夷大将軍の宣旨、慶長十年(1605年)徳川家康のもとで長崎換地、慶長十年浦上にて検

地(高谷家由緒書)、慶長十年長崎甚左衛門長崎村長崎新町の収公により失地長崎を退去、慶長十七年八月
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六日幕府禁令五ケ条第二条伴天連門徒は禁止諸大名に伝達、慶長十八年十二月二十三日金地院崇伝に

より天主教禁令の令文「伴天連追放令」が発布、慶長十九年七月二十九日徳川家康は、豊臣方の費用出費に
よって太閤の寺である京都方広寺がふたたび完成していたが、突如として梵鐘の銘に不穏当な語句があるとし
て、供養の延期と、鐘銘・棟札の写しを提出するよう命令、慶長十九年十月一日徳川家康は、大坂討伐を決意し、

近江・伊勢・美濃・尾張等の諸大名に出陣を命ず、この七月から十月にかけて、長崎では、徳川家康によって、

宣教師追放の実行が急がされた、慶長十九年十月二日一十六日(1614年)長崎の主要な九つの教会破壊焼却、
慶長十九年十月五日(1614年11月6日)一慶長十九年十月七日(1矼4年11月8日)一慶長十九年十月八日

(1614年11月9日)宣教師海外追放の船が出帆、元和二年四月十七日(1616年6月1日)徳川家康逝去、元和二
年八月八日(1616年)老中の名で「伴天連宗門御制禁奉婁」を諸大名に通達、宣教師、同宿、宿主が殺される

時代が到来し、元和五年十月二十六日一十一月(1619年)村山等安一家の処刑、元和八年八月五日(1622年9
月10日)大殉教、寛永六年六月七日(1629年7月27日)新奉行竹中采女正重義が長崎に到着、直ちに、水陸を

封鎖し、茂木、矢上、浦上への陸路を閉じ、船の運航を停止し、キリシタンの一斉捜索、捕縛、責め苦、男三十

七名、女二十七名、合計六十四名を有馬の領主松倉豊後守重正のもとに送り、雲仙の責苦、長崎での同責、結
末(ライエル・ハイスベルツ「要するに奉行采女殿は四五日間または四六日間に、前掲の若者(シメオン末瀧をさ

す一山崎)を除き、碧血を流さずして耶蘇教徒全部を根絶した」ー「これが十六年前四十万人以上を数えた日本
の口ーマ派耶蘇教の結末である。本年棄教した人員は完全には知れぬが、かって自分が長崎にいた一六二六
年には男女小児合計四万人の教徒を数えたが、今は一人も残っていない」)、寛永六年八月七日(1629年)奉

行竹中采女正重義は水陸の封鎖を解除、寛永六年ハ月中旬(1629年)奉行竹中采女正重義は、家臣若干を長
崎に留め、その他の家臣をことごとく府内へ送り返す、寛永十二年(1635年)幕府日本人の海外渡航・帰国を全
面禁止一外国船の入港地を唐船を含め長崎一港に限る、寛永十三年(1636年)出島が完成一市中雑居のポル
トガル人をここに移す、寛永十四年十月二十五日(1637年)島原の乱勃発、寛永十五年二月二十八日(1638
年)原城陥落、島原の乱終結、寛永十六年七月五日(1639年)幕府、ボルトガル船の日本渡航を禁止、寛永十
六年七月二十五日(1639年)幕府、蘭人、唐人のみに通商を許可、蘭船は平戸、唐船は長崎に限って貿易させ

る、寛永十八年六月十八日(1641年)新任の甲比丹マキシミリアン・ル・メール、館員と共に平戸から出島に移
る(鎖国体制完成)、幕末に至り、嘉永二年三月七日(1849年)老中阿部伊勢守が「近来蘭学医師追々相増世上
にても信用いたし候もの多有之哉に相聞候右は風土も違候事に付御医師中は蘭方相用候儀御制禁被仰出候
旨得御意堅く可被相守候但し外科眼科等外治相用候分は蘭方参用致候ても不苦候」と布達、長崎海軍伝習、
語学伝習、医学伝習、長崎製鉄所、安政五年七月八日(1858年8月16日)幕府は蘭方医の学習を公許、長崎開
港、養生所、慶應元年一月二十四日(1865年2月19日)大浦天主堂竣工し、献堂式を挙行、慶應元年二月十二
日(1865年3月17日)浦上の潜伏キリシタン、大浦天主堂を訪ね、プチジャン神父にひそかに信仰者であることを
名乗り出る(信徒発見)、精得館、明治の御一新、明治6年(18乃年)2月24日切支丹禁制の高札を撤去、複数
の戦役、昭和20年(1945年)8月9日れ時2分第二次世界大戦に於いてアメリカの核爆弾爆撃隊の長崎市へ
の核爆弾投下により被爆、昭和20年(1945年)8月15日天皇の戦争終結の詔書を放送(玉音放送)一太平洋
戦争終戦、戦後復興、現在に至る、と仮定します。
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4.情報

a)[小規模な自立集団、人類の古典的な帝国、王国、主権国民国家、人類の新しい帝国、可能性としての人
類の第三の帝国、他]

『シリーズ・グローバルヒストリー1 グローバル化と世界史』 2018年3月25日初版著者羽田正発行所

一般財団法人東京大学出版会代表者吉見俊哉より

■■■■■

第9章新しい世界史のための四枚の見取り図 P205

1 見取り図を実際に描く P205

見取り図の前提 P205

「世界」を枠組みとして歴史をとらえる二との意義のーつは、過去から未来に流れる時間の中に現代の世界を

位置付け、自分たちの立ち位置を確認することができるという点である。現在の日本で一般的な世界史の解釈
や理解も、その点では意味があり、これまで十分にその役割を果たしてきた。しかし、私は数年来、従来の世界

史の理解を刷新すべきだと主張してきている。それは、人間生活に関わるあらゆる側面で世界中が密接につな
がっていることが明らかな現代世界で生じている事態を理解するためには、過去の世界を部分に分けてその部
分史の総和を世界史ととらえるのではなく、過去の世界をーつのものと見て、それが全体としてどのような特徴
を持っていたかを知ることがどうしても必要だと考えるからである。かつて世界全体がどのような状態にあったか
を知ってはじめて、現在の私たちが置かれている世界の状況についての理解がより深まるだろう。
四枚の見取り図 P207

・・・・現代世界の状況と特徴を知るために、一七00年、ーハ00年、一九00年、一九六0年の四枚の見

取り図を順に示し、それらについて解説した上で、現在、すなわち、二0一八年の世界の特徴をどのように理解
まず、基点となる一七00年の見取り図で、当時の世界の政体に関して注目すべきかを論じたい。 .....

すべき点をいくつか指摘し、後の時代の見取り図について説明する際には、それらがどのように変わっているの
かを論じたい。
2 一七00年の世界 P209

帝国一多様な社会と統治の構造 P209

この時期の世界を見渡すと、いくつかの異なった統治体制の類型が眼に入る。そのうちで一番目立つのは、
ユーラシア大陸の中央部に連なって存在する「帝国」という名で呼ぷことのできるいくつかの強大な政治権力だ
ろう。それらは、東から、清、ムガル、サファヴィー、ロシア、オスマン、ハプスブルクの各帝国である。これらの帝
国には、いくつかの共通した特徴がみられた。・ー・これらの帝国の共通点としてまず指摘できるのは、広大
な領域を支配し、その統治下で多様な人々が生活していたという点である。「多様な人々」とは、社会的な職業の

相違や財産の多寡だけではなく、言語や宗教、生活習慣や価値観、帰属意識など、広い意味での文化的環境
がさまざまに異なる人々という意味である。これらの多様な人々は、後の「国民」意識につながるような同じ帝国

の住民であるという意識(例えぱ、「オスマン帝国人」「ハプスブルク帝国人」という意識)を共有してはいなかった。
通常、領内の都市や村落には貴族や名士が住み、彼らは政治的な意味で、皇帝の宮廷や政府となにがしかの
つながりを持っていた。最終的な行き場所がどこかは別にして、商工業者や農民など一般の人々は、しぱしぱ彼
ら貴族や名土を通して税を支払った。また、争い事が生じた際には、彼らに裁定を依頼することもあった。した

がって、一般の住民は、近くに住んで実際に目にし、社会的な関係を持つこともある彼らのことは常に意識して

いただろう。しかし、はるかに遠い都の皇帝やその政府は、自分たちとはほとんど無縁のかけ離れた存在だった。
帝国による領域支配の方法は、一様ではなかった。一般に皇帝の座す都とその周辺は、皇帝政府によって直接

支配されたが、都から距籬が遠くなれぱなるほど、統治は間接的となった。領域内のすべての軍事力を皇帝が
独占することはなく、地方にはしぱしぱ自前の武力を有する有力者が存在け立彼らは定められた額の税を皇帝

政府に治める以外は、実態としてほどんど自立している場合もあった。また、これらの帝国の社会は、血統で
受け継がれる皇帝位を別にすれぱ、皇帝と血緑で結びつき文化的環境(エスニシティ)を共有する人々だけが特

権的に支配階層を構成するという構造を取らなかった。出自や血統などが直接皇帝と結ぴつかなくても、社会的
に有利な立場を占める人々がいた。・ーーまた、帝国の各地でも、さまざまなエスニック集団が複雑に入り組み、

重なり合って共存していた。ロシア帝国やハプスブルク帝国の皇帝は、ヨーロッパ各国の王家と血縁関係に
あり、その姻戚関係は、決して、帝国の内部だけで完結していなかった。・ーーロシアのピョートル大帝によって
改組された政府の十二の参議会で働く役人七一六人のうち、六六人は外国人だったという。清帝国の場合は

例外的に、満州人が特権的な地位にあったと言うことができるのかもしれない。しかし、エスニックな意味での満
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州人がすぺて特権を独占的に享受していたわけではない。人口の点で多数を占める漢人も、科挙とその合格後
の仕事ぷりによっては、支配階層内部で内閣大学士などの高い地位に就くことができた。

帝国一統治の正統性 P213

これらの帝国において、皇帝の権力と統治の正統性は、しぱしば「宗教」1こよって保証された。そのかわり、帝
国はその宗教に帰依し、保護者の役割を務めた。ただし、聖職者に階層のあるカトリック、正教や仏教と、宗教
儀礼に関わる人たちが必ずしも統一的に組織されていないイスラーム教やヒンドゥー教では、皇帝と宗教(教会)
の関係のあり方は異なっていた。しかし、いずれの場合も、皇帝の政治的・軍事的な力と宗教の規範と社会的影
響力は、相互に依存する関係にあった。広大な領域内には、異なる宗教を信じる人々がいたので、皇帝はそ
れら複数の宗教の保護者として振る舞うことが多かっナニ。清帝国の皇帝が、その支配下にある満(満州人)、漢
(漢人)、蒙(モンゴル人)、回(ムスリム)、蔵(チベット人)という五つの異なる人問集団それぞれの長としての顔

もっとも、ムガル帝国のように、非ムスリムが多数を占める領を持っていたことはよく知られている。

域を支配する帝国の場合は、イスラーム教による統治の正統性だけを拠り所として、これとセットになった社会の
秩序を形成・維持することは難しかった。皇帝アクバルが諸宗教を融合しディーネ・イラーヒーと呼ぱれる新しい
宗教を創成しようとしたのは、支配下の多くの人々が自らの統治の正統性を受け入れることができるような新し
い宗教を、彼が必要としていたからだろう。あまり強調されることはないが、統治下にさまざまなエスニシティ
を持つ人々を抱えるロシアやハプスブルク帝国の場合も、皇帝による統治の正統性は、原則として宗教によって
保証された。ロシアの場合はロシア正教、ハプスブルクの場合はカトリックである。この点で、両帝国の統治の基
本的な仕組みは、同時期の他の帝国のそれとさほど変わらない。ただし、ハプスブルク帝国の皇帝が、神聖口ー
マ帝国以来密接な関係を持つ宗教であるカトリックを、ときに統治下の人々に強制しようとした点には、注目すべ
きである。これは皇帝権力の正当化に用いられたカトリックが、当時は、同じ社会における他の宗教との共存と
いう考え方を持たなかったことと関係していると考えられる。また、各帝国の皇帝による統治は、理念としては、
限られた領域だけを対象にするのではなく、普遍的に広がってゆくはずだった。ローマ帝国の後継者を任じるハ
プスブルク帝国やロシア帝国では、これは当然のことだったし、清帝国でも、皇帝の徳は世界中に及ぶものだと
理解されてぃた。普遍的な宗教であるイスラーム教にその正統性を支えられたオスマン・サファヴィー・ムガル帝
国の場合も、それぞれが、「世界の皇帝」を自任していた。したがって、帝国は一種の征服マシーンであり、皇帝
の威光と権威に従わない政治勢力がある場合、征服のための軍事行動は、遠近を問わず、事情が許す限り実
行に移された。帝国は常に膨張を指向し、そこには明確な国境意識はなかったのである。
以上述べてきたことをまとめると、この時期の「帝国」の一般的な特徴は、次の三点となる。
(1)広大な領域を支配し、そこで文化的環境(エスニシティ)が異なるさまざまな人々が共存している

(2)統治を実現する政治の仕組みと強力な軍隊が整備されている。
(3)統治の正統性を保証する理念を持つ
これらは、古今東西を問わずに見られる多くの政体の特徴だと言えるかもしれない。それゆえ、ここでの、また

これ以後の「帝国」という分類は、相対的、あるいは窓意的であるという批判がありうるだろう。ここであえて「帝
国」という語を使って、政体の類型化を行うことの是非は、この後の論述から判断いただけれぱと思う。
西ヨーロッパの王国 P215

これらのユーラシアの諸帝国以外の主要な政治体としては、スペインとボルトガル、フランスやイングランド、
ネーデルランドといった王国、あるいはそれに類する政権が、ユーラシア大陸の西端に位置していた。また、スカ

ンジナビア半島とその周辺やイタリア半島周辺にもいくつかの王国が存在した。帝国と比べると、支配領域の規

模は小さかったが、これらの王国や共和国の領内にも、帝国と同様に多様な人々が居住していた。しばしぱ言
語や宗教が異なるこれらの人々は、王の臣民という形でひとまとまり1こなっていたにすぎず、フランス人やス
ウェーデン人といった今日的な意味での明確な国民意識を共有してはいなかった。また、王権の正統性はしぱし
ぱ、カトリックあるいはプロテスタントなど各地域で主要な宗教によって保証・強化された。王、ないし、その政府

が王国の領域内のすべての権力を独占的に掌握していたのではないという点にも注意が必要である。軍事力を

王とその政府が独占してはいなかったし、争い事は町や村の顔役、宗教家、貴族などさまざまなレベルでの調停
と解決が図られた。人の誕生、結婚、死は、原則として、政府の役所ではなく、教会が管理していた。ところに

よっては、王権から相当程度独立した自治都市や教会が存在した。これらを考慮するなら、ヨーロッパ各地の王
国は、規模の小さな帝国だったと言うこともできるだろう。しかし、その一部、具体的には、フランスとイングラ
ンドで、国王がその支配領域内の政治的統一(王権強化)と宗教的な統一を関連づけた政策を実行していた点
に注目しなけれぱならない。フランスにおけるナントの勅令廃止はその例だし、イングランドにおける清教徒革命

と名誉革命の勃発は、この問題と深くかかわっている。両国では、王の宗教が、その治下の臣民の宗教とされた
同時期の帝国の皇帝が、その治下の社会における複数の宗教の共存を前提に統治を行っていたことと比較す

ると、両者の相違は際立つ。すでに帝国の特徴について論じる際に言及したように、これはおそらくキリスト教と
いう宗教の教義に関わる問題なのだろう。領域的には細分されていた同時期の中央ヨーロッパでも、一六世紀

の宗教内戦を経て、小さな諸侯国領内の宗教は、支配者の宗教に合わせて、カドJツクかルター派プロテスタン
ーか、口土せ罰1-1+^黒昌1、1L 門、 f:十 r ム、,ー^●゛、r ●一,1、゛ーー LI゛..一門、白^il、TEI -,●1.^'→.1゛,,,',、 Z I一二1-1,二 Z
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外にも、例えぱ、フランスにおけるアカデミー・フランセーズの創設のように、言語や広く文化面での統一を目指
す動きも見られる。現代の私たちには当然に見える「中央集権」という統治の手法は、当時の世界では必ずしも

一般的ではなかった。それがなぜこの時期のフランスやイングランドに明確に見られるようになったのかは、検

討に値する課題である。多様な要素を持つ領域を中央集権的に統一しようとする政治のべクトルほ、当面は、王
とその政権のイニシアティブによって、一般に絶対王政と呼ぱれる王への権力集中を目指していたと解釈できる

だろう。しかし、同じべクトルほ、いずれ、主権国民国家創設の方向へとさらに進んでゆくことになるのである。

スカンジナビアや中部・東部・南部ヨーロッパでは、フランスやイングランド王国と似た極端な中央集権化への動
きは見られなかったので、二の両王国の動きを、地理的な意味での治ーロッパ」の特徴と一般化することはでき
ない。むしろ、それはこの時期の地理的ヨーロッパのなかでは例外的な動きだった。この時期のユーラシア西部

には、帝国と似た構造を持つ多様性を内包した王国と、強い統一への指向を持つ王国という二つの種類の王国

が存在していたのである。-00年ほど前から、スペインやイギリス諸島からは、多くの人々が南北アメリカ

に移住した。そして、この時期には、「共存」を旨とするユーラシアの帝国とは異なり、外からやってきた人間集団
が元からそこにいた人々と自分たちをはっきりと区別し、広大な領域において前者が後者を支配する、あるいは
駆逐するという別のスタイルの「帝国」を形成しつつあった。もっとも、スペインンの植民地では、スペイン人の移

住者の子孫が現地化したり、スペイン人の男性と現地の女性の間での通婚によって、支配者と被支配者の区別
が明瞭でなくなったりする場合も見られナこ。ユーラシアの帝国の構造とは異なり、一九00年の世界の見取り図
で述べるような、国民国家である本国+海外植民地という形をも取らないこの時期のスペイン帝国をどのように

類型化するかは、今後の課題としたい。
日本とその他の政体 P2オ8

当時日本列島を支配していた徳川政権の政治構造や社会秩序の性格をどう見るかは、なかなか難しい。琉球
や蝦夷地の一部を支配し、清、ムガル両帝国に次いで、当時の世界で第三位となる約三千万人の人口規模を
持つ持つという点では、この政権は十分に帝国だった。しかし、その一方で、支配下にある人々の問には、言語
や宗教といった点で、他の帝国程には大きな差異はなかった。海に囲まれた島に位置していたことから、朝鮮半

島や中国大陸の政権との間に、一定程度明瞭な「国境」が存在し、海禁政策によって海外との往来が禁じられた
結果として、それほど明瞭ではないにせよ、オランダ人や唐人、朝鮮人、アイヌなどを他者とし、列島に住む人々

.、

をひとまとまりの日本人とする自己認識と世界認識が、特に知識人の間で、ゆっくりと形成されていた。また、神
仏習合を特徴として、列島のほぼ全域で比較的共通した宗教的信仰とその組織化が見られた。しかも、その信
仰は、徳川政権によって十分に統制されていた。統治の正統性が何によって保証されていたかという点がやや

暖昧だが、これらの諸点を考慮すると、この政権治下の日本列島の政治や社会の状況は、どちらかというと、同
時期の西ヨーロッパにおけるフランスとイングランド1こ似ている。この両国とは別の形で、後の時代の主権国民
国家のプロトタイプが、この時期の日本列島にすでに形成されていたとみることができるだろう。外に、日本ほ
どの規樓ではないが、東南アジアや北アフり力などには、ユーラシア中央部の諸帝国を取り巻くような形で、いく
つかの王国が点在していた。マンダラ国家と呼ぱれることもある東南アジアの諸王国は、王の権威や力の及ぷ
範囲が重なり合い、その境界が明確ではなかった。土地や領域に対する王権の関心は薄く、むしろ、人間を保

有・支配することに熱心だった。ある王権の及ぶ空間の中に別のより口ーカルな王権がしぱしば存在したが、そ
の口ーカルな王権は必ずしも全面的に上位の王権に服属せず、その権威や力はときに上位の王権が覆う空間
を超えて広がっていた。東南アジアや北アフり力の王国の領域には、帝国の社会と同様、多様な人々が共存して
いた。しかし、政治権力や宗教という点で、統一への指向は必ずしも強くほなかった。もうーつの政体として、

中央ユーラシアの草原地帯には、ジュンガルをはじめとするいくつかの遊牧民の政権が存在していた。これらの
政権は、国境によって区分された明確な領域を持たず、その政治的・軍事的影響の及ぶ地理的な範囲は必ずし

も明確ではなかった。あえて分類するなら、これらの政権は一種の王国ということになるが、定住民のそれのよう
な複雑な統治機構を持たなかった。また、騎馬兵を主体とするその軍事力は、火器がまだそれほど高い性能を

持たなかった当時、周辺の帝国や王国の大きな脅威となっていた。帝国や王国など、比較的強力な権力者に
統治された大規模な人問集団は形成する社会以外に、オセアニアやアフり力、それにシベりアや南北アメリカの

一部では、「帝国」「王国」や「国家」と呼べるほどには、明確な統治の機構を持たない小さな規模の人閻集団が、
散らぱって存在していた。といっても、これらの集団は自立しており、他の集団に服属してはいなかった。それぞ

れがその小さな集団内部と周辺諸集団との間での特徴的な秩序の体系を持っていたはずだ。しかし、それらは

資料の欠如などのために、必ずしも十分には明らかになっていない。
以上をまとめると、この時期の世界の政体は、大きく、帝国、王国(その王権や社会の特徴はさまざま)、小規

模な自立集団という三つのカテゴリーに分けることができる。また、その三つのカテゴリーの中には、統治体制が
異なる特徴を持った政体が複数存在しナこ。各地域の人間集団が、それぞれの社会を統治し、秩序を維持するた
めに適した特徴的な政体を持っていたともいえるだろう。ただし、「国民意識」の強い現代とは異なり、同じ政体の

下で暮らす人々がまとまってその政体に対する共通の帰属意識を持っていたとは言えない。言語や習慣が似て
いる人々が分かれて、異なる政体に属する場合があれぱ、逆に、言語や習慣は異なる人々の集団が同じ政体
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に属する場合もあった。これらの政体が統治する地理的空間の境界は、多くの場合暖昧であり、しぱしぱ揺れ動
いていた。政体の領域が、国境線によって明確に区切られていたのではない。現代の歴史研究者は、それぞ
れの帝国や王国の過去について記した文献を史料として用いることが多い。言わずもがなではあるが、これらの
文献は、その帝国や王国、ないしは皇帝や王の歴史を描いたものであり、治下の人々が共有する「手厶たちの歴
史」、つまり、現代に存在する国家の過去を語ったものではないという点に十分に注意する必要があるだろう。
3 一八00年の世界 P220

帝国の褒動とユーラシア稟部の安定 P220

-00年前と比較した時、まず目につくのは、ユーラシアにいくつかあった帝国の変動である。清とロシアは

ユーラシア内陸部でそれぞれ征服によって領域を拡大し、さらに多様な人々をその支配下に置くようになってい
た。-00年前には、ジュンガルやカザフという強大な遊牧民の政権が存在した中央ユーラシアの大半は、この

二つの帝国の領域に組み込まれた。火器の発達による戦争の連略や技術の変化のために、機動力にものを言

わせて広大な地域を支配することもあった遊牧民の軍事力は、この時までに、かなり相対的なものとなっていた。
勢力範囲が接するようになったこの二つの帝国は、条約によって双方の領域の地理的な範囲を確定させていた。
これは、帝国の領域に限界があるということを双方が認めたという点で意義深い。ユーラシア大陸の南方に

位置したサファヴィー帝国はすでに滅ぴ、ムガル帝国も帝国としての統治の実態をほぽ失っていた。一方、オス

マン帝国は、ロシア、ハプスブルク両帝国との領土をめぐる軍事衝突、さらにフランス軍のエジプト侵入などに
よって、その支配領域を縮小させてはいたが、依然として、西アジアから東ヨーロッパの広大な領域で多様な
人々を支配していた。ハプスブルク帝国は、新しく台頭してきたプロセインへの対抗、革命を起こしたフランスとの
争いなどの深刻な政治・軍事的問題を抱えてはいたが、他方で、オスマン帝国からは新たな領域を獲得してい
た。このように、-00年前と比べると領域の広さは相当程度変化し、なかには滅亡したものもあったが、帝

国という政体そのものは、全体としては、多様な人間集団を統治する仕組みとして、ユーラシアの多くの地域で
なお機能していた。また、ーハ00年の時点では、日本、朝鮮などユーラシア東部の国々は、日本のいわゆ
る幕藩体制に見られるように、-00年前とさほど変わらない安定した政治・社会の体制と相互の関係を維持し
ていた。東南アジアでも、例えぱ、ーハ世紀を通じての中国大陸から東南アジア各地への大規模な移民、タイの
チャクリー朝成立(一七八二年)、ベトナムにおける玩朝の成立(ーハ0二年)、オランダ東インド会社によるジャ

ワ島の一部の植民地化のような注目すべき現象は数多く生じたが、全体として、その後の世界全体に大きな影
響を与えるような、また、世界の他地域における動乱の影響を受けたような、政治や社会秩序の変動は見られ
ない。その意味では、当時の世界の地域や国家の多くは、経済的にゆるやかにつながりながらも、政治的には、

依然として、自律的なりズムで個々に動いていたと言えるだろう。
主糧国家と国民国家 P222

その一方で、この時期の世界を眺める際には、従来の帝国や王国とは異なるタイプの政治と社会の仕組みを

持ち、後世に大きな影響を与えることになる新しい政体が生まれつつあったことに注目せねぱならない。ーつは、
イギリス、フランスなどの主権国民国家、もうーつはアメリカ合衆国である。まず、現代世界のあり方と直結す

る主権国家と国民国家という語の意味を整理しておきたf.、。日本語ではこの二っの概念はほとんど同義で用い
られることもあるが、はっきりと区別して使うべきだ。金権という語は、対内的には、ある空閻の内部でひとま
とまりとなって国家を構成する人間集団が持つ最高の統治権力であり、対外的には、外からの介入を一切受け
ず独立して自らを統治する権利と力のことをいう。したがって、主権国家とは、このような主権を有し、境界によっ
て外部とはっきり区別できる内部の空間を持つ政体のことである。その政体を構成する人間集団の中で実際に
主権を行使するのが誰かは問題にならない。皇帝や王、大統領である場合もあれぱ、「国民」である場合もある
だろう。また、この人間集団が、言語や宗教、生活習慣や価値観、帰属意識など、いわゆるエスニシティを共有し

ているかどぅかも問題とはならない。複数の異なる特徴を持つ人間集団が、合意の上でーつの主権国家の下で
共存することは、十分にありぇる。例えぱ、この時期のハプスブルク帝国やロシア帝国は主権国家ともみなすこ

とができるが、その治下には多くの興なる人閻集団が共存していた。主権国家という概念と仕組は、十六一十七

世紀頃の西・中央ヨーロッパで、君主同士が互いに争いながら、それぞれの権力を強化してゆく中で意識される
ようになり、その重要性を増していっナニ。国民国家については、一九八0年代前半のアンダーソン、ホブズ
ボーム、ゲルナーらによる問題提起以来、これまでに国内外で数多くの研究がなされ、その成果が発表されてき

ナニ。ここでその詳細を繰り返すことはせず、大方の合意が得られている国民国家の意味を簡単に説明しておこう。

この語は英語の"netion 5tatB"の訳語である。語源や語義に関わる緻密な議論をひとまず措くなら、"st貮8"

は、国、あるいはその政府の意味であり、"nation"とは、「共通の血統、言語、文化、歴史、あるいは、領域など
の要因によって、共同体や個人がまとまった大きな集団」をいう。したがって、このような集団が自らを統治する
ための政府を持てぱ、それが"nation state"である。より簡単にいえぱ、ある国家の領域内の人間が国民とし
てまとまれば、それがnetion statBである。もっとも、日英両語は、全体としては似た意味になるが、それを

構成する単語のレベルに分解すると、途端に訳がわからないことになる。・ーー主権という概念の明確化と連

動する形で、西ヨーロッパでは、ーハ世紀を通じて、自らを「イギリス人(eritish)」や「フランス人(Francais)」と
量翆琳゛ース 1 n、、勘゛.t憎十H11 牟r1ぎ舵 1 +:r+■ι+ナ「〆一無h、' brハ問1-'.,"π、切魂{て^hl一写を'善tストニ1ーナ才一、十一
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国家の領域が定まり、そこに住む人々が国民意識を持つことは、国民国家が成立するためには必須の条件であ

る。イギリスとフランスという二つの国家で、まずこのような現象が見られるようになったことは、-00年前のこ
の両国が、統一への指向を持つやや特異な王国だったこととどこかで関係しているのだろう。りンダ・コリーは、

ーハ世紀にイギリス人意識(Briti.h"卵S)が高まる原因のーつとして、フランスとの絶え間ない戦争を挙げてい
る。外との関係で、内である「イギリス」が次第に強く意識されるようになったという彼女の主張は、フランス革命

の際に、各地から集まった義勇軍が外国の軍隊と戦い、「フランス人」意識を高めたこととも相通じる。この指摘
は、nation statθの性格を考える際に示唆的である。どこかの時点で誰かがはっきりと指導したのではなく、

人々の間で、ある程度の時閻を経過して徐々に国民意識が醸成されていったのである。この両国の場合とは
異なり、アメリカ大陸に多くの植民地を持つスペイン王国では、植民地の人々をも包含するような国民意識が模

索されたという。いわぱ、上からの国民国家化だが、それは結局うまくは実現しなかった。国民国家は、現代

日本に住む人々の多くが理解している「国家」の基本的な性格を備えている。定まった国境の内側で、言語や宗
教、慣習など、広い意味での文化を共有するひとまとまりの人々が暮らし、彼らは「国民」として国家に帰属意識

を持つ。フランスであれぱ、フランス人、日本なら日本人といった具合である。また、唯一の政府が、国境によっ
て定まった領域とそこに住む国民を統治する。このような国民国家の仕組みは、主権という概念と組み合わさ
れることによって、その有効性を発揮する。主権を有する国民国家は自らを統治し他の主権国家と交渉するため

の政府を持ち、独占的に国民軍や警察などの軍事力を有する。自らが自らを統治すると考えるのだから、統治

の正統性は明らかである。何が「国民」という意識を確立させるかという点には注意が必要だが、「国民」意識が
揺るがず、人々がしっかりとまとまっている限り、国民国家に統治の正統性についての疑念は生じない。した

がって、例えぱ必ずしも宗教が国民国家の正統性を保証する必要はない。ここに、帝国と国民国家という二つの
政体の構造上の大きな相違を見て取ることができる。主権国民国家が成立するためには、国家を構成する

羽又Uノノ、、、υノ1日」1一て1^リノ五心6剛ノJ.1ホ,ゞ 1、'比ノ目づ、jd、/1、,d,'/1」0

人間集団が国境で区切られ定められた領域を有することと彼らが一体の「国民」として国家に帰属意識を持つこ/
とが必要である。-00年前の一七00年の世界には、そのような国家は存在しなかった。ーハ00年におい i
ても、明確にそのような国家が存在したとはいえない。例えぱ、ナポレオンが権力を握ったぱかりの一八00年
のフランスは、まだ国民国家とは呼べないだろう。しかし、その原型となる考え方は、ーハ世紀の啓蒙思想によっ
てすでに生まれていナこ。フランス革命戦争や一九世紀における対外戦争を通じて、また、「国民」教育をはじめと
する政府の様々な施策や知識人の著作によって、フランスという国に住む人々の間にフランス人という意識が次
第に共有されるようになり、主権概念と組み合わされた国民国家という新しい政治と社会の思想と形態は、およ
そ一00年を経て、ゆっくりとその領域に住む人々の意識の中に浸透してゆくことになる。ーハ00年の世界で
は、国民国家が正に生まれようとしていた。

アメリカ合衆国の成立 P226

一七八三年にアメリカ大陸でーつの新しい国が独立した。アメリカ合衆国である。一九世紀を通じて、多くの先
住民が住む広大な土地を征服し北アメリカの中央部をその支配下に置くことになるこの国は、もともと他者の住

む領域を征服したこと、独立時の一三州の文化的特徴が相当異なっていたことを考慮すると、一種の帝国とも呼
びうる存在だった。また、遠方のイギリス王とその政府による支配を認めず、自らのことは自らが決めるという主
権国家の考え方に基づいてイギリスからの独立を果たしナニ。つまり、この新しい国家は、帝国であるとともに主権
国家でもあったことになる。unlt8d states of Amerioaという国名が示唆するように、二の国家は強力で独

立した権限を持つ州が集まって組織された連邦制をとる。一九世紀半ぱに南北戦争という内戦を経験しているこ
とが示すように、ーハ00年の時点で、全体として「国民国家」と呼べるような一体感を、住民が持っていたとは
言えないだろう。イギリスという宗主国への反発と対抗心が独立の契機となったことは確かだろうが、皇帝や

王という世襲の支配者の不在という当時としてはきわめて稀な政体をとるこの国では、独立した後にどのような
理念によって人々がまとまり、ーつの国家を形成していったのだろう。独立当初と十九世紀初めの米英戦争
の時を別とするなら、人々がーつにまとまらねぱならないような深刻な対外的危機は生じなかった。また、十九

世紀を通じて、この国にはヨーロッパやアジアの各地から出自を異にする多くの移民が移り住んできた。「奴隷」

身分の人も多かった。先住民に加えて、これらの多様な人々をーつにまとめ、国家を形成することは容易ではな
かったはずだ。彼らを「国民」として統合する理念は一体何だったのだろうか。民主主義(デモクラシー)、フロン

ティア・スピリッツ、アメリカン・ドリームなどの語が思い浮かぶが、現在の私には確たる考えはない。成立の経緯

や国民の構成が西ヨーロッパ諸国とは大きく異なるアメリカ合衆国における国民統合の理念は、グローバルヒス
トリーとして研究に値する重要なテーマだと思う。ここまで簡単に説明したように、十九世紀の初めに、アメリ
力合衆国の独立やフランス革命とその後のヨーロッパ諸国間での動乱によって、主権国家や国民国家の概念が、
大西洋周辺の地域に広がっていった。それから二0年ほどの間に、ラテンアメリカのスペインやボルトガルの植

民地では、新しく主権国民国家がいくつか独立することになる。これは広い意味でのナショナリズム運動である。

ーハ00年の世界の一部では、ナショナリズムという新しい政治思想と運動が力を持ち、社会に影響を与え始
めていた。ラテンアメリカ諸国、特に、アルゼンチンやブラジルといった広い領土を持つ国とアメリカ合衆国は、
ともに西ヨーロッパの宗主国から独立した帝国であり、主権国家である。しかし、一九世紀後半から二0世紀に
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おけるこの両者がたどる道筋はかなり異なっている。ラテンアメリカ諸国の方が先に国民国家になったとするな
ら、そちらの方がさらに安定した社会を形成していてもおかしくなかったように思える。なぜ両者のその後の道筋
が異なるものとなったのかという問題も、グローバルヒストリーの格好のテーマである。

その他の地域 P228

アメリカ合衆国の独立によって、イギリスは、北アメリカでの植民地の多くを失ったが、その一方で、インド、オセ
アニアなどでは新たに植民地を獲得しつつあった。特に、オーストラリア大陸やニュージーランドは、この頃から、

地球の反対側に位置するイギリスとの関係が深まってゆく。-00年前には、地球上の各地に、強力な統治機
構を必要とはしないような人々の小さなまとまりが独立して数多く散在していナこ。しかし、この頃になると、これら

の小さな人間集団の大半は、イギリスやフランス、ロシア、清など強力な国々の支配領域に組み込まれ、サハラ

以南のアフり力大陸と南極大陸を除く地球上の陸地のほとんどは、何らかの形で国家と呼べるような政体の直

接的、間接的な影響を受けるようになっていた。
以上をまとめると、この時期には、帝国や王国という統治の仕組みが依然として有効に機能し、-00年前と

大きくは変わらない政治の体制と社会の秩序が維持されている地域が多かった。しかし、その一方で、いくつか

の強大な国々によって、地球上の陸地の分割が進んでいた。また、大西洋の周辺では、アメリカ合衆国の独立と
フランス革命を経て、後の時代の国家構造と社会秩序のモデルとなる主権国家や国民国家という新しいタイプ

の政体が生まれていたとまとめることができるだろう。
4 一九00年の世界 P229

古い型の帝国と国民国家 P229

-00年前と比較すると、世界規模で大きな変動がいくつも生じている。この一00年の変化は、一七00年
と一八0.0年の一00年間の変化とは比較にならないほどの規模である。大きな変動は、大別すると、二つに

まとめて理解できるだろう。国民国家の興隆における古い型の帝国の苦境と、国民国家の興隆とりンクした新
しい型の帝国の誕生である。以下、順に説明しよう。ーハ世紀初めに倒れたサファヴィー帝国、ーハ五八年
に滅亡したムガル帝国を除いて、清、ロシアやオスマンハプスブルクという二00年前のユーラシア大陸で目立
ち特徴的な政体を持っていた帝国は、この時期にも依然として存在していた。しかし、その支配の仕組みとそれ
を支える理念は大きく揺らいでいた。事態の推移の觧細や文脈は異なるが、それぞれの帝国で体制立て直しの
ためにさなざまな改革が進行していた。ゼムストヴォ(一種の地方自治体)の設置や農奴改革(ロシア)、洋務
運動(清)、オーストリア=ハンガリー帝国の成立(ハプスブルク)、タンジマートと憲法発布(オスマン)など、各

帝国における政治と社会の改革の例はいくつも挙げることができる。二00年、あるいはそれ以上にわたって安
定した統治を行なってきた帝国が、共通して政治や社会の改革を必要とするに至った理由としては、次の二点が

考えられる。この二つの点のどちらが有力な理由となったかは、帝国の置かれた状況によって異なっている。
ーつは、統治下にある多様な人々が、異なる言語や宗教などを核として新しいエスニックな帰属意識を主張し、

集団として、帝国の緩やかではあっても必ずしも自分たちに有利ではない支配に抵抗を示すようになったからで
ある。典型的な場合は、オスマン、ハプスブルク両帝国の場合である。この二つの帝国の支配下にあった多くの
人間集団は、-00年ほど前から大西洋地域に広がったナショナリズムの考え方を知り、その影響もあって新
たな民族的アイデンティティを獲得して独立を指向し、帝国政府に反抗するようになった。ギリシアのオスマン帝
国からの独立、オーストリア=ハンガリーニ重帝国の成立などは、その顕著な例である。ポーランドやウクライナ
の反乱など、同様の事態はロシア帝国でも見られた。それぞれの皇帝による統治の正統性を保証してきたイス
ラーム教、カトリック、ロシア正教という宗教の権威は、それを統治下のさまざまな人々に一様に強要しようとす

れぱするほど、かえって不安定化し、揺れ動くようになった。もうーつは、帝国と比較した場合の国民国家とい

う新しい政治と社会の仕組みの優位性である。元来、帝国は支配下にある各地方と人間集団の自立性を重んじ
て、その広大な領域をゆるやかに統治してきた。中央政府と現地の距離、皇帝と現地の実力者との関係に合わ
せ、地域によって統治の方法を変えることもあった。帝国によって多少の温度差はあるが、概して言えぱ、中央

政府は統治下にある人々を個人のレベルまで確実に把握してはいなかった。また、各地域で徴収された税の使
用方法を、すべて中央政府が決めるということはなかった。皇帝の傍に控える常備軍の数は少なく、何かことが

起こった際には、傭兵が集められた。多様な人を強制的にーつにまとめず、必ずしも平等や一律性にはこだわら

ず、柔軟な統治を行うのが特徴だった。一方、国民国家は、国境で明確に区切られた比較的狭い領域を、中

央集権的に一律にきめ細かく統治することを特徴とする。ナショナリズムを背景として平等な権利と義務を持つ
国民一人一人を台帳に記録して、従来は教会や寺社の仕事だったその結婚や生死などの日常生活の把握まで

を試み、整備された台帳に基づいて税を課し、そのかわり1こ、行政サービスを提供する、国家権力は、立法、行
政、司法の三権に分立された。軍隊については、国民皆兵を原則とする。国民が自分の国を守るという意識を持
つ国民国家の軍隊は士気が高く、また最新の武器で武装して強力だった。このように、両者の領域統治につ

いての考え方とそれに基づく政治と社会の仕組みは、根本的に異なっている。一九世紀を通じて、イギリス、フラ
ンス、ドイツ、日本などで国民国家の体制が整備され、これらの国々が経済的、軍事的に力をつけるようになると
これと戦う帝国の旗色は悪くなっナこ。例えぱ、ロシア帝国とイギリス、フランスが戦った一九世紀半ぱのクリミア戦
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新しく国民国家として急速に力をつけてきた日本が日清・日露戦争において勝利したことも、この文脈で説明で
きるだろう。統合の理念や政治・行政、軍事制度面での国民国家体制の優位を認めた帝国は、しぱしぱそれ

らを取り入れようとしナ=。しかし、それは既存の政治や社会の仕組みに多大な負荷をかけ、かえって大きな混乱
の原因となった。オスマン帝国における汎オスマン主義、ハプスブルク帝国における大ドイツ主義の失敗などは

その例である。ナショナリズムに目覚めた多様な人々が、帝国という枠組みの下で同じ帰属意識を持つために
は、統一のための何らかの理念が必要だったが、それは容易に見つからなかった。といっても、ユーラシアの

中央部や東部など、国民国家的な政治システムがまだ導入されず、その理念も部分的にしか理解されていな
かった地域では、ロシア帝国の見かけ上の膨張が続いていた。このため、世界を全体として見ても、ほどなくそこ

に生じることになる事態を理解することはそれほどたやすくはなかっただろう。しかし、実は、古いタイプの帝国の

統治の仕組みとそれを支える理念は、もはや行き詰っていたのである。
新しい帝国 P232

帝国主義の時代といわれるこの時期には、これらの古いタイプの帝国とは異なる構造を持つ新しい帝国が、こ
れらの帝国の領域外、すなわち、ユーラシアの東西両端やアメリカ大陸などに、はっきりとその姿を現していナ=。

それは植民地を持つ国民国家である。新しい政治と社会の仕組みを備え、それを裏打ちする理念を持った国民
国家を樹立した国々、具体的には、イギリス、フランス、ドイツ、オランダ、日本などは、国民意識を共有する人々

が固いまとまりを形成する本土を中核として、互いに争いながら国外に植民地を求めていた。当然、植民地に住
む人々と本国の人々のエスニシティは異なっている。上で述べたように、アメリカ合衆国をこれらの国々と同
様の政治制度と社会の仕組みをもった国民国家と言ってよいのかどうか、今のところ、私には確信がない。領域
の規模や統治の理念から考えるなら、この時期のアメリカ合衆国は、別の統治の仕組みを持った新型の国家と
みなした方がよいのかもしれない。しかし、実態としては、アメリカ合衆国も他の諸国と同様に、本国を拠点として

植民地獲得に向かって動いていたことは閻違いない。この時代、植民地獲得は、「文明の使命」「フロンティア・ス
ピリヅカといった標語によって美化・正当化され、普遍化された。そして、特にアフり力や東南アジアの多くの地
域が、新たにこれらの国々の植民地に組み入れられることになった。一国史や二つの国の間の関係史など
の文脈にはこだわらず、また、各国の政治構造や社会秩序の微妙な差異にもこだわらず、きわめて単純な比喩
を試みるなら、この新しい帝国の構造は、突飛だが目玉焼きに例えることができるだろう。それは、中央に固くま
とまった国民国家という黄身があり、その周辺を植民地という白身が取り囲んでいるという構造である。黄身と白
身の比率は、国によってさまざまである。インドやカナダ、オーストラリアに加えてアフり力の多くの地域を植民地
としたイギリスは、黄身に比べて白身の比率が大きかった。一方、カリブ海の島の一部やフィリピンを植民地とす
るアメリカ合衆国の場合は、大きな黄身と比べて白身の割合は大きくなかっナ=。このように新しい帝国の構造
を目玉焼きに例えることが許されるなら、古い帝国の構造はこれとは異なり、スクランブルド・エッグに例えられる
だろう。統治にあたって、中心となるはっきりとしたエスニックな支配者集団を持たなかったその基本的な構造は、
黄身と白身が区別されず混じり合っているともいえるからだ。古いタイプの帝国が導入を試みてうまく行かな
かったことにみられるように、国民をまとめる理念に加えて特徴的な政治の制度と社会の秩序を必要とする国民

国家という新しいスタイルの政体は、世界各地のさまざまな人間集団が、どこでも簡単に取り入れることのできる
ものではなかった。例えぱ、サハラ以南のアフり力には、言語や宗教、習慣や行動様式が地理的に複雑に入り
組んだ重層的な社会が成立してし寸島このような地域では、国境によって区切られた空間の中に住む人々が同
じ帰属意識を持つ国民国家という考え方は、人々になじまなかった。そのためもあって、これらの地域の人々は
強力な軍事力を持つ西ヨーロッパの新しい帝国にまとまって対抗することができず、新しい帝国は、アフり力やオ

セアニアの各地を次々と人工的に切り分け、容易に植民地とすることができたのである。国民国家はヨーロッ
パ近代に特徴的な統治の仕組みだと考えられることがあるが、それは正しくない。地理的にはヨーロッパに位置

するはずのハプスブルク帝国では、この国家体制を採用することができなかった。このスタイルを導入しようとす
るなら、帝国の領域を民族ごとにいくつかの部分に解体するしかなかった。たとえそのような荒療治が可能だっ

たとしても、分割された部分的な空間の中にも多様な人々が重なり合うようにして居住していたので、そこでさら
に複雑な争いが生じたに違いない。このことは、一九九0年代に起こったユーゴスラビア紛争の惨状が示すとお

りである。ヨーロッパ以外の場所でも、国民国家のスタイルをうまく取り入れた国々があった。すでに一九世紀

前半には、スペインやポルトガルから独立したラテンアメリカ諸国がその方向へ歩みを進めていた。また、日本で
も、明治政府は、西ヨーロッパ諸国の政治の制度と社会の仕組みを急ピッチで取り入れ、日本に特徴的な国民

国家の体制を整えていナこ。一七00年の見取り図を描く際に説明したような、日本列島の地理的な位置に起因
するプロト国民国家的な政治と社会の仕組みが、この新たな展開に寄与したことは間違いないだろう。一九
世紀の西ヨーロッパ諸国の世界認識を基礎として形成されてきた従来の世界史では、世界を二項対立的にヨー

ロッパ(=西洋)と非ヨーロッパ(=非西洋)1こ分断し、それぞれが別々の過去をもったととらえる。このため、非

ヨーロッパ世界に位置しながら国民国家の体制を整え、新しい帝国となった日本は、例外、あるいは、特殊とみ
なされてきた。そこから、日本は西洋による植民地化が迫るアジアの中で唯一近代化に成功した。また、欧米列
強のーつで東アジアへの進出を虎視耽々と狙うロシアが、ドイツ、フランスとともに、アジアの小国である日本に
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三国干渉を行い、日清戦争の結果として日本に割譲することになっていた遼東半島を清に返還させた、日本は
アジアを西洋の侵略から解放するために盟主としてアジア諸国をりードしようとしたといった言説が、自然と導き

出されてきた。たしかに、世界的に見て、国民国家という新しい政治と社会の仕組みを無理なく取り入れることが
できたという点では、日本は例外的だといえる。上で述べたように、それは地理的なヨーロッパでも必ずしも簡単
ではなかったからである。しかし、国民国家という概念自体が、西ヨーロッパで明示的に言語化、実体化され

たとしても、それを生み出すのに適した政治と社会の仕組みは、決してヨーロッパという場所にだけ存在したので
はない。一旦、概念化され、モデルとなる国民国家群が実際に成立すると、前提条件がある程度整っていた地

域では、その長所を取り入れた新しいタイプの国家作りが進められた。その中で、日本はもっとも早く国民国家

化を導入した国のーつなのである。このように、ヨーロッパ(=西洋)対非ヨーロッパ(=非西洋)という二項対

立的な世界観の色眼鏡を外せぱ、日本の近代化はこれまでとは異なった文脈で理解できるはずである。い
ずれにせよ、一九00年の時点では、古い帝国が改革によってなんとかその統治体制と社会秩序の維持を図っ

ていた一方で、新しい帝国同士が争うように世界の隅々にまで進出し、各地の植民地化を進めていた。すでに
台湾を植民地化していた大日本帝国は、むろんその重要な構成員のーつである。新旧を問わず帝国は列強と

呼ぱれる。日本は問違いなく列強諸国のうちのーつである。臼本では、ロシアを、アジアを侵略しようとした欧米
列強のーつとみなすことが多い。しかし、これは二重にバイアスのかかった見方である。西ヨーロッパの知識人

が、ロシアをヨーロッパ諸国のーつと数えることはほとんどないし、ロシアはイギリスやフランスのような新しい帝
国ではなく、自身の生き残りに苦闘する古い帝国だったからである。従来の世界史では、この時期は一般に

「帝国主義」の時代と呼ぱれる。新旧を問わず、帝国が植民地を獲得してその領域を拡大しようとしていたという
意味で、この呼称は当を得たものだ。しかし、同じ帝国といっても、目玉焼きタイプの新しい帝国と、スクランブル

ド・エッグ型の古い帝国という二種類の帝国の類型があったということを忘れてはならない。
以上をまとめておこう。二0世紀初めの世界を眺めるなら、新旧いくつかの帝国が、オセアニアの島峡も含め

て世界の陸地のかなりの部分を覆い、それ以外には、西アジア、東南アジアにかけての地域の一部とラテンアメ
り力に、植民地を持たない国民国家や王国が点在するという見取り図を描くことができるだろう。それは一七00
年、ーハ00年の世界の見取り図とは、大きく異なる図柄である。ほどなく勃興する第一次世界大戦後に設立さ

れる国際連盟の原加盟国は四二であったことからわかるように、この頃の世界で主権を持つ独立した国家の数
は、かなり限られていナニ。

古い帝国の終濡 P237

一九00年の世界の見取り図に組み入れることはできないが、その後の世界の見取り図を構想する際に、必
ず考慮に入ねぱならない点がある。それは、古い帝国のその後である。ここで簡単に説明しておきたい。

0世紀に入って間もなく、古い帝国の時代は終駕を迎える。辛亥革命によって清帝国が滅び、・ロシア帝国も第一
次世界大戦中の革命によって倒れた。第一次世界大戦の後にぱ、オスマン、ハプスブルクという二つの古い帝
国が滅亡した。これによって、一七00年の世界に存在していた古い帝国は、ことごとく姿を消した。故地のその
後の歩みは、それぞれ特徴的である。サファビー、オスマン、ハプスブルクの三帝国の故地には、やがて、多
くの主権国民国家が建てられることになる。すでに上で述べたように、この三つの帝国はあるーつのエスニック
な集団が他の集団を支配するという統治の構造を持たなかった。その点で、これら多くの主権国民国家のうちの
どれかだけを、帝国の直接の後継者と認定することはできないはずだ。しかし、実際は、皇帝の都が置かれてい

た地を領土として持つ、イラン、トルコ、オーストリアという三つの国が、この三つの帝国を自らの過去として引き
受け、あるいは「独占し」、自らの一国史理解の中に帝国の歩んだ道を組み込んでいった。特に、二0世紀まで

存在したオスマン、ハプスブルク両帝国の場合は、治下の各地で盛り上がるナショナリズム運動への対抗上、ト
ルコ、ドイツという民族性を強調する政策を採用したことが、両帝国滅亡後の展開に大きな影響を与えた。逆に、
この三国以外の国々では、三つの帝国は外部からの征服者・支配者という位樋づけで理解され、そのようなー

国史が卿」り出されてゆく。一七00年の世界の見取り図を思い起こせば、これらの解釈が、当時の三つの帝

国の下で生きた人々の実感と相当異なっていただろうことはすぐに理解できるはずだ。しかし、国民が三つの帝
国の「栄光と苦難の」歴史を共有することによって、イラン、トルコ、オーストリアは国民国家の基礎を固めること
ができた。一方、その他の国々は、三つの帝国の時代を、他国による一種の植民地支配と解釈し、これに反発

する国民のナショナリズムを刺激することによって、彼らの国家への帰属意識を強化することができたのである。
ムガル帝国が支配していたインド亜大陸は、そのまま新しい帝国であるイギリスの植民地となり、第二次世界大

戦後に、イギリスの植民地統治政策の結果顕在化したヒンドゥー教とイスラーム教の区分と対立を根拠として、
インドと東西パキスタンに分かれて独立することになる。これらに対して、清とロシア帝国の場合は、事情が

異なる。両帝国は滅亡したが、その領域の大部分が直接の後継者に引き継がれることになったからである。西

方の一部を除きロシア帝国領の大部分は、ソビエト連邦(以下ソ連)が領有することになった。一方、一九四九
年には、中華民国の時代を挟み、旧清帝国が支配下に置いていた広大で多様な人々が住む領域をそのまま維

持する形で、中華人民共和国が成立する。このように、かつて古い帝国が統治した領域と人々は、さまざまな経
緯で、いくつかの異なった道をたどってその後の時代に入ってゆくこととなったのである。
5 一九六0年の世界 P239
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主権国民国家群の誕生 P239

第二次世界大戦は、古い帝国の領域をほぼそのまま引き継ぐソ連と中華民国を除くと、主要な新しい帝国が
二つの陣営に分かれ、世界の覇権をめぐって争った戦いだった。その結果勝利したのが、アメリカ、イギリス、フ

ランスなどの帝国とソ連、中華民国などからなる連合国側だった。敗れたドイツ、日本、イタリア帝国は保有して
いた植民地や海外領土をすべて喪失したが、戦争に勝利した連合国側の新しい帝国も、その後、自らの植民地

の独立という深刻な危機に直面せねぱならなかった。すでに、第二次世界大戦に至るまでに、帝国間の戦争
に至る対立関係とは関係なく、新しい帝国による植民地化に反対する広義のナショナリズム運動や抵抗運動が、

世界各地で激化していたからである。文化的環境が大きく異なる植民地の人々に、本国の人々と同じ帰属意識
や国民意識を求めることは不可能だった。自国の事は他国の指図を受けず自らが決めるという主権国家の考え

方とそれに対応する政治の仕組みと社会の秩序は、当時の世界で相当程度に普遍的だと理解されてし寸新す

べての民族が独立した主権国家を持つべきだという理想は、植民地化されていた地域の人々に大きな希望を与
えていた。本国とは区分され異なる政治体制によって支配されていた植民地の人々の多くが、本国と彼らの住む
場所とは異なっていると感じていたからである。すでに第一次世界大戦後に、旧ロシア帝国とハプスブルク帝

国、それにドイツ帝国に支配されていた中央・東ヨーロッパ各地に多くの新しい国民国家が生まれていた。これら
の国家群は、第二次世界大戦の際にドイツとソ連に占領されたが、第二次世界大戦後、再ぴ独立した。トルコや
イランのように新しい帝国による直接の植民地化を免れた地域でも、国民国家の建設が熱心に試みられていナニ。

フィリピン、インドネシアやインドとパキスタンなどは、戦争終了からさほど時間が経たないうちに、アメリカ合衆国、
オランダ、イギリスなど新しい帝国からの独立を達成した。その他の国々の中には、フランス領だったアル
ジェリアやべトナムのように、独立のための激しい戦いを経験したところもあった。しかし、第二次世界大戦か

ら一0数年が経ったこの頃までには、ナショナリズム運動が世界の各地で大きな成果を挙げ、アジア・アフり力の
各地で数多くの独立国家が生まれていた。植民地と呼ぱれる空間はほとんど消失し、南極を除く地球上の陸地
のほぼすべてが、その領域の広さに相違はあるものの、独立した主権国民国家群によって覆われることとなった。
日本は言うまでもなくそのうちのーつである。
古い帝国の後継国家 P240

これらの「主権国民国家」群の中で、特に、ソ連、中華人民共和国(以下中国)、そしてインドの存在に注目した

い。一七00年の項で検討した古い帝国の後継国家という性格を持つこれらの国々は、二0世紀の国際情勢
の中で、たしかに主権国家としては成立した。しかし、その性格はかなり複雑である。一九00年の項で説明
したように、ソ連と中国は、古い帝国であるロシア、清の領域の大部分を引き継いだ。古い帝国の広大な領域に
は、エスニシティの点で多様な人々が共存していた。しかも、その支配領域は、三00年前のロシア、清両帝国
の領域よりもはるかに広い。陸続きであるために目立たないが、両国の領域に分かれて編入している中央ユー
ラシアは、いわゆるシルクロード地帯である。かつては、半ぱ独立した都市が連なって交易のネットワークを作り、

草原地帯には遊牧民の政権が基盤を置いていた。ロシアと清という二つの古い帝国は、モスクワ周辺や北京・
上海とは文化的環境が異なるこの地域を、ーハーー九世紀に征服・併合したのである。ナショナリズムの勃興が
見られた際には、領域内の人々の多様性がーつの理由となって、ロシアと清は、共通の帰属意識を持つ「国民」
を創出できなかった。また、皇帝とその統治の正統性を保証する宗教の力は不十分だった。旧来の社会秩序は
崩れ、二つの帝国はその統治体制を維持することができず、滅亡に至った。とするなら、二つの帝国の領域
の大半を引き継いだソ連と中国は、その内部に多様性を抱えたままで、なぜ新たに国家として出発できたのだろ

う。スクランブルド・エッグ的な特徴を持つ帝国が、なぜ目玉焼き的な性格を持つ国家に変身できたのか。この問
いへの回答は、複数考えられる。広大な領域の中で、いわゆる少数民族が多く居住する地域を、明示的に半独
立の共和国(ソ連)や自治区(中国)とし、彼らに一定の配慮を示したことは、効果的だったろう。また、本書の
ここまでの解釈と説明の方法を応用するなら、強力な社会主義の理念、つまり、一種の新しい「宗教」が、この二

つの国家の統治の正統性を保証したということも、ーつの回答として提示できるだろう。統治の新たな理念として
の社会主義は、国家の統一のためにきわめて有効だった。規模は異なるが、東ヨーロッパのユーゴスラビアの

成立についても、これと同様の説明が可能である。一方、インドは、一九世紀の半ぱ頃までに全域がイギリス

の植民地となり、それから一00年近くが経った第二次世界大戦後の一九四七年に独立を達成した。ヨーロッ

パとほぽ同じだけの広い面積を持ち、指定言語だけでも二二を数えるこの国にも、当然、多様な人々が居住して
いる。あまり知られていないことだが、インドには、日本の人口と同じくらいの数のムスリムが住んでいる。では、

なぜ二の国は、ムガル帝国の時代、あるいはそれ以前の時代に見られたように、分裂への指向をそれほど強く
示さないのだろうか。本書のここまでの説明の仕方を取り入れるなら、この広い領域に住む人々が共通の価値

や知見を持ち、国民としてまとまっているからだということになる。共通の価値のーつとして、全域がイギリスに
よってインドと呼ぱれる植民地となったことと、苦闘の末にそこからの独立を果たしたことという歴史が、人々の
間で共有されている点が重要だろう。ただし同時期に独立した東西パキスタンが結局二つに分裂し、さらにそ

の統治体制が必ずしも安定していないことを考慮すると、領域として古い帝国の相当部分を引き継ぎ、多様性を
大きな特徴とするインドが、国民国家の時代になぜ安定した社会を築くことができたのかについてさらに深く検討
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することが必旻である。グローバルヒストリーの方法を適宜用いながらのさらなる研究が期待される。この時期よ

り少し下り、特に一九九0年代頃から、ヒンドゥー教やヒンディー語を共通の価値にしようとする運動がしぱしぱ
見られるようになる。これはある種のナショナリズム運動だが、この国の人々と文化の多様性を考えると、このよ
うな単純な統一への指向が受け入れられるとは考えにくい。

二つの具質な存在 P243

第二次世界大戦後に創設され、二00近い数の主権国家を世紀のメンバーとする国際連合は、当時の新しい
国際的な秩序のあり方を象徴的に示している。再び、卵料理の例を持ち出すなら、これらの主権国家は、新しい

帝国の中核となっていた黄身の部分、したがって、国民国家であるはずだ。「民族独立」という当時よく使われた
言葉が、それを表わしている。かくして、一見均質な二00近くの主権国民国家(黄身)が南極を除く世界中の

陸地のすべてを覆い、植民地(白身)は、見かけ上ほぼ消えナニ。この状態を、一七00年の世界の様相と比

較するなら、私たちはその相違に驚くだろう。一七00年の世界では、人間集団を統治し、その社会を秩序づけ
る政体の類型が、多数存在した。当時としては、それぞれが、その支配下にある人問集団の生活と社会の秩序

を維持するのに適した仕組だったといえるだろう。また、地球上の陸地には、まだどのような政治権力にもはっき

りとは属さないような空間が相当程度残っていた。しかし、一九六0年になると、世界中の陸地は、国境に
よって領域をはっきりと区分された国家群に覆われ、やがて国際海洋法が整備され海洋の一部までが国家の領
域となってゆくことになる。二00近くに上る国家群は、基本的には主権国民国家という同じ国家構造を採用す

るようになっている。それはあたかも主権国民国家が人間集団のとりうる普遍的で最終的な統治と秩序の形態
であることを示しているかのようである。しかし、この見かけ上均質な国家群の集合は、実は、二つの異質な

存在を抱え込んでいる。順に説明しよう。7つは、外見は主権国家の体裁を取っているものの、その内部の人々
に一体となる「国民」意識が十分には備わっておらず、国民国家とは呼びにくい国々である。このタイプは、特に
アフり力や中東に多い。これらの地域では、新しい帝国としての欧米諸国が、植民地化を進める際に自分たちの
都合で人工的に引いた境界線がそのまま国境として用いられ、新たに多くの国が独立した。例えぱ、中東で
は、イランとトルコを除くアラビア語を話す人々が多く住む地域が、イギリスとフランスの委任統治から独立した。
イラク、ヨルダン、シリア、レバノン、それに、イスラエルである。これらの地域は、かつてオスマン帝国に支配支
配されており、第一次大戦後、イギリスとフランスの交渉を経て、

イラク、ヨルダン、イスラエルがイギリスの、シリアとレバノンがフランスの委任統治領となっていた。独立にあたっ
て、イスラエルを除く各国では、アラブという要素を核にしたナショナリズムが見られたが、それは、特にイラク、
シリアといった地域ごとに区分されるものではなかっナ=。かつてこの地域で帝国による統治の正統性を保証した
イスラーム教は、「宗教」を遅れたものとみる近代的な考え方によって、この時期にはその力を失っていた。一九

六0年の時点では、ナショナリズムの高揚もあってとりあえずは主権国民国家的な体制が樹立されていたが、
やがてその熱狂が冷めると、これらの国の多くが、人工的に囲われた空問の中に住む文化的に多様な人々を

「国民」としてーつにまとめることが困難だという現実に直面することになる。やがて、イラクやシリアでは、軍事
力によって統一を実現しようとする強権的な政権が、その姿を現すことになる。一九六0年はアフり力の年と
呼ぱれる。この時点では、多くの新興国の独立は祝祭的なムードで迎えられた。しかし、サハラ以南のアフり力に
おいては、中東の場合と同様、人々の文化的環境は重層的であり、単純な国境によってそれを明確に区分する

ことはできなかった。領域の中をーつにまとめることは難しく、政府による統治の正統性を保証する「国民」に替
る何らかの理念も簡単には見つからなかっナニ。また、旧植民地宗主国との関係も複雑で、一筋縄では行かな
かった。アフり力の国々は、一九六0年の時点では、もちろん主権国家として他地域の国家から認められてはい
た。しかし、その後、国民国家の実態を伴い、政治と社会秩序が安定するようになる国の数は限られたものだっ

た。もうーつの異質な存在は、すでに上でも指摘したソ連と中国である。この両国は、古い帝国だったロシア
と清の領域をほぼそのまま引き継いでいる。二0世紀半ぱ頃の世界の各地における植民地独立の動きを見れ

ぱ、古い帝国の時代にその領域に加えられた地域に住む人々が、この両国からの独立を叫んで運動を起こして
も不思議ではなかった。実際、中華人民共和国成立から間もなく、チベット動乱が生じている。しかし、巧みな少

数民族政策によって、少なくとも、一九六0年の時点での両国は、領内での独立に向けての動きを抑え込むこと
に成功していた。まだ社会主義が思想としての清新さと力強さを維持していたことも、秩序の維持と社会の安定

に一役買ったに違いない。もちろん、この両国は主権国家だった。しかし、当時、国民国家としての内実をでれだ

け備えていたのかという点については、なお検討の余地があるだろう。このように、表向きは主権国民国家と
いう共通の顔を持つ地球上の国家群は、それぞれが重視する価値や理念という観点から見ると、実際は、三つ

のグループに分かれていた。アメリカ合衆国をりーダーとする自由主義陣営、ソ連を中心とする社会主義陣営、
そのいずれにも属さない中立国家群である。自由主義、社会主義の二つの陣営は、ーつでも多くの国家を自ら

の側に引き込もうと、さまざまな場面で争っていた。しかし、いずれの側も、地球上のすべての国家が自分たちと
理念、価値と構造を共有する相似形の政体となることを望んでおり、その意味で、どちらの陣営もが同じ方向を
目指していたと言えるだろう。その根底には、人類社会は「普遍」的であるはずだとの考え方が強く根付いていた。
6 私たちの立ち位置と未来の構図 P246

本書の冒頭で私は、「手厶たちはどんな時代に生きているのだろう。私たちが生きている今という時代には、過去
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と比較すると、どのような特徴が見られるのだろう」という問いに答えるのが、歴史学の重要な課題のーつだと記
した。不完全ではあるが、ここでこの課題に答えてみることにしたい。・ーー現代世界のもっともおおきな特徴
はグローバル化である。このことは、すでに本書で繰り返し述べてきナニ。経済、環境、情報などの分野で生じるさ

まざまな問題の多くが、国境で区切られた主権国民国家の枠内、あるいはその相互協力だけで解決できる類の
ものではなく、人類社会全体で取り組むべき地球全体の問題であることが露わになってきた。文化のグローバル
化も著しい。 主権国民国家という仕組みは、国民経済という言葉があることからわかるように、政府が■■■■■

経済も含めその領域内で生じるすべてのことを統一的に管理し、何か問題が生じれぱそれに対処し適切に解決
することを前提として成り立っている。また、国民文化は、他国とは異なりその国に特有なものだと意識されてき
た。今日の世界では、これらの前提の多くが崩壊してしまっナニ。経済や文化は国ごとに区切られているわけでは

ないし、主権国民国家だけが世界の諸問題を解決するための力を独占しているわけでもない。企業やNGO、市
民団体、マスメディア、それに大学の研究者に代表されるような知識人集団なども提案者、意思決定者として重

要な役割を担っている。SNSの発達と普及が著しい現在、すべての人々が提案者となりうる状況が生まれてい
る。現代の文化は、国ではなくグローバルな文脈で考えねぱ、その実態を理解できないであろう。したがって、

これまでの四枚の見取り図の場合と同様、国家の構造や統治の理念だけに注目するなら、それは現代社会の
特徴の重要な側面のーつを見逃すことになる。しかし、見取り図を積み重ね、それらを比較する手法は、同じ要

素に注目することによって、はじめてその力を十分に発揮する。そこで、ここでは、背景としてグローバル化の進
展とそれに伴う世界の変化を十分に意識しつつも、国家の構造や統治の理念に着目して、四枚の見取り図を描
いた過去の世界と現代を比較し、現代世界を理解する際に重要だと私が考える五つの要素を提示することにし
たい。その後、それらをまとめて現代世界の特徴を説明し、世界の将来像を見通してみたい。
地域統合 P248

一九六0年の見取り図と現代のそれを見比べた時に、まず気づくことは、現代の世界では地域銃合が著しく進
んでいるということである。特に、早くに主権国民国家のスタイルを生み出したヨーロッパで、経済の規模と成長
を重視する観点から、EUという地域統合の計画が進行している。二度と戦争を繰り返さないと誓う独仏伊の政
治家たちの固い決意と緊密な協力がこの計画の原点であり、その意味でこの統合は元来政治的な意味を持っ
ていた。しかし、時間が経つにつれて経済の重みが増し、域内で共通通貨を用い、国境の管理を行わず人や商
品の移動の自由を確保するという方向へと制度設計が進んできた。EU域内空間をーつの主権国家の領域とみ
なせぱ、これは従来の伝統的な主権国家の統治のスタイルを拡大しただけだともいえる。一方、領域の広さとそ

こにすむ人々の多様性、さらにそれらを政治的に統合しようとする意図を重視するなら、この計画を新たな帝国
建設と見ることもできるだろう。従来、二つ以上の国民国家が対等合併してーつの国家になることは、ほとんど

見られなかった。その意味で、このEUの計画は帝国の新ヴァージョン(古い帝国、新しい帝国に次ぐ第三ヴァー
ジョン)となる可能性を持っていると言える。ただし、フランスやドイツなど従来型の主権国民国家が、国境と
移動する人の管理という自らの主権の一部を手放さなけれぱ、政治的統合はすみやかには進行しない。二0-

六年にイギリス国民がEUからの離脱を国民投票で選択したのは、そのことを嫌ったという側面が大きかった。イ
ギリスは新型帝国の一部となることを受け入れず、伝統的な主権国民国家であることを選択した。・ーーー般
に地域統合と呼ぱれる動きは、ヨーロッパでだけ生じているのではない。二0一七年に創立五0周年を迎えた
東南アジア諸国連合(ASEAN)、南米諸国連合(UNASUR)、アフり力連合(AU)等々、統合の目的や深度はさ

まざまだが、個々の主権国民国家の限界を超えようとする動きが、世界のあちらこちらで見られる。政治的,経済
的な統合をさらに深化させ次の段階を目指そうとするこれらの実験の成否は、世界全体の政治と社会構造の今
後にとって決定的に重要である。

アメリカ合衆国 P249

過去の四枚の見取り図のうちの三枚に現れるアメリカ合衆国は、それぞれの時期で大きく異なった姿に見える。
ーハ00年は生まれたぱかりの主権国家、一九00年は新しい帝国、そして一九六0年は西側陣営のりー

ダーとしての姿である。現代のアメリカ合衆国は、これらとはまた異なる特徴を持った国家であるようだ。本書で
は取り上げなかったが、冷戦の一方の主役だったソ連が一九九一年に崩壊してから二0-0年頃までの間の

いずれかの年の世界の見取り図を描くなら、そこでのアメリカ合衆国は、あえて言えぱ、領土を持たない帝国と

表現できるだろう。一七00年の見取り図で説明した「帝国」の三つの定義のうち、「広大な領域を支配し、そこ
で文化的環境(エスニシティ)が異なるさまざまな人々が共存している」とは異なり、アメリカ合衆国は現実にその
主権の下に他国の領域を組み込んではいない。しかし、他国を自らの意志に従わせるだけの政治力と他国を圧

倒する軍事力を持ち、さらに、その統治の正統性を保証する理念(自由(Frθθdom)、民主主義(Demooracy)、
人権(Human R喰ht)など)を国外に向けても強く発信するこの国は、実質的に他国を含む広大な領域を支配

していたということもできるからだ。九.卞1後のアフガン戦争やイラク戦争は、アメリカ合衆国が実際にその強大
な軍事力を用いて、自らの意志に従わない諸国を「征服」したとも解釈できるだろう。また、映画や音楽などの

ソフトパワー、スターバックス・ニーヒーやマクドナルドに代表される食文化、世界共通語としての英語、それに、
最先端の科学技術を駆使した各種情報機器などが、その圧倒的な経済力と相まって、アメリカ発のグローバル
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化を進め、省業国1不tω中1い1こ位直して恐思を敢モスさ气堂けてい令よつにさえ見兀た。しかし、tω俊夫隊

に生じたことはその逆だった。グローバル化は、獅子身中の虫よろしく、その発信源であるアメリカ合衆国の社会

を蝕んでいたのだ。二0一七年に就任Lたトランプ大統領は、それまでの「領土を持たない帝国」的な政策を捨
て、普通の主権国民国家を目指すかのような政策を次々と打ち出し、実行に移そうとしている。TPPやパリ協定
のようにアメリカ政府がりードして決めてきた多国間協定の成果を反故にし、二国間で個別に物事を交渉するこ

と、同盟国にも露骨に金銭的な要求を行うこと、メキシコとの国境に壁を築くこと、ムスリムが多数を占める国の

人々による訪問を受け入れないこと、これらはすべて「アメリカ第一」を実現するための政策とされている。国内
世論だけに配慮するなら、そう言えるのかもしれない。しかし、世界レベルで考えれぱ、これらの政策は諸外国に

対するアメリカ合衆国の影響力を決定的に弱めることにつながりかねない。「自国第一」は、一般に主権国民

国家が採用してきた原則であり、何ら新しい考え方ではない。しかし、それをアメリカ合衆国が採用し公言したと
いうことは、ある意味で画期的である。それは、合衆国が世界のりーダーであることをやめ、いくつもある主権国
民国家のーつとなってしまうことにほかならないからだ。このような政策が採用され、実行に移される限り、アメリ

力は決して偉大とはならないだろう。むしろ、私たちは、アメリカの時代は終わったとみなさざるをえないのではな

いか。この新局面がトランプという大統領個人の思想に帰されるべきものなのか、それとも、アメリカ合衆国とい
う国家の性格の根本的な変化によるものなのか、今後の推移を見ながら慎重に検討する必要があるだろう。

破綻国家と移民・難民問超 P251

すでに、一九六0年の見取り図の項で指摘したように、中東やアフり力の一部では、一旦建設された主権国民
国家の枠組みと政治の仕組みが、さまざまな理由によってうまく機能しないことがあっナこ。一七00年、ーハ0
0年の見取り図から明らかなように、これらの地域には、他の地域、特に西ヨーロッパ諸国とは異なる政治の仕

組みと社会の秩序が存在していた。ところが、一九00年にはアフり力の多くの場所が、新しい帝国となった西
ヨーロッパ諸国の植民地となっナこ。その後二0年ほどの問には、中東の多くの場所もアフり力と同様の運命に
陥った。これらの地域で、第二次世界大戦後に新しい独立国家が生まれる際には、西ヨーロッパ諸国がその勢
力範囲を画定するために引いた人工的な境界線が、そのまま用いられることがほとんどだった。これらの歴史的
背景を考慮するなら、政治の仕組みや社会の秩序のあり方が異なるところに、借り物としか言えない概念や制
度を用いて西ヨーロッパ諸国と似た構造の国家を人工的に建設しようとしたところに問題があったことは明らか
だ。現代では、アフり力や中東の多くの国々で、政府がその領域の秩序を安定させるだけの実力を持たず、
社会が混乱している。軍事力も国内に散在している。例えぱ、りビアでは、アメリカとその同盟国の軍事的な支援
を受けた反乱軍連合が、二0-一年にカッダーフィーの独裁政権を打倒したが、領内には新たな秩序を樹立しう
るだけの力を持った政権が成立せず、内戦状態が続いている。シリアは、アサド政権の統治に反旗を翻したさま
ざまな勢力と政権との間での内戦が数年続き、泥沼に陥っている。フセイン政権がアメリカ合衆国を中心とする
連合国軍の攻撃で崩壊した後のイラクも、今日に至るまで安定した秩序を回復させることができずにいる。ア
フり力でも、ソマリア、南スーダン、中央アフり力を始め、多くの国々で政情が不安定となり、内戦状態が続いてい
る。ナイジェリアやマリのように、イスラーム過激派が社会的混乱の原因になっている場合もあるが、多くは現地

社会における有力者同士の争いである。その原因のーつが、一九六0年に見た不自然な国境線にあることは
間違いないが、それ以外にも国際政治や兵器輸出、経済援助の側面などさまざまな理由により、安定した国民
国家が成立しないのだ。この現実は、主権国民国家という政治と社会の仕組みが決して人類に普遍的なものと
は言えず、その一部の社会にしかうまく適合しないものなのだということを如実に示している。長引く戦乱によ
る治安悪化や食糧不足のために、現状の暮らしに行き詰った多くの人々が、故郷を捨てて域外の経済的に豊か

で仕事の見つかる国々への移住を考えるようになっナこ。その結果として、この数年、ヨーロッパ各国が直面して
いるのは、中東やアフり力諸国からの移民・難民の問題である。えてして、注目は移民・難民をEUの域内に入れ
るか入れないかという点に集まっているが、問題の根源は、人々が住み慣れた自分たちの故郷を捨ててでも移
動しようと考えたというところにある。西側諸国が自分たちの価値観や政治と社会の仕組みを「普遍」だとみなし、

これらの地域に、宗主国然として、外からそれを導入しようと試みる限り、この問題は解決しないのではないだろ

うか。自分たちをモデルとするような国民国家の体制を必ずしも求めず、権威主義的な政治体制でもよしとする

か、そうでなけれぱ、現地の実情を十分に理解した上で、安定的な社会の秩序を築くことができるような新しい政
治の仕組みを提案し、それが現地に安定的に根付くまで、さまざまな側面で十分な支援を行うことが求められて
いる。

ロシアと中国 P253

いわゆる破たん国家の場合とは異なり、この二つの国は、四枚の見取り図のうち、一七00年から一九00

年までの三枚に現れるロシアと清という帝国の領域、すなわち、異なるエスニシティを持つ多様な人々が暮らす
空問を概ね引き継いでいる。それは、いわぱ、歴史的に形成されてきた領域である。一九六0年の項で述べた

ように、ソ連と中国という二つの国がこの古い帝国の領土をそのまま維持することができた理由のーつは、社会
主義という新たな統一の理念を得たことだった。しかし、社会主義が国家を統治する理念として有効だった時

期は限られていた。ソ連は一九九一年に崩壊し、ロシアと並んで、バルト三国、ウクライナやべラルーシ、コーカ
サスのアルメニアやアゼルバイジャン、それに中央ユーラシアのカザフスタン、ウズベキスタンなどが、新たに独
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立国の地位を獲得した。古い帝国からソ連という新しい帝国に引き継がれた植民地が、この時独立を果たしたと
もいえるだろう。その結果、古い帝国時代のロシアに比べると、現在のロシアの地理的な領域はかなり小さく

なっている。この変動に伴って、人口の中でロシア人が占める比率は上昇した。ロシアは主権国民国家に一歩
近づいたと言えるだろう。といっても、他の国々と比較すれぱ、その領土はなおきわめて広大であり、そこには口
シア人以外にも複数のエスニシティを持つ人々が共存して暮らしている。ロシアは、少なくとも、日本や西ヨーロッ

パ諸国のような典型的な国民国家ではない。古い帝国の殻を引きずるロシア社会を安定的に統治することはさ

ほど簡単ではないはずだ。社会主義の理念が力を失ったあとに新たに建設されたロシアの社会秩序は、見たと
ころ安定している。この安定は何に起因するのだろうか。旧帝国以来の慣性的な秩序なのか、それとも強権的な

政治体制の確立なのか、現代ロシアにおける統治の理念は、十分に検討に値する重要な研究課題である。
一九六0年の見取り図には、もうーつの社会主義大国として中国が描かれていた。この国では、現代でも依然

として、社会主義が国家統合の重要な理念であり、共産党の一党独裁体制が維持されている。しかし、外から観

察する限り、理念としての社会主義と実態としての中国社会の間にギャップがあることは明らかである。経済の
飛躍的発展に伴う社会的、地域的な貧富の格差は、資本主義の国である日本よりよほど大きい。中国政府は、
間もなく深刻な課題となることが明白な高齢化社会への対処とともに、この格差問題の解決を他に優先して取り

組むべき課題だと考えているはずだ。ロシアと同様、この国も、清朝以来の古い帝国の枠組みを引きずり、漢
族が人口の大多数を占めるとはいえ、国内に多くの少数民族を抱えている。巨大な領土と人口は財産であると

同時に、社会秩序の安定を脅かす凶器にもなりうる。どのような理念が、この巨大な国の統治を可能にし、その
正統性を保証するのだろう。今日、中国を訪れると、住宅地や商店街、公園の壁や道路にかかる陸橋などの目
立つ場所に、社会主義の核心的価値観とされる一二の標語が大きく記されている。富強、民主、文明、和諧、自
由、平等、公正、法治、愛国、敬業、誠信、友善の一二である。これらは、「主義」にかかわらず、人間が政体を
作って生きてゆく上での基本的な価値であるように見え、そのまま日本で採用しても通用しそうである。誰もが認
める正の価値と社会主義を結びつける二とによって、その意義を強調し再確認しようとしているようだ。二のこと
は逆に、社会主義以外に統治の正統性を保証する理念がまだ見つかっていないということをも示している。ロ
シアと中国は、本節の冒頭で述べた地域統合とは異なる形で、その広大な領域と多様な人々を統治している。

かつての古い帝国的な統治方法はもはやそのままでは通用しないし、かといって、一体となった国民からなる安
定した主権国民国家を建設することもそう簡単ではない。一枚目や二枚目の見取り図の時代とは異なり、治下
で暮らす人々は民族や主権といった概念を理解しており、その意味では、昔に比べると、国民国家的なまとまり
を作ることは容易だと言えるとしても、である。国民国家であることが当たり前だと考えられ、自らをアメリカ合

衆国をりーダーとする西側同盟諸国の一員と認識している日本から見ると、ロシアや中国の政府の方針や行動
は、ときに不可解であり、反発を覚えることすらある。しかし、両国の政府は、それぞれの社会の特徴を十分に把
握した上で、その安定と秩序の維持に資する計画を立て、それを実行に移しているはずである。自らの価値や常
識と異なるからと言って、この両国の国内,対外政策を突き放して批判することは避け、慎重かつ丁寧に政策理
解を深めるように努力するべきだろう。もし、ロシアと中国が、その広大な領域を安定的に統治するにあたって、
宗教に支えられた古い帝国ではなく、主権国民国家でもない次世代国家の理念と秩序の基盤を確立できれぱ、
未来の世界におけるこの両国の重みはさらに増すことになるだろう。
日本 P256

四枚の見取り図を並べてみた時に、日本列島の政体の変遷はどのように理解できるだろう。一枚目と二枚目
には、ともに江戸時代の幕藩体制が描かれており、基本的な構造はそれほど変わらないはずだ。領域について
見るなら、北海道の大部分はまだ幕藩体制の統治下には入っていない。沖縄にあった琉球王国は、徳川政権と

清帝国という二つの大きな政治権力に同時に臣従していた。島国であったために、その支配領域の境界は多く
の場合海岸線と一致し、はっきりしていたが、それでも、北海道や沖縄のような遠隔地になると、隣国との境界は

暖昧だった。この時期の日本列島における政体は、外部、特に中国大陸からの影響を受けてはいた。しかし、そ
の他の地域、特に西ヨーロッパ諸国からの影響は目に入るほどではなかった。これに対して、政治の理念や
仕組みの面で、世界各地が西ヨーロッパ諸国の影響を強く受けるようになった三枚目の時代(一九00年)では、

日本は主権国民国家+植民地からなる新しい帝国のーつとして現れる。当時の西ヨーロッパ諸国の政治の仕組

みの基本となった主権国民国家の考え方と制度をいち早く取り入れて国内の秩序を固め、さらに、海外に植民
地を求めるという点でも、西ヨ」ロッパ諸国の行動に追随している。この時までには、琉球処分を経て琉球王国

領が日本に併合され、北海道や千島冽島でも国境線が意識されるようになっていた。主権国家としての体裁は
整っていたといえるだろう。それから二度の大戦を経た四枚目の時期、日本は他の国々と同様に、主権国民

国家となっている。国民が第二次世界大戦での敗戦という共通の記憶を持つこの国は、言語や宗教、習慣など
人々の文化的環境の均一性からみると、おそらく、この当時の世界でもっとも典型的な国民国家だっただろう。

この状況は、基本的に現代においても変わらない。日本は一九六0年と同様に、主権国民国家体制を堅持して
いる。政治家や役所、マスメディアは、「日本」を前提としてすべてを語り、伝え、計画し、判断する。日本人と外

国人は裁然と区別され、人口が減少に転じたにもかかわらず、移民や難民は厳しく制限されている。東京などの
,゛一仙1^^ι+'、,:.1.1門、聖,門、ι14 住1 ι'、t'.L声!t.t ,.r 、 Z J,t
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られている。日本は本格的な地域統合の試みには参加していない。日米同盟があるとはいえ、これは、EU
やASEANとはまったく異なる国家間連携である。世界的に見るなら、日本の主権国民国家体制の独自性は際
立っているといえるだろう。

現代世界の特徴と未来の構図 P257

グローバル化に加えて、国家の構造や統合の理念に関わる以上の五つの要素に注目するなら、私たちは今ど
のような世界に生きていると言えるだろう。第二次世界大戦に世界全体で一旦受け入れられたかにみえた主

権国民国家という統治の基本的な仕組みが、世界の多くの地域でほころびを見せ、きしんでいる。地域統合の
動きゃ、いわゆる破たん国家の存在がそれを証明している。また、国家間の格差、さらには同じ国家の内部での

格差が大きな問題として顕在化してきている。ここでは詳細を論じないが、これらの動きゃ問題の背景には、グ
ローバル化の進展と資本主義的価値観の偏重などがあるものと考えられる。第二次世界大戦後に世界各地

で採用されるようになった主権国民国家という政治の仕組みは、地球上のさまざまな人間集団を統治しその社

会の秩序を維持するための最終的、普遍的な解ではなかったようだ。主権国民国家が、地球上のすべての陸地

を覆うという時代は終わったと考えてよい。その一方で、日本のように堅固な主権国民国家を維持する例や主権
国民国家への回帰という現象も見られる。最近のアメリカ合衆国やイギリスの行動もそのうちのーつである。あ
まり目立たないが、冷戦時代にソ連の影響下や支配下にあった諸国も、その方向への努力を続けているとみて
よい。また、一旦システムが崩壊した国々の中でも、新たな主権国民国家建設の動きが見られる。この状況を見
れぱ、主権国民国家という政体が、その歴史的役割を終えようとしているとは言えないだろう。日本という国

家の立場に立てぱ、世界全体で主権国民国家体制が復活することがもっとも望ましいことははっきりしている。
すでに政治や社会の仕組みがこの体制を前提に構築されているからである。これに対して、もし、地域統合が新
たな普遍として有力となるなら、現在、どの地域統合化運動にも属していない日本の立ち位置は難しくなるだろう。
今後の世界を見通す際の重要なポイントは、世界中のさまざまな人問集団のすべてが、同じ国家構造や政治の
仕組みを持たねぱならないとは考えないということである。十九世紀に西洋近代が生み出した知の根本には、そ
の進歩の度合いに差があるとはいえ、人間は皆同じ方向へ歩みを進めている、あるいは進めるべきだという考

え方がある。この前提に問題があるということがわかっていても、その知の枠組みの中でものを考える私たち
<特に、ヨーロッパや北米と日本の人々>ほ、しぱしぱそのことを忘れている。「普遍」への信奉を捨て、世界各地
の人間集団が、自分たちの社会の秩序を維持するのに最も適した政治の仕組みを採用すれぱよいと考えてみ
たらどうだろう。むろん、主権国民国家という枠組みは、その有力な解のーつである。とはいえ、問題はそれ

このように、経済や情報のグローバル化が進み、従来の国家の枠組みや境界がほど簡単ではない。 ■■●■■

融解しはじめているのに、世界の人々がそれまでの経験に基づきそれぞれ勝手にただ自分たちの社会秩序を
安定させるための政治の仕組みを考案し、採用していてよいのだろうか。当然の疑問である。しかし、それ以外
にどのような方法があるのだろう。バラバラのように見えても、人々が地球への帰属意識を持ち、地球の住民
という立場から自分たちの共同体の政治の仕組みを主体的に考え、互いに協力しながら、それを実現してゆくな

ら、きっとそこに人間社会の未来の姿が見出せるだろう。すでに自分たちの政治や社会の仕組みが整って・いる
集団は、必要であれぱ、他の集団に対して押し付けではなく適切な支援を行うこと、そして、新たに立ち上がって

くるものも含め、さまざまな人間集団の組織(それは従来の国家の形態とは限らない)をまとめ、地球全体の問
題解決に対処できる仕組みを考案すること、この二点も大事である。これらを着実に、しかし、スピード感をもって
実行してゆくしかないだろう。「国益」ではなく、「地球益」のために、人々がそれぞれの持ち場で行動すれぱ、お
のずと道は開けると信じたい。私自身はといえぱ、日本と世界の人々が地球の住民という帰属意識を持てるよう
な新しい世界史を描くことで、この方向へ歩を進める人々の背中を押せるように、微力を尽くしてゆきたい。

( 94/276 )

終章未来につながる新しい世界史のために P269

1 新しい世界史とグローバルヒストリー P269

本書の論点 P269

本書の第1部では、暗黙知と言語ごとの知の体系化という従来の人文学・社会科学研究に見られる特徴を指

摘し、日本語による人文学・社会科学研究が、独自の視点と見方によって、日本という国民国家建酘に大いに貢
献してきたことを説明した。また、研究者の立場性が重要な意味を持つ人文学・社会科学研究においては、研究

の本場という考え方はなじまないとも論じた。言語ごとに異なる知の体系があり、その体系においてしか正確に

表現できない概念や事実が存在する。言語の間に優劣がないとすれぱ、その知の体系の価値にも差はないは
第訂部では・ー・現代世界を理解するための材料を提供することが歴史学の重要な責務ずだ。

だとするなら、現在私たちの手元にある国や地域の歴史をたぱねた世界史に満足しているわけには行かない。
一体化の進む現代世界においては、国や地域の過去の説明だけではなく、世界全体の過去の説明が求められ

る。新しい世界史が必要な所以である。そして、第9章で例を示したように、新しい世界史の構想には、グローバ
従来の歴史研究であまり用いられることのなかった分析や叙述の枠組ルヒストリーが必須である。 ●"●■■

みは、「世界」のほかにも多々ある。例えぱ、海域がそうだし、ディアスポラ・ネットワークに代表される交易網も、



この範疇に入る。国家の枠を超えるようなこれらの分析枠組みに加え、あるーつの村や家族、さらには一人の人
物などのミクロな研究対象の過去を、通常の一国史ではなくグローバルな文脈で解釈することも、グローバルヒ
ストリーの重要な方法のーつである。これらの多彩な方法を用いて明らかにされた過去は、新しい世界史を見通

すための信頼の置ける重要な事例となるだろう。
シリーズ・グローバルヒストリー P271

■●冒●■

歴史学者の立場 P271

日本の歴史学者の多くは、これまで、日本であれ外国であれ、一国史の枠組みを用いて人類の過去を解釈し、
主に日本語によって自分の見解や研究成果を語ってきた。歴史学者の多くは日本人であり、彼/彼女らが半ぱ

無意識のうちに想定していたのは、日本人の聴衆、読者だった。彼/彼女らのすぐれた研究成果は、日本語の
知の体系に組み込まれ、日本人が日本と世界を見る眼を養い、規定してきた。これらの成果が重要な貢献で

あったことは閻違いないが、一方でその流通は日本人という帰属意識を持つ人々の間に限られていナニ。本書

で現代的な意義を強調したグローバル人文学・社会科学の一分野としての新しい世界史研究では、日本に加え
て地球にも強い帰属意識を持つ研究者が、グローバルヒストリーの手法を使って、過去のある事象を世界の文
脈で解釈し、その成果を地球の住民という意識を持つ聴衆や読者に伝えようとする。用いられる言語に制限はな

い。もし、これまでと同様に日本語を用いるとしても、従来とは異なる立場と視角からの研究は、同じ過去の事象
を取り上げたとしても、しぱしぱ異なる結論に達するだろう。例えぱ、日本史の文脈で語られることの多い明

治維新を、同時期の似た事停1と比較しながら世界史の文脈において解釈すること、イギリス史の文脈で研究さ
れ理解されてきた産業革命を、他地域とのつながり1こ注目して世界史の文脈に置き直して解釈し理解することな
どが、その例である。といっても、この二つのタイプの研究手法のうちで、一方が正しく他方が間違っていると
考える必要はない。歴史学者の立場や帰属意識とその成果や見解を伝える対象となる人々の帰属意識が異な
れぱ、解釈と説明のポイントが異なるのは当然である。重要なことは、一国史の枠組みによる精緻な過去の解
釈と新しい世界史の文脈による傭瞰的な過去のとらえ方の間で、情報と意見の交換が建設的に行われ、それが、
双方の研究にフィードバックされることである。すぐれた歴史研究者なら、別の解釈やとらえ方を知ることによっ
て、それまでの所説を部分的に修正することや新しい情報を追加することは厭わないはずだ。 ある出

来事がどこか特定の国や地域で起こったとしても、それは現在その国や地域に住む人たちだけの過去ではない。

新しい世界史の文脈では、その出来事は、地球の住民である私たちが皆共有すべきものだ。人類の過去が地
球の住民の過去として解釈し理解される限り、たとえその解釈や理解が異なるとしても、それらは世界中の地球
の住民の間で検討されるべきだ。そして、少なくとも、なぜ他の人々が異なる意見を持つのかが理解されねぱな
らない。

2日本語の知と英語の知 P274

最後に、ここまで本書で論じてきた内容と関連するーつのエピソードを紹介し、本妻を終える二とにした
世界における知の多様性を保障することは大事である。また、これからの世界で、日本が健全ない。

国民国家としての体制と立場を堅持してゆくべきだと考える人は多いだろう。だとすれぱ、日本語での高等教育
や研究を粗末に扱うような意見や施策が、安易に表明・提案されることがあってはならないと強く思う。ただし、
これも繰り返しになるが、日本語を用いて研究を発表する人文学・社会科学の研究者が、現状に満足していては
ならない、ぜひ、自らの研究成果の意義を外国語でも説明するように努力すべきだ。特に、グローバル人文学・

社会科学という新分野では、日本語での思考を外国語、なかんずく英語で表現することが大事である。一人でも
多くの方々が、グローバル人文学・社会科学という研究分野に飛び込み、海外の研究者と切磋琢磨しながら、
人々がそれを読めぱ地球の住民であることを意識できるような素晴らしい成果を公表してほしいと強く願ってい

る。

あとがき P281

題名に世界史を冠する著書は、二0-一年一二月に刊行した『新しい世界史へ』(岩波書店)に続いて本書が

二冊目となる。この間「世界史」は、常に私の学問的関心の中心にあった。本書を執筆し刊行するに至るまでの

事情を簡単に説明しておきたい。前著を出版した直後の二0一二年四月から、私は勤務先の東京大学で、
大学全体の国際業務を担当する部署を統括する副学長を三年務めナニ。その後、一年空けて二0一六年四月か
ら現在に至るまで、やはり国際業務を統括する理事・副学長を務めている。日本を代表する研究型総合大学の

執行部で、理系出身の総長や幹部に囲まれながら毎日の仕事に携わり、ほとんどが理系の研究者である海外
諸大学の学長や副学長と様々な形での学術交流を重ねていると、自分自身の研究はもちろんだが、広く大学に

おける文系の研究全般の意義について考えざるをえない局面にしぱしぱ直面しナニ。二0一五年六月に、文

部科学大臣が国立大学法人に「国立大学法人等の組織及び業務全般の見直しについて」を通知し、その中で
教員養成系学部・大学院や人文社会科学系学部・大学院の組織見直し計画策定、組織の廃止や社会的要請の
高い分野への転換を指示したという出来事も、この間常に頭から雛れなかっナニ。これは日本の場合だが、日本
のみなら司'惜思下卓,.女系研牢の竜味が為広ナーめt問わ南't1ハるこ山ぱ.各国の同倍ナー六允らの悟都下卵広允
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だった。このような環境に身を置く私が、現代の大学において、歴史研究、さらには人文学・社会科学の使命

とは何かを自分なりに考え書き記したのが本害の第一部である。 ■■■●■

前喜を刊行する前後から、私は広い意味で世界史に関わる国際会議を組織したり、諸外国で開催される世界

史関連の会議に招かれ講演や報告を行ったりすることが多くなった。二00九年度から一三年度までは、日本
学術振興会科学研究費補助金の基盤研究S「ユーラシアの近代と新しい世界史叙述」という共同研究を主宰し、

二0一四年度からは、本書でも記したように、日本学術振興会研究拠点形成事業(先端拠点形成型)の枠組み

で、Glob.1 Hlsto"y c011.b叶ativ.という国際的な教育研究ネットワークの構築と展開に従事してきたからで
ある。私が外へ出かけて行くだけではない。海外から多くの研究者や大学院学生が私の所属する東京大学東洋
文化研究所を訪れ、短期・長期で滞在するようにもなっナニ。私は彼らの受け入れ責任者として、彼らに協力を求

めながら、しぱしぱ国際セミナーや講演会を催している。このような外国の研究者との緊密な交流が、本書第二

部五一七章の叙述の基盤となっている。外国の研究者と交流する機会が多くなるにつれ、私は世界史につ
いての自らの考え方や論じ方に日本的としか言いようのない特徴があることをあらためて強く意識するように

なった。日本には日本語で語られ理解されている世界史についての常識があり、それがしぱしぱ諸外国の研究
者の持つ「世界史」についての考え方とは微妙に異なっているという事実は、私にとって新たな発見だった。これ
までも、イラン史やイスラーム世界史など個別の研究分野で国際学術交流を経験してはいたが、このような自覚

を明確に持ったことはなかった。何がどう違うのか、その違いはどうして生じたのか。また、この一0年ほどの
間に世界レベルで急速に広まってきた「グローバルヒストリー」とは、一体何なのか。それは世界史とどうかかわ

るのか。これらの問題に一定の見通しを得たいと思い、ここ数年、外国語や日本語の関連文献を渉猟し、世界史
の研究方法や枠組みについて内外の研究者と議論を重ねてきた。編者として刊行に関わった以下の四冊の書

物は、その成果の一部である。①『海から見た歴史』(東アジア海域に漕ぎ出す1.東京大学出版会、二0-
三年)、②『グローバルヒストリーと東アジア史』(東京大学出版会、二0一六年)、③『地域史と世界史』(ミネル
ヴァ婁房、二0一六年)、④『グローバル・ヒストリーの可能性』(山川出版社、二0一七年)。これらの書物に
は、私が世界史やグローバルヒストリーの研究、とりわけその方法論に取り組む過程で考えたことが、論文とし
て含まれている。それらの一部は、文言を多少修正した上で、本書の論述に取り入れ、組み込んだ。具体的に

示すと、本害第五章の1、第六章、第七章の1の論述は、以下の五本の論文の全部、または一部からの引用で
ある。「新しい世界史/グローバルヒストリーとは何か」「新しい世界史と地域史」『グローバルヒストリーと東ア
ジア史』、「地域史と世界史」『地域史と世界史』、「グローバル・ヒストリーの豊かな可能性」「日本におけるグロー
バル・ヒストリーと世界史」『グローバル・ヒストリーの可能性』 いずれにせよ、日本語で記される新し.....

い世界史は、そこにどれだけ相対化された日本の過去を組み込むことができるかが鍵となるなるだろう。本書
を含むrグローバルヒストリー」シリーズは、二0一四年三月で終了した日本学術振興会科学研究費基盤研究S
「ユーラシアの近代と新しい世界史叙述」による共同研究の成果の公刊を目的として企画立案された。それから
すでに四年が経過し、あるいは時宜を逸したとの批判を受けるかもしれない。実際、私自身について言えぱ、こ

の間管理職として働いていなけれぱ、もう少し早く出版にこぎつけることができたのではないかと思う。しかし、そ
の本の内容は、本書とは相当異なったものになっていただろう。本書は大学の管理業務と自らの研究を両立さ
せようとしてきた私の個人的な経験があってはじめて生まれた。それはそれなりに意味のあるものだと私自身は

確信している。願わくば、読者も同様の感想をお持ちくださらんことを!本書刊行に際しては、これまで同様、
東京大学出版会の山本徹さんのお世話になった。本書のみならず、「グローバルヒストリー」というこの意欲的な
シリーズの企画の段階から、山本さんにはずいぷん助けていただいた。有能な編集者との共同作業は、筆者に

とって楽しく有益な経験である。これから残り八巻が無事に出版されるまでの長い旅路を、山本さんとご一緒でき
ることを楽しみにしている。

二0一八年二月羽田正 〆
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(2)〔帝国〕

『サピエンス全史(上)ーー文明の構造と人類の幸福』 2016年9月30日初版発行著者ユヴァル・ノアリ、ラ

リ訳者柴田裕之発行所株式会社河出書房新社より

第3部人類の統一第"章グローバル化を進める帝国のビジョン帝国とは何か? P235

帝国とは、二つの重要な特徴を持った政治秩序のことをいう。帝国と呼ぱれるための第一の資格は、それぞれ

が異なる文化的アイデンティティと独自の領土を持った、いくつもの別個の民族を支配していることだ。では、厳

密にはいくつの民族を支配していれぱいいのか?二つか三つでは不充分だ。二0か三0までは必要ない。帝
国となるのに必要な民族の数は、どこかその間にある。

第二に、帝国は変更可能な境界と潜在的に無尽の欲を特徴とする。帝国は、自らの基本的な構造もアイデン
ティティも変えることなく、次から次へと異国民や異国領を呑み込んで消化できる。現在のイギリスの国境はかな

り明確で、国の根本的構造とアイデンティティを変えることなくそれを超えて拡がることはできない。だが一世紀
前には、地球上のほぼどんな場所でも、大英帝国の一部になりえた。
文化的多様性と領土の柔軟性のおかげで、帝国は独特の特徴を持つぱかりでなく、歴史の中で、自らの中心

的役割も得る。帝国が多様な民族集団と生態圏を単一の政治的傘下に統一し、人類と地球のますます多くの部
分を融合させられたのも、これら二つの特徴があれぱこそだ。

ここで強調しておかなけれならないが、帝国は、その由来や統治形態、領土の広さ、人口によってではなく、文
化的多様性と変更可能な国境によってもっぱら定義される。帝国は軍事的征服によって出現する必要はない。
アテネ帝国(デロス同盟)は自主的な同盟として始まったし、ハプスブルク帝国は、一連の抜け目ない婚姻同盟
によってまとめ上げられたのだから、結婚から誕生したわけだ。また、帝国は独裁的な皇帝に支配されている必
要もない。史上最大の帝国である大英帝国は、民主政体によって支配されていた。それ以外にも、オランダ、フ
ランス、ベルギー、アメリカといった民主御Kあるいは少なくとも共和例Dの近代の帝国や、ノヴゴロド、ローマ、カ
ルタゴ、アテネといった近代以前の帝国がある。

大きさもあまり関係ない。じつに小さな帝国もある。アテネ同盟は、全盛期にさえ、現代ギリシアよりも大きさも
人口も格段に小さい。アステカ帝国は、今日のメキシコよりも小さい。それでも両者は帝国だが、現代のギリシア
とメキシコは帝国ではない。なぜならアテネとアステカは何十も、何百さえもの異なる国家を徐々に征服したのに

対して、ギリシアとメキシコはそうしてこなかったからだ。アテネは、以前は独立していた一00以上の都市国家
に君臨し、アステカ帝国は、その徴税記録が信頼できるなら、三七一の異なる部族や民族を支配していた。

あまり大きくない現代国家ほどの領土に、どうやってそこまで雑多な人々を押し込められたのだろうか?それ
が可能だったのは、過去の世界には今よりも段違いに多くの異なる民族がいて、それぞれが現在の典型的な民
族よりも少ない人口を抱え、狭い領土を占めていたからだ。現在はわずか二つの民族の念願を果たすために苦
労している、地中海とヨルダン川の間の土地には、聖書に出てくる時代には何十という国民や部族、小王国、都
市国家が楽々と収まっていた。

帝国は人類の多様性が激減した大きな要因だった。帝国という口ードローラーが、数限りない民族(たとえぱヌ

マンティア人)の類のない特徴を徐々に跡形もなく踏み漬し、そこから新たなはるかに大きい集団を作り上げて
し、つナニ。 〆
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5.考察、並びに、提案と要望

私達当会は、長崎地域の歴史的な人類の社会について、私達現生人類の歴史的な世界の周辺たる日本地域

に於いて、古来より、日本海、東シナ海沿岸地域の人類に於ける交流、交易の接点、拠点のーつである処、日

本地域に於ける政治的民俗的動向に於いては周辺として独立的であり、その変遷と出来事は、凡そ、外的な要
因に因る事象であり、内的な要因に因る事象ではない処、例えぱ、内的な要因に由来する現象としての戦国的
結束又は集権の動向は考えにくい等、先史時代、中世、現代に至り、当該地域の人類の個体の心性や在り方、

又、その個体間の関係性に於いて、概ね、基層として、中世以降の古態を遺存し、個別の出来事の当事者たる
個別の個体又は集団に個別の変容があり、以って、現代に於いて多様且つ重層的で多義的な社会を形成して
いる、と仮定します。

私達当会は、長崎地域の歴史的な人類の社会について、斯かる、多様且つ重層的で多義的な社会が、私達人
類にとっての安寧であり.、人類の個体と集団の活動の源泉であり、且つ、特異性、独自性、又は、魅力を形成し
ている、と仮定します。

私達当会は、私達現代の人類の個別の特定の地域的の社会について、例えぱ、当該の地域の人類の、その

遺跡や他の文化財的事象への行為に於いて、何らかの由来により、当該の人類に関する歴史的な事実、様々
な事象や出来事に対し、之に反し又は之を逸脱し、凡そ、専らに、江戸期の事象を対象とする、など、バイアス
(bias:偏倚)を包含して之を遺存し、又は、任意の意図的な且つ硬直的又は制度的な設定を行為するならぱ、
当該の多様性を包摂する社会に於ける個別の個体、並びに、個別の集団、又、その様々な相互の関係性、即ち、
当該の社会の推移に於いて、ストレス(stress:圧迫、圧力、加圧、負荷)を生起し、私達人類の世界のストレス
は、私達人類の個体又は私達人類の集団の在り方とその様々な相互の関係性に於いて、誤認や欺備や軸蝶
や分断を生起し、私達人類の社会は消耗し疲弊し、即ち、機能不全と非認識と暴力により破壊される、と仮定し

ます。

私達当会は、私達人類について、宇宙と太陽系のエネルギーの体系と地球の自然と人類の事象、その共時的
通時的事叡の全てを認知することは不可能であり、即ち、普遍的な存在で在り得ない処、私達人類にとって、唯
ー、可能な事象は、常に、私達人類の自身の認識を更新し続けることである、と仮定します。

私達当会は、皆様に、長崎地域の遺跡とその他の文化財的事象、並びに、長崎地域の人類の行為、民俗と歴
史について、先史時代、古代、中世、近世、近代、現代、に於ける様々な多様で多義的な共時的通時的な個別
の実態、推移、出来事に於いて、可能な限りの対象と手段によって、之を、調査し、実証し、考究し、把握し、常

に、その認識と概念を更新し、私達人類の社会に対して明らかにして発信して紹介し、同時に、その様々な多様
で多義的な痕跡を、痕跡として、調査、現状保存、活用、整備、公開、提示、保全し、私達現生人類による自身
の事象として、私達現生人類にとって唯一の自身への客観たり得る事象として、自らの存在と行為、生活に於け
る包摂、受容、継承、を実現すること、を提案し要望します。

私達当会は、現代の人類の地球規模の世界に於ける日本地域の諸国諸地域間の相対的位置の由来について、

①徳川氏の公儀迄に於ける、西欧英仏二国と比較しても早期に推移する、根源的な性格としての主権国民国
家の確立、②徳川氏の公儀の後半に於ける、世界の科学と技術の新旧転換期に適合する、時宜を得た、西欧

文明の摂取、③明治の御一新たる、私達人類の西欧地域に位置する英仏二国に由来して概念に於いて整備さ
れ制度に於いて構成された特定の統治の形態としての主権国民国家に範をとる統治形態への改組と転換とそ

の後の展開、を三つの柱とし、この三つの事象が有機的に総合された結果である、と仮定します。

私達当会は、臼本地域の近世に於ける、徳川氏の公儀に於ける、根源的な性格としての主権国民国家の国際
比較上に早期の確立、並びに、続く264年の安定と平和と成熟について、之が、日本地域の内部に於ける国力

の蓄積を形成し、且つ、明治の御一新たる、私達人類の西欧地域に位置する英仏二国に由来して概念に於い

て整備され制度に於いて構成された特定の統治の形態としての主権国民国家に範をとる統治形態への改組と

転換とその後の展開を容易ならしめ、又は、之に寄与した、と仮定します。

私達当会は、都市長崎遺跡について、①に於いて、古くは東アジア文化圏の拠点のーつとして、中世末期には、
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日本地域に於ける最初の西欧文明の敷衍の基盤的な拠点として、②に於いて、中国地域と西欧の文明に対す
る窓口、交易軍事都市たる世界情勢への情報処理拠点、蘭学の成熟と東漸、徳川氏の公儀たるオランダ王国と

の国際事業である長崎海軍伝習の開催と之に由来する近代西洋学術と技術の伝播の拠点として、③①、②を
継承し蓄積する外国人居留地を包含する、世界と日本の人士の来崎と滞留と情報交換、並びに、産業の地域と
して、①、②、③、の全てに共時的通時的に連続的して密接に関与し、歴史上の価値が高く、且つ、当該の歴史
上の出来事の出現に密接に関与する遺跡として歴史学上の価値を内包し、又、当該の固有の遺跡の存在と実
態として多義的な遺跡であり、学術上の価値があり、私達人類にとって、又、私達日本地域の人類にとって、重
要な遺跡である、と仮定します。

私達当会は、都市長崎遺跡について、私達人類にとって、又、私達日本地域の人類にとって、ヨ.遺跡として、

遺跡で裳が国にとつて歴史上又は学術上価値の高いもの(『文化財保護法』:(文化財の定義)第二条四
「記念物」)、であり、一貝塚、集落跡、古墳、その他この類の遺跡、二都城跡、国郡庁跡、城跡、官公庁、戦

跡その他政治に関する遺跡、三寺社の跡又は旧境内その他祭祀信仰に関する遺跡、四学校、研究施設、文
化施設その他教育・学術・文化に関する遺跡、五医療・福祉施設、生活関連施設その他社会・生活に関する遺

跡、六交通・通信施設、治山・治水施設、生産施設その他経済・生産活動に関する遺跡、七墳墓及び碑、ハ
旧宅、園池その他特に由緒のある地域の類、九外国及び外国人に関する遺跡、であって、裳が国の歴史の正
しい理解のために欠くことができず、かっ、その遺跡の規模、遺構、出土遺物等において学術上価値あるもの
(『特別史跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然記念物指定基準』:史跡)、であり、学術上の価値が特に高く、
我が国文化の象徴たるもの(『特別史跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然記念物指定基判:特別史跡)、で
あり、政治、経済、文化、社会に関する遺跡その他の遺跡のうち、近代までのものであり、かつ、一我が国の歴
史を理解する上で重要なもの、二地域の歴史を表しているもの、三歴史上の人物等に関するもの、に該当す
るもの(『登録記念物登録基準』:遺跡関係)、であり、b.建造部として、建造物、の有形の文化的所産で我が
国にとつて歴史上又は芸術上価値が高いものにれらと一体をなしてその価値を形成している土地その他の物

件を含む。)並ぴに考古資料及びその他の学術上価値の高い歴史資料(『文化財保護法』:(文化財の定義)
第二条一「有形文化財」)、であり、建築物、土木建造物及ぴその他の工作物のうち、(ー)意匠的に優秀なも

の、(ニ)技術的に優秀なもの、(三)歴史的価値の高いもの、(四)学術的価値の高いもの、(五)流派的又は
地方的特色において顕著なもの、に該当し、かつ、各時代又は類型の典型となるもの(『国宝及び重要文化財

指定基準』:建造物の部一重要文化財)、であり、極めて優秀で、かつ、文化史的意義の特に深いもの(『国宝
及び重要文化財指定基準』:建造物の部一国宝)、であり、制作後玉十年を経過し、かつ、一国土の歴史的景

観に寄与しているもの、二造形の規範となっているもの、三再現することが容易でないもの(『登録有形文化
財登録基準』:建造物の部)、であり、現状保存を必要とする重要な遺跡である、と仮定します。

私達当会は、都市長崎たる旧市街の態様について、中世から近世初期にかけて、キリスト教時代に有馬氏と大
村氏と口ーマ・カトリック/イエズス会、並ぴに、市民によって構成された市街を基盤に、徳川氏の公儀の二つの
長崎奉行の館造りたる政庁を行政と空間構成の中心として、近世初期から中期にかけて再編咸し、近世城下町
としての一般性、並びに、固有の都市長崎としての機能と態様を有する、と仮定します。

私達当会は、皆様に、当該の都市長崎の態様とその変遷を、都市長崎遺跡として、調査、現状保存、活用、整
備、公開、提示、保全し、即ち、顕現し、私達人類の社会に対して明らかにして発信して紹介し、且つ、私達現
生人類による自身の事象として、私達現生人類にとって唯一の自身への客観たり得る事象として、自らの存在
と行為、生活に於ける包摂、受容、継承、を実現すること、を提案し要望します。

私達当会は、私達人類の世界について、今般、様々な矛盾と問題が明らかとなり、人類の世界の近代を契機と

する、自由、民主、経済、選挙、司法、報道、メディア、等、人類の知の体系や概念や人為の世界への、人類の
信任が失われ、エリートが敗退し、人類の世界の近代に由来する現代の社会とその仕組みが動揺しつつある、
と仮定します。

私達当会は、皆様に、遺跡にっいて、遺跡の遺跡としての、即ち、土地の造形、遺構、遺物、土地の利用の履
歴に関して、調査、現状保存、活用、整備、公開、提示、保全し、即ち、顕現し、私達人類の社会に対して明らか

にして発信して紹介し、且つ、私達現生人類による自身の事象として、私達現生人類にとって唯一の自身への
客観たり得る事象として、自らの存在と行為、生活に於ける包摂、受容、継承、を実現すること、を提案し要望し
ます。
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『書籍『長崎史の実像』2013年10月30日著者:外山幹夫より』XⅢ.

1.情報

0『萇崎史の実像』(発行日:2m3年10月30日初版第1刷著者:外山幹夫発行人:中野廣編集人:堀憲昭発行所:株式会

社長崎文献社印刷・製本:日本紙工印刷株式会社)より

第一章長崎を考える

宴が国でもっとも大陸に近い畏崎県。その歴史と風土の持つ特殊性が、他に類を見ない長崎の魅力をつくりあげている。
.....

五長崎奉行所の復元忘れられた長崎奉行 長崎奉行所復元運動の展開●●■圏●

達成された復元 昭和六十三年『長崎奉行』を上梓して以来十七年目に、長崎奉行所立山役所が復元され、開館式に●■■■●

臨んだときは感無量であった。復元までには、多くの人達の熱い思い、そして困難を乗り越える強い意志が働いて目的が達成され

たことに、改めて深い感動を覚えずにはいられない。

ただ、長崎奉行所西役所についてはいまだ復元されていない。県庁の移転が達成された暁に、その跡に西役所を復元されるこ

とを期待し、すでにその意向を表明した。その流れで以後もその主張をしている。(「県庁舎の整備をめぐって」長崎新聞、平成二十

三年二月八日号)。これによって、出島と一体となったさらなる観光の拠点ができるものと思うのである。

第二章長崎をめぐって

「長崎」という地名の由来はなにか。長崎開港の時期はいつなのか。県下各地に残る城館跡について。長崎について知らないこ
とは、意外に多い。

一六百を超す長崎県下の城館

県下城郭の研究史 その後、長崎県教育委員会では、『長崎県中近世城館跡分布調査報告書』1・Ⅱ(平成二十一・●■●●●

二十二年)を刊行した。二れは平成十六年(二00四)年度から二十二(二0-0)年度までの七力年に及ぶ調査で、著者も初期の

段階で調査指導委員会委員長として参加させていただいたものである。実際の調査は、主として県下各自治体の教育委員会の人
たちがあたった。その結果、近世城館として、およそ六百六+四にのぽる数を計上することとなった。これに古代の金田城を加えれ
ぱ、六百六+五にのぼることとなる。

城郭の実態右に見たように、長崎県下ではじつに六百六十五もの城館跡が今日知られるようになった。これは驚くべき多さで

ある。・・一対馬市美津島町にある金田城一・原城跡(南島原市南有馬町)・一平戸城跡(平戸市)・島原城跡(島凍市)・ーこれ
ら近世城郭は、戦乱の終息した段階の武士の勤務するところであって、血と汗の溢れるところではない。ただ領民を威圧する二とに
重きを置いたものであるにすぎない。ただし長崎は、幕府の天領であって、長崎奉行の統括するところであり、長崎奉行所は館造り
のものであった。したがって長崎には、近世城郭はつくられなかったのである。長崎県の城郭の大半は中世につくられたものなので

ある。・・・・もっとも多く築城がみられたのは戦国時代である。激化した戦国合戦に対応したものであり、大半は山城である。長

崎市内の城は二十を下らない。もちろんそれは中世のものであり、大半は山城である。築城の時期も一部を除いて、ほどんど戦国
時代といってよいであろう。・一深堀城(俵石城)一南北朝期の築城ではあるまいか・一市内の片淵町・鳴滝町・夫婦川町の三力

町にまたがって築かれた鶴城(鶴の城・桜馬場の城)は、憂崎の根本領主長崎市の居城跡である。・一平安時代末期に興起した二

とが知られ、長崎市内では最も古い伝統的領主が福田氏である。・福田城(福田本町)・宮尾城(柿泊町)、舞岳城(手熊町、他)・ー
大手町・鳥山城(問山城)・標高八十六メートルの山頂にあり、土塁・空堀などがある。・一城山町・城栄町・護国神社のところに、豊
後の戦国大名大友氏が、義鎮の子の義統の時代の文禄二(一五九三)年、豊臣秀吉の不興を買い知行を改易されて滅亡したあと、

一族の志賀氏が亡命して館を構えたことによるものらしい。・一水本城(国分町)・一狭田城(江平町)・一古閑城(古賀町)・一矢上

城(矢上町)・一神浦城(外海町)・ー・・県下の中世城郭の中で、もっとも優れた構造のものはどれかと聞かれたら、まっさきに挙げ
るべきは直谷城跡(佐世保市吉井町直谷免)であろう。・標高百六十七.ニメートルの山頂の本丸跡を中心に構築された、松浦党志

佐氏の居城跡である。 ■■■●●

日野江城・原城跡の保存南島原市の原城跡(南有馬町)と日野江場(北有馬町)は、三十年近く1こわたって見つめてきた城跡
である。前者は昭和五十二(一九七七)年から、そして後者は同五十七年から、ともにその遺跡保存管理策定委員(のち各委員長)

になって調査協議を重ねてきた。この二つの城は、ともに有馬氏の抱城で、日野江城が本城、原城は支城である。原城は、有馬
氏後の松倉氏領下で起きた島原の乱の舞台であっナニ。こうしたことから、原城は昭和十三(一九三八)年に国指定史跡となっている。

いっぽう日野江城跡は、著者が委員になった昭和五十七(一九ハニ)年国指定史跡となった。当時、北有馬町では史跡指定を面目

にかけて求めていた。ところが南有馬町では逆に、原城の指定解除を求める勤きがでてきた。広大な城跡の農地の多くが私省地と

なっていた当時、町民は住宅と農道建設の目的が達成されないというのがその理由であった。有馬氏の抱城跡でありながら、隣り

合う両町はたがいに相反する勳きをとっていたのである。そのうち、南有馬町では順次私有地の公有化を進め、解除の要望も沈静

化した。

破壊された日野江城跡鎌倉時代有間(のち有馬)庄の地頭領主から出発した有馬氏は、明応三(一四九四)年以降急速に発
展した。『大館常興日記』天文八(一玉三九)年七月七日条によると、「肥前国守護有馬」とあり、有罵晴純(仙岩)が当時肥前国守

護であったことがわかる。その版図は、島原半島はもちろん、牛津川(佐賀県小城郡)の流域にまで及んでいナニ。竜造寺隆信が天
正時代急成長する以前、肥前最大の戦国大名であった(拙著朋巴前有蔦一族』)。そのうち両城跡ともに発掘調査をおこなうこと

になり、日野江城跡からは金箔瓦が一枚発見され、往時における同氏の権勢が窺われた。原城跡の本丸下の一角からは、人
骨が多数出土した。いうまでもなく島原の乱に際して幕府軍が箭城軍の磯滅をはかって殺撤したうぇ、その上に大石を投じた跡で

ある。そのさまはまったく眼もあてられぬもので、胸が痛んだ。

城跡は重要な歴史資料であり、破壊から守り、保存管理しなけれぱならない。そうした中、突如として衝撃的事件が起きた。日野
江城跡において、平成十七(二00五)年十一月から、現状変更の手続きをしないまま無許可で雑木を伐採し、ブルドーザーを乗り

入れて城跡三十力所を破壊したことが発覚したのである。町長指揮のもと、城跡に八百本の桜を植えて名所とし、町民の憩いの場
にしようというものであった。本丸下に長さ玉十メートル、幅三メートルの工事用道路がとりつけられ、帯曲輪が消滅、三ノ丸の土塁
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が削られ、肝心の本丸の平地が一面二十センチ程度掘削された。そのうぇ、地元のボランティア団体に桜の苗木の発注まで済ませ
たという。これを地元の文化財保護指導員が発見し、一挙に明るみに出たのである。町長の委嘱を受けて、城跡調査整備委員
会(従来の遺跡保存管理策定委員会の改称)委員長を務めていた私は驚し寸立毎年一回町で開催されている委員会の冒頭に町
長自ら出席し、城跡の保存整備をよろしくと挨拶していたにもかかわらず、国指定史跡の破壊をおこなっている。二の行為は委員会
の立場を踏みにじるものであるとして、著者は、平成十ノK二00六)年一月十七日付で委負長を辞任することとしナニ。長崎県教

育委員会も町長に対し、教育長名で文書による厳重注意をおこなった。ついで三月二十八日、文化庁は町長を所管の口之津警察
署に告発した。二の節文化庁は、国史跡を管理する自治体の首長が立件されるのは全国初のことであるとしナニ。年改まって平成十
九(二00七)年九月王日、長崎県警察生活環境課と南島原署は、文化財保護法違反の容疑で害類送検をおこなった。昭和玉
十七(一九ハニ)年から二十四年間務めていた前記北有馬町の委員長を辞任後、NBCの記者とともに現地に入ってみると、城跡
はまったく痛々しい限りで、思わず「(城主だっナニ)有馬晴信も泣いているのじゃないか」という言葉もこぼれた。南高来郡に代わって
新しく南島原市ができたのを機に、著者は南有馬町の原城跡の委員(後期に委員長)も二十九年目の平成十八年(二00六)年七
月辞任し、若い後進に道を譲ることとした。

臼野江城跡以外でも、県下の城の破壊は進んでいる。古くほ、豊臣秀吉が天正十六(一五ノVU年、海賊停止令を出Lた。
長崎港以外にあった深堀氏は、海賊行為を繰り返していた。そのため秀吉は、その居城俵石城(深堀城)の破却を命じた。また元
和元年(一六一五)年の一国一城令のもと、多くの中近世城郭が壊された。明治雑新を迎えると、城郭は封建時代の象徴として破
壊された。ただこれまでの破壊は、天主閣・櫓など木造部分が対象となり、城壁・石塁・土塁・堀にまでは及んでいない。戦後に

はとくに昭和三十年代、長崎県下でも城の復元がおこなわれた。島原城、平戸城がそれである。そのいっぽうで、近年の地域開発
の波の中にあって、城郭の遺跡・遺構の大半が破壊される事態が生じている。機械力を駆使して住宅・工場・道路、その他を建設

する目的から城跡を根本から破壊するものである。県北の城は山城が多いが、県南の城は平城、ないし平山城が多い。その立地
条件により、前者の場合は破壊されにくいが、後者はその被害に曝されるケースが多い。深江城(南島原市)跡は、本丸を道路
が貫通し、寺中城(島原市)跡には市営住宅が建っている。千々和氏ゆかりの釜蓋城(千々和城・雲仙市)跡の前面は運動公園と
なり、城跡の前面は肖1り取られ、跡は城郭風の展望台がつくられ、往時の姿は後半部にわずかに残されているぱかりである。神浦
城(長崎市外海町)跡もあっさりと公閏になり、もはや往時を妨拂させるものはない。ひとたび城跡が破壊されると、もう今後に伝

えられることはない。目先の利便性や娯楽性に眼を奪われ、長年にわたって伝えられた史跡を損失する愚は絶対に避けるべきで

ある。とくに自治体の幹部の見識が強く求められるのである。

^..ノ
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長崎氏は長崎に来住したか

2.提案と要望

私達当会は、都市長崎遺跡たる旧市街の態様について、中世から近世初期にかけて、キリスト教時代に有馬氏と大村氏と口ーマ・
カトリックノイエズス会、並ぴに、市民によって構成された長崎の岬の上面に形成された西洋式の城塞都市、並ぴに、周辺に形成さ
れた市街を基盤に、近世に於いて、徳川氏の公儀の萇崎奉行の政庁であり館造りである長崎奉行所立山役所と長崎奉行所西役

所を行政と空間の構造の中心として、拡張し、近世初期から中期にかけて之を再編成し、近世城下町としての一般性、並びに、固

有の都市長崎としての機能と態様を有する、と仮定します。

私達当会は、当該の都市長崎遺跡の空間構造について、その空問構造は、喪崎の岬の上面に位置する内町、並びに、内町の外

郭に位置する外町、港湾と水路、街道と田園、渓谷と山稜を包含する遺跡としての"土地の造形"1こより構成される、と仮定します。

私達当会は、当該の都市長崎たる長崎の岬の南端都に位置する、長崎奉行所西役所等遺跡群について、先史時代よりの葬送の
場、森崎神社等宗教的な場、東シナ海と日本海沿岸地域に於ける交流と交易の拠点群のーつ、中世末期から近世初頭に於いて、

キリスト教に由来する、教会と関連施設と之に囲まれる広場、又、西洋式の城塞都市の中核、之に隣接する築地、日本に於けるキ
リスト教世界の主要な拠点のーつであり総合的な拠点、近世に於いて、糸割符宿老会所、長崎奉行所西役所、築地、大波止、等、
長崎地域の経済、又、行政の中心、と仮定します。

〆

私達当会は、皆様に、当該の都市長崎の態様とその変遷を、都市長崎遺跡として、土地の造形、遺構、遺物、土地の利用の履歴

に関し、調査、現状保存、活用、差備、公開、提示、保全し、即ち、顕現し、私達人類の社会に対して明らかにして発信して紹介し、

且つ、私達現生人類による自身の事象として、私達現生人類にとって唯一の自身への客観たり得る事象として、自らの存在と行
為、生活に於ける包摂、受容、継承、を実現すること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、遺跡とその他の文化財的事象、並ぴに、人類の行為、民俗と歴史について、先史時代、古代、中世、近世、
近代、現代、に於ける様々な多様で多義的な共時的通時的な個別の実態、推移、出来事に於いて、可能な限りの対象と手段に

よって、之を、調査し、実証し、考究し、把握し、常に、その認識と概念を更新し、私達人類の社会に対して明らかにして発信して紹
介し、同時に、その様々な多様で多義的な痕跡を、痕跡として、調査、現状保存、活用、整備、公開、提示、保全し、私達現生人類

による自身の事象として、私達現生人類にとって唯一の自身への客観たり得る事象として、自らの存在と行為、生活に於ける包摂、

受容、継承、を実現すること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、遺跡について、遺跡を遺跡として、即ち、土地の造形、遺構、遺物、土地の利用の履歴に関して、調査、現状
保存、活用、整備、公開、提示、保全し、即ち、顕現し、私達人類の社会に対して明らかにして発信して紹介し、且つ、私達現生人

類による自身の事象として、私達現生人類にとって唯一の自身への客観たり得る事象として、自らの存在と行為、生活に於ける包
摂、受容、継承、を実現すること、を提案し要望Lます。
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XⅣ.『遺跡.遺跡燭事象、市民生活0日常UD、観光やりゾート、和他.開発等、都市長崎遺跡』

1.遺跡の遺跡たる事象、遺跡に関するその市民生活の日常と市民の心に生きる状況、遺跡に
関する観光やりゾートたる行為、その他の開発等行為

私達当会は、遺跡について、私達人類の為す、伝承、文献資料、絵図一地図一図面一写真等

画像史料等、遺跡に対して補完関係にある資料、地上や土中の遺構や遺物の偶然、蓋然、必
然の発見、等によって遺跡の存在が知られ、資料調査、踏査、分布調査、科学的探査等、試掘

調査、確認調査、現状保存を図るための確認調査(「保存目的調査」)、活用のための調査、本

発掘調査(「記録保存調査」)、記録、整理、考古学的手法や分析、理化学的分析、総括、等によ

り、遺跡の実態が確認され、人類の知の体系との照合により、当該の遺跡の築造年代や人類に

とっての目的や機能等、類型的な特徴の集合、形式としての遺跡の性格が判断され、その実体
としての内容、又、当該遺跡に関する人類の心性や行為や行動や活動等の在り方が理解される、
と仮定します。

私達当会は、遺跡について、遺跡は本義として市民生活の日常と市民の心に生きるべき事象で
あり、観光施設は本義として、外部からの訪問者の為の事象であり、遺跡たる事象と観光施設

たる事象とは自ずから性格が異なる、一方、人類の行為、又は、その総体としての現象たる観光
は、遺跡たる事象と観光施設たる事象との双方に架かり得る事象である、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、その存在に於いて、私達人類の遺跡以外の何物でもなく、私達
人類の任意の特定の用途の為の空閑地ではない、と仮定します。

私達当会は、遺跡に関する、私達人類の遺跡の遺跡たる事象、私達人類の遺跡に関するその
市民生活の日常と市民の心に生きる状況、並ぴに、私達人類の遺跡に関する観光やりゾートた

る行為、その他の開発等行為、に対応する、その本義に基づく行為、並びに、その手順について、

①文化財等に関する行政機能に於ける、遺跡の遺跡としての調査、現状保存、活用、整備、公
開、保全、②総合的な行政機能に於ける、遺跡を市民生活の日常と市民の心に生かす政策の
実施、③民間営利事業主体その他の事業主体に於ける、遺跡を人類の観光やりゾートたる行

為に適用する事業、その他の開発等行為、二義的に、総合的な行政機能に於ける、民間営利事
業主体による遺跡を人類の観光やりゾートたる行為に適用する事業、その他の開発等行為、ヘ

の多様で広範な、他の本義を破壊しない範囲に於ける調整並びに当該の行為の環境の整備、
である、と仮定します。

(2020年{令和2年"0月7日水唾日)

私達当会は、遺跡に関する、私達人類の遺跡の遺跡たる事象、私達人類の遺跡に関するその

市民生活の日常と心に生きる状況、並びに、私達人類の遺跡に関する観光やりゾートたる行為、

その他の開発等行為、に対応する、各々の、本義たる行為、並びに、その実態について、共時

的通時的に、相互の確認と認識の共有に於いて、展開されるべき処、同時に、共時的通時的に、
相互にその手順に湖及して影響することがあってはならない、と仮定します。

( 103/276 )



2.情報

8.『文化財保護法」

第一章総則

にの法揮の目的)

第一条この法律は、文化財を保存し、且う、その活用を図り、もつて国民の文化的向上に資するとともに、世界文化の進歩に賃献する二とを目的とする。

(文化財の定義)

第二条二の法律で「文化財」とは.次に掲げるものをいう。

一建造物、絵面、彫刻、工芸品、響跡、典籍、古文書その他の有形の文化的所産で我が国にとつて歴史上又は芸術上価値が高いものにれらと一体をなしてその価値を形
成している土地その他の物件を含む。)並びに考古資料及びその他の学術上価値の高い歴史責料(以下「有形文化財止いう.)

演劇、音峯、工套技術モの他の無形の文化的所崖で我が国にとつて歴史上又は茎術上価値の高いもの(以下「無影文化財止いう。)

衣食住、生業、信仰、年中行峯等に関する風俗慣晋、民俗芸能、民俗技術及びこれらに用いられる衣服、器具、家屋その他の物件で斐が国民の生活の推移の理解のた三

め欠くことのできないもの(以下「民俗文化財」という。)

四貝づか、古墳、都城跡、城跡,旧宅その他の遺跡で套が国にとつて歴史上又は学術上価値の高いもの、庭園、柵梁.渓谷、海浜、山岳その他の名勝地で霊が国にとつて

益術上又は鏗賞上価値の高いもの並びに動物(生息地、繁磯地及び渡来地を含む。)、植物旧生地を含む)及び地質拡物(特臭な自然の現諏の生じている土地を含む。)で斐
が国にとって学術上価値の嵩いもの(以下「記意物」という.)

玉地域における人々の生活又は生業及び当該地域の風土により形成された景被地で裂が国民の生活又は生案の理解のため欠くことのできないもの(以下「文化的景短」と
いう。)

六周囲の孫境と一体をなして歴史的風致を形成している伝統的な建造物群で価催の高いもの(以下「伝銃的建造物群」という。)

2 二の法律の規定(・・・一条の規定を除く.)中「重要文化財」には、国宝を含むものとする。
3 この法律の慢定(・・・・条の規定を除く.)中「史跡名勝天熱記念物」には、特別史跡名勝天然記念物を含むものとする.

昭和二十玉年五月三十日法律第二百十四号

【重要文化的景楓遇定蕊準]平成十七年三月二十ハ日文部科学省告示第四十七号

一地域における人々の生活又は生業及び当該地域の風土により形成された次に掲げる景額地のうち妾が国民の差盤的な生活又は生業の特色を示すもので典型的なもの又
は独特のもの

(ー)水田,畑地などの農耕に関する景観地(ニ)茅野・牧野などの採草・放牧に風する景霞地(三)用材林・防災謝'どの森林の利用に関する景観地(四)養随
い力寸÷海苔ひびなどの糧ろうに閏する景観地(五)ため池・水路・港などの水の利用に閥する景観地(六)拡山・採石場・工場群などの採掬・製造に関する景概地
(七)道・広場などの流通・牲来に関する景観地 UU 垣根・屋敷林などの住居に関する景楓地
二前項各号に掲げるものが複合した景製地のうち妾が国民の甚盤的な生活又は生業の特色を示すもので典型的なもの又は独特のもの

[重要伝統的建造物群保存地区選定善準〕昭和五+年+一月二+日文都科学省告示算百五+七号
伝銃的建造物群保存地区を形成している区域のうち次の各号のーに該当するもの

(ー)伝枕的建造物群が全体として意匠的に優秀なもの(ニ)伝読的建造物群及び地割がよく1己態を保持しているもの(三)伝統的建造物群及びその周囲の理境が
地域的特色を顕著に示しているもの

(政府及び地方公共団体の任務)

第三条政府及び地方公共団体は、文化財が、わが国の歴史、文化等の正Lい理解のため欠くことのできないものであり、且つ、将来の文化の向上発展の基礎をなすものであ
ることを認識し、その保存が適物に行われるように,周到の注意をもつてこの法律の趣旨の撤底に努めなけれぱならない。

(国民、所有者等の心楕)

第四条一般国民は、政府及び地方公共団体がこの法律の目的を達成するために行う措置に誠実に協力しなけれぱならない。
2文化財の所有者その他の関係者は、文化財が貴重な国民的財産であることを自覚し、これを公共のために大初に保存するとともに、できるだけこれを公開する等その文化的
活用に努めなげれぱならない。
3政府及び地方公共団体は、この法律の執行に当つて関係者の所有権その他の財崖権を尊重Lなければならない。

〆●●●■●■●●●■

再現することが客易でないもの

b.(国指定畳録選定甚準)

[国宝及び重要文化財指定甚皐]昭和二十六年王月十日文化財保護委員会告示第二号平成ハ年十月二十ハ日文部省告示第百八十五号改正
建造物の部
重要文化財
建築物、土木建造物及びその他の工作物のうち、次の各号のーに該当し、かう、各時代又は類型の典型となるもの

(ー)意匠的に優秀なもの(ニ)技術酌に優秀なもの(三)歴史的価値の高いもの(四)学衛的価値の高いもの(五)流派的又は地方的特色において顕薯
なもの

皿宝
貫要文化財のうち極めて優秀で、かつ、文化史的意義の特に課いもの

「畳鋒有形文化財畳鋒墓準]平成十七年三月二+ハ日文部科学省告示第四+四号
建造物の部

建築物、土木建造物及びその他の工作物【重要文化財及ぴ文化財保護法第百八+二条第2項に規定する指定を地方公共団体が行っているものを除く。)のうち、唖則として
制作後五十年を経過L、かつ、次の各号のいずれかに該当するもの
一国土の歴史的景麹に寄与しているもの 造形の規範となっているもの Ξ

[特別史跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然記念物指定基準]昭和二十六年五月+日文化財保俊委員会告示第二号平成七年三月六日文部省告示第二十四号改
正

史跡

左に掲げるもののうち菰が国の歴史の正Lい理解のために欠くことができず、かつ.その遺跡の規換,遺携、出土遺物等において学桁上価値あるもの

貝塚、集薄跡、古墳、その他この類の遺跡二郷城跡、国郡庁跡、城跡、官公庁、戦跡その他政治に関する遣跡 寺社の跡又は旧境内その他祭祀信仰に風する三

遺跡四学校、研究族設、文化施設その他教育・学術・文化に風する遣跡五医療・橿祉施霞、生活風連施設モの他牡会・生活に闘する遺跡六交通・通信怖設、治
山・治水葹設、生崖筋設その他経済・生産活動に関する遺跡七墳暮及び碑八旧宅、園池その他特に由績のある地域の類九外国及び外国人に闘する遺跡
特別史跡

史跡のうち学術上の価催が特に高く、斐が国文化の象徴たるもの

( 104/276 )

[畳録記念物畳蜂基準]平成十七年三月二日文部科学省告示第四十六号
遺跡関係

政治、範済、文化、社会に闘する遺跡その他の遺跡(史跡及び文化財保護法第百八十二条第2項に規定する指定を地方公共団休が行っているものを除く、)のうち、原則とし
て近代までのものであり、かつ、次の各号いずれかに該当するもの

一裂が国の歴史を理解する上で貫要なもの 地堆の歴史を表しているもの 歴史上の人物等に闘するものΞ

以上



C.「埋蔵文化財の把握から開発事前の発掘調査に至るまでの取扱いについて(報告)」

第二章試掘・確認調査の意養と方法

1 現状と課題

●.由●.

2 改善方策

(1)試掘・確認調査に関する基本的な考え方

法律の対魚として国民に保護を求める埋蔵文化財の所在・範囲等を把握し、提示すること、開発享業と埋蔵文化財の取扱いの調整に際して、1現状保存を必要とする重要な
遣跡の有無や航囲の確定、2本発掘調査を妻するか吾か及び要する際の範囲の特定、3本究掘調査に要する期間・経費等の尭積等を行うことのためには、埋蔵文化財の内
容、性枯等を的確に把概Lておかなけれぱ適切な判断をすることができない。・・・・・・・ 〆

d.『埋蔵文化財の保護と発掘調査の円潰化等について(通知)』

庁保記第七玉号
平成十年九月二+九日

各都道府県教育委員会教育長
文化庁次長

埋蔵文化財の保護と発掘謂萱の円滑化等について(通知)

・・・・・・・・・・(本戈省賂)

(別紙1)

発掘調査を要する範囲の基本的な考え方

0)遣構の所在する場所にあたっては、遺楕が単独の場合は個々の遺構のみを範囲とし、遺構が歴史的な意昧あいを持つ群をなす場合はモの群全体の範囲(外側の遺犠を
順次結んで囲まれる範囲)とすること。また、ごく少数の遺構が互いに離れて存在する場合は、各遺犠のみを範囲とするか、二れらを含む区域全体を範囲とするかは、モの遺楕
の時代や歴史的意昧'性格等を考慮して判断すること。遣跡の中の空閑地については遺跡の時代や性格等を考庫L、広場等歴史的意昧があると考えられる場合は、啄剣とし
て遺構の範囲に含めること。祭祀遺物が分布する区域あるいは廃棄された遣物が集積する区域等のように、顕著な遺構がなくとも出土状況に意昧のある遣物が所在する範囲
は、遺栴に含めること.

(2)遺物包含層のみの場合は、遺物の出土状況に基づいて、一定の量の遺物がまとまって所在する区域を範佃とし、遺物が散漫に所在する区域ぱ範囲から除外すること。た
だし、出土状況の判定に当たっては、地域性や遺跡の時代・性格等を十分に考慮する必蔓があり、遺物の出土が散漫な区域であっても地域や時代性等の特性(例えば旧石器
時代や縄文時代草創期等、本来遺物が多量に出土する二との穐な時代の場合)を考慮して範囲に含めるかどうかを判断すること。
(3)規格性のある区偏や類似する横成・性格の遣構が連続しており一部の遺構の在り方から全体が推定できる場合(例えぱ田畑及び近世の都市・集碇等を構成する道路・木
橿・側溝等)は、地域性、遺栴の残存状況(現在の市街地との重複等)、発操調査で得られる情報の内容、考古学的情報以外の資料から褐られる情報(古文書等Φ資料の有
無)等の諸要素を総会的に勘案L、本発掘謂査を要する範囲を判断すること。〆

平成10年6月

埋蔵文化財発掘調査体制等の整備充実に関する調査研究委員会

(別紙2)

詑録保存のための馳機詞査その他の措置を行う場合の基本的な考え方

0)工事前の発掘謂査を要する場合の基本的な考え方
1 工事により埋蔵文化財が掘削され、破壌される場合は発掘調査を行うものとする二と。

2 掘削が埋叢文化財に直接及ぱない場合であっても、工事によって地下の埋蔵文化財に影響を及ぽすおそれがある場合や、一時的な盛土や工作物の設置の場合であって
も、その量さによって地下の埋蔵文化財に影響を及ぼすおそれがある場合は、発掘講査を行うものとすること,
3 恒久的な工作物の設置により相当期闇にわたり埋蔵文化財と人との関係が絶たれ、当該埋蔵文化財が損壊したのに等しい状態となる墻合は、発掘調査を行うものとする

こと。これを亭業の種類ごとに、工事の性質内宴に即して、当該工作物の設置畠るいは盛土の施工後であっても必要な場合は発掘調査が可能か否かの観点から具体的に示
すと、次のとおりである。
0道路等(省略)
0ダム・河川(省略)

0恒久的な盛土・埋立(賓略)
0建築物(賓略)

(2)いわゆる「工事立会」、「慎重工事」を要する場合の基本的な考え方

弗掘謂崖を要しない場合で、いわゆる「立金工事」、「慎重工享」の措置を必要とする場合とその内容は、次の茎本的な考え方による二と、

1 対象地域が狭小で通常の発掘調査が実施できない場合及ぴ工事が埋蔵文化財を損壊Lない範囲内で計画されているが現地で状況を確認する必要がある場合には、エ
事の実施中地方公共団体の専門職員が立ち金うものとすること。

なお、その際、遺犠が確認される等のことがあ?た場含はモの記録を課る等蓋切な措置を講ずること。
2 遺構の状況と工峯の内容から、発掘調査、工事立会の必要がないと考えられる場合は、埋蔵文化財包蔵地において工事を行うものであることを認樵の上慎重に飾工し、

遺犠・遺物を発見した場合は地方公共団体と連絡をとるよう求めるものとすること。〆

..『行政自的で行う埋叢文化財の調査についての標準(報告)』

●●●●■●●●■●

第3章保存・活用のための発掘調査に関する標準

2.発掘作業

^Ξ^●冒^^^■●●●

平成16年10月29日

埋蔵文化財発掘調査体制等の整備充実に関する調査研究委員会

(伯5/276 )



^.^_.J゛

Π)発掘作集の基本方針

..........

(ウ)整備に伴う調査

保存・活用のための発掬調査に布っては、予定している保存・活用の内容によって調査の範囲や方法が臭なるものであることは前述のとおりである.中でも遺跡を整備し保存
と活用を園るための責料と知見を樗る目的で行う調査の場合は、遣跡を立体復元するか、あるいは平面表示に留めるかといった整備の内容と手法によって必要とする憤報が

臭なるため、あらかじめ目指している整備の目的に即した調査の範囲や内客等を道択する必要がある。なお、整備事業の中には、城郭の石垣等の修理のように、遺跡の本質
的価値の保存上、遺犠モのものの全面的な解休と徹底Lた調査が必要になるものもある。

(エ)遣跡の保存
いずれの調査の場合においても、検出した遺楕の掘削は最小限にとどめ、後に再検証が可能な状態を保持しておく必要がある。また、遺槽面が複数ある堪合にどの面が遺

跡の本質的な価櫨をもち保護を要するものであるかを正しく判断する必要がある。上層が主要な遺擢面で島る場合は、上層の遣楕の保存を園るため、下厚への姫り下げは行
わないことが啄則である.主要な遺構面の上層の遁携についてもその内容に応じて保存に配慮Lなけれぱならない。

また、調査中は遣構が破損しないようにシートで覆う等の保護措置を施す二とが必要であり、当然、遺構の保慢に悪影響を与える気隷条件の時期は調査を峯けなけれぱなら
ない。また、謂査後の埋め戻しはすみやかに行う必蔓がある.

遺構を携成する遺物は可能な限り取り上げないで現状保存するが、硫弱で保存処理が必要な遺物や重要な遣物については、取り上げるかどうか、取り上げる場合はその方

法や保存措置について、遺跡と遺物の状況を判断した上で憤重に決定する必要がある。
(オ)調査の公開と普及

●●●●●◆■●■■

f.『行政目的で行う埋蔵文化財の調査についての撫填(報告)』

はじめに

〆

埋鳶文化財は裳が国あるいは全前各地域の歴史や文化の成り立ちを理解する上で欠くことのできない国民共有の貴重な歴史釣財産であり、将来の文化の向上・発震の基礎
をなすものである.そして埋蔵文化財は、先人たちが営んできた生活の直接的な証であり,文字による記録だけでは知ることのできない、各地域の長期にわたる豊かな歴史と
文化を生き生きと物語る。そのため、地域にとっての詩りと愛着をもたらす精神的拠り所となるとともに、個性皇かな地鰄の歴史・文化憲境を形作る重要な資産でもある,

したがって、埋蔵文化財を、開発事業との円滑な調整を図りつつ、また、国民との理解と掘力を得ながら、適切に保護し、活用することは文化財行政上重要な課題である。
.....

このたびの検討課艇は、「行政目的で行う埋蔵文化財の調査についての標準」である.

行政目的で行う調査には、現状のまま保存を図るこしができない埋蔵文化財について、その記録を作成するために行う鼻掘調査の他、遺跡の現状保存を前提とし、保護・活
用の施策に必蔓な情報を褐るため、あるいは遺跡の整備・活用を進めるために行う艶掘調査等がある。発掘調査は遺跡の内容を解明する上で不可欠なものであるが、それは
どのような目的であれ調査対象の遺跡の解体・破壊を伴うという側面をもつものである。遺跡から斐が国あるいは地域の正しい歴史や文化を復元し、貴霊な遺跡を将来にわ

たって保存していくためには、必要な発掘調査が適切に行われる必要がある。全国において年間数千件行われる。このような、行政目的による発掘調査の適切な遂行を確保
するためには、発擢調査の内容や方法に関する標準が必要である。

平成19年2月1臼
埋蔵文化財発概調峯休制等の整備充実に関する調査研究委員会

.....

第1章調査標準に関する硯状と課題

埋蔵文化財の保護を進める上において、遣跡の発掘調壹は必要不可欠の措置であり、かつ、きわめて重大な意味をもっている.遣跡の多くほ地下に埋蔵されており.発掘調
査を行う二となしにはその内響を解明することができない反面、発提謂査自休が必然的にその解休・破壊を伴うという側面がある.そのため.国民共有の貴重な財産である埋
蔵文化財について適切な保履楢置を講じるためには、発掘鵠査を適切に行うことが必要である。

埋蔵文化財行政上の目的で行われる発掘調査は、①記録保存のための発惚論査、②保存・活用のための発掬調査、③試掘・確認調査に分けられる.
Φ記鯨保存のための完掘講査
開発事業との調整の結果、現状で保存を図ることができない埋蔵文化財について、その内客を記録にとどめるために行われる発掘調壷であり、文化財保護法第57条の2[第

93条.平成16年の法改正後の条名である。以下伺じ。]第2項でいう「埋蔵文化財の記鋒の作成のための発掘調査止伺義である。硯在行われている発掘調査の大半を占め
ており、多くは当該闇発事案の経費負担により行われている.

②保存・活用のための発掘調晝
重要な遺跡について史跳指定その他の保護の椎置を執るため、あるいは史跡指定されている遺跡の整備・活用を図るために行われる発掘姻査である.
③鼠掘・確認調査
埋蔵文化財包蔵地の所在や範囲の把提、開発事業と埋鳶文化財の取扱いの調整、あるいはその調整の結果必要となった記蜂保存のための発掘謁査の範囲及び調査に間

する期闇・経費等の算定のための知見・資料を褐ることを目的として行われる発掘調査である.(平成10年9月29日付け文化庁次長通知「埋蔵文化財の保護と発掘調査の円
滑化等について」(以下「早成10年遜知」という。)参照)。

これらの発掘調査の内客や方法は、当熱、その目的七対象とする遣跡に応じたものでなけれぱならない。また、二れらはいずれも行政上の措置として行われるものであること
から、それを実施する地方公共団体の聞で大きな差がないよう1こするため、それぞれについての撫準的な考え方と方法がなけれぱならない。

〆

平成16年,0月29白

埋蔵文化財発掘調査体制等の整備充実に関する調査研究委員会

".r埋蔵文化財の保存と活用(報告)一地壊づくり・ひとづくりをめざす埋蔵文化財保護行政一』

はじめに

埋敵文化財ぱ、国や地域の歴史と文化の成り立ち症明らかにするうえで欠くことのできない国民の共有財産である。それを適切に保桂し、開発事集との円滑な調聾を図るうぇ

で行政上必妻とされる事項に鬪する基本的な方向を検討することを目的として、平成6年10月に「埋蔵文化財発掘調査体制等の蔓構充実に聞する調査研究委員会」(以下「委
員会」という.)が設置された。

序章本報告の目的一今なぜ埋蔵文化財の保存と活用かー

埋豊文化財とは

文化財保捜法によれぱ.埋蔵文化財は文化財が土地に埋藍されている状態の総称で島る。具体的には集落跡・古墳・城跡といった遺跡、モこから出土する土器・石尋・堆柚
といった遣物(保存と活用の対象となるのは文化財保瞳法により文化財とされたものであることから、以下では「出土文化財」を用いることもある。)力にれに当たる。現在、埋蔵
文化財を包蔵する土地として知られている場所(「周知の埋蔵文化財包蔵地」。一般的にはにれが「遺跡」と言われている。)は全国で約44万か所に達する。

こうした埋蔵文化財は、記録では知ることのできない国や地域の豊かな歴史と文化をいきいきと物語るものである.したがウて、これらは翻性豊かな地域の歴史的・文化的環
境を形づくる重要な素材・資崖であり、国民共有の貴重な財崖で罰るとともに、二れらをとおして国や地域に対する誇りと愛着をもたらす精神的な拠り所となる.

埋離文化財に制する社金的要請
..........

これからの埋薫文化財行政は伺を目指すのか
二れまでの埋藍文化財行政は、開発事業等に関連する遺跡の保存と峯業計画の調整、現状保存する二とができない遺跡についての記録保存を行うための発掘調査の実筋

に多大な努力を払ってきた。モの結果、開突峯業計画を変更して現状保存された遺跡が増えるとともに、地域の歴史や文化の島り方を明らかにする膨大な出土文化財と調査
記鯨が蓄積された。
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しかし、地域にとっての霊要な遺跡が現状保存されない場合も多く、膨大な発掘調査への対応に追われてきたとはいえ、茎積された成果を十分に活用するに至っていない場
合等、埋蔵文化財行政全休としては適切に機能していないところも一方ではある.

これからの埋蔵文化財行政は、社金からの要請を踏まえ、埋蔵文化財を保存し未来に継承するとともに、庄民・地域住民がその多様な価値により豊かな生活を享受できるよ
う活用を積極的に進めるため質的転換・向上を図る二とが必要であり、現在はまさにそのための絶好の時期である.そうすることにより、国民・地域住民が国や地域に対して誇
りと愛着をもち、個性ある地域づくり・ひとづくりを実現する二とができるようになるといえよう.

第1章埋蔵文化財の保存・活用とその意義

1.埋蔵文化財を保存し活用する必要性

n)文化財保護法が求めていること

文化財保護法は「文化財を保存L、且っ、その活用を図り、もって国民の文化的向上に資するとともに、世界文化の進歩に貢献する二と」(第1条)を目的として、政府.地方公
共団休は「文化財が霊が国の歴史・文化等の正Lい理解のために欠くことのできないものであり、且っ将来の文化の向上発展の茎礎をなすもので島ることを認謙し」、「その保
存が篭切に行われるように、周到の注意をもってこの法律の趣旨の撤底に努めなけれぱならない」(第3条)としている。
このように、文化財保護法では文化財について

①国民の文化向上に責する二と(第1条)

②日本の歴史・文化を正しく理解すること(第3条)
③将来の文化の向上発展の墓礎となること(第3条)

につなげていく二とを求めている.モのためには、文化財を確実に保存し、将来に伝えることだけでは十分ではなく、国民がその多様な価値を認識し、幅広く享受する二とができ
るよう、積極的に公開・活用する必要が島る.

そして国と地方公共団体は、それぞれ具体的な施策をもってその推進にあたることが求められる。

文化財には有形文化財・無形文化財・良俗文化財・記念物・文化的景観・伝統的建造物群等があり、埋鮭文化財はそれらが土地に埋蔵されている嶋合を捉えた類型として文
化財保護法に別の制度が規定されているが、保存と活用が求められる点は文化財と同様である(饗料幅PI02参照)。

(2)文化審織会文化財分科会企画調査会の提言
●匪●●●●●甲●●

2.埋疏文化財の多様な滝蔓

埋蔵文化財の保存と活用を推進するためには、その意蓑を正しく認識Lておく必要があり、まず埋蔵文化財のもっている意義を整理し、確認しておくこととする。

Π)歴史的・文化的資産としての意義

埋蔵文化財は国や地域の歴史や文化の成り立ちを明らかにするうぇで、欠くことのできない歴史的・文化的責産である。とりわけ、政治.文化の中心地だけでなく各地域に数
多く普逼的に、しかもあらゆる人々に閏して存在するが、それぞれは個性的である点が大きな特徴である。また、埋蔽文化財は文字や記蝶のない時代においては唯一の資料
であり、文字や記鋒がある時代においても、人々の生活や生崖・生業苓、通常文字で記緑されることの少ない二とがらを明らかにすることのできる責料でもあるという点で学術
的価値ももっている.

埋蔵文化財は、多様な地域・時代・分野にわたる価値をもっているのであり、この個性豊かな埋蔵文化財こそ、国や郷土への理解・愛着の本源となる。

(2)地域及び教育的資崖としての意蔓
地壊の責塵としての癒藍

埋蔵文化財はその土地の履歴を具体的に物語るもので、地域のアイデンティティを確立し、歴史を生かした個性ある地壊づくりを進めるうえで重要な要素のーつとして生かす
ことができる.

心の豊かさや潤いのある生活を求める住民にとって、悠久の歴史的・文化的環境のなかで暮らすことは二とは心地よいものであり、その地域ならではの歴史的.文化的資廣は、
存在モのものが生活環境において大きな叡しの効果をもっている。そして、史跡指定等により現状保存された遣跡、重要文化財等に指定された出土文化財をはじめ、地域に
とって貢要な遺跡や出土文化財は、地城の活牲化に貢献し、場合によっては産業の育成や概光に結ぴつくこともある等、地域づくりを進めるうえで多様な価値をもってぃる。発
援調査によつて明らかとなった過去の災害惰報や土地利用の吏遷等は、地域の防災計画等に生かす二とも期持される.
教管的資産としての意叢

土の中から掘り出される遺構・遺物は、先人が実際に創りあげ、かつ使ったものそのものである.住民にとって、それらに直に触れることは自分たちの祖先と時代を超えて直
接対話することであり、国や地域の歴史や文化に対するあこがれや知的好脊心を刺激するものである。埋蔵文化財は親Lみやすい教材として、学校教育におげる社会科や歴
史の学習に役立たせる二とができる.

また、埋蔵文化財を通して、現在の生活の礎を築いた祖先に対する畏敬の念を青み、生きる知意や力、あるいは自然との共生や生命への尊厳等の心を学ぷ二ともでき、今日
の社金問題を見つめ直す椴村として学校教育における諸活動、さらには生涯学習で活用することもできる。
この様か、体験学習等の諸事業は、地壊や世代や様々な立場を超えた多くの人々が交流する機会となり、埋蔵文化財に直接触れる機会は、障害者や高齢者の社会参加の

墻を提供することにもなる.さらに、埋蔵文化財の内容や先人たちによりモの土地が今日まで守り伝えられてきた背景を知ることは、住民の文化財保護意謙の向上に貢献する
ことも期待される.

第2章埋蔵文化財のあり方並びに保存と活用についての現状と課題

1.埋蔵文化財行政に求められる保存と活用のあり方

0)埋蔵文化財行政の本来のあり方

糎驚文化財行政の基本

埋蔵文化財行政の基本、本来のあり方は、地域に所在する埋蔵文化財を正確に把握L、それぞれの内容・価値に廊じて適切に保存し活用することである。埋蔵文化財は土
地に埋蔵された状態を保持Lていることに意味があることから、現在ある状態のまま将来に伝えていくことが第一義である。
しかし、モの価値を損なう醐晃事業等に対しては、峯集計画との円滑な調整を園りつつ、重蔓な遺跡については史跡指定を図る等により現状保存し、積槿的に公開・活用する

二とが求められる.現状保存を園ることができない場合にぱ、次善の策として記蜂保存のための発掘謂峯を行い、その成果である出土文化財や調査記録.発掘調査報舎響を
確実に保存する二とが求められる。そして、それらをもとにした調査報告を行うことにより、埋歳文化財のもつ価値を国民・地域住民に還元していく必要がある。
埋龍文化財行政の構造
以上のような埋蔵文化財行政の構造は次のとおりである.

①把裡・周知
遣跡の所在と内客等を把握し、その存在を広く国民に周知することである。

②調甍
開発計画が生じた場合、埋蔵文化財の保存と奉業計逼を鯛製L、埋蔵文化財の取扱いを決定することである。

③保存

頂則として遺跡を現状のまま後世に保存する措置をとιX現状保存)、やむを得ず、そうした措置巻とることができない場合、発掬調査等によって埋蔵文化財の記鹸を作成し、
それを保存する(記録保存)ことである.

④活用
現状保存された遺跡の整備や記蝶保存のための発掘論査による出土文化財等の諸施設による脹示等によって、国民・地域住民がその価値をさまざまなかたちで享受でき

るようにすることである。公開は、活用手法のーつである。

伺旗査

以上の各段階において、さまざまな目的で行われる調査のことである。すなわち,①「杷握・蘭知」1こおける分布調壹や試掘・確認調査、②「調整」における試掘・確認調査、
③「保存」における現状保存のための確認調査と記蜂保存のための発掘調査、④「活用」における整備等に必要な情報を得るための発掘謁査等である。このうち、記蜂保存の
ための発掘餌査が、調査全体のなかでかなりの都分を占めている.

埋蔵文化財行政は,以上の各段階で遜切な措置をとる必要がある。特に「活用」は、それが適切に行われることによって、国民・地域住民が埋蔵文化財の価債を謁識し、この
ことが、その後の「杷握・周知」や「調整」の、より良いあり方に責することになる。
なお、「保存」と「活用」に関Lては、相互に密接な関係にある.特に留意しなけれぱならないのは、活用のための措置、たとえぱ遺跡の整備・公開や出土文化財の展示等が、

.^^^.島.■■●^●●^●^^^● ^^^●卓^^●.●^ ^●弔゛ 、゛ ^^^^.■

( 107/276 )

.^●



遣跡や出土文化財の保存にとって支障となることがあってはならない点で、両者はバランスよく行う必蔓がある。

(2)埋蔵文化財の保存と活用の対象

埋藤文化財の保存と活用を進めるうえで対象七なるものは以下の3つであり、それぞれ主な施策を示すと次のとおりである。

①史跡指定等により現状保存の措置がとられている遺跡
遣跡は、遺撫・遺物がともに土地と一体的に存在Lていることに大きな意味・価値があることから、現地で保存し活用する二とがもっとも望ましい。したがって、二のような遺跡

については、遺跡のもつ歴史的・文化的な価値を将来にわたって保存するとともに、国民・地域住民がその価値を最大限に享受できるよう、活用することが求められる。
②積極的な保存措置がとられていない遣跡
このような遺跡については.史跡の指定等による法的な保存措置を講ずる段階に至っておらず、また、差し迫った醐発事業計画等との調整を要する段階にもなっていない場

合が多いので、さまざまな手法を駆使してその保存と活用を図る必要がある。

二れらの保存と活用の措置を講じるうえでは、所在は分かっていても遣跡の範囲・内容や価値が把握されていないものが多いことから、まず試掘・確認調査等によってそれ

らの把握に努める。モして、その価値に着自しつつ、霊要なものは国・地方公共団体で逐女史跡等に指定する等の措置により保存する必要がある。また、そこに開発事業等が
計画された場合には、保存について事業計圓との調整を行い、現状保存を図ることができないものについては記鋒保存の推置をとる二とになる。

③記録保存の措置がとられた遺跡に閥する祝録顛・出土文化財
二のような遣跡の場合、遺跡は失われるが、発掘調査によりモの遺跡がもっていいた歴史的・文化的な意味や事実が明らかになり、遺跡に代わる謂査記録・発掘調査報告

害が残される。

それらは地域の歴史・文化のあり方を示す資料として、将来にわたり確実に保存するとともに活用する二とが求められる。出土文化財は、調査記録とともに遺跡の歴史的な意
味・内客・価値を示す資料として、適切に保管・管理し公開・活用を図る必要がある。

(3)休制と役割
..........

2.これまでの埋蔵文化財行政とその課題

0)埋蔵文化財行政の進展状況の概要
■●■●■■●■■■

(2)近年の埋蔵文化財行政の動向と課題

(ア)埋蔵文化財行政の基本的課題

行政内における埋蔵文化財行政の位置づけ
埋蔵文化財行政に求められることは、開発事業等への対応だけではなく、貫要な遺跡の保存と活用、W査成果や出土文化財の活用等多岐にわたる。しかし、地方公共団体

の中には、記録保存のための発掘調素の実姥と完掘調査報皆書の作成が埋蔵文化財行政である、と認識されているところがあり,埋蔵文化財専門職員のなかにもそうした考
え方をもっている場含がある.

行政との具休的な方針・計買

各地方公共団体は、埋蔵文化財行政を推遵するうぇで、将来を見渡す方針・計画をたて、施簸の一貫性や客観性を保持する必要がある.しかし、そうした方針・計画を策定し
ているところは限られており、史跡指定地周辺をはじめ地域における重要な遣跡が十分な保存推置をとられる二となく失われている二と、組織の改変や埋蔵文化財専門職員の
臭動等により埋蔵文化財の取扱いに変動が生じていること等、埋叢文化財行政が正しく饗能していない場含がある。
行政組権内における連携不足

埋蔵文化財の保存と活用に関する諸施策を進めるためには、椴青委員会内部及び地域づくり等を行う他の部局との連携が不可欠である。しかしながら、開発事案計画との調
整という点を除くと、埋蔵文化財の保存と活用のために必要な連携が行われているところは少ない。
(イ)遺跡の現状保存についての課題

文化財保慶法による保存掻置

地域における重要な遺跡について、その保存・活用を目的とした発掘調査を実施している地方公共団休は増えてきている。・・(省路)・・しかし、二のような保存措置がとられ
ている遺跡は限られ.記録保存のための調査の過程で重要な遣桜が発見されても、適切な保存措置がとられていない場合もみられる。
地方公共団体の条例による保存措量

地方公共団体のなかには条例による史跡指定を積極的に図っているところが布る一方で、そのような措置をとっていないと二ろもある。条例による指定の推置がとりにくぃ大き

な理由としては.指定をすることにより土地の公有化を求められることがあり、モのための財政負担が課題である二とが拳げられるが、国指定の史跡だけでは地域における重
要な遣跡の保存を憲切に行っているとはいえない.
史跡等の掲定以外の手佳による保存

文化財保護関係の法令・条例による史跡指定の措置を受けるに至らない場合でも、他部局と協調しながら、以下に例示するような手法により現状保存の措置がとられている。
・遺犠や遺物が集中する地点について、開発計圏を査更して公園や緑地等にすること
・道路建設や鉄道建設において、遺跡の所在場所を避けて路線や橘脚位置の変更を行う二と
・土地区圏整理事業において、遺跡を都市公園等に取り込むこと
・自然公亜の中に遺跡を敢り込むこと

・田園空間整働事業のなかに遺跡を取り込む二と
しかし.そうした措匿が十分とられていないと二ろも認められる。

(ウ)・・・・・・・・・・

第3章埋蔵文化財を積極的に保存し活用するための提言

1.「埋蔵文化財行政の椎進による地域づくり・ひとづくり」という新たな方向性の擾示

埋蔵文化財は土地に密着Lて存在している二とから、地域のシンポルとして、地堆アイデンティティの確立や地域に対する誇りや愛着の醇成に欠くことのできない存在である。
したがって.これらを保存し活用する二とにより、歴史誓生かした個性ある地域づくりを進めていくことを、埋蔵文化財行政の大きな柱とする必蔓がある。
その際、保存L活用する対象としては、学術的な鳳点だけではなく、地域の撰点、過去と現代をつなげる視点をもつことが重要である.
地域づくりにおいては、それを撞う地域住民の主休的な活勤は不可欠で罰り.地域の歴史や文化を理解した地域住民を育てる必要がある。埋蔵文化財の発掘調査の成果等

を公廓・瞥及することは、地域住民の理解を深めるうぇで重要な煮味を持つ。

二のように、二れからの埋蔵文化財行政は、埋蔵文化財の保存と活用に圏する諸施策を通して、地域づくり・ひとづくりに寄与するという新たな方向性をもたなけれぱならない。

2.保存・活用を進めるために必要な6つの視点

●■●■●●■唇●■

3.保存と活用を進めるための具体的施策

0)讐疲された成果の確認及び「埋蔵文化財の保存・活用に喫する方針・計画」の策定
■●●●由●●●●●

(2)地域づくり・ひとづくりにむけての諸施策の実施
(ア)遺跡の適切な保存

埋薫文化財包薫地の艶員の再検討
前項0)ー(ア)により茎積された成果を再整理したことに甚づき、埋蔵文化財包蔵地の範囲について見直しを行う.たとえぱ、現在の都市が城下町を甚盤として成立Lている

場合、城下町に関わる遺構はその都市の成り立ちを考えるうぇで重要な煮味をもつことから、それらを埋藍文化財包蔵地に組み込む必要があり、中・近世以降の遺跡にっいて
は特にモの取扱いの再検討が求められる。また、現状において遺跡の分布に粗密がある場合、その空白地域については計圓的な試掘調査や工峯立会等を行い、遺跡の有無
をより正確に把握するよう努める。

地城における置蔓な適跡の確実な現状保存

地城における重要な遣跡については市町村.場合によっては邦道府県が遺跡の内容・性格等を確認するための発掘調査等を計画的に実施し、その内容に広じて史跡等に指
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定する等の保存措置をとる必蔓がある。各地方公共団体では、そのための発掘調査を実施できる体制を確保しておく二とが求められる。

開発事業との藹整で記錬保存の掻置をとる二ととされたものであっても、発樋調査中に新たに重要性が確認され現状保存すぺきものと判断された塙合は、それに向けて開尭
事業者との再調整を行わなけれぱならないのは従前と同様である.

史跡の指定等による保存(省略)

史跡の指定以外の方法による保存
文化財の保護制度以外の制度や方法、すなわち、都市計画法・纛林法・自然公園法・自然環境保全法及ぴ農業擾興地堆の整備に闡する法律という土地利用に関する規制、

あるいは景観法等の蛭別法,また自然保腫・環填保全・観光・景観等関する諸施策により開髭を回避することによって遺跡等を保存することも考えられる。
また、都市公園・森林公園等の中に遺跡を取り込むこと、遺跡を都市におけるオープンスペースに当てること等、多様な保存措置を工夫する二とも重要である,二うした措置を

とるためには、関係各部局と協楼をする二とにより手法を模索することが末められる。また、地域住民の自主的な取り組みや活動があれぱ、必要に応じて支橿を行うことも必蔓
である.
(イ)現状保存された遺跡の整備・活用

現状保存された遣跡については、その遺構を保存するため、多くは埋め戻しを行うが、この二とは結果として、遺携の存在や内容、価値を認識しにくくしてしまう.したがって、
遺跡の内客や価憧を理解しやすくするための整備を行う必要がある。遺跡の整働は有効な公開・活用のための工夫のーつであることから、それは従来の方法にとらわれず、そ
れぞれの立地・環境に適合した最碁の方法を選択する二とが京められる。(貴料編 P60・6B・76侶0参照)
開発計直を妻更Lて公匪等に取り込んで現状保存した遣跡にっいても、遺構表示や説明版等の設置により、その内容や価憧を地域住民に示すことが必要である.
また、現状保存できなかった遺跳についても、地域住民がその所在や歴史的な意味を知ることは重要であり、現地において案内板や標柱等でその存在を周知することが求め

られる。

(ウ)出土文化財・発掘調査記鋒の確実な保存と活用(雀略)

(エ)国民・地域住民の二ーズに応えた公開・活用事業の実施(省略)
(オ)埋蔵文化財を地域聾常に生かす工夫

埋蔵文化財は土地の履歴を内包していることから、地域盤備の中にいかすことは有効であり、それによって現代の日常生活空聞の中に歴史性をもたせ、ゆとりや潤いをもた
せる二とが可能となる.考えられる施肇・事業の一部として次のようなものがある.

・古代の道路や土地区面に現代の道路や街区を重ね合わせること等、歴史的な特質や土地利用の変遷や従来のまちの栴造等を踏まえ、都市計画の輪郭を描くこと(責料楯
P62参照)。

・地嫉にとって亘要な遺跡をランドマークとして都市のデザインに生かすこと.

こうしたことは経済的利便性だけではない個性豊かな地域づくり1ことって有効であり、各地方公共団体における埋蔵文化財のあり方から工夫する必要がある。
また、発掘現場により明らかになった過去の地震や災害の痕跡、地形・地質の特徴は、硯代の防災計画にとって有益な情粧を含んでいることがあるので、地域の整備計画の

中に組み込む二とも考えられる(責料桶 P72参照)。

^●^■■●●●..●■、^^■^^、^

(3)体制の整備
●●●■●●●●●●

仂)地域住民・民間との連携

埋蔵文化財の保存と活用に関する諸事業を進めるにあたって、各地方公共団体が地域住民や民間と連携を図ることは、ひとづくりという観点からも大きな意義がある。とく「こ、
さまざまな活用計画をとおして、現在の土地は過去からの連続の上に存在しており、それを可能な限り将来に伝え保存していくことの必要性を地域住民に伝える二とは非常に
重要である。

そして、・・(当略)

おわりに

裂が国はこれまで、国土開発が強力に推進され、各種の土木工事が活発に行われてきた。それに伴って、国民の理解と協力のもと全国各地で遺跡の発掘調査が広く行われ、
そのために都道府県・市町村に埋蔵文化財の調査休制が整備されてきた。地下からの棚り出された遺携・遺物は、どの地域にもかけがえのない歴史があったことを明らかにし、
その成果は多くの場合、記録として保存されたが、なかには現状のまま保存された遣跡もある。しかし、埋蔵文化財行政全体としてみると、従前のそれは主として開発事業に伴
う発掘調査を円滑に実飾する二とであり、本来あるぺき埋蔵文化財行政の目釣から偏ったものであったことは否めない。

一方、国民生活や国民の意蝉は大きく杢化しつつあり、いま求められているのはそれぞれの地域固有の歴史や文化に裏罰ちされた個牲豊かな地域と生活である.埋蔵文化
財行政は、モのような社会的要請に的確に対応していく必饗がある。さいわいに、これまでの膨大な調査によって、地域で茎積された歴史的・文化的貴産は実に豊富であり、い
ま、これらの蓄積と成果を豊かな地域づくり・ひとづくりに生かす時といえる。

本報告では埋葭文化財の意義と埋蔵文化財行政の基本を見直すとともに、埋蔵文化財の保存と活用を的確に位電付ける必要性、さらにそれを実瑳させるための視点、具体
的な施策を進めるうぇでの留意点、体制整備を充宴させること等、埋蔵文化財行政としてのあるぺき姿を総体として示した.
各地方公共団体における埋蔵文化財行政を取り巻く環境・状況はさまざまで畠る.ここで示したことがらについても、すでに積極的に実飾Lているところがあれぱ、樺々な要因

によってほとんど着手できていないところもあると考えられる。それぞれの地方公共団体がおかれた環境・状況に庫じ、埋蔵文化財の保存と活用を施策として蒼実に進め、埋蔵
文化財行政を向上させていくことが大切である.

われわれの祖先が今日まで守り伝えてきた埋蔵文化財を、現代において活用するとともに次の世代に伝え、国昆・地域住民が国と地域に愛着をもち、新しい未来像を作り上
げ、歴史を生かした個性ある地域づくりが実現することを切望するものである。〆

h.T世界遺産条約履行のための作業指針ユネスコ世界遺崖センター・文化庁仮訳」

1.B世界遺塵条豹 4 文化還崖及び自憾遺産は、一国にとどまらず人類全体にとって、貴重なかけがえのない財崖である。これら価値ある財塵がその一部でも損壊
や誠失によって失われることになれぱ,世界のすぺての人々にとって遺塵が換なわれることとなる.遺崖を犠成する翻々の資産は、特別に秀でたモの性質ゆえに「顕著な昔逼
的価値」を持つと考えられ、増大しつづける脅威、種々の危機から保護すぺく特別な対策を施すに催するもので畠る。 7条約の目的は、類著な瞥遷的価憤を有する文化
遺産及ぴ自然遺崖を認定し、保慢、保全、公開するとともに、将来の世代に伝えていくことで高る。

1,0世界遺産条約締約国 15 文化遣崖及ぴ自熱遣産が存在する締約国の主権を十分に尊重しつつ、条約精約国は、遣産を保雄するために協力することが国際社
会の集団的利益となることを認識する.世界遣崖条約萄約匡は以下の責務を有する。(世界遣塵条約第6条第1項参照).)自国の領域内の文化遺産及ぴ自然遺産を認定
L、畳録推薫、保護、保全、公開するとともに、将来の世代に確実に伝えていくこと。また、他の繍約国の要請に応じて、これらの作業に関わる支擾を行うこと。(世界遣産条約
算4条及び第6条第2項参照) b)遺産に、人々の生活の中での機能を与えるような政策を採ること。(世界遺塵条約第5条参無) 0)遺産保雁を総合計画に、毓合すること.
d)遺崖の保護、保全、公開に係る業務を確立すること。.)遣崖をおびゃかす危賎への対策を開発するための科学的、技術的研寛を進めること。"遺崖保護のための適
切な法的、科学的、技術的、行政的.財政的推置をとること。宮)遺産の保腰、保全、公蹴を行う国又は地域研修センターの設置、発展を促進し、これらの分野における科学
的謂査を推進する二と,島)自国の遣産及び他の条約締約国の遺産に直接的、間接的被害左及ぼすような意園的措置をとらないこと.(世界遣産条約第6条第3項参

m)教育及び広報を通じて、自国民が条約の第1条及び第2条により定義される文化遺崖及び自然遺産の価値に対する理解を深め、より尊重するよう努める二照)

と。又、遺産を脅かす危険について公衆に周知する二と.(世界遺崖条約氣27条参照) n)世界遺塵条約の履行及び資廐の保全状況について、世界遺塵委員会に報告する
二と。
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3.考察

私達当会は、歴史的意味を有する敷地境界線遺構の群や之に囲まれ歴史的意味を有する敷
地や広場等の空閑地について、之を遺跡の遺構である、と認識し、並びに、一部に後世に於け

る破壊があったとしても、遺構群に囲まれ、又は、資料等から補完して連続が想定できる敷地境

界や敷地や広場等を含む一体の範囲について、遺跡の遺跡としての範囲である、と仮定します。

私達当会は、例えぱ、古代の道路や土地区画に現代の道路や街区を重ね合わせる場合には、

古代の道路の遺跡、遺構を現状保存し、保全整備しつつ、之と併行して現代の道路を重ね合わ
せる、敷地境界線遺構、その他の遺構を現状保存し、保全整備しつつ、現代の街区を重ね合わ

せるなど、個別の遺跡、遺構への個別の現状保存の取り組みが不可欠である、と仮定します。

私達当会は、歴史的な都市長崎の現代の姿について、中世末期から近世初頭のキリスト教関
係者の居住に係る西洋式城塞都市並びに周辺市域、さらに、近世の徳川氏の公儀に於ける老

中直属の遠国奉行である長崎奉行の行政に係る政庁であり陣屋に類型し得る館造りである長

崎奉行所立山役所並びに長崎奉行所西役所を中核として、市域一帯が、近世中期までに再編
成された、近世城下町としての一般性並びに固有の機能を有する態様、その空間構造は、長崎

の岬の上面に位置する内町、並びに、内町の外郭に位置する外町、港湾と水路、街道と田園、

渓谷と山稜を包含する遺跡としての"土地の造形"により構成される、を基盤として成立している、
と仮定します。

私達当会は、私達人類の世界について、例えぱ、時に、本来あってはならない事象が生起する

とすれぱ、それは、凡そ、当該の私達人類の世界に共有される概念の質に由来する事象であり、

私達人類は、常に、その概念の質を更新し続けなけれぱならない、と仮定します。

私達当会は、例えぱ、文化財行政等の行政上の措置として行われる事象について、その行為

に於いて、それを実施する地方公共団体の間で、又、私達人類の世界に於いて、共時的通時
的に、大きな差がないようにするため、それぞれについての標準的な考え方と方法が、検討され、

選択されなけれぱならない、と仮定します。

4.提案と要望

私達当会は、皆様に、遺跡について、上記1.2.3.の遺跡に関する諸事象によって、遺跡を

遺跡として、即ち、土地の造形、遺構、遺物、土地の利用の履歴に関して、調査、現状保存、活
用、整備、公開、提示、保全し、即ち、顕現し、私達人類の社会に対して明らかにして発信して

紹介し、且つ、私達現生人類による自身の事象として、私達現生人類にとって唯一の自身への

客観ナこり得る事象として、自らの存在と行為、生活に於ける包摂、受容、継承、を実現すること、

を提案し要望します。
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XV.『人類と遺跡一私達人類の想像と知性よりー』

私達当会は、地球上の生命体にっいて、当該の生命体の個体が、生きて動く事象は、宇宙と太陽系のエネルギー系
(e"田gy sy.tem)に由来する、と仮定します。

私達当会は、地球上の生命体にっいて、当該の生命体の個体が、当該の個体が生命上関与し得る宇宙と太陽系の工
ネルギー系を、何らかの理由で、逸脱すれぱ、動くことを得ず、即ち、生命体の個体の死は、之である、と仮定します。

私達当会は、私達人類の知性、並びに、知の体系にっいて、集団としての私達人類、並びに、その個体に関して、私
達人類たる集団とその個体の現在と未来の生命上の能力を把握し、私達人類たる集団の世界に於いて、私達人類
の各個体が生命上関与し得る宇宙と太陽系のエネルギー系を逸脱することなきを誘導する二とが、私達人類の世界に
於ける、その根源的な役割並びにその根源的な意義となる、と仮定します。

私達当会は、遺跡、並びに、その集合について、各当該の私達人類の生命を媒体とした、宇宙と太陽系のエネルギー
系の表象の、私達人類の世界に於ける、最も顕著な、共時的通時的に系統的な、例示の群、である、と仮定します。

私達当会は、私達人類の事象について、私達人類、その集団と個体が、私達人類の知性、並びに、知の体系に於
いて、集団としての私達人類、並びに、その個体に関して、私達人類たる集団とその個体の現在と末来の生命上の能
力を把握し、私達人類たる集団の世界に於いて、私達人類の各個体が生命上関与し得る宇宙と太陽系のエネルギー
系を逸脱することなきを誘導する、その基層を成し、且つ、その有意な効果を形成し得る、と仮定します。

私達当会は、遺跡に関する人類にとっての意義について、以上が、私達人類の任意の特定の事象の発揚や、私達人
類の様々な認識に関する概念の転変を超越した、私達現生人類(Homo sapiens)が、現生人類としてある限り、即
ち、人間強化(hurnan enhancomont)に附随して特異点(シンギュラリティー:sin宮Ular1智)を超越せず、に於いて、
共時的通時的に、私達現生人類に共有できる、普遍的な意義である、と仮定します。

【2020年(令和2年"0月15日木曜白養生所を考える会代表池知和恭)

私達当会は、私達人類の「技術」たる概念について、"任意の事叡を成す力"である、と仮定します。
私達当会は、「技術」について、食虫植物(又は、食肉植物)が形成するトラップ(trap:罵)1こよる捕食、チーター(cheo
tah)が狩り1こおいて時速10okmを超える速度で疾走する事実、人類が旧石器時代に打製石器を製作する事象、何
れも、「技術」の範疇である、と仮定します。

私達当会は、私達現生人類に特徴的な事象は、「技術」の発現にある、と云うより、事象を経験L意識し認識し事実と
して記憶することを基盤にしつつ、経験し記憶する事実を禾離し、あらゆる方向に飛躍する、「想像」する能力=「想像
カ」にある、と仮定します。

(私達当会は、私達人類に於ける、人類の為す「創造」たる概念について、実態は事象の置換、組み換えであって、私
達人類は、新しい事象を「創造」し、即ち、無から何らかの事象を「創造」することは、私達人類の現在の能力では、不
可能である、と仮定します。)

私達当会は、私達人類に於ける「科学」たる概念について、之を、不可視、不可触、不可聴、不可臭、不可味、であり、
「想像」である、と仮定します。

私達当会は、私達人類に特徴的な「想像」{こついて、現実としての実体を有せず、私達人類にとって、本源的に無制
限である、と仮定します。

私達当会は、私達人類に於ける「知性」たる概念について、私達人類に於ける「想像」に関する、私達人類にとっての
本源的な無制限に由来する、私達人類に於ける「想像」の暴走、之を、制御する事象である、と仮定します。

私達当会は、私達人類に特徴的な「想像」について、私達人類のr想像」に於ける無制限の走査に於いて、新しく意味
付けされた任意の組み合わせ、即ち、発見や発明や新しい理論、に遭遇する事象は、自然(じねん)であり、確率たる事
象であり、必然である、と仮定します。
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私達当会は、私達人類の「知性」1こついて、私達人類の「想像」1こよる、発見や発明や新しい理論への遭遇というより、

私達人類のr想像」の経過を、現実としての実体に一致させる能力である、と仮定します。

私達当会は、「知性」1こついて、「想像」の領域の小さな、私達人類以外の動植物昆虫等生命体にとって、その存在上、
「知性」の領域も相関して小さくてよい、と仮定します。

私達当会は、生命体の「想像」と「知性」について、当該の生命体にとって、その存在上、「想像」1こ対する「知性」ほ、ー
対として不可欠の事象である、と仮定します。

私達当会は、西洋の文明に於ける主知主義たる傾向について、従来、こ二に記す文脈に於ける、生命体の「想像」に対
する「知性」の関係を、明示的な「知」、又は、「形式知」、として把握していない為、私達人類の「知」を思想と行為と行動
と活動の根拠とする主知主義において、私達人類の「想像」に由来する思想と行為と行動と活動を制御することができ

ない、と仮定します。

私達当会は、東洋の伝統的な文明、又は、日本の伝紕的な文明について、二こに記す文脈に於ける、生命体の「想像」
に対する「知性」の関係に関して、私達人類の個体の記憶の継承とその集団としての社会の経過に於ける蓄積によっ
て、経験的に把握し、各個体の日常の行政行為、並びに、各個体の日常の生活に於いて、実践してきた、と仮定します。

私達現生人類は、何になりたいのでしょうか?

私達現生人類は。何になることができるのでしょうか?

私達当会は、遺跡について、私達人類にとっての不可侵領域の存在の例示としての意義をも包含する、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、私達人類が自身の現在の意図に由来して任意に遺跡を加工すれぱ、遺跡の遺跡として
の存在、並びに、人類にとっての遺跡としての意義、の双方を共に、且つ、同時に、即ち一挙に喪失する、と仮定します。

私達当会は、私達人類が自身の現在の様々な意図に由来して任意に遺跡を加工する事象について、ここに記す文脈
に於いて、之を、人類の知性と云うよりほ、反知性である、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、古より、或いは、私達人類は、私達人類の精神生活に於いて、当該の人類の神聖な事
象として、又、時に、人間的な格を伴う事象として、畏れを以って、その改変を回避してきた、現代では、私達人類は、
私達人類の知性、並びに、科学と人文学と技術の知の体系に於いて、その改変を回避する、と仮定します。

私達当会は、皆様に、現代の、東洋地域、又は、日本地域における文明について、東洋の伝続的な文明、又は、日本
の伝統的な文明の事象が西洋地域に由来する文明の事象に相対して減退しつつある現状に附随して、ここに記す文
脈に於ける、生命体の「想像」に対する「知性」の関係に関する、人類の各個体の日常の行政行為、又、日常の生活に
於ける実践が後退しつつあると仮定し得る現状に於いて、之に代替する制度として、即ち、西洋地域の文明に由来する
価値概念に於いてより、東洋地域、又は、日本地域における文明の形態を継承する様式として、個別の遺跡、又は、そ
の集合としての遺跡群の認知、発見、調査、現状保存、活用、整備、公聞、を認識し実践すること、を提案し要望します。

私達現生人類は。何になろうとするのでしょうか?

私達当会は、皆様に、遺跡について、遺跡を遺跡として、即ち、土地の造形、遺構、遺物、土地の利用の度歴に関Lて、
調査、現状保存、活用、整備、公開、提示、保全し、即ち、顕現し、私達人類の社会に対して明らかにして発信して紹介
し、且つ、私達現生人類による自身の事象として、私達現生人類にとって唯一の自身への客観ナニリ得る事象として、自
らの存在と行為、生活に於ける包摂、受容、継承、を実現すること、を提案し要望します。
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XⅥ.『歴史上価値並びに学術上価値等、視覚、遺跡の実相、遺跡の保存と活用』

1.遺跡に関する、『文化財保護法』等に於ける、歴史上価値、並びに、学術上価値、たる概念、等

私達当会は、遺跡、即ち、人類の活動の痕跡、たる概念について、『文化財保護法』(昭和二十玉年)に於ける、「有形文化財」一建
造物関係、「記念物」一遺跡関係、「文化的景観」、「伝統的建造物群」、「埋蔵文化財」、の範囲を包含する、と仮定します。

0)『文化財保護法』、並びに、国指定登録選定規準、の確認

『文化財保護法』(昭和二十五年)では、「有形文化財」1こついて、「建造物、絵画、彫刻、工芸品、書跡、典籍、古文書その他の有形
の文化的所産で裳が国にとつて歴史上又は芸術上価値が高いものにれらと一体をなしてその価値を形成している土地その他の

物件を含む。)並びに考古資料及びその他の学術上価憧の高い歴史資料(第一章総則(文化財の定義)第二条一)」、「重要
文化財」について、「有形文化財のうち重要なもの(第三章有形文化財第一節重要文化財第一款指定(指定)第二十七条)」、

「国宝」1こついて、「重要文化財のうち世界文化の見地から価値の高いもので、たぐいない国民の宝たるもの(第三章有形文化財
第一節重要文化財第一款指定(指定)第二十七条2)」、「登録有形文化財」について、「文部科学大臣は、亜要文化財以外の有
形文化財(第百八十二条第二項に規定する指定を地方公共団体が行つているものを除く。)のうち、その文化財としての価値にか

んがみ保存及び活用のための措置が特に必要とされるものを文化財登録原簿に畳録することができる(第三章有形文化財第二
節登録有形文化財(有形文化財の登録)第五十七条)」、と明文し、

[国宝及び重要文化財指定基準](昭和二十六年)では、「建造物の都」ー「重要文化財」の指定基準について、「建築物、土木建造
物及びその他の工作物のうち、次の各号のーに該当し、かつ、各時代又は類型の典型となるもの(ー)意匠的に優秀なもの
(ニ)技術的に優秀なもの(三)歴史的価値の高いもの(四)学術的価値の高いもの(五)流派的又は地方的特色に

おいて顕著なもの」、「建造物の部」ー「国宝」の指定基準について、「重要文化財のうち極めて優秀で、かつ、文化史的意義の特に
深いもの」、と明示し、

[登録有形文化財登録基準](平成十七年)では、「建造物の部」の登録基準について、「建築物、土木建造物及びその他の工作物

(霊要文化財及び文化財保護法第百八十二条第2項に規定する指定を地方公共団体が行っているものを除く。)のうち、原則として

制作後五十年を経過し、かっ、次の各号のいずれかに該当するもの一国土の歴史的景観に寄与しているもの二造形の
規範となっているもの三再現することが容易でないもの」、と明示して、夫々、之を、規定し、補足しています。

(2020年(令和2年"0月28日水曜日茎生所を考える会代襄池知和恭)

『文化財保護法』(昭和二十五年)では、遺跡等である「記念物」について、r貝づか、古墳、都城跡、城跡、旧宅その他の遺跡で莪
が国にとつて歴史上又は学術上価値の高いもの、庭園、橋梁、渓谷、海浜、山岳その他の名勝地で妾が国にとつて芸術上又は観
賞上価値の高いもの並びに動物(生息地、繁殖地及び渡来地を含む。)、植物(畠生地を含む)及ぴ地質鉱物(特異な自然の現象
の生じている土地を含む。)で宴が国にとって学術上価値の高いもの(第一章総則(文化財の定義)第二条四)」、「史跡名勝

天然記念物」について、「記念物のうち重要なもの(第七章史跡名勝天然記念物(指定)第百九条)」、「特別史跡名勝天然記念
物」について、「史跡名勝天然記念物のうち特に亜要なもの(第七章史跡名勝天然記念物(指定)第百九条2)」、「仮指定」につ
いて、「前条第一項の規定による指定前において緊急の必要があると認めるときは、都道府県の教育委員会(当該記念物が指定

都市の区域内に存する場合にあつては、当該指定都市の教育委員会。第百三十三条を除き、以下この章において同じ。)は、史跡
名勝天然記念物の仮指定を行うことができる(第七章史跡名勝矢然記念物(仮指定)第百+条)」、「畳録記念物」について、「文
部科学大臣は、史跡名勝天然記念物(第百十条第一項に規定する仮指定を都道府県の教育委員会が行つたものを含む。)以外
の記念物(第百八十二条第二項に規定する指定を地方公共団体が行つているものを除く。)のうち、その文化財としての価値にか

んがみ保存及び活用のための措置が特に必要とされるものを文化財登録原簿に登録することができる。(第七章史跡名勝天然記
念物(登録記念物)第百三十二条)」、と明文し、
[特別史跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然記念物指定基準1(昭和二十六年)では、「史跡」の指定基準について、「左に掲げる

もののうち裳が国の歴史の正しい理解のために欠くことができず、かつ、その遺跡の規模、遺構、出土遺物等において学術上価値
あるもの一貝塚、集落跡、古墳、その他二の類の遺跡 都城跡、国郡庁跡、城跡、官公庁、戦跡その他政治に関する遺

跡三寺社の跡又は旧境内モの他祭祀信仰に関する遺跡四学校、研究施設、文化施設その他教育・学術・文化に関する
遺跡五医療・福祉施設、生活関連施設その他社会・生活に関する遺跡六交通・通信施設、治山・治水施設、生産施設そ
の他経済・生産活動に関する遺跡七墳墓及び碑八旧宅、園池その他特に由緒のある地域の類九外国及び外園人

に関する遺跡」、「特別史跡」の指定基準について、「史跡のうち学術上の価値が特に高く、裂が国文化の象徴たるもの」、と明示し、
[登録記念物登録基準](平成十七年)ー「遺跡関係」では、遺跡である「登録記念物」について、「政治、経済、文化、社会に関する
遺跡モの他の遣跡(史跡及ぴ文化財保護法第百八十二条第2項に規定する指定を地方公共団体が行っているものを除く。)のうち、
原則として近代までのものであり、かつ、次の各号いずれかに該当するもの一裳が国の歴史を理解する上で重要なもの

二地域の歴史を表しているもの三歴史上の人物等に関するもの」、と明示して、夫々、之を、規定し、補足しています。

『文化財保護法』(昭和二十五年)では、「文化的景観」について、「地域における人々の生活又は生業及び当該地域の風土により
形成された景観地で斐が国民の生活又は生業の理解のため欠くことのできないもの(第一章総則(文化財の定義)第二条五)」、
第八章「重要文化的景観」について、「当該都道府県又は市町村が定める景観法(平成十六年法律第百号)第八条第二項第一号
に規定する景観計画区域又は同法第六十一条第一項に規定する景観地区内にある文化的景観であって、文部科学省令で定める
基準に照らして当該都道府県又は市町村がその保存のため必要な措置を講じているもののうち特に重要なもの(第八章重要文

化的景観(重要文化的景観の選定)第百三十四条)」、と明文し、
[重要文化的景観選定基準](平成十七年)では、「重要文化的景観」の選定基準について、「一地域における人々の生活又は生

業及び当該地域の風土により形成された次に掲げる景観地のうち漉が国民の基盤的な生活又は生業の特色を示すもので典型的

なもの又は独特のもの(ー)水田・畑地などの農耕に関する景観地(ニ)茅野・牧野などの採草・放牧に関する景観地
中,『^'^"」i'゛'^'、 1゛^^'」.^ー.1"、,^同局^ー t◆,.■.」.●.^^'ι一','、 E゛^●^ー、.一■圖^■,^此0 ■.L^^Ξ,L ^J^、 ゛^、゛^、
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(三)用材杯.1巧災杯なとの森赫の判用に関す心景観地(四)餐煙い力寸ご海吾ひひなどの淑うっに関す●景観地(五)た

め池・フk路・港などの水の利用に関する景観地(六)鉱山・採石場・工場群などの採掘・製造に関する景観地(七)道・広場
などの流通・往来に関する景観地(ハ)垣根・屋敷林などの住居に関する景観地二前項各号に掲げるものが複合した景
観地のうち裳が国民の基盤的な生活又は生業の特色を示すもので典型的なもの又は独特のもの」、と明示して、夫々、之を、規定
し、補足しています。

『文化財保護法』(昭和二十玉年)では、「伝統的建造物群」について、「周囲の環境と一体をなして歴史的風致を形成している伝統
的な建造物群で価値の高いもの(第一章総卿1(文化財の定義)第二条六)」、「伝統的建造物群保存地区」1こついて、「伝統的建
造物群及びこれと一体をなしてその価値を形成している環境を保存するため、次条第一項又は第二項の定めるところにより市町村
が定める地区(第九章伝統的建造物群保存地区(伝統的建造物群保存地区)第百四十二条)」、「伝統的建造物群保存地区」の
選定について、「伝統的建造物群保存地区の区域の全部又は一部で我が国にとってその価値が特に高いもの(第九章伝統的建
造物群保存地区(重要伝統的建造物群保存地区の選定)第百四十四条)」、と朋文し、
[重要伝統的建造物群保存地区遇定基準](昭和玉十年)では、「重要伝統的建造物群保存地区」の選定基準について、「伝統的
建造物群保存地区を形成している区域のうち次の各号のーに該当するもの(ー)伝統的建造物群が全体として意匠的に優
秀なもの(ニ)伝統的建造物群及び地割がよく旧態を保持しているもの(Ξ)伝統的建造物群及びその周囲の環境が地域
的特色を顕著に示しているもの」、と明示して、夫々、之を、規定し、補足しています。

私達当会は、遺跡について、国家行政は、日本国の法律である『文化財保護法』並びに様々な運用基準並びに運用の規範によっ
て、「歴史上価値」並びに「学術上価値」との関連性に於いて、遺跡に対する行為を措置する、と規定され、補足されている、と仮定
します。

私達当会は、以上の当該の事象について、日本国民が、遺跡を、認知し、発見し、認識し、考察し、遺跡を保存し、活用し、又、地
方公共団体が、遺跡を把握し、遺跡に対して地方行政上の行為を措置する際の、規範となる、と仮定します。

(2)文化財的事象に関する、"旧法"、"現行法一〔有形文化財一建造物関係、記念物一遺跡関係、文化的景観、伝統的建造物群、
埋蔵文化財〕"、"現行法一国指定登録選定規準一〔有形文化財一建造物関係、記念物一遺跡関係、文化的景観、伝統的建造物
群〕"、に於ける行政上の判断基準に関する類型

私達当会は、遺跡に関する日本国に於ける『文化財保護法』並ぴにその運用に関する、判断の基準とその内客、ここでは、対象物
件とその価値付けの系列並ぴに序列に係わる概念の類型について、以下、仮定します。

①系列、判断の基準の対象、又は、内容、の類型

ア、『古器茜物ヲ保存セシム』(明治四年(1871年):太政官布借)、『古社寺保存法』(明治三十年(1897年))、『史蹟名勝天然記念
物保存法』(大正八年(1919年))、『国宝保存法』(昭和四年(1929年))、『重要蔓術品等ノ保存二関スル法律』(昭和八年(19論
年))(以下、旧法、と記述します。)では、

i)「歴世、歴史ノ、歴史上:但シ現存者ノ製作二係ルモノ、製作後五十年ヲ経ザルモノ及輸入後一年ヲ経ザルモノハ此ノ限二在ラ
ズ」、と明文して、歴史上の価値、を表象する。

iD 「由緒ノ/製作ノ/美術ノ、美術上/考證」、と明文して、学芸に関する価値、を表象する。
iii)留意事項として、「・古今時勢ノ坐遷制度風俗ノ沿革ヲ(考證シ)候爲メ、遺失殿壊二候テハ、各地方二於テ・細大ヲ不論厚ク
保全可致事、右品物ハ神代ヨリ近世二至ル迄和品舶憲二不拘」、等を認識し得る。
イ、『文化財保護法』(昭和二十五年(1950年))〔有形文化財一建造物関係、記念物一遺跡関係、文化的景観、伝統的建造物群、
埋蔵文化財〕(以下、現行法、と記述します。)では、
i)「歴史上価値」、と朋文して、歴史上の価値、を明示する。

ii)「芸術上価値、学芸上価値」、と明文して、学芸に関する価値、を明示する。
市)留意事項として、「・これらと一体をなしてその価値を形成している士地その他の物件を含む・地域、人々の生活又は生業、当
該地域の風土、景観地・周囲の環境と一体、歴史的風致・環境を保存する」、等が認識し得る。
ウ、[国宝及び重要文化財指定基準](昭和二十六年(1951年))、[登録有形文化財登録基準](平成+七年(2005年))、[特別史
跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然記念物指定基準](昭和二十六年(1951年ン))、[登録記念物登録基準](平成十七年(2005
年))、[重要文化的景観選定基準](平成十七年(2005年))、[重要伝統的建造物群保存地区選定基準](昭和玉十年(19乃年))
(以下、現行法一国指定登録選定基準、と記述します。)では、

i)「歴史的、玉+年を経過、歴史の、近代までの、歴史を、歴史上の」、と明文して、歴史上価値、を表象する。
ii)「技術的に、意匠的に、学術的、流派的又は地方的、学術上、学術上の」、と明文して、学芸に関する価値、を表象する。
市)留意事項として、「・各時代又は類型の・我が国の歴史の正しい理解・その遺跡の規模、遺構、出土遺物等において学術上
価値ある・基盤的な生活又は生業の・群、群及び地割、旧態、周囲の環境、地域的、複合」、等を認識し得る。

②序列、判断の基準、の類型

ア、"旧法"では、

a,類型/実体に関して、「其裡益、亭、致シ居リ、価値」、と明文して、表象する。
b.程度/態様に関して、「不少候、可愛惜、藏貯、証徴、特殊、優秀、模範、重要』、と明文して、表象する。
C.階層/性格に関して、「賓二、特二」、と明文して、表象する。
イ、"現行法"では、
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Z.前提規定に関して、「我が国にとって、世界文化の見地から、国民の、緊急の必要があると認めるとき、麦が国民の」、と明文し
て、明示する。

日.類型/実体に関して、r価値が、価値の、もの、理解のため」、と明文して、表象する。
b.程度/態様に閏Lて、「高い、重要な、宝たる、措遣が必要とされる」、と明文して、表象する。
C.階層/性格に関して、「たぐいない、特に、欠くことのできない」、と明文して、表象する。
ウ、"現行法一国指定登録選定基準"では、

Z.前提規定に関して、「変が国の、發が国、莪が国民の」、と明文して、明示する。

a.類型/実体に関して、「価値の、となるもの、意義の、しているもの、となっているもの、もの、理解のために、価値が、理解する上
で、表しているもの、関するもの、示す、保持しているもの、示しているもの」、と明文して、表象する。

b.程度/態様に関して、「優秀、高い、特色において、典型、深い、寄与、規範、容易でない、正しい、ある、高く、象徴たる、重要な、
特色を、典型的な、独特の、全体として、優秀な、よく」、と明文して、表象する。

C.階層/性格に関して、「顕著、極めて、特に、欠くことができず、文化の、顕著に」、と明文Lて、表象する。

●^、■●^弔

(3)『世界遺産条約履行のための作業指針』に於ける判断の基準とその内容に関する類型

私達当会は、『世界遺産条約履行のための作業指針ユネスコ世界遺産センター・文化庁仮訳』に於ける「文化遺産」に関する、判
断の基準とその内容、ここでは、対象物件とその価値付けの系列並びに序列に係わる概念の類型にっいて、以下、仮定します。

①系列、判断の基準の対象、又は、内容、の類型

ア、rⅡ. A 世界遺産の定義」の項では、
i)「歴史上、顕著な普遍的価値」、と明文して、歴史上の価値、を明示する。
iD 「芸術上、学術上、民俗学上、人類学上、顕著な普遍的価値」、と明文して、学芸に関する価値、を明示する。
iii)留意事項として、「・記念物:建築物、記念的意義を有する彫刻及び絵画、考古学的な性質の物件及ぴ構造物、金石文、洞穴
住居ならびにこれらの物件の組合せ・建造物群:'独立した建築物の群又は連続した建造物の群であって、その建築様式、均質
性又は景観内の位置のために・遺跡:人間の作品、自然と人間との共同作品及ぴ考古学的遺跡を含む区域であって」、等を認
識し得る。

イ、「Ⅱ.D 顕著な普遍的価値の評価基準」の項では、
D 「歴史上」、と明示して、歴史上の価値、を明示する。

川留意事項として、「・人間の創造的才能・発展に重要な影響を与えたーある時期にわたる価値観の交流又はある文化圏内で
の価値観の交流・文化的伝統又は文明の存在を伝承・歴史上の重要な段階を物語る一物一集合体、景観・ひとっの文化(ま
たは複数の文化)を特徴づける一土地利用形態、人類と環境とのふれあい・顕著な普遍的価値を有する出来事(行事)、生きた伝
統、思想、信仰、芸術的作品、あるいは文学的作品と直接または実質的関連・完全性及び/又は真正性の条件、確実に保護を担
保する適切な保護管理体割1」、等が認識し得る。
ウ、「矼.E 完全性及び/又は真正性」の項一「真正性」(オーセンティシティー文化遺産につぃて)では、
i)留意事項として、「・遺産が備えている価値を理解できる程度一情報源、信用性、真実性一文化遺産の本来の特質と後年の変
化・化遺産が備えている価値についての判断一文化ごとに異なる可能性があるほか、単一の文化内においてさえ異なることが考
えられる一文化遺産の検討、判断は、第一義的には自身の文化的文脈において行われなけれぱならない・多様な属性における
表現において真実かっ信用性を有する場合に、真正性の条件を満たしていると考えられ得る一形状、意匠/材料、材質/用途、
機能/伝統、技能、管理体制/位置、セッティング/言語その他の無形遺産/精神、感性/その他の内部要素、外部要素・精神
性や感性といった属性を、実際に真実性の条件として適用するのは容易ではないが、それでもなお、それらは、例えば伝統や文化
的連続性を維持しているコミュニティにおいては、その土地の特徴や土地感を示す重要な指標である・文化遺産の芸術的側面、
歴史的側面、社会的側面、科学的側面一「情報源」は、文化遺産の本質、特異性、意味及び歴史を知ることを可能にする物理的存
在、文書、口述、表象的存在のすべて・真正性の宣言・真正性に関し、考古学的遺跡や歴史的建造物・歴史的地区を再建する
二とが正当化されるのは、例外的な場合に限られる。再建は、完全かっ詳細な資料に基づいて行われた場合のみ許容され得るも
のであり、憶測の余地があってはならない」、等を認識L得る。
エ、「杠.E 完全性及び/又は真正性」の項一「完全性」では、

i)留意事項として、「・完全性は、自然遺産及ぴ/又は文化遺産とそれらの特質のすべてが無傷で包含されている度合いを測るた
めのものさしである a)顕著な普遍的価値が発揮されるのに必要な要素がすべて含まれているか。 b)当該遺産の重要性を
示す特徴を不足なく代表するために適切な大きさが確保されているか。 C)開発及び/又は管理放棄による負の影響を受けてい
るか。」、等を認識し得る。

オ、「Ⅱ.F 保護管理」の項では、

i)留意事項として、「・世界遺産資産の保護管理にあたっては、顕著な普遍的価値及び完全性及び/又は真正性の登録時の状態
が、将来にわたって維持、強化されるように担保する二と」、等を認識し得る。
カ、「Ⅱ.F 保護管理」の項一「立法措置、規制措置、契約による保護措債」では、
1)留意事項として、「・立法措置、規制措置を国及び地方レベルで整備すること一締約国は、それらの施策を十分かっ効果的に
実施する必要がある」、等を認識L得る。

キ、rⅡ.F 保護管理」の項一「効果的な保護のための境界線の設定」では、
1)留意事項として、「境界線を明確に設定することは、登録推薦資産を効果的に保護するための不可欠な要件一境界線の設定
は、資産の顕著な普遍的価値及ぴ完全性及び/又は真正性が十分に表現されることを保証するように行われなけれぱならない」、
等を認識L得る。

ク、「π.F 保護管理」の項一「緩衝地帯」では、

i)留意事項として、「・資産を適切に保全するために必要な場合は、適切に緩衝地帯(バッファーゾーン)を設定すること一推薦資
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産の効果的な保護、推薦資産を取り囲む地域、法的又は習慣的手法により補完的な利用・開発規制を敷くこと、ひとっの保護の網、
推薦資産の直接のセツティング、重要な景色やその他資産の保護を支える重要な機能を持っ地域又は特性、緩衝地帯を成す範囲
一個々に適切なメカニズムによって決定されるべき、緩衝地帯の大きさ、特性及び緩衝地帯で許可される用途、詳細及び資産と緩
衝地帯の正確な境界を示す地図、設定された緩衝地帯が、当該資産をどのように保護するのかにっいての分かりやすぃ説明」、等
を認識し得る。

ケ、Ⅱ.F 保護管理」の項一「管理体制」では、

i)留意事項として、「・管理計画の策定又は管理体制の設置・どのような管理体制が効果的か一壷録推薦資産のタイプ、特性、
ニーズや当該資産が置かれた文化、自然面での文脈一管理体制の形は、文化的視点、資源量その他の要因によって、様々な形
をとり得る一伝統的手法、既存の都市計画・地域計画手法やその他の計画手法・多様性を認識一効果的な管理体制に共通する
要素一a)すべての関係者が資産にっいての理解を十二分に共有していること b)計画、実行、モニタリング、評価、フィードバッ
クのサイクル 0)パートナーと関係者が参加していること d)必要な(人的、財政的)資源が割り当てられていること日)キャ
パシティビルディング"管理体制の運営に関するアカウンタビリティと透明性・効果的な管理一登録推薦資産の保護、保全、
及び公開に関して、長期的取組みノ日常的活動のサイクルがある」、等を認識し得る。
コ、「Ⅱ.F 保護管理」の項一「持続可能な利用」では、

i)留意事項として、r・世界遺産資産は、生物学的、文化的に持続可能な様々な利用と両立し得る。締約国とパートナーは、その
ような持続可能な利用が資産の顕薯な普遍的価値や完全性/真正性を損なうことがないように努めなけれぱならない。さらに、いか
なる利用も生物学的、文化的に持続可能であることが求められる。但し、なかには人間による利用が適切ではない資産も存在す
る。」、等を認識し得る。

②序列、判断の基準、の類型

ア、「1. B 世界遣産条約」の項では、

Z.前提規定に関して、「一国にとどまらず人類全体にとって」、と明示する。
..類型/実体に関して、「財産、性質、持っと考えられ」、と明示して、表象する。
b,程度/態様に関して、「貴重な、秀でた、普遍的価値を」、と明示して、表象する。
C.階層/性格に関して、「かけがえのない、特別に、顕著な」、と明示して、表象する。
イ、「Ⅱ. A 世界遺産の定義」の項一「文化遺産、文化的景観」では、
a.類型/実体に関して、「有するもの、されながら、例証するもの」、と明示して、表象する。
b,程度ノ態様に関して、「影響、たどってきたかを」、と明示して、表象する。
0.階層/性格に関して、「顕著な、継続的に、どのような進化を」、と明示して、表象する。
ウ、「Ⅱ. A 世界遺産の定義」の項一「顕著な普遍的価値」では、
日.類型/実体に関して、「超越し、もつような、意味する」、と明示して、表象する。
b.程度應様に関して、「境界を、重要性を、意義/価値を」、と明示して、表象する。
C.階屠ノ性格に関して、「国家間の、共通した、傑出した」、と明示して、表象する。
エ、「Ⅱ.D 顕著な普遍的価値の評価基準」の項では、

ヨ.類型/実体に関して、「有するーみなす、表す、与えた、示すもの、物証/存在である、物語る、見本、形態、ある、担保する」、と
朋示Lて、表象する。

b.程度/態様に関して、「普遍的価値を、創造的才能を、影響を、価値観の交流を、存在を伝承する、段階を、代表する、特徴づけ
る、関連が、完全性/真正性、保護を」、と明示して、表象する。

C.階層/性格に関して、「顕著な、傑作である、重要な、ある時期にわたる、文化圏内での、無二の/希有な、伝統的、直接/実質的
な、確実に」、と明示Lて、表象する。

オ、「Ⅱ.E 完全性及び/又は真正性」の項一「真正性」(オーセンティシティー文化遺産にっいて)では、
a.類型/実体に関して、「満たすこと、者す・考られるか、知り理解すること、要件、文化的文脈において、場合に、満たしていると考
えられ得る、指標、存在、あるか又は表現されているか、行われた場合のみ」、と明示して、表象する。
b.程度/態様に関して、「条件を、信用性、真実性を、その情報源を、評価する、自身の、有する、条件を、示す、物理的一、文書、
口述、表象的一の、真正性が、資料に基づいて」、と明示して、表象する。

0.階層/性格に関して、「真正性の、どの程度の、上での、第一義的には、真実かっ信用性を、重要な、すべて、完全かっ詳細な」、
と明示して、表象する。

カ、「Ⅱ.E 完全性及ぴ/又は真正性」の項一「完全性」では、

a.類型/実体に関して、「満たすこと、含まれているか、代表するために、確保されているか、受けているか、状態であり、コントロー
ルされ、包含されている、維持されている」、と明示して、表象する。

b.程度/態犠に閏して、「条件を、必要な要素が、特徴を、大きさが、影響を、特徴が、影響が、必要な要素が、関係性や動的な機
能が」、と明示Lて、表象する。

C.階層/性格に関して、「完全性の、全て、不足なく、適切な、負の、良好な、相当の割合、特徴づけている」、と明示して、表象する。
キ、「Ⅱ.F 保護管理」の項では、

a.類型/実体に関して、「担保すること」、と明示して、表象する。
b.程度/態様に関して、「維持、強化されるよう1こ」、と明示して、表象する。
0.階層/性格に関して、「将来にわたって」、と明示して、表象する。
ク、「Ⅱ.F 保護管理」の項一「立法措置、規制措置、契約による保護措置」では、
a.類型/実体に関して、「保証し、整備すること、実施する必要」、と明示して、表象する。
b.程度/態様に関して、「存続を、措置を、施策」、と明示して、表象する。
C.階層/性格に関して、「資産の、保護するための、十分一効果的に」、と明示して、表象する。
ケ、「π.F 保護管理」の項一「効果的な保護のための境界線の設定」では、

ヨ.類型/実体に関して、「要件である、表現されることを、行われなけれぱならない」、と明示して、表象する。
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b.程度/態様に関して、「効率的に保護する、十分に、保証するように」、と明示して、表象する。
0.階層/性格に関して、r不可欠な」、と明示して、表象する。
コ、「Ⅱ.F 保護管理」の項一r緩衝地帯」では、

a.類型/実体に関して、「設定する二と、含まれるべき、決定されるべき、詳細、地図を提出する、示す二と」、と明示して、表象する。
b.程度/態様に関して、「適切に、景色機能・地域特性、メカニズムによって、正確な境界を、説明も」、と明示して、表象する。
0.階層/性格に関して、「重要な、個々に適切な、示す、分かりやすい」、と明示Lて、表象する。
サ、「Ⅱ.F 保護管理」の項一「管理体割1」では、
a.類型/実体に関して、「策定/設置、担保すること、とり得る、使われること、共有している、サイクル、参加Lていること、寒Ⅲ当て
られ、ビルディング、サイクルがある」、と明示して、表象する。
b.程度/態様に関して、「適切な、保護を、形を、手法が、理解を、~フィードバックの、資源が、キャパシテイ、アカウンタビリティと

透明性、取組み/活動の」、と明示して、表象する。

C.階層/性格に関して、「明示した、効果的な、様々な、伝統的/計画、十二分に、必要な、長期的/臼常的」、と明示して、表象する。
シ、「Ⅱ.F 保護管理」の項一「持続可能な利用」では、
ヨ.類型/実体に関して、「努めなけれぱ、求められる、適切ではない」、と明示して、表象する。

b.程度/態様に関して、「ないように、あることが、利用が」、と明示して、表象する。
C,階層/性格に関して、「換なうことが、持続可能で、なかには」、と明示して、表象する。

(4)考察一1

私達当会は、『文化財保護法』、並びに、国指定登録選定規準、に於ける、建造物関係と遺跡関係に関する文化財的な価値の概

念に関して、以下、考察し、仮定します。

①文化財的な価値の序列の概念に関する考察

『文化財保護法』、並びに、国指定登録選定規準、に於いて

私達当会は、a.類型/実体に関して、文化財的な価値に於いて、事象の存在並ぴにその私達人類に対する働きを、価値の根源、
根源的な価値、とし、b,程度/態様に関して、之によって、選抜し、C.階層/性格に関して、之によって、最終的に、正当を承認する
(オーソライズ:authorlze)、と仮定します。

②遺跡に関する、『文化財保護法』等に於ける、歴史上価値、並びに、学術上価値の範囲に関する考察

a.私達当会は、歴史に関して、歴史学に於いて、過去の「できごと」は歴史学上の価値であるとされている、と認識します。

私達当会は、過去の「できごと」が歴史学上の価値であるならぱ、過去の「できごと」を、現代の私達人類の概念に於いて為す「解
釈」、並びに、「解釈」によって成立する体系的な価値概念は、歴史学上の、即ち、学術上の事象であり、範疇である、と仮定します。

b.私達当会は、歴史上価値に関係して、"旧法"に於いて、「但シ現存者ノ製作二係ルモノ、製作後五十年ヲ経ザルモノ及輸入後
一年ヲ経ザルモノハ此ノ限二在ラズ」と明文し、"現行法一国指定登録選定規準"に於いて、「五十年を経過、近代までの」と明示し
ていることを確認します。

私達当会は、文化財的事象に関する歴史上価値について、概略、"五十年を経過した価値、並びに、価値観"、即ち、原則として、
私達人類の後世の概念に於ける解釈を経由しない、当該の文化財的事象の同時代の人類の活動の基盤となる価値、並びに、価

値観、並びに、その成果、並びに、之を現代に継承する事象、と仮定します。

C.私達当会は、任意の特定の過去の事象の同時代の人類の活動の基盤となる価値、並びに、価値観について、歴史を考察する

に際して、r歴史の正しい理解のために欠くことが」できない、と仮定します。

③文化財的な価値概念の「有形文化財」一建造物関係と「記念物」一遺跡関係との在り方の比較に於ける考察

(ア)考察事項に関する考察一一歴史上価値、芸術上価値、学術上価値

私達当会は、「有形文化財」一建造物関係に於いて、『文化財保護法』に明文する「歴史上又は芸術上価値が高いもの」に関Lて、
[国宝及び重要文化財指定基準]ー「建造物の部」ー「重要文化財」の指定基準では、歴史上価値に優先して、芸術上価値を、又、
歴史上価値に次いで、学術上価値、流派的又は地方的特色、を考察することに対して、「記念物」一遺跡関係に於いて、『文化財
保護法』に明文する「歴史上又は学術上価値が高いもの」に関して、〔特別史跡名勝天然記念物及ぴ史跡名勝天然記念物指定基
準]-r史跡」の指定基準では、「莪が国の歴史の正しい理解のために欠くことができず」として、歴史上価値を第一義とし、「その遺
跡の規樓、遺構、出土遺物等において学術上価値ある」以上の状況を求めない、又、芸術上価値に言及しない、と仮定します。

(イ)遺跡の存在の特色一ー「歴史の正しい理解」を求める

私達当会は、遺跡について、『文化財保護法』、並びに、国指定基準に於いて、「有形文化財」一建造物関係と異なり、「記念物」ー
遺跡関係では、文化財的享象を享受する私達人類に「歴史の正しい理解」を求める処、遺跡の存在の特色を象徴している、と仮
定します。
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(5)考察一2

私達当会は、『世界遺産条約履行のための作業指針』、に於ける、建造物関係と遺跡関係に関する文化財的な価値の概念につい
て、日本国の『文化財保護法』、並びに、国指定登録選定規準、に於ける、建造物関係と遺跡関係に関する文化財的な価値の概念

に、構造、並ぴに、内容、に於いて、相互に、類似し、矛盾しない、と仮定します。

私達当会は、遺跡の認知、認識、調査、保存、活用、整備、公開、への考察と措置に於いて、日本国の国民、並びに、行政、地方
行政が、『世界遺産条約履行のための作業指針』の価値概念に従うこと、について、その成果に於いて、有効であり、且つ、世界的

な価値概念に連続する成果を形成することとなる、と仮定します。

『世界遺産条約履行のための作業指針』、に於いて

2.遺跡と私達人類の視覚

私達当会は、遺跡たる事象について、私達人類にとって、本源的、第一義的に、視覚的、又、触覚的、時に、嘆覚的、聴覚的、味
覚的、事象である、と仮定します。

私達当会は、遺跡たる事象について、私達人類の個体、並びに、任意の特定の集団は、時に、事後的、第二義的に、私達人類の

個体としての、並びに、社会的な"記憶"、又は、私達人類の"知の体系"、即ち、歴史学や民俗学や考古学や科学の成果、と、対

照して、遺跡の意義付けや価値付けを行う、と仮定します。

私達当会は、遺跡の認知、認識、調査、保存、活用、整備、公開、の各局面に於いて、私達人類は、遺跡に於ける私達人類にとっ

ての本源的な事象である、遺跡の視覚的、触覚的、喚覚的、聴覚的、味覚的な要素、に対して、遺跡に於ける私達人類にとっての
事後的な事象である、私達人類の"記憶"、並びに、"知の体系"を超越させ、優先させて、之を、行為し、措置してはならない、と仮
定します。

3.遺跡の実相

私達当会は、遺跡の実相、について、当該の遺跡に於ける、私達人類に関する、視覚的、触覚的、嘆覚的、聴覚的、味覚的、な実

態、並びに、他の遺跡との、私達人類に関する、視覚的、触覚的、喚覚的、聴覚的、味覚的、な連関の双方を包含する事象である、
と仮定します。

私達当会は、遺跡の認知、認識、調査、保存、活用、整備、公開、について、私達人類は、第一義的に、遺跡の実相、を対象として、

之を、行為し措置しなけれぱならない、と仮定します。

私達当会は、遺跡の認知、認識、調査、保存、活用、整備、公開、について、私達人類は、遺跡の実相、に対して、遺跡の実相、を
看過し、或いは、遺跡の実相、を超越し、他の要素、例えぱ、私達人類の個体の、又は、社会的な何らかの"記憶"、"概念"、並び

に、"知の体系"を優先して、之を、行為し措置することがあってはならない、と仮定します。

4.要望と提案

私達当会は、皆様に、遺跡について、以上の記述に於いて、遺跡を遺跡として、即ち、土地の造形、遺構、遺物、土地の利用の履
歴に関して、認知、認識、調査、現状保存、活用、整備、公開、提示、保全し、即ち、顕現し、私達人類の社会に対して明らかにして

発信して紹介し、且つ、私達現生人類による自身の亭象として、私達現生人類にとって唯一の自身への客観たり得る事象として、
自らの存在と行為、生活に於ける包摂、受容、継承、を実現すること、を提案し要望します。
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5.資料2 「関係旧法、文化財保護法、国指定文化財登録選定基準、日本遺産にっいて、世界遺産条約履行のための作業指針』
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一養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

」

.

0『古器蓉物ヲ保存セシム』明治四年a87工年)五月二十三日太政官布告集251号

廃止:昭和29年6月1日

(別称;『古器物保全』法令全書の注塞、『古器旧物保存方』廃止法令での引用)

古器蓋物ノ類ハ古今時勢ノ髪遷制度風俗ノ沿革ヲ考置シ候爲メ其緯益不少候處自然賑曹競新候流弊ヨリ追口々遺失殿壊二候テハ實二可愛
惜事二候條各地方二於テ歴世藏貯致シ居リ候古器茜物類別紐品目ノ通細大ヲ不論厚ク保全可致事

但品目並二所藏人名委詳記載シ其官鹿ヨリ可差出事

(別紙)

一祭器ノ部 神祭二用ル楯矛井他諸器物等
一古玉賓石ノ部曲玉管玉瑠璃水晶ノ類

石弩冨斧ノ部石弩雷斧罫霊硲石劔天狗ノ飯匙等
古鏡古鈴ノ都古鏡古齢等

一銅器ノ都一古瓦ノ部一武器ノ部一古書壷ノ都一古塞籍並古經文ノ部
雁額ノ部一樂器ノ部一健鈷碑銘墨本ノ都一印章ノ部一文房諸具ノ部
晨具ノ部一工匠譽械ノ部一車輿ノ郵一屋内諸具ノ部一布帛ノ類

一衣服装飾ノ郁一皮革ノ部一貨幣ノ部一諸金製造器ノ都一陶磁器ノ部
漆器ノ部一度量權衝ノ都一茶譽香具花器ノ郁一遊戯具ノ部

一撲幟等偶人並見玩ノ都一古佛像並佛具ノ部
化石ノ部 動植ノ化石並動物ノ骨角介殻ノ類

右品物ハ神代ヨリ近世二至ル迄和品舶庸二不拘

日本の文化財保護に関係する旧法等抜粋

゛

( 12ν276 )
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2018年(平成30年)7月26日木曜日養生所を考える会代表池知和恭

0『古杜寺保存法'明治三十年六月十日法律第四十力号

第一条古社寺=シテ其ノ建造物及宝物類ヲ維持修瑳スルコト能ハサルモノハ保存金ノ下付ヲ内務大臣二出願スルコトヲ得

第二条国費ヲ以テ補助保存スヘキ社寺ノ建造物及宝物類ハ歴史ノ証徹、由紬ノ特殊又ハ製作ノ優秀二就キ古社寺保存会二諮胸シテ内務
大臣之ヲ定ム

第三条前条ノ建造物及宝物類ノ修理ハ地方長官之ヲ指揮監督ス

第四条杜寺ノ建造物及宝物頗ニシテ特二歴史ノ証徴又ハ美術ノ模範トナルヘキモノハ古杜寺保存会二諮駒シ内務大臣二於テ特別保瑛建
造物又ハ国宝ノ資格アルモノト定ムルコトヲ掲

内務大臣二於テ前項ノ資格を付シタル物件ハ官報ヲ以テ之ヲ告示ス

第五条特別保護建造物及国宝ハ之ヲ処分シ又ハ差押フルコトヲ褐ス但シ内務大臣ノ許可ヲ得テ国宝ヲ公開ノ農覧場二出陳スルハ此ノ限リ
二在ラス

第六条前条ノ物件ハ神職(官国幣社二在テハ宮司、府県郷社二在テハ社司、村社以下二在テハ社掌、以下之二做フ)若ハ住駿之ヲ監守シ
内務大臣ノ監督二属スルモノトス但シ内務大臣ノ許可ヲ経テ別二監守ヲ置クニトヲ得

(第七条一第二十条(うち第+七条から第二十条は附則D省略)



0『史蹟名腸天然記念物保存法』大正八年四月十日法律第四+四号

第一条本法ヲ適用スヘキ史蹟名腸矢然記念物ハ内務大臣之ヲ指定ス

前項ノ指定以前二於テ必要アルトキ地方長官ハ仮二之ヲ指定スルコトヲ得

第二条史蹟名勝天然記念物ノ調査二闡シ必要アルトキハ指定ノ前後ヲ問ハス当該吏員ハ其ノ土地又ハ険接地二立入リ土地ノ発掘障碍物
ノ撤去其ノ他調査二必要ナル行為ヲ為スコトヲ得

第三条史蹟名勝天然記念物二開シ其ノ現状ヲ隻更シ又ハ其ノ保存二影響ヲ及ホスヘキ行凱ヲ為サムトスルトキハ地方長官ノ許可ヲ受クベ
:ノ

第四条内務大臣ハ史蹟名腸天然記念物ノ保存二関シ地域ヲ定メテー定ノ行為ヲ禁止若ハ制隈シ又ハ必要ナル施設ヲ命スルニトヲ得

前項の命令若ハ処分又ハ第二条ノ規定二依ル行為ノ為摂害ヲ被りタル私人二対シテハ命令ノ定ムル所二依リ政府之ヲ補償ス

第五条内務大臣ハ地方公共団体ヲ指定シテ史蹟名勝天然記念物ノ管理ヲナサシムルコトヲ得

前項ノ管理二蔓スル費用ハ当該公共団体ノ負担トス

国庫ハ前項ノ費用二対シ其ノー部ヲ補助スルコトヲ得

(第六条、附則省略)

0『国宝保存法』昭和四年三月二十八日法律第十七号

第一条挫造物、宝物其ノ他ノ物件昌シテ特二歴史ノ証徴又ハ美術ノ模範卜為ルペキモノハ主務大臣国宝保存会二詰問シ之ヲ国宝トシテ指
定スルコトヲ褐

第二条主務大臣前条ノ規定二依ル指定ヲ為シタルトキハ其ノ旨ヲ官報ヲ以テ告示シ且当蝕物件ノ所有者二通知ス

第三条国宝ハ之ヲ輸出又ハ移出スルコトヲ得ズ但シ主務大臣ノ許可ヲ受ケタルトキハ此ノ脹二在ラズ

第四条国宝ノ現状ヲ変更セントスルトキハ主務大臣ノ許可ヲ受クペシ但シ雑持修理ヲ蜘スハ此ノ限二在ラズ

第王条主務大臣前二条ノ規定二依ル許可ヲ為サントスルトキハ国室保存会二諮問スペシ

第六条国宝ノ所有者二付変篁アリタルトキハ命令ノ定ムル所二依り所有者ヨリ主務大臣二届出ヲ為スベシ国宝滅失又ハ殿損シタルトキ亦
同ジ

第七条国宝ノ所有者ハ主務大臣ノ命令二依リー年内ノ期限ヲ限リ帝室、官立又ハ公立ノ博物館又ハ美婿蛇二国宝ヲ出陳スル義務アルモノ
トス但シ察鞄法用又ハ公務執行ノ為必要アルトキ其ノ他巳ムコトヲ得ザル事由アルトキハ此ノ限二在ラズ

前項ノ命令二対シテ不服アル者ハ訴願ヲ為スコトヲ得

第八条前条ノ規定二依りテ国宝ヲ出隙シタル者二対シテハ命令ノ定ムル所二依リ国庫ヨリ補給金ヲ交付ス

(第九条一第十条省略)

第十一条公益上其ノ他特殊ノ享由二依リ必要アルトキハ主務大臣国宝保存会二諮問シ国宝ノ指定解除ヲ為スニトヲ得

主務大臣前項ノ規定二依ル指定解除ヲ糊シタルトキハ其ノ旨ヲ官報ヲ以テ告示シ且当叢物件ノ所有者二通知ス

(第十二条一第二十五条、附則省略)

0『萱要美衛品等ノ保存二関スル法律」鼎和八年四月一日法律第四十三号

第一条歴史上又ハ美術上特二霊要ナル価値アリト認メラレル物件(国宝ヲ除ク)ヲ輸出又ハ輸出セントスル者ハ主残大臣ノ許可ヲ受ケベシ
但シ現存者ノ製作二係ルモノ、製作後五十年ヲ経ザルモノ及輸入後一年ヲ経ザルモノハ此ノ限二在ラズ

第二条前条ノ規定二依リ其ノ輸出又ハ移出=付許可ヲ要スル物件ハ主務大臣之ヲ認定シ其ノ冒ヲ官報ヲ以テ告示シ且当註物件ノ所有者二
通知スベシ

前項ノ規定二依リ認定ノ告示アリタルトキハ売買、交換又ハ贈与ノ目的ヲ以テ当該物件ノ寄託ヲ受ケタル占有者ハ其ノ認定アリタルコトヲシリ
タルモノト推定ス

(第三条一第五条、附則省略)

( 2/2 )

( 122/276 )

以上
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_文化財保護法抜粋
一養生所バ長崎)医学校等遣跡の保存と活用より一 2。18
文化財係叢擾叩和二+玉卑吉月三十日生捻割二酉十四晦より並粋

莫一宜鴛則

にの塗祖の酉的」
鯆一稾この追姉ば

存L、且ウ.モの活用を園リ、毛0て■畳の又化的向上に貴,るとともに、世昇文化の進にこ
{宮化財の姥靴}

凱二壷この悟律で「戈化財」とぱ、捻に掃げるものをいう.

二贋劇.,豪、工芸註補モの勉の無瓢の文北軸断腔1_う.艶の物伴安含む.1並Uに壷告

六'1A轟の全恬又は里煮及び当蝕堆輔の旦土にょリ剛陵計ル,二景風.で曇が旦筋の生括又は生 1三とウて季斯と匡篭の高い亀の(以¥r旦圭衡」という.)'

には、特削史鷺名十泉、焦酉十二乗、菓酉二十二曇、無百三十一条凱一項業四号、票酉玉十三暈罵一項凱七号裂ぴ_
ι改麝量リ堆万赴弁岳体の任蔑)

に,画剰の注章是もってこの望抹".国の望里、寓止等の立U'曜解のため女く二とのできない毛ので高り、且?、将棄の立化の叫と疉長_
(匡昼.所有者写の心掛)

の有者モの他の薗偶者は.寓化吋が豊量幸如圧的財遷であること壬宙覚L、これを公井のために大. L.

写三宜有慰宝化附
喜一茸貢嬰宜化附
葺一款抱定

(指定)

2叉郵判学太臣ほ、重蔓文北財のうち伐戈の寛蔓文北則に1置キtることがで゛る.
案二軍畳識有髭立化財

(膚剥文牝剛の畳峰)

●要とさ■1るもΦ重文化財畳陣頂毎r二豊鹸゛る二とf 八十二畢篤冨項f二頬定す刷重霊壬地方公共団律が行っている毛のを軌く}のうち.その文化附ιL =

以と

・.,・・ι'島)....,

【誤皇のための党処に舶,る盾幽、把県ゑび働竜)

旦埋睦空化キι.Lr'竜ら幸い.た世し.工帥乳学店令の建める培含は.こ叩峻甘ではな、,令の重める雫鬚を飽曜Lた書圏生もって、見豊に着畢Lようと廿る日の三+日爾塵

.陶壇中「三十日前」とあるのは、r大+日討」と註"腎える毛のとするー』1τいる土地(掌下「員知の埋段宜化財包鳳抽」とい3_)を典■Lようとt毛城合」こf._

イ皿の畳幽等●ι行3鼻卸こ圏,'特倒)膏実算゛Φ地の'望な事項を

0前項●逗"を美サた煽巾美制琴は.当駄革鼠,ーの焦び,に'蔓"あると隠める巴きは.当塾国m槌舶辱ι二射L.豊誌亭案計■の養竃量びモの写則耳ι;を如Lなけ皐ぱならない,

t埋哩立化剥包戯鯉の庖如)'』の夙定仁候定,る遵知.地加又は骨告は、

2●は、惟力公"図休●C行3首項の抽置」.ーて'責聨の竪無モの俺モの鳥知の叡底を園るために●饗な惰置の寅処に努功なけ.1ぱ4.、.

霽七暈史助名幽王嚴記念物
t樗定1

菓弐聿蝿菓寓化財

臼木曜日養生所を考える会代表池知和恭

之文菖尋学大臣は,罵項の傾定にょり柑定された史跡字天芋記主物ι埠下「史羊名静玉就記烹物」と嵩弊,る.】r耳怜定する二"{で量る.
(違把定)」,る、,に栓定キるこしができる.

単下この制早おいて国じ.j壯.史禽名島美盤記享物の慨一認めるときは'伺道府県の靴商,員金'坐敢記念抽が掛昆毎市の区域宍に存,る岐合にあっては,==
,,,,・'吉島1,,...
(皇峠記*物」

もの竃除(,」の3ち.その寓化倒としての蝿岐にかん郵項に蛭定する佐指定乏鼻遭麝鳳の楯胃員員疉が行ったもの乏含む,」以外の記念物{焦百八十二壷二=,
,・・・・ι省与」...'.

系J{章貫蔓寓化帥景蛭
ι喬要寓北前豊鼠の遭定}

定す'景註地匡内にある宝化的暈霞で勃って、寓扉叫羊省令一定る'屑県又は市町村が露める景葛塗【早凧,六年注促筑盲号)算八惰篤二項凱一号に饒定する葦割計___
2項室略、'毛のを重臭叉北釣量竪として選定,る二と血M
..・・・〔岩略),....

賄■庫伝凧的堂蘆棉昇慎祥抽尾
4慢駅的電造物塀曇存岫区)

(伝鼠"萱遮物塗遣仙鼻母奔抽区」しは.母軟帥雌竃怜昇及りニれと一体庄なしてその癌直乏郵戚Lてい___
萎嵩五+三素.,,(古妬),,.ーめると二るにょり市断村力t吏め毛抽匡生ι、ヨ.
ι重蔓伝紋的買壷物胤係祥姑匡の堪定】

条寓傑聨学大更は、市町村の卓出r二苫づ゛,任轤的塗浬暫僻偲秤亀区の区軍の全郁又#_鼻で"三こ、
,...【質葺:...,とLτ選建,る二ιができる,

( 1/1 )

( 123/276 )

:
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」
ー
ー
ー
ー
'
ー

ー
,
.
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
'
ー
ー
ー
ー
.

■
.

、
■

.
.

■.
.

.
■.

.
』

.
.

』
..

,
,
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

1
"

』
.

■
』甲

.
、

一
■

.
.一



一養生所/(長崎)匡学校等遺跡の保存と活用より

ι国宝及び茸妻文化財指定基準1
昭和二十六年五月十日文化財保護委員会告示第二号
平成ハ年+月二十ハ日文部害告示第百ハ十五号改正

建造物の部
萱要文化財

建築物、土木建造物及びその他の工作物のうち、次の各号のーに該当し、かう、各時代又は顛型の典型となるもの
(ー)意匠的に優秀なもの
(ニ)技術的に優秀なもの
(三)歴史的価値の高いもの
(四)学衛的価値の高いもの
(五)流派的又は地方的特色において顕着なもの

国宝

重要文化財のうち極めて優秀で、かつ、文化史前憲兼の特に深いもの

国指定文化財の指定等基準抜粋

【壷録有形文化財壷鰍墓準]

平成十七年三月二十八日文郁科学省告示第四+凶号
建造物の部

建築物、土木建造物及びその他の工作物(重要文化財及び文化財保腫法第声八十二条第2項に規定する指定を地方公共団体が行っているものを除
<.)のうち、原則として制作後玉+年を経過し、かつ、次の各号のいずれかに該当するもの

国土の歴史的景霞に寄与Lているもの
一造形の規範となっているもの
三再現することが容易でないもの

[壹緑記念物登鹸基羊1

平成十七年三月二日文都科学省告示第四+六号
遺跡閲係

政治、経済、文化、社会に関する遺鉢モの他の遺跡(史跡及び文化財保護法筧百八十二条第2項に規定する指定を地方公共団体が行ってぃるものを
除く。)のうち、原則として近代までのものであり、かつ、次の各号いずれかに該当するもの
一斐が国の歴史を理解する上で貫要なもの
一地域の歴史を表しているもの
三歴史上の人物等に関するもの

( 124/276 )

【特別史跡名牌天然記念物及び史跡名勝天然記念物指定基準]
昭和二十六年五月十日文化財保護委員会告示第二号
平成七年三月六日文郁省青示第二十四号改正

史跡

左に掲げるもののうち裳が国の歴史の正しい理解のために欠くことができず、かつ、その遺跡の規模、遺構、出土遺物等において学攝上価値あるもの
一貝塚、集落跡、古填、その他この顛の遺跡

都城跡、国郡庁跡、城跡、官公庁、戦跡その他政治に闘する遣跡
寺社の跡又は旧境内その他桑紀信仰に関する遍跡
学校、研賓筋設、文化施設その他教育・学術・文化に開する遺跡
医療・福祉施設、生活閲適施設モの他社会・生活に闘する遣跡
交通・通恬飾設、治山・治水施設、生産施設その他経済・生産活動に関する遺跡
墳墓及び碑

旧宅、層池その他特に由緒の布る地域の顛
九外国及び外国人に隣する遺跡

特別史跡

史跡のうち学衛上の価値が特に高く、裳が国文化の魚徴たるもの

2m9年(平成31年)2月6日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

[釜要文化的景観選定茎峯]

平成十七年三再二+ハ日文部科学吉青示第四十七号

地域における人々の生活又は生業及ぴ当該地域の風土により形成された次に掲げる景観地のうち裳が風民の基盤的な生活又は生業の特色を示す
もので典型的なもの又は独特のもの
(ー)水田・畑地などの農耕に関する景観地

【ニ)茅野・牧野などの採草・放牧に関する景観地
(Ξ)用材林・防災林なゼの森林の利用に関する景観地
(四)憂殖い力寸÷海苔ひびなどの漁ろうに関する景鯉地
(玉)ため池・水路・溌などの水の利用1=開する景観地

(六)鉱山・採石場・工場群などの採掘・製造に関する景観地
(七)道・広場などの流通・往来に関する景饌地
UU 垣根・置敷林などの住居に関する景観地

前項各号に掲げるものが複合した景観地のうち妾が国民の碁盤的な生活又は生業の特色を示すもので典型的なもの又は独特のもの^

[重要伝毓的建造物群保存地区選定甚準]

昭和五十年十一月二十白文部科学省告示第首玉十七号

伝統的建造物群保存地区を形成Lている区壊のうち次の各号のーに該当するもの
(ー)伝統的建造物群が全体として意匠的に優秀なもの
(ニ)伝統的撞造物群及び地割がよく1狂態を保嫉しているもの

(三)伝統的建造物群及びその風囲の環境が地域的特色を顕看に示Lているもの
以上

( 1/1 )

..』,一゛.

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
:
ー
ー
'
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
,
 
1
●
 
1
 
●
●
●
,
ー
ー
ー
'
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
盲
 
1
 
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
盲
 
1
 
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
盲
 
1
 
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
'
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
●
■
,
ー
」

闇.
』...一■■



文化庁の加mePヨ客eより
一養生所バ長崎)医学校等遺跡の保存と活用よりー

1.「日本遺産(゛apan Herltヨ三0)」とは

a)我が国の文化・伝銃を語るストーリーを認定

「日本遺産WepanHe『i始宮6)」は、地域の歴史的魅力や特色を通じて霊が国の文化.伝統を語るストーリーを「日
本遺産WapanH引1加8.)」として文化庁が認定するものです。
ストーリーを語る上で欠かせない魅力溢れる有形や無形の様々な文化財群を、地域が主体となって総厶的に整

備'活用し、国内だけでなく海外へも戦略的に発信していくことにより、地域の活性化を図ることを目的としています。

(2)世界遺産や指定文化財との違い

「日本遺産(dapan Herita8e)」1こつぃて

世界遺産登録や文化財指定は、いずれも登録・指定される文化財(文化遺産)の価値付けを行い、保護を担保す
ることを目的とするものです0一方で日本遺産は、既存の文化財の価値付けや保全のための新たナ、規制を図る二と
を目的としたものではなく、地域に点在する遺産を「面」として活用し、発信することで、地域活性化を図ることを目的
としている点に違いがあります。'

(3)認定による効果

2朝8年(平成30年)3月6日火曜日養生所を考える会代表池知和蒜

「日本遺産」に認定されると、認定された当該地域の認知度が高まるとともに今後、日本遺産を通じた様々ナ、取組
を行うことにより、地域住民のアイデンティティの再認識や地域のブランド化等にも貢献し、ひいては地方創生に大い
に資するものとなると考えています。

(4)これまでに認定された「日本遺産Wapan He"teg8)」

"二れまでに認定された「日本遺産Wapan Heritヨ且日)」一覧

2.「日本遺産(゛apan H8ritage)」の認定

U)認定に当たって

「日本遺産」として認定するストーリーは、次の3点を踏まえた内容とします。
1 歴史的経緯や地域の風土に根ざし世代を超えて受け継がれている伝承、風習等を踏まえたストーリーである二

と。

2 ストーリーの中核には、地域の魅力として発信する朋確なテーマを設定の上、建造物や遺跡.名腸地、祭りナ、ど、
地域に根ざして継承.保存がなされている文化財にまっわるものが据えられている二と。
3 単に地域の歴史や文化財の価値を解説するだけのものになっていないこと。

白本遺産として認定するストーリーには次の2種類があります。
.単一の市町村内でストーリーが完結する「地域型」
'複數の市町村にまたがってストーリーが展開「シリアル型(ネットワーク型)」
また、ストーリーを語る上で不可欠な文化財群には、地域に受け継がれている有形.無形のあらゆる文化財を

対象とすることができ、地方指定や朱指定の文化財も含めることができますが、国指定.選定文化財を必ずーつは
含めることとする必要があります。

(2)認定申請の手続き

年に一回、文化庁が都道府県教育委員会を通じて、「日本遺産」認定の希望に関する募集を行います。
1申請者゜

日本遺産の申請者は市町村とし、文化庁への申請は都道府県教育委員会を経由して提出してもらいます。
シリアル型の場合、原則として市町村の連名としますが、当該市町村が同一都道府県内に所在する場厶は当

該都道府県が申請者となることも可能です。
2 認定申請を行うに当たっての条件

地域型での申請に当たっては、歴史文化基本構想又は歴史的風致雑持向上計画を策定済みの市町村、若し
くは世界文化遺産一覧表記載案件又は世界文化遺産暫定一覧表記載・候補案件を有する市町村であることが条件
となります。

( V2 )
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(3)日本遺産審査委員会による審査

提出されたストーリーは、日本遺産審査委員会において、以下の審査基準に基づく審査を経て、「日本遺産に認定
されます。
・認定基準

1 ストーリーの内容が、当該地域の際立った歴史的特徴・特色を示すものであるとともに裂が国の魅力を十分に
伝えるものとなっていること。

2日本遺産という資源を活かした地域づくり1こっいての将来像(ビジョン)と、実現に向けた具体的ナ、方策が適切
に示されていること。

3 ストーリーの国内外への戦略的・効果的な発信など、日本遺産を通じた地域活性化の推進が可能とナ、る体制が
整傭されていること。

3.「日本遺産」のロゴマークにっいて

文化庁が認定する「日本遣産」にて表示いただくとともに各種パンワレットなどにおいて表示することにより、
魅力溢れる文化.伝統が世界に発信されるべく、「日本遺産」のロゴマークを決定しました。

4.日本遺産を通じた地域活性化への支援

日本遺産として認定されたストーリーの魅力発信や、日本遺産を通じた地域活性化にっいては、「日本遺産魅力発
信事業」として、日本遺産に関する(1)情報発信・人材育成、(2)普及啓発事業、(3)調査研究事業、(4γ、開活用
のための整備に対して文化芸術振興費補助金を交付するなど、文化庁が積極的に支援します。

5.r白本遺産」事業の創設に至るまで

文化庁では、日本遺産魅力発信推進事業を創設するに当たり、委託による「日本遺産」調査研売事業を実施し、報
告書として取りまとめました。'

日本の

〆
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(世界遺産条約脚・告磊約履行のための作業指針(抜粋) 1
2017年(平成29年)5月27日土化庁仮訳より) 1

段落世界・,一所を考える献代表地知和恭1

・A作業指針、"、、、ー、、ー、ーー、・ーーー・ーー、、、ー_^___

文化遺産及び自然遺産の保護芋指卦(以下、]乍肇指風)ほ;取禾に宗ず手続きを定・ー・ここ'_,__

■世界遺産_の保護及ぴ保全一ー、、"、、、、'ー'ー・・ーーーーー・ー・,.、.、.__、"
?.条釣iミ對すξ;そ〒^、ー、__._ーニ_ー・ー'・'・・・・^?.条釣に對すξ;^・ー、、_.__ー、ー'

4
1.B垂,1逼^ー・ー、ー__.__.、'、、、、ー・・

産が損なわれることとナ、で.壊や滅失にょって失われるこぞになれぱ、世冗のよし}財産で。こ

ー'ーーーーーーーーー^よ対策を施すに値する.

7

●卑
、将来の世代に伝一遍"価を

1

●■

C 世界遺産条箱締約国
巨

系,^履子〒i三三哥チる・ー・・'、、、ーーフ^、'・ー務局に提出,.=の履行に関ずる窓西どしそ第む義酌^、ー__'、'、

に11雰^,¥套〒る需萄国a^条商.、、._'__

界遺産条約第4条及云 0また、他の締約国の婁請に応じて、これ今の作'ム_るぞと薊ご;将の界遺産条約第4条及ぴゞ6条露2 締約国の婁請に応じて、これらの作粂に関わるにヨ号_の
産1ご"'、0

一護を&否吾^ー・・、^条系三^・ー・
B)'

文化遺産及び自然遺産を語建L葆護マ係至;入属一ー

、,、_,_」公開に係る業務を確立ずるE"、ー、ー'ーー・ー・ーー・ーーーー____
への対策を開発するたあの萪孛朗イ技一ーーーーー^.、_,、__

的調査を推進手、ξ開行っ国又は地研センターの設武発農妻痘金キも五.、ー、_、、国の這を鳥懇^.__武発農妻促歪云:翫毛の芬罰瑞ける世界'琴^遺産及這接蔚「^ず扇な,ヤ・、,、T,.世界遺産条約第6条金@豊豊暴声産及這接蔚「問覆萌^ず扇な意図西渚置一一区五ヌ、
ぷ)0(世界遣産条約第11条第1項参照)界遺産委員会に提而するEぞ莅,τ書暫週一

h)
こと
D世
トと
司■.

一区一ー^^.^^

・対する報を通じそ;画卑7戻永栗蒟可釦条及び第乞条1Ξ';

、世界遺産条約締約国会誕'・'~ー・、・ー・・^ことが奨扉ほ所二る;9^ー"・・・・ーー
霪条約国締西画互^ーヨ・会一=,"こ_、フ、、、"ー^・'・・

・・・・一」・・ー・・、、、、.__ー.,、"'.' 1項参照、世界

'

17

^■^^
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(世界遺産条約履;秀為約履行のための作業指針(抜粋) 1
2017年(平成29年)5月27日土化庁仮訳より) 1

段落所を考える=代表池知和恭1

報告を行う。(世界遺産゜締約国=議及びユネスコ総会の両者に対してマ'太、
_'フ_ 1.E 世界遺産委員会、ー、ー'ーーー^___._.

ロー会議の檎成lf尹口期間中に必要と剥断される回数のビューロ_ム議 0 =ほ、ビごーロー=ロー会議の檎成は、次のウェブフ;"ドレス 1断される回数のビューロー会議を開催する。委員ムヤ=へ連絡をとるこイ次のウエブアドレスを参照...(事務局の世界遺=、を開催する0委員会及びビュー
ニ:、フー、・'→・・・・^ビー?.工室議の運営を行う。手続規則は次のーー・・・ヤ、ー^ー
23

■」ー^^^

全かっ責任を持って行われなけ}票謬麺^委貧会の名而毛司讓一葹ぎれる査冗
a)注意深く準^..、'.___'=す
b)完全かっー;^ーー・・,・_________、^、ーー、'、、^・・・ー

_ダ)_必要な場合は、専門^・ー・,ー、.、__'__^ι二1._・'・'

、)暫灘!り三ミ^約国七超力し、、ー'、、、ーーーーー・ーーー・可暫系りヌ^よ勺毎田さ五言壷^ー;ニ.、-1.__マ的価値を有轟文イ墳1云k勺毎田さ五言壷^ぞ際柄め毛モで^・一五的価値を有ずる文イ墳叉五111傑警為言壷葺^ぞ際柄め毛^ぎ顕五6)磴界遺産^産盈び自然資産を認定L、世界這産.一覧裏に蟹霊1^き顕笥よ吾遍一
参照港通じて調査すること。(世界這産条霜呈T1条モ;タリングt奮可牽萎粛^期閼達ゑ書て第V・

可条約め履行'にっいて定期的1'語壷^=ーーーー^、..、._'、ー、ーー'ー^、、・

な対応がなされるよ、ξLため'委員会は戦^目標妻乗霍1勇る^ー'ー=、こ、=____な対応が姑れるよ゛・稔為委皇会1蛾略目標妻乗霍する^め新五碕威三確t-、__な対応が姑れるように是期的に'直長畷辰標妻乗霍する^め新五五脊画三確実瓦蛎・ーー
<2.002年「世界遺産に関するブペー゜、'、ーーー^ー'ー・・

による

゛

・、.!、一覧表の信用性(己〒るa而^丁ゐー、・ーー^・.^

3.締約国1ε育iチる^IF・'。、・鼻・^工ξ^L'___,_、・ー、"こ'ける効果的なキャパシ,;孑E)直弓ミ^ニ、、,、ー___、^__、、ー

'きゑ1蔀醤延◆示ゞ・・ー^ー,堅些"ーa的の為1こ鳥姦星iiト^肩長示在商する事務局の補礎受1拓'、、't目的の為に19轟年た設立された世界遺産、色1る_漆潛局の補礎受1拓'現在;事霧^、との
はまナ_を委員=の秘書に任命している。事務局は匡帝約゜又、ユネスコ事需局長は、世界遺雇センはまたユネスコの他の活'命している0事務局は匡帝約国及な語問機関を補長は、世界遺雇セン
務局の主要な活動内容は以示、の巴おし""

2

丑、=及び委員会会議の開催。、、'

0)世界'産L"覧表壹録雍薦^議の決議の履行、及びL実施状況の報告。ー^ー

の一環としての研究浩動や゛おヲ'の是正及ぴ一代裏厘信用性ゐ確葆可五畜のグ・口」バ・ーーー=-L
f)国際的援助の調^ー,フ、、_.ー__ 0
●■●

1締や^関、」般市fゑンヌそ万吾^啓発清・・、・。Ξ、_'ーー・フシヨと.__^__";'じだ但界適藤及ぴ世界遭産栗蒟而ヲ^

ーーーーーー^_
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(世界遺産条約履産木約履行のための作業指針(抜粋)
2017年(平成29年)5月27日土曜日養生ヤ斤を考ーム

_1..G世界遺産委員会諮問機関、、、、、・・ー・・ーーーー・ー・・・、、、、'、、

笹界遺産委員蚕モφ語問碩関ほ江CCR0肝伐化財保護及び確復酉薪呪^め可国際一y・・耳・、
参照)'忍=、てIUCN(国際自然保護連合)とする。(但界遺産条約第8条'

31 諮問機関の役割は以下のとおり。
a __の専門分野に関Lて世界遺産条約の履行1'ーーー、ー、ーー・,ー、ー

3ミ及_会議議題の作成、委員会議決の履行に関しそ事霧肩毛一^ーー・・・ー
に係るグロ_・ーーーの正及、用の、のだ肪のグ面;ニンぐ)^トラ手ジ'C・・・ー・・ー
の所果的な活用を強化するこε園及ぴ履行に関する補佐を行うこと。又、世界遺趣基金
d)世界遺産資産の保全状況を監視L;国際的援助の要請を審査すること。・ー・・・・ーーーー・ーー、ー、ー、、

M゜S、1UCNにっいては、世扉遺産一一覧表登録推薦資産を審査し、1委員厶に審査止一、こ
ICCROM -ー・・ー・・^__._

'.、 行のための作業指針より

...

1ΩΩMΩ金
●■●

IUCN

.●■

38
1,Hその他の機関'、ー"'ー"、、ー、、、^,・ー

関や罪政府機関に協力支援を要請するこPが,"ξ、匙切五琵ヲi及赤^的知識菱肴手る他の国際1.1世界遺産保蔑のパー」一一』一ーー^ーーーーー、ー、__.

録_薦及ひ管理:至三亙^ゲ厄おτ〒そ;'R、'.下チ」シニシヲ型瓦取りー^ーーー
撮讐隆資び条約の履行1.三太きS貢献貢献,・るものである。」、砥二界"'産
イ、政府機関、非政府機関、民モの他の関係者、'幕ば地域のコミュニ

1. J

界模の委=は、ユネ叉コの閲達条約畏まり電声斥蓮^とめ重要桎を、認する。、
の保全に畠=は:事務局の支を福て:世界遺条霜とその他可条約、計画こ支花遭産及^然遺の保全に関係する国際機関との間での通切な連携及び情報共有を確1某す1〕こ支花遭産及^然遺
ことができ"=にオブザーバーとして参加する代表者を指名す

関連条約等一、、、'、ーー、ーーー、・ー・・ー^ー、ー_イ_ーーよる。

43

池知和恭

'ー,「,ーーー^

.ー、ι「,ー^

,遺産の保護にかかナ、
ネスコの条約及ぴ計画、、

. ..

の他の条約
. ■●

世界遺産条約一覧表

45

A 世界遺産の定義

_化這産及ぴ自然遺産とは世界遺産条菊第;藁及赤葉三^ー、ー・・_

の条約の適用上、「文化遺産」とは、次のものをい今;ーーーーーーーーーー,・・
一恋ヤ、陣篭壱;、三恋西意義菱肴子、彫奏吸υ絵画、考古学酌テよ性質ゐ物件及び構造;、;。よb l'二れらの物件の組合せであって、歴史上、芸術上、又は学術上顕著ナ、'、沖

^■一^■^^ー_T■

ーー^^.」■一ー,一■^

( 3/8 )
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他界遺産条約履産木約履行のための作業指針(抜粋) 1
2017年(平成29年)5月27臼士化庁仮訳より) 1

段落,世一を考える=代表池知和恭1

・の位置のために、歴史上、芸術上、又は'、の_でって、その式、均質又
、3亘跡人間の作品、自,と人閻'の共同作口よ普遍的価値ぎ有するもの'民俗学上又は人暴巳、"人、閻ξの共同作品及び古学的遺跡を'毛区域一;ーーー「ーー、_一子上顕著な普遍的価値を有する支の日'域であって、歴史上、姦砺

こ条約の適用上、「自然遺蓙」とほ、次のものをい='

46
謹宣遺産

「痩合遺産」と》1鯵g条に規吏されている支花遺差友ぴ酉然遺達の・定・義一_ーー、、、.ー_「__
^,ーーーー;二場Rは、

7 化は、文化的資産である'ぞC藁納奮1・・・、『・、ー_
_,1、1乳社=戈!ま人問の住居地力泊'然環加こよる物'轟需刃',Eめ'冥同作晶h浦妥〒る毛^
、」'瓢産盲璽一ー^どの全巨些週崚t宅ど'?てきたの1些參社=的、経済的、文化的な内外
、、、現書不動産の遺産であっても、将来動産とプ、。ーー、、__,._______フーーーーーー
、題茎宅萱遍堕^'動産となる可能性がある7ものの登録推薫ほ覆エチーーーー・・・・
49顕著な書逼丙価値と1、、,の、,_.1-、、、1.ーーーー゜

的に保'゛'僅出した★化的な意義及び/又は倉然的な価倩を゜て茨ぴ将来廻死府共逼工五董要穫
ー・産を避するための基塗の_定義を行う高水塗の重要性を有する。垂員会ぼ、世界遺'_覧凄恒久
ーーへ推薦書を提崖.するよう求められる/又は,資産にっdて、界遺

( 4/8 )

( 130/276 )

Ⅱ'B 世界遺産一覧表におHる不均一、ーーーーーーー^ーーー___^_
員一は、 26回会合(ペスト、2。。2年、;ーー・・・、ー、.信用性の確保一、ー、ー'ーー'ーー・'ー

、}・・ー'を是正L、代表性、信用性を確保するよ、努め'略目標に則って、世界遺産菟覧表にお1チ・るー
4

^'"トーー.^^

5

(丁heGlobalstrategyf。r R 是征瓦ぴ代割罰烹]言削穫^で丁グ面;_、、_
二残る主なギャツプを特定し、その穴を埋める一節゜mdjbleW叶ldHer始幸 Li昨t)は、世界遺産_

孟皿地の掛置・・ー
但界遺1^,.・ー,、、___.._._.',1、、"、、、1、ごーー・'・"・・・・・・

の登録推薦書提出のr るかど乏か検討し、もし十分代表されてぃ各よし、"国ぼ各国の遺産ゐで
ヨ)自発的取組と・'隔をあけるように求めら}11る。つであれぱ、下記により追加

,)暫定!jヌ、下云)作雇瓦そ^φ'作~ー・ーー・ー^.____.うこ
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決定爵、'置及ぴ穆存措置ぞしぞ以下のヌカ上え厶を第吾δ盲太本一ーー、...'_.___._____三・ーー・Ξ,ー、_^__'ニーー"吾δ回=昌(2666年)に適用音るごとを・
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段落世、,ーを考える=代表池知和恭1

ーら、 1えぱ伝統や文化的連続性を維持している、___の1 谷で1 よい、そでょ、、

つぃて詳細に徐で;寺.R工菊」用ず'れぽ;交化遺産の芸術酬価丁歴吏酌側一J寓一..、じ;.{とをJ需邦に徐討すること力句能と義る。「情報源張、文イ11届歴吏酌側面」士套酌面面;利学酢^
る重更な属性を篝郡、1Jるな面で真企性の条伴を毛壷テ言傷定合誕ぎ1^、上_、、_
夏歪一フ"・の真正性があるか又は表現さlt1ているかを評t l'、こhらの重要な属性のひとっひと夏歪怪iミ'関し、あるか又は表現さlt1ているかを評価ずるこ主」らの重要な属性のひとっひと真正性に関し、考古学的遺跡や歴史的建造物.・ーを評価丈るこ主三_、.__
よ場合に限らhる。再建は、完全かっ詳細ナ、._的地区を夢建する二三と示生当化されるのは、例

世界遺産一覧表R登録確、薦される資産iま至ぞ、コ革・ーーーー^=___.ーーー

可顕薯チ=〔する,'が勗る二"'産力以下の条件をどの程度満た旦'電著'.普遍的価値が発揮されるのに必要ナ、要素が、__._______='こ
C)開発及ぴノ又は管理一'二めに適切な大きさが確保きれてぃ、
以上にっし、て、,毛至"、、、ー、、、_

ー'^ーー{、.、「.^、「_

(、' 6/'8 )

( 132/276 )
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段落

世界遺産条約履行のための作業指針(抜粋)
(世界遺産条約履行のための作業指針ユネスコ世界遺産センター.文化庁仮訳より)

2017郁(平成29年)5月27日土曜日養生所を考える会代表池知和恭

96 世界'の護理にたっては、顕著よ的価及元性及
態内ξ、将来!こわ_たって維持、強化されるように担保すること。
●■●

98 の拝続を保珂又璽薯^表赤完釡佳及ぴ7文ほ真歪極瓦^まず可能怪丙あ^〒一発等から資産を保護するための立法措置、規制措置を国及び地方レベルで整備することが求められる。
また、締約国は、それらの施策を十分かっ効に,'{」゜

の設定は、資厘著ナ、」1、録雍藁奪産を効稟酌]ミ保護ずるだ師再ネ司炎な要俸である;境界糠一
うに行われなけれぱならない。

、ナ

世界遺産条約履行のための作業指針より

.. 写●●

緩董地萱

にるために必要な場合は、適切に緩衝地帯(バッファーゾーシ)を設定すること。ー'ー、、
緩衝地帯ほT確薦資^南とじて;推薦資産を取刃囲^、斥;一法酌叉ほ^害
により補完飼な利用'開発規制を敷くことにより設けられるもうひとっの保護の網である。推薦資産の直接
きである。緩、也 1 ミ'ナ、ニー・、
際には、鞭衝地帯の大きさ、特性及び緩衝地帯で許可される用途にっいての詳細及び資産と緩衝地帯の
ーーーι二す^上_.ト_、____
^0

、緩衝地帯ほ彊孫確^産モほ別である力、
変更み'る場合は、世界遺産委員会の承認ること

には、生の顕著よ普遍的価値菱ぞ再ま翫三^惨加型手法を用し、ることが

110
の目的は、登録推薦資産の現在及び将来に渡る効果的な保護を担保することである。'、、

のようよ管理佳郵^マ登録推肱資隆の亙^柘雪骸資崖万瞳而^三支化;ー
,善'とり得る0伝統的手法、既存'都市計画・地域言i画手法やその他の計画手法が使われることみξ考え
'れる。

/又は正の登録の状

111

記の多様性を認識したうぇで、効果的な管理体制に共通する要素として、以下のものが挙げられる。
へての係力'にっいての理解を十二分に共有していること。

'

U、行、モニリン、評価、フィードバックのサイクル。
)パートナーと関係者が参加していること。
)必要な(人的、財政的)資源が寄」り当てられているごそ。
)キャパシティビルディング。

112
)管理体制の運営に関するアカウンタビリティと透明性。
果的な理には、登錬擢蕭資産め葆護;^こ及び否開匠、関Lて;蔓期酌取^7目、常酌活動のサイ
ルがある。'

..

力世界

"9

●明

、ナ、持続。ナ:ぐ.、化堕1三持続可能な糠吾五和用^得る支締約国そハー上ナーは、毛め
ばならない。さらに、いかなる利用も生物学的、文化的に持続可能であることが求められる。但し、ナ、か
こは△間恒よる利用永適切ではない資産も存在する。゜ー'

ロナ'

..

へ登録さ五五^帯を、

..

●■

世界遺産一覧表への資産登録の流れ、

世界遺産一覧表登録資産の保全状況に係る毛上タリング

(フ/8 )
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段落
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第二部長崎地域と遺跡

1."遺跡について匁"

1.私達当会は、皆様に、長崎の岬の南端

の遺跡群(長崎奉行所西役所等遺跡群)

について、長崎地域の歴史と社会の複雑

性を証徴し、以って、全ての私達人類の平

和と幸福を包摂する意に於いて、遺跡以

外の人類の意図を建立せず、而して、この

地を地球の全ての地域の私達人類に開

放すること、を提案し要望します。

2.私達当会は、皆様に、全ての遺跡たる

事象について、1.に準ずること、を提案し

要望します。

住020年【令和2年)8月4日火理白讐生所を考える会代表池知和恭)

"遺跡1こついて二江"

私遣当会唯、宇盲と地^自然と櫨弄刀亭象、又^^の他の亭割二圭其、τ
夫々の存在やモの奇ノ方や聞偏主又字、*質が、夫々の在る書の姿1こ在る場合1こ、宇苗ど也^自熱と人妾肋世界が、円い軸こ体^れ1昇る、と仮惣ノます

私遣当会は、i重跡1こ'プ,、で、私逢人臭黒群舌畳^こおいて週鉢又は^るこどこよって、ム盤則^キ^、人闇ことぅての身体住を体^ると^ます

私遣当会1含、迫卦の当^遁釧'こる亭完こ1、て之を遭^真正性^、遣^真正性Dみカエ、当如)亭象の真正性徹正献"^Lオ尋ると^ます

私逢当金は.」員跡ltコL、て、利遜人美*1漕己諏記緑慰包並び1ミ主OD体系、を}^い尋る契^駒ノ
唯一、人^パラ,イム・シフトφ富ヨd1劃封・11f0の遇去、現在、赤来の全体像を司酸い尋酉首楙であノ証徴て窃り亭象で寄ると^ます

払逢当会は、避寺1ごゴ'、て、私逢人類1こと?て、1ぎ肋言為の歩みの怠n1こよる司ミ可逆住数井る、裂漣』頴世鼎蹄勺ナ徽隹→D、可逆性への担保で窃ると^ます

宅漣当会は、皆様に広く、私逢人嬰肋;舌奥^1こおいτ、^ど霊跡ど"ての弄在とモの存^往J方を詔矩^、保存、1舌用、ι拐鳳盤盾、^すること、を提案し讐塾一まず

私斌人^、^人^活^こ拠、1て、二Φ土^^J棚ナるメ,セーフ^とめること^て、、るOJよ^?^、人寺のモして痩^私^生と死の証
です

2020年(令和2年)8月4日火曜日

養生所を考える会代表池知和恭

〆
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Ⅱ.『長崎地域の遺跡と歴史と社会』 (2020年(令和2年地月4日火曜日斐生所を考える会代表池知和恭)

1.私達当会は、長崎地域と島原地域の遺跡と歴史と社会について、キリスト教社

会成立以前の社会的記憶、遺跡と歴史と伝承、を壊滅し喪失している、と仮定します。

2.私達当会は、長崎地域の平和の遺伝子①NA)について、①旧石器時代より連

綿と継続する私達人類の存在と生活、②先史時代より行われた東シナ海並びに日
本海を囲む地域の交易と交流、並びに、中世以降の西欧地域との直接の交易と交

流、③中世の長崎地域に於ける切支丹信仰を契機とする避難所(アジール、独急.y

1、仏:.sile、英asylum)としての性格、並びに、中世の日本の小田原等の新都市又
堺等の自治都市としての性格、④切支丹信仰を媒体とする当事者による、日本地域

への、同時代の西欧の文化と文明の紹介、⑤徳川の平和(pax Tokugawana

パックス小クガワーナ:慶長八年二月十二日(1603年3月24日徳川家康征夷大将

軍に任命される一慶應三年十月十四日(1867年11月9日)大政奉還):264年余)

に由来する事象、⑥近世の長崎地域に於ける中世の長崎の自治都市としての性格

の継承、⑦潜伏キリシタンに関する潜伏たる事象、⑧近世に於ける長崎地域での

西洋科学と西洋近代の受容への試み、⑨徳川氏の公儀の体制から明治政府への

御一新に於ける長崎地域の体制と社会の連続と継承を経由する事象(サンフランシ

スコ教会~篭屋舗~(籠屋舗の継承)~桜町囚獄~長崎本獄~長崎監獄~長崎西

彼杵郡役所の遺跡に関する事象等)、⑩原爆被爆被災を経由する事象、⑪現代に

於ける"宗教の融和"を経由する事象、を仮定します。

〆

3.私達当会は、長崎地域の遺跡と歴史と社会について、破壊と創造、断絶と存続、

否定と継承、断裂と接続、分断と統合、反目と融和、相反する事象の引力、複雑性、

が秀でて特異であり、長崎地域の遺跡と歴史と社会の主題で在り得る、と仮定します

4.私達当会は、私達人類の歴史に於ける、私達人類の社会上、並びに、人類の

個体上の、破壊、断絶、断裂、分断、は、私達人類の社会、並びに、人類の個体に、

極度に大きな緊張と負担を強いる、と仮定します。

5.私達当会は、私達人類の遺跡、歴史、社会、個体に於ける、存続、継承、融和、

について、私達人類の存在上の、根元的な、社会的共通資本である、と仮定します。

6.私達当会は、私達人類の歴史に於ける、私達人類の社会上、並ぴに、私達人

類の個体上の、破壊、断絶、断裂、分断、があってはならない、と仮定します。

フ.私達当会は、私達人類の歴史に於いて、今、再び、私達人類の創造の名の下

に、私達人類の社会上、並びに、私達人類の個体上の、様々な事象にあって、破壊

断絶、断裂、分断、が生起しつつある可能性がある、と仮定します。
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Ⅲ,『人類の世界と被爆人:ひぱくびとの世界』

私達当会は、私達人類の世界について、例えぱ、100の望ましいことがあっても、1の望ましくないことがあれぱ、
100の望ましいことが意味を失う、と仮定します。

私達当会は、私達人類が、例えぱ、100の望ましいことがあるのだから、1の望ましくないことは、取るに足りない、
わざわざ取り上げて考察するには及ぱない、と考えるならぱ、次のように、考察し、仮定します。

私達当会は、例えぱ、人類の核の事象について、私達人類が、非被爆:被曝:人の立場、又は、科学の見地から
は、「人類の世界の全体が豊かになりつつあり、人類が滅亡もしていない(私達当会には今現在に於ける人類の
核の事象による滅亡の確率に関する知見がありません)現代現在に於いて、人類のごく一部である被爆:被曝:
人:ひぱくぴとの事象をわざわざ取り上げて考察することは、ナンセンスであるし、非科学的行為である」との物語
を結論する可能性がある、と仮定します。

私達当会は、例えば、現代のグローバルな人類の世界では、いつも自分が考えるように他者も考えるのであり、自
分のことだけ、いつもと違う考えをしなけれぱならない、との根拠は明白ではない可能性がある、と仮定します。

私達当会は、皆様に、長崎地域又は広島地域について、第一義に、長崎又は広島の被爆人:ひぱくぴとのための
街、地域、長崎又は広島の被爆人:ひぱくぴとがいつまでも安心して暮らせる地、でなけれぱならない、同時に、人
類の地球について、第一義に、全ての被爆:被曝人:ひぱくびと:のための地、全ての被爆:被曝人:ひぱくびとが
いうまでも安心して薯らせる地、でなけれぱならない、と仮定し、その状態を実現し維持すること、を提案し、要望し
ます。

【2020却(令和2年)8月7日金曜日讐生所を考える会代表地知和恭)

私達当会は、長崎の被爆人は、長崎に住み、長崎で活動し、長崎で核爆弾に被爆したのであり、常に、すべての長
崎の被爆人の故郷である、と仮定します。

私達当会は、広島の被爆人は、広島に住み、広島で活動し、広島で核爆弾に被爆したのであり、常に、すべての広
島の被爆人の故郷である、と仮定します。

私達当会は、すべての被爆:被曝:人は、人類の地球に住み、人類の地球で活動し、人類の地球で核に被曝した
のであり、常に、すべての被爆:被曝:人の故郷である、と仮定します。

長崎地域は、広島地域は、人類の地球は、すべての被爆:被曝:人:ひぱくびとが、常に、いつまでも安心して薯ら
せる地、となっているでしょうか?

私達当会は、原爆の遺跡について、人類の概念と土地の範囲に於いて、より拡張し、身近に受容された広範囲と
なる原爆の遺跡の在り方を顕現L実現する二と、即ち、その原爆の遺跡を、遺跡として、即ち、土地の造形、遺構、
遺物、遺骨、土地の利用の履歴、を土地の発掘、伝承、文献、映像により調査し、調査を記録し、遺跡をそのままに
保存し、又、対応し、活用し、公開し、整備し、保全し、継承すること、を提案し要望しています。

私達当会は、私達人類の被爆:被曝たる事象について、被爆:被曝:人:ひぱくぴとの日常のうちにある、と仮定
します。

私達当会は、皆様に、私達人類の核爆弾並びにその他の被爆:被曝の遺跡が、私達人類の日常のうちにあるこ
と、を提案し要望します。

私達当会は、人類のその地域の長い年月に亘って連締と続く墓域が、その人類にとって、故郷のーつの姿である
様に、人類の拡張された原爆の遺跡が、その被爆:被曝:人:ひぱくびとにとって、故郷のーつの姿と成り得る、と
仮定します。
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Ⅳ.『遺跡の形態と長崎の核爆弾被爆の遺跡』

1,遺跡の形態

私達当会は、遺跡の記念碑的形態について、私達人類の世界に於いて、遺跡の形態のーつとして、古代より、19世紀の

近代西洋を経由して、現代の様々な人類の事象に、連綿と続くように見える、と仮定します。

私達当会は、私達人類の知の体系について、私達人類の個体の、網羅的な体験による、包括的な意識に関する、認識の

再構成、並びに、その特定の個体の認識の再構成と他の個別の個体の認識の再構成との連関によって、形成される、と仮
定します。

<"記念碑的形態"と"網羅的包括的形態">

私達当会は、私達人類の、誰もが比較的容易に知の体系を求め得る現代の世界に於いて、遺跡の遺跡としての形態につ

いて、単立し、又は、部分であること、を主たる属性とする記念碑的形態から、連立L、又は、連続する全体としての平面又

は立体であること、又は、これ等の複数の詐散的配置、を主たる属性とする網羅的包括的な私達人類の知の体験を支持

する網羅的包括的形態へ、転換しなけれぱならない、と仮定します。

私達当会は、私達人類の、誰もが比較的容易に知の体系を加工し得る現代の世界に於いて、私達人類の現実であるー

次的な世界が、私達人類の加工した副次的な世界に対して、私達人類の好奇心の総和に於ける競争力に於いて、相対
的に減退すれぱ、私達人類の知の体系は、私達人類の他の事象に対し、相対的に、停滞し、枯渇し、陳腐化し、私達人

類の思考の過程は硬直化し、私達人類は、宇宙と地球の自然と私達人類の現実世界への対応力を失う、と仮定します。

私達当会は、記念碑について、人類の解釈の表象であり、本源的に、人類の知の体系を支持し得ない、と仮定します。

住020年(令和2年玲月9日日哩日萎生所を考える金代表池知和恭)

私達当会は、皆様に、私達人類の、又、私達人類の身近な、遺跡の遺跡としての在り方、遺跡の形態について、記念碑的

形態よりも、網羅的包括的形態を選択し実現すること、を提案し要望します。

2.長崎の核爆弾被爆の遺跡

私達当会は、皆様に、長崎の核爆弾被爆の遺跡について、核爆弾作裂による物理的化学的な変化と物質的な変容のあっ
た空間の範囲において、之を、長崎の核爆弾被爆の遺跡とし、順次、遺跡として、即ち、土地の造形、遺構、遺物、遺骨、土

地の利用の履歴、を土地の発掘、伝承、文献、映像により調査し、遺跡の遺存を発見し、調査を記録し、又、遺骨を収拾し、

之を白磁妬器の摸刻造形に置き換え、現在までの開発による遺跡破壊によって雛散的配置にあって遺存すると推測し得る、
遺跡の原状を、その規模の小なると大なる、その性格の希少たると一般たるとを問わず、そのままに保存し、活用し、公開

し、整備し、保全し、身近な遺跡として受容し、継承すること、を提案し要望します。

私達当会は、長崎の核爆弾被爆の遺跡について、その本質は、ただ漠と見ても、何が何か分からない瓦礫の山と形骸と

なった私達人類と生物の遺骸が延々と何処までも続くことにある、記念碑的造形の遺存は極く一部の例外に過ぎず、一般
として、その実態を代表しない、と仮定します。

私達当会は、皆様に、広島地域と長崎地域の原爆被爆75周年を契機として、長崎市街松山地区の爆心地公園並びに平

和公園について、之を全面的に長崎の核爆弾被爆の遺跡として改めて顕現し、長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典を、私

達当会が、既に、皆様に提案し要望している、長崎岬南端遺跡群記念公園を主会場に当該遺跡と連携して開催すること、
を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、広島地域と長崎地域の原爆被爆75周年を契機として、長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典を、長崎

爆心の祈りから、長崎全体の祈り、とすること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、長崎の核爆弾被爆の遺跡について、当該地域の人類の通時的歴史上関連、又、被爆の空間上基
盤として、先史歴史上の長崎地域の人類の活動の空閻たる実態、長崎地域の旧市街と近郊地域、長崎地域の近代と現代

に関する遺跡群、を踏まえ、核爆弾咋裂による物理的な変容、物質的な変化、のあった空間の範囲において、長崎市街松

山地区の爆心地公園遺跡並びに平和公園遺跡、を中核として、浦上天主堂一帯遺跡群、長崎大学その他学校公園空地河

川道路社会行政施設又はその管轄地又はその遺跡、三菱重工業株式会社長崎造船所幸町工場遺跡、等国有地公有地

比較的大規模な土地の区画に包含される当該遺跡又は当該遺跡群、関係する様々な契機、より始め、漸次拡張し、遺跡

の遺跡としての、即ち、土地の造形、遺構、遺物、遺骨、土地の利用の履歴の、調査、原状保存、活用、整備、公開、提示、

保全、私達現生人類による、自身の事象としての自らの存在と行為、生活に於ける包摂、受容、継承、を実現すること、を
提案し要望します。
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V,『人類と人類の創造、並びに、記憶たる事象、遺跡、人類の存在』

私達当会は、生物有機体の突然変異について、当該の生命体に対して、常に、望ましく、理想的で
ある、とは限らない、と仮定します。

私達当会は、私達人類、さらに、現生人類は、幾多の突然変異を経て現在存在し、その過程で、秀

でて想像する力を得て、卑近の事象の組み合わせを変更して改変し、部分的に自らへの自然淘汰を
回避してきた、と仮定します。

私達当会は、私達現生人類の存在について、宇宙と地球の自然に依存せず、宇宙と地球の自然と
現生人類の想像との平衡に依存する、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、全知に非ざる故、当該の平衡に関して、之を、共時的に把握する
ことはできず、通時的に、即ち、専ら、宇宙と地球の自然、並びに、私達人類の個体、並びに、私達

人類の群としての社会、に断片として記録された、過去の様々な形態の記憶たる事象を経由しての
み、漸く、淑1り得る、と仮定します。

私達当会は、皆様に、私達人類、並びに、現生人類に係る創造たる行為に対し、宇宙と地球の自然、

並びに、私達人類に係る私達現生人類の記憶たる事象を、再認識すること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、宇宙と地球の自然と私達人類、並びに、現生人類の存在、並びに、その知の

体系について、私達人類、並びに、現生人類に係る創造たる行為への運用に優先して、宇宙と地球

の自然、並びに、私達人類に係る私達現生人類の記憶たる事象に運用することを提案し要望します。

私達当会は、私達人類、並ぴに、現生人類に係る創造たる行為と、宇宙と地球の自然、並びに、私

達人類に係る私達現生人類の記憶たる事象とについて、之を、車の両輪である、と仮定します。

{重^卑:゛卵ι■1巨角11■六電●■皇'●●武る■札圏皆■M■1

私達当会は、私達現生人類について、専ら、宇宙と地球の自然と現生人類の想像との平衡に於い
てのみ、存在し得る、と仮定します。

私達当会は、動物について、一般に、過去に関する個体の記憶と現在の目前に個体が感知する事

象との照合に於いて、その個体、次いで、その群としての社会は、現在の行動を選択する、と仮定し
ます。

私達当会は、私達現生人類について、現生人類の記憶たる事象に依らず、専ら、私達現生人類の

想像に於いてのみ、その個体、次いで、その群としての社会が、現在の行動を選択する場合が有り
得る、と仮定します。

私達当会は、皆様に、遺跡の遺跡としての、即ち、土地の造形、遺構、遺物、土地の利用の履歴の、

調査、原状保存、活用、整備、公開、提示、保全、私達現生人類による、自身の事象としての自らの

存在と行為、生活に於ける包摂、受容、継承、を実現すること、を提案し要望します。

( 139/276 )
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Ⅵ.『人類の行為たる遺跡と歴史の活用』

私達当会は、私達人類の行為たる遺跡と歴史の活用について、私達人類が、遺跡と歴史に何か

する、時に、之を、加工し、変更し、改変する、ことではなく、私達過去と現在と未来の、そして、その

全ての人類が、遺跡と歴史の傍らに在ることを自覚し、又は、遺跡と歴史を契機に、又は、之に触発

されて、私達人類自身が、様々に、活動し、又は、未来を選択し得るその可能性の体現又は保全で

ある、と仮定します。

私達当会は、遺跡と歴史について、特定又は固有の事物の組合せである存在と人類の知の体系で

あり、人類の活動の"モチーフ(motlf(仏):動機、理由、主題、創作の思想や題材、模様を構成する

ーつの単位:idBa(音楽):concept)"である、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、遺跡や歴史をモチーフ(motif(仏))に、例えぱ、之に、知的なイ

ンスピレーション(1nspiration:吹き込まれたもの、の意)を得て、研究を行い、論文を公表し、又、之

に、芸術的なインスピレーションを得て、詩を倉↓り、歌を作り、音楽を創り、文を書き、建築し、絵を画

き、写真を撮り、映画を撮り、例えぱ、学者や芸術家以外にも、人類の個体の性向、専門、職業によ

り、様々な展開が在り得るし、又、之に、私達人類の個体が、過去と現在と未来への示唆を得、又、

私達人類の社会が、未来を選択することも可能、と仮定します。

(2020年(令和2年)8月Ⅱ日火曜日妻生所を考える会代表池知和蒜)

私達当会は、特定又は固有の事物の組合せである存在たる遺跡と人類の知の体系たる歴史、又

は、私達人類の行為たる遺跡と歴史の活用について、私達人類が、科学と技術と産業の成果に共

用する、即ち、私達人類が之を変成し加工する、例えぱ、鉄やその他の金属、石灰や砂、石、有機

物などの、一般的な状態の存在として"原料、材料"と私達人類が呼称する任意の物体への行為と

は、自ずから、その様相を、異にする、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類が"モチーフ(motlf(仏))"とする範謡の事象と"原料、

材料"とする範疇の事象とを、異なると認識する筈の処、両者を、混同してはならない、と仮定します。

私達当会は、遺跡と歴史について、私達人類の様々な応答と活動を支持し得る、又、私達人類の

過去と現在と未来を示唆し得る故に、私達人類の意図的な加工を併存しない、非加工、が前提とな

る、と仮定します。

私達当会は、遺跡や歴史や科学について、現在の私達人類の行為に由来する交流や技術と異な

り、既に過去として現在の私達人類の行為を離れ、又は、本源的に人類の行為に由来しない、遺跡

や歴史や科学を、産業化してはならない、私達人類の窓意を適用してはならない、又、交流や技術

は私達人類の行為であり、私達人類の消費の範疇にあり、遺跡や歴史や科学は私達人類にとっ

ての記憶であり、私達人類の蓄積の範鷺にある、と仮定します。

私達当会は、私達人類の行為や活動について、万、事象の在り方と本質を損なわない限りに於い

て、行われ、為されなくてはならない、と仮定します。

( 140/276 )
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Ⅶ.『手厶達人類の文化財的事象の形態、在り方』 【2020年(令和2年)8月16日日哩日養生所を考える金代表池知和恭)

私達当会は、私達人類の文化財的事叡の形態、在り方、の推移について、私達人類の世界において、通時的
に、人類の個体の性向、社会的地位や権力を背景とした、人類の行為たる消費、から、人類の個体の性向、科
学、15世紀以降の西欧世界の地球規模の拡大、18世紀以降の西洋世界に始まる近代国民主権国家の形成

を背景とした、人類の行為たる蒐集、を経て、人類の個体の意識、並びに、人類の知の体系とその支持たる事

象、さらに、人類の個体に於ける、過去、現在、未来への示唆の取得、又、私達人類の社会に於ける、未来へ
の選択、を背景とした、人類にとっての記憶たる蓄積、へ推移しつつある、と仮定します。

私達当会は、動物について、一般に、過去に関する個体の記憶と現在の目前に個体が感知する事象との照合

に於いて、その個体、次いで、その群としての社会は、現在の行動を選択する、と仮定し得ると同様に、私達人
類について、人類の個体の記憶、並びに、人類にとっての記憶たり得る、人類の群、社会に於ける様々な局面と

形態の、人類の知の体系、と、現在の目前に個体が感知する事象との照合に於いて、その個体、次いで、その
群としての社会は、現在の行動を選択する、と仮定します。

私達当会は、人類にとっての記憶、について、人類の個体の記憶、並びに、人類にとっての記憶たり得る、人類
の群、社会に於ける様々な局面と形態の、人類の知の体系であり、人類の個体の選択と行為の選択に於ける
現在に対する対照事象、人類の個体とその群としての人類の社会の選択と行為の前提である、と仮定します。

私達人類の個体は、その選択と行為の前提であり得る、人類にとっての記憶、ここに仮定する、人類の個体の
記憶、並びに、人類にとっての記憶たり得る、人類の群、社会に於ける様々な局面と形態の、人類の知の体系と
その支持たる事象、を、どこまで、認識し得るでしょうか?

〆

私達当会は、私達人類の文化財的事象の形態、在り方、の推移に於いて、①人類の行為たる消費について、
之を、人類の制度である、②人類の蒐集について、之を、人類の行為たる消費であり同時に人類にとっての記

憶たる蓄積であり、人類の制度であり伺時に人類の知の体系である、又は、両者の混在である、③人類にとっ
ての記憶たる蓄積について、之を、人類の個体の意識、並ぴに、人類の知の体系又は知の体系を支持する事
象である、と仮定します。

私達当会は、私達人類の現在の文化財的事象の形態、在り方、と人類の行為について、凡そ、未だ、人類の
蒐集の範疇を脱せず、人類の個体の意識、並びに、人類の知の体系とその支持たる事象への移行を完結しな
い、と仮定します。

私達当会は、人類の行為について、之が、人類の個体の意識、並びに、人類の知の体系とその支持たる事象、
に対して、相対的に、遅滞すれぱ、人類の行為は、相対的に、硬直化するように見える、と仮定します。

私達当会は、皆様に、私達人類の文化財的事象の形態、在り方、について、速やかに、人類の個体の意識、並
びに、人類の知の体系又は知の体系を支持する事象、それ足り得る実態を顕現すること、以って、広く、世界の

私達人類によって、私達人類の文化財的事象が、私達人類の個体の意識、並びに、私達人類の知の体系又
は知の体系を支持する事象、又、人類の個体に於ける過去、現在、未来への示唆の取得、又、私達人類の社

会に於ける、未来への選択、を背景とした、私達人類の個体と社会の選択と行為の前提である、人類にとって
の記憶たる蓄積、として、私達人類の日常に、受容されること、その為の措置を執ること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、遺跡の遺跡としての、即ち、土地の造形、遺構、遺物、土地の利用の履歴の、調査、原状
保存、活用、整備、公開、提示、保全、私達現生人類による、自身の事象としての自らの存在と行為、生活に於

ける包摂、受容、継承、を実現すること、を提案し要望します。

( 14ν276 )
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私達現代の人類の開発能力を前に、かつての姿を長い年月そのままに遺存してきた遺跡、その原状は跡形もなくなります。
宝物を持ち出L、残された遺跡を破壊する、私達人類。私達人類の歴史は繰り返されています。

ニネスニはアフガン政府に詳Lい説明を求める書簡を送付Lました。アフガン政府からユネスコに説明の回示があるでしょう。
ユネスニは世界遺産登録を抹消せず、破壊された遺跡の原状と破孃の事実と経緯を登録に記録し公開し掲示してはどうでしょうか。

私違当全は、選錦の当談の退跡たる享冥に?いて、之を、通卸の真正佐である、還跡の真正性のみが.当鵡の軍象の真正性を証徴L墨叡L得る、と仮定Lます.

私逗当会は、遭翫について、私湿人頚の記億、記録、意図、並びに.知の体系をも凌鷺し.唯一,ノ、姦のバラダイム・シフト(P畢,.d増m き"ん1の過岩.貌窪、棄衆の全体像を示唆し掲る
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私違当会は.置様に、広く、私逗人類の活動空間において.遣跡と遭誹としての存在とその祥在の在り方を.認知、調斎.保存、挿用、公聞.畏偏、鞭承ずること、を提宝L憂須L享サ.
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Ⅸ.『手厶達人類にとっての記憶並びに記録、又、人類の対する交感の体系』

京の都の下鴨神社の雨宜、鴨長継の次男である鴨長明は(久寿二年(1155年)頃~建保四年閏六月八日(1216年))は、『方丈記』(建

暦二年(1212年))に、「ゆく河の流れは絶えずして、しかももとの水にあらず。よどみに浮かぶうたかたは、かつ消えかつ結びて、久しく

とゞまりたるためしなし。世中にある人と栖(すみか)と、又かくのごとし。たましきの都のうちに、棟を並ぺ、甍を争へる、高き卑しき人の

すまひは、世々経て尽きせぬ物なれど、是をまことかと尋ぬれぱ、昔しありし家はまれなり。或は去年(こぞ)焼けて今年作れり。或は

大家滅ぴて小家となる。住む人も是に同じ。所もかはらず、人も多かれど、古見し人は二三十人が中に、わづかに一人二人なり。朝に
死に、タに生る、ならひ、たゞ水の泡にぞ似たりける」、と記しました。

私達当会は、私達日本地域の人類の記憶と記録への観念は、泡沫的である、と仮定します。

私達当会は、私達日本地域の人類の記憶と記録への泡沫的観念は、私達日本地域の人類が、宇宙と地球の自然の範疇に従う場

合の様式である、と仮定します。

私達当会は、私達人類の世界に於いて、通時的に、人類の窓意の範矯が拡大することにより、人類の行為と行動の前提又は判断基

準として、宇宙と地球の自然の存在に加えて、人類にとっての記憶と成り得る事象と宇宙と地球の自然並びに人類の行為としての記

録の包括的な存在並ぴに制作の様式への認識、並びに、当該事象への交感、鑑賞に於ける意諾並びに当該事象の活用の体系化が
必要となる、と仮定します。

私達当会は、人類にとっての記憶並びに記録について、人類の形式知に抽象された、抽象的記憶乃至記録、人類の形式知に抽象さ

れない、具象的記憶乃至記録、さらに、具象的記憶乃至記録について、人類の意図である芸術的記憶乃至記録、人類の非意図であ

る現象的記憶乃至記録、を仮定します。

私達当会は、例えぱ、抽象的記憶乃至記録、について、金石文、墓誌銘、政治経済社会芸術上の文嵩の遺存、科学上の知見や方程

式への認識、又、歴史上の知識や歴史上の解釈等、即ち、人類の知の体系、等を、仮定し、具象的記憶乃至記録のうち、芸術的記憶

乃至記録について、詩歌や音楽等聴覚芸術乃至作品、絵画や写真等視覚芸術乃至作品、香水等喚覚芸術乃至作品、料理等味覚芸
術乃至作品、彫塑等触覚芸術乃至作品、現象的記憶乃至記録について、断層断面、岩石露頭、記録的写真、記録的動画、遺跡、標

本、又、モの断片、等を、仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類にとっての記憶、並びに、記録、即ち、抽象的記憶乃至記録、並びに、具象的記憶乃至

記録、を蓄積する社会的施設として、例えぱ、図喜館、公文書館、博物館、養術館、円舞場、演劇場、音楽堂、遺跡、鑑賞の現場、等

を形成してきた、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、抽象的記憶乃至記録に於いて、既に、通時的共時的に、多様に、形成し、交感し、鑑賞し、活用し
てきたし、之を、継続している、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、具象的記憶乃至記録に於いて、芸術的記憶乃至記録にあって、その存在並びに制作の様式への
認識、並びに、交感、鑑賞に於ける意識に関して、契機乃至仮定として、その状態や形態や形式の体系的な考察を醸成してきた処、
一方で、現象的記憶乃至記録にあって、その存在並びに制作の様式への認識、並びに、交感、鑑賞に於ける意識に関して、一般に、
その状態や形態や形式の体系的な考察に等閑視がある、と仮定します。

私達当会は、私達現代の人類について、例えぱ、極めて簡素な芸術絵画が、国際的なオークション等の取引市場で、極めて高値で

取引される場合があることを度々新聞報道で知ることができますが、一方で、周到に難多の困難を排して作成された記録的写真が、

国際的なオーウション等の取引市場で、取引される場合に、新聞紙面上に於いて遭遇することはまずない、と仮定します。

私達当会は、私達現代の人類について、現象的記憶乃至記録にあって、その存在並びに制作の様式への認識、並ぴに、交感、鑑賞
に於ける意識に関する、その状態や形態や形式の体系的な考察に等閑視あるは、あるいは、近代西欧の人間中心のロマン主義、主

知主義、の概念の影響があるかもしれない、と仮定します。

私達当会は、私達現代の人類について、現象的記憶乃至記録的事象との交感、乃至、この鑑賞に関し、私達人類の個体の性向的

注目、並びに、ツーリズムとの関係に於いて、漸く、先行して、之が、発見されつつある、と仮定します。
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私達当会は、私達人類について、時に、「人問は二度死ぬ」、との認識を、目にします。(永六輔(昭和8年(1933年)4月10日~平

成28年(2016年)7月7日)「「・生前より、父は口癖のように申しておりました。そもそも、浅草にあるお寺にて生まれ育ちましたからで

しょうか。人は二度死ぬ。一度目は個体死。心臓停止、脳死なのか、個体が潰えたら一度目の死。そこから先まだ生きている。二度目

の死がないと、ずっと生きている。死んでも、だれかが自分のことを思ってくれている、だれかが記憶に残してくれている。時折語ってく
れる。それがある間は生きている。世界中で誰一人として、自分のことを覚えてくれている人がいなくなった時、二度目の死を迎えて、

人は死ぬんだよ。ー・(永まり:永六輔のお別れ会の綬族代表の挨拶)」、クリスチャン・ボルタンスキー(1944年9月6日~(75歳):フ
ランスの彫刻家、写真家、画家、映画監督、現代アーティスト)「人は二度死ぬと言われている。一度目は実際に死ぬときであり、二度
目は写真が発見され、それが誰であるか知る人が一人もいない時だ」(原典不詳)、松田優作(昭和24年(1949年)9月21日~平成元
年(19的年)11月6日)「人間は二度死ぬ。肉体が滅ぴた時と、みんなに忘れ去られた時だ」(和樂Web))

私達当会は、現代の日本地域の人類につぃて、現象的記憶乃至記録にあって、その存在並びに制作の様式への認識、並ぴに、交
感、鑑賞に於ける意識に関して、一般に、その状態や形態や形式の体系的な考察や体験が欠如する処、例えぱ、記録的写真や遺跡

が、記録的写真や遺跡足り得るは、被写体や撮影者や事象の当享者が死Lた後、之を知る人々が死する迄であり、その後、人類の
世界から是等の人々への忘却ある後、之を見る者なく、同時に、人類にとっての記憶並びに記録として昇華することなく、之を無意味
と認識し、之を見る者は、数寄者の範庸ともなり、一部の当該亭象に於いて特定の個体が形式知を抽出する処、廃棄し、破壊し、滅失
し、又、顧みる二とを放棄する、その可能性がある、と仮定します。

私達当会は、私達日本地域の人類について、写真が、誰にでも、比較的容易に撮影しつくれるようになった時代、写真の鑑賞と記録

の媒体となった紙焼写真(paper beckin民 Photos/銀塩写真: silver ha11do phot0宮raphy, si1ν●r ha11d● Pprlnts)や現像
処理された写真フィルムは、当事者の死去の後、多く、廃棄される結果となった、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、写真の分野にデジタル技術が敷衍した現代、さらに容易に、誰にでも、写真を撮影しつくれるように

なった処、撮影Lた写真は、撮影された瞬問から、記録媒体に閉鎖され、電脳空問をさまよい、まれに呼び出されて、鑑賞されるのみ

で、大半は、私達人類の世界の現実空間に現れず、いつの問にか、撮影者と被写体が現実空間に存在し又は存命中から、漸次、消

去され、又は、忘れ去られる、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、電脳空間の写真に於いて、その人物が人類にとっての典型的な何かをしようとしていることが分か

る処、その人物が誰であるのか、その人物は本当にそれをしようとしているのか、その結果はどうなったのか、その人物は存命なのか、
既に、死去しているのか、誰が撮影したのか、殆ど、誰も知らない、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、電脳空間の写真に於いて、撮影者と被写体が、実体として認識される場合は稀である、と仮定しま
す。

私達当会は、私達人類について、その現代社会に於いて、制度を支持する数量的無名性の下に、生きながらに、既に、死せる存在

へと、変容しつつある、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、現代の人類の世界に於いて、解決は、著しく、不合理である可能性がある、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界に於いて、その記憶と記録の継承に関し、当該の事象にあって、人も街も、全て

が、入れ替わり、古(いにしえ)が理解できなくなれぱ、記憶と記録は、最早、現実として顧みられることがなくなる、例えぱ、人類にとっ
ての神話と遺跡が之である、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界に於いて、その記憶と記録の継承に関し、当該の記憶と記録の継承にとって、最
も確実な方法は、当該の事象が、解決された姿として、万人に、受容された場合にある、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界に於いて、解決なきは、記憶と記録を裏失した、失われた事象並びに時代となる、

と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界に於いて、その記憶と記録の継承に関し、解決された事象は継承され、解決され
ない事象は継承されない、但し、例外があり得る、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の世界に於いて、その記憶と記録の継承に関し、当該の記憶と記録を、継承しようとする

ならぱ、解決か、例外か、そのどちらかを選択しなけれぱならない、と仮定します。

私達当会は、皆様に、具象的記憶乃至記録である現象的記憶乃至記録について、具象的記憶乃至記録である芸術的記憶乃至記録
がそうであるように、速やかに、その存在並びに制作の様式への認識、並びに、交感、鑑賞に於ける意識に関して、その状態や形態
や形式の体系的な考察とその成果を形成し、万人の体験に適用し、拡張すること、以って、現象的記憶乃至記録を継承すること、を
提案し要望します。
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X.『2020年以降の長崎地域の都市計画』

白.現代の長崎地域の計画

02020年【令和2年」6月6日土曜日長嶋劃閏系1面記事
rマンション.オ'フィスビル・一長崎市、容積阜量大2悟へ「コンパクトシティー」促進」

人口賛少や嘉酢化に直面する長崎市が'マンシヨンやアバート、オコイスビルなど壱茸設する鯨の専額庫を暈大2佳に拡大する方計で畠る二とが5日,分か0た.住まいの受け皿を増やしつつ、分譲価格孝どの抑Mを皿り,定性人口
の確保などにつなげる.市北峠の時面電隼沿強や庫部,南都の生恬が便判な地域を中心に討庫娯補とし.舎後、住足説明会などを軽て詳細な地壕を選定.棄年塵からの逼閉吏剛冨す.
性宅や筒設晝焦約する「コンバクトシティー」づくりの一斑.拡大方針については開会中の定剖市貸金に報告する.客鴇率の大幅な拡大は問市で物めて.容預事は、霊地葡笈に封する建物の証ぺ床面顎の劃合.10階が上鯉の

マンションの堤音、容顎庫が皇倍になれぱ、単純計算で20庸まで司詫となる.1楓の戸数が増えれば1戸当たりの堂隻コストが抑えられ、分嫉価格の抑制につながる司能性がある.高層化などで市内斜面抽から平姑への住み卦
え喬要は畜いが.JR甚燭駅周辺闇党の彫響もあり、判便性の声いエリアのマンシヨン価格などは嵩峡.市郁市計両謬は,貴貸物件も言め相場が下がれぱ「苦者やフ7旦.」一層も性みやすくなる北強調.萱て曽え促進も斯特寸る.
市は長嶋駅膚辺などの一郁で昨年、先行Lて客撲車を拡大Lた.青篭きらに曇共交通皇闘が判用Lや,い早地のうち、客柚率のと曜200"の地域は300"に拡大.大きな店曲や摘眺もある地域のうち、専積率の上陵200~30
0,6のエリフは400,6とする.一郁地峯仁設けている富さ制陵は鳳剛的に報持する.県宅地薑物敢引寮協金長幽窒都の田代皇介生畠長は「土姥の有効活用という卓で合理的」とする一方,斬型ニロナウイルスの影響による消賓
マインドの低下を今債の睡念村料に羊げる.「斜面抽や用皿齢.景優閣層にっいての封無強化も●蔓」と権摘しτいる.客覆軍の鱸欠とは別に、市は雇用創出の一煽として、闇鼻が制慢されている市紺化論豊侶域のうち、交通7
クセスがいい地域で工塙なざの立地も可艶とするよう碁埠を見填す方劃だ.用地ネ足を解塙するとともに,市衝北区革からの工矯弊転を促し,斬たな住宅用地などの確保にもつなげる.
0客積宰拡大候補エリア(黄色郁分) UR長崎駅湊石三些色見福田小榊暑幌差*日見一寄地図「二面示)【田賞塵島胤)〆

b.人頴の世界の近代都市計画の黎明

0「パリ改造」パリ改造は、氣昌帝政時の19世紀、セーヌ県知事のジヨルフユ,オスマンが敢り組んだコランス豊大の都市整憐畢索である.ジョルリュ.オスマンの名をとり、「u.如UK".U卵m.n"1.M」とも呼ぼれる.
1色5き年゛、ら1日,0年富61,年間に亘りコランスのセーヌ県虻事を尋めたジヨルリユ=ウジエーヌ・オスマン(G.or'.小EU'●加 H.U.*,"."ロ、1B09年a月27日.1且91年1月1,日】1=ナポレオン3世の槽恕に沿0て.パリ、19

世紀半ば瞬まで、生矯球墳・郁市衝主は極めて男奉、時く、風廼Lが嘉く,詐常にキ衛生で、病気や疫病血壤藍した、の大規蟻な罪布改造を計画し実俺し.慶案革働佳の軽ま界の要鰯を臂景に、スウラケプアンドビルドにより、エト
ワール広場を中心とする市柘の犠戒、制誌の麺皆拡充、郁市景航の麟一性.スラムの撒玉と再帥禿、各戸配*と暗蹟による回島式下水塵を隻現L、衛生面ではコレ号の疉生をかなりの程廣抑えるこ七になった.パリ改造は近代鼻市
計画,並隻活動に大きな影響竪与え、近代尋市の羊デルとして見なされた.一逗の改碁はH旦U"m討1Π1師ぜon【オスマニザウオン■オスマン化))とも奪され、又.整憐されたパ.Jの樹はr世界の首与」と呼ばれ、フうンス国内にとど
事らず各国における物市酷設の手本とさ゛L.一方、スイスの趣美史家ジ^コリート・ギー〒イオンは是の著書r空闇・詩聞・博萎」のなかで、改造後のパリの衡をf*るで衣甚棚のように、圃一的な大通りΦ裏制こあ韮り1こもひピい乱
Mさ●ξ降されている」と批判している.: wlkip.●1邑「パリ改遭」曇終更新肋ユ0年ヨ月17日(火)0,:50より抜幹要約
0「バ.」大改達ι夢市公■シス〒ム」久廉弥生(大霞市立大学大学腕削遭躯市研究料鼻市政無専攻准靴授) 1.はじめにコランスの首都パ.」炉."邑1は.郭市公■が火きなはたらきを担うている.世昇有靴擢襖のゞトロポ,,ス
【m.trooNI.、主要郭市」の1?です.現代のバリの公匪システムは、ナポレオン3世【N.P01'00亘,本暑 C"卓1.' LOUI. BO"叩卓代.,,B08-1ヨフ3」時代に確立されたもので島ると言0ても当言では島りません,.近年のコ号ンス
では、ナポレオンヨ世較治下のパリ大改撞を再畔価する動きが見られ官t.・・・・4.おわり「二豊かな棉市公閣に恵まれたパ.」の「轟」という牧血の尋市公■頻型血t,畢近は血昂資=管理や肪麦皇龍の面からも窪目されτい享す.
そもモも郵市公■は,オープンス凡ース(0""帥.e.1の多目的利用を日掬Lた人工的な幽燃の場であることから、血勧保存使命には必,'しも゛'Cみ*せん.しかL近年、生物'楓性概含が急速に吾及する中、生物多様性さらには
自熱箕五竺理に配庫した郭市楠恕が京められうウ畠りま吋'.オープンスNースとして制屋設計きれているため、■需貨黒管理峯念が徒集は十分に粗み込衷れτこなか0た弊市分博システムにつぃても.生物多様性や血憾資鼻管凧
に配庫Lた制度の掬纂が特棄的「=は不司欠となるものと身えられまず.また、パリの言わぱ戴子の轟で畠るブーローニュの壷とヴ丁ンセンエの轟は、バリ」=斬卸'空気を棋軸すること、さらにパリ市暫の火災の広がりを防ぐことを暈大
の目的として整備されており.富さにバリの肺興として当初から位電付けられてきました.自熱資鼻智理に配座Lた特市柵塑、あるいは都市の訪奨操舶の登化士い0た現代の都市二ーズを実現する置が、パリの都市公西システム
の中には輝れていると言えるでしょラ.〆

パ

0イルダワオン叉・サルダー氏(1B15年12月23日一1日76年θ月21日)のrバルセ0ナ市の近隣の地図とその価市拡張案」【0.Lno.1-2)の舶介:'出品作の匡西【e乢"0.1-2)1=1θ59年に制作された都市拡張プランのり
トグラつによる複製けりジナルはマドリードの王立サンコエルナンド美裾アカ〒ミー所董1.画面ややを下罫りに湿く見えるハート影のエリフが当時のバルセロナ市である.,且59年当時.サンツ(市の左と).グラシア【市の嵩と).サン
タンドしウ(市の右上追方」など尼辺の集矧=1=工場が建てられ労働喬たちも多く暮らしていたが.市と周辺の業葬とのMにはr季とんど何もない僻鳳が横たわらている状呪で島った.サルダ^累は.茎*的1こ20メートル幅の道艶で
厳格に区切られる立方形ι一辺"3〆ートル)の街区がモの空白のエリフに整熱と風開するグリッド状の葬市空闇を堤生させるというものであり,覗在のバルセロナの鼻市の轟状は蔦本的にこれに従?たものとな?ている.各折区の
四旗の角はモれモれ45度の角塵で陰切りされスムーズな交通を実璃さゼるよう配庫されており(サ」レダーは遊路に真庫を量らせることを題定Lていたという).各駈区の建物も茎本的に四盟のうちの二辺のみに暖定Lて腫てられる
よう計首されていた.敷地の蕪りのスパースは鰍化され、計■逼りの尋南空間が実理Lた暁には日整Lに竃まれ、心地よい旦が牧き、豊かな輯に弼まれた田図躯市が箆生するはずで島0た.現実には土地の生鷹性壬最大化Lようと
望む地掩者たちの恩悪により、四辺すべてに建物が蒐てられた二とはおろか.中塵のスペースまでも萱隻物で埋め尽くされ、日豐たりも風通しキ嘉い劣墓な現墳が生"出され壮金間竃化することになる.' 参考責料:r日厶R
CELONA THECTNOFARカヨtcMm▲CLE8 THEE尋三ENCEOFTHEC厶TALONいNMOD駅NART肌OMTHEMOOERM6METOTHEAVAT-GARDE1岳爵の茎婿郷市パルセロナ屋;国削【第一金場201
9年4貞10日(水)-6月白日(日)憂嶋県典術覚、■陣兜行神声厳閏牡2m9 炉51P5日"

゛

住020年【令和2年)8月18日火曜日養生所を考える会代表池知和恭)

0

0 'ル.コルビユジエ」ル.コルビユリエ(L. corbU阜1.r、1ヨ日7年10月6臼一1965拝8月27日"=スイスで生まれ、コランスで主に活貫Lた建聾家.本亀はシャルル辱エドゥ丁ール.りゃヌレ=グリ【C"●..,fdou.fd ゛..on.ぞ.t
Gr1写}.モダニズム萱隻の巨匠といわれ、特にコランケ・ロイド,5イト、ミース・コアン・デル・0一工と共にr近代建隻の三代巨匠」として位置づけられる(ヴフルター.グロピウスを加えて四大巨匠とみなすことも奇る).
生涯・・・・・ T自乞宜年のサロンドートンヌでは"00万人の現代都市」を、1g25年にはバ'」市衝を盤高層ビルで茸て瞥える排市改逢叢「ヴォフザン計画」を.ELて伯00年にはt輝く都市」を畳表Lた.これらは憾歴過也な都市より
も、超高層ピルを鰹て、層囲に輯地を作ったぼうが合理的であるとするもので、バリでは婁理Lなか0たが、以降の肌市計匝の青え方に影響を与えた.・・・・・:wlklo.'1.「ル・=ルビュ・フエ」景載更新2020年ヨ月訟日(土)貼:即
より症粋
0「56176 ヴ"アザン"画」これはル・=ルピニジエの「ヴ割,フザン計閑」P】"Π如1'薪のスケウチでサ'.バ,Jの中心却「=蛭高虐ピル群を豊てることを握案サる、非常に六胆=鼻市針画です.バリが抱える加向旦をいっきに解鱗L
ようとサるものですね.・・・・ここでポイントなのは、客製瓢が六帽にアップLたことで、土地に劃ずる童物の割合が、現状の75"からわずか5"「=,'ることでオ.そして残りの自5,、を.なんとすぺて都市曇■に,る計酉なのです.

:壁塵小考 r白本牡会の制度設計について」パリの中心郵がとにかく大椎に縁化される訳ですわ.
X^匝
Ot章京縁危計■」庫京縁地計圏とは、103自卑{昭和14年}にっ(られた大藁章における禄地帯、景園触写竃言む偉合的な縁地計画.白本の"市計圃および公■史と知めての大鑪換かつ具休的なマスターゴ号ンである.
概要:・報荊期に大都市の島彊に帥卦するため姑方計■(門'「0,1田 PIMnl"'】という広腰尋市計盾の考え方、計画諭が先堆■で浸遭し.1924年【大正1ヨ年1オ,ン・ダ・フムステルダムで現荘の炉HP(.n.1nt.rn●on.1 F骨d.1埋t
和Π(or H6"1"'.ed pl.""1醜')の前島である印際郭市計画会鳳において市轡地外舶のヴリーンペルト註置、衛皇都市Φ董設など6か条の訣凝が採択される.・こ'しを受けて.日本でも地方計晒を棄京を封象として立案す
るため1=、伯32卑(杷和7年"0月に集京縁抽計■樫嵐会が舶成される.これは内怖告を中心に軸戚された協胤会で、内務次官を金墨に.内務省と署机庁、首響亜の府県や稟京市【現在の之3区に相当)、尋瑞計蛮廩京地方疊員
金によって構鳶された.庫京舞地計■の計智区域は竃京50k"'圏、962.0需抽という血大なもので、日本の飢市計麗および公■史上初めての大蝦櫨かつ具拝的なマスタープランであり、これ症起えるブランは●日に至る*で出覗
していない.・憐厳隻が計画封詠とした雑堆は後述のとおり.生産縁地や保存地などを奮む広い捉*で.軸具前には"足研究されてきた公酬設針拝搾を.斬た1=地方計酉としてとり入れた「縁地」とあわせて齡合的に昂市内外の
公■縁地計画の掩針を3ち出Lたものであると批摘さ'、ている.臭際、真案において大縁槍が催市計■および事煮快定を見たときには、内蒋膚1含,ーでに鼻地の尋市計画法におけるま文化を快定Lτいた.邪市計冊怯(旧)改正(靭
和15年3月30目)f=より、第十一条の二を追加、鯆+六条に「輝地」の文キを加えている.法律としてr網■」の用語が嵐生したこ七は注自tぺき世力t,この「牌地」1圭、系京鰍地計画博俺会に命いて+分棲討されウ(した地域制の「緯
地」の定蕪とは具孝るものであって、都市分圏周揮に公美堂撞物(都市妬霞)であるとさ瓢た.
魂状靴地計■:庫東緯地計両の中で最も首纂な計■は.烹京市の外用に輯抱妄鹸置する憲状樟地帯計画0930年(昭和14年】4月筆定)で、この隷地帯から石神井川、唇福寺Ⅲなど尋市同則沿いに設置された詠地帯が市暫地
に買入するように設定されている.このような敢射球状の輯地審が当紬の先進国の纂市計謡では理塾剛とされていた.風状隷地帯を計智Lた区域は鳥有地の田蝿・山井であ0たが.モの拠点翻分につぃては韓地として郁市計■決
定L実際に買収し、蔓偉された.その仙の環牧輯他幕は怯的捜拠が与えられていなか0たが、伯41卑(昭和16年)9月の訪空庄改歪に伴う空地の指生制度創蝕により、薫京ではT943年(明和IB年Hこ、案京舞地針両の環状縁
地帯を鞭承する劃で防空怯「=甚づく堂地(空地審:内環状・外鼠状・敦射、各幅員200-30OM、防空空埠:一皆所,000坪租度)が棚定された.
大公圃:大輯地:1940年(昭和,5年14月の都市計画庄改正により,緯地は都市焦設のひとつとして位置づけられ、理状繰地帝の拠点郁分は尋市計■縁地として等市計画決定され、都市計圃事桑として土地を買収し葺供され

:wlklp.dι.「薫京牌地計■」豊磐更新知ユ0隼ユ兵ユ5日(火1伽:誌より撞粋る.
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参考資料:「長崎地域に於ける嵩雇建集とその他の開臭について」 2020年(令和2年)6月10日水曜日改訂1版:2020年(令和2年地月18日火曜日養生所を身える金代矗池処和恭
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私速人類の世界の近代都市計画の黎明期の都市計画、ナポレオン3世とセーヌ県知享ジョルジュ,オスマンによるバリ改造0853年から1870年まで17年間)、
イルダフォンス・サルダーによるバルセロナ市の近隣への都市拡張案0859年)、ル・コルビュジエによるr300万人の硯代都市』0922年)ー『ヴォアザン計画』
a925年)ー『課く都市』0930年)、「稾京緑地計画」n939年(昭和14年))、では、従来の都市の低劣な生活と衛生の環境の改善を念頭に、都市の改造、拡張
計画、又は、都市の建築物の高層化を手段に、当該計画を構想し、都市のパースペウティブや都市景観の概念を導入、周時に、都市に大幅なオープン・スペース、
又は、縁地、森、田面都市、グリーン・ベルト、を計画し、又は、実現し、一般に、現代に於いて、これ等の一連の計画、又は、実施は、高い評価を楊ています。

私達当会は、皆様に、長崎市の硯代の都市の建築物の上層空間への高層化の施策について、容積率拡大に伴う、建蔽率の剛減をもって、建築を遺跡のない土地
に実現し、又は、足元の地表空間に、オープン・スペースを兼ねた遺跡と樹木緑地~森、を実現し、以って、都市のバースペクティブや都市景観、さらには、人類に
と0ての生命存在上の基準面たる大地、人類にとぅての身体的スケール、都市空問処理に於ける人類の空間認識上の透明性、空間の断裂の無い連続性、並びに、
生活と健康と衛生の環境、時に、C0ⅥD19に由来するニュー・ノーマル(N.W Norm81)、を顛現すること、を提案し要望Lます。

私連当会は、近年年々高温化する日本地域の生活に於いて、樹木帯等による、遮光、遮熱、通風、地表温低下、地表付近低層気温低下は、人類の生活上健廉上
の環境において、益々重要な要素となる、と仮定Lます。

私運当会は、皆様に、長崎地域に於ける「縁地」1=ついて、自然の山塊と丘陵、並ぴに、大小の河川と海岸、道路、又は、遺跡、景勝等を繋ぎ、例えぱ、六地蔵、長
崎大学と長崎純心学校の文教地区、浦上天主堂、爆心地公園、浦上川、三菱重工業株式会社長崎造船所幸町工場一帯、長崎県警長崎警察暴、長崎駅、長崎県
庁舎、長崎県警察本部庁舎、立山と長崎の丘遺跡と長梼奉行所西役所等遺跡と築地遺跡と出島遣跡、大浦と下り松、小曽根築地遣跡と南山手外国人居留地、小
菅修船場遺跡、即ち現代の長崎地域の主幹都市動線、の一帯に「繰地」を以って"グリーンベルドを形成すること、を提案し要望しています。

私達当会は、皆様に、長崎地域の市街を囲む山稜地帯の樹木について、畑地一墓地一平地際まで、延伸すること、を提案L要望Lます。

私連当会は、皆様に、長崎地域の地表温、並びに、地表付近低層気温の低下、又は、安定の為の措置を執る二と、を提案し要望します。
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匁.『手厶達人類の窓意、そして遺跡』

私達当会は、私達人類について、私達人類の行為は、概ね、人類の窓意である処、私達人類以外、即ち、宇宙と地球の
自然と人類にとっての非意図たる遺跡の存在とその在り方を、殿損しないように行為しなけれぱならない、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類が、私達人類の窓意を現実の事象とする能力を有するが故に、当該の人類
の窓意が、当該の人類にとってあたりまえの事象となり、当該の人類と他の当該の人類、又は、私達人類以外の事象と
が、当該の人類の窓意と他の当該の人類の窓意、又は、私達人類以外の事象との、差異に於いて、そこに衝突する、と
仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類が云う普遍とは、私達人類の範疇に於ける概念であり、宇宙と地球の自然
の全体を包含しない、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、宇宙と地球の自然と人類にとっての非意図たる遺跡の存在とその在り方を、殿損しな
い二とを念頭とすれぱ、私達人類の行為は、最小限でなくてはならない、と仮定します。

(2020年{令和2年}8月26白ネ曜白)

私達当会は、私達人類について、自らの行為に於いて、最小限であることを選択せず、沢山為そうとすることは、沢山殺
すことに通ず、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、人類の窓意に関して、仏教に於いて「煩悩」と表象し、キリスト教に於いて「原罪」と表象
するかもしれない、と仮定します。

私達当会は、インド・ネパール地方のルンビニーも中東のガリラヤ地方のナザレもアジア地域であり、現代の人類の世界

の普遍的と云われる宗教は、アジア地域に発祥を有する、と仮定します。

私達当会は、キリスト教について、その初期の口ーマ帝国への伝道の過程で、ギリシア哲学により、即ち、初期段階より欧
化があった、と仮定します。

私達当会は、キリスト教について、16世紀の西欧世界に於ける、宗教改革に関して、背景として、古典的人類世界を前提
とし之に適合する様式としてのカトリック(旧教)に対して、西欧地域での新しい商業、産業たる人類の行為に適合する様式
の必要により、西欧地域に於いて、プロテスタント(新教)が出現した、その可能性がある、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、例えぱ、私達人類が、平和と安定を希求するならぱ、私達人類は、最小限としての行

為を選択しなけれぱならない、私達人類が、最大限としての行為を選択するならば、私達人類は、平和と安定を放棄しな
けれぱならない、私達人類の存在の世界は、斯かる関係性の構造にある可能性がある、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、私達人類が、日々の平穏が第一である処、折衷的な道を選択するならぱ、明らかなる
成果は得られない、その可能性があると仮定します。

私達当会は、私達人類について、宇宙と地球の自然が、当該の人類と人類、又は、私達人類以外の事象との間の緩衝

として機能している場合、人類の世界に於ける衝突は、比較的少ない処、地球の自然の当該の人類と人類、又は、私達
人類以外の事象との間の緩衝としての機能が薄くなれぱ、忽ち、私達当該の人類と人類、又は、私達人類以外の事象と

の間の衝突が、日常的に露わになる可能性がある、と仮定します。

私達当会は、私達人類の遺跡について、私達人類にとって、その存在が、宇宙と地球の自然に次ぐ、私達人類にとって

の様々な衝突への緩衝となる、その可能性がある、と仮定します。

私達当会は、皆様に、遺跡の遺跡としての、即ち、土地の造形、遺構、遺物、土地の利用の履歴の、調査、原状保存、活

用、整備、公開、提示、保全、私達現生人類による、自身の事象としての自らの存在と行為、生活に於ける包摂、受容、継

承、を実現すること、を提案し要望します。
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第三部長崎県文化財保存活用大綱策定へのパブリック・コメント

1.『長崎県文化財保存活用大綱策定へのパブリック・コメント』
1.私違当会より長崎県が実施する、長嶋県文化財保存活用大綱策定へのバブリック・コメント、としての提案と要望

私連当会は、皆様に、墨崎県が行う長崎県文化財保存括用大綱策定について、次の概念を、長崎県文化財保存活用大綱に、包摂L、問時に、表象する二と、を提案し要望し、長崎
県が実施する当該のパブリック・コメントとして、本項を、提出します.

(還跡、並びに、他の文化財、又は、文化財に準ずる事象(遺跡等)について)

ー、遺跡、並びに、他の文化財、又は、文化財に渠ずる事象(遺跡等)について、私違人顛が"意図せざる"人類の活動の(限られた)"痕跡"である、とはいえ、私違現代の人類が認知
し得るかぎり、人類の知の体系の讐積と整傭、又、之に由来する、個別の遍跡等の共時的通時的な間係性の理解:遭跡等の存在の字宙と地球の空間上の配置としての重層的網携造
(ネット:n6t)及び遣跡の郵蕪的な相互闇係性に閣する人類の行為(ネットワーク:n.twork):たる亭象により、今や.人類の個体の生物的な記憶、並びに、個別の社会的文化的文明
的な人類の意図による過去の艶憶、伝承や図像や文字や文章、を凌鷺L、唯一、人顕のパラダイム・シフト(P.悶di三m ."i什)の過去、現在、未来の全体像を示唆L得る道標であり証
徴であり事款である、と考え得る。

ニ、遣跡、並びに、他の文化財、又は、文化財に準ずる享象について、私違人顛の生物としての体験と意謙、又、知性に於いて、茎層的な、第一次の体験、印象、情感、情景を構成し
得る、と考え得る。

Ξ、遺跡、並びに、他の文化財、又は、文化財に準ずる事象について、人類に発し,人類に帰結する、人顕に由来する事詠として、人類たる集団の存在上の社会釣共通資本である、と
考え得る。

四、遣跡、並びに、他の文化財、又は、文化財に準ずる事象〔遺跡等M二ついて、人顛の置体の生命上の損耗、例えぱ、生物学的貧困、の回避、以外に、遺跡等の遍跡等としての調査、
保存、活用、整備、公開、提示、保全、継承、私遅現生人顛による自身の事象としてΦ自らの存在と行為、生活に於ける包摂、の実硯に優先する,人顛の事象は、人類にとって存在L
ない、と考え得る。

五、遁跡、並びに、他の文化財、又は、文化財に準ずる事諏(撞跡等)にウいて、人顕の個体の生働上の損耗、例えぱ、生物学的貧困、の回避のあらゆる努力を行為しつつ、ー、ニ、
Ξ、四、に於いて、人類に関する、他のあらゆる事急に優先して、遺跡等の遺跡等としての調査、保存、活用、養晴、公開、提示、保全、鞭承、私達現生人頚による自身の事叡としての
自らの存在と行糊、生活に於ける包摂、を実理する二と、を私達人類の本源的な行為で島る、と仮定し、本大綱は、その実現を、目的とずる.

六、遺跡、並びに、他の文化財、又は、文化財に準ずる事款(遺跡等)について、私連人顛の世界の現代の惰報の提供と利用、地球規樓の行為に鑑み、私連人類の遺跡等の訪問、
佳賞に挑いて、逼跡等の現実空間上の位置に無闡係に取得できる、伝聞、文字、文章、物語、静止匪像、動画、モの他のr情報」に対し、遺跡等の現実空間に在ってのみ包摂L得る、
私違人類の生物としての体験と意厳、又、知性に於ける、甚雁的な、第一次の体験、印象、情感、情景、が、何らかの形態に於いて凄鷲Lなけれぱならない、と考え得る処、本大綱は、
その実現を、目的とする。

(遺跡、並ぴに、他の文化財、又は、文化財に準ずる事象(遣跡等)の存在への記識、並びに、字宙と地球のあらゆる、又、身近な、遣跡等の遍鋳等としての調査、保存、活用、整
偏、公開、提示、保全、継承、私違現生人頚による自身の事象としての自らの存在と行為.生活に於ける包摂、について)

七、遺跡、並びに、他の文化財、又は、文化財に準ずる事象(撞跡等)の存在への認識、並びに、牢宙と地球のあらゆる、又.身近な、遺跡等の遣跡等としての調査、保存、活用、蔓
伽、公開、提示、保全、継承、私達現生人顕による自身の事象としての自らの存在と行為、生活に挑ける包摂、について,私達現生人顕の小さな自菰を停止し.私違人頻の知性の体
系を活朋し、又は、之を補足、修正、形成しつつ、モの成果を以て、之を行為するもの、と考え得る。

ハ、遣跡、並びに、他の文化財、又は、文化財に準ずる事象(還跡等)の存在への認識、並びに、学宙と地球のあらゆる、又、身近な、遺跡等の遺跡等としての調査、保存、活用、整
備、公開、提示、保全、継承、私連現生人類による自身の事象としての自らの存在と行為、生活に於ける包摂、について、ー、ニ、Ξ、四、五、六、七、に於いて、逼跡等の存在、形成、
成立、盛衰、出来事、杢容、移転、拡散、廃止、消滅、土地又は材料の利用の鰻歴又は実鰹と交遷、探境の実鮒と変遷、等の事諏を明らかにし、当該峯象に由来する、他の個別の遺
跡等、又、モの事款、との関係性に由来する、現代の私達人類の闡係性を出現し、之を中槙として、現代の私連人類の諸般の関係性を出現すること、は私違人頴の本源的な行為で
ある、と仮定し、本大綱は、その実現を、目的とする.

(撞跡、又は、還跡に準ずる事象(遺跡)の存在への認瀕、並びに.学宙と地球のあらゆる、又、身近な、遺跡の遺跡としての調査、保存、活用、整備、公開、提示、保全、継承、私
遣現生人頚による自身の事象としての自らの存在と行為、生活に於ける包摂、について)

九、遺跡の当該の遺跡たる峯宴について、之を、遁跡の真正性で島る、遺跡の真正性のみが、当該の事象の真正性を証徴L表象し得る、と考え得る.

十、還跡について、私違人類にとぅて、人類の営嵩の歩みの忘却による不可逆性に対する、私連人纈世昇に於ける唯一の、可逆性への担保である、と考え得る。
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+ー、私違当会は、這跡について、人類に発L、人類に帰結する.人類に由来する事款として、人類たる集団の存在上の社会的共通資本である、と仮定します。

十二、遁跡、又は、還跡に準ずる事象(遺跡)の存在への認識、並びに、字宙と地球のあらゆる、又、身近な、遁跡、即ち、土地の造形、遭構、遭物、土地の利用の履歴、の遺跡として
の調査、保存、活用、整備、公開、提示、保全、継承、私連現生人類による自身の峯象としての自らの存在七行為、生活に於ける包摂、にういて、ー、ニ、Ξ、四、玉、六、七、ハ、九、
十、十一、に於いて、之を遅滞なく万全に行為し、モの成果を以って、当註の遺跡又は遺跡群の空間上の全体の範囲の保存と活用の為の調査と記魚を行為L、漸次、当該の遣跡の全
休の固有の空聞、並びに,当誠の遺誹の保存、整傭保全、鮭賞の上に於ける綬衝地帯並びに空間、を確保し、之を保全の為に整備し、当該の遺跡又は逢跡群の空間上の全休の立
体又は空間に於いて撞賞たる事象に証徴がある又は見栄えがする又は存在感があると考え掃る場合は、当該の遺跡を、当註の遺跡の保存上の必蔓の範囲内で、漸次、前記の当該
の遭跡に由来する空聞とその遣跡について、時に、確証と楓拠のある選択の範囲内で、最小限の、遁跡の凍状回復、をも行為し、保全薑儒、公開して開放Lて私違人類に提示し、当
該の遺跡又は遺跡群の空間上の全体の立体又は空間として巌賞上に於いて証徽がない又は見栄えがない又は存在感がないと考え得る場合は、当誠の還跡を、保存活用に必憂な措
遣と共に埋め戻して保存Lた上で、漸旋、、前記の当該の逼跡に由来する空間の範囲について、逼鋳記含公園として保全し、公開して開故して私連人顕に提示し、前記の当該の量跡
に由来する空間の遺跡の存在と保全に聞する土地と空間の性格に影響のない土地と空間の範囲外に於いて、時に当該の遺跡の存在とも聞係L、文字、文飾、物語、静止砺像、動画.
音声、人体、道具、学術、技術、体系、斯片、創作.表現、説明、商禁、乗躍、安寧、喧曝、静寂、図塞館、博物館、美術館、音楽堂、劇場、映画館、市場、斤舎、教育厚生施段、政治、
行政、軽決、社会、生活、娯楽、教育、医療、厚生、健康、安全、安定、人工、自然、等、諸般の私連人類の活勘が有榛的自由に生起し、並びに、当該の遺跡の保存上の必要の範囲
内で、当散の遁跡に由来ずる空聞の範囲に於いて、確証と柤拠のある選択の範囲内で、遣跡の旧憩に於ける、私達人顕の祭杷、祭札を復旧し、時に、個別の公私の許可の元に、個
別特定の市民活勧に共用すること、は私逢人類の本源的な行為である、と仮定L.本大綱は、その実現を、目的とする。

十三、人顕の行為たる記録について、いかなる記縁も、人顛の意図、並びに、行為たる選択、並びに、抽歓により、事象の部分であり、且つ、人類の窓意性、並びに、作家性を包含Lて
免れず排除できない、記録たる抽象は数学たる抽象と具なり方式ではなく、問特に、亭実を欠落L、全体の再現の根拠とならない、と考え暢る処、事款の存在たる具象、又、遣跡たる事
象について、都分であり、"痕跡"であるとはいえ、複数の、非意図たる部分の存在と、その闘係性により、人顛の恋意、並びに、作家性を包含せず免除し排除し、且つ、事象の全体を
示唆し、又、事象の全休を再現し楊る、と考え得る。

十四、人顕の行為にっいて、例えぱ、私連人顛が、事象の存在たる遺跡を、人類の行為たる記録に査換することは、人顕が事象を受客するとの関係を破棄し、人類が特定の人類の
意図を成就L、甚術を行揚する方法を適用L、よって、人類の窓意、並びに、作家性を包含せず、且つ、事象の全体を示唆L、又、事象の全体を再現し得る、との、人顎と遺跡たる事款
の具象との非限定性による人類にとっての可能性に開かれた、又は、現在進行Lつつぁる継読する関係性を破壊し、伺時に、新たに、人類の窓意、並びに、作家性を包含する、全体の
再現の根拠とならない、との、人顛と遺跡たる峯象の人顛の能力との限定性による人顛にとっての可能性が閉鎖され、又は、完結し終了した闘係性、即ち、遺跡の存在とは全く具なる
性格の亭象、を生起することである.と考え禍る.

十玉、遺跡は、"痘跡"、都分、断片、であることによって、ただーつで島る人類の活動の空間に、人類に関する共跡的通時的に複敷の人類に闘する奉象を、共時的なその離散的貫層
的配電により、相互に、伺時に、示唆し得る、と考え楊る。

十六、本大綱は、ー、ニ、三、四、五、六、七、ハ、九、十、十一、十二、十三、十四、十玉,モの他、に於いて、諸事象と人類の関係の本源を構成L、諸事象への人類の認壕と行嵩のう
ちに、之を、顕現し、体現すること、モの実現を、目的とする。
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2,1.への参考:私還当会の遇去の提案と要望より

0「私速人頚のパラダイム・シフト〔P.陪dlEm 6N田」

'.奪案と担案と蔓舞一6 4速醜の亀卦としての■茎.慨存.霊用.塾惨、公朗.擾示.曇堂.趣景.乳違覗皇A頭「=よる血らの畢凱としての邑摂1

払豊幽金1含.達跡にういて.邑適 A顕が"重■せざる'メ.顛の量"の惚ら乳た}'庫興'で轟る.と「*い叉.¥逗理代の人傾が課"L侍るかぎり.A顎の"●仲系Φ冨額と豊●.又.之1=由寮,る、個別の辺誹の共時的卦幽的な闘憾性の軍常量珪の詳在の卑宙と
地球の型酬上の虚置巴しての重尾的鯛蛸壷(ネ字ト;"武)ゑが通齢の多蔓的"梱置隣憾性1=朝tる人骨の行暑(キフトウーク:".t叩氏):立る耳象によ、1.●や. A衛の盈件の生物帥な記憧.埜び1:、●荒の牡壷"宜化酌交明酌4A顧の章●による遇去の詑恒.長
暈や皿豊や文争゛宝軍.を凄凱し、唯一、A傾のJ4ラダイム.シコト(0.,.■1'州.N")の提圭.墳在.卑熹の全件偉乏景畦L帽る逼拝で島リ旺重であり事卑である.と優琵L宮す.

裏声島壷「含,置誹について,私壇人需の生物としての件撃ι奪嵐.又.M性に於いて、菖層酋孝.薫一=の井験.印叡、畑●.愉蚕.安帆虐し褐る.と優寓L享゛.

宴電当虫は.皆権に.字宙と地隷の島ら俸る.又.身蓋な、温畔の量萬ιLての罰是.保拝.尾用.壁抽、曇髄、慢景.憾全.健深.私壷覗生人恢による■島の事章としての■らの拝在と朽島,圭活に於ける包痕.を捉宝L蔓窒L堂t.

黒里皇虫は.這卦にういτ.-1、顛仁疉L.人庫に幡輔寸る、人傾に血染する畢象r=闡幸る.A傾たる無邑の存在との牡皇酋兵ヨ貴*である、と優里し官す.

瓢重幽皇は.乳豊晩主人竃1=ついτ、私遭人衛の宝北と文明によ甘.官世キ足があるとはい青.既に、A馬●●体の生●との換蛙.倒叉ば.生物孝釣質巨.の回量の違粛を冥璃Lつつぁり.裏璃 A傾は、之に閏tる、きらなる、旦っ、亜疑"な男血が司局で畠る.之
員定L焦t.

私壷峯金1土.A額の■はの生命との換興の圏量Ⅲ外に.温鵠の逼跡巴Lての断壹,憾存.岳鳥,霊●、分醐.岨暈、尋生.提承.乳電覗皇A痛!宅よる■身の事煮として●血らの拝狂巴行■.生揺r=註け●包摂.の冥琉」=憂史す'.人輔の亭哉は、人凱「=と0τ壽晝
し4L,.と直置し富す.

胤這'虫は.肯楓に.A頭の係休の生■との摘料の匪量の島らゆそ号力を行畠Lつっ.人皐に関寸●.怯●岳らゆる事章に柾先しτ.温跡の逼■としτの鯛亜、僅尋.髭用、整■、埜闇、掛季.保全.哩暈.尋豊晩生人痛による■身の畢象とLτの由らの存在七舒
暑.生悟に於ける色掲.を貫璃tる二七.を槌冨L要望L官す.

【詳細は、3.柔付、の項を参照Lて下さい.)

2020年(令和2年)6月24日水曜日養生所を考える会代表池知和恭

Or屡示と存在、概念と想念、惰報と惰景、取得と到違、読解と包摂、逐札、観光、族、遺跡」 2020年(令和2年)6月4日木慶日養生所を考える会代峯池知和恭

私連皇金ぱ.剖えば.研宜壷嚢や記蝕行鼻や博物首や典柄苛や買料首や剛廟物や出腫物やイニ,,ーキ,トιⅡ't削断."にMける、r文駅ι又はt.武"で島る!卓恢ι又仕褐赤.躍承1」.にウいτ、交宰や享翼写伯偉始盛員高苗武に代舶司艶な. A隔土t、人巨の●悼と
ム顛の●体m外郁たる単象との騰係に齢いて.生鳶*る,個削に皐詰置択Lた抽傘的孝「概享」で島り、「畑風」で高壬.と価電L輩す.

鼻逼●虫は.制えば.牢盲や■姑や宜化帥豊畏や腫美や量跡や靴■や写寓や宝学や映闇や音症や智輩や素貴隅Mける.r現冥{又は優罰覗寅1」で轟る「存在ι戈1含寅韓}」.にういて、宜字や写翼尋田偉や剛誰拝陣武に代曽不可艶幸.A朗"t.人顕の偉休と人庸
巾鯛件の外郵たる事色との飼●に艷いて.生丘「る.●割であリ旦う艇倖で島る具皇帥なr撃卑」で畠り'r慣畳」である.と慨窒Lまt.

鼻逸癌金は.「情報」について.由廉となる土姥や塔馬などの人厘が空拡゛る斌臭の空国との邑置.箕'髪け争の覗実の空血との恒置.f冨櫨存せ,'.又.豐誠の位量を帳介七せずに人から人ん星彊,るこ七が笥焦で島る、と暈定L*オ.

私遭島金は.r情量」にっいて.由案となる土垢や場所などのA凱が記撫オる璃冨の室鵬との位置.戈、麦け手の乳糞の室閉との位置.」:佳存L.又.出齢の位症を峰介ιLて.坤めて,A6、らAん伝里゛●こと血向算となる.と蛭窒L富¥.

私置皇金は.私這A概につぃて.」.傾の紐軸的でキ恵的幸劫龍と齢隼m憾含に並dいて、人顛の●件が.1抵含」たる「惰輯」よりιr堰傘」たる「惰景」Φ肯が島飽が大゛モ3「'.と庫侍L,=堰含r二.r惰軽」のr竜軒」f二よる「註解」1=屑昆しτ興hる二と幸く.r帽畳」んの
1到直↓による「包摂」の晶に.覗垢を諭れる、と債定L女゛'.

私週当金は.私達A薫について.人匝の紐験帥で*瓢"な動風と勤隼の鳳章に菖づいて.A甑の●倖が.r粧章」たるr惰靴」より毛r撃■」たる「憎量」の方が齢堤が小さモ寺"と●褐L.又.r惰轤」のr庫楊」によるr鵬解」で克分に景崩の言的を逢屈できると考臭た場
轟には、T個催」の「車鳥」1=よる「輩解」で事象是閉韻L.r惰畳」んのt到達」によるr包隈」Φ為r二.観地を飾れることは耻い.ι恨室し宮,.

私適●壷ぱ.瓢這A踊について,t懇宅」たる「慣景」んのr到浬」によるr包阿」r=黄いて、酔に、人鳳の駆象に於ける.人庸がr智地」と1返札」と岬弊L又慨肝,そ、怯彊雀色孟゛る事量を劃戒tる、と重寓L富゛.

私豊血金は.烹違1儒が鷺使Lて乳亀を断皐た軸累について,悔駄のA隔の個倖にとって、吊特Lた通り」写「柾含」-r憎朝」-「敢降」ー「班解」の効峰より■r昂傘」ー「惰畳1-「到連」-「包樫」の効陵が大老か0た嶋合1=岳角゛冨υ毛是じτ璃足L.凱特と乳なりr置
毒」-1憤嵯」-1牽押」』「訣解」の鯛龍より亀,r聖念」ー「儒景」-r劃違」ー「包風」の骨亀が小さ小った旛きに郵っ郵りして償悼する.七恒空L官す,

写通血童は.M撃の皐蓋厶頃の或地の肪MにM司".隔昆と憾悼の鬼果f耳,いて.之が、「畏光」と畔弊さ札各A輔Φ行晶であし.と韻定L*t.

鼻遭告金は,製筆1噸の覗柚由詰闇にういて.島弦の蹴働に幽゛る劫畢以"に,不怜畠Φ勃盤竪包言L.又は.鳶牌する場金.私直人凱は.之をr焦」と畔奪゛る.と蛭豊し衷ゞ'.

鼻違到金は.週詩について、私声 A顛のM豐や畑胤の亀梶と讐解の高に、之を.覗吠ι島りの官官1=1曇存L,凝景す●.といラよりr含.私這厶傾の喬み鄭の人顛の,又は、人照の凋休の.任重の到電と包剛の■に.之を,理状ι島'」の宝京に」畳昇し.岐系,る.と恒
空L*す.

ロ゛定の匪武A ;r黙他」-r惰輔」-r章暢」-r誠廓」 C「岨倉」~「畑畳」ー「則地」-r包裏」.1鳳光」
口韻定の■式巴:r畢念」ー「畑軸」-r竃将」~r髞艇」>「岨念」ー「悟景」~「到違」-r包畏」.「触光」

3.悉付

私違当会は、皆様に、長崎県が行う長崎県文化財保存活用大綱策定にっいて、次の澪付資料によって、之を、長嶋県が実施するパブリッウ・ニメントとして、提案し要望し、之を、提出
します.

(1)『私達人類のパラダイム・シワト(P8r.d確m 3h;代)」
2020年(令和2年)6月24日水曜日養生所を者える金代嘉池知和恭

〔2)『遍跡に関するMEMORANDUM』
2020年(令和2年)7月4日土暖日養生所を考える会代表池知和恭

(3)『2020年(令和2年)2月25日以降の養生所/(長崎)医学校等遺跡』
2020年(令和2卸)7月5日日曜日養生所左考える会代表池知和恭

(4)『長嶋地壊の近代現代の遺跡」
2020年(令和2年)7月9日木曜日養生所を考える会代表池知和恭

(5)『私違人類の開発と通跡』
2020年(令和2年)7月23白木曜日養生所を考える会代壷池知和恭

(6)t長崎地域の披煽弾被爆選跡』
2020年(令和2年)7月24白金曜日養生所を考える会代襄池知和恭

(フ)「養生所八長蛸)医学校等還跡の保存・保護・整備・公開に闘する要擢書司(旧長崎市立佐古小学校地とその外周道路を中枝として)長嶋奉行所西役所等遺跡群の調査・保
存・活用・公開・整備に関する要望害Ⅶ(サン・パウロ教会等跡/長嶋奉行所西役所跡/長崎県庁跡・大波止鋳・築地跡等) 2020年(令和2年)6月19日金曜日長崎県知事
中村法道榛墨崎県教育靈員金教育長池松誠=様長崎県企園部長柿本敏晶様長崎県地域撮興郁長浦真樹様墨崎県文化観光国際都長中崎謙司様要崎県土木都長奥田
秀樹揮長崎県環境部長言嫡浩善揮長崎県文化財保世審議会憂林一馬様長崎市長田上富久様暴崎市教青委員会教育長樗田塵信様長嶋市教育委員会教育総務都長
前田孝志様長崎市企画財政都長片岡研之様異嶋市文化観光部長股張一男橿長崎市まちづくり都長片江伸一郎様長靖市土木郁長栓消文昭様長崎市中央総含事務所長
大串異之様暴崎市鳳爆被爆対策部長中川正仁様長崎市理村都長小田撤様長崎市斑境郁長官崎忠彦様長崎市物書広報都墨源田宏子様長嶋市文化財審識会長下川連
弄様要望人養生所を考える会代豪池知和恭
(澪付資料:1.r逼跡に闘する提案と妻望のお届けについて』 2020年(令和2年)3月11日水曜日長崎市敦育委員会教育畏拙田塵信様甚嶋市教育委員会教育総務部喪
前田孝志揮長崎市教育委員会教育総務郁施設課長西厚政彦様畏崎市文化掘光部墨股張一男様長鳩市文化類光都文化財課長大賀史郎様長嶋市企画財政都憂片閏研之

長崎市企画財政都都市軽営室畏岩永浩橿長崎市企圏財政郁長崎創生推進室擾山田尚隻揮長崎市企画財政都大型亭案推進室長赤倉史明様長崎市まちづくり郁長片江
悼一郎様長嶋市土ネ郁畏吉田安秀様長崎市中央総合稟務所長大串墨之様長嶋市理材部長小田徹様長嶋市環境都長言崎忠彦揮長崎市啄爆被爆対集都憂中川正仁

長崎市秘書広報都畏啄田宏子様長崎市縦会識長佐薫正洋様長岐市文化財審貨会会長下川違楯様養生所を考える会代壷池知和恭【r(墨崎)医学校等正門両翼石垣
等石埋群並びに、旧憂嶋市立佐古小学校北西門前扇型石段に関する提案と要望」 2020年(令和2年)3月"日水曜日養生所を考える会代表池知和恭) 2,「厩示と祥在、
概念と想念、惰報と惰景、取得と到違、読解と包摂、述礼、楓光,旅、遺跡』 2020年(令和2年)6月4日木曜日養生所を考える会代襄池知和恭 3.訂情報」とr情景」」 2020
年(令和2年)6月4日木曜日養生所を考える会代表池知和恭 4.『高層建築とモの他の聞艶について』 2020年(令和2年)6月10日水曜日養生所を考える会代表池知和
恭)」

゛'

一
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Ⅱ.『私達人類のパラダイム・シフト』

1.考察と提案と要望一1

私達当会は、人類並びに現生人類の遺伝子におこる突然爽異、又は、その他の人類並びに現生人類に関係する変化が、生命体又は生物としての人類
にとって好ましく望ましいものであるかどうか分からない、と仮定します。

私達当会は、人類並びに現生人類が自ら行う選択について、全知全能でない主体たる人類並びに現生人類が自ら行う選択が、生命体又は生物としての

人類にとって好ましく望ましいものであるかどうか分からない、と仮定します。

私達当会は、人類並びに現生人類の遺伝子におこる突然変具、又は、その他の人類並びに現生人類に関係する変化、さらには、全知全能でない主体た

る人類並びに現生人類が自ら行う選択を、長期的に、自らの事象として引き受けて、順応し、適応して、生息してきた、と仮定Lます。

ι私達人類の文化と文明、又、制度》

私達当会は、現生人類の生物上の構造、ロマン(仏:romen)、欲望、人類の諸事象、ベクトル(独:V.ktor、英:V6Ctor、向きと大きさを持った量)、指向、

について、飛躍 Uump、変異、変化)である、と仮定します。

私達当会は、現生人類について、目覚ましく、想像L、虚構を構成する能力を獲褐し、自ら、又、自らに起こ?た変化、又、自らの選択について、人類に
とつて好ましく望ましいものであり、又は、最善であり、理想的なものであ0た、と想像することが可能である、と仮定Lます。

私達当会は、人類並びに現生人類の遺伝子におこる突然変異、又は、その他の人類並びに現生人類に関係する変化、さらには、全知全能でない主体た
る人類並びに現生人類が自ら行う選択に関する、即ち、人類並びに現生人類の自らへの、順応と適応、引き受けについて、之と伺時に、自身に関する突

然変臭、変化、選択、即ち、自身の存在、さらには、自身の他者、即ち、現生人類の個体同士の他者、現生人類に対する他の人類種、他の動物、植物、
又、環境たる宇宙と地球の自然に、人類種が、勝つ行為、又は、勝つ行轟を目指す事象、であり、且つ、人類種は、人類種が、勝つ行為を記憶し、蓄積し、
配列L、配置し、勝つ制度、を構成してきた、と仮定します。

【2020年(令和2年)6月24日水曜日蔓生所を考える会代表池知和恭)

私達当会は、人類並びに現生人類の自らへの、順応と適応、引き受けに於いて、私達人類はその行動樺式を「文化」と呼び習わし、人類種の、人類種が、

勝つ行為、又は、腸つ行為を目指す事象、人類種が、勝つ行為を記憶し、蓄積し、配冽し、配置L、行う、勝?制度の構成、並びに、勝つ制度、に於いて、
私達人類はその行動様式を「文明」と称す、と仮定します。

私達当会は、人類並びに現生人類の文化と文明について、私達人類は、人類の遺伝子進化(底6". ovolutloh)に対して、人類は文化進化(cuultuml
Cvolutlo")により、様々な人類の身体機能の延長を携成出現し、さらに、「人間強化(huMeh .nh8nC6m.nt)」をも目指し、即ち、自己と他者又は生息
環境たる地球の自然を改爽L、自然の小さなシステム("y5t.m)としての個別の、即ち、人類の個体に対する自然選択が機能せず、'盲然選択なき果走"

の態様である処、自然の大きなシステム(宕ystom)としての総体の、即ち、人類種全体に対する自然選択が機能しつつ罰る処、総体的な自然選択とも争
い回避L自ら変容しようとしているとも表現し得る、と仮定します。

『サピエンス全史(上)ーー文明の楕造と人類の幸福』(2016年9月30日初版廃行著者ユヴァル・ノア・ハラリ訳者柴田裕之発行者小野寺優発行所
株式会社河出書房新社)は記します。

「第1部認知革命/第1章唯一生き延びた人類種ノ不真面目な秘密一ー・私たちは自分たちが唯一の人類だとぱかり思っている。それは実際、過

去一万三000年間に存在していた人類種が唯一私たちだけだったからだ。,ー・・じつは、約二00万年前から一万年前ごろまで、この世界にはいく
つかの人類種が問時に存在していたのだ。・・・ーー0万年前の地球には、少なくとも六つの臭なるヒトの種が暮らしていた。複数の糧が存在した遇去では

なく、私たちしかいない現在が特興なのであり、ことによると、私たちが犯Lた罪の証なのかもしれない。 /兄弟たちはどうなうたか? ....,

遇去一万年間に、ホモ・サピエンスは唯一の人類種であることにすっかり慣れてしまったので、私たちはそれ以外の可能性について思いを巡らせるのが

難Lい。・ー・ネアンデルタール人が生き延びていたら、私たちは自分が特別な生き物だと、相変わらず思っていただろうか?二とによると、私たちの祖
先がネアンデルタール人を根絶やしにしてしまったのは、まさにこのせいだったのかもしれない。彼らはあまりに見慣れた姿をしていたので無視できず、か

サビエンスに責めを負わせるべきかどうかはともかく、彼らが新しい土地といって、あまりにも違っていたので裳慢がならなかった、というわけだ。

サピエンスの成功の秘密は何だったのか?私たちはどうやって、これほど多くの、達くに到着するたびに、先住の人々はたちまち滅び去った。 督●●●●

て生態学的に具なる生息斑境に、これほど速く移り住むことができたのか?私たちはどうやって他の人類種をすぺて忘却の彼方へ追いやったのか?

なぜ、強靭で、大きな脳を持ち、寒さに強いネアンデルタール人たちでさえ、私たちの猛攻撃を生き延びられなかったのか?激Lい臓論は今なお尽きな

いが、最も有力な答えは、その臓論を可能にしているものにほかならない。すなわち、ホモ・サピエンスが世界を征服できたのは、何よりも、その比類なき

/第4章史上最も危険な種ノノアの方舟:{まこぶね・・・・世界の大型生物のうち、人類の殺到という大洪水を言語のおかげではなかろうか。

唯一生き延びるのは人類そのものと、ノアの方舟を漕ぐ奴錬の役割を果たす家斉だけということになるだろう。」

私達当会は、現生人類の文化と文明において、人類の腸つ対象は、自己たる現生人類の自身、並びに、他者たる牢宙と地球の自然のみとなり、他者た

る現生人類以外の人類種は、既に絶滅し、地球上の大型生物は絶滅の寸前にあり、植物は急速にその生育地域を狭めており、伺時に、自熱の大きなシ

ステム(systom)としての総体の、即ち、人類種に対する自然選択が棲能しつつある、と仮定します。

私達当金は、現生人類の文化と文明において、近年の自然に由来する、並びに、人為と人工に由来する災害が、私達現生人類種の破滅の予告でない
と、断言できない、と仮定します。

私違当会は、現生人類の文化と文明に於ける人類が勝ち得る他者としての人類の勝つ対象は、およそ二五0万年前に人類が地球上に出現し、現生人

類が地球上に出現Lて以降、激減し、ほぼ消滅した、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、容認できないとの事象を破壊する、と仮定します。
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私達当会は、地球上の生物種の絶滅は、実態として珍しくない、絶滅すれぼ、事象は不可逆である、私達現生人類が、現生人類種として存在する事象を

好み、又は、愛するならぱ、私達現生人類は、直ちに、少なくとも、速やかに、現生人類種の絶滅、並ぴに、現生人類としての歴史の閉鎖、に対する回避
を考え行為し始めなけれぱならない、と仮定Lます。

私達当会は、皆様に、私達人類の、勝つ行為と勝つ制度の停止、又は、廃止、を提案L要望します。



2,考察と提案と要望一2 《私達人類のパラダイム・シフト(perad喰m 5川什、P討●d1三m 0ト,.Π宮邑)》

〔文化と文明〕

私達当会は、例えぱ、文化について、特猟採集の生活の楳式、又は、その遺存であり、勝つ制度以前、弱小な個体又はその群、として、諸事象の関係性

に於いて、受容であり、非意図であり、触発であり、肌理(テクスチャー:t.減山0)等の身体性を基調とし、帰納的な行為であり、ともすれぱ表現であり、期

せずして出現するその影響である、文明について、制度としての農耕牧畜へ向かう、又、農耕牧畜以降の生活の様式であり、腸つ制度として、諸亭象の

関係性に於いて、主体として自覚し、考察し、意図し、対決し、概念、目的、計画、物諾:ナラティブを基調とし、演拝的な行為であり、ともすれぱ改壷であり、

あらかじめ期待され褐るその成果である、と仮定Lます。

私達当会は、人類の、又、私違現生人類の現代の事象について、文化的である事象は文明的であり得るし、文明的である事象は文化的であり得るし、
両者は重層的であり褐るし、相互に補完的であり褐る、と仮定します。

〔私達人類のパラダイム・シフト(pamdi昌m 5h1丑)の二次元座標平面四分儀の仮定(人類の領域)〕

私達当会は、私達人類のパラダイム・シフト(P8悶d1三m .吋什)について、人類の領域として、①y軸上に、勝つ制度以前の弱小な個体又はその群⇔
勝っ制度の形成、を酘定し、②"軸に、受容一非意図一触尭、身体性、具象一観察一帰納、表現、期せざる一影響:特猟採集の生活の様式.文化の形
式⇔主体としての自覚一考察一意図一対決、概念一目的一計画一物1舌ナラティプ、抽象一配列一演鐸、改変、期待一成果:制度としての農耕牧畜

へ向かう、又、農耕牧畜以降の生活の様式:文明の形式、を設定する、二次元座標平面の四分儀、を仮定Lます。

〔私達人類の先史上歴史上のパラダイム・シワト(paredi'm 8h1什)への仮定〕

私達当会は、人類:ヒト科と現生人類種:ホモ・サピエンスの先史と歴史について、"私達人類のパラダイム・シつト(pered1皐m 5h1什)の二次元座標平画

四分儀の仮定"に於いて、第三象隈に発現し、認知革命を経て、文化的事象を蓄積し、棄アフり力から世界に存在を拡散しつつ第二象限に至り、農業革

命を経由しつつ技術と科学の結合による科学革命によって文明的事象の拡張を加速し、その地球規犠の拡散、グローバル化、で、第一象限に差し掛かっ
ている、と仮定します。

〔私遠人類のパラダイム・シフト(par.di宮m shi田の未来への提案と要望と仮定〕

私達当会は、現代以降の私達現生人類種:ホモ・サピエンスのバラダイム・シフト(parad1宮m 5印什)の未来について、私達現生人類の意識と行動様式

に関して、"私達人類のバラダイム・シフト(P討adigm 忠N什)の二次元座標平面四分儀の仮定"に於いて、第一象限から第四象限を経由して第三象限に
至る回帰を実現すること、を提案し要望します。

私達当会は、私達現生人類の行動様式に関して、人類の文化と文明の双方を経験した現在、人類の文化と文明の様式と機能を保持し発展しつつ、私達

現生人類の意識と行動様式を可逆的に、第三象限に導くことが可能となった、と仮定Lます。

私達当会は、私達現生人類のパラダイム・シフト(Pヨ悶d1冨m 5N田の先史と歴史と未来について、第三象限と第一象限を長軸とする大きな楕円軌道を
基調に、第三象限に発し、X軸とy軸の交点へと至れぱ、その過程の経験、記憶と蓄積と共に、万事中庸の、関連事叡の均衡がとれた、様々な亭象に連や

かに対応L人類にとつてより好ましく望ましい方向に移行できる、柔軟性のある人類の世界に至る、と仮定します。

私達当会は、私達現生人類の意識と行動様式に関Lて、之を、第三象限に導く二とにより、人類の勝つ行為と勝つ制度を相殺し、人類の殺黙、その他の

困難を回避L、人類の殺煮とその他の困難への道を制御できる可能性がある、と仮定します。

3,考察と提案と要望一3 ι遺跡の遺跡としての誤査、保存、活用、整備、公開、提示、保全、継承、私達現生人類による自らの事象としての包摂》

私達当会は、遺跡について、私達人類が"意図せざる"人類の活動の(限られた)"痕跡"である、とはいえ、私達現代の人類が認知し得るかぎり、人類の

知の体系の蓄積と整備、又、之に由来する、個別の遺跡の共時的通時的な関係性の理解:遺跡の存在の宇宙と地球の空間上の配置としての重層的網
携造(ネット:".t)及び遺跡の多義的な相互関係性に関する人類の行為(ネットワーク:".tw0永):たる事象により、今や、人類の個体の生物的な鮠憶、

並びに、個別の社会的文化的文明的な人類の意図による遇去の記憶、伝承や図像や文字や文章、を凌駕し、唯一、人類のパラダイム・シフト(P引自dlgm
6hi什)の過去、現在、未来の全体像を示唆し得る道標であり証徹であり事象である、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、私達人類の生物としての体験と意識、又、知性に於いて、基層的な、第一次の体験、印象、情感、惰景、を楕成し得る、と仮
定します。

私達当会は、遺跡の当該の遺跡たる亭実について、之を、遺跡の真正性である、遺跡の真正性のみが、当該の事象の真正性を証徴し表魚し得る、と仮
定Lます。

私達当会は、遺跡について、私達人類にとって、人類の営為の歩みの不可逆性に対する、私達人類世界に於ける唯一の、可逆性への担保である、と仮

定します。

私達当会は、遺跡について、人類に発し、人類に帰結する、人類に由来する事象として、人類たる集団の存在上の社会的共通資本で畠る、と仮定します。

私達当会は、私達現生人類について、私達人類の文化と文明により、まだ不足があるとはいえ、既に、人類の個体の生命上の損耗、例えぱ、生物学的

貧困、の回避の達成を実現しつつあり、私達人類は、之に関する、さらなる、且つ、継続的な努力が可能である、と仮定Lます。

私達当会は、人類の個休の生命上の撰耗の回避以外に、遺跡の遺跡としての調査、保存、活用、整備、公開、提示、保全、継承、私達現生人類による

自身の事象としての自らの存在と行為、生活に於ける包摂、の実現に優先する、人類の事象は、人類にとって存在しない、と仮定します。

私達当会は、皆様に、人類の個体の生命上の損耗の回避のあらゆる努力を行為しつつ、人類に関する、他のあらゆる峯象に優先して、宇宙と地球のあ
らゆる、又、身近な、遺跡、即ち、土地の造形、遺構、遺物、土地の利用の履歴、の遺跡としての調査、保存、活用、整備、公開、提示、保全、継承、私達

現生人類による自身の事象としての自らの存在と行為、生活に於ける包摂、を実現すること、を提案し要望します。

( 150/276 )



4.憎報

0『サピエンス全史(上)ーー文明の構造と人類の幸福』(2016年9月30日初版発行著者ユヴァル・ノアリ、ラリ訳者柴田裕之発行者小野寺優発行

所株式会社河出書蔦新社)は以下記します。

第1部認知革命

第1章唯一生き延びた人類種

今からおよモー三玉億年前、いわゆる「ビッグバン」によって、物資、エネルギー、時間、空間が誕生しナこ.私たちの牛宙の根本を成すこれらの要棄の物語を「物理学」
という.物質とエネルギーは、この世に現れてから三0万年ほど後に融合し始め、原子と呼ぱれる複雑な楕造体を成し、やがてその原子が結合して分子ができた。原
子と分子とそれらの相互作用の物語を「化学」という。およそ三八憧年前、地球と呼ばれる惑星の上で特定の分子が結合し、格別大きく入り組んだ構造体、すなわち
有機体(生物)を形作っナニ。有機体の物語を「生物学」という。そしておよそ七万年前、ホモ・サピエンスという種に属する生き物が、なおさら精巧な携造体、すなわち文
化を形成し始めた。そうした人聞文化のその後の発展を「歴史」という。歴史の道筋は、三つの重要な革命が決めた。約七万年前に歴史を始動させた認知革命、約一
万二000年前に歴史の流れを加速させた農業革命、そしてわずか五00年前に始まった科学革命だ。三つ目の科学革命は、歴史に終止符を打ち、何かまったく翼な

る展開を引き起こす可能性が十分ある。本書ではこれら三つの革命が、人穎をはじめ、この地上の生きとL生けるものにどのような影響を与えてきたのかという物語を
綴っていく.

人類は、歴史が始まるはるか以前から存在していナ=。現生人類と非常によく似た動物が釖めて姿を現わしたのは、およそ二五0万年前のことだった。だが、数え切れ
ぬほどの世代にわたって、彼らは生息理境を共にする多種多様な生き物のなかで突出することはなかった。・ーー彼ら太古の人類も、愛し、遊ぴ、固い友情を結び、
地位と掩力を求めて熊い合ったーーただし、それはチンパンジーやヒヒやゾウにしても圖じだ。太古の人類に特別なことろは何一つない。彼らの子孫がいつの日か月面
を歩き、原子を分裂させ、遺伝子コードを解読し、歴史書を宴こうなどとは、当の人類はもとより、誰であれ知る由もなかった。先史時代の人類について何をおいても承知

しておくべきなのは、かれらが取るに足りない勤物にすぎず、理境に与える影響は徴々たるもので、ゴリラやホタルやクラゲと大差なかった点だ。生物学者は生き物を
「種」1こ分類する。勳物の場含、交尾をする傾向があって、しかも繁殖力のある子孫を残す者どうしが問じ穐に属すると言われる。・・一問じDNAプールを共有してい

共通の祖先から進化したさまざまな種はみな、「属」という上位の分類階級に属する。・ーー生物学者は二つの部分(前の都分が属を表わす属名,後ろの剖る。 ●■●■●

分が糧の特徴を表す種小名)から成るラテン語の学名を各生物種につける。・ー・そして、本讐の読者はおそらく全員、ホモ(ヒト)鼠のサピエンス(賢い)という生き物で
ある「ホモ・サピエンス」のはずだ。偏が集まると「科」1=なる。・・・ーある科に属する生き物はみな、血織をさかのぼっていくと、おおもとの単一の祖先にたどり着く。た
とえぱ、最も小さなイエネコから最も捧猛なライオンまで、ネコ科の動物はみな、およそ二五00何年前に生きていた、一顛のネコ科の粗先を共有している。ホモ・サ

ピエンスもーつの科に属している。このごく当然の事実はかつて、歴史上最も厳量に守られていた郁類の秘密だった。ホモ・サピエンスは長年、自らを動物とは無様の存
在と見なしたがっていた。親類がなく、兄弟姑妹やいとこも持たず、これがいちばん肝心なのだが、親すらいない、完全なる孤児というわけだ。だが、モれは断じて間違っ
ている。好むと好まざるとにかかわらず、私たちもヒト科と呼ぱれる、大きな、ひどくやかましい科に所庶しているのだ.現存する量も近しい縁者には、チンバンジーとゴリ
ラとオランウータンがいる。なかでも、チンバンジーがいちぱん近い。わずか六00万年前、ある一顛の類人猿のメスに、二饌の娘がL寸立そして、一顛はあらゆるチン

バンジーの祖先となり、もう一頭が私たちの祖先となった。

( 15ν276 )

不真面目な秘密

ホモ.サピエンスは、さらに不稲な秘密を隠してきた。私たちには野蜜ないと二たちが大勢いるぱかりでなく、かつては多くの兄弟姑妹もいたのだ。私たちは自分たちが
唯一の人類だとぱかり思っている。それは実際、過去一万三000年間に存在Lていた人類種が唯一私たちだけだったからだ。とはいえ、「人類」という言葉の本当の

意味は、「ホモ属に属する動物」であり、以前はホモ・サピエンス以外にも、この属に入る種は他に数多くあった。そのうえ、本書の最終章で見るように、そう還くない将来、
私たちは再び、サピエンスでない人類と競い合う羽目になるかもしれない。二の点をはっきりさせるために、私はホモ・サピエンスという種の生き物(現生人腰)を指す時に、
「サピエンス」という言案をしぱしぱ使い、ホモ鷹の生き物すべてを指すときに「人類」という用語を使うことにする。人類が初めて姿を硯わしたのは、およそ二五0万年
前の東アコリカで、アウストラロビテクス斌と呼ばれる、先行する猿人から進化Lナ=(ちなみに、アウストラロピテクスとは、r南のサル」の意)。約二00万年前、二の太古
の人類の一部が故郷を離れて北アフり力、ヨーロッパ、アジアの広い範囲に進出し、住み着いた。ヨーロッパ北部の雪の多い森で生き延ぴるには、インドネシアのうだる

ように暑い寉林で生き抜くのに適Lたものとは異なる特性を必要としたので、それぞれの地i二募らす人類は、具なる方向へ進化していった。その結果、し、くつか別個の種
が麗生し、学者たちはそのーつひとつに仰々しいラテン語の学名をつけた.ヨーロッパとアジア西都の人類は、ホモ・ネアンデルターレンシス(rネアンデル谷(タール)
出身のヒト」)で、一般にはたんに「ネアンデルタール人」と呼ぱれている。ネアンデルタール人は私たちサピエンスよりも大柄で提しく、氷河時代のユーラシア大陸西部の
寒冷な気候にうまく適応していた。アジアのもっと東側に住んでいたのがホモ・エレクトス(「直立したヒト」の意)で、そこで二00万年近く生き延びた。これほど長く存在し

た人類種は他になく、この記緑は私たちの種にさえ破れそうにない。ホモ・サピエンスは今から一000年後にまだ生きているかどうかすら怪しいのだから、二00万年
も生き延びることなど望むべくもない。インドネシアのジャワ島に暮らしていたホモ・ソロエンシス(「ソロ川流域出身のヒト」の意)は、熱帯の生活に適してL寸立やはり
インドネシアの島のーつで、フローレスという比較的小さな島では、太古の人類は緩小化(小型化)した。人類が初めてフローレス島に到達Lたのは、海水面が極端に低
かったときで、そのころこの島にはジャウ島から簡単に渡れた。その後、海水面力嘱び上昇すると、一都の人が島に取り残された。ところが、島は責源が乏しかった。そ

のため、多くの食べ物を必要とする大柄な人が真つ先に死に、小栴な人々のほうがずっとうまく生き延ぴられた。建世代も縫るうちに、コローレス島の人々は小型化した。
学者の間ではホモ・フローレシエンシスという名で知られるこの特殊な種は、身長が最大でーメートル、体重がせいぜい二玉キログラムだった。とはいえ彼らは石嘉を作
ることができ、島に住むゾウをときおり特る二とさえやってのけナこ。ただし、公平を期するために言い添えると、ゾウたちもまた小型化Lた、矮性種だった。二0-0年

には、私たちのさらに別の兄抽が忘却の彼方から救い出された。シベりアのデニソワ洞窟で発掘を行なっていた学者たちが、指の骨の化石をーつ発見したのだ。遺伝子

を解析してみると、その指は、それまで知られていなかった人類種のものであることがわかり、その種はホモ・デニソワと命名された。他の洞窟や島、地域で発見される日
を待っている私たちの失われた親戚たちが、あとどれ恢ど多くいるか知れない。二れまで挙げた人類は、ヨーロッパとアジアで進化Lていたが、棄アフり力でも進化は
止まらなかっナこ。二の人類の揺りかごは、ホモ、ルドルフエンシス(「ルドルフ湖出身のヒト」の意)やホモ・エルガステル(「働くヒト」の意)、そしてついには、自らを厚かましく
もホモ・サビエンス(「賢いヒト」の意)と名づけた私たち自身の橿など、無数の新Lい糧を育み続けた。これらの人類種のうちには、大柄なものもいれば、矮小なものも
いた。恐ろしい狩人もいれぱ、温和な椎物採集者もいた。単一の島にだけ住む糧もいたが、多くはさまざまな大陸を歩き回った。だが、モのすべてがホモ属に属していた.
披らはみな、人間だったのだ.・ー・・じつは.約二00万年前から一万年前ごろまで、この世界にはいくつかの人類種が同時に存在していたのだ.だが、これは格
別驚く二とではない。今日でも、キツネやクマ、ブタには多くの種がある。-0万年前の地球には、少なくとも六つの臭なるヒトの種が暮らしていた。複数の種が存在Lた
過去ではなく、私たちしかいない現在が特臭なのであり、ことによると、私たちが犯した罪の証なのかもしれない。ほどなく晃るように、私たちサピエンスには、自らの兄弟
たちの記憶を抑え込むだけの十分な理由があるからだ.

思考力の代償

人類のさまざまな種には多くの違いが見られるものの、そのすべてに共通する決定的な特徴がいくつかある。なかでも際立っているのが巨大な脳で、他の動物たちが
霞んでしまう。体霊六0キログラムの晴乳類の脳は、平均すると二00立方センチメートルになる。二五0万年前、最初期のヒトの脳は、成人でおよそ六00立方セン
チメートルあった。現生人類は、早均で一二00~一四00立方センチメートルの脳を誇る。ネアンデルタール人の脳はさらに大きかった。・・ーじつのと二ろ、大きな
脳は、体に大きな消耗を強いる。そもそも、持ち歩くのが大変で、しかも頭萱骨という大きなケースに収めておかなけれぱならないのだからなおさらだ。そのうぇ燃費も悪
い。ホモ・サピエンスでは、脳は休重の二~三パーセントを占めるだ{"しが、持ち主がじっとしているときは、体の清費エネルギーの二五パーセントを使う.これとは討照
的に、ヒト以外の霊長類の脳は、安静時には体の消費エネルギーのハパーセントしか必要としない。太古の人類は、大きな脳の代償を二遜りのやり方で支払った。まず、
より多くの時間をかけて食ぺ物を探Lた。そして、筋肉が衰えた。政府が防衛から教育へと資金を転用するように、人類は二顛筋にかける貴源の一部をニューロン(神経
細胞)1=回した。これがサバンナでの優れた生き残り戦略かどうかはおおいに疑闇だ。チンパンジーはホモ・サピエンスを言い負かすことはできないが.縫いぐるみの人
形のように引き裂くことができる。今日では、私たちの大きな脳は十分元が取れる。なぜなら私たちは自動車や銃を製造し、チンバンジーよりずっと速く動いて、格闘し
なくても速い安全な場所から仕留めることができるからだ.だが、自動車も銃も最近の発明だ。人類の神経ネットワークは二00万年もの年月に、いったい何が人穎の

巨大な脳の進化を推し進めたのか?正直なところ、その答えはわからない。人間ならではの特性として、直立二足歩行も業げられる。立ち上がれぱ、サパンナを見
渡して痩物や敵を見つけやすいし、歩行に必要だった腕が自由になり、石を投げたり合図を送ったりするのに使える。手によってできることが増えれば増えるほど、その
持ち主は有利になるので、進化圧がかかり、手のひらと指には神経と徹調整の効いた筋肉がしだいに集中Lた。その結果、人類は手を使って非常に複雑な作業が二な
せる。とくに、精巧な道具を製造して使える。道具の製造を示す最初の証拠は約二五0万年前までさかのぼる.そして、道具の製造と使用は、考古学者が古代の人類の
存在を認める基準となる。だが、直立歩行には欠点もある。私たちの祖先の霊長類の骨格は、顛が比較的小さい四足歩行の生き物を支えるために何百万年にもわ
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野と勤勉な手を擾得する代償として、腰痛と肩凝り1こ苦しむことになった。女性はさらに代償が大きかった.直立歩行するには護回りを細める必要があったので、産道
が狭まったーーよりによって、赤ん坊の頭がしだいに大きくなっているときに。女性は出産にあたって命の危険にさらされる羽目になった。赤ん坊の脳と頭がまだ比較的
小さく柔軟な、早い段階で出産した女性のぼうが、無事に生き長らえてさらに子供を産む率が高かった。モの結果、自然選択によって早期の出産が優遇された。そして実
際、他の動物と比べて人間は、生命の維持に必要なシステムの多くが未発違な、未熟な段階で生まれる。子馬は概生後間もなく駆け回れる。子猫は生後数週間で母親
のもとを離れ、単独で食べ物を探し回る。モれに引き換え、ヒトの赤ん坊は自分では何もできず、何年にもわたって年長者に頼り、食物や保護、教育を与えてもらう必要
がある。この事実は、人類の傑出した杜会的能力と独特な牡会問題の両方をもたらす大きな要因となった。自活できない子供を連れている母親が、子供と自分を養う
だけの食ぺ物を一人で採集することはほぽ無理だった。子育ては、欺庭や周囲の人の手助けをたえず必要とした。人間が子供を育てるには、仲聞が力を合わせなけれ
ぼならないのだ。したがって、進化は強い牡会的鉾を結べる者を優遇した。そのうぇ、人間は未熟な状懇で生まれてくるので、他のどんな動物にも望めない1まど、教育し、
社会生活に順応させることができる。ほとんどの席乳類は、軸藁をかけた南譽が窯から出てくるように子宮から出てくるので、作り直そうとすれぱ悔ついたり壊れたりして
しまう。ところが人間は、溶融Lたガラスが炉から出てくるように子宮から出てくるので、鷲く1季ど自由に曲げたり延ぱしたりして成形できる。だから今日、私たちは子供を

私たちは、大きなキリスト教徒にも仏教徒にもできるし、資本主義者にも社会主義者にも仕立てられるし、戦争を好むようにも平和を愛するようにも育てられる。
脳、道具の使用、優れた学習能力、複雑な社会構造を、大きな強みだと思い込んでいる。これらのおかげで人顕が地上最強の動物になったことは自明に思える.だが、
人類はまる二00万年にわたってこれらすぺての恩烹に浴しながらも、その間ずっと弱く、取るに足りない生き物でしかなかった。たとえぱ一00万年前に生きていた人
類は、脳が大きく、鋭く尖った石譽を使っていたにもかかわらず、たえず捕食者を恐れて暮らし、大きな獲物を狩ることは穐で、主に植物を集め、毘虫を捕まえ、小さな動
物を追い求め、他のもっと強力な肉食獣が後に残した死肉を食らっていた。初期の石嬰のごく一般的な用途のーつは、骨を割って中の骨憾をすすれるようにすること
だった。これ二そ私たちのもともとのニッチ(生態的地位)だったと考える研究者もいる。キツツキが木の幹から昆虫を引っ張り出すのが得意であるのとちょうど同じで、釖
期の人類は骨から骨髄を吸い出すのに長けていた。だが、なぜ骨燭なのか?こう考えてみよう。ライオンの群れがキリンを樹し、賓り食うと二ろをあなたは見ていた。辛
抱強く待っていると、やがてライオンたちは食べ終わる。だが、まだ島なたの蕃は来ない.まずはハイエナやジャッカルが残り物を識る。とてもその邪魔はできない。彼ら
が済んでからやっと、あなたは仲間たちとともに恐る恐る死骸に近づき、左右に注意深く視線を走らせた上で、残り物にありつく。なかでもとくに栄養があつたのが、硬い
青の中の骨髄だったのだ。これこモが、私たちの歴史と心理を理解する上でのーつのカギだ。ホモ属は食物連鎖の中低どに位置を占め、ごく最近までそこにしっかり
と収まっていた。人類は数百万年にわたって、小さな生き物を殆り、探集できるものは何でも採集する一方、大きな捕食者に追われてきた。四0万年勣になってようやく、
人類のいくつかの種が日常的に大きな獲物を特り始め、ホモ・サピエンスの台頭に伴い、過去一0万年前に物めて、人類は食物連鎖の頂点へと飛躍したのだった。
中位から頂点へのそのような華々しい跳躍は、霊大な結果をもたらした。ピラミッドの頂点にいるライオンやサメのような他の動物は、何百万年もかけて徐々にその地位
へと進化した.そのため、ライオンやサメが度を超えた捕食を行わないように、生態系は統制と均衡の仕組みを築き上げることができた。ライオンが特りの技量を上げる
と、進化によってガゼルは足が速くなり、ハイエナは協力がうまくなり、サイはいっそう気力洗くなった。それに引き換え、人類はあっという間に頂点に上り詰めたので、生
態系は順応する暇がなかった。モのうえ、人類自身も噸応しそこなった。地球に君臨する捕食者の大半は、堂々たる生き物だ。何百万年にも及ぷ支配のおかげで、披ら
は自信に満ちている。それに比べると、サピエンスはむしろ、政惰不安定な弱小園の抽裁者のようなものだ。私たちはつい最近までサバンナの負け組の一員だつたため、
自分の位置についての恐れと不安でいっぱいで、そのためなおさら残忍で危険な存在となっている。多数の死撫者を出す戦争から生態系の大惨事に至るまで、歴史上
の多くの災難は、このあまりに性急な飛躍の産物なのだ。

謂理をする動物

頂点への道のりにおける童大な一歩は、火を手懐けたことだった。一部の人類種は早くもハ0万年前に、ときおり火を使っていたかもれない。約三0万年前には、ホ
だが、火の最大の恩恵は、調理が可能になったことだ。小麦・米・モ・エレウトスやネアンデルタール人と、ホモ・サピエンスの祖先が、白常的に火を使っていた。 ●●●●■

ジャガイモといった、そのままでは人類には消化できない食べ物も、調理のおかげで主要な食料となった。火によって食物の化学的性質が変わったぱかりでなく、生物学
的性質も喪化した。調理をすれぱ、食物についていた病原菌や寄生虫を殺すことができたからだ。また、柔物や木の実、昆虫、死肉といった従来の好物も、調理すれぱ、
噛むのも漉化するのもぐんと楽になった。チンパンジーが一日玉時間も生の食べ物を噺んでいるのに対して、調理した食物を食ぺる人間は、たった一時問あれぱ十分
だった.調理をするようになったおかげで、人類は前よりも多くの種類の食物を食べたり、食事にかける時間を減らしたりでき、小さな歯と短い腸で享足りるようになっ
ナこ。調理が始まったことと、人類の腸が短くなり、鰹が大きくなったことの間には直接のつながりがあると考える学者もいる。長い腸と大きな脳は、ともに大量のエネル
ギーを消費するので、両方を雑持するのは難しい。調理によって腸を短くし、そのエネルギー消費を減らせたので、図らずもネアンデルタール人とサビエンスの前には、
脳を巨大化させる道が鬨けた。火によって、人類と他の動物との間に、最靭の萱大な礪たりももたらされた。ほ催すべての動物の力は、筋肉の強さや歯の大きさ、奨
の幅など、自らの身体を拠り所にしている。勳物たちは風や水の流れを利用,る二とはあっても、そうした自熱の力を制御ずることはできないし、つねに自らの身休的構

人類は火を手懐けたとき、従願で潜在的に無限の力が制御できるようになった。ワシと違い、人類は、いつ、どこで火を起こすかを選ぷこと造の制約を受ける。 ■●●■●

ができ、また、火をさまざまな目的で利用することもできた。そして,これがいちぱん重要なのだが.火の力は、人体の形状や横造、強さによって制限されてはいなかった。
たった一人の女性でも、火打ち石か火起こL棒があれば、わずか数時間のうちに森をそっくり焼き払う二とが可能だっナこ。火の利用は、来るぺきものの前兆だつた.

兄弟たちはどうなったか?

過去一万年間に、ホモ・サピエンスは唯一の人類種で島ることにすっかり慣れてしまったので.私たちはそれ以外の可能性について思いを巡らせるのが難し由●●●●

い.私たちは進化上の兄弟姉妹を欠いているので、自分たちこそが万物の霊長であり、ヒト以外の動物界とは大きく隔てられていると、つい思いがちになる。だから
チャールズ・ダーウィンが、ホモ・サビエンスはただの動物の一種にすぎないと述ぺると、人々は憤慨した。今日でもなお、そう信じるのを拒む人が大勢いる。ネアンデル
タール人が生き延びていたら、私たちは自分が特別な生き物だと、相亥わらず思っていただろうか?二とによると、私たちの祖先がネアンデルタール人を根絶やしにし
てしまったのは、まさにこのせいだったのかもしれない.彼らはあまりに見慣れた姿をしていたので無視できず、かといって、あまりにも違っていたので雲慢がならなかっ

サピエンスに責めを負わせるぺきかどうかはともかく、彼らが新しい土地に到着するたびに、先住の人々はたちまち滅び去った。ホモ・ソロエンた、というわけだ。

シスの存在を示す遺物はおよモ五万年前を境に途絶えた。ホモ・デニソワはその後間もなく姿を消Lた。ネアンデルタール人が絶滅したのは三万年ほど前だ。最後の小
人のような人類がフローレス島から消えたのが.約一万三000年前だった.彼らは数々のものを残していった。ーー骨や石罫、私たちのDNAの中にはいくつかの遺伝
子、そして答えのない多くの疑闇を。彼らは私たちホモ・サピエンスという、最後の人顛種も後に残した。サピエンスの成功の秘密は何だったのか?私たちはどぅ
やって、これほど多くの、還くて生態学的に臭なる生息環境に、二れほど速く移り住む二とができたのか?私たちはどうやって他の人類種をすぺて忘却の彼方へ追い
やったのか?なぜ、強靭で、大きな脳を持ち、寒さに強いネアンデルタール人たちでさえ、私たちの猛攻撃を生き延ぴられなかったのか?激しい議譲は今なお尽きな
いが、最も有力な答えは、その誰諭を可能にしているものにほかならない。すなわち、ホモ・サピエンスが世界を征服できたのは、何よりも、その比類なき言語のおかげで
はなかろうか。
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前章で見たとおり、サビエンスは一五万年前にはすでに東アフり力で暮らしていたものの、地球上のそれ以外の場所に侵出して他の人類種を絶滅に追い込み始めたの
は、七万年ほど前になってからのことだった。それまでの八万年聞、太古のサピエンスは外見が私たちにそっくりで、脳も伺じぐらい大きかったとはいえ、他の人類種に対
して、これといった強みを持たず、とくに精巧な道具も作らず、格別な偉業は何一つ達成しなかった。それどころか、サピエンスとネアンデルタール人との間の、証拠が
残っている最古の遭遇では、ネアンデルタール人の縄張りだったレヴァント地方(訳注地中海東庫の地方)1=移り住んだが、揺るぎない足場は藁けなかった。敵意に満ち
た先住民がいたり、気候が厳Lかったり、地域特有の馴染みのない寄生生物に出くわしたりしたのかもしれない。理由はなんであれ、サピエンスはけっきょく引き揚げ、ネ
アンデルタール人は中廩に君臨し続けた。学者たちは二のような乏しい実護に照らして、これらのサピエンスの脳の内部構造は、おそらく私たちのものとは異なってい
たのだろうと推測するよう1こナ'つた。太古のサピエンスは見かけは私たちと問じだが、認知的能力(学習、記憧、意思疎通の能力)は格段に劣っていた。彼らに英語を教
えたり、キリスト教の教義が正Lいと信じさせたり、進化詰を理解させたりしようとしても、おそらく無駄だっただろう。逆に私たちにとって、彼らの言話を習得したり、考え方
を理解したりするのは至難の業だろう。だがその後、およそ七万年前から、ホモ・サぜエンスは非常に特殊なことを始めた。その二ろ、サピエンスの複數の生活集団が、
再びアワり力大陸を離れた。今回は、彼らはネアンデルタール人をはじめ、他の人類糧をすべて中東から追い払ったぱかりか、地球上からも一掃してしまった。サピエン
スは驚くほど蛭い期間でヨーロッバと東アジアに達しナこ.四万五000年1まど前、彼らはどうにかして大海陳を嚢り、オーストラリア大隆に上陸した。それまでは人類が足
を踏み入れたことのない大陸だ。約七万年前から約三万年前にかけて、人類は舟やランプ、弓矢、針(暖かい服を織うのに不可欠)を鼻明した.茎術と呼んで差し支えな
い最初の品々も、この時期にさかのぼるし(図4のシュターデル洞窟のライオン人間を参照のこと)、宗教や交易、杜会的階層化の最初の明白な証拠にしても伺じだ。
ほとんどの研究者は、二れらの前倒のない偉業は、サピエンスの認知的能力に起二つた革命の産物だと考えている。ネアンデルタール人を艶滅させ、オーストラリア大陸
に移り住み、シュターデルのライオン人間を彫った人々は、私たちと問じぐらい高い知能を持ち、創造的で、織細だったと、研突樹こちは言い句る。仮にシユターデル洞窟

の茎術家たちに出会ったとしたら、私たちは彼らの言語を習楊することができ、彼らも私たちの言語を晋得することができるだろう。不思議の国でのアリスの窒険から、量
子物理学のパラドックスまで、私たちは知っていることのいっさいを彼らに説明でき、彼らは自分たちの世界霞を私たちに教えられるはずだ。二のように七万年前から

第2章虚構が協力を可能にした



三万年前にかけて見られた、新しい思考と意思疎通の方法の隻場のことを、「認知革命」という。その原因は何だったのか?モれは定かではない.最も広く信じられてい
る説によれぱ、たまたま遺伝子の突然変異が起こり、サビエンスの脳内の配線が変わり、それまでにない形で考えたり、まったく新しい種類の言語を使って意思疎通をし
たりすることが可能になったのだという。その変具のことを「知恵の木の突然変冥」と呼んでいいかもしれない〔訳注知恵の木は「創世記」に出てくるエデンの園に生えて
いた木で、アダムとイヴはその実を食べて「目が開けけ0。なぜその吏具がネアンデルタール人ではなくサピエンスのDNAに起こったのか?私達の知るかぎりでは、そ
れはまったくの偶然だった。だが、より貫要なのは、「知恵の木の突然変具」の庫因よりも轄果を理解することだ.サピエンスの新しい貫語のど二がそれほど特別だったの
で、私たちは世界を征服できたのだろう?それはこの世で割の言語ではなかった.どんな動物も、何かしらの言語を持っている。ミツバチやアリのような昆虫でさえ、
複雑なやり方で意思を疎通させる方法を知っており、食物のありかを互いに伝え合う。また、それはこの世で初の口頭言語でもなかった。類人猿やサルの全楓を含め、
多くの勳物が口頭言語を持っている。たとえぱ、サバンナモンキーはさまざまな鳴き声(コール)を使って意思を練通させる。勳物学者は、ある鴫き声が、「気をつけろ!
ワシだ!」という意味であることを突き止めた。それとはわずかに這う鳴き声は、「気をつけろ!ライオンだ!」という警告になる。・・・

おそらく、「噂話」説と「川の近くにライオンがいる」説の両方とも妥当なのだろう。とはいえ、私たちの言語が持つ真に比類なき特徹は、人間やライオンについての情報
を伝達する能力ではない.むしろそれは、まったく存在しないものについての情報を伝達する能力だ。見たことも、触れたことも、匂いを喚いだこともない、ありとあらゆる
種類の存在について話す能力があるのは、私たちの知るかぎりではサビエンスだけだ。伝説や神話、神々、宗教は、認知革命に伴って初めて現れた。それまでも.
「気をつけろ!ライオンだ!」と言える動物や人類種は多くいた。だがホモ・サピエンスは認知革命のおかげで、「ライオンはわが郁族の守護霊だ」と言う能力を饗掃した。
虚犠、すなわち架空の事物について語る二の能力二そが、サビエンスの言語の特徴として具彩を放っている。現実には存在しないものについd吾り、『鏡の国のアリ
ス』ではないけれど、ありぇないことを朝食前に六つも信じられるのはホモ・サピエンスだけであるという点には、比較的容易に問意してもらえるだろう。サルが相手では、
死後、サルの天国でいくらでもバナナが食ぺられると請け合ったところで、そのサルが持っているバナナを嫉ってはもらえない。だが、二れはどうして重要なのか?なに

しろ、虐構は危険だ.虚構のせいで人は判断を誤ったり、気を逸らされたりしかねない。纛に妖精やユニコーンを探しに行く人は、キノコやシカを探しに行く人に比ぺて、
生き証びる可能性が低く思える。謝二、実在しない守護神に向かって何時問も祈っていたら、モれは貴重な時間の無駄遣いで、その代わりに特猟採集や奥闘、密通でも
していたほうがいいのではないか?だが虐携のおかげで、私たちはたんに物事を恕像するだけではなく、集団でモうできるようになった。聖書の天地創造の物語や、
オーストラリア先住民の「夢の時代(天地創造の時代)」の神話、近代国家の国民主義の神話のような、共通の神話を私たちは紡ぎ出すことができる。そのような神話は、

大勢で柔軟に協力する七いう空前の能力をサビエンスに与える。アリやミツバチも大勢でいっしょに働けるが、彼らのやり方は融通が利かず、近親者としかうまくいかない。
オオカミやチンパンジーはアリよりもはるかに柔軟な形で力を合わせるが、少数のごく親密な個体とでなけれぱ駄目だ.ところがサピエンスは、無数の赤の他人と著しく
柔軟な形で徳力できる。だからこそサピエンスが世界を支配し、アリは私たちの残り物を食ぺ、チンバンジーは動物個や研究室に閉じ込められているのだ。

ブジョ^説

ゲノムを迂回する

言葉を使って想像上の現実を生み出す能力のおかげで、大勢の見知らぬ人どうしが効果的に協力できるようになった。だが、モの恩恵はモれだけにとどまらなかっナニ。

人間どうしの大規模な協力は神話に基づいているので、人々の協力の仕方は,その神話を壷えること、つまり、別の物諾を語ることによって、変更可能なのだ。適切な条
件下では、神話はあっという間に現実を変えることができる。たとえば、一七八九年にフランスの人々は、ほほ一夜にして、王権神授説の神話を信じるのをやめ、国民主
権の神楯を信じ始めた。このように、認知革命以降、ホモ・サピエンスは必要性の喪化に応じて迅速に擾る舞いを改めることが可能になった。二れにより、文化の進化に
追い越L車線ができ、遺伝進化の交通渋滞を廷回する道が開けた。ホモ・サビエンスは、この追い越し車橡をひた走り、協力するという能力に関Lて、他のあらゆる人類
種や勳物種を大きく引き離しナ=。他の社会的な勳物の行動は、遺伝子によっておおむね決まっている。DNAは専制君主ではない.動物の行勳は、獄境要因や個体
差にも影響を受ける。とはいえ、特定の環境では、問じ種の動物はみな、似通った行動をとる傾向がある。一般に、遣伝子の突然変具なしには,社会的行動の重大な室

化は起こりえない。たとえぱチンパンジーは、アルフ丁オスの率いる階層的集団で暮らす這伝的傾向を持っている。チンバンジーの近縁種のボノポはたいてい、メスどうし
の連合が優勢な、より平等主義的な集団で暮らす。チンパンジーのメスが、鯉戚のボノボから教訓を得てフェミニスト革命を起こすことは畠りえない。オスのチンパンジー
力億法制定会簾を開いてアルファオスの地位を廃止し、今後はすべてのチンパンフ一が平等に扱われると宣言することはありぇない。行動におけるそのような劇的変化
は、チンバンジーのDNAに変化があったときにしか起こらない。モれと問じような理由で、太古の人類は革命はいっさい起こさなかった。私たちの知るかぎりでは、社会

的パターンにおける窒化や、新しい技衛の発明、馴染みのない生息理境への移住は、文化に主導されてではなく、遺伝子の突然変具や環境からの圧力によって起こつ
た。だからこそ、人類がそれらを成し遂げるのに何十万年もかかったのだ。二00万年に起こった遺伝子の突然壷具のおかげで、ホモ・エレクトスと呼ぱれる斬Lい人類
種が現れた。モの出現には、新しい石器技術の開発が伴っており、今やその技術は、ホモ・エレクトスの決定的特徴と見なされている。ホモ・エレクトスはその後、新たな
遺伝子の突然亥臭を経験せず、その間ずっと、彼らの石器もほぽ同じままだったーーニ00万年近くにわたって!それとは対照的に、サピエンスは認知革命以降、

自らの擾舞いを素早く査えられるよ引ゴ'り、遺伝子や環境の査化をまったく必要とせずに、斬しい行勳を鑁の世代へと伝えていった。その最たる例として、カトリックの聖

職者や仏教の憎侶、中国の寛官といった、子供を持たないエリート層が繰り返し現れた二とを考えてほしい。そのようなエリート層の存在は、自然選択の最も根本的な原
理に反する。なぜなら、社会の有力な成員である彼らぱ、子孫をもうけることを自ら進んで断念するからだ。チンパンジーのアルファオスが権力を利用してできるかぎり多

くのメスと交尾する(モして、その結果、群れに慌生する子供の多くの父親となる)のに対して、カトリックのアルフプオスは、性交や子責てをいっさい控える。この自制は、
極度の食痩不足あるいは配偶者候補の不足といった、特殊な環境条件の結果ではない。一風爽わった遣伝子の突然変異の結果でもない。カトリック教会は、「独身主義
遺伝子」を歴代の教皇が継承することによってではなく、斬約聖婁とカトリックの教会法という物語を継承することによって、何世紀にもわたって存続してきたのだ。言
い換えれぱ、太古の人類の行動バターンが何万年間も不変だったのに対Lて、サピエンスは社会構造、対人関係の性質、経済活動、その他多くの行動を一0年あるい

これこそがサピエンスの成功のカギだった。一対一で喧嘩をしたら、ネアンデルタール人はおそらくサピエンスを打ちは二0年のうちに一変させる二とができた。 .....

負かしただろう。だが、何百人という規摸の争いになったら,ネアンデルタール人にはまつたく勝ち自がなかったはずだ。彼らはライオンの居場所についての情報は共有
できたが、部族の精霊についての物語を語ったり、改訂したりすることは、おモらくできなかった。彼らは虚構を創作する能力を持たなかったので、大人数が効果的に塙
力できず、急速に窒化していく間題に社会的行動を憲応させる二ともできなかった。私たちはネアンデルタール人の頭の中に入り込んで彼らの思考方法を理解するこ

とはできないものの、ライバルのサピエンスと比べたときに、彼らの認知能力の限界を示す間接的な証拠はある。ヨーロッパの中心都で三万年前のサピエンスの遺跡を
発掘している考古学者は、地中海や大西洋の沿岸から持ち込まれた貝般をときおり発見する。モれらは.サピエンスの興なる集団の間での長距雛交晶を通Lて大陸の
内臭に至った可能性が非常に高い。ところが、ネアンデルタール人の遺跡では、そうした交易の証拠はまったく見られない.彼らの集団はみなモれぞれが、地元の材料

交易は、虚構の甚盤を必要としない、とても実廠的な活動に見える。ところが、交勗を行なう動を使ウて道具を作っていた.南太平洋からも証拠が得られる. 曙●●●●

物は、じつはサビエンス以外にはなく、詳しい証拠が得られているサピエンスの交易ネットワークはすべて虚構に基づいていた.交易は信頼抜きには存在しえない。だが、
赤の他人を信頼するのは非常に難しい。今日のグローバルな交晶ネットワークは、ドルや連邦準備鰻行、企業を象徴するトレードマークといった虚構の存在物に封する
信頼に基づいている。部族社会で見知らぬ人どうしが交易しようと思つたときには、共通の神や神話的な祖先、トーテム〔訳注氏族などの集団が、自らや粗先と結びつ
いていると考えている自然物や事象〕の動物に呼ぴかける。もしそのような虚構を信じている太古のサピエンスが貝殻と黒曜石を交換していたとしたら、情報も交換L
て、ネアン〒ルタール人ら、太古の人類のものよりも格段に濃密で広範な知朧のネットワークを生み出せたと考えるのは理に適っている。特猟の技術も、こうした這い
を浮かび上がらせてくれる。ネアンデルタール人はたいてい蝉教で、あるいは小さな集団で特りをLナニ。一方サピエンスは、何十人もの協力、ことによると臭なる生活集団

間の協力にさえ頼る技術を開発した。なかでもとりわけ効果的なのは、野生の馬などの動物を群れごとそっくり取り囲み、それから狭い谷に追い込むという手法で、こう
すれば楽々ーまとめに擾物を殺すことができた。万事計画どうり1こいけぱ、複数の集団がある日の午後の聞、協力するだけで、何トンもの肉と脂肪と皮を収穫し、大宴会
を開いて肉をたいらげたり、後に食料とするために乾燥させたり、煽製にしたり、(北槿地方では)凍らせたりした.毎年そうした方法で動物が群れごと殺黙された跡を.考
古学者はいくつも発見してきナニ。人工的な鹿や殺窯の場を設けるために、柵や障害物が築かれている遺跡さえある。ネアン〒ルタール人は、自分たちの昔ながらの
特場が、サピエンスの支配する屠殺場に変わるのを目にして、愉快ではなかっただろう.だが、これら二つの人類種の間で果力的な衝突が勃発したときには、ネアンデ
ルタール人は野生の罵とたいして室わらず、勝ち目がなかウた。従来の静的なパターンで協力する五0人のネアンデルタール人は、融通が禾K革新的な五00人のサ
ピエンスには、まったく歯が立たなかっナニ。そして、サピエンスはたとえ初戦を落としても、たちまち新しい戦略を編み出し、次の戦いに勝利を収めることができた。

●●●●■

歴史と生物学

口認知革命で何が起こったか?斬しい能力=ホモ・サビエンスを取り巻く世界について、以前よりも大量の情報を伝える能力/サピエンスの社会的関係について、
以前よりも大量の惰報を伝える能力/郁族の精霊や国民、者限責任会社、人権といった、現実には存在しないものについての情報を伝える能力:より広範な結果=ラ
イオンを避けたり、パイソンを勢ったりするといった、複雑な行勤の計画立案と遂行/最大150人から成る、以前より大きく、まとまりのある集団/日.非常に多数の屍知
らぬ人どうしの協力、b.社会的行動の迅速な革新(対照表)

サピエンスが発明した想慌上の現実の計り知れナ'い多様性と、そこから生じた行動パターンの多性はともに、私たちが「文化」と呼ぶものの主要な構成要素だ.いつた
ん登場した文化は、けっして変化と発風をやめなかった。そして、二うした止めようのない変化の二とを、私たちは「歴史」と呼ぶ。したがって。認知革命は歴史が生物
学から独立寺官言Lた畔点だ.裡知韮命までは.tべての人覇種の行為は.生物学【島るいほ、゛.しお業みなら失史学と岬んでキ.いい)の側鱸に曜Lていた【私は「先史
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学」という言葉を避ける傾向がある.なぜなら、先史学には、認知革命以前でさえ、人類は独自のカテゴリーだったという、誤った含意があるからだ)。認知革命以降は、
ホモ.サピエンスの発風を説明する主要な手段として、歴史的な物語:ナラティブ:が生物学の理論に取って代わる。キリスト椴の台頭あるいはフランス革命を理解するに
は、遺伝子やホルモン、生命体の相互作用を把握するだけでは足りない。考えやイメージ、空想の相互作用も考慮に入れる必要があるのだ。これは、ホモ・サピエン
スと人類の文化が生物学の法則を免れるようになったという二とではない.私たちは相寮わらず動物であり、私たちの麝体的、情緒的、認知的能力は、依然としてDNA
に定められている。私たちの社会は、ネアンデルタール人やチンパンジーの社会と向じ基本構成要素で構築されており、感覚、情緒、家族の粋といった、二れらの要素を
詳しく調べれぱ調ぺるほど、私たちと他の霊長類の違いは縮まっていく。とはいえ、個体や家族のレペルでの違いを探すのは誤りだ.一對一、いや一0対一0でも、私た
ちはきまりが悪いほどチンバンジーに似ている。重大な這いが屍えてくるのは、一五0という個体数を超えたときで、-000~二000という個体數に達すると、その
差には肝を漬す.もL何干顛ものチンバンジーを天安門広場やウォール街、ヴァチカン宮殿、国連本郁に集めようとしたら、大混乱になる。それとは対照的に、サピエン
スはそうした場所に何干という単位でしぱしば集まる。サピエンスはいうしょになると、交甥のネットワークや集団での祝典、政治的機関といった、単独ではけっして生み
出Lようのなかった、整然としたバターンを生み出す。私たちとチンバンジーとの真の遣いは、多数の信体や家族、集団を結びつける神話という接蒼剤だ。この接董剤こ
そが、私たちを万物の支配者に仕立てたのだ。もちろん私たちは、道具を制作Lて使用する能力のような、他の技能も必要としていた。とはいえ、道具制作は、他の大
勢の人々と協力する能力と組み合わさらないかぎり、その価値は非常に限られている。三万年前には燧石の穂先をつけた木の槍しか持っていなかった私たちが、今で
は桂弾頭を搭戟した大陸聞ミサイルを持っているのはどういうわけか?生理的には、遁去三万年間に私たちの道具制作能力に目立った進歩はなかった。アルベルト・
アインシュタインは古代の詩猟採集者と比べて、手先の器用さでははなはだ劣っていナこ.それにもかかわらず、大勢の見知らぬ人どうしが協力するという私たちの能力
は、劇的な進歩を遂げた。古代の槍の燧石の穂先は、一人の人間が数分で製作できた。その人は、數人のごく親Lい友人の助言と助けに頼っていた。現代の核弾顛を
製造するには、地中深くのウラン鉱石を掘り出す人から、亜原子粒子の相互作用を記述する長い数式を書く理論物理学者まで、世界中の何百万もの赤の他人どうしが
協力する必要がある。

一

認知革命以降の生物学と歴史の関係をまとめると、以下のようになる。

a 生物学的特性は、ホモ・サピエンスの行勤と能力の基本的限界を定める。歴史はすべてこのように定められた生物学的特性の領域:アリーナ:の境界内で発生する.

b とはいえ、このアリーナは途方もなく広いので、サビエンスは驚嘆するほど多様なゲームをすることができる。サピエンスは虐構を発明する能力のおかげで、しだいに
複雑なゲームを概み出L、各世代がそれをさらに発展させ、練り上げる.

0 その結果、サピエンスがどう擾る舞うかを理解するためには、彼らの行勳の歴史的進化を記述しなくてはならない。私たちの生物学的な制約にだけ言及するのは、
サッカーのワールドカップを霞戦しているラジオのスポーツキャスターが、遇手たちのしていることの説明ではなく、熊技場の詳Lい説明を聴取者に提供するようなものだ。

、^ー^一●^、

それでは、石器時代の私たちの祖先は、歴史というアリーナでどのようなゲームをしたのだろう?私たちの知るかぎりでは、およそ三万年前にシユターデル洞窟のライ
オン人聞を彫った人々は、私たちと問じ身体的、情締的、知的能力を備えていナニ。彼らは朝目覚めたとき、何をしたのか?朝食には何を食べたのか?そして昼食に
は?彼らの杜会はどのようだったのか?彼らは一夫一婦制で、核家族で暮らしていたのか?道徳律を持ち、祭式やスポーツ艶技、宗教的儀式を行っていたのか?
戦争はしたのか?次章では、長い歳月の帳の向こうを覗き、認知革命と農業革命を隔てる数万年間には.どのような生活が営まれていたかを考禦する。

第3章狩猟採集民の豊かな暮らし

私たちの性質や歴史、心理を理解するためには、井猟探集民だった祖先の頭の中に入り込む必要がある。サピエンスは、糧のほぼ全歴史を通じて、特猟採集民だっ
た。過去二00年間は、しだいに多くのサピエンスが郭市労働やオフィスウーカーとして日々の覆を手に入れるようになったし、それ以前の一万年間は、1季とんどのサピ
エンスが農耕を行ったり動物を餓育したりして暮らしていた.だが、こうした年月は、私たちの祖先が特猟と操集をして過ごした膨大な時間と比べれば、ほんの一韻にす
ぎない。隆盛を極める進化心理学の分野では、私たちの現在の杜会的特徴や心理的特徽の多くは、塵耕以前の二の長い時代に形成されたと言われている。この分野の
学者は、私たちの脳と心は今日でさえ特猟採集生活に適応していると主張する.私たちの食習慣や争い、性行動はすべて、私たちの勢猟採集民の心と、現在の脱工業
化の環境、具体的には巨大都市や飛行樵、電話、コンピューターなどとの相互作用の結果だ。この撫境は、これまでのどの世代も享受できなかったほど豊富な物質的資
源と擾寿を私たちにもたらしたが、しぱしぱ私たちに疎外感や憂奄な気分を抱かせたり、プレッシャーを感じさせたりもする。その理由を理解するには、私たちを形作り、
私たちが今なお潜在意謙下で暮らしている特獄裸集民の世界を深く研空する必要がある、と進化心理学封二ちは言ラ。たとえば、ほとんど身体のためにならないのに、
なぜ人は高カロリーの食品をたら'、く食べるのか?・・・ー・・他にもあれこれ説が布るが、はるかに具論が多い.たとえば、次のように主張する進化心理学者もい

二の論争にけりをつけ、私たちの性行動や社会、政治を理解するためには、祖先の生活状況について学び、サピエンスが約七万年前の認知革命から、約る。 甲司●●曝

一万年二000年前の農業革命の開始までの期間をどう生きたかを考寮する必要がある。あいにく、狩猟採集民だった私たちの祖先の暮らしに関して、確かな二と
はほとんどわかっていない。・ーー当熱ながら、狩猟採集時代の記緑文書など皆無で罰り、考古学的証如は主に骨の化石と石器から成る.木や竹、革などのもっとも朽
ちゃすい材料で作られた人工物は、特殊な条件の下でしか残らない.農禁以前の人類は石器の時代に生きていたという一般的な印象は、この考古学上の偏りに甚づく
誤解にすぎない.石譽時代は、より正確にはr木器時代」と呼ぷぺきだろう.なぜなら、古代の特猟採集昆が使った道具の大半は木でできていたからだ。現代まで残っ
た人工物を手掛かりに、古代の詩猟縲集民の墓らしを再現しようとする試みはどんなものであれ、はなはだ間題が多い.・・・ーこのように、人工遺物に頼ると、古代の
狩猟採集生活の説明が歪んでしまう.それを正す方法のーつは、現代の詩猟採集社会に目を向けることだ。そのような社会は人類学的楓撰によって直接確認できる。
だが、現代の耕猟採集牡会から古代の詩猟採集社会を推測するときには、非常に慎貫になるべき理由がいくつもある。そのどれもが正当なものだ。第一に、現代ま
で生き延びた特猟擇集社会はみな、近隣の農耕社会や工業社会の影響を受けてきた。その結果、彼らに当てはまることが何万年も前の社会にも当てはまると考えるの
は危険だ。第二に、現代の狩猟採集社会は主に、気候条件が厳しく、住みにくい、農楽に適さない土地で生き砿びてきた。アフり力南部のカラハリ砂漠のような極端な
環境に適応した社会は、揚子江流壊のような胞沃な地域の古代社会を理解するためのモ〒ルとしては、恐ろしく見当違いだろう。とく1=、カラハリ砂漢のような地壊の人
口密度は、古代の揚子江付近の人口密度よりもはるかに低く、そうした違いは、人類の生活集団の大きさと楕造や集団どうしの関係にまつわる量蔓な疑問の数々に、密
接にかかわってくるからだ。第三に、狩猟採集牡会の最も注目に値する特徹は、その多様性だ。世界各地で具なるだけでなく、同じ地煉の中でさえ違いがある。その
好例は、ヨーロッバ最初の植民者がオーストラリア大腔の先住昆たちの間で見出Lた大きな差臭だ。イギリスによる征服の直前、この大陸には三0万~七0万の特猟
採集民が二00から六00の部族に分かれて暮しており、それらの郁嫉のモれぞれが、さらにいくつかの集団に分割されていた。各都族には独自の言語、宗教、規範、
習慣があった。オーストラリア大陸南部の.現在はアデレードという都市になっているあたりにほ、父系制の氏族:クラン:(父親の側の血筋に連なる人々の社会集団)が
いくつか墓らしていた。二れらの氏族は、貌粋に縄張り1=基づいてまとまり、部族を構成していた.これとは対照的に、オーストラリア大陸北郁の郁焦には,母系の血銃を
煮視するものもあり.そこでは各自の都族のアイ〒ンティティは、自分の縄張りではなく、トーテムに基づいてL寸あ古代詩猟操集民の間の民族的・文化的多様性も壮
観で、農業革命前夜に世界中に住んでいた玉00万~ハ00万の特猟操集民は何千もの個別の郁族に分かれ、何千もの興なる言語と文化を持っていたと考えるのが
理に適っている。これはけっきょく、認知革命の主要な遺産のーつだった。同じ遺伝的楕造を持ち、類似した生態的条件下に生きている人々でさえ、虐構が畳場Lたおか

つまり、現代の特猟採集民を人類学的に観察すれげで、非常に具なる想像上の現実を生み出すことができ、それが具なる規範や価檀観として表れたのだ。 ●■●●●

ぱ、古代の特猟擇集民にはどのような可能性がっあたかをいくらか理解する助けになりうるものの、古代の可能性の地平はそれよりもはるかに広く、その大半が私たち
の視野から隠されてしまっているのだ*。ホモ・サピエンスの「自熱な生活様式」をめぐる激論は、肝心な点を見幕としている。認知革命以降、サピエンスには単一の自然
な生活様式などというものは、ついぞなかったのだ。モこには、途方に暮れるほど多様な可能性が並んだパレットからどれを選ぷかという、文化的選択肢があるだけだっ
^0
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*r可能性の地平」とは、特定の生態、技術、文化上の制約の下で、ある社会の前に開かれている信念や慣行、軽験の範囲全休を意味する。個々の社会と個々の人
間はたいてい、自らの可能性の地平のうち、ほんの一都しか探求しない。

原初の豊かな世界

そうはいうものの、農耕以前の世界での暮らしについて、どんな一般論が語れるだろうか?大多數の人は、数十、最大でも数百の個体から成る小さな集団で生活し
ており、それらの個体はすべて人類だったと言って差し支えなさそうだ。rすべて人類だった」点に言及することは重要だ。なぜならそれはおよそ明白とは言い難いからだ。
農耕社会と工業社会の成員の過半数は家畜だ。もちろん彼らは自分の主人と対等ではないが、それでも社会の成員であることに褒わりはない。今日、ニユージーランド
と呼ぱれる社会は、四玉0万人のサピエンスと玉000万頭のヒツジで構成されている。「全て人類だった」というこの一般億則には、ーつだけ例外が畠った。犬だ。
犬はホモ.サピエンスは真っ先に飼い慣らした動物で、犬の家畜化は農業革命の前に起こった。厳密にはいつだったのかに鬨して、専門家の意見は分かれるが、およそ
一万玉000年前には飼い慣らされた犬が存在していたという、動かしがたい証拠がある。犬が人類の群れに加わったのは、それより何千年も前だったかもしれな

止窪盤訊門、席●1,冒1.、*:゛イ加1 イ●罪【,.*キU 比拝*掃1,'奮'●b如棲'一鳳ホ●学'「.、,一駒"独Ab→与イバ゛」-',桧1 ゛、【゛ー;斤朏0、盤開1,*キ中1.、 曙●■●●
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らく、資源を求めて熊い合い、戰うことさえあっただろうが、友好的な接触も持っていナ=。成員をやりとりし、いっしょに殆りをし、稀少な贅沢品を交換し、政治的同盟を固め、
宗教的な祝祭を執り行った。そのような協力は、ホモ・サピエンスの霊要な特徴のーつで、披らを他の人類種よりも決定的に優位に立たせた。近隣の集団どうしの関係が
とても緊密で、単一の郁族を形成し、共通の言誘や神話、規範や価値饌を持つ二ともあった.とはいえ、そうした外面的な闘係の重要性を過大評価してはならない。
危機に際Lて近隣の集団が結東したとしても、そして、ときおり集まつていっしょに詩りをしたりご馳走を食べたりしたとしても、やはりそれぞれの集団はほとんどの時間を
完全に別個に独立して過ごしていた。交勗は主に、貝般や琥珀、顔料といった「高級品」に限られていた。果物や肉のような主要食料が交換されていたという証拠や、あ
る集団の存続が別の集団からもたらされる品に依存していたという証拠はない。社会政治的聞係も、散奔的な傾向にあった.都族は永続的な政治の梓組みとしての役
割は果たさなかったし、仮に季飾ごとに集まる場があったとしても.永続的な町や制度はなかった。平均的な人は、自分の集団以外の人を見かけたり、その声を聞いたり
することなく何か月も過ピし、一生を通じて出会う人もせいぜい數百人だっナこ。サピエンスは、広大な範囲にまぱらに分布していた。農業革命以前には、全地球上の人類
の戡は、今日のカイロの人口より少なかった。サピエンスの集団のほとんどは、食べ物を探Lてあちらへ二ちらへと歩き回りながら暮らしていた。彼らの動きは季節の
喪化や、動物の毎年の移動、植物の生長周期の影響を受けた。彼らはたいてい、数+平方キロメートルから.多ければ何百平方キロメートルもの生活領域を行ったり来
たりした。集団は自然災害や暴力的な争い、人口の負荷、カリスマ的なりーダーの先導によって、ときおり縄張りの外に出て新しい土地を探素した。こうした放浪は、
世界各地への人頻の拡散の原動力だった。特猟採集民の集団が四0年ごとに二つに分裂し、一方が一00キロメートル東にある新しい領域に移住したら、棄アフり力
から中国まで、およそ一万年で到遠しただろう。食料貴源が非常に豊かであるという例外的な場合には、集団はそ二にーつの季節の間ずっと定住Lたり、あるいは、
永続的な野営地を債いたりすることさえあった。食物を乾燥させたり、煉製にしたり、凍らせたりする技術もやはり、ーか所に長く淋在するのに役立っナこ。最も重要なのは、
水産食物や*鳥が豊富な海沿いや川沿いに、人類が永続的な漁村を作り上げたことだ。これは歴史上初の永続的定住地の橿生であり、農集革命よりもはるか以前の
出来事だった。謙村はインドネシアの島々の海燦に、早くも四万王000年前に現れたかもしれない。それらは、ホモ・サビエンスが初めて大洋をまたぐ事業に桑り出L
た拠点だった可能性も布る。その事業とは、オーストラリア大陸への進出だった。サ甘エンスの集団はたいていの生息理境では、融通を利かせ、うまく現地に合わせ
た食生活を送った。シロアリを探し回り、各糧のぺリーを摘み、さまざまな根を掘り、ウサギに忍ぴ寄り、パイソンやマンモスを特った。「殆りをする人類」という一般的なイ
メージに反して、採集こそがサピエンスの主要な活動で、それによって人類は必要なカロリーの大半を得るとともに、燧石や木、竹などの原封料も手に入れていた。サ
ピエンスは食べ物と材料を擇集するだけにとどまらなかった。彼らは知朧も漁り回った。生き延びるためには、縄張りの詳Lい地図を頭に入れておくことが必要だっ

言い換えると、平均的な狩猟採集民は、現代に生きる子孫の大半よりも、直近の斑境について、幅広く、深く、多様な知識を持っていたわけだ。今日、産業...,.
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牡会に暮らす人のほとんどは、自然界についてあまり知らなくても生き延びる二とができる。・・・自分の狭い専門分野については多くを知らなければならないが、生活
必需品の大多數に閏しては、何も考えずに他の専門家たちを頼っており、そうした専門家たちの知識も、狭い専門分野のものに限られている。人類全体としては、今日

のほうが古代の集団よりもはるかに多くを知っている。だが個人のレベルでは、古代の特猟採集民は、知識と技能の点で歴史上最も優れていたのだ。平均的なサピ
エンスの脳の大きさは、詩猟採集時代以降、じつは縮小したという証拠がある。狩猟採集時代に生き延びるためには、雌もが素晴らしい能力を持っている必要があった。
農業や工業が始まると、人々は生き延びるためにしだいに他者の技能に頼れるようになり、r愚か者のニッチ」が斬たに開けた。凡庸な人も、水の運搬人や製造ラインの
労働者として働いて生き証ぴ、凡庸な遺伝子を次の世代に伝えることができたのだ.狗猟採集民は、周囲の動植物や物の世界ぱかりでなく、自分自身の身体や感覚
という内的世界にも精通するようになった。・・・今日の人が何年もヨガや太極拳をやった後でさえ達成で書ないほどの器用な身のこなしを晋褐Lていた。 狩猟

探集民は、地準ごと、季節ごとに大きく臭なる暮らしをしていたが、後世の農民や牧夫、肉休労働者、事務員よりも、全休として快適で実りの多い生活様式を享受してい
たようだ.今日、豊かな社会の人は、毎返早均して四0~四五時間働き、発展途上国の人々は毎遇六0時間、あるいは八0時間も働くのに対して、今日、カラハリ砂
漢のような最も過酷な生息環境で暮らす狩猟採集民でも、平均すると週に三玉~四玉時間しか働かない。狗りは三日に一日で、採集は毎日わずか三~六時間だ。通常、
これで集団が食ぺていかれる。カラハリ砂漠よりも胞沃な地域1こ暮らしていた古代の詩猟擇集民なら、食べ物と原材料を手に入れるためにかける時間は、いっそう短
かった可能性力塙い。そのうえ、特猟採集民は家亭の負担が軽かった。食嘉を洗ったり、カーペッNこ掃除機をかけたり、床を磨いたり、おむつを交換Lたり、勘定を払っ
たりする必要がなかったからだ。特猟採集経漬は、農業や工業と比べるとより興味深い暮らしを大半の人に提供した。今日、中国の工員は朝の七時ごろに家を出て、

空気が汚れた道を通り、賃金が安く条件の悪い工場に行き、来る日も来る日も、問じ槻械を問じ手順で動かす。退屈極まりない仕事を延々-0跨間も二なし、夜の七時
ごろに帰宅し、食譽を洗い、洗濯をする。三万年前、中国の特猟標集民は仲間たちと、たとえぱ朝八時ごろに野営地を離れたかもしれない.近くの森や草地を歩き回り、
キノコを摘み、食べ物になる根を掘り出し、カエルを捕まえ、ときおりトラから逃げた。午後早くに1=野営地に戻って昼食を作る。モんな調子だから、噂話をしたり、物語を
語ったり、子供たちと遊んだり、ただぷらぷらしたりする時間はたっぷりある。もちろん、たまにトラに捕まったり、ヘビに噛まれたりすることもあったが、交通事故や産業公
害の心配はなかった。たいていの場所でたいていのとき、狩猟採集で手に入る食物からは理想的な栄養が得られた。これは意外ではない、何十万年にもわたってそ

れが人類の常食であり、人類の身体はそれに十分癒応していたからだ。化石化Lた骨格を調ぺると、古代の酔猟採集民は子孫の農耕民よりも、飢えたり栄養不足に
なったりすることが少なく、一般に背力塙くて健康だったことがわかる。平均寿命はどうやらわずか三0~四0歳だったようだが、それは子供の死亡率が高かったのが主
な原因だ.危険に満ちた最釖の数年を生き延びた子供たちは、六0歳まで生きる可能性がたっぷりあり、八0代まで生きる者さえいた。現代の狩猟採集社会では、四玉
歳の女性の平均寿命は二0年で、人口の玉~ハパーセントが六0歳を超えている.何が狩猟採集民を飢えや樂養不良から守ってくれていたかといえぱ、その秘密
は食物の多様性にあった。農昆は非常に限られた、バランスの悪い食事をする傾向にある.とくに近代以前は、農業に従事する人々が摂取するカロリーの大半は、小麦、
ジャガイモあるいは稲といった巣一の食物に由来し、それらは人間が●要とするビタミン、ミネラルなどの栄養素の一部を欠いている。従来、中国では典型的な農民は、
朝食に毛ご飯、昼食にもご無、タ食にもご飯を食べた。毎日食事にありつける幸連な人であれぱ、翌日もやはりご飯が食ぺられることが見込めナこ。これとは対照的に、古
代の特猟探集民は、平素から何十種類もの食べ物を口にしていた。農民の古代の先粗である特猟採集民は、朝食にはさまざまなべリーやキノコを食べ、昼食には果物
やカタツムリ、カメを食べ、タ食にはウサギのステーキに野菜のタマネギを添えて食べたかもしれナ'い.翌臼のメ阜ユーは、まったく遣っていた可能性がある。二のような
多様性のおかげで、古代の特猟採集民は必蔓な栄養稾をすぺて確実に摂取することができた.そのうぇ彼らは、何であれ単一の梗類の食ぺ物1こ頼っていなかった
ので、特定の食物が手に入らなくなっても、島まり困らなかっナ=。農耕社金は、早魅や火災、地震ナ'どでその年の稲やジャガイモなどの作物が台無Lになれぱ、飢値で

散々な目に遭った。特猟採集社会も自然災害と無縁とはおよそ言い難く、ときおり食物の不足や飢えに苦しめられたが、たいていはそうした災難にも農耕社会よりは楽

に対処できた。主な食料の一都が手に入らなくなったら、他のものを採集したり詩ったりできたし、あまり災害の影響が及んでいない地域に移ることもできた.古代の
詩猟探集民は、感継症の被害も少なかった。天熱痘や麻疹(はしか)、結核など、農耕社会や工業社会を苦しめてきた感染症のほとんどは家畜に由来し、農業革命以後
になって初めて人類も感染し始めた。犬しか飼い慣らしていなかった古代の抽猟課集民は、モうした疫病を免れた。また、農耕牡会や工業社会の人の大多数は、人口が
密集Lた不潔な永続的定住地で暮らしていた。病気にとって、まさに理想の温床だ。一方、袖猟採集民は小さな集団で動き回っていたので、感染症は蔓延のしようがな

健康に良く多様な食物、比較的短い労働時間、感染症の少なさを考え合わせた多くの専門家は、農耕以前の特猟操集社会を「原初の豊かな社会」と定かった。

義するに至った.とはいえ、これらの古代人の生活を理想化したら、それは誤りになる。彼らはたしかに農耕社会や工業社会の人の大半よりも良い生活を送っていたが、
モれでも彼らの世界は厳しく情け容教のない場所になることもあった.欠乏と苦難の時期は珍しくなく、子供の死亡率は高く、今日ならどうということもない事故であっさり
命を落とすこともありぇた。ほとんどの人は,ともに歩き回る集団内郁の親密な関係をおそらく享受できただろうが、その集団の仲間の敵意や嚇りを招いた不幸な人閻は.
たぷん非常に苦しんだだろう。現代の狩猟採集民は、歳をとったり障害を負ったりして集団についていけなくなった人を置き去りにしたり、殺Lさえしたりすることがある。
望まない赤ん坊や子供は殺すかもしれないし、宗教心から人間を生賛にする場合すらある。ーカ六0年代までパラグァイの密林に暮らしていた狩猟採集民のアチエ
族は、狩猟採集生活の暗い側面を垣間見させてくれる。・・ーー・・これもまた留意するぺきだが、アチェ族はパラグァイの農民たちに情け容赦なく追い詰められ、殺
された。おそらくアチェ族は、敵から逃れる必要があったために、集団のお荷物になりかねない者にはみな、はなはだ厳しい態度を取るようになったのだろう。実際に
は.アチェ族の社会は、あらゆる人間社会がそうであるように、非常に複雑だった。だから私たちは、表面的な知識に基づいて、彼らを悪者扱いにしたり理想化したりしな
いよう、注意しなけれぱいけない.アチエ族は天使でもなけれぱ悪魔でもなく、人頚だつた。そして、古代の特猟採集民にしても伺じだつたのだ。
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沈黙の帳

口図7 最初のぺットか?(写真)イスラエル北都で発見された1万2000年前の墓.中には、50歳の女性の骨格のそぱに、子犬の骨格があウた(左下)。子犬は女
性の顛のそぱに埋葬されていた。女性の左手は、感情的な結びつきを示すかのような形で犬の上に載せられている。もちろん、他の説明も可能だ。たとえぱ、子犬は来
世の門番に対する贈り物だったのかもしれない。

口を翆K死嵩の霊

平和か戦争か?

最後に、"猟採集民社会における戦いの役割という、厄介な疑間がある。古代の特猟擇集社会は、平和な楽園だと思い、職争や果力は農業革命に伴って、すなわち、
人々が私有財産を蓄え始めたときに、初めて現れたと主張する学者がいる。一方、古代の粕猟採集昆の世界は並外れて残忍で畢力的だったと断言する学者もいる。だ
が、どちらの考え方も空中接閣にすぎず、乏しい考古学的遺物と、現代の狩猟探集民の人類学的敏察というか細い糸でかろうじて大地につなぎ止められているだけ

ポルトガルやイスラエルの無悔の骨格と、ジエベル・サハバやオフネットの殺煮場のどちらが、古代狩猟採集民の世界の代峩としてふさわしい●■昆■■
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のだろう?筈えは、そのどちらでもない、だ.狗猟採集民が多種多様な宗教と社会構造を示したのと問じで、おそらく彼らの見せる暴力の度合いもさまざまだったのだろ
う。平和や平穏を享受Lた場所や時期もあれば、残忍な争いで引き裂かれた場所や時期もあったのだ。

●●●●卑
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古代詩猟採集民の生活の全休像を復元するのが難Lいとすれぱ、具体釣な出来事はほぼ回復不能だ。ネアンデルタール人が暮らす平地にサピエンスの生活集団が
初めて入り込むと、その後の年月には、息を呑むような歴史劇が演じられたかもれない。あいにく、そのような出会いの痕跡は、何も残らなかっただろう。よくても例外は、
數片の化石化した骨や一握りの石譽ぐらいで、しかも、どれほど綿密に研究したところで、それらは何も語ってくれない。こうした遺物からは、人類の解剖学的構造や技
術、食生活、二とによれぱ社会構造にっいてさえ、情報を引き出せるかもしれない.だが、近隣のサピエンスの集団どうしが結んだ政治的同盟や、その問盟を祝福した死
者の霊、その霊の祝福を確保するために地元の呪術節に密かに与えられたマンモスの牙製の珠については、何一つ明らかにならない。この沈黙の帳が何万年もの
歴史を覆い隠している。その長い歳月には、戦争や革命、熱狂的な宗教運勳が起二ったり、深遮な哲学理論や比類のない芙術の傑作が現れたりした可能性は十分ある。
特猟探集民の聞にも、ルクセンブルクの半分ぐらいの帝国を支配した、ナポレオンのような戦上手や、交響楽団こそないものの、竹製の笛の音で人々に感勘の涙を流さ
せた、ベートーヴェンのような楽聖、万物の創造主たる神ではなく地元のオークの木の言葉を明らかにしたカリスマ的な預言者がいたかもしれない。だが、これらはみな
ただの想像にすぎない。沈黙の帳はあまりに厚く、そのようなことが起こったかどうかすら私たちには確かではなく、ましてやモれらを詳細に記述することなど、望むぺくも
ない。学者は、自分が筈えられる目処の立つ疑問だけを投げかけがちだ。今はまだ入手不可能な研究の道具が発屍されナ'いかぎり、古代の詩猟採集民が何を信じ、
どのような政治劃を経駐したかは、永達に知りようがないだろう。それでもなお、答えが得られないような問いを発する二とは不可欠だ。そうしなけれぱ、「当時の人々は
重要なことは何もしなかった」などという言い訳をして、人類史七万年のうちの六万年を物り捨てる誘惑に駆られかねない。実際には、彼らは重要なことを数多く行なっ
た。とく1=、彼らは私たちの周りの世界を一変させた。それがどれほど大きな変化だったのかに、ほとんどの人が気づいていない.シベりアのツンドラや、オーストラリア大
陸中央都の砂漠、アマゾンの黙帯雨林を訪れるトレ・y力一は、人間の手に亭実上まったく触れられていない原始のままの領域に入ったとぱかり思いこむ。だが、それは
鰭覚だ。モこには特猟採集民が私たちよりも先に立ち入っており、彼らはどれほど植物の繁茂tる密林や、どれほど荒涼とした原野にさえも、劇的な変化をもたらした.
次章では、最初の農村ができ上がるよりもはるか以前に、狩猟操集民が私たちの感星の生態環境をどのようにして完全に作り変えたかを説明する.物語を語るサビエン
スの流浪の集団は、動物界が生み出したうちで最も重要かつ破壊的な力だったのだ.

第4章史上最も危険な種

認知革命以前には、どの人類種ももっぱらアフロ・ユ^シア大陸〔訳注アフり力大陸とユーラシア大陸を合わせた大陸〕で暮らしていた.ただし、泳いだり間に合わせ
の筏に乗ったりして海を渡り、腔に近い島のいくつかに住みつくことは、たしかにあった。たとえばフローレス島にはハ玉万年飲にすでに人類が移住していた.とはいえ、
彼らはまだ大海原に乗り出す二とはできず、アメリカとオーストラリアの両大陵や、日本、台湾、マダガスカル、ニュージーランド、ハワイといった還い島々にはまったく到
達していなかった。淘という障壁は.人類ぱかりではなく、アフロ・ユーラシア大陸の他の動植物の多くが、この「外界」1=行き着くのを妨げていた。その結果、オースト
ラリア大隱やマダガスカル島のような遠隔の地の生き物は、麗大な年月にわたって孤立したまま進化を遂げ、アフロ・ユ^シア大陸の遠い親戚たちとは大きく臭なる形
状や性質を持つようになっナニ。地球という惑星は、いくつかの別個の生態系に分かれており、そのそれぞれが、特有の動植物群から成っていた。このような豊かな生物
相に、ホモ.サピエンスが今まさに終止符を打とうとしていた。サぜエンスは認知革命の後、アフロ・ユーラシア大陸から抜け出Lて「外界」に移住するのに必要な技術
や組織力、ことによると先見の明さえも獲得した。彼らの最釖の成巣は、約四万五000年前の、オーストラリア大陸への移住だ。彼らがだうやって二の偉業を成し遂げ
たのか、専門家は説明に窮Lている。オーストラリアに到達するには、人類は幅一00キロメートル以上のものも含む幾多の海峡を越え、到着後はほとんど一夜にして、

すでに述ぺたとおり、ニューアイルランド島とニュープリテン島のような一剤の島々の間で、頻繁完全に新しい生態系に適応しなけれぱならなかったからだ。 .....

に海洋交易が行われていたことを示す、確固たる証拠もある。この新Lい航海の技能は太平洋の南西齢に限られてはいなかった。人類は、約三万王000年前に日本
に、約三万年前に台湾に、それぞれ勧めて到達している。どちらの場合にも、秒住考たちはまず外洋の広い海峡を渡らなければならず、彼らの祖先は何十万年にもわ
たってモれを成し遂げられずにいたのだった。人類によるオーストラリア大陸への初の旅は、歴史上屈指の重要な出来稟で、少なくともコロンブスによるアメリカへの
舷海や、アポローー号による月面着陸に匹敵する.人類がアフロ・ユーラシア大陸の生態系を離れてのけたのは、これが最初だった。それど二ろか、大型の睡上哨乳類
がアフロ'ユーラシア大陸からオーストラリア大陸へ渡るのに成功したのは、このときが初めてだ.それに輪をかけて重要なのは、これらの人類の開拓者たちが、この新
しい世界でした二とだ。特猟採集民が初めてオーストラリア大陸に足を踏み入れた鵬間は、ホモ・サピエンスが特定の腔塊で食物連蝋の頂点に立った暖聞であり、モれ
以降、人類は地球という感星の歴史上で最も危険な糧となった。人類はそれまでにも革新的な適痔や行動を見せたことはあったが、それが環境に与えた影響は微々
たるものだった。彼らはさまぎまな生息理境1こ移勤し、願佑するという、目覚ましい成功を収めてきたものの、そうした生息環境を劇的に変えることはなかった。ところが、
オーストラリアへの移住者、いや、より正確にはオーストラリアの征服者は、ただ適応しただけでなく、この大陸の生態系を、元の面影がないほどまで変えてしまっナニ。
人類がオーストラリア大陸の砂浜に残した最初の足跡は、たちまち波に擢き消された。だが、侵入者たちが内陸に進んだときには、それとは這う種類の、けっして拭い去
ることのできない足跡を残した。彼らが前進するにつれて遭遇した奇妙な世界には、未知の生き物が暮らしていた。体童二00キログラム、体長ニメートルのカンガルー
や、この大陸最大の捕食者で、現生のトラほど大きい、有袋類のフウロライオンがL寸立あまりに大きくて、抱き締めたいともかわいいとも思えないようなコアラが樹上でガ
サガサと音を立て、ダチョウの二倍もある飛べない鳥たちが平原を疾駆していた。ドラゴンのようなトカゲや長さ五メートルに達するへビが下草の中を沃るように進んで
いった。巨大なディプロトドン(ニ・五トンもあるウォンバット〔訳注ウォンバットはオーストラリア大陸の草食性有袋動物〕)が纛の中をうろついていた。鳥類と鷹虫類を除
けぱ、これらはみな有袋類で、カンガルー同榛、自分では何もできない極小の胎児のような子供を産み、それを腹部の袋の中で母乳で育てた。有袋顛の廟乳動物ほアフ
り力やアジアでは非常に珍Lかったが、オーストラリアでは嚢が物顔に振る舞っていた。その後数千年のうちに、これらの巨大な生き物は事実上すぺて聾を消しナニ。体
重が五0キログラム以上あるオーストラリア大陸の動物種二四種のうち、二三種が絶滅したのだ。それより小さい種も、多数が消えた。オーストラリアの生態系の全般に
わたって、食物連鎖が断ち切られ、配列普えが行われナニ。何百万年もの間で、これはオーストラリア大陸の生態系における最も重大な変化だった。これはみナ'、ホモ,サ
ピエンスのせいだったのだろうか?

( 156/276 )

告発のとおり有罪/オオナマケモノの最後

ノアの方舟:はこぷね

狩猟採集民の広がり1こ伴う絶滅の第一波に続いて、農耕民の広がり1こ伴う絶滅の第二波が起こった。この絶滅の波は、今日の産業活動が引き起二している■■●●■

絶滅の第三波を理解する上で、貴重な視点を与えてくれる.私たちの祖先は自憾と胴和して暮らしていたと主張する憲境保護運動家を信じてはならない。産業革命のは
るか以勣に、ホモ・サピエンスは畠らゆる生物のうちで、最も多くの勳植物種を絶減に追い込んだ記録を保持していた。私たちは、生物史上最も危険な種であるという、勢
しからぬ評判を持ウているのだ。もっと多くの人が、絶滅の第一波と第二波について知っていたら、自分たちが起こしている第三波についてこれほど無関心ではいな
いかもしれない。私たちがすでにどれほど多くの種を根絶してしまったかを知っていたら、いまなお生き証びている覆を守ろうという動樵が強まるかもかもしれない。これ
は大型の海洋勤物については、とくに重要だ。陸上の大型動物と違って、海の大型勳物は、認知革命と農業革命の害はあまり受けずに済んだ。だが、崖業公害と、人間
による海洋資源の濫用のせいで、今やその多くが絶滅寸前になっている。もし二のままいけば、クジラやサメ、マグロ、イルカは、チイプロトドンやオオナマケモノ、マンモス
と問じ運命をたどって姿を消す可能性力塙い。世界の大型生物のうち、人類の殺到という大洪水を唯一生き証びるのは人類そのものと、ノアの方舟を漕ぐ奴隷の役割を
果たす家畜だけということになるだろう。



第2剖農業革命

第5章農耕がもたらした繁栄と悲劇

●■■●■

葺沢の風 .'...

聖なる介入

以上の筋書きは、農業革命を計算這いとして説明するものだった。じつに説得力がある。歴史はそれよりほるかに馬鹿げた計算違いに満ちあふれている。だが、計算
這い以外の可能性もある、農耕への移行をもたらしたのは、楽な生活の探求ではなかったかもしれない。サピエンスは他にも強い願望を抱いており、モれらを達成する
ためには、生活が厳Lくなるのも厭わなかったかもしれないのだ。科学者はたいてい、歴史の農開の庫因を経済と人口動態の客観的要因に求める。そのほうが、彼ら
の合理的で敷学的な手法に適しているからだ。近代史の場合、学者はイデオロギーや文化といった非物質的要因を考慮に入れざるをえない。証拠寮類があるので、嫌
でもそうするしかない。文書や書簡、回想録がたっぷり残っているので、第二次大戦が食隆不足あるいは人口増加による圧力によって引き起こされたわけではないことを
立証できる。だが、たとえばナトゥーフ文化の文書などないので、古代に取り組むときには、物質的側面が最も重視される。文字を持たない人々が、経済的な必蔓性では
なく信仰心に動機づけられていた二とを証明するのは難しい。それでもごく稀には、歴然とした手掛かりが運良く見つかることもある。十九九玉年、考古学割二ちはト
ルコ南東部のギヨベクリ・テべと呼ぱれる場所で遺跡の発掘を始めた。最も古い層では定住地や家、日常的活動の形跡はまウたく見られなかった。と二ろが、見事な彫劃
を施した石柱から成る記念碑的構造物がいくつも出てきた。ーつひとつの石柱は、最大で七トンあり、高さは五メートルに達した。近くの採石場では、削り出しかけの石柱
がーつ発見された。重さは五0トンも島った。全部で一0を超える記念碑的構造物が発掘され、最大のものは差し渡しが三0メートル近くあった。考古学謝二ちにとっ
て、その手の記念碑的建造物は世界中の遺跡でお馴染みで、最も有名な例はイギリスのストーンヘンジだ。だが、キョベクリ・テぺを調べた考古学割二ちは、驚くべき事
実を発見Lナ=。ストーンヘンジは紀元前二五00年にさかのぼり、発嘉Lた農耕社会によって建設された.ところがギョベグノ'テぺに撫造物は、紀元前九五00年ごろま
でさかのぽり、得られる証迦はみな、特猟探集民が建設したことを示している。考古学界はこの発見をにわかには受け客れられなかった、これらの構造物がこれほど早
い時期までさかのぼり、農耕以前の社会がモれを建設した二とを確証する検査結果が相次いだ。古代の狩猟標集民の能力と、彼らの文化の複雑さは、従来考えられて
いたよりもはるかに自覚ましかったようだ。豹猟探集社会が、なぜモのような構造物を建設したりするのか?それらには、明白な実用的目的はなかった。マンモスの
屠殺場でも、雨宿りしたり、ライオンから身を隠Lたりする場所でもなかった.そこで残るのが、考古学者には解明の建しい、何らかの継めいた文化的目的のために建設
されたという説だ。それが何で高るにせよ、狩猟採集民たちは其大な手間と暇をかける価催があると考えたのだ。ギョベクリ・テぺの携造物を建設するには、異なる生活
集団や部族に所匡する何千もの狩猟採集民が長期にわたって徳力する以外になかった。そのような事業を雑持できるは、複雑な宗教的あるいはイデオロギー的休制L
かない。ギヨベウリ・テぺは、他にもあっと驚くような秘密を抱えていた。遺伝学煮たちは長年にわたって、験培化された小麦の起源をたどっていナ=。最近の発見からは、
栽培化された小麦の少なくとも一榎、ヒドyブコムギがカラカダ丘陵に由来することが窺える.この丘陵は、ギョペクリ・テぺから約三0キロメートルの所にある。これは
ただの偶然のはずがない。ギョベクリ・テぺの文化的中心地は、人顛による最勿の小峯の栽培化や小麦による人類の最釖の家畜化に、何らかの形で結ぴついている可
能性力塙い。この記念碑的建造物群を建設し、使用した人々を茎うためには、雁大な量の食べ物が必要だっナこ。野生の小麦の採集から集約的な小麦栽培へと詩猟採
集民が切り餐えたのは、通常の食糧供軸を増やすためではなく、むしろ、神殿の建設と運営を支えるためだったことは、十分考えられる.従来の見方では、開拓者たちが
まず村落を築き、それが繁業したときに、中央に神殿を建てたという二とになっていた。だが、ギョペクリ・テぺの遺跡は、まず神殿が建設され、その後、村落がモの周りに
形成されたことを示唆Lている。

革命の犠牲嚢ナニち ■■■●●

第6章神話による杜会の拡大

末来に屬する懸念/想像上の秩序/真の信嘉者たち/脱出不能の監獄

第7章書記体系の発明

「クシム」という署名/官僚制の驚異/数の言語

第8章想像上のヒエラルキーと差別

農業革命以降の何千年もの人類史を理解しようと思えぱ、最終的にーつの疑間に行き着く。人類は、大規摸な協カネットワークを雑持するのに必要な生物学的本能を
欠いているのに、自らをどう組織してそのようなネットワークを形成したのか、だ。手短に答えれぱ.人類は想像上の秩序を生み出し、喜記体系を考案することによって、
となる。二れら二つの発明が、私たちが生物学的に受け継いだものに空いていた穴を埋めたのだ。だが、大規摸な儘カネットワークの出現ぱ、多くの人にとって、喪い
二とずくめではなかっナこ.これらのネットワークを雑持する想像上の秩序は、中立的でも公正でもなかった。人々はモうした秩序によって、ヒエラルキーを成す.架空の集
団に分けられた。上層の人々は特権と権力を享畳したが、下層の人々は整別と迫害に苦しめられた。たとえぱハンムラビ法典は、と層自由人、一般自由人、奴隷という
序冽を定めている.上層自由人は人生の楽しみを独り占めしていた。一般自由人はそのおこぽれにあずかった。奴隷は不平を漏らそうものなら叩かれた。 .....

自由人と奴赦、白人と黒人、富める者と貧しい者の間の、以上のような区別は、虚権に根ざしている(男性と女性のヒエラルキーについては、後ほど論じる)。だが、想像
上のヒエラルキーはみな虚構を起源とすることを否定し、自然で必然のものであると主張するのが、歴史の鉄貝1けξ.たとえぱ、自由人と奴鯨のヒエラルキーは自然で正し
いと屍ている多くの人が、奴隷制は人類の発明ではないと主張してきた。ハンムラビはそれが神によって定められたと見なした。アリストテレスは、奴隷は「奴隷の性質」
を持っているのに対して、自由人は「自由な性質」を持っていると主張した。社会における彼らの地位は、彼らの生まれナよがらの性質の反蝕にすぎないというわげ

とはいえ、私たちの知るかぎり、これらのヒエラルキーはすべて人類の想像力の産物だ。・・・たいていの人は、自分の牡会的ヒエラルキーは自然で●●■●■

^0

公正だが、他の社会のヒエラルキーは誤った差準や滑稽な基準に基づいていると主張する。現代の西洋人は人種的ヒエラルキーという概念を剛笑うように教えられてい
だが、金持ちに、より豪華な別個の居住区に住み、より高名な別個の学校で学び、より設備の整った別個の施設で医療措置を受けることを命じる、富める者る。 ●■畢●●

と貧しい者のヒエラルキーは、多くのアメリカ人やヨーロッバ人には、完全に良識あるものに見える。だが、金持ちの多くはたんに金持ちの家に生まれたから金持ちで、貧
不幸な二とに、複雑な人間牡会には想像上のヒエラルしい人の多くはたんに貧しい家に生まれたから一生貧しいままでいるというのが、立証法の事実なのだ。

キーと不正な差別が必要なようだ。もちろん、すべてのヒエラルキーが道徳的に問一ではないし、社会のうちには、より極端な種類の差別を抱えるものもあるが、差別と
きっぱり訣別できた大型社会を学者はーつとして知らない。人聞はこれまで伺廣となく、人々を想像上のカテゴリーに分類することで牡会に秩序を生み出してきた。たとえ
ぱ、上慢自由人と一般自由人と奴軌、白人と黒人、貴族と平民、バラモンとシュードラ、富める者と貧しい者といったカテゴリーだ。これらのカテゴリーは、一部の人々を他
の人々よりも法的、政治的、あるいは杜会的に優位に立たせることで、何百万もの人々の間の関係を調整してきた。ヒエラルキーは重要な機能を果たす。ヒエラル
キーのおかげで、見ず知らずの人どうしが、個人的に知り合うために必饗ιされる時聞とエネルギーを浪費しなくても、お互いをどう扱うぺきなのか知ることができ

牡金的な差具の形成には、もちろん生まれつきの能力の違いも風係している。だが、能力や気質の多様性はたいてい、想像上のヒエラルキーの影響を受る。 ■●●●,

ける。その影響には二通りの重要な形がある。何と言つてもまず、たいていの能力は、育み、伸ばしてやらなければならない。人がある能力を持って生まれても、その才
能は育て、研ぎ澄まし、訓練してやらなけれぱ発揮されない。すべての人が、自分の能力を養い、磨くための機会を問じだけ得られるわけではない。モうした樵会がある
かどうかは普通、社会の想像上のヒエラルキーのどの位置にいるかで決まる. 第二に、違う階紐に属する人々がたとえ完全に伺じ能力を開発したとしても、臓●●●●■

なるルールで勝負しなけれぱならなくなるから、伺等の成功を収める可能性は低い。イギリスの支配下にあったインドで、不可触民の男性と、バラモンの男性と、カトリッ
ク教徒のアイルランド人男性と、プロテスタントのイングランド人男性が、仮に完全に問じビジネス感覚をなんとか発達させたとしても、金持ち1こなる問等の機会は得られ
なかっただろう。軽済のゲームは、法律的な制約と非公式のガラスの天井旧に見えない障壁)によって、不正に仕組まれていたからだ.

悪循環

あらゆる社会は想像上のヒエラルキーに基づいているが、必ずしも同じヒエラルキーに基づいているわけではない,その違いは何がもたらすのか?なぜインドの伝粒
的な社会は力ースト1こよって人々を分類し、オスマン帝■の社会は宗教によって分類し、アメリカの社会は人種によって分類するのか?ほとんどの場合、ヒエラルキー
は偶然の歴史的事情に端を晃し、さまざまな集団の既得権がモのヒエラルキーに基づいて発違するのに足並みを揃えて、何世代もの間に洗練され、不叢のものとなる。
たとえぱ、ヒンドゥー教の力ースト制は、約三000奪間にインド・アーリヤ人がインド亜大陸に侵入し、地元の人々を征服したときに具体的な形を取ったと多くの学者は
見ている。侵入きたちは階屡社会を打ち立て、当然ながらその中で上層(憎侶と武士)を占め、地元民を召使いや奴隷とした。侵入者は数が少なかったので、特権的な
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地位と独特の身分を失う二とを恐れた。彼らはそうぃう事態になるのを未然に防ぐため、人々を力ーストに分け、それぞれが、特定の職業に就いたり、社会の中で特定の
役割を果たしたりすることを義務づけた。それぞれの階層が、見'る法的地位や特権、義務を割り撫られた。異なる力ーストが交わることは(社会的交流、結婚、さらには
食事をともにすることさえも)禁じられた。そしてこの区別は、たんに法的なものにとどまらず、宗教的な神話と慣行の本質的な部分にさえなった.支配者たちは、カー
スト制度は歴史上の偶然の展開ではなく、人知を超えたキ宙の寅極かつ永還の現実を反映していると主張した.浄・不浄の概念はヒンドゥー教のきわめて重要な要素で、
社会的なピラミッドを支えるのに利用された。敬虔なヒンドゥー教徒は、他の力ーストの人と接触すれば自分個人のみならず、社会全体が識れるので、そうした擴触は忌
み嫌われるべきだと教えられた。そのような考え方はけっしてヒンドゥー教徒独特のものではない。歴史を通して、ほぽすべての牡会で、穫れと清浄の概念は、杜会的区
分や政治的区分を擁護する上で主要な投割を果たし、無数の支配陛級が自らの特権を雑持するために利用してきた.ただし、穫れに対する恐れは、聖戦者や君主によ
る完全な作り事ではない。病人や死体といった、病気の潜在的な感染源に対する本能的な嫌悪を人間に感じさせる、生物学的な生存の仕組みに根差しているのだろう。
女性、ユダヤ人、ロマ、ゲイ、黒人など、何であれ人間の集団を分離しておきたけれぱ、彼らが穫れのもとだと誰にも思い込ませるのが、最も有効な手段だ。ヒンドウー
教の力ースト制度とそれに付随する清浄関連の法は。インドの文化にしっかりと取り込まれた。インド・アーリア人の侵入が忘れられた後もずっと、インド人は力ースト制度
を信奉し、臭なる力ーストどうしの交わりが引き起こす穫れを忌み嫌い続けた。カーストも査化を免れたわけではない。実際、月臼が詐れるうちに、大きな力ーストが下位
の力ーストに次々に分割されていった。もともとの四つの力ーストは最熱的に、「ジャーティ」(文字どおりにはr生まれ」の意)と呼ぱれる三000の異なる集団に分かれ
た。だが、カーストがこれほど増えても、制度の根本原理は変わらず、それによれぱ、誰もが特定の階級に生まれつき、その決まりに少しでも背けぱ本人も社会全体も識
れる二とになる.ジャーティによって各自が就ける職業や、食べていいもの、住む場所、ふさわしい紘婚相手が決まる。通常は、自分と同じ力ーストの人としか結婚できず、
生まれた子供はその力ーストを受け継ぐ。新しい職業が生まれたり、斬しい人の集団が壹場したりするたびに、ヒンドゥー教社会で真っ当な地位を与えるために斬しい
カーストを公式に認める必蔓があった。カーストとして公式に認められなかった人々は、文字どおり力ースト外に置かれ、この階層社会の中で、最下層にすら入れナよかっ
た。彼らは不可触民として知られるようになった。彼らは他の人々から就れて暮らし、ゴミ捨て場で廃品を漁るといった、廟辱的で胸の悪くなるような方法で食いつないで
いかなけれぱならなかった。最下屠の力ーストの人でさえ、彼らと交際したり、食事を共にしたり、彼らに触れたりすることを遡"こ.彼らとの結婚は問題外だった。現代の
インドでは、民主的なインド政府がそのような区別を廃止して、異なる力ーストどうしの交わりに不浄な点はまったくないことをヒンドゥー教徒に納得させようと、あれこれ努
力しているにもかかわらず、結艦と職業は力ースト制度の影響を依然として強く受けている。

アメリカ大陸における漬浄/男女間の格差/生物学的な性別と社会的・文化的性別/男性のどこがモれほど優れているのか?/筋力/攻撃性ノ家父長制の遣
伝子

第3都人類の統一

第9章統一へ向かう世界

農業革命以降、人間牡会はしだいに大きく複雑になり、社会秩序を雑持Lている想像上の携造体も精巧になっていった.神話と虚構のおかげで、人々は恬とんど誕生
の踊間から、特定の方法で考え、特定の標準に従って行動し、特定のものを望み.特定の規則を守ることを習慣づけられた。こうして彼らは人工的な本能を生み出し、そ
のおかげで歴大な数の見ず知らずの人どうしが効果的に撰力できるようになった。この人工的な本能のネットワークの二とを「文化」という。二0世紀前半には、学者
たちは次のように教えた.どの文化もモれを永遮に特徴づける不褒の本質を持っており、完全で、調和している。人間の集団にはそれぞれ独自の世界観と、社会的、法
律的、政治的取り決めの制度があり、惑星が恒星の周りを回るように、集団を円滑に動かしている。この見方によれぱ、文化は放っておかれれば変化しないという。ひた
すら間じ速度で同じ方向に進み続け、外から力が働いたときにだけ、文化は変化しうるのだった。たとえぱ人類学者や歴史学者、政治家は「サモア文化」あるいは「タスマ
ニア文化」に言及し、サモア人やタスマニア人が大昔から同じ信念や規範、価値観を特徹としてきたかのように語った。だが今日では、文化を研究Lている学者の大
半が、その逆が真臭であると結諭している.どの文化にも典型的な信念や規範、価値鳳があるが、それらはたえず変化している。文化は斑墳の爽化に対して査わったり、
近隣の文化との交流を通Lて寳わったりする。さらに、自らの内的ダイナミクスのせいで褒遷を経験することも胡る。生態学的に安定した理境に、完全に孤立して存在し
ている文化でさえ、変化は免才ゾ'い.矛盾とは無繰の物理学の法則とは違って.人間の手になる秩序はどれも、内都の矛盾に満ちあ'゛1ている。文化はたえず、モうし
た矛盾の折り合いをつけようとしており、この過程が変化に弾みをつける。たとえぱ中世ヨーロッパの貴族は、キリスト教と騎土道の両方を信奉していナ=。典型的な貴族
は、朝、敦会に行き、聖職者が聖人たちの生涯について長々と語るのに耳を傾けた。「空の空なるかな。すべては空なり。富と欲と名誉は危険な誘惑である.人はそれら
を超越し、キリストの例に倣わなげれぱならない。キリストのように乗和になり、暴力と贅沢を避け、攻撃されたなら、ただ、もう一方の頬を差L出すように」と聖職者は説く。
柔和な気分で物思いに沈みながら家に駆け戻った貴族は、きらびゃかな絹の衣服に着讐え、君主の城での饗宴に出かける。そこではブドウ酒がふんだんに擾る舞われ、
吟遊詩人がランスロットとグィネヴィアの物語を歌い、客たちは野卑プ'冗談を交わし、血なまぐさい戦話に興じる。「恥を抱えて生きるよりは死んだ方がましだ」と貴族たち
は言い放つ.r人の堂れに纂いを挟むような輩がいたら、血をもってしかその屈辱は拭えない。それに、敵力価前で逃げ出し、モのかわいい娘たちが足下で震えているの
を目にするのに優ることなど、人生に高るだろうか?」この矛盾が完全に解決される二とはついになかった.だが、ヨーロッパの貴族や窒職者、庶民がそれ1こ取り躯む
うちに、文化が変わった。解決の試みのーつが十字軍の遭征につながった。這征では、騎土たちは戦場での武勇と宗教的献身を一度に立証できた。問じ矛盾が、テンプ
ル騎土団やヨハネ騎士団などの軍事的宗教団体の創設にもつながった。これらの団体の成員たちは、キリスト教と騎士道の理想をなおさら緊密に噛み合わせようとした。
この矛盾はまた、アーサー王や聖杯の物語など、中世の芸衛や文学のかなりの部分を生み出すことにもなった。アーサー王の伝説は、善き騎士は善きキリスト毅徒たり
うるし、また、善きキリスト教徒たるぺきであること、そして、著きキリスト教徒が最高の騎士になることを証明しようという試み以外の何物でもないではないか。 .....

中世の文化が聴士道とキリスト教との折り合いをつけられナよかったのとちょうど尚じように、現代の世界は、自由と早等との折り合いをつけられ司'にいる。だが、これは欠

雛ではない。このような矛盾は栃らゆる人間文化につきものの、不可分の要素なのだ。それど二ろか、それは文化の原動力であり、私たちの種の創造性と活力の根源で
もある.対立する二つの音が同時に演妻されたときに楽曲が嫌でも進展する場合があるのと問じで、思考や概念や不位和音が起こると、私たちは考え、再評価し、批判
することを余儀なくされる.課和ぱかりでは、はっとさせられることがない。緊張や対立、解決不能のジレンマがどの文化にとってもスパイスの役割を果たすとしたら、

だの文化に属する人聞も必ず、矛盾する信念を抱き、相容れない価憧感に引き裂かれることになる。これはゼの文化にとっても本質的な特徽なので、「認知的不協和音」
という呼ぴ名さえついている.認知的不協和音は人間の心の欠輪と考えられることが多い。だが、じつは必須の長所なのだ。矛盾する信念や価憧鯉を持てなかったとし
たら、人間の文化を打ち立てて雑持することはおそらく不可能だっただろう。たとえぱキリスト教徒が、通りの先に島るモスクに通うイスラム教徒のことを理解したいと
心から願っていたら、すべてのイスラム教文化のジレンマ、つまり規則と規則がぷつかり合い、標準どうしが衝突している部分を調ぺるべきだ。イスラム教徒を最もよく理
解できるのは、彼らが二つの庫則の間で揺れている塙所なのだ。

歴史は統一に向かって進み続ける

人類の文化はたえず変化している。この査化は、完全にランダムなのか、それとも、何かしら全体的なパターンを伴うのか?言い換えると、歴史には方向性が畠るの
か?答えは、ある、だ。何干年もの間に、小さく単純な文化が、より大きく複雑な文明に少しずつまとまっていつたので、世界に存在する巨大文化の数はしだいに減り、
そうした巨大文化のそれぞれが、ますます大きく複雑になっナこ.これはもちろん、非常におおざっぱな一般論であり、巨視的:マクロ:な次元でしか正しくない.徴視的:ミク
自:の次元では、一群の文化がーつの巨大文化にまとまるたびに、別の巨大文化が分裂Lているように見える。モンゴル帝国はアジアの広い範囲とヨーロッパの一部に
まで支配を広げたが、やがてぱらぱらになった。キリスト教は何憶もの人を改宗させたが、同時に無数の宗派に分裂した。ラテン語はヨーロッパ西部と中都に広まったが、
やがて地域ごとに方冨に分かれ、それが最終的に各国語になった。だがこれらの分裂は、統一へと向かう止めようのない趙勢に反する一時的な逆転にすぎない。こ
の歴史の方向性に気づくかどうかは、じつは視点の問超だ。物事の展開を何十年、何百年という単位で考察する、いわゆる鳥融的な視点から歴史を眺めれぱ、歴史が
統一へ向かっているのか、それとも多様性へと向かっているのかを判断するのは難しい。だが、長期的な過程を理解するには、鳥融的な視点では、訪まり1こ筏野が狭す
ぎる。鳥の視点の代わり1こ、字宙を荒ぷスパイ衛星の視点を採用したほうがいい。この視点からなら、数百年ではなく数干年が見渡せる。そのような視点に立てば、歴史
は鞍一に向かって執勘に進み続けていることが歴然とする。キリスト教の分割やモンゴル帝国の崩壊は、歴史という幹線道路におけるただのスピード抑止帯:バンプ:で
しかないのだ。歴史の進む全般的な方向を理解する最善の方法は、地球という惑星上に伺時に存在する別個の人間牡会の数を數えることだ。今日私たちは、地球

全体をーつの単位として考える二とに慣れているが、じつのと二ろ歴史の大半を通じて、地球は孤立して散在する無数の人聞社会の一大星霊だった。 地球●●■■●

上には卿'る人間社会がいくつ存在したのだろう?紀元前一万年ごろ、この星には何千もの社会があった。紀元前二000年には、その数は数百、多くても数干まで
減っていた.一四五0年には、その数はさらに激減していナニ。ヨーロッバ人による大航海時代の直前だった当時、地球にはタスマニアのようなごく小規模な世界が依然と

して相当数あった。だが、人類の九割近くが、アフロ・ユーラシア大陸という単一の巨大世界に暮らしていた。アジアとヨーロッパの大半と、アフり力の大半(サハラ砂漠以
南のかなりの部分を含む)は、文化、政治、経済の重要な粋ですでに結ばれていナこ。世界人口の残り一割の大半は、相当な規模と痩雑さを持つ四つの世界に分かれ
ていた。

1 メソアメリカ世界一一中央アメリカのほぼ全土と北アメリカの一都に及ぷ領壊。

2 アンデス世界一一南アメリカ西部のほぽ全土に及ぶ領堆。
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ヨオーストラリア世界一ーオーストラリア大陸全土に及ぷ領域。

4 オセアニア世界一ーハワイからニュージーランドまで、太平洋南西部の禽々の大半を含む領域。

その後三00年間に、アフロ・ユーラシア大陸という巨人は、他の世界をすべて呑み込んだ。・"ーアフロ・ユーラシア大陸という巨人が、呑み込んだものをすぺて消
化するまでには数世紀かかったが、この過程は逆転不可能だった。今日、人類のほぽ全員が同一の地政学的制崖(地球全体が、国際的に承認された国家に分割され
ている)や、問一の経済制度(資本主義の市場勢力が、地球上の最果ての地まで支配下に置いている)、問一の法制度(少なくとも理論上は、人権と国際法があらゆる
場所で有効になっている)、同一の科学制度(イラン、イスラエル、オーストラリア、アルゼンチン、モの他どこの専門家であれ、原子の構造あるいは結核の治療法につい
て、完全に見解をーにしている)を持っている。ただし、この単一のグローバル文化は、問種のものから成るわけではない。単一の有機休には多種多様な器官や細胞
があるのとちょうど問じで、私たちの単一のグローバル文化にも、ニューヨークの株式仲買人からアフガニスタンのヒツジ飼いまで、多種多様な人々や生活様式が見られ
る。モれでも彼らはみな、緊密に結ぴついており無数の形で互いに影響を与え合っている。相禽わらず口論したり争ったりするが、伺じ概念を使って口論し、問じ武器を
使って争う。正真正銘の「文明の衝突」は、耳の聞こえない人どうしの会話のようなものだ.どちらも相手の言っている二とがわからない.今ヨ、イランとアメリカが武力を
ちらつかせて脅し合うときには、両国とも国民国家や資本主義経済、国際的権利、原子物理学の言語で話している。私たちは相変わらず「純正」の文化という二とをし
きりに口にするが、独自に発展し、外都の影響を免れた古代の地元の伝統から成るものを措して「純正」というのなら、地上には純正な文化はーつとして残っていない.
過去数世紀の間に、すべての文化はグローバルな影響の洪水で、恢とんど康形をとどめないほどまで査化してしまったからだ。 ・ーーー四九二年1こは、アメ.....

り力大陸に馬はいなかった.一九世紀のスー族やアバッチ族の文化には魅力的な特徽が多いが、それは「純正」にほほど還く、グローバルな力がもたらした、近代文化
だったのだ。

グローバルなビジョン

「私たちVS.彼ら」という進化上の二分法を叢初に超越し、人顛統一の可能性を予見Lえたのは、貿易商人や征服者、預言者だった.貿易商人にとっては、全●●●●■

世界が単一の市場であり、全人類が潜在的な顧客だった。かれらは誰にでもどこにでも当てはまる経演的秩序を打ち立てようとした。征服者にとっては、全世界は巣一
の帝国であり、全人類は潜在的な臣民であり、預言者にとっては、全世界ほ単一の真理を内包しており、全人類は潜在的な信者ナ'つた。彼らも、誰にでもど二にでも当て
はまる秩序を確立しようとしていた。過去三000年間に、人々はそのようなグローバルなビジョンを実現させようと、しだいに多くの野心的な試みを重ねてきた.この
後の三章では、貨幣と帝国と普逼的宗教がどのように拡がり、今日の一体化された世界の差礎を築いたかを諭じる。皮切りは、史上最強の征服者の物語で、極端なま
での寛容性と適応性を備えたこの征服者は、その特性を活かして人々を熱烈な信奉者に変えた。その征服者とは、貨幣だ。伺じ神を信じていない人々も、問じ王に従嵐
していない人々も、喜んで問一の貨幣を使う。高れほだアメリカの文化や宗教や政治を憎んでいたウサマ,ピンラディンでさえ、アメリカのドルは大好きだった。神も王も通
用しない所で、なぜ貨幣は成功できたのだろう?
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第10章最強の征服者、貨幣

物々交換の限界/貝殻とタバコノ貨幣はどのように機能するのか?/金の福音/貨幣の代償

第"章グローバル化を進める帝国のビジョン

帝国とは何か?/悪の帝国?/これはお前たちのためなのだ/「彼ら」が「私たち」1こなるとき/歴史の中の善人と悪人/新Lいグローバル帝国

0『サピエンス全史(下)ーー文明の楕造と人類の幸福』(2016年9月30日初版発行著者ユヴァル・ノアリ、ラリ訳者柴田裕之発行者小野寺優発行所株式金社河
出書爵新社)は以下記します。

第12章宗教という超人間的秩序

神々の台頭と人類の地位/偶像崇拝の急憙/神はーつノ善と悪の戦い/自熱の法則/人間の崇拝

第13章歴史の必然と継めいた選択

1 後知恵の誤謬/2 盲目のクレイオ



第4剖制学革命

第14章無知の発見と近代科学の成立

仮にスペインの農民力晒暦一000年に眠り1こ落ち、玉00年後、コロンブスの率いる水夫たちが二ーニャ号とピンタ号とサンタ・マリア号に騒々しく乗り込む音で目
覚めたとしたら、その世界は非常に馴染み深いものに見えたはずだ。技術や作法、政治的境界には多くの変化があったとはいえ、この中世版りツプ・ヴァン,ウィンクル
〔訳注ワシントン.アーヴィングの問名の小説の主人公で、二0年間眠り続けた後、目覚めて、世の中の変りょうに驚く〕は、すんなり溶け込めただろう。だが、もしコロン
ブスの水夫の一人が同じような眠りに落ち、ニー世紀のiph0閥の着信音で目覚めたとしたら、そこは、理解しがたいほど奇妙な「旦界に思えるだろう。「ここは天国か?」
と披は自問するかもしれナ'い。「それとも、ひょっとしたらー一地煮か?」過去玉00年間に、人問の力は前例のない驚くべき発展を見せた。一五00年には、全世界
にホモ.サピエンスはおよそ五億人いた。今日、その数は七0憶に達する。一玉00年に人類によって生み出された財とサービスの艶価値は、今日のお金に換算して、
二五00憶ドルと推定される。今日、人顯が一年間に生み出す価値は、六0兆ドルに近い。一玉00年には人穎は一日当たりおよそ+三兆カロリーのエネルギーを消
費していた。今日、私たちは一白当たり一玉00兆カロリーを溝費している。にれらの数字を屍直してほしい。私たちの人口は十四倍、生産量は二四0倍、エネルギー
消費量はー一王倍に増えたのだ)。現代の戦艦が一隻、コロンブスの時代にタイム・スリップしたとしよう。その戦艦は、ほんの融秒のうちに二ーニャ号とビンタ号とサ
ンタ・マリア号を木っ端微塵にし、それから当時のすべての大国の軍艦を撃沈できるだろう。自分はかすり悔一つ負わずに.また、現代の貨物船が五隻あれぱ、世界の
全商船隊の積み荷を積粧できただろう。現代のコンピューターが一台あれば、中世の図書館という図書館の写本や巻物に記された文字と数字のすべてを楽々保存でき、

十六世紀に記億容量にはなお余裕が残っただろう。今日の大きな銀行ならばどれで島れ、近代以前の世界中の王国を合わせた以上のお金を拷っている。 ....,

なるまでは、地球を一周した人間は一人もいなかった。だが、一五二二年、マゼランの遠征艦隊が七万二000キロメートルの焦を終えてスペインに帰り着いたとき、歴
史が変わった。この族には三年かかり、マゼランを含め、ほぼ全員が命を落としナ=。ーハ七三年、ジュール・ヴェルヌは、裕福なイ羊ノスの冒険家フィリアス・フォッグが八
0日間で世界を一周しうるかもしれナ'いと想像できた。今日では、中産階級ほどの収入のある人ならだれもが、わずか四ハ時間で安全かつ手軽に地球を一周できる.
一五00年には人類は地表に閉じ込められていた。塔を建てたり、山に窒ったりすることはできたが、空は鳥や天使や神々の領域だった。一九六九年七月二0日、人
頴は月に降り立った。これは、歴史的偉業であるぱかりでなく、進化上の偉業、さらにぱ字宙の偉業でさえあった。それ以勧の四0憶年という進化の歴史で、地球の大気

だが、過去玉00年問で最も嘘目するべき決定的圏すら脱しえた生き物はなかった。まして、月面に足跡(あるいは触手の跡)を残した者など皆無だった。 .....

級間は、一丸四五年七月十六日午前五時二九分四五秒に訪れた。まさにその暖間に、アメリカの科学割二ちがニューメキシコ州のアラモゴードで世界初の原子爆弾を
爆発させたのだ。それ以降、人類は歴史の行方を変えるだけではなく、モれに終止符を打つ二とさえできるようになったのだった。アラモゴードや月へと続く歴史的過
程は、科学革命として知られている。この革命の間に、人類は科学研究に資金を投入することで、途方もない新しい力の数々を獲得Lた。これが革命であるのには、理
由が畠る。西暦一玉00年ごろまでは、世界中の人顛は、医学や軍事、経済の分野で新たな力を獲得ずる能力が自らにあるとは思えなかったのだ。政府や裕福な後擾
者が教育や学間に資金を割り当てはしたものの、その自的は一般に、新たな能力の獲得ではなく、既存の能力の雑持だった。近代以前の典型的な支配者は、自分の支
配を正当化して社会秩序を維持Lてもらうことを願って、聖職者や哲学者、許人にお金を与えた。ELて、彼らが新しい医藁品を発見したり、斬しい武器を鼻明Lたり、経
済成長を促したりすることは期待Lていなかった.だが過去五00年間に、人間は科学研究に投資することで自らの能力を高められると、しだいに信じるようになった。
これは根拠のないただの思い込みではなく、経験的に繰り返L立証された亭実だった。そうした証拠が増えるほど、裕福な人々や政府がますます多くの麦源を喜んで科
学に投入した.そのような投責がなかったら、私たちはけっして月面を歩いたり、撤生物に手を加えたり、原子を分裂させたりできなかっただろう。たとえぱアメリカ政府は
この数十年闡に、何十億ドルもの資金を原子物理学に割り当ててきた。二の分野の研究から得られた知識のおかげで、庫子力発電所の建般が可能になり、安価な電力
がアメリカの諸産案に供給され、諸産業力けメリカ政府に税金を払い、政府はその税金の一部を使って、原子物理学のさらなる研究に出責する.近世の人間はなぜ、
研究を通Lて新Lい力を獲得する自らの能力をしだいに信じるようになったのか?何が科学と政治と経済の鉾を作り出Lたのか?その答えの一剖を提供するために、
本章では近代科学の性質に注目する。続く二章では、科学とヨーロッパの諸帝国と資本主義の経済との問盟風係の形成について考寮する.

ロ〔コ研究コカ.資源=〕(図式)科学革命のフィードバック・ループ。科学が進歩するには、研空だけでは十分ではない。進歩は、科学と政治と経済の相互支
擾に依存している。政治と経済の樵関が責源を提供する.モれなしでは科学研究はほぼ不可能だ。提助のお返しとして、科学研空は斬Lい力を提供する。その用途のー
つが、新しい資源の獲得で、掃られた資源の一都が、またしても研究に投賓される。(説明)

無知な人

人類は少なくとも認知革命以降は、神羅万象を理解Lようとしてきた.私たちの祖先は、尾大な時間と労力を注ぎ込んで、自然界を支配する諸法則を発見しようとした.
だが、近代科学は従来の知識の伝統のいっさいと三つの重大な形で具なる。

日進んで無知を認める意思.近代科学は「私たちは知らなし、」という意味の「喰れ0佃mUき」というラテン語の戒めに基づいている。近代科学は、私たちがすぺてを知っ
ているわけではないという前提に立つ。それに輪をかけて重要なのだが、私たちが知っていると思っている事柄も、さらに知識を獲得するうちに、誤りであると判明する場
合がありうることも、受け入れている。いかなる概念も、考えも、説も、神聖不可侵ではなく、具臓を差し挟む余地がある。

b 楓察と数学の中心性。近代科学は無知を認めた上で、新Lい知識の獲褐を目指す。この目的を達するために、近代科学は短察結果を収集し、それから数学的ツー
ルを用いてモれらの観察結果を結びつけ、包括的な説にまとめ上げる。

C 斬しい力Φ獲得。近代科学は、鋭を生み出すだけでは満足しない.近代科学はそれらの説を使い、新しい力の獲得、とく1こ新しいテクニロジーの開発を目指す。

科学革命はこれまで、知識の革命ではなかった。何よりも、無知の革命だった。科学革命の発蟷は、人類は自らにとぅて最も重要な疑問の数々の答えを知らないという、
重大な発見だった。イスラム教やキリスト教、仏教、儒教といった近代以前の知臓の伝統は、この世界について知るのが雲要である亭柄はすでに全郁知られていると
主張した.偉大な神々、あるい1*単一の万能の絶対神、はたまた過去の賢者たちが、すべてを網羅する知恵を持っており、それを聖典や口承の形で私たちに明かしてく
れるというのだ。凡人はこうした古代の文書や伝承をよく藹べモれを適切に理解する二とで、知識を得ナこ。聖婁やウルアーン(コーラン)、ヴェーダ〔訳注ヒンドゥー教最古
の聖典〕から神羅万象の決定的に重要な秘密が抜け落ちており、モれが血の通う肉体を持つ生き物、つまり人間に今後見直されるかもしれないなどということは考えら
れナ'かっナニ。古代の知識の伝統は、二種類の無知しか認めていない。第一に、個人が何か重要な事柄を知らない場合。その場合、磨要な知繊を得るためには、詮か
もっと賢い人に尋ねさえすれぱよかっナ=。謝ξ誰も知らないことを晃見する必要はなかった。たとえぱ、一三世紀のヨ^シャーのある村で、農民が人類の起源を知りた
けれぱ、彼は当然キリスト教の伝統に決定的な答えが見つかると考えた。だから、地元の翌職者に尋ねさえすれぱ済んだ.第二に、伝統全体が重蔓でない事鞆につ
いて無知な場合。当熱ながら、偉大な神々や過去の賢人たちがわざわざ私たちに伝えないことは、何であれ重要ではない.先ほどのヨークシャーの農民が、クモはどう
やって巣を張るのかを知りたけれぱ、聖職者に尋ねても無駄だった。この疑間に対する答えは、キリスト教の聖典のどれにも見つからないからだ。だからといって、キリス
ト教に欠陥があるわけではなかった.それは、クモがどうやって巣を張るかを理解するのは霊要ではないということだ。つまるところ、神々はクモがどうやるかは完霊に

近代科学は、最知っていた.これが人間の繋栄と敷涛にとって必要な、重要極まりない情報だったなら、神は輩書に広範囲に及ぶ説明を含めていただろう。 .....

も量要な疑聞に対して集団的無知を公に認めるという点で、無知の知襍の伝統だ。ダーウィンは自分が「最後の生物学者」で、生命の誕をすべてすっきりと解決したなど
とは、けっして主張Lなかっナニ。広範な科学研空を何世紀も貢ねてきたにもかかわらず、生物学者は脳がどのようにして意識を生み出すかを依然として説明できないこと
を認めている。物理学者は何が原因でビッグバンが起こったかや、量子力学と一般相対性理論の折り合いをどうつけるかがわからないことを認めている。モの他の場
合にも、競合する科学の説が、たえず現れる新たな証拠に基づいて猛然と議論されている。モの最たる例が、どのように経済を運営するのが最善かをめぐる擬諭ナ'。
個々の経済学者は自分の方法が最善だと主張するかもしれないが、正統派の学説とされるものも、金融危機や株式バブルが起こるたびに褒わるし、経済学の結諭はま
だ出ていないというのが一般的な受け止められ方だ。さらに、特定の説が、入手可能な証拠によって一貫して支持されているので、他の説がとうの昔に放棄されてしまっ
ているという場合もある。そうした説は正しいものとして受け入れられるが、万一それと矛盾する新たな証拠が出現したら.やはりその説も改訂Lたり放棄したりしなけれ
ぱならなくなるということに誰もが間意Lている。プレートテクトニクスや進化の理論がその好例だ。進んで無知を認める意思があるため、近代科学は従来の知謙の伝
統のどれよりもダイナミックで、柔軟で、探求的1こ尤「つた。そのおかげで、世界の仕組みを理解したり新しいテクノロジーを発明したりする私たちの能力が大幅に増大しナニ.
だがそのせいで私たちは、祖先の恬とんどが対処せずに済んだ深刻な間踊に直面している。私たちはすべてを知ってはいないし、今持っている知蹴でさえ仮のものでし
かないという、現在の私たちの仮定は、匿大な数の見ず知らずの人どうしが効県的に協力することを可能にしている共有の神話にさえも及ぶ。これらの神話の多くが疑
わしい二とを示す証拠が出てきたら、私たちはどうやって社会のまとまりを保てるのか?私たちのコミュニティーや匡や国際的制度はどうやって機能できるのか?

社会政治的な秩序を安定させるための近代の試みはすべてこれまで、以下の二つの非科学的方法に頼るしかなかっナこ。

.科学的な説をーつ選び、科学の一般的な慣行に反して、それが最終的かつ絶対的な真理であると宣言する。これはナチスと共産主義者が使った方法だ(ナチスは、
自らの人種政策は生物学的亭実の必然的掃結だと主張し、共産主義者は、マルクスとレーニンは反駁の余地のまったくない経済の絶対的心理を見抜いたと主張Lた)。
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b モこから科学を締め出し、非科学的な絶対的心理に即して生きる。これはこれまでの自由主義の人間至上主叢がとってきた戦略で、この主義は、人間には特有の価
値と権利が島るという独断的信念に基づいて構築されている。その信念は、ホモ・サビエンスについての科学研究の成果とは、呆れるほど共通点が少ない。

だが、これに驚いてはいけない。科学自休さえもが、研究を正当化し、必要な資金を調達するには、宗教的な信念やイテオロギー上の信念に瀬らぎるをえないのだか
ら。とはいえ、近代の文化は以前のどの文化よりも、無知を進んで受け客れる程度がはるかに大きい.近代の社会秩序がまとまりを保てるのは、ーつには、テクノロ
ジーと科学研究の方法とに対する、ほとんど宗椴的なまでの信奉が普及しているからだ。この信奉は、絶対的な真理に対する信奉に、島る程度まで取ウて代わってし
まった。

科学界の教靴

近代科学には教義はない.とはいえ、共通の核となる研究の方法はある。そうした方法はみな、経験釣領察結果(少なくとも私たちの五感のーつで観察できるもの)を
収集L、数学的ツールの助けを惜りてそれをまとめること1こ基づいている.歴史を通じて、人々は軽験的概案結果を収集Lてきたが、これらの観察結果の重要性はた
いてい限られていた.必要な答えはすべてすでに持っているのに、新しい観察結果を得るために、なぜ貴霊な資源を無駄にするのか、というわけだ。だが近代の人々は、
いくつかの非常に重要な疑問の筈えを知らないことを認めるようになると、完全に新しい知識を探す必要を感じナニ。その結果、近代の支配的な研突方法は、古い知識は
当然不十分だとみなす。古い伝統を研究する代わり1こ、今や重点は新Lい観察や実験に置かれている。現在の般案結果が過去の伝統と衝突Lたときには、観察結果が
優先される。もちろん、はるか彼方の銀河のスペクト1レを分析している物理学者や、青銅器時代の都市の遺物を分析している考古学者、責本主義の出現を研究している
政治学者は、伝統をなおざりにしたりしない.彼らは過去の賢人たちが言ったことや書いたことの研寅から始める。だが、物理学者や考古学者、政治学者を志望する人
は大学の一年目から、彼らの使命はアインシユタインやハインリヒ・シユリーマン、マックス・ウェーバーが樗た知識を凌駕することにあると教えられる。 とはいえ、

ただの観察結果は知繊とは違う。神羅万象を理解するためには、観察結果をまとめて包括的な説にする必要が島る。従来の伝毓はたいてい、自らの説を物語の形で組
み立てた。一方、近代科学は数学を使う。聖書やクルアーン、ヴエーダ、儒教の権威ある響物には、方程式やグラフ、計算はほとんど出てこない。伝統的な神話や聖
典が一般法則を規定するときには、数学的形式ではなく物語:ナラティブの形式で提示した.たとえばマニ教の根本原理では、世界は善と悪の戦場で畠るというふうに断
言されている。悪の力が物質を生み出す一方、善の力が精神を生み出した。人聞はこれら二つの力に引き裂かれているが、悪ではなく善を選ばなければならない。だが、
マニ轍の始祖である預言者のマニは、これら二つの力のそれぞれの強さを定量化することで人間の選択を予測するのに使える、数学的公式を提供Lようとはしなかった。
彼は、「人間に働く力は当人の精神の加速度を当人の身休の質量で割った値に等しい」などという計算は、ついぞしなかった。だが、それこそ科学者たちが成し遂げ
ようとしていることにほかならない。一六八七年にアイザック・ニュートンは、近代史上おそらく最も鳶要な書続である『自然哲学の數学釣諸原理』(邦訳『プリンシピアー
一自然哲学の数学的原理』中野猿人訳、講談社、一九七七年、他)を刊行しナニ。ニュートンは運動と変化の一般理諸を提示した。ニュートンの説が素晴らしいのは、木か
ら禁ちるりンゴから流星まで、宇宙のあらゆる物休の勳きを、以下の三つのごく単純な数学的法則を使って説明し、予測できる点にある。 1Σ今F=0 2Σ÷F=m

→FI,2=一→F2,1 それ以降、砲弾や感星の動きを理解L、予想したい人は雄でも、その物体の質量、運動の方向と加速度、モれに働いている力を測定す→紅

るだけでよくなった。これらの数値をニュートンの方程式に代入すれぱ、その物体の将来の位置が予想できた.まるで魔法のようだった.一九世紀の終わりごろになって
ようやく、科学者たちはニュートンの法則にうまく当てはまらない裡察結果にいくつか遭遇し、それが物理学における次の革命、すナ'わち相対性理諭と量子力学へとつな
がった。ニユートンは自然という書物が数学という言語で婁かれていることを示した。け二とえぱ)一章ほどの文章も、煎じ詰めればーつの明快な方程式になる場合が
ある.だが、生物学や経済学、心理学をニユートンのもののようなすっきりした方程式に還元しようとした学者たちは、これらの分野には一定の複雑性が伴うため、そのよ
うな目標は達成が覚東ない二とを発見Lた。とほいえこれは、彼らが数学を捨てたということではない。過去二00年間に、現実の持つ複雑な側面に対処するために、新
しい數学の都門が発展した。すなわち、統計学だ.一七四四年に、アレクサンダー・ウェブスターとロバート・ウォーレスという二人のスコットランドの長老派椴会の牧師
が、亡くなった牧師の妻や子供に年金を支給する生命保険基金を設立することにした。二人は長老派教会の聖職者ナ=ちに、各自が収入のごく一都をこの基金に拠出し、
茎金がそのお金を投資することを提案した。ある牧師が亡くなると未亡人は善金の利益の配当を受け取る。そうすれば、死ぬまで生活に困らない。だが、牧師たちがど
れだけの額を拠出すれぱ、基金は義務を果たL続けられるかを見槿めるためには、ウェブスターとウオーレスは毎年亡くなる牧師の数や、後に残される末亡人と孤児の
數、米亡人がその後生きる年数を〒測する必要が島っナニ。この二人の牧師がしなかったことに注目してほしい.彼らは答えを啓示してくれるように神に祈らなかった。
聖書や古代の神学者の作品の中に答えを探すこと屯なかった。抽象釣な哲学の識諭も始めなかった。二人はスコットランド人らしく、実際的なタイプだった。そこで彼らは
工〒インパラ大学の数学教授コリン・マクローリンを雇った。そして三人で、人が死ぬ年齢についてのデータを集め、それを使って、一年に亡くなるであろう牧師の数を計
算Lた。彼らの作業は、そのころ統計学と確串の分野で起二ったぱかりのいくつかの飛躍的発脹に基づいていた。そのーつが、ヤコブ・ベルヌーイによるr大数の法
則」の覺見だ。ベルヌーイは、特定の人の死のような、単一の事煮を正確に予想するのは難しくても、多くの類似の事象の平均的結果を高い精度で予想するのは可能で
あるという原理を体系化した。つまり、マクローリンはウェブスターとウォーレスが翌年亡くなるかどうかを数字を使って予想することはできないが、十分な量の〒ータがあ
れぱ、スニットランドの長老派教会の牧師が翌無何人ぼぼ確実に亡くなるかをウエブスターとウォーレスに轍えることができた。幸い、彼らはおあつらえ向きのデータを利
用できた。五0年前にエドモンド・ハリーが発行した保険数理表がとりわけ役に立った.ハリーはドイツの都市ブレスウラ〔訳注現在ではポーランドの都市ヴロツワコ〕で
手に入れた、ーニ三八件の艇生とー一七四件の死亡の記録を分析した。ハリーの表を見ると、たとえぱどの年であれ、二0歳の人が亡くなる可能性は一00分のーで
あるのに対して、玉0歳の人が亡くなる可能性は三九分のーであることがわかる.二うした数字を処理し、ウェブスターとウォーレスは、どの時点でもスコットランドの
長老派教会の牧飾は平均で九三0人おり、毎年平均で二七人が亡くなり、モのうちのーハ人が妻を後に残すと結諭した。・・・彼らの計算によれぱ、「スコットランド
教会の牧師の未亡人と遺児への支払いのための甚金」は一七六五年までに総額五万八三四ハポンドの資金を調達できるはずだった。そして、モの計算は驚くほど正確
だった。その年が交たとき、基金の資金は五万八三四七ポンドで、予想よりわずかーポンド少ないだけだったのだ!二れはハパククやエレミヤ、聖ヨハネらの預言さえ
凌ぐ。今日、「スコットランドの未亡人:スコティッシユ・ウィドウズ」と略称されるウェブスターとウォーレスの基金は、世界でも最大規摸の年金・保険会社だ。-000億ポ
ンドの資産価億を誇る問社は、スコットランドの未亡人だけではなく、問社の保険に加入する気のある人なら詐とでも契約する。二人のスコットランド人牧師が使ったよ
うな確率計算は、年金事業や保険事業の拠り所である保険数理表ぱかりでなく、人口統計学にれまた、ロバート・マルサスというイングランド国教会の牧師によって創始
された)の基礎にもなった。そして人口銃計学自体は、チャールズ・ダーウィン(彼はもう少しでイングランド国教会の牧師になるところだった)が進化設を築き上げるときの
土台となった。特定の条件の組み合わせの下でどのような種顛の生き物が進化するかを予想する方程式はないが、遺伝学者は確率計算を使って、特定の個体群の中
で特定の突然喪具が広まる可能性を求める。問じような確率モデルは、軽済学や牡会学、心理学、政治学、モの他の社会科学や自熱科学にとって重要になった。物理
学さえも最終的には、量子力学の確串の雲を使つてニュートンの古典的方程式を補足した。 教育の歴史を見るだけで、この過程のおかげで私たちがどれほゼ進

歩Lたかがわかる。歴史の大半を通じて、数学は教萎ある人々さえ机にしか真剣に研究しない、ごく少数の人の分野だった。中世のヨーロッバでは、論理学と文法学と修
辞学が教育の核心を形成していたのに対して、数学の指導は、単純な計算と表何の範囲にとどまるのが常だった。統計学を学ぶ人などいなかった。畠らゆる学闇のうち、
並ぷ者のない王者は神学だっナこ.今日、修辞学を学ぶ学生はほとんどいない。論理学の教育は哲学科に、神学の教育は神学柱に限られている。逆に、ますます多く
の学生が数学を学ぶよう動機づけられ(あるいは強制され)ている。そこには、精密科学へと向かう、杭い難い潮流が見られる【「精密」とは、数学的ツールの使用を意味
する)。人閏の言語の研究(言語学)や人間の心の研究(心理学)といった、伝統的に人文科学に含まれていた研究分野でさえ、しだいに数学に頼り、自らを精密科学とし
て提示しようとしている。毓計学の口座は今では物理学と生物学だけではなく、,D理学や社会学、経済学、政治学でも基本的な必修科目になっている。私自身の大学
の心理学科の講義憂覧では、カリキュラムで履修が養務づけられている最初の講座は「心理学研究における銃計学と方法諭入門」だ。心理学専攻の二年生は「心理学
研究における統計的方法」を取らなけれぱならない。人間の心を理解し、心の病を治すためには、まず銃計学を学ばなけれぱならないと言われたら、孔子もブッダもイエ
スもムハンマドも、さぞかしとまどったことだろう。

知は力

たいていの人が近代科学を消化するのに苦労するのは、そ二で使われる數学的創吾が、私たちの心には捉えにくく、モの所見が常識に反することが多いからだ。世界
1こ暮らす七0憶の人のうち、量子力学や細胞生物学、マクロ軽済学を本当に理解している人がどれだけいるだろう?それでも科学がこれほどの寅望を欲しいままにし
ているのは、それが私たちに新しい力を与えてくれるからだ。大統領や将軍たちは、原子物理学は理禦していないかもしれないが、核爆弾に何ができるかは、よく知って
いる。一六二0年にコランシス・ベーコンは『ノヴム・オルガヌムーー新提関』(桂寿一訳、岩波文庫、一九七八年他)と題する科学の声明書を刊行した。その中で彼は
「知は力なり」と主張した。「知慢」の真価は、モれが正しいかどうかではなく、私たちに力を与えてくれるかどうかで決まる。科学者は苦通、どんな理諭も一00パーセン
ト正しいことはないと考えている。したが0て、正しいかどうかは知識の真価を間う基準としてははなはだ不適仞だ。真の価値は有用性にある。新Lい二とを司能にしてく
れる理諭こそが知識なのだ.何世紀もの間に、科学は私たちに数多くの新しいツールを提供してきた.死亡車や経済成長を〒想するのに使われるもののような.知的
作業を助けるツールも島る。それ以上に重要なのが、テクノロジーのツールだ。科学とテクノロジーの間に結ぱれた紳は非常に弦固なので、今日の人は両者を混問する
ことが多い。私たちは科学研究がなけれぱ新しいテクノロジーを開発するのは不可能で、新しいテクノロジーとして轄実Lない研究にはほとんど意味がないと思うことが
多い.じつは、科学とテクノロジーの欄係は、ごく最近の現象だ.西暦一五00年以前は、科学とテクノロジーはまったく別の領壊だった。一七世紀初期にべーコンが
両者を結びつけたとき、それは革命的な鼻想だった。一七世紀と一八世紀にこの関係は強まったが、両者がようやく結ばれたのは一九世紀になってからだった.ーハ0
0年にさえ、強力な軍隊を望む支配者の大半や、事業を成功させたい経営者の大半は、物理学や生物学、経済学の研究にわざわぎお金を出そうとはしナよかった。私
1+,,1-'^乱゛,t^ー゛ーノ゛1ム、【゛ート^一「.1、ヱ゛門1+ザネ1+゛チ'、^゛門゛一嘩血^^,,;:.リι.゛,●i,、'ー゛^^北角^1◆i:◆門ヱ゛ニエユ゛:'ξ、こ1-^●゛.^血^^゛゛こ工.ミ1
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た先例が全体像を曇らせる珍Lい例であるときには、そうとわかる。一般的に言って、近代以前の支配者や事業者のほとんどは、新しいテクノロジーを開発するために神
羅万象の性質についての研究に資金を出すことはなかったし、ほとんどの思想家は、自らの所屍をテケノロジーを利用した装置に室えようとはしなかっナニ。支配者は、既

存の秩序を強化する目的で伝統的な知識を広めるのが使命の教育機関に出資した.現にあちらこちらで人々は新Lいテクノロジーを開発したが、モれは通常、学者
が体系的な科学研究を行うのではなく、無学な聯人が試行鰭娯を繰り返すことで生み出したものだった。荷章の製造業者は、来る年も来る年も問じ材料を使って同じ荷
車を組み立てた,年間収益の一都を取っておいて、新しい荷車のモデルを研究開発するのに回すことはなかった。枯車のデザインはときおり向上したが、それはたいて

い、大学には足を踏み入れたことがなく、字さえ読めない地元の大工の創意工夫のおかげだった。これは民聞都門ぱかりでなく公的部門にも当てはまった.現代国家
が、エネルギーから健康、ごみ処理まで、国家政策のほぼすべての領域で科学者の助言を仰いで解決策を提供Lてもらうのに対Lて、古代の王国はめったにそうし
なかった。当時と今の違いが最も顕著なのが兵器の開晃・製造だ。一九六一年、退任間近のドワイト・アイゼンハワ一大銃領が、しだいに増していく軍産複合体の力につ
いて警告を発したとき、モの体制の一部を抜かしてしまった。彼は、軍事・産業,科学複合体について、アメリカの注意を促すべきだったのだ。なぜなら、今日の戦争は科
学の所産だからだ。世界各国の軍隊は、人類の科学研究とテクノロジー開発のかなり大きな都分を創始し、それに資金を注ぎ込み、その方向性を決める。第一次大
戦がいつ果てるともしれない藍壕戦の泥沼に鮠ったとき、両陣営は科学者たちの擾助を仰ぎ、腰着状態を打ち破って自国を敦おうとした.科学者たちはその呼びかけに
応え、戦闘機や毒ガス、戦車、潜水艦、際限なく性能を上げる機関銃や大砲、小銃、爆弾など、斬しい驚異の新兵譽が各地の研究所から絶え間なく送り出された。

戦車から原子爆弾やスパイリ、工に至るまで、多種多様な軍事テクノロジーにこのように執着するのは、意外学は第二次大戦ではさらに大きな役割を演じた。 .....

にも最近の現象だ。一九世紀までは、軍事面での革命の大多數は、テクノロジー上ではなく組織上の畜化の産物だった。二つの異なる文化が初めて遭遇したときには.
テクノロジーの格差が重要な役割を果たしたこともある。だが、そのような場合にさえ、意図的にそのような格差を生み出したり拡げたりしようと考えるものはほとんどいな
かった.たいていの帝国は、テクノロジーの持つ魔法のような力のおかげで台顛したわけではなく、その支配者たちは、テクノロジーを向上させることについてろくに考え

なかった。アラビア人は敵に優る弓や剣のおかげでササン朝ぺルシア帝国を打ち破ったわけではないし、セルジニ^族もビザンティン帝国の国民より技術の面で優位
に立っていたわけではなく、モンゴル人も何か創意工失に富んだ新兵器の助けで中国を征服したわけではない。それどころか、これら三つの場合のすべてで、敗れた側
のほうが優れた軍事技術と民間技術を享畳Lていたのだ。ローマ軍はとくに素晴らしい例を提供してくれる。ローマ軍は当時の最高の軍隊だったが、技術に関して言
えば、ローマはカルタゴやマケドニア、セレウコス帝国よりも優れてはいなかった。ローマ輩の優位は、その効率的な組織や、鉄の規律、大規模な予備兵力のおかげだっ
た.ローマ軍は研究闇発郁門を創設することはけっしてなかったし、兵器は何世紀にもわたって啄ぽ問じままだった。・ーー古代口ーマと問じこと力估代中国にも当て
はまる。ほとんどの将軍と哲学者が、新しい兵器の開発は自らの義務だとは思っていなかった。中国史で最も重要な軍事的発明は、火藁だ。もっとも。重厶たちの知るかぎ
りでは、火薬は不老不死の霊藁を探していた道椴の鐘金術師にようて偶燃発明された。火藁がモの後どのように使われたかを見ると、なおさら物事がはっきりしてくる。
その道教の諌金術師のおかげで中国は世界の支配者になっただろうと考えてもおかしくない.と二ろが実際には、中国人はこの新Lい化合物を主に爆竹に使った。宋帝
国がモンゴル人の侵略によって崩壊するときにも、中世版マンハッタン計画を実施して最終兵器を発明し、帝国を敷おうとする塵帝はいなかった。火藁の発明から約六
00年たった一玉世紀になってようやく、アフロ・ユーラシア大陸の戦場で大砲が決め手となった。火藥の恐ろしい潜在能力が軍事目的に使われるまでに、なぜこれほだ
長い時間がかかったのか?モれは火藁が出現した時代には、王や学者、商人は、新しい軍事技術によって敷われるとも、金持ちになれるとも思っていなかったからだ。
状況は一五世紀と一六世紀に変わり始めたが、厚とんどの支配者が斬兵嘉の研究と開発に資金提供することに興味を示すまでには、さらに二00年が過ぎナこ。そのた
め、戦争の結果には、テクノロジーよりも兵姑学と戦略がはるかに大きな影響力を擴るい続けた。ーハ0玉年にアウステルリッツでオーストリアとロシアの連合軍を打ち

破ウたナポレオンの軍隊は、ルイー六世の章隊が使っていたものとほぽ間じ兵器で武装Lていた。ナポレオン自身はもともと砲兵士官だったが、科学者や発明家が空を
飛ぷ機械や潜水艦、ロケットの開発のために資金を出すよう説得しようとしても、新しい兵器にはほとんど閥心を示さなかっナニ。科学と産業と軍事のテクノロジーがよう

やく結びついたのは、資本主義と産業革命が到来してからだった。だが、いったんこの関係力眺立されると、それはたちまち世界を一変させた。

表向きは解決不可能とされる人類のあらゆる間題のうちでも、最も困難で興味深く、重蔓であり幌けているものがある。ほかならぬ死の問艇だ。近代後期以降は、ほと
んどの宗教とイデオロギーは、死が私たちにとって免れられない運命であるのは当然だと考えていた。そのうぇ、多くの信仰は死を、生命の意味の主蔓な源泉に変えて
いた.死のない世界では、イスラム教やキリスト教、古代エジプトの宗教がどうなるか想像してほしい。これらの宗教の教義は人々に、死を克服してこの地上で永遠に生
きょうとするのではなく、死を受け容れ、死後の生に躯みを託すよう教えた。賢者たちは死を逃れようとすることではなく、死に意味を与えることに励んだ。それ力侃た
ちに伝わっている最古の神話、すなわち古代シュメールのギルガメシュ神話のテーマだ.その主人公は、戦にかけては無敵という、世界で最も強力で有能な、ウルクの
王ギルガメシュだ。ある日、ギルガメシュの親友エンキドウが亡くなる。ギルガメシュは亡骸の傍らに座り、何日も見守るうちに友の鼻の穴から姐虫が一匹落ち二ぼれるの
を目にする。その途端、ギルガメシニはひどい恐れに擦らわれ、自分は絶対に死ぬまいと決意する。なんとかして、死を打ち負かす方法を見つけるのだ、と。そこでギル
ガメシュは世界の果てまで旅し、ライオンを殺し、サソリ人間たちと戦い、黄泉の国へと足を踏み入れる。そこで彼は石の巨人たちを打ち砕き、死者の渡る川の渡し守ウ
ルシャナビの助けで、原初の大洪水の最後の生き残りであるウトナピシュティムを屍つける。それでもギルガメシュは、この探求の目的を果たせなかった。モして、相変わ
らず死すべき運働を背負ったまま空Lく故螂に戻るが、ーつだけ新Lい知恵がついていた。神々が人間を造ったとき、避けようのない人間の宿命として死を定めたのであ
り、人闇はその宿命の下で生きていかなくてはならないことを、ギルガメシュは学んだのだった。向上を信奉する人々は、二の敗北主蔓の態度を共有していない。科学
者にとって、死は避けようのない症命ではなく、たんなる技術上の問題だ。人間が死ぬのは神々がそう定めたからではなく、心臓発作や癌、感染症など、さまざまな「技
術上の不具合」のせいだ.そして、どんな技術上の間題にも、技術的な解決策がある。・・・きわめて優秀な人々は、死に意味を与えようとして時間を浪費しているわ
けではない.そうではなく、彼らは病気や加齢を引き起二す生理学的仕組みやホルモンの仕組み、遺伝の仕組みの研究に余念がない。彼らは私たちの寿命を伸ぱし、い
つの日か死神すら打ち負かすような新しい医藁品や画期的な治療法、人工臓器を開発している。最近まであなたは、科学妻が、あるいは他の雑であれ、そこまで率
直な物言いをするのを耳にしたことはなかっただろう.r死を打ち負かす?なんと蔦鹿らしい!私たちはただ、癌や紘核やアルツハイマー病を治そうとしているだけで
す」と彼らは言い張った。人々が死の問題を避けていたのは、この目標はとうてい達成できそうになかったからだ。過産な期待を生み出してもしかたないというわけだ.と
二ろが今、私たちは正直に語れるところまできている。科学革命の最も霊要なプロジェウトは、人類に永還の命を与える、というものだ。死を打ち倒すのがはるかに遮い目
標に見えるとしても、厚んの数世紀前には考えられなかった二とを私たちはすでにし、くつか達成している。・""ワーテルローの戦いから二世紀が過ぎた今、状況は
一寳した。飲み薬や注射、高度な手術のおかげで私たちは、かつては免れようのない死の宣告を突きつけてきた無數の病気や負傷でも、命が助かるようになった。また、
臼常的な痛みや軽い病気の数々からも守られている。近代以前の人は、そうしたものも人生の一部として淡々と受け容れざるをえなかった。平均寿命ぱ、二五~四0歳
から、全世界では約六七歳、先進国では約八0歳まで大幅に伸びた。死が最大の敗北を喫したのが、小児死亡牢の分野だ。二0世紀まで、農耕社会の子供の四分
のーから三分のーが成人前に亡くなった。その1まとんどがジフテリアや麻疹、天然痘のような疾患で命を落とした。一七世紀のイングランドでは、新生児一000人のう
ち一玉0人が最初の一年で死亡L、すべての子供の三分のーが一玉歳になる前に死んだ.今日、最初の一年で亡くなるイングランドの赤ん坊は一000人中わずか
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進歩の理想

科学革命以前は、人類の文化のほとんどは進歩というものを信じていなかった。人々は、黄金時代は遇去にあり、世界は仮に衰退していないまでも停滞Lていると考え
ていた。長年讃み重ねてきた叡智を厳しく固守すれば、古き良き時代を取り戻せるかもしれず、人間の創意工夫は日常生活のあちこちの面を向上させられるかもしれな
い。だが、人類の実際的な知識を使って、この世の根本的な諸間姻を克服するのは不可能だと思われていた。知るぺきことをすべて知っていたムハンマドやイエス、ブッ
ダ、祝子さえもが机優や疫病、貧困、戦争をこの世からなくせなかったのだから、私たちにそんなことがどうしてできるだろう?多くの慣仰では、いつの日か救世主が
現れて戦争や飢値にすべて終止符を打ち、死さえなくすと信じられていた。だが、人類が新しい知峰を発見したり新しい道具を発明したりしてそれを成し遂げられるという

考えは、滑稽というだけでは済まされず、不遜でさえあった。バベルの塔の話やイカロスの話、ゴーレムの話、その他無数の神話は、人間の限界を超えようとする試みは
必ず失望と惨事につながることを人々に教えてし寸二。近代の文化は、まだ知られていない重要な事柄がある二とを認め、そのような無知の自認が、科学の発見は私
たちに新しい力を与えうるという青え方と結ぴついたとき、真の進歩はけっきょく可能なのではないかと人々は思い始めた。解決不可能なはずの問劇を科学がーつまた
ーつと解決し始めると、人類は新しい知燦を獲得Lて応用することで、どんな問題もすべて克服できると、多くの人が確信を持ちだした。貧困や病気、戦争、飢値、老齢、
死そのものさえもが、人類の避けようがない運命ではなくなった。それらはみな、私たちの無知の産物にすぎないのだった。 ・・・貧困は人間の介入によっ,●●●■

て解決できる技術上の問題であると、しだいに見られるようになっているのだ。農学や軽済学、医学、社会学の分野での最新の成果に基づく政策で、貧困を排除できると
いうのが、今や常謙だ。そして実際.世界の多くの地域が、最悪の形態の貧困からすでに解放されている。歴史を通して、社会は二種類の貧困に苦L人,できた。ーつ
は社会的貧困で、他者には得られる榛会を一部の人が享受できない状態だ.もうーつは生物学的貧困で、食べ物や住む場所がないために人々の生命モのものが脅か
される状態だ.社会的貧困は今後もずつと根艶できないかもしれないが、世界の多くの図では、生物学的貧困は遇去のものとなっている。巖近まで、ほとんどの人が
生物学的貧困練ぎりぎりの生活を送ってし寸郭この線を下回ると、摂取カロリーが不足Lて、人はいくらもしないうちに生命を雑持できなくなる。ごく些細な娯算や不運に
よって、人は簡単にこの憾を害1り込み、飢鰻に陥ることがあった.自然災害や人災でしぱしば一国全体がどん底に落ち込み、雁大な敷の死者が出た。今日、世界の人々
のほとんどが、セイワティネットの上で暮らしている。各自が保険や、図家が費用を負担する社会保障制度、地元や国際的なNGO(非政府機関)の数々によって、災いか
ら守られている。一地方全体が災鮭に見舞われたときには、たいていは世界的な敦援活動が功を麦し、最悪の事態は避けられる。人々はさまざまな不名誉や屈辱、貧
困関連の病気に相変わらず苦しんでいるが、大半の国では餓死する人はいない。それどころか、多くの社会では飢えよりも胞満で亡くなる危陰の島る人のほうが多いほ
どだ。

ギルガメシュ・プロジェクト



五人で、一玉歳になる前に死亡する子供も一000人に七人にすぎない。・ーー 不死を探求するギルガメシュ・プロジェクトほ、完了までどれだけの時間がかか
ホモ・サピエンスについても、問じことができるだろうか?ナノテクノロジーの専門家たちは、生物工学を利るのか?-00年?五00年?-000年? ●■●■●

用して造った、何百万ものナノロボットから成る免疫系を開発している。そうしたロボットを私たちの体内に住まわせ、血管の詰まりを解消したり、ウイルスや細菌と戦った
り、癌細胞を除去したり、果ては加齢の過程を逆転したりさせようというのだ。真剣な学者のなかには、人間の一部が二0五0年までに「非死:アモータル」(「不死:イ
モータル」ではない。なぜなら、依然として事故で死にうるからだ.「非死」とは、致命的な外悔がないかぎり、無限に寿命を延ぱせることを意味する)になるという人も少数
ながらいる.歴史的見地に立てぱ、近代以降のほとんどの宗教とイチオロギーがすでに死と死後の生を計算に入れなくなっているのは非常に輿味深い。十八世紀ま
で、宗教は死とその後を、生命の意味にとって重要であると考えていた。だが十八世紀になると、宗教と、自由主載や社会主養、フェミニズムのようなイデオロギーは、死
後の生への関心をすべて失った。・・・近代のイデオロギーで、依然として死に霊要な役割を与えているのは、国民主義だけだ。国民主薩は、詩的な韻間や切羽詰まっ
た韻間には、国民のために死ぬものは誰であれ、その集合的記憶の中に永還に生き続けると約東する。とはいえその約東はあまりに暖昧なため、国民主義者の大半も
解釈に窮している。

制学を気前よく橿助する人々

私たちは技術の時代に生きている。私たちのあらゆる問盟の答えは科学とテクノロジーが概っていると確信している人も多い。科学者と技術者に任せておきさえすれぱ、
彼らがこの地上に天国を生み出してくれるというのだ.だが、科学は他の人間の活動を超えた優れた倫理的あるいは精神的次元で行なわれる営みではない。私たちの
文化の他の畠らゆる部分と問樺、科学も経済的、政治的、宗教的関心によって形作られている。科学には非常にお金がかかる。・・・一過去玉00年間、近代科学
は政府や企業、財閥、個人献金者は科学研究に莫大な金額を注ぎ込んでくれたおかげで、驚興的な成果を峯げてきた。その莫大なお金のほうが、天体の配置を搭き出
し、地球の地図を作り、動物界の自蜂を作る上で、ガリレオ・ガリレイやクリストファー・ニロンづス.チャールズ・ダーウィンよりも大きな賃献をした。もしこれらの天才が生
まれていなかったとしても、きっと誰か別の人が問じ偉業を達成していただろう.・ー・だが、ヨーロッバの列強が世界各地での地理学的、動物学的、植物学的研究に
出資していなかったら・、ダーウィンもウオーレスも進化諭を打ち立てるのに必要な経験的データを入手できなかっただろう。彼らはやってみようとさえ思わなかった可能

性が高い。なぜ莫大なお金が政府や企業の金庫から研究室や大学へと流れ始めたのか?学究の世界には、純粋科学を信奉する世間知らずの人が多くいる。披ら
は、自分の想像力を掻き立てる研究ブロジェクトなら何にでも政府や企業が利他主義に則ってお金を与えてくれると信じている。だが、二れは科学への資金提供の実轟
からかけ雛れている。ほどんどの剰学研究は、モれが何らかの政治的、経済的、あるいは宗教的目楳を達成するのに役立つと雉かが考えているからこそ、資金を提
供してもらえる。たとえば一六世紀には、王や銀行家は世界の地理的探撲を支援するために、匪大な資金を投じたが、児童心理学の研究にはまったくお金を出さなかっ
た.それは、王や鍍行家が、新たな地理的知識の発見が、新たな士地を征服して貿易帝国を打ち立てるのを可能にすると思ったからであり、児童心理の理解には何の
利益も見込めなかったからだ。一九四0年代にアメリカとソ連の政府は水中考古学ではなく原子物理学に途方もない責源を投入Lた。水中考古学は戦争に勝利する
役には立ちそうもないのに対して、原子物理学を研究すれば核兵嬰の開発が可能になるだろうと考えたからだ。科学者由身はお金の流れを支配している政治的、経済
的、宗教的闡心をいつも自覚しているわけではないし、実際、多くの科学者が純粋な知的好奇心から行動している。とはいえ、剰学者が科学研寅の優先順位を決めるこ
とはめったにない。たとえ私たちが、政治的、軽済的、あるいは宗教的関心の影響を受けない純粋科学に資金提供することを望んでも、おそらく実行は不可能だろう.

何と言おうと、私たちの資源は限られている。・ー・・限られた資源を投入するときには、「何がもっとも重要か?」とか「何がよいか?」といった疑問に答えなくてはならな
い。そして、モれらは科学的な疑問ではない。科学は二の世に何があるかや、物事がどのような仕組みになっているかや、朱来に何が起こるかもしれナよいかを説明できる。
だが当然ながら、科学には、未来に何が起こるべきかを知る資格はない。宗教とイデオロギーだけが、そのような疑閻に答えようとする。 この質問に対する.....

科学的な答えはない。政治的、経済的、宗教的な答えがあるだけだ.・・・・科学は自らの優先瀬位を設定できない.また、自らが発見した物事をどうするかも決めら
れない。だとえぱ、純粋に科学的な視点に立てぱ、遺伝学の分野で深まる知謙をどうすべきかは不明だ。・・・自由主義の政府や共産主義の政府、ナチスの政府、資
本主義の企業は、まったく同じ科学的尭見をまったく異なる目的に使うであろうことは明らかで、そのうちどれを遇ぷべきかについては、科学的な根拠はない。つまり、
科学研究は宗教やイデオロギーと提携した場合にのみ栄えることができる。イデオロギーは研究の費用を正当化する。それと引き換えに、イデオロギーは科学研究の優
先順位に影響を及ぼし、発見された物事をどうするか決める。したがって、人類が他の数ある目的地ではなくアラモゴードと月に到達した軽緯を理解するためには、物理
学者や生物学者、社会学者の業横を調べるだけでは足りない。物理学や生物学、杜会学を形作り、特定の方向に進ませ、別の方向を無視させたイデオロギーと政治と
経済の力も、考慮に入れなくてはならないのだ。とく1=注意を向けるべき力が二つある。帝国主義と資本主義だ。科学と帝国と責本の聞のフィードパック・ループは、過
去五00年間にわたって歴史を動かす最火のエンジンだったと言ってよかろう.今後の章では、その働きを分析していく。まず、科学と帝国という二つのタービンがどのよ

うにしてしっかり結びついたかに注自L、続いて、両者が資本主義の資金ポンプにどのようにつながれたかを見てみることにする。
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鰭15章科学と帝国の融合

なぜヨーロッバなのか?ノ征服の精神構造/空白のある地図/字宙からの侵略ノ帝園が支擾した近代科学

第16章拡大するバイという資本主轆のマジック

拡大するパイ/コロンブス、投資家を探す/資本の名の下に/自由市場というカルト/資本主義の地獄

第17章産業の推進力

熱を運勳に変換する/エネルギーの大洋/ベルトコンベヤー上の命/ショッピングの時代

第18章国家と市場経済がもたらした世界平和

近代の時間/家族とコミュニティーの崩壊/慈憶上のコミュニティー/寮化し続ける近代社会/現代の平和/帝国の撤退/康子の平和:パクス・アトミカ

第19章文明は人間を幸福にしたのか

幸福度を測る/科学から見た幸福

人生の意轆

私たちを当惑させるハクスリーの世界は幸せと快感は等Lいという生物学的前提に基づいている.幸せであるとは、肉休的な快感を榧験することにほかならない。そう
した快感の強崖や持続時間が生化学によって制限されていることを思えば、人々が長期にわたって高い水準の幸福を経験するためには、生化学システムを繰作する以
外に方策はない。だが、この幸せの定義に翼樵を唱える学者もいる。・ーーすると、自分の白常生活について、多くの人々の見方の中に一見矛盾Lているように思
われる点が見つかった. これはつまり、人聞には自分にとって何が良いのかがよくわかっていないことを意味するのだろうか?そういう見方もできるだろう。だ■●●●●

がこの発見は、幸福とは不快な時間を快い時間が上回ることではないのを立証Lているとも考えられる.幸せかどうかはむしろ、ある人の人生全体が有意養で価使ある
ものと見なせるかどうかにかかっているというのだ。・・・文化や時代を問わず、人々は問じような響ぴや苦Lみを味わってきたが、そうした経駿に認める意味合いに

は、おそらく大きな違いが島っただろう。となると、章福の歴史は、生物学者の想定よりもはるかに擦幅の大きいものだったかもしれない。この結論は、近代を必ずしも高く

評価しない。人生を分刻みで逐一査定すれば、中世の人々はたしかに悲惨な状況にあった。ところが、死後には永遠の至福が訪れると信じていたのならぱ、彼らは信仰
を持たない現代人よりもずっと大きな意義と価値を、自らの人生に見出していただろう。なにしろ、現代人ははるか先を見通したときに、何ら意蔓を持ちえない完全な忘却

では、中世の先祖たちは、死後の世界についての集団的妄想の中に人生の意味を見出していたおかげで、幸せだったのだろうしか期持できないのだから。 ■■■,●

か?まさにそのとおりだ。そうした空想を打ち破る者が出ないかぎりは、素せだったに這いない。これまでにわかっているところでは、純粋に科学的な梗点から言えぱ、
人生にはまウたく何の意妹もない。人類は、目的も持たずにやみくもに展開する進化の過程の所産だ。私たちの行動は、神による字宙の究極の計固の一部などではなく、
もし明朝、地球という惑星が吹き飛んだとしても、おそらく宇宙は何事もなかったかのように続いていくだろう。現時点の知見から判断すると、人間の主観性の裏失が惰し

まれることはなさそうだ。したがって、人々が自分の人生に認める意義は.いかなるものもたんなる妄想にすぎない。中世の人々が人生に見出した死後の世界における
意義も妄想であり、現代人が人生に見出す人聞至上主義的意義や、国民主義的意義、資本主義的意義もまた妄想だ。人類の知識量を増大させる自分の人生には意義
があると言う科学者も、祖国を守るために戦う自分の人生には意鞭があると断言する兵士も、新たに会牡を設立することに人生の意義を見出す起業家も、聖書を読んだ
り、十字軍に参加したり、新たな大聖堂を建造したりすることに人生の意黄を見つけていた中世の人々に劣らず、妄想に取り愚かれているのだ.それならぱ、幸福は
人生の意義についての個人的な妄想を、その時々の支配的な集団的妄想に一致させることなのかもしれない。私個人のナラティブが周囲の人々のナラティづに沿うもの



であるかぎり、私は自分の人生には意義があると碇信し、その確信に幸せを見出すことができるというわけだ。
当に、自己欺桶あってのものなのだろうか?

汝自身を知れ

幸福が快感を覚えることに基づくのなら、より幸せになるためには、生化学システムを再構築する必要が胡る。幸福が人生には意栽があると感じる二とに基づくのなら
ぱ、より幸せになるためには、私たちはより効果的に自分自身を欺く必要がある。この他に、第三の道はあるだろうか?前述の二つの見方には、共通の前提がある。
それは、幸福とほ(快感であれ、意義で畠れ)ある種の主観的感惰で罰り、ある人の幸福度を判断するためには、どう感じているのかを尋ねるだけで足りるというものだ。
多くの現代人にとって、これは理に適っているように思われる。というのも、現代の最も支記的な宗教は自由主義だからだ。自由主義が神聖視するのは、個人の主観的
感情だ。自由主義は、二うした感情を権力の至上の源泉と見なす。物事の善悪、英醜、是非はみな、私たち一人ひとりが何を感じるかによって決定される。自由主義
の政治は、最も賢明なのは有権者なので、私たちにとって何が良いことなのかを「ビッグ・ブラザー」〔訳注オーウェルの『一九八四年』に壷場する、全体主蒸国家オセア
ニアを統治する独戴者〕に教えてもらう必要はないという考えに基づいている。自由主義の経済は、消費者はつねに正Lいという前提に基づく.自由主蔓の茎術は、美の
基準は屍る人によって臭なると証う。自由主義の学校の生徒や学生は、自分自身で考えるよう教え込まれる。コマーシャルは「ジやスト・ドゥー・イット!」と私たちを急き立
てる。アクション映画や舞台劇、メロドラマ、小説、人の気を惹くポップスなどは、たえずこう吹き込む。「自分に正直であれ」「心の声に耳を傾けろ」「心の命じるままに行動
するのだ」と。二の見方を最も端的に言い表しているのが、ジャン=ジャック=ルソーだ。ルソー日く、「私が良いと感じるものは良い。私が良くないと感じるものは良くな
い」。幼児期からこのようなスローガンを糧に膏てられた人聞は、幸橿は主観的感情であり、自分が幸せであるか、不素であるかは、本人がいちばんよくわかっている
と考える傾向にある。だがこれは、自由主義に特有の見方だ。歴史上、大半の宗教やイデオロギーは、善や蔓、正義については、客概的な尺虔があると主張Lてきた。
そして、凡人の感情や暗好には信用を置いていなかった。〒ルポイのアボロン神殿の入口では、「汝自身を知れ」という碑文が巡礼者たちを迎えた.これは暗に、普通の
人は自分自身の真の姿を知らず、それゆえに真の峯福についてもおそらく無知であることを示唆していた。フロイトもきっと、この見解に賛同するだろう。キリスト教の
神学者も問じ意見だと思われる。・ー・・感情は当てにならないと考えるのは、キリスト教だけではない。少なくとも感情の価値に醐する限り、ダーウィンやドーキンスで

以上のような立場から、宗教や哲学の多くは、宰福に対して自由主義とはまったく臭なさえも、輩バウロや聖アウグスティヌスと見解を同じくするかもしれナ'い。 ■●■■■

る探求方法をとってきた。なかでもとくに興味深いのが、仏教の立場だ。仏教はおそらく、人間の奉じる他のどんな信条と比べても、幸福の間題を重要視していると考えら
れる。二玉00年にわたって、仏教は幸福の本質と根源について、体系的に研究してきた。科学界で仏教哲学とその駅想の実践の双方に醐心力塙まっている理由もそ
二にある。拳福に対する生物学的な探求方法から得られた基本的見識を、仏教も受け客れている。すなわち、幸せは外の世界の出来事ではなく身体の内で起こって
いる過程に起因するという見識だ。だが仏教は、この共通の見識を出発点としながらも、まったく興なる結論に行き着く。仏教によれぱ、たいていの人は快い感惰を幸
福とし、不快な感情を苦痛と考えるという。モの結果、自分の感情に非常な重要性を認め、ますます多くの喜びを経験する二とを渇愛し、苦痛を避けるようになる。・ー・
だが、仏教によれば、そこには問憲がある七いう。私たちの感情は、海の波のように刻一刻と奮化する、棄の間の心の揺らぎにすぎない。・・・・仏教によれぱ、苦しみ
の根源は苦痛の感情でも、悲しみの感情でもなければ、無意味さの感憤でさえないという。むしろ苦しみの真の根源は、東の間の感情をこのように果てしなく、空しく栄め
続けることなのだ。そして感情を追い求めれぱ、私たちはつねに緊張し、混乱し、不満を抱くことになる。この追求のせいで、心はけつして満たされることはない。喜びを経
験しているときにさえ、心は満足できない。なぜなら心は、この感情がすぐに消えてしまうことを恐れると問時に、この感情が持続し、強まることを渇愛するからだ.人
間は、あれやこれやのはかない感情を経験したときではなく、自分の感情はすぺて東の間のものであることを理解し、そうした感情を渇愛することをやめたときに初めて、
苦しみから解放される。モれが仏教で喋想の修練を菰む冒的だ。原想するときには、自分の心身を念入りに観察し、自分の感惰がすべて絶え間なく沸き起こっては消え
ていくのを目の当たりにし、そうした感惰を追い京めるのがいかに無意味かを悟るものとされている。感情の追求をやめると、心は緊張が解け、澄み渡り、満足する.喜
びゃ怒り、退屈、情欲など、ありとあらゆる感情力^ては消える二とを繰り返すが、特定の感情を渇愛するのをやめさえすれぱ、どんな感情もあるがままに受け容れら
れるようになる。ああだったかもしれない、こうだったかもしれないなどという空想をやめて、今この隈間を生きることができるようになるのだ。モうして得られた安らぎは
とてつもなく漂く、喜びの感惰を必死で追い求めることに人生を賓やしている人々には皆目見当もつかない。・ー・このような考え方は、現代の自由主義の文化とは
かけ離れているため、仏教の洞察に初めて接Lた西洋のニューエイジ運動は、それを自由主義の文脈に置き換え、モの内容を一転させてしまった。ニューエイジの諸力
ルト「ま、しぱしばこう主張する。「幸せかどうかは、外部の条件によって決まるのではない。心の中で何を感じるかによってのみ決まるのだ。富や地位のような外都の成果
を追い求めるのをやめ、内なる感惰に耳を傾けるぺきなのだ」.簡潔に言えぱ、「峯せは身の内に発す」ということだ。これこそまさに生物学者の主張だが、ブッダの教え
とはほぼ正反対だと言える。幸福が外都の条件七は無圏係であるという点については、ブッダも現代の生物学やニューエイジ運動と意見を問じくしていた。とはいえ、
づツダの詞察のうち.より重要崖力傷く、はるかに深還なのは、真の幸福とは私たちの内なる感情とも無関係であるというものだ。事実、自分の感惰に重きを置くほど、私
たちはそうした感情をいっそう強く渇愛するようになり、苦Lみも増す。ブッダが教え諭したのは、外都の成果の追求のみならず、内なる感情の追求をもやめることだった。
以上を要約すると、主観的厚生を計測する質問票では、私たちの素福は主観的感情と伺一視され、章せの追求は特定の感惰状態の追求と見なされる.対照的に、仏教
をはじめとする多くの伝統的な哲学や業教では、幸せへのカギは真の自分を知る、すなわち自分が本当は何者なのか、あるいは何であるのかを理解することだとされる。
たいていの人は、自分の感惰や思考、好き嫌いと自分を混同している.彼らは怒りを感じると、「私は怒っている。これは私の怒りだ」と考える。その結果、島る種の感情
を避け、ある種の感惰を追い求めることに人生を費やす。感情は自分自身とは別のもので、特定の感情を執勸に追い求めても、不幸に囚われるだけであることに、彼ら
はけっして気づかない。もしこれが事実ならぱ、幸福の歴史に欄して私たちが理解していることのすべてが、じつは間違っている可舵性もある.ひょっとすると、期待が
満たされるかどうかや、快い感情を味わえるかどうかは、たいして貫要ではないのかもしれない。最大の悶題は、自分の真の姿を見抜けるかどうかだ。古代の特猟採集
民や中世の晨民よりも、現代人のほうが真の自分を少しでもよく理解していることを示ず証拠など存在するだろうか?学者ナニちが幸福の歴史を研寅し始めたのは、ほ
んの数年前のことで、現在私たちはまだ初期仮説を立てたり、適蜘な研究方法を模索したりしている段階にある。そのため、確たる結論を出L、始まったぱかりの簾論に
終止符を打つのは、あまりにも時期尚早だ。具なる探求方法をできるだけ多く見出し、適切な問いを投げかけることが重要だ。歴史書のほとんどは、偉大な思想家の
考えや、戦士たちの勇敢さ、聖人たちの慈愛に満ちた行ない、芙術家の創造性に注目する。披らには、社会構造の形成と解体、帝国の勃興と滅亡、テクノロジーの発見
と伝播についても、語るぺきことが多々畠る.だが彼らは、それらが各人の拳せや苦しみにどのような影響を与えたのかについては、何一つ言及していない。これは、人
類の歴史理解にとって最大の欠落と言える。私たちは、この欠蔭を埋める努力を始めるべきだろう。

これはなんとも気の滅入る結諭ではないか.素福は本
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第20章超ホモ・サピエンスの時代へ

マウスとヒトの合成/ネアンデルタール人の復活/バイオニック生命体/別の生命

特具点:シンギュラリティー

現時点では、二れらの新Lい可能性のうち、1まんの一都Lか実現していない。だが二0一四年の世界では、文化がすでに生物学の親から自らを解き放ちつつある.周

囲の世界ばかりか、恬かならぬ自分の身体や心の内側にある世界さえも操作する私たちの能力は、猛烈な速さで畳達している。ますます多くの活動分野が、現状で満
足してはいられなくなつている。法律家はブライパシーとアイデンティティの問題を考え直さなけれぱならず、政府は医療と平等の問題の再考を迫られ、スポーツ団体や
教育機関はフェアプレイと成績を再定義する必要があり、年金基金と労働市場は六0歳がかつての三0競に相当しうる世界に適合するよう1こ再調整せざるをえない。誰
もが生物工学やサイボーグ、非有機的生命の難問に対処しなくてはならないのだ。ヒトゲノムを初めて解析Lたときには、一玉年の月日と三十億ドルの費用がかかっ
ナニ。今日では、人間一人のDNAを解析するのには、数週間と数百ドルしかかからない。個別化医療(各自のDNAに癒合した治療を行う医療)は、すでに始まってい
る。・・・1氏ぽ完壁な医療へと読く道が、私たちの前に開けているのだ。だが、医学の知謙が向上するとともに、新たな倫理的難問が発生する。・・・・こうした難問
も、ギルガメシュ'プロジェクトや超人を作り出す私たちの新Lい潜在能力の持つ倫理的、社会的、政治的意味合いの前では霞んでしまう。・・・・全人類にそのように能
力を高める権利があるのか、モれとも、.新Lい超人エリート層が誕生するのか?現代世界は歴史上初めて全人類の基本的平等性を認めたことを誇りとしているが、

これまでで最も不平等な社会を生み出そうとしているところなのかもしれない。歴史を通して、上流階級はつねに底辺層よりも賢く、強く、全般的に優れていると主張して
きた。彼らはたいてい自分を欺いていた。・ーーニれは、サイエンス・フィクションではない。・ーーニれらの筋書きの核心を成す倫理的ジレンマや政治的ジレンマは、
私たち自身の世界から取り出されたもので、末来を背景にして私たちの感情的緊張や社会酌緊張を再現しているにすぎない。だが、未来のテクノロジーの持つ真の可蛇
性は、乗り物や武嬰だけではなく、感情や歓望も含めて、ホモ・サビエンスそのものを変えることなのだ.子供ももうけず、性行動も取らず、思考を他者と共有でき、私たち
の一000倍も優れた集中力と記憶力を持ち、けっして怒りもしなけれぱ悲しみもしないものの、私たちには想像の糸口もつかめない感惰と敬望を持ち、永還に若さを
保つサイボーグと比べれぱ、字宙船など物の数にも入らないではないか。サイエンス・フィクションがそのような朱来を描く二とはめった1こナ'い.なぜなら、正確に描二う
としても、当然ながらそれは私たちの理解を超えているからだ。・・ーそれどころか、おそらくま来の世界の支配者は、ネアン〒ルタール人から私たちがかけ離れている
以上に、私たちとは違つた存在となるだろう。私たちとネアン〒ルタール人は、少なくとも問じ人類であるのに対して、私たちの後継者は、神のような存在となるだろうから。
物理学者はビッグバンを特具点としている。それは、既知の自然法則がいっさい存在していなかった時点だ.時間も存在しなかった。したがって、何であれビッグバンの
「前」の存在していたというのは憲味がない。私たちは新たな特具点に急速に近づいているのかもしれない。その時点では、私、あなた、男性、女性、愛、憎しみといっナこ、
私たちの世界に意義を与えているもののいっさいが、意味を持たなくなる。何であれその時点以陣に起こることは、私たちにとって無意味なのだ。



フランケンシュタインの予言

ーハーハ年、メアリー・シェリーは『フランケンシュタインあるいは現代のブロメシュースⅢ菅沼慶一訳、共問文化社、二00三年、他)を発表した。ある科学者が人造人
間を生み出すが、それが言うことを聞かなくなって惨事を引き起こずという物語だ。過去二世紀の間、問じ物語が形を変えて何度となく語られてきた.それは私たちの新し
い科学神話にとって、重要な柱となった。一見するとフランケンシュタインの物語は、もし私たちが神の真似をして生命を創り出そうとしたら、厳Lい罰を受けるだろうと警
告しているように思える。だが、この物語にはもっと深い意昧がある。フランケンシュタイン神話は、終末が急速に近づいているという事実をホモ・サ甘エンスに突きつ
ける。この神話によると、核の大惨亭、あるいは生態学的な大惨事といった番狂わせがなけれぱ、テクノロジーがこのまま発脹を続け、ホモ.サピエンスは興なる体形だ
けでなく非常に具なる認知的世界や情諸的世界も持った、まったく具賛の存在に取って代わられるだろうという。これは、ほとんどのサピエンスには非常に不穏なことに
感じられるだろう。私たちは、将来まさに自分と問じような人々が.高速の字宙船で恒星から恒星へと旅すると考えたがる。将来、私たちのような感情とアイデンティティを
持った生き物がもはや存在しなくなり、私たちのものの影が薄くなるほど優れた舵力を備えた、馴染みのない生命体に取?て代わられる可能性など、考える気がしないの
だ。フランケンシュタイン博士が恐ろしい怪物を生み出し、自らを救うために私たちがその怪物を抹殺しなけれぱならなかったという発想に、私たちはなぜかほっとする。
私たちがそういう形でこの物語を語りたがるのは、私たちこそが最高の存在で、自分たちに優る存在はかつてなかったし、今後もけっして現れないだろうということを、そ
れが意味しているからだ。私たちを改良しようとする試みは必ずや失敗に終わる、なぜなら、たとえ私たちの肉体は改良できても、人間の精神には手をつけられナ'いから、
というわけだ。だから、科学者が肉体ぱかりでなく精神も操作でき、したがって米来のフランケンシュタイン博土は.真に私たちを凌駕するもの、私たちがネアンデル
タール人を見るのと同じくらい相手を見下した目で、私たちの二とを見るものを生み出しうるという事実を、人間はなかなか受け容れられないだろう。 今日のフラン

ケンシユタインたちがこの予言を本当に実現するかどうか、私たちにははっきりとはわからない。未来は未知であり、ここまでの数ページの予想がすべて実現したとしたら
驚きだ。目前に迫っていると思われたことが、想定外の障壁のせいで実現しなかウたり、想像もしていなかった他の筋書きがじつは現実のものになったりしうることを、歴
史は私たちに教えてくれる。・・・私たちが真剣に受け止めなけれぱいけないのは、歴史の次の段階には、テクノロジーや組橡の吏化だけではなく、人間の意識とア
イデンティティの根本的な変化も含まれるという考えだ。そして、それらの壷化は本当に根源的なものとなりうるので、「人類」という言葉そのものがその妥当性を問われる。
それまでに、あとどれだけ時聞が残っているのか?実際のところは誰にもわからない。すでに述ぺたとおり、二0五0年までにはすでに非死:アモータル:になっている
人も何人かいると見る向きもある。モこまで極端でない人は、次の世紀、あるいは次の一000年紀には、という。だが、七万年に及ぶサビエンスの歴史を考えれぱ、数
千年という年月もたいしたことがないではないか.もし、本当にサビエンスの歴史に幕力t下りようとしているのだとしたら、その終末期の一世代に風する私たちは、最
後にもうーつだけ疑問に答えるために時間を割くべきだろう。その疑問とは、私たちは何になりたいのか、だ。「人間強化闇煙」と呼ぱれることもあるこの疑閻は、現在、政
治家や哲学者、学者、一般人がしきりに行っているさまざまな襍論とは桁違いに重要だ。なにしろ、今日の宗教やイデオロギー、国昆、階級それぞれの間で戦わされる
今日の議論は、ほぼ聞違いなくホモ・サピエンスとともに消減するのだから。もし、私たちの後継者が本当に、冥なる意識の次元で機能する(あるいはひょっとして、私た
ちには思い描くことさえできないような、何か意識を超えたものを持っている)としたら、彼らがキリスト教あるいはイスラム籔に輿味を抱いたり、彼らの社会の構成が共産
主義あるいは資本主恭に基づいていたり、彼らの社会的・文化的性別が男性あるいは女性になりえたりするとは思えない.そうは言うものの、歴史についての大きな
識誠の数々は、重要だ。なぜなら、少なくともこれらの神々のような存在の第一世代は、彼らを設計した人間の文化的発想によって形作られているだろうからだ。彼らは
資本主義、島るいはイスラム教、フェミニズムを雛型にして生み出されるのだろうか?この疑問に対する答え次第で、彼らはまったく具なる方向へと突き進んでいくかも
しれない。ほとんどの人は、モれらについて考える気になれない。生命倫理の分野でさえ、「何をすることが禁じられているか?」という別の疑問に取り組むことのほう
を好む。 これらはすべて重要な間駆だが、私たちがあっさりブレーキを踏んで、ホモ・サピエンスの性能を高めて具なる種類の存在にしようとしているさまざまな科●●●■●

学のプロジェクトを中止するかもしれないなどと想像するのは甘過ぎる.なぜならそうしたプロジェクトは、ギルガメシュ・プロジェウトと分かち難く結びつぃているからだ。な
ぜゲノムを研究するのか、あるいはなぜ脳をコンピューターとつなごうとするのか、コンビューターの内都に心を生み出そうとするのかと、科学者に訊いてみるといい.十
中八九、伺じ紋切り型の答えが返ってくるだろう。私たちは病気を治療し、人命を敷うためにやっているのだ、と。コンピューターの中に心を生み出すことの意味合いは、
精神疾急を治すよりもはるかに劇的ではあるものの、そのような紋切り型の答えが、正当化の根拠として返ってくる。なぜなら、モれに異論を挟める人はいないからだ。
だから二そ、ギルガメシュ・プロジェクトは科学の大黒柱なのだ。二のプロジェクトは、科学のすることのいっさいを正当化してくれる。フランケンシニタイン博土はギルガメ
シュに便桑Lている。ギルガメシュを止めるのが不可能である以上、フランケンシュタイン博士を止めることもできない。唯一私たちに試みられるのは、科学が進もうと
している方向に影響を与えることだ。私たちが自分の歓望を操作できるようになる日は近いかもしれないので、ひょっとすると、私たちが直面している真の疑問は、「私た
ちは何になりたいのか?」ではなく、「私たちは何を盟みたいのか?」かもしれない。この疑問に思わず頭を抱えない人は、おそらくまだ、それについて十分考えていない
のだろう。

〆

あとがき

七万年前、ホモ・サピエンスはまだ、アワり力の片隅で生きていくのに精一杯の、取るに足りない動物だった。ところがその後の年月に、全地球の主となり、生態系を脅
かすに至った。今日.ホモ・サピエンスは、神になる寸前で、永還の若さばかりか、創造と破壊の神聖な能力さえも手に入れかけている。不幸にも、サビエンスによる
地球支配はこれまで、私たちが誇れるようなものをほとんど生み出していない.私たちは環境を征服し、食物の生産量を増やし、都市を築き、帝国を打ち立て、広大な交
易ネットワーウを作り上げた。だが、世の中の苦しみの量を減らしただろうか?人間の力は再三にわたって大幅に増Lたが、個々のサピエンスの率福は必ずしも増進し
なかったし'他の動物たちにはたいてい甚大な災禍を招いナこ。遇去數十年間、私たちは飢値や疫病、戦争を減らし.人聞の境遇に関しては、ようやく多少なりとも真の
進歩を遂げた。とはいえ、他の動物たちの境遇はかつてないほどの速さで悪化の一途をたどっているし、人間の境遇の改善はあまりに最近の薄弱な現象であり、けっし
て確実なものではない。そのうぇ、人間には数々の驚くべきことができるものの、私たちは自分の目的が不確かなままで、相警わらず不満に見える。カヌーからガレー
船、蒸気船、スペースシャトルへと進歩してきたが、どこへ向かっているのかは誰にもわからない。私たちはかってなかったほど強力だが、それほどの力を何に使えぱい
いかは、ほとんど見当もつかない。人類は今までになく無貴任になっているようだから、なおさら良くない.物理の法劃しか達れ合いがなく、自ら神にのし上がった私たち
が責任を取らなけれぱならない相手はいない。その結果、私たちは仲間の動物たちや周囲の生態系を悲惨な目に遭わせ、自分自身の快適さや楽しみ以外はほとんど
追い求めないが、それでもけっして満足できずにいる。自分が何を望んでいるかもわからない、不満で無貰任な神々ほど危険ナ'ものがあるだろうか?
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『私達人類のパラダイム・シフト(P.radi昌m shi什)』;図

〔私達人類のパラダイム・シフト(parad喰m shi什)の二次元座標平面四分儀の仮定く人類の領域>〕

[私達人類のパラダイム・シフト(paradigm $hi什)の二次元座標平面四分儀の仮定]
<人類の領域>
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Ⅲ.『遺跡に関するMEMORANDUM』

2020年(令和2年)7月4日土曜日

私達当会は、皆様に、遺跡、他の文化財、遺産、にっいて、「ダークツーリズム」の概念を人類の基層と認識し、之に従い行凋すること、を提案し要望します。
私達当会は、rダークツーリズム」の概念について、当該の事象に関し、私達人類に対する共感、又は、説得力や訴求力、強度、を生起する、と仮定します。

(参考:r幻冬舎新婁506 ダークツーリズム悲しみの記憶を巡る旅』二0一八年七月三十日第一刷発行著者井出明発行所株式会社幻冬書)

2020年(令和2年)7月3日金曜日

私達当会は、長崎地域の現状について、長崎地域の在り方の実態に於いて、私達地球の人類、又は、長崎地域の人類が、長崎地域たるを選択するか、一般
的な利便便利を選択するか、皎路、即ち、選択し得る不可逆的な最後の機会に推移Lつつぁる、と仮定します。
私達当会は、利便便利は、地球上の多くの地域に在る処、甚崎地域たる事象は、長崎地域にしかない、と仮定します。
私達当会は、例えぼ、長崎地域の市街について、車で走る、というより、人が歩く街、である筈、伺時に、遺跡である、と仮定します。
私達当会は、皆様に、例えぱ、長崎地域の市街について、車で走る、というより、人が歩く街、並びに、遺跡としての整備と類現、又は、遺跡としての匝状回復、
を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、長崎地域について、人類の活動空間としての遺跡の整備と顕現、又は、遺跡としての原状回復、同時に、甚崎地域の人類の伝統的な活
動と行動様式、即ち、文化、の雑持、回復と、隆興、且つ、之を背景、基盤とした現代の生活文化、並びに、抽象文化の勃興を、一体の人類の関係性、システム
(sy尋t邑m)、として、長崎地域の人類の個体の自発的で帰納的な行為によって、之を、発現すること、その為の介添えとしての行き届いた政策を執ること、を提
案し要望します。

私達当会は、私達人類にっいて、私達人類が、私達人類に関する様々な事象を、私達人類の自由にする、というより、私達人類が、私達人類に閏する様々
な事象に従う筈の事象である、と仮定Lます。

私達当会は、私達人類について、例えば、私連人類の科学たる事象に於いて、私達人顎に関する様々な亭象に従わざる者、得る処なし、と仮定します。

柁020年(令和2年),月4日土哩日(改訂1噛020卑(令和2卑)昇勇●日火哩日)費生所を青える会代塵抽知和恭)

私違当会は、人類と遺跡の開係について、遺跡は遺跡で在るが故に(私達人類が、遺跡を遺跡であると認識し得る生命体としての存在である以上)、まずは、
遺跡を遺跡の都合(遺跡たるの事魚)で考えることなくして、(遺跡たる土地の)所有者、又は、関係者並びに地域の居住者等の準所有者、又は、之を利用した
い人、モの他の人類、の都合で考えることは、人類の存在、並びに、人類の無意識と意識と思考と行為、伺時に、人類が把握する人類と遣跡の関係に関する、
入口を間違うこととなる、と仮定します。

私達当金は、遺跡について、遺跡け二る土地)の所有者、又は、関係者並びに地域の居住者等の準所有者、又は、之を利用Lたい人、その他の人類、の都合に
よって成立している亭象ではない、私達人類の全ての共時的通時的関係性とその経緯によ?て成立している事象である、と仮定します。

2020年(令和2年)7月2日木曜日

私達当会は、私連人類の世界について、多民族国家ならぬ他民族宇宙地球である、と仮定します。
私達当会は、私達人類の世界について、特具帰納・観察・実態としての多色であり、警遷、演繹.計画.想像としての一色で高ってはならない、と仮定します。
私達当会は、私達人類の世界について、例えば、私達人類は、之を、日.特異、帰納.観察.実態、b.苦遍.演輝、計画.想像、の二つの認識と行為の類型の共時
的通時的な重層によって、認臓L、さらに、当該の二つの認識と行為の類型の重層によって、再配列し、再構成し、又は、形成しようとする、且つ、形成する場合
もある、と仮定します。

私遠当会は、皆様に、例えば、どちらかと言えぱ、b.誉遍・演緯・計画・想像、と云うよりも、色.特具・帰紬・掘察、実態、の認識と行嘉の類型を選択し、遺跡の実態
を調査し保存し継承し活用し公開し情報発信し整備保全すること、を提案し要望します。

2020年(令和2年)7月1日永曜日

2020年(令和2年)7月1日水曜日日本軽済新鬪r私の履歴妻』欄で、杉本博司氏(写真家、現代美術作家)は、「・・一寿は張り詰めていると思った。ー・表
面張力で水面が盛り上がるようにーー・。その張り詰めた被腹に指一本触れるだけで、淑は決壊し宇宙の彼方へと流れ去ってしまうのではないか、そんな情景
を夢想したのだ。海はまた、同時にやさしさと静けさに満ち満ちていた。私はその時、ふと、私がいる、ということに気がついたのだ。.・ー・」と、少年時代の体験
を回想しています。

私達当会は、・,・・人類の経韓と遺跡と歴史は、表面張力で水面が盛り上がるように、人類の世界に張り詰めている、人類が之をT寧に掬い置かずには、人
類に於ける滅失と忘却と誤謬と混乱の力に溢れ出て、人類の世界の彼方へと流れ去ってしまう、と仮定Lます。

2020年(令和2年)6月30日火曜日

私達当会は、皆様に、遺跡と歴史について、当肢の地域の関係者の個別の亭象としての認識と把握から、私達全ての人類の事象との認臓と把握へ転換する
こと、を提案し要望します。

私達当会は、遺跡と歴史について、私達人類の、私達全ての人類の亭魚との認識と把握が、私達人顯の広域のネットワークを形成し、又、広壊のより大きな
経済とその効果を随伴する、と仮定します。

私達当会は、皆様に、遺跡と歴史とその認識と把握、並びに、その経済と随伴する効果について、私達人類の特別な意図と誘導、又は、包摂、又は、窓意、の
ないこと、を提案L要望Lます。

2020年(令和2年)6月29日月曜日

私達当会は、私達人類の世界について、人類は単一種で島る故、左程複雑ではないが、私達人類が考える程単純ではない処、人類に関係する様々な事象を
身近に容認し現存しなけれぱならない、と仮定します。
私達当会は.私達人類について、容認できないとの事象を破壊する、と仮定Lます。
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2020年(令和2年)6月27白土曜日

[人類に関係する事象の共時的通時的な差具に由来する経済の提案と要望(畏崎地域の場合)]

1,経済の根源について

私達当会は、人類の軽済たる行為について、経済の根源は、人類に関係する事象の共時的通時的な差異に由来する交換にある、と仮定します。
私達当会は、長崎地域の人類の世界に於ける相対的な差異は、世界に敷衍しつつある文明の姿にあると去うよりも、当該地域の地球の自熱と当該地域の人
類の経緯と当該地域を経由する歴史とその遺跡にこそある、と仮定します。

私達当会は、皆様に、長崎地域の人類の世界に於ける地球の自然と人顯の経緯と当該地域を経由する歴史とその遺跡こそ、長崎地域に専一の人類の世界に

於ける差異、特臭性、である、と覚悟し、長崎地域の樺々な亭象に於いて、当該の地球の自然と人類の経緯と歴史とその遺跡たる各事象の表象を第一義とし
優先Lて行為すること、を提案し要望します。

私達当会は、事象の根源的な要素は、共時的通時的な耐久性があり、共時的通時的により広範な影響力がある、と仮定します。

2.私違当会が提案し要望する長崎の丘のイエズス会又は口ーマ・カトリックによる教会について

私達当会は、私達当会が、長崎の丘の『長崎奉行所西役所等遺跡群』に関して、既に、皆様に、提案し要望している、イエズス会又は口ーマ・カトリックによる教
会について、新しい遭跡となる、又、一帯は宗教の融和、並びに、諸亭象に闘する融和の豪象となる箸の事象で島る、と仮定します。

3.長崎地域の平和の遺伝子ΦNA)1こついて

私達当会は、平和について、私達人類が、戦争たる概念とその実態を媒体に、対義語として認識し得る概念である、と仮定します。

私達当会は、長崎地域の平和の遺伝子(DNA)にっいて、①旧石嘉時代より連紬と継読する私達人類の存在と生活、②先史時代より行われた稟シナ海並び
に日本海を囲む地域の交易と交流、並びに、中世以降の西欧地域との直接の交易と交流、③中世の長崎地域に於ける切支丹信仰を契機とする避難所(ア

ジール、独廻.yl、仏:a.11.、英舶yl"m)としての性格、並びに、中世の日本の小田原等の新都市又堺等の自治郁市としての性格、④切支丹信仰を媒体とする
当事考による、日本地域への、同時代の西欧の文化と文朋の紹介、⑤徳川の平和(P.X Toku".W.0日:パックス十クガワーナ.慶長八年二月十二日(1603
年3月24日徳川家康征夷大将軍に任命される一慶應三年十月十四日(1867年11月9日)大政奉還):264年余)に由来する事象、⑥近世の長崎地域に於

ける中世の長埼の自治都市としての性格の継承、⑦潜伏キリシタンに関する潜伏たる事象、⑧近世に於ける長崎地域での西洋科学と西洋近代の受容への試
み、⑨徳川氏の公儀の体制から明治政府への御一新に於ける長崎地域の体制と社会の連続と継承を経由する亭象(サンフランシスコ教会~篭屋舗~(箭屋
舗の継承)~桜町囚獄~長崎本獄~長崎監獄~長崎西彼杵郡役所の遺跡に関する事象等)、⑩原爆被爆被災を軽由する事象、⑪現代に於ける"宗教の融
和"を経由する享象、を仮定Lます。

4.r長崎の遺跡と緑地の大動脈計画』一私達当会が提案し要望する遺跡の麦叡並びに緑地の形成について

私達当会は、皆様に、六地蔵遺跡、浦と天主堂一帯遺跡群、長崎奉行所立山役所一帯遺跡群、より、サンフランシスコ教会~怖屋舗~(篭屋舗の継承)~桜
町囚獄~長崎本獄~長崎監獄~長崎西彼杵郡役所遺跡、長崎奉行所西役所等遺跡群、出島遺跡、を経由し、養生所バ長崎)医学校等遣跡、小曽根築地遺跡、
小菅修船場遺跡、へと往還する、様々な各個別の遺跡を群として表象L.同時に、連続するグリーンベルト(緑地)を形成すること、を提案し要薑Lます。
私達当会は、私達当会の当該の提案と要望について、r長崎の遣跡と緑地の大動脈計画』と呼称します。
私達当会は、『長崎の遺跡と緑地の大動脈計画』について、一帯が、現代の長崎地域の人類の生活と文化と経済の大動脈であり、一帯並びにその近隣に魅力
の集積を形成し、さらに、多くの人類を、様々な形態に於いて、一帯並びにその近隣に、誘導する、と仮定Lます。

5.主題と携成要素

私達当会は、当該の亭象の主箱と構成要素と基盤技術について、以下、仮定します。

ヨ.主鹽:①長崎地域の旧市街、街道、宿場、渡船、②長崎地域の田園と山林、③長崎地域の平和の遺伝子(DNA/切支丹信仰と之に関連する出来享に由
来する事象、捷川の平和炉8X Toku'ewana:パックス・トクガワーナ)に由来する事象、徳川氏の公儀の体制から明治政府への御一新に於ける体制と社会
の連続と継承を軽由する事象、原爆被爆被災を経由する事象、現代に於ける宗教の融和を軽由する事象)
b.楕成要素:①情報としての歴史、②存在としての遺跡(と他の遺産)、③印象としての情景
C.基盤技術:"綻う人類"に於ける、人類の生命体としての身体と地球の自然又は人類の環境としての自然の連接(生物の生存上の基準面としての大地の再
確認、並びに、人類の活動の空聞に於ける人類にとっての身体的スケールの実現、並ぴに、視覚視点、又は、事象の離散的配置、又は、階層的な空間の把握
と構成、による空間の透明性の確保、並びに、之等を契機とする人類の行為の誘導、を媒体とする)

(参考:『原遺跡計画』2020年(令和2年)3月24日火曜日養生所を考える会代表池知和恭、『否定され揚る人類としての人類の在り方を顯現する人類
の活動の空間の形成』2020年(令和2年)4月23日木曜日(適宜改訂)養生所を青える会代表池知和恭)

6,効果へ

私達当会は、人類の経済について、人類に関係する亭象の共時釣通時的な差異を契機とする行告であり、交換、剰余価値、利益、空間上差臭、時間上差具、
価値体系上差具、歴史民俗遺跡上差具、の範疇が包含され、大きな差異は、大きな経済を形成する、と仮建します。
私違当会は、私達人類の世界に於ける、長崎地域の特異性、差具、は相対的に大きな事象であり、大きな経涛を形成し褐る、と仮定Lます。

私達当会は、生物界に於ける様々な表象について、第一義に、そのヴオリュームが相応の表象を形成する、と仮定Lます。

私達当会は、遺跡について、"纏う人類"に於ける、人類の生命体としての身体と地球の自然又は人類の環境としての自熱の連接(生物の生存上の基準面とし
ての大地の再確認、並びに、人類の活動の空間に於ける人顕にとっての身体的スケールの実現、並びに、視覚視点、又は、事叡の離散的配置.又は、階層的
な空間の把握と構成、による空間の透明性の確保、並びに、之等を契機とする人類の行為の誘導、を媒体とする)、を基盤に構成され、同時に、空間の開放を
内包する、と仮定します。

(参考;『再興空間主蓑宣言』2019年(令和元年)6月29日土曜日養生所を考える会代表池知和恭)

2020年(令和2年)6月25日木耀日

私達当会は、長崎地域が平和に言及するならぱ、遺跡について、率直に、遺跡の実態並ぴに関連事象の調査と保存と遺跡の原状回復と継承と活用と公開と
情報発信と整備保全を実現するぺきである、と仮定します。
私達当会は、私達人類が実現する、遺跡への真実について、私達人類が人類の誤魔化しのない真実へと向かうモの証となる、と仮定しまず。
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1.2020年(令和2年)7月1日水曜日日本経済新聞第44面【文化】『私の履歴書』杉本博司(写真家、現代美術家)①
幼少期から続く夢見心地初めて海を見て「私がいる」

記憶の始まり 11
永いあいだ、私は自分が生まれたときの光景を見たことがあると言い張っていた」これは三島由紀夫の小説「仮面の告白」の冒頭部分である。学生時

代、はじめて二の小説を読み始めた時、私の心の深いどこかで、小さく血がさわぐような、さざなみの響きのようなものが聞こえてきた。もちろん私には自分
の出生の記憶などはない。しかし、こうして引きも切らず、脈を打ちながら流れ続ける私の血の中に、私がこの世に生まれてくることになうた因果の記憶、

遠い祖先たちが見ていた風景の記憶、そんな因子の断片が潜んでいるような気がしたのだ。私は夢見がちな子供だった。そして今でもその夢見心地は
続いている。アートとは、一人のうちに見える夢を、多くの人にも見えるようにする仕享だと思う。しかLモの夢がいつの頃から始まったのかは、思い起こし
てみても皆目見当がつかない。私は人生とは二幕ものの喜劇だと思っている。夜の部と昼の部という。夜の帳が街をっつむ頃、私は眠りにつく。いつの間
にか意識は簿れ夢の世界の住人たちが眼を覚ます。稾の空に茜色がさす頃、夢の住人たちはおやすみをいって消えていく。そして今度は、目覚めという休
憩をはさんで昼の部が華々しく開菓するのだ。それでは私の昼の部の記憶はどうだろう。こちらの方は夜の部とちがってかなりはっきりしている。それは
海の記憶だ。海は張り詰めていると思った。風呂があふれ出る直前、表面張力で水面が盛り上がるように、そして次の瞬間、湯は決壊して滝のように流れ
落ちる。その張り詰めた被腰に指一本触れるだけで、海は決壊し字宙の彼方へと流れ去ってしまうのではないか、そんな情景を夢想したのだ。海はまた、
同時にやさしさと静けさに満ち満ちていた。私はその時、ふと、私がいる、ということに気がついたのだ。私は自分の小さな手をしげしげと見っめてみた。そ
の時以来、私の記憶は連綿と、70年近くの歳月を経て、途切れることなく連なってきている。それが何歳の時だったのかはおぼろだ。伊豆方面に家族
旅行で行った帰り道だったのは確かだ。真鶴から根府川へと向かう東海道線は急峻な断崖のふちを鉄橋とトンネルで巡る。トンネルは眼鏡トンネルと呼ば
れ、その海側には建多の窓が穿たれていた。乗客の目にコマ落としの映画のように、海力覗れては消える。そしてつぃに眼鏡トンネルを抜けると、あの
広々と開けた相模湾が眼前に広がったのだ.その日は快晴で雲ひとっなく、水平線は臼本刀の切っ先のように朝日を受けて光輝いていた。私は人類史
という永いトンネルを抜けて、この世に、二の場所に、ひとつの小さな意臘として生まれ落ちたのだ。今、この旧東海道線の軌道は廃線となり、深くツタに覆
われて、古代遺跡の趣を漂わせ森閑としている。私の物語は、人が人となった頃を思い出すことだ。私の血の中に流れる太古の記憶を通じて。話は始
まったぱかりだが、実はこの物語の最後に書くことになる展覧会が、今、開かれている。京都市京セラ美術館の「杉本博司瑠璃の浄土」展だ。コロナのお
かげで開館が遅れ、本来なら終わっていたはずの展覧会が、やっとその重い扉を開けた。こうして読者にも見ていただけるようになったのは、奇緑としか言
いようがない。(現代美術作家)=題字も筆者

『遺跡に関するMEMORANDUM』:情報編

2.『幻冬舎新書506 ダークツーリズム悲しみの記憶を巡る旅』二0ーハ年七月三+日第一刷鼻行著者井出明発行人臭城徹楊集人志儀保
博発行所株式会社幻冬舎ブッウデザイン鈴木成ーデザイン室印刷・製本所株式会社光邦

はじめに

"ダークツーリズム"という言莱を初めて聞いた時に、皆さんはどう感じるだろうか。私がこの言葉に出会ったのは、実はそう古い話ではなく、2011(平
成23)年8月の小樽が最初であった。この年、小揮商科大学は様々な100周年記念事業を開催しており、その中のーつに国際シンポジウムがあった。私
は、これからの北海道観光について論じることにしたが、特に強調したのは、「北海道の悲しみの記憶を観光資源として組み直せないか」という問題提起で
あった。北海道には、囚人労働、アイヌ問題、大戦末期の朝鮮人労働、炭拡の閉山など悲しい記憶が多くあり、これらを観光資源として使う二とができるの
であれば、観光に関する新しいバラダイムシフトが生まれると考えていた。私がその講演を行った際の質疑応答で、おそらくニュージーランド人の先生が
「あなたのやっていることは、D日永 t0ψIsmと言われていて、海外では盛んに研究されている」と述ぺられ、初めてダークッーリズムなる概念と出会った。

考えてみると、私自身、サイパンや沖縄に行けばマリンアウティビティも楽しんだが、同時に戦跡も回っていたし、ウランバートルの学会に出た時は、合閻を
織って社会主義政権下における虐殺を学ぶために「政治粛清記念博物館」を訪れたりしていた。ダークッーリズムは「人類の悲劇を巡る旅」と定義され
る。私は自分の輿味の赴くままに旅をしていたのだが、ダークツーリズムという言葉をあてがってみるとこれまでの旅に一本の筋が通ったように感じられた。
本書は学術書ではなく、基本的に私の実際の旅の足跡を辿るという紀行文の形式を採ってみた。第一章には、「ダーケッーリズムとは何か」という総論を置
いたが、これに閲してもイメージ的な理解を中心としたものになっている。全体としては、ダーケツーリズムとは何かということにつぃて、おぉまかにつかんだ

後、紀行文を読み進めることで旅の雰囲気を味わっていただけれぱ、筆者の狙いとしては+分達成されたことになる。モして、皆さんの中から悲しみの記

憶を巡る旅に出る方がおられれば、それは望外の喜びとなる。現在のところ、ダークッーリズムに関する体系的な学術書は日本語では出版されていな
いため、本書を読まれた方でさらに興味を持たれた場合は、東浩紀編著『福島第一原発観光地化計画』(ゲンロン)の筆者執筆部分を読んでいただきたい。

そちらは、理論的な厳密性や聾合性を重視Lたものになっているため、調査や研究の資料として有用であろう。また、今回は入門審であることを意識し、
外国の事例をあまり取り上げていない。2018(平成30)探7月刊rダークツーリズム拡張』(蔓術出版社)では、多くの外国の旅行記を収録してある。こちら
もお手に取っていただければ幸いである。本書の構成にっいて全体を説明しておきたい。第一章として総論を債いた後、まず国内のダークッーリズムポ
イントを並ぺた。小襟を第二章に置いているのは、どんな地域でも必ずダークサイドがあり、そのダークサイドから地域を見れぱ、全く新しい地域への理解
が広がるであろうことを意樵していただきたかったからである。小禅は、紛れもなく全国屈指の観光都市であるが、悲しみの記憶という視点からこの街を見

た時、そ二に見える様相はそれまでとは全く這ったものになっている。北海道のコンテクストをっなぐという意味で、次の第三章にはオホーツク沿摩の紀
行を配置した。冬の寒さが厳しいこの地域は、様々な意味でダークツーリズムの考え方が馴染みやすいとも言えるのだが、戦争や足尾鋸山の公害などと
いった点も含めて、北海道の近代を問い直Lた。第四章では、日本の最南端部にある西表島におけるダークツーリズムにつぃて扱っている。西表島は
エコツーリズムの聖地であるが、この島にも戦争にまつわる悲Lい歴史がある。第玉章は、近年観光プロモーションに熱心な熊本を取り上げ、熊本に行
くのであれば、あえて県の観光プロモーションに乗らない地域を見てはどぅだろうかという観点から紀行を書いてみた。ただし、本書の記述は熊本地震の発
生前の旅であるとともに、本文で詳しく言及Lている水俣病資料館もりニューアルされたことを申し添えておく。第六章は、東京に住む者にとって手軽な
観光地である長野をダークサイドから見ることの意義に踏み込んだ。国内細のまとめとして第七章では「臼本の公害の原点」とも言える足尾銅山を取り
上げ、具体的な紀行の形で掘り下げてみた。第八章からは海外の事例を扱っている。まず、津波災害からダーウッーリズムの方法論で復輿Lたインドネ
シアのバンダアチェについて記した。第九章では、日本の左派運動は国際的にどういう意味があったのかという点につぃて旅をしながら考えようというこ
とで、韓国とべトナムを取り上げた。最終章となる第一0章は、本書のために書き下ろしたもので、福島を中心とした東日本大震災とダークッーリズムの
開係性について考察している。また紀行を扱った各章の終わりには、「旅のテウニッウ」というコラム的な記述を配した。「旅行の楽Lみの半分は計画」と
いう言葉もある。プラン作りの参考にしてほしい。ダークッーリズムという言葉は、今や辞書にも戲るようになり、その概念的な意味は共有されっつある。
ただし、ダークツーリストである旅人の具体的な営みはほとんど知られていないだろう。ここにある旅行飽を通して、ダーケツーリズムをどう享受するのかと
いう点について、思いを巡らせてみてほしい。

韮者略歴井出明(いで高きら)

観光学者。金沢大学国際基幹教育院准教授。

近畿大学助教授、首都大学稾京准教授、追手門学院大学教授などを経て現職。

十九六八年長野県生まれ。
社会惰報学とダークツーリズムの手法を用いて、廩日本大饌災後の観光の現状と復輿に関する研究を行う。

共編著に『観光とまちづくり一地域を活かす新しい視点一』(古今妻院)がある。

第一章ダークツーリズムとは何か
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ダークサイドを観る意義

「闇があるから光がある」この言葉は、プロレタリア作家小林多喜二が、愛する田ロタキに送った恋文の一節である。小禅で育ち、地元の名門校を出て

銀行に就職した多裏二は、親に売られ、小料理屋で私娼として生きる彼女と運命的な恋に落ちる。エリートである多喜二の求愛に彼女は気後れするが、手

薮では「辛い経験をしたからこそ、これから幸せの道を探していこう」という流れの話が続く。人生でダークサイドを全く持たない人間はまずいないであろ

うし、その辛く厳しい過去は人としての魅力を培う。地域にも、光の部分があれぱ、必ず悲しみを湛えた影の記憶もある。悲しみの記憶を巡る焦人たちは、

その地に赴き、亡くなった人たちの思いや、場の記憶を受け継ぐ、そしてそれを持ち帰り、また誰かに伝えていく。 ダーウツーリズムとは、戦争や災

害をはじめとする人類の悲しみの記憶を巡る旅である。私は、以前から、戦争や災害の跡はもちろん、人身売買や社会差別、そして強制労働などに関運す

る場を訪れてきた。なぜそのような場所に輿味を感じたのかはよくわからなかったが、詰れるたびに、「忘れないでおこう」という気持ちだけは強く持つように

なっていった。非業の死を遂げた人々の無念の思いを受けとめ、大学という場で若い人たちに伝えていくだけでも、「何らかの価値」ほあるのではないかと
思っていた。大学という世界で働いて17年になるが、長いことこの「何らかの価値」の正体がわからずにいた。もう少し掘り下げて考えてみよう。

「忘れられる」二度目の死

防災の世界では、しぱしぱ「人は二度死ぬ」というフレーズが語られる。肉体的死が一度目の死であるのに対し、その人を知る人がいなくなってしまうこと

を二度目の死と呼ぷ。「二度目の死」は多重的な意味を持つ。畑中章宏r災害と妖怪柳田国男と歩く日本の天変地異Ⅲ亜紀書房)では、洪水の多い地域
に「蛇崩」や「蛇谷」という地名が多いことを指摘している。私も日本各地の自然災害の跡を訪ねたが、そこにはひっそりとお地蔵さんが置かれていることも

多い。開発の流れの中でこうした地域の地名が変更され、お地蔵さんが除かれてしまったらどうなってしまうだろうか。それは、この地で生き、この地で

死を迎えた人の記憶を地域が失ってしまうことを意味する。つまり、「二度自の死」が起きてしまっているのである。そうなるとこ二に住む人々ぱ、以前よりも

災害を恐れなくなってしまうだろうし、何より備えを怠ることになりかねない。その結果、久方ぷりに豪雨があると、現住する人々は予想毛しなかった新たな

死を迎えることになる。悲しみの記憶を失うことは、生死の問題以外にも様々な弊害を生む。本書の第五章でもハンセン病にまつわるダークツーリズム
を扱うが、私たちは何ら科学的根拠もなくrハンセン病」という病歴を持った人々を差別してきた。この問題についても、自分たち自身への問いかけが欠けて

いたと考えることもできる。福島第一原発の事故の後、北関東のホテルで福島ナンバーの車を拒むなどの謂われなき差別が続発した。放射能に対する科

学的無知が、被災者を拒絶するというあってはならない状況を生み出してしまった。私たちが、社会としてハンセン病に関する悲しみを承継できていれぱ、

このような亭態は避けられたのかもしれない。勉強や学びなどという言葉を大上段に掘りかざさなくとも、悲しみの場に赴き、そこで過ごすのであれば、

心に何かが泌み始める。悲劇の記憶を辿ることは辛く苦しいことかもしれないが、こうした経験を量ねるうちに、自分の命が驚くほど多くの偶然によって支え
られ、何者かに生かされているという感慨を持つようになる。多くのダークツーリストたちとの交流を踏まえて難みると、この時、ツーリスト自身に内的なイノ

ベーションが起こり、自分の人生を大切に思うようになってくる。そして、今ある自分の命を何らかの形で役立てたいという気持ちも湧き上がってくるのであ
る。人間にこのような再生の提会を与える旅として、ダーウツーリズムは非常に大きな可能性を有している。にもかかわらず、妾々日本人は、これまであ

まりにも地域のダークサイドに対して無関心に生きてきたのではないだろうか。むしろ、あえて無視し続けてきたと言っていいかもしれない。地域の悲しみの

記憶は、実は隠すぺき対象ではなく、潜在的に新しい価値を有している。モしてダーウサイドの持つ価値は、これまで述べてきたように単に教訓にとどまら
ず、生き方の覚醒や社会構築といったレベルにまで多面的に波及する。こうした価値を重視した場合、「ダーウ」という言葉を、お為ごかしのように朋るい単

語に無理に言い換えないほうが本質をつくこともわかる。ダークツーリズムに関する研究や旅行商品の開発は、決して地域に傷をつけるものではなく、地域
に新しい価値を見出すための契機となるであろう。

ダークツーリズムで観る近代

また、筆者は研究を続けていくうちにわかってきたことであるが、ダークツーリズムの旅を続けることで、近代の構造が見えてくるという効用があった。これ
は権数の地域を巡ると諦に落ちてくると思う。例えぱ被爆地としてのヒロシマやナガサキで語り都の声を聞いたとしても、「お気の毒ですね止いうレペルの
共感と、核兵器に対する一方的な怒りしか湧いてこないのかもしれない。これ以前に、一般市民への無差別大量爆繋の前例としてはゲルニカの悲劇があ

り、日本人としては、(筆者はまだ赴いてはいないものの)中国が「無差卸1」と主張する長慶爆撃との共通点と相違点を考えるべきであろう。さらに、核を肯
定するテニアン島のエノラ・ゲイ出発地の記念碑やラスベガスの核実験博物館などの説明を通じて、マクロ的に「核というものはどういう意味を持っていた

のか」という問いに対する多面的な歴史観が拷築されてくる。換言すれぱ、国民全体が関わるようになった近代の戦争と、その掃結としての核の投下という

事象に対Lて、一人ひとりが体系性を持った思いを語る二とが可能になるのである。二れはある意味気楽な「旅人」だからこそ味わえる経験であり、ーカ
所に根を下ろして、その地と同化した場合は、距離を置いた体系性を捉えることが難しくなってくる。被爆者一人ひとりの体験も言禁も重いがゆえに、かえっ

て全貌が見えにくくなるのである。歴史家の山室信一が『キメラーー満州国の肖像(増補版)』(中公新書)1=おいて「その時代を生きたということは必司'
しも、その時代を総体として知っていたということを豪も意味しなし、」と述ぺているとおり、個別の亭象を体験された方の話はそれぞれ重要ではあるけれども、

それだけでは歴史なり、社会なりの全体像を把握できないという問題は常に意識しておいたほうがよい。多くの情報を受け手の側で集め、それを再構成す
る二との意義がここでは説かれている。そして、同書は別笛所で「空闇モのもののありかたや空間認朧という観点から人文・社会科学研究の再構築を図

る二とが、21世紀には緊要な課題として浮かぴ上がってきている」という問題提起を行っている。考察の対象を理解するためには、それがどの程度の距鷲

なり、大きさなりを持っていたかということを知る二とは非常に亜要である。にもかかわらず、これまでの日本では二うした直観的な感性に訴えかける研究方
法はあまり顧みられることはなかった。ダークツーリズムが、非常に強力な分析のツールとなっているのは、訪問することによってこれまでないがしろにされ

てきた空間への理解が促進されるということもーつの理由ではないかと推繋される。悲しみの記憶を求めて様々な地を旅することで、「近代とは何か」と

いう根源的問いに対するモれぞれの思いが湧き上がってくるであろう。これこモが、ダークツーリズムを体験することで得られる本質的価値のーつと言0て
よい。

ダークツーリズムの歴史と朱来

ダークツーリズムは1990年代からイギリスで提唱され始めた概念で、学術論文には1996年に登場し、初の学術書は2000年に゛・レノン教授とM・

フォーレー教授によって著された。これまで観光資源として認識されていなかった戦争や災害、モして様々な死の現場といった悲劇の場に人々が訪れる現
象を彼らは総称してDark tourlsmと名づけた。従来から、VV引 tou"8mやH010ceust tour18mという個別の呼名はあったが、人類の悲劇を巡る旅

を同じカテゴリーに置いて分析を始めた功綾は大きい。そして、この D血永 tou"am概念は、セントラル・ランカシャー大学のR・シャープレー教授とP・ス

トーン教授によってブラッシュアップされていっナニ。ヨーロッパでは、歴史的記録はポジティブな情報だけでなく、地域にとってはあまり好ましくないネガ
ティブな惰報も引き継がれ、一部は展示に供される。つまり、自分にとって都合のいい情報だけを扱うわけではなく、思い出ずことも辛く悲しい記憶が当然
のように継承されているのである。本喜で扱う、いわゆる「負の遺産」は極めて日本語的な概念であり、英訳Cにくぃと言われている。英語で遺産を表す
"田ite"8や、伝説を豪わす10'.ndは、決してポジティブな話だけを扱うわけではない。人類の活動の結果残された記憶は、必然的に良い面もあれぱ悪

い面も持つわけで、そうした両タイプの蛇懐を大切にしようとする考え方がヨーロッパには根づいていた。したがって、ダークッーリズムという新Lい言葉が
現れた時も、人々は違和感なく受け入れることができたのである。筆者としては、地域のダークサイドを記録し、モの価値を受け継ぐことの重要性を伝え

ていきたいと考えるが、実は日本二そ、ヨーロッパと並ぷダークツーリズムの発信拠点になるぺきであると考えている。まず、自然災害が多発することが

理由のーつに挙げられる。ヨーロッバのダークツーリズムの教科書でも、自然災害の跡が観光対象になるとは害かれているが、実は具体的な記述がほと
んどない。二れは、ヨーロッパに自然災害があまりないからであり、少ない記述を見ると約250年前のりスボンの地震や、諭文では英語圏から発信されて
いるということで20T1年のカンタベリー地震を取り上げているものが散見される程度である。日本の場合は、死者をともなう地震災害は言うに及ぱず、火

山災害でも過去に多くの犠牲者を出Lている。もちろん慰霊や学習などの目的でこうした地域に入りたい外国人はたくさんいるものの、英語での発信がな
いため、アクセスすることが難しい。欧米では日本の情報を知りたがっているにもかかわらず、これまでアプローチを諦めてきた節がある。今後は、白本か
ら自然災害に関連したダークツーリズムの憤報を積極的に発信することで、すでに欧米で発達したダークツーリズムの方法諭との高次のコラボレーション

が期待されるとともに、新しいダークツーリズムの展開が予想される。また、ヨーロッパで発達した戦争のダークツーリズムに関しても、日本からは独自

の発信が行われるべきであろう。ヨーロッパにおける第二次世界火戦に関する詑憧は、ヒトラーを悪のシンボルに見立て、=度とファシズムの跳梁駿度を
許さないというテーゼを確立することに中心が置かれていた。したがって、ダークツーリズムの研究もナチズムを復活させないための方法諭として分析され
ることが多かった。一方、日本の第二次世界大戰は、中国に対する侵略の側面もあれぱ、一部南方に対しては解放戦争としての性質も有していた。同
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時に、サイパンなど旧南洋庁の島々では、日本の統治を肯定的に評価する声も多々ある。このように、日本の戦争は多面性をもち、単純な二元論では害」リ
切れない。日本が公に自己の戦争を肯定することは許されないが、日本の第こ次世界大戦に関連する研究を発信することで、ヨーロッパとは臭なる戦争
のコンテクストへの理解が広がることも期待される。さらに、近年まで続いた元ハンセン病患者の強制隔離や近世から近代にかけての隠れキリシタンの

苦難については、日本に固有のダークツーリズムのコンテクストであり、海外のダークツーリスト1こ対しては、大きな訴求力を持つ。二うした日本に独特の悲
劇に聞する研究は、日本が国として受け入れるツーリストの幅を広げることにも寄与するであろう。このように、斐が国は今後のダークッーリズムの研究
および発展に独自の立場から貢献することが可能なため、より積極的な立場から二の新しいフロンティア領域を開拓していくことが求められる。
ロカンタベリー地震に襲われたクライストチャーチの街には、復旧時に使われたコンテナを再利用したショッピングエリアがある(写真)
ロアウシュビッツ強制収客所の入り口(写真)

残された課題

D日ホ如Ⅲism(ダークツーリズム)という言葉が生まれて、まだ20年程度であるが、問題も現れ始めている。この新しい旅の形は世界中で広まりつつあ
り、ダークツーリズムの聖地とも言われるアウシュビッツでは、ここ10年で入場者数が3倍以上に増えてしまい、博物館には長蛇の列ができている。実は、
アウシュピツツ訪問の拠点となるウラクフからは、ツァーバスが頻繁に運行されており、悲劇を商充にしているのではないかという批判もある。また、9.11
同時多発テロの現場であるニューヨークのグラウンド・ゼロでは、大量の観光客の入り込みが厳粛な祈りを妨げており、ダークッーリズムは物見遊山と区別
できないという意見も出ている。一方、日本において顕箸に見られる傾向であるが、悲劇の場への来訪を不謹慎と見なす風潮は、ダークッーリズムの普

及の足かせとなっている。ダークツーリズムの意義を説くことは璽要であり、これは私自身の責務として果たさなけれぱならないが、現実の世界では次
から次へと様々な問題が起二っている。観光学は理念だけでは成立しない分野であり、現場の問題を解決できなけれぱ画に描いた餅になってしまう。本
書は、次章以後、ダーウツーリズムのあるべき姿を模素L続けていくことになるが、これには確定的な答えは出ないであろう。ただ、より良い形に近づける
努力は続けなけれぱならない。悲しみの記憧の断絶が、さらに大きな悲しみを招来する可能性がある以上、新たな悲劇を生まないためにも、その記憶を確
かなものにすることは非常に重要な意義を持つ。そして、その記憶の承継こそがダークッーリズムが担うべき本質的役割なのである。
口慰霊公園に生まれ変わったグラウンド・ゼロ(写真)

..........

東日本大震災とダークツーリズム

さて、私の旅路は一旦ここで終わりを迎える。「はじめに」では、私がダークツーリズムという言葉にいかにして出会ったかという点につぃて述べたが、実
は私のダークツーリズムに関する考え方も研究を始めた6年前とはかなり変容したことも告白しておく。ダークッーリズムという言葉を知るかなり前から、
私は災害復興にっいては関わりを持っていた。それは博士論文の副寮を、当時京都大学防災研究所の林春男教授が引き受けてくださったことに由来して
おり、それが緑で先生のテーマである災害対応の一部を分担して研究することになったからである。具体的には、阪神・淡路大震災後の神戸が主な対象と
なっていたが、もともと私の博士論文は、斤政策をテーマにしたものであり、モの中に災害情報を考える章があったため、こうした巡り合わせに恵まれたわ
けである。被災地の復輿は、社会学・心理学・建築学・経済学などなど芭々な学間分野が手を組まねばならなず、鳥瞰的な対応が必要であることも理解す
るようになっナ=。一方観光研究は、全く別ルートから趣味のようにやっていた。大学に職を得た21世紀の物め頃は、まだ時間的にも恵まれていたので、

出張先において自腹でもう1泊して綜を楽しんだりしていたが、この営みをもう少し学問的に掘り下げようと思い、観光学の研究を始めた。右記のように災

害復興に関する知識があったので、災害復興の過程における観光崖業の位置づけなどにつぃて、それなりに多くの論考を発表してきた。その経験を踏
まえて、東日本大震災について、観光学とダーウツーリズムの観点から言及Lておきたい。

第一0章ダークツーリズムの二れから

悪化する被災地の知的基盤と"風化"

阪神・淡路大震災と東日本大震災の相違は多岐にわたるが、前者はインテリ屠が多く住む都市がピンポイントで樫災Lたのに対し、後者は元から高齢化
や過疎に苦Lむ地方が帯状に被災したという特徹を持つ。廩日本大震災の復輿に関L、「津波の前に戻す」という言い方をされることがあるが、被災地の
多くは、津波の前からまさに21世紀の日本社会が直面する少子高齢化や過疏化という問題を抱えていたところが多く、被災前に戻してみても実は問題の
本質的解決になっていない。それゆえ、地域イノベーシヨンなり、ソーシャルイノベーションなりの手法が重要となり、そこでは都市部の知識人を中心に
農業や漁業はもちろん、まちづくりやコミュニティ論に蘭する提言が多くなされた。阪神・淡路大震災では、かなり早い段階から災害の記憶を教訓化しようと
する動きが地元住民ベースであったのに対L、東日本大震災に関しては外部からの力で記憶の承継の問題が語られたという点も大きな違いである。こうし
た提言には、もちろん東浩紀氏が提案する「福島第一原発観光地化計画」や私が嘔えるダークッーリズムも含まれているのだが、地元の人にとってあまり
耳障りの良くない言棄が出てくると、「被災者に寄り添うべき」とか、「こ二に住んでから言え」という話になってしまい、そこから議論が深まることはなかった。
"反知性主義"という言葉は、本来高等教育を受けていなくても専門家と伍Lてよいという積極的な意味を持っていたが、東北の復輿過程においては、この
考え方が非常に悪い方向に出てしまったと思っている。「知識人」にこでは専門家だけでなく、詩人など都市部で文化活勳をしている人々程度の意味で使
う)は多くの発現をしているが、地元民にとって心地の良いアドバイスは受け入れるものの、それ以外の言説に関しては、「ここに住んでから言え」というマ
ジックワードで拒絶するようになってしまった。この言葉が持つ全能感は強力で、これを言われてしまうと理諭的に、「当享者とは何か?」という概念を説明
しようとしてもなかなか受け入れてもらえず、現地住民と知謙人との禾離は広がっていった。こういった現象は、ダークッーリズムに固有の問題ではなく、ー
般的な遺撫の保存という論点にも垣間見えることがあっナこ。例えぱ、大槌町の旧庁舎は当初遺犠として保存される予定だったが、2015(平成27)年の
選挙では撤去派の新しい町長が、選ぱれ、政策の転換がなされた。それに対して、朝日新聞デジタル版2015年11月6日の報道によれぱ、前町長の治世
から設憧されていた専門委員会が、遺構保存の重要性について助言を行ったものの、新しい町長は「私は三十數年、役場で仕事してきた。この気持ちが外
の人にわかってたまるか」と声を荒らげたとされる。知識人の持っている知恵は汎用性があり、例えぱ私が使うダークッーリズムという社会分析の方法
は、戦争でも、人身売買でも、ハンセン病問題でも産業遺産についても同じように用いる二とができる。ダーケツーリズム概念は、被災地の復輿とともにー

般化Lていったのであるが、実際には被災地以外の場で広く受け入れられ、且の前の社会を認議し、描き出すための新しい手法として餐同者を増やして
いった。今日震災の記憶の風化が語られることがあるが、モの背景には都市部知朧層と現地住民との禿離が啄因のーつになうていると言ってもよいで
あろう。このような場面では、本来、政治の力が重要である。学者を含めた知識人は本当に勝手なことをたくさん言うので、その放言に近い情報群から
使えるものを取捨選択し、地元の政策に役立てるという途をとるぺきなのだが、その媒介者としての役割を果たす政治家は非常に少なかうた。

"復興ツーリズム"との関係

第一章では、ダーウツーリズムという言葉の意味を理論的に考えているが、ここではもう少し実際の間題に即してダークッーリズムという言葉の使用にっ
いて考えておきたい。「ダークツーリズムという言葉はイメージが悪いから、復興ツーリズムでよいのではないか」という声が、特に観光事業に直接関わる研
究者たちから聞かされることも多い。復輿の希望ということで"ホーブツーリズム"がふさわしいとさえ述べる栓者もいるほどである。しかし、こうした諾論
はダークツーリズムの本来的な意義と離れてしまっている。私自身、当初は復輿ツーリズムの一部にダークッーリズムを位置付けられると考えていたのだ
が、実際には難しいことがわかってきた。ダークツーリズムの定養は、悲しみの記憶を巡ることであり、その結果として悲しみの継承がなされる二とが望まし
いのであるが、こうした一連のダークツーリズムの役割は復興と直接には結びつかないことがある。例えば、石巻市の大川小学校では、多くの子供たち
が命を落としてしまっており、記憶の継承の墻として石巻のオーソライズされた復興ツァーの中に組み込まれていると思うかもしれないが、実際には、大川
小学校における死亡事故は教職員の避難誘導ミスが原因であるとして、市と訴訟にまでなってしまい、公が関わる観光コースでは紹介しにくくなってしまっ
た。また、女川の七十七銀行でも、結果論としてではあるが上司の避難誘導の判断にミスがあったことにより、12名の死者・行方木明者が出てしまった。

これに関Lても訴訟になったが、銀行の側は責任を認めず、ご遺族は最高裁でも敗訴Lている。現場には、小さな慰霊碑があるものの、昨今しぱしぱ紹介
される女川のシヨッピングエリアと慰霊の場には直接の連携がない。このように多くの人が亡くなった場所は、これまた多くの人が訪れ教訓として受け継
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ぐぺきであるが、行政や地元有力企業とコトを構えてしまうと、公はモの記憶を消しにかかる。遺構としても保存されなくなるし、街歩きでそうした墻所で説

朋を受けることもほぼない。歴史は権力側によって作られるため、復興ツァーも当局が描く明るく元気な麗しい話で満たされることになり、悲しみの記憶もそ

の大きな枠からはみ出さないものだけが紹介される。地域における弱い立場の人たちの記憶はかき消され、強者による記憶が刻まれていくことになる。

行政や有力企業を断罪するような観光コンテンツは消去されてしまうばかりか、地域にとってまるで「非国民」のような存在になってしまう。こうした復興過程

と直接関わらない症劇の記憶は、エスタづりツシュメントから敲れたところで消去されてしまう危険がある。ヨーロッバで生まれたダーウツーリズム概念は、
うまく日本に根づけぱ、地元にとって扱いにくい情報であっても、それを扱う二とが一般的になるので、記憶の承継にとって大変有用であるが、第一章で述

べたように文化構造の違いもありそのまま日本に持ち込むことは難しい。現状では、公害に関するケースで、本文で言及した水俣などが先進的な取組をし

ており、今後こうした動きが拡大する二とが望まれる。また復興ツーリズムは、"復興"であるがゆえに、政策的に推進されていくであろうが、ダークツーリ

ズムは復輿過程における行政の腐敗や住民問の乳蝉といった影も扱うために、復興ツーリズムとはすぺてが一致しない概念であるし、r明るく元気な被災

地」という考え方とはむしろ相容れない旅の形態であると言0てよい。三陸において嵩上げ工亭がされた地域に住んでいた人々の中には、「套々の記憧は、

一度目は津波という永で奪われ、二度目は土木工事という土で奪われた」という話をする方もいるが、こうした声は明るく元気な復興ツーリズムでは伝わり
にくいのである。しかし、ここまで述ぺてきたように、正史では拾いきれない悲しみや教割Ⅲま確かに存在し、その記憶を継承していく手法としてダーウツー

リズムの役割は大きい。メディアが報じない確かな現実がそこにはある。ダークツーリズムの定義は本書冒頭で述べたように、T悲劇を巡る旅」なので、

それゆえ巡る場所としては復興ツーリズムと重なるところがあるが、取り扱う情報に関しては大きな差具が出てくる。換言すれぱ、両者の重なりは、場所的

な位贋情報については共有されるものの、概念的な共通項は驚くほど少ないと言える。したがって、被災地に行くことが自体がダークツーリズムというわ
けではなく、被災地に行くことがダークツーリズムになることもあれぱ、ならないこともままある、というのが正しい認識であろう。このように考えるように

至った経繰として、被災者やご遺族から積極的に私へのアケセスや儘働を望む声が増えてきたことを理由として峯げておきたい。大川小学校の記憶の継

承に関わる方々から、このままでは行政によってかき消されかねない記憶をどのような手法で受け継げばよいのかという相談をいただいたり、女川のご遺

族とはともにNHKラジオに出演して復輿と記憶の承継に関する談話を寄せたりもした。また大槌町の有志からも遺構の保存に関する質問を何度か受けた。

こうした方々が、ダークツーリズムという方法論が持つポテンシャルを感じ始めたということは、今後の記憶の承継のあり方にも変化が生まれてくるのでは
ないかと思われる。ただし、ダークツーリズムと復興ツーリズムは決Lて背反事象ではないということも強調しておきたい。二れらは車輪の両輪のように、

相互に補完しつつ地域の価憧を高めることが可能である。大川小学校の記憶は、学校防災について考えるという「二こにしかない価値」を有Lているし、そ

二で思いを巡らせた後に、石巻の市街地に出て石ノ森章太郎の記念館である石ノ森萬画館での展示を楽Lみ、最佳に石巻焼きそぱで締めるという行程を
たどることは全く不思楼ではない。女川についても、執筆段階では駅周辺の商業施設と犠牲者の慰霊碑は動線が分断されてしまっているが、企業防災

を考える街としての女川の記憶の価値を大切にしながら、漁港ならではの買い物を経験するということもあってよい。ダークツーリズムと復興ツーリズムの

両立は、悲しみも裏びも含めた様々な記憶が地域を作っているという当然の構造を再度気づかせてくれる。
口七+七銀行女川支店被災者家族会有志による慰霊碑(写真)

防災教育と生死観
防災学者の中で、防災教育を亜視する人たちの中には、「死」を直接のテーマとして扱うダークツーリズムに期待を寄せてくれる人もいる。ただ、防災教脊

とダークツーリズムは矛盾Lないものの、同心円上に存在するわけではない。防災教育の目的は、取りも直さずr命が助かること」であるが、ダークツー
リズムの場合、人の死を直接扱い、モこでツーリストほ生と死の概念に対梼することになる。死とはどういう意味を持つのか、また、私たち、そして地域社会

は死をどのように受け止めればよいのかという課題は、まさにダークツーリズムという営みを通Lて、明確に意識されるようになる。欧米でダークツーリ

ズムという考え方が、急速に受け入れられて今に至るのは、教会文化に根ざす生死霞が早い段階で刷り込まれているからではないかと考えられる。教会
に行けぱ、幼子イエスを抱くマリア像だけでなく、死したキリストを抱くマリアのビエタ像にも出会うことになる。ミケランジェロの「最後の審判」は、天国へ向

かう者と地獄に落ちる者がーつのシーンとして描かれており、光と影の世界観とともに、死を意燦させる大作である。翻って本邦を見てみると、r死」1こつ
いて考える棲会を持たないまま歳を重ねていくことが非常に多い。私自身も、死をどう受け止めるかという死生観教育を受けたのは、仏教系の保育園にい
た就学前の2年間だけだったように思う。私たちは、人の死という絶対に起こる事魚を、日常生活圏から切り離して世界観を作ってきている。さて、自然

災害の大きな特徴を考えてみると、大量の死が一度に発生する点が挙げられる。震災発生後の教育は、災害に際して死なないための防災教育が中心と

なっていくが、実は、被災地に赴くと本質的な意味で死と向き合わざるを得なくなる。大量の死の中には、当然、自分と似た境遇の方もいるわけで、その
方の無念を思うと、心中に熱いものが込み上げてくる。また周囲の方々も、突然の死にどれほど辛く悲しい思いをされたのであろうかという点にも必然的に
思いが及ぷ。自分が死んだらどうなってしまうのだろうか。大切な人が亡くなうたら受け入れられるのであろうか、二のように死について真撃に考える契機と

してもダークツーリズムは機能する。災害から身を守る防災教育とダーウツーリズムはこれもまた背反峯象ではないが、ダークツーリズムは死の意味を

考えるという点で、モのウエイトを贋く点は少し具なると言えよう。

学術界の動向

私の研究テーマであるダークツーリズムは学際的な学問領域であるため、所属学会も多岐にわたっており、色々な分野の専門家たちの前で発表を行っ
てきた。経涜学、芸術学、情報学系の学会では非常に好意的に迎え入れられ、深い雄論をすることができた。また、宗教学の専門家からは、既述した生

死観の観点から、個別に複数のアウセスがあった。防災系の学会での反応は微妙で、前述のとおり防災教育との親和性を重視してくれる研究者からは歓

迎されるものの、復興という霞点からは必ずしも同義には語れないので距陵を置く人も多い。"諭敵"ほ、実は楓光系学会に集中していた。ヨーロッパや
それが波及したアジアにおけるダークツーリズムが、復輿ツアーのみならず地域のダークサイドの記憶も含む多義的な概念で語られるのに対し、日本の被

災地における復興過程は「明るく元気」である二とが期待されるので、ダーウツーリズムが復興ツーリズムと相客れない場面が多いことはすでに触れた。亰

日本大震災後の被災地で活動する観光事業者や鍍光学の研究者にとぅて、ダークツーリズムは扱いづらい存在であるし、ダークツーリズム概念が一般に

広まるにつれて、観光客から「これもダークツーリズムなんですか?」という、これまた答えにくい質問が寄せられることもあると聞く。彼らにとっては、被
災地の復輿のグランド〒ザインにダークツーリズムという言葉が登場すること自体が非常に迷惑な状況なので、被災地でダークツーリズムという言葉を切

り離したいことはわかる。ただし、これもまたすでに述べたとおり、復輿過程から取り残された死の記憶や被災地で現実に起こる不祥事、モして妬みや僻み
も含めて人間活動の実際を受け継いでいこうとするダークツーリズムの方法論は、公的な復輿過程とは別の場で存在意義を持ちうるだろうし、それは時空

を超えた価値になるかもしれない。現状、ダークツーリズムが多くの復輿ツーリズムと相客れなかったとしても、別の領域の価憧としてその存在は認められ

て然るべきだと思うのだが、その存在自体を許そうとしない論者が多いのが観光系学会の特撤である。実際、観光庁が掲げる新Lい観光としての

"ニューツーリズム"の中にもダーケツーリズムは全く入っておらず、観光に関係する産官学は、必死にダーケツーリズムを亡きものにしようとしているのでは

ないかと思うことも多々あり、私自身、この6年間でたいへん打たれ強くなったように感じる。ただ、学会の組轍体としては、ダーケツーリズム自体に価値

がないとは思っていないようで、産業遺産をダークツーリズムの観点から掘り下げるプロジェクトには日本観光研究学会が研究分科会として資金を出し、私
をりーダーとした研究が腰開され、さらに観光学術学会でもセントラル・ランカシャー大学のりチャード・シャープレー教授を招いて研究会を行うなど、ダーク

ツーリズムに"朋るい"兆しが見えてきてもいる。6年前、学術論文を"ダーウツーリズム"で検素しても、私の他には1本しかなかったものが、今や50本を超
えるヒット件数となり、単なるダークツーリズムへの反発を超えた学問的深化が始まりつつある。

これからのダークツーリズム

今後、日本におけるダークツーリズム研究がどのように農開していくのかは、私自身よくわかっていないし、誰も予測はできないであろう。ただし、2015

(平成27)年7月に発行されたムック本 rDARK t0山13m ゛APAN "01.1』(ミリオン出版)は、初版1万5000部を売り上げ、新聞やテレビ等のメ〒イア

でも繰り返し紹介された。ELて、各地の郷土史や地域史を研究する人々から多くの取材依頬もいただいた。この旅を欲する人々はすでにおり、伝えた
い人々も多い。あとは、オーソライズされたインターフェースがあれば、銀光イノペーションにつながる可能性はあるが、産官学の動きは鈍い。これを動かし

ていくには、ユーザーからの牽引によるしかないであろう。全く斬しい旅の概念として、ダークツーリズムなる営為が人を成長させ、思索に導くことをWEB
ペースで発信することは、意識変革の遅い旧来層への重要な働きかけになる。私もまた、旅を続けていくことになるが、読者の皆さんとどこかの空の下で出

会い、りアルの世界でも、またサイバー空間でも交流できることを願っている。
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Ⅳ.『2020年(令和2年)2月25日以降の養生所/(長崎)医学校等遺跡』

私達当会は、2020年(令和2年)2月25日以降の養生所バ長崎)医学校等遺跡について、以下、提案L要望します。

1.関連事象

a)養生所バ裏崎)医学校等遺跡について

養生所バ長崎)医学校等遺跡に関する事象は、日本の近世末期から明治前半期に於いて、長崎市街の南の佐古の丘に土地を選定し、文久元年

七月一白(1861年8月6日)養生所(病院及び医学所)が落成して以降、北に土地を拡張Lて、慶應元年八月十七日(1865年10月6日)長崎奉行服部
左衛門佐常純は「長崎表小嶋郷精得館構内江分理所究理所其外等斬規御昔請出来栄見分相済候義申上候害付」を幕府に進達、慶應元年十月

十二日(1865年11月29日)幕府は山下金介を経て分析究理所を受取る、慶應四年二月(18能年)精得館は新政府により長崎裁判所の管轄下とな
る、明治元年十月十七日a868年11月30日)精得館を長崎府医学校(及ぴ病院)と改称、以後、医学校と病院は幾度か所轄と名称の変更、廃止を

経て、明治8年(18乃年)4月31日薯地事務(支)局病院が長崎県の所轄に帰し長崎病院となる、明治9年(1幻6年)6月20日長崎病院医学場開場、

明治"年a878年"月8日長崎病院医学場を長崎竪学校と改称、明治14年a認1年)8月長崎駿学校の病院の長崎病院附属梅毒病院への改
築工事が竣工、朗治15年(1部2年)5月27日長崎竪学校が甲種医学校となる(医学校通則を通達)、明治21年(1訟8年)4月10日第五高等中学
校医学部鬨校式拳行、明治22年(18鵠年)4月梅毒病院の新築工事が竣工し畏崎梅毒病院と呼称Π5日頃を予定)、明治24年(1891年)9月11
日第玉高等中学校医学都が長崎県西彼杵郡蒲上山里村に移転し在来の医学校を分教場とし四学年生の臨床講義場に充て、明治27年(1釣4年)

9月11日第五高等中学校医学部を第玉高等学校医学部と改称、明治34年(1901年)3月31日第五高等学校医学部を長崎医学専門学校と改称、
明治35年(1902年)4月擾崎病院が長崎県西彼杵郡浦上山里村に新築工事竣工して開院、明治39年(1906年)6月1臼長崎市佐古尋常高等小
学校、佐古小島1番地の第五高等学校医学都分教室充用して開校式業行、大正12年(1923年)4月1日萇崎医科大学開設、大正14年(1925年)

7月20日長崎市佐古尋常高等小学校、長崎医科大学所有の校地1,572坪を購入、大正14年a925年)10月29日長崎市佐古尋常高等小学

校、長崎医科大学所有の校舎二階建オ棟を返還移転、大正15年(1919年)4月1日長崎市小島町一番戸、元養生所附属建物二階家一棟を本学
構内に移す(注:長崎腎科大學第三回卒業記念写真集昭和4年(1929年)山口寓眞莊山口靜夫「學校病院全景」(山上記念館)、第四回
卒業記念写真集昭和5年(1"0年)克眞舘響謹寝 r大學」(山上記念館)「山上記念館」、により、佐古尋常高等小学校の校舎二階建1棟の
移転先は長崎医科大学犠内ぐびろケ丘山上)、昭和6年a鱒1年)3月までに、畏崎医科大学構内ぐびろケ丘山上の「記念館」(旧甲種長崎医学校
講堂建物:大正14年(1925年)10月29日に長崎市佐古尋常高等小学校より返還移転)滅失(長崎吾科大學第玉回卒業記念写真集『193

1』昭和六年三月寓眞舘響謹寓「長崎谷科大學遠望」)、昭和24年(1945年)5月31日法律第一五0号により、国立学校設置法が公布され、
本学(墨崎大学)は、学芸学部、経済学部、医学部、薬学部、水崖学郁の五学郁より成る斬制長崎大学として、同日、設置、畏崎医科大学、同附属

薬学専門部、長崎経済専門学校、長崎師範学校、長崎青年師範学校及び長崎高等学校の旧制学校を包括Lた。又、長崎大学には、風土病研究
所を附属された、昭和28年(1953年)5月13日旧小島病院跡の払下げ確定、南校舎と呼称、茲に医療系機関施設としての使命を閉鎖しました。

私達当会は、養生所/(長崎)医学校等遺跡について、日本の近代西洋匡学受容の地である長崎の地に於ける日本で最初の近代病院と近代医

学教育の最初の専用施設であり、日本の近代医学を近世末期と近代を通貫して実施した遺跡である、と仮定します。

幕末から近代にかけての関係の写真では、養生所から精得館、又、その後の土地と施設の変遷、例えぱ、幕末期の精得館の時代に、後の医学校

南郁と病院西都となる一帯の土木工亭が実施されている様子、が精度を以て確認できます。

当該の機関施設の推移において、文献資料に於ける教師陣や教育、運営、映像資料に於ける筋設とその展開の各局面で、幕末から明治の御一

新にかけての連続性が確認できます。

私達当会は、養生所バ畏崎)医学校等遺跡について、文久元年(18矼年)の養生所の開設に関する事象以降小島病院の消滅に至る、共時的通時
的に連続する医療系機関施設に関する遺跡として、遺跡の実態並びに関連享象の調査と保存と遺跡の原状回復と継承と活用と公開と情報発信と

養備保全すること、を提案し要望しています。

一方、長崎市は、萎生所<長崎)医学校等遺跡に関する適跡の保存と開発行為の調整の過程に於いて、長崎市史跡長崎(小島)養生所跡の時代
と土地の範囲を明治元年の精得館に至るまでと限定L、長崎府医学校以降の遺跡について文化財としての保護の措置を執りません。

私達当会は、長崎市の理事者に、養生所/(長崎)医学校等遺跡の連続性のある歴史と遺跡の実態に対して、文化財としての保護の措置を明治元
年の精得館に至るまでと限定する、その理由乃至根拠を確認の為に問い合わせていますが、今日迄、回示がありません。

2020年(令和2年)2月25日長崎市は、養生所バ長崎)医学校等遺跡としての土地、即ち、旧長崎市立佐古小学校の敷地に、長崎市が計画した

長崎市立仁田佐古小学校について、土地を掘削して校舎等施設を新築L、また、医学校の敷地の形成と共に形成された当該遺跡である当該建物

敷地の外周道路について遺跡を掘削Lて拡幅L、当該施設の当該小学校への供用を聞始しました。

当該の開発工事に於いて、当該の遺跡を構成する大量の土砂と保存を措置Lない構造物並びに遺物たる石材が撤去され廃棄され、即ち、長崎市

が文化財として措置しない遺跡の要素が大量に破壊され、撤去され、滅失しましナ=。

2020年(令和2年)4月6日長崎市は、養生所バ長崎)医学校等遺跡、即ち、長崎市立仁田佐古小学校敷地の一画に、独立した施設として「長崎
(小島)養生所跡資料館」を開館Lました。

2020年(令和2年)4月10日金曜日から5月31日日曜日まで、「長崎(小島)養生所跡資料館」は、新型ニロナウイルス感染症対策の為に匪時休

館し、6月1日月曜日の休館日の後、2020年(令和2年)6月2日火曜日から再開しました。

(2)新型コロナウイルス感染症(C0ⅥD-19)の蔓延

2m9年(令和元年)12月に中国武漢に発した新型コロナウイルス感染症(00ⅥD-19)は、世界に拡散し、2020年(令和2年)5月には、先進

国を中心に感染拡大が小康状態となり、世界で経済活動の再開が相次いでいますが、感染の第二波第三波が懸念され、私達人類の日常生活に

於ける社会的な感染予防行動、即ち、新常態(ニュー・ノーマル.New NⅢm.Dが提咽されています。
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2.提案と要望

0)前提とする提案と要望

私達当会は、皆様に、養生所バ長崎)医学校等遺跡について、当該遺跡が遺跡であることより、当該遺跡の全域を、専ら、遺跡として、遺跡の実態
並びに閏蓮事象について調査し保存し遺跡の原状を回復し継承し活用し公開し情報発信し整備保全すること、を提案し要望します。

私達当会は、当該地に於ける、人類の活動上の共時的通時的な差具について、長崎市立仁田佐古小学校としての事象にあると云うよりは、養生

所バ長崎)医学校等としての事象にある、と仮定します。

私達当会は、当該の差具により、当該地に於いて、長崎市立仁田佐古小学校の還営より、養生所ノ(長崎)医学校等の遺跡を選択します。

(2)当該遣跡に関係する事象を踏まえた提案と要望

私達当会は、皆様に、養生所バ長崎)医学校等遺跡について、長崎市による養生所ノ(長崎)医学校等遺跡に関する遺跡の保存と開発行為の調整
の実態、並びに、新型コロナウイルス感染症(C0ⅥD-19)の蔓延、その他の社会的事象を踏まえ、以下、提案し要望します。

①私逐当会は、皆様に、長崎市立仁田佐古小学校について、予て、旧長崎市立佐古小学校地よりも現代に於ける小学校適地であると提案し要

望する旧長崎市立仁田小学校地、その他の候補地に、運営すること、を提案し要望します。

②私逢当会は、皆様に、長崎市立仁田佐古小学校の敷地と施設について、恒久的な、感染症対応施設として転用すること、を提案し要望します。
私達当会は、長崎地域に於けるホテル等民間その他施設の感染症対応への運用について、時限的な措置であり、通時的な限界を有する、と仮定

します。

私達当会は、養生所バ長崎)医学校等遺跡に於ける感染症対応施設の運用について、医学校及び病院、並びに、梅毒病院である遺跡としての土
地の利用の履歴の承継に一致する、と認識します。

私達当会は、日本の近世末期に、近代西洋病院の適地として選定された丘の上の当該地ぱ、現代でも通気や日照、又、景観の展望の点で、療養

所又病院としての適性を維持している、と仮定します。

③私達当会は、皆様に、養生所ノ(長崎)医学校等遺跡に於ける感染症対策施設について、平時は、二れを、地球の各地域の人類の長崎地域訪
問への、「ゲストハウス」として運用すること、を提案L要望します。

④私達当会は、皆様に、漸次、滅失Lた遺跡としての実態について、漸次、原状を回復、又は、原状の素材と工法と形態に於いて槿造し、又は、

資料により復元し、遺跡の遺跡としての特具性、又は、個別性を表叡すること、を提案し要望します。

⑤『医と生と死の博物館』の開設

私達当会は、皆様に、長崎市による既設の「長崎(小島)養生所跡資料館」と連動して、新たに、養生所バ長崎)医学校等遺跡の土地又は近隣土
地その他の土地を候補地として、『医と生と死の博物館』を開設設置すること、を提案し要望します。

私達当会は、『医と生と死の博物館』について、人類の医学との行為、並ぴに、人類並びに他の生命体の生と存在と死、又、絶滅、その実態、二れ

等の相互の関係、並びに、これ等に関する人類による把握、意義、その是非、について、考察し、提示する事象である、と仮定Lます。

私達当会は、私達人類について、現生人類の21世紀と22世紀、私達人類が、私達人類の科学と技術の結合により、私達人類の身体能力の延

長、並びに、私達人類と諸事象の関係性の再確認と再生産に於いて、人類種としての個体の限界を大きく地球規模を以て超越する現代、に於い

て、"人類とは何か?"、そしてその姿の模索が続き、私達人類は、之に答えなくてはならない、と仮定します。

私達当会は、『医と生と死の博物館』1こついて、私達人類が、"人類とは何か?"、そしてその姿への解答に寄与する、と仮定します。

私達当会は、現代の日本の都市と市街について、人類又他の生命体の死を許容せず撥ねる、と仮定します。

私達当会は、現代の日本の都市と市街について、重油による火葬、核家族化、コンクリートと鉄とアスファルトが、人類並びに他の生命体に於ける
それぞれの生と死を分断し断絶する、と仮定します。

私達当会は、私達人類が、医を以て、又、他の亭象により、人類並びに他の生命体の生と死を語り、提示する意義は、茲にもある、と仮定します。

私達当会は、私達人類が、日本の近代西洋医学受容の地である長崎の地に於ける日本で最初の近代病院と近代医学教育の最初の専用施設で

あり、日本の近代医学を近世末期と近代を通貫して実施した遺跡で罰る「養生所バ畏崎)医学校等遺跡」に関係して、世界に関わる人類に於いて、
医を以て、又、他の事象により、人類並びに他の生命体の生と死を語り、提示することについて、私達人類の、当該遺跡に関する事象の承継に合
致する、と仮定します。

(3)その他の提案と要望

私達当会は、皆様に、遺跡、他の文化財、遺産、について、「ダークツーリズム」の概念を人類の基層と認臓し、之に従い行為すること、を提案し要
望します。

私達当会は、rダークツーリズム」の概念について、当肢の事象に関し、私遠人類に対する共感、又は、説得力や訴求力、強度、を生起する、と仮
定します。

(参考.『遺跡に閏するMEMORANDUM』(2020年(令和2年)7月4日土曜日の項) 2020年(令和2年)7月4日土曜日養生所を考える
会代表池知和恭、『遺跡に関するMEMORANDUM』:惰報編 2020年(令和2年)7月4臼土曜日養生所を考える会代表池知和恭、『幻
冬舎新書506 ダークツーリズム悲しみの記憶を巡る放』二0一八年七月三十日第一刷発行著者井出明発行人見城徹編集人志儀保
博発行所株式会社幻冬舎ブックデザイン鈴木成ーデザイン室印刷・製本所株式会社光邦)
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『長崎地域の近代現代の遺跡』V.

1.経緯

私達当会は、日本地域について、中世の14世紀頃、社会上の認識の転換が起こり現代への基盤が形成され、中世末期の
15世紀末から16世紀末の戦国時代、安土桃山時代に、中国文明、アジア地域の諸文明、並びに、西欧文明由来の新しい
文化が開花し受容され、同時に、社会的な近代化が進巖した、と仮定します。

私達当会は、日本地域にっいて、17世紀に、徳川氏の公儀が成立L、19世紀に至る、徳川の平和中呂X Tokugawana
パックス・トクガワーナ:慶長八年二月十二日a603年3月24日徳川家康征夷大将軍に任命される一慶應三年十月十四日
a867年11月9日)大政奉還、但し、島原の乱.寛永十四年十月二十五日(1637年12月11日)から寛永十五年二月二十八
日(1638年4月12日)あり)を実現した、と仮定します。

私達当会は、日本地域について、近世に於いて、徳川氏の公儀を通して、長崎地域が、唯一の西欧文明地域との交易の拠
点となり、民間を経由して、日本各地に、西欧文明由来の事象が摂取された、と仮定します。

私達当会は、西欧文明の地域について、11世紀末から十五世紀末に十宇軍が起こり、東方の中東の文明の摂取が始まり、
14世紀から16世紀に後の19世紀に云うルネサンス(文芸復興、仏:Renalssance:再生、人間性開放)との事象がイタリ
アの都市に発して起こり、西欧社会に近代の萌芽が出現し、16世紀に宗教改革が起こり、18世紀に、人類の技術と人類の
科学が結合し、科学技術が成立し、同時に、人類の理性を考察する処、人類の社会と地球の諸事象並びにその関係性に於
いて、人類は、人類の技術により人類にとっての利便を獲得しつつ、人類の身体性と地球の自然を超越して影響を付与する
こととなり、又、事象は人類の地球規模の世界に拡散しつつある、と仮定Lます。

私達当会は、日本地域について、19世紀の幕末に於いて、科学と科学技術の理解と摂取について、体系的な理解に及ぱ
ず、部分的な理解と摂取が試行されていた処、徳川氏の幕府が、その鎖国政策の解除、日本の開国を考察し、日本の国家
として、初めて、西洋文明に於ける科学と科学技術の体系的な理解と摂取を試行した、と仮定します。
私達当会は、徳川氏の幕府の日本の国家としての初めての西洋文明に於ける科学と科学技術の体系的な理解と摂取への
試行は、近代西洋式海軍の創設の形態を以って行為され、オランダ王国の協働によって成立した、即ち、長崎地域に於いて
行為した、長崎海軍伝習が之である、と仮定します。

他020年(令和2年)7月9日木曜日妻生所を考える会代表池知和恭)

0『長崎海軍伝習所』(中公新書10241991年5月25日発行著者藤井哲発行所中央公論社)は以下記します。
「Ⅸ明治の科学技術近代化の核となったオランダ海軍伝習カッテンディケは、その報告害に喜いた所感で「海軍の勤務
を実際に目指していると思われる伝習生はほとんどいない」と述べていたが、まずそのことを見てみよう。海軍 ペ辱●■●■

ルスライケンは、日本人は「好奇心の赴くまままったく無秩序・衝動的」に知識をもとめたがると、嘆いていたが、この国民的
傾向は、日本人の短所であるとともに一面長所でもあった。伝習所で無秩序・衝動的に求めたいろいろな分野の知識が、明
治になって、日本の科学技術の近代化の核として大いに役立つことになった。以下、このことにつぃて述べておこう。鉄
道 造船・重機械工業 灯台と水路図誌天文台と気象台 数学教育 明治維●●●●■ ■●■●● 巨●●●● ..... 明●●●●

新というのは日本的革命であっナ=。なるほど人心の一新には効果があったが、文化的に幕府時代と明治時代の境に断絶が
あったわけではない。特に文化的脱亜入欧は、幕末の長崎海軍伝習所でスタートし、それが明治時代におおいに加速したの
である。事実、明治十年代までは、その担い手が伝習所出身者であったことは、本章であらまし述べた通りである。」(P160
P1乃、注:カッテンディケは第二次長崎海軍伝習教官隊長ぺルスライケンは第一次長崎海軍伝習教官隊長)

( 175/276 )

安政二年十月二十二日(1855年12月1日)徳川幕府が第一次長崎海軍伝習によって幕府の近代西洋海軍を創設した後、日
本の海軍の動向は、江戸築地の講武所のなかに軍艦教授所を開設、第二次長崎海軍伝習の実施又長崎海軍伝習の閉鎖、
軍艦教授所を軍艦操練所と改称、軍艦所、海軍所、明治政府が海陸軍事務科を設置、以降、軍防事務局、軍務官、兵部省、
海軍操練所を東京築地の元芸州屋敷内に創立開設、兵部省に海軍掛と陸軍掛を設置、海軍操練所を海軍兵学寮と改称、
陸軍省・海軍省(海軍本省を東京築地の尾張別邸に創立)を設置、海軍兵学校が海軍兵学寮を改称して開校、陸軍大臣・海
軍大臣を設置、明治21年(18認年)海軍兵学校が呉市の呉鎮守府に近接した広島県の安芸郡江田島町(現在の江田島市)
に移転、昭和18年(1943年)海軍兵学校岩国分校が開校、昭和19年(1944年)海軍兵学校大原分校、舞鶴分校が開校(海
軍機関学校を廃止、兵学校に統合され、海軍兵学校舞鶴分校となる(兵機一系化)、但し、「機関学校」の名称は横須賀大楠
に既設の海軍工機学校が改正して継承)、昭和20年(1945年)海軍兵学校針尾分校が開校、昭和20年(1945年)7月海軍
兵学校針尾分校が防府の通信学校に疎開して閉校、昭和20年(1945年)12月1日までに海軍兵学校の全校が廃校となる、
と推移します。



Owikiped治「大日本帝国海軍」最終更新2020年7月1臼(水)21:00 は以下記します。
日本はそもそも四方を海洋に囲まれている海洋国家であるため、日本海軍は西太平洋の制海権を確保〔概要〕 .....

することにより敵戦力を本土に近づけないことを基本的な戦略として、不脅威・不侵略を原則としてきた。また、一方でイギリ

ス海軍に大きな影響を受けていたため、戦闘においては好戦的な姿勢を尊び「見敵必殺」を旨として積極的攻勢の風潮が

あった。海軍の戦略戰術研究の功労者として佐藤鉄太郎中将が挙げられる。明治末期から昭和にわたり海軍の兵術思

想の研究に携わり、その基礎を築いた。1907年(明治40年)1こ『帝国国防史論』を著述し、「帝国国防の目的は他の諸国と
はその趣を異にするが故に、必ずまず防守自衛を旨として国体を永遠に護持しなければならない」と述べ、日本の軍事戦略

や軍事力建設計画に影響を与えた。その一方で帝国陸軍とは関係が悪く、Uボしぱ官僚的な縄張り争いによって対立を見
●●●●■

^0

〔略史〕伝承によると古代史における神武天皇の船出の地(詳しくは神武東征を参照)、宮崎県日向市美々津が日本海軍

発祥の地とされており、美々津港には海軍大臣米内光政による「日本海軍発祥の地」碑力覗存している。一方直接の祖
先と言えるのは中世より日本史上に姿をあらわす水軍である。徳川家の配下であった幕府水軍は一度廃れたが、幕末に幕

府海軍となって強化された。幕府海軍は当時、国内最強の海軍であった。その後、諸藩の水軍とともに、多くが初期の日本
海軍に合流した。江戸時代の幕藩体制においては鎖国が行われ、諸藩の大船製造は禁止されていたが、各地に外国船
が来航して通商を求める事件が頻発するようになると、幕府や諸藩は海防強化を行うようになる。軍艦奉行、長崎海軍伝習
所が設置され、開国が行われたのちの1860年には威臨丸がアメリカに派遣される。1864年(元治元年)1こは初の観艦式

が行われる。大政奉還、王政復古、戊辰戦争を経て成立した明治政府は、幕府が建設途中であった横須賀造船所などの

機関を接収・継承し、幕府や諸藩、海援隊の人員を加えつつ、装備を整理・編成したのが基礎になる。 1870年(明治3
年)に陸海軍が分雛され、1872年(明治5年)1こ海軍省が東京築地に設置される。初期には川村純義と勝海舟が指導する。

1876年(明治9年)に海軍兵学校、1893年(明治26年)5月には軍令部をそれぞれ設置する。明治初期には陸軍に対して
海軍が主であったが、西南戦争により政府内で薩廉藩閥が退行すると、陸軍重点主義が取られるようになる。 ■■●●●
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昭和20年(1945年)8月9日午前11時02分アメリカ軍が北マリアナ諸島テニアン島北部のノースフィールド飛行場(ハゴイ

飛行場・牛(ウシ)飛行場)からアメリカ陸軍航空軍第509混成部隊所属のB29爆撃機「ボックスカー(BOOSC3"」(ビクター
ナンバーフフ、機体番号44-27297)1こより、高度9,600メートルにて、長崎市に原子爆弾インプロージョン方式プルトニ

ウム活性実弾F31 正式名称マーク3(Mk.3)核爆弾コードネーム「ファットマン(Fat Man)」(プルトニウム239:TNT火藁
22,ooot(22kt)相当)を投下し、当該核爆弾は地上50omで詐裂、長崎地域は被爆壊滅

Owikipedia「大日本帝国陸軍」最終更新2020年7月6日(月)10:05 は以下記します。

〔略史〕<創成期>帝国陸軍の起源は、明治維新後の1871年(明治四年)に薩摩・長州・土佐から徴集され組織された
天皇直属の御親兵である(陸軍省が正式に発足するのは1872年4月(明治五年二月)の兵都省改組による)。この兵力を

背景にして廃藩置県を背景にして廃藩置県を断行した。御親兵はその後、近衛と改称された。その時点では士族が将兵の
中心であったが、将来は徴兵制による軍備を目標としていた。この創成期の帝国陸軍では大村益次郎が兵部省兵部大輔と
して主に兵制の基礎を構築し、士族による軍制から徴兵制度による国民兵制への移行を目指した。この近代的な兵制改革

を提唱したことから、大村は帝国陸軍建設の中心人物と評されるようになった。大村が暗殺されるとその後を山縣有朋が継
承し、1874年(明治7年)1月に徴兵令を発布し同年4月に東京鎮台に初の徴兵による兵卒が入営した。しかし、近衛は
徴兵制を武士を冒涜するものと不満を募らせ、征韓論による西郷隆盛の下野を機に将校兵卒が大量に辞職した。当初は専
ら国内の治安雑持、叛乱勢力の鎮圧(佐賀の乱、神風連の乱、西南戦争ほか)などを担った。当初、兵部省は、1871年に

東京・大阪の2個鎮台を置き、遅れて鎮西鎮台、東北鎮台を設置した。陸軍省と改まった後の1873年(明治6年)には全国
を6個の軍管(東京・仙台・名古屋・大阪・広島・熊本)1こ分けて、それぞれに1個ずつの鎮台を置き反乱士族の鎮圧などに当
たった。1888年(明治21年)に6個鎮台はそのまま師団に改編され、それぞれ第一師団、第二師団、第三師団、第四師団、
第五師団、第六師団に改編し旧鎮台地に衛戌し、近衛は近衛師団となり禁閥守護・鳳輩供奉を主任務とすることとなった。

<外征期> 1874年の台湾出兵以降、徐々に外征軍としての機能力鵠金化され、普仏戦争に勝利して世界的に注目を集め
ていたプロセイン陸軍のメッケル参謀少佐が1885年(明治18年)に陸軍大学校教授として招請され、その助言を受けて18
86年(明治19年)に大山巌らによる改革が進められた。この時期に帝国陸軍は大きく変化し、1888年(明治21)年にフラン

ス陸軍を範にとった拠点守備を重視した鎮台制から、後方支援部隊を組み込んで機動性の高い師団を運用する積極防御を
重視したプロセイン式への改組が行われた。 1894年(明治27年)の日清戦争開戦時には常設師団は7個であったが、
日清戦争後の1898年(明治31年)に常設師団6個師団(第7師団・第8師団・第9師団・第10師団・第11師団・第12師団)
が増設された。 尋■■■岡

昭和20年(1945年)8月6日午前8時15分アメリカ軍が北マリアナ諸島テニアン島北都のノースフィールド飛行場(ハゴイ飛

行場・牛(ウシ)飛行場)からアメリカ陸軍航空軍第509混成部隊第393爆撃戦隊所属の日29爆撃機「エノラ・ゲイ(En01.

Gay)」(ビクターナンバー82、機体番号44-86292)により、高度9,600メートルにて、広島市に原子爆弾ガンバレル型
ウラニウム活性実弾LI'1 M日永.1核爆弾コードネーム「りトルボーイ(Littl. Boy)」(ウラン235:オ'NT火藥15, ooot(15
kt)相当)を投下し、当該核爆弾は地上60omで咋裂、広島地域は被爆壊滅



2.提案と要望

私達当会は、長崎地域について、日本地域の東アジア地域の文化と文明、並ぴに、西欧の文化と文明、その思想と行為、その技術、その
科学、その科学技術の交流と摂取と導入について、長崎の自然と、地勢、社会上の交易体制に於いて、古来より、経験を蓄積する処、日
本の中世の末期、戦国時代と桃山時代にかけて、戦国大名の領国経営と、統一国家的な関係性の再構築の過程で、従来に増して新しい
拠点となり、近世に於いて、徳川氏の公儀による後に云う「鎖国」政策の下に、全国的に限定される国際交流の四つの口のうち、唯一、正

規の西欧世界の対応窓口となり、長崎地域に於ける西欧世界と日本世界の限られた接触は、唐通事、蘭通詞、民間を経由して、長崎地
域に蓄積され岨瞬され、又、日本の各方面、各地域へ拡散し伝播し吸収され、徳川氏の幕府は、幕末の日本開国に際して、近代西洋の科
学を基盤とする技術に由来する近代西洋海軍とその教育の創設を事とし、オランダ王国の協働を得て長崎海軍伝習の実施として之を成
立し近代海軍を創設、陸軍関係については江戸築地に講武所を開設、海軍拠点を関東に移す為、築地の講武所内に案艦教授所を設置、
第二次長崎海軍伝習では、海軍軍事と科学技術と医学に於いて、海軍の伝習と軍船の増強、長崎製鉄所の着工と伝習、医学伝習の開始

を実現し、初期的な成果を形成、日米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団を派遣、築地の講武所を小川町に移転、長崎で養
生所を創始、オランダ海軍留学生を派遣、フランスを背景に横浜製鉄所と横須賀製鉄所を計画、軍艦教授所を軍艦操練所と改称、神戸海
軍操練所を設置、横浜製鉄所起工、アメリカ南北戦争勃発、神戸海軍操練所廃止、アメリカ南北戦争終結、養生所を精得館と改称、横浜
製鉄所竣工、横須賀製鉄所起工、精得館に分析窮理所を設置、築地の軍艦操練所を海軍所と改称、小川町の講武所を陸軍所と改称、小
規模ながら新しい伝習を企画、陸軍をフランスにより三兵伝習開始、海軍をイギリスにより準備、大政奉還、徳川慶喜将軍職を辞職、海軍
のイギリス伝習開始又納会、鳥羽伏見の戦が勃発、幕府は、勝安房守を陸軍総裁、矢田堀景蔵を海軍総裁に任命、勝安爵守はフランス
伝習イギリス伝習を解約、江戸開城、新政府は廩久世中将により仏教師陣英教師陣を帰国させる、これ等の施策は他の領域に技術と効
果を移転し、又、西洋文明の世界の人類との交際は、日本の人類の、自由、平等、博愛、経済、法制、憲法等の西欧世界の社会の概念の
在り方への理解の契機となった、明治新政府は、これ等の幕府の功韻を継承しつつ各藩諸方面の勢力の再構成統合に尽力し、近代の官
制を制定して諸方面への展開を図り、対西洋外交と共に対李氏朝鮮対清外交に務め、海軍はオランダの経験を継承しつつイギリスに範を
執り又海軍教育を築地から広島地域の江田島に移転整備、一方、陸軍は引き続きフランスに範を執り漸次鎮台制を拡充し又徴兵制を導
入、又、征台の役を契機に、陸軍は外征軍としての機能を強化、又、苦仏戦争でのプロセインの勝利に、之を範とし、フランスに由来する拠
点守備を重視する鎮台制からプロセインに由来する機動力を重視した師団制へと転換、国際社会の近代の帝国主義に対応し、東アジア
での地域的な複数の戦役に勝利を収める処、第二次世界大戦ではアジア大陸で苦戦し太平洋地域に劣勢を喫し、連合国のアメリカによる
広島と長崎による核爆弾の投下により、日本の近代は終需、日本の時代区分としての近代の僅か77年の展鬨は瞳目である処、長崎地
域に始まる日本の近代への営為は、戦場での自他に及ぶ大量の悲劇、日本各地への大規摸な空爆、さらに、広島地域と長崎地域への核
爆弾による被災により、国際社会に於いて、完全に潰えた、と表現し得る、その営為は深刻な問題を内包していたと考え得る、と仮定しま
す。

私達当会は、長崎地域又その人類について、日本の近代並びに現代たる事象、又、その世界に於ける関係性に関し、常に、之を、世界の
事象に於いて、再確認し、言及し、発信し、之を行為し続ける、その責任と義務と権利を有する、と仮定します。

私達当会は、長崎地域の近代と現代に関する遺跡について、〔近代の導入〕;例えぱ、出島遺跡、長崎海軍伝習遺跡群(長崎具行書西役
所等遺跡群)並びに長崎製鉄所遺跡群並びに医学伝習遺跡群並びに養生所バ長崎)医学校等遺跡群、長崎奉行所立山役所一帯遺跡群、
長崎の丘遺跡、又、旧市街遺跡、小曽根築地遺跡、外国人居留地遺跡、築地並ぴに岸壁遺跡群、〔近代への慈備、又は、近代への動力、
又は、近代に於ける人類の活動上例えぱ、治水遺跡群、水道遺跡群、土地埋設拡張又岸壁等遺跡群、塵芥集積場遺跡群(例えぱ、金鍔
谷(次兵衛谷)遺跡群)、近代軍事遺跡群、近代行政警察遺跡群、近代産業遺跡群、近代に於ける人類の活勤の遺跡群、〔近代の終駕〕:
例えぱ、長崎空爆、長崎核爆弾被爆遺跡群、〔現代〕:例えぱ、戦後復輿遺跡群、現代社会産業遺跡群、新しく構成される現代に於ける人
類の活動の遺跡群、を仮定します。

私達当会は、皆様に、当該の遺跡について、特に大規模な遺跡又は遺跡群に対して、漸次、又は、契機により、速やかに、遺跡として、遺
跡の実態並びに関連事象を調査し保存し遺跡を原状回復し継承し活用し公開し情報発信し整備保全すること、を提案し要望します。

私達当会は、皆樺に、〔近代の導入〕〔近代への整備、又は、近代への動力、又は、近代たるの活動〕〔近代の終濡〕〔現代〕に重複し重層

する遺跡として、例えぱ、出島遺跡、長崎海軍伝習遺跡群並びに長崎製鉄所遺跡群並ぴに医学伝習遺跡群並びに養生所バ長崎)医学校
等遺跡群、長崎の丘、立山遺跡群、小曽根築地遺跡、外国人居留地遺跡、長崎地域の旧市街集落田畑山林河川水路道路空地遺跡群、
浦上天主堂一帯遺跡群、長崎大学その他学校等公園空地社会行政遺跡群、三菱重工業株式会社長崎造船所幸町工場遺跡、他産業遺
跡群、土地の造形等、について、速やかに、遺跡として、遺跡の実態並びに関連事象を調査し保存し遺跡を原状回復し継承し活用し公開
L情報発信し整備保全すること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、長崎地域について、日本の近代並びに現代たる事象、又、その世界に於ける関係性に関し、常に、之を、世界の事
象に於いて、遺跡たる事実を基盤に、再確認し、言及し、発信し、之を行為し続ける事、を提案し要望します。

私達当会は、遺跡の当該の遺跡たる享実について、之を、遺跡の真正性である、遺跡の真正性のみが、当該の事象の真正性を証徴し表
象し得る、と仮定Lます。

私達当会は、遺跡について、私達人類の記憶、記録、意図、並びに、知の体系をも凌駕し、唯一、人類のパラダイム・シフト(P白伯digm s
hi什)の過去、現在、未来の全体像を示唆し得る道標であり証徴であり事象である、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、私達人類にとって、人類の営為の歩みの忘却による不可逆性に対する、私達人類世界に於ける唯一の、可
逆性への担保である、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、人類に発し、人類に帰結する、人類に由来する事象として、人類たる集団の存在上の社会的共通資本である
と仮定します。

( 17フ/276 )



3.関連する年譜

安政二年六月八日(1855年7月21日)第一次長崎海軍伝習派遣隊司令官ファビウス中佐(ヘデー号に搭乗)と訪日国王使節であ

る国王侍従長ファン・りンデン伯爵とファン・ハルデンブルック男爵及ぴ(第一次)長崎海軍伝習教官隊長崎港に入港(艦長ぺル
ス・ライケン大尉(伝習教官隊長)以下伝習教官22名、スーンビン号:改名観光丸着:三本マスト・バーク型木造外車蒸気船(コ
ルベット))、安政二年六月十一白(1855年7月24日)クルチウスは「和蘭国王ゴロートヘルトルファンリュクセムビュルグより献貢
物として蒸気船スームビング捧げ奉り候」と申出、スーンビン号をオランダ国王ウィレム三世の名において幕府に贈呈、幕府は直
ちにこれを観光丸と改称、第一次海軍伝習は観光丸を練習艦に用いる、安政二年十月九日(1855年11月)老中首座阿倍正弘は

堀田正睦を老中に起用し老中首座を讓渡、長崎海軍伝習について佐賀藩(四十六人)福岡藩(二十八人)薩摩藩(十六人)熊本
藩(五人)萩藩(十五人)津藩(十二人)福山藩(四人)掛川藩(一人)も伝習生を送り、十月に幕府派遺の伝習生が長崎に到着、
安政二年十月二十二日(1855年12月leX第一次)長崎海軍伝習開所式挙行、安政二年十二月二十三日(1856年1月30日)日
蘭和親条約を長崎で締結、安政三年四月二十五日a856年)幕府は築地に講武場を開設、安政四年三月一日(1857年3月26
日)永井玄蕃頭尚志以下幕府第一期生の卒業式を挙行、安政四年三月四日(1857年3月29日)幕府は永井玄蕃頭尚志以下幕
府第一期生について長崎を出港させ(艦長矢田掘景蔵:観光丸発)これを江戸に引揚、安政四年三月二十六日(1857年4月)矢

田掘景蔵等品川に到着、安政四年閏玉月(1857年)幕府は築地の講武所内に軍艦教授所を開設、安政四年六月十七日(1857

年8月6日)老中阿部正弘が死去、安政四年七月十九日(1857年)軍艦操練教授所(軍艦教授所より改称、後、軍艦操練所と改
称)稽古始、安政四年八月四日(1857年9月21日)タ刻第二次長崎海軍伝習教官隊長崎港外高鉾島近海に碇泊(艦長カッテン
ディーケ大尉(伝習教官隊長)以下伝習教官37名、ヤパン号:改名威臨丸着.湖る嘉永七年九月(1854年11月)に幕府がオラン
ダ政府に発注:三本マスト・バーク型木造内車蒸気艦(コルベット)、備砲十二門、百馬力、長さ二十七間半、幅四間)、安政四年

八月五日(1857年9月22日)第二次長崎海軍伝習教官隊長崎に入港、出島に上陸、直ちに、長崎奉行荒尾石見守はオランダ商
館長立合のもとにヤパン号を十万ドルで受取り、威臨丸と改称、安政四年八月二十九日a857年10月16日)日蘭追加条約を長
崎で締結、安政四年九月十五日(1857年11月1日)第二次長崎海軍伝習教官隊第一次教官隊より引き継ぎ、安政四年九月二十

六日(1857年11月12日)ポンぺは長崎奉行所西役所で就任披露講演をなす、安政四年九月二十七日(1857年11月13日)ポンペ
は長崎奉行所西役所で医学の講義を開始、安政四年十月十日(1857年11月26日)幕府はハルデスにより長崎製鉄所を起工、
安政五年四月二十三日(1858年)井伊直弼が大老に就任、安政五年五月十一日(1858年6月21日)幕府第二期生第一期生残留

組鵬翔丸を江戸の軍艦教授所へ回航(艦長伊沢謹吾)、安政五年六月十九日(1858年7月29日)日米修好通商条約調印神奈
川沖小柴のポーハタン号、安政五年六月二十三日(1858年8月2日)堀田正睦が老中を罷免される、安政五年七月六日(1858年
8月14日)第十三代征夷大将軍徳川家定が病死、長期に亘る服喪、安政五年七月八日(1858年8月16日)幕府は蘭方医の学習
を公許、安政玉年七月+日(1858年8月18日)日蘭修好通商条約江戸で締結、安政六年正月五日(1859年2月7日)勝鱗太郎
(艦長)朝陽丸で江戸に出航、安政六年二月六日(1859年)裳崎奉行はオランダ弁務官に海軍伝習中止の内密の予告をなす、

安政六年四月(1859年5月1印幕府は幕府伝習生全員を江戸に引揚げ、安政六年十月十日(1859年11月4日)第二次長崎海軍
伝習教官隊カッテンディーケ以下、オランダ商船ボスティロン号に乗船して、威臨丸に先導され、礼砲の轟くなか長崎を出帆し
ジャワを目指して帰国、このときまでに幕府海軍が所有する蒸気艦は、観光丸、威臨丸、朝陽丸、蟠龍丸の四隻、安政七年正月

十三日(1860年2月4日)臼米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団の随伴隊が品川沖を出航(司令官木村図婁守喜
毅、艦長勝鱗太郎、咸臨丸に乗船)、安政七年正月十九日(1860年2月10日)日米修好通商条約批准害交換のための遣米使節

団の随伴隊が浦賀を出港(薪水積込完了)、安政七年正月二十二日住860年2月13日)日米修好通商条約批准書交換のための
遣米使節団が品川沖を出航(正使外国御奉行新見豊前守、副使外国御奉行村垣淡路守、御目付小栗豊後守、アメリカ軍艦ポー
ハタン号に乗船)、安政七年正月二十九日(1860年2月20日)幕府は小川町講武所について大目付御目付「此度小川町江講武
所引移、来る廿七日より剣鎗砲三術之外、弓術柔術も相始候二付、ー・」と達、安政七年二月二十六日(1860年3月17日)日米修
好通商条約批准書交換のための遣米使節団の随伴隊がサンフランシスコに入港、安政七年三月三日(18印年3月24日)井伊直
弼死去(享年46歳、櫻田門外の饗)、安政七年三月九日(1860年3月30日)日米修好通商条約批准書交換のための遣米使飾団

がサンフランシスコに到着、安政七年三月十八日住8印年)日米修好通商条約批准害交換のための遣米使節団がサンフランシ
スコを出港、万延元年閏三月十九日a860年)日米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団の随伴隊がサンフランシスコ
を出港、万延元年閏三月二十五日(18印年)日米修好通商条約批准害交換のための遣米使節団が首都ワシントンに到着、万延
元年五月五日(18印年)日米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団の随伴隊が浦賀へ帰還、万延元年六月十三日
(18印年)日米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団が帰路に就く(アメリカ軍艦ナイアガラ号に乗船)、万延元年九月
二十七日(1860年)日米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団横浜に到着しただちに品川沖に廻漕、万延元年九月二
十八日(1860年)日米修好通商条約批准害交換のための遣米使節団上陸、万延元年九月二十八日(1860年)日米修好通商条
約批准書交換のための遣米使節団登城、1861年4月12日アメリカ南北戦争開始(南軍は連邦のサムター要塞を攻撃)、文
久元年三月二十五日(18肌年5月4日)喪崎製鉄所第一期工事竣工(纏装岸壁完成)、文久元年三月二十九日(1861年5月8日)
ハルデスが喪崎を出港帰国、文久元年七月一日(1861年8月6日)長崎市街の南の佐古の丘に養生所(病院及び医学所)が落
成、文久元年八月十六日(1861年9月20日)養生所が開院、文久二年九月十日(1862年11月1日)ボンぺはオランダ商船ヤコブ・
エン・アンナ号に搭乗し、上海、香港、シンガボール経由で母国に向かう、文久二年九月十一日(1862年11月2日)日本最初のオ
ランダ海軍留学生がオランダ商船カリップス号に搭乗し出航a5名:内、養生所より伊東玄伯と林研海が随員として参加)、186
3年1月1日アメリカ大統領りンカーンが奴隷解放宣言を公布、文久三年四月(1863年6月)第14代将軍徳川家茂勝海舟に神
戸村内生田川河口に海軍の操練局開設の許可、文久四年二月(文久四年二月二十日に元治に改元、1864年)神戸海軍操練所
外周の土手を除いて竣工(勝海舟の幕府や諸藩の垣根を超えた日本の「一大共有の海局」の構想、ニッ茶屋村の網屋吉兵衛
が築造した船たで場を利用、総坪数1万7137坪(約5.7he)、後に幕府はこの敷地を取り込んで外国人居留地を建設)、元治
元年三月十日(1864年4月ユ5日)夜軍艦操練所は築地の西本願寺付近の出火で類焼消失、元治元年三月二十一日(1864年4月

26日)堀田正睦死去、元治元年三月二十七日(1864年5月)軍艦操練所は同所南隣増地元松平安芸守屋敷内仮稽古所にて稽
古開始(同月十日に焼失の為)、元治元年五月二十一日(1864年)幕府は軍艦教授所を軍艦操練所と改称、元治元年五月幕府
神戸海軍操練所を設置、元治元年八月(1864年)横浜製鉄所起工、元治元年勝海舟軍艦奉行へ就任、元治元年十一月十日
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(1864年12月8日)幕府は勝海舟の軍艦奉行を罷免、寄合へ、1865年4月3日アメリカ南北戦争(アメリカ連合国首都りツチモン
ドが陥落)、元治二年三月十二日(1855年4月7日)幕府は神戸海軍操練所を廃止(支配の面々へ通知X元治二年三月九日説、
元治二年三月十九日説あり)、1865年4月9日アメリカ南北戦争終結(アボマトックス・コートハウスの戦いが発生:ロバート・
E・リー将軍がユリシーズ・グラント将軍に降伏)、慶應元年四月上旬(六日から十日までの問、1865年)長崎泰行服部左衛門佐
常純は養生所を精得館と改称、慶應元年八月二十四日a865年)横浜製鉄所竣工、慶應元年九月十六日(1865年11月4日)開
港勅許(兵庫開港を留保)、慶應元年九月二十七日(1865年)横須賀製鉄所起工式挙行、慶應元年十月十二日(1865年11月29
日)幕府は山下金介を経て分析究理所を受取る、1865年12月18日アメリカ合衆国憲法修正第13条制定[奴隷制の禁止]、
慶應元年(1865年)この年薩摩藩薩摩藩御用商人山田宗次郎、若松屋善助の個人名義で当局へ「手軽のドック取建願」を提出
(長崎の小菅地区に修船場を構想)、慶應二年六月(1866年)幕府「手軽のドック取建願」を認可(戸町村小菅浦)、慶應二年六
月(玲66年)軍艦操練所を海軍所と改称、慶應二年七月二十日(1866年8月29日)第十四代征夷大将軍徳川家茂死去(享年21
歳)、慶應二年十一月(1866年)小川町の講武所を陸軍所と改称、慶應二年+二月五日(1866年)徳川慶喜第十五代征夷大将
軍に就任、慶應三年正月十三臼(1867年)陸軍の三兵伝習の仏蘭西教師団シャノワン参謀大尉総督以下が飛脚船ぺりユーズ

号で横浜に到着、慶應三年正月十四日a867年)陸軍の三兵伝習の仏蘭西教師団シャノワン参謀大尉総督以下が太田陣屋の
宿舎に入る、早速、歩騎砲三兵伝習を開始、慶應三年正月十七日(1867年)老中松平周防守は大目付御目付へ「浜御殿地江海
軍所御取建之筈二候得とも、御普請出来迄、同所仮稽古所於て、明後十九日より海軍術稽古有之候・・」と達、慶應三年五月
兵庫開港勅許、慶應三年六月十日(1867年)陸軍の三兵伝習兵の内の騎兵を江戸表屯所へ引移、慶應三年六月十一日(1867
年)陸軍の三兵伝習兵の内の砲兵を江戸表屯所へ引移、慶應三年六月(1867年)陸軍所二おゐて三兵士官学校御取立・・と決
定(陸軍所を三兵士官学校とする)、慶應三年九月二十一日(1867年)陸軍の三兵伝習兵の内の歩兵を江戸表屯所へ引移、慶
應三年九月二十七日(1867年)英国士官による海軍伝習の教師教頭トレシーと教師士官ウィルソンが横浜に到着、慶應三年九

月二十八日(1867年)軍艦頭並伴鉄太郎が英国士官による海軍伝習の教師達に会う、慶應三年十月一日(1867年)軍艦奉行勝
安房守と海軍奉行並土岐肥前守が英国士官による海軍伝習の教頭トレシーと士官ウィルソンに合う、慶應三年十月六日(1867
年)英国士官による海軍伝習の教頭トレシー、士官ウィルソン、下等士官二名が伝習所(旧海軍所)の寄宿舎に入る、慶應三年
十月十四日(1867年ユ1月9日)徳川慶喜大政奉還、慶應三年十月十五日(1867年11月10日)徳川慶喜の大政奉還を勳許、慶應
三年十月十六日(1867年11月11日)英国士官による海軍伝習の教師士官二名、下士官二名、水卒四名が横浜から来て教頭ト
レーシーの配下に入る、慶應三年十月二十四日(1867年11月19日)徳川慶喜将軍職辞職を朝廷に申出、慶應三年十一月一日
(1867年11月26臼)幕府は大目付御目付に十五歳から三十五歳までの者に「・一三兵士官之学科伝習可被仰付候間一・」と達
(幕府は強制伝習に踏み切る)、慶應三年十一月七日(1867年)付坂本龍馬より陸奥源次郎宛書簡「長崎二於、比度取入候屋
鋪」(長崎の郷土史家福田忠昭氏はその場所を新町(現興善町)と指摘)、慶應三年十一月十八日(魯歴1867年12月11日)
西亞国新約定害江声で調印交換即日施行、慶應三年十二月七日(18卵年1月1日)兵庫港(神戸)開港、慶應三年十二月七
日(1868年1月1日)英国士官による海軍伝習の伝習生71名が築地の伝習所(元海軍所)へ入寮、慶應三年十二月九日(1868年
1月3日)王政復古の大号令:徳川慶喜の将軍職辞職を勅許、慶應三年十二月十三日(1868年1月7日)英国士官による海軍伝習
において伝習所に旗竿をたて英国教師による海軍伝習を開始、慶應三年十二月二+四日(1868年1月18日)英国士官による海
軍伝習は紬会、慶應四年一月三日(18能年1月27日)鳥羽伏見の戦が勃発、慶應四年正月五日(18能年1月29日)英国士官によ
る海軍伝晋を再関、慶應四年一月十六日(18卵年2月9日)長崎奉行所西役所を会議所と改称、慶應四年正月二十三日(1868年
2月16日)幕府は、勝安房守を陸軍総裁とし、矢田堀景蔵を海軍総裁とする、慶應四年一月二十八日(1868年2月21日)新政府
は沢主水正宣嘉を九州鎮撫使兼外国事務総督に任命、慶應四年二月一日(1868年2月お日)長崎裁判所を外浦町に設債、慶
應四年二月(18能年)精得館は新政府により長崎裁判所の管轄下となる、慶應四年二月十二日(18卵年3月5日)英国公使パー
クスより国内戦争中でいづれにも教導はできなくなったので英国士官による海軍伝習の英国教師はひとまず横浜へ引き上げる
べき旨申し越す、慶應四年二月十五日(18能年3月8日)九州鎮撫使兼外国事務総督沢主水正宣嘉が長崎に到着、慶應四年二
月十七日Q8卵年3月10日)長崎会議所を畏崎裁判所と改称、慶應四年二月a8能年)陸軍総裁勝安房守が仏蘭西教頭シャノワ
ンと会い解約帰国を乞い快諾を得る、この後まもなく仏国教師は仏国公使ロセス(ロッシュ)の勧めに従い一同横浜に引掃げ、仏

蘭西教師による陸軍三兵の伝習は終了する、慶應四年二月(18卵年)陸軍総裁勝安房守は英国公使パークスに談じ、海軍教頭
トレーシーに面語して「終二解約シテ帰途二就シム」、慶應四年三月七日a8能年3月30日)新政府は「西洋医術之儀是迄被止置
候得共自今其所長二於テハ御採用可有之被仰出候事」と布告、慶應四年三月十三日一十四日(1868年)勝海舟と西郷吉之助
(隆盛)が会談、翌15日に予定の江戸城総攻撃を回避、慶應四年閏四月一日(1868年)明治政府は神奈川裁判所長官東久世
通禧鍋島直大に横須賀製鉄所を受け取らせ判事寺島宗則・井関盛艮を主管とする、慶應四年閏四月八日(1868年)長崎新町
の済美館を広運館と改め、立山役所跡に移す、慶應四年四月十一日(18舶年)江戸開城、慶應四年五月四日(1868年6月お
日)長崎裁判所を長崎府と改称、慶應四年七月九日水野忠徳憤激のなか病死(享年54歳)、慶應四年七月二十五日(1868年)
新政府は外国官准知事東久世中将の名をもって仏国陸軍三兵伝習の仏教師十八人の解任帰国を仏国公使ウートレーへ通達
する、慶應四年七月二+玉日(1868年)新政府の外国事務局総裁東久世中将は英国士官の海軍伝習の英教師十余人の帰国
につき英国公使パークスへ通達する、18能年9月15日英国公使パークスは東久世中将に書簡を以って英国士官による海軍伝
習の英教師の帰国を快諾する、慶應四年九月八日(1868年)より明治に改元、明治元年十月十七日(2868年11月30日)精得館
を長崎府医学校(及び病院)と改称、明治元年十一月(18能年)陸運三兵伝習の仏蘭西教師達は、幕軍に参加した伝習隊を援
助した砲兵大尉ブリューネとその腹心の伍長カズヌーブ・ブーフィエらを除き、帰国する、明治元年十二月六日(1868年)小菅修
船場落成(修船架Slip・way方式)、明治元年+二月七日(1868年)小菅修船場一番船としてグラバーの所有船が入架、明治
二年三月(18印年)長崎府小菅修船場施設買上げに関し、中央当局へ伺い出上申(大浦製鉄所に付記載:大浦製鉄所は、そ
の頃畏崎の大浦地区へ進出してきたイギリス系の造船業者ボイド社Boyd&CO.を指す、上海に根拠地、長崎に機関修理工
場として発足)、明治二年三月(1869年)政府小菅修船場を買い上げ、明治四年二月八日(1871年)横須賀製鉄所に第一号船
渠竣工、明治12年(1879年)5月21日立神船渠が完成して開渠式を挙行
(wiklP8dia「神戸海軍操練所」最終更新2020年1月9日(木)09:如、他)
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〔三職〕.慶應四年一月十七日(18能年2月10日)[総裁、議定、参与](新政府は総裁・議定・参与の三職を置き、摂政・関白,幕府等を廃絶のうぇ、
内覧・勳問御人数・国事御用掛・議奏・武家伝奏・守護職,所司代を全て廃す)、慶應四年一月十七日(1868年2月10日)「三職七科の制」[総裁、諾
定、参与、神瓢事務科、内国事務科、外国享務科、海陸軍事務科、会計事務科、刑法事務科、制度寮](三職の職制を定めて分課す)、慶應四年
二月三日(1868年2月お日)「三職八局の制」[総裁、議定、参与、総裁局、神祗事務局、内国亭務局、外国事務局、軍防亭務局、会計亭務局、刑
法事務局、制度事務局1(7課を改め8局とする、総裁局を新設、軍防事務局を設置、軍防事務局督に小松宮彰仁親王が就任、海陸軍事務科を廃
止)、慶應四年二月(18卵年)徴士・貢士の制度を定め、貢士を「下ノ議事所」の雄事官とする、慶應四年三月十四日(18卵年4月6日)玉箇条の御
誓文により政府の基本方針を示す、〔太政官制〕:慶應四年閏四月二十一ea868年6月11日)「政体害」(太政官の権力を立法・行法・司法の三権
に分け、議政官・行政官・刑法官に担当させることなどを定める)を出す、「七官両局の制」[太政官:議政官・上局・下局、行政官・神紙官、・会計官・軍
務官.外国官、(民部官、ノ朋治二年四月ハ日(1869年5月19日)設置)、刑法官](軍務官を設置、軍務官の長の知事に小松宮彰仁親王が就任、軍防
事務局を廃止)、慶應四年七月十七日(1868年9月3日)明治天皇が東京に行幸し、江戸ヲ称シテ東京卜為スノ詔書を出す、明治二年二月二十四日
(2869年4月5日)太政官を東京に移す、明治二年七月ハ日(18卵年8月15日)「二官六省の制」〔神瓢官・實教使、太政官・待詔院、・集議院、・民郁省
*.大蔵省、.兵部雀、.宮内省、,外務雀.,(工部省、)、弾正台・刑部省゛司法省*、大学校*"開拓使、](兵部省を設置、兵郁卿に仁和寺宮嘉彰親王(小
松宮彰仁親王)が就任、兵部大輔に大村益次郎、軍務官を廃止)が就任、明治二年九月(18的年)海軍操繰所を東京築地の元芸州屋敷内に創立
開設、明治二年(1869年)兵学寮を大販に創設、明治三年三月(1870年)兵都省に海軍掛と陸軍掛を設置、明治三年十一月海軍操練所を海軍兵
学寮と改称、兵学寮を陸軍兵学寮と改称、明治四年七月十四日(1871年8月29日)廃藩貴県を実施、明治四年七月二十九日(1871年9月13日)官
制を改正、明治四年八月十日a871年9月24日)「三院制」〔太政官、正院、太政大臣・左大臣・右大臣・参議・左院・右院](官制を改正する、従来の官
位相当制を廃止し、新たに全15等の官等を設ける)、明治玉年二月二十八日(1872年4月5日)陸軍雀、海軍省を設置、兵部省を廃止(海軍本省:
1872年(明治五年)、元尾張別邸に創立、現在、海軍発祥の地(海軍期旗を掲揚した浴恩園内の築山:簾山と呼ぱれた)として水神牡が祀られて
いる)、明治五年(1872年12月28日)陸軍兵学寮の中に「陸軍士官学校」T幼年学校」「教導団」の三校舎を設置、明治7年(1874年)横須賀に海軍
兵学寮分校を設置(後の機関学校)、明治8年(1875年)2月11日大阪会議が行われる、明治8年(1釘5年)4月14日「立憲政体の詔害(斎次立憲
政体樹立の詔)」が出される、「明治8年の官制」[大審院*.上等裁判所・地方裁判所、正院・太政大臣・左大臣・右大臣・参臓、大蔵省・陸軍省・海軍省
.司法省.宮内省.外務省、内務省、文部省、教部省,工都省.農商務省、、開拓使、]、明治9年(1876年)海軍兵学校が海軍兵学寮を改称して開校(築地
時代に明治天皇が皇居から海軍兵学校まで行幸した道が現在のみゆき通りである)、朋治間年(2878年)横須賀の海軍兵学寮分校が海軍兵学
校附属機関学校となる、明治14年(1部1年)横須賀の海軍兵学校附属機関学校が海軍機関学校となる、〔内閣制〕:明治帽年(1885年)12月22
日「太政官達第69号」および「内閣職権」が定められ、太政官制に代わって内閣制が創設される、「内閣制開始時」[内閣:内閣総理大臣・外務大臣
.内務大臣、大蔵大臣、陸軍大臣.海軍大臣.司法大臣.文部大臣.農商務大臣、逓信大臣、外務省・内務省・大蔵省・陸軍省・海軍省・司法省・文部省・農
商務省.逓信省、大審院:上等裁判所、地方裁判所、元老院、内大臣、宮内大臣、宮内省・内大臣府]、明治19年(1886年)海軍主計学舎が海軍主計
学校となる、明治20年(1朋7年)横須賀の海軍機関学校を廃止(機関学校第4期生は海軍兵学校に揺入され、兵学校第16期生となる)、明治21
年住8艶年)海軍兵学校が呉市の呉鎮守府に近接した広島県の安芸郡江田島町(現在の江田島市)に移転(「本校舎の赤煉瓦はーつーつ紙に包
まれ軍艦でイギリスから運ぱれた」と伝えられている)、ξ大日本帝国憲法》明治22年(1889年)2月"日大日本帝国憲法公布、明治22年(18的
年)12月24日勅令第135号(内閣官制)、明治23年(1890年)11月29日大日本帝国憲法施行、r第1回帝園議会開会時」[(行政)内閣:国務各
1大臣:内閣総理大臣.外務大臣.内務大臣、大蔵大臣.陸軍大臣、海軍大臣、司法大臣・文部大臣・農商務大臣・逓信大臣・外務省・内務省・大蔵賓・陸軍
省、海軍省、司法省.文部省.農商務省.逓信雀、(司法)裁判所:大審院控訴院・地方裁判所・区裁判所、(立法)帝国誰金:貴族院・衆縦院、(宮中)内
大臣.宮内大臣、宮内省、内大臣府、(諮詢)枢密院、枢密顛問官、(会計検査)会計検査院]、明治26年(18鵠年)海軍機関学校を再置、大正12年
(1923年)9月1日11時58分32秒頃関寮大震災が発生、大正12年(19お年)~大正14年(1925年)海軍機関学校が江田島の海軍兵学校内に
移転(関東大震災によって校舎が催災の為)、大正14年(1925年)海軍機関学校が京都府中舞憾へ移転、昭和18年(1943年)"月15日海軍兵
学校岩国分校が開校、昭和19年(工9U年)10月1日海軍兵学校大原分校、舞鶴分校が開校(海軍機関学校を廃止、兵学校に統合され、海軍兵
学校舞善分校となる(兵機一系化)、但し、「機関学校」の名称は横須賀大楠に既設の海軍工機学校が改正して継承)、昭和20年a945年)3月1
日海軍兵学校針尾分校が開校、昭和20年(1945年)7月海軍兵学校針尾分校が防府の通信学校に疎開して閉校、昭和20年(1945年)11月30
日海軍兵学校舞鶴分校廃校、昭和20年(1945年)12月1日までに海軍兵学校の全校が廃校となる、《日本国憲法》昭和21年(坤46年"0月29
日日本国憲法枢密院可決、天皇裁可(成立)、昭和21年(1946年)11月3日日本国憲法公布、昭和22年(1947年)5月3日施行、「日本国憲法施
行時」[(立法)国会:衆議院参議院・衆議院事務局・衆議院法制局・参議院事務局参識院法制局、(司法)裁判所:最高裁判所・高等裁判所・地方裁
判所、簡易裁判所、(行政)内閣:内閣総理大臣、国務大臣、内閣官房・人事院・宮内府・総理庁・外務省・内務省・大蔵省・司法害・文郁省・厚生省・農林
省'商工省.運輸省.逓信省.経済安定本部、物価庁,復員庁.行政調査部、(会計検査)会計検査院]、平成24年(2012年)2月10日「中央省庁再編
後・復興庁設置時」[(立法)国会.衆議院参議院、衆議院事務局、衆議院法制局参議院事務局参議院法制局、(司法)裁判所.最高裁判所・高等
裁判所、地方裁判所.簡易裁判所、(行政)内閣:内閣総理大臣.国務大臣・内閣官再・内閣法制局・安全保障会議・人事院・内閣府(宮内庁・公正取引
委員会.国家公安委員会・警察庁・金融庁・消費者庁)・復興庁・総務省・法務雀・外務吉・財務賓・文都科学省・厚生労働省・農林水産省・経済産業省・国
土交通省、環境省"防衛省]、昭和31年a956年)以降江田島の海軍兵学校跡は海上自衛隊の第1術科学校および幹部候補生学校になっており、
明治時代の赤レンガの校舎や、大講堂、教育参考館などが残されている。
(wiklp.d恰「近代日本の官制」最終更新2019年5月22日(水)11:38"、は変遷あり、wlkipodla「軍務官」最終更新2020年6月5日(金)06:20、
Wiklpodia 「兵部省」最終更新2020年2月17日(月)20:鵬、wlklpedia 「海軍兵学校(日本)」最終更新2020年7月2日(木)21:17、wlkip.dia
「海軍機関学校」最終更新2020年2月14日(金)叫:28、wiklpodl.「築地」最終更新2020年3月4日(水)10:35)

〔海軍経理学校経緯〕
明治7年(1874年)10月23日海軍会計学舎を設立(芝山内天神谷)、明治9年(1釘6年)7月31日海軍会計学舎を海軍主計学舎に改称、明治10
年(1877年)6月14日海軍主計学舎を池上本門寺へ移転、明治10年(1877年)11月16日海軍主計学舎を廃止、明治15年(1882年)11月8日海
軍主計学舎を再輿(芝公園三嶋谷)、翌年に生徒教育再開、明治19年(1886年)7月2日海軍主計学舎が海軍主計学校となる、明治19年(1886
年)12月22日海軍主計学校を芝公園旧本省邸内へ移転、明治21年(18部年)10月23日海軍主計学校を京梧区築地4丁目1番地へ移転、明治
22年(18的年)2月25日生徒教育中止、少主計候補生に対する教育機関に、明治22年(18的年)8月15日下士官兵に対する練晋生教育を開始、
朋治26年(1的3年)12月31日海軍主計学校を廃止、明治32年(1899年)5月15日海軍主計官練習所を設置(築地)、少主計候補生・練習生教
育を再開、明治40年(1907年)4月20日海軍主計官練習所を海軍経理学校に改称、学生・練習生の基本的な教程区分が成立、明治42年(1909
年)4月23日海軍経理学校生徒教育再開決定、海経第1期生徒入校(7月)、大正12年(1923年)9月1日海軍経理学校関東大震災のため校舎
全焼、再建までの間、陸軍経理学校(牛込区河田動)1こ間借り、大正13年(1924年)3月20日海軍経理学校築地校舎跡地の仮設校舎へ復帰、昭
和7年(1932年)9月30日海軍経理学校築地の新校舎(京橋区小田原町3丁目1番地)、昭和13年(19認年)9月30日二年現役主計科士官(短
期現役主計科士官)制導入に伴い、補修学生1期入校、昭和18年(1叫3年)春芝区芝浦御楯町(お台場)に品川分校を開校し、練習生から順次移
転開始、昭和19年(1944年)9月お台場の品川分校へ本校移転し、築地は分校化、浜松分校(練習生)が開校、昭和20年(1945年)垂水分校(本
部・生徒隊)、橿原分校(予科生徒)が開校、昭和20年(1945年)11月30日海軍経理学校令廃止(昭和20年瓶軍省令第35号)、廃校
(wiklpodia「海軍経理学校」最終更新2020年2月9日(日)14:13)

( 180/276 )

〆



『長崎地域の核爆弾被爆遺跡』Ⅵ.

1.情報

02020年(令和2年)7月24日金曜日長崎新聞第1面

『被爆者8割継承活動困難体力減や当時の記憶なく共同通信調査コロナが妨げ「63%」』

核兵器廃絶を巡る現状や課題にっいて全国の被爆者に尋ね、1661人の回答を得た共同通信のアンケートで、被爆体験の継承活動をし
ていなかったり減らしたりしている人が計78.2兆に上ったことが23日、分かっナニ。米国によると広島と長崎への原爆投下から、8月で75年。
高齢化による体力減退や被爆時の記憶がないことなどから、活動に困難やためらいを感じている人が多いことが朋らかになった。【6面に
表層深層、6、20面に関連記事】

世界で感染が広がる新型コロナウィルスに対し、今後も核兵器廃絶運動や体験継承を「大きく妨げられる」「ある程度は姑げられる止した
人は計63.1%だった。被爆者は高齢のため、感染したら重症化する懸念が高いとされる。外出や柱来の自粛が求められ、講話や会合も
中止となる中、活動が停滞することへの強い懸念もうかがえる。アンケートは、被爆者らでっくる日本原水爆被害者団体協議会(被団協)
と各地の加盟組織などの協力で、5月に約4700人へ質問票を送付。7月20日までに、胎内被爆した74歳から、100歳代までが回答した。
体験の継承活動に年齢や体力の影響が出ているかを問うと「活動は減っている功t25.196、「活動はやめた」は12.8%、「元々活動せ
ず」ほ40,396だった。「従来通り活勤できそう」ほ19.1,6にとどまった。回答には、活動をしない理由として、幼い頃や胎内での被燦の
ため「記憶がない」「親から聞いた話では実際の悲惨さを語れなし、」といった記述がめだっナニ。活動を減らしている理由には、歩くのが難Lく
なってきたことや、講演依頼が少なくなっていることなどを挙げる人がいた。核兵器の保有や使用を全面禁止する核兵器禁止条約が20
17年に採択されたことに関し、核廃絶につながると評価したのは45.2%。同様の質問に80.2%が操択を評価しナ=18年のアンケート結
果から後退した。核廃絶が将来実現するかを尋ねると「可能性は低L、」が46.5%で最多。「遠い将来に可能」カ"9.5%と続いた。

口体験継承に年齢や体力の影響が出ているか.従来通り活動できそう19.196/活動は減っている25.1,6/活動はやめた12.8怖
/元々活動せず40.3%/無回答(円グラフ)、今後の核非絶運動に新型コロナウイルスは妨げとなるか:大きく姑げられる22,596
/ある程度は妨げられる40.696/あまり妨げられず9.1%/全く妨げられず2.6%/分からない・無回答(円グラフ)〆

(2020年【令和2年)7月24日金曜日養生所を考える金代表池知和載)

2.考察と提案と要望ι長岐地域の核爆弾被爆遺跡の調査、保存、活用、整備、公開、提示、保全、継承、私達現生人類による包摂》

私達当会は、人類の世界の核爆弾被爆たる事象の提示と継承について、現実の実際の提示と継承に対して、①核爆弾被爆の出現を、出
来事として原初の禁次事象、②直接の被爆者の存在とその記憶、'並びに、核爆弾被爆遺跡を、本来的に一次事象、③事後的な写真と語
りと筆記にっいて、本来的に二次事象、又、当該の二次事象は、人類の意識と意図を媒体とする人類の創作たる側面を本来的に混在する、
と仮定します。

私達当会は、直接の被爆者の存在とその記憶なき後、当該の被爆の現実の実際の提示の本来的な一次事象は、核爆弾被爆遺跡のみと
なる、と仮定します。

私達当会は、遺跡の当該の遺跡たる事実について、之を、遺跡の真正性である、遺跡の真正性のみが、当該の事象の真正性を証徴し表
象し楊る、と仮定します。

私達当会は、遺跡にっいて、私達人類の記憶、記録、意図、並びに、知の体系をも凌駕し、唯一、人類のパラダイム.シフト(pamd確m sh
i什)の過去、現在、未来の全体像を示唆し得る道標であり証徴であり事象である、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、私達人類にとって、人類の営為の歩みの忘却による不可逆性に対する、私達人類世界に於ける唯一の、可
逆性への担保である、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、人類に発し、人類に帰結する、人類に由来する事象として、人類たる集団の存在上の社会的共通資本である、
と仮定します。

私達当会は、皆様に、核爆弾被爆遺跡の調査、保存、活用、整備、公開、提示、保全、継承の拡充、その認識上の範囲と空間上の範囲、
さらに、保存、保全、継承の上の範疇の拡大、私達現生人類による、核爆弾被爆遺跡たる事象のさらなる調査と理解、同時に、私達現生人
類による自身の事象としての自らの存在と行為、生活に於ける包摂、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、例えぱ、長崎地域の核爆弾被爆遺跡、又は、その人類の通時的歴史上関連として、先史歴史上の畏崎地域の人類
の活動の空間たる実態、長崎地域の旧市街と近郊地域、長崎地域の近代と現代に関する遺跡群、さらに、浦上天主堂一帯遺跡群、長崎大
学その他学校等「平和公園」r爆心地公園」その他公園空地河川道路社会行政施設又はその管轄地又はその遺跡、三菱亜工業株式会社
長崎造船所幸町工場遺跡、等比較的大規模な土地の区画に包含される当該遺跡又は当該遺跡群、即ち、土地の造形、遺構、遺物、土地
の利用の履歴、について、核爆弾被爆遺跡たる調査、保存、活用、甍備、公開、提示、保全、継承の拡充、その認識上の範囲と空間上の範
囲、さらに、保存、保全、継承の上の範疇の拡大、私達現生人類による、核爆弾被爆遺跡たる事象のさらなる調査と理解、同時に、私達現
生人頴による自身の事象としての自らの存在と行為、生活に於ける包摂、を提案し要望します。
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第四部遺跡へ

1.『展示と存在、概念と想念、情報と情景、取得と到達、読解と包摂、巡ネL、観光、旅、遺跡』

私達当会は、例えぱ、研究発表や記録行為や博物館や美術館や資料館や印刷物や出版物やインターネット(1ntBm
et)に於ける、「文脈(又はtext)」である「展示(又は掲示、提示)」、について、文字や写真等図像や楽譜等図式に代
替可能な、人類が、人類の個体と人類の個体の外部たる事象との関係に於いて、生成する、個別に取捨選択した抽
叡的な「概念」であり、「情報」である、と仮定します。

私達当会は、例えぱ、宇宙や自然や文化的景観や建築や遺跡や絵画や写真や文学や映画や音楽や智慧や宗教に
於ける、「現実(又は仮想現実)」である「存在(又は実体)」、について、文字や写真等図像や楽譜等図式に代替不可
能な、人類が、人類の個体と人類の個体の外部たる事象との関係に於いて、生起する、個別であり且つ総体である
具象的な「想念」であり、「情景」である、と仮定します。

私達当会は、「情報」について、由来となる土地や場所などの人類が認識する現実の空間上の位置、又、受け手の
現実の空問上の位置、に依存せず、又、当該の位置を媒介とせずに人から人へ伝達することが可能である、と仮定し
ます。

私達当会は、「情景」について、由来となる土地や塲所などの人類が認識する現実の空間上の位置、又、受け手の
現実の空間上の位置、に依存し、又、当該の位置を媒介として、始めて、人から人へ伝達することが可能となる、と仮

定します。

私達当会は、私達人類について、人類の経験的で本源的な効能と効率の観念に基づいて、人類の個体が、「概念」
たる「情報」よりも「想念」たる「情景」の方が効能が大きそうだ、と感得した場合に、「情報」の「取得」による「読解」に
満足して終わることなく、「情景」への「到達」1こよる「包摂」の為に、現地を訪れる、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、人類の経験的で本源的な効能と効率の観念に基づいて、人類の個体が、「概念」

たる「情報」よりも「想念」たる「情景」の方が効能が小さそうだと感得し、又、「情報」の「取得」による「読解」で充分に所
期の目的を達成できると考えた場合には、「情報」の「取得」による「読解」で事象を閉鎖し、「情景」への「到達」による
「包摂」の為に、現地を訪れることはない、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、「想念」たる「情景」への「到達」による「包摂」に於いて、時に、人類の事叡に於け
る、人類が「聖地」と「巡ネUと呼称し又仮託する、伝達を包含する事象を形成する、と仮定します。

,叫0■;●批■1ι貞'■冨吋■高里明■■4亀●軸肩●^■」

私達当会は、私達人類が期待して現地を訪れた結果について、当該の人類の個体にとって、期待した通り1こ「概念」
~「情報」~「取得」~「読解」の効能よりも「想念」~「情景」~「到達」~「包摂」の効能が大きかった場合に感動や喜
びを感じて満足し、期待と異なり「概念」~「情報」~「取得」~「読解」の効能よりも「想念」~「情景」~「到達」~「包
摂」の効能が小さかった場合にがっかりして樵悴する、と仮定します。

私達当会は、当該の私達人類の現地の訪問に関する、満足と樵悴の効果について、之が、「観光」と呼称される人
類の行為である、と仮定します。

""'

私達当会は、私達人類の現地の訪問について、当該の期待に関する効果以外に、不作為の効果を包含し、又は、
期待する場合、私達人類は、之を「旅」と呼称する、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、私達人類の知識や情報の取得と読解の為に、之を、現状(ありのままに)保存し、継承
する、というよりは、私達人類の何らかの人類の、又は、人類の個体の、任意の到達と包摂の為に、之を、現状(あり

のままに)保存し、継承する、と仮定します。

口仮定の図式A:

口仮定の図式B

「概念」~「情報」~「取得」~「読解」<「想念」~「情景」~「到達」~「包摂」.「観光」
「概念」~「情報」~「取得」~「読解」>「想念」~「情景」~「到達」~「包摂」=「観光」

( 183/276 )
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Ⅱ.『「情報」と「情景」』

私達当会は、例えぱ、研究発表や記録行為や博物館や美術館や資料館や印刷物や出版物やインターネット(1ntem

Bt)に於ける、「文脈(又はt8Xt)」である「展示(又は掲示、提示)」、について、文字や写真等図像や楽譜等図式に代
替可能な、人類が、人類の個体と人類の個体の外部たる事象との関係に於いて、生成する、個別に取捨選択した抽
象的な「概念」であり、「情報」である、と仮定Lます。

私達当会は、例えぱ、宇宙や自然や文化的景観や建築や遺跡や絵画や写真や文学や映画や音楽や智慧や宗教に

於ける、「現実(又は仮想現実)」である「存在(又は実体)」、について、文字や写真等図像や楽譜等図式に代替不可
能な、人類が、人類の個体と人類の個体の外部たる事象との関係に於いて、生起する、個別であり且つ総体である
具象的な「想念」であり、「情景」である、と仮定します。

住020年(令和2年)6月4ヨ木哩且養生所を考える会代表池知和恭)

私達当会は、例えぱ、情景について、宇宙の情景、地球の自然の情景、時の情景、空問の情景、大地の情景、意図
の情景、非意図の情景、造形の情景、建築の情景、遺跡の情景、絵画の情景、写真の情景、文学の情景、映画の情
景、音楽の情景、智慧の情景、宗教の情景、歴史の情景、事象の存在の情景、人類の生業の情景、人類の活力の情
景、とその類型を、仮定します。

私達当会は、例えぱ、遺跡の情景について、人類に係る、宇宙の情景、地球の自然の情景、時の情景、空間の情景、
大地の情景、意図の情景、非意図の情景、造形の情景、智慧の情景、歴史の情景、事象の存在の情景、人類の生業

の情景、人類の活力の情景、と仮定します。

私達当会は、「情景」について、私達人類が、人類の個体と人類の個体の外部たる事象との関係に於いて、生起す

る個別であり且つ総体である具象的な「想念」であり、「現実(又は仮想現実)」である「存在(又は実体)」であり、その

対象と生起は、私達人類人類と非人類のあらゆる存在と実体と事象に及ぷ、と仮定Lます。

私達当会は、r情景」について、私達人類が、宇宙と地球の自然に於いて存在する限り、共時的通時的に、無限に、
且つ、個別に在り、且つ、人類にとって開かれた事象である、と仮定します。

私達当会は、「情報」について、私達人類に、任意の当該の事象に対して特定の規定を与える既成の事象である処、

それ自体の形式のうちに於いてその内容は変化せず、人類が之に特定の訓練を介して主体的に関与することなしに
は、他に連続し又新たな展開を形成することなく、それ自体の形式のうちに、又、人類に対して、限定的で且つ閉じた

事象である、と仮定します。

私達当会は、「情景」たる事象について、私達人類が、任意の当該の事象に対して形成する人類の個体の任意の意

識である処、対象の事象又個体の意識ともにあらゆる相互の任意の関連性の元に連続的に変化し移ろい、人類の個
体が無意識的又意識的に之を生起し、時に、形式知に転換し、さらに、意識と無意識に転換し、それ自体の形式のう

ちに、又、人類に対して、総体的で且つ開かれた事象であり、私達人類のあらゆる創造の根源である、と仮定します。

私達当会は、「情報」と「情景」について、建築家であり東京大学大学院教授でもある隈研吾氏がその書籍『点・線・
面』(2020年2月7日第1刷発行著者隈研吾発行者岡本厚発行所株式会社岩波害店)で言及する、「生きている
線と死んだ線」(P149)の対比に関し、「情報」が「死んだ線」に、「情景」が「生きている線」に、相対する、と仮定します。

(「生きている棟と、死んだ轤」練の自由に0いて考えていく時、多くのヒントを与えてくれたのは、イギリスの社会人蛾学窄、ティム・インゴルド(一九四八ー)による「ラインズーー楓の
文化史」という〒キストであった。インゴルドは線には二種類あると整理する。彼ぱひとつうぃ糸(小悶且d)と呼び、もうひとつを軌跡(tmo.)と呼ぷ。モもモも彼は棟について悪索していたわ
けではなく。発話(季P.och)と歌(30n")とが、どのようにして区別されるかに関心があっナニ。晋楽とは西欧において、そもそも言語芸術として理解されていた。言案と音とは区別されず、音楽
の本賞は言葉の響きにあると考えられていた.しかし、ある時から、音稾とは言膳的蔓素を取り除いた無言歌であると記識きれ、音楽は言葉を失い、言語は音を失って沈黙Lたのである.彼
はその軽緯について思素するうちに記述(W"un')という行癌が、その沈黙を生んだのではないかと思い至る.問じように、ひとくちに線とい0ても、すぺてを包含する自由な糸(小r昏■d)と、
その糸の動きをコラットな二次元へ刻印、記述した結果である軌跡(t降C.)との、二種顕の練が布ると考えはじめた.インゴルドによる轍の区分は、「方法序説」に記した、量子力学におけ
る、鞍の二つの定義を考髭させる.小さなアリ1=とって、ホースという糧は縦にも横にも動き回ることのできる自由な空間であるが、鳥という大きな生物にとっては、一方向にしか移勵のできな
い、不自由な空間だった.現代の量子力学はこのようにして、轤を相対的に定載し、次元という存在自体を、相対的に定蕪し直したのである.インゴルドも閻じようにして、糸と軌跡の二糧
類に、練を区分した.モの区分法は、量子力学における線の区分とは敏妙に異ナ'つている.量キカ学は.線七主休との相対的な大小関係によ?て、轤を二つに分類した.一方のインゴルドは、
時聞という概念を導入,ることで、自由で生成され続ける生きた像と、亭徒的に、生成の瓢印として取り残された死んだ總とを区分Lたのである。この対比は、白本の伝統木造における、
芯おさえと面おさえの対比も想起させる。芯おさえで定蕪される木材は生きた隷である。一方、両おさえで定義される木材ぱ平湯な表面を持つ、製材されて穀された擦で島る,:「点・線・
面」2020年2月7日第1劇発行陰研吾岩波書店憾生きている線と、死んだ憾 P149P150)
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Ⅲ.『長崎地域に於ける高層建築とその他の開発について』

02020年(令和2年)6月6日土曜日長崎新聞第1面記事

『マンシヨン、オフィスビル・一長崎市、容積率最大2倍へ「コンパクトシティー」促進』
人口減少や高齢化に直面する長崎市が、マンションやアパート、オフィスビルなどを建設する際の容積率を

最大2倍に拡大する方針であることが5日、分かった。住まいの受け皿を増やしっつ、分譲価格などの抑制を
図り、定住人口の確保などにっなげる。市北部の路面電車沿線や東部、南部の生活が便利な地域を中心に
対象候補とし、今後、住民説明会などを経て詳細な地域を選定。来年度からの運用を目指す。
住宅や施設を集約する「コンパクトシティー」づくりの一環。拡大方針については開会中の定例市議会に報告

する。容積率の大幅な拡大は同市で初めて。容積率は、敷地面積に対する建物の延べ床面積の割合。10
階が上限のマンションの場合、容積率が2倍になれぱ、単純計算で20階まで可能となる。1棟の戸数が増え
れぱ1戸当たりの建築コストが抑えられ、分譲価格の抑制につながる可能性がある。高層化などで市内斜
面地から平地への住み替え需要は高いが、JR長崎駅周辺開発の影響もあり、利便性の高いエリアのマンショ
ン価格などは高騰。市都市計画課は、賃貸物件も含め相場が下がれぱ「若者やファミリー層も住みやすくな
る」と強調。建て替え促進も期待する。市は長崎駅周辺などの一部で昨年、先行して容積率を拡大した。今
後さらに公共交通機関が利用しやすい平地のうち、容積率の上限200%の地域は300%に拡大。大きな店
舗や病院もある地域のうち、容積率の上限200~300%のエリアは400%とする。一部地域に設けている高
さ制限は原則的に維持する。県宅地建物取引業協会長崎支部の田代圭介支部長は「土地の有効活用と
いう点で合理的」とする一方、新型コロナウィルスの影響による消費マインドの低下を今後の懸念材料に挙げ
る。「斜面地や周辺部、景観問題についての対策強化も必要」と指摘している。容積率の拡大とは別に、市
は雇用創出の一環として、開発が制限されている市街化調整区域のうち、交通アクセスがいい地域で工場な
どの立地も可能とするよう基準を見直す方針だ。用地不足を解消するとともに、市街化区域からの工場移転を
促し、新たな住宅用地などの確保にもつなげる。

口容積率拡大候補エリア(黄色部分)(JR長崎駅滑石三重色見福田小樹香焼茂木日見一帯地図に
図示)(田賀農謙龍)

の の に

(之020年(令和2年)6月10日水曜日讐生酸を考える金代豪池知和器改訂1版:2020年(令和2年)8且1日白火唄日)

・私達当会は、長崎市の当該の制度上の政策措置により、長崎市全域に於いて、長崎市北部の路面電車沿線や東部、南部の生活が便利な
地域を対象に、高屠建築を方法とする新しい都市機能の集中集積、その他の開発が、小さな中心を複数形成しっつ、全体に対して離散的に進
み、一方、UR長崎駅周辺を含む長崎市の中心市街を基点に新しい都市機能に関するドーナツ現象が生起し、又、斜面地並びに小さな中心の
周辺区域で過疎が進展する可能性がある、と仮定します。

02020年(令和2年)6月10日水曜日長崎新聞第10面【ローカル】記事

『マンションなど容積率拡大「歴史的景観守る」定住人口確保に期待市議会水道建設委』
定例長崎市議会は9日、総務、教育厚生、環境経済、建設水道の4常任委員会を続けた。建設水道委では、

市がマンシヨンやオフィスビルなどを建設する際の容積率を最大2倍にする基準の改定を報告した。委員から
は観光都市として景観維持と高層化のバランスをどう図っていくのかという意見が相次ぎ、市側は「歴史的景
観など守るべきところは守る。その中で緩和できるところはないか、きめ細やかに検討していきたい」とした。
住宅や施設を集約する「コンパクトシティー」づくりの一環で、容積率の大幅な拡大は同市で初めて。従来よ

り高層のマンションやアパートの建設が可能となる。供給戸数の増加で分譲価格や家賃が下がる可能性があ
り、定住人口の確保につなげていきたい考え。来年度からの運用を目指す。委員からは「斜面地から便利
な平地に降りてきてもらえるような施策も合わせて取り組むべき」との指摘もあった。市まちづくり部の片江伸
一郎部長は「(高齢者ら)斜面地からの住み替え需要に対応するとともに、分譲価格が高くて手が出ないという
若い世代の市外流出にも歯止めをかける必要がある」と述べた。容積率とは別に、原則開発ができない
「市街化調整区域」のうち、交通アクセスに優れた地域で工業系の工場などの立地を認めるよう基準を見直す。
市街化区域内の工場が老朽化による建て替えや拡張で移転する際、用地不足を理由とした市外転出を抑制
する狙い。ただ、立地企業にはコールセンターなど事務系企業は想定されておらず、委員からは「業種の幅
を広げるべき」という意見も。市側は「基本は都市のコンパクト化。社会インフラを外に伸ぱしていくことは考え
ていない。公共交通の維持の観点からもオフィス系は都心部に誘導していきたい」とした。(熊本陽平)
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・私達当会は、長崎市の当該の制度上の政策措置に関し、長崎市全域について、即ち、新Lい都市機能の集中集積、その他の開発、又、ドー
ナツ現魚、又、過疎、の全ての局面に対L、宇宙と地球の自然と遺跡と人類にとっての機能である人類の活動の空間としての、人類の非意図
である遺跡の存在、並びに、人類の身体的スケールの実現、並ぴに、様々な事象の相対的重層性たる態様、又、酵散的配置と事象の交織、即
ち、事象とその相互の関係性と関係性の相互の通交、即ち、ネットワークの成立、が、人類の活動の様子、即ち、人類の活力の惰景の出現の
根源的要素、又は、社会的共通資本、として、その重要性が増火している、と仮定します。

・私達当会は、観光について、観光として人々を誘引する、根源的で第一義の要素は、人類の活勤の空間に於ける、「人類の活力の情景」で
ある、と仮定します。

・私遠当会は、人類の活動の空間に於ける、「人類の活力の情景」について、例えぱ、宇宙、地球の自然、時、空間、大地、意図、非意図、造
形、建築、遺跡、絵画、写真、文学、映画、音楽、智慧、宗教、歴史、事魚の存在、人類の生業、等、人類と人類に関係する様々な要素とが、
各々相互に関係を雑持し合う、総合的な結果である、と仮定します。

の の

・私達当会は、r景観」について、人類の視覚に係る事象の包括的概念である処、人類の活動に由来する「情景」との視点より之を考察するこ
とで、関係する事象をより具体的又具象に於いて把握することができる、と仮定します。

・私達当会は、長崎地域の「景観」と「情景」1こついて、総体として、海、山、丘、谷、岩、川、草木、石積、水路、人類とその造形、生物、空、が
立体的に錯綜して形成する景観に対し、海が見える、陸が見える、山が見える、丘が見える、谷が見える、岩が見える、水が見える、空が見え
る、光が降り注ぐ、風が通る、雨が潤う、草木が繁茂する、鷹が人が鹿や猿や猪や狸や狐や犬達が魚が蛇や虫達が行き交う、鳥が人が鹿や猿
や猪や狸や狐や犬達が魚が蛇や虫達が止まる、これ等がせめぎ合い、又、さざめく、情景である、と仮定します。

こつい

・私達当会は、長崎市の当該の制度上の政策措置に関し、例えぱ、長崎市北部の路面電車沿線の道路に沿った両脇の地所に、高層建築が
密集して、人類にとっての身体的スケールと身体性に於いて大きく超越して人類に対して異質で罰る、連続する巨大な衝立となって市内の主要
道を往来する人々の眼前に屹立L、又、人類の活動の空間の離散的な支点である筈の、各地域の小さな中心に高層建築が密集して団塊とな
り、人類にとっての身体的スケールと身体性に於いて大きく超越Lて人類に対して異質であり、同時に、一帯の自然の環境と異質な、人工の巨
大なヴォリュームが出現する二と、を懸念します。

・私達当会は、人類の活動の空間に於ける、人類にとっての身体的スケールと身体性に於いて大きく超越して自然と人類に対して具質な人工
の巨大なヴォリュームについて、人類と人類に関係する様々な要素との各相互の関係性、即ち、その総体に係る人類の活力を遮蔽し遮断し阻
害する、と仮定します。

の の の に

2

工

・私達当会は、皆様に、高層建築とその他の開発について、例えぱ、長崎市の新聞報道に係る当該の制度上の政策措置に関する対象地所に
於ける、高層建築とその他の開発に対して、建築の高層化に係る効率、並びに、制度に於いて、対象地所の範囲に関係する離散的配置を誘
導し実現することにより、又、建築造形たる要素と他の要崇との関係性により、建築人工造形の足元に非建築非人工造形又は人類の非意図
の空間を確保し、同時に、任意の視覚視点に対する、又は、層状の空間構成による、背景又環境への透明性を確保L、即ち、人類の活動の空
間に於いて、人類の生存上の必要条件である、基準面としての、並びに、肌理(テクスチュア)としての、又、接触又近景に対する、又、遠景に
対する、人類にとっての身体的スケール、並びに、人類にとっての身体性、を獲得し、確保すること、を提案し要望します。
(私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』(2020年(令和2年)3月24日火曜日養生所を考える会代表池知和恭:『否定され得る人類と
しての人類の在り方を顕現する人類の活動の空間の形成』(2020年(令和2年)4月23日木曜日養生所を考える会代表池知和恭)を包含
する)を参照下さい)

・私達当会は、皆様に、例えぱ、高層建築人工造形の効率性と離散的配置により高層建築人工造形の足元に空間を出現し、当該出現の空間
に、私達人類にとっての身体的スケールで形成されている、人類の非意図たる遺跡を保存し活用L公開し整備し開放し、又、非建築非人工造
形としての樹木の榧樹による森林を形成し、自然の循環を設置し、人々の散策に供し、又は、田畑牧草地をも形成L、人々の農耕牧畜に供し、
建築生産とその売買の対象とは具なる民家を遺存し、人々の伝統的生活をも形成し、人類の生存上の必要条件である、基準面、並びに、肌理
(テクスチュア)を示唆し、当該の空間を媒介に、私遠人類又は私達人類の身体と、背景又環境たる山稜、即ち、私達人類にとっての身体的ス
ケールにある森林たる肌理(テクスチャー)、並ぴに、自然のボリュームである山塊、とを、層状の空間構成により、階層的に、連接すること、又、
任意の事象について可逆性を確保すること、を提案し要望します。

ムの

ナ 1ユームの こつい

・私遠当会は、皆様に、長崎市の新聞報道に係る当該の制度上の政策措置に併行して、同時に、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』
(2020年(令和2年)3月24日火曜日養生所を考える会代表池知和恭;「否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動
の空間の形成』(2020年(令和2年)4月23日木曜日養生所を考える会代表池知和恭)を包含する)を実現すること、を提案し要望Lます。

・私達当会は、皆様に、r景観」にっいて、人類の活動の空間を構成する宇宙と地球の自然と遺跡と人類にとっての機能、同時に、その関係性
の総体に係る人類の活力の情景として、任意の特定の当該の「景観」ほ、何の、どの様な「情景」であり得るのか、情景の視点からその要素を
分解し、当該の人類の活動の空間の性格を考寮し、再構成し、又、その為の措置を執り、私達人類の個体の個別の主観に対し、"人類の活動
の空間に於ける人類の活力の情景"として、出現の在ること、を提案し要望します。
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0「パリ改造」パリ改造は、筑二膏政時の19世乾、セーヌ県知事のジヨルジユ・オスマンが取り組んだフランス最大の郁市墾働事案である.ジヨルジュ・オスマンの名をとり、「t門Y.U鼠 h皐U如,Y、.nn1動.」とも拝
ぱれる.

1853年から1日70年まで17年聞に亘りコランスのセーヌ県知亭を務めたジヨルジュ=ウジェーヌ,オスマン(G卯t区.曇.EU"●0. H忌U抑m."",1809年0月27日.1ヨ釧年1月11白)1=ナポレ*ン3世の檎想に

沿って、バリ.19世紀半ぱ頃まで、生活環境・郁市斯生は極めて劣悪.竃く,風逼しが悪く、奔常に不衛生で.惰気や疫庸が蔓証した、の大規模な都市改造を計画L実施L、壷業竃働後の経騰昇の憂請を背景に、
スウラップアンドビルドにより.エトワール広場を中0とする市櫛の構成.街路の整儒拡充,郁市景観の統一性、スラムの鰍去と再開発、各戸記水と時興による回匪式下ホ崖を実現し、衛生面ではコレラの発生をか
なりの授塵抑えることになった.バリ改造は近代都市計■・建築活動に大きな影響を与え,近代躯市のモデルとして見なされた.一逗の改碧はH■U卓専rn.「1"1冒.tlon(オスマニザシオン=オスマン化))とも称され、
又、蔓儒されたパリの衛は「世界の首郷ル呼ばれ、コランス●内にとどまらず各国における郁市建霞の芋本とされ、一方.スイスの豊築史家ジークフリート.ギーディオンは壬の著害r空間.時間.斡制のなかで.改
造徒のバリの街をrまるで衣桂崖のように、直一的な大通りの裏側に島まり1こもひどい乱雑さが隠されている」と批判Lている.;wjklp.d柚「パリ改達」最熊更新ユ020年ヨ貞17日(火】09:50 より撞粋妻約

0 ・・,「='スマン北」の思庫を受けインフラの整働が進んだバリ中心郁と、モニから離れたバリ層辺部の居住斑墳に差が開いたため、富祐屡が中心都に駐住し、共囲戻が層辺部に追いやられる「住み分け」が
徐々「=進風した.・・・ー;Ⅷkl0●1.1ジョルジュ・オスマン」最終更薪ユ020年ユ月酋白(日)0,:,ユより接粋

0「【パースペクティづ〕パリ改重亭集と日本への影響」割署畏堰正弘 1.はじめに 2012年の世界各国の外国人訪柚看敷を見てみると、フランスが約8.000万人で、2位のアメリカの約6.600万人を大きく
引き権して世界一となうており,問国勧間者の多くはモの首物であるパリを訪れている.また、冬国の蜘査研究撫髄が公底する様々な世界都市鯉争カランキングにおいても、パリはニユーヨーク、ロンドン、案業等
と並ぴ、絶えず上位にランクインしている.例えぱ、轟記念財団の「世界の郁市細合カランキング(2010年版)で1=、パリはロンドンニューヨーク」冨続き無3位(ちな御に東京は4位)にランクされており、都市の力を

表わすr経癌」、「研覽・開発」、「戈化・交漬」、t居住」、「風壇」及び「交通・アクセス」という主要6分野のうち、特に「居住」、r交通・アクセス」及び「文化.交擦」の分野における誹値が高くな.ている.パリは何
故これ1擧ど人々を惹きつけるのか、伺故二れぼEの鯉争力を保持しているのか.これらの擾闇に筈えるためには、バリが親在に至るまでに塾0てきた歴史に惟れざるを掃ない.今日のバリでは、郁市内で、政抽、
糎旛、牡金、文化等様々な分野での人の迂動、モノ・カネの動きが活剣=風開され,モれらが都市の誹価につなが,ている二とは言うまでもない=とでは島るが、モれらの甚礎となるワイジカルな郁市という尋由体が
持つ彫春力も大きいものと思われ、モの影成過珪を擾り返ることは重要で畠る.本稿においては、以上のような観点から、ナポレオンヨ世の焦2帝政期にセーヌ県知事ジョルジュ.オスマンによって行われ、理在

のパリの骨格を作り島げたと言われるパリ改竃亭業の蝋要を覗らかにする【今年は佃53制=オスマンがセーヌ黒知亭に任命されてからちょうど160年目の飾目の年に当たうている.)とともに,鯛治期以降の楽
京をはじめとする日本の誇郭市の近代化にどのような影響を与えたかを紹介し、今強の郭市寮槌の,考となることを期Lたい.2.パリ改造事業の背景・目的・白.ナえtレオン白世とオスマン・・ 4.パリ

(2)金園事業ナポレオン3世はバリΦ過密状態を改吾するための方簸として広幅員の断賂や広場を殺置する二改造亭業のための斬たな仕組み・ 5.バリ改逓の各事業の概要 0)遭晦峯案
巴に如え、斬鮮な空気の梢枯揮として公留を整暈するこ士にも詐常に熱0で高った.ロンドン亡命中に遣盟学を学び、パリ1こもハイドバークやりージェントパークのような広大で美Lい公■を般置することを熱望し、づ

ローニユの轟を左肺、ヴフンセンヌの鼻を右舶とみなす人体モ〒ルを念頭に優き、楕想を輔った.オスマンはセーヌ県知判蹴任するし、ジロンド県知事の時代に知己を舟ていた土木柱師アルフフンを公■抽幽
局長に任命、眠に着工されていたものの工享が進んでいなかったブローニ昆の轟を公園として竪蜘することを命じた.アルコアンは幣按するロンシ¥ン早原も公■1乏郷入し、セーヌ川に逗するエリアまで植赫を行い、
1858年までに864h.の癖林公図として犠成させた.モの陵の責金酬逼方輩として、公厘や鬨連道踏の整幽により判用価値が恂上,る隣按エリフの土地を取椿・造戒し、道銘享業の場合と問様、建繁条件を付し
て売却、開馳利益を吸腹している.また、ロンシ¥ン蝕馬場を建設し、モの売との一郁を公墨の雑持管理畳用に充当サるなど様々な工失を二らしている.モの後.オスマンとアルワフンは宅肺と位置付けられた
ヴァンセンヌの轟(ヨ0oh早)、シャンゼリゼの並*道.モンソー公■、ビニット・シヨーモン公■詳の整働を行い、パリを養しくアメニティーに富んだ都市に改造している.【3)上下水道事章(4)髞道建般七フウセ

ス道銘の整借 6.パリ改造の享案費ι艮聞隻金の活用一フ.バリ改量事案が套が闇に及ぽした影寺・ 8.おわりにパリ改造事業が行われた時代と今日とでは.匿史的脅景や政治・軽癌・杜金情
勢が大きく翼なり、問亭業の仕組みや考え方をそのまま現在の郵市整皆の芋本に,る二とは困嚴である.・ーーしかしながら、一方では、バリ改造事集が現在のバリの骨蕪を影成し,美しい街路や公困、オスマ
ン様式の蕉築物群は世界の人々を葱きつけて止まないのは確かで島り、そのことは、間享業が時空を岨えて現在の郁市蔓惰の理念や呂壕を快定する擦のいくつかの重要なポイントを示嵯している毛のと思われる.
例えば、オスマンが強い巳だわりを持コた郭市景観、中でも街並みの銃一性とパースペウティづ(眺望】は現安のバリを特撤付ける最も大きな蔓素となっている.都市を楕戒する公共施設や建築物群は一旦建殴さ
れると長胡にわたり存在し、使用され、世代を越えて引き継がれてゆき、いつの日かその都市のアイ〒^イティーを示覗する厘史遁崖となる白が来ることもあることを勘案,れば.オスマンのような襖点に立?て計
唾を立案することは、今日の郁市整晴においても重要なポイントとなるで畠ろう. 拳考文献 rpR/R.Ⅲ.W 国土交通政景珊乳所報第50号~20,3牧季~国土交通賓園土交通政擁研究
所■掲駿

Or近代郁市計階とバリ鼻市改蓋」1.はじめに 2.オスマン没後否年とパリ改凌研宜 3.伝毓的公用取用と佃52年のデクレ 4.おわりにーパリ改造と親代羽貝正蔓要豹本槙は近代都市計■の
先駆として10髭紀以降の世昇の諸都市に様々な影響を及ほしたバリ鄭市改造に素材を求め、モの長史的意蔓を再考する二とを課豊とサる.はじめに.近年のコランスの都市研究の特質を検討L、モの中に、パリ
改量計而の新Lい視点を擢ってみたい.そのとで、バリ改遣推過の最も重蔓な怯的手段であ?た公用腹用権懐、耀逼製用、地帯収用制度に焦点を舎わ世.モの導入の背景を考業,る.具体餉には、佃40年代
の都市状況とこれらの実姥をめぐる靴論を検討L、こうした制度が源入されるに至った多揮な要因を蔓理したのち、1宮52年3月26日のバリの断歸に胴する〒クレの意製を検討する,叢後にこのデクレの斬新性と
陵界とに注目L、近代鼻市計画の先駆としてのパリ改塗の匪史的意妹、モの二面性を再考する. 改遣の全赦を詳述サることは本拡の直2.オスマン没後百年七パリ改造楊究 2.,改造の撫要

按の課題でぱない.しかし.女のような舟結は、改造の娩模と多岐に及ぶその内奪について、モの抵要を把裡するとで有益であろう.サなわち、実質"年間の務敵期に、およモ20okmにおよぷ新衝路が盤蝕さ
れU(リ市の現在の道銘実証畏キロ歎は豹日ookm)、下水戻普及宰も実質矩准にして、60ok,"仁逼した.広大なブーロー三ユの奔(約9001ι尋).ヴ丁ンセンヌの煮(850h.)の改遣、モンソー、モンスーリ、ピユッ

ト・ショモンの各公図の甍備と敷'くの小公闇(スクワール)に象徹される郁市公医の蔓備は、靴面授仁Lて180oh晶を想える耀換1昇拡大Lている.さらに.各区の庁書や病腕、敏会等の公的塗叢物の建詮や歩道、
衝灯、盟外記念碑の整僧も改量の貢要な一側面であ0た.住宅についてぱ、約31000の家風のうち20000が取り埋Lの封象1こなったとされるが.新たに娃設された家旦も34000を超えている.こうした歎値
が物語ることは、バリ改萱が郷市Φ壮金資本のほほすぺての側面において、焦視できぬ大きな実帳を秀したというこ七で高る.、1,P,ルコワンが指拙するように.20年1=満たない短期間のうちに、壬して、堅蘭孝量
志をもつひとりの杼政官の統宰のもとに、ひとつの全休襖楚に基づくこれほど蛍庄した郵市改造がなされた都市は、過去にも現在にも、世界の大都市の中「二類例がない.この指摘をさらに捕う必蔓が島るとすれぱ.
モれは第一に、バリ改憲が問時代のフランスの地方如市の耳制発に多大な影響を及ぼしたということにとどまらず、モの後のパリおよびパリ首郁巨の発風の方胸を決定づ1,たということ.鮪二に、19世紀後半以降

の歌嫌の主蔓都市の都市影成にも樺々な彫要を及ほしたという矯逼できない享実であろう.2.2従棄のパリ改造研究さて、このような、いわば匡史的逼崖を哉世に残,二ととなったパリ改造は、従来Eのよう
に評価されてきたのであろうか.まずこれまでの捉え方の特質を"ておきたい.・・・・ 4.おわりにーーパリ改量と現代本鴇は近代尋市計■の先厘とされる,9世紀コランス、第二青政期のパリ都市改造に崇材
を求め、モの亙史的・璃代酌意褒について再考した.その腸、最斬の麺市研覽の皮果に触発されつつ、バリ改量の全倖像の耳櫓夷七いう摂点から、新たな考案を試みようとしたもので畠る.現代大物市の轟鮭と楕
量は、二れまでの私的・長間開発行為の害精と、これに對する各牲の公的なコントロールの試行締誤長びモれらの集積のうぇに庖り立っているといってよい.こうした都市の親実のなかで.七りわけ邦市居住憲境の
質的向上という課届は、モれが鄭市空間の公共的制櫛の在り方によって決定的に規嵳されている隈り、今白依熱として最重要な大郵市共通の課題である七指楕Lなければならない.とオ乳ば、モの打開の糸口を

過去の解駅とその検証にもとめることは、不司遵の作業であろう.このような簡盟意識にたつとき、オスマンのパリ改量は怯熱、多樺な泉嘘に猫ちた裡めて興昧遷い封亀であるといわねぼならない.本稿では主
として相52年のパリの街蕗の公用収閉に係る〒ウレを素材として.その匿史酌な意蔓なり、モの斬斬性と隈昇なりを検討吋島都市の発農を公共的に制櫛する、モの骨格を影鼠できたとしてもモこに住む多様な都
市住民の生活権そのものを保障,るような居住堂弼を創出するという蔓請には、バリ改塗は必ずしも全面的に陵功Lたわけではなかった.むしろ、発塵朔の資本主碇社会という状況のもと、屠住という生括の榎本
条件の確保において.社会階極間に断,二な特整と差別すらも持ち込まざるをえなかったという側面があることを見逃Lてはならないであろう.確かに、鼻市計画の饗親七L、う捜点にたった公用腹用権陵の拡大Φ意
義は桎めて大きい.郁市行政研究の観点から見るならば、まさにそれは、バリ改造を近代都市計■の先駆と位置付ける際の最も有力な頓拠としなけれぱならない.恕過収用、地帯取用という手法による面的な土

地剰用族制、すなわち衛跨義序の再癌と残地の整雇・就合、そして、そ二にどのような重笈物を亀てることが妥当なのか七いう視点にたつたと郁空間への公釣規嚇は、過去に例のない近代的かつ鵠市的な土地判
用を企園Lたものと指擴しなけれぱならない.蛸的に言えぱ、それら」字,地主の意拘がすべてを支配した旧豪の都市秩序を公共酌に制御することによって、モこに葺たな公共空間を創出することを目的としていた.
しかし、反両この駈代の手法は、枝術としての斬断性とは裏度に、それを雌力ξどのように用いるぺきなのか、雌のいかなる利益を宴現する手庄なのかという、モの檀本目胡なり、課盛にかかわる異休的な梱いかけ
を回蓋したのであった.モの轄果.この手法が.いわぱ理含と手続を明確にしないままに活用される=とによって、都市改過の道具に豊Lたという側面があることも否定Lがたいのではなかろうか.パリ改造が現代

r絶合物市研究焦5日号,99"掲最の都市政擦に投げかけるメッセージは極めて重いというぺきであろう.
Orオスマンのパリ改造計廟における繍地計■の厘含及びモの臭態について」佐々木邦博抄録:伯世記中案に実施されたオスマンによるバリ改量計圏には靴地計画が重要な一郁門として含まれている.繰

地をモの耀模により三種類に区分して考え.それぞれをバランスよく市衡地及びモの用皿に包量した.ーつのシステムとして七らえられていたのであり、縁地システムの実現においては世昇でも最も初期の例のー
つであろう.そこでこの縁地計■の理念、及び縁地がどのよう1こ利用され.社金生活に影響を長ぽしたかを考寮する.:r量■雑倒,987年51嵯 5号 P4348 1908.00.引
0「バリ大改造と都市公■システム」久末弥生(大阪市立大学ス学院創造郁市研寛科郁市政策専攻准轍慢) 1,はじめにフランスの首物バリ(P.".)は、都市公■が大きなはたらきを担っている、世界煮数

規換Φメトロポリス(m針16N"魯、主要都市)の1つで,.親代のパリの公匡システムは、ナポレオン3世(N血戸01'0"皿、本名 0ト'畢;叫 LOU1尋 B0Π畢"門.、1808-1870)時代に柚立されたものであると茸っても
過言では布りません.近年のつランスでは、ナポレオン3世枕治下のバリ大改遭を再評価する艶きが見られます.・・・一白本との圏係では.,867年の篇2回バリ万博に際して、ナポレオン3世の招きにより霊歓
した惚川昭武(甥15代将軍憶川慶喜の実錦)一行が、づーローニニの鼻(B6;, d. BOUI0卓九.)七ビ鳥ツト,シヨーキン公困(P畢r. d" BU吐.尋 oh窮Umont)を裡柴しています.二れは後の1904年に、日本で最
初の本格的な都市公圃である日比菩公■が開■,ることにつながりました.したがって.日比谷公匡ひいては日本各地の歓米様式の郊市公園も、パリの都市公国の影響を強く髪けていると丑え生す.本槙では、
パリ大改造による都市公歴シス〒厶の確立を概鰻Lます.2.捕二帝政とパリ大改量 .パリの物市公■ 0)ブーローニユの巍【左鮪)とヴフンセンヌの轟(宕柿)ガーデニングが趣昧で造園学
1=造蹴が探かっナニナポレオン3世の夢は、づーローニュの撫をロンドンのハイドパーウ(H¥d. P.rk)やりージェントパーウ恨.匡駄'尋 P■*)のよラな美しい公■にする二とでした.シャンゼリゼ大通り【AⅧnu. d"
0ト'.rnP尋.ElyM..)に代表される艶ホ道、パリ・オベラ座(バレ・ガルニエ、P.1.■ G争ml.0、Jレーブル官{P.1尋i尋 d. LOUν抽)といった公共の趣物.広場、上下水道をはじめとするインフ5等の蔓肯を包括サる
大規楓な都市改造プロジヱウトで畠るパリ大改遭において、煮の整働と鼻市公■の設立は最優先に置かれました.モの背量としてナポレオン3世が、ブーローニュの轟を左肺、ヴデンセンヌの轟を右肺とみなす等、
パリ大改量を人休モ〒ル「二ならつて放射状に捉えていたことが擢惰されています.づーローニユの戦を整他するよラ命を受1サニオスマンは、理工科学校(ec01.POM叱hn珀U.)辛のエリート官僚だ0た造■柱
師アルフフン(、1..nch.rl.耳 Ado「口h. AIP、尋"d、1θ17-1891)に、実残苗を託しました.アルフフンはオスマンの郁下として、プロムナード・槙樹馬(S.NI0. d.. P,om.計.d.畢.t pl."t置tlo")の馬甚に
任命されました.公■としての婆壷を条件に、オ852年に国からパリ市へ委鯵された国有地だったゴーローニュの轟は、4卑間に200万ワランという整働予薫の下、最終的には隣擡する1{力气テル庭■(J.rdl" d.

B畢昆.t.11.)やロンシャン(LO"'0,1嘉mPき)エリアを含む863へクタールの広大な轟林公重へと生まれ室わりま,.もともとはグランド・カスケード(大滝,G,■"d.0.邑伽d.)のところまでしかなかった轟をセーヌ川
(5.1Π.)に這,るよう抽林し、さらにロンシ〒ン鍍馬増(H1叩odlom. d. LO"'oh.mp)を建蝕することで公■の俺持管理費用を捻叫することに戒功したのも.オスマンとアルフフンの功紙でした.プーロー=ユの
轟の総工費は,4ヨ0万ワランに違する一方、公■沿いのニューイ(M.U11~)の土地を売却することで10白0万つランを褒得L、第二帝政政府の拭勧金も褐ていたバリ市の翼際の負担額は.040万コランにとどまり

ました. 1853年に本格酌な整儒が始まり、1白5急卑には「まぼ完戒Lていたプーローニュの専には.哉1=ユーヨーウのセントラルバーウ(0."せ.1 P.,k)をはじめとするアメリカの主な都市公■(urb.1、 P.*
.)の創始看として有名になる、'フメリカの景観設計(「."d島"P.昌,chit.otuF.)の父"二とオムステッド(Fず".Hek L卓W olm.1.d、1822-,g08)も訪れました.この時.オムステッドはパリでプルファンに

金っています.1859年、アルファンは当時42堆、オムステッドはヨフ黛、フランスとアメリカ、それぞれの国の郷市公巨の瑳を隻いた両考の人生が=こで交叉Lます.パリで逼ごした豊年間.オムステッドは、ナポレ
オンa世、才スマン、アルコフンが進めるパリ大改造を見ていた「二違い畠りません,.他方、アルコフンは後に、rパリのプロムナード(【'豊 Prom.n急d帖 P急"尋)■という大薯を出版し、造匪家の大家となります.
(2)パ「」のaつの郷市公匪一ーモンソー公■.ビユット・ショーモン公■,モンスーリ公■モンソー公国、ビユット・ショーモン公■、モンスーリ公国はいずれも、公国全体が、当時のフランスでは珍しかつたイギリス塵
匡【゛■rdln An匡1鼎1#)のかたちに禁省されています.工れは、ワランスの都市公■を現代のかたちに茎備したヨ人、オなわちナポレオン3世.オスマン、丁ルコアンが.イギリスの田■風景を畳するフランス人だったこ

とに由来します,特に、づ「代レオンヨ世のイギリス驫風は有名ですが.モのきうかけは、伯創年に浩き日の鐘が初めてロンドンを詰れた原に、ハイドバーウやりージェントパークの美Lさに感能を墜けたことに島ると
茸われています.ビュット・シヨ^ン公■は、陰Lい山岳地帯を含む人工的な大腐枯をバリ市内で体験できるとして人気ですが.もともとは石灰石の操石場がごみ捨て嶋となり、一勝期は公開較首剤増になって
いたという場所でした.また、モンソー公囲は、煮旋門(A゛c d. TI'omP卜1.)から徒歩■内の寓輯住峯街に鱗撞しています.モンソー公醐とは対黒的に、モンスー「」公■はパリの南蟻の外れに位置Lます.これら3
つの公■がいずれも、イギリスの'雑●槻式(ピクチャレスウ、010をUr.如U.)'の田■風景をルーツとし、さらに19世紀後半からはイギリスの'塵園様式(Ξ.rd.n岫幽U.)"の影響を憂けて、次第1こ撤帽かつ押密に

な争ていった景観設計によるものと貫えま,.イギリスの影讐は公■の景色にとどまら甘'、パリの都市公■の整惚費用の胡量手珪仁まで丑びました.公匡用地Φ盾辺に宅地を蓋成したうぇで宅地や住宅の販亮剥
益で公図の整備費用を賄う、あるいは公■用地の層辺に受益者エリアを設けて整青費用を靴収するというイギリスの手怯が.パリでも応用されたのです.佃)パリの公匡讐理規制パリの公匪管瑳は親在、バ
リ市の「縁地理境局{D1開●on d卵 V.吐#.T d.1'E"vlmn".m.no」が中心となっています.また2m0年6月からは、全1,条から成る「バリ市の公邸・轟井に関゛る一般規典KR'EI.π1.nt."0"ι'Π'降1

島 d.= j尋,dln喜.t b01罫魯PP早rを.n."t ' 1. vi11. d. P.ri包 Y comDrl' t.B bo;3 d.日OUI0'"..t d. vlr、0."n.*」がプーローニュの轟やヴ,:,,センヌの轟といった轟赫公属を含むパリ市の郷市
公国に広(遁用されています.4.おわり1=豊かな都市公匝に恵まれたパリのT轟」という"自の都市公国頻梨が、最近は由舗資顕管理や防災隻能の西からも注目されています.モもモも郵市公■は、オーブ

ンスペース【0""叩.C.)の多目的剰用を目権した人工的な由然の嶋であることから.自然保存使命には必ずしもなじみませ人,.しかL近年、生物多揮性概念が急連に甚及,る中、生物多様性さらには画憾資
烹管理に聟庫Lた物市犠趙が業められつつあ1」ます'.オープンスペースとして制度般計されているため.自熱貴源智理撫念が従嵳は十分に組昇込まれてこなかった都市公匪システムについても.生物多様性や自
熱責譚管理に配慮Lた制度の楕筆が将来的には不可欠となるもの乞考えられ李す.また.パリの言わば双子の轟であるブーローニュの轟とヴフンセンヌの轟は、バリ仁新鰐な空焦を供雑する=と、さら1ン{リ市衝
の火災の広がりを防ぐこ巴を最大の目豹として整偽されており、まさ1=tリの肺隱として当初から位貴付けられてきました.自然隻源管理に艶盧した都市権惣、あるいは都市の防贇捜能の強化といった現代の躯

市二ーズを実理する鯉が、バリの鼻市公■システムの中には鳳れていると言えるでしょう.ι参考文献」

,、
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ノー
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0イ」レダコ*ンス,サルダー氏(1815年12月23日一1876年8月21日)の「バルセロナ市の近隣の地図とモの鼻市拡荏寮」(0.t.',0,,-2)の紹介:"出品作の図面t0■t.1'0.1-2)は1859年に制作された
都市拡張プランのりトグうコによる捜製(オリジナルはマドリードの王立サンフエルナンド美術アカデミー所触).匡面やや左下寄りに叢く見えるハート影のヱリアが当時のバルセロナ市で島る.,859年坐時、サンツ
(市の左と)、グラシア(市Φ真と)、サンタンドレウ(市の右と遭方)など用辺の集幕には工場が建てられ労出考たち毛奉く暮らしていたが、市と属理の集蒐との間にはほとんど何もない野頂が欄たわうている状探
であった.サルダーの案は、基本的に20メートル幅の道路で厳格に区切られる正宵影(一辺T13メートル)の断区がその空白のエリフに竪然と風開,るグリッド状の都市空間を匿生させるというもので畠1」、親在の



バルセロナの郵市の影状は差本的にこれに従ったものとなっている.各街区の四隅の角はそれぞれ45度の角度で隅物りされスムーズな交通を実親させるよう配虚されており【サルダーは遭略に武卑を走らせるこ
とを趙定していたという)、各街匡の塗物も基率釣に四辺のうちの二辺のみに風定して建てられるよう計偏されていた.厳地の残りのスペースは繰化され,託直通りの都市空間が実親した喚には日差しに恵まれ、
心地よい鼠が吹き、豊かな縁に邑まれた田園都市が貰生するはずであっナニ.現実には土地の生塵性を最大化しようと望む地権者たちの思肇により、四辺すべてに娃物が盤てられた=とはおろか.中塵のスペース
までも建美特で埋め尽くされ、日当たりも風通しも悪い劣悪な雁境が生み出され壮金問邑化,る二とになる.'
'サルダーは郁市計両に関する理諭騰叢の"蔓性を毫じ.バルセロナの都市拡彊プうンの提出に含わせrバルセロナの改笹と拡彊に適用された都市建股覆舗」0859年)を壷表、モの徒毛自らの軽験をコイー

ドバッウし読け、佃67年にt都市化の一般理牌」を髭表する.二の署作はrウルバ三サシオン(U巾島"1里."0咋ノ都市化)」という概念を創出し、郭市空間の物理的な樹西のみならず、その開畠.整伽を推進するた
めの法的、軽療的側面をも机"に入れた理論の構築を目指してきたサJレダーによって生み出された、世界初の都市計医の一般理詰書であると言われている."
参考資料:rBAROELONA THEorwoFAR'netcMIRAOLES T卜IEESSENCEOFTHECATALONIANMODERNARTFROMTHEMO0駅NISMETOTHEAVAY-G4ROE奇跳の薹術郁市

バルセロナ髞個削【箔一会場2019年4月10日【水)-6月9日(日)甚崎県美術峠、園鋒禿行神戸新聞社2019 炉57・P58))

Orル.コルビュジェ」ル,コルビュジエιL. C0由U*1虹、1887年10月6日一1965年8月27日)はスィスで生まれ、つ5ンスで主に活置した篭集家.ネ名はシ¥ルル=エドゥフール・ジャヌレ=グリ{oh血"雌・'d
0岫rd d"rln.r.tGli昌).モダニズム建纂の巨匠といわれ、特にフランウ・ロイド・ライト.ミース・コプン・デル・ローエと共に「近代建景の三代巨匠」として位置づけられる(ヴァルター,グロピウスを加えて四大巨
匠とみなすこともある).
生涯:ル.コルビュジェは1887年10月6日、スイスのラ・ショー=ド=コナンに時計軌人の父工芋ウアールとピアノ敷師の母マリーの次男として生まれた.・・・・
1922年に、オーギュスト.パレの下で働いていた従兄齢のピエール・りゃンヌレと共に事務斬を柄えた.192a年にrレスプリ・ヌーヴォー」1=樗載された自らの記奉をまとめた荏作r建鍛をめざして』を発憂L、世界

中の建藁家から注目を集めた.この春作の中のr住宅は住むための櫨櫨で島る(M■ON""● Mb武.r)」という重累は,叢の盤集思想の代表的なものとしてよく引用される.1白26年のバリ万国俳覧金【いわゆる
アールデコ博)では装飾Φないrレスプリ・ヌーヴォー並1を設計し、アール・〒口輕飾の贋示館が並ぷ中、具彩圭放った.1927年、ヨース・コフン・デル,ローエが中心となり、ヴァイセンホーフで開かれたドイツエ作逗
盟主儘の住宅展(ヴフイセンホーフ・ジードルング)に拳加し、之揮の住宅を設計した.

杓22年のサ0ンドートンヌでは「300万人の親代都市」を、1925年仁はバリ市街を超寓層ビルで建て讐える都市改蓋案rヴォアザン計嗣」を、そして1930却には『葬く郁市』を宛表Lた.これらは低屋過密孝都
市よりも、恕高吊ビルを趣て、周囲に縁地を作ったぼラが合理的で布るとするもので.バリでは実現Lなかったが、以降の都市計価の考え方に影嵩を与えた.・・・・
,92日年以降に開催されたC【AM(000'一茸 lnt.m罪肝0".1 d'A,C計it.otU坤闡od.'町.、シアム、近代藍纂■縢金踊)ではヴナルター・グロピウス、ミース・ワ,ン・デル・ローエ、ジーウコリート・ギーディオン、ガ

づりエル・ゲヴレキアンら七ともに参如し、中心〆ンパーとして活凱Lた.C仏Mは図際的な近代豊叢運動の掛点」思なった.

伯ヨ0年にはイヴォンヌ・ガリと轄抽し、また両年ワランス●篇を敢得Lた.伯引年雄工のrサヴォア邸」はル・コルビニジエの主彊する「近代建筆の玉原剛」を典型的に示し、代嚢作として知られる.1932年にり
逗で行われたソビエト言霞のコンパ1こ応募して敗退したものの、その斬斬さは注目を潜び、丹下俺三が鷺擾家を志すきウかけにもなっている.・・・・第二次堂界大融養、かねてよりの主弧の実鼠であるrド喜ノシ
ステム」1こ基づく焦合住宅rマルセイニのユニテ・ダビタシ"ン■(じUn"' d'h.b1加tlon d. M.r鼻.Ⅲ.)を鷺姓00●7年一1952年).また、195T年からはインド首相であるジ¥ワハルラール.ネルーの依頼を受
け、インド1冨新都市チ¥ンチイーガ」レを建設する脈の長闇として都市計画および主要建築物(誰会・載桐所・行政庁書なだ)の般計にた携わった,また、「モデユロール(仏:M●Ulor)」の理鵠を擾撲し、建築の臭賊
の場において戡他性あるいは英学の違成への応用とした,哉揃の代表作1ロンシャンの札拝堂」(伯55年縦工X勃二の甲靴を影どコたとされる独純な影撃で、シエル楕遭の操用壯ゼ鉄筋コンクリートで可他に
なウた自由な造影を示Lている.ここでは徒来主彊していた近代雌筆の摺標である根能性・合理性を盤える新たな嚢現に遍Lた.ドミニニ会課のカトリウゥ僅者であるル・コルビユジエは引き桜き「ラ・トゥーレツト修道
削の般計についても依頼を是けた0960年蛾工).二の間にr園立西洋美術館●の基本般計のため、,955年に一度来日」ている.伯60年には南らの仕事の昆録を公的に保管する二とを巣想し、19B2年には
コランスの文化相のアンドレ.マルローに二れを誌めさせた.1961年にはNAゴールドメダル、,964年にはレリオンドヌール融量を相次いで畳貫した.
柏65年B月27日.南っランスのロクづりユヌ=カウプ骨マルタンで淘水惜中に心識廃作で死去した.78雌没.私生活では要イヴォンヌ0967年,0月)や愛する母マリーa959年初踊)が相次ぎ他界L、また窟

身の公的記鋒を完成させナニ直紙であり'画段脱もある.

套績:■家から出発し.建費家として活動をはじめた徒も圏家としての制作活動を続けていた.
匡史上の功槙は、嚴筋コンクリートを判用し、装飾のない平掃な堂面鬼理、伝枕から物り准された含理性を偉条としたモダニズム建築の提唱者ということになる、・・一西浮では粗礦蓋【石按"・レンガ稲み)1宅

よる建鍋が伝靴的だったが、ル・コルビュジェはスラづ、柱、階段のみが鷺戴の主蔓蔓素だと,るドミノシステムを考案した.モの後の代簑作「サヴ゛ア邸'はル・ニルピュジエの主張するr断Lい建筆の5つの要点
(ピロティ.屋上塵■、画由な早西、水平連轆窓、自由なコデサード)」(近代竃繁の玉庫則)を体現している.ウヴウ昂が5つの要点を体現した曇甸の作品で島り、サヴォプ邸でより完成戻を高い実例を示した.

市計臣の分野でもパリ改量計医案を鼻嚢したほか、0IAM第4回金青でル・コルピュリエらが提案したアテネ憲章09ヨ3年)は、公開空地など、以後の郭市計冊理抽に多大な影響を与えた.後にはチャン〒イーガ
ルなゼで実賎している.終始モダニズムの論審として,斬しいピリョンを示す諭陣を張ってきた彼は、実作においては直血な芸倩家ιLての立堤を貫き、必ずしも常に諭理牲を重視しているとはいえない.しかし、作
品の独削性や斬規性により、そうした矛盾を掲寵摂させない.晩年のロンシ〒ンの札拝堂{ノートルダム・デュ・オー札拝堂}は造"を怜に強風L、それまで生襲Lていたモダ昌ズム建纂を超えた作品として注目され
る.
ル・コルピュジエの建築換型や園面.家具は,20点以上がニューヨークの近代蔓断鰯に收叢されている.・・・ル・コルビユリエの建隻のうち、ドイツの・・アルぜノチンの...ベルギーの.・.75ンスのラ.ロウ

シュ=ジやンヌレ邸・・・、インドのチャンディーガル、日本の即立西洋蔓術茸、そしてスィスのー・の計7力国17件ぱ、2016年に開催された第40回世界遣塵餐員会においてル.コルビュジエの建寮作品一近代建豪
運動への顛薯な賃献一として世界逼崖に畳録された.生葡ル・コルビュジエが抵想し設立を細めさせていた彼の仕亭の保管・管理複麟」含、1レコルビュジエ財団として死後の1968年に設立され、被の作品のひ
とつであるバリのジャンヌレ邸(ラ・ロシュ=ジャンヌレ邸の片方)「こ本拠を置いて彼の作品の管理や保護を行っている.・・・・・:wlkl"dl.Tル・コルピユジエ」最隻更斬肋20年3片閉日【土)0亀00より抜粋
Orパースで見るし.・oorbu.1.rの三吉万人の現代郁市」自らデカルトの便徒を任じ、験序巴音理性を這空するル,コルピュジエは、自分の蓼市(パリ)とは全く這った景候を毛つマンハツタンに陵りない憧慢と著
午の批輕を感じながら、壮大な庫天掻と豊かなオープン・スペースに代嚢される種題郁市を樵織Lた.この楕麺は、1922卑のサロン・ドートンヌに鳧表されたものであり、尋00万人という人口は、当詩のパリ市の規
換に相当,るものであった.都市の中0郁は、24棟の十字形の60階建物で栴成されていて(2.4×,,5Km)、二の地侶はaoo0人ノh.の密塵をもつが亀叢半はわずか596に,ぎない.地区の中央には、髞
道駅や空捲(人りコブター用の)が立体的にまとめられた交通センター血Ⅷ匿されている.この地区の外尼の菱影の郁分は、300人ノh魯のを産をもつ、ジグザグ影の8階蛙てアパート地区(豊些峯,5,●)であり、さ
らにモの外罵には、致立住居からなる田園郁市【e託.1尋,dln曇)が配されている.これら3地区で楕戒される矩影市断地には、広六な公厘が貫入し、公図の中心剤の間には.各種公共掩設力4配置されている.交
逼センタ^中0として東西南航4方冑に走る主蔓道践はオぺて寓架であり、工場ゾーンは市断地と詠で隔てられている.・ー・

0『56π5 ヴォアザン計画」これはル・つルビュリエの「ヴ,アザン計面」P1皐nv01尋lnのスケ゛ノチで*.パリの中心郁に趙高雇ビル群を趣てる二とを提案,る.廉常に大胆な都市許画です.パリが抱える諸陶
鼎をいっきに解決しようとするものですわ.,926年に行われたパリ万国博覚金のエスプリ・ヌーボー盆で風示されました.「ヴ゛アサン計圏」はオースマンのパリ大改造を前例としてい肇す.コルピュジエもバリの
古い街や建疫物を破壕し,斬Lい這をつ(るこしから始めています.まずパリの中心郵1=幹線通島を通し、交通のスムーズな琉れを珪保する.幹殖道銘は3程顕、幅120m.Bom、50mとし、碁聾目状に計医して
整0た土地=プロックを影成する.そして、各ブロックには高さ20omの豊高屠ピルを建てる.それぞれのブロウウには伯拭の超高層ビルを建設L、事覇所と住屠を計=する.鳳く嶋所と暮らす嶋所を近按させて、
効序のいい生活鼠填を異現する量図が島りました.ここでポイントなのは、宴搾宰が大幅に丁ウプLたことで、土地に封する建物の割合が、現状の75"からわずか5,6になることです.モして残りの95,、を、な
んとすぺて郁市公■にする計酉なのです.バリの中心郵がとにかく大幅に繰化される駅ですわ.さて、二の「ヴオアザン計■」の特撤として毛うーつ.パリを百動車のまちにしようとしたことが峯げられます.宝い鮮
鳳道時をまちの中心郵に通したことで、自動車はまちの中をピこでもスムースに壷れるよう1宅なります.とても便剥な二とでしょ5.実は「ヴォアザン計晒」は自動車金社のプロモーンヨンでした.「ヴォアザン」とぱ
画軸車会牡の名葡で、コルピュジエのアイデ0に贊間したヴォアザン社が計匝の制作を後摂Lたのです.コルEユジ忠は=のプロジェクト寺っくるにあたって他「旦シトロエン牡とプジョー牡にも胃をかけています.
「ヴ"アザン計■」はコルピュジエの郁市計両の金字塔「300万人のための専代都市」が禿嚢されてから3年後に制作されました.:建築小考「日本社金の制崖設計にっいて」 3.「都市」にっいて 5引5フヴ"
アザン計匪 2007,0ヨ.20

OrotAMJ OIAM(CO0'●序 tnt.『n.U0Π.1d'Amh託.otU門 Mod.m.、シフム、近代建叢国簾金謹)は、建筆家たちが集まり都市,盤笈の将来について討詰を重ねた国廉金謹.モダニズム建筆(近代建纂)
の屋開のうえで大きな役割を担った.1028年に始まり、1959年までに各国で11回開俺されナニ.建擦においてすぺての生要傾域(ランドスケープ、郷市計画、工業〒ザイン.モの他多くを言む"二焦点を坐てたモ
ダニズム建憲の庫則を広めるのを目的とする.
"成とメンバーシップ:近代建陵の国凝金鰄(CIAM"ま、rソーンヤルアートとしての薫築」の庫因を促禦する二とを目的とした20世紀のマニコエストの1つ.全28人によって、1928年6月に設立.劃設ゞンバーは
ヨルピュジエ、エレーヌ・ド・マンドロウト(轤の所有者)およびジークワリート・ギーディオン(叢初の宰務局長)らとー・・他の割設メンパーには・・・

沿藁:19之才年の国等連盟本郁設計コンぺでル・コルピュリエの計両案に対し、ポザール流の旧式な建叢家が規豹違亙として換斥.近代塗築逐動側七保守課の封立が嚢面化した.これをき?かけに翌年0IMAが
開催され、ヴ丁Jレター・グロピウス,ミース・コプン・デJレ・ローエ、コルピュジエらヨーロウバの建螢家のグループ24人の建築家が参加.,ー・・;wikip.dl.「clAM」最粧亜輔2020年9月5日(ネ)20:33 より抜粋
0「鋒く都市」鼻く都市(L翼Ⅵ」1. R直dl.山.)は、モ"昌ズムの岨摘家、ル・コルピュジエが提噛Lた理都郁市の権撃で布る.
ル・コルビュジエは、人口過密で環填の悪化する翫代郁市を批胴L、300万人の親代郁市0922年)、バリのヴオフザン計冨0925年).繍く尋市09ヨ0年)などの計塵案を廃麦Lた.,9aa年にCIAM(近代建

築国岸金話)で採択された「アテネ憲軍」は.卸く都市の理念に沿0たもので高った.高層ピルを建殴Lて空地はープニ,・スペース)を確保L.街銘を整樹して自動車道と歩道を分離し(歩車分鯛、モれに差づき
都市闇題の解決を図ろうと提嶋している.ル・ロルピュジエの急麹は.蛍時のコランスにおいて男蝦帥なものであり、ほとんど壁け入れられなかったが、マルセイユをはじめとする各地に建設されたユニテ・ダビタ
シオン臼952年)1=.「降く都市」酋の実践のーつで商0た.また.づラジリアなど各■の郷市計酉の理含に大きな影唇を与えた.

日本語訳:ル.コルビュジエの都市計回に関する著作'M."住,. d."れ,.r】'urb."1.m."(194古年刊.直駅,れぱ「郭市化の息考方法」)は、坂倉準三釈で、「巨く都市』のタイトルで刊行され(丸蕎、1956
年)、モの後、S0選書3ヨとして再刊された(直鳥出翫会、196血年)、なおSD電書では、ル・ロルビュジエの署作を十敷冊〒」行Lている.他にも日本語訳が公刊されていない薯作で'"L"Ⅵ11. R尋dl"U.暑"0

9コ5年刊、コランス話でr揮く都市」の意味)がある.
その他二纛稔(靴ビル社長)は邦訳の「輝く都市」に衝撃を受け、丁ーウヒルズや大本木ヒルズなど、舞ビルが手がし"二r都市開発のコンセプトの壕点」1こ,'0たι語0ている.旧本軽講新聞20TI.1.オ8タ
〒D・・・: wlklP●'.t輝く都市」最鞍更断ユ020年3月ユ1日(木)16:54 より抜粋
0「アテネ豪章」アテネ憲業Cm. A廿,"写 Ch.d則)とは近代豊摂運融の中、「機能的郁市」を誠題としたW33年の0ι4M(近代建筆■嫁金調)で操択された棚市計医及び建集に冨する理念.i丘代郁市の畠る
ぺき姿を提案Lている.全05条からなる.

揮蔓:丁テネ憲章は、1933年に行われた01厶M(近代建築趣際金巌)飾4回会議における成果で'都市計望にっいても考丸方をまとめたもので畠る.鼻市から「住む」、「劃く」.「レウリエーション」、「交通」の4楓能
を取り出し、これらを操作,ることによって翹市を作り上げようという方怯で島り、モの計圏の控術を述ぺている.壬の槌、世界各地で計晒された新悼市に大きな影響を与えたとされる.と(「二貢規しているのが、
「住む」である.憲章は.「住層」につき、郁市の中の最上の地に置くこと,健廉の重観、適当な人口密度、量小懐の日廉、幹線道銘に沿った蛇置に禁止、覗代建螢技裾の利用、高層住宅は艶轤を差Lて地とは傷
放する二と.などを擾唱している.「倒く」渇である↑騨矯」にっいては、住居との琵鼈を鰻小に抑えること、工場地域は住居地埴と縁地帯で離す二と、などを示,'.ELて、この検艶的に分触された都市を糖ぷのがr交
通」で、主要交差点は立体交餐とし、歩車道を分望し、幹線道蹄と住坐地の這路は塑能で分け、幹植道歸は緑地帯で囲む.建叢家ル・コルビュリエが提唱したr鼻(郷市」の電念に沿コた内宴で、郁市の擡他は
住居.労働.余畷.交通1思あり、鼻市はr太陽・線.空聞」を毛つぺきである、としている.フテネ憲章は提枕主蓑による晴快な郵市計西論七して、各■の郁市計圏に六きな影春を与えたが、伯50年代にはCIMA
内部でも批判が起二り、その後も.ジエイン・ジエイコづズが薯Lた1アメリカ大都市の死七生」なE.揮々な立場から批判を受けた.
文献:ル・コルビュジエ、言叛陸正値訳 bテ牛峯章」 SD遍婁102 座島出版会、1976年・・・;W1票IP●1畢「丁テネ憲章」最詫至斬2019年9月ユ日【月)03:45より撞粋

壬の量味でいえば、ヨースにとって.二0世記とは決定釣tミフメリカの時代であり、ミースはモれを否定せず、モれに桑じた.一方、ロルピュジエは丁〆り力に0「コルピュジ出のヴオリユーム、ヨースの隷」

渡ることをせず、ヨーロッバという嶋所にとどまり、ア"り力的なるものを吾定し確1"ニ.コルピュジエは趨寓惰ピルに雷心がなかうたわけではない,Ξ00万人の現代郭市(ーづL二二年X図6).ヴォアザン計医(ー
九=玉年X図7),輝く郁市(一九三五年)をはじめとし、燃高屠が乱立する、乱鼻ともいえる躯市改進プロジエウトを帳り遂し発嚢し,こ.コルビユジエは真剰に題嵩慶を設計したいと望み、当時のフうンスの知識人は、

バリを壊してまで超寓屠を建てようとしたロルゼユジエを冷隻Lた.つランス人から見れぱ.パリを忽高層で破壊しようと,るコルピュジエは、スイスの片伍書からやウてきた、アメリカかぷれの変人「二見えたのかもし
れない.しかし、一方でコルビュジエは「ニューヨークの庫天換は小きす当、モして多すぎる」と批判Lた(r伽藍が白かうたとき」).巨大ヴォリュームは大いに轄擬であるが、工場で作コた金風の単鯛な株でヴオ

リュームを隠蓋,るような、アーリカの線.ミース詫のごまかしを、コルビュジエは欺廟と屍徹したので市る.コルビュジエはっランスで畑高層を実現することもなかったし.またアメリカにも受け入れられなかったが、
その代わり」=、彼はコランス巴もアメリカとも全く興なり、全く封照的な嶋所、インドへと向かった.一九玉一年からインドの新都市チャンディガールの計雷に携わり、高計をものともせず.計二三回,灼舶の親場を勣
れてぃる.インドという場所では.線を用いてヴォリニームを化粧するアメリカ的なコスメティウク、隠蓋は、全く無効で島った.当時のインドにはまコ本ぐな繰を作る枝術など存在しなかった.ロンウリートで作った荒々
しいヴォリュームを、赤い大地の上に投げ出すしかない.モの毒い大地の上で、二0世紀のアメリカとは封極酌な方法を、ニルビュジエは馳見Lたのである.インドとの格闘は、コルビュジエ自身にとって大きな出
棄事であっただけではなく、その後の世界の建叢デザイン1=決定的な影響を与えた.ブルー,,」ズム(野生主義)と尋ばれる、荒々しいコンクリートの駿現は、チャンディガールがきっかけとなった.ブJしータリズムは
日本の取後の障按にも大きな影響を与え、木目のきつい考板型枠で打段した荒々しいコンクリートは、職後の一時期、日本の公共盈築の制服になうた.峯伺学に主配された蔓Lい白い緒=サヴ●・7邸に代表さ
れる前半期のニルピュジエ以上に、餐半生の野套なコルビュジ土は、二0世紀に大きな彰春を与えたと、慎は考える.なぜならば'どんな荒々しい大馳に毛建築を塗ちとげられる二とを.コルビユジエはチャンディ
ガールで示したからで島る.インドの赤土の上にも親代建纂が成立しえるこしを示して、コルピュジエは.ぞんな大地の上にも.璃代の人闇が、力強(生き生きと生活できる二とを示した.それは世界のサべての場所

に希望を与える、希望の建築であった.葡半生のコルビュリエがりードしたモダニズム建築は.世界を隔一化しようと,る工業化社金の、イン,^.ショナル建策であコた.一宵、後半生の被の建築は、世界の多
様北の達を示し.世界のすぺての堰所に希望を与えた.インターナショナルではなくワールド・アーキテウチュフであった.慎はコルビュジエのコンウリート藁華をたびたび批新してきたが、チやンディガール以降のコ
ルビニジエからは、様点な"で影写を受けた.チャン〒イガールには、二0世紀を岨える何物かが、存在していた.:「点・隙・西」2020卑2月7日無1剛発行隈研吾岩渡妻店線コルピュジエのヴ*りユーム、
三ースの橡 P112.P11●

゛'エ
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N.帝都復具の計臣(大正圏棄地震からの復興)
0風系大震災

・復興計価の始鼬と髄語,923年(大韮12年)9月,日に弛生した大正磨煮地震による被害は甚大なものであり.復興計■は政府主導で行われた.焦2次山本内閣の内務大臣に就任した贇脳軒早は、旗興亭
案にっいて、計画決定から各害所管峯務、由治体の権隈すぺてを集中するr膏躯復興吉」を設立Lようとしたが、各省の強い反封に遭い、業京と横塩におげる都市計圏、都市計圏事案の執行など復鼻の亭蒋を案
る帝都復興院を設立して、いわゆる後叢系官僚を結焦させた.モの幹都は、総轤後藤輔早、副靴些に北榔道妥官の宮尾曇治(託■局・土地竪理局・建按局担獅)と廩京市政鯛査金享務理享訟木幹一郎(土木局.
物資棋軸局,羅理局担当)、技監に・一直木仙太郎.理掌・計厘局畏には・一池田宝、理事・土地整理局畏に,・富尾母治(後に・・稲素置之助)、理亭・建蟹局長に・・佐野利豊、理車・土木局長に直木倫太飢(塗

中辞靴、徒任にー・太田国三)、理亭・物資供蛤局長に松木幹一郎、軽理局畏心得に・・+何信二という陣容で、2人の動妊技師に・・山田博畳と医学博士捧一太を犀用Lた.・・・
後豊は一人で章京塩興の碁本方針 1.遷郭すパからゞ' 2.復昇費ほ30憶円を要すべL 3.欧米是断の餐布計■を裸用して.竪匡に相応Lい斬都を造嵩せざるぺから,' 4.斬怖南計苗実施の蜘には、地主に

対L断闡たる雄度を取らざるぺからずを級り上げる.1'が、車案規樓は坐時の軽廣状況をかんがみて縮小され.当甸の焦士質い上げという俄肩のr大風呂敷」は実現せず、戻地甍序につかっていた区匠竪理が
嵐開されることとなった.・・・・さらに復冥計圓審識のために設置された3つの客駿桂幽のうち惰郁復典参与金巴帝郁復貞棉縦金は兼亭適過するが、帝郁復興馨噸会では大反射され、特別興員金での大帽縮小

で決定、5慎円強1こナ'り鰻金提出の蓋びとなっナ=.話金では・・・・・所管の後罵内務大臣が政太会への豆線を選択したため.政窟金案を受け入れて復戻計画は確定された.しかも後辱は予算成立後の解鰍を提言
して山本権兵衛鴬理大臣に却下された.さらに火災保陰貸付法案喜鞭素了問題で・・・・矢先に虎ノ門享件(12月27白)が起きて、山本内閣はこれを典横に総辞騨し、この政争の過程で多くの人の支持を交って
いた後亜1ネモの後.現実政治家として復帰するこ七はなか?た.
捷嘉鮪早の強い影響下に設立された復属院は庚止され、翌伯24年2月25日.内襄省の外局七して抜風局が設置されて.復興腔枝監だ0た亀蔦系の直木仙太島が長官となコた.しかL復風馬は、伽塀省、鮭道
省.大度省の3癌の喜りきい斯帯で「伏風励七重われ.纂獄峯件が相次いだ.・ー・

こうしたスキやンダルにまみれた中、徒腫斯平の当物の栴想までは実瓢Lなかったが.璃在の内堤通りゃ靖類逼り、昭物通りなど郁0・下剛のすぺての街癌はこの蝮興事業によって蔓南されたもので、この稟京の
骨格は現在に亜るまで寳化していない.また量貸による焼臭区堆十100万坪の全域に封,る土地区●整理享業を断行する.区■整理は最贅的に全体を66地区に分け、各整理委員金で侃々僑々の議論を行いな
がら事業が進められた.この轄黒密集市衡地の裏宅地や畦道のまま市街化した地域は一掃され、いずれも幅4m以上の生活道路網が影成され、陶時にと下*道とガス等の葺盤も整庸された.
・叢災復興構柔・・・・餐災復興,1、学故建設・・・・置獎復興公遜・・・

・復臭奉業の完成と終7 帝知塩臭院および復興局が椎進した帝都復寅事業は1929年ころには晃成の域に這しつつあり、間年,0月19日から"月10白にかけては棄京市霞鯛査会の主催にょり復興状況を
説明した「劉邦復興展覧会」が落成したての市霞会並にて開催され、間万超の入堪者を集めた.纏く1930年3月24日には昭和美皇が棄京市街を運行し、間月26日「こは二貫梱薊広場で「帝都復興祭」が峯行さ
れた.復興崇では、醜席した天皇よ1」「帝都復興完劇=就き鳥はりたる勅語」が尭せられたが、復興事案の計面を最物にMり上げた哉舷自身は、相2日年4月13日に遊説先へ向かう途中で死去しており、その完
成を見ることはなかつた.

「帝都復典築」より6日後の4月,日に塩典局は庚止されて業務は復典享務局へ引き鞭がれ.モの2年棲の伯32年4月1日に問局も廃止されたことで帝都慌臭事案1*名実ともに磐了Lた.
・横況市の復典闇廩大震災の量源は小田蹴市で、震嵐埋の真上に位置していた損浜の量贋は7とされているが、帝都塩昇院幹郁金で復興計■広鯛を決定し、楓玩市側もこれに準じて漸次妻岨される.・・・・
この時期横翫市は郁市計圖局長坂田貞明が病死、そのため、槌庸新平の推繭を畳けて.9月2'日.牧彦七の損翫市郁市託画局長の就任を快定する.李た凍富太凱を金長とし、政財界圏係者があつまり楓浜市
復興会が轄戒される.

餐災から空0日ほどで、犢坂市は復興試案を立案、公館地帯という官庁街と、公■と遊歩道とを岨み合わせた縁地ネットワーク摸想をおいている.被獎疑験と実際の公■ストックの必要性から、試案でほとくに公■
計回に力を入れている. 甲.●●●

"月15日には、当初〒定された〒算を抑えられたことにより、市の案を縮小Lた復輿計匝政府原黒が馳叢され、山下公園以下4つの公■計匡が盛り込まれている.モの他、別の損所市の復興計画が政府筋に2
案捜出されている.ひとつは土木学会からのもので"月,9白に、もうひεつは横浜市復興金からのもので、,2月26日に提出されている.

疲浜市でも槽軍亭業は執行され、早沼槽.叢地抵なぞ復興局担当がa2橘.横浜市が64【市負担の小檎等除0で畠った.

また二のとき、衝路工亭に伴ウて陛道が2か所新姓された.国が執行の山手陛道がモれで庫京南による髪宕山の催道とともに、今日でも使われている..wiw"d1皐「震災復興再馴発事案」叢粧更斬ユ0リ年
1ユ月7日(土)0,:15より抜粋

0【2量】郁市計■制度の進展・霊災・駐供からの復興n910年代一1950年代) 021幽豪大置災からの復風
大正12(1,お)年9月1日、圃案地方にマグニチュードフ.9の大地霊が発生しま吋厶霊坐発生の翌日に山本権兵痴内閣が発足し、塩典亭桑を担う内閣総理大臣直属の櫨関としてr帝郁復興院」が般立されました.
務都復質腔の織些には.内癌大臣の後夢新平(元稟東市長)が就任しました.計盟は、政府鳳案の15憶円から最豊的「=は'憶6,84'万円にまで削披されたものの、近代的な郁市計圃早法を制めて敢り入れる

などの戒果を残し、後の戦災復典計圏にも影響を与えました.復興計皿に葺づき、主に燐失区域において、斯蕗、橘梁、月川、運河、公■及び土地区■豊理辱め事煮が行"れ.今日の東京にもつながる社金賓本
が竪嶺されました.口復興局公距寮京都市計酉地図大正13(1,24)年江戸童京博物蛇彊災世帯は稟京市の70.4".大火による市の焼典面稿は釣3,465h.で市華面額の44,'にのぼりま吋立帝無伐

貞亭業は衝路計圏、予葬規棲について奪縦された結果、計回の修正、縮小が行われました.本園は量粧決定された計圏案です.素郁棋風事業による土地区圏整理事業は.一郁の強硬な反対を受けつっも偲
と廩京市により大規槙に実城され、城工面積は東京の蛯失面積の豹9割、およモ3、T17、.余に及びました..纂京郁躯市茎膚局

0第1章帝郁偵臭の崖鞠佃23(大正12)年9月1日の関棄大雲糞では、軍京市3、83叶.、横玩市9501,.、横鼠買市、小田鳳町、鯨倉町などの神素川県下や干累県南都などにも壊誠的械讐が生じた.こ
の被擢を壁げて、東藁と横燕の焼失地では国が主埠した斎都復臭亭宴が展開し、神素川胤・干累県などでは「復輿促進金」が結戒され、行政と地堆有力者屠が一体になって地域の復興が進んでいった.篇1編
第1章では案寅市と横浜市で風開された帝郭豊興の軽遷と島らましを整理し、炭章では県Tの市町村の復興の擾況を示す.
第1節帝郭復典計皿の陵立過穆 1雲災前の童京 0)東京を駁り燮く時代的臂景(2)棲庫斬乎の業京市甚就任(3)災害対紫や復興桟術の状況 2帝郁覆興計酉の成立逼担(力山本内閣の戒立【~9
月空日)(2)畜郁復興詔害の発布と第1回帝都雀具喜隆金(-9月21日)(3)帝都雀臭眺の発足と帝郁塩風"医大桐の決定(-10月27日)(4)参与会と評陸金の需檀、〒真枠が定まる(ー"阿2,日)
(5)鰭2回斎都復臭審叢会と伊棄巳代治の反封(~,1月27日)〔6)第'7擬金への提案と亭業美の剛減(~12月26日)【フ)慌臭局への強行、特別郭市計隔曼員金での"明肇定02月27日~)(臼)稟東
市Φ復典計■への動き

(9)帝物復興託皿の査遷量額夏京及び後述の横爵における帝躯復典計匡の成立過種を茎理すると、表1-,の棄りで師る.軒余曲折しながら定まった感が畠るが,当初縢役だった土地区晒墨理事業が中0
になコて、近代物市の価並みが帝躯に出親,ることになウた.口表1-1斎都塩興"亜の催立逼援これらを見るとき、災害葡の施繁や怖市影虐の謡劃,計圏技術を引き楓ぎながら、災害後の政治的・財政
射状況.人的責源などに即Lて新しい工夫や第紫が庫され計画が面まつたこしがわかる.後慈斬平は最初の段階で、「惰都の復興」を、都市伐興のみならず災害敦醸や生活・農案の復風まで国が直轄で行う
という発想を持つていたが、財政や鮪勢力との幽係の中で帝都復典院の仕亭は「焼け跡の市街地懐臭」が陵定され、それも豪京市,横況市が多くの亭案を負担して農醐することになった.このことは、致が国の復
嵐において.図の役割は薄められ、事象も道銘や宅地が中心にな.たという大きい先倒1=なり、今日につながつている.いずれにせよ、この風東大雲促を錘て近代都市計■は実体化し、土地匡圃茎理亭案や幹
航道踏整健が全皿の都市1=広がっていウた.災害復興は、亭葡から図土や都市を〒ザインする力法をもとに厩開され、それが次の詩代への新Lい物市篤策を句り開いてい(ことも改めて理解できょう.
焦2飾横疾市の捜興過糧,震災前の横浜 0)海湾都市横浜を遷る状況(2)郵布計匡と牡金亭案の風開 2償浜市の郷市復臭計圏の策定過枢Π)復輿への初動と「検翫度興会」の姓立(-9月伯日)
(2)牧塵七の計■案と復興金案【一罰月20日)【3)枇浜市の症興針雷の確定a2胃~)
第3飾帝郁塩興事業がもたらした都市空間 1惰都雀興事業のあらまし復風事案のうち、国【内表省復典局)が鮮線道蕗、遍前.大公匿など広域前投割を果たす基盤壁働を担当L、他の施鮫は、東京市・榊
瓢南、寮京府・神棄川県に委ねられ、匡が支擾して実算された.襄,-2はモの島らましをみたもので島る.国会の決峯では、土地区圏整瑳亭案は東京市、横馬市による妬行を碁本にするとされたが、その一郁
は国が箆行し,2市にも国から験員が斌斌された.棄京市・横震市は復翼t=小かる財源を市憤宛行に京めたが、捷卑の財政甚化の一因になった.臼)土婚区画些理亭業と街踏寮幽魯.土地区圏整理亭案
b.街蹄事案(2)耐川・運向、桟乗、地下埋殴、上下木道置.珂川・運河 b.梱梁 0.地下堺設、街跡工作物の整電 d.上*道と下永道、ゴミ異理篤股、電氣亭案焦霞(3)公冒、学校、社会亭業沌蝕、市場
直.三大公国と小学校崩樫の復風小公亜 b.症興小学校 C.玉大痢院ι社会事妻篇股 d.中典卸売市場(4)堆域地区・雀具豊螢急.用建地填と肪火地区 b.防火建築補動と復典糞哉動痩 2脊都惚昇外
の融き最後に帝鼻復興計厘から外れた計圏や戻間レベルで生じた都布復興に関追する動向を記Lてお(.これら以外にも重皿砦後金などによる住まい再建皮擢や城段柴嶺がされた分劉優する.0)高
速蝕道と離湾尋.庫京高速嚴道 b、棄寅藁推と京浜蓋何(2)住宅、大学、復興燧隻尋.問潤会の活劫 b.大学の秒転 C.復興の塗螢:内閣府防捉

N'宝重趣塗吐厘
Or稟京繰地針価」廩京繰地計圏とは、伯39年(昭和14年)につくられた大廩京における舞地帯.景樹地等を言む総合的な繰地計肩.日本の郁市計圃および公璽史上初めての大規梗かつ具休的なマスタープ
ランである.

抵蔓:・胤葡翔に大物市の膨張に封処するため地方計個(r."10"きI Dt.Π"1"匡)という広壊都市計晒の考え方、計肩諸が先進国で浸遭L.,024年(大正,a年)オランダ・フムステルダムで硯在の炉HP(.n:1"t.r
Π.tl0酢豊I F.d.悶Non 佃r HOU邑1""急nd pt.nnl"匡)の前身である国際郭市叶■全厳において市衡地外用のグリーンベルト霞置、衛昼郁市の建設など6か条の決詠が提択される.・これを受けて.日本で

も地方計両を廩京を対象として立案するために、1932年(昭和7年"0"に業京縁地計画倫識金が轄戒される.これは内残者を中0に縮戒された樫噸金で.内務攻官を会暴に、内務吉と讐視庁.首郭圏の府県
や棄東市【璃在の23区に相当)、都市計匡章京地方曇員金によウて楕度された.廩菓縁矯計直の計夏区壊は棄京50km圏、962,050h具という広大なもので、日本の郁市計贋およぴ公■史上初めての大規撫

かつ具体的なマス,ープランであり、巳れを悠斥るプランは今日に至るまで出現していない.・博誠金が計圏封煮とした線地は後述のとおり、生産縁地や保存地などを言む広い額含で.結果的には尭足研空され
てきた公面設計棚撫を,斬たに地方計画としてとり入れた「縁地ルあわせて緯合的に都市内外の公囲縁地計匡の指針をうち出Lたもので島ると指摘されている.実廉、廩業において大隷地が都市計■および事業
決定を見た巴きには、内務省はすでに縁地の怖市計匪法における造文化を決定していた.郁市託盾佳U田改正(昭和,5年3月30日)により.焦十一条の三を追如、篤十六条に「縁地」の文字を加えている.法偉
としてr繰地」の用語が轟生したことは注邑すぺきだが、二の「詠地」は、稟案雑地計画協堆会において+分検討されつくした地壊制の「隷地」の定蘇とは異なるものであ?て、都市公圏間樺に公共営竃物{郁市妬
設)であるとされた.

撫状輯地計圏:薫案緑地計厘の中で最も貫要な計葛は、棄業市の外用に縁地を設置する孫状緯地帯計■0939年(閉和14年)4月景定)で、この縁地帯から石神井川.善福春川など郷布何川措いに設置され
た隷地帯が市櫛地に貫入,るように設定されている.このような註射最状の詠地帯が幽時の先逸皿の都市計厘では理想剤とされていた.覆状繰地帯を針■した区域は畏有地の田畑.山林であうたが、モの拠点
都分にっいては縁地として都市計圏決定し実際に貫取L、整帽きれた.モの他の環状縁地帯は佳的担梯が与えられていなかったが、194,年(詔和,6年)9月の防空注改正に伴う室地の指定制崖創殺により、業
京では仲43年(閉和18年)に.薫家粋地計産の耀状詠地帯を継承する慰で防空生に韮づ(空地(空地帯;内理状・外繚状・散射、各幅員200-30OM、訪空空地:一筒所,000坪牲度)が指定された.防空ま
「二芯づく空地は,946年(昭和21年"月の訪空生廃止に伴い佳的根拠を失うこεになる.1946年9月に交付された特別郁市肝酉法(鬮和21年9月10ヨ佳樟菓19号)では、筑三条で(主残大臣は)特別都市計
偏の施霞として繰地地堆の指定を*る二とができる二とを規定された(その慢陪和空9年特別鄭市計圓法が廃止されてもなお、縁地地羊については土地侶巨整理法施行法附則焦2項によ口て、当分の闇その効力
を有するものとされた.).戦坐復興院ぱ,g46年(昭和21年)9月27日に「輯地地域計圏嵐皐」を完し、縁地地域は市街地の外畑郁と内都に敏射斑牧に七り「肪空空地帯を括定された郁市では、その掩定区埴を

楓拠として」括定,るように指示Lている.しかし、大阪、名古厘など防空空地帯を指定Lていた郁市は禄地地域への切り善えをせ,'.豪東のみが稟京緑地計■以業のグリーンペルト構想を堅待した.194白年{開
和23年)宜月,防空空地帯を耀承する形で縁地地域(頑頬伯.010h.)が郁市計●決定きれた.ドッt万インによる見直L等による影響を受けて案京の駐災復興郁市計圏は拙小されていき、また、縁地地賊で
は這反彊纂が続出し、モの異鯵を豊認するかのように括定解除の権置がとられていく.1白酌年(昭和44年)の斬・如市計酉法施行の際には、薫京の輯地地域モのものが全屍されている.

大公■;大縁地:1自40年(昭和,5年)4月の郷市計圃怯改正により、橡地は都市姥設のひとつとして位置づけられ.理状縁地待の拠点郁分は郷市計彊縁地として如布計晴決定さ札、都市計晒事業として土地
を貫取し整働される,昭和,5年は妃元2600年に相当し、案京府はその記念享案という名目で砧.神代【現在の鯛布市)、小金井.書人.水兄.襖崎(現在の江戸川区)のB箇所に1皆所艶10oh争前後七いう広大
な面稿を特つ大縁地を造成,ること1=L、府会で亭業予尊が可快され、内務告も国庫掖動をサる二とになる.立地は「南都防衛」と「市畏の保豊、休共に利搾して件位の向上」の観点から、交轟の便や緑地問土の

閏隈も考庫して遍択された.公聞隷地の豊備に封,る国庫業勃は帝都偵典亭案以降では大藍省力制めて認めたもので高る.その徒,942年(昭和17年)一伯45年(昭和20年)にかけて、22箇所が追加さ
れ、緯地は合計2自筒所が拠市計噛跳定されている.薫京輝地託圏の虐案に軌を合わせ大販、名古雁、神棄川なぞにおいても斑状縁地帯概想の具体化が園られ、昭和t5年から18卑にかけて大繰地が炭点と都

市計■決定され、峡いて用地貫収が開始された.大販の善見縁地と胆都繰地、名古長の大高舞地、庄内縁地、横浜の保土ケ谷赴地、川嵯の等々力縁地など、今日日本の郊外市櫛地に存在する大規換公博はい
ずれも二の大隷地の遠塵である.轍後、これらの鼻地は農地開放の封象乞され、小作人に払い下げられ戻宥地に戻されてしまった.棄京では用地買耽湊み746"旦のうち62帖、名古厘では白30h邑のうち4き帖

が払い下げられている.棄京、名古屋、大阪などでは晨地開散後、今日に至るまで憂い時間をかけて一度、旧小作人に払い下げた土地を買い戻すことをしている.
縁地の分鳳(章系輝地計酉位艦会):■縁地一筈通緯地 1.公園イ大公園善通公園遷動公図自憾公国口小公国近解公園児璽公園街皿公圏に準ずるものイ慰素道銘口適絡道路 2.墓発 3.
公開蜂地イ煮一楓神牡埋内地およびモの付巨苑地春院仏賞境内地およびその付鼠苑地口鰭二種自熱公物にして縁地として距定Lたるもの直撞公衆の用に供する国又は公共団体Φ姥蝕にして縁亀と
認定したるもの常時又は豊時に公開せらるる国又は公共団体の拓股にして繰地と窃定したるものハ飾三種共問園私国 4.共用繰地イ学枝園口団体図共用絲地に準ずるもの分区圏 5.遊国地
生廣繰地 1,菩通皐業増区 2.赫業地匡 3.牧野地区 4.撞業地区王繰地に単ずるもの 1.座醒 2.保存地イ第一種天然保埋区壊天嚴保躍区域以外の史跡名勝天熱記念物の指定地又は霞指定地
史跳名換天然記念物の保存に圏し生務大臣の定めたる地填風鰍林風致地区モの他口焦二樋魚付井その他ハ第三犠保安林開異制触又は紫止地砂防指定地向川法による搾判制腰地要塞地
帝および軍遷要濤の境域その他 3.景国地

反対崖動:住宅需纂の高まりとともに、緯地指定され郁市化に制約の島コた地域住艮等から規制轄小・撤庚を業める運助が起きた.昭和31年og56卑)の首郭■整衛注で1近郊地帯」(グリーンベルト)が設定さ
れる二とに封して北多摩を中0とするr稟東郭近郊地帯設定反就揃成間盟」が轄成された.脚注・・・・: wlklo.dl.r稟禦隷地計匪」最終更新ユ020年ユ月ユ5日(火)仭:1ユより撞粋

国.泛盃'2^乏3
0「ジェイン・ジェイロづズ」ジェイン・ジェイコブズU.".白心n., d.如わヨ、,916年5月4日一2006年4月25白)は、アメリカ合衆国の女性ノンフィウション作業・ジャーナリスト.郊外都市開尭などを諭じ、また
躯心の荒廃を告魔Lた走塾寮でもある.最も反嚇を生んだ吾作はrフメリカ大郭市の託巴生lh9劇卑)で畠り、「都市の疑済学k伯白6年)と並び躯市計圏研宜の貫蔓な古典となっている.1螺れゆくプメリカ」住0
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^U 唇..'.^^^.ー^,』^^^、リー'^●^^^^^^.ー.』■●一.^■,.'●●゛、^,.゛.゛'ー^^、

04年)が追作となコた.
略虚
フメリカ大郁市の生と死:ジェイコブスはアメリカの大都市が自動車中心になり、人聞不在の状択になっていることに憂間を持ち,196,年に近代郁市計画を批判する著作rアメリカ大郁市の死と生」(T".0岫t"
.nd u(.0, G地.t Am.H0昌" oltl.3)告刊行して、反響を呼んだ.ジェイコづスの拳げる偶によると、ポストン市内1思イタリア移民が多く住む地区(都市計画愈から見れほ再開弗の対象となる地区)があるが.

こ二ではほとんど把罪が盤こっていない、一方ボストン郊外でも犯罪が多鼻している地区が島る.ジエイコづスは、安全な掛路の巣件として、常に多敷の目【ストリートウォ^¥ー)が存在Lていることなどを指摘して
いる.
都市が多様性を持つための条件(T卜1. oond託10"ヨ佃r dw d1Ⅷ"1W)として、ジェイロブスは状の4つを指摘Lた.「毎市の衝路や地区で、溢れんぱかりの疹掃性を生成するためには、4つの些件が必要不

可欠である.1.地区、ELて、地区内郁の可鮑な陵り多くの場所において、主要な用連が2つ以上,望ましく1生3つ以上存安しなければならない.そして,人々が具なる時間帯に外に出たり、属なる目的で島る場
所にとどまったりするι問時に、人々が多くの焦設を共通に利用できることを保証していなければならない.2.街匡のほとんどが、蛭くなければならない.つまり、衝焦が彌繁に判用され、角を曲がる枕金が頻幣に

生じていなけれぱならない. a.地匡は.年代や状延の異なる様々な建物が混ざり合っていなければならない.古い薑物が遜切な割合で存在することで、建物がもたら,鞭済的な収益が多様でなけれぱならない.
二の混ざり合いは、穿常にきめ粧かくなされていなけれぱならない.4.目的がなんであるにせよ、人々が嵩密崖に集積Lていなければならない.これにぱ.居住のために人々が高密度に集犢Lていることも含ま
れる.【中峠}この4つの条件は、どれかひとっが欠けても有効に挫能Lない.毎市的多様性が生成するため1=は、4つの条件すぺてが必妻である.一署:ジェイン・ジェイコブズ,訳:中村仁'T".0..仙.
Od LH.0+ Gr..t Ar,1.ri0窄n 01".念'(R.11dor酌 HOU告.,1961,皐rld vi0如"春.1992, PP.150-151)」
多様性は鱈力的で活力のある郁市の条件であるが,従棄の物市計晒ではまうた(覇みられなかったとして、ル・コルビュジ出の窺(都市#ど、提蛇優先の近代都市計回の理念を枇判した.

ジェイコづズの影響と批特:ジェイロプズの影雲は広い範囲で縁められ、一般には.20世紀後半の郁市計両思想を一査させたといわれる.近年の制章都市論の至涜とも考えられている.日本では、塩沢由典の
「閏西経瑞諭」がジエイコブズの思想を地域の軽済弗展を青えるぺースとしている.ジェイコプズへの枇屑としては.実行可槌性がなく,また、開尭者ι政治家による政治を無視していると言われている.これらの
批判に對L、二具ーヨークや〒トロイト市で伯60年代1畢スプロール化が進行Lた二とを倒にして反駁」ている.ロバート・ソローは、吾作r軽湊のネ貴」への塞拝で、ジェイニづズの批制封叡についての無知ι、き

ちんとした既存の資料晝鯛査検証なしに、少数の逸話を邉崖に一般化する傭血1耳ついて彊く抽建している.
著作:・Th. D.th ■rld u「.0〒 G門"t A晋rl.H伽れ C鵡1卵. vlnt尋'. Book写.1961 bメリカ大都市の死七釘黒川祀軍訳(抄訳、塵島出版金、1969゛問:S0遇書、伯7才) rアメリカ大無市の死と生」

Ⅷkt"dl.「ジ出イン・ジエイニブズ」最終更断2020年ユ月1,日(木)06:14 より按粋山影浩生(全訳、塵島出腫金、2mの

瓢曳心の董医
0「都心の荒廃」都心の荒廃【U巾.n d".Y)とは.郁心全体、又は一都が荒廃した状況に陥ることである.
概説:特霞としては、人口減少、建擾物の屡慶化、嵩い失業率、象醍崩壇、選挙権剥奪、和罪、荒廃L穀伐とした雰囲気むど力嘩げられる.郁心の荒廃は、,970年代一,980卑代にかけての西捌牡金、特に北
アメリカや欧州の一部に多く見られた硯象である.この時期、世界的な規襖で疑語、輸送、政肇において大きな賢化が賠こり、モのことが郭心郁の衰返につながっていった.通常、都市尭震Lていく場音、郁市の
中心郁に人が集まり、その地価がと昇する.そして、モのよう1こして影成されていく大鼻市■の用辺に貧民街(スラム)が影戚されていく傾幽が強い.しかL郭心の荒廃は、その流れに逆行*る.北アメリカの郷市で

は.「ホワイト.フライト(Wト'1t."「卓暗)」と呼ばれる黒人との混住を嫌う白人たちの転磨などが起こり、邦市郊外地域や皐郊外(.加Urb)地域・.、の人口瀦出が生ずる.これが結果として、郁心葺における住居の不法
占有にっ孝がっていく.都心の荒廃に閲しては、伺か10の大きな原因(主要産案の衰逗な勘がきっかけとなるばかりではな(、政麻の都市計匝案、寓逗道践の整傭.都市層辺地鰄の郊外住宅化、全融業界の
特定室戒地区指定化(門dl;n1Π')、#墜の入憧制隈、人植葺割など、様々な饗因が熱み合コて持ち上がってきた闇厚である.
背量:産案革酷時.人々が製量業の分野1=駿を京め、地方から都市郁へと硫入Lてきた.塵案の大規崖聾造化は、都市都の人口拝弗を引き起こして行った.この崖禦界の大きな糞化に加え、邦市計圏が伯世記
の終わりから20世紀の初めにかけての大きな変化に追いつ1,,'かうたことで、都市郵におけるインコラストラクチや一竪常は、明らかに不十分な水卑で犠幕L、首相で午健全な郊市覆填が慰作られていく.軸送
(特に肯家用車の着及)や道信面での寳化によって、郁市部に皆わっていた剥点が失われてLK.第二寓世界大戦が轆戦を迎えると、郊外の煮展を目樹す政擦が投じられ、モれが鼻市層辺地域の郊外住宅地

化を引き起こしていく.このような政肇を遍じて、都心郁色、ら離れた郊外地鱸のインコラストラウチや一蔓衛の〒算が組まれていぐ.アメリカでは1ホワイト・コライト」が起こったよ5に、人檀整別もまた、多くの人が物心
を捨て郊外へ奪る二とでスプロール現象を引き眠こしていうた要因である.戦蜑の西洋経許は.工集製品を海外から爵逼するようになっていき、駆造案からサービス案へと産案の中心が切り昔わウていく,製蓋案と
は属なりサーピス業は一梗集中を'蔓としないので、都心郵の縮小が侠いていく.都市尼湿地嫉の郊外住宅地化が進めぱ、交通手段の彊愉が声むために、郁心都に務める人々も仕亭を続けたままで、郊外の大
きな家に住む二とができるようにな0た.アメリカでは、特定塞戒姥区指定化といった米逗邦住宅庁【F卜瓜)による差剛的な住宅口ーン政策晝実焦していくことで,合衆国政府は都市用辺玲域の郊外住宅地化を
推し蛍めていった.後に、アイゼンハワ一大轆傾の下で.州間高遍道豊の建霞が行われていくと、さらに郁市の空洞化が進んでい(.北アメリカでは、このような懐陶は、郊外聖大型シヨウゼングセン,ー、雁用サー
ビスセンター、幡密度の住宅探境などに特戡付けられる.アメリカ北郁の都心齢では.軒並み、人口誠少や貧困化が生じてきた.郁0の地価が下落し、経済釣に享まれない人々が癒入してくる.都心に流入してき
た貧困層は,1920年代一伯き0年代にかけて南郁から移り住んできたフコリカ系アメリカ人たちで畠る.伝就的1四ーロウパ系白人たちの焦住地となウてきた地区にアコリカ纂アメリカ人たちが流入してきたことで、
人樋葡のいさかいが寓まり郊外への転出が加連していった.廩ヨーロッパでは状況が少L違っており,伯世紀一19世紀にかけて郁0郵から郊外へι人々が奪っていったのは、政肇によって都心に烈虐されていた
ス予厶のクリアランスを行うためであうた.ヨーロッバ大豊やオセアニフ大陵では、大郷市の歴史的中心地区1*、比敦的楼福な状態を保つている.
簑退現象の事例:〒トロイトの矯合、自勤章製置業はこの郭市の戒功Φ碁艶であり.地域住民の大郁分を雇用してきた.よって、モの工鴻の移転が始まると、人口は減少を見せ始めた.特に,067年の纂勲以降、
モの傾冑が挫ま?た.1950年、統計によれば、問市の人口は約1日5万人であったが、2003年までに約91万人にまで誠少してしま0た.イギリスでも、伯70年一1980年代にかけて、都心郁の著Lい峯退現
象が起こ?ている.スコットランドのグラスゴー、サウス・ウェールズリ{リーズの町.マンチェスター、りバプール、ニューキャッスル、ロンドン稟郁などのイングランドの主蔓な物市などでは人口が波少L、1白世紀に
建築された商店の崩壊などが斌んだ.フランスの大きな都市は,裳遷した地草に囲まれていることが多い.郭心都「=中沈陛畿や上諸階級によって占められているが、モの郊外を中俗、高層の公営住宅が取り囲
んでいる.モのような地区(バンリュー)の貧困化や弛罪の増加によって、より補榧な住昆たちが物市郁あるいはほぼ田害の地堆に龍出Lていくことで.郊外全体が衰返親象を見せることになる.2005年"月はじ
め、パリの北側に位量する郊外地区において、公営住宅の標皐以下の生活を1つの庫因とする暴動が軸発Lた、
改卦紫:都心の累廓に対Lて,斬都市計■(ニニーアーバニズム、N州 U巾."1如M)の庫屍や(イギリスや他のヨーロッバ諸国では)都市復興(アーバンルホサンス、U,b.n R.n.1帥叩こ.)の塚理t●づき、精
極的な公的介入や政僚が投じられている.またインナーシティに富裕暦などが詫入するジェントリコイケーション(寓級住宅地化)の重蔓牲を過小評価してはならず、実際,それは「自然な」改壷に向けた主蔓な手立
てとなっている.アメリカでは、まず「如市再生」や黄困層劇ナ大規棋公営住宅建設などの方景が操られた.都市再生は郁心僻の地区全体を確壊し、怖市を再生する巴いうよりは、郁市を衰退させてしまった.公
嵩住宅はモの用辺で和厚力喰行するといラ負の】面も働えていた.覗在、これらの政筆は、試りであったと考える人々郵多い.但し、これらの政隻が禎歎の理由で失薫であうたにも鬮わらず、都市の中には立ち
覚ってきている場所も存在している.ヨーロッバの郷市は、斬都市計■に先駆けて、今まで塘われて発屋の屋史に基づき、再生が進んでいる.また現状では荒廃していても、ヨーロウパの殆どの郷市には.再隅
廃に遷した歴史的地区や建量物(文化量脚が存在している.郊外の再開売は.W60年代や,970年代に建てられた公営住宅を、様々な建纂様式、住居規換、寂貫、保嵩形式を細み合わせた伝鱗釣なヨーロッ
バ郭市様式の建物に建て善えるという思い切った方怯が樫られている.=のやり方で最も上手くいった倒としては.マンチェスターのヒュームが挙げられる、ヒュームでは、1960年代に,9世紀の建物を敢り壊L高
層住雫群が建箪されていたが,伯守0年代に入り荒屍した高層住宅を一掃し、断郁市計固の方式で斯たに低尾住宅を建設する再開発が行われた.この地域は、郁市蜜典の優れた亭例の1つで島る.

Wlkip.dt.「郁0の荒廃」最終更新ユ016年4角5凹【火)帖:ヨ0 より抜粋)圏這項目
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私達当会は、ナボレオン3世とオスマンとアルファンによるパリ改造以来の近代西洋的な都市計画について、私達人類にとっての今日的な都
市の機能、並びに、公開されたオープン・スペース(空地)としての、時に人工の自然である、森又は緑地を、並行して、その中心的な構成要素
としてきた、と理解します。

私達当会は、長崎地域の、海と陸と川と空と生物と私達人類から成る、豊かで変化に富む立体を構成するヴォリユームを、長崎地域の特異な
亭象であり、長崎地域に関わる人類又は人類の社会のアイデンティティの根源たり得る、と仮定します。

私達当会は、皆様に、長崎地域における都市計画、並びに、その人工の造形について、私達人類の任意の視覚視点に対する、又は、層状の
空間構成による、背景又環境への透明性を確保L、又、人類にとっての身体的スケール、並ぴに、人類にとっての身体性を媒介として、私達人
類の身体と背景又環境たる宇宙と地球の自然とを、私達人類の個体に於ける情景によって、又、私達人類の個体の身体の誘導によって、連
接すること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、私達人類の非意図たる「遺跡」について、日本に於ける都市計画に於いて、1939年(昭和14年)のr東京緑地計画』1こ
於いて、「緑地」が「一普通緑地 1.公園イ大公園普通公園運動公園自然公園口小公園近隣公園児章公園街園公園に準ずるも

イ慰楽道路口連絡道路 2.墓苑 3,公開禄地イ第一種神社境内地およびその付属苑地寺院仏堂境内地およびその付属苑地口
第二種自然公物にして緑地として認定したるもの直接公衆の用に供する国又は公共団体の施設にして緑地と認定したるもの常時又は臨
時に公開せらるる国又は公共団体の施設にして緑地と認定したるものハ第三種共同園私園 4.共用緑地イ学校閏口団体園共用緑
地に準ずるもの分区園 5.遊園地二生産緑地 1.普通農業地区 2.林業地区 3.牧野地区 4.漁業地区三緑地に準ずるもの 1.

2.保存地イ第一種天然保護区域天然保護区域以外の史跡名勝天然記念物の指定地又は仮指定地史跡名腸天然記念物の保存に
関し主務大臣の定めたる地域風致林風致地区その他口第二種魚付林その他ハ第三種保安林開墾制限又は禁止地砂防指定
地河川法による権利制限地要塞地帯および軍港要港の境域その他 3.景園地」を包含したように、現代の日本の都市計画に於いて、
「遺跡」を、「緑地」1こ連続する概念として、時に、「緑地」に離散し、連続し、並置し、包摂し、「遺跡」と「緑地」を一体の事象として、人類の活動の
空間に実現L、公開し活用し継承すること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、長崎地域に於ける「緑地」について、自然の山塊と丘陵、並びに、大小の河川と海岸、道路、又は、遺跡、景勝等を繋ぎ、
例えぱ、六地蔵、喪崎大学と長崎純心学校の文教地区、浦上天主堂、爆心地公園、浦上川、三菱重工業株式会社長崎造船所幸町工場一帯、
長崎県警長崎警察署、長崎駅、長崎県庁舎、長崎県警察本部庁舎、立山と長崎の丘遺跡と長崎奉行所西役所等遺跡と築地遺跡と出島遺跡、
大浦と下り松、小曽根築地遺跡と南山手外国人居貿地、小菅修船場遺跡、即ち現代の長崎地域の生幹都市動線、の一帯に「緑地」を以って
"グリーンベルド'を形成すること、を提案L要望します。

私達当会は、皆様に、長崎地域の市街を囲む山稜地帯の樹木について、畑地一墓地一平地際まで、延伸すること、を提案し要望Lます。
〆



第五部原遺跡計画、並びに

否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空間の形成

1.原遺跡計画

私達当会は、皆様に、以下に記す『原遺跡計画』の実現を提案し要望します。

私達当会は、宇宙、並びに、地球上に現生人類が出現する以前と以降の地球の自然、並びに、地球上

に現生人類が出現して以降の、現生人類の活動の痕跡、即ち、時に自然と人工に対する改変、即ち、活

動の結果、即ち、遺跡、について、過去、現在、未来の私達人類の存在上の根源的な存在であり、且つ、

蓄積としての事象である、と理解します。

私達当会は、宇宙、並びに、地球上に現生人類が出現する以前と以降の地球の自然、並びに、遺跡、に

ついて、その在り得る総体を「原遺跡」と呼称し認識します。

私達当会は、私達人類について、宇宙、並びに、地球上に現生人類が出現する以前と以降の地球の自

然、並ぴに、地球上に現生人類が出現して以降、逐次、蓄積された遺跡に関して、共時的通時的に、且つ、

その関係性に於いて、体系的に、認識し、把握し得る、と認識します。

私達当会は、私達人類によって、体系的に把握され得る、宇宙、並ぴに、人類出現以前以降の地球の

自然、並びに、逐次蓄積された遺跡、について、之を、その存在の在り方として、且つ、可視的可聴的可

香的可触的可味的な実態として、宇宙の空間に顕現し、且つ、私達人類の活動の空間、又、私達人類

の身近な活動の空閻に於いて、着実で効果的な空間概念並びに体積を以って、顕現すること、を提案し

要望します。

私達当会は、私達人類について、過去たる宇宙、並びに、過去たる自然、並びに、人類の過去たる事象、
その存在を、任意に、且つ、常に又身近に、体験し、感知することで、人類に関する事象の過去から現在

そして未来への変化の方向性と閏係性を身体的に感知し認識し、依って、私達人類の意図に於いて、安

全で、安定し、多様かつ豊かな人類の社会を形成し得る、基礎的な能力を醸成し得る、と理解します。

私達当会は、「原遺跡」を保全し又は回復して担保する「計画」を『原遺跡担保計画』、「原遺跡」を私達

人類の活動の空間に顕現する「計画」を『原遺跡応用計画』、その総体を『原遺跡計画』として、之を、

認識し、皆様に、当該計画を、提案します。

私達当会は、皆様に、当該の『原遺跡計画』を計画し実行する事、を提案し要望します。

私達当会は、当該の『原遺跡計画』について、私達人類が成し得る、遺跡の保全と活用に関する、最終

的な形態、又は、最終的な形態への概念、同時に、遺産に与えられる人々の生活の中での機能としての

概念、である、と認識します。

( 19V276 )

〆



Ⅱ.否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空間の形成

ラスコー洞窟

1.フランスのラスコー洞窟の遺跡について

ラスコー洞窟(仏:Gゆ廿e de Lasoaux)は、フランスの西南部ドルドーニュ県、ヴェゼール渓谷のモンティニャツクの南東
の丘の上に位置する洞窟である。先史時代(オーリニャック文化)の洞窟壁画で有名である。

ラスコー洞窟の壁画は、アルタミラ洞窟壁画と並ぷ先史時代(フランコ・カンタブリア美術)の美術作品である。これは1940
年9月12日、モンティニャック村の少年が、穴に落ちた飼い犬を友達3人と救出した際に発見された。・・・これらは20,00
0年前の後期旧石器時代のクロマニョン人によって描かれていた。炭酸カルシウム形成が壁画の保存効果を高めた「天然
のフレスコ画」と言うことができる。

・ー・現在は壁画修復が進む一方、1日に数名の研究者らに応募させ入場・鑑賞させているほかは、ラスコーの壁画は19
63年4月20日に非公開とされている。ーー・(V、/ikipodie 「ラスコー洞窟」最終更新 2020年3月31日(火)13:38)

『ヴェゼール渓谷の先史的景観と装飾洞窟群』[世界遺産]

フランスを代表する世界遺産のーつ、ヴェゼール渓谷の先史的景観と装飾洞窟群。フランス南西部モンティニャックを中

心とする広大なエリアに点在する、2万年ほどの歴史をもつ遺跡群は、他の世界遺産にはない美しさや荘厳さを放っていま

す。

中でも1940年にモンティニャックの子どもたちに偶然発見されたラスコー洞窟ぱ、フランスだけに留まらず世界中の注目
を集めるほど大人気です。

(ヴェゼール渓谷の先史的景観と装飾洞窟群(英語名:prehisto"O S託8."d Docomted caves ofthe VゑZ祉8

Va11ey)は、1979年にユネスコの世界遺産に登録された、フランスの文化遺産物件の名称(2006年に改称)。ヴェゼー
ル渓谷(V6Z◆re va11ey。ドルドーニュ県のレゼイジ=ドゥ=タイヤック=シルイユからモンティニャックにかけての40kmほ
どの問に広がっている地域)1こ点在する先史時代遺跡群のうち、ユネスコによって選定された重要性の高い物件の総称で
ある。
概要鮮やかな洞窟壁画で有名なラスコー洞窟や、クロマニョン人の骨が発見されたアブリ・ドゥ・クロ=マニョン(クロ=

マニョン岩陰遺跡、仏:Abri do cro・Magnon、英:Rook sh.1t引 of c,0・Ma邑non)、ネアンデルタール人が担ったム
スティエ文化のアブリ・デュ・ムスティエ(ムスティエ岩陰遺跡群、仏:Les ebris du MoustiBr)などが含まれる。
.....

'(1)人類の創造的才能を表現する傑作・(3)現存するまたは消滅した文化的伝統または文明登録基準 ●■盾巨肩

の、唯一のまたは少なくとも稀な証拠

登録りスト洞窟壁画のある遺跡群,アブリ・デュ・ボワソン(什:Abrldu poisson)・フォン=ドゥ=ゴーム洞窟(什:
Gr0仕日 dB Font、de、Gaumo/Bn:Font de Gaum8)・ムート洞窟(fr:GrottB de la Moutl',■).コンノ丈レjレ洞窟
(什:Gr0杜e des comba,e11es)・アブリ・ドウ・カプ・ブラン(h:Abri de cap Blano).ラスコー洞窟(h:Gr0壮B dB
La5Caux/en:Lasoaux)・ルーフィニャック洞窟(h.G"0廿o do RoufΠ底nao).ロック.ドゥ.サン=シルク(什:Roc de

Saint"ci,ロ)洞窟壁画のない遺跡群・アブリ・ドゥ・クロ=マニヨン(什:Abri de c"0・M呂底"on/on:Rook sHelte,
Of cro.Magnon)・ミコック(斤:Le Mlcoque)・ロジュリー=ノ(ス(什:LaU宮er1白・Besso).ロジュリー=オート(兪:Lau
gerie・Haute)・グラン・ロック洞窟(fi・:Gr0廿白 du Grand RO0)・アブリ.デュ・ムスティエ(h:Les abri du Moustle
r/en:L6 Moustier)・アブリ・ドゥ・ラ,マドレーヌ(什:Abri de la Madelelrle)(wikipedia「ヴエゼール渓谷の先史
的景観と装飾洞窟群」最終更新2020年3月31日(火)13:30))

( 192/276 )

私達当会は、ラスコー洞窟の壁画の絵画としての20,000年前の現生人類であるクロマニョン人の再現性、描画に於いて、
視覚情報の取得、その認知、解釈としての認識、材料の作成、道具の作成、その用法、行為する身体能力、骨格や筋肉の
構成等、即ち、生物種としての知性、肉体の存在の双方ともに、20ρ00年後の現代の現生人類である日本人の私達のそ
れと有意な差異はなく、全ては同じである、と仮定します。

私達当会のこの仮定は、私達人類にとっての地球上の20,000年の時空を超えて、私達現生人類に、生物種としての知
性、肉体の存在に、人類存在上の有意な変化や進化がないこと、を示唆しまず。



^. 情報

1.2020年【令和2年)4月~5月日本軽請斬聞這戟特集記事「コロナと世界」

0)2020年(令和2年M月9白木曜日日本軽済新聞案1面連賊特集記事 rコロナと世界」-1-

斬型コロナウイルスの感染拡大は人類にとって歴史的な他機になりつつある.世界は今後どう寳わっていくのか.人顛はコロナとどう闘っていけぱよいのか.

一斬劉コロナは世界経済をぞう変えますか.
「危檀が示したのは命を守る分野の鞭済価憧の高さだ.健康、食品、衛生、デジタル、物演、クリーンエネルギー、教育、文化、研覽などが註当する.これらを合計すると、各国の国内総生産(GD戸)の

5~6割を占めるが、危複を機に割含を高めるぺきだ」「軽法の非常事態は長く統く。これらの分野を犠牲にした企業の敷済筑を作るぺきではない.モして、企業はこれらと閏係の畠る事寮を探していか

なければいけない」

一世界軽済を立て直すのに必憂な二とは.

「誰も第1の優先事填とは青えていないようだが、ワクチンと治療藁に極めて多額の貰金を完てることだ.いくっか支侵策は発表されているが、ばかげていると言わざるを得ないほど少額だ.この間題
はワウチンや治痩藁が島れば慢決L.なけれぱ解決しない。モれにより電慢は3力月で粧わるかもしれないし、3年読くかもしれない.」

一人顛史的に見て新型コロナはどんな意味を拷つのでしょう.
「権力の慶審が起二るとみている.歴史と、大きな感染症は権力の変宴を生んできた.例えぱ15世紀ごろにはぺストの発生を楓に敏金から政治に権力が渉った.政治が感染煮を儒離するなどの力を

持ったからだ」「その後の感染症で人々は斡学が闇踊を解決すると青えるようになうた。政治から科学への権力の芋転だ.これまで翌々はこの段陛にι寸島斬型コロナの対策ではテクノロジーが力を

持コている.間短はテクノロジーを全体主曇の道具とするか.利他的かつ他者と共岳する手段とすべきかだ.私が答える「明日の昆主主剥は後者だ」
一中国では経涜活動が再開しつつあります.危樹を桑り越えた鵠者となるのでしょうか。

rそうは思わない.技術を持った図としての存在感は高まるが内政で大きな間煙を抱える.米国内が分断を轆け,欧州が中国によるアフり力などへのコロナ支摂を黙認する.この2うの"失敗'が起二ら

ない隈リ、中国が世界の中心にのし上がることはない.中国という国の透明性のなさに、世界からはますます不信の目が向けられる」

ーコロナで大衆迎合主蔓【ポピュリズム)は勢いを増しませんか。
「当初はドイツ、オランダ、チェコなどで(国墳封蛾といった)自国優先の動きが畠ったが、今は金融でも産熹でも敗州の結支力儲まっている.結業できないと「各国がバラバラに行勣Lた方がうまくいUと

堀える勢力は力を倖ぱすが、私は忌鯉的ではない」

一日本はどう危擾から脱するでしょうか.

「日本は危機対応に●要な蔓素.,なわち国の輔庫、知力、技術力、煤重さを全て持った国だ.島国で出入国を管理Lやすく、対序も他国に比ぺる乞容易だ.他概が帳ったとき日本は国力を高めている

だろう」(閏き手はパリ=白石選冴)

(2)2020年(令和2年)4興10日金曜日日本軽纃斬聞第1面連嚴特集記亭 rコロナと世界1-2-

一蛎型コロナウイルスの災禍をどうみますか.

「今は繁急事態.非常事態で最大の困難だ。多くの人命が失われ、世界中の軽法が大打撃を受けている.重大なのはどれだけ悔を浅くするか.ぬかるみにはまったようなものだから、いかにして脱出

するか.モのために何ができるか知恵を鞍る.どの即がいち早く叡1,出せられるかの麺争仁なる.モのためにウイルス感染をコントロールする.感染考の急増と.それに伴う医療崩壊は鞄対に避けたい」
「人々がパ=ウクになるのは死ぬからだ。死亡者を少なくするにほ治療藁がいる。中国からの研寛報告を生かす.挫美している菓はどんどん使う.超法規的に保餓連用、商るいは準ずる措逢を政府がと

るぺきだ」

一酷染症の脅戚から人鹽はなぜ法れられないのですか。

r医学は20年前に比ぺて毛格段に進歩Lたが齢Lいウイルスがでてきたら新Lい手立てが憂る.物理,化学は諭理的で全体の姿が確立Lているが生衛科学はわからないことが多すぎる来熟な学問だ.
たったーつの窒わ?たウイルスが出てきて世界がひっくリ返るようになる。なんでだと青える人はたくさんいるだろうが、これ力覗実だ。jr感集症とがんとはまったく這う。感染症は伝搬してあ0とい3闇

に愚者が増える。一方、がんは発症率はほどんど変わらない.治癒皐も恢ぼ悶じ.安定した医学的知見が積み貢なつている」「免疫学と一体的で盛染症研空を進めなければ孝らない.ウイルスだけを

みていても煮味がなく轍う人間がどう反応するかを櫟る●蔓がある」

ーコロナ徒の邑界はどうなるのでしとう.

「無型コロナの大漬行が起二?たからといって人の動きを永還に止めることはできない.グローバル化の諸れが逆謙する巴はみていない」「中国の勤向が大きい.中国発の病気だが、一暑早く糎済住
興にたどりつくに追いない.中国の力がさらに強くなるのか、逆に世界中から冷たく島しらわれるのか。予想できないが、中国の立ち位置、各国の中降を見る自が影雲を畳けるだろうし、国際義序が変わ

る可詑性はある」
一日本の課劇は何ですか。

「感染症封筆は一種の戦争のようなと二ろがある.いぎというときには杜金システムをニントロールLて.かなり強い権懐をもって対応する.専門家が平跨から政策提言L、行政力嘆行に客Lていかなけ
れぱならないが、日本はそうなっていない.米疾病対策センター(CDC)のように常に目を光らせて.研究と行政との擡点みたいなことをやる.医学における自衛蹴のよう孝仕組みがないのはよくなし、」「1

T職略の遅れ、いがに社会実装されていないかがあらわになうた.台湾の取組みはとても参考になる.マイナンバーがーつの力ードで個人の医痩情糠もわかるようにな0ている.般脊だってオンラインの

方が先生と生徒の1対1感力畦まる。40人の敏室で祖牲岳を味わわずにすむ。どんどんやったらいい」(聞き手は織集委員矢野寿産)

rコロナと世界テクノロジーが権力に」仏軽済学者ジャッウ・アタリ氏

J.oqu.虫 Att.111943年生まれ.仏国立行政学院卒.
81~91年.ミッテラン大銃領の特別顧問を務めた.91-93年、欧州復興聞発銀行の初代総裁.

著書に「21世紀の歴史」など.

改定1駈:20之0年【令和2年)6月オ9日金耀日

(3)2020年(令和2年)4月"白土喫白日本経璃新聞焦1面連叢特集記事「ニロナと世界」-3-

rコロナと世界膏威は摂く判学は連上」或郁大特別教授本庄佑氏
「まんじょ・た*く分于生物学書で2m8年、「免疫抑制の阻害によるがん療法の覺見」でノーペル賞を受賞Lナ=.

断型コロナ封策で検査の大幅な拡充などを提言している.

一新型コロナはスペイン里邪やぺストなE歴史的な感染症に匹敵するとの見方も畠ります.

「人によっては生晃にかかわるのに軽症や無症状のひ七もたくさんいる.宿主となった墨染者力やtぐに死んでしまうとウイルスは広がれないが、歩き回れる宿主も多い新型コロナは拡散しやすい.モの
点では戦略的に「賢いウイルス」といえる」f人の行動筒囲はかウてと比ぺて格段に広がったので、ウイルスの広がるスEードが上がり.感染の連頗を断ち切るのが雌Lい.治療法やワウチンがない親

状では、他人との擡触を強制的に断つしかない.医療のキャパシティーを上回ると、重症崖に防じた悪染者の隔離も必要だ.人がとれる封筆は中坐や近世とさぼど寳わらない」T郷市封韻の手怯も古く
から便われてきた.14世紀にぺストが癒行した敢州では.讐察や軍像が出動して隔離し、牡会をコントロールした.それでも約3000万人が死んだ七症計されている」

一今日も悪集症対焦のため、やむをえず国艮の自由を制約する動きが世界中で出τいま宇。

r中国のよ引二強搾的な政裡や独嚢政治の恢うが果断な措贋を取りやすいのは卿、だ.一方の日本では首相が緊急亭簸宣言を出すのにも時間がかかった.危提を前にして人権を尊量する社金は脆
弱ともいえるが、皿家主義や全体主載の台頭は許Lてはいけない」「感染症対策という視点でみれぱ、対策が遅(なるほど感染者ぱ増える。昆主主義、自由主義の国家は国昆ひとりひとりが自ら良嵐

を構え、合理的に判断Lて行動するのを理想としている.しかし、いくら惰報化が進んで対筆を周知Lても、すべての人闇に実行を徹座させるのは盤しい。その能びが、盛榮症を防ぐ上でぱ障害となる」
一判学に密わる者の役割は何でしょう.

「人は念提的な状況に陥ると不確かな情報に乗びつきやすい.不安や慈リに馳られ.ものごとを即断Lてしまいがちだ.狗学者には、社会の普通の人々が着通の感覚で抱く寮凋に対」.分かりやサ(T

車に説明する童勢が求められる」「感桑症対筑を唱える専門家への不信、デマの流布がみられる.私が研究した中世の歓州ぺスト筑行時にも、病人と視繰を合わせると感染するといったデマカ噛行し

た.ネウトの上には真偽の不確かな惰無があふれており享門家と人々をつなぐ科学ジャーナリズムや判学コミュニケ^ーの役割がより重要になる」
一情無を受け取る恒人に必蔓な心得は郵リますか.

「一郁の権威畠る人々がすべτを決定した時代と具なり、青は社金にとぅて伺が合理釣なのかを最終的「二判断するのは市昆だ.個人の塵誰や常識、憾全な思考ι=私たちの未来はか力一ていると再認

識サぺきた'」「白本の場合、近代の科学技術が導入された明治期から、実註に役立つr技衛』を量視する傾向が強かったが、今こそt剥学」的な思想と処度を身に付けるときだ.自然の誕やr分からない
二Uと真剣に向き合い、間い続ける、その鞭続によウて良識は斐われる」(聞き手は幅集委員山川公生)

(4)2020年(令和2年)4月オ2日日哩日日本概請鮪聞第1面連載特集記事「コロナと世界1-4-

ーコロナ間鼠が金融危提に馳展しないか、蛭念されます.
r未知のウイルスの出現が実休軽済の薄ち込みにウながり株式相場を不安定化させたが.焦点は金融市嶋や金融擁関自体が引き金となるかだ.特に注目しているのは外貨貴金調連、米国債、社債

などのクレジットの市珊、モれに斬具国の動向だ.実体経涛と金融市場が負の影響を及ぼし合うのが金融佐操の本質であり、現時点ではモニまで至0ていないが注慧ぱ怠れない」「ニロナ危機は金融
鰻和の長期北に伴う不均衡の饗覆という閻題を浮き彫りにした.低金利が鱗くとの〒想から昆間「=借金を膨らます一方、投資家は運用剥回りの低下を抑えたい.結果、金融規制の梓外のワアンドに貴
金が集まり、解粕靴到のりスウも高まった」

ーコロナ危樋で反グローバル化が強まるとの屍方があります.

tすでにコロナ問輩の前から憧界では格是や鯉民間豊、寅易紛争の激化、ポピュリズム(大衆迎含主萎)の音頭が起きていた.グローバル化の果実を実感できない平均的な国民の『超グローバル化」
への拒否反応も強くなっていた.螢退しても不恩隙ではない.」「ただグローバル化が本当に逆回転を始めると.人々はすぐに生盾水準の低下に不満を募らせるだろう。この暖Mもグローバル化ぱ進ん

でいる。政治家や政策当局者はグローバル化の両面の真実を共昂をもって琵識Lた上で各国の協力関係が後退しないよう努力が必要だ」

一世昇の中央銀行のコロナ危橿への対応は十分でしょうか.

「この局面で中録の最大の責献は市場槻能の靴持だ。今回、主要中鍛がドルの融通を強化Lたり.米連邦皐備理事金(FRB)が樵蛇不全の市場で貴産の貫い入れに踏み切ったりしたことは適物だ.ド

ル融通については自国優先の傾向が強まるなかで位力闘係が雑持された意義は大きい.利下げは、余地や有効性の問題をひとまずわきに置いたとしても、人の交流抑制が必要な現在の局面では逆
効臭だ1「リーマン燈樋確の金酎耀制の強化で金融機閣は瞥本と演島性の画面で禍失吸収余力弁拷っている、ただチれで憧えが+分ならイ安全皆俸の)米国情まで亮られて理金北Lたり.牲嘗信託か

( 193/276 )

『コロナと世界市民の良詠.朱棄を左右』判学史家村上陽一飢氏

むらかみ・よういちろうオ9ヨ6年巣京生まれ.62年東大椴斐卒.
科学史、科学思惣史が専阿.案大・国際甚督教大学名糞椴授.著作に「ペスト大擦行」「安全学」など.

r市埋提舵雑持、鮪次元で■前日鯉総壁白川方明氏
しらかわ・まさあき均49年大販府生宗れ。

リーマン危樵やデフレ脱却に向けて政府と日鑁が共問声明を出Lた2008~13年に白鯉総哉を務めナこ.

現在は青山学挫大特別招璃椴授.



^^●、゛

ら資金が接け出したりしなか0たはずだ.世界の中銀が巨額の資金を供雑している中で流動性の間煙が生じたのは政笈の畠り方を考える上で示唆的だ」
一中銀の役割も間い直されモうでず.

「過去30年.世界軽法は主役を変えながらバづルと金融危提への対応を桟り返して妻た.モして今、先進匡の政策金剰は全てゼロ金利になった.高金利国だったオーストラリアでさえ0.之5,6という状
祝に行き着し寸島中額のあり方を悶い直す時期が近づいている」r軽済成墨のけん引投は昆陶で、市場槻枕の雑持など成長を支える金融螺墳づくりが中鍾の役目だ.金融政策は景気や物価を最適と
考える目標に向けて撤調整できれば望ましいのだろうが、費々はもう少し喋虐になる必要が島る」(聞き手は亀井勝司)

.ー .^ 1^^^、"^^^闇●●●●U 、^^^,^●^^.〒.^^^'^ー゛■^^、゛^ず、^'^'●、'"^●.●一、¥

(5)2020年(令和2年)4月14日火曜白日本軽鵠斬聞算1面達駐特集記亭にロナと世界」-5-

一人類は過去仁多くの他機に直面Lてきました.新型コロナウイルスの感染拡大をどう位儘付けますか。
「14世紀の黒死病(パスト)では欧州の人口の約3分の1が死亡L、経済が回復サるまでに1世紀の期間を要した.世界恐慌は回復までには10-12年かか?たが、今回1=より短いだろう.それでも詮

もが認める危捷であり、若い人たちぱもっとも深劃と駆じる1ネずだ.jr黒死病は影写が大きかったものの、感染が広がったのはユーラシア大睦だけだった.1918年のスベイン風邪は致死串はⅡ"と
斬型コロナの2,6よりも高かったが、墨染拡大のぺースは鑁やかだった.一方、(輸送)技斯の発連が不利に融き、今回は4力月ほどでバンデミッウ(世界釣な大筑行)となった」

一値えは+分だったといえますか.

1不十分だ0た。過去50年にわたりエイズや置症急性呼吸嬰症候群(SARS)、中寮呼吸嬰圭候僻(MERS)といった斬たな疾病と向き合ってきたにもかかわらず、米国政府は担当檀闘を無散Lてし
まった。十分な数量のマスクを用意していたフィンランドのような例外はあるものの、多くの国は準傭不足だ」rsARSは野生動物が感染源となり、中国の動物市場鄭ら広がった.市場を閉鎖すぺきだう
たが中国政府は見送り、問じバターンで斬型コロナカ獣大した.中国は伝轆的な医療のために野生動物の利用を続けている.このままでは確実にパンデミツクカ価発する」

一歴史にどのような影唇を及ぽしますか.

r薪劉コロナの封じ込めは世界各国が足並みをモろえないと困腔だ.戦いに勝つには国脈的な協力休制が饗る。世界的な間題を解決するモデルになり、技や気候変動.水産責源の保護といウた課題
に国際社会が協欄して敢り組む契複になるのが量塵のシナリオだ」

一楽類的すぎませんか.

「不足してぃる人工呼吸碁やマスクの購入で複敷の匪が争うなぞ是霞的になる理由はたくさんある.一方、ワウチンの開発などで謝界中の科学者が連携し、米国と中匡も多くの分野で手を携えるなど協
力の兆候も畠る.世界的な間悲が解決される可能性は51舶と主張してきたが、新型コロナはも勺と高いはゞだ」

一中角が影讐力を強める契擬となるとの指持もあります。

「状況は変わらない.中国は章悪決定は早いものの、2000年以と続く独裁的な政治体制1含誤った決断を下すりスウを内包Lている.市昆は批判したり、選拳で章志を示したりできない。斬型コロナも
当初は存左を記めず、公の凝Mを禁止した」

一日本の現状をだうみますか.

「自匡だけは例外と考える二とが燈援を乗り越える障害となる.米国に加えて日本もこうした傾向がある.郁市封鎮や感染軽銘の追跡にそれほど前向岩ではないように感じるが、中国や米国と問揮に感
染者や死者が増えるりスクがある.重篤な症状に陥りゃすい高齡者の割合が世界で愚も高いことを身慮すパきだ」(聞き手はシリコンバレー=臭平和行)

(6)2020年(令和2年)4月15日水曜日日本経儕斬聞第1面連載特集記亭 rコロナと世界」-6-

rコロナと世界争いの時代協胴こモ解」生物地理学者ジャレド・ダイアモンド氏

゛".d D1急r"ond 1907俸生まれ.

米カリフォルニア大学ロサンゼルス杖教擾.

1万■000年に及ぷ人顕史を描いた「銃・痢傑曹・蝕」でEユーリッツァー賞を受賞Lた.近署に「危樋と人類」.

一新型コロナウイルスは人々の童橡をどのように杢えましたか。
「人と人がニミュニケーションを取り、移動し集まることがr蕃」雌った時代が、大きな節目を迎えている.?010年代の世界はSNS(交流サイト)とデモのニュースでもちきりだつた。つい最近までメディア

をにぎわした誓港の民主化蔓求デモを思い捍かぺれぱ分かりやすぃ。七ころが今や.集まるこ七自体がりスクだと感じられる亭鯉になってしまった」「いざ竜槌が来たら、人々は移勧や集会の自由の制
隈をむしろ峯んで望むよう仁なった.モの事実を目の当たりにして驚いている.中匡だけではなく、自由や平等.民主主巷に高い価憧を電いているはずの*欧の市昆社会でも状況は商じだ。斬整ニロナ
が収案して日常生括が見かけの上で元に風ったとしても、軽験はトラウマのように残る」

一通信インコラが蔓いテレワーウが広がれぱ、互いに実廉に会わなくて毛社会は回っていくのではないですか.
「決まった作桑や講蔓であれぱ、オンラインで讐わりは甲Kだろう.だが、新Lいピジネスに挑駐するといった創造的な仕事がテレワーウだけで成豆するだろう血。ネット空間は自分に似た考え方の者ぱ

かりが集まり、創造的な行蜘に欠かせない臭質な存在や意見を排除しがちだ.モもモも通慣回鞭がJりノクすれぱオンラインを前提にした仕組は蝋れてしまう.1つのテクノロジーに依存Lすぎると.モの
プラットフォーマー(運堂竜)1こ安易に操作されること1=なりかねなし、」「移動Lて直推集まる自由が保陣されていれぱ人は何にも頼らず自力で他人とコミュニケーションできる.人間の歴史の中で育てて
きた勲高る自由のうち轟も根修釣なものといえる。移動や集金が制鯉されている今だからこそ、=ロナ後を見据えて、人が集まることの価憧を説く理胎武茎をすぺきだ。通信の自由がいくら進んでも、焦

金の自由の善わり1里ならない.」

ーグローバリズムも見直Lを迫られますか.

「いまさら国境を凱ぎして自給自足やブロック経済に戻るわけにいかないが、これまでは峯観的に過ぎたかもLI'しない.いざとなれぱどこにでも藝動できるし、能かが助けてくれる.それがグローバル化
の恩烹だと思っていた.現実には、クルーズ船は受け入れ港が見つからず洋上を灘い、識外移住者は争って本国に戻ろうとしている。危拠の時にも人々がグローバルなサポートを受けられる態勢を、怯

律や技衛など様々な面で再構纂する必要があるだろう」

一大震災や原子力尭健所事故の軽験に学ぷぺき巳とはありますか.

「専門家の意見を閏いているだけでは百パー→τントの真実に到遍,ることはできない点雌.放射性物質の影響も愿染症も、科学的亭実と人々の生活の理実、心理七は必琴'しも利害が一致しない.感染
症の専門家は人どうしの接触を遭けろと首う。一方で、人が人と金わなけれぱ社金は成り立たない.双肯の折り合いをつける"臭が畠る。落としEころを探る役目を担うのは本来なら政治のは芋'だ」
(聞き手は郷庫信之)

(フ)2020年(令和2年)4月18日土曜日日本軽決斬聞第1面連厳特集記亭 rニロナと世界」ーフー
「危樋の記恒、経漬の重荷』三菱UF゛フィナンシャル・グ1しープ会長竿野信行氏

ひらの・のぷゆき旧三菱鯉行出身.

海外や軽営企冨郁門の蔓職を歴任し2008年のりーマン危機下で、米モルガン・スタンレーへの敦纃出糞伯0憶ドル)を中桂メンバーとして担0た。

ー「コロナショック」はりーマン・ショックを超える経ま量推との見方があります.
「リーマン危槻が金融を叢源に実休軽済に波長したのに封L、今回はコロナウイルスという疫病のまん証が世界軽儕を脅かす.金融・経ま理墳からみると,軽藩の基碇体温がそもモも低かうたのが当

時と具ナ'る.リーマン犠に金融線和を続けてきたにもかかわら,'、低成長が定着していた.」
一金融他楓に発艮Lないかが懸念されます.

「敦いはりーマン危提の執割を踏まえ.自己資本比率なぞ金融規制の強化が進んでいたことだ.(鎧行や投資鍛行なざ)規制封象の金融犠関は健全なバランスシートを雑接Lている.ただ監督当局の

目が●,'しも届かない市場参扣者の状況が読めない.井介複能を誠退させた伝統的な銀行に代わって市柵で台頭したのが.年金やへッ;ノファンドなどの責産運用金社、モしてノンバンウだ」「崖り入れ
を増やしてまで運用責産を欝らませてきたコアンドは、胤客からの現金化の蔓請や貸し手からのマージンニール(追加担保の整し入れ要求)が強まり.廊えきれナ'い侑も畠ると聞く.ノンバンクも鍬たような

状況だ.この布たりの動静が今後の焦点だ」

一世界経請圓復への道筋は描けますか.

「睡含するのは世界経読を立て直す原艶力が見当たらない点だ.1」ーマン危撮後は中扇の「4兆元対笈」が世界景氣を淳掲させるきっかけになったが、今は中■にその余力が乏Lい。当時は米国の潜

在成長率も今よリ多少は高かった」「さら1=厄介なのは、各国政府に国際協調の樵運が欠けていることだ.【世界にり^ーがいない)tGゼロ」の時代をコロナショックが直撃Lた.そもモも世界酌なウィ
ルスの拡散をどうしてもっと早い段階で抑え切れなかったのか.モニが今の燈樋の謙因だ.不可欠なニミュニケーションをとれなかったことに大きな褐楓を残した」

一青回は金融尭の危檀ではないので、金融政箴の効果には駿界があるとの見方もあります.

「中央鰻行は封紫を矢雛ぎ早に出Lている.無要が集まるドルを軸とした漬動性の供軸と、コマーシャルペーバー(OP)や社債の買い入れを通じた信用の供与だ」「集連邦準備理事金(栄白)が大量
のドル供軸に踏み切り、日鍾も素早(ドル供給オベ【公開市場操作)を実篦したのは高く艀価する.この結果、欧州鯉行や邦銀にとってもドルの安定的な鯛連と敢引先への供給にうながった.置婁なOP
市場の崩壊も防がれた」

一各国政府の財政政策も出モろいつつあります。軽務活動はいつごろ底打ちサるとみますか.
r回復はV字なにかU掌か、L字にとどまるのか.正直わからない.ニロナの特効藁やワクチンが縢発されれぱ一気に回復する可能性もあろう」「とはいえrブラ・ノクスワン」【黒い白鳥=亭前に予測でき

ない極端な奉煮)が、リーマン佐櫨に疑いて飛来した事実は、人々の脳裏に深く割まれた.経営者や消費者マインドの改善に影讐を残すおそれが畠る」(醐き手は経済委員佐真大和)

rコロナと世界「集まる自幽」問い直サ』哲学者東浩紀氏

あずま・ひろき 1971年稟京生まれ.菓大院博士課程修了.

現代情報社金についての識論を恬発に発信する.著響にr一般意志2.0」「ゲンロン0 観光客の哲学」など多數.

(8)2020年(令和2年)4月20日月哩日日本軽纃新聞篤1面連載特集記事「コロナと世界」-8-

一世界的な感染の拡がりを〒想Lましたか.
「油断していた.重症急性呼吸墓症候群($腺S)にせよ、中棄呼吸器症候群(MER5)にせよ、颪行範囲は隈られていた.斬型コロナウイルス感染症に関Lては私自身、2月中旬の段陀では大丈夫だ

ろうと思い.いつも通り京都マラソンにも出場していた.」「米ニューヨーウの人たちも2同宋まで他暫の盛染拡大を人ごとのように見ていたと聞くが、わずか敷週間で感染者は急増した.白本だけ特別に

底染が広がらない理由があ0たらうれしいが、稾観的すぎるだろう.」
一愚染を食い止めるために私楓を制嵐する動きも広がっていまオ。

「昔段、私たちは気付かないうちに牡金システムに守られ、研究や移動などの自由を証敏している.今のような公素衛生上の危機に直西Lた場合には、いうとき自由な行動を霊慢してでも社金を守らな

いといけない」1中国や武渓やイタリア、スペインのような状況では罰則を伴う強硬な櫓電もやむを得ない.モうならないために一人ひ七りが自らの行動を変える必要があるがメッセージが届かない人も
いる」「非常峠に隈定する鮭密な条件付きなら、1T【情報技術陀使って人々の勤きを追うのも効果的だ.すでにネットの利用歴などを通して私たちの行助はかなり企禦に杷提されている.技術の乱用は
防がなけれぱならないが、何でもかんでもダメでは前へ進めない」

一貴漢の封韻は解除されました.

r都市を封鎖し人を家に閉じ込め、ドローンで監視しても感染者が減るのに2力月半かか?た.行動制鞭を糧めたら主うなるか心配だ。外出を厳しく制懐した米国でも、死者が大きく減るまでに3力月かか
工1.,、I E、ノⅡ.ワa、推睦北春寺エレ^゛",,●智声』、訊●「"'」-hι+冨,'事ーエ.「1キレ'.」.゛h、ι1+故島hl.ー"1具卸爪.1,北抑与゛ーこ^t、'写.1 *ニト弐゛ニ'ξ二"、艦幽「◆゛rl、士乱,,門hヰ、,●鴫員軍

「コロナと世界藁開発鯵争より結業を」寮躯大IP$細胞研究所長中山停弥氏
やまなか・しん,や 1962年大飯府生まれ.大阪市立大で医学博士取得。

2012年IPS幌胞の作型でノーペル生理学・医学賞受賞。新型コロナの情裸をr個人として」ネットで発信中。
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が闘発きれるか集司免疫ができるまで.対策を続けなけれぱならなし、」
一治慶菓の候補がいくウか出てきました.

「まず既存藁の中から使えモうなものを探すが、塵床試鞍を実詫L本当に症状が改蕃するか統計学的に確認する必要が島る.週塵の期待はよくない.新型コロナに合わせた新菓も聞晃していかなけ
れぱならない」「霊々もIPS細誰で責献,る.肺胞や心歳の細胞を大量に作りウィルスを感染させる実験を始めている.感染の仕方や藁の効き方の違いを如べられ,これまでにないデータが得られるだ
ろう.」

一国簾研寛慳力の重憂性毛嵩まっています.
r生働料学の分軒は非常に鯉争が激Lく、特許駐争が島りデータを隠す堺合も多い.成果を出LてからM文の尭壷までに1.2年かかることも畠る.しかし、お金もうけを目釣とせ,'気持ちをーつにする

ことが大切だ.■の研究費も鯉拳に勝つよりもデータを早く公開し、他と協力した研究者を評価する仕岨みがぼしい.モうでなければバンデミック(倣界的な大流行)に立ち向かえない」(閏き手は裾集

委員安牒淳)

(9)2020年【令和2年)4月21日火哩日日本経済新聞第1面連哉特集記事 rコロナと世界1-9-

一斬型コロナウイルスの感染拡大はりーマン・ショックなど過去Φ経済危裡と全く臭なります.

「ぞんなに経漬が落ち込んでもりーマンの際は『金社のために融こう』と言い柾けた.だが今回は自分と家族を守り、モれから金牡雌と.従業員は12万人以上いる.人命についてこれほど真剣に考えた
ことはない」

一輔型コロナの量威に多くの企案は立ちす(んでいます。

r今ほ見えない敵と職う第3次慢界大戦だ。当社は40力国以とに工場があり様々な情報が鈷雑【さくそう)する.指揮官の私が全耽を把握L、すべて決める体制にした」
一匡境をまたいだ企業のサプライチェーン(併粘網)が分断され、グローバル化の隈界が指摘されます.

「逆だ.もっともっと世む.自国にサプライチェーンを全都風すのはりスウを増すだけだ。40力国以上に工場を持ち、りスクを分散した巴思っていたが、郁品のサプライチエーンまで思いが完全には至って

いなかった.案吉Lている.もう一回コロナ感染が広がったらどうするのかを考え.数年かけて作リ讐える」r新型コロナで自国優先主義は梱らぎ、改善に向かうと期待している.コロナウイルスの予防・
治療藁の開発にも国際協調が必要だ.各国の首厨の発言を諦(と少L反省Lていると感じる」

一企案のM&A(合併・買取)なゼへの投責が就っています.

「今はキャッシュ・イズ・キング(現金は王様).企集の買取価格が去年より3割も下がっているとしても、現金の価憧は5倍や10倍に高ま?ている.問じ1億円でも去年と●では価格は全く這う。先が見
えるまで安易な投資はしない方がし、い」

「リーマンの際は中園が世界経済の回撫を引う張0たが、脅回は軽済釣にも政治的にもりーダー役の国がいない.コロナは去っても世黒不況はとどまるというりスクを含頭に糎堂者は敏感に対応Lな
ければいけない」

一緊急亭態宣茸に伴い、テレワークが急連に卦及しています'.
「コロナ轄息後ぱ全く這った景邑になる.テレワークをぞんどん取り入れる劇的な嵳化が紀きる,案業鼻内の会社仁勤める人が山熨県に仕亭郁屋のある広い家を建てるようなケースが堆えるだろう.企

集は通勤手当をなくす代わり1=給与を上げるぼか、り,ライトオフィスを作るなど抜本的に環境を改善すぺきだ」
一軽営者がコロナ婆息緩を見据えて傭えるべきことは.

「利益を追求するだけでなく、血然と共存する考え方に隻えるべきだ.地球温暖牝がウイルス感染に影唇を及ほすとの説もある.自撚に逆らう糎営はいけない.今回は戒めになったはずだ」「50年、
自分の手怯がすべて正Lいと思って経堂Lてきた.雌が今回、それは間違っていた.テレワークも信用してなかった.収益が一時的に芹ちても,社員が幸せを感じる働きやすい金牡にする.モのために5

0くらい変えるパき項目を考えた.反害オる時間をもらつていると忍い、日本の鮭営者も自身の手法を考えてほしい」〔聞き手は肩野逸郎)

00)2020年(令和2年)4月之之日*曜日日本軽済斬聞第1面連駐特集記享『コロナと世昇」-10-

一中匡はロッケダウン(郁市封韻)で薪型コロナウイルスの感染を抑制Lましたが、イタリアほ失敗Lました.

「中国はSARS(重症急性呼吸譽症候群)以集、患者急増時の対応や集中治療室(10U)の強化など対策を斌めた。武漠市には4万人の医療幽係者が塩けつけた.シンガポールや韓国などアジアの
国に共轟オるが感染症の軽験値があった.敗州は当初は対岸の火事のように見てL寸U

一収棄への道筋ぱ見えますか.

「斬型コロナは撤熱ナ'どの費症当日にウイルスの量が最も事く、感染に気づかずに人が勤くので岳染が一気に拡大した.走毒が穀到Lτ医療槻関が限界に近づけぱ、助けられる人から助ける、という

愉理的に厳Lい判断が迫られる.新翌ニロナとそれ以外の解気に封応する癖眺を分ける投割分担や、痔擾鯵勢の準歯も霊憂だ」「欧州は厳Lい外出規制などの効果が出て安圭Lてきた.世界保催榎
閏(WHO)1=日常生活に戻すための判断甚皐を作戒した.世界全休ではいったんは感染が幕ち蒼く時期がくる。大事なのは次の波をどう抑えるかで、そのためには国際協踊が欠かせない。挫戦は受け
るし.こちらも自信を持0て説明する」

一経璃活動の再蘭の手段として感染慶を駒ぺる抗体按査に桑り出した国もありまt.

r抗休検査の信頼性はまだ破立していない。抗休をもっていることがどれだけ免疫訪御t=,よるのか、有効糊聞はどの理崖なのかなど分からない点が多い.抗体検畳の結果で外出制隈を堤和するのは
時期尚早だ」

一日本がコロナを抑えるのに●要なことは。

「緊急奉態宜言はメッセージ性はあるが、規制内専は弄い.感疑看の擢触歴を撤庄的に調査することが最も大事だ.日本は恥の文化が強いので接触鴇査で正直に言えない人も多い.誹誇(ひぽう)中
傷しないで、職場や学校が畳け入れることが大切だ。日本人は衛生観念がしっかりしているので、個人が自覚を持って行動して皆で協力すれぼ必ず桑り趣えら乳る」

ートランプ米大統領力twH0の資金供出の停止を襄明しました.

r米国がWH0の糎本的な対黄を憂っているのか、感染力獣大Lたからスケープゴート(いけにえ)として放禁Lているのかは分からない。ただ.WH0を漬せぱ聞器が焦決するか七いえぱ、モれは這う

だろう」
一斬型コロナの般訓は何でしょうか.

r21世紀に入って経済や牡金活動は点から隙に、綿から面に、面から立体になっている。今までと物茅のスピードが圧倒的に這い、悪染症も晒時に拡大する.断型コロナは冥常事電ではなく、rニュー
ノーマル(斬常処)」巴とらえて対攘を打たなけれぱならない」r対策の糎本は瓢学を信じること.糊学に差づく準棚がいかにできているかが、讓行を机制できるかの分かれ目になる.政治家の強いりー
ダーシップも必蔓だ.最綻的には一人ひとりの行勲にかかっているので政府・企業と個人とのコミュニウーションが重要になる」(聞き手はジュネーブ=細川倫太飢)

rコロナと世界科学信じ「辧常郎」に偏え」 WH0シニアアドバイザー進薫寮邦子氏
しんどう・なほこ 1990年棄京慈恵金医斜大辛、国立感染症研寛所主任研究官を経て、02年からWH0で勤務。新型インフルエンザやエボラ出血熱など感象虚の他機管理を指樺.

rr利益至上」見直す契機に↓日本電崖金憂兼CE0 永守重慣氏
ながもり・しげのぶ 1944輝生まれ.

73年の石油危槻時、28歳で日本電崖を設立.

母輕の遣訓「人の倍樹く」激務と企案買取で売上高約1兆5000偉円のモーター世界首位に.

臼1)2020年(令和2年)4月24日金曜白日本経済新聞氣1面適鹸特集記事 rロロナと世界1-11-

一新型コロナウイルスのような感染症赴提を予恕していましたか.

「どこの匡も〒想していなかったでしょうね.第2次置界大峨以廉.最大の燈棟だという人もいる。ヒト、モノの流れが完全に止まっている。そして恐怖がある.治すことのできる菓ができていない初の経

験だ」「まずは歓米のような爆髭的な感疉拡大を絶對に防ぎ'国民の命と盤康を守る.一戴も早く収東させることに全力をあげている.国民には最低隈の経済活動を営みながらできる、ぎりぎりのお願
い、大変な辛抱をお雁いしている.」

一漉外とΦ人の往来が減り.内拘き志向に陥る懸念は畠りませんか.

「一時的には内外の人の動きが完全にストゥプLている.しかし、白本経病が●後成長する1=は海外の成長力を取り込んでいくのは不可欠だ」「マスクひとつとコて゛,フ~8割が中国で生産Lている製
品や需材を特定の国に極掛に依存せず、主着に必要なものは園内に生産拠点を屡Lたり、複敷の国に分散Lたりする必要がある.危饗管理を青えるうぇでも重要な休験だった」

一行政休制に欠けていたものが浮き彫りになつたのではないですか.

「政権「二大事なのはやはり危槻管理だ.霞が関の官櫟は優秀な人が圧倒的に多いが、弱点は桜割りだ.貫が欄全体で取り岨まないと竜擾管理はできない.新型コロナは厚生労疉省だけでは絶封に力
バーできない.軽膺崖案省、国土交通省や自楢触、樺と保安庁なども含めて一度に、一峯に動かすことが大事だ」「クルーズ舶のダイヤ宅ンド・プリンセスの旗国は英国で運営会社は米国.船長はイタ
リア人.乗客・桑員の出身国・地填は56に及んだ.櫨雑な状況でウイルスがまん琵し、対応を迫られた.一段落したら様々な横証をしなけれぱいけない」

ーグローバル化のなかでは中国に隈らず海外発の底染症が日本に持ち込まれるりスクはこれからも島ります.

「日本政府に京められているのは世界全ての国の錘験や実知を集めて迅遭仁対序することだ.中■は大きな経験をU立中国を言め眼案に向けて国際的な連携を累めて封怖していく必要が島る.」
「智近平(シー・ジンビン)」国家主席の樂日は日中が責任を果たしていくことを内外に示オ橿金として非常に大事だ.きたんのない意見交換がで皆る鯛係を椎持,るのが、アジアだけでなく世界経鴇の発
展や安全保障に槿めて大きなことだ」

一収棄靴の白本は.

「日本ぱいろんな意味で世雰に打って出ていける可詑性が島る.大企業にも中小企案にも真面目な人材が壬ろっているのに能力罰る人材を活用できていない.個々の組織、会社にとどまうて外1二目を
向けてこむかった.能力をコル活用できる仕組みが必蔓だ」「国の甚本は自助、共助、公助だ。自分でできることはまずは自分でやってみる.壬の次に、地域が共助で助け合う.それでもどうしようもなく
なったら国が磨ず責任をもって対応してくれると国民から信頼される国をつくるのが大事だ」(聞き手は重田俊介)

02)2020年(令和2年)4月25日土曜日日本経漬斬聞第1面連賊特集記事 rコロナと憶界'-12-
「企業より労働者に支提を」元米財務長官口ーレンス・サマーズ氏

L■Wr.「1C. surnr".r倉 1954坪生まれ.経涜学者。

ウリントン米政権下の財務憂官やハーバード大学長を歴任.オバマ政権では国家経滴金隻(NEC)委員長を務めた。

一斬型コロナウイルスの感染拡大で軽済や社金にどんな影響が及ぷとみていますか.

「感染拡大のスピードは非常に速(、世界軽済は相互に依存Lているため、モのなかである国がダメージを畳けるとモの他の地域にも影響が広がコてしまう.こうした前例のない危饗に直面し、生要先
峯国に共通する民主・責本主義シス〒ムカ岐舵するのか試されている.私は大きな希望を持っているが、米国の亭態をみると不安もある」

"いるが、うま(いっていない.もし連邦政府が重要な医療繋具の餌違に稲極的な役割を果たしていたら、悪染者や死者の拡大を妻い止めるのにとても効果的だウた」「トランプ大観領は感染症の大
療行がもたらす錘済的な問題について誤解している.今注力すパきなのは感染を減らすための現実的な融略で畠り、公的槻関の医探専門家の拒南を無視した(早朝の行動制限解除などの)政策をとる

「コロナと世昇危操管理高り方靴点検」内閣官哥長官曹義偉氏

すが・よしひで 1948年生まれ.

第2炭安郁内閣が鼻足Lた2012年12月から官易長官を務める.在難日敷は歴代暈長.

危操管理を担い、斬型コロナの對応に奔走する、
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べきではない.より多くの検査を実籠して諌厚接触者を追跡したり、磨者を隔喫する飾股をもっ七用童したりしなければならない」

一素国には數百ドルのお金も工面できず、病院に行けないひとも少なくないようです.

「私は公的な社会保障制度の拡充を主権してきた.コロナの岳染拡大はこうした考え方の正Lさを裏付けるものだ.これまで医療費負担の貢さが非宮裕層の●人を破産に追い込んできた.米国昆に現
金を給付する政策は良いアイデア.コロナ禍が長揃化するなら.1回に限らず、定期的に小切手を送るべきだ」「経済の畏期停樺も聞題を捜雑にしている.現在の責本主載経陦は十分な投責櫨金を生

み出すことができず、余剰マネーが市場に擦れ込み、金融責産を押Lとげた.この結果.富裕層に富が集中し、搾整拡大が深割になった面がある」
一企案はどう動くぺきでしょうか.

r今の跳代は抹主価値の豊大化をめぎす企案「まど、纂期的な視野1=立って従集員の生活や地壊社会との闇係を重視Lている.充実したインフラなしでは、事藁を成功させるのは鯱Lいと理解が広がっ

ているからだ.コロナ危機は企集に蔓期目繰の軽営を強く求めている」「米金融大手ゴールドマン・サックスはこのほど最高軽営責任者(OEO)の報酬水準を2割引きとげた.好粂績の企案を率いたり、
創案したりしている経堂竜は高い報酬を受け取るのに憧する.ただ、匡全休が苦Lんでいるときに、さらに(高額の報酬を)引きとげるのは正しい這択だとは思えない」

一米政搾と厳金は航空集界の財政支擢を決めましたが、現金の大郁分を自社株買いに回Lてきた企業もあります.

「一般詰でいえぱ、政府の支擾は労徴者やモの家嫉を対象にすぺきだ.向こう見ずな行動をとってきた企業を教うぺきではなし、」(聞き手ほニューヨーウ=官本岳鼎1)

0ヨ)2020年(令和2年)4月27白月曜日日本経済斬聞第1面適叢特集記亭 rニロナと世界』-1a-

一日本政府はいま何をなすぺきでしょうか.

「経済を殺さずに抜本的な封策をとることに尽きる.全国昆を桟査L.現宴を把握Lて全国昆へ告知する。そして出入匡の撤店検査だ。一看の役割は困鳶者を全員敦済,ること.助ける基準をつくり早

創=(現金を)支給する。後は自治休に任せるぺきだ」「今の諸点は景気対紫に綻始している.だが産業撮興とセットの経済封笈でなければいけない.コロナ佳を見据えて、どう責金を投じるか.困窮し

ている人は敷うぺきだが、国から金をもらう冒慣ができてはいけない.政府も、国民に伺ができるか考えて厚しいというぺきだろう」「日本企業の多くが国堂企業みたいな意諏「こ,'つていやしないか.潮
流として人工知能(ADやコンピューターといったはやりの分野へ意埋が向きすぎた.世界の良撫や英知をもっと頼り、本集でどう貴献できるかを青え、アイデアを世界中に京める。トップが先頭に立うてこ
の間題に対崎する」

一世界が新型コロナウイルス対策で経済活勘の自粛を促Lています.
「コロナ退治で国昆生括、特に疑許を犠牲にしてはいけない.隷ぐ郁分がなけれぱ、生きてはいけない.欧州ではスウェーデンの店舗だけが営案を鱗けられた.政府が個人や企臭に関与せず、自らの

判断で動いてくれというスタンスだ」「コロナ収藁に向け、政府が休業要請を,ることは理解できる.だが一斉に休業亨る以外に、企業はもっと知恵を較れるはず雌.コロナと共存L、感染拡大を徹底的
に防ぎながらビジネスを繕鰻tる方策を考え、モうした簸をとることもできるだろう.経請が蕩ち込めぱ、社会全てがだめになってしまう.あるのはモの現実だ」「一度止めた経陦を再び立ちとげるには時
間がかかる.当社は中国でピーウ時に半敗の約390店錦を休集した.ほぼ再艶Lたが、亮り上げは以前の60~70,、.畏期間閉鎖した店に蕨客は喫ってこない。他の産業でも悶じ.中国でそうなら日本

の復活はさらに達L、」

一経営看としてりーマン・ショックや稟日本大貫災といった危槻も桑り熱えてきました.
rコロナのまん藍で、世界が讓くつながっていることを改めて閉諏Lた.リーマン当時はスマートワオンも一般釣でなかった.ホットやム」、ロボティクスの勃臭も含め、布らゆる人女が世界とつながった」

「今回の新型コロナの感染拡大は1919年のスペイン旦邪以来の、100年に1度垂機だ.現在の封策では、大不況は避けられない.国際通貨善金UMF)はコロナの影嬰で甜界恐慌以秦の不況になる
と干測しているがモの予謝より悪くなるのではないか」

ースペイン鳳邪のあ●には輩の世界恐慌や病2次大戦が起声ました。

「今回のコロナ禍がモうした患惨な亭餓に陥りかねない.という認護を持つ血蔓がある.世界はつながっている.いつどこに雌が豪て毛おかしくない.モれが世界の亭実だ.世界で連携Lて、どう楓治す
るかを識論する時だ」(聞き手は古川慶一)

04)2020年(令和2年)4月28白火曜白ヨ本鞭病新聞業3面【総合2】運叢特集肌享『コロナと世界■一14-

「企集.英知集め軽請椎持■コデーストリテイリング金長兼社甚柳井正氏

やなし、.ただL 1949年山口県生まれ.

84年のrユ早クロ」を聞業後、多くのヒット商品を生み出Lた,26力国・絶壊に風開する世界3位の衣料品金社に成景させた.

一世界で感染が拡大し続けてい事ず。

「インフルエンザと違い、斬型コロナウイルス岳染症は羊節性がないと考えられている.気温が寓いアフり力なだで墨染が増えているのを見てもモれがわかる.長期戦になるのではないかと心配してい
る」r量初に愚者が出た中国で、すぐに感集拡大を肪ぐための手が打たれなかったのが一響の失敗だろう。感魚症の情報は隠してはいけない.素単い公開がその後の対策を進めるうえでとても大切

だ」「これまでの状況を見ていて、米匡やイタリアなどで死者の割合が高いのが気になる.ただ、二れはウイルスΦ性質によるというよりも、一定の人口比を占める黄Lい雇が擬牲になっているのではな
いか」

ーなぜでしょうか.

「こうした人たちは往々にして.健廉状忽がよくない、感乗を防ぐための知識が不十分で、行動も壷えよう七しない.体調が悪くても費用の間恩からなかなか医師にかからないため.感染すると悪化Lや

すい。国昆皆保陰で雌もが問じような紗峯を受けられる日本とぱ、明らかに這う」「輔局.抵抗力がある人は生き至び、覇い人が淘汰される.過去の感鰻症で親り逗されてきたような二とが、また起きて

いるのかもしれなし、」

一期特できる治療藁の候補も出てきました。

r話短になっている抗ウイルス藁以外にも、使えそうなものがある.煮々が開発L.ノーペル貫の受實理由にもなったインペルメクチンという物質が、ウイルス感染を抑え治療勳果を示すことがわかって
きた。分野横断的なチームをつくり外郁の研廓者の倫力も得ながら、化学揃造の似た数首の物貫を片っ端から調べて最適なものを探Lている」「これらは天然に存在する土塩嶺生物がつくり出す物質

がもとになつている.役に立たなモうな毛ので毛、決Lて捨てずに保管Lてきた.モれが思わぬと二ろで生きる」

-A類の英知で竜概は桑リ切れますか.

「治操攘ぱいづれできるが、モれで奉染症の脅威を切り抜けられると考えるのは甘い.世の中1早は実1二多くの愚染症が高る.新型コロナを克服できても、またきっと新たな感染撞が発生L国境を越えて
広がるだろう」「現代人は感染症を遷けようと、便利な製品や技術に依存Lてきた.たとえば除薗剤を多用し、至る所を抗酋処理して安心しきってι寸島それが通用Lないことが、図らずも明らかになっ
た」

ーでは、どうすれぱよいと.

「藁が必要な状鯵になる前に、病気の芽を摘めるようにするための科学が重視されるべきだ.そのうえで、盛曼症の甚本に立ち返り一人ひとりが先回りして自ら備えをしておく.北里柴三郎先生が曜え

た予防医学の考え方とも一致する」「特別に准Lいことではない.身近なと二ろでは、生活のりズムを島らためる.酷んと食事Lて栄養をとり.体力をつける.体■が悪いのに無理に仕事に出かけること
はしない。そんな当たり前のことが大切にされる社金に.少しでも近づくと期待Lたし、」(聞き手は蝿集委員安藤淳)

a5)2020年【令和2年)5月6日水哩日日本錘廣新聞第3面【総合・経済】連叢特集記事 rコロナと世界1-16-
『コロナと世界ゲノム医療で創菓早くι日本製菓工集協会会長(第一三共会墨)中山健治氏

なかやま・じょうじ 1950年大医府生まれ.76年阪大院修了.

10年第一三共の牡憂兼最寓凝営責任者(CEO).17年金長兼CEO.19年から会異.18年日本製蔓工禁協金金長就任.

一軒型コロナウイ」しスは人顕に揮々な繰題を投げかけτいます。

r基染症は人類を何崖も膏かしてきた.●後毛必ず、何回も起きるだろう.今回の世界的なまん延はグローバル化の盗展が憂因だ.」「非常時になると、科学的な見地からの判断を政治の堀に生かし

ていく巳とが重要だ.舎回、それがわかった.耕学をぺースに行政にアドバイスできるチームを作リ、雑持する必臭がある」

一政府や行政の封痔が後手に回っています.

1軽ま的な対策は大切だが、まずぱ医痩現場と使える藁割をどうモろえるかが最大の蔓件になる.モういうアドバイスができる人をそろえなくてはならない.政府には非常時の体制やあるぺき提枕を早
勝から作る覚悟を決めていただきたい」「藁の開発はもちろん大切だが、藥だけでは全てを解決できない。匡内の管理や各国における国填管理の間艶といったワレームをもう一度.作らなければならな

し、」

rコロナと甜界価々の歯え、劇の芽抽む」北星大学特別栄堂教擾大封智氏

おぉむら・さとし 1935年山曼県生まれ.山梨大峯、菓蹴理刊大大学院幣T.

米ウエスレーヤン大客員研寅敏授、北里研究所長など歴任.2015年ノーベル生理学・医学賞受賞.

一斬型ニロナ感染症の治療藁に「レム〒シビル」の国内の製造販売の承認を週内1=、「アビガン」の藁事禾琵を月内に目指す方針です.
1既存の治探菜が使えるといい.旺存菓の転用でも調鼻だけで6力月、客査期櫛がつけぱ2年ぐらいかかる.今回は早く使えるよう、行政も超法規的な播貴をやってくれている.官昆が一体になって取り

組まねぱならなし、」「陣床試駿(治験)は時間がかかるが、新渠の開尭期闇を短くする光も見えウつ畠る.ゲノム情報をぺース七した医療に切り讐えることだ。英国をはじめ各豊がアプロ^している.将
来、使えるようになれぱ治験の期間が短くなる可舵性がある」「一過性の盛染症に封オる医藁品の開発を一企業が担うのは章しい。鷹発できても、流行が収東すれば充れナ'くなってしまうためだ.例え
ぱ、米国では(需蔓の少ない)働少患者の藁を生み出せぱほかの斬菓の害査を加逮できる.動成金以外のこんな支捜の方佳も島る」

」今回、医菜品の安定供給への不安も顕在化しまけ翫
「各社が在庫の備蓄を手厚くしている.だが特許の切れた医藁品は大量生産でコストを下げる価格熊争に幣るため、中国やインド1こ依存する形になる。こうした国でのトラブルの影嬰を防ぐには製品を

備冨しておくのが一暑安全な方法だが、霞界が劫る.この製品だけは必ず守るという製品を医療系の学金のガイドラインなどを甚に遍んで.モれだけは十分に掬霊するか、日本での生産体制を墨えて確

保するしかない」

一斬型コロナの謙行収業は見通せません.

「6月で岳鱗拡大が島る授度殺まるというのがぺストシナリオだが、〒断は許さない.ウイルスへの抗休はどのくらい搬能Lているか.感染しても人々に抗体が十分できない恐れがある.そうならば、圭
状がなくなった人を敷週間たっても侯放でき,',現場の医療体制も変えざるを褐ない」「今は皆で出力し、崇戡シナリオに近づけるように努力,るしかない.同時に、爆発的に庫者敷が増える最挫の晴

も都定した準慌も必要だ」【聞き手は寓堀裕太)

(16)2020年(令和2年)5月10日日曜日日本経磯新聞第3面【艶合2】連叢特集記亭にロナと世界』-16-

一新型コロナウイルスの感染拡大は融き方など企案の島り方を変えています.

「突然の外出自粛妻請で、企業は強制的に在宅讐務を迫られた.日立でも国内の約7割の従業員が舎は在宅勤務になり、課雁も浮き彫り1=なった。労轡晴間の管理は情に難しい。震夜残業を禁止L

ようにも、休校などで深夜しか仕事できないとの声もある.靴場ならわかる社貞の頭色も.ビデオ金隆では判然としない.しっかり健廉管理する仕組みが必要だ」rコロナ収東後も擾り子は元に藤らない.
多くの企集で、テレワーウカ晰提になる。在宅と対面巴、寮蕩の總引きが必婆だ.大きな方針や計朗の策定に1才意見を直接重い合うことも欠かせないが、資料作成など一人の方が効率的な業務もある」

一企業も対応を求められます.

「=ロナと世界移動制隈、革新後押L」日立製詐所社是東蹴敏甜氏

ひがしはら・とし島き 1956年徳島県生まれ.米ボストン大院修了.

入社直後に指導役だった中百宏明会長【経団連会長)からバトンを受け16年牡長兼最寓経営責任者【OEO)就任.
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r嘉務のプロセスをテレワークに応じた形に大きく見直さなければならない.目標の成果を得るために、離れた理境で価人が何にどう取り組むぺきか.案務節囲や責任を罰らかじめ厳窪に規定した上で.

最蓋なプロセスを考える.リーダーの役割ぱより重蔓になる」「職務定義書tジョブチイスクリプション)」で職務を朗示する米国などに比ぺ、日本の戦場ではこの点が非常に暖昧だ。貴任外の仕亭をする
二とや、モれに封価がない二とも当たり前.そんなやり方はそもそも日本以外では通用Lない」

一働き方が変われぱ、賃金のあり方も窒えなくてはなりません。

「製造桑では工場勤務が賃金の謎詮の損底に高うた。工場では労働時間が生廐量仁直結し.会社の売上高や利益も増えた。だが今は違う1サーピスが主休となり、成果はアイデアがどう評価されるか
だ.時間が結果につながるわけではなし、jr従実員と会社との契舶や評価の仕組みも寮わる.日本は.「明日から交なくていい」とドライに解厘する米国のよう1=は当面はならないだろうが、報酬はより
成果を反映Lた帝になる.」

一景気減速でりーマン・ショッウ債以上の雇用燈樺も懸念されます.日立は世界に30万人の従業員を抱えます.

「今回は.都市射鎖や外出自貫によって需要を(人凱的に)抑え込んだ点がりーマンとは具なる.ワクチンや特効藁ができれぱ需要が急回復するかもしれない.技断の畠る人材を解雇Lてしま?たら、も
う急に1'集められ゛'いため、戻用は梗力椎拷する.仕事がなけれぱ忙Lい拠点に人を回すから(齢門なだで)個別には駒断するなと指示している」

一新型コロナは人の行動を激賓させ*した.

「これからは人断の行卦の変化が、技術革斬をりードする時代にな?ていくだろう.テレワーク瞥及の背畳にある移勤制隱が、仮想現実(VR)や拡張現実(AR)の進化を促す.視覚と聴覚だけでなく、触
覚や嘆覚、味覚にまで広がれぱ、仕享ももっと寳わるだるう。技割先行でスマートフォンが人の生活を変えたのとは逆の人間中心の動きが始まる.今後は倫理観が今以上に間われるようになるだろ3」

(聞き手は中村元)

07)2020年〔令和2年)5月17日白曜日日本経躋斬聞業2面【総合1】達叢特集記事 rコロナと世界」-17ー
rコロナと世界 t賣えられぬ社金」窒革」日本文学研究者ロバート・キャンペル氏

Rob.什 0昆mpb.11 米ハーバード大大学院俸了。
業大大学院靴擾などを経て20"年から国文学研空責料館蚊異。専門は江戸、明治欺の文学.

テレビ委組のコメンテーターも務める.

一斬型コロナウイルスは市民にどんな影嘗を与えたでしょうか.

r感染症拡大を防ぐため、卒業式や送別金.入社式、研修とい0た通常であれぱ踏んでいく陛段のうち、2、3段が完全に抜け落ちてしまった」「権礼的な都分もあるが、自身が二九まで帰属Lていた母
体から離れることをーつづつ実感を持って確認する意味合いもある.モうした本交通るパき地点がスコン乞抜ける二とは.モれぞれに緊張庫やインパウトを与える.かなり二たえると思う.局地的な災害と
違い、斬型コロナは全国の多くの人に悶じ経験をもたらしている」

一危犠的な状況は社金を変える契操にもなりモうで,.

「大規榎狐害など非常時のさなかや直援に「=、一誇的仁連帯駆や寓柵盛が高まってモラルも向とし.今疑の社会をより良くしようという意敬が湧くとされる,臭除、璽日本大量災の直徒にぱ、たくさんの
人がボランティアにいモしんだ」r斬型コロナが終息したとき、私たちは社全に何を残せるのだろうか。バンデミリクの状況にある号から手を着けておかないと、喉元を過ぎれぱ熱さを高れてしまう.社金

のεこをどう廐くしたいと塵じたか。不便や不安を極めた状況で、どんな種を見いだして量崖や制産を変えていくのか。尊い命が典われ、経済的にも大変な価憧が損なわれた。人々の努力に廊え、裏失

感を埋めるためにも、1つでも2つで毛爽えるきっかけが生まれれぱいい」
ーどのような社金隻革につながることを期待しま宇か。

「ダイバーシティ(多様性)の実那'ど課翠は色々島るが、例えぱーつは昔者の投票だ.還峯権年齢力ξ'18趣以上に引き下げられたが、今を苦者の投票率は低く、嵩航世代は高い.二のままでは何も隻
えられない牡金の再生産が続ぐ」「感染拡大が幌くなかで、現在の日本の政治や仕組みが一人ひとり1=とって良いのかどうかを考え、投票で自分の轄諸を表現するのは薯者にとって大事なことだ.主権
者七Lての喜びを感じてもらえるよう、いか1=投累意歓をたきつけられるかが求められている」r若者の芽を換むことのない社金づくりも大切だろう.牡金的孝課題の解決を目指し、起集1早関心を持つ人

が育つようにする必要がある.パンデミックでは社金が揺さぶられた中で、起棄の樋会はパイオ分野や情報刷学など私が想像するだけでもいくつも生まれている」
ーそのた功に必要なものとぱ.

r起業にぱ失敗がつき毛のだが、日本は失敗しても復活しやすい牡金ではない.斬卒至と主曇の企業文化も観いている.就職せずに起業するのはりスクがある.しかし、パン〒ミックの中から生まれた
イノベーションを韮に起案L.触鯛し桜けられる環墳を整えなけれぱならない」r若者はr内向書榔r意戡がない」などと首われるが、芽が育ちにくいのはそれらが描願なのではない。環填をウくる=とこ

そがじ仲うようなのだ」(聞き手は酒弁畳美)

08)2020俸(令和2年)5月18日月哩日日本経済斬聞第3面【総合・軽躋】連駐特集記享「コロナと世界』-18-

「コロナと邑界アビガンで立ち向かう』声土コイルムホールディングス会長兼OE0 古嶽重隆氏

こもり・しげたか 1939卑生まれ.6ヨ卑棄大経卒、寓士写真コイルム(現宴士フイルムホール〒イングス)入社。

00年社長、03年最高軽営賞任者(OEO)兼務。12年から金長兼CEO.

一噺型コロナウイルスの治痩藁占Lて自社生塵するアビガンに注目が集まっています.
「歴史を擾り返ると、ペストやス代イン風邪など世界では何度も感染症が尭生してきた.現在は人やモノの移勤が活発になっており.あ0という間に大悶組になる.今後も別の感染症が起こる可能性が

あり.感染症封築ぱ人顕の重憂なテーマであり鎌ける」「アビガンを開晃した富山化学工禁(現富士フイルム富山化学)を2008年に買觀したのは墨染症分野に強か?たことが理由のーつだ.新型コロ
ナでは騨社として感農の有無を検畳する試藁や診断「二使ラX韓藝置なども手掛けている.デジタルカメラの普及で需蔓が急減した写真フィルムに代わり、医藁品なEのライフサイエンス分野を強化する

一理だつた」

ーアビガンの増塵を進めています.

「7月に月10万人分、9月に30万人分生産する。さらに生崖計画を上稲みしないといけないだろう.多くの国でアビガンの物質特許は切れている。だが製造するための特許は有効だ.撫外の企業に生

屋を委託したり、特許を供与したりする可舵性がある」「アビガンは体内でのウイルス増蒐を抑える.そのためウイルスの隻具などには左右されにくい.感染拡大が一且収重Lても、再び感染が広がる

可能性が高るほか,次の感染症も鰹念される。そうした亭態に備えアビガンを備冨するという国が出τくる.引き合いもすでに畠る。ただ.アピガンにも副作用が高り、妊媛中の人など服用できない人もい

る」

一近く国内でアビガンの承認を申請する見込みです.

「今、治恐など承認申請仁向けた準情を進めている」
一写真ワイルム市場の鴻滅やりーマン・ショッウが布りました。

「リーマンの時は金融システムが崩壊するか毛しれず、世界経碕がEうなるのかと底知れない恐怖盛が畠った.主力事案の月次売と寓が計画の2割にも満たず.絶望的な気持ちになった」「今回の斬
型コロナでも、カメラなどの消費者向け事案は影響を受」十ている.企禦向けは在宅勤務の拡大で事覇機馨が打華を畳けるといわれているが、いまのところは大きな影響は出ていない.斬型ニロナでは治

療藁候補が出てきナニ.串染拡大が収棄すれば軽靖毛徐々に回復するのでぱないか」
一号回、グ自ーバル経涜の負の倒面を指鴇する声も聞こえま,'.

「グローバル北の進鼠で感染が広が勺た側面は畠る.ただ、後戻りさせることは弊芸が大きく、現実的ではない.一方で中国俄存の見直しの動きはでてくるだろ3。企業は安い労樹力や郁村を求め、中

国八の依存に気づいた.グローバル北を止めるのではなく、匡鳳社金で新型コロナの発生廉因を検証し、封じ込めなどのマニュアルを作るよう「=すぺきだ」
ーアピガンを生崖しているため海外からの出隻を巡り、改正外為法の亭前喜晝の対象になりました.

"つの国が世界中の企業を買うといった極諸な独占は間題.何でも自由乞いラわけにはいかず、必憂な播置だと思う」(聞き手は花田幸典)

09)2020年(令和2年)6月24日日曜日日本軽ま斬聞第3面【鴛合2】連載特集記事「コロナと世界」-19-

一新型コロナウイルスのまん延と軽済危擾は地政学的にどのような影嚇を及ぽ宇でしとうか.

「米匡や中国.欧州遠合恒U)といった粗大皿は槻舵不全をさらけ出し、死者数が拡大した.感染症の大凄行のような他楳下では【大園ほぞ損害が拡大する)r規換の不軽済'が釦実に表れる。私がイ

タリア国民だったら.他機に団帖Lて対彪できないEUに幻誠したはずだ.EUが鯛体に向かうとはみていないが、統合が深北するこをもない」「ラまく対処Lているのは台湾や斡国、イスラエル、アイスラ
ンドといった比較的小さな国・地域だ.感染症のみなら琴'、あらゆる危裡に対Lて政府の防衛意識が嵩いからだ」

一米国はコロナ伍提で世界のり^ーの役割を果たせていませ',.中■が覇権に鍾づ(転換点「二なりまずか。

「中国ぱ感染収東徒の世界で榊者にな゛ゾよい.共崖党の一党牲曇体制の覇みが全て貫呈Lたからだ.斬型ニロナの駆染が拡大L始めた1月「こ入って毛、中匡は世界に亭実を隠し続けた.旧ソ遭が19
86年、チェルノブイリ原子力発電所事故の真実を翻蓋したことを連恕させる.習近平(シー・ジンピン)国家主席の指導力には寮問特がういている」「中国は安いマスクと人工呼吸岩を抽り、世界を敷う
と宣伝しているが、懐疑的に見られている。中匡は経躋的に他の地堆より早く回塩するだるうが.国際的な地位は高まらない」

一国際牡会1=おける米国の影響力低下ぱコロナ収東後も止まらないのでしょうか.

「私はt織国が過去1=没落した帝国と問じ道を歩んでいる」と主張してきた.だが、中国型のシステムが解になるとは考えていない.チャ^ル元英首相はかつてr米国はあらゆる選択肢をやり尽(した
あとに、常に正Lいことをする』と語った.素国のシステムは過ちから学ぴ、徹底的に見直,能力を債える」「01年9月の米問時テロ以降、優れた飾御システムを構築L,大きなテロに見翼われていない.

ニロナ危裡でも同じことが起きる.米国は検査体制の整蜘運れなど多くの失敗を把しているが、感染が収東Lた後は欧州や中国よりも早く間篭を克服する.妊跳活動再聞に欠かせないウケチン開発に最
靭に成功するのはどこか.私なら米国企業に賭」,る」

一感鱗拡大盟止を名目にテクノロジーを堰使した国昆の藍視が強まる傾向に畠ります。

1遍去の世界大戦で見られたように、自由主靴社金でも非常峠は個人の自由が制隈される.だが国業主導の監視社会がテクノロジーを使0てウイルス検畳や接融関係の追跡を実施するのは明らかに

危険だ.個人の自由とは両立しない」T音湾の散り組みは注目に望する.全地球測位システム(GP5)による監視の封魚を海外から風ってきた人に隈定した.監視社会までいかずに、感榮拡大の阻止
に成功Lている.個人情報は自分で管理し、特別な場合に隈って一都を国家に委ねる.ハイテク企桑にも渡さない.21世紀牡会において重要なことだ」(聞き手はニューヨーウ=宮本岳則)

(20)2020年(令和2年)5月24日日曜日日本経済転聞第3面【総合2】運賊特集記事 Eコロナ七世界」-20-

rニロナと世界

一新型コロナウイルスの麦場で長寿化に伴う腹慧は窒わりますか.

「10年ご七に2年のぺースで伸びτきた早均寿命に感染拡火が影嚇したとしても.甚寿化の大潮漬は変わらない.コロナが改めて示したのは馳き方や牡金システムの対血が蛭人の券命Φ証びに追い

ついていない現実だ.人生100年仕擢への変革が急薯だ」「教育、就案、りタイ丁という従来型の3ステージ人生と宴際に現代人が生きる飾間の甚さには大きなギャヅプがある.重要なのは100年時代
を餉提にしたキャリア形成.コロナによる軽許の混乱、金融市場を通じたりターン低下を考えれば、一段ι墨く働かざるを得ない時代も考えられる」

ーコロ+操ほ事僻者1壬μ糧判でt、

『コロナと世界危犠後、中国「麟者」ならず』歴史学者二ーアル・ファーガソン氏

NI." F.r'U=0" 64年生まれ.英スコットランド出身
コンサル会牡グリーンマントル創秦書で米スタンコオード大学フーバー研空所シニアフエロー.

近著にrスウエア・アンド・タワー」.

( 197/276 )

長寿社会への変革力問う』ロンドン,ピジネススウール教授りンダ・グラットン氏
1"nd. Gr.廿0Π 1955年生まれ.

英ロンドン・ビジネススウール象慢.専門は人村謹・組織論.
ベストセラーとなった共著「ライフ,シフト」で人生100年時代の生き方を提咽.



r高齢者の死亡率が際立つコロナは、長寿仁封する徒ろ向きな見方につながるかもしれない.だが年酢を重ねることと、老い衰えることは必,'しも間義ではない」「年監の特つ庫妹は個人の行いや理
填、国の政輩次菓で変わりうるという二とが、畏麝社会でカギとなる考え方だ.コロナの霊症化りスウも年酷以外に健庫状憇の影響が大きい.よリ良く年を貫ねることがコロナに封するレジリエンス(回復
カ)を高める.コロナの存在は高齢化社会と畏寿に僕わる課題の解決を迫るだろう」「日本人の平均的人生は、戦後間もない1947年に20崖だった人は63歳程度までだった。2018年には保守的な
見額もりでも85焦まで垂びた.多くが嵩齢になる社会では峯純なr苦雪対宅人1という憾論は意眛を拷たなくなる.半世紀に1度の災柵の下、社金が高齢者をEう扱うか.若年層もr自分ごと』として考え
るぺきだ」

ーロ旦ナは側き方にも影響しそうで゛.

「どこで、なぜ、いかに樹くかーー.浮き彫リになったのは岳き方仁関する潜在的な闇いだ.限られた庫業向けだったデジタル技術を用いたりモートワークが一気に広がった.人ぱ1度経験した便利さを
手敦さない」 1コロナ後は朝9峠~タ方5時の1日8時間、週5日勤務の変更が加速ずる.軽嵩者は週四日動務体制の準備を進めるぺきで、早朝や課窪動務も苦通の選択肢になる」「失集亭がとがる
一方、人手を介さない自煮化二ーズも高まる。いくウかの仕宰やセウターは消減L元には戻らない。〒ジタル技桁の晋得も大亭だが、もっと重蔓なのがより馳戻可能性の高い仕亭に就くための技括の斬
たな雪得だ」

ーモのためには何が有効ですか.

「人生伯0年を見据えた学ぴ直Lだ.長生きりスクに備えるとき、お金はバッコデーでしかない.結局ものをいうのはレジリエンスで、モの条軟性の擾得に役立っのが学びだ.長寿社金では生涯学び緩
けることが釜蔓だが、コロナが事麹を加速させた」「人工知能(N)やロボットの普及、気象亥動などニロナ以外でも新しい環墳への適怖は持ったなしだ.今回翌々は準蟻、予測し煮敗に対応ずることの
貢要性を学んだ.学び続けることで個人と社会の耐久性は向とする」(聞き手はマネー・エディター山本由璽)

2.2020年【令和2年)4月~5月日本軽済斬聞遭鮫特集記事『コロナと責本主義一1-ーー4-」

0)2020年(令和2年)4月29日水哩日日本軽晴新聞第1而連載特焦記事 rコロナ七責本主戦一1-」

斬型コロナウイルスの昂染が拡大するなか.企業や市場のもろさが次々とあらわになっている.短期的な成果ぱかりを釜挽してきた企案は軽堂悪化に苦しみ、マスクや生活磨需品の不足は「市場の限
界」にも見える.想定外のパンデミッウ(世界的大漬行地桑り越え、資本主義は本来の強さを敢り蔦せるだろうか.

「鼻日6000万ドル(66偉円)以上の現金が流出Lてしまう」(エド.バスティアン最高軽嵩覚任者)。米デルタ航空は手元の現預金(20,9俸度で約28憶ドル)が約1力月半で干とがってしまうほどの苦
境に耐えかね、14日に54億ドルの政府支擾の受け入れを決めた.アメリカン赴空とユナイテ・ノド航空もモれぞれ5B億ドルの支擾を求め.米政府が航空煮界のために用燃Lた250億ドルは瞬く闇に使
い切られようとしてぃる.〔責本マイナスに〕世界的に詐客需要が消え、大量の尾用寮失を訪ぐには政府支擾は必要な擶置だ.ただ、米図勢が真っ先に白旗をあげる二とになったのは、1970年代
以降に広がった.株主を絶封視するひ司'んだ資本圭養にとらわれていたからだ.モの象徹である自己資本利益奉(ROE、3面きょうのことぱ)を追い、臭常な低金利のなかで負慣に俄存するレバレツジ
軽営にのめり込んでいた...、"[長期の成長仁影】ただ、惣建外の岳染症の拡大がいみじくも示Lたように、この世界は不確実性に戒ちている.損失の堤衝村七なる自己責本が過小だと財務の耐
久力は衰え、長期の戒憂力にも響いてしまう。デ^を分析すれぱ明らかだ.1999年当時に自己責本が乾責産に封してどれだけあったか(=自己責本比率)で世昇のと場企累を5分顕し、モの後20
年の利益の伸びを比較した.利益の伸びが3.4倍と最も見劣り,るのが、自己貴本比峯が20貼未満の企集だ.少しのシヨックでも経営がぐらう言、藍,力を高める機会を逃しやすい。一方.自己堤本
比半が60弓6以上一80"来満と比較的厚い企案は季」益の俸び力佑.5倍と最も大きい.不況の際にも軽営は樗るがず、むしろ大規接な投貴でセシエアを拡大するといった攻めの一手を打てるためだ.
半導体受託生産の世界最大手,台演積体電路製造(TSMC)が好例だ.金融唯犠庫哉の2009年、今蜑のスマートフ才ン需要の拡大を見熱した創桑者、張患謀(モリス・チャン)氏の号令で設蛸投資を
加遠させた,二の決断を支えたのが一貫Lて70開前後を保つ高い自己隻本此宰だ、同桑他社を突き放し.19年度の純甲」益は20年前の約14倍に拡大Lた。金融樵欄の過剰なレバレツジが0日年の
リーマン・ショックを招き、金融規制の強化にっながった.その後、規制の外にある事業会社が負債を膨らませ、ウィルス禍に足をすくわれた.モんな近視畷的な経営に対Lて帳開投責家の目も厳Lく
なっている.企案は剰益を稗ぎ、戒長をけん引する使命を負う.壬のためには回り道にみえても、人を青て、研覽開疉や設歯投資を積み重ねてまのイノペーシヨンの種をまき、そして想建外の亭態害で
見据えて財務的な厚みも保っておく必要が高る.r楕銃可能な糎営」という廉点に企集が立ち湛れぱ、饗ネ主義がこの試柚を桑り越える大きな力となる。
口米航空金社力墹旋ぎ政府支摂に駆け込んでいる(3且米アラバマ州)=ロイター(写真)

口柾営の耐久性が長期の成長力を左右する【折れ楓グラフ:自己責本比率=~20".20~40,6、40-60,6、60一目0,6、80,6~/1999年一2019年)

【2)2020年(令和2年)4月ヨ0日木曜白日本経躋断聞寓1面連載特業記事 rコロナと資本主義一2-」

「なるほど、モの手があったか」.3月上旬、綬文投稿サイト、ツィッターで高る写真が話題をさらった.マスク充り場の催札にh点目まで298円、2点目以降は9999円になります」と黍かれている.ディ
自由な取引のなかで、需要と供蛤が遍切に胸甍きれていくーー,・・ーだが.斬型コロナウイルスが欧米にも広が?たシヨックスカウント店「ドン・キホ^」での風景だ.〔価枯で需給鯛整〕 .....

から.世界の金融市場は2月下旬以降、乳常な動きを繩り五Lた,【「ブレーキ役」邪く〕「顧客企案が年度末に決済できなくなる恐怖があった」。■内大手録の為智〒イーラーはこう明かす.「金融の
血液」である米ドルが世界的に入手困県になり、邦鰻の調連コストもれ年ぶりの水準にまではね上がった.景気憙化を讐疲Lた各国の企案や家計がいっせいに親金確保に走り.金融市場から資金が急
連に蔵出したためだ。その余波で株式や債券は末曹有の乱高下に除った.庠漬には市場の「毒える力」の衰えがある.例えぱ、経儕や企桑をたんねんに調査し、割安と將断すれば急蕩局面でも賀い
に動くアクティブ運用.r市堪のブレーキ役」ともいえる存在なのに、手敷斜の寓さが蝶気されて地盤沈下が枕いてきた.米国株を粗み入れる投資慣託でみる邑、1990年代半ばには90,6を胡えていた
シェアが足元では50,●を剤り込んでぃる。その穴は全熱桐に一様に投責し、手敷料が安いパッシブ運用や、コンピュータープログラムに沿った撹械取引が埋めた.こうした「考えないマネー」が舎や株
式取引の8596前後を占める米゛Pモルガンでは試拝している.二の楕造窒化によって市場は一方向に動きゃすくなり.ショックが加わるとたやすく暴走するようになった.だが、モんな荒波のなかでも、
本物の投資家は静かに貫いの雛金を探ってぃるはずだ.纂り返れぱ2008年の赴機時には米薯名投貴素ウ■ーレンリξフェット氏が米ゼネラル・エレウトリックと米ゴールドマン・サ"Xフスの大緩換増贇を
引き受け.市場の不虫を韻めた.並外れた運用戚概で「賢人」との具名を取るバコエット氏.「独力で宥えなけれぱ戒功しなし、」と語ったことが畠る。無敷の参加者が知烹を較り、大量の情憾を処理Lて
いく.この効率性こモが市場〆カニズムの強みだと、自由主蓋軽済の大劃'支柱で畠るフリードリヒリ、イエクは説いた.資金の叢逼配分を促L成長を支えるはずの市場が膨張ととも1=暴走L、実休糎済
を擬り回すようになった.市堀本楽の「賢さ」をどう敗り戻すかが闇われている.
ロマスクほ転亮目的の大量麟入などですぐ売り切れてしまう(棄京都内)(写真)

『恕定外情えはあるか ROE幅重軽営もろさ露皇コロナと鬢本主兼一1-」

(3)2020年(令和2年)5月2白土曜日日本経儕斬聞第1面逗航特集記亭 rコロナと資本主義一3-1

今年の報酬は1万ドル(約107万円)しカキらいませんーー。米アウトドア用品大手、コロンビア・スポーツウエアのティム・ボイル最寓経営責任雪(CEO)1=3月.二んな決断をした.2018年分の報酬
比だと減額率は約99,6だ.他の役員も報酬を15闇自発的に減らし、斬型コロナウイルスの感染拡大を受けて営集を停止Lている北米店舗の従案員約3500人に賃主を支払うための原貴に島てる.
苦Lい局面で従業員の生活妄声えれぱ、企案としての信頼が高まり,今蛋要きにわたって塙費煮を引きうけ、優秀な人村毛採用Lやすくなるだろラ.長期の目線で経営を進められるかーー.当たり前の
ように闘こえて、実は貴本主義の歴史に絡む問臣だ.【企案は永続が前提〕 15-17世紀の大航海時代、欧州で大規棲な貿易会社が設立されるよう「二なった.当靭は厳糊が焦わるたびに金社を
解数するのが昔通で,その活動は「1回般リの冒賊」に近かった.1602年にオランダ廩インド会社が庭生L、時代の歯車は動いた。世界旬の抵式金社である問社ぱ必憂に応じて資本を積み増し、亭
秦を鞭続する。企業は永槙を前提とする存在へと進化L、鞭営には時間軸の綴念が取り込まれた.新型コロナの治療藁として磨床試験が始まった「アビガン」.実は「畏期の且雑」がなければ消えてい
たかもしれナ'い曲析の歴史を持つ.1990年ごろからアビガンの源波となる抗ウイルス菓の研究を富山化学工案が始め、閤社を08年に富士フイルムホールディングスが貰寂した.14年に条件付きで

国内で型造・販売が素認されたが、副作用力触く、当物想走Lていたインコルエンサ菓七しては主漉にはなれなかった. fアピガン苦節30年】それでも、富士コイルムは「企業は今すぐ投に立たなく
ても未来のために投責Lないといけない」【古毒量睦会長兼CEO)とあきらめなかった.研覽開始からおよモ30繹.アビガンは新型コロナに挑もうとしている.軽営が素来を見据えれぱ、富を生み出す
力は彊まる.米マッキンゼーが米上場企案を対象に投資の安定度などから「墨期志向」の企案を抽出し、軽営成頓【01~14年の類撤)を講べたところ、他の企業の平均よりも売上寓が47,6、利益が3
6貼多いことが分か吋品四半期ごとの利益ばかりを重幌する「煙期」志向の罵(わな)」に陥る企業も多い。だが、モれを促してきた投責家も変わり始めた.欧巣の提闘投責家は脅回のコロナ他操の中
で配当より雇用雑持を重視するよう求め、型藁会社にも早揃のワクチンや治探藁の開発に向けて鰻争より協調を乞訴えている.リーマン低檀の時とは揮奮わりだ.「素知なる素来のために、現在の資
源を使うことが、本来の意味における企業家に特有の橡彬である」。軽営学の権殿.ピーター・ドラッカーはこう話った.ウイルス福で需妻が薫発し、存亡の赴機におびえる企業.二の苦墳をどう桑り越え

るのか.それが責本生義の未来を形作ることにもなる.

ロ「アビガン」は斬型ニロナウイルス藁として陣床献験が始まった(写真)

(関連記纂7面)

(4)2020年(令和2年)5月3白日曜日日本軽済斬聞捌1面逗嚴特集記幕『コロナと資本主養一4-」

r竜棲が間う市場の賢さマネー暴走.未曽有の乱寓下コロナと貴本主董一2-1

「公金を株主に回すのか」。独アディダスは残い批舸にさらされ、配当の撤回を余肇なくされた.新型コロナウイルスの影響で桑帳が悪化し、4月1日から従業員約1200人を、政府支提を受けて雇用を

雑持゛るTウルッアルバイト(短轄労樹"という制崖の封課としていた.企集が労働時間を轤らす一方、落ち込む賃金の一部を政府に梢填してもらう仕岨みだ.ア〒イダスは10億ユーロU200億円爵)
の自社株貫いは撤回Lた一方'配当は予定通りの増額を探0た.しかし、業概への逆厘はさらに蒄まり、政府系金融犠関から融資を受けるまでに追い込まれた.その孫に無配を条件とされ.「政府支擢
のもとでの株主這元」ほ封じられた.【東められる配盧]利益を追い,株主に報いるーー.平時には当たり前の企集のこんな行動も、燈槻においては変化を迫られる。禦められるのは.国家や社金、
従集員など幅広い「ステークホルダー(剰害闘係者)」に陶慮する姿勢だ.コロナ低機が欧米で藻割さを増サわずか2力月ほど前。世界柾淡フォーラム(WEF)の年次鴬金(ダポス金縦)では、行き遇ぎ
た株主至上経営からス〒ークホルダー責本主哉に移行すぺきだとの識諭に参くの企業が讐問した.その決意がいままさに試されている.米国ではゼネラル・モーターズ(GM)やっ"ード・モ^ー、電
気自動車恒V)大手のテスラが人工呼吸尋の増産を急ぐ.米゛Pモルガン・チェースなど大手8行は自社株冥いを停止して、個人や中小向けの融隻に隻金を擾リ向ける.[プラダが餝雄服]歓州で
も高撒ブランド、プラダがイタリアで医療用詰腔服とマスウの生崖に乗り出し、ワランスではLVMH玉工ヘネシー・ルイヴィトン(LVMH)が昏水などの生産ラインを賣更して消毒剤を作り始めた.米エデル

マンによる世界T2力国の消曼壹を封象仁した調査では、「公共より自社の利益を優先する企換ぱ永遭仁信頼しない止の問いに対Lてrそう思う」との回筈が71貼にのぽった.リーマン危後時の苦い経
験があるからだ.金融槻既が暴走した結果.景気は修割れした.多くの人が職や持ち家を奪われる一方で,金融橿関は政府に敦済され、トップは多額の退駿金を侵たことで隻本主義への反発が一無に
強まった。これを契橡に擦関投賓家も婁勢を転換し、「有事に対応ずる能力は企嘉価値の畏期的な増大1=不司欠だ」(ブラッウロック・ジギバンの江底明閣マネージングディレクター)との筒があがる.
経営学者のバーリとミーンズは1932年の著書r近代株式会社と私有財廐」で、企業はr公共的政築の立場から所得の一部分を割り当て」、扶主だけでなく社金全体や従業員などの利害にも広く目配り
する存在に変わるぺきだと訴えた.当蒔は世界恐慌、脅回は新たな感染症と理由二そ這えど、企集の社会的責任が重みを増す点で状況は似轟う。コロナ推櫨克雁への責献を鯉う歓米企案.世界のた
めに何ができるか.日本企業もまたその決意を問われている。

口LVMHは讐水の製造ラインで塙毒剤を作り病院に無料で配る(写嵩)
=この項おわり

{鬨逼蛇享6面1こ}

f逆班が決める素来の形糎期志向の風をこえてコロナと資本圭靴一3一■

「企案、公益担ってこそステ^ホルダーと歩むニロナと聟本主義一4-」
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3.2020年(令和2年)5月日本経済新聞連鮭特集記亭rコロナ出口は見えるか』

0)2020年(令和2年)5月6日水瑳日日本経請斬聞篝1首連載特集記事『コロナ出口は見えるか 1」
rニロナ出口は見えるか 1 斬常態へ篝応力試す制限鞭和でも昂染抑止優先「水面下」軽済長期化も」

斬型コロナウィルスの感染拡六で世昇は大恐慌(3面きょうのことぱ)以来の危榎の湘に立っ.白本は4日、緊急亭襲宣言の5月末までの延墨を決めた.淘外では移動制隈を媛め出口を探る動き毛高
るが、軽講は当面は以前の水準に届かず「水面下」の低空飛行が続く公算が大きい。医療体制の整傭などでウィルスへの耐性を寓めつつ活力を取り戻す工夫がいる.ニューノーマル(斬常鯵)への篭
応力が間われる.新型コロナの感染者数は世界で350万人を超えた.治療藁やワクチンの聞発は急ピウチだが、なお途上だ.今は移動制隈Lかほぼ封じ込めの手立てがない.しかL盛染抑制と引き
換えに経涜の首梗っこを押さえる「ロックダウン(都市封韻)」のような劇廉に頼り続けるわけにはいかない.各国は出口に向けて註行捕誤する.見えてきたのは岳染の再拡大を防ぐため封凱の解除後
も人々の生活や軽陦活動に一定の制豹を求める斬常態だ. 【第2派に讐戒も」国簾通貨基金のゲオルギエバ専務理事が「大恐慌以来.最悪の不況ル語るコロナ電機.どこの国の経許も
しばらく水面下に沈むことは遵けられそうにない.吐州中典銀行伍CB)は殴州の四半期のGDPが他榎前の水準に誕るのは21~22俸になるとみる.三葺UFdモルガン.スタンレー証券の試算でも日米
欧のGDPは向二う1年程度は前年比でマイナス成長が続く.そもモもワクチンなEの有効打が出てくるまでは感陵が再拡大する恐れがくすぶる.米ミネソタ大は逼去のインフルエンザのバン〒ミックの
経験から第2漉の方が大きくなるりスクもあると讐鯉を鵬らす。自らも感染Lた蔓国のジヨンソン首相は「焦2波のりスクを認樵しなけ乳ぱいけない」と外出禁止の纏和を慎重に探る.経璃を正常軌道に
近づげるにはまず検査の強北で感染再拡大のりスウを最小限に抑えなけれぱならない.米国は撞査數を5月中に週200万件と1力月で倍増させる目操だ.モれでも不十分との見方もある。ロックコエ
ラー財団は週2千万~3千万件の検峯を提言.巨催施設の拡充で医療崩壊を肪ぐバッウアップ体制を筆く●要もある.日本はこれまでのところ中皿や欧州ほどの底染拡大には至らずに謠んでいるが、
足元は槿めて脆碧だ.検査能力や集中治療室などの医摂資源は主要国の間で見劣りする.・・・・ 1追のく^鳳復1 ほ任停止状鯲に畠る企集冨動を少Lずつでも出口に近づけていかなけれぱ、
経鴇は堪割れしかねない.・・・・感染抑制に時間がかかり、軽済の取緒が摂引けば復元力が損なわれる恐れも島る.量橿を桑り越えたとして亀以前と全く問じ風景が腰るとは曜らない.感殿症のグ
ローバルリスクは常にそ二仁ある.医療濫盤を甍えてウィルスと持久戦を続けながら「水面下」の軽癌を立ち上1,直す。新常餓への憲応力をいち早く穰立Lた国や企業二そがポストコロナの世界のけん
引役になるはずだ.

口中国はいち早く回塩に向かうが,・・中国、日本、米匡ノ生崖.捌費(折れ線グラフ)/新規岳染者数【棒グラフ)ノ習近年国家主席:「(輔型コロナは)甚本的に抑え込んだ」(3月10B、黄漠市
視寮).4月に入うて武疫の封頬解除、安都署三首相.「感染者の減少が十分なレベルとは言えない」(5月4日、記者金見)一緊急事麺宣言を5月末まで延長、トランプ大絞領:「経済を槌舗させなけれ
ぱいけない」(4月16日、記者会見)一感染者の少ない地域から移卦制限概和へ(一覧)〆

(2)2020年(令和2年)5月8日金准日日本経許斬聞焦1面連載特集記事 rコロナ出口は見えるか 2」
1コロナ出口は見えるか 2 茅2波防ぐ総力轍未踏の「検査1日2000万件」」

「検査能力が飛躍的に諸化される」.オーストラリアのハント保健相は4月末.紙型コロナウィルスの封じ込めに室数を示した.豪実案寒を纒じ、中国製の裳査キット1千万価を胴達できたからだ.その
敷ほ全豪人口の4割に達,る.闇■は厳しい外出緩制や傷權措匿が効言、1日あたりの新規感染症が10-20人台まで減った.制眠解除を探る段階で高えて緊張風係に高る中国を競るのは.感泉拡
大「第2波」を恐れているためだ.軽蓬再開の道を探る米厭も健様だ.安覇に制醒を耀めると日割とされる軽症の感染者が再びウィルスを広めかねない.米国は1白の検畳を23万件から29万件1=増
やし、ドイツもと頬みする.悩ましいのほそれでもりスクを払拭で嵳ないことだ. ha2千万件」.ハーバード大は4月20日、米国の挨査撤を7月下旬までに100倍にすぺきだとする提言を公嚢した.無
症状を禽め毎日国民の64Eに検査を楓り返ず計算だ.感染者ナξけを隔離・追跡できれぱrB月までに軽済を完全「=再開できる」という.モの費用は2年聞で最大3千惇ドル【約32兆円)だが『軽病停止に
よる月1干億~3500憶ドルの換失より安い」として政唐に大胆な覚悟を迫る.官民逗携であらゆる手段を講じる必蔓がある.た雌L、検査拡充だけでは出口は見えない.カギは医療体制の強化だ.
欧州でも数死率の低いドイツ.政府は「死者100万人」の最悪シナリオを3月に擢き、医療体制の能力拡充に動いた.10万人畠たりの集中治療室ⅡCU)病床は29床と、イタリアの2倍登だったが、1CU
新設竜仁1床ごとに5万ユーロ(約580万円)を出ずと決定.乾数を4割増の4万床にした.日本1=どラか.1Bの検畳數は憂大9千件台.10方人島たり10U病床數は4床ι受け入れ体制は脆聯で、鮭
療体制の崩壊は目の前の現実だ.多数の臺者を収容する敦急病読で相まぎ集団感染が発生。畳け入れ拒吾が広がり、4月下旬のたらい回し件數は主な消防本部で前鼻問期の倍に増えた.たらい回
しの愚者を受け入れてきた千素県内の大病院の敷急匿療医師は語る.「うちもいつ院内感染が起きてもおかしくない」.交換すぺきマスクは1臼1牧.防耀服も足りないという。対応が遅いのは郁道府
県に撞隈を与えながら、●と声治休で責任を押しっけ合う状況が読いているためだ.検査の毘間委託を渋り.良間病院に大胆な物貴・資金支擾もない.韓国が挫力な司令堵を黄き、大量検峯と専門医
療の両輸で危機を回避したのとほ対照的だ。中国・武漠では都市封鎖後も感染が拡大.2月仁2万人が同時に入院L、重症者は1万人に連したとされる。「周じ事鰍が米●の都市で起これぱ対応でき
ない」(推計Lた米研空チーム).ましてや対応が後手に回る白本はひとたまりもない.英キングス・カレウジ・ロンドンの渋谷健司敏慢は、今後も都市封鎖を避けっつ犠牲者を最少1=するには1中,軽症
の盛者向け専門懐院や塵晴の治痩施設も必要」と訴え、挨査や10U拡充にとどまらない矢鞭ぎ卑の封策を求める.最初の出口が見えても、コロナとの戰いは続くことに日本の自寛は乏しい.
口米国ですら.なお検峯数は足りないとされる米面、イタリア、ドイツ、韓国、日本/1日当たリ検査數(平均):3月8日の週:4月26日の週(0-25万件:棒グラフ)/票計死者勲(6日時点):7万

3095人.2万9315/、、 6993/、、 255/、.、 543人/ 10万人あたりICU痢床数:34.7床、12.5床、 29.2床、10.6庄、4.3床〆

(3)2020年(令和2年】5月9日土曜日日本経培新聞第1面連載特集期事 rニロナ出口は見えるか 3」

rコロナ出口は見えるかき危機脱出、急がぱ回れ財政負担歴史的*準に」

米国の労融者の6~7人に1人が胤を離れ、失案保陰を申請している.6月2日までの1週間の申請件数は継桜分も含めて約2600万件に上った.失寒者への支軸額などを仮定ずると、この申請敷が
向こう1力月続いただけで、保陰財政の負担は1千億ドル(10.6兆円)堆す計拝になる.斬型コロナウイルスが拡散した伍機制圧八、各幽は糸目を付1ナずに財政支慢を拡充してきた.特に米匡の動き
は迅速かっ巨額だ.すでに3月上旬から4回にわたり、合計3兆ドル弱の財政出勵をまとめた.さらに大型誠税やインコラ投資などの追加柴血"兆ドJし規複に及ぶ可能性が畠る.国際通貨善金(1MF)
は、米国の2020年の財政赤字が国内総生崖(GDP)の15"を超すとみる.5~946の日鰍と比べて突出し.碆去をもしのぐ.米雛金予算局(ceo)によると、米政府債務のGDP比は21会計年度末(2
1年9月末)1=108"に連する。第2次世界大戦後の1946年塵宋a06帖】を超え、最高となる.軽廣活動が一斉に止まり、腰用械持の支擾は急務だ。米政府が中小企業の給与を肩代わり,る融隻
枠は4月物めから2週間で底を突き、すぐに倍増させた.モれで毛潜在的な失業が広がり、尾用を守るための財政支出は右度上がりで増える.ドイッでも、申請ベースで1千万人超がウルッアルバイトと
呼ぶ時短勤務制度を使い、政府から責金補助を受ける.数兆円の財政負担になる可能性力ξある.緊急事態堂言が砥長とな0た日本は、休実者による失業手当の受軸を特例で認める方向だ.100万人
規換で受靴すれば、月に最大2600億円が労働保験特別金計から支払われ、国の財政負担も増す。すでに巨額に勝れとがった財政負担は一段と膨らみかね孝い.モんな恐怖から各国1*経儕對韻
の禦捻を念ぐ.だが感染の再拡大を招けぱ、結果として財政負組もより重くなる.モれを遷1,るには、軽許に一定の制約を誤サ必要が布る.その分、雇用雑持などのため封政にも負荷がかかる.最悪
のシナリオぱ斬型コロナ燈槌の出口が見えないのに、財政緊縮「=動くこ七かもしれ枇、。1930年代、世界恐慌下の米国ぱ公共事案の拡大などニューディール政策でいったん景気浮掲に成功した.しか
し財政繁縮を急ぎオぎ、再びマイナス戒長に雌った.急がば回れ.結局.財政面で燈操から脱出するには、牡金の不安饗素を敢り隷き、戒擾力を取り風すほかない.大駄後、米国は生人税減税や生
産・価格枝制の廃止で民闇活力を引き出し、軽躋を成長軌道に桑せた.政府債務のGDP比は46年塵末の106,6から35年蜑1二25,6にまで低下Lた.感染再拡大の不安を払拭し、ポストコロナの世
界での成長モ〒ルをいち早く確立する.そんな■が財政の重荷を払拭し.世界をけん引する次の主役に説り出るはずだ.
口新型コロナ関連の景気射策で各国とも財政赤字が拡大対筑規襖(兆円、數矗)、GDP比("、数表)、財政赤字GDP比(闇、掃グラコ)t 米国(310.8、13.6.ー)、ドイッ【75.3、18.2、ー).

白本(78,フ.14,3、ー)、英国〔37.0、12.6、ー)、フランス(27.4、9.5、ー)、イタリア(18.0、8.5、ー)〆

(4)2020年(令和2鼻)5月"日月曜日日本軽隣新闇第t面連叢特集記享 rコロナ出口は見えるか 4」
『コロナ出口は見えるか 4 窮地が促す学び改革教室から消えた13偉人」

1多くの生徒らの学習が遅れている.学校再聞の決定は簡単ではないが対応を急ぐぺきだ」.国適教育科学文化犠闘(ユ木スコ)のアズレ事務局長が4月末.声明で訴えた.新型ニロナウィルス対策の
全国的な休校は17フ力国,地壊で続き、全世界の72"、約13悼人が畳校できていない。学力格差への艦念が各国で強まる.T1日から段階的「二学校を再開するコランスのづランケー」轍脊相は「休
蚊を続けすぎると伯宅の学晋理境の違いで)格是を助長する止強調.小学校ぱ1学級15人以下とし、校内の財織を決め接触を減らすなどして感染を酷ぐ.オンライン(這隔)授業が広がる米国では、
インターホツト環墳が整わない憲塵の子どもの学智支提で官昆が連携する.カリつオルニア州はグーグルからバソコン4千台の提供を受け、生徒に配った.中国でもオンライン会置システムを使った授案
が拡大中だ.ネウト通販大手、アリババ焦団のシステムの利用突績は約14万校、1偉2干万人規模に上る.4月22日時点で小中の95"、富按の97"が休校Lてぃた白本.自宅学智は紙の教割が
中心で、公立小中高校など豹2万5千校の96"は問時双方向のオンライン指導ができていない.「子どもの勲彊習慣がな(なウてしまった」。夫と共働きの棄京都内の女性【40Ⅱ'焦りを募らせる.小5
の次男が頑う公立小は2週間に1度、宿翻の進み具合を報告させるだけ.一方、私立中に通う長男1*這隔学習で以前と悶じ鉾間割で勉強を続けている。足踏みの背景には数育のデジタル化の遅れが
ある.経璃地力開発槻楕(OEOD)の2018年鯛壹によると白本の15鰻生徒の8割が学校でデジタ」曜尋を利用Lていない.学校の情報化を烹ってきたツケが出た形だ.出口に向けては重層的な験
略が饗る。感染予肪を撤底しての学校再開と再休校に傭えた遭隔学習の理境豊備は不可欠だ。政府内では学智の遅れを取り戻L、学事歴を国際黒準に合わせる笈として「9月入学.始業」の詮点整
理も峯む.移行には課題も島るが、社会全体でグローバル化に向けた青筆を抜本的に誠論する好提だ.米ゴルッキングス研覚所などは学校や大学の4力月問の休校により、若嵩の生涯取入減少など
を通じて米即が将宗的に被る錘ま狽失が2.5兆ドル(250兆円)、年間国内雑生廐〔GOP)の12,'に上ると鼓算ずる.各血はこうした享態を懇含L、轍青の再楕蔓を進める,韓国は休校中、小中高生
に幣報端末など2B万3千台を貸与.低所得似燕の約17万人にはネット通信費を支慢Lた.緊綿財政で撒育予拝を附0てきたイタリアも遣隔数育の推進に8500万ユーロ(97憶円)の予算を確保した.
「危橡をチやンスに亥えたい」とアゾリ^教育相.日本も社会韓がかりで学びの保障に取り組む覚悟がいる.
口主要置の自宅学冒支提や学校再開への取り組み米国.英国、ドイツ、フランス、中図(文聿、記述表)
口全国的な休校掻置をとっている国・地域敷仂国・地羊、敷、祈れ篠グラフ)ノ影妻下t=ある児量生徒らの数(惇人、棒グラフ)〆

(6)2020年(令和2年)5月12日火曜日日本軽請新聞焦1面連叢特集記事 rコロナ出口は見えるか 5』
rコロナ出口は見えるか 5 r非棲触」が斬榔準に安全確保にもがく企業」

米敗で外出規制などを堤和する動きが広がる中、企集力停禁再開へ動き出した.ただ、斬型コロナウイルスの蒋流行への不安も根強い.正常化へのハードルは嘉い.世界で80万人岨の従業員を
抱える米アマゾン・ドツト・コム。ジェワ・ベゾス最高軽営責任者(OEO)1*全従業員を対象とした定朔検景を堂言Lた.検峯鯱力を整えるには時間も費用もかかるが、「試す価値は高る」【ペゾス氏)。米園
では従業員が悠染した珊合の宰棄主の佳的責任を巡る諾諭が活尭になる。感染者が出るたびに事業看の責任を追及されては亭業活動に影響が及びかねない。全米望造案者協金は享業者の責任範
囲を制隈するよう傑金仁求めている.意識するのはコロナとの長い闘いだ.企業はコロナを前提とした新しいもの作リや亮り方を探る.人と人の棲触を遭けるrタ"レス(,廉触)」がその手立て七なる.
トヨタ自動車の米国の工場では、約3万2干人の従業員がタウチレスな環境に身を置く.工場内のフロア仁張り巡らされた黄色いテープが.従業員問土が約1.Bメートル以上の距薑を保つように促す目
印だ.一都店仙再開に踏み仞った米斉貧店最六手メーノーズでは化粧品カウンターで店黄が頚宅にメーキャップをするサービスを停止Lた,りアルな按客はネット通販に対抗する最大の武艇。壬の強
みを消Lてでも店を開く.7日には米寓級百貸店=ーマン・マーカスカ倣綻、米衣料品チェーンのdクルーも行き詰まった.世界の上場企業を対象にした鯛査では5割の減収力佑力月続けぱ2割近い企
裏で手元資金が枯渇する。小売りの現矯はタツチレス頼みで日註を稼ぐ正念場が鰹く.当面の危槌をしのぐタッチレスだが、異い目で見れば業務の進め方や会社のかたちを壷える力を粘める。 3月、
中国量漬の工場から設備の保守作案の蔓謂を受け、修理手瀬を説明する勵画を顛客に送るなぞして対応Lた半導体駐置大手の〒イスコ.現地出張が当たり前だウた作業で費用と時闇を筒約できたこ
とで、「コロナが終わっても綬ける二とになりモうだ」と闇家一鳥社畏は期待する。最先蟻のIT堵末が必要なディーリングJレームなどを抱え.在宅動務が駐Lいときれてきた壷融案界でも英金融大手バー
クレイズが約8万8千人の従業員の2割Lか出社Lなくても案務をこなせている.ジェス,スティリーCE0は言う.「ひとつのビルに7千人を憐かせる青え方は過去のものになるかもしれない」コロナ危撹
は人の無駄な勤きを気づかせる契槻にυ'ウた.従集員や顛客の安全確保という斬たな制約にいち早く対応しながら、生崖性も寓める.モんな企業がニロナ後の殻争を制するはザだ.キャッシュレス決
済やテレワークの導入なだに出遅れてきた日本企桑は対応を急ぐ必要がある。
口労轡生産牲に見劣りする日本はタッチレス化でも遅れ米国、ドイツ.フランス、英国、白本、韓国ノ時間当たり労樹生産性(2018年、ドル、數峩).74.フ、72.9、72.2、60.6、46.8、3B.フ

/キやツシュレス決済比車【2015年、".棒グラフ)/テレワーク埠入阜(米国.韓曇、2016年、萎.独.仏'2010年、日本.2016卑:従業員100/、,以上、孔、捧グうフ)〆
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(6)2020年(令和2年)6月14日木曜日日本経ま新聞第1面遠載特焦記事「コロナ出口は見えるか 6』

rニロナ出口は見えるか 6 未秦への投資今こモ推望のワクチン開発」

1オベレーション.ワープ・スピード」.米トランプ政権が打ち出したワウチン聞鼻の斬戰略だ.第2撫世界大戦中の「マンハッタン計回」にならい,企業や政府嶺関を就動員。通常は数年かかる聞鬼期間を
大幅に箱める.き日、トランプ大統領はテレビ書組で「年ままでにワクチンが手に入る」と鯉明.全■戻分の敷倖本を供給ずる目樟を掲げた.ワクチンは体の免疫反応壱引き出し、ウイルスの感染を阻
む.感集拡大を抑えつつ行勘制隈を耀めるには、免疫を持つ人を増やすしかない.聞廃の行方が世界軽済の命運を握る.世界保置機開(WHO)によると5日時点で開発中のワクチンは100種類を超

える.ヒトへの雌床試験(治験)に趣んだのは8種頬ある.今やワクチンを診もが持ち望む.だが、感染症対策はワウチンが最後Φ砦(とりで)になると分かっていながら、今までは危機意襍が低かった.
「コロナのようなRNAウイルスはりスウが高い」.2年前、米ジョンズ・ホプキンス大学はワクチンの粥えを訴えた.パンデミッケ(世界的大声行〕に対抗する技栴の芽はあった.ウイルスのRNAやDNAを
といった遣伝物質を合成し、体に投与Lて免疫を高める方法だ.ウイルスの培妻がいらず、4~5年かかるワクチンの開完難聞を火幅に疑綿できる.米モ〒ルナや独ビオ^ノウは、1力月程崖でワクチ
ン候補を作る技術を持つ.ワクチンを供給するグローバルな生崖設憎や国際槌点を2年前から塩偏Lておけぱ.直ちに製造に取りかかれたかもL才け'い.ところが各国の予算は少なすぎた.日本糎済
新聞社が出貴するアスタミューゼ(東京・千代田)が日米英中の島染症聞連の研覽開発予算(之018年)を鯛ぺると、米国は75億ドル(8000偉円)、中皿は63偲ドル(5600億円)、英閑は5偉BO00万
ドル(620億円)、日本は5偉3000万ドル(560億円)だった.「今亀.世界で1000万人以上を段すなら、モれは畢サイルではなくウイルスだ」.米マイクロソフト創業雪のピル・ゲイツ氏は15年の講演

会でこんな言紫を残した。墨簾通貨基金【1MF)は、20年の世界経藩の戒長串予謝を1月にブラス3.34●と見込んでいたが、妬型コロナの感染が拡大Lた蜑にマイナス3,6へ引き下げた.単純計算で
日本の経癌規槙に匹敵する約500兆円の軽湊損失が生じる.1貼にあたる5兆円でもワクチンの開鼻に充てていたら、損失を回逆できたほずだ.新型コロナ取棄徒のr新常鱸」では、まず感染症を甘く
見た過去との決別が必美だ。ワウチン開覺や治療、検査休制の確立で各蛮は速携L.どんな感染症にも立ち向かえる国際協調の梓組みを整えるぺきだ。今こモ未来への投責力球められる.

ロワウチン・治療藁の靭究聞発費1ネ増えていない各国の研窒開尭賢1罫占めるワクチン・治探藁の研覽開馳費繋国、英国、中国、日本(2000年一2018年."、折れ線グラつ)

4,2020年(令和2年)4月一日本経法斬聞【オビニオン】 1D..P I"ヨ1'趾.FINANCIAL TIMES--opfnlo/<グローバルオピニオン>、 r中外時評】 1

(1】 2020年(令和2年)4月1日水曜日日本軽晴斬聞焦6面【オピニオン】 1FIN剛CIAL TIMES --oplnlonl

r債理問う斬型コロナ封策」チーフ・エコノミクス・コメンテーターマー,イン・ウルフ

コロナウイルスはただひたすら自己堆殖しようとする.壷々はモの増殖寺食い止めようとする.ウイルスと異ナ'り.人闇は道択をする。このバンデミック(世界的流行)はいずれ峡わり、過去のものとなる

だろう.だが、どのような過程を経て帳わるかで世界の布リ方は壷わっτくる。このようなパンデミックの尭生は100年ぶりだ.ELて今回は、スペイン風邪が各地を喫った1918年とは異ナ'り、平和で、空

前の富を享受Lている世界に見生した.嚢々はうまく対処Lなけれぱ.嘉い方向へ向かう転換点となる.正Lい判断を下すためには、選択肢七モの憐理豹な意昧合いを理解する必蔓がある.裂々は今、
国内と国外において、いかにしてウイルスの感染拡大を止めるか、壬のために経湊停滞をどこまで許すかという決断を迫られている。高所楊国が迫られている最も重要な快断はウイ」しス盛染の食い止

めにざれだけ力を入れるかだ.そして、決断Lた嶋合のコストを雄がどのようにして背負うかも決める磨要がある.一苛には.ウイルス感染を食い止めるために軽儕を恐慌に陥らせるのは間這いだと主
張L続けている人もいる。装らいわく.これは不要な混乱をもたらす.極燭な移動制鯉などでウイルスを食い止めるのではなく.ウイルスを比較的自由に拡触させれぱ、「集団免疫」を達成でき、経磯活勘

だが、この比較的レッセコエール【自由放任主薫)な「緩和」筑をとったとしても、都市封鎖など断閏とした「抑制」繁をとった嶋合よりを雑持しながら、なお貴輝を弼者に集中させられるとしている.

軽躋がうまく回るかどうかは定かでない.各国政府が郁市封執に踏み切るかなり前から、多(の人は蝋行をやめたり、レストランや映圏館.店に行くのをやめたりしていた.ウイルス匪染を抑制し、新規墨
染看の検査ι追跡でコオローアップする断匪たる対攘は、堤いやり方よりも、今後避けられない不況を早(終わらせられる可能性がある.かなリ確実だと忌えるのは、抑制筆をとった方が、世界の医擦

休制がはるかにうまく対応できることだ.英インペりアル・カレッジ・ロンドンの「C0ⅥD-19(斬型コロナウイルス岳染症)対策チーム」は、耀和笈を起用した場合、病院にコロナ愚者が椴到するため、英

国と米国の医擡体制では寓酷考を中心とする盛染者が治塞を受けられないまま死んでし、くと主蒐している.中国政府が断型ニロナの発生地である湖北省であれほど柳制策を撤庄Lたのは、恐らく中国
全土でこれが起きるのを防ぐためだうたのだるう.中国でさえ許専できないほどの悲惨な極庫被害を、英国や米国が許容できるだろうか.しかし、批朝的な掌見も正Lい.経済の六蕊分を畏期にわたっ

τ止め軽けることは不司能だ.'もL抑制集を試すのであれば、早急に戒功を収めなけれぱなら,'、ウイルスの復活を阻止Lなければいけない.中央鯉行と政府は、できる隈り多くの経湊都門の活動を粧
持し,生塵能力もできうる限り確保することを目指さなけれぱいけない.そして、国はどのような形であれ、現実的な手法で一般市鳥、特に鵬雪を手厚く保族Lなけれぱならない.国家間の連帝を、各皿

内の連帯と周じくらい強くする必要がある.金融不安と迫りくる景気徒退(恐らくは恐慌)は.新興国と鼻展造上国に甚大な被書を及ぽす.国際通貨差金(1MF)は、投資家がすで仁断興国から830億ドル

ごれらの国は、国内でのウイルス感粂拡大と内需減退と悶峠に(約9兆円)の責金を引き掲げたと述ぺている.多くの斬興即、造と面が依存Lているコモ〒イティー(南品)の価格急幕も激Lい.
職わなけれぱならないが、こうした国が国内外から生じる圧力に対処できる舵力は腹られている。その結果、とてつもなく大きな経儕的、牡金的惨享が生じるかもし巾プよい.1MF自偉がすでに、80件もの
緊急金融支侵要鯖を受けている.新興盟と趣上国の封外資金不足の雑額は恐らく、1MFの赴貴能力を大きく上回るだろう.高所得国がウイルスの抑制と自国経済の撒済に成功すれぱ、こうした脆弄
な国は感烹を受ける雌ろう。だが、短期的には.その恩恵を享受できない.斬興苗、途上国は塞くの皮侵を必饗とし.こうした亥橿はすべての国の景気回蝮も債押Lする.ウイルスは万国共通の課駆だ.

迫りくる世界不況も伺樺だ.現実的な封弛を貢視し、連帯が●須であることがわかれぱ、手厚い支操は正当化できる。ユーロ圏内でも伺じことが言える.通貨同盟の決建的な特貴は、個々の加盟国が
財政の自主性という保険と自国通貸を放棄L、集団的な休制を選んだ巳とだ.世界金碓危提の際捻、巳の体制が多くの加盟国の期痔を裏切った.ただ、ユーロ危概の場合,倫隆酌な観点から艦抽すれ

ば、大郁分において自業自褐だったと主彊する二ともできた。一方、二のパンデ三ツクは誰の責任でもない.毛L、ユーロ圏が二のような量犠で連帯串を示せなけれぱ、モの失敗は忘れ去られることも許さ

れる二ともないだろう.悔は漂く、下手をすれぱ致命的になる.誰の責任でもない危提において目に見える連帯がなけれぱ、欧州銃合プロジェケトは道兼的に死に、実際ついえるかもしれ,'い.
さらに、国境を趣えた支擾について喬えぱ、金鹸面の支侵のみなら,'、医療面での支擾も●要だ。極めて重要なのは、医療物貴のサプライチェーン(供軸綱)を寸断Lている輸出規制を打ち切ることた'.
素い、煮々が今対時している感染症は、先担の暮らしを鞭り返L破壊したぺストほどひεくない.それでも、今生きている人が性も軽験Lた巳とがないものだ.巳れは、確かな惰熱に甚づく判断で対応Lな
ければならない実腺釣な課題だ。だが、倫理的な課題でも畠る。煮々は、今後下さなけれぱならない決断の両方の側面を記蹴宇べき雌。指導者は、藁ち兼きをかもし出し、理性を駆使するか。菰々は

経房的な打撃を最小隈に抑えながら、病氣に打ち島つか.最も弼い人や■が守られるようにするか.敵意よりも遭帯を、内向きなナショナリズムよりも世界的な責荘を選ぶか.そしてバンデミック後に、以
前より是い世界ではなく、良い世界を後世に残そう巴するかーー。ウイルスとは興なり、人間「=は選択肢が畠る.ここはうまく遍ぽう.

ロイラスト J..".季 F劇・'U.0門/FI"."CI.1Tf'竹.尋(25日付)
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頬型コロナウイルスの墨染が拡大してから、よく耳にした言葉のーつが「不要不急」だろう.そ二でふと疑凋が浮かんだ.日本経濱の中で不要不急とはどれぐらいの軽法規棲なのかと.阪神タイガース
優勝やオリンピウクなどの軽済効果を莫出,ることで有名な馴酉大学の官本腸浩名讐椴授に聞いてみた.r実は過去1=積算を試みたが、雑引きが鯉Lく.数檀をだしづらかった。ただモノ・サービスの大

半は不要不急で、逆に医療、交通、食品など必需品の方が隈られてくる」政府が緊急宰鰹宣言を出して以棄、スーパーや膚店街などの小売店以外、峠まりかえつた軍京、改めてB本鉦儕が不要不急

の世界で回っていたことを実感亨る。分け方にもよるが、量大の産換が余電だ.レジャー白書によると2018年で約72兆円に及ぷ.アウト1,ア・ランニング用品やフィウトネスウラづ、ゲームセンター、カラ

オケ、観光、膏稾・動画記信などで栴成される.これだけでも約300兆円の韻人消畳の約4分の,を占める.000 余暇の対象と重複するかもしれないが、木要不急と首われる崖業の規犠を高げて
みよう.フフッシヨン関連が約10兆円、外食産案が約25兆円、百貨店が約6兆円、商用庫を除く必要が畠るが、自動章の国内販亮額1=約9兆円.カー用品やアフターサービスを入れるしさらに膨れる.
家電は約7兆円強だ.20兆円を超える食品にしても楽しむために食ぺるものもある.疑済が戒熟化すると、生括必需品や社金インコラ賛用の割合は低下する一方.不蔓不急の捌費の比率は高まる。

試解を恐れずに貫うと、経済はぼぼr避び」でできているのだ.ホモ・サビ里ンス「まホモ・エコノミクス【経垪人)であり、ホモ・ルー〒ンス(道ぶ人)でもある.「堀と退屈の愉理学」(■分功一朗氏薯)という
斂輝葡に話馴になった本が畠る.そこでコニーウな説を紹介Lている.人類が避馳生活から定住生活1こ尋行するには3つの課矧を解決する必要があった.モれがごみ捨てとトイレ、モして退亜の回避と

いう。素しみがないと、人は共悶休の牲序を守れない。だからこモ、高度な茎術や工茎晶を発逢させナニといラ.現代の経務は、まさに「退屈Lのぎ」1こ一役買う畜品サ・→ξスが塙費をけん引Lてきた。高

級づランド、永遮に最高出力を尭揮することのないスポーツカー、寓画質テレビ、推しのアーティストのライブ、遷区のフレンチ、大衆居酒屋、棲客を伴ラ桟の飲食業、旧モデルと擾舵がさほゼ窒わらない
スマートフォンー・・。とりわけ近年は消壷二ーズが多様化L、ニッチ化した.百貨店やニンビニエンスストアなど流通崖案が寡占化する一方で、智店やワリーランスなどが活屋する場が広がった。マス0

rニッチだ大半が「遊び」で、なくてはならないものは少ない.だが全体でみれぱ、敷々の遊びが豊かな軽済社金を支えてきた.政府はこうした概済の特徽も踏まえ、紐許対集を蹴めてほしいところだ.

00 今後も経済は不要不急、あるいは避びなしには語れない.ただし斬型コロナウイルスの出璃によって、慣れ韻Lんだ消費行動に窒化を促すのも闇這いない.昔は嘉かったでは先に進まない.今
は酎えながらも「アコターコロナ」を見据える時でも畠る.逢去に例のない外出自粛や在宅勤務に伴う今回の軽験で行動寳容が起きるだろう.そのーつが会社を中心に育まれτきた「社用本位消費」で

はないか.テレワークが広がるからで、文字通り斜陽化する.例えぱ通動に欠かせない化粧品、スーツ、ブランドバッグなどの市場は縮む可能性が高い.白本創生投資の三戸政和社長は「自己頴示敬

を満たすだけの消費は洞えていく.ブラディイングや営案に投貴が傭っていた企案は測汰される」と1討.事実、アパレル最大手のオンワードホール〒イングスは昨年に続いて4月中に700店の追加閉
店を明らかにした。オフィス街は閑散として、年度讐わりの歓送迎会に代豪される「歓みニケーション」も成り立たない。〆ーカーにしても廣通t=しても大がかりな販促と集客、「足で稗ぐ」大量の嵩案ス

タッフを抱えるビジネスモデルはすでに壁にぷつかっていたわけで、さら「二状況は悪化する.三戸氏の言禁を借りるならぱ「営業はいらない」といラわ1"'.000 博報堂買物研究所の山本崇士上

席研覽員は「離れていてもつながることが重要」と擢楠する.代襄的なの力偏客と直接ネウトで結びつくrD20(ダイレウト.ツー、コンシューマー)」ブランド.食品や化粧品.衣料品まで広がり、独自の社金
的便命と世界観、くせ1=ナ'る顛客体験を弐嘉に清鬢市場を広げている.社金不安血電まる中、佃人に強いメッセージを投げかける企集に支持が集まる.気光崖業にも問じことが貫える.大型連休時や

インバウンド穎みではりスクが大きい.観光シーズンではなくとも鳳客との醐係を藻める乎立てが欠かせない.既存の韻光資源に加え、独自の映像コンテンツ、地先とコラボLた商品なだ織光を起えた鴛

合型サービス業への脱皮だ.今回は急激な隻化で対廊できなかったことは責められない.せめて今回の苦しみを精にぞんな扉境でも生き残れる戰略をっくっておきたい.
ロ(図示:【価人洞費【年闇約300兆円)]消畳支出の内訳をみるとー・(煮計鯛晝.2人以上の勤労者世帝、2018年)食料、交壷・通慣、椴養・娯稾、光熱・水道、敏育、住居、被鳳および雁き物、交

際費なぞを含むモの他/【r平要不急」が個人消費を支えてきた]・社用型・業眠酢新型コロナ0 行動壷春が加速・D2C・嵩集不要論・テレワーク)〆
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ウイルスの大きさは100ナノ〆ートル.1センチの10万分のーしかない.光学頻微蛾では捉えることのできないこの小さな生働休に、わたしたちはなぜこうも翻弄されるのだろう.斬型コロナウイルスの

災禍があ0という聞に世界を硬った.地球上の生命にぱ2つの潮流があるといわれる.ーつはDNAを遣伝チと,る生き物たち.頂点に立つ存在が人間だ.もうーつはRNAを遣伝子とする生命休。新
型コロナウイルスは、インフルエンザやエイズ、エポラといった、,980揮前後から、人類を脅かしてきたウイルスと伺じ抑間のRNAからなる. DNAもRNAもどちらも生命の源とされる遣伝情報モのもの
だ.しかし.本質はむしろ対極に畠るといえよう. DNAは二重らせんの栴造のおかげで.遺伝情糎をコピー(複輿)する際のエラ^正し、忠実に伝える.安定と秩序を重んじながら、連綿と次代に生
命を引き鞭いでいく.このため進化はとてもゆっくりとしている.000 一方、RNAは修復樫能を持ち合わせていない.自らの惰報の正硫さにあまりこだわらない.宿圭の力を惜りて白由自在に寳化
【変具)を繰り返ず.こうして人闇の免疫をくぐり抜け、子孫を絶やさないようにする.新型コロナの遣伝子〒ータがウェプサイト「ネウストストレイン(N.xt卑".1")で公開されている.世界の馴学雪たちが愚
者の検体から揺た〒ータを旋々と投稿し、ウイルスがどのように世界に広がり、隻具・進化Lているかを追いかける.系統樹で表現されたその軌跡を眺める七、わたしたちの祖先がアコリカ大腔から「ま

かの大陸に移リ渡っていったような様子が淳かび上がってくる,人類学考で国立斜学博物館副館長の複田謹一さんは「人顛が世界に拡散するには6万年かか0た.モれを新型コロナは2ケ月で成L遂
げた」という。痢庫性を保ちながら、すさまじい寳わり身の早さを持つのがウイルスの特徴だ.俵学や判学の力を手にした現代人だが.ウイルスの進化への寅歓さに圧領されるのも仕方がないのかもし

れない.人顕と感染症との歴史を握り返ると、文明をも梱るがす苦闘が畿度も鰻り広1チられてきた.最も有名な疫剰は中世ヨーロッパを磐ったぺストだ.人口の3分の1の嘱牲者を出し、極端な人口轤

1凝躋は「遊び」自粛を粗に』編集委員中村直文
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rウイルスは世界を変える」楯集委員矢野寿彦



から社会基盤がぐらつき封建制度の醐壊につながった.不治の痢を前に人々の心のよりどころだったカトリッウ撒会も無力だった.結果、索椴改革やルネッ→ナンスへと進夏、中世は幕を閉じた.美熱童
はアステカ帝国を滅ほし、大英帝国が=レラを世界に広げた.航1次世界大戦下、当時の斬型インコルであるスペイン風邪が大讓行し.著い兵土が次々と病に倒れ終戟を早めた.000 バンデミッ

クは時代や社金を大きく変える力が布る.飢優や侵略、轍争といった混乱に桑じて駆染症が勢いを増し、大賓革の時計を早回Lするのかもしれない.新型コロナ禍でも世界のひずみがあらわになったと
いえないか.トランプ政権は失政への枇判をかわすため中国たたきをエスカレートする.欧州では差別や価見が肋長され分断の演れが加速した.貿易戦争や格差閻胆、ボピュリズム(大衆迎合主養)と
いった世界が直面する課題は新型コロナ出現の前から起きていた.社金や人々が不安の淵に追いやられr漕晝」から「顕在」に査わった.4月上旬ノーペル賞学者の本庶佑さんにインタビニーLた.モ

の時の言葉がとても印象的だつた.rどこの国がぬかるみからいち早く抜け出せるかの鰻争だ」.コロナとの戦いをどう制,るかが、コロナ後の世界の政治、軽講、牡金の行方を左右するに違いない.

台湾はバン〒ミック前から坐局が惰報取集L、〒ジタル技斯をと手に便いこなして流行を食い止めた.斡国政府は中棄呼吸罫症候群(M肌S)の敦訓から統制のきいた封策で封じ込め.国民の信頼を
腸ち得た.官昆博力による横査を徹庄したのがアイスランド.人口島たりの感染毒敷は世界でずばぬけて多いが、死亡者數は極蛸に少ない.隈性者の半分が無症状であることを空き止め、鼻市封韻

を免ナ寸乱 000日本の対応はどうだろう.數字だけみると、考のと二ろ感染燭発には至っていないが、感染者ぱ徐々に増えており、現状をきちんと反映しているのか疑問だ.検査の不撤底や硬直

的な医療体制の方t=むしろ不安の目が向く.緊急享館宣言にういても.政需は何がどうなれぱ解除するかの判断基準をはっきり示していない.有亭の舎だからニモ.情績と思惑ではな(データに濫づ
く科学的な誰諸を経て決断すぺきだ.あらゆるデータほ透明性をもってみなに開示されなけれぱならない.ドイツは漬行を見るキーワードにもなった「再生塵數Π人の感染者から何人に感染Lたかの

檀)」を制隈解除の靭断に使うた.一貫性があり、わかりゃすい.鸞貫の発令以降、政府は「3嘗」を遵けるため、人と人との搾触を「最低でも7割、できれぱ8割」減ら,よう国昆1二行動壷宴を求めてきた。
しかし、その政府は〒ータを有効仁活用できず、縄張り量識にとらわれ、鳩当たり的な対彪に終始する.統治システムを合理性あるものに変えなけれぱ、套化の卑いウイルスによる災禍を乗り越えるの
は鯱Lいだろう.

口郁市封類で閑散とするニューヨーク(写嵐)口顛型盛染者の増加ペース[米国、スペイン、イタリア.イラン,中国、日本、韓国](相既図)口有史以来.いくつもの感染症が人類を脅かしてき

た1天熱痩、ペスト.コレラ、インフルエンザ】(叙述)〆
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2020年3月24日、太平洋上で米海軍の空母セオドア・1Lーズベルトの桑組員捜數が、斬型コロナウイルス「二是染Lているこしが分かった。軍際は渠厚楼触の槻会が多く感染症t=弱い。1918年か

ら20年にかげて猛威を擾るったrスペイン風邪ル呼1'れるインつルエンザほ.まず巣国や欧州、そして日本の軍隊で擦行がみられた.いったん収まりかけたとしても、免疫を待っていない斬兵が入隙す
る時期になると斬兵に多く感鼎者が出た。18年まで続いた傭1次世界大戦の帳結に一役買ったともいわれている.スペイン風邪の頃は目に見えないウイルスが鼻見されていなかったので、治療も予

防毛鮭しかった.しかL軽験から、手洗いや3がい、湿厚棲触を避「ナる手法が標られた。学校の閉類も行われている。歴史人口学者の達ホ融は、スペイン風邪が世界中で多くの人の命を奪ったことから、

人類とウイルスの癖1次置界大戦だったと名付けた.現在の斬聾コロナウイルス拡大は第2次大戟といえるだろう.致死性ではコンピュ^ーウイルスよりも、生物(かどうかも權幽が分かれるが)ウイ
ルスのほうがはるかに意検だ.コンピューターウイルスで死めのは人間ではなく.コンピューターである.世界的な間皿とな?た斬室コロナウイルスの起源ははっきりしない.しかし、コンピューターウイ

ルスのぼとんどは人魯的に作られている.やがて人工知舵(N)によって作ら,、る桶顛も出てくるだろうが、今の七ころは鯵かが量図を持って作っている.間罷はぞちらのウイルスも曝填に応じて進化L

ていくことだ.進化は必ずしも寓度になることではなく、理境の中で生存Lやすくなる二とだ.そして、毛うひとつ、私たちの社会を盤いつつあるのが情無のウイルスで島る.こちらの拡散ぱおモろしく速く.
そして、尾ひれが付き,人々を信じやすくさせるという寛化の速度も極めて達い.世界保健機醐(WHO)は斬型コロナウイルスに伴う作り話を吾定するためのウェブベージを作っている。例えば次世代

通信規絡「5G」のネウトワークが新型コロナウイルスをばらまくことはない.そのネットワーク上をコンピューターウイルスが通ることは島り得るにしてもだ.しかし、わざわざそれが記鮭されている七ころを

見ると、モうした誤解が島るのだろう.惟報のウイルスには、人々が族解することによる誤情報(獣インフォメーシヨン)と、臆かが他壷をだますために出す偶惰報(〒イスインフぼ・メーション)が高る.
型コロナウイルスの出所に関,る蹴論は、まさに情報取で布る.中国政府は黄漠での盛染死者数を低く尭麦Lていたことを認め,50,6増にした.米匡政府はまだ中国政府が情報を隠していると疑ウてお

り、トランプ大航傾は、妖型ニロナウイルスの出断が堂渓の研覽所の憂いが畠ると言及し始めた.私たちの社会は、新型コロナウイルス、コンピュ^ーウイルス、ELて情報ウイルスの3つに対して+
分な免疫を喪櫓していない。斬型コロナウイルスに賦連したサイバー敦撃が増えているとされている.しかし実賞的には、今まで様々な影で人々をだま」てコンピュ^ーウイルスに感乗させようとして

きた手口が.新型コロナウイルスを口実にしたものに置き換わっているだけだ.モれでも世界中でテレワークが進み.醜弱な幽末とネットワークが使われているのでシステム侵入の入り口が増加してい

ることは間這いない。金銭目的のサイパー犯罪者だけでなく,他国の政府戦員をターゲットにし、政府の檀密情噸を狙う動きも見える.そして他■の罷乱を引き記こすような蜘情報を出す国家機Mの

存在も見えてきている.窒々は、人類とウイルスの第2炭世界大職のさなかにいるとともに、情報世界大戦1早も入りつつ罰る.1青報の自由な漬通七公開こそが、民主主華の前提七されてきた.その価憤

を揺るがオ勢力との対決が始まっている.0 慶佑大学敦擾.月1回掲識Lます.

(5)2020年(令和2年)4月30日朱曜日日本経請断聞第5面【オピニオン2】 fo..p ln邑1'ht--oplnlonl

r<グローバルオビニオン>他提でも窒わらない世界」米ハーバード大教授ダニ・ロドリック氏
トルニ生まれ.プリンストン大博土.

著書にグローバル化、国家主義、昆主主義が問時に成り立たないと主張,る「グローバリゼーションリ(ラドクス」ほか.

雌犠には2つのタイプが高る.雌も予測していなかったため儀えられナ'かった危嫌と、奏は予想されてぃて俺えておくぺきだうた危擁だ.トランプ米大銃傾が責任を注れるために何と言おうが、斬型コロナ
ウイルスの感疑拡大は哉者の郁顛に入るだろう.こうしたパンデミッウ(世界的演行)が起こる可官姓が富いことは.享門家の間ではよく知られていた.重症急性呼吸糊症候群伸ARS)や「HIN1型イ
ンコルエンザ」、中廩呼吸瓢症候群(MERS)といつた隼染症の流行は、十分な讐告だウた.置界保健機馴【W"0)は2005年、09年のSARSの流行などを踏まえ、感染症対策の国際」レールの改正を

決識Lた.米当局は19年末に中匡滋北当貫漠市で斬型コロナの胎染が確開されるより前、約100年前に多数の死者を出Lた「スペインかぜ」に匹数する拡大の可枕性を.ホワイトハウスへ軽告してい
たとの一郁憾道もあるほどだ.気候壷動聞耀と向擇.起こるべくして起きた伍樵鵡った。窯国の対応は特にお粗末といえる。トランプ氏はしぱらくの陶、危捷の大きさを軽捜した.感染考や入院患者が急

増L始めた二ろには、人工呼吸都'どの医療物責が素割なほど不足する事餓となった.州当局や医探犠醐が医擡物資の,奪戦を繼り広げる轄果を招L寸"検素やロックダウン(郁市封韻)が遅れた
代償は欧州でも高くつき,イタ」」アやスペイン.つランスなどは嵯牲を払っている。ーカ、斡国や台湾といったアジアの一郁の国・地壊は検査と岳染経路の追跡などにより.感染拡大を克服しようとしてい

る。大半の堤合、垂極は、妥国の既存の峡治スタイルから予惣できる通りの駐闘となっている.自身を過大評価するトランプ丘の危慢管理の手まが、多大な被嵜を及ぽしかね,'いのは想偉できた.トラ
ンプ氏闇様、虚栄0が強く気まぐれにみえるプラジルのポルソナロ大銃傾も案の定、りスクを軽視し続けた.中国の対応は、いかにも中国らしかった.ウイルスのまん廷についての情般を縄蕉しようとし

たが、いったん脅威が胡らかになる七資源を総動員した。ハンガリー隙金は、強桟を擬るうオルバン首相の搾隈を.期脹を定めずに大幅に拡大する法案を可決Lた.オルバン氏はコロナ危犠に桑じ、権

限強化に桑り出している.コロナ危援は、モれぞれの国の政治の主な特嶺を一段と照立たせている巴もいえる.各国は、本来の姿を〒コオルメLた状盤1ゴ'つている.こうした状況は、今回の危提が世
界の政治軽済の転換点にならない可能性を示す.世界の軌道が賣わるど二ろか.既存の潮流が強まり,問定化することになりそうだ.霊六な帯鯵が起きると.自らに都合の塵い情報を集めがちな「確

証バイアス」が生じやすい.政府の権隈強化を京める人々も、政府の役割に懐麺的な人度も、自分たちの見方力壤付けられたと墨じるだろう.国際統治の強化を求める屠なら.もっと強力な邑嘩衛生の
体制が高れぱ、パンデミウウを軽減できたと主張宇るt*ずだ.強力な国家を京める屡で島れぱ、WH0が対応を誤ったようにみえる点を指摘ずる。コロナ危提は、以前から明らかだった傾向を覆すゼころ

か.吏えることさえないだろう.ポピュリズム(大衆迎合主義)1*.さらに独裁主義の色合いを帯びる.グローバリゼーションは、国家主義に對し守勢「=立たされる.米中の衝突は続く.国寵主義的な国で
は少數の支鄭屠、権威好きのポピュリスト、国際派の封立が激化する。左堀は左派で、多くの有権者にアピールする策を細み出そうと必死にもがくだろう。(@P,0」.otsy,、dl0邑胎)

「t中外時評】 3つのウイルスとの世界大戟」客員詰説委員土堤大洋

脆弱性の克厩を A頬と新梨コロナとの哩いは「ニロナ世界大駄{WOHd W引 0)と呼ばれる。開戦を境七するTビコオー・コロナ旧C)」と「アコター・コロナ(AO)」で、世界の島りょうも劇的に褒わりつ

つ島る.朱知の疫南が各国の政治や軽ま、社金に与えた妬撃の大きさを、決Lて過小評価することはできない.もっとも、グローバル化や民主主蔓の捷退は「ec」の時代に始まっていた.強椎的で排斥
的む掻導者の台顛七、鍍らに共鴇ずる昆意の高まりが逗動Lた結果だ。こうした世界の南状が「AC」の時代に悪化し、乎の施Lようがなくなるのではないか.ロドリック氏が懸念するのも無理はない.い

まぱ.強力な岳染防止集や迅速な糎済支提策をとりやすい搾威主養園家が優位1=みられがちだ.安全保障の鯉点から自給自足経済への回帰を説くきさえいる.私たちは疫病を封じ込めるだけでなく.
グローバル化や昆主主叢の脆弱性も克服したい.ニロナ大戦は人命を敦う軸いで畠ると偽時に、大亭な秩序や価憧を守る職いでもあるのだ.{細集委員小竹洋之〕

5.2020年(令和2年)4月一長嶋斬聞【解説1 'NE艸5柚点》〔斬型コロナと文明〕

(1)2020年(令和2年)4月11日土哩日甚嶋新M 幣17面【解説】《NEWS胎点》

新型コロナウイルスが、世界で猛威を擾るつている,人の動きが止まり、各国で経済状況も激変した。私たちは一休何に見無われているのか.文明や歴史の視点から斬型コロナ禍を読み解いていく.

物回は作家の池澤夏樹さんが息素を巡らせた.

r合ラことを奪われる苦悩新型コロナと文明」作家池澤夏樹

いけざわ・なつき 1945年北淘道帯広市生まれ.

87年の小説「スティル・ライフ」で芥川賞.その鐘の作品に「母なる自然のおっぱい」【読亮文学賞)、rマシアス・ギリの失肺」(谷崎霜一郎寅)、「楽しい終末」(亭藤蔓文学賞)など.
2007年から「池滞夏樹=個人編集」として「世界文学全集」全30継を〒】行、令鼻「日本文学全集」全30巻が完結した.

全世界的な善怖の現象を、どのレベルで考えていいかわからない。もっとも身近なのは、た?た今の自分の体温であり休調である.最大懐の枠を用意Lて考えるなら、この数十億年の生物の進北史

で島る.二れが一築きにつながっている。家を出て.人に会って.仕事をするという昔通の生活の形が壤れてしまった。千供のころ、悪いことをする七将L入れに閉じ込められた.今.監禁が刑轟として

効果が島ることを世界中の人々が実感している.家から出られないだけでなく、国からも出られない.ぼくの身内の一人はバリで、もう一人はチリのサンティアゴで幽閉に近い日々を送っている.米匡の
アトランタカ、ら久しぷりに帰国するはずだった経者にも金えなくなった。宅いた被女から昔話を聞く大亭な橡金が遠のいた.日本中の誰もが尚じ思いなのだろうが、まずも0て先が見えないのがつらい。

予定していた行享が次々に中止される.ぽくの場合ならば講漬がな(なり、間わ0ていた風覧金ほ半年先に琵期され、国内の取封簾行も鯱しくなった。仕事の枠組みがずぷずぶと液状化するようで、次

の悪Lき風開をただ待っているばかり.毛ともと作家はテレワーウが本来の姿で高る.世昇のど二にいて毛執筆はできる.人に金0ての打ち合わせだって最小隈ですませられる.だからこの事箪の影妻
も少ないはずなのに、なんとも働く意歓が湧かない。ピ^やーとしてマウンドに立ってボールを投げようとしてもIB〆ートル先にパッターはいない。擾り遮?て肩囲を見れぱ野手も霞客もいない.蛭い散

歩くらいはいいだろう巴思って外1=出ると、なぜか景色が格別に美しいの雌.ぼくが住んでいる札幌は平野にいきなり造られた町だから、道が広くて空も広い.モの空がきらきらと輝いて見える。建物の軸

郭がきりっとしていて.行き交う人たちが凍々しい.ι弊れでの尋さ1 生物は個体として生きる.讐や煮のように墳界,よく広がった生物ぱあり得ない.鵡の中に液体が島るというのが梱胞の差本栴造
で、それが集まって身体となる.その一方で個体の隈界を超えるために生物は群れをつくることを覚えた.それが煮々が見ている生き物の姿だ.木は林になリ纛になる.鳥は群れて飛ぷ」魚は群れて

泳ぐ.「群止いう字に「羊」が入っているのはそのためだ(ついでに言えば「美」がr大きな羊」で畠るのは人闇の歓望がそのまま現れているようでほほ笑ましい).鮮れは強い。ばらぱらでは捕食されたら

モれっきりだが100餌いれぱ対抗できる,1餌を犠牲にして他は生き延びられる【また文字を読み解けぱ「掲」も「牲」も「牛」なのだ.神にささげられた牛).しかし畔れであることが弼さにつながる二とも
ある.肉食獣に対する草食獣という構図ならぱ群れは有剰な戰略だが、無薗やウイルスなどが相手となると、集団生活に危陵が生じる.つい去年.価内で拡大Lた豚軸【OSF、辱ユレラ)はほくがよく行

く加貿山中のイノシシにまで広が0たと先日現地で聞いた.ハマチなどの養廼の初蹴にぱ大量の抗生物質が使われて問短になった.仕込みの時糊の牡氏は納豆を食べないという.納豆菖は強いので
麹に審を与えて醍造ができなくなるからだ.生物どうしはそのような相互作用を介Lて生きている.〔「間」1=生きる]ヒトは格別に大きな焦団をつくった.類人撞は群れをつく0てもせいぜしⅥ00顛ほ
どだ.そのくらいが互いに韻を見て偉体歳別ができる触界で、別のグ」しープの者が蛤れ込んでも排除できる.ところがヒトは神とか皿家などという抽象概念を用いて億単位の集団をつくった.これが文明

と尋ばれるものの実体である.他の勘物が封抗できるぱずがないからヒト1*今の世界に雪直Lているように見える.休重X個休搬を考えれぱ嚢々より繋栄しτいる噛乳類はい孝いと思われる.しかし
費々は無敵ではない.ウイルスがいるのだ.抗生物貫によって鞄菌には腸?たと人類ぱ考えていたかもしれないが.ウイルス仁杭生物質は効かない.モもモも楓七糧の間で腸ち負けなどあるものだろう
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か。生存に有利な場を見つけて身内を増やす二ι以外に生物の歓望はない.島る種のウィルスにとってホモサピエンスの身体ほ使い腸手のいい生活螺境なのだろう.都会ではヒトの生息密度は嵩いし、
広く動き回るし、免廐が提能するまでには時間がかかる.この事態をウイルスの立場から見るのはむっかしいかもしれないが、実き放Lて考えればそういうことだ.これが非A間的な思考だとしても、巳
の世界は人間のためにつ(られたわけではない。ヒトが、人間が、だれほど多くの理を絶叢に追い込んできたか、という胎法はこの場合は意味がない.これは、無復ではないし、モこには虚の章思もな
い.ウィルスはものを考えない.起こっているのはただの自然現象である。菓臼本大震災の時に、これは日本人への天知だと言った政治家がいたが、天は人間に知を与えてくれるほど親切ではない.
自然は人間に対してただただ無関0で布る.津波は「襲ってきた」のではなく「起こった」のだ,あの時の三隆地方ではまだ行動できた.何か手が賃せるかと走り回ることができた。死者は帰らないが遍
難所に生活物責を届けることには手応えがあった.今回はモれがない.人は人に会?てはいけないと言われる.互いに金わなくて、モれを生きていると首えるのか?生物は個体、とさきほど書いたけれ
ど、実は人葡は違う.人と人の1闡」1こ生きるのが人間である.誰にでも、いっでも、金いたい相手がた(さんいる。モれを奪われることの苦悩が黒い染みのよう仁世界に広がっている.イタリア人たちぱ、
よく隻って、大声でしゃぺって、抱き合って、両の頬にキスして、食ぺて歌0て愛する.マンジ¥ーレ!カンターレ!アモーレ!モれがあの匝での病気蔓盃の理由だとしたら,人闇が生きる意味はどこに島
るのか?今、症々の前に島るのはモニまで根源的な間いである.志村けんが笑わせてくれる時代は終わった.これからしぱらくは彼がいないところで笑うことなく生きなけれぱ幸らない.ξ随時褐賊
します】

(2〕2020年(令和2年)4月伯日土曜日長崎斬聞第17面【無説】《NEWS姑点》
「原発事故の教訓生かせ斬型0ロナと文明」長崎大教授齢木達治即

すずき・たつじろう円51年大阪府生まれ.米マサチューセッツエ科大幣士課程修T.案大で博土号.

長埼大敏授.
厘予力、核軍縮・不拡散が専門.源干力委員会委員憂代理や畳崎大枝兵卦廃絶研究センター恨ECNA)長を謹任.

「デジャビュ(既梗席)」ー,.斬算コロナウイルス轟染症の拡大と政府の対応や世首の動き、社会の反応を見ている七、どうしても棄京電力福鳥鰭1庫発事故時の対廊が重なって見える。私は感染症
専門家ではないので感染症封策の是非を詮じることはできない.ただ之011年当牌、政府の一員として庫発事故を軽駿Lた者として「畠の時の教訓が生かされているのか」との裡点から、理下の危塗へ
Φ示唆を考寮してみたい.

▽教釧1「命を守る」を叢優先に

いま最も大事なことは何か.他檀に廉L、国民の働を守ることの量要性は何よりも優先されるぺきだ.これは国毘高るいは社金全休への「りスクを最少北する」と言い換える二ともできる,闇邑は、ある
リスクを戴小化させる施筆が、別のりスクを高めるこ七にウながる可舵性が高る点だ.その結果「りスクのトレードオフ」は価値観の差具や、政治力学が作用するため、政蟻決定者の判断が櫑らぎがちに
なる.国戻よりも「鞭済を守る」、ましてや「政轍を守る」というた閏這0た甚準で危櫨管理対乗を取られては、何をかいわんやだ.具休酌には、命を守る対策の軽陦コストに配慮Lて対策の実詫を引き延
ばしたり、モの臭効性を担保するためのコスト負担をためらった1゛してはならない.例えぱ、今回のよう「こ享案雪や住昆に自粛蔓諭をするので畠れぱ.その影唇に対する「補償」はセツトで考えなけれぱ
いけない.r経涜封策」ではなく.命を守るためのコストとして考えるぺきだ.億発亭故対応の時も、汚染水処理に見るように、最もりスクを下げる案より亀当面のコストを最小化する案が操用されることが
しぱしぱあつた.そうした封策が結果的に、りスク最小化にならなかった反省が生かされていないのでほないか.

マ教訓2 「代讐案」を検討せよ

安郁晋三首相は新型コロナウィルスに対処する改正特別措置法「=基づき、緊急事態宣重を出したが.これがあたか毛f最哉の切り札」かのような印象を与えた.しかし、築急宰態宣言はあくまでウイル
ス対紫を有効に崇めるr手段」であって「解快策」モのものではない.果たして今回の緊急亭鰹宣言で示されたさまざまな施策について、團じ目的を連成することの代讐塞は十分に桂討されたのだろう
か.2月末に首相が実然憂明Lた一斉休校要請も代讐案を桂討した気記がない.危樋管理に追われる中で代讐案の検討は本当に難しい.時間的索裕がない状亀で章思決圭を迫られると「実現可舵
な筆」から実行Lてぃくしかない面も島る.だが、今回の緊急掌態宣言まで時間的猶予は十分あった.原曼事故の際もさまぎまな制約乗件の下、代讐案の検討がおろモかになることがあったが、モの反
省が生きていないというのが実感だ.

マ轍謝3 「世界の英知」を話用せよ

斬型コロナ封策ぱ一国だけで解決しようとしても無理だ.昂染症対肇仁は世界の英知と国際協力が必須だからだ.各国の亭憤が具なる点を考慮しても他国の対焦が,考に幸ることは多いだろう。啄
発亭故の対彪で私が最も重要と感じたのが、世界の英知を集めることだ.実森、世界の専門家や塵業界から日本に対L多くの動言や擾動の申し出があった。ところがt日本の間岳は日本で解決すべき
だ」といった心理が樹いたのか、廃炉の措霞も真に世界の芙知を活用できる休制が構擾できたとは思えない.新型ニロナ対策も問様だ.PCR検査が日本では海外に比べ槿蟻に少ない.本豪なら検査
数を増やす二とが原則であり.世昇保健榎関(WHO)もそう勧告していた.世昇で検萱をかなりのスビードで実施Lている国々の知見から学ぶこともできたはずだ。日ネの特殊な享犢が高るからといっ
て、POR桟萱の敷を抑制すれぱ、結果的に守るぺき働が守られなくなる。りスウ最小化や代讐案の比較の版訓とともに、ぜひ.世界の英知を活用Lてもらいたい.

マ毅訓4「科学厘問組轍」設置を

危機に際Lてはなおのこと、政策には料学的捜拠が不可欠だ。多様な選択註の中でどれを選ぷぺきか.その粗拠七なる科学的知見が欠けていると、政蛾の冥効性は保証されオ'い.そのためには、専
門知を政策に有効に反髞させる体制が賃となる.新型コロナ対擬で政府が設置Lた卑門家会謬は、モの牲立性と糎隈が担保されていないように見える.腫尭享故の時、参身として紹介されたのが、美
国の「緊急畔科学顧問金誰」だ.これは英図が牛識綿状脳症旧SE)亭件の俊、科学と政策の鬮係を改善するために設電した機欄だ.首摩科学顧悶が危槌に際して最も有用と思える専門家を集め、独
立した立場から政府に助言を行う.日本亀唯立Lた権隈を持つ問様の科学顧間組靴を卑急に設匿すぺきだ,

▼教訓5 「避明性七償頼性」の確保を

最塗に最も大切なのが、政策決定の遷明性七モの信頼性ナ'。原廃事故時1冨私が痛感したのは、庫子力政策1二対する「信覇の裏失」だった.面民の信頼が褐られなけれぱ、どんなに塵い政筆でも冥効
性は乏しい.だからこそ、意思決定プロセスの量明化.モのための撤庄した惰報公鬨、市昆やマスコミの質問に丁享に筈える双方向のrりスウコミュニケーション」が艶対的に重憂なのだ.モして代善案

や剥学的楓拠を明示し,専門家の知見を反映させる煮恩決定プロセスが不可欠となる.政府の詫策に対L、客鳳的に検証する「焦三者提関」の設置も欠かせない.燈提峠に第三者提胴が客観的評価
を行う時鹽的余捲はないかもしれない.その場含、危複終息後に政策の桟証ができるよう、全ての記繰を保存する必要があることは言うまでもない.金誰の識事蜂や提出資料、データなEを保存Lて
おかなけれぱ、政策の検証は不可能だ.今回の対応で、この点がおろそかになうているのではないかと不安を覚える.

以と、福島事故の教鯛から、今回の新型コロナ対筆を傭融してみた.失敗Lないように,るこ七は大亭だが、失敗から学ぶことがもっと大享雌.今ニモ陳発事故の敦制を生かしてもらいたい.モして、
1954鼻のビキニ水蝿実験後仁柱兵昌と戦争の糎絶を訴えたr号ツセル,アインシュタイン宣言」の有名な一節を恕起Lてもらいたい.r人間性を忘れるな、他のすぺてを忘れても」〔陣時掲載しま
す]

(3】2020年【令和2年)4月25ヨ土曜日摂崎新聞第18面{解説】《NEWSM点浄

X X

1「合理性」の時代粧わる新型コロナと文明」法政大教授水野和夫

みずの・かずお 1953年、愛知県瀬戸市生まれ。卑穐田大大学院俸了.

三菱UF゛モルガン・スタンレー証券チーコエコノミスト、内閣官房内閣霽識官.白本大教授を経て2016年4月から現靴.

著需「責本主載の終需と歴史の章機」はκストセラーに.他にr閉じてゆく帝■と逆説の21世紀経癌」など.

昨年末に中■・武漠で発生Lた斬型コロナウィルスは数力月のうちに、ユーラシア大畦を横断し.大西洋を景び越え=ユーヨーウにたどリ蒼いた.マルウスが「市民社金の本来の任務は、世界市場を作
り出すことで高り、世界はまるいので中国と日本の開国で駐結ずるように見える」と指摘したようにウイルスもグローバル化を追い掛けて地球を回る.グローバル化が累化すれぱするほど、ウィルスぱ活
性化サる。

マ本質

今回の感染症は20世紀初めのスパイン風邪に匹敵するとか、株価の急落を1929却に端を発Lた世界恐憶になモらえたくなるが、モうではない.このように青えたくなるΦは、技括の進歩に支えられ
た近代社会は擢るがないという深層0埋が島るからだ.今回の新型コロナウイルスはグローバリゼーシヨンの極隈で起きたという点で遇去とは具なる.
遇去のヴローパリゼーションはフロンティア(未閣拓地)を残Lていたが、今河のモれは火量くらいしかない.20世紀の靭めはアメリカカけジアへ進出する時期とちょうど重な、1,いったん頓挫Lたが、第

2次大取後.再びアジアへ進出し、1990年代には壮金主義国が胤肇L市場は一気に拡大Lた.
今回の新型コロナが何をもたらすのかについては、グローバリゼーションの本質を見極め,起源をただる●要が島る.モの本質は「蒐集」(ユレケション)である.コレウターの第一号はノアの箱舟ノアであ

るから.蒐集の歴史はキリスト教とともにある.対象は、土地(古代).ついで讐現(中世)と資本(近代)である.「寛集」の目的は世界の敷晴で高り、将来の危棲に掬えた貯署で柘る.コレクシヨンと5AVE
(救う、貯妻,る)はどちらも語源は闇じであるから、キリスト敏と責本主蓑は嚢裏一体である.
牡会システムは最も効率的に「菟集」できるように揃筑される.モのシステムを超えて蒐集しようとすると秩序が剛壊する.此較すぺき最近の亭例は6世紀半も前の1348年1=ヨーロツパを中心にインド

からアイスランドにわたる地域を於うたぺスト(黒死捌)である。モの後半世紀の間に10-15年の間隔で大流行Laーロッパ人の半分が死亡した.多くの人は葬優もできず司掘にみとられるこ七もなく、
「これぞ世の終わりだ」と嘆いた.
当時は赦会の大分裂a378~1417年)や美仏怖の百年戦争0ヨ37~1453年)も重なり,教金は秩序を雑拷できず楓球は失墜してい0た.素象改革の雌諸を開いたイギリスのウィクリフは「敷晴」

を敏金から佃人に秒そうとした.いわゆる近代への移行がここから始ま0たのである.こうした享情はタウクマンのr這い削に詳Lい.這い簸ニモが危撲の時代を映し出してくれる.
中世のぺストを映す錬には口ーマ末期の絶望的状態が見える.「ローマでは疫病で人々が死んでいく.死んだ死骸を動物でさえも遍けて通?ていく」(今道左信rダンテ「神曲■講蕪■).当時の多神教が

遇剰乞なり、「信仰が迷信に化して」(前掲書)L、つた.不安な人々の心をとらえたのが一神数のキリスト教だった。21世紀の斬型コロナと閤樺に歴史的災厄は常に弱者を載う。

マ行勣

近代において.ローマの多神戦、中世のキリスト教に相当するのは、「技衛進歩教」(カール・シュミット)である.しかし.3・"で栗京電力福島焦1原尭享故に重代技術はなすすぺも,'かった.今回の斬
型ウイルスに封しても悶様だ.技術進疹撒は軽廣成墨に客与することだけに幽心がある.だから、桝造改革銘線で人々の健康は二の次とされ医廐賓が削減され●の非常亭鯵を招L寸晶

こうした事愈にづラウン元英首相は「一時的な世界政府」栴想を唱えるが、モれでは何の俣決にもならない。世界政府はグローバル化を前提としているからだ.世界政府をつくって仮に今回の感發症を
抑制できたとしても、グローバル化を止めなければ.従来ならぱ風土摘で収まったはずの馬染症に再ぴ襲われ、タックマンがいう14世紀=「災厄の世紀」に21世紀も名を連ねることになる.
近代の理全を持ち出しても解決にはならないどころか奉態は悪化する.近代は軽涜成喪を菅としそのために撤底的に合理化を要求L隻本の「薑焦」を最優先する.「より這く、より達く」が進歩だと信じて

疑わない人闇の行動にウイルスがついて回る.21世紀の行動庫理は「より近(、よりゆっくり」で理念は「寛容」でなけれぱならない。
マ支橿

新型コロナウィルス対策にr合理性」精神を持ち出すと自煮要請はするが休集樗償1士できないという理屈になる.「寛喜」の輔神で陣め1'敦済できる.6世耗半ぶりの危樵こモが、まさかの幕態で畠る。
企業経堂者はその時に備えて人件費を削減し、本来剰潤と比倒するはずの利払い費を抑制し宍齢留保を穎み上げてきた.

...・.これに反封するような資本家がいれば、マルクスのいうように'資本の自己増確運動が止まるのは地球が太陽に吸い込まれる確率と問じ程塵しかなく、まず期待でぎ'いことになり、「洪水は霊な
き後に来れ」と宣言Lているに等Lい.
シュ書ウトのいう例外が本質を畢(巴すれぱ、今回島らわ1星ナ'つたのは、責本家の出自はギャングと淘賊だということで、「二れモ燈界の終わりだ」.二れを回避するには、ケインズのい引貸幣愛」禁止令

だ。 f随時掲鼠Lます】

{4}2020年(令和2年)5月2日土曜日長崎斬聞鰭17面【企唖】'NEW5胎点》
r最悪を都定Lナよい国民性斬型コロナと文明」思想欺内田樹

うちだ・たつる 1950年、東京都生まれ.

押戸女学院大名誉教授.専門はコランス現代思想なぞ。音気道道場「類風舘」を主宰する武道象でもある。
善量'-r口*抑情柚lr斯偶巾劃●胎1「劃橿m堂岡仕胎1"ジ事劫
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危槌管理というのは、「最も明るい見通L」から「最恩の事態」まで何橿蛾かの米来にっいて、モれに封応するシナリオを用意しておくことで畠る.どれかのシナリオが「当たる」とモれ以外のシナリオは
「外れる」。そのための宰備はすべて無駄になる.モういう「無駄」が艦だという人は危犠管理に向かない.りスクヘッジというのはrTと半の丙方に張ってお(」ことだからで柘る.「それじゃ甜からないじゃ

ないか」と口を尖らせる人間がいるだろラが、モの通りである.危援管理は「傭ける」ためにするこしではない.生き琵びるためにする二とで畠る,エニノミストは二れをrスラック(余格、ゆとり)」と岬ぶ.ス
ラッウのあるシステムはそうでないシステムよりも億機耐性が強い.例えぱ.感染症用の医療権善や病床は感魚症が流行,るとき以外は使い道がない.「病床の稗働車をとげろ.医療責薫を無駄なく

使え止うるさく言い立てると(実際にそうしたわけだ力勺.感染症用の資村も病床毛削誠される.モして、いざパンデミウク1=なると、ばたばたと人が托ぬ.そういう危機管理の甚本がわかっていない人が

白本では政策決定を行っている.先の戟争指導部はモう女った.「わが軍の作戟がすぺて成功して、敵の作職がすぺて失敗すれぱ、皇軍大"利比いうr希望的観測」だけで岨られた作職を起案する参
謀が重用され、「作聖が失敗した場合、被害を最小化するためにはどうしたらいいのか」というタイプの思考をする人間は嫌われた.私自身がモうだからよくわかる.私「ネ心配性なので、r最悪の奉態」を

恕定することが習憤化Lている.大学在職中も「これがダメだウたらどうしますか?」ということをつい口に出Lて不興を貫ウたことが事態t=どう対処するか?」という闇いを前にすると、日本人は思考舵力

が一気に低下サる.これは国民牲と言ってよい.「プランAが失敗したら」という仮圭そのものを一種の「呪い」のようにみなして、忌遍するので島る, r言霊の幸はふ国にとだまのさきはふくに〕」において
は、言葉には現実変成力があるとみなされている.祝言を発゛れぱ吉亭が起こり、不告な言葉を発すれば凶事が起こると信じられている.それゆえ、日本では「プランAがダメだったら」という仮定は「凶
事を招く」不吉なふるまいとして排斥される。そんな国で赴槻管理ができるはー'がない.それを嘆いてもしようがない.そういう国民性なので島る.経情が憾迷してきたら、玉帖だ、万博だ、カジノだ、り二

アだ、クールジャバンだとものに懸かれたようにわめき触らしていたのは.あれは主観的仁はr祝言」をなしていたので島る.未来を祝福Lて、官亭が到来,るように●死に祈っていたので布る.別仁ビジ
ネスライクな計算に差づいていたわけではない.島れは「祈リ」なのである.「言霊の力」で珊実を寳戒しよう七LていたΦである.勘違いしてほしくないが、私は「それが悪、、」と言っているのではない.日
本人というのは↑そういう生き物だルいう亭実を指擴Lτいるだけで島る。モれを改めろι言うているわけではない。日本社金における量提管理を論じる場合には、「日本人には危提管理ができない心性

が標掌装働されている」という享実を勘定に入れる噂蔓が島ると言っているのである.「白本人はふつうに燈犠管理ができる」と恩い込んでいるからりスク計真を間違える.珀本人は危機管理ができな
い」ということを与件として危榎管理については考える必要がある.別にモれほど難Lいことではない.文字が読めない子どもにだって文字は椴えられる.モれに驚いたり、怨ったりしていたら、文字は敏
えられない.知らないことを前提にしているから、教えられる.それと闇じで島る。今回の新型コロナウイルスによるバンデミッウでも、日本人はr底染は日本では広がらないだろう」という疫学的に無根拠

なことを信じ、広言Lていたが、モれを「虐をついた」というぺきでほない.あれは「言霊」だったのである.「感染は広がらないだろう」と貫えぱ、その通りのことが起きると慣じて、善慧で言い親けていたの

である.「東京五帖は予走通リ開催される」も問じである.「縢催されないかもLナL,'い(モの場合にはどう対応するか栗めに封応策を講じた方がいい)」という二とを考えた人は組靴委内にもいたはずで
島る.でも、黙っていた.口にしたとたんに「不古なことを言うな」と一喝されることがわかっていたからである.「予定逼り開惟される」という祈りを.1開催Lない」という決定が下るまで唱え築けるのが「日

本漬」なのである.悶じように、感染拡大に備えて人工呼吸轟や検査セットや病床の確保をしないできたのは、別に首相や知事の「不作為」や「怠慣」ではない(少なくとも主掘的には)。叢らは「何も準欄

しない」という呪衛的なふるまいによって「準循しなければならないような事忽の到来を防ぐ」ことができると恒じていたのである.「何の傭えもサる必憂がなかった未来」を「予祝」によって招来しよう巴Lて
いたのである。そうやって見直すと、今回のパンデミックにおける日本の失吐が伺一のバターンを飽きずに績り返Lていることがわかる.そろモろモのことに気づいてもいいのではないか.氣づかなけれ

ぱ、問じこι力{これからも槌り返されるし、いずれはそれがわが南の命とり1=ナ'る.[陣時褐載します]

(5)2020年(令和2年)5月9日土曜日畏嶋新聞第17面【駅説】《NEW$論点》

人命か、疑湊か?斬型コロナウイルスが突き付げるジレンマ、1トロッコ閻題」はこうだ.新型コロナウイルスの射策をやり過ぎれぱ、畳気が悪化Lて大勢の人が働を蒐とすかもしれない.だが、ウイル
スも放ウておけば、多くの死者を生むことになる。どちらを遍んでも犠牲者が出るのは避けられ,'い.とはいえ、最終的に被害を小さく収めるのは、どうやら早い段陛で徹庄した対柴をとるというのが正L

い選択肢らしい.対肇が連れれば、人命も蟻牲となり、さらに経許も悪化する.だが、ま雌大きな人的被害が出てもいない中、経済活動にプレーキをかげたくないといラのが政治家の本音だ.ブラジルの

ポルソナロ大執傾は「ちょっ七Lた屋邪だ止冨い敢ち、美国のジョンソン首相も、日常生活を続けて,集団免疫を撲得*ることでウイルスに立ち向かおうとした.凹本政府の対応も揺れている.軽済への

悪影響を恐れ、休業青令など益い耀削に踏み込む二とができず.最初は和牛券や族{浄.次は.一世帯にマスウ2枚の配布.やっと出てきた現金給付毛対急を過剰に鮫ろうとして批朝された.これまで
繋急喜鰭注案を強引に成立させるなEしてきた安倍政権が、真の危樵の瞬間1=、対応の先砥ばしを鰻り返ずのは清譜でさえ布る。だが、燈機の瞬間に、政府が金銭給付を捺がウて.国昆を敷おう巴Lな

PCR検畳敷も増えず、補償も不十分.人々は「何のための税金だ」、rモれでは生活できない」と正し(、慣っている.モして怒りの声が、政治を動かしつつぁいというのぱ、端的に恐ろしい. X X

る.英国は、集団免疫職略をやめただけでない。巨額の財政出動を約棄し、匡債発行で、煙人の生活樋償に踏み出モうとしている.日本も豊きに失したとはいえ、10万円粘付を決断Lた.政府は、この

数十年聞にわた0て支配的だった新声由主萎の緊抽政策からの決別をついに迫られるようになっているのである.二の間.政府は斬自由圭義以外の代讐業はないとして、無駄の削減を目指Lて改革
を推し進めてきた.なかでも医療は緊綻政策の格好のターゲットであった.保健福祉休制の堺体・鶴小である.日本でも保健所の体制が羽められ、新型肺炎盛者にょる医療削壊を現宴の脅威としている.
つまり、非常掌態に噴出Lた医療崩壊や黄困といった牡金間週は、奔常宰鯵だから痴生したのではなく、日常では不句視化されていた矛盾や不平等が可視化されたにすぎない.だが、ここには、斬しい

社会を作り出,好槻がある.日常の秩序が崩れる中で、今まで善通だと受け入れてきたことの不合理さに多くの人が気がつくからだ.その結果、消費税ゼロや、家賃不払い運動のような、今までは詐
現実的だ七みなされてきた発想が日本でも支持を集めつ0罰る。スパインでは病院が国有化され、政府が最低眠必蔓なお金を全国民に配る「ペーシンウインカム」も検討されているという。もちろん、こ

れらの政策が実行され、良い縮果になる保証はない.危提が過ぎ去ったあとに、どんな未来になるかはいまだ聞かれた状鵡で、擢々な闘争や交渉が進路を決める二とになる.今はモの「分岐点」だ.
X X 例えぱ、これから、かなり大規棋の財政出動が行われる可能性血{高い.軽躋をV字回復させるためだ.だが、そのお金を何に使うべきだろうか?ここで思い起こ宇べきぱ、世界はコロナ禍の

前にも累劃な危提に直面Lていたという亭実である.気候窒動の危榎だ.興味課いこと仁、今回の置界的な危提は、気候危橿と共通点が多い.ま,'、どちらもグローバル化の産物である.先進国の増
え続ける需要を賄うために、森林伐操L、大規槙農場軽営を行う。だが、自熱の深(まで人間がどんどん入っていけぱ、朱知のウイルスとの棲触概金は増える.現代モノカ,しチャーは、自然の複雑な生

麹系と具なり、ウイルスを抑え込むことができない.モして、それがグローバル化した人と物の流れに桑って置界中に爆発的に広がる.他方で、軽餅成長を優失した地球規犠での開発と破壌が、潔捌な
気候隻糊を引き起こしている。檀は問じ問題なのだ.とこるが、ニロナ禍徒に景氣回復が最催先され、気候査動対策は大幅に遅れてしまうかもしれない.巳こでも人命か、経漬か、という伺じジレンマに

直面L、行き過ぎた對策は景氣を悪くするという理由で先延ばしにされる.だが、気候吏動対筆を遅らせるほど、より大きな軽躋掛失が出る.これ亀同じ栴図である.がからニモ、気候危檀を今回と問じ
結果にしないよう1こ.コロナ禍から学ぱなくてはならない.まず、景気回復のための財政出動を伍性窒動対筆に使うことだ.電撫を防ぐための、持棲可姥な軽まに客行するためのインフラ改革に向けた大
規棋投責世.また.舶き方の見直Lもチャンスである.テレワークの拡大というような1舌で1ガ'い.むしろ、医療、保育、介護とい0た七7労嶺や、E送桑やゴミ回収など、社会にとつて本当に役立つ仕亭

が何か、危賎な中で私たちの生活を支えてくれるのは誰かが、一目鳳然になったしいう謝ι.だが、モういったサービス業の仕亭ほぞ、操誠化力慨しいために、これほぞ社金に審与Lているのに生産性
が「抵い」とされ、低賃金・長時葡労働を迫られている。モのため、信機の時に必妻な仕事が.慢性釣な人手不足となり.現場の疲弊を生んでいる。他方で、人顕学者デビット・グレーパーが指摘するよ

うに.仕事を行っている本人でさえ、社会仁とっては童味のないとわかコている仕亭、いわゆる「づルシット・ジョゴ」ほど、高軸取りなのである.挑曼酌仁言えば、投賢家.マーケティング、ニンサルタントと
いったテレワーウ向きの仕事は、雌糠の瞬間に何の役にも立っτいない。ケアの仕亭をも0と評価ずる大転換が●蔓だ.コロナ禍は.何が社金に本質的なのかを見直亨きっかけになる.大転換の際

にほ、もちろん補償は必要で島るが、現金を配ること以上に惣像力を広げていきたい.倒えば、米国の歴史蹴マイク,デービスが言うよう1=、人命に関わるワウチンや治療藁は、製藁会社の金もうけの道
具で島ってはなら司'、人類全休の共有財として、無償化されるべきである。ウイルスに立ち向かうことは、このような世界規模の閻錘には、自分の面さえよけれぱいいというナショナリズム的髭想は愚か

で、人間が自熱を完全に支配しようとする試みは轍慢だと靴えてくれる,斬型コロナウイルス禍は、気候危樫の時代に向けて、人顛の逗帯と自然との共生のための靴訓を与えてくれているのだ七考える

ぺきで畠ろう.[陸時掲靈Lます]

●^'、'ロ^^^^」.1=r^リJ弔耳ちオ^」'1,゛^リノ,電1司1〒^」'●'.,^.

r社金の本質見直す契橿斬型ユロナと文岨」哲学者責墓幸平

さいとう・こうへい 1987年東京郁生まれ。大阪市立大虐靴慢.

ドイツ・フンボルト大で博士課程修7.軽済息恕史、鞭済学が専門、地球環境問鳳にも詳Lい.
優れたマルウス研究に艦られるrドイッチャー記念賞」を2018年、日本人切、史上最年少で受賞.

著婁に「火洪水の前に」、緬著に「未来への大分岐」.

(6)2020年(令和2年】5月16日土燿日長崎新閏第18面【解畿】《NEWS誠点》

パリやロンドン、=ユーヨーウなどの大都市が、斬型ニロナウイルスまん証のため無人になった光景を屍た時、r二れは戦争で敵に占傾された街と同じだ」と思った.私はほぼ半坐紀にわたり、戦掲をく
ぐり抜けて生き証びた人々を敢材Lている.内乱や戟争で破壊された敗多くの街に足を踏み入れたが、モこで目にした無人の光景がコロナ禍に見舞われた郭市の姿と重なる.そして戦禍の街で癌じた何
とも言えない恐ろしさをいま、間じように感じている.20T1年、稟京電力福島第1原発亭敵の亀、それほど時を軽ずに詞原尭から20キロ圏内の村々に入った時も、このような感覚になったこ七がある.

L一んと静まりかえ?た地に立って思ったのは.何も見えないが.多くの敵に囲まれているという感覚だった.放射線という敵が畠たり一面にいて興ってくる,私は敵の陣地にいるのだ.という急いを弛くし
斬型コロナウイルス「二鞭われた廩東も伺じだ.ウイルスは人の躯胞に取り付くので目には見えないが、私たちの社会はいま、目に見えない大きな敵によって、じわじわと侵されていると言えるのだろ^●

[国艮の命を守る]武暑や兵瓢1=よる職争で島れば、例えて言うと、銃を持った兵士が市昆を撃つという加害者と被喜者の槽園がある。ところが、斬型コロナウイルスは鮫を特った人間にも同じ

ように終いかかる、コロナ禍の下では.銃口を向ける行嵩が意味をなさなくなる.モこが二れまでの戦争とは、大きく操相が具なるところだ.半国の庫予力空母の桑岨員が多数、二のウイルスに墨疫し、
死者も出たという.敷干人の桑組員をすぺて上陵させ、空母は軍港に停泊したまま戦闘能力を失っている.巨額な壷金を投入して造られた島のような鮭の塊が、無用の長物と化しているのだ.こういう

状況を目の当たり1=した時、国逗のグテレス亭義乾長力如月23臼に艶峯した「グローバル停職の呼びかけ」七いう声明を畠らためて思い起こした。声明は「このウイルスには国籍も民嫉性も、党派も業

派も関係ありません.すぺての人々を専数なく攻繋Lます',モの一方で全世界では激Lい粉争が鎌いています」とした上で、隙害者.社会から隔絶された人、避処艮など、量も尋い立場にいる人々が最も
大きな帽牲を払っていると指摘.グローパルな停戦を呼ぴかける理由として「ウイルスの猛威は、獣゛の愚かさを如実に示Lている」と述べている.私は.この声明に大きくうなずいた.いま1ネ、武力を拷
ち戦うことをやめなけれぱならない.事務総長の言藁を惜りれぱr戰争という病に終止符を打ち、世界を荒廃させている侠病と闘う二と」に集中すぺきだ。喉争とは何なのか.突き詰めれば人間の数望

の産物なのだ.ま国は二れまでに多くの戦争を起二してきたが、二れは米軽珊を支える業享虚業を雑持L、壷風させるために行ったとも言える。白本には濠案事基地が各地にあり、白米の巨費が投じら
れているが、そうした資金をこのウイルス酷染拡大の影唇で職を失ったり、仕亭を中断せぎるを得なくなったりした人たちに回すぺきだ.安倍晋三首相はよく「国民を守るル言うが、モの童昧は何かと間
いたい。巨頗の獣闘機やミサイル迎撃システムを米国から麟入することも■を守る手段ナ'のかもしれないが.本当に守るのは国昆一人一人の働だ.働を守るというの「=、どういうことなのか、このコロナ

禍の討'かに私たちは考えなければならない。【地仁足をつけて】トランプ米大轆傾は、米国のウィルス昂染が拡大するにつれて、中国を非髄,る粛動を樋り返Lているが.モのトランプ大統頻を国
連の掃でにらんだ少女がいる.スウェー〒ンの少女、グレタ・トゥンパリさんだ.J{ン〒ミックになったいま、16歳だったグレタさんが酢年9月、国遭の「気候隻動サミット」で語った演説が脳裏によみが
えっている.「人々は苦Lみ、死にかけ、生態系全体が嵐壊Lかけている.私たちは艶減に差し掛かっているのに,あなたたちが話すのは金のことと、永遣の軽済成喪というおとぎ艝だけ。何ということ

だ.」経湊活動最優先で、二酸化炭素(C02)の禁出量を抑制できず、地球温暖化を加速させてしまった"大人たち"への強烈な批判の声だった.湿暖化にようて、極地をはじめ世界中の氷が溶けだし、
海面と昇で水没Lそうな島や川庄に沈みそうな村がある.それだけではない.永久凍土が溶け出すことによって、封じ込められていたさまざまな徽生物や曹が目覚め、融合することで斬二な弼焦になる
かもしれない。新型コロナウイルスと地球温暖化との幽連は不明だが、霊曜化による臭常気象が山火享や水害なだとともに.斬たなバンデミウクの引き金になる可能性もある.グレタさんは「経晴成長と

いうおとぎ話」と言ったが、産案革命以降、人間はひたすら軽済成長を求めてきた。これを支えたのが科学技術の進歩雌った。科学文明イコール、マネーだったのだ。ウイルスに対処するのに科学力が欠

かせないが、判学文明はまた兵譽開発によって軍事力増強も支えてきた.いままた、仮恕現実【VR)や人工知舵(N)といった最先蛙の写学技術を軽躋成擾、すなわちマネーに結びつけようと夢見てい
る人の群れがある.私には、モうした人々が、最失蛸の技括に遅れまいとして、つま先立って追いかけている姿に見えてしまう.地に足をつけて生きてし、(ことの大享さを忘れているような気がする。私
はこれまでに.戰争で心身ともに僖ついた女性や子どもたちを数え物才ゾ'いくらい大勢見てきた。被女らは、鉄や爆弾,よどの兵卦1=よつて.家や家焦を失った。畠の子だもたちの涙や嵐きの麦情が繰り

返される戦争をまだ緩けるのだろうか.新型コロナウイルスが世界を襲ったいまニモ、軍事、糎法最優先の社会から脱して、温襲化対策や医療翻発などに巨畳を投じるぺきだろう.このように考え方の
転換をLナ'いと、人陶は生き証びられないと思う。(インタビューは4月10日,閏き乎は共問通信緬集委員薫砥聡)

t犀かな職争雑り返すのか新型コロナと文明■写真家大石芳野
おおいし・よしの 1943年稟京知生まれ。

世界各地で戰争や内乱を生き抜いた人々の姿をカメラとぺンで追い鏡けている.

20m年、写真集「ベトナム凍(りん)と」で土門唯實.07年.エイポン女性大貫,紫綬褒章。
写真集に「喉争は終わっても軒わらない」「槿寓FUKUSHIMA 土と生きる」「墨崎の直〔岩ずあと)」など事数。

^●^■゛^^●一..^.●^●^^弔..,三●一゛,^1 ^一Ξ.
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口丁フガニスタンの10歳の少年オミッド.内戦で父親は融死.質Lさのため学校に通えサ'、パチンコで小島を捕って遊んでいた=2002年、カブール【大石芳野さん撮影)

6.2020年(令和2年)4月28日水軍日一5月1日金曜日白本経珊斬聞連叢特集記事『コロナ時代の仕宰胎」

0)2020年(令和2年)4月2B臼火曜日日本軽涜新聞第5面【軽情】連載特集記事 rコロナ時代の仕事論1 上

『川の漉れに身をまかせ』一檎大学教授披木建氏

ニントロールできないものをコントロールしようとする,二こに不章の始まりがある.コントロールできない巳とにっいてはジタパタLないに隈る。世の中には「どうしようもないこと」というのが島る.斬型コ
ロナウイルスはモの最たるものだ.普通の人ができることは隈られている.手洗いやマスク着用など公素悌生のための甚本財作を嶺底*る.不蔓不急の外出をせず牡金酌距触を硫保する。りモート

ワーウに切り臂える.墾人情報を積極的に提供する。できりことはこれぐらいで、畠とはどうしようもない.今白のわれわれは人類史上空前の「無遜牡会」に生きている.督と比べて世の中のr理不尽」は
明らかに少なくなっている.モ九はモれで社会の進歩だ.しかし.いっの闇にか「何でもかんでもコントロールできる」と思いとがっていたのかもしれない.世の中はコントロールできることぱかりではない.
コロナ騒勳はこの当たり前のことを再認識L、生き方を内省する好梗だと息う.融争や疫病と無繰なギ時でも、思い通り1こならないのが人の世.仕事やキャリアも例外ではない。仕事に鯉って言えぱ.

自己評備には意味がなく「お客」の評価がすべて.「お客」をコントロールサることはできない.つまり仕事というのは、定熱からして思い通りにならないものなのだ.観争戦略の分野で仕亭をしているの

で「ストーリーとしてΦキャリア戦妬」を話Lてくれというりクエストを受ける.「計画無用、戦略不妻」としかいいようがない.仕奉生活は長く続く.暑い人で高れば、10年、20年後に自分が何をもってお客
に価憧を与えられるかわかるわけがない.キ¥りアは滑った転んだの軽験の中から享蜑的に見えてくるものだ.だとしたら、ときどきの自謝'流れに逆らわず、凍れに桑っていく。キャι」アとはそういうもの

だ.蔓空ひばりいわく「川の流れのように」.テレサ・テンいわく「時の読れに島をまかせ」。合成すると「川の擦れに身をまかせ」。ただし、川の擦れに身をまかせるにして毛「良い演れ方ルいうものがある.

目の前「二畠るお客をきっちり七塙足させ、できれぱ期待以上の驚きを与える.これを日々鞭り返し気長に薮み貫ねていく.これが良い捷れ方だと思う.亀,ちろん、すぐにはうまくいかない、流れていく過程
で思い通りにならない二とも多い.だが自分の士俵でいい仕享をして、お審にそれをどうしても敬Lいと思わせるこ七が実績となり、信用となり、自信となる.このヨつさえ島れぱ.他はどうでもいい.0
新型コロナウイルスの感染拡大で経済活動が制約される不自由な時代、仕享にどう向き合えばいいのか。一橋大学の楠木建教授が蔓誌を説く.

住)2020年(令和2年)4月29日水曜日日本軽晴斬閏第5面【経済】逗融特集記享「コロナ時代の仕事諸■中

「絶対是観主義の勧め●一橋大学躯授榛ホ建氏

仕事にはコントロールできることとできないことが畠り、コントロールできないことを無理やり=ントロールLようとするとロクなこと1こ,'らない.だと゛ると、ここから2つのポイントが見えてくる。第Uこ、何
をどこまでコントロールできると考えるか。仕事の中身やそれを取り巻く状況、能力や持ち味に合わせて、どこまでコントロールでき、どこを所与の条件として畳け入れるか.二の見極めに個性や仕事のセ
ンスが如実に嚢れる.仕事上での重要な成長のひとつは、見極めが早く的確になるということ.自分でコントロールできると自信を持てる傾分が大きくなることもまた戒甚である.第2に、仕享ではモの
人に閻有の哲学が問われる。仕享はお客(自分以外の他者)1=封,る価懐提供に他ならない.ところがお宴さんぱかりはコントロールできない。哲学がものを重うのは.コントロールできないこ七に直面L

たときだ.倶の仕亭哲学を一言でぃうと「絶対悲概主蕪」.物事が自分の思い通りにうま4、くという期特をなるべ(持たないようにする.何亭」=おいても「ま、うまくいかないだろうな・ー・・・【でも、ちょっと
やってみるか)」と構えておく.二ういうマインドセウトを艶封悲気主憂と呼んでいる.ベルナール・フォントネル(コランスの思麺家)はうまい二という.「峯樗の最も大書な障害は、過大な幸福を期待すること
である」.これだけ多くの人がそれなり1こ利害をかかえ自由意志で動いている.自分の感い通りにならないのが当たり前で、思い通りになることが島ったとしたらそれは例外だ.いくら軽験を重ねても餅
率はたいして上がらない.それぞも負け方は疲真にうまくなってい(.年季の入った人には負け方が実にキレイな人がいる.慣はこういう人を信用する.「負け戰.ニヤリと笑って受け止める」.二れが本当

のプロだ.絶対是鯉主藁が優れているのはその運用が蒼しくシンプルなこ七.やるべきことは.マインドセットΦツマミを悲掘方向に回Lておくだけ.事前に成功を前提とするからりスウを賠じるのであり、
艶対悲観主華に立てぱりスウから解放される.主観的「二はりスウがないからフルスイングできる.で.だいたい空擬りする。モれでもバットを撮らないことには始まらない,邪魔になるのはプライドだ.プラ
イドは大切だが.モれは畠る程度の成果を出し実権を積んでからの話.「自分ぱまだ何物でもない」しいう認識からスタートするに趣Lたことはない.碧者にこモ絶封烹観主萎の楕えを勧めたい.気軽にコ
ルスイングL、どんどん空擾りする.着客の特桂は「これから先が長く畠る」ではナ'<「まだ何もない」七いうことに新る。〆

(3)2020年(令和2年)5月1白金曜白白本軽済斬閏第5面【軽躋】連載特集記事にロナ時代の仕事諸■下

和白美r富岡白記」という名著がある.明治6年、15歳で富岡製紙工場の伝誓女工となった著考が、当時の富岡での生括と黒業と行動を約30年蜑に回想した記蜂.被女は長野県松代出身で.武家の
蛾として筋金入りの敏育を受けた空性だった.明治雑断の真っただ中、伝晋女工には製糸業の指導者としての役割が期待されていた.r天下のおため」を自覚Lた英は靴(まなじり)を決して松代から富

圖に。匪を背黄い廃鼠に力を尽く,という気迫に濟ち満ちτいる。新型コロナウイルスで「未曽有の危糎」と大雁ぎだが、寓岡日詫を読むと嚢々がどれだけ豊かで平和な時代を生きているかと再認識させ

られる.さて、二の10年ほどでよく憧われるよう「ゴ'?たコレーズ仁「イラッとする」が島る.いまの時代を悪い意味で象禄する貫葉だ.何を象歓しているかというとr大人の幼児化」.当峠の和田英はいま
なら于Eもだが、現代の大人よりず0巴大人で高る.幼兜性の中身には以下の30が高る.1つ目は世の中に封する甚本的な犠えの閻題だ.子だもは身の回りのことがすぺて自分の思い通りになると

いう前提で生きる.だが仕亭で大切なのは「置の中は自分の黒い通りにならない」という肋提だ.本来は独立した個人の「好き蝶い」の闇厘を「良し悪し」にすり讐えてわあわあ首う.区才Lが幼児性の2つ
目だ.「軒き嫌い」にすぎないこと安僻手に良しあしの間劇にするから.妙な批凋や意見を言いたくなる.鰭3に大人の子どもは他人のことにM0が島るというよU、自分の不満や不足感の埋め合わせとい

う面が大きいのではないか.『出る杭【くい)ほ打たれる」.世の中モういう二ともあるが、出るとか出すぎるというのは闇囲と比較しての差分を陶題にしている.比較Lてばかりの人は嫉妬にさいなまれる.
子どもが「イラウと,る」のも嫉妬で畠ることが少なくない.人はそれぞれ自分の価櫨基準で生きている。人は人、自分は自分。ほどんどの場合、比較には意味がない。仕事ができる人ほぞ出来合いの

物差しで他人と自分を比較Lない.本当にスゴイ人は他人との差分で威張らない、自分のダメなところ弱いところを自覚し、自分の強みはあくまでも条件つきで全面的に優れているわけで1含ナ'い二乞をわ
きまえている。だから威張らない.自分一人ですべてに秀でる必要はない.世の中にはいろいろな掲て不櫓手の人がいる.そうした人々の相五補完的なM係が仕亭を成り立たせている.それが社金の

良いと二ろだ.他人を気にせ司'自分と比べ割'、いいときも憙いときも自らの仕事と生活にきちんと向き合う.それが大人というものだ.〆

フ.2020年(令和2年)4月~日本軽誇斬聞【マーケ・ノト総合2】〔大撫小機〕

【随時掲叢Lます]

(1)2020年(令和2年)4月2日木曜日 B本紐搭斬風篤19面【マーケット雑合2】〔大檀小提〕

1パンデミッウと日本軽許1

今回のパンチミックが軽済括勤に与える影響は、モの善息までに外出・営業の自粛、学按の休校などがどの程度広覧に、長期間にわたり必憂になるか仁依存している.経晴学考として可饒性の高いシ
ナリオを提示してみたい.191日年から20年にかけて晃生したスベイン風邪の場合は、世界人口の2,6、3900万人が死亡L、日本でも人口の1●6辱が犠牲になった.最近の実証分析によれば、各■

の国内総生産(GDP)は6-8,6憾下したと推定されている.パンデミッウについて以下のシナリ才を恕定,る.各匡は厳しさの冥,'る検疫封箴を行うことで、臭,'るぺースでパン〒ミックを抑え込んで

いく.底染妻は高齢者を中0に1~a鮖狸度力幌亡するが、大半の人は回復し経済活動に復帰する.1度感染Lた人は数年狸度の免疫を得るので徐々に社金活動は正常化する。有効なワウチンや治

療藁が1~2年視崖で実用化されていく.モれにより、3~5抹粗度で輔型コロナウイルスは「非常に厳Lいインコル里ンザ」程度の疾愚として認蹴されるよ引こなるーー.このシナリオではここ1¥ψ2年は

厳しい検疫、ロックダウンなどが必要になり.世界鮭陦は重大な悪影饗を免れられない.マクロ軽済への彰雰としては.歓宣店、旅行会牡、摺泊業などサービス禁の縮小、族宴を中心とした航空会社.鮭
道金社、パスリーピスなどが大きな彫唇を受け、多敷の企案の破綻、雇用の大幅な減少は選けられない.淘外経請の薙ち込みも軸出を相当誠少させる.巳の結果、日本優読はりーマン・ショックをか

なり上回る憂影響を受ける.当時の臭質GOPの落ち込み幅ほ09年第1四半期が前年比8.8,6だうナニ.今回はこれを上回り、四半糊GOPで見た前年比伸び車ぱ10,6から20,6程度のマイナス成長

が艶生する.しかし、最悪期は1~2四半期程度しか鞭続しないため.年ペースのGOPの低下幅はモの半分理度にとどまる.崖業欄造としては、外食崖業から家庭内消費へのシフト1こ伴う食品スー
バーの拡大、宅配や動画配信サービスの拡大、海外族行から国内焦行へのシワトが生じる。検疫の堤和は徐々にしか進李ないため.観光やEジネス「=よる烹外旅行は相当墨糊間にわたって低水準を

繰ける.【山河)

一櫓大学敏授檎木建氏

(2)2020年(令和2年)4月B日水曜臼日本軽璃斬聞第17面【マーケ・ノト総合2】〔大提小提〕

E緊急亭態宣貫狙いは行動査容』

安倍晋三首相は新型コロナウイルスについて緊急亭処宣言を実箟した.緊急亭鯵という貫葉に仕組みをよく知らないがゆえの誤解もみられる.、欧米のよラなロッウダウン(都市封頗M二踏み物るので
はないか.答えはノー.「欧米におけるロックダウンのように強制的に罰則を伴う都市の閉鑪は生じません」「邦道府県知事により外出自粛蔓請、施設の使用制嵐に係る要請・指示・公表等ができるよう

になりま,」と内閣官爵ホームページはいう.、外出が紫止されるのではないか。禁止ならノー.「医療桜載への通院、生活必需品の買い物.血蔓不可欠な轍場への出勧、健廉雑持のための散歩や

ジョギングなど生活の雑持に必妻な場合には外出できます」という.あくまでも要請がぺースなのである.今回の緊急亭鰹焦首の大きな狙いは、人々の行動変容で島る.人と人との棲触を減らすことで、
斬型コロナの感染拡大の肪止を目指しているといってもよい.西浦博北大叡授の試算によれぱ、人と人の桂触を制霞Lなけれぱ、感染者数の増加には歯止めがかからない.棲触を2割減らしても、増
加のぺースを敷日遅らせるだけ.犠触を8割減らしてこそ、新規の感集者鼓を抑制できる.モれまで舞日10人と金っていたなら、それを2人に減らさないとい【,,'い.企案に束められるのは.従案員の

出社を抑制し、在宅動務を推進することである.在宅勤務が鯨Lい中小企案などは勤務のシフトを変更L、崎差通勤とすることを急ぐべきだろう.孃染枯大の場とされる夜の衝に.営集の自粛を求める
のは当然で島る。密剛、密集,密擡という3密の場となる詫設についても、営業の自粛が求められる.モの結果.生じる営業の損失や従業員の所得減少については、国など●晦填する仕組みが急がれ
る.手厚い堂婁・所楊補填は.店を閣かないことには面定費も賭えない中小鴛細企業が.休業に島じてくれることへの見盡りである.企案のロロナ倒産の続出を防ぐことは.夏用悪化に伴う牡会不安を

食い止めるうぇでも欠かせない.コロナの抑制と軽済活動の雑特.2つの目欄のうち、今はコロナの抑制を最優先するときだ.欧米のような毎療剛壊を招いてしまうと.経済の再生に要サるコストは怯外

なものとなる.(和悦)

r他人と自分を比バない」一橋大学教慢楠木馳氏

(3) 2020年(令和2奪)4月14日火曜日日本桜ま斬聞第17画【マーケーノト総合2】〔大樵小機〕

明治峠代中期OB88年)、讐視柁監在任中に53歳で他界Lた肇摩出身の三島通庸は山形.福島、棚木の県令(知事)を歴任し「鬼県令」とよばれた.自由畏搾運動を弾圧したからといわれている.だ
が、改めて被の生痩を擬り返ってみると、地方自治の実践家・三島橡が見えてくる.棚木県令に着任Lてa力月緩、県庁を、発足以楽の伝統島る栃木町から寒都宮町に移してしまう.栃木が地理的に県

南に短し、人口が宇鵠官の4分の1、商取引力"0分の1という現実を踏まえての決断だった.難事業とされた福島・山"累境の巣子山陛道(ずいどう)の建設をけん引し.東北地方賜発に大きな嵐穴を

聞けた.那無野が原の開拓や疎水亭案でも足跡を残け翫讐樮彪監に就くや、内閣直属の磨時建築届副総壁を兼任、疫病や地璽の多い業京からの首都移転を考える.首都提能を上州(群蔦)、武州
(埼玉北郁)のいずれかに移L、東京は離宮にーー.この企函は故の死とともに霧消するが、長期釣な視野に立っての発案だった.近刊の嬬土史「明治雑新150年栃木蕪誕生の系嘗N下野新聞社概

集局)などを読むと、擬腕行政官の姿が浮かび上がってくる.地方創生が叫ぱれて久Lい.しかL理実は.逆方向への湾れが加速するぱかりだ.東京一極集中が進むからだけではなく、地方の側が、
中央の指示持ち、ガパナンス不在に陥ったまま女からだろう.地元を最もよく知る、地方糎会などが、自ら青え自ら動こうとしない.モう指摘する謙雪は少なくない.姑果.地方の活力は低下の一途をた
どってぃる.令和のいま、三島に学ぷことが畠るのではないか。新型コロナウィルスの尭生で、巨大物市への棲無し草的な人口集中がはらむ脆覇性が実感された.モんな中で独自に考えて動く地方が
出てきた.憶島県では史上最年少の女性市長が誕生Lた.地方あっての白本である.6年前に亡くなった世界的敷理軽済学者、宇沢弘文は「社金的共通資本」の大切さを訴えていた.自然環墳や,道
肱.青措゛1y巾イ、'「斗蝿盲.匡痔ナ1、Flr1獣座嘗*1,1.、゛,,'.抽嘴杵翻'一樫ビ閣'、景〒^マ"瓢黒等樗m"1 "太珪窒゛●1一曇峠「一材肌゛黒圃+・「イ、1巾,.MI'ー'.口太含卜●「一卓埼性◆b杭士井当*

( 2叫/276 )

『地方再生、コロナを契機に」
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取リ憂すためにも、地方自治の塩活が待たれる.(一磯)

(4)2020年【令和2年)4月16日木曜日日本経湊新聞第17面【マーケット斡合2】〔大檀小機〕

r捜査と癌就は公共亭秦だ1

錘済学者や鯉済専門家が新型コロナウイルス盛染症の検査や碍離の間皿を詰じることは少ない.PCR検査や抗体検壷は高廣に医学的.疫学的知識を妻する間箪なので、軽藩系の人闇が何か言う
と褒実にバッシングが擢んでくる.自分の専門外だからと自己規制して沈黙する人が多い。しかし、考えれば明らかなように、様々な間劇を引き起こしている外出自粛や休業などの「経読抑制」は、「検

査と馬舵ルいう医療政紫の不完全な代讐物で畠る。悪染拡大を防ぐうぇで「自粛や休業で人問士の按触を8割減ら,」という政府目拝乞梱じかモれ以上の効果を、大規摸な検査と隅離で連成できる。

検畳で昂染考の日割を検出できるなら、日本の全人口を1回検査して隈性者を隔離すれば、外出自粛などで棲触を8割減らすのと楓じ恩染防止効果がある.感染者の6割しか検出できない検畳精度だと
しても.全人口を2回横査Lて1回でも鍋性になった人を陽鼈すれぱ.擴鮭力伯割減るよりも大きな効果がある.もちろんこれは空恕的な思考宴験雌.しかL敷字の上では、検査休制を拡充するための

コストは自焦や休巣の軽済損失よりはるかに小さいかもしれナ'い.園内雜生産(GDP)カ"0,6下がれぱ経躋損失は50兆円になる。これに比ぺれぱ、国民1悼3千万人が検査を受け、陥性者を全員縞

離する飾設を準惚するコストぱ1人平均20万円と過大に見蓑毛っても総額26兆円で畠る.経晴抑制と検畳,隔就のどちらか一方を取るのではなく、両方うまく組み合わせて最適な政策を作ることが必
妻だ.独ハーレ経涛研究所のオリパー・ホノしテンミュラー敷授は、先週発表した論文で、感染症を岨み込んだ経済モデルを分折し、短期間(敷力月)の軽涜抑制と長黙間(年単位)の検査・隔離を続けるこ

とが最適な政笈で高る.と結諸付けている.ニロナとの長勘駄において、自貫なEを長く続けれぱ大量の倒崖と失寮が発生する.検査と礪離を徹匡し.軽請抑制を緩和するのが世界の漬れになるだる

う.斐が国も効果的な検篝と隔雌を長期間続ける仕輯みづくりを急ぐぺきだ.検量A材の省成、検査場所と舞具の拡充、10万人規槙の隔賊場所確保の方策や財源を,医療界というより邸全体で進める
公共事業として鞭論すべき雌.(風郷)

(5)2020年【令和2年)4月22日水曜日日本経躋斬聞第17面【マーケット斡合2】〔大捷小提〕

「見えざる敵を見える敵に』

医療崩壕が迫るなか斬型コロナウイルス墨染者が1万人を突畦Lた.モれでも米匡の75万人、欧州各国の十数万人に比ぺるとはるかに少ない.トランプ米大統傾は「峠は越しつつある」と言う.雇に
つぱをつけたくなる弗言だが、欧州各国からも似たような声が聞こえてくる。一方、日本の庫生労働省ウラスター対筆班の西浦博氏は試算で、今後何も対紫をとらなけれぱ重篤者は白5万人になると警

告する.さて私たちは今どこにいるのだろうか.実ぱ足元の本当の感染者数がわかっていない。感染把樫の有力手段と奮われてきたPCR検査がこれまで極めて低調だコた.「検査が少ないから鼻表
愿染者數も少なく.過少申告」という枇判ぱ内外にある,町では無症状の感榮者が歩き回り.統計に出ない死者毛いるという指拭もある.検畳を広げるぺきだという素朴な声は隼くからあった.だが、か
なりの医療専門家は医療崩壊の危検を指摘.「希望者すぺて検査ずれぱよいというのは素人の鼻恕.i仁ツクになるだけ」と一蹴、検査は抑制気味に推移してきた.確かに医療膨壊阻止は今も最優先

課箪である.では感染者がいるのを知りつっ病院外に野放しにするのをどう考えるのか.検峯の精度に隈界があるとの声も出たが,では検査をしない方がよいのだろうか.素朴な疑問で高る.30年近
く前、日本が金融危犠に遭遇Lた勝、似たような二とがあった.巨額の不良債権を葡に金融当局ほ実堆解明を先送りした.曇価化させればitニックtプ'る。預金取り付けが起き世界恐慌に伝掃しかねな
い、と地巡L続けた.害らしむべし,知らしむパからずとの考えが働いた.プロがしぱしば隆る毘である.医飾や鬢艮師、検査用のマスクや防蛭服の不足はなお潭釧である.ただ、ここへきて杭体桂査の

活用や検査所の開設、島染者の収容施設のすみわけナ'ど体剛整働も進んできた.他方、軽銘不明の魅染者が急増している.盛曼者集団を個別にたたくウラスター・アプローチではもはや限界である.全

体像はぞうなっているのか.全数検畳が雌Lいなら無作為抽出検査はどうか.撞壹が増えれぱ公表感染者数も当分増えるだろう.経廣・社金崩孃との戦い毛ある.国民の協力は欠かせない.見えざる
敵を見える敵にしてこそ職いになる.(横ヤリ)

【6)2020年(令和2年M月29白水曜白日本経済斬聞捌19面【マーケット艶合21 〔大楓小機〕

野中郁次飢一橘大学名誉職擾が揖案Lた「晴黙知」と「慰式知」という撮念が島る。葦者なりに、この概念を軽済牡会全体に麹用Lてみたい。餐々が創出、伝達、入手する知識や憎報を、形式知と晴
黙知に分けよう.形式知は活字や映像で伝連可能なものであり、暗黙知はフェートゥとフュ】スで対話・惨諭することによって生み出され、伝連されるものである.これらについて筆者は取のように青え

てきた。情報通信技術の苦亜により形式知は全匡ゼこでもインターネットを通じて安価に入乎できるようになった。その枯果.暗黙知の相対的孝価憧が上がる。すると集犠の判益力勺客まる.時黙知を入

手するには対面で情報交換する必要があり、人が密な方が効率的だからだ.多くの企業が東京1罫本社提能を集中させ、大学や研弐機聞が都市に集まるのも晴黙知が掃られやすいからである.今回

のコロナショックは,この暗黙知と形式知の墳界を大き(責えつつある.人々はテレワークを強いられる中で、対面での金膳が意外に不必憂だということに気が付いた.潅を酌み交わしてこモ、お互いに

蝮を割った付き合いができると思っていたら.ウニブ上の凱睦会で毛姑楕崇Lいことが分か.てきた。もちろん晴黙知の傾壊は残るが、モれは本当に封面が必要な純轄な晴黙知に隈定されていく.する
と、庸黙知と形式知の間にr形式知ではないが.ネツトとで劇生・伝連力伺能止いラr中間知」とも言うぺき領域が広がる.中間知の存在を琵識した組織・人丸はもう元には戻らない.それは単なる情報
伝運にとどまらない.前述の理屈を反転させると、中闇知の拡大は集積の価懐を渦め、廩京一極集中を変えるきつかけになるかもしれナ'い.働き方も大きく変わるだろう.中闇知の伝逢のためには自分

のポジションや、伝えたい情報・知繊を明確に表現することが京められるから、人柵圏係、級験、勘といったあいまいな領域の存在価腔は小さ(なるだろう.長い愉日本の課胆といわれてきた、ホワイトカ

ラーの生産性上昇にも喜与するのではないか.コロナショッウは費々の軽済社金に不可逆的な寳質を迫っている。これを、よりスマートな縫済社会へと鞄み讐えてい(きっかけにすべきだ.(隅田川)

〔フ)2020年(令和2年〕5月IB金権日日本経済斬聞第19面【マーケ"ノト総合2】 t大捷小提〕

斬型ニロナ葡罵は.グローバル化で世界の皿内総生産(GD戸)が人顕史上最高の成畏を続けている中で、モの歯車を逆転させる未曽有の享鱈を生んだ.医痩廟壊や金融佑梗ナよど、人類史に残る大

恐慌七なる躯夢さえよぎる.ソーシャル・デイスタンシングが行動基準になれば、これまで急成長して岩た亭集分野が叢も深劃な影唇を受ける.航空、レジャー、焦行,歓食などのサービス分野に眠ら,'、

既連する自動車や航空樋などの製造案は規槙と撫野が大きいだけに受客薫晃の影妻は甚大だ.石油価格暴落も世界のエネルギー事惰を橿嵯から厘L、地政学的バランス変革への発厩も睡念される.
世界的なサプライチエーンの中国俄存を生んだ庫因はコスト引き下げである。低コスト志向は反価では、中国醒内で轟境汚染や劣悪な労轡環焼、猛烈な粘差を生み,大気・水質肯染や水不足など国際

的な憲境悶盟を引き起こしていた.世界が狭くなった現在ではもはや外郎性は梢誠し.一国の理墳闇電は世界の覆墳と直紘Lている.個別企業の低コスト志向ぱ、地球規槙での膨大な損失にっながっ
た。国内の格差改善や人権保護よりも.一帝一路や軍事憩国化に〒算をつぎ込む中国の政笈の影響は、中国国内だけにとどまらないということ雌.半面、石抽消賓の激減は漫暖化など地球環墳闇電

の改唇仁は劃的な効果が畠るだろう.国連が提唱するSDG.(按続可能な開身且楓)は誰一人取り残されない社会だが、取り獲きれた人々の存在は全人類の課踊として践ね返ってくる.霊症急性呼吸
暴症候聨(S厶RS)やエボラ出血熱などを言め.近年の疫病が中国や造上国煮であるのが典型例である.コロナ間鬮は天が人類に与えた警鍍かもしれない.全世界がモう考えて対怖すぺき人類史釣課

踊である.1憧記単位で見ると、この規槙の課琴は職争を奮めて百年闇に何度か起こつている.いわゆる百年企案はそのような試練を伺崖も桑り趣えてきた組鞭であり、経奮者の真価が陶われるとき

でもある.畏い歴史の中で人の一生はあまり1こ短い.モの時々の技術や済行だけに怯存した享業は時代の慶化と共に消叢する.世代を超えた目で、何かおかしいという蚊敏な嘆覚は無私の精神に由

豪ずる.天が何を示しているのか考える時で畠る.(桃李)

(8)之020年(令和2年)5月2臼土曜日日本糎許斬聞第15面【マーケット輯合2】〔大橿小樋〕

rインペンション復掩の時代」

大恐憶研覽の第一人嚢であるキンドルバーガ^からrこれからの国廉擾関で重要なのは世界保置橿関(WH0廿訂という説を聞いた二とが畠る.30年も前である.予言は的中した.斬型コロナウ
イルスの感染大諸行でWH0の役割が見直され世界軽涜は大恐慌以豪の危櫨に直面した.コロナ発の地球億樵を教授はどうみただろう.なぜ人類はこんな危撫に配ったのか.発生源である中国の発

慣の運れは決定的だ.WH0も中国寄り過ぎた.逼信から封応が遅れた米■で毛医巌劇壊を招いた.背景には質冨の格兼もあ0た.間踊の本質は甜界中が安易な判讐至上生輯に走り、人間の尊厳
を守る茎硬的な瓢学技栴を疎かにした七ころにある.イノベーション(革斬)がもてはやされ.その接にある肝心のインペンション(晃明)1=軽視された.シニンペ^ーはイノペーションにあたる新結合に

ついて、斬製品の創造、斬生廣方式、斬市場の開妬、斬材料捜得、斬産業岨織の5分野を商げ、企業家の革斬が軽済発風を生む七説し寸翫 LかL行き差く先は巨大圷【情報技術)企業の独占化だつた.

発明なしに既存柱術の岨み合わせで稗いだ軽営毒もいる.蛎興企案冥耽で技術革新の芽を擴んだ,100年に1度の駆染症大譲行に責金と峠聞と人材をかけるより、気の剥いた革斬で裟ぐ方が賢いと
いう皐翻を生んだ.ここは、インベンション復権に世界をあげて数リ粗むしかない.斬型ニロナの治慢菓とワクチン開覺に,べての贅源を投入する。データを共有L国際共閻開舞を急ぐ。モれを世界中

の,べての人々に提供する.分断の時代を頗えて国際儘調が試される.WH0をめぐって米中封立を続けている場合ではない.コロナ量槌後の世界は皮肉にもデジタル責本圭義が勢いを増すだろう.
しかし監視社金の危検をはらむイノペーション仁ぱかり身を委ねるぺきではない.コロナ燈槻の教訓は命の重さである.問われるのは、何のための科学技衛かである.本源的な生命科学を軸にインペン
ションこモ景優先サぺきで高る。音秦の世界ではバッハの「インベンション」が基本中の茎本とされる.イノペーションの時代からインベンションの時代へ.人顛は際点回帰への転換点に布る。(無垢)

(9)2020年(令和2年)5月8日金曜日日ネ軽済斬聞鰭17面【マーケ・ノト艶合2】〔大楓小慢〕

「r剃郵的症候誹」の危うさ」

新型コロナウイルスに世界が苦悩している.多くの識者が指摘するように.このウイルスの恐ろしいところは、無症状でも感染力が強いこと、重症化,ると短期間に死に至るケースもあることだ.感殿ず
ると無触を余儀なくされ、誰とも金うこ七はできない.現状ではワクチンが存在せ,'、既成の秦や点滴、人工呼吸譽が活用されるが、究梗的には自らの免疫力に依存せざるを禍ないという厳しさだ。量

陵にさらされながらも慎命感で奮闘している医療従亭者に封し、感謝の意を伝える心温まるイペント、世界各地で紹介されている。モの一方で、死への恐怖感から、今良けれぱいい、ニニだけ良けれぱ
いい、自分さえ良けれぱいい.という意課が多くの人たちに芽生えつつあるとも伝えられる.まさにt今だけ、ここだけ、自分作け」症候群といえる。こうした剥郡的な意識や底惰が世にまん延,れぱ明るい
風望は見えてこない.底染症の脅威は軽躋間題に直結する.国際通賃葺金(1MF)のゲオJレギエバ専務理事は90年前の大恐慌以来の大不況に陥ると要鐘を鴫らし、日本についても歴史酌なマイナ

ス成長に陥るとした.歴史を擾り蓋っても深部な経晴問轟は多くの人々を生命的、精神的な燈犠に陥れる.皮肉なこと1=ニロナ発生源の中国は俣外で.マイナス成憂は何避できる巴の見立てである.そ
もそも今回の胎柴症拡散は中国・武漠から始ま吋"世界の人々を死の恐怖に陥れ、大恐慌以来の榧済不況を引き起こしつつあるだけに、中国政府の初動が惰報聞示を含め適切だったのかどうか櫨
証されてしかるぺきだろう.鳳って六■のもう一方の榧で高る米国はどうか.トランプ大銃傾からはアメリカフフーストの理念のもと、感染症に閣Lては米疾病対策センター(CDC)の存在も畠り、強気の

発言が鞭り五されていた.しかL現実にほ、世界最火の庫染者數に見無われ.梗端な楕差牡金を背景に多くの魂者が命を熱としている.中国も米国も「今だけ、ここだけ、自分だけ」という識虚さを欠い
た視野の養い政権運営になってはいないか、モう岳じ敢っている識者は多い.ニロナを醍提とした人々の剰郵的症候群は.実は米匡、中■という二大国家の反映とも考えられる.世界の連帯七彊鴛が求
められるときだけに実に危うい.〔自律)

『蜜わりゆく「晴黙知」の価憧1

臼0)2020年(令和2年)5月15日金曜日日本軽請斬聞鰭21面【マーケット雑合21 〔大捜小機〕

t「失われた5繹」再びか』
t感曼拡大が取案すれば,軽済活勤はただちに正常化する」といった当甸の秦観諭は影を漕めた感がある。20OB年のりーマン・ショッウと今回のコロナショッウとは背景は大き(興なるが,日ネ経儕の

佳遺症を長引かせやすいという卓では似た面が畠る.リーマン・ショック時には実質国宍乾生産(GDP)のマイナス成異は1年間幌いた.今回も問様だろう.リーマン・ショッウ時には実質GNPが元の水

皐に戻る衰でに5年と1四半期かかった.今回も周様の軽路をたどり、壷々が元の生活水準を取り戻すまでに5年程度を要すると見込富れる.再び「失われた5年」「二見舞われるので畠る.今後は外出
や休集なEの規制は段階的に線和されていくだろうが.それでも3つの要因から嵯躋が元の壷に風るまでにかなりの時間がかかる。焦1は人々の行駄様式が寳わってし声うことだ.他人との物埋的な

距離を空ける、多くの人が集まる場所に行かない.といった行動は、感染腹業後も長く続き、人々の行動様式に楓付いていくだろう.第2に、自動車や家具などの耐久消賢財であれば、庫染拡大が取案
,れぱ控えていた需憂が顕在化する「ペントアップデマンド」が生じやすい.しかし、令回最も大きな打撃を受けているエンター÷インメント、外食のようなサービス消麦については、モれは難しい.自粛期
闇中に生われた消晋は.衆久に戻うてこないので罰る.筑3に.規在は中婁と労融膚が休隻寺柚いられるとい弓供艶捌の暮匪が終ま活動寺馴約Lτいる.たた1..生宴.勢働時闇知鮪などで所掃が

r狭くなった世界への妻候」

( 205/276 )



減った労働者は消費を切り詰め、モれによって売り上げが減った企業は、さらに生産の縮小を余優なくされる.つまり、需要と供軸とがスバイラル【相桑)的に悪化する局面に輪りかねないのである.さ

らに、失業率は交年「二は6貼台と職槌最悪となり、向こう5繹間の経まの耕給関係は、コロナの後遣症から年平均で4,546下抵れすると見込まれる.これは消費客物価上昇棄を舞年平均で1,1,6程度
下擾れさせる.その結果、金融政斯の正常化は追のき、超低金利環境のさらなる畏期化は必至だ。コロナショックは経漬・金融理境に封して、一時的にとどまらない大きな櫓造吏化をもたらしてしまうの

で高る.(神羊)

01)2020年(令和2年)5月20日水曜日日本経済新聞第19面【マーケット総合21 〔大擾小捷〕
「コロナと東京一槿集中』

緊急票駐宣言は39県で解除されたものの首都圏などでは鑛いている.自粛ムードに慣れてきたとはいえ.さすがに閉塞岳が増Lてきた.敢米で軽痔再開の動きが見られる中.わが国でも地域によっ
ては榛々な活動や学校再開が決まるなど少Lオ'つではあるが斬たな換素が始まった."00年に1塵」紐といえるウイルスとの闘いは墨期眼になるという想定の下、政府の専門窓会碓は「斬しい生活
様式」を提言した.ガイドラインを見ると、現在のような緊急時には必纂であるにしても、社金のあり方として,長期的に受け入れられるのか心もとない内宴も島る.ここでは日常の生活様式についてで
はなく、r稟京への一極集中」とい5マウロの間麺を考えることにしたい.毎臼発峩される全匡各地の感染者数を見ると、稾京都の融字の大きさに改めて覚かされる.棄京郷の墨染看敷は5月18日時点
で5065人と白本全体の総融口6160人)の31"を占める.東京郁の人口は約1392万人で日本の総人口に対する比率は1,"雌.一方、舎も感染者ゼロを雑拷する岩手県の場合、人口は少ないと
はいえ122万人で、総人口の1"を占める.人類の歴史とともに古いパンデミツクは人口密集、つまり、大都市の問題であった。1665年からロンドンではぺスN二より約10万の働が失われた.狸素

(しょうけつ)をきわめる感染症のもたらした怖状を「ロビンソン・ク1レーソー」の著者ダニエル・〒コオーは、「パスト」0722年)で克明に描、サ翫大郁市は生命にとり危険なところだという20世紀甸顛ま

での常蹴を、われわれはいつのまにか宮れていたのではないだろうか.巨大地震のりスクに加えて、昂条症りスクの深訓さを新型コロナ福は突きつけた.聞廩大盆災0923年)の捷、生粋の江戸っ子
だった谷嶋覇一郎は開西にhターン」した.日本列島の上に人はどのように住まうのか.19世紀宋に始まり、駐後に加連Lた「棄京への一極集中」は今なお続く.これを是正すべ(政府が旗を橿っても
効き目はいまーつだ.しかし,強いられた興常な理填下で急速に進む「オ^イン化」と、大割市の感染症りスウへの其記識は、やがて斬たな歴史的Uターンを生み出すかもしれナ'い.(与次郎)

ーー、一●^0

フ.2020年(令和2年)4月15日水曜日一4月17日金哩日白本経済新聞の逗哉特集「忘れられたパンデミック"スパイン"インフルエンザ』

0)2020年(令和2年)4月15日水曜日日本経廣断聞第28面【社会】連叢特集

およそ100年前.人類は史上最悪といわれる躯染症バン〒ミックを粧験Lた."スペイン風邪"と毛呼ばれた斬型インフルエンザだ.世界人口の3分の1から半数近くが感染.死者は5000万~8000万
人.最大で1憶人という説もある.このTウイルスとの世界大駐」の塵史は、いま疲威を概るう新聾コ訂ナウイルスに対処するにあたり、多くの示暖を与えてくれるのではないだろうか.0 モれは191

B年3育、米匡カンリス州の腔軍蓋地で始まった.インコルエンザの塵状を訴える兵士が続出.「3月だけで233名の肺炎庫者が出、うち48名が死亡していた」(アルコレッド・W・クロスビー「史上最悪の

インフルエンザ」).だが.二の出豪亭は特段注目される二とはなかった.と二ろが、モの徒も米国各地の兵会、学校、工場などで集団感染が発生Lた.妻には世界各地でも問様の座染が見られた.焦1
波といわれる磨染爆鼻だが、真の発生地は米国以外の可能性もあり.不明のままだ.ときは第1攻世界大戦のさなか.米匡から毎月敷十万人の兵士力撤州に渡っており、感染者を含む軍触は「ウイ

ルスの運び旦」となウた.大人敷が密集する兵員輸送舶、堂壕(ざんごう)や兵書は格俳のウイルス培妻の場となり、5月ごろから西都取繰、夏には欧州全域で感染が広がうた.感染はアジア、アフり力、

南半球に飛び火L、教以降に世界的なパン〒ミックとなる.第2波である.軽症者の多かった第1波より格段に致死率が高かった.r痢性多くは重症にして殊(こと)に肺炎等の含併症多く、又(また)時に
電撃性なる高り」(内務害衛生局暢「漬行性岳奮」).憾康な人が発症12時間以内に死亡,るケースが多數報告された.米匡では工場労樹者が大量欠勤し、医痩醐係.讐寮、鮭道などでも感染が広が

り、公共サービスが低下Lた.病腕は満杯仁なり、各地で棺おけが足りな(なった。欧帆取線でぱ封崎していた全兵士の半數以上が岳染.「軍隙にありては其【モ)の戦闘力の殆【慢とん)ど四分のーを
失ひたるものあり」{同)という惨状で、米軍では大職で職死Lた約10万人の半搬近くがインフルエンザによる楕死だった.大駐の総戦死者の6割(豹1000万人}が戦病死で、その3分の1がインワルエ

ンザが原因とされており、戦擧の綻結を早めた七いわれτいる。交職国は感染爆発を秘匿L、中立鷹のスベインに関する報道が先行Lたため、「スペイン・インフルエンザ{日本では一部新聞が員邪と表

記)」と岬ぱれた.第2波は12月には眼案したが.1919年初頭から妻にかけて第3波が襲いかかり、世雰をなめ尽くした.各地の死者は欧州で230万人、インド1850万人、米国68万人.アフり力23
B万人、中国400万~950万人、日本39万~45万人といわれている.1人類史上これまでに大発生したいかなる窮無よりも多くの人々を死に至らしめた」(ジョンリ゛」ー「グレート・インコルエンザ」).

嵩齢者よりも1呂歳から尋0歳代徒半までの砦年、壮年層の犠牲雪が多いのが特徴ト:つた.著名人ではドイツの杜会学者ウ寓ーバー.コランスの詩人アポリネール.オーストリアの臣家クリムトらが働を幕
とした.パンデミックは翌20年まで続いたが、感染者数と敗死串は格段に柚小し、肇節性のインフルエンザとなった.当時はウイルスを抑え込む特効弟もワウチンもなく、終息は多(の人が一定麹度の

免疫を獲得Lたためともいわれているが、確かなことはよく分かつていない。

口大郁匿に並んだべウドで治擦主受けるインフルエンザ息者口918年、坐オークランド)=AP (写真)

一門"●,^U

(2)?020年(令和2年)4月16日太暖日臼本経漬斬聞第26面r牡会】違餓特集

「烹行性感胃と診断され、直ちに榔仮床にお就きになり、以俄十五日間の御床払まで安静に温ごされる」内相年11月3日の昭和天皇実降の記述だ."スベイン・インフルエンリ"は「流行性感冒」と

いわれ、皇太于だった17歳の昭和尖皇も患?た.皇室では底染Lた竹田言恒久王が19年4月に肺炎で死去している.欧米の大箕行から4力月ほどたったIB年10月ごろから日本でも本格的な流行が
始まウた.国内では2度の感染捧発を迎えることになるが、「前ま行」と呼ぱれる時期だ.22年刊行の内務省衛生局編r流行性憾胃」はr交通頻繁なる都市に発し之にれ)より放射状に其(そ)の馬囲

村落を侵農するを常とせり」と記述Lている."スペイン風邪'を主閥にした■内唯一の書埼、連水融「日本を嬰ったスペイン・インコルエンザ」1=よると、感染は1まぼ3週闇で全国に広がったという.斬聞
はさかんにr読行性感冒狸系(しょうけつ=猛威)」と報じ、稟京では「各病院は嵩杯となり、斬たなr入院は皆お断リ」の始末であ口た」(前掲書).死者の急増で各地の火暮堤は大混乱となった。問書に

よると、医探体制の蔓っていない地方はとく1二悲惨で、皐者の半數以上は治療を受けられない村(青撚県北津軽導)や人口劫1000人中970人が墨染して70人が死亡、r一村全誠」【福井県の山闇郵)
と報じられた地填も島った.医療従事者の感染も深割で、T医者という医者がほとんど風邪で寝こんでしまって勣きができず、まだ壮年の医者が相炭いで亡くなった.」【熊本県「新字土市史」).海外と飼

様、若年壮年屠の惟牲者が参かった.署名人では評賭家の島村抱月が辱染で亡くなり、女優の松井須磨子が鞍迫い自蛾する悲劇が起きた.勣筑行は翌19年夏前には取庫吋島内務吉の記煉では
息者は約2"7万人.死者は25万7000人.当時の国昆の4割が感染L、死亡宰は1.2之"だった.そして匪年牧から「後琉行」がやってくる.毎年1之月1日は徽兵された新兵の入堂日で、モこから

駆染が蝶発的に広がる.「二の軍隊における権愚(りかん)こモ.本格的な「後擦行1の点火剤となった」【「日本を襲ったーー」)密朗・密集・密擴環境の写蝉は盛染の温床で、20年1月の斬閏は陵案
の内外の患者約2万6000人、死者約1300人、死亡率5,2,6と伝えている。寿軍でも葡庫行期に軍艦「矢矧(やはぎ)」で靈員469人中306人が感染、4B人が死亡する惨事があった.後廣行は20

年夏に収薫.底者は約241万人.死者は約12万君000人だった.感乗が前流行の1割に激減したのは多くの人が免疫を察暢したためといわれている。一方、死亡率は6.29,6乞4倍以上に跳ね上がっ

た,内務省の記像では全流行期間の総奉染者約23尋0万人、完者約38万9000人、死亡峯1.63、6とさ瓢ている.蓬水融氏はこれを過小とみて、死考は約45万ヨ000人と試算Lている,
ロ"スベイン・インコルエンザ"の彫染防止のため、マスウを蒼用Lた女子学生=ゲ^イイメージズ提供(写真)

r忘れられたバンデミック"スペイン"インコルエンザ上」

r忘れられたバンデミウウ"スペイン'インフルエンザ上出征軍から世界拡散 100年前死者最大1偉人」

(3)2020年(令和2年)4月17日金曜日日本疑ま新閉嬉き0面【社金】連叢特集

r忘れられたバンデミッウ"スパイン"インコルエンリ下」

t忘れられたi{ン〒ミック"スペイン'インフルエンザ下第2波への働えを過去を知ることが教訓1

「どんな疫病だろうが戦争だろうが凱価{ききん)だろうが.これほど多くの人間が、これほど鍾期間に亡くなった倒はない」米国の"スペイン・インコルエンザ"被害を詳細にまとめた名著といわれる「史

上最悪のインコルエンザ」で、著雪の歴史学者アルフレッド・W・クロスピーはこう述ぺている.だが、二の本の庫罰はrアメ,」力の忘れられたパンデ革ツク」で島る.轍争も自熱災害をも上回る人的被害を出
したにもかかわら司'、人々は忘れてしまったのだ.それは日本も悶じだった.r日本を餐ったスペイン・インワルエンザ」を著した厘史人口学者の速水融氏は「並くべきことに、このスペイン・インフルエンザ

について、にれまで)日本では一儒の著書もな(、舗文,らご(少敷あるに過ぎない」と語っている.忘れられた理由として、周時期の第1炭世界大職、日本では數年媛の関童大震災により記憧の片隅

「こ追いやられたと指摘されている.さらに大きな妻図として、インフルエンザの敢死峯が低かったことも影響しているという。"スペイン・インフルエンサ'の全流行斯を通じての致死翠ぱ2q6程度だ0た.
21世紀に出現した埜症急性呼吸譽症惨辱(SARS=約10,6)、中東呼吸暑症候群(制駅S=30,6超)と比ぺても格段に低い.ウロスビーはr概して裁々は、死亡率は低いが卑晩自分たちがMわるこ

とになるはずの現実的な病気より、自分たちがぼとんど覆(かか)りそうにもない高い死亡串を持つ病気の方にずっと恐怖を抱くもので高る」と響いている。「史上最基のインフルエンザ」の訳者で、米疾

病封筆センター【CDのに在怖経験がある仙台医療センターの西村弄ーウイルスセンタ^は「当時は他の楕気で亡くなる人も多く、平均寿命も短かった.死を目にするのが日常的で、モれに慣れてい
た巳とも忘却の美因ではないかル話す。酋村氏は「インフルエンザの悔いところは一産にたくさんの人が感染すること.致死奉が低くても、岳染者の数が多けれぱ死者の絶封敷は多くなる」と讐告する.
数死宰が高く、すぐに重篤になる場合は量者は動き回れず.感染は簡単に広がらない。大半が軽垂ですむ感染金こそ警戒ずべきだという。現在、世界を苦Lめている薪型ニロナウイルスと攘叡Lた両

は多い,では、私たちは100年前のバン〒ミックから何を学ぷぺきなのか。西村氏はr管かしすぎはよくないが、パンデミックは第2液が島りぇる。冬に来ると被害が大妻い.驫政者、行政は盤をくくって
医療体制などの皐備を進めておくぺきだ.いまはそのための時榔をもらっていると考えた方がいい」ι話す'.そして、「コロナという一択被害を防ぐのは大亭だが、モれによる経湊的な二攻被害で死者を出
しては元も子もない.貧困者なEの手当ての大切さも数訓」と言う.速水氏は著書で、日本はバンデ己ツウから「何も学ぱず、46万人の生命を無駄にした」と突き放Lている.モして学ぱなかった二と自休

を毅訓として、数害の実際を知り、人々がどう対処Lたかを知ることが重要だと説いている.なぜなら、人類とウイルスの轍いは「両者が存在する隈り永久に繰り返される」からだと.
ロ"スペイン・インワルエンザ"譲行当時の予防啓鼻ポスター(内務害衛生局編「識行性盛冒」より)(回版)

「享れられたバンデミック"スペイン"インフルエンザ中』

r忘れられたパン〒ミック"スペイン"インフルエンザ中出征軍から世界拡散 100年前死者最大1憶人」

B.2020年(令和2年)5月5日火曜日~5月6日水曜日日本経璃新聞の連載特集記奉r続・忘れられたパンデミッケ」

(1)2020年(令和2年)5月5日火曜日日本経陦斬聞第1面逗餓特集記亭 r読・忘れられたバンデミック上1
「績・忘れられたパン〒ミック100年前の問いかけと恐怖乞不安こそが敵正Lい知謹識飴L善及を」

インコルヱンザ、モして現在猛威を擬るう鮪型コロナウイルスの大きさは100ナノメートル。1ミリ〆ートルの1万分の1で、電子瓢撤鹸を使わないと確認できない."スペイン・インコルエンザ"が出現し
た1918年ぱ光学顕嶺鰻Lかなく、ウイルスは人類にとって正体不明の敵だった.モれゆえワクチン、治療藁もない.モの恐怖は現代以上に大きか0たとみられるが、人々は試行錯誤Lながら見えざる
敵と甚命「t戦った. r病人やせきを,る者「二近害ってはならぬ」rたくさんの人の集まっている航二立ち入るな」「病人の郁厘はなるぺく別にし、暑護人の1臣かはその蔀屋に入れてはならぬ」鴫年に内
務省衛生局が作成Lた「液行性奉冒Uまやりかぜ)予防心椿」だ.桂験則から考え出された予詰法だが、現亥励行されていることと壷わらない.米国では「3つのC」{クリーンな口.肌、衣服功触調され

た.学柱、劇場、教会、映画脚'ど人の集まる場所は閉棲.ニューヨークでは口を種わずにせきゃ(しゃみをすると1年陶の投獄七劃金500ドルが科せられたという.サンフランシスコではマスケ兼用乗例
が施行され、這反者は讐官に遠捕された.日本ではこのような強制は行われず、主にマスクとうがいが勧行された.ただ、現在と同様にマスクの供軸が藩った.・ー・・様々なワクチン棲糧も行われた
が、ウイルスの正休が解明されていないため有効ではなかコた.日本では神社での神頼み、米園では怪Lげな民間療接.詐欺的な治療が楓行した.伺弱では第1炭大敬の敵国ドイッが菌を蝕布したと
いう陰謀説が漬布した.早めに各怖設を閉捌して註害を抑えたセントルイスと対繁が遅札て被害甚大だったっイラデルコイアの教篤が日本ではよく語られるが.米国の歴史家はま?たく言及していない.
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(讐集委員井上完)

(編集委員弁上亮)

(総集委員弁上亮)



アルフレッド・W・クロスピーほ儒鎖命令を厳しく適用Lた地填とモうではなかった地域に差はなかったとしている.ジョンリ{リーは流行の時期が明暗を分けたι見ている.ワイラデルフィアは早か0た東部,
セントルイスは連かった中部に位置Lている.もちろん、早めの対策は有効だが、被害の軽重は運に左右された面もあるとバリーは語?ている.より敦謝とすぺきは、病気よりも恐怖や不安が人々の触
れ合いを壊し、社金をバラバラ「二しかねなか0たこ七だと言う。感榮を恐れ、家族や社金的靭者を見捨てざるを掃ない事態が生じた.拶民、貫困層が打蛙を受けた.仙台医療センターの西村弄ーウイル

スセンター長はtlo0年前よりも人々のっながりが希薄になっていることがOE.一方で、ネットやSNSなどで知崖の伝遣は容易になっている.正Lい知樵についてもっと諭論L、普及させてぃくことが危
機を桑リ越えるために●聾なことだと思う」と話Lている.

ロインコルエンザ流行でマスクをする米シアトルの警察嘗0918年)=ゲ^イイメージズ擾供(写真)

(2)2020年(令和2年)5月6日*曜日日本軽済新聞第1価連叢特集記事『続・忘れられたパン〒ミック下」
『読・忘れられたパンデミック100年前の澗いかけ下災いから伺を碍るか慢界が助け合う契撮に』

ウイルスによる症状、感染の広がり方、社金の反応など、100年前の"スペイン・インフルエンザ禍"と現在の斬型コロナウイルス禍は類似した面が臺い.「斬型」の治療は対症療法Lかなく、医師より
も雪護する人間の敷が求められる.100卑前、暑蛭人が不足していた地方では1力所に張り付くのではなく、各所を回る迅回看覆を実施LてL寸翫医師のいない山村には府県が1敦擦班」を組糠Lて派
遣した.命を敦おうと怒命に務めた人々の嵩みは、現在の赴槻においても様々な示峻を与えてくれる.では、100年前の歴史を追えぱ、今後の腰開もある程産予測できるのか.それほど単純なもので
はないだろう.ウイルス白休別怜であり、問じような規槙で菓2、第a波が嬰ってくると断定はできない.大きな違いは経磯が受けつつ島るダメージで畠る."インワル櫓"当時は感染を抑え込むために現

在ほど軽碕を撫牲にしなか?た.今の状況は1930年代の世界恐慌時に近いのかもれ,'い.インフル掘で緊急橿助を描示した米国赤+字社鮮部は「未亡人、孤児、審るぺのない竃人がそのまま放健
されている.これらの家叢の多くは質困という苦填に追い込まれ、その惨状の広がりは、米邑本土とあらゆる常磨に及んでいる」と語っている(ジョンリくり一rグレート・インフルエンザ」).日本でも一家の
大黒柱を失った家叢が悲観して自穀する是劇が起きている.二次被書で布る「経済禍」の被害者をいか1=敦請するか.現代ではより大きな課割だ。そのヒントも乏Lいながらも歴史の中「二ある.100年
前、日本では貧困で治療曼を払えない急者のために治療券の交付や無料静療所の設贋が行われてι寸翫一次のウイルス禍、二攻の経請禍で社金はどれほゼ疲弊するのか.確たんたる気持ちにもな
るが、希望の光を歴史に見いだす二とは可蛇だ。インフル禍から「日本は学ばなかった止手厳しい歴史人口学者の速*融氏は「強いて言えぱ」のただL付きながら.その打撃を橿に国民病といわれた
結核対笈が本格化し、乳幼児の保護・育成への関心が高まったことで両者の死亡書敷が減少したことが"学習効果"とみている.米国ではインフルエンザと肺炎研究の証長榛上でDNAが遺伝物賞で

島るという発見がなされた.バンデミック後に何かが生み出され'世界が望ましい方向に進むこ七も畠りえる.米国の日本現代史研究者ケネス・ルオコ氏はr日本を含め各国が格蓋を広げてきた斬自生
主義から離れ、「共轟著の輪」が広がる巳とを期術Lている」と話す.「バンデミックは70億人以との人々が二の地球とに暮らしている二とに改めて気づかせてく札た。だから、世界保置橿関【WHO)など
の国際犠闘を強化する方向に進んで低しい」歴史家のジョンリξリーもインコル禍の遺産は国際慳調と公衆備生への取リ粗みが再楕築されたことだと述ぺている.そして、残された敏調は権威ある地位

にいる人々が逗帯感をなく,ようなバニックを抑える二とだとも言う.「各人が自己本位に走れば、牡会は成り立たない。文字どおり、文明は生き鬻びらオゾ'い」

口斬型コロナウイルスのバンデミック後、世界は世界大恐慌時のような分断時代を迎えるのか(ニューヨーウの銀行の前に集まった頚金考、1931年)=AP (写真)

9.2020年(令和2年)5月4白月曜日一5月12日火曜日日本経陦新聞【文化】 1文化1 逗叢特集「疫病の文明諸』

(1)2020年【令和2年)5月4日月曜日日*軽済斬聞第24面【文化1 1女化1 逗載特集 r疫病の文明詰」

「疫病の文明諭①描かれた恐怖災厄が闇う表現の按謹憾骨姿の「死」平等主董に昆素驚き』中野京子

新型コロナウイルスが世界で蔓藍L、社金を混乱に陥れている.雑り遠し人顕を肢ってきた疫病は、文明のあり方に根源的な問いを突きつけてきた.私たちは二の災厄の経験から何を学ぺるか.人文'
牡金科学の有識者による誠考を速載する.

真白な翼をもつ天債が正黄の証の甚剣を握り、悪魔を従えて口ーマの町に鼻い立った.と畠る邸の前で天憧は馬魔に命じ.扉を叩かせる、1つ2つ3つ.いや、もっともっとーーーモの數だけ、中にいる
人闇が死んでゆく。伯世紀フランスの歴史圏家ドローネーが搭いた衝撃的な「ローマの代スト」は、聖者冽伝「費金伝説」03世紀刊)をもとにしている.モれによれば、中世初期のイタリアでべストが狸

憙(しょうけつ)をきわめた時.天使が悪魔を畠やつって死者数を決めていた光景を、実鳳に何人もがモの目で見たのだという(本作には建物の豊上にいる目撃者が描き込まれている).◆ぺストは
ヨーロッパの、いわぱトラウマだ。6世紀から18世紀にかけて鞭り返し、緩り返L、津波のように無慈悲に雙いかかり、屍の山を築いた.その轟大のパンデミックは14世紀で、ヨーロッパ人口のおよそ3分

のTを減らしたと言われている.中世から逗綿と、はなはだしい数の「死の舞踏」や1メメント・モリ(死を想え)」の園像が生み出された。モこに麦瑛されたのは.地上の神たる王侯や神に近い聖臓者さえ

も寿命ではなく疫病で、一峯に宴敷な(菖場ん導く骸骨婁の「死」であった.堅面な階峯社金に慣らされた素朴な昆素は、死の「平等主義」1こどんなにか室かされた二とだろう.ドローネーの畦にもどる七、
二の時代」こはもうぺストの大規棋な淀行は収まっていた,だが当時はモれに代わ0てコレラが蔓夏し、フランスでは首相ぺり工、ドイッでは哲学者ヘーゲルが命を落としており、人丸はこの疫病がぺスト化
するのではと心庄恐れていたのだコた,つまりr口ーマのべスト」は、遭い過去の疫病と眼前の疫病の恐怖を亜わ合わせた作品なのだ.またぺストやコレラのように急激幸死ではないものの、長い潜伏
期聞を軽て多くの人を死に至らしめる慢性感染症に梅毒が畠る.18世紀イギリスの■家ホガースの版圏「ジン横T」がよく知られている〔2017年胴催「怖い粧」廉にも出品され、以外にも著考に支持さ

れた).坐時のロンドンはイーストエンドが質民街,しった.第2撫囲い込みで土地を奪われた蔵民.各地から捷入Lてきた移民など、モの白暮らしの梗賞の人々が、生きる希望をなくして安盾ジンに渇れ

る姿が活写される.肩画中央には、詫酔しながら赤チに授乳する美Lくも若くもないヒロイン。嚢が子を下の舗道へ萬したのも気づかない.この哀れナ'子特ちの蝿操の足に、はっきリ檎毒の腫れものが

描き込まれている. rジン撞T」の少L後、1尋世紀後半からが崖業革命の蒔代だ.どこよりも先1=革働を椎進したイギリスが結核のトップランナーとなる。人口逼密と雁化した輝墳から、ロンドンでは5人
に,人が轄核で死んだという.やがて工案化が他国へ波及する巴ともに、結核もまた世界中に広(深く浸透してゆく.ベストは内出血で皮膚が赤黒くなるので「黒死病」の具名をとったが、モれと対比寸る
形で結核はr自いぺスト」と呼1動Lた.是患初期に肌が抜けるように自くなるためで、結核ぼどロマンティシズムや文学と紘びついた死病はない.鋳人バイロンなどはこう捧椴Lている.ーー結桂で死にた
いものだ、ご婦人方に、死の床まで何と素敵な方でしょう,と首ってもらえるからな.◆ノルウェーの匝家ムンウの初期の作品「病める子」も結核だ.二の雑の患痛さ、蔓しさは.結検を斐が峯とする
圏家の切ない電差しから素る.剰床の蒼白い蛭の少女は、症Lみにくれる介護者をむしろ騨め、慈愛の心で包む。牧女はもう半ぱこの世の人ではない.ムンウはこのシーンを思い出Lながら撲いたの

だ.15歳で亡くなったムンクの最愛の捧なのだから。付岩瀧うのは叔母.母執はすでにこの10年も前に、問じ結核がもとで亡くなっていた.コッ,1'、が結桂薗を発見し、20世紀前半には抗生物質が見つ

かり、やがてBCGワクチンが按種されるよう1抑って.白いぺストの記憶は卿れていった.それでも疫病は姿を査えて襲ってくる。現在、輔型コロナという忌むぺき疫病に対し、日OGが有効かもL才ゾ'い

との研覽が始まっているようだ.新藁の開見も進められている.今後、圏家たちはこのパン〒ミックを、どのように描くのだろうか.

ロドローネー「ローマのぺスト」A『toth.k/アフ口提供(畦回)

ロムンクr病める子」erid冨.m帥 lm尋匡..ノ'アつ口提供【絵圏)

(2)2020年(令和2年)6月5日火複白白本経悟斬聞第24面【文化1

感染症の流行は.古棄人間社金を繰り返L鞍ってきては大きな爪痕を残Lて親代に至っている.古代ギリシアのトウキュディデスによるT轍史」は、紀元前5世牝のべロポネソス単争を裁った歴史書だ

が、巳こにも、当時アテナイの町を腔って膨大な死者を出した疫癖が詳細に記蜂されている.トゥキュ〒イ〒スはいかにも歴史家らしく客観的仁、賜染した人々の症状を搭き出す.覆癖者が孤立し,絶望に
突き落とされる様子は、現代でも査わらず、真に迫る.悪染症流行の影棚ネ戦争などよりも大きく、人頬の歴史の讓れにしぱしば決定的な影響を与えてきた.それを鮮やかに提示し、疫病との戦いの鴛

味を何よりも雌弁に語?てくれるのは、じっは文学作品ではないか.20世紀の文学に限って見れば、最も重要なのはカミュの長輯「ペスト」0947年)だろう.アルジェリアの逢町を糞台に、まず多くの
ネズミが死んでいき,やがてモの痩病が人々を喫ってパストだと判明し、托者がざんどん堆え、町がロックダウンき1しる.そして朗じ込められた人々の普悩と戟いが、医師による魚密な記輯を通じて畷前

に緯り広げられる.権捌とい引木条理」1=直画したとき二そ、人闇性があぷりだされるのだ.しかし、疫病と戦う医師は人並み外れたヒーローとして美化されるわけでけない.医師は一需大事なのは自

分の仕享を果た亨「誠冥さ」だと語り、その言禁は私たちの心を打つ.これこそは令の日本の政治に一番欠けているものではないか.とどめ鮭いバンチミッウぱグローバルな視野から見れぱ、もっと別
の政治的な意昧合いを帯びた、いわぱ隠喩(メ,コデー)として櫨純するこ巴も畠る.たとえぱチェコの作家カレル・チャペックには『白い病」(37年)という戯曲があるが、これは休に白い斑点ができ、急達

に体全体が塵っていき、やがて死に至るという寄病が蔓証Lて、世界力し証ツク1二陥るという前提に碁づいている.しかし、単なる架空のSF的設定ではない。戰争直前の緊弧Lた国照情勢の中、「熱捌
にかかったように」軍伽が懲められている世界で、いかにして独戴者を棚L、世界平和を実現できるかという、作者の切実な思いが込められている.疫病のウイルスはt生物学兵罫」として使われる可能
性も高る。そのアイデアを判凧して喜かれた裏縄が、日本を代表するSF作家の巨星、小栓左京による『復活の日」だった.たまたま漏れ出Lた毅人ウイルスがあっという間に世界中に広がり、人類の低

ぼ全部が誠亡する.残?たのはウイルスが活勤できない極寒の南極の茎地に藩在する一握りの人たちだけ、という破局ものSFだが、こ二では疫病七並行して、東西冷戦下の世界で現実的なものとなっ
た核ミサイルによる人類蛙末の危提が描かれている.小松左京が示してくれたのは、どんなに科学技術を尭風させても、どんなに強力な兵鼻で盤装Lても、病気に冒されたらひ七たまりもない人聞の本

質的な尋さである.疫病を描いたこれらの作品をいま読むと、これまで雑空亭のようにしか思えなかったこ七が急に現実味を帯びたものに見えてくる.そして、感染症流行という困鯱な状況に直面したと
き、人間はそれにどう立ち向かうべきなのか、そのために必要な勇気とモラルとは何なのか、椴えられる.こ才Lニモが優れた文学作品の力であろう.
ロ「パスト」を響いたカミュ@はノーペル文学賞を受けた01957年)^0長田一Ⅵ011.t^マナイイメージズ提供【写真)

(梱集委員弁上亮)

(3)2020年(令和2年玲月5臼火唆白白本経漬新聞第24面【文化】 1文化1 遭叢特集 1疫病の文鯛論」
「疫病の文明誼③繋急峠の社会学間われる公益性と梓慣必要な措電政府のみ可舵」橋爪大三鄭

ヨーロウパ人のもたらす疫病に新大腔の人びとは苦しんだ。ラス・カサス「インディアスの破壊についての簡讓な報告」(岩波文庫)は、400年前の壊滅的な被害を記蜂する.レヴィ=ストロースr悲しき
熱帯」(中公クラシックス)も、感染症の悲惨を捨く。バンデミフクは級り返サ。100年前はスペイン風邪.その再来が斬型コロナだ。当時より医療も情報も整っている。どう戦うか。政府の役割が大きい。

人員と予算ι権隈がある.必要な措置がとれる唯一の岨織だ.コロナウイルス自体ぱ自然現魚だ.科学や医療が扱う.モれに対し、ヒトーヒトの塵疑ぱ社会現象.公衆衛生の闇題で、政府の介入が有
効だ.斬型コロナ岳殿の拡大は緊急事態だ.市昆を守るため政府は行動ずる.モの優先順位は何か?ま琴'、人命だ.教える働を一人でも蜜く敷う.社金的距鯉をとり、外出を厳Lく規制し、医療の態勢

も整える.これらは痛みを伴う。高店を閉じ工場を止め、私犠も制隈する.でも実行する。公益のためだ.公益(人働を敦う)→措置(政府の介入H操害(コスト)。換害は一都に集中しがちだ.公些の
ため生じた操害を、社会全体で負担Lよう.つまり拭償だ.それが正萎で感染防止のカギ.政府ぱ二れを柱にすぺきだ.緊急事忽に政府が●憂な行卦をとるのが.国衆繋急横である.法の建めによる
場含も、法を超える場合も島る。伊藤博文は「憲法薫解」(岩波文庫)で、栗急勅令と憲法の嘆係を明確にのぺている.帝国憲法には緊急需の備えが島った.バンデミックは緊急事忽.でも地震や胤争

とは這う.電気・水道・ガス,電話などライコラインは無償だ.住居も物流毛確保できている.戦いほ家にじっとしτいるだけでよい.企業や学校が休みでもひたサら菰働ξ.樓触をθ割減らしましょう.ライ
フラインは動かすので.幡かは9劃減以上でないと8割にならない.でも働かないと、生鮓が立たない.モこで所得を補慣して家にいてもらう.政府の掃置でうまれた損失だからだ.補償は、景気封策で
も経済の話でもない.公益のため払ったコストへの埋め炭Lにすぎない。ELて補償はすぐ払うぺきだ.ただ財源を、税金で集めている電がない.ならぱ旅字国債でまかなおう.巨噸でも仕方ない.それで
生活でき、企業力瞰廐しなければ、将来の囿復への道筋がつく.こ'.,なことは経纃学の教制書のどこにも書いてない。でも軟米各図は、こうした政憤を素卑く打ち出した.わかりや,く市民【二説明もしナニ.

バン〒ミッウにどう封彪し、掻置を取るのか、白頃から研究ずみだった.補償は正Lいのか.融,被書ぱ保証Lない.自然災害も補慣しない.古代からの慣習法だ.だが外出制隈は政府が決定Lたから
政府の責任だ。公益のために憲法との権利を制風L,損害も高る。補償するのが正Lい.政府には感染症や糎読の専門家がついている。でも専門家は専門Lかわからない.政府は愿染と経済を両方
踏まえつつ、公益を守る.白頃の皙学の素讐が毛のを言う,財政規悼が大享で赤字国憤はよ(ない.早時の源則である.緊急時は別だ。市民と企集が生き証びなけれぱ明日けない。外出制限は厳格

な低ど短くてすむ.補償もする.経陦の話はその僕だ.

(編集委員弁上亮)

1文化1 運叢特集 r疫痢の文鯛鱗』

r疫病の文明抽②文学の力仕亭を果たす「誠実さ」描く必蔓な勇気とモラル示す」沼野充蓑

【なかの・きょうこ=作家・ドイツ文学者)

( 207/276 )

(ぬまの・みつよし=スラブ文学者)



白 100年前にはスペイン風邪力(流行Lた=N.WEcom/アフ口提供(写真)

(4}2020年【令和2年)5丹8日金曜日日本経請斬聞薫詑面【文化】ι文化1 連載特集 1疫病の文明諭』

r疫病の文明論④病の嚢象を見る「政府」航治の危糧生政治・生権力の進化を目畢」石曲美敬

「この甜はひとつの楕院で畠り.憙客どもの各々はぺッドを移る二とをひたすら願引'かり」と喝破したのは『パリの憂誉」(1869)の詩人ボードレールだった.近代の産業資本主靴は世界の痢跳化を
促進した.哲学者ミシェル・フーコーが「生政治」と呼んだ統治の技衛が、軽済的りバラリズムと社金国家の原動力となったからである.生政治とは、人びとの生に、出生・育児・健庫・事故・老蜑・死にわ

たって賀与し、社金生産のために生かしてゆ(「政府による統治」をいう.捌人や家族の生に悩きかけると咽時に、社会をマクロな人口動態において捉えて毓計酌に幽きかける.ヨーロッパで発連した近

代の医学や生物学、紋計学、経涛学は、こうした紋治の発達と切り准せない.いまコロナ危槌で私たちが目繋Lているのは、近代がとってきた「政府」というガバナンスの仕組みにもとづく鱗治の量槌な
のである.ノ、類の半敷に及ぶ人口が外出禁止状態に憧かれている.由境は削ざされ、世界中に鮫らぱっていた人びとはいっせいに帰国し、都市から田舎への大幅な人口藝動が起きている.グローバ

ル化する世界の動きが急に逆回転しτいるかのようだ。各国で,医学、遺伝干学、生怜学、感染学,統計学、等々の専門家が動員される.人口全体にかかわる一般推置が筑定され.外出紫止期間や

都市のロックダウンが決められ.住畏への補助と支擾が打ち出される.人びとの移動ぱデ^を捕捉され、出会い亭を計算し、底乗率を予捌して.何パーセントまで駆染させればよいかを割リ出して人
口が誘導される.私たちはいま、21世紀の生政治・生掩力が進化Lていくのを目撃しているのである.人びとは、各自の性矯に隔離され(島るいは自己縞魅L)、、自ら検温して休調を管理する.マス

クをして外出,る。他人との距離を指定される.もL感染ずれぱ各人の個室への自己傷雛を彊いられる.庫は病院の延長,屠室は病室の代わりになったかのようだ.私たちの生活はテレプレゼンスヘ

と大幅」=転位される.テレワークL、オンライン学習L.rオンライン里帰り」まで勧奨されるようになうた.「オンライン」とい引何蛤にもない場所」に私たちは一時的にせよ、蛍界規槙で閉じ込められること
になったの雌.皮肉にも、冒頭に引いた、ボードレールの散文持のタイトルは「この世界の外ならどこでも A""".r. ouko,t". WOHd」である.私たちがいま経駿しているのは文明のシステミック
な危提である.コロナウイルスのような種を超えた感染は人類の文明にょる螺填磁壊の結果である.生物学的な危擾が軽済危擾を誘発Lて世界史老逆回転させている.地球湿暖化が示すように人頬
に残された時調は少ない。私たちは、いま不量に訪れたこの世界の停止を、グローバル化を進めてきた軽纃とテウノロジーの遅動をいちど根源的に考え直すための、現禄学がいうような意味での.エポ

ケー(本質的反省のための停止)の樋会と捉えるぺ岩ではないのか.生物の生のための璋墳は人闇の経済にとっては「外郁性」とされてきた.しかし、生政治毛理境政治も、本当の煮味での生物政治、地
球政治へと虞元を上げることを求められている.それを可能にずるのは国昆国家を超えた人類の世界政府でなけれぱならぬはずだ.

口世界中で外出紫止令が敷かれ.人は家に閉じこもっている(パリ.3月下旬)=ロイター(写真)

(5)2020年(令和2年)6月"日金唆日日本姪済妬聞第28面【文化】

ポッカッチョのrチカメロン」の冒醗には、フィレンツェを駿ったぺストの套威が描き出されている,人々は昼夜を分かたず畜生ののように道雌や耕作地や家の中で死んでいき、親は子を、妻は夫を捨て、
死者を弔う習憤もなくなったーーと.このヨーロッバ史上最大の疫病は1347年、ジェノヴナ人の舶によって黒糊沿俸からメッシーナ、マルセイユなどに拷ち込まれ、翌年にはヨーロッパ中に蔓董した.媒

介投となったのは.地中榔の港や舶舶を臭窟にしていた鼠と景で島る.ペスト1=覆ると、鮫の下や駆の付け檀にりンゴや黙卵くらいの腫癌が現才L.また身体の畠ちこちが黒い斑点に覆われる.3日以内、

いや数峠闇で死ぬ二ともあった.量の媒介する臓ぺスト以上仁、咳、唾液で人から人へと伝疉Lいきなり肺を讐す肺ぺストが恐ろしかった.豊近の研究では、47~48年の「黒死病」によりヨーロッパの

人口のじつに6割が死んだとされる。ヨーロッパではこの最切の大流行の優、1720年までほぽ4世紀にわたって、10-12年ごとにぺストが再来した.そして大気磨敗説を慣じた人々には、バラの花び

らを昂屋に散らしたり、暑料を櫑蒸したりするくらいしか対抗手段はなかった.黒死病は、伝染力が高まりに懲烈で畠ウたため、「死ね裏切り書ども」と叫び声を上げてユダヤ人をスケープゴートにしたほ

か.鞭打ち苦行団などに窺えるよう1こr峻厳な神」を長怖する心性が虚まった,ヨーロッパではぺスト以外にも模り返しバンデミックが斌行L.それぞれ乳なる心性をもたらした.中世に最物に襲い掛かっ
た大規樹'颪行病は、r聖なる火」と呼ぱれた麦角性壊痘で、10世紀半ぱに尭生Lて4万人力晦れたという.11~13世紀に広まウたハンセン病は,当時,伝曼力が強い不治の病と恐れられ、淫乱の罪

への神抽と目される半面.罪の腔いと天国での栄光に導くとのイメージもあった.2つの病とも.聖なる世界七結びつけられ.慈蕃飾設設立や病を載う念入りにして時盛な優礼の糠りとげなど、宗靴的・社
会的な翻い慣らしがそれなりに可髄で島ったのは、ベストとの大きな這いである.近代に入ると、結核が産集革働俊の軽漬人の負の側面を象徴するとともに.生の開花期を迎えた若者たちを狙い打ち

する二とから、ロマン主義文学に格軒の題材を与えた.さらにコレラや梅毒は、品位を乏める下等な捌気、あるいは汚れた妻、価に潮れた岩、堕建Lた者への報いであるとされた.1980年代から90年

代に広まり記憶に輔Lいエイズは、非合法菓品,臭常セックス、制塵転橿、文鯛糊壊のグロテスクな空想をかきたてた.だが病気には本来、道憶的な意味などないほ,'だ.またどんな恐ろしい疫病も、

文化や牡金が不可遵的に歩んでいくべき進行を速めただけという考え方も島る。黒死病「二Lてから、軽決活動の停掃をもたらし.伝絞的な牡金・家焦楕造を破壊し、キリスト教世界のモラルをぐらつかせ

はしたが、それはすでに兆Lていた動向を加速したIEI,なのかもしれない.ペストの症威を冒頭で描写したr〒カメロン」でも、本文は打って慶わって愉楽乞榎知に溢れた金話が滴餓で、明るいルネサンス
の気分を先取りしているので畠る。

口死者は喜堀リ人が塩算した.14世紀半ぱには欧州人口の6割が黒死病で死んだとされる【ジルリレ・ミニイジ「トゥルネーの黒死癖」)=eridι.m.n lm.冨帖ノアマナイイメージズ提供【図版)
(いけがみ・しゅんいち=歴史学者)

(6)2020年(令和2年)5月,2日火曜日日本謡房斬聞第34面【文化】 1文化1 遭哉特集「疫捌の文明暫■

『疫楕の文明縢⑥寮わる建築空気の流れ、重蔓な謀症に衛生掘反映するデザイン」五十嵐太郎

日本にとっては横浜潅に停泊Lたク,レーズ舶の集団屈染がプロローグとなり、今や列島全休がクルーズ舶と化した.2月に報道を見ながら思い出したのが、18世紀から19世紀にかけて、イギリスの川
岸や樺禅に係留された監煮舶である。監獄に囚人が新ふれ、廃船を活用Lたが、衛生状況が悪く、多敷の死者が出たという.クルーズ船は横倒Lの超高膳ビルよりも大きい桑り物だ.が、空母でも感

染が壷生Lたように、一度.閉韻された環境で墨染が始まると.手に負えない.一方で陸地との隔艦や樋動性ゆえに、病院船も注目されている.実は空気の流れが、捌院建筆の重要な課匙として認牒
されたのも、衛生概が査化Lた18世紀に淘る.ウイルス学の畳場前だが、腐敗した空気は害を及ぼすと考えられたからだ.モΦ結果、,8世紀末には呼畷する榎械としての痢院デザインが、建築家に
よって提案されている.白色を好み.「衛生陶暑」と拝擢されたモダ=ズムの建攘も.侵廉を貫視した.例えぱ、ル・コルピュジエの有名なサヴォア邸ほ.本休を持ち上げるピロティが、じめじめした地面巴
切り離すことで風通しを童くし、屋上庭■は日光を浴びる遭動を想定Lている.被がパリの中雇の町並み吉否定したのも、集合住宅を寓層化すれぱ、足元の開散が可蛇となり、郵心に緑地や公閥を増や
L、衛生的な郁市が成立,るからだ.しかし、瑛状はりスウが高L曝市モデルよUも.フランケロイド・ライトが提唱Lた田血に分散屠住するづ口ード・エーカー・シ'ディの方がオンライン社全に適合するだろ

う.災害や融争と這い.ウイルスは塗築を物理的には破堰Lない.人だけを放繋する.したがって、ピカゼカの郁市に人が不在のシュールな風景が出現した.建筆の立場からぱ、庚堆を復臭させるよう
な貴献はできない.ただし、被災直佳の選難所や仮設娃築の方法論は使えるだろう。中■・武漠で嶋時のうち1=賭霞された巨大な仮設病院も記憶に新しい。日本では,圧倒的な病床不昆を解消*ぺく.

すで1こ軽症麦をホテルで受け入れたり、幕張メッセなどの大規槙施設を晦時癖銃「二転用する二とが検討されている.撞翫の量道館に収専されたネットカフ工章昆に対L、景沫駆染〒防をかねて、坂茂は
災害時に活鎧Lた無讐の間仕切りシステムを持ち込んだ.これから台鳳や地震が見生Lた場合にも間屈になる巳とだが、遍煮所で人が窟集できないのが、斬型コロナウイルスの厄介なところだろう.従

来、人が集まるのは.良い建纂であると.無条件で考えられていた.しかし、モの前提が完全に喪0たのである.断しい空間モデルとして恕起されるのが、2003年の藤本壮介の安中逼坑アートコオー
ラムのコンべ最優秀案だ。これはアメーバのような帖郭の建築であり、空聞の形式として説朝すると、多方向に突きだすひだ状の空間が並ぶが.それぞれは中央に向けて翻く.ゆえに、隣の空間とは壁

で仕切られているが、対面,る空間は遣い.つまり、集まりながら、伺時に離れている.これは実厳に住宅で応用されたように、スケールを寳えたり、かたちを鯛整,ることで、様々に汎用できる空間モデ
ルのように息われる.

口弛罪者を乗せてオーストラリア行きを特つ英国の監獄船09世紀初顛,木版幽)=GRANGER.COMノアフ口提供咽飯)

【文化1 遮餓特集 r疫病の文明論」

r疫病の文明胎⑤西洋史に学ぷ不可遵な壷化傾向を加速軽漬停沸と社金栴造の破壊』池上堂一

Uましづめ・だいさぷろう=社会学者)

(フ)2020年(令和2年)5月12日火曜日日本軽ま新聞第36面【文化】

「疫は役なり」.古代中国人にとって、疫素は、天が人民に均等に割り当てる苦投であり、戦役だった.中国最古の字婁r説文解字」に「疫、民皆疾也」巴ある.疫病とは、天下の人民がみな症スピード
で病気にかかること.中国勲千年の歴史は、疫痢1=対する靴投の雑り返しだった。「疾」の字烹は.病気が矢のような達さで世行すること。r病」は、庵者の手足がこわぱり換にEンと搾り出す(丙は壬のさ

まを示す形)ほど重篤な状飽.「役」は古代の武尋「登」{たてぼ二}を手に人々が遭征すること.「疫」にぱ逗(まで広がるイメージがある.海外の医療崩壊の現場の珪偉はすさまじい.集中治療室のべッ
ドに横たわる堂症患者たち.詰護岨に身を■め懸命に動き回る医師・暑護師たち.T疫」「疾」「病」の字瓢さながらで標然とする.昔の中国人は、病気や不景気は、それぞれ身休の内齢や社金の「気」の
轟れが乱れることから起きる、と考えた.個人レペルでは、誠や垂でyポを剰激し、体操で体を勘かして気の休内楯環を整える.社会レベルでは、邪気や痢気を力ずくで外郁に追い払う「躯邪逐疫」の
築杷優礼を行う.大人数を動員し、帳竹をパンパン嶋らし.釧修や太鼓をガンガン叩く.東劇など中国の芝君が雁々しいの毛.伝統的な葬式でチャルメラや太鼓をにぎゃかに奏でるのも、駆邪逐疫の発
想による.内省的で静かな析りとはほど這いが、民衆の士気を鼓趣し、社金の沈藻感を打破する精神的効果はあった.中血の伝観医学のレペルは、それなりに高かった.中国最古の医響1黄帝内
経』は「聖人は未病を治すル疾病の予防を重禎け島崖秋融国時代の顧瞥(へんじ゛()やE三匪志』の華佗(かだ)など、伝説的な名医も輩出Lた.にもかかわらず、疫病の発生は防げなかうた.歴代
王朝の支配者と人昆は、疫痢に襄われるたびに、国土の広さと人口の多さに頼る「集団免疫職略」をとるしかなかった。牡金的酪者を中心に多敷の死者がでる.鯛王朝の初代皇帝・柴元璋は貧農の出
身で、若いころ煮叢全員を疫病と栄養失調で失った.そんな慈悼な謡は珍Lくなかった.駆邪運疫の高掲感は.膨大な犠牲考が出る裏失感を桑り越えるための.感Lい知烹だった.21世紀の科学技術
をもってしても,新型ニロナウイルスの特効粛を,ぐには開弗できない.現代中国のコロナ対策も、本貿は依然として「塩邪逐疫」の「戰役」である.楯牲を覚悟で膨大な人員を動員L.戰左の屍を踏み
越えて決踏をつける.融役なので、人昆毛都市封航の苦労を嚢慢,る.政府は全即に財員をかけ、軍隙や、医師・暑護師を病院単位で武漢に滅遣サる。修南山医師ιいう就問令官や、斈文亮医筋とい
う英鯉、その他、軍神的な「戦死者」も出る.妊羅中の看護師や、頭髪を丸問リにされる女性暑護師など健気な「戰士」の報道映像を、国営戲送は明るく勇壮な日GM入りで淀す.人民は戦役腸利の嵩掃
鼎に酔う.モんな中国人から見ると、よくも甚くも冷静な日本人のコロナ対策は、とても寄妙に見えるのだ.逆もまた真なりだが.今、中国は「第二波」人の戰役に慌えている.中国の政府と人昆が自国

のコロナ対策を冷静に握り返り、外国人に対Lて自国の責任を理牲的に語れるようになるのは,まだ先で高ろう.

口中国の昆間伝承に伝わる厄よけの神、鹸堆(演者・張春祥、京劇「鍾嵐擦妹」より心新潮劇院、撫影・井田裕明)【写真】

(いしだ,ひでたか=記号学者)

10.2020年(令和2年)5月佃日月堰日~日本糎読斬閏【文北1 1文化1 逗厳特集「コロナと創作」

1文化1 遷舷特集 r疫病の文明詰」

r疫病の文明M⑦中師の歴史駆邪遂疫岩牲覚悟の「歳争」大人敷動員、本質は寳わらず」加叢徹

(1)20之0年【令和2年)5月18日月曜日日本軽読新聞第24面【文化】 1文化1 連駐特集 rコロナと創作』
新型コロナウイルスの蔓証は、文化・芸術にも課刻な影響を与えている。この笥撃の中、どんな思素をめぐらせているか.創作者ナエちに闘いた

rコロナと創作臼)文学が描く危檀下の共感「非日常」価値疲寳える力」作家平野啓一鄭氏
ロ(肖像:写真)ひらの・けいいちろう作家.1975年生まれ、京大法卒.

99年「日蝕」で芥川賞。著書に「マチネの將わり「=」など.「畠る男」の英凱が近く米国で刊行される.

仏ノーペル賞作家カミュのrぺスト」の発行郁敷が日本で100万郁を趙えるなど、酪染症を撮った文学作品が注目されている.r優れた文学作品にぱ、未曹有の出来事に出合ったときの様々な人々の
性格や心の動きなぞが「一般陰」ではなく、具休的に楢かれている。そこの高るのは共感だと愚う」と話す。人々が宜宅に胤もる時間が増えた.「=ロナ閏連を中心に、周りでは膨大な情憾が飛び
かっている.しかし.対処の術のない惰報.遇剰な憤報は、不安を与えっぱ孝しにする。それに対し、文学は読窄に抱かせた影情に責任を負っている.そこに、心を落ち蒼かせる作用があるのでは」危

( 208/276 )

(かとう・とおる=中国文学者)

=おわり

(いがらし・たろう=建擾評綸家)



機の時代に求められる小説には「珊実を宅れられるような作品と現実に向き含った作品が島る」と考える.もっとも、自らの喜き方は変わらないという。 1コロナ禍の前に書いた作品が号になって無効
になるようでは、何かが間這っていたということ。作家は自分が信じるものを執筆サるしかない」と弥関ずる.災厄や災害のときし{ンか芸術か」との遍択を迫られることがある。「憲法25条には
rすパて国民は健庫で文北的な最低限度の生活を常む糧利を有亨る』と島る.芸術は精神を安建させ,豊かにする力が畠る.存続に向けた公的支擾は欠かせない.コンサートやライブに行けない状鯵が
続いているが、感染拡大が落ち着いた頃に、稾Lみにしていた管楽も芝膳もなくな?ている、というのではとても耐えらオザ'L、」コロナ禍が軽済に甚大な被害をもたらすことに茜い懸念を他く一力で、
人々の価壇観が壷わる可鮪性に希望を晃いだす。「畠えてポジティブな見方に立てぱ.テレワークの定着などで働き方の窒化が期待される,よく貫われる二とだが、体調が悪かったら金牡を休むという
奮慣が糎付くのは健全だと思う.社金的格差が一層あらわ仁なった二とで、モの解消に取り組む磨要性も重要視されるだろう」と指摘する.「稟日本大霊災後も白本人の価憧起が隻わる二とが期持さ
れたが,自己中0主義が進むなどむしろ反動的にさえな?た.しかL台凰櫨害など災害・災厄は続く.今後も酪染症の擦行は起きるだろう.いまやr非日常1が当たり前になった。これまで私たちが考えて
いた「日常』はたまにしか訪れない小廉状延だと覚悟し、りスクとの向き含い方や医廐体制のあり方を考えなくてはいけなし、」考え方次第でピンチはチャンスになる七いう.「【人は闡わる相手にようて
別々の人格r分人↓を持っという)r分人主養」を私が思いっいたのは、アイ〒ンティティー」の問題に悩んでいたときだうた.今回のコロナ禍でも(インターネット上で金話する)rオンライン飲み会」といった
動きが広がっている.自分もやって"たが竃外に楽Lかった」.新たな文化を生み出す犠会にもなると見る.先日、海外の友人とオンラインで話をしてぃたとき「分人」が話題になった.「モれまで彼は
1分人■という概念がよく分か0てい孝かウたが.コロナ禍で閉じこもり.ピンときたらしい.会う人が懐られたことで自分のr分人1歎が減り、這和感を覚えたのだろう。強制的にそうした事態に追い込まれて
いることが問劉なのですが」講潰、イペントの中止や子供のケアに頭を悩まゼつ0も,小説歓筆に集中する日々だ.(繼集委員中野稔)

TI.3つの空

3つの密は.2020年【令和2拝)の斬型コロナウィルス感染症拡大期に、焦団感染の防止のために総理大臣官邸、厚生労劃省が掲げた操語。密閉・密焦・密接を指L、これらを遍けることで感染拡大を
防ぐ二とに協力するよう国民に呼びかけた.3つの「密」、3密と表記されることもある.

経緯・撫要

2020年3月1臼、厚生労徴雀は新型コロナウイルスの底染拡大の予防策乞して「新型コロナウイルスの集団壗染を肪ぐために」を公壷した.これまでにウラスターが髭生Lた場所の共通点として、.換気
が悪く・人が密に集まって過ごサような空間・不特定多敷の人が按触するおそれが高い増所を峯げ、注意喚起をした.
3月IBe、総理大臣官邸公式Twi壮.rは、・換気の悪い密朗空間・多數が集まる密集場所・間近で金話や発声をする密櫁場面を遷げて外出するように呼びかけ、3月19日には断型ニロナウイル
スの集団髭生防止に関するチラシr密を遷けて外出しましょう!」をHP「二掲叢けK後にr3つの密を遵けましょう!」に畜更)。
尋月28日には、安郁晋三総理大臣が記者金見で「3つの密」を遊けるように呼びかけた.

以棄.「3つの密」「ネ斬型コロナウィルス拡大防止の標話として広く用いられているが、3月31日から4月1日にかけて厚生労働省とUNEが斬型コロナウィルス制策のため全国の利用蜜を対象に行った
調査の第一回では、r3つの密」を臺ける取り組みが十分ではない現状が明らかになうた.
・・・(wlkip.dr.「3ウの密」最終更斬2020年4月ユ9日【水)07:45)

健廉・毎療斬型之ロナウイルス感染症について

国艮の皆樺へ(予防・相談)

風邪や畢飾性インコルエンザ射策と同様にお一人お一人の咳エチケットや手洗いなだの実施がとても霊蔓です.舵染症封策に努めていただくようお願いいたします.風邪症状があれぱ、外出を腔え
ていただき、やむを得ず、外出される培合にはマスクを蒼用Lていただくよラ、お願いします.集団感榮の共通点は、特1二.「換気が悪く」.r人が密に集まって過ごすような空間」、「不特定多敗の人が按
触するおそれが高い場所」です。換氣が悪く、人が密に集まって過ごすような空間に集団で集まることを避けてください.

r新型ロロナウイルスの集団尭生防止にご博力をおねがいしま宇 3つの密を避けましょう!①換気の悪い密閉空闇②多数が集まる密集増所③弼近で金話や晃声をする密撲堀面新型コロ
ナウイルスへの対策として、クラスター(集団)の発生を防止することが霊蔓です.日頃の生活の中で3つの「密」が堂ならないよう工夫しましょう.3つの条件がそろう場所がウラスター(集団)発生の
リスケが寓い!崇ヨつの乗骨のほか、共固で使う物品には消毒などを行ってください。首相官都・庫生労劃省1

12.2020年(令和2年)4月一個別の記亭、又1=、惰粧

(1) 2020年(令和2年)4月28日/01:32/REUTERS

rN^.一郁車道閉鎖し歩這拡彊へ新型コロナの奪動制嘉中」

[ニューヨーク 27日ロイター1 一米ニューヨーケ市のデブラジオ市長は27日,新型コロナウィルス感桑拡大防止に向けたロックダウン(都市封韻)措置が鎌く中、市内の一部単道を通行止めとし、歩
行者に翻放するほか.一略的な自転車用レーンを設量すると発表した.夏が近づくにつれ、狭いアバートから外に出ようとする市昆が増え、外由時にソーシャル.ディスタンシング(社会的1距離)を雑
持することが困凱「=ttることが懸念されτいる。デブラジオ市長は「今垂1力月かけ、64キロ分の車道を開放L.危複が長引けぱ、最長160キロまで拡甍する」と述ぺた.人が集まりやすぃ公園凋
辺の道路を中心に欄敞する方針としたが.誹細には踏み込まなか0た.市縦金のメンバーは当靭、市昆の移動制陰措霊が実施されている間.車道の1レーンを少なく七も歩行者や自転車に開放す
る針匝を提案していたが、出行者の安全などを巡り市警寮などから懸含の声が上がったことで計画が修正された.米皿ではサンフランシスニやデンバー、欧州ではイタリア.ミラノ、ドイッ.ベルリンな
どで、車道を通行止めにし、推道や自転車レーンを拡張する措置が実先さ九ている.〆

(2)2020年(令和2年)4月29日水曜日長崎斬聞鰭3面【総合】

r覧之波は欧州起源国立感染研コロナウイルスのゲノム無析」

国内の新型コロナウィルス感染症は、中国・武漢から持ち込まれた第1派の感染拡大は幡ぼ蛙息L、今は駄州で流行しているウイルス株を起源乞tる焦2操が広がっているとする研空枯果を、匡立感
染症研究所が28白までに発表した。愿染者から操敢したウィルスのゲノム(全遺伝情報)配列のわずかな這いを解折Lた.チームは、国内息者E62人の検体を焦めて調畳.藩外で畳縁されている4
6T1人分のデータと比較した.

【貴漠からの菓1派ほぼ終息]

中国・武漠で発生したウィルス抹は、1~2月に日本に入り込み.各絶でクラスター〔感鱗者の集団)が報告されたが、既に封じ込めたとみられることが分か?た.クルーズ船「ダイヤモンド'プリンセス」
の桑客桑員から見つかったウィルスは、盆漢のウィルス株と比ぺ1力所だけゲノム毘列が慶冥Lていた.国内には広が?ていないという.一方で武漠株から変真し敗州で流行しているウィルス株が、3
月中旬までに撫外からの帰国者らが袴ち込む刑で国内に境入.大都市圏から地方に「感染ルート不鴫倒止Lて拡散Lたとみられる。澗研寛所の黒田誠癖凍休ゲノム解析研覽センター長は「菓1課は
保健所などの対応で抑え込めたものの、榔外旅行や3月の気の睡みによる外出などで、吐州経由の第2壕が国内で大きく広がったよ3だ止話している.〆

(3】2020年(令和2年)6月10臼臼畦臼日本軽儕新聞第1面記享

r斬冥国感染、先進国抜く世界に新たなりスク 1白5万人〔チャートは語るり

米欧が疑済再開へ動き始めるなか、斬興・迭上国で新型ニロナウィルスの感染が急増Lている。新規感染者敷は5月上旬に先進国を逆転し、8日に1日6万人を超えた.自シアは感染者敷が連日1万
人を超え、づラジルは1日の死者敷が米国に次いで怪界2位となった.脆碧む医探休制にもかかわらず、黄困屠の不満を抑えるため経藩再醐を急いでおり、感染煽完の睡念が高まっている。財政甚盤
が不安定な斬興・途上国の感染拡大は.世界軽済へのりスウにもなりかねない.

世界保健機開(WHO)の〒^を毛とに.斬型ニロナの新規盛果者数を国連の基準で先進国と斬具・途上国に分頻Lて集計U晶先進国は4月上中旬から4割以上減少したが、輔典・途と国は拡大が
止まらない。ロシアは病院や軍で焦団感染が相攻ぎ.9日まで7日連読で斬規座染者数力"万人を超えた.政府系研究榎関は感染源の64貼が摘院に集中すると指摘する。ブラジルも新規感染者が1
万人を超え、1日畠たりの死者数は米国に次ぐ2位で推移する。サンパウロ・・・アフり力・・・・南アコリカやカメルーン・・・・・新興・途と僅は先進■に比ぺて公的な医探体制が娩瀦だ.昂染拡大が医
療剛壊、ひいて」ネ死看の増加につながるりスク亀寓い.WH0によると公的医櫟関逗支出は国内乾生崖(GDP)比で3,6と、先進亜の8,'を大き(下回る.感染拡大が目立つロシアやづラジル、イラン、イ
ンド、メキシコはいずれも世界平均(6%)を下回る. 感染娼晃の危橿に直面Lている斬具・麹と匡だが、モれでも外出紫止の解除や商店の営業再開をめざす勘きは佳を絶たない.3月に全土封
鎖したインドは感染者が比較的少ない2割強の地壊で経済活勵の再閣を認めた.づラジルのポルソナロ大統係は斬型ニロナを叶こだの風邪」と呼び、r外出自粛は凝情や夏用を破壇する止国昆に呼び
かける.ロシアは6白の閣鰻で地方の感染状況を踏まえた行動制尾の帳和を轍軸。モスウワでは12日から建股業や製造業の再開を記める.経済再開を急ぐ背景には、財政や綬済の尋さがある.先
進国のような手厚い補償や現金給付を提供できず、田民の不満が政府へ向かいやすい.イランは専門家の「時期尚早」との警告を押し句うて行動制懐を鰻和U"斬興・途上国は外出規制などに伴う
経ま対紫で財政赤字が篤らみ、これを不安視する海外マネーの琉出を招いている.モの結果、自曳通貨の相場が下落L.対外債務の実質負担を嵩めるという悪循璋に餓っている.国腸匝貨善金aM
F)には100力国以上が緊急融責を求めている.断具・途上国の感染燭尭を止められなけれぱ、世界の軒型コロナへの戦いに終止特【=打てない.対外債務の不履行などが広が札ぱ、世界経済にも大
混乱が広がる懸念がある.医療.経済の両面でグローバルな支橿体制の栴纂が求められている.
口斬興園の斬規感染ペースが勢いを増している斬規感染者数(万人).先堂国.新興国(折れ熱グラフ)/累計岳染者致(万人:ロシア、ブラジル、イラン、インド、メキシコ【折れ鞭グラフ)
口斬輿国ぱ公的医療が鰯い一方、先進国も大劉財政出勳に奔走財政収支のGDP比(")一公的医慢支出のGDP比【貼、2017年):先進国平均、世界、イラン、づラジル、ロシア、メキシコ、インド、

斬興血平均(棒グラワ)

(出典:首相官邸HPより:2020年4月酋日)

(4) 2020年【令和2年}5貝17日日曜B 白本経済漸聞第2面【轄合1】

(サンバウロ=外山尚之、黄田和宏、寓熱和也)

( 209/276 )

r「吐州型」世界で猛威コロナウイルス遣伝情報分折.17榎に半月で窒具封策明晴』



転型コロナウイルスの遺伝情報を胡べる二とで、辱染が世界にどう広がったかがわかるようになってきた.鍬州で症威をふるったタイプが米ニューヨーク州やブラジル、アフり力、ロシアなどに渡り、さら
に岳染を広げている.米国では欧州獎のほか米国型も症威をふるう.ほぽ半月ごとに査具し.米大学の解析でほ17糧にのぼる。対策の巧拙もわかるという.

ウイルスのゲノム配列を調べると、感榮軽路や変具などがわかる.主にr中風型」「欧州型」「米国型」に分頚でき、それぞれの地域で螺鼻的に感染が広が0た.敗米の研宜者らが作る国際データペー

ス「GISND」は是者から保取したウイルスのゲノム【遺伝子の総体)を公聞中だ.6月と旬までに5千人分のウイルスのデ^が集まった.二のデータの分析を集めた「ネクストストレイン」によると、1月
中旬に中国・貫漠から中国型のウイルスが世界に拡触し始めた.歓州では1月下旬~2月上旬、寳具Lた欧州型が無症状の旅行きを通じて各国に広がウたとみられる。その佳、ウイルスは変冥を慢り

返Lながら3~5週間で国境を趣元ていった.米国では、ニューヨーク州で欧州型が生流だったが、他の州では寳具Lた米国型が多く報告されている.中国のほか、様々なタイプが国内に入ってきており、
それらが感染者の体内で融合して生まれたとみられる.米ドレクセル大学の研究チームはゲノム嚢具の這いを「掴紋」という形で分顕し、17程類になった.世界で感染者が増えるにつれ、変具のぺース
が上昇しているという.新型ニロナ対漬が徴舵したかEうかもわかる.国立感染症研究所は.3月以降に主に欧州型によって全国に鼎染が広がったとの分折をまとめた.1~2月に中国から日本に入っ

たウイルスは封じ込め「二成功Lた。モの隻、畝州で漬行Lているウイルスが帰国者らを通じて癒入L、対策が木十分なまま郁市部から全国に感望が広が0た.国内の感染者580人から保取Lた検体

の彪か、国際データペースの約4500人分の情報毛加えた.ドレクセル大の解析では、大規換,'渡航制優に踏み切った中匡や香搾では、欧州妾ほ検出されていない.基染研の黒田誠・墨染研病廉体ゲ
ノム解析研究センター長は「過ちを正Lく把握する必要がある」と話す.窒具L続けると.感染力や膏性が高いウイルスが出現する恐れがある.しかし、英ユニバーシティ・カレッジ・ロンドンのフランソワ・
バ1レー教授は「毒性や感集力を増Lたのかどうかはまだわからない」と話ず.周教授らは約7500人分のウイルスを解折、寅具力"98力所あると突害止めた.ただ、ウイルスの機能面で重要な変化が

生じたとは考えにくいという.一方で.感染が探刻な地域全てで、ゲノムの幅広い多様性が確かめら札た.ウイルスが阜い時糊に世界に広がっていたことになる.毒性「=ついては変臭をみても.わから

ないことが多い.北京大学は0月.新型ロロナウイルスはrL型」と「S型」の2つに分かれ.L型が膏性が高いと発表Lた.その後、膏性を「裏付ける証梯はなかった」と修正した.確定するには、動物や梱
胞を使0た実験で確かめる磨蔓がある。 〆

口欧州では中国から入って賣具したタイプが奪威をふるうた(イタリアの病院の集中治療室)=舮〆

(5)2020年(令和2年)5月24日日曜日日本経済新聞鰭1面記享
『〔チャートは語る〕米、渡乱含みの軽涜再帥 24州で感染増加「第2波」りスウも』

米国が斬型コロナウイルスの感染拡大で停湯Lていた軽済活動の再開を急いでいる。20日には盛染抑制のために碍入した行動制眠(3面きょうのことば)を一郁綴和する動きが全50州に行き渡つた.

ただ5割蔚1=高たる24州で制隈鰻和後に略鱗が拡大するなど、先行きは波乱含みだ.米探は25日から夏休み族行シーズンに入って人の移動が活髭になる.埠鰻「第2波」のりスクとどう向き合うか.問

国の敬略の成否はグローバル経済の行方も左右,る.米国は嚢型磨染看数が160万人超ι世界で最も多い.4月下旬以降、底染拡大ペースは鈍化.1日島たりの新規感桑者敷はビーク磯には3万
人耀だったが、厳しい外出制眠の効果も畠ウて足元では2万人前犠に下がった。ただ軽ま嵩開には底染再拡大の懸念がウきま七う。全50州について、経済再開に踏み切ウた日と20日の斬規盛染者

数【7白移動平均)を比ぺると、24州が増加Lていた.20白のデータが再開日を下回つたものの、足元では増加傾向に転じる州も18州あつた.魚嶺的なのがIBにレストランなどの嵩業を再開Lたテ

キサス州だ.軽涛活動を一郁再開Lて最初の週末、ようやく利用が解放されたビ^には多くの住昆らが殺到.「{人問士の距離を保つ)牡金的距献の雑続を」と、アボット知事は呼び掛けたが「雌も規制
を守っているようにみえなかった」(現地紙)。米グーグルの公麦デ^によると、コロナ禍前と比ぺて最憙期には半分超に落ち込んだ問州の主要都市ヒューストンの小売店などの人出は、16日時点で

8割弼の水準まで回復した.ただ磨染は拡大が読く.閻州の1日あたり平均の斬規魅染者数は4月の827人から増え、5月16日には2倍超の1801人に達した.8日から地壊ごとの躯和に差手Lた力

りっオルニア州は20日の人口10万人あたりの新規感染者敷が約4,8人とBe【4,2人)から増えた.1B日には鞭済再開の対叡を広げるための判断基準が「厳しすぎる」として、大半の群が満たせる

永準に緩めた.鰻済再開を加速させる見通しで、感染抑止との両立が閻われている。一方、米国での感染の「震源地」となったニューヨーク州は15日に一部地壊で帳和に兼手した後も感染ペースの抑

制が鞭いている.1日畠たりの新規感染者はピーウ時の1万人強から2100人前後へ減少Lた.同州では、小亮店はオンラインで亭前〒豹Lた商品を受け取る場合のみ認めるなど制隈提和が隆定的
だ。ニューヨーク市のマンハッタンは食品スーバーなどを除く店鉱の閉鹸や外出規制がなお疑(.感康拡大ペースが鈍化傾向を保つ一方で、市昆は生活の不自由にいらだちを募らせる。軽演真潮を急

ぐ勤きが止まらないのは、財政も企業、家計もこれ以上のニロナ制懐の裏期化に耐えられ,'いとの燈槌感力畷いためだ.4月の米小亮廃上嵩は前月比1696超減と.織計開始後で最大の菓ち込みを記
蜂.4月の米失案嚢敷は2308万人と前月の3,2悟に急増し、全米各州で問月に支払われた失業保陵給付金は少なくとも162憶ドル(約1.7兆円)に適Lた.経済再胴に踵み切るにあたり、トランプ
米大銃領は盛染検査の舵力を遇200万件へ倍増させるι表明.それでもまだ足りないとの指摘も島る.4月下旬の米遠邦公聞市場委員金(FOMC)では「感染の第2波が起これば中要期的に軽躋を押

し下げ、失業率はと昇する」との嘉観シナリオも識諸した.経藩再聞と胎染制傑を両立できるか.倒界は固唾をのんで見守る二とになりモラだ.
05割の州で軽済再聞靴に感染が拡大(軽陦喜開日と比べて増加ノ真朝日を下回るものの増加傾向ノ直近も減少傾向傷開日当日の州を含む))

ロテキサスなど岳染r繁2波」の瓢念嵩まる(人口10万人あたりの妬規序染者敷"行動制尾の開始日2)軽請再開日:2020年3月一5月)
口南郁・中西部の感染は高止まり(南郁・中西部・山間部ノ北禦郁・西溝猷)

Ia.2020年(令和2年)4月一その他の個別の記亭、又は、情報

(1)2020年(令和2年)5月16日土哩日日本経璃斬聞寡2日面【談書】

「郵市化と歓盟の行き着く所】螺境の変化や生活圏の拡大によって、野生生物を宿主として突如人間にうつる人獣共通悪染症が無告されるようになった.このたびのバンデミッウも.急連な犠市化が
青景に島るといわれる。では都市化とは何か.モの歴史と青を見漉す畳れたノンコイクションが刊行された.何千輝にもわたる砂と人顛の醐わりから現代の砂操提璃場まで、r砂」をテーマに世界各地で

取村を行い、文明の吏専を掻き切った大作だ.古代口ーマの塗築村に使われた砂と秒剥を原料とするコンウリートカ噸市の土台巴なったのは19世紀、嚴筋コンクリートの畳場を起点とする.砂編や湖

で裸取Lた砂はビルの建築隻材となり、道路を橿い、人や物の擁れを爽えた.融1劼'ラスの主原料として瓢掌革命も牽引Lた,顕徴鏡や望這錬、〒ジタJ唯会に欠かせない光コアイバーやシリニンチ・ノ
プ、スマホの亜面も砂でできている.喪鷺の砂が眠る川や湖、糊では争奪峨が繰り広げられている。インドネシアでは24の島が悩え、ペトナムのメコンデルタは今世紀中に半分消減サるといわれる。
近年.砂の耕要が増すのはシェール石油の課把琉場だ.岩盤を裂く嫁仁必要な砂の採捜が過む米ウィスコンシン州チベワ群では、亀下水と鉾が壊誠的な影辱を受け、反封運勤が起きた.r未来の世代
に封する氾罪だよ」と住昆は嘆く。箸者はバランス感覚の優れた取村者で、砂で利益を鍔る者を糾弾するわけではない。だが・・・その姿から浮かび上がるのは勧を求めた人間の底なしの敬望の歴

史である.目下.世界最大の砂消費国は中図だ.気候窒動で砂漠化が当み、内腔から多くが郁市に移住した.今や100万人躯市は220超、都市人口は60年前の3倍だ.生餓系への影響を鳳みない
開発で自然破壊が進んでいる。コロナ禍は起こるぺくして記暫=と思わされた.全世界が米国並みの暮らしをするには地球4恒半が必萎で、砂の枯渇は吟間の間租だという.コンクリートやガラスの代

{評1ノンコイウションライター最相案月善物はなく、塙費量を減らすしか道はない。国際的な逗携は急務で畠り、本書は諾諭「=必蔓な封料をふんだんに樋供しτくれるだろう.
口r砂と人類」【叢紙写真)〆

〔2】2020年(令和2年)5月17白日曜白白本概法新聞第26面【サイエンス】

rサケ、骨に「歳の記録」解析方怯、ウナギ養楓に活用毛」

サケは食卓の定看メニユーだが、二れだけ身近な魚でも広い海のゼこを泳いでいるのかわかっていなかったという.最近,サケの骨の中に各地の痕誹が記録されていることを日本の研究チームが突き

止めた.位置をたどると、日本の川でとられるサケの多くが米■アラスカ捌に近いぺーリング煤の大陵嵐まで回遊していた.イワシやウナギでも、「耳石」と呼ぷ耳の組織から行動雇歴が鯛らかになりつ
つある。魚たちが語り始めた「焦の記禄」をもとに,朱知の生態に迫る研覽が始ま?た.

3月.洛洋研艷関発樋栴なぞの研究チームは.サケの詳Lい回遊Jレートが籾めて明らかになったと発表した.轟焦の末にべーリング海の大腔棚にたどり着き,たっぷりとエサを食ぺて日本に庚ってくる

という.サケが日本近海からべーリング海へ凄ることは捕理調査で知られていた.太平洋最北都」こあるぺーリング嵩の大陸棚まで到達しているかは不明だった. サケの回遊」レートを揮ってい●●●●雫

た研究チームが手掛かりをつかんだのは.海を泳ぐ婆の観寮でも全地球測位システム【GPS)の活用でもなか?た。意外にも、叢の記蜂を鞠めていたのはサケ自身の背骨だった.魚の骨の一郁は年

轄を割むように成長する.骨を特制り1こすると、中心に近づく1孝E苦い頃に育った環坑の影辱が残ウている.研究チームは・・サケの脊桟骨をつくるコラーケ'ンの中の元素を分析Lた.すると、稚魚や

著魚、成魚の各時期に戒甚した郁分で窒素分の比率が違ってL寸立元素は、描じ種類でも質量(量さ)がわずかに臭なる「問位体」という兄弟分がいる.窒素分の間位体の比率は、海中のプランクトン
の幽きによって海増ごとに吏わる。生物の活動が盛んな糊は、排せつ物や死骸が海庄にたまっていく.堆稜物の窒素分のうち.軽い窒素は大気に出て行きやすく、貫い窒素は寿底に残る.浅い淘では、

海摩の重い窒素がプランウトンに取り込まれやすい.プランクトンを食パるサケの脊椎骨にも比峯の這いが峩れる.背骨の年代別の比峯と海壊の比半を照らし合わせると、過去にEこの糊を泳いでい
たのかを較リ込めた.モこで特定できたΦが、日本からぺーリング滞の大睦棚1二至る回遊Jしートだ.体内の澗位体を鈎ぺて誹しい生電を解明できれぱ、計画的な憶集につながる.この手怯は.他の魚
の研究でも引っ蒐りだこだ.稟京大学なざのチームは、マイワシの耳石をつくる識素の同位体の比率を鯛べ、過去に泳いでいた寿填の水遷と塩分を明らかにした。耳石に残っていた記縁とシミュレー

ニホンウナギの美麺ション(概擾実験)を組み合わせ、マイワシが日本の太平洋側の近糊からまず黒潮から俵く潮の流れに乗って廩に移財し.そこから北上,る可轆性力傭いことを裏付けた。

にも役立ちそうだ.寮大の白井厚太朗准敏擾はウナギの耳石を分析L、泳ぐ場所の水温と、耳石中の鼓素の問位体の比率との闘係を見いだけ、最大の関心は回遵軽路だ.ウナギぱ太平洋の中央
郁に向かって回遵し崖卵する七されるが、養蒐後に放癒したウナギが窪卵場に向かっているのかわか?ていない.養殖増の暖かい水渥で育ったウナギが産卵場で見つかれぱ、放流が賢源雑持に有

効と分かる.完全養預に必蔓な提卵などの技衛開発にもつながりそうだ.ホオジムという元素も、太竿洋と日本海など寿域ごとに間位体の比率が興なる.現在は魚にネオジムが地り込まれる仕組みを

研寛する段陛だが、魚の生翹餌明に生かせる日が来るかもしれオ'い。 (尾崎連也)

口各地の崖跡が体に残る・マイワシの亘石・サクラマスの脊椎骨 1背骨の成分と一致する為牒から回遊1しートを見っけた稚魚期:海域A一署魚朔:潟域日一戒魚期:煤煉C~回遊ILート 1生
態がわかれぱ計画的な澁業や保全にも0ながる生物/分析Lた場所/分析Lた元素/分かったこと:サケノ脊椎骨のコラーゲンノ窒素/ベーリング海の大陸梯まで回遊:マイワシ/真石ノ酸素/

黒潮の鰻きの跳れに桑った後で北上する:りボンスズメダイノ耳石ノ融素ノ海水と淡永が混ざる河口で生息:マグロ/宥椎骨ノネオジム/研究中〆

r砂と人間」ヴ丁ンスリξイザー著

原翻=Th. world ln . Gr.fn【蒸崎百合訳、革思牡・2400円)

,著宥は米国在住のジャーナリスト.ニユーヨーク・タイムズ紙などに審稿.

(ニューヨーク=後藤逢也、久保田昌幸)
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14.書籍『サピエンス全史一文明の楕造と人頬の幸福上』2016年9月30日初版鼻行著者ユヴァル・ノアリ、ラリ訳者柴田裕之発行者小野寺優発行所株式会社河出書再斬社よ
り

第1部認知革命

前章で見たとおり、サピエンスは一五万年前にはすでに集アフり力で悪らしていたものの、地球上のそれ以外の場所に侵出Lて他の人類楓を絶滅に追い込み始めたのは、七万年ほど前に
なってからのことだった。それまでの八万年間、太古のサピエンスは外見が私たちにそっくりで、脳も問じぐらい大きかったとはいえ、他の人顛種に射して、これといった強みを持たず、とくに
精巧な道具も作らず、格別な偉煮は何一つ達戒Lなかった。モ九どころか、サピエンスとネアンデルタール人との聞の、証拠が残っている最古の遭遇では、ネアンデルタール人の縄張り
だウたレヴァント地方(訳注地中海庫岸の地方)1こ移り住んだが、掲るぎない足場は築けなかった.敵意に満ちた先住民がいたり、気候が厳しかったり、地域特有の馴染みのない寄生生物
に出くわしたりしたのかもしれない.理由はなんであれ、サピエンスはけっきょく引き揚げ、ネアンデルタール人は中東に君鷹し続けた.学嵩たちはこのような乏Lい実頓に照らして、これら
のサピエンスの庄の内部楕造は、おそらく私たちのものとは異な0ていたのだろうと推測するようになった.太古のサピエンスは見かけは私たちと閻じだが、露知的能力(学晋、鵡憶、意思陳
通の能力)ほ格段に劣っていた.彼らに英語を敏えたり、キリスト教の教萎が正Lいと信じさせたり、進化踏を理侠させたりしようとしても、おそらく無駄だっただろう。逆に私たちにとぅて、彼ら
の言栢を晋得したり、考え方を理解したりするのは至難の煮だろう。だがその後、およそ七万年前から、ホ〒・サビエンスは非常に特殊な:とを始めた.そのころ、サピエンスの櫨數の生活
集団が、再びアフり力大陸を離れた.今回は、彼らは木アンデルタール人をはじめ、他の人類種をすぺて中廩から追い払ったぱかりか、地球上からも一掃してしまっナニ.サピエンスは驚くほど
短い期間でヨーロッバと業アジフに達した。四万玉000年ほど前、被らはどうにかして大海庫を渡り、オーストラリア大腔に上陸した.モれまでは人類が足を踏み入れたことのない大腔だ.
約七万年前から約三万年前にかけて、人類は舟やランプ、弓矢、針(堤かい服を靴うのに不可欠)を鼻明Lた.茎術と呼んで差し支えない最初の晶々も、この時期にさかのぽるし(図4のシュ
ターデル滴蛮のライオン人間を参照のこと)、宗教や交易、杜会的階層化の最初の明白な証拠にしても問じだ。ほとんどの研究者は、これらの前例のない偉業は、サピエンスの認知的能
力に起こコた革命の産物だと考えている。ネアン〒ルタール人を絶減させ、オーストラリア大睦に移り住み、シュターデルのライオン人間を彫った人々は、私たちと問じぐらい高い知能を持ち、
創造的で、纖細だったと、研究謝=ちは言い切る.仮にシュターデル澗坂の茎衛家たちに出会ったとしたら、私たちは彼らの言話を習得することができ、櫨らも私たちの言語を誓褐することが
できるだろう。不思権の国でのアリスの冒検から、量子物理学のバラドックスまで、私たちは知っていることのいっさいを彼らに説明でき、彼らは自分たちの世界観を私たちに椴えられる「土ず
だ.このように七万年前から三万年前にかけて見られた.斬しい思考と意思疎通の方法の麦場のことを、「認知革命止いう.その原因は何だ?たのか?モれは定かではない.最も広く信
じられている説によれぱ、たまたま這伝子の突然壷兵が起こり、サピエンスの鰭内の記線が裏わり、モれまでにない形で考えたり、まったく斬しい頓類の言話を使って意思疎通をしたり,るこ
とが可側ニナ'つたのだという.その窒具のことを「知薫の木の突熱変興」と尋んでいいかもしれない【訳注知憙の木ぱ「創世記」に出てくるエデンの匝に生えていた木で、アダムとイヴはモの
実を食ぺて「目が聞け廿0。なぜその変具がネアンデルタール人ではなくサビエンスのDNAに起こったのか?私違の知るかぎりでは、それはまった(の偶熱だった.だが、より量蔓なのは、

「知恵の木の突然査臭」の啄因よりも結果を理解することだ.サビエンスの新Lい言語のどこがそれほど特別だったので.私たちは世界を征般できたのだろう?それはこの世で初の言語
ではなかった.どんな動物も、何かしらの言聶を特コている,ミツバチやアリのような毘虫でさえ、複雑なやり方で意思を疎通させる方怯を知っており、食物のありかを互いに伝え含う。また、
それはこの世で初の口頭言語でもなかった.顛人菰やサルの全楓を含め、多くの動物が口顛言語を持っている.た七えば、サバンナモンキーはさまざまな噛き声(コール)を僅?て意思を疎
通させる.動物学看は、島る鳴き声が、「気をつけろ!ワシだ!」という意味であることを突き止めた.モれとはわずかに遣う鳴き戸は、1気をつけろ!ライオンだ!」という警告にな
.で,.・・・・・

第1章唯一生き藍びた人顛種

第2章虚槽が協力を可能にした

...

おそらく、「蹴話」説と「川の近くにライオンがいる」説の両方とも妥当なのだろう.とはいえ、私たちの言話が持つ真に比類なき特融は、人間やライオンについての惰報を伝連する能力では
ない.むしろそれは、まったく存在しないものについての情報を伝連する能力だ.見たことも、触れたことも、匂いを喫いだこともない、ありとあらゆる種顛の存在について話す能力があるのは、
私たちの知るかぎりではサビエンスだけだ.伝説や神話、神心、泉教は、認知革命に伴って籾めて現れた。モれまでも、「気を0けろ!ライオンだ!」と言える動物や人類糧は多くL寸耶
だがホモ・サピエンスは語知革命のおかげで、「ライオンはわが部焦の守槿霊だ」と言う能力を褒得Lた.虚楕、すなわち架空の事物について語るこの能力こそが、サピエンスの首語の特微
として具彩を放っている.珊実には存在しナ'いものについて語り、『鹸の国のフりス」ではないけれど、ありえないことを朝食前に六つも信じられるのはホモ・サピエンスだけであるという点
には、比較的容易に問意してもらえるだろう.サルが相手では、死後、サルの天国でいくらでもバナナが食ぺられると薪け舎0たところで、そのサルが持っているバナナを諸ってはもらえない。
だが、これはどうして重要なのか?なにしろ、虚楕は危樹'。虚櫓のせいで人は判断を誤ったり、気を逸らされたりしかねない.轟に妖精やユニコーンを探しに行く人は、キノコやシカを探し
に行く人に比べて、生き砿びる可能性が低く思える.割二、実在Lない守護神に向か?て何時間も祈コていたら、モれは貴重な晴間の無駄遣いで、その代わり「こ豹黒採集や戦副、密通でもし
ていたほうがいいのではないか?だが虚携のおかげで、私たちぱたんに物事を恕像するだけではなく、集団でそうできるようになった.翌書の天地創遣の物語や、オーストラリア先住民の
「夢の時代{天地創造の時代)」の神話、近代国家の国民主義の神聶のような、共通の神聶を私たちぱ齢ぎ出すことができる。そのような神話は、大勢で柔軟に慳力するという空前の能力を
サピエンスに与える。アリやミツバチも大勢でい0しょに働けるが、彼らのやり方は融通が利かず、近賊者としかうまくいかない。"ブフカミやチンパンジーはアリよりもはるかに柔軟な形で力を
合わせるが、少敷のごく親密な個体とでなければ駄目だ。ところがサピエンスは、無数の赤の他人と蔓しく柔軟な形で協力できる.だからこそサピエンスが世界を支配L.アリは私たちの残り
物を食べ、チンバンジーは動物園や研究室に閉じ込められているのだ.
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第2部農業革命

以上の筋書きは、農集革命を計算違いとして説明するものだった,じつに説得力がある.歴史はそれよりはるかに馬座げた計算遍いに満ちあふれている.だが、計算違い以外の可能性も
ある、農耕への移行をもたらしたのは、棄な生活の探京ではなかったかもしれない。サピエンスは他にも強い黒望を抱いており、それらを遠成するためには、生活が厳しくなるのも廠わなかっ
たかもしれないのだ。科学者1討二いてい、歴史の風開の厚因を軽請と人口動態の客観的憂因に求める.そのほうが、彼らの合理的で敷学的な手法に適しているからだ.近代史の場合、

学者はイデオロギーや文化といった,ト物質的要因を考庫に入れざるをえない.証拠書顛があるので、嫌でもモうするしかない.文書や塞簡、回想課がたっぷり残っているので、集二次大駐
が童糧不足あるいは人口増加による圧力によって引き起こされたわけではないことを立証できる。だが、たとえぱナトゥーコ文化の立書などないので、古代に取り組むときにぱ、物質的劉面
が最も重視される.文字を持たない人々が、経済的な●要住ではなく信仰心に動榎づけられていたことを証明するのは難しい。モれでもごく穐には、歴然とした手掛かりが運良く見つかる
ことも島る.十九九五年、考古学者ナニちはトルコ南東都のギョペクリ・テぺと専1'才Lる場所で遣跡の鼻抵を始めた.最も古い層では定住地や家、日常的活動の影跡はま?たく見られなかった.
ところが、屍事な彫剣を施した石柱から成る記主碑的構造物がし、くつも出てきた.ーつひとつの石柱は、最大で七トンあり、高さは五メートルに違した.近くの揮石場では、削り出Lかけの石
柱がーつ晃見され,ニ.重さは玉0トンもあ0た.全郁で一0を超える記念碑釣槽造物が艶掘され、最大のものは差し渡しが三0メー・・トル近くあった。考古学者たち1冨とって、その手の記念
碑的建造物は世界中の遣跡でお馴染みで、最も有名な例はイギリスのストーンヘンジだ.だが、キョペウリ・テべを誠べた考古学者たちは、驚くぺき事実巻鼻見した.ストーンヘンジは紀元前
二玉00年にさかのほり、鼻展した農耕社会によって娃設された.ところがギョベクリ・テぺに携造物は、紀元前九玉00年ごろまでさかのぼり、得られる証拠はみな、舳黒採集昆が建設し
たことを示している。考古学界はこの発見をにわかには受け客れられなか0た、これらの楕造物がこれ佳ど早い時期までさかのぽり、農耕以前の社会がモれを建設したことを確証する検査
結果が格次いだ。古代の粕乳採集民の艶力と、彼らの文化の複雑さは、従来考えられていたよりもはるかに目覚ましかったようだ。特黒採集社会が、なぜそのような撰造物を建設したり
するのか?それらには、明白な宴用的目的li,'かった.マンモスの屠穀場でも、蔦宿りしたり、ライオンから身を隠したりする場所でもなかった。そこで残るのが、考古学者には解明の難Lい、
何らかの継めいた文北的目的のために建設されたという説だ.それが何で島るにせよ、豹猟操集民たちは莫大な手間と販をかける価値があると考えたのだ.ギョペクリ・テぺの楕造物を建設
するには、異なる生活集団や部族に所篤する何千もの狩煮採集民が長期にわたって儘力宇る以外になかった.そのような事案を雑持できるは、複雑な宗轍的あるいはイデオロキー的休制
しかない.ギョベクリ・テぺは、他にもあ0と驚くような秘密を抱えていた。遭伝学者たちは長年にわたって、般培化された小麦の起源をたど0ていナ=。最近の髭見からは、煮培化された小
憂の少なくとも一糧、ヒトツブニムギがカラカダ丘隆に由来することが窺える。この丘鱗ぱ、ギョペクリ・テぺから約三0キロ〆ートルの所に劫る。これはただの偶憾のはずがない.ギョパク
り・テぺの文化的中心地は、人類による最靭の小麦の栽培化や小憂による人顛の最釖の家畜化に、何らかの形で結ぴついている可能性が高い.この記含碑的建造物群害建設し、使用Lた
人々を養うためには、雁大な量の食ぺ物が必妻だった.野生の小麦の採集から集約的な小麦栽培へと誇猟探集民が切り讐えたのは、通常の食糧供給を増やすためではなく、むしろ、神殿
の建設と運営を支えるためだうたことぱ、十分考えられる。従来の見方では、開柘者たちがまず村幕を築き、モれが緊栄したときに.中央に神殿を建てたということになっていた.だが、ギョベ
クリ・〒ぺの遭跡は、まず神殿が建般され、その後.村落がその闇りに形成されたことを示唆している.

聖なる介入

第5章農耕がもたらした繁栄と悲劇 ・・聖なる介入革命の雑牲者ナニち・

革命の犠牲者たち

.゛.゛.
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15.書捧『点・線・面』2020年2月7日排1刷発行薯者隈研吾発行者個本厚発行所株式会杜岩波書店より

『点・線・面↓2020年2月7日第1刷晃行著者陰研吾発行看岡本厚晃行所株式会社岩波婁店

ーーーー「=じめに

二0世紀を総括し、批判しようと考えて、r負ける建纂」(二00四年)というテキストを書いナニ.二0世紀は「腸っ建隻」の時代であり、コンクリートという固く、強く、重たい素材を使って、斑境
に"つことを目釣として、r勝っ建隻」が大量生産されてきた.それに代わるものとしての「負ける建築」を提案したのである.負けなければならないことはわかったけれど、どう負けたらよい
のだろうかという質問を、その硫、やまほど受けた。「負けなさい」と観念的に説教するのではなく、なるべく具体的に、現実に即して略ろうと思って塞き始めたのだが、書き進めるうちに、ニ
0世紀のはるか前にさかのぽらなけれぱ、「負ける方怯」が隻を現わさないことが明らかになってきた.作晶の背後にある方怯を探ると、初期ルネサンスの建擾家、づルネレスキやアルペ
ルティが勝つ方法と負ける方法のひとつの分水嶺であった。単位が小さいということが、負ける方法の基本であった.しかし、小さいというだけでは充分ではないこともわかってきた。小ささ
のあり方にいろいろがあり、ーー点・線・面という島り方がまさにそうなのだがー一石ころや綿い棒や布きれfよだ、様々な小さな物違ぱ、相互に埋め込み合い、相互にジャンプしながら、生き
生きと「負けて」いナニのである。量子力学以降の斬Lい物理学の助けを惜りながら、モのよラに次元を埋め込み、ジャンプが起きるありさまを霞察すると、時間という閻艇を抜きにしては、次元
の転位が説明できないことがわかり、また、人間志モの小さな物違と問一のレペルに降ろしてこなければならないことも、わか?てきた.建築が勝?ていたというよりは、人聞が物達の上位
のレベルにいたことで、その人間が作り.使う建築が勝ってしまっていたので島る.民主的な建築,社会に開かれた建築ということをずっと考えてきたが、民主的であることも、この方法を用い
て婚り、饗瑛することができる予悪を手に入れた.その方法については、これからいろいろと探素が進むと考えて、方法序説という呼び方もしてみた.そのような思考を促したのは、倶が物
現的に大きな建築を作らざるを得なかったという個人的な事情で島る.物理的には大きくても、あり方としては小さく、「負けている」と人々が屠じられるような建隻を作ることほで春ないだろう
か.その方法を見出すことができれぱ、拡亜L加連する世界の中でも.小さくてゆっくりとした物と共に生きていくことができるかもしれない.人間という小さく、尋く、はかない存在が、同じよう
な物違を仲間と゛ることで、なんとか生き琵びていけるかもしれない。モの状況、モのプレッシャーが倶の筆を後押しした.

方注序説
二0世紀はヴォリュームの時代

自分のやっていることを一言でまとめると、ヴォリュームの解休ということになるのではないかと,最近考えるようになった。ヴォリューム(量塊)を、点・轤・面へと解体して、凰通しをよくした
いので島る。風通しをよくすることで、人と理境を、人と人をつなぎ直したいのである。 ELてヴォリュームとは、コンウリート建築の属性でもあった.コンウリート建築は、無意識のうちにヴォ
リュームを指向し、ヴォリュームになりたがるのである。砂争」と砂とセメントと水とを混ぜた、ドロドロとした液体を乾提させ、固めたものがコンウリートなので、そもそも塊=ヴォリュームだからで
ある.逆に、ひとつの塊(ヴォリューム)になることを拒否した.パラパラとした、さわやかな物のあり方が、点・糧・面である.「ニンクリートから木へ」が生涯のテーマだと、僕はずっと考え幾
けてきた。二0世紀とは要約すれば工業化社会であり、コンクリートの時代であった.工案化社会は、コンウリートという素材によって、実際に建設されたし.問時にコンクリートという物質に
よって表象される社金であ0た.モの後、侯らが生きているポストエ業化の社金は、木という素材によって、械々な物逗が作られるぺきであるし、木によって表象される社会になるであろう。
モれは撲の予測であると間時に、整望で島る。だからこそ、二0二0年の東京オリンビッウ、パラリンピックのために建設された国立蔑技塔は、全国から木を集めて、小さな木のビースを、ひ
とつづっ手で組み上げるようにして作り上げた.モして、木を使うなら、可能な隈り、ヴォリュームとして閉じることを避け、木独特の、パラバラとした開放感を作り出したいと青えナニ。-0・
玉センチの幅しかない、点のように小さく、あるいは鞍のように細い寸法の杉の板で国立煎技場の外壁は覆われた。全休は大きいが、僕らの目の前にあるのは、小さな点や悼である.実
際の工亭現場に立ち金えぱよくわかるのだが、ニンクリートは大きな塊を作るのに連した素材である。型粋を作って、そこにドロドロのコンクリートを流し込みさえすれぱ、たちまちにして、閉じ
たヴォリュームが生成されるからである.鮭骨や木は、一種の細長い熱村で、鞭と轤の間に陳間ができてしまい、ヴォリニームを作り出すにぱ、とても手聞がかかる。繩と楓とをしっかりとつな
ぎ、その隙間をひとつ司'つ丁寧に埋めていかなければならない.コンク1」ートを便ってインスタントに生成された大きくて頑丈なヴォリュームの中に、可能な限り多くの人間を詰め込むとい
うのが、二0世紀の基本豹なライフスタイルであり、凝済システムであった.さらに空鯛機という恒利なものが二0世妃に詫明されて、ヴォリュームの中の空気の温度を悔単にニントロールす
ること力恂能となり、空調された不自熱な密閉空間の中の生活を、人々は素福と鰭覚した.それ以前の時代には、ヴォリュームの外に色々な榎頚の素栢があった.たとえぱ、路地を歩き
まわったり、繰側でゴロゴロするといラ幸せは、ヴォリュームの外だからこモ可詑な、輝かしい休験で竒った。しかし、二0世紀の人々は、ヴォリュームの外で起こる棄しいこと、気持ちいいこと
ぱすべて捨て、ヴォリュームの中に齢じ二も?て、それを奉せと思いこんだ.二0世紀というのは、ヴォリュームの拡大を至上目的とする時代であった。世界規模の戦争と、その貨の人口
螺発によって、大量の住宅が必要になった。都市の中心部に1*オフィス・スペースも大量に必蔓になった.大きなヴォリュームの空間を、スビーディに建設することが、時代の要請で畠った.
そんな、慌ただしく、粗っぽい時代で商った。企業ぱ大きなオフィスを持つことを誇りとし、大きなヴォリュームの家を所有することが幸福であると定藁されナ=.モの粗雑きわまりない時代には、
ヴォリューム作りが褐意で、しかも仕事の卑いコンクリートという素材が、おあっらえ向きだったわけである.さらに、建築が私有可能な売買の對魚、すなわち商品となったことがヴォリュー
ムの時代に拍車をか1"=.まわりと暖昧につながっていて、どこからどこまでが亮買の対象かがわかりにくいものは、催格計算が難しく、売賓Lづらい.鴛や霞は亮買しづらい.だから、はっ
きりと周辺から切断された、閉じたヴォリュームになっている二とが、商品に必要な要件であった.コンウリートには暖昧さがなく、建築を商品化L、私有を確定するためにぱ、最適な素村で
あった。かくして,二0世紀はコンクリートの時代となったわけである。

二0二0年一月

隈研吾 2004年r負げる塗刈岩波書店 2020年「点・線・面」岩波讐店

日本建築の隷とミースの線

コンウリートが三次元ヴォリュームを作るのに向いているのに封Lて、日本の木造建築は糠の建築である。すなわち一次元の建隻である。轟から伐り出しやすい甚さ三一四,」トル程痩の
植状(一次元)の木材を組み上げ、その間を土壁や障子や襖などの軽い建具で埋めて、透明でコレキシづルな空間を作ってきた.だから、ニンクリートより何重にも手間がかかる.轤と植の隙
間志閉じるのが、大変だからである.実際のところ、日本の木造建捷は、完全に閉じているとぱ言いがたく、轤がパラパラと空中を漂?ているだけともいえる。その方が風通しがよく、身体は快
適に感じた。逆にニンクリートで作られたヴォリュームの中に閉じ込められることを、日本人は好まなか?た.実際僕は、コンウリートの箱の中に入ると、急が詰まりそうになる.慎の身体がコン
ウリートを妥け付けなか0た。一方、二0伐紀の建纂デザインのり^ーでありコンクリート建築のチャンピオンでもあるル・コルビュジエ(ーハハ士一一丸六玉)は、日本を訪れ、桂離官を
見せられた時に「熱が多すぎる」とつぶやき、嫌悪感を示したと伝えられている.楓と面のバ5ンスが美しい桂離宮も、コンウリートの王看であり、ヴォリューム主薩者であった彼の目には、煩
雑なだけの建築と映った.コルビュジエと並び称される、二0世紀の建築のもう一人のチャンピオン、ミース・ファン・デル・ローエ(ーハハ六一一九六九)1=、コルビュジエとぱ対照的に、隷
の建纂螺であった.金属製サフシという細い練と、ガラスという面とを粗み合わせて、ガラス張りの超高層建築の源型を作ったのがミースである(図1).繰り返Lの多い単韓な形態の超嵩層ビ
ルを作るのなら、蕪骨やサッシという轍と、ガラスや床板という面を、あらかじめ工場で用煮し、モれらを現堤で組み立てた方が、現場でコンクリー捲流L込んで作るよりもはるかに楠単であ
る.コンクリートよりもスピーディーに、大きなヴォリュームを獲得することができる.ミースはモの享実にいち早く気が0き、隷と面との蔓しいロンボジション(櫓成)をきわめて、二0世紀建纂
のもう一人のチャンピオンとなっナニ.実際に、超高層ビルは今でも、線と面の組み合わせで作られていて、ミースの完明をコピーし続けている.しかLミースの作った空間も、慎にとっては島
まり居心地がよくない.繰を主役にしたにもかかわらず、空間を効率的に閉じることだけが優先されていて、日本の伝毓建纂に存在していたような、点・糠・面が自由に浮遊する楽Lさ、透け
感が全(盛じられないのである.ミースもまた、閉じることを至上働令とする、二0世紀という時代の子で高った.慣は空調のよくきいたガラス張りの超高樫ビルにいると、牢煮の中にいるよ
うに底じる.ガラスで作れぱ、透け感があるというものではない.二0世紀をりードし.モダニズム建築を建築史全休の中に位置づけようと試みた建築史家、コーリン・ロウ(一九二0一九九)
は.「実の透明性」とT虚の透明性」とを区別して、二0世紀のガラス至上主靴に讐鍾を塙らLナニ.ガラスを使えぱ自動的に透明になるという単純、素朴な量明性の追求を、彼は「実の透明性」
と呼んだ.ガラスを使わなくても、屠状の空間構成によって、背後に存在する、実際には見えない空闇を暗示する方怯を、彼はr盧の透明性」と呼び、高く評価した.ロウは「虚の透明性」の
例として、ガラスが大量に使われるはるか以前の、イタリアのマニエリスム期の建藁家、アンドレリくラディオ(十玉0八ーハ0)の建築について詰じ(図2)、その臭行きを示唆する、洗隷され
た知的な空聞損成を賛美している.しかし、r虚の透明性」ということでいえば、ガラスを一切使うことがなかった明治以前の日本の伝絲木造建隻に及ぷものはない.十二単のように何層
にも重なった層状の空闇槽成、そして襖、障子などの可動篦具の併用によって酵し出される透閉感は、バラディオも違く及ぱない。にもかかわらず、コーリン・ロウは、日本について言及し
ようとぱしなかった.ロウは、コンクリートと舷肋'ラスの時代を生きて、その制約の外側にある日本の伝毓建築は、幌界の中に入っていなかったので島る.ロウほどのすぐれた歴史家でも、
二0世紀的な素材の制約の中でしか、建築を考えようとしなかったのである。

隈研吾

栴成のカン〒インスキーから肌理のギプソンヘ
でぱ、どうすれぱ、ヴ才りユームの世紀から自由になることができるのだろうか.ヴォリュームの案縛から自由になり、物質空闇の自由な諏れの中に、再び身を任すことができるのだろうか。

そのヒン陪手に入れるために、点・繰・両の可能性を掘り下げて、ヴォリュームを分解する方法を探ろうと思った.点・線・面と向かい含う前に、僕自身にとっても思い出の深い、カンディン
スキー(ーハ六六一一九四四)のr点・憾・面一一抽象蔓術の茎制を読み返した.二0世紀初顛の、最も先端的で総含的チザイン教育槻聞であったバウハウスは、一九二二年に面家カン
〒インスキーを招き、指導的役高怯期持しナニ.フート.建築、デザインという縦割り敦育が当たり前と思っている今日の目から見ると、バウハウスの教育方法は驚くほどに横断的であり、中で
もカン〒インスキーは、そのすぺての領域を卑軒しにしようという意気込みに溢れていた.「点・楓・面」ぱ、彼のバウハウスでの伝説的講蕪をまとめたものである.懐は高校時代に『点・熱・
面」というスタイルに直感的に烹かれて、この本を手にとった.当時、粧連に特別に興味を惹かれていたのだが、粧画に対する科学的な峯胎,テキストがあまりに少なく、すぺての絵画論が主
饌的でウ匡ツトであったことに不満を感じ、点・纏・面というドライな数学的タイポロジーに吸い寄せられたのである.読後感は必,'しも芳Lくなか?た.非常に興味深い部分と、退届な都分
が混在して、困惑した記憶がある.あらためて読み返し、何がおもしろくて、何がおもしろくなかったのかがはっきりとした.カン〒インスキーの中の摘成主薫的思考が鼻についたのである。す
なわち点.繰.面という三要素を用いたコンポジション分析が退囲であった.コンポジションの手法を列挙し、分類し、それぞれがどんな心理的効果をもたらすかの分析が延々と侵くことに.畔
易Lた.点と轤をこのように楕成すると冷たい印象をもたらし、逆にあのように組み合わせると温かい印歓を人々に与えるといった類いの、樅成と心理的な効果の相閥についての輕かい分析
が縦くのだが、すぺてどうでもいいことに恩えた.楕成がどうであろうと、すナよわち右に置こうが左に置こうが、島るいは大きい物を置こうが小さいものを置こうが、心理的効果の差はほとんど
ないように怨じられた。心理ぱ、全く別の物で動かされていると感じた.二0世紀の初頭、形態と心理との閏係の科学的分析がブームになり、現象学が生まれ、カンディンスキーがr点・
繰・面」の中で農聞した擶成主義的分折も、モの流れの中にあった。その種の現象学は科学をめざしながら、具体的な方注を見出すことはできないままに下火とな?た.そして、ジエームズ・
ギブソン(一九0四一七九)によるアフォーダンス埋諸の竪場によって、疑似心理学的議詰は、すべて色島せて感じられるようになウたので畠る.ギブνンのr視覚ワールドの知覚」、「生鱈学
的知覚システムーー感性をとらえなおす」は、現象学に引導を渡した.ギブソンは構成という概念を拒絶し、代りに肌理(テクスチュア)を問題にした.生物の心理,行動が、環境の犠成によっ
てではなく、颯墳の肌理によって決定されるということを、実証的に突き詰めていウたのである.理境を点・織・面による「楕成」と捉えずに、点・線・面が作る「肌理」として捉えることで、彼は.
世界と生物、環填と心理との関係に課く、そして科学的に分け入ることができたのである.

( 212/276 )

ギづソンと粒子



ギブソンは、世界を三次元のヴゞりユームから解放したといってもいい。世界は連続するヴォリュームではなく、無数の点や線の組み合わせが作る、肌理の集合休であると被は再定義した。
彼にそれができたのは、ひとつには心理学者としてスタートしながら、心理学の暖昧性飽き足らず、生物学へと踏み込"、生物の身体をべースにして、その環境認識の有様を把握しようと試
みたからである.彼ほ生物の桐傾の楕造にまで立ち入ることで、肌理という炭昧なものを科学化しナニ.彼にとって、もうひとつの決定的な体駿は、第二次世界大戦中、空軍に従案し、バイ
ロットも選抜と訓練に携わったことであった.三次元を高速で移勘するパイロットの身体が、いかにして空間を、そして距黙を認知するかを研突することによって、ギプソンは、身体と空間とを
つなぐ、科学的な方程式を見出した.バイロットは世界の肌理を利用して、距艦やスピードを測定していることをギブソンは発見したのである.ギブソンはまず,人間がどのようにして、空間
の臭行き、対象との距離を測定Lているかに注目した.通常、左右の眼の視整を用いた立体視によって、人間は対象との距離を測定するとされてきた.しかし、高速で特動するバイロットは、
立休視を使うことができない。人間は、空間に存在する点、繰を用いて、空間の臭行きを測定し、自分の移動する速度を計り、封款との距離を測っていたのである。それゆえ、空間に、点
や線などの粒孑が存在しないと、人間は不安になる.人間だけではなく、すパての生物が、粒子のない世界には棲むことができない.自分のまわりに粒子がないと、自分と世界とをつなぐこ
とができないからである。生物には粒子が必要なのである.環填とは、点,榛,面の栴成ではなく、点・鞭・面が作る肌理であると、債が考えるに至ったきっかけは、ギブソンから与えられた.
肌理という概念を教わったことで、点.繰.面が、従来の構成主薩的アプロー予とは全く違った婁で、僕の前に姿を測コLたので高る.全く逆に、二0世紀の釖頭に壹場したモダニズム建纂
は、粒子の価値を認めず、白い抽象的空間、ホワイト・キューづを指向Lた.しかし、そのような空間に放り込まれてしまったら、生物は生きていくことができない。実際には、モダニズム建纂
が追求した白い空聞の中にも、家具、N朋罫具、小物などの様々な粒子がぱらまかれていた.だから人聞は、モダニズム建繁の中でも、生きながらえることができたのである.

主知主義対ダダイスム
ギづソンに出合うことによって、アートにおける犠成主薩に対して、僕が抱いていた違和感の埋由が解けた.二0世紀物頭、アートは二つの革命を休験したといわれる.ひと0は形態の革

命で高るキュビスムであり、もうひとつは色彩の革命であるフォーヴィズムであった.二つの革命によって、週去のアートのすべての」しールは破壊され、アーティストは完全な自由を痩得し
たぱずであった.しかLキュピズムの革命の後、その主導者で高るビカソ(ーハハーーー九七三)とづラック(ーハハニーー九六三)は、具象にとどまり、抽象に向かわなかった。具体的な対
煮物を搭くという制約を外した造端に、どのような混乱と不毛が訪れるかを、ピカソもづラックも寮知していたからである.すパての革命の直後に、構成という名の主知生義的堂慢が豐場
する.アートにおける革働でも、政治における革命でも、革命の腸者で高る斬エリートは楕成という名の主知主義的徴慢に陥る。新エリートは、メタ(上位)レベルに立つ特権的な主体による栴
成=計匿で、世界を支配Lようとする.政治、経請において、主知主蓑は計圃と呼ばれる.リ連は計面軽躋の実験場であった.すなわち計回の混乱と不電の実験場であった.一方,槽成
や計画と呼ぱれる「上からの」方法の不毛を察知して、ピカソやブラックぱ具隷にとどまった.権成主義誕生と問時に、アートの世界でダダイスムという運動が起きた。捉樂、ダダは第一次世
界大戦によってもたらされた虚無的心惰を楓底とする、既成の常識に対する批判的、破壊的運動だと捉えられ、一種のニヒリスティッウな芸術運動と見做されてきた。しかし、その本質ぱ
反主知主轆であり、反楕成主義であった.特権的な主体が全体を精融して、主知主義的に下位の郁分を構成L計圏する行轟への批判として、ダダイスムは偶然性を重視Lた.偶熱性の尊
重とは、少しも破壊的ではなく、むしろ、自由に流れ続ける時聞への敬意であった.ニヒリズムというよりはむしろ、地上的な視点に基づく、目前の物質と時間に対する誠実な反応であった.だ
から.ダダイスムは、日用品やクラフツマンシップ(職人の技艶)に愛着を示L、アートに対して下位と見られがちな、ダンスや映像などの応用蔓術に闘心を示しナニ.倶がカンディンスキーの

r点.繰・面」の半分を占める楕成主薩に対して這和感を覚え、伺時代のダダイスムに共感を覚えるのは、ダダイスムの視点の、地上性と即物性に賛問するからで島る.一方で、カンディン
スキ^読み返すと、檎成主壕、主知主義を超える、斬坤'指摘も数多くあった。たとえば点・繰・面という分顛自休が相対的であり、決して絶対的な区分ではないという指摘である.点であ
ると思っていたものが、ある時突然に、鞍や面として出現するという指摘であり、面であるはずのものが、別の鯛闇には点として出現しうるという指摘である.さらに建峯、絵圏、管秦という
分顕自体が流勧的であると、カン〒インスキーは指摘する.それらは相互に埋め込まれた闘係にあり、芸術にジャンル「=存在Lナ'いと、カンディンスキーは宣言したのである.『点・線・面」の
半分で、彼は従来の縦割りされた世界を自由に横断L、諭は天を駆ける島のごとく、領域を破壊する。モして、候域破壕の聖地といわれた先端的教育機関バウハウスはダダイスムとも潔
い聞遭があ0た.バウハウスで指導釣役割を果たした姥築家テオ・フフン・ドゥースづルフ(ーハハ三一一九三一)はダダイスムに深く関わり、「倶は新しい精神という毒をまき散らす」と機
能主義の本山バウハウスには不似合いな、倦艦的ポーズを示した.バウハウスが一九一九年に産声をあげたドイツのヴァイマールは、ダダイスム運動がスイスのチ斗ーリッヒでスタートした
後に本拠地とした、ダダイスムの中心地でもあり、モこでダダイスト達は、酒と擢餌音楽におぽれながら日々を過ごしたのである.ダダイスムの存在が近くにあったそのおかげで、パウハウス
は領堆を破壊ずる自由を擾得Lたともいえる.

運動としての時聞から、物質としての時間へ
絵圓は空間に闘する芸術であり、音棄は時間に関する芸術だという思い込"は.全く通惜的な鮪覚であり、どちらにも点(音符)・綻・面というヴォキャブラリーを適用することで、モこから得

られる経駿を伺列に科学的に分析できると、カンディンスキーは主弧した(図a).音楽と建築の親近性を指摘したのは、カンディンスキーがはじめてではない.最も早い例は、ドイツ霞念論
を代表する哲学者フリードリッヒ・シェリング(一七七玉一ーハ玉四)による「蕉隻は空間における音稾」であるという定養であり、ゲー,(一七四九一ーハ三二)は「建築は無言のサウンド・
アートと呼んだらいい」とコメントして、サウンド・アートという意味深葺な言葉を残した.日本でぱフェノロサ(ーハ玉三一一九0八)が、藁師寺菓塔を「環れる膏楽」と評した。フエノロサは、
日本蔓斯をはじめて詳価した西欧人の一人として知られるが、彼の父親はスペインの音素家であり、フりゲート艦の舶上ピアニストとして渡米しているので、コエノロサは音峯と近い場所にい
た。しかL後ら先人逢の美しい言案は、建築と音棄の親重性を指摘しているようでありながら、実は、音棄は時間とともに流れ、消え去るものであり、それに反して、建築は讓らされたもの、す
なわち筑れ去らぬように圃定されたもので島るとして、両者の対照性を強胴Lてしまうように、償には聞にえる.一方、カンチインスキーは、建築は少しも固定されてはおらず、読動的、現象
的存在であり、音素と建築の間に茎本的な差はないと考えた。斐術の諸領域を横断する点・練・面という共通箴念の曼見が、カンチインスキーによる領域破壤の引き金となっナニ.点・鞍・面と
いう道具は、モのようにして、操々な傾域の壁を壊すナニめに役立つのである。カンディンスキーの傾埋破壊的分析はさらに、版匝における修正という問憲へと尭展していく、修正とぱ、過去
に作0たものを修すことである.すなわち時間軸上の加算行為である.カンディンスキーは修正という行為に焦点を島てることで'版圃という平面蔓術に対L、時間という要素を挿入するこ七
に成功した。時間は、四つ目の次元といわれるが、カン〒インスキーは二次元の茎術とされる版圏に対して、四次元、すナ'わち時間軸を重ねたのである.平面茎術の小部門であり、肱役で
畠ったはずの版回が、彼によって突熱、時間の流れる大きな世界、字宙の中へと博放されて、読者ぱ驚悟する.具体的には、時間軸を挿入することで、銅板、木版、石板(りトグラフ)の本
質的違いを、カン〒インスキーは明らかにした。鯛版圏は甚本的に修正不可能であり、木版麗では修正は制約の中で可能であり、石版画においては、石に傷をつけずに、モの上に塗られ
る水と油の反壷を利用する二とで、修正は制約なく無鯉で自由であると、彼は物質(金属、木、石.永、油)と時間との闘係性を記述Lた.実作者カンディンスキーだからこそ、物質と時間とを
織い舎わせることができたのである。多くの美術盤詮家は、できあがった「死んだ」作品を見て、その中の楕成を誌じたり、モこに描かれた「対象」や「時間」を詰じる.た七えぱ、この姓の中
には秋の夕暮れが描かれているというように.しかし実作看にとって、時描とはそこに描かれた対象ではなく、作品を創造すること自体が、時間に封する緊張艦溢れる介入なのである。
い挨えれぱ、実作者は、創作という生のプロセスの中を生きる。カンディンスキーは実作割ιからこモ、版画という小さな二次元の作品を使って、作者が、時聞に対して樺々に介入する様子を
記述できたのである.彼らにとって版画は死んだ作品ではなく、作者と共に時間の中を生き続けるのである.製作のプロセスに目を向けた造端に、時闇という意外なものが召喚されナニ。す
なわち版画制作という現場に目を向【ガニ趣端に、物質というきわめて泥臭い地上的なものが、時間という形のない宇宙的なものと結びついたのである.銅板、木版、石板という三つのメディ
アは、金蔦、水、石という物質と課く関わ0ており、モれぞれの物質ぱ、モれぞれ特別な手続きを経て、時間と関わっていくことが明かされる.」時間の中に物質があり、物質の中に時聞が
ある二とをわれわれは知らされる.時間の中の物買、物質の中の時間というアイデアは、建美デ"インに対して、従来存在L,'かった匿期的な視点を開くという手ごたえを僕は昂じナニ.時闇と
いう撫念が、今までとは全く別の刑で、建蔓の世界に畳場Lてくる予感があった.

足し算のデザインとしてのニンビュテーショナル・〒ザイン
カンディンスキーが版画の中に馳見した貫層的な時間無念は、ポストエ業化牡会の、斬Lい〒ザイン手法、すなわちコンピュータ^駆捷Lたパラメトリック・デザインの本質を考える上でも、

多くの示陵を与えてくれナ=。一九九0年以降、コンピューターがどのように建築のデザインを嵩え、人間と建隻との関係を変えるかという無論が、建筆界を懐わせ、建築理胎の中心となっ
た.斬しい技術が、新しいデザインを生むことで、建筆の歴史が一斬されてきた.古代から現代に至るまで、斬Lい技術が、斬しい盤築を開いてきたのである.二0世紀のモダニズム建築
ぱ、歓骨とコンクリートによる大スバン携造という新技術の産物であコた.だとしたらならぱ、コンビューター・テウノロジ'はどんな建築デザインを生むのか.コンピュテーショナル・デザインを
ルネサンス以降の様々なデザイン手法と比較して、大胆な整理を行う建纂史家、マリオ・カルポ【一九五八ー"ネ、コンピュテーショナル・チザインによって、建築〒ザインが、引き算のデザ
インから、足L算のデザインへと劇的1こ転換Lたと看破した.「アルファベットモしてアルゴリズム峯記法による建纂一ールネサンスからデジタル革命へ」の中で、ニンピュテーショナル・デザ
インは単に図面(ドローイング)の描き方を変えただけではなく、ドローイング(図面)とファづりケー.ン(施工・制作)の毓合を促したと、カルポは指摘した.すナよわち、かつては図面の制作と
焦工は分断されていたが、コンピューターによって、両者はひとつの逗鎚Lた筑れ、すなわち楢き続け、作り続けるひとつのシームレスな流れへと転換したと、カルボは見抜いた.建築とは、
いまや完結したひ七っの作品ではなく、変更し続け、修正L続ける、不断のシステムへと壷わり、それを被は足し算のデザインと謝名した。石版爾は永還に修正可能であり、永運に足し続
けることが可能であるとカン〒インスキーが指摘したように、カルボはコンピューターが、建蔓を、修正のきかない鯛版圏から、永遠に桜く修正システム、すなわち石と水七抽との対話の崖物と
しての石版画システムへと転換したのである.カルポぱアルベ」レティ(一四0四一七二)以前、つまりルネサンス以前の建隻は、閻じように足L算であったと整理する.施主と麹方と戦人が
共畳して、建築というゆるい全休を作り親け、直し続けていたので島る.モのゆるやかな世界に、革働的建纂家アルベルティが量場し.建築の方法を抜本的に壷えてしまった。初期ルネサン
スを代襄する建築家であり、建隻評論家でもあったアルベルティは、引き算という新Lい方法を尊入し、挨工後の隻更、修正晝許さない「作窓=フ^、イスト」という絶対者を生み出しナニ。モ
の転換によって建纂が本来持っていた画由は失われ.建築とは、建纂家という絶射者の描いた図面を実現するだけの、融道のきかない硬直したシステムになってしまったとカルボは指摘す
る.アルペ」レティ以降の長い不自由な匪史を、ついにコンピューターが打ち破ったというのが、カルボの説で罰る。アルペ」しティ以前には、搭く人と詐る人(轍人)は分断され,'、もちろん対立
もせず、ゆるやかに理続的に建擾は作られ続け、登更され桜けていた。その瀧密な人と様々な物との対聶、一体感が、コンビューターによるコアづりケーションによ?て復活するだろうと、カル
ポは予言するのである.さらにカルポは、コンビューターの建築への尋入も、当初から、足し算をめざしていたわけではなかったと撮り返る.一九九0年代靭め、建擾デザインにコンピュー
ターが導入され、パラメトリック・〒ザインという言集が使われはじめた.コンピューターはただ、ぐにゃぐにゃとした、目斬Lい影鰭を創造するマシーンでしかなかコた.九0年代以前、その複
雑な形態を描くに1圭、恐ろしく手間がかかった.モの「夢の形態」を実現するための、便利なドローイング・マシーンとして、ニンピ旦^ーは尋入されたので島る.その意眛で、一九九0年
代前半の、奇をてらった形態を特嶺とするコンピュテーショナル・デザイン(回4)は、三0年代にアメリカで漬行Lた流憾形デサイン【図5)の九0年代版のりバイバルであうたとカルポは厳Lく
雑括する.一九九王年以降、1Υの領域において、ネットワーウへの関心が高まるのと併行して、コンピュテーシヨナル・デザインは、第二ワエイズに突入し、影愈の新奇さから、フフブリケー
ション・プロセス(制作過程)へと関心が移行した.描くことと作ることの境界の消滅、蟻工後も棄化L続ける建築へと闘心が移った。モの時代を、カルポはデジタル・〒ザインの第二期と呼ぷ
ので島る.カルボの二段陥説の背景にあるのは、建築史家レイナー・バンハム(一九ニニーハハ)によるr第一提械時代の理胎とデザイン」(一九六0年)という各薯である。バンハムはー
九世紀から二0供紀までの人間と樵棟との関係を総括し、貴車、庫などの第一世代の機械とラジオ・テレピ、家電なピの第二世代の橿械との間に、質的な差虞があり、その差具が当時の建
隻〒ザインに対しても大きな影響を与えたと整理Lナ=.カルポはそこからヒントを得て、コンピューターという嵐械の時代にも、二相がある島ることを見出したのである。コンビニーヲーシヨナ
ル.チザイン算二期、すなわち、足し算の時代が求める永追の修正を可能にするためには、一度できたら極く固まってしまって修正不可能なコンウリートほ、全く適していなかっナニ.コンクリート
は建築デ,インの中心的位置を失った。伺時に、小さなピースのアグリゲーション(集積)1こようて作られる、粒子的な建隻の追求が始まった.そして壬の斬しい波の中心人物の一人が僕で
あると、カルボは励ましてくれたのである.コンピュテーショナル・デ"インの本質は,形戀の革命ではなく、時間の革命だったというカルポの指摘が興味深い。形態がすぺてに優先すると
いう考え方自体がアルベルティ的であり、近代の産物なのである.フルベルティぱルネサンス最初の建築理抽害と呼ぱれる「塗築詰」(一四八玉年)を薯わし、このテキストはその後の建築界
に大きな影響を与えた.デカルトの「方法序説」(一六三七年)が哲学の世界で果たしたのと閻様な役割を担った.アルベルティは形態を時間から分厳Lた。モれは、時間と分かちがたくつな
がった施工(工亭〕という行為七、時間を無視しても成立する霞計(計固)という行為の物断でも商り、施工の軽視であり、脚+者(建萎家)の絶対化でもあった。形鯵の世界だけの純粋な理抽
を組み立てたr建隻胎」ほ、モの純粋性ゆえに、テキストとしての著遍性を瑛得し、建隻家は建築界の絶対者としての地位を獲得したのである.しかし今、形態のデリイン胎から、時闇の
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で本書は、ヴォリュームを解体する方法の探求であると問時に、建纂家という存在を解体する方法の提案でもある.時間を軸としてアルぺJレティ以前への回帰をめざすカルボのデザイン理雌
は、すでにカンディンスキーの版園論によって先取りされていた七もいえる.

づ」しーノ・ラトゥールと写真銃

僕らの設計の方法が、加算的であるという諏論は、フランスの人類学者、哲学者であるづルーノ・ラトゥール(一九四七一)との間でも交わしたことがある.ラトゥールは、ANT(アク
ター・ネットワーク・セオリー)と呼ばれる新しい世野霞を提示Lたことで知られている。ラトゥールの上の世代のフーニー(一九二六一八四)、〒りダ(一九三0一二00四】、ドゥルーズ(一九
二五一九玉)に代表される脱構築の哲学者達ぱ、特痩的主体(サづジェウト)の解体は試みた.しかし、俵然として、人闇中心主蔓という西洋哲学の基本形からは抜け出せなかったと、ラ
トゥールは脱楕纂の哲学を批判的に総括する.主体の特権性、独善性をいくら批判しても、フーコー連は人聞しか見ていなかったというのである.人間は様々な物と共に生きており、物連
と慳畳して、世界を盟しているといラのがラトゥールの説である.その物違を彼はアウターと呼ぶ.人問と物との間に上下はなく、すべてが世界を廻すアクターだというのが、ANTの要点である。
たとえぱ、われわれが道具という物を使って、材料という物を加工しようとする時、われわれと物とは上下関係にない.われわれが、物を使っているだけではなく、われわれ自身が物から教え
られ、物から指示されてもいるのだということを、ラトゥールは指摘Lたのである.たとえば木を艦でぢK時、われわれは木にモの堅さや粘性を轍わりながら、鰭を動かしているのであり、人間
は鋸も含めたそのネットワーウの一員に過ぎないのである.ラトゥールの菊子であるソフィー・ウダール(一九七一ー)が、ある日、僕の峯務所を飴れ、倶が建築を設計するプロセスを研
究したいと牢し出たことをきっかけにして、ラトゥールとの交流が始まった。ラトゥールは以前、建築家レム・コールハース(一九四四一)の設計の方法について研究し、弟子のアルベナ・
ヤネヴフと連名で、 Gル. m..'un .nd J 剛7/ m肩k..// bu"dm'卓 mov.;.O ANr"ν●W of a,心h".otU胎を薯わした(二00ハ年)。ここでANTは、蟻(."t)七の掛言葉
になっている.巨視的、惰剛的な視点ではなく、働視的、地上的な蟻の暖から、建築ができあがっていくプロセスを眺めるという趣向である.脱構築世代の哲学者運は、建築は大きく、しかも
固定されてしまった退屈な存在であると批判Lた.特権的主休によってデザインされた、巨大で動かしようのない建築というヴォリュームが、脱梢隻哲学の裸的となった.しかしラトゥール達は、
蟻の視点から鳶築を眺めれぱ、建築は少しも固定されていないと臭見するのである.彼らはその蜷の腹を、コランスの生理学者、エティエンヌ=ジュール・マレー(ーハ三0-一九0四)が発
明Lた写真銃(図6)に職えナ=。写真銃を用いれぱ、動いていると感じられたものが、止まってしまったように感じられる.蟻の眼は逆に、止まっていると感じられていた建築を、突如、動き続け、
変わり続けるものとして、喜発見するための道具だというのである.だからタイトルが Gル. m..'un すなわち写真蚊とは逆の犠能を持っ斬しい航を(れ、なのである.ソフィー・ウ
ダールは実際に、一年間に亘って慎らの享務所に通い、実際の設計のプロセスを蟻のようにして製察し続け、r小さなりズムーー人類学者によるr隈研吾」詰」という本にまとめた.僕の峯務
所の中で、梗型、素村サンプル、CAD(コンピューター支擾設計)、カッターなどの物違と、スタッフ、外郁のエンジニア、協力事務所、施工会社の人間違が緊密なネットワークを作り、建隻が
設計され、施工され、媛工後も窒わり続けていくさまを、ソフィーは蟻の鯉からルポルタージュした.僕らが作る建築が、少Lも固定されてはいないこと、すなわち償らの建纂は、様々なもの
が加算され続ける場であり、小さな粒子が捷れ経ける場であることを、'ノフィーは発見してくれたのである.ラトゥールとソフィ^躯の眼が、時間と建築との関係、人と物と建隻との関係に、
新Lい視界を開いてくれナ=。

建築と時間
従来の建築誰でも時間と空闡の挫続というテーマは魅力的であり、損り返し議胎されてきた.代表的なものは、カンディンスキーと問時期、二0世紀モダニズムの箪生に立ち会っナ=、スィス

の建繁史家、ジークコリート・ギーチイオン(ーハハハーー九六八)のr空間・跨間・建築」である.ギー〒イオンの著作は、モダニズム建築の翌書といわれるほどに、当時は高く評価された.ニ
0世紀初頭、空間と時間の統合は、文化、芸術領域におけるブームであり、流行であったから、ギーディ=ンは過大評価されたともいえる.きっかけぱアインシュタイン〔ーハt丸一一九
五玉)で島?た.アインシュタインが物理学において、空闇と時聞の銃含理詰を完成させたのを受けて、粧園においては、異なる時間をひとっの早面の判こ銃合しようとする、キュピスムや
シュールレアリスムが篤生した。建纂において、コルビュジエは、代嚢作サヴォア邸(一九三一年)の中,0郁に立体的回道空間を挿入して「建笑的プロムナード」と呼び(図7・回8)、それこそ
が空間と時間の続合のモデルで高ると説明した.ギーディオンがそれをさらに詩張し、モダニズム建築力僻間と空聞とを捜合したと、世界に喧伝したのである. アインシユタイン、●●■●●

コルビュジエと闇じくスイス人で島ったギーディオンは、モダニズム建築の背後に、アインシュタインの物理学が存在Lているかのように、巧妙に論を組み立てた.しかし、ギー手イオンのロジッ
ウは幼稚であった.移動のための芸置一ースローブや階段一ーをサヴォア邸のように、吹抜げ空間の主役として弾鯛すれぱ、空間と時間とが擾含されたというロジックである.どこかで聞い
たことがある議論である.運動する人や物を、ひとつの画面に量ねて描けぱ、時間と空間を擡合したことになるとしたキュピスム雑画(図9)の憾酋を、ギーディオンは建築に応用しただけであ
る.この芋の識論が二0世紀初顛にもてはやされたということは、逆にいえぱ、当時の人々がいかに運動というものに熱狂Lていたかを教えてくれる。自動庫、飛行機が畳場L、体験した
ことのない速塵で運動することに、人々も芙術家も圧倒されていた.時間とは物の運動のことであり、それ以外の鋳間のあり方、時間のあらわれ方に0いて考えようという余裕は、全く存在し
なかったのである.二0世紀物頭の.この手の「運動=時間」詰と比較して、カン〒インスキーの版画抽の視点は独創的であり、その射程は自動車と飛行捷に触完された浅薄ナ'流行を超えて、
今白にも充分届くのである。

運動から時間を開放する

カンディンスキーは一言でいえぱ、時間を運動から解放したので島る.製作の親場における.物質と時間と作看との会話に耳を澄ました結果、思いもかtサ'い形で、時間というものの姿が
彼の前に立ち綬われた.カンディンスキーと問じようなことができたらという想いが、侯にも島ウた。様々な物質と会話し、物質がいかにして時間の中を流れ、時間がいかに物質に影響する
かを見つめ桜ける僕の日常の中から、新しい時闇准を紡ぎ出すことはできないだろうか。僕にとって、時間とは単なる運動ではなく、すべての物質の中に内蔵される存在で布り、物質を遜
じて、字宙と時間とは分かちがたく、つながっている.木や石といった異体釣物質が、時間の関数として空間の中を漂うのである.モれは、きさいな鼻見のようではあるが、長く牢宙的な射袋を
持つ大きな発晃である.一方コルピュジエには、物質と時間をつなげようという発想は金くなかった.ニルビニジエにとって、特質とぱ、抽象的な白い箱を作るための裏方でしかなかった.
運動を誘発する白い箱を生成すれぱ、その白い箱の中を、物体が運動法則に従って移動すると、コルビュジエは考えた.多くの問時代人と問じように、彼にとっては、運動こそが時間であっ
た.サヴォア乱の中心を貫通するスロープは、逗動を象徴的に見せるための、白い背景、白いガランドウでしかなかっナニ。サヴォア邸の臂後にあるこの時聞認識ぱ、アインシニタインという
よりは、モのはるか以前のアイザッグニュートン(一大四二ーー七二七)の時間認蹴であった.抽象的な空間の中を、物体が運動法則に従って運動することをニュートンは晃見し、世界を変

しかし、コルビュジエの名誉のために、「初期のニルピニジエ」ぱニュートンカ学のレベルにあったと、付け加えたい.サヴォア邸は初期コルえナニ。しかし、一七世紀の話である.

ビュジエの代表作である.一方、ラ・トゥーレット修道院(一九五九年)、ロンシャン札拝堂(一九五気年)などの塗期コルビュジエでは、もはや抽象的な白いガランドウぱめざされていない.
粗々しく不均一な肌埋を特つ蜑期コルビュジエのコンウリートは、もはや背景ではない.語りかけ、それ自体が物質であることに目覚めた、覚醒した物質であり、風化し桜け、腐り続ける物質、
時間とともに生き、過去の時間、未来の時簡をも内壷した、深く豊かな物質である.櫨がそのような物質観安擾掲Lた大きなきっかけは、インドとの出会いであウたと懐は想像する.一九五
一年からインドのチャン〒イガールの都市計画に携わり、インドの赤土の上で、コルピュジエは斬しいニンクリート、斬しい物質と出会うのである.少しも言うことを閏いてくれない不自由なコン
クリート、ザうザラとして不均一で粗点Lいコンウリート.彼が知らなかったコンクリートがモこにあった.インドで、インドの物質と出会ったこ七を通じて、彼もまた、物質の中に内蔵された時間を
詫見した【図10).インドのコルビュジエは、僕が捜そうとしている建築のあり方、建隻と時間との関わり方に対して、大きなヒントを与えてくれたのである.

カンディンスキーによる次元の超趣と埋め込み
凹ルピュジエがインドと出会うはるか以前に、カン〒インスキーは時間と物質と空間の填界を取り払おうとした.モれだけではなく、点・憾・面・ヴォリュームというカテゴリーの墳界も消し去ろう

とした.彼は、点・糠・面、ヴォリュームというチャプターに沿って世界を青寮しながら、問時にその四つの分類自身の無効化を宣言しているのである.慎にとって最も斬鮮であったのは、ヴォ
リュームにしか見えてなかった中世ヨーロッバのゴシッウ建築が、饗は点を指向する「点の建藁」であるという指摘である.カン〒インスキーいわく、ゴシックには短く簡潔な、ピンと響く音色が
聴かれる.それは空闇的形鰍が、建纂を包んでいる大気の中に解消し、モの響きを失ってゆく遇裳的晶闇を表現Lている。伺様にして、中国抽特の友りあが0た屋根も、空中に消減する
寸前の点であると、カン〒インスキーは指摘゛る(図11・図12)。なぜ中国建築が、あのような不自然ともいえる反りを摺向するようになったのかという僕の畏年の疑間に対し、カンディンス
キーは見幕に解筈を与えてくれた。中匡の屋根は、空中に融けようとして、どんどん反っていったのである.モの意味で中国の屋擢は、コルビュジエのピロティと間糧の、浮遊願望を共有して
いたので島る.カンディンスキーの分析の先にあるのは、次元(ー、ニ、三、四次元すなわち点・憾・面・時間)という梓組みの吾定である.次元という梓組みを用いて世界を趣解Lようとす

る、われわれの通惨的な黒考方怯の、完全な碓壊である.問権な破壊を、量子力学がすでに実践している.コルビュジエやギー〒イオンがアインシュタインとの伴走を賦みたように、僕も
また、斬しい物理学に目を向けてみた.するとそこには、世界理解のための,自由な道具が溢れていた.その道具と付き舎うことで、ニュートンカ学の世界認嵐をぺースとするモダニズム建
築に、黒穴を布げることはできないだろうか。量子力学の最大の難間のひ七つが、三次元をはるかに超えた複數次元の存在で島る。日常の感覚をもってしては想像もできない櫨数次元の
存在を仮走Lないと、宇宙の様々な現象が説明できないと、量子力学は教える.たとえば、-0次元を前提としないと、宇宙は説明できない.空間を定義する九次元に、時間という一次元を
プラスしナ=、計一0次元で世界を走義しないと、字宙の様々な現象の説明がつかないのである.通常の三次元空間の他に、六つの余騨次元が学宙の中に埋め込まれているとは、一体どう
いうことなのか.われわれの日常釣な知覚症超える九次元空間を、一体どう理解したらいいのだろうか.素粒子胎をりードする物理学者の大栗博司(一九六二ー)は、ホースとアリと嘉
の喩えを用いて、炭元の埋め込みをわかりやすく観明している.「庭に*をまくのに使うホースの上をアリが湿い回っていると思ってください.アリにとって、ホースの嚢面は「鍵」にも「横」にも
行ける二次元空間です.しかし(中略)どこからか鳥が飛んできてホースの上に止まったとしたら、どうでしょうか.鳥の足はホースの太さよりも大きいので.縦方向にしか秒動できません.(中
略)つまり、アリにとってぱ二次元空間のホースが、鳥にとってはーま元空間にしか見えない.一次元のホースに縦に沿ってしか移勤できない嘉には.横方向という「余剰次元」が感じられな
いのです」(r重力とは何かー.ーアインシュタインから題弦理詰へ、字宙の健に迫る」).

相対的な世野と有効理諦
炭元とは、このような影で自由に埋め込み力恂館で高ることを、大栗は日常的な風景を用いて、見事に説明ずる.言い換えれぱ、主休(鳥)と宴休(ホース)との距離、モのスケールの差に

よって、次元ぱ相対的に変化するというのが、量子力学1工よって提示された、斬しい次元霞なので高る.モのような相対的世界短を、物理学は有効理論という話を用いて説明する.あらゆ
る理論は、一定のスケールを持つフレームの中においてのみ有効であり、すぺての理強、法則は、一定のスケールの中でのみ成立する、隈定的、相対的なものでしかないというその脅え方
を、量子力学以降の物理学は、有効理酋と呼ぷ,われわれのまわりに、今でも普通に存在する、日常的なスケール、日常的なスピードの空闇の中で、ニュートンの注則は依然として充分に
機能する有効理諭である.アインシュタインが畳場し、あるいは量子力学が出現したからといって、ある限定されたスケールの中での、ニュートンカ学の有効性が失われるわけではない.
量子力学は新しい世界霞をもたらしただけではない.その量子力学的世界銭さえ、ひとウの有効理詰にすぎないという相対的世界観をもたらしたことこそが、量子力学後の物理学の最大の
達成であると、僕は考える.正確さを期すれば、有効理論とは、相対的にではなく、重層的に世界を把握するための理姑で郵る.相対的というと、ひとつの平面の上に、いくつかのシステ
ムが並列的に横並びになっているわけ'ではなく、重屡的に貫なりあ?ている。モの真煮は世界の相対性ではなく、重層性なのである。この「有効理論的止も呼ぷべき相対的世界観は、僕
ら鳶美家が扱う空間スケールの劇的拡大、多揮化という今日的現象とも、見亭に対廊L、響きあっている.僕らもまた、r有効瑳胎的」に世界を把握し、設計括動を行っているのである.極小
粒子の世昇の糎察と、極大の字宙の果ての観察が可能になったことで、物理学は質的に転換しナ=。問じようなスケールの変換が建隻の世界でも起こりつつある.極大と極小との併存するモ
の新Lい螺境を解き明かオ新Lい理詰的ツールを、倶はこの本の中で捜そうとしている.

建藁の拡大
一九世紀以前の建築家は、Mサイズの建築を相手として仕事をしていた.一九世紀以前、すなわち歓骨とニンウリートが建築の主役となる以前には、作れる建築の大きさには限界が高ウた.

木造でも、島るいは石やレンガを積み上げる組稿造(メーソンリー班採用Lた場含でも、作れる建築物の大きさには限界があり、建隻家は、その鯉界の内側にあるMサイズの建築物しか.作
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ることができなかった。娃築とはMサイズの物体の二とであり、Mサイズ以外の建築は、ありえなかった。ここでSではなくMが最初にでてくるのには訳がある。Sとは小さな民家っまり、集
落で島り、「娃築」以前である.民家には、建擾象という特権的設計者は必妻ない.建築がMサイズへと進化してはじめて、建築家が盛場L、建築理酋というものが豊堪する。ル木サンス以降、
すなわちアルぺJレティ以降、建築が、姓画や、彫刻、音崇と並んで文化を楕成する重要な領域と見做されることになるが、その時謬諭された建築はS建築ではなく、M建築であ?た.モもそも
ルネサンスの建纂家運は、S=民家や集幕を無視して、建築を考え始めた。そしてMサイズの建纂は、部屋と呼ばれるヴォイドの集合体であった。却屋をどう配列し、だう組み合わせるか
を考え、モの組み合わせた全体に、どのようなシルエットやスキンを与えるかが、途婆デザインと呼ぱれた. Mサイズの建築とは、レム・コールハースが S M LXι,で提唱した概念で
畠る、この本以前、不思蟻なことに、建纂界で、スケールにっいての本格的な思素は皆無であった.なぜなら、建築とぱ、技術、経病的制約によって、Mサイズである二とが大前提で島り、しや
XL(エウストラ.ラージ)の建築など、想定の外にあったからで島る.Sもまた、挫築家連の視野の外にあった.レム・ニールハースはモの大前提が驫壊した後の建築のあり方を思考した、最初
の挫築家であ?ナ=.発想の転換のきっかけぱ、日本、中国なだでのアジア体駿であったと、僕は惣慌する。

金融資本主義のX嘆築
レムが出合った日本は、一九八0年代のバブル時代の日本で島った.披はその特別な時代と場所に招かれ、当時のヨーロッバでは想偉できないような、奇想天外なプロジエクトに携わった

のである。突如到交した金融責本主華に翻弄されたバづル時代の日本は、当時の世界の常崖を逸脱したスケールとスピードを有する経済を体験し、新しい経決に対する抵抗力のないまま
に、無数のナイーヴなドリーム・プロジェウトが立ち上げられた。レムは随嶋斬(一九三一ー)がプロデューサーとして、イケイケのディベロッバーと世界の建纂家をつないだ、福岡のネウサ
スリールド(図13)に呼ぱれ、丁ジアという従来の常崖が通用Lない新しい場所で、M建隻の時代が終わり、XLの建築が始まりつっあることを、実感したのである。壬もそもレムは、金融
資本生藁時代の新しい建築に闘心があった.崖業資本主薩の建萎のチャンピオンル・コルビュジエであったとすれば、レムは金融資本主義の建纂のチャンピオンをめざして、モのキャリアを
スタートした。大恐慌(一九二九年)直前に計圏された奇想天外の建築一ーエンバイア・ステート・ビル(一九三一年)、ウライスラー・ビル(一九三0年)、ダウンタウン・アスレチック・ウラづ(ー
九三0年)の中に、ボスト資本主義の建藁のヒントを求めて、彼はr舗乱のニューヨーウ」を嵩き、華々しいデビューを飾うた.金融資本主養に支配される現代という時代のヒントが、大恐慌直
前のニューヨークにあることを、レムは発見したので布る.レムと共にロンドンのMスクールで学んだ友人、ザハ・ハ〒イッド(一九玉0一二0一六)ほ、レムが立ち上げた設計亭装所OM
Aの設立メンバーの一人であり、レムと問時に、大恐慌前の通称アール・デコ建築から多くのヒントを櫓て、最終的に、九0年代以降の金融資本主鞍建築のディーヴァとなった.彼女は.廩京
の斬国立鯉技場の第一回のコンぺの入賞者でもあった。「あなたが、無人島に一冊の本を持っていくとしたら、何の本を持っていく力、」というインタヴューでの質間に対して、ザハは「鰭乱の
ニューヨーク」と答えた.その答えはザハとレムのっながり、そして二人と金恐資本主装との関係を暗示Lている。大恐慌直前の一九二0年代のニューヨークで、金融資本主藁が一晒の
花を咲かせナニ。レムが1貸乱のニューヨーク」の中で取り上げた7ール・〒コ建築というアダ花である。株価、不動亜価格は高體し、建築家は奇妙な形態と、奇想天外なプログラムを持っ巨大
建築に酔いしれた.モの寄妙で蔓しい花は、一九二九年の金融大恐慌で、無残な形で飛び散、1.堅実で勤勉な産業資本主義時代が到来したのである.その産業資本主義のチャンビオンが、
コンクリートのコルビュジエと、鮭骨造のミースだったというわけで島る.レムは大恐慌直前のアダ花とも見える建築の中に、プラ"合意(一九八五年)以降の金融資本主藁時代の建築の
ヒントが隠れていることを発見して、r価乱のニューヨーク」を婁いた.拡大L、巨大化した世界は、もはや産業責本主載というスタティックなシステムでは支えきるこ七はできないと彼は予測し
て、一九二0年代に目を向けたので島る.軽請のデジタル化とネットワーク化によって、金融資本主葦はゾンピのようによみがえった。そのゾンピに身を委ねるしか、膨張した世界を支える途
がないことを、レムやザハは予知していた.ゾンピとして復活した金融資本主蔓に最もフ゛外する建築スタイルを、彼らは尭見し、その時代の寛児となうた。バづル期の日本、そしてその後の
中国、他のアジアの諸国の巨大でクレージーなプロジェクトが、レムにそれを気づかせ、S 肌 LXι.を婁かせ、彼らを二0世紀棄のスターの座にのぼらせたので島る。モして僕もまた、
SからXLへと至る超階層的スケールを持っ膨張世界の行く末を考えざるを得なかった.しかし、レムのように悲観的に侍悪的に、モの膨張世界の行く末を描くのではなく、量子力学的、有効
理胎的に解き明かモうと考えたのである.われわれが環境とともに生きるために必要なのは、主知主義的方法の破綻を、レムのように偽悪的に隻うことではない.偽悪ぱ不毛であり、親実逃
遷である.流れ続ける現実の物質七時間と共に流れる、柔軟なダダイスムが今こそ必蔓なので畠る.

建擾の膨張と斬Lい物理学

ニュートンの物埋学は、ルネサンス的なMサイズ建繁から、産業革命的なLサイズ建築へのジャンブと併走Lた.歴史釣に見ても、ニュートン物理学は産集革命の引き金となり、産業革命に
よって、Mサイズ建築からLサイズ建築人の転換が引き起こされナニ.ロンドンの万博のために建設されたウリスタルリ(レス(ーハ玉一年、「点」園24参照)は、モの転換を象徴する.Mサイズ
のものだけを建隻だと考えていた当時の人々の鯉に、クリスタル・バレスは建隻には見えなかった.鮭の柱やガラスの井などの工業郁材をでたらめに寄せ集めてできたガランドウにしか見え
なかっナニ。コンクリートと無によって、小さナ'都屋の集合体でしかなかった建筆の中に、柱がなく天井の高い大空間が出現し、建築は、建築家達の意急に反してMサイズからLサイズへと転換
したのである.ニュートンの物理学の基ネは、ガランドウの抽象空間の中を、ニュートン方程式に従って物体や人間が運動することである.コンクリートと錘が可能にした抽象的な大空間
の中を、物や人が自由に運軸する様子は、まさにニュートン物理学モのものであった。ラトゥールが提唱したANTの斬しい地平から見返してみると、抽象的空聞の中を、物や人が移動すると
いうイメージぱ、西欧的な人間中心主義と、深く絶びっいているように感じられる.運動の単なる背景と見做されたガランドウの抽象的空間を、ANTI=、一糧のコイクションであるとして批判し
た。物と人とはからみあい、影春を与えあいながら、運動方程式では解きようのない、複雑な網を作りあげており、その網こモが、世界の実態であると.ANTは教える。コルビユジエが、運
動を象徴化するためにデザインLた、サヴォア邸の吹抜け空間、あの「建築的プロムナード」と名づけられた吹症けは、素朴な、牧歌的なMサイズ建隻であ?たと僕には感じられる.サヴォア
邸の後、エレベーター、エスカレ^ーなどの二0世紀靭頭の新技衛の普及によって、運動の嬰としてのヴォイドは巨大化し、ニュートン物理学が発晃Lたヴォイド、ガランドウは、世界中に拡
散し、琢墳を破壊したのである.ルネサンス的M建隻から産業賓本主轆のL建築への転換が、単にスケールだけの間題ではなか?たように、産業資本主義のL力嶋金融資本主蕪のXLへ
の転換も、スウールの転換で布る以上に、都市と生活の質的な大転換であった.そこでは、まず、敷地という制約が撤廃された.複敷の敷地をまたぎ、その間を横切っていた道路や嚴遭
さえも含んで、斬しい巨大な敷地が生み出されナ=.小さな土地、個い道路をも統合した六本木ヒルズや東京ミッドタウンのような大規換聞尭によってXL建築が出現し、XL生活がスタートした
のである.路地も垣楓もすべて消え去った.これは単に、敷地の面積が増えたという量的な転換だけを意味しない。敷地が複合されるということぱまず、モれを可能にするだけの、金融的
な液動性が出親したということであり、また、それを可能にするだけの政治と軽済の、捜勲の国家をまたぐ調整、結託が出現したということである.政治と経済が超傾域的に総託しなくては、
金融資本主義の不安定なシステムを、安全に運用することができなくなった.ボスト塵業責本主義とは、まさにモのような流動性と結託の時代であワた.流動性によるスケールの超越が、
アジアとい引古い」場所で起こったことは、少しも偶然でぱない.西欧が憂い時間をかけて築き上げてきた民主主蔵的なシステムは、軽請の謙勤性、政治と経躋の輔託にブレーキをかける。
西歓的個人主蔓を尊重する限り、Mからしへの転換が精いウぱいであったともいえる.アジアという古い場所に保祥されてきた独瓢的な全体主董の中ではじめてしは敷地を超え、既成のルー
ルも法律もすぺて超起して、XLへとジャンプできたのである.このXL状況に対庫する斬しい物理学が量子力学であウた.XLとは、ただの巨大さではなく、極小から極火までの無歎のス
ケールの混在、そして重層を意昧する.その霊牌こそ力{XLであっナこ.西欧豹民主主義、生治主義の下では決Lて出現しナよかった混在と貫層とが、アジア的全体主義の中で、はじめて地上に
出璃したのである.アジアの参入によって出現したそのカオキイックな状況ぱ、ニュートン物理学では説明できないだけではなく、アインシュタインの物理学でも脱明できない。アインシユタ
インは、空間と時間とはひとつのものであり、圧倒的スビードの中では空間も時間も伸び縮みすることを示した。そして、その時空の伸び縮みは、E=mo.という蔓しい方程式ですパて証明で
きることを、見亭に示したのである.アインシュタインは空闇・時間という梓組みを否定L、その二っの世界のボーダーを壕したが、その統合された斬しい世界にも、依熱として法則は存在する
とした。その意味でアインシュタインは、充分に保守的であった.しかし、現代の量子力学は、すぺてを脱明できる法則など、もはや存在Lないことを朋らかにした。極小、極大を霞測するこ
と力句能になって、それらを統合する法則が存在しないこと志、量子力学が倶らに突き付けたのである。それは物理学という学問自体の自己否定であったといコてもいい.物理学とは、法則
を探り、方程式を尭見することが目的の学間で高ったからで布る.アインシュタインは、その意味で、古典的な物理学の最終形であり、物理学に対する白島の歌でもあった.モの逆に、量
子力学は、法則に碁づいて、何かを計算して予測するという利学的戀塵自休症否定Lた.物理学は、その学問自体の大前提を妄失し、量子力学以鼻のフナーキーな物理学は、アインシュタ
イン以前のあらゆる物理学と、決定的に訣別するのである。

進化論から薫層詮へ

ではその斬Lい物理学は、どのような斬しい建築と併走するのだろうか.斬Lい建纂は、どのようなヒントを、斬しい物理学から受け取ることができるのだろうか.斬しい物理学の最も興味
深い点は.進化詰的な詰理横造との訣別である.レム・コールハースの S 肌LXι、の識理構造は差本的には造化詮的であり、直棟的で島る。小さな建築が次第に大きくなってM、しと
拡大L、さらにアジアの豊場によってXLまでに爆尭的に劇張し、世界は終宋的、絶望的状況に陥ったという、進化詰をべースとする惣楓である。それは世界の規状に對して批判的とも見
えるが、新しいアジア酌状況、モの混乱、混沌に対する、ヨーロッバのエリートの嘆き笥でもあった.レムの世代は、しぱしぱ二のようにぺシミスティッウな首調で、現在の都市、建築を批判する。
たとえば、磯崎斬の都市詰、建築論も、韮本釣には問じ悲観的トーンで語られる.すなわち世界は次第に拡大したあげくに、終末に向かって急降下していて、もはや敦いはなく、一方自分だ
げが、状況を正確に理解している賢者であると持ち上げられる.この終末的状況に歓み込まれ、豚弄されるだけの巷の建隻家達を、徹底的に見下すのが、薮らの話り口で島る。人生の後
半でXLと遭遇してしまウた磯崎やレムの世代の建擾家としては、この書きぶりでいいのかもしれないが、彼らが自分だけを櫨害者に仕立てあげてなぐさめ、教出したとしても、そもモもXL状
況の中で建纂家としてスタートした僕らの世代には、なんの敷いにもならない.まして僕は、レムカ{XLの元凶とするアジアに生まれ育っている.XLを他人事のように奥き放し、笑い飛ぱすこと
など,とてもできない。塩はアジア七いう現実を受け入れ、フジアに生まれた自分という現実を受け入れた上で、アジアを批判し、アジアの可能性と素豪を考えようと思う。僕が新しい物理
学に興味を持っのは、その論理が小さい物から大きい物へと進北するという直線型、進化論型で1地く、大きい物の中にも小ささを発見L、そして小さい物の中にも、大きさを鼻見しようとす
るからである。極小から極大までの重戻性を許容する寛容性、極小から槿大を自由に行き来するスピード感覚が、斬しい物理学のぺースとなっている.小さい物はいつでもわれわれの近
<1こ島り、いつでも近くに引き害せることができ、直接触れることができる.世界は大きい物へと一方釣に進化Lているわけでほナ'<、大きい物がより大きくなり、連い物がより達くなるぼど、僕
らは小さい物、ゆっくりとした物に魅了され、引き寄せられてしまう。大きい物と小さい物との間で、僕らは擾勘し緩けている.量子力学的な重層性ぱ、高尚な学問の世界の中の出来事ではな
<、僕らの日常感覚モのものなのである.そして実際のところ、建築はどんどん大きくなっていく一方で、心島る〒ザイナーの関心は、小さい物へと向かウている。大きい物を効率的に作る
ことが二0世紀の建築業の目的であ0たとするならば、小さい物一一建築の点・線・面一ーと人間の身体の間の対聶、相互作用が、建築デザインとテクノロリーの中心簾題とな0てきた.小
さくて樵麹な物建を便って、自由でやさしくてやわらかな空間を作りあげていくテクノロジーが、次々とめばえてきたのである.懐が小さなパヴィ1」オン、家具や力ー,ンなどのプロダウトをデ
ザインすることで試みているのは、まさに,この極小=XSの復活である.

超弦理詰と音楽的建隻

モれは、ルネサンスによるMの畳場、塗築家という特権的存在の畳場以前の状態への回帰で罰る.ラファエル(一四八三一一王二0)以前の状態への回帰をめぎしたヴィウトリア朝のラ
ファエル割派、そしてモの後鞭看たるウィリアム.モリス(ーハ三四一九六)らによるアーツ.アンド,ウラフト運動の復活といってもいい.アーツ・アンド・ウラコトはSへと渓ろうとしたが、ノスタル
ジーという罵にからめとられてしま0た。Sにとどまらず、XS、XXSに分け入っていくことで、ノスタルジーとも訣別できるかもL才ゾ'い.この槿小と槿大とが量層する斬しい量子力学的な孫
境を整理し、モの理境の中で生き抜く途を探るのが本妻の目撫で島る。その際、大きなヒントを与えてくれたのが、超弦理諭(きUD剖一8t"Π'仙.0,ν)であった。従来の素粒子腔は、素粒子
という小さな点が、字宙の単位だと青えた.しかLク"ーク、光子、健子、ニュートリノなどの様々な小さな素粒子が女々と発見され、もはや素粒子が字宙の茎本単位であるとは考えにくくなっ
た.その困鮭を打聞するために、すべての粒子はストリングス(弦)だと考える超弦理論が生まれた.バイオリンの弦が、擾動することによって様々な音を奏でるように.弦は時にクすークの音
色を奏で、時にニュートリノの音色を妻でると、超弦理詰は考える.超弦理論によって、世界は物質の集合体ではなく、弦が発する様点な晋秦の集合体となった。建繁もまた、音楽の集合体
として、理解することはできないのだろうか.モれはカンディンスキーによる、音稾と建築との毓合の継承でもある。すべてが擬動で島るとすることで、超弦理胎は、点というものが摺命的に
持っ困難を克服した.実のところ、点は様々な困難を抱えていた。点と点が近づきすぎると、引力は距詮の二乗1工反比例するという物理法則によって、点の相互に轡く力が無隈大になり、計
算不能となって、物理学をはみ出してしまう。その困難が、弦により、音楽により、克服されるのである。S.XSと向かって、単純に小ささを追求していくと、点の困難に必ず突き当たってしまう.
そこに抵動とりズムという概念を導入することで、慎らは点というもののジレンマから解放される.建築を点として定義しても、棟と定糠Lても、すぐさま様々な難間に直西する。なぜなら点
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も繰も、幅や厚みを持たないから、モれをいくら足していっても、建築という物質の塊には到逢できないからである.点と纏の困熱を回避して、建築をヴオリュームとして定董Lようというのが、
西洋建築の茎本的な構えであっナ=.二0世紀ヨーロッパに畳墻したモダニズム建築も.建築をヴ才りユームとして定義した点において、西欧建築の正銃な嫡子であった.その結果、建築はコ
ンクリートで作られた、退屈な三次元ヴォリュームへと退行して、量子力学的自由は失われてしまったので島る.しかL抵動する弦という青えを導入すれぱ、点・線・面は、いかようにも拡張
することが可能となり、建築も都市も超えて、世界へと到違していくことができる.点,線・面を物質にも、モして空間へも、そして牢宙へも拡張していくことが可能となる.物質もまた点・雑・面の
擾動であり、音色であり、りズムであると考えると、建築も、そして都市も全く違ったものに見えてくる.

^..^.■^^弔.●弔.

ドウ1レーズと物質の相対性

擾動という織念を導入ずることによって、点・練・面を自由1こ横断すること力恂能となり、色、固さ、質感、重みさえも、擾動の結果として脱明することができる.カンディンスキーはもちろん超
弦理論を知るわけもなく、撮動という毒え方も持ち含わせていなかった。しかL彼は音楽を深く知っていたので、直悪的に、点・線・面をひとつの遭幌的な振動として、ひとつにつなぐことができ
たので布る。ジル・ドウJレーズの、固休と液体の相対性に関する諸考は、カンディンスキーの匠長線上にある.ドウ1レーズは船と波の例をひいて、液休であったはずの水が、ある時は固休

として出現すると擢摘した. 1物体は、ある硬さの度合とともに、ある流動性の度合をもっている、あるいは物体は本質的に弾性をも?というべきなのだ.物体の弾性的な力は、物質に作用
する能動的な圧縮力の襄理だからである。船の遜崖によってぱ、波は大理石の壁のように硬くなる。絶対的な硬さという啄子論者の仮説も、絶対的輝動性というデカルトの仮説も、有隈の物
体という形態で島ったり、点の影飽をとり無限であったりするにしても、分劃可能な最小懐を設定することによって問じ誤諾を共有するのだから、なおさらぴったり一致するのである」(髪一ーラ
イプニッツとバロッウ)ドゥルーズは、物質とは碁本的に相対的なものであると認岸してι寸立すでに見たように、相対的というよりぱ、重層的という言葉を使った方が遜切だろう。5からXL
への世界の膨張が、実は世界の拡大ではなく貫層化であったように、物質自休もまた重層化していることを、ドゥノしーズは指摘U島物質は点でも憾でも面でもヴォリュームでもなく、雲として
捉えるべきであると、ドゥJレーズは陸を進める。そして製とは、撫動の別名に他ならない.「これはまさにライプニッツが、驚具的な文業を書いて説明していることである。(中賂)逗経豹なも
のの迷官は、柔らかい砂が砂粒に分解されるように独立の点に分解されるーつの轤ではなく、むしろーつの布あるいは紙切れで島0て、それは無限の襲に分割され、あるいは曲繰的運動に
分解され、そのおのおのは堅牢な、高るいは地胸的な周囲によって鯉定されるのである.「遭語的なものは、砂が粒に分割されるようにではなく、紙切れや寄が製に分割されるように分割さ
れるのである.このようにして物体は決して点や最小のものに分解されるのではなく、禁阻の黙が存在し、ある雲は他の駿よりさらに小さいのである。」(中略)迷官の最小要素とは駿であり、
決してーつの都分ではない点などではなく、線の単なる末蛸なのだ。」(問上).ドゥルーズの物貫論で注目すべきは、彼がバロック建纂にインスビレーションを操て、このユニークな物質険
を風開している点である.バロック研空の定本ともいえるヴェルフりンのrルネサンスとバロックーーイタ1」アにおけるバロック様式の成立と本質に閏,る研究」(ーハハハ年)をドゥjレーズ
は引用し、最終的にはパロック建隻こそ、無数の襲の纂合体である七いう粘論に到逗する。カンチーンスキーがゴシックに点を見出したように、ドゥルーズはバロックに線を見出し,繰の振
動を聞き出し、ヴォリュームで島ると思われてきた石の建纂を、無敷の触の集合体として再定薫け"ヴォリュームを指向するはずの石という重たい物質が.その物理的翻約に反して、点・
線・面を髮ではじめるというバロッウのジャンプが、ドゥ」しーズを融艶した.ではその先、いかにしたら、弦、霊の擬動の秘宙に立ち入っていけるのだろうか.いかにしたら、ゴシックでもバ
ロッウでもない、現代の晋色を発見し、響かせることができるのだろうか.倶はまず聞き耳をたてて、弦から鼻せられる音色に瓦を漫ます'.物質が奏でる音に耳を澄ます.弦安弾いてみて
は簀を聞き、またそれを自分の身休の奥に折りたたむ.次にまた、モつと弦に触れて、鴫らしてみるのである.モれを無隈に撮り返すしかない.新しい音色の響く一瞬を京めて、それをただた
だ繰り逐すだけである.音楽家とは、それを繰り返す忍耐力を持った人闇の別名である。そして物質が喜であるとしたならぱ、建築家もまた、膏楽家である.最も必要なことぱ、閏くことであり、
聞き続けることである.すなわち、受動的で島り忍耐を継織することで島る.本書では、点・轆・面という三つのカテゴリーに分けて、弦の撮動を記述した.点・總・面と分類することが本書の
自的なのではなく、むしろ全く逆に、それらがすぺて峯勤であり、その現われであり、モれゆえに決Lて点・織・面と切り分けることができないこと巻、明らかにしたいのである.
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大きな世界と小さな石ころ

建纂における点七いうと、まずぱ石ころを思いつく。モもそも大地の中で.石は巨大なヴォリューム,すなわち塊として存在した。石=大地といってもいぃくらいに、そのヴ秀りユームは大きくて
重い.そのままでは人間の手には負えないので、石は切り刻まれる.人闇によって切り出されることもあるし、自然の力によって砕かれて石ころになることもあるが、いずれの堤合でも、石は
点として、われわれの前1址ち現れる.点になってはじめて、人間という、やわで小さな存在でも石を扱うことができるようになる.石のことを考えはじめると.世界と人間との関係が見えてくる.
世界がいかに大きく、人間がいかに小さ(、尋く、頼りないかが屍えてくる。点という小さな存在になった石を、再び積み上1,ていく楕造システムを組積造(メーソンリー)という。世界を小さく
仞り分けて、再び稿み上げ組み合わせて大きくするという面倒孝ことを、人間は繰り返してきた.それが建美という行為の本質であった.組積造は、木造と対比される。古代ギリシャ・ローマ以
豪、西敵の建築の甚本は組稿造で島った.アジアでは、木造が主流で島った.綣積造は点を積み重ね、木造は隙を組んでいくので、その意眛で、二つの世界の方法は対照的に見えるか
もしれない.しかし、実際には、古代ギリシャの建築もそもそも木造であっナニ.ギリシャ人は森のホをすぺて伐ってしまい、木村がとれなくなったので、それに代わって石による組稿造が主痕に
なった。火山性の皇かな土壊の日本と異なり、ギリシャの土ぱ痘せていて、轟林を再生する力がなかったことが啄因で畠っナ=。しかし、木造であったことの痩跡は古代ギリシャ遺跡の樺々
なディテールに残されている.アジアの木造建築に特徴的な、憾状の郁材(垂木)で屋擢を支える表現(図1)を、バルテノン神殿をはじめとする古代ギリシャ建築の中で鼻見することができる
(図2).總い断面影状を持つ石を使って、垂木の飽憶、木造の鵡憶、森の記憶が巧みに再現されている.ギリシャの神殿は、基本的に、垂直な柱が発する強いモニュメンタリティに怯存し
ていた.柱の列が作り出すりズムによって、建築の全体を統制Lようと試みた.その毒昧でギリシャ建纂とは柱の建隻であり、垂直な線の建纂であった.そして、柱というヴォキャブラリーが、
そもそも木造建蔓に由来することは間違いない。森の木を伐ってくれぱ、モこに一本の柱ができるからである。一方、巨石を使って柱にすることは、巨石が頻繁に用いられた古代といえども専
易で1*ナ'かコた.モれゆえ、建纂の原点ぱ、森の木を伐り出Lて、柱を立てることだと、繰り返し唱えられてきた.「原初の小置止名づけられたイエズス会神父ロジエの蛙(図3)は、現在で
もしばしば、建築の教科書の巻頭を飾る。森の木はどうやら,人間にとって特別な存在だったのである.人間という生物がモもモも纛の中で匠生し、森に依存して生活Lていたからかもしれな
い.古代ギリシャ趣築は五つのオーダー(柱)を基本ヴォキャブラリーとしているが、そのひとつで島るド1Jス式の柱(図4)には、樹庄を思わせる細い溝が物られているし、コリント式の柱の頂
都には、なんと7ーカンサスの葉が彫られているのである(図5)。ギリシャ建藁とは、轟の再現モのもので島った。

点
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ギリシャから口ーマへの転換
そのように近寄って梱郁を眺めると、石という点の集舎体と見える古代ギリシャ建藁も、糠に依存する建築であったことがわかる.点と憾の境界は暖昧で高り、格互が埋め込みあう関係に

ある。像と点との聞を揺れ勵く、この繍細な古代ギリシャ鷺築が,モれを引き鞭いだ古代口ーマになると,ヴ*りユームの建築へと変身してしまう.ローマの社会、経法が、大きなヴォリューム
を必蔓としたからである.小さな郁市国家群であウた古代ギリシャと、世界帝国となった古代口ーマとでは、必要とするヴォリュームが、桁違いだったのである.古代口ーマはギリシャから多く
のことを学び、そのスタイJレを継素したが、ローマ人は柱よりは壁の嚢現を主流とし、その巨大でマッシブな壁に、りズムを作り、擾動を発生させるために、ピラスターと呼ばれる付け柱を、申
し訳程度に壁の表面に取り付けた(図6)。

点の集合としてのシーグラム・ビル

二0世紀にも、古代口ーマと問じことが起こ0た.ヨーロッバというT小さな場所」からスタートした〒ダニズム建築は、ギリシャの神殿と問じように.線を大亭にし(図フパルセロナ・パヴィリオ
ン.設計;ミース・ファン・デル・ローエ.1929年・図8綜が作り出すりズム)、柱という植が作るりズムで.建隻という全体をまとめ劫げようとした.しかL第一次世界大戦後、経儕の中心が
ヨーロッバからアメリカへと移動ずるのと併行して、ヴォリュームの拡大が社会の目裸となり、建築チザインの〒ーマとなっていった.ヨーロッバは古代ギリシャと僑じような「小さい場所」であり、
アメリカは古代口ーマと問じように「大きな珊所」で布うた.場所が移動することで、デザインも壷化した.二0世紀は、古代史を繰り返した.古代口ーマの付け柱のように、ミース・ファン・デ
ル・ローエは巨大ヴォリユームに付け柱を施して、大きくなりすぎた霊築になんとかりズムを与え、銃制しようとした【図9 シーグラム・ビル、設計:ミース・コアン.デル・ローエ,1958年.図10
シーゲラム・ビルの石に付け柱を足したディテール).ミース自身力(ヨーロッパからアメリカへと活動拠点を移したが【一九三八年)、彼の移住は、建築表現の中心地が、ヨーロッパからアメリカ
へと移ったことを象徽する.ミースはこの琴動の毒味と本質を正確に理解し、アメリカという「大きな場所」へ自分のデザインを適庄させて、付け柱を発明Lたのである.ミースのシーグラ
ム・ピル(一九玉八隼)は、超高層建築の傑作といわれたが、建築史家のレイナー・バンハムは、シーグラム・ビルは組積造の現代化に成功したがゆえに、モダニズムの傑作になったと臭抜
いた.岨積造では、積む単位となる石のひとつひとつが.はっきりと認嵐できる.ELてその単位(点)「*、人間の身体が取り撮うことのできるサイズを、題えることができない.すナ'わち、人聞
の身体が、組積造の単位となる点の大きさを規定Lている。点のインティメート(親密)なスケールが、組積造建纂を人間にとって親しみやすいものとしている。伺じように,シーグラム・ビルの
ガラス・カーテン・ウォールはづロンズ製のフレームによって、小さな点へと分割されている.ガラスのない石の壁面にミースが貼り付けたづロンズのワレームは、単なる付け柱ではなく、ビル
全体を、小さな点の集含休とする手段であることを、バンハムは見抜いた.石職人の子どもとして生まれたミースは、超高層ビルを、粗積造の手怯を用いて、ヒューマンな点の集合体へと変
質させたというのが、バンハムの説である.バンハムのシーグラム玲がきウかけとなって、僕は点について考えはじめた。ミースが行ったような工央は、古代にも多く見出ずことができる.
組蓑造の場合、点と点が充分に密着Lなくては建築を支えることができないので、隙聞なく積み上げていった結桑、全体は重たいヴォリュームとして出理してしまう.点を基本単位としている
にもかかわらず、できあがったものからは、点の軽やかさが感じられなくなってしまう.モの危陰を遍けるため、古代ギリシャでも口ーマでも、石と石の間の目地をV型にカットして,石と石との
間に多きな影を作ったり(園11)、石の表面を粗く仕上げることで(図12)、ひとつひとつの石を独立した点として感じさせようという工夫が行われた.ミースには、多くの先達がいたのである.
ミースはさすがに石職人の子どもであり、西欧建築の嫡子で畠った.

石の美術館の点への挑軸
石は本買的には点であるにもかかわらず、つながりやすく、ヴォリュームになりやすい.やっかいな素材で布る。その困難な素封にはじめて直面ずることにな?たのが、芦野石の石切堤を持

つ自井石材と一輔に作った、石の美術館(二000年X図13)である.石をテーマにするミュージアムなので,どうしてもこの土地の石である盃野石を使って欲しいと、強く要望された.石は
ヴォリュームという鮠穿に幕ち込"やすい危険な素材なので、モれまでの倶はずっと石を避tナ'てきた。 日本の建築基準法の組積造の項をよく読み返してみると、組積造の規定自●■●●●

体力慨昧であることに驚かされた.壁の長さと厚みの目安が決めてあるだけで、根拠ははっきりしない.その基準でや?てきて、今まで壊れなかったから大丈夫だろうという、経験主蓑的な暖
昧な茎皐しかないのである.

点からヴォリュームへのジャンプ
それは、日本の建築基準法に限った暖昧さではなかうた。組禎造の建築が、どう地震に耐えているかは、計烹によって確認されているわけではなく、軽験に依存Lていたので布る.点という

小さな物を積みあげ大き孝ヴォリユームが生まれるということ自休が、いまだに経感に義らざるを得ないほどに、神物的な行為だからである.小さな点が、大きなヴォリュームになるためには、
魔術的なジャンプが必蔓なのである.ニー世紀でも、人は魔術に頼って点を取り扱っている.一方、柱や梁のようなフレームでできた建藁構造は、計算がたやすい。繰は計騨可能なので
ある。だから二0世紀には、フレーム(線)の建隻が主流となウた(図16).フレームならば、二0世紀の稚拙な計算技術でも計算力甸能だったからである.怖行のレベルが上がったように、
計焦のしぺルもまたアッブL、モの方法もまた変北していった.そもそも、一九世紀以前には、楕造計算という概念がなく、すべてが経駿に依存LてL寸立一九世紀までのヨーロッパは組積造
に宝配されていて,点の集合である組積造は、そもそも計算が不可能であったという事惰もある。二0世紀に入り、ヨーロッバの建築にも、鉄骨やコンクリート製の柱などの練が郡入され、楕
造計算という作業が始まった.当物は、建築を単純なフレームと見做して計算する、フレーム解析だけが可能であっナエ。ラーメン構造(図17;ラーメン検造)と呼ぱれる単純なワレームしか計
薫することができず、建隻家も、計算の限界に素直に従うて、ラーメン構造の建築を量産した。計算の鯉界が、現実に制隈を与えていたのである.点と線の勲を増やして、ラーメン梢造よ
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りも複雑なフレームを、有隈要素法という方怯で計算することができるようになったのは、それほど昔のことではない.コンピューターのおかげで、有限要素法、個別裏素法、粒子法へと、計
算はさらなる進化を遂げてきて、やっと粒子、すなわち小さな点を取り扱えるまでにナ'つてきたわけで布る.粒子が纂合したような俣の建隻チザインは、そのような新しい計算技術に、裏から

石の蔓術館は、色々な意味で、僕に七ってターニング・ポイントで高った.まずモこで、石という物質と遭遇Lた.石という地球生誕の詫にまでつながる深支えられているのである. 司'●●●

い世界と付き合うきっかけしなった.重たいヴォリュームになりやすいという、やっかいな悪癖をもつ石に出会ったことで、逹に、点の意味、点の価値を意識しはじめた.石は僕に、点の世界の
扉を開いてくれた.

プルネレスキの青い石
次に、フィレンッッエ鄭外の石切場で採れる、やや青みの入ったグレーの砂岩、ピエトラ・セレナとの出会いがあった.ピエトラ・セレナは、点の世界を、さらに深めてくれた。ピエトラ・セレナの

右切場を持つ石慶のサルバトーレが、ピエトラ・セレナを使って小さなパヴィリオンを詐って欲しいと、わざわざイタリアから訪ねてきたのである.スーツケースに詰めてイタ1」アから選ぱれたピ
エトラ・セレナは、清らかな石、という意昧で、その名の通りの畳灰色の幕ち着いた色合いで,一目で好感を持った。アッブルの創業者スティーブ・ジョブズはこの石を特別に好み、すぺて
のアップル・ストアの床を、このビエトラ・セレナで仕上げるように厳命した.歴史をさかのぽると、この石が建纂で果たした役割は、意外なほどに大きく、課い.ルネサンス最初の建築家と
いわれ、ビエトラ・セレナの石切場に近いフィレンツェをべースとして活躍したフィリッボ・ブルネレスキ(一三七七一一四四六)が、この石を好んで用いたのである。しかもブルネレスキは、それ
までには誰も弧みなかったユニークな方法で、この石を用いた.まず彼は、ピエトラ・セレナで構造フレーム【柱・梁・アーチ)を嚢現し、そのフレームの隙間を、白い漉嘘塗りのプレーンな壁で
埋めたのである。あたかも白い紙の上に青いぺンで線のフレームを楢くようにして、実際の建藁が作られた.実愚にぱ、プルネレスキの建纂は、当時の一般的な檎造システム,すなわ
ち組猿造の壁で支えられている.フレーム犠遣で支えられているわけではない。コンウリートや鉄でできた楕造フレームが建築を支えるようになるのは、一九世紀以降である.フレーム構造と
はすなわち、繰の構造であ0た。しかし、一九世紀以前のヨーロッバでは、石やレンガを積み上げて作る組積造が主謙であり、一玉世紀のづルネレスキもまた、組穰造という技術的な制約の
中で、組積造牲特の、重たく、閉じたヴォリューム建築を作らざるを得なかったのである.しかし、ゴルネレスキは、その制約の中で、糠の建隻を夢想Lていナ=。彼の顛の中にぱ、樂るぺき
線の建築の時代が見えていたに這いない.だから彼は、白い漆喰の壁の上に、ピエトラ・セレナを用い、躯い憾を捨いたのである.ピエトラ・セレナ独特のあの青みを帯びたグレーの色調は、
シャープな線を擢くのにふさわしいものであった。白い紙の上に青いインキで楓を描いたような、数学的で抽象的な印象を、彼は建隻に与えようと試みた.鉄骨の鞭の建築が作られるはるか
前に、彼はピエトラ.セレナの青白い色を利用Lて、線の建纂を達成したのである(図22 捨子保育聞.設計:ゴルネレスキ.1445年)。ブルネレスキの次の世紀を生き、全盛期ルネサン
スの中,0的存在であったミケランジェロ(一四七玉一一五六四)も.問じように.ビエトラ・セレナを好んだ.世界で最も蔓しい階段とも呼ぱれる、ラウレンツィ丁ーナ図書館のホールの階段
では、白い壁の上にピエトラ・セレナを用いて描かれたフレームの中に、ピエトラ・セレナの青い階段が浮いている(図23 ラウレンツィアーナ図書館ホール,設身ト:ミケランジエロ,1552年).
プルネレスキもミケランジェロも共に、組積造という当時の技衛に拘棄されながらも、未来にやってくるであろうフレーム権造の時代、すなわち線の時代を予告するような、轤の建隻を作ウナ=。
彼らは線の預言者で布った。モの予言に最毛寮した物買として、プJしー'グレーの冷たい肌をしたピエトラ・セレナが選ぱれたのである.ELて、彼らの活窪Lたフィレンツエの近くの山から、この
石は切り出されてL寸訂塗築家の敷学的、抽象的な覺想と、彼らの地元の口ーカルな素材とを、神が結びつけた。建築はモのようにして、ローカルな塔所と字宙をつなぎ、物質と概念をつなぐ
のである.櫨らの予言の通り、フレームの時代は三00年後に到来Lた.鉄骨やコンウリートのフレームによって建築を支え、ワレームの間をガラスや壁で埋めていくという建築(図24 ク
リスタルリ(レス.設計:バクストン,1851年)が、一九世紀後半以降の、西欧建築の主流となった.線の技術によって超高層建築は可能になり、二0世紀の郷市と文明が生まれたので島る.
づルネレスキとミウランジェロがピエトラ・セレナを用いて描いた予言は、歎百年の長い射程を有していたのである.

( 217/276 )

づルネレスキの点の実駐
ヴォリューム【組積造)から織へという識れのバイオニアであったブルネレスキは、隷に桃戦しただけではなく、点に関しても興味課い実駿を行っている.彼の代表作といわれ、ドーム建築「ニ

技衛的なブレークスルーをもたらした二とで有名なワイレンツェの大聖堂、サンタ,マリア・〒ル・フィオーレ大聖堂の上の大クーボラ(ドームX図25)「=、点の可能性に挑んだ大規換な実験で
あっナ=(一四三六年).柱のないダイナミッウな内部空間と、天へと琵びる象徴的な外観を問時に運成する手段として、古代からたくさんのドームが作られてきた。石やレンガという小さな点
を積み上げ、大きなヴォリュームを撲褐する手段として、すなわち点とヴォリュームとをつなぐ魔術的な手法として、ドームという工法が古代より重宝されてきた.しかし、石、レンガの重量
が、ドームの大きさを制約した.石もレンガも、素材の貫量に比較して、点と点とのモルタルを用いた撲着面の強度が弱く、自重によって潮壊してしまうので島る.点といえども重量があウた.
そこに点の建築の、宿命的な欠陥があった.中世においては三0メートル以上の直径を持つドームぱ不可能と考えられていた。すなわち、点をヴォリュームへとフャンプさせ昇華させるにも、
物理的な限界が存在Lたのである.石やレンガという点は、いくら工夫をこらして積み重ねても、その三0メートルという限界を超えることができなかった。その限界を超え、点の定働を超
えたのが、ルネサンス発祥の地であるワイレンツエの大聖堂サンタ・マリア・〒ル・フィオーレの大ウーポラであり、モれを戒し遂げたのがづルネレスキという天才で高った。直径三0メートルの
こぢんまりとした中世的なドームでは、概雑産案と金融煮によってイタリアの軽済的、文化的中心となったこの「花の都」には、いかにも物足りないと、誇り高きフィレンツエ人は考えたので罰る。
まさに二0世紀の超高層建藁へとつながるヴォリューム至上主義が、新興都市コイレンツエにめぱえたのであった.まず、フィレンツエ政府はドーム・チザインのコンぺを行つた(一四ーハ
年).ブルネレスキが提出した大胆なアイディアは、賢否の大激詰を呼ぷ画期的なものであり、彼1*コンぺの腸者となった。被自身は大聖堂全体の完成を見ることはできなかったが、彼の提
案をぺースとして、死後、厳々のハードルをウリアして、フィレンツエは、直径四三メートル、高さ一二0メートルの花の郁に'、さわしい大ヴォリユームを捜得したのである。モれほどに被の提寒
の蛙易塵ぱ高く、先見的であったということもできる.大ウーポラを可舵としたのは、りプ(フレーム)付きの二重ドームというアイデフであった{図26}.りづ=隷を介在させることで、点とヴォ
リュームとを階屠的につないだのである.づルネレスキはそもそも、憾の可能性に最物に気がついた建築家であった.鞭に対する関心執着は、ビエトラ,セレナの熱のコナサードを持った
捨子保育団(一四四五年)をはじめとしτ、彼のすぺての作晶に臭てとれる.轤を媒体にすれば、点とヴォリュームとがスムーズにつながることを、ブルネレスキぱ、直感的に理解していた.
モの直後に具体的なヒントを与えたのは、古代口ーマの線の建築との遭遇であった.づルネレスキは、ウーボラのコンぺが正式に告示された後、古代口ーマの遺跡を訪れ、古代口ーマの
オーダー(ドリス式、イオニア式、=りント式などの柱)について研寅を行った.モこで彼は、古代口ーマ建築が、横造的にも、デ舮イン的にも、柱という練を用いて、巨大なヴォリユームを実現し
たことを発見するのである.古代口ーマ建纂は、世界帝国口ーマという巨大化した社金が要鰯する大ヴォリュームを摸得するために、古代ギリシャで生まれた楓のアイディアを、最大眠に厩
開Lた。のウぺりとなりがちな巨大な壁面にはピラスターと呼ぱれる候が取り付けられ(本章鳳6参照)、二階建て以上の建築の形態をまとめあげるため、ジャイアント・オーダーと呼ぱれた、
階をまたぐ巨大な柱を、ローマ人「=鼻明した(図27).ジャイアント・オーダーという長い熱によって、高く大きな建物も,闇琵びすることなく、りズミカルに〒ザインすることが可詑となった。古代
ローマ人は、拡大する社会が要請する巨大なヴォリュームを、長く強い線によって解いたのである.づルネレスキは口ーマ遣跳を誹れて、線を尭見L、それをワイレンツエの緊急課題で布っ
たコンぺに咋用Lた。サンタ・マリア・〒ル・コイオーレの中で、鞍は様点に組み合わされ、編まれるにとによって、建物の強度をとげた.まず、木材(まさに礁)六0本を帯鉄(またしても線)とボ
ルトで結合したりングを作、1、りングという繰によってドームの唐郁を締め付け、ドームが水平方向1宅ぱらけることを防いだ.強度を高めるため、りづ付のドームは二重に並ねられナこ(園28).
りづ(線)を二重に纏み込むことで、ドームは直掻三0メートルという墾界から解放され、外捌のドームは、圧倒的なヴォリューム(高さ一二0メートル)を痕得するこ七になったのである。点の
弱さが線によって克照され、帳は署まれることによって、さらなる強塵を擾得した.まさに植を嬬む技術によって成長した幟雑産業の街フィレンツエにふさわしい、しなやかな建纂的艶明であっ
ナニ。

づルネレスキの帰納法

づルネレスキのコンぺ提業のもうーつの新しさは、足場を作らないで、ドームを作るという画期釣工法に島った。たとえりプという熱を、点とヴォリューム志つなぐ媒介として導入したとしても、
リブと↓」プの間は、擢気よく点(レンガ)で埋めていかなければならない.どうしても最後は、点とヴォリュームを強引にっなぐというジャンプが必蔓となる。モの宅命的,'困難を、ブルネレスキ
はどう克服Lたか。撤小な点(砂利、砂.セメント)を一気にヴォリュームへとジャンプさせる一糧の魔術的工法が、二0世紀の最も一般的な建築工法となった親塔打ちニンクリートであった。
しかもこの工法を用いれぱ、石やレンガをひとつひとつ手で積み上げるという手聞を省くことができた。その章味で、コンクリートは崖術的であると問時に、怠慢な工法でも高った。二0世
紀建築は、魔粥と意慢を結合させることに戒功しナ=.だからこモ、二0世紀の人々は熱狂し、麻藁に依存するように、ニンクリート建築にお慢れたのである.合理的であるかに見えるが、宴は
魔斯と怠慢を愛,る二の時代に、コンウリート1止うってつけの素材であった.コンウリーNま一韻にして、夢の域を人々に提供してくれた。コンクリートで堅牢な嫉を建て,私有するという行為に、
二0便紀の人々は具様なほどの惰熱を示したのである. ELて実は、コンクリートにおける点からヴォリュームへのジャンプは、仮設足場(図29)と呼ぱれる、芝居の黒子のような補助的
建築、補助憾によって、はじめて可能になったのである。仮設足場がなければ,決してニンクリート建纂を作ることはでき司'、魔法は起こらなかった.そして、繰(鉄パイプ)を拠むだけで簡単に
仮設足塙が製作できたからこモ、現場打ちコンクリートという魔術釣工法が二0世紀を支記することになったわけである.仮設足場という作られて、用が終われぱ消えてゆく繰の建隻が、点
をヴォリニームへとジャンブさせたのである.しかし、ドームを作る堤含、ドームと周じ大きさの木製の仮般足堤をドームの下に建て、モの上に木でドーム型の型梓を作って、さらにその上
にレンガを置いていかなければならない。垂直な壁を蚤む時の足場よりも、ぱるかに困難な作業が必蔓であった。その結臭、工享中はドームの内都空間全体が、仮設足場で埋めつくされて、
足場の森のような有抹になる.この足蠣と型粋を作るという面倒なプロセスを、いかにしたら省略できるかに、づルネレスキは果敢に挑んだのである。彼の解法は、レンガをすらしながら積
んでいくという、斬斬な方法であった。レンガぱ点とはいえ、大きさがあるから、少Lずらして、上のレンガが下のレンガよりわずかにはり出すように積むことができる.これをどんどん繰り返L
ていけば、最終的には、昔ながらの森のような足場がなくても.大きなドーム(ヴォリューム)を建設することができるのである.いわぱ点で島ったぱずのレンガを、ずらしの手法によって、無と
して用いたのである(図30).これは、数学における帰納法杏想起させる回期的な方法であった."で成立することが、n+1でも成立ずることを示せぱ、島とほそれを無隈に帳り返せぱい
いというのが、帰軸法の諸理楕造である。づルネレスキは、建隻における帰納法を発明Lたのだともいえる.

建築における演繹法と帰納法
建築にも演縲的アプローチと、帰納的フプローチとが島る.二0世紀のコンウリート建築は演繹的であった.まず、全休の形のイメージがあウて、その形を実現するために、部分を檎成する

素材やその結合のディテールが輔論される。部分は全体に服従しなければならない。コンクリート建築では、すぺての都分が全体に従偶Lていナニ.一方、づルネレスキの方法は、都分か
ら全体へと到違しようとする帰軸法で布った.郁分の性質,モの限界を徹噂的に洗い出した上で、その都分と部分とが繋ぎ合わされて、上位の段階へと昇0ていく.その作集を積み重ねて
いウた末に、時として、〒想もしていなかったような全体が出現する.それが帰納法という方法である.帰納法は時として、驚きに満ち溢れ、想像を超えた結果を連れてくる.コンクリート後の
建築では演拝的方法ではなく.帰納法が多用されるようになるだろう。コンピニテーショナル・チザインが可能とする加算的建隻は、帰納法と相性がいいからである.ブルホレスキは帰粕
法の効果を知?てぃた.点を帰納法的に拡張して憾に到運し、線を媒体としてヴォリュームへと到逢Lた.繰というものの効果を熟知し、繰を徹底的に活用した。それぱ彼が金細工師として、
そのキやりアをスタートしたことと関係があるように、僕は想像する.彼はそもそも、建築ではなく、金細工の技術を学んだ.石やレンガが本質的に点であるのに対し、金黒とは、本質的に繰で
ある.その軽愁が彼に楓の魔術を教え、彼は鞭の力を、建藁の世界へと持ち込んだのである。ゴルネレスキ以降の建築の歴史は、金属という斬Lい物質の参加によって開かれていった.
金風が参加することで、歴史は大きく転換していった.金県七線とは、切っても切れないものだったからである.鋳鉄の柱をはじめとする、銭が作る憾によウて大空間の創造が可能となり、建
築空間のスケールは拡大していった.ドイツの宰相ビスマルク(ーハー玉一九八)が残したr鉄は国家なり」という言棄は、金興の柞る線がいかに人間の空間の拡大に役に立ったかを物語.
ている.実縣に一九世紀のドイッの躍進において、嚴は大きな投割を果たしナニ.一見金風とは関係がないように見えるニンクリートだが、実は、内部の紙筋がなくては、ニンクリート構造は成
立し,'い。砂、砂利、セメントの粉などの小さな点を、鉄筋という織が東ねているのである.建築の近代化とは、建築の「金県化」であり、「綜化」であった.その第一歩が、金細工飾ブルネレス
キの建築家への転身で島った。フィレンツェの大聖堂で足場を省略するために、ブルネレスキは、レンガ自体を〒ザインし直Lた.彼は薄くて、しかもサイズの大きなレンガを焼かせた.そ
うすると、レンガとレンガ巴を大きくずらすことが可能となり、そのずれが、次のレンガの持ち出L(キャンチレバー)を可能1工する。日本ではニン=ヤウレンガとも呼ばれたこの馬乎なレンガは、
点でありながら、少しだけ、楓へと近づいたレンガである.さらに、ブルネレスキは、へりンボーン(にしんの骨)七も呼ばれるジグザグ状の積み方を導入して、レンガ問土の接着の茜崖を増
している【図31 サンタ・マリア・デル・フィオーレ大聖堂のへりンボーン〕.へりンボーンもまた、点の中にこっそりと線を壕入する巧妙な手法である.この工夫により、にしんの骨がにしんの肉
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であった。生物のしなやかさを、彼は建擾に専入したともいえる。彼は金風から、そのしなやかさを学んだに違いない.ブルネレスキは.このずらしの手法を、ドームの水平の円弧にそって
回転する慰で実行した(図32 ドームに挿入されたへりンポーン).回転を利用することで.ちょっとしたずらしが、一周するうちに大きなずれ、持ち出Lを生み、足堤を全く用いない軽躋釣な方
法で大きなドームを施工すること力恂能となったのである.

日本の亙と中国の瓦
ビエトラ.セレナとの出会いで、ブルネレスキの点や繰との格肌を再尭見したように、新しい材料との出会いは、僕らを斬しい段陛へと導いてくれる.材料はいつも、侠らにとって、他者とし

て出現する.他者と向き舎い、がっぷりと四つに組むことで、倶らは次の地平へと進むことができる.中国の民家に使われている瓦も、モの津味で償にとっては他者であった.中国の瓦に出
会って、点の挫築の、次のステージが始まっナニ.中国で建築をデザインすることは,決Lて易しくない。日本流の高い精度を求めると,必ず失敗する。施工の精度以前に、理場に持ち込ま
れる村料のバラツキが激しくて、ほとんどの日本の建築家は、搬入された不揃いの村料を見て、造方に暮れてしまう.僕も最靭に中国で仕事を始めた頃は、問じように、何度もがっ4儿.
打ちのめされた。しかし、ある白、考え方が変わっナニ。むしろ、そのバラツキを生かしたデザインというものがあるのではないかと、考えをーハ0度転換したのである.そう考えはじめると、
中国で仕事をすることが棄しくなっナこ.やがて、よりバラツキが激しいものを捜しはじめるようになった.その中でも、一香気に入っているのが、中国の民家に用いられるバラツキの激しい瓦で
ある。杭州と新津の二つの美術館で、この中匪亙の可能性を微底Lて追求した。二つの場所とも、致地のまわりには典型的な中国の田園風景が広がっていた。瓦で最糎を葺いた、昔な
がらの民家が、風景を犠成する基本単位となっていた.近寄って瓦を観察してみると、興味深いほどに、色、影、寸怯がバラついている.その田園風景の中に、時点白い煙があがってい
た.瓦を焼く野焼きの窯が出,煙だった.野っ喋の中に、レンガと土で小さな窯を作り、そこに芽をくぺて瓦を焼くので島る.今でも、あのようにプリミティづな方法で瓦を焼いているから、あの
蔓しいバラツキが生まれるのである。一方、日本の厘棲瓦は.ほどんどが大工場で、機械を用いて燐成される。当然バラツキぱほとんどない。バラツキはあってはいけない。白本人の凡
帳面さと、高い工案彼衛とが連勤して、中国の瓦とは対照的な精座、均一性に到連してしまったのである。そのせいで、日本の民家の屋根の表惰は、すっかりのっぺりとしたものになってし
まった。瓦はモもそも生きた点であり、点の作るりズムが、屋楓に表情、スケール鯉を与えていたはずなのだが、工案製品とな0てしまった日本の瓦は、少しも点を感じさせない.日本の瓦履
根は、屋根を灰色に塗っただけに見え、点のりズム、点の躍動感はどこにも存在しナよいのである。亙の刑状が、こののっぺり感に帖をかけている.そもモも、厘根亙は曲面に成型して焼い
た南板を上向き、下向き、交互に組み合わせることで、雨水を肪ぐというシステムであっナニ(図48).西欧でもフジアでも、この甚本形からスタートしている。日本では、平瓦の上に叢る丸瓦の
断面の曲峯をきつくして、凹面と凸面の陰影がよりはっきりでるようにした組み合わせを本亙と坪び、楽良時代以来、本瓦は日本の都市景短を楕成する基本素村のひとつとなってきた(園4
9).しかし、江戸時代の証宝二年(一六七四年)、近江の瓦工、茜封五兵柘正輝が、丸瓦と早瓦とを一体化Lた桟瓦と呼ぱれる合埋的、軽済的システムを尭明した。桟瓦は別名、簡略瓦

とも言われ、確かに施工の能宰を高めたが、モの近代的な建纂材料の畳場以降、日本の屋榧は、すっかり陰彰、メリハリを失って、のっぺりとしたものになってしまったのである(図50)。桟
瓦は、明治以降の工業化によって、さらに麦情を均一化させ,日本の屋根は、さらに退屈なものとなってしまった.点のきらめきとりズムとが、日本の屋櫂から、モして田本の景霞全体から、
すっかり失われてしまったのである.そののっべりした景般にうんぎりしていた侠の目に、中国の瓦が発する点のバラツキは、脊跡のように蔓しく生き生きとしたものと映った.中国の山の
中で建築を作るなら、この罫燿きの瓦を主役にしたいと、密かに思っていたので布る.

点の階用化とエイジング
杭州の中国蔓術学院民婁博物館(二0一五年)の慰地は,もともと茶畑であった.茶畑抽特のゆるやかな斜面に寄り添うような建纂を作って、屋楓をすぺて瓦で葺こうと考えナ=。しかし、瓦

で葺きさえすれぱ、自動的に、景霞になじんだ建物ができるというわけではない.ひとつの屋根が大きすぎると、モの面の大きさに比較Lて、それを楕成するひとつの点、すなわち一個の瓦の
サイズが小さすぎ、いかにひとつひとつの点にランダムなパラツキがあったとしても.点は大きな面の中に埋没して、の?べりとした印象を与えてしまう.モの危隆を避けるため、大屋楓を作る
のではなく、旻家と問じようなスケールの小さな屋根を単位とし、モの小さな屋根が無数に集合Lた、村のような風景を作ろうと考えた(図51)。小さな屋根の中に置くと、バラツキのある瓦は
全休に埋もれずに、Lウかりと独立した点として、自分の存在を主張してくれるだろう(本章扉写真).点の建築を詐る時に重要なのは、点と全体のバランスである。倶はしばしば点を階層北L

て、段階的に全休へとつなげ、斑境へとつなげていく.小さな屋根の下には、小さな菱形の卑面形をした空間が集合していて、その小さな空聞が、茶畑の嶺妙に傾斜した地影を、三角形
分割の手法でなぞっている.建築が全体として大きかったとしても、階層化の方法を上手に用いれぱ、生き生きとした点のきらめきを失わずに、小さな点と、大きな全体とがゆるやかにつなが
ることができる.一妻苦劣Lたのは、瓦を使って、外光をニントロールするスクリーンのディテールだった.・ーー小さくて独立した点が、ランダムに集横し、ひとつの冥のような、霞のような
暖昧なスウリーンを檎成するのである.バラツキがあり、汚れが島り、悔みが島り、デコボコしているということは、モれだけ点が自由であり、点がより点らしいということでも商る.点をより自
由な存在として、解放してやろうと考えるならぱ、汚れを歓迎L、傷みを楽Lまなけれぱならない.それは、莞物ができた後についてくる、長く、予想のつかない時間に対して、聞かれた建築
を作るということで島る.完戒した哉に、擇凌に汚れ、傷んだとしても、最初からバラついた点は、エイジングを許害し、飲み込んでくれる。きれいで、整憾としすぎた建纂は、汚れを許客しない.
現代の日本建纂は、その不寛容な方向に向かって進化し、その結果,日本の都市は汚れを許容しない、居心地の幕い環墳となってしまっナ=。カン〒インスキーは、石版画は永逗に修正が
可能で布り、加算的で、永邊に完結L,'いと指摘Lた。バラついた点の建築もまた、汚れや嘗を最釖から内犀しているがゆえに、建物の媛工という閉じた時間に封じ込められることなく、永遣

の時間へと開かれている。石版価と問じように.汚れや悔は、理墳を自由に、やさしくする.

ノポリタンウとトビケラ ●■●●● /液体で点をつなぐ

自由な点としての三角形

杭州の博物館では複雑な地形を三角形を単位として分割した.四角形ではなく三角形を単位とすることで、どのような検雑な曲面でも、三角形の集合休として近似できる.その意味におい
て、四角形は面であるが三角影は面であると同時に、点の自由さを持っている。四角形は不自由であり、三角影は自由である.建築は通常、四角形を単位として作られる.平面も、立面も、
四角を単位として、建擾は作られてきた.しかし、四角形は融通がきかないということに気づいた建蒸家が何人かいる.コランク・ロイド・ライト(ーハ六七一一九玉九)1*、自然の庫理に甚
づく建築を様々な形で試み、三角影の可能性に注目していた.ライトの影響を受けたバックミンスター・フラー(ーハ九五一一九八三)や、ルイス・カーン(一九0-一七四)も、三角形に大きな

関心を抱いていた(図55・図56・図57).三人の背後には、一九世紀のアメリカに起こった、トランセンデンタリズム(超越生義)と呼ぱれる思想の漬れがある.トランセンデンタリズムの自然
への崇拝、自熱と精神の胴和の追京は、三角影という製何学へと地り差いた.トランセン〒ンタリズムは、R.W.エマソン【ーハ0Ξーハニ)や、『ウオール〒ンーー森の生活」(ーハ五四
年)で血給自足を提唱LたH.D.ソロー〔ーハー七一大二)らによって一九世紀の崖業化直前のアメリカで創始された思畑だが、被らは衆椴的にはユニタリアニズム「=近く、同じくプロテスタ
ントの一脈で、動勉な業歓生活を重視亨るカルヴィニズムを撤底的に批判Lナニ.一方、コルビュジエをはじめとする、ヨーロッバのモダニズム運動を生導Lた建築家運は、カルヴィニズムと近
い位置にあ?た.コルビュジエの生まれたスイスの山中のラ・ショー=ド=フォンは、預仏のカルヴァン派の人々が、迫害を逃れて辿り着いた土地といわれている.マックス・ウェーパーは、
rブロデスタンティズムの倫理と資本主養の精神」(一九0皿一0玉)の中で、カルヴィ=ズムの紫欺主義が、近代資本主義の起源にあることを指摘した。またカルヴィ昌ズムの信徒が大きな
ガラス窓を好んで、神に封して何物も隠さないことを心掛けたことと、モダニズム建築の大きなガラス窯との関逗性もしぱしば指摘される。カルヴィニズム、近代資本生葺、大きなガラス、四角
形が一方に布り、もう一方の極に,トランセンデンタリズムの寳本主義批判、森の生活、三角形が対鋳していたのである.近代という時代は、モのような横造を有Lてι寸島「(幼稚面では)
碁盤目のテーづルがあっナニ.この"ユニット・ライン"の上で、私はとりわけ滑らかな楓の木のブロックで作られた四角(立方休)や、円(球)や、三角(四面体または三脚台)で遊んだ.課紅の厘
粧の六0度一三0廣の三負形で、短い辺がニインチ、ELて片面は白色、私の想像から生まれたパターンーーチザインーーは、およモこのような滑らかな三角形の郁分であうた」(「ライトの
遺言」)と、ライト1*三角形に蘭心を持った廉初的体験を述べている。モして教育考で罰った母から幼い頃に与えられた、ドイツの教官家フリードリッヒ・コレ^ル(一七ハニーーハ航二)の遊
具を、「滑らかな形のよい楓の木片を横み上げる、その感触はその後決して指から消えることがなかった」(r自伝一ーある蔓術の形成」)と擾り返る.フレーベルの遭具は.四角形の炭何
学をべースとする立方休、直方休だけで構成された通常の精木とは這って、多角形や球のづロッウを含んでいた.それがいかにライトにとって意味を持っていたかは、この言素からも寮い知
ることができる。まさに三骨烈という点の序触は、ライトの指先に生涯残り続けたのである.
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報路の砂利という自由な点

点の大きさについて、大きなヒントを与えてくれたのは、鉄道の枕木の下に敷かれた砂利の寸法にまつわる研究である.嚴道のレール、枕木、砂利とが重層することで、車体の荷重は分散
され.大地というやわらかなものに、ダメージを与えることがない。レールにおいては、まず線状の無がしなることで荷重を分散し、その力が枕木という線に伝違され、枕木にかかった荷量ぱ、
その下に勲かれた砂利によって分散される.その階層的な力の分散によって、地面は窪んだり、裂けたりすることがない.ここで貫要なことは、砂剰が接着されることなく、モれぞれの砂剰
が自由に動き、自由にずれることである.砂利が拘東された点ではな(、自由な点であることによって、砂剰の山全体が、クッションの役割を果たしているのである.この幽由を保証するの
が、砂利の大きさである.枕ホの下に砂利の代わりに砂を敷くと、砂という小さすぎる点の集含体は、力を分散させることができず、荷重は集中Lてしま0て、地面にダメージを与える.軽験の
犢み重ねによって、最も速切で軽ま的な点の大きさ,すなわち砂利のあの大きさに到逢したのである。このエビソードは自然と建聾の関係を考える上で、大きな示唆を与えてくれる.大地
という自然と、章休に乗っている人間との聞に、様々な点と績とが介在し、その二つをスムーズに、そして黙磨的につなげている.建築もまた問揮にして.自骸と人間をスムーズにつなげるも
のでなけれぱならない.枕木の下に敷かれた砂利が理想である。モの砂利のように、一見、自由でゆるやかでありながら、実際には見亭なクッションとして、モの二つをつなぐ建築を作ること
ができないだろうか.コンクリートのようにガチガチのものを介在させるのではなく、様々な自由な粒子を媒介として、この小さくてやわな身体を、自然という大きなものにつなげていきたい.民
主主義的な建纂があるとしたならぱ.撒路の砂利のようなものではないかと、慎は奔える。あのように自由で、あのようにしなやかなものである。

離散性とサハラ砂漠

市栓模揮のような、点がパラパラと浮いているような状鮒を、離散的状態と呼ぷことがある.侯の恩飾である建築家の原広笥(一九三六一)は.モもモも數学で用いられていた離散と
いう言案を建築の世界に持ち込んだ.蹴先生は、教鞭をとっていた廩寮大学の学生と、世界の辺填の集落を加査L、モの配量を圓面化し、そこから朱来の都市,未来の建築Φヒントを得よう
と試みていナ=。その集葉研空で、原先生は数学的手法の建築への応用を試みた.これは、レヴィ=ストロース(一九0ハーニ00九)が、モの文化人顛学的風査において、数学から多く
のヒントを揺たことに倣ったのかもしれない。集落とは魔衛的なほどに魅力的である.生の生活と家族があり、生き生きとした建築が存在している.もし、数学のような客般的な武器を持た司4
にそこに桑り込んでし、くと、たちまちモの魅力に捕えられ、理住を失ってしまうことを、レヴィ=ストロースも啄先生も警或してL寸翫学生であった僕らと庫先生は、一九七八年の冬、西アフ
り力、サハラ砂漠周辺の集蔭を、二か月かけて共にジープで旅し、調峯した.簾の逢中、啄先生はさかんに離散という言葉を使った。サハラ周辺の集落は、小屋が陳闇をあけながら集含する.
コンバウンド住居ιいラ形式で知られている(回65・回66〕.この地域では一夫多妻制が一般的な婚姻形態であり、夫はモれモれの妻が住む小屋を日ごとに廻って、その中の一軒で食亭を
して、妻や子ども達と泊まる.それぞれの妻に付属する小殿が、中庭を中心として、ゆるやかに雑然と集合する形態を、壕先生は艇散的集落と呼んだ.点と点が距厳を置いて、ゆるやか
に雑然と集合している状魅が離散的であり、その対揮にあるのが、点と点が密養して、隙間のない状鰭である.離散的状態こそが、人間闘傑の理想であり、すべての点が密粧した状鯵の究
極がフナシズムではないかと、砂漠を詐しながら僕らは雄蛤した.未棄の建纂は、サハラのコンバウンドのように、離散をめざさなけれぱいけないと、砂漠の中で、火を囲みながら、慎らぱ語
■●^ 、 ^"^L●、'闇^^
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り合った.雌散的なもの<の僅れ、すなわち点への関心が、このサハラの旅で、倶の心の中にめはえた.寵散という数学の権念を用いて建築を考え始めると、致学や量子力学が、建築を
考える上での、大きな武器になることを実駆Lた。離散数学は、現代の数学の中の重要な分野であり、世界を逗続体ではなく、バラバラとした粒子的なものと捉えた途蛸に、世界の斬しい貌
が見えてくることを、僕は融学から教わった。雌散は単に建築の平面的な配置に関わるだけではなく、素村もディテールも、挫築のすぺての領域に適用できる識念であった。そして、離散
とは、点の別名に他ならない.

ニルピュジエのヴォリューム、ミースの熱
二0世紀の建築史は、ヴオリュームと植との、抗争の歴史であったと見ることもできる.二0世紀知醗に建築の世界に革命をもたらし、モダニズム建纂をりードした二人の巨匠、ルコルビニ

ジエとミース・コアン・〒ル・ローエは、それぞれヴォリュームと線を体現し、この時代の建築デザインの二つの極相を見せてくれる.人口と軽講の爆発が要求する巨大なヴォリュームを、安価
にスピーディーに痩櫓するためには.柱と撰、すなわち垂直の棒と*早の線とを岨み含わせた立体格子が、最も効車的な解法であった.石やレンガなどの小さな点を、ひとつずつT寧に積
み上げて作る伝執的な工法一一雑橿遺一ーに代わって、柱、梁という執的な妻素を組み合わせる鞍の工法が、二0世紀以降の近代社金の〒コオルトとなったのである.コンクリートで局
面を作るシエル楕造やドーム構造も、二0世紀に聞発されたが、体樹館や教会のような閉じた形態を持つ特殊な建築向きの、特殊な解法で畠?て、二0世紀の一般的な挫築は、親を組み合
わせる立体格子に頼った.その立体格子の時代の中で、コルビュジエはあえて、コンウリートを用いたヴォリュームの表現を極めた.建纂をヴォリュームとして〒ザイン,ることで.この時
代のりーダーたらんとしたのである.「建築とは光の下に集められた立体【ヴォリ旦.ーム)の葎茎であり、正確で、壮輿な演出である.」(r建築をめぎして」)と彼は建築を定載し、ヴォリュームヘ
の情熱を告白する.二0世艶以前の西欧を支配した、古代ギリシャ・ローマ以来の古臭主義建築が、オーダーと呼ぱれた柱=繰の建築であったことへの反晃が、コルピュジエを糠から遠ざ
け、ヴォリュームへと向かわせた。二0世紀が巨大ヴォリュームそのものを必妻とするなら、そのヴォリュームをストレートにコンクリートで曇現Lようというのが、コルピュジエの、潔い戦略
だったわけで布る.建築はヴォリュームであると定義Lた途端に.建纂がよくいえぱ自由になり、悪くいえば畢力的になる.コルピュジエは、ヴォリュームの特貴を熟知し、ヴ*りユームを憧い
倒し、時に果力的造形を鳳わなか?た.コルビュジエのヴォリューム指向は、晩年にはさらに過激化L.最終的にはロンシ¥ンの礼拝堂(一九五五年X園1)やインドのチャン〒イガールの
斬都市建設(「方法序説」園10参照)のような、「ヴォリュームのアート」へと建隻を奔華させた。今までの建隻が到連したことのない自由を、ニルビュジエはヴォリュームの力を借りて、実現L
たのである.彼が桂継宮(図2)を案内され、「轆が多すぎる止はき捨てるようにつぶやいたという先述のエピソードは、ヴォリューム派の彼が、圧倒的な線の建隻を見せられた時の、当熱
の反応であった.一方、ドイツ嚢現主甚建築を代表するづ」しーノ・タウト(ーハハ0-一九三ハ)は、一九三三年の彼の姪生日、玉月四日に桂離宮を案内され、「生涯で最良の磨生日」と婁き
残し、実捺に湧泊の涙を流した.タウトは、ニルビニジエやミースのような評価を受けることがなく、時代を筆引するりーダーともならなった。タウトは、二0世紀そのものに背を向けていたよ
うに感じられる.コンクリートのヴォリュームに背を向け、鮭骨の武骨な裡にも背を向け、頼りないほどに帳細な桂艦言の木の憾に、心を奪われてしまったからである〔図3).それほどに、櫨
細で悔つきゃすい人間であり、建纂家であった。タウトが日本に残した嘘一の住宅作品、白向邸(一九三大年X図4)には、彼が好んだ雑純な線が溢れている。躯い丸竹を無數に並パ壁を
作り、問じく細い竹を細んで漁り火をモチーフとした不忌諾な照明碁具をデザインしナニ(図5).アメリカ滝の蝕骨の棟、工案の楓に憧れていた当晴の日本人は、タウトの桜縄で自由な線を全く
理解せず、彼は失意のうちに日本を去った.もう一人の二0世紀の巨匠ミースは、コルビュジエとは逆に、ヴォリュームを避けて、隷を極めた.ミースはタウトのようなロマンチストではな
かったので、金風という二0世紀的な素材を用いて、共しい線を描くことを極めた。金属の繰をあらゆる場所で反復L、二0世紀という時代が磨要とした超高層ビルの巨大なヴォリュームを、
隠蔽し、空に融かしていった。ミースは巨大なヴオリュームを、繰によ0て処理する方怯を発見したことで、二0世紀のチャンピオンとなったので高る.その蔓しい線を作るためには、アメリ
力の工案力が必蔓であった.ミースはモの工業力を味方と,るために、アメリカに特住したのではないかとさえ、勘ぐりたくなる.戦肋のドイツでバウハウスの校長まで務めたミースぱ、ナチス
に迫われて、一九三ハ年、アメリカに移コた。第二次世界大融後、ドイツに帰る選択肢があ0たにもかかわらず、ミースはモのままアメリカに残0た.当時のアメリカが、憾で覆われた巨大ヴォ
り二ームを最も必要とし、その工業力だけが、ミースの美しい線を実現Lてくれたから、彼はアメリカに残ったのである.その意味でいえば、ミースにと?て、=0世紀とは決定的にアメリカ
の時代で島り、ミースはそれを否定せず、それに乗じた。一方、コルビュジエはア〆り力に渡ることをせず、ヨーロッバという場所にとどまり、アメリカ的なるものを否定し桜けた.コルピュジエは
超高層ビルに関心がなかったわけではない.三00万人の現代都市(一九二二年X図引、ヴォアザン計回(一九二玉年X図7)、輝く都市【一九三五年)をぱじめとし、超高惰が乱立する、
乱果ともいえる掘市改遁プロジエクトを纈り返し艶表した.ニルビニジエは真剣に超高層を設言tLたいと望み、当時のフランスの知識人は、バリを壊Lてまで趨高層を建てようとしたコルビュジ
工を冷笑した.フランス人から見れば、パリを超高層で破壊Lようとするコルビュジエは、スイスの片佃金からやってきた、アメリカかぶれの変人に晃えたのかもしれない.しかし、一方でコ
ルビュジエは「ニューヨーウの庫天櫻は小さすぎ、そして多すぎる」と批判したげ伽藍が白かったとき■.巨大ヴ才りユームは大いに結柵であるが、工場で作った金嵐の単調な楓でヴォリュー
ムを隠蔽するような、アメリカの線、ミース識のピまかしを、コルビュジエは欺晴と臭做したのである.コルビュジエはフランスで超高層を実現することもなかったし、またアメリカにも受け入
れられなかったが、その代わりに、被はフランスともアメリカとも全く異なり、全く対照釣な場所、インドへと向かっナニ.一九玉一年からインドの新郁市チャンディガールの計師に携わり、高齢を
ものともせず、計二三回.灼熱の現場を訪れている。インドという場所では、熱を用いてヴォリュームを化粧するアメリカ的なコスメティッウ、隠蔽は、全く無効であった.当時のインドにはまっす
ぐな憾を作る技術など存在しなかった.コンウ,Jートで作った荒々しいヴォリュ】厶を、赤い大地の上に投げ出すしかない.その赤い大地の上で、二0世紀のアメリカとは対極的な方法を、コ
ルビュジエは晃見したのである.インドとの格罰は、コルビュジエ自身にとって大きな出来亭であっただけではなく、その後の世界の建隻デザインに決定的な影屡を与えた。づ1しータリズム
(野生主義)と呼ぱれる、荒々しいニンクリートの麦現は、チャン〒イガールがきっかけとな0ナ=。づjしータリズムは日本の戦後の建築「こも大きな影雲を与え、木目Φきつい杉板型梓で打設し
た荒々しいニンクリートぱ、戦後の一時期、白本の公共建纂の制服にな0た。畿何学に支記された蔓しい白い箱=サヴォア邸に代表される前半期のコルビュジエ以上に、後半生の野坐な
コルビュジエは、二0世紀に大きな影響を与えたと、僕は考える.なぜならぱ、どんな荒々しい大地にも建築を建ち上げられることを、コルビュジエはチャン〒イガールで示したからである.イ
ンドの赤土の上にも現代建築が成立しえることを示して、コルビュジエは、どんな大地の上にも、現代の人間が、力強く生き生きと生活できることを示Lた.それは世界のすべての堤所に希望
を与える、希望の離隻であった。前半生のコルビュジエがりードしたモダニズム建築は、世界を画一化Lようとする工業化社金の,インターナショナル建築であった.一方,捷半生の彼の
建築は、世界Φ多揮化の途を示し、世界のすぺての場所に希望を与えた.インターナショナルではなくワールド・アーキテウチュアで島った.慎1=コルビユジエのコンクリート建築をたびたび批

判してきたが、チャンディガール以降のコルビュジエからは、樺々な形で影響を受けた.チャンディガールには、二0世紀を超える何物かが、存在していた.

鰻

丹下健三の司'れた憾

チャンディーガールのコルピュジエとは全く別のやり方で、多様性の造,大地とつながる途を探ったのが、日本の丹下健三(一九一Ξ一二00玉)であ?た.披は、コルビュジエともミースと
も別の方法を用いて、アメリカ流、工業化社会謙の楓の建築を、超えようとした.丹下はそのヒントを.日本の伝枕建隻から柳た.曇川県庁舎(一九玉八年X図8)でぱ、コンクリート製の牲
と梁を、挫点をずらしながら組み合わせた.すなわち二つの線を、一点で交わらせずに、ずらして接合Lたのである.日本の伝航木造建隻では、しばしば線と執を、ずらして組み上げる(回
9)。いわぱ、材ネという轍の上に、もう一本の村木をそっと駐せる.ずらすことによって、材木に欠き込みを入れる必憂がなくなり、その結果、断面の欠損が起こらないので、一本一本の材木
すなわち椋の強度を保つこと力恂蛇となる.しかも按点はずれていても、力はスムーズに伝蓮されることを、日本の大工は軽骸的に理解していた.日本の木造はずらしの木造であったといっ
てもいい.襖と糠が一点で交差する、西欧琉の力jレテジアン・グリッド(〒カルト液の直交グリッドH図10)とは別のやり方で、線が繍まれていたのである。西欧の近代の数学と工学のべー
スになっていたのは、きまじめなカルテジアン・グリッドである.しかし、擡点をずらすことで繰はより軽やかに杏由1エナより、空間に動きが生まれる二とも、日本の大工は知っていた。そしてずら
しによコて、隷材と隷材とが分飾され、繰力価となら司'に慢のままにとどまり、軽やかさ,透明感が生まれてくることも、大工は熟知Lていたので島る.力Jレテジアン・グリッドが図式的で、幼稚

な炭何学に怯拠Lていたのに対し、日本のずらしの木造は、軽験主粧的であり、しなやかであった.丹下もまた、橡のずれの効果を知っていた.日本の伝執木造建築の、撲点のずれた
ディテールを、丹下はロンクリート1=尋訳した.コンクリートを用いても、コンクリートのヴォリュームの中に埋没Lない、自立した軽やかな線を描けることを、丹下は雪川県庁書で証明した.
さら1こ続けて、業京オリンピッウ(一九六四年)のためにデザインされた国立代々木競技鳩では、巨大なコンクリートの憂直の轍が、大地から天に向かってま?すぐに立ち上げられ、その二本
の巨大な柱から、スチール製のケーブルが吊られる.ケープルの轤はコンクリートの鹸と1=此較にならないくらいに細く、しかも重力を受けて蔓しく力一づし、人々を圧倒しナニ.丹下は一気に
「世界のタンゲ止な?た.コンクリートでは決して速成できない細く蔓Lい線が、ミースが超高層に貼り付けたフメリカの工案力の偵糠とも具なる美Lくしなやかな線が、丹下によってはじめて
引かれた。吊り橘なだの土木楕造物でしか用いられることのなかった鮭製のやわらかいケーブルを、あえて建纂に使うことで、二0世紀の建築の慶史の中に、生き物のような自由な線が出
現したので島る。代々木鮫技場では,二本の柱の間に梁を渡されたメイン・ケーブルから、さらに櫨細な細いケーブルが分岐し、ぺたっとした面となりがちな量根が、橡の集合体として再生
された。それは日本の屋根の崖史に、新Lいーベージを開くものでもあった.丸亙と平瓦を一体化した桟瓦(図11)の曼明以降、日本の厘棲から蔓Lい線が失われナ=。さらに、西欧からフ
ラットリレーコが輸入され、日本の景鳳の碁本であった屋根の美ぱ、消えていった。丹下はオリンピックというハレの舞台で,日本の屋根を取り戻L、屋担の隷を取り戻すことに成功Lたので島
る(園12).

楓からヴオリュームへと退化した日本建築
しかし代々木鯉技場の後、すなわちオリンピックという築りの後、日本建築は再び、雑を失0てい0た。すぺての建集をケープルによって解くことはできないからである.ミースが麹高層ビル

に用いたシャープな線以上に、ケーブルで吊られた屋根は高価であった.オリンビックという世紀のイペントのための、例外的な蝉単価(コスト)の、特殊な競技場だからこそ、ケーづル権造が
可能となり、隷は蔓Lく舞うことができた.一九六四年の祝築の後の日本建蔓は、熱の建築からヴォリュームの建築へと転換した.あるいは退化した.坪単価においても、ブログラムにお
いても、r誓通の建築」に適Lた「苦通の解法」が集りの後の社会から要請されたので畠る。業京だけではなく、津々浦々の地方邦市にも、大量の「著通の建築」を建てなければならないと
いう、高度成長期の牡金の要鯖があった.建築を建て続けることで軽済を盟し、政治を置すという「土建政治」システムが、オリンピッウ以降、本桧的に、稼畳を始めたからである.公金をおし
みなく注ぎ込んで「著通の建蔓」を建てることをエンジンとして、政治、軽済をはじめとする、日本のすぺて力嘔りはじめた。そのシステムがしっかりと確り椛けるためには、r著通の建攘」に、
周囲に埋もれない、しっかりとしたアイデンティティを与えなければならない。公金をっぎこんだことを正当化する、はっきりとしたキャラクターが必要とされた.ヴォリュームの集合休にならざる
を得ない「昔遜の建築」に、環境に埋もれない、詐にでもわかりやすい個性を持ったより養遍性のあるデザインが京められたのである.代ん木煎技蠣のような、天才によるアウロバティック
な繰のダンスではなく、もっと堅突で確実に建纂にアイチンティティを付与するシステマティックな〒ザインを社会が必要としたのである.その蔓飾に見亭に筈えたのが、丹下健三の二人の弟
子、礎崎斬と黒川紀章であ0ナニ.その二人の名前がここで挙が0て、意外だと思われる読者も多いだろう.二人は共に、堅実ともシステマティックともほど違い、強烈なパーソナリティを持
つ、芸術家として知られたからである。しかし、作品を冷静に分析すれぱ、櫨らが鞭ではなく、ヴオリュームの建築家であったことが見えてくる.彼らは崇何学を巧妙に駆使して、コンウリー
トの貫たいヴォリユームを整え、そこに,強いキ十ラクター、アイ〒ンティティを与えていったのである.磯峰はキューづ(立方休)を用いて通常のコンウリート建築を統制し、特殊な記念碑へ
と仕立て上げた(図13).キューづとは、古代ギリシャ・ローマの伝織去継承する、ヨーロッバの古典主義建築の中心的手法であった(図14).ヨーロッパの建筆家違は、ギリシャ伝来のプラト
ン崇何学を用いて、鈍重になりがちな組積遣建築を、光り輝く記念碑へと転換Lてきたのである.擾蟻は、モの西欧ゆずりの強力な黄嬰を用いて、コンウリートの鈍重な塊を、象徴的な記念
碑へと転換してみせた。一方の黒川は、硬崎に対抗Lて、円蛙という裳何学的形態を多用し、問じよう1こ,ヴ才りユームにアイデンティティを与えた(図15).黒川は、メタポリズムのカプセル
建築で、一座挫折を甚験した.モの挫折の蜑に、ギリシア・ローマ以来のプラトン立体へと回帰し、保守化して社会に受けいれられたのである.プラトン立体で制御された珪崎流、黒則流
のヴ*りユームほ、たちまちにして、島らゆる建築家、建築設計事務所、建設会社設計郁の手本となった.なぜなら、プラトン的ヴォリュームこそ、最も模倣しやすく、最もコスト・パフ*ーマンス
のよいシステマティッウな方怯だったからである。この方法で作られた建築は、しぱしぱハコモノと揮擡された.ハコモノという命名は、ヴォリュームという方怯の本質を突いた絶妙のネーミング
である.高座成長期の社会、政治、軽許システムと、娃築デザインとの共謀を言い当てた、見事なネーミングであった.ポスト丹下の日本現代建筆ぱ、このようにして隷を捨て、ヴォリューム
へと退化し、安器な量産体制へと走ったのである.ハコ化によって政治、経涛と併走Lたのである.
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木の小屋からの出鼎

僕自身が建纂を学びはじめた一九七0年代の後半ほ、まさにハロモノ全盛の時代であった.砥崎巴黒川が、そのハコモノへの流れのりーダー、ブロパガンダとして輝いていた.彼らは兼寵
な言説で、ハニモノを正当化して、建築界のスターとなった.木造建築の斬しい可能性を探る内田祥哉はしちか)敏授(一九二五一)、辺境の集薄研究で知られる廉広司教授に倶が惹か
れ、彼らの下で学ぼうと思ったのは、コンクリートの重たく閉じたヴォリニーム感に対して、体質的に遣和感を覚えたからである.杓田先生が諾る日本の木造も、庫先生が虜となった辺境の集
落も、ヴォリュームの時代とは全くなじまない興物で罰った.それらは乱雑な較の集合体のように見えて、ハ冨モノから最も遣い、自由でアナーキーな具物に感じられた.

ガウディの緯
先述の通り、一九七ハ卑の冬、厚先生と共に、二か且のアフり力集落調査の簾に出た(図16).四輪駆動車を二台、船でバルセロナの准へ送った.冬の期闇の地中海は、シロッコと呼ば

れる南からの季節厘が強すぎて、アフり力の対岸、スペインにしか、コ^ナ船がつけられなかった。その風のおかげで.バルセロナでガウティ(ーハ五二ーー九二穴)の実物をはじめて
見る二とができナ=.実物を目のあたり1こして、ガウディの印徹が妻わった.コンウリートの重たいヴォリュームに、ランダムに割ったタイルを貼った造形(図17)の印象が強すぎて、ガウディは
ヴォリュームの人に見え、融遠していた.しかL実際のガウディΦ作晶は、細く繰鞍な織で満たされていた。特に、鋳鉄の遣形が美しかった。父親が鯛細工の轍人であったというだけのことは
ある.金凧を用いたディテールが惨細で、コンクリートにタイル貼りのガウディというイ〆ージは崩れ去つた.中でも気に入ったのは、実際のヤシの葉から型をとったという遇明感のあるスク

リーンであった.ヤシの柴の帳の、細さと鋭さが圧倒的であった(図18).植物という存在が、績の鳳理の根底にあることを、ガウ〒イは直感的に理解していたのである.植物は線によって
地中から水を吸い上げ、葉まで運ぷ。繰1=よって体を主え、体を椎持する.擢物とは線の集合体であった.アール・ヌーヴォーからガウディに至る世祀末の建纂家たちは、モのようにして植物
に慧きつけられ、石とレンガによるヴォリュームの崖築に代わって、概細な撒の塗築を作りはじめた.しかし、次の世代のミースを境にして、棲物の憾は失われ、ア〆り力の工業の繰に取っ
て代わられたのである.懐ぱ工集の線から、橿物の鞭へと戻ろうとしているのかもしれない.ガウディやアール・ヌーヴォーの世記朱が生んだ樺細な線は、産案革命、そして一九世紀的な工
業の線に対する一糧の批判であった.しかしその生命の触の寿命はきわめて糎命で,新たな二0世紀の工業の線が、ガウディの憾を圧倒L、消去してしまったのである。

点搭匿法

バルセロナからマルセイユまで車で走り、マルセイユ淋からアルジェ離行きのフェリーに粂った.アルジェから内隆に向かい、コルビュジエが麦した街とも伝えられるガルダイヤに泊まった.
還くから見ると、街というよりは、小討'丘に見えた。近寄ってみると白い小さな箱が集合し、積み重なって、ひとつの丘のような形状を作っていることがわかった(図19)。もともとあった自然
の丘の上に、長い時闇をかけて、白い小さな箱を建て続けた結果、地形と人工物の中間のような、有檀釣な集落が生成されている.点描回法で地轟を描いたような集落だと岳じた。集落を
楕成するひとつひとつの住宅が小さいから、自然と点描画法になるのである。ず0と筆になって、ニンピュテーショナル・〒ザインのパイオニアで島る建築家のグレッグ・りン(一丸六四一が、
僕の建纂を点描圏法の建纂と評したσ点描圃法」rsD』三九八号).デジダル技法の接本は、小さな点による近似なので、グレッグが点描圃怯に関心を持ったのぱ、当然である.ニンピュ
テーショナ」レ・デザインが話翌七なった一九九0年代以葡に、懐が点描画法に目覚めたきっかけは、ガルダイヤで高った.自熱というものの本質に、人間が迫ろうとした時に、点描画法が
生み出された.印象主義の画家のスーラ(ーハ玉九一九一)が、ノルマンディーの海を描こうとした時に、点擢画怯を艶見したといわれている(図20)。海七ぱ形態ではない.点がキラキラと点
滅する状戀にこそ、海という自熱の本質が島ることを、ス^は発見し、点描圏法に到達したのである.一方、山には形態というものが存在するから、帖郭で山は描ける.しかし、海という
のは、〒クスチュアとその変化であるから、形鯵には覇ることができなかった.僕が建纂で試みようとしていることに、スーラの方法は近似している.建築を形態から解放し、ノルマンディーの
海のような、光の点誠へと返したいのである。ガルダイヤから、さらに削に下ってサハラ砂漠を趣えてからが、集蔭調査の本書となった。砂漠が終わると、草壕が始まる.いわゆるサバン
ナと呼ばれる気候帯で、砂漠と熟帯南林の中間に広がる巨大な熟帯草原で島る.砂漢は通遇するだけで、人が性めはしない。サバンナに入ると、人の気配がしてきて、次から次へと集落に

出くわす.基本的には小皇を草庫にぱらまいたような、コンバウンドと呼ぱれる形式の、大家族のための住宅である.サバンナの住宅は、基本は.日干しレンガを積んで作った、小さな閉
じた箱の集含体である。サバンナの住屠は、基本は、臼干しレンガを積んで作っナニ、小さな閉じた憲の集含体である。配量、配列は離散的で確かにおもしろい.しかし、近づいて、地面の
視点から眺めれば、箱は閉じたヴオリュームで島り、重かった.

熱帯雨林の細い繰

しかし、熱帯雨林に入り込むと、住宅を作る基本材料が抽物となり、建築は軽く、透明になる.細い練が集蒐の主役になるのである.閉じたヴォリュームの世界が熱わって、開かれた鞭の世
界が始まったので高る.しかもそれぞれの綾が、僕らの日頃見慣れている、鉄やアルミの線よりもはるかに細い.木の枝やツル、ヤシの業で摘成されているから、細いのは当たり前で島る.
慎が生まれた大倉山の家で慣れ頼しんだ一0センチ角の木村より、はるかに細く綻鞭な繰の世界が、熱帯雨井にはあった.出会ったことのない細い練の畳場で、集落の記置も形態も鯉
中から消えてしまい、どうでもいいことに思えてきた.植物で捉んだカゴの中で.具と影を感じながら,昼寝をしているような気持ちよさがあつた.子どもの頃、母親が夜になるとカヤを吊ったこ

とを思い出Lた.蚊をよける自的で、植物の織純を嶋んで作ったのがカヤで、植物の香りと飢ざわりがあって、カヤの中にもぐりこむ一嶋は至福で罰った.子ども時代の僕にとっての、最高の
一鯛であった.楓が乱雑だろうと不揃いだろうと、あの纏い櫨物の繰に囲まれている熱栴雨林の人々はとても幸せそうに見えた.サバンナの後に訪れた熱帯雨林体験が、僕を新しい雑の世
界へ七導いてくれ,ニ。高度成長の建築プームの中で、磯崎新と黒川記章らのりーダーシップによってうち捨てられた糧の建築を、もう一度梶着させるための重要ナ'ヒントを.サハラの焦で手に
入れることができた。しかしサハラの放のり^ーで島った原先生は、熱帯南林の植物の家にはほとんど関心を示さなかった。そこには彼の興味の島る數学が、一切存在しナよいよ引こ感
じられたのかもしれない.しかし、僕にとっては、熱帯雨林は斬しい数学の宝庫に感じられた.纏崎、黒川と「季ぽ閻世代の原は、乱雑でノイズだらけの草カゴ建隻には興味を示Lてくれナよかっ
たので高る.諌もまた、コンウリートのハコモノを作らなけれぱならなかった世代の症命からは逃れられなか?たのだろうかと、僕は不謹慎な想像をめぐらした.

モダニズムの繰と日本娃築の撒
艦崎、黒Ⅲ、床の世代が無を放妻したのは、披らがモダニズム建隻の武骨な練Lか、知らなかったからである.石やレンガを積む組精造の霊さを打関するために、モダニズム建築は熱を用

いた.ニンクリートや鉄骨で線を作り、モの繰でフレーム(骨格)を組むことによって、透過性力ξあり、拡張可能な、フレーム・システムが二0世紀に完成された。しかし、コレームと繰の間に
は大害な隅たりがある。ニンクリートた鮫で、柱や梁を作り、フレームを作ることが、モダニズムの基本だった。先述Lたように、二0世紀の幼稚な権造計算技衛でも、柱と梁を粗み合わせて作
るフレーム撰造ならぱ、計算することができた.柱と柱の間隔は一0メートル前捷が最も効率的で、それをコンウリートで作ると.柱はーメートルXーメートル程度のサイズとなる.梁の高さも
約ーメートル程度に,'つナニ.ーメートル角というピつい寸怯が、モダニズム建築の標峯的なサイズであった.組額造は抜け出したが、かえって武骨で般風景な空間であった.モの武骨なワ
レームカ句能とする一0メートルX-0メートルの広さの無柱の空間が、工業化社会の二ーズに合数した。-0メートル角の抽象的な空闇を用意して、モの間を物や人が自由に理勘すると
いうのが、二0世紀という時代の要請だつた.無柱の空間の中の自由な珍動は、ニュートンカ学の夢モのもので布る。抽象的なガランドウ空間の中を、運動方程式に従つて物が移動する

というニュートン流の物語で島る。二0世紀になって、逢築はやっと一七世紀のニユートンカ学に追いついたともいえる.建築は、いつも遅れてやってくる.哲学者や數学者の夢に、何百年後

にやっと追いつく宿命であった.建藁は臭手であった.やっとニュートンに追いついたモダニズム建筆の,ーメート,レのフレームは、コンクリートの牢獄のように、僕には酪じられナニ.武骨
なコレームは、二0世紀に一気に増殖L、世界の都市を覆いつくしナ=。人間の身体という樵細でやわなものと比ぺて、あまりに威圧的なフレームであった。掘市からも家からも、ヒューマンな
スケールは消え、人々は太いフレームにおびえながら、二00年以上前のニュートンの、カビの生えた夢と募らすことになつた.それに比較すると、日本の伝統的な木造建築を楕成する

線は、はるかに織細で、人間の身休を骨かすこともなか?た。柱も梁もおおむね一0センチ内外の断面寸法を持っていて、長さも三、四メートルで島った.一人で充分に運べる大きさ七重さの、
撫細なやさしい撒で、空闇のすぺてが梢成されていた.そんな美しい線の技術、〒ザインが日本には畦っていたのである.

芯おさえと面おさえ

さらに、日本の伝統木造において興味深いのは、柱や梁といウた械を,その轆の中0線、すなわち芯で捉える方怯一一芯おさえーーとモの線の輪郭で捉える方法一一面おさえーーを問居
させ、見幕に慎い分けていたことである(図3".そもそも古来、日本の大工は、芯おさえで図面を描き、芯おさえの考えで建築を施行していた.民家では、丸太をモのまま使ったり、ま
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伝杭論争と縄文の太い楓
戦後日本のモダニズムは、最初から日本の伝銃建築に関心がなかったわけではない。戦後初期のモダニズム建纂の、木や註で作0たフレームの樵細さは、今見ても新鮮である.丹下自

身、前川國男事務所時代に担当した岸記念体育館(一九四一年X図21)や、成城に建てていた自邸(一九玉三年X図22)は、日本の伝統木造の梱い像に迫ろうという意戡作で罰る。しか

し、代々木競披場の細いケーづルを最後にして、日本の建築家たちは細い綾を忘れ、コンクリートのごついフレームへと、一気に諦れていった.その転襖には伝絞首争という戰後の塗築
界を揺るがした一九五0年代の大論争も一投買っていた.戰塗靭期の細い熱のモダニズムは弥生的で、柔弱であり、日本文北のもうひとつの源流である編文の力強さに戻らなけれぱいけ
ないというのが、白弁晟一(一九0五ーハ三)ら縄文脈の主張で高り、弥生無は押され気味であった。丹下の弟子の胤酬は、師の対極にある白弁の縄文的でヴォリューミーなデザイン【図2
3)に影響を受けながら、ボスト代々木のヴ才りユームの時代をりードしていったのである.縄文派の代豪は「爆発」のアーティスト、岡本太郎(一九一ーー九六)であった.その後、一九七0年
の大阪万博で、丹下健三設計のお祭り広場のスペース・コレームを.岡本の太い線=太陽の塔が突き破った(図24)。プロデュー州一であ0た丹下は.隔本を呼んだが、結果的に爆発を黙
認し、許したので島る。丹下は弥生であることに引け目を感じ、丹下自身が弥生を超えようとしていた。日本の髞鯛産業の粋を尽くして建設されたスペース・フレームの繰を、縄文がぶち破っ
たのである'高度成長の日本が、イケイケの太い楓によってりードされていくことを、岡本の「太い」モニュメントは見事に象徴している.伝統陸象は、報からヴ魯りユームへと傾無Lていく高度
成長期の日本建隻の予告裾でもあった.その高度成甚の「太い」日本の中で、細い線を追及していたのは.「和の大家」と呼ぱれる建隻家違だけであった.吉田玉十八(ーハ九四一一九
七四)、村野藻吾(ーハ九一ーー九八四)1=、丹下、碓崎.黒川遠とは別世界の、いわぱ伝輔芸能の担い手のような存在と認識され、料亭、茶室、高撒住宅を設計する特殊な建築家として、
建蔓界の外側に置かれていたのである.高座成畏期の日本は、そのような形で、日本の伝枕建築の細い憾を排除してきたのであった. r和の大家」の追求した細い隷は、今日から見ても、
驚くほどに繊憾である。そして単に織細であるだけでなく,彼らは現代の素材を用いて、さらなる細い樓を追究していた。・・・・丹下、隱崎、黒川に代表されるモダニストの建築家運の聞心
が、ヴオリュームに美しいシルエットを与えることにしかなかった一方で、害田や村野は、璃代の素材安使って、樵細な点・植・面を作る二とに挫戦し続けていた(図27).モの意味で彼らこそ
がモダニストで島った.特に磯崎、黒川力価欧古典主義になら0てハコへと回帰した後には、吉田や村野の方力哨む衛であると倶は悪じた.しかし、彼らの知恵と運成を、建築界は無視Lたの
である.

移動する日本の木造の線
日本の伝読木造Φ線は、単に細いだけではなく、自由に移勵できるものでもあった.これは驚くほどに素棄的な手法でもあった。まず生活の変化に応じて、襖、障子などの線で栴成された

建具を、自宙に動かすことができた.このシステムは、二0世紀のオフィス空間を支配した可動間仕切りシステムの、先取りでもあうたし、モれ以上にはるか1こ軽量で洗練されたものでもあっ
た.さらに箕くぺきことには、建物を支える主要構造である柱さえ.その完成後に、自由に動かすことができたので布る.モの秘宙は日本建築の屋根裏にあった.天弁と是根との間に和小
屋と呼ぱれる.木のジャングル・ジムのような骨組みを挿入することによ0て、屋根全体にしっかりとした剛性を与え、厘捜がしっかりと固められた(図28)ので、それを支える粧い柱は、完成
後に自由に移動することができた.この鷲くべきフレキシブルなシステムが、一四世紀の日本で完成したのである。移動できる柱は、世界に例がない.西欧における建纂の近代化は、壁
を消去し、柱と梁のコレームによって大空聞を確保することであっナニ.それがモダニズム建笑が追京したコレキシビリティであり、生活の自由であっナニ.しかし、日本の木造建築は、モのはる
か先をいっていたのである.間取りを変える時に、柱の位置まで動かしてしまうのである。ニュートンカ学の大ざっぱな空間と太い柱の代わりに、日本の柱、乗は一0センチ角前後の細さで
罰り、しかも固定された空間の代わり1こ、褒化できる柔軟な空間を獲得Lていた.太くて動かない線(コレーム)の代わりに、細く様粧な動き回る繰を、臼本人はすでに一四世紀に手に入れて
いたのである.=0世紀モダニズムの硬直Lた大空間を超えようとした時、日本の伝絖木造のシステムは大きなヒントを与えて(れナニ.



がった材木をそのまま梁に使うことが多かったので(園32)、芯おさえでないと、それらの「生きた繰」を使うことができなかウたからである.日本の伝統木造は「生きた榛」からはじまった.縄
文の竪穴式住居以来の「生きた線」である.しかし、畳の出現によって状況が賣わった。平安時代の神殿柞りの住屠においては、床は板敷が基本で、畳は家具のように、あるいは座布団
のように板の上に置かれていた(面a3).さらに室町時代、床に畳が敷きつめられるというスタイルが生まれた.隈定された狭い空間を快連に有効に使おうとすれば、畳を敷きつめた方が効
率的だったのである.畳をぴウちり敷きつめるとなると、柱の芯でぱなく帖郭、すなわち柱の面が、柱の芯よりも重蔓になウてくる。柱の面と両によウて規定され、限定される平面の中に、畳を
峠闇なく敷きつめなけれぱならないからで布る.この生活様式の賓化によウて、芯おさえの雌隻から、面おさえの建築へという転換が起こった.人々が高密壌に集う都市からこの変化は
始まった。限られた空間に効率的に畳を敷きつめるには、芯おさえよりは、面おさえの方が、現実的で鞭済的だったのである.寮間と呼ばれる畳の歉き方は、畳の寸法を三尺一寸五分X六
尺三寸という基準寸法で固定し、それにあわせて、柱の位置を快定Lていく.すなわち面おさえの陳理に甚づいて建築の全体が決定されている.この方法に基づけば、引ウ越しの時も問じ畳
を持?ていくことができる.一方.江戸間と呼ぱれる手注は、柱の芯の闇を、約三尺、六尺、九尺という基準寸法で決定L、モれによって作られた平面計圏を、だましだまL畳で埋めていく.当
然景はイレギュラーな寸法になってしまうので、引っ越しの時、畳を持ち運ぷことはできない。京都の方法は毎市的で高り、近代的であった.一方、江戸の方法は田園的であり、民家的であっ
た.日本では、この=つの方法は共存し、巧みに使い分けられていた。繰にも太さがあり、壁にも厚みがあるという現実を、日本では芯おさえと面おさえという二つの方法の共存によって.適
宜.解決Lていたのである。そして江戸においても、京都においても、日本の大工は建隻の郁位に応じて、芯おさえと面おさえを使い分けている.現代の日本の大工も、二つの方法を僕い分
けることで、痩雑な現実に対して柔軟に対応しているのである.一方の西鍬でも、鞍に太さがあり、壁に厚みがあるという親実は、建築峯を悩ませ続げた.この聞題を中世の建築家(エ
匠)達は、遭纒するアーチを、二本の対になった柱で支えるツイン・コラム(図34)や、細い柱が壷ねられて太い柱となったように見える、ゴシッウ敷会の東ね柱(図35)で解決してL寸立複数
の柱を東ねて用いれぼ、柱が反復するグリッド・システムと厚い壁を支えるア^、・システムとを共存させることができたのである。柱に太さがあり、壁に厚みがあるという現実を、中世の建築
家は鞭を集合させることで解いたのである.しかし、ルネサンスという時代を拓いた先述のづルネレスキは、この解決を嫌?た.すなわち人間の脳が構想する袖象的な崇何学と、物質に
よって楕成されている現実との畑に宿命的に存在するギャップに対し、ブルネしスキは極めて敏感な建隻家だったともいえる.彼はそのズレを婁素の断片北という今日から見ても前衛的な方
怯で解いた(園36).アーチや柱などの要素ぱ時として、コラージュ雑画のように断片化をされて、空間を漂うのである.この方法は、様式に対する無知からくるものだと当時から批判された
が、彼は図式的、観念的にしか思考できない人間が、物質で検成された症雑きわまりない世界を生きる時の宿命的な困蘇、モの悲劇、喜劇をはじめて顕在化した.ブルネレスキ本人は、ニ
の困赴を断片化によって飼決L.一方、日本の大工は、このギ十ツプを、芯おさえと面おさえの共存によっτ解決L、中世の工匠はツイン・コラムや東ね柱「冨よって解法した.倶が最も惹かれ
ているのは、線を無數に並ぺるゴシックの業ね柱で島る.

広重の夕立の細い練

日本の伝統木造が長い時間をかけて磨いてきた細く.移動するする轍を,再ぴ取り戻すことはできるだろうか.あるいはアフり力の熱帯雨林の草のカゴのような雑い線を、現代の建築に導
入することはできるだろうか。細い繰が復活した時どのような建纂が生まれ、どのような都市が生まれ、人間と線とはどのような関係を取り結ぷことになるのだろうか.僕がこの課覇を意識
して、最初に糠に敢り總んだのは、邦珂川町馬聾広重蔓術館(二000年X図37)であった.浮世粧圃家の歌川広重(一七九七一ーハ五八)の蔓術館の設計を依頼され.広重の柞品審捌
空し、広重にとっていかに線が重要であるかを知コた。大きなき0かけを作ってくれたのは広重の代表作「大はしあたけの夕立」(名所江戸首景X図38)である。「大ぱしあたけの夕立」の
線は、茎術の世界に革命をもたらした二人のアーティストに、鞄大な影嚇を与えた。一人は印象派の巨人であるヴィンセント・ヴァン・ゴッホ(ーハ玉三一九0)で高り、もう一人は、二0世
紀のモダニズム建築の巨匠であり、建築の透明化をめざすムーヴメントの量初の一歩表踏み出したアメリカの建築家、フランク・ロイド.ライトである.ゴッホは、「大はしあたけの夕立」を油
彩で槙写L(図39)、自分が尊戡するメンターの一人として、固じオランダ出身の大画家であるレンづラント、問時代のセザンヌと問格に、ぱるか廩方の島国の浮世絵匝家、広重の名を拳げ
ている。あまりにも唐突な影で、ゴッホは広重を称賛した.一方のライト「*、広重、岡倉美心という二人の日本人との出会いがなかったら、自分の建擾は生まれなかったと書き残している.
中でも、「大はしあたげの夕立」を含む江戸名所百景シリーズは、ライトにとつて特別な作品群で高った.「(名所江戸百景は)風景圏のアイデアの中では今までで最も偉大なもので高る.韮術

の歴史の中でも全く独自のものである」(一九五0年のタリアセンで行われた講演から)とまで、ライトは絶賛した.ではr大はしあたけの夕立」の何が、この二人の革命的芸術家を引き寄
せるのだろうか.タ立の雨の帳に秘密が島った.一九世紀までの西欧の画法は、重たいヴォリュームの声配する重たい世界であったと二人は感じ、ヴオリュームを解体しようと苦酬しナニ.
その二人が、広重の鞍と出会い、広重をヒンジとして、新しい世界へと踏み出していったのである.「タ立」の繰を、細かく点検してみよう.一看手前に、タ立が憾で擢かれ、その轆の東に

よってひとつのレイヤーが出現する.ヨーロッバ絵画の基本手注である晝桟回法によらずに、薄いレイヤーの重ね合わせによって、空間に三攻元的臭行きが与えられている.ルネサンス
に豊場Lた遭視図法の葺本ぱ、近くにあるものを大きく描き、追くにあるものを小さく描くことである。還近法と呼ぱれるその手法によって、三次元の臭行きが容易に恐褒されるようになった.
一方の広重は、透視図法と全く別の方法によって、空間の奥行きを表現したのである。r夕立」では、川を渡る柵ぱ、這くに向か0ているのにもかかわらず、橋の幅が小さくならない。問じ幅の
ままで対岸に到達する。そして大構の橋桁は細い憾で犠成された透明なスウリーンとして描かれる.憾が創造する透明性によって,川の手前側と向こう側との距殻、奥行きが壺瑛される。大

橋が細い木材杏組み合わせて作?た木造の柵だから、橋を透明なスウ1Jーン七して壷現すること力句能となったのである.木造の橋と透明性は、課く、分かちがたく艶ぴついている.木造と空
間の奥行きは結びついている.日本は木造の国だからこそ、透視図法を必要とし,'かったともいえる。さらにここで注目すぺきことぱ、雨という自然現象が、直執という数学的で抽詠的な
存在に置妻換えられていることで島る.この置換は、きわめて東洋的なものであり、伝統的な西欧絵画においては起こりえなかつたと、美術史家還は指摘する。自然とは暖昧で、うかみどこ

ろがない、形のない存在であり、かちっとした鴬何学的形態を持つ人工物とは、そもそも対照的で異質なものであるというのが、西欧粧四の六前提で島った.自然と人工とは対立L、人工は

上位にあコて、自然は下位に位置するという自黙類が、西欧纖画の茎本となっていたのである.一九世紀の西欧絵画で、「自熱の発見」が起こったといわれる.その「自然の発臭」の中心
人物、イギリスの亜家ターナー(一七七玉一ーハ玉一X図40)やコンスタブル(一七七六一ーハ三七X図41)は、それまで軸画の対象となることがなかった自熱そのものに注目し.自然を
織画の主役の地位にまで引き上げた.しかし、風景画家と呼ばれる被らの描く自然は.依憾として明樹'形戀を持たない、暖昧でぼんやりとした存在であった。ターナーやコンスタブルの方
法のぺースは、船や建築物などの明快な形鰍を持つ封象と、形がなく暖昧な自然現象との対比(コントラスト)であウた。自熱とは、人間のコントロールの及ばない、得体のしれない媛昧なも
のであるという、一種の人間中心主義的な獣慢が、その対比の背後に存在していたのである.風景画家連も、その人間中心主義を超えることはできなかった.一方、広霊のr大はしあた
けの夕立」の中では、橋も雨も、問じように建何学的で抽象的な直蒜で描かれ、そこにぱ人間対自然という封比も、人工物が上で自熱が下という、人聞中心主義的なヒエラルキーも存在Lな
い.人工と自熱というカテゴリー巨体が、そもそも存在せず、すぺてが等価で平等な存在として、問一平面上に配置され、重歴するのである。棄西における自熱霞のこΦような相違に闘す
る研究は戡多く存在する.たとえば、西敗人の脳は、虫の晋を一種の不快な雑音として認朧L、逆に日本人は、音楽も虫の音も、脳の問じ部位で処埋するといった顛の研究で布る.そこに

課入りするのが本首の目的ではない.しかし、「大はし島たけの夕立」の軸から見える、人工と自然を伺列に扱う方法は、広重蔓術館の織の憾のデザインに大きなヒントを与えてくれた.自然
とは何か、人工とは何かという二とを考える、大きなきっかけとなった.

タ立の娃築

広重作晶を収峯展示する広重美術館は、r夕立」のような建築として〒ザインしなけれぱならないと考えた.「タ立」の雨ぱ、どのようにしたら詫隻化できるだろうか.まず、敷地の裏に広がる
八溝山系から刈り出された八溝杉という美しい杉を、建築の村料と決めた。鳶笈の近くにある木村を再上Φ村とするのぱ.白本の大工の伝萩的方法で島る.裏山の土と焦候とから生まれた
株と、山裾に立つ建讐を権成する憾は,問一の温度、湿崖、白照条件に置かれる。山で操れた木を使えぱ、ネジレ、ソリなどの狂いが生じにくい.裏山と建築の中に問時に存在する二つ

の鞭が、闇じ温塵と痩度を持つ空気の中で、共振するのである.撒とは抽象的な存在ではなく、生き物なのである.モの憾の共振に耳を澄ましているうちに、裏山の杉の木立から建築、そし
て室内へというグラ〒ーションが、目に浮かんできた.自憾から人工物、さらに身体へという、ゆるやかなグラ〒ーションを作れないだろうか.広重のr夕立」の中で、雨、橘、川、封岸の轟へと
向かってレイヤーが重なるように、裏山の杉林から、このちっぽけな身体へと至るグラデーションを、レイヤーの重なりによって作■1,'いだろうか.そもそも日本の建纂は、グラデーションと
してデザインされてきた。線で構成された、一連の透朗な建具(ガラス戸、簾、障子)がレイヤーを犠成し、自然と身体との間をゆるやかに窮停していく.さらに自身の体のまわり1こも、衣服と
いうレイヤーの集合体が介在L、やわな身体は丁案に守られる.+二単は、レイヤーの覽極の姿で島った.臭へ臭へと引き込むようなグラ〒ーションが、人々を時に外へ、時に内へといざな
い、人々の生活をやさしく包み込み、保護するのである。日本において建筆は、厳重な囲いからはほど這い、ゆるいレイヤーの逗韻で島った.まず裏山の最も近く、自然の最も近くに、杉
を盤で製材した繍を並べた(図42).・・・・広貫は執の質というものに対して、具常なほどに特軽質で布コた.摺り師によって創造される木版面という茎術が、そもそも練の質に全匝的に
依存Lていたからである.木版画においては摺り師というもうひとりの作者が存在した。摺り師が糠をどう表現L定轆するかで、擢りあがりは黄くほどに具ナよった表惰を見せる.木という素材の
やわらかさを最大限に用いて、広重と摺り飾は、繰というものに対して、鰹くほどに多様な嚢惰を与え続けたのである。カン手インスキーが版画から多くを学んだように、版画は点・織・面の
扱いに対して、多くのヒントを与えてくれる.版回を作る作業には多くの他者が介在L、ラトウール的にいえぱ、多くのアウターが参加するからである.擢り師もアウターで畠り、木版の木も顔料

も水もアクターであった.アクター運の揮々な慳力、抵抗を通じて、作者は形撞や色彩の背後にある点・織・面の秘密に触れるのである.同じく広重による稟海道玉+三次の中の「庄野」
(図44〕を見れぱ、彼らがいかに線の質というものにこだわったかを見てとれる.繰の太さのわずかな違いによって、臭行きが表現され、年面の中に三次元が出現する。糠を用いてどんな形
態、どんなシルエットを描くかに腐心した西歓の画家連と,憾の質自体に注意を集中した広重の手法は対極的である。「庄野」で描かれているのは、形愚でも色彩でもなく、糠の重層だけであ

る。それが実厳の庄野とどんな関係があるかはわからない.広量は「庄野」という艇材を惜りて、纏の実験をしていたのであり、線と世界との関係を探うていたのである。 このよう.....

にグラデーショナルに線を変化させ、種類の連う憾でレイヤーを作りながら、自憾と身体とを、外と内とをスムーズにつなげようと試みナニ。透視図庄を持たないアジア、必要としないアジアでは、

この手法を、畏い時聞をかけて洗練させてきた.粧面においても、建築においても,透視図法によらずに臭行きが纛現され.身体と世界七がスムーズにつながれていったのである.広重はそ
れを見亭に使いこなした.結果、西欧のゴッホやライトが震憾するまでに線を使いこなしたのである.

ν&A・ダンチイの線描面怯
広重蔓術館を設計しながら、自然の憾と人工の織の差は伺だろうかという問懸に突き当たった。広重蔓術館の基本原理は、裏山の杉の木の生の荒々しい線、ホ立の生の俵から、最も

内側のレイヤー.和粧の裏に影としてだけ存在する抽象的な細い線へと至るグラ〒ーションである.縄文から弥生、平安、數寄量へというグラチーションといってもいい.杉の木立は樹皮がつ
いたままで、しかも、ランダムな配列を持っている。ランダムな繰の意味と効果を、広重は熟知していた。雨を描く時に、広重は均一な熱い榛が作るシンプルなりズムの中に、ランダムな株を
まぎれ込ませた.広重は自熱というものの本質がバラつきに布ることを理解Lていて.角度の連う楓を、雨の中にまぎれこませ、線を雨へと昇華させたのである.人の描いた繰が、自然へと
交身を遂げたのである.スコットランドでヴィクトリア&アルバート博物館の分館、V&A・ダン〒イ(二0ーハ年X図46)を設計Lた時に、この方法を応用して外壁をチザインした.ダンディ
はテイ川の河口に位置する街で、V&Aの敷地は、省の南のエッジに島り、テイ川の何口に面Lていた。われわれは、」Ⅱにはり出すようにして、建築をデザインした.実厳に建藁の一都を、
水の中に建てたのである.通常、自熱の脅威から建築を守ろうとする結果、建築は自然とは距陛を置いて建てられ、自然とは異質のもの、違う候域に属するものとしてデザインされる.
自然と建葺との差具、距離の強調が、酉欧の建纂チザインの碁本であった。差異を示すために、建築を基壇と呼ばれる台で持ち上げ、ピロティという名の柱で浮かしたのである.ビロティを

生み出した二0世紀のモダニズム篁築も、西敗の方法の正統的な摘子であった.しかL僕らは、建築を川の中に建てることで、自然と人工との中間的な物を作り、自熱U巾と缶をシーム
レスにつなごうと考えた.西欧建築を支えてきた、自熱と人工との封比を否定し、自然と人工とを境目なく、ゆるく、やわらかくつなげようと試みたのである.では、どのような影雌が、自然と
人工の中間物にふさわしいだろうか.ヒントを与えてくれたのは,ダンディの北に位量する、スコットランドのオー,ニー諸島の海摩の崖であった(園47)。大地と水の接点に,純粋な鞭何学は
存在Lようがない.大地も水も多くのノイズを包含Lているから、その挫点である塵は、必黙的にゆがみ、パラつき、果れるのである.海からそモリ立つ崖は、海と腔との長い闘いの結果、幼
稚で図式的な製何学から逸脱し、製一ーすなわちランダムな隷の集合体へと到違する.自由で複雑なその憾は、広重の雨のように、無數のノイズを包含する.その崖のように輕くランダ

このダンディのウォーターフロントは、かつては倉庫群が並び、人の気配のないさびれた場所だった.工実化社会が世界中に作り出ムな建築を、海と陸の境に建てようと考えた。 .....

した、人工物の残骸であっナ=.その自然と人工とのはざまの空白に、自然と人工の中間的な存在を作ることで、街と自然をつなぎ直した。崖から多くのことを学び、広重の夕立からも多くのヒ
ントをもらって、ダンディの街はもラー度、川とつながり.自然と接合された。
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生きている線と、死んだ緑
線の自由について考えていく時、多くのヒントを与えてくれたのは、イギリスの社会人類学者、ティム・インゴルド(一九四八ー)による「ラインズーー繰の文化史」というテキストであ0た。

インゴルドは線には二狸類あると整現する。彼はひとつうい糸(thr."d)と呼び、もうひとつを軌跡(tm06)と呼ぷ.そもそも彼は織について思索Lていたわけではな(。臭託(監P..C印と歌【畢0
na)とが、どのようにして区別されるかに闘心があった.音素とは西欧において、そもそも言語芸術として理解されて、寸立言葉と音とは区別されず、音楽の本質は言棄の響きにあると考えら
れていた。しかし、ある時から、音崇とは言語的蔓素を取り除いた無言歌であると認識され、音豪は言葉を失い,言話は音を失って沈黙Lたので島る.彼はその経雑について思索するうちに
記述(WHtln底)という行為が、その沈黙を生んだのではないかと思い至る.問じように、ひとくちに線といっても、すぺてを包含する自由な糸(tト.r..d)と、その糸の動きをフラットな二次元へ刻
印、記述した結果である軌鉢(tr.C.)との、二摸類の憾があると考えはじめた.インゴルド1=よる糠の区分ぱ、「方法序説」に記した、量子力学における、繰の二つの定義を譽鼻させる。小
さなアリf二とって、ホースという像は縦にも楓にも勵き回ることのできる自由な空間であるが、底という大きな生物にとウては、一方向にしか移動のできない、不自由な空間だった.現代の量子
力学はこのようにして、楓を相対的に定義し、次元という存在自体を、相対的に定義し直したのである.インゴルドも問じようにして、糸と軌跡の二種類に、線を区分した.その区分法は、
量子力学における繰の区分とは徹妙に臭なっている.量子力学は、隷ι主体との相対的な大小関係によって、線を二つに分類Lた.一方のインゴルドは、時聞という概念を導入することで、
自由で生成され続ける生きた總と、事畿的に、生成の刻印として取り戴された死んだ線とを区分したので高る.この対此は、日本の伝枕木造におげる、芯おさえと面おさえの対比も想起さ
せる。芯おさえで定義される木材は生きた線である.一方、面おさえで定義される木材ぱ平滑な表面を持つ、製村されて殺された線である。

筆蝕詰の轍

しかし、轤の生と死は、それほど明確なものだろうかと、倶は考え始めナニ.書家の石川九楊(一九四五一)の筆蝕詰の核心は、線の生と死の境が、インゴルドはいうほどに明確でないと
いうことで勗る.肉体と筆を用いて、日々、綜との会語を繰り返している実作者だからこそ、憾の生と死との境に分け入って、モの境界に、直挨触れることができたのであろう。石川は西洋
の硬筆(ペンやボールペン)と案洋の軟筆(筆)とでは、縦を描くという「ふるまい止、モの結果である「痕跡止の間の闘係が異なると掻摘する(「筆触の柵進一一書くことの現象学1).西洋の
硬筆の場合、尖ったエッジで硬い対象に悔をつげるので、作者は自由にふるまっているかのような岳覚に陥る.一方、寮洋の軟筆の墻合は、加えた力と反鼻する力との間に、あそび=ズレ
が発生することが前提になっている。いってみれぱ、西洋における書かれた線は、行為の痕跡であり、死んだ線である。それに対して業洋の糠は、主体と客体とのズレゆえに,死にきれない
練,生き続けている、住生際の悪い轤で畠ると、慎は感じる.石Ⅲは墨、インキの色についても言及する.西洋のインキの黒色は、その中に濃淡をみつけだすのが困難であり、それゆえ
に書くという行為の痕跳として、すなわち死んだ植として琵崖される.一方、東洋の墨は、モの中に濃淡が島り、カスレがあり、轤は死にきれずに、生きながらえている.西洋と稟洋との繰の差
具を、倶は署川から教わった.東洋においては、生と死すら暖昧であり、死んでしまったはずの轍の中にも、生命があり、息の音が聞こえるのである.

生と死の境をさまよう繰
旧軽井沢の白樺の森の中に僕がデサインした、黒通る白擢と苔の轟チャパル(二0一五年X図51)で、生きた鞭、死んだ植の差貝について揮々に思考し、実職した.森の中で、白樺は文

字通りの生きた績として大地から生々しく立ち上がっている。その白梅を伐探した姿のまま、建笑を支える柱として利用Lようと考えた.樹皮のついたままの生きた繰の東を栴造とした建築を
建て、生きた保を、生きた楓モのものの白擦の轟の中に、入れ子のように隠すのである。そうすることで、生きた棟と、死んだぱかりで死にきれていない憾とを併置し、生と死の境が、そして自
然と人工との境が、いかに暖昧で不確かであるかを示したのである.棚木県のハ溝杉の肱に立つ広重蔓術館では、杉の製材で作うた鞭から、和紙で(るんだ織へと至るグラチーションに
よって、背鑁の森と建築との境審消し、生妻た繰と少しずつ死に向かって這ざかる線とをグラ〒ーショナルに配貴した.その操作によって自熱と人工とを漕かし込もうと試みた.軽井沢の白樺
林の中に立つチャペルでは、その試みをさらに一歩進めて、樹皮のついたままの白樺の幹を、モのまま建築に持ち込み、死の傾域に尾すると考えられている建築を、生の傾域へと送り返し、
建築に生と死との境をさまよわせようと試みたのである.・・・ーこの特殊な繰でできた人工の纛と、闘囲に広がる生きた白樺の纛が作りだす繰のりズムを問調させることに腐心した.本物の
纛のランダムなりズムが、建築化された白樺の撒のりズムへと、填なく、知らず知らずのうちに移行Lなけれぱならない.白様の生と死について考えているうちに、木というものが、生きな
がら実は少しずつ死んでいるという大享なことに気がついた.木が成畏し年幣を重ねていくということは、木の中に死を少しずつ書えることであり、託を讐えて、死の優分を増やすことによって、
木は員水に耐える強い身体を作り、厳しい自然の中で生きながらえている。木は死ぬ二とによって、生きる.木は草よりも、死んでいる.木は伐られた後も、温塵、湿塵の変化に施じ、伸び
粧みをし、呼吸をし、島たかも生きているようで島る.ヒノキを伐ると、唇りが立ちあがり、ヒノキはまだ生きていると叫ぶ.筆で楢いた稟洋の富のように、木という線もまた、生死の境を漂うので
ある.柱の配置と問様に、あるいはモれ以上に大事だと考えたのは、大地の遭経性である.白樺の纛の地面を崖いつくしている苔を、チやぺルの中の床にも、モのまま延長Lようと註みた.
いわば室内に大地を延長Lようとした。室内に琵長された苔塵Φ上に,アクリルでつくられたぺンチが配置される。透明なぺンチは、床の連観性を邪魔しない.身体を支える床、基準となる床
面、すなわち大地が違続していくことが.何よりも重要だと考えた.生物によって、身休を支える床面がいかに重要で島るかは、ジェームズ・ギづソンの丁ワオーダンス理誰の核心である.

生物は、左右の目の立体視によ?て空聞の臭行きを測定しているのではなく、甚準となる水平面の上の、様々な粒子や雑を用いて、空間の奥行きを知り、空間の広がりを劃定L、空聞を自
分のものとしていることを、ギづソンは鼻見した.基率面力慱在することによって、その面に属する点や繰がひとつの音楽を奏で、そこにりズムが生まれる。甚準面がなければ、いかに点や憾
が存在しようとも、りズムも音楽も生まれず、生物はその量境を自分のものとすることができない。その斑境を生きることができない。日本の伝統建纂の床に刻まれた椋一ーたとえぱ畳の
へり、貼板と貼板との継ぎ目の意味を、ギづソンのアフォーダンス理詰は、見享に説明する.詑舞台の一枚の床板は一八尺幅と決ま?ていて、能面によってほとんど視界を遮られた能役者は、
足裏で床の練の感触を確かめ、その椋の散を数えながら、自分の位置を測定し、次の一歩を踏み出していく.劃二葺準寸法があるのは、引っ越しの時や郁屋の面積の測定に便利だから
というだけではない.空間の臭行、物と自分との距障を一韻で測定L、自分の居場所を猟認するために、畳は問一寸怯1二作られ、畳のへりという熱にようて、空間が自分のものとなるのであ
る.そのために畳のへりは、布でできた練によって強棚され、さらに畳に目を近づけれぱ、鬨草の樵雑でできたもうひとつの株の東が出現して、自分の位置情報、歩いている速塵を、さらに高
い精度で、慎らに教えてくれるのである。

阻りなく組い力ーボン・ファイバーの傾

石川県能美市の、白本海に面した慰地に立つ伶一bo(二0一五年)は、僕らが到連した最も細く織細な線である.小栓に近い麹雑産業の企業から、コンウリート三幣建ての、日本寿の
浜辺にたつ、古いオワイスビルの鮒震補強が栄められた.・・・・カーボン・フ丁イバーの隷は、鉄骨を用いた武骨な耐俄補強とは逆に、コンクリートの重たい建隻に、篠細でやわらかな襄
情を付け加えてくれる.コンウリートの柱や梁が作る武骨なフレームと比ぺると、カーポン・ファイバーはクモの糸のよラにも見える.クモの糸は細いだけではなく、やわらかくしなやかで布り、
粘りがある.そんな生命にも似た繰で鳶攘を作れたら、ガウデ¥やアール・ヌーボーがめざして挫折した、生きている憾を復括できるかもしれない.ウモの糸が曲面を描きながら,大地と建築と
をつなぎ、モの曲面1士オーロラのように、白本海の空と大地との間を漂うのである(図53).

富岡倉庫の絹のような隷
カーボン・ファイバーの細い棟で覆われた悟一b0は、丹下僅三が果たせなかった新しい像の建隻の、半世紀後の敗者復苦戦といってもいいだろう.丹下はH型鯛や1型鯛で覆われた、ミー

ス流の株の建美を超えようと考えた.ミースが完成させた二0世紀派の楓の建築は、アメリカがりードした工業化社会一ーコンクリートと髞の文明一ーの制服となった.コンクリートも内都の
鉄筋という憾がなけれぱ荷重を支えることができず、絶震に耐えることもできない.コンクリート建築とは、砂利や砂や石灰岩などの大地を砕いたような点を、嚴で東ねた填で島る。その意味
で、二0世紀のエンジンとなったコンクリート建築も自動車崖業も、共に主役は鉄という硬い隷であった.擾り返ると、金細工師としてキャリアをス,ートLたづルネレスキが、金属から韻を
学び、憾を用いてフィレンツエの巨大ドームを実現Lた時に、建築の近代はスタートした.づルネレスキの轤からミースの髞骨コレームの麹高層へと至る近代建築史は、金属の楓を主役として
繰り広げられた、線の歴史そのものであった.近代国家と鹸とは、モもモも近代という時代と舷とは、切っても切れない関係にあった.でぱ、金属の繰に代わる繰はないだろうか。モろモろ
金属の線を辛集してもいい頃で布る。カーボン・ファイバーに出合った時、そんな想いに一気に火がっし寸島もし、金属を卒集できたならぱ、意匠的にも横造的にも金凱に依存していたルネサ
ンス以降の建擾を、別の流れへと転換することができるかもしれない.゛.-b0では、コンクリート建築の欄強に力ーボン.つアイバーを用いたが、声岡倉庫の耐震補強(二0一丸)でぱ、樺細
なフレームを特ウ木造建築を、さらに織細な力ーボン・コナイバーで補強した(図54)。絹の街、織雑の街であった群馬県富岡で、岨轍物の倉庫として、-00年以上前に木造の富圖倉庫が
建てられた.糸による耐艦補彊ぱ、富岡に最もふさわしい解決であるように感じられた.木造建隻の耐震補強は、思ウた以上に難Lい.筋交い(づレース)といわれる鯛めの都材を入れる
のが最も一般的な方法であるが、ごつい木の筋交いで補強すると、木造建築の織梱なイメージが崩れてしまって、すぺてが台無しになる.鹸製の細い筋交いで槙強するのも、客易ではな
い.鉄という村料は、木に比べて重たいので、重たい鉄で補強すると、建物自体が重くなってしまい、その重さに耐えるために、よりごつい鮫の筋交いが必蔓になる.そんないたちごっこの悪
循斑にはま0て、木造の提細さは完全に失われてしまう。木造建築のすばらしさは,木という軽い鞭を使いながら、地震にも耐える強い槽造休を作れるところに島る.重たい鉄を組み合わ
せると、この軽やかでやわらかい芋和な秩序が、破爆されてしまう.カーポン・フフイバーのような軽くて強い崇材を使えば、木造建築はモの軽さを保ったままで、地震に耐える強さを摸暢する
ことができる.富岡倉庫では、横造エンジニアの江尻棄泰さんと一緒に、最も効率的な木造の補彊を考えた。江尻さんは力ーポン・フフイバーと木が相性のいいことを知0て、すでに京都
の清水寺や長野の蕃光寺で、カーポン・ファイバーを用いた文化財の補強を行っている.国宝や重蔓文化財の補強の場合、補強都材を屍せないことが霊要である.屋額襄などの見えない
ところに力ーボン・コアイバーは用いられる.しかし、宣岡倉庫では、あえて力ーボン.ファイバーの熱を見せることにした.白い力ーボン.フフイパーの報が、アヤトリのようにして、空中を走る
(図55).鉄やステンレスのりイヤーではアヤトリほできない.なぜなら、アヤトリの糸が折れる部分から、歓やステンレスぱ破断してしまうからである.按点に別の金物を挿入しないと、練と繰
がつながらず、楓の携造が破綻する。カーボン・ファイバーは、まさに糸モのもので島るから、接点力鳴点七ならずにアヤトリができる.アヤトリの自由としなやかさを、そのまま実際の建築の
中で実現することができる.按点に別のジヨイントを入れなけれぱならないr鉄の轤」は、推点に拘棄された不自由な線で、自由な植とはいえない。逆に官由につながっていくアヤトリの楓
は、インゴルドが1ラインズ」でその価値を馳見した、生きた鞭である.痕跡としての帳ではなく、し,'やかに空中を走り.舞う繰である。生きながら、しかも斬Lい崇何学を追求するのがアヤトリ
という桜である.建築が金属を卒業し、生きた糸で建築妄作れる日を夢みて、慎らは富冊倉庫でアヤトリをした.絹の街富岡で、繰の新しい歴史を開こうと試みた。

面

リートワエルト対クレルク
二0世紀の爆鼻する人口と経済を収睿する、大きなヴ才1」ユームの確保を目的として、剛性と粘性と気筏性にすぐれた、コングjートという素材が選ぱれた。しかし、ヴォリュームを解体して、

風通Lのよい、軽やかな空間を作ろうという試みも、併行して起動していた。オランダの若き建築家連が結成Lたデ・スティールーースタイルーーという名のグJしープは、薄い面を用いて
ヴォリュームの解体を試みナ=。〒・スティールの中心人物、建築家のへりツト・リートワエルト(ーハハハーー九六四)は、シュレーダー邸(一九二四年H園"で.ヴォリュームの撤底的な解体
を行い、建築界に大きな衝累を与えた.そもそも家具職人の子として生まれ、自らも家具嘩人としてスタートしたりートフェルト【図2・図3)だからこそ、面の建築をやすやすと実現できたともい
える.建築はヴォリユームとして廟じる必要が島ったが、家具はそもモも、その必要はないからである.屡の気候の厳Lい西敗では、建築は閉じることが大前提だった.一方、「家の作りやうは、
夏をむねとすぺし」(r徒然草」第玉十王段)の白本では、閉じることが建築の亜件ではなかった。リートフェルトはその保守的な西欧において、家具の世界から、薄い面仁よる横成という方
法を教わった.面と面、面と憾を組み合わせれば、閉じていなくても家具になる.面と悼を便って、身体や物を支えることができれぱ、家具として成立する.建築と身体との間にも、そんな自由
でゆるい閏係があってもいいと、リートフェルトは考えて、シュレーダー邸という「大きな家具」1こ到遅したのである.リートフェルトの携成主義的な轆子より、僕がさらにおもしろいと思うのは、
リートフェルトと問世代のオランダの建築家、ミケル・〒・ウレルウ(ーハハ四一一九二三)が農家の生活にヒントを得てデザインした、叢紐を用いた木墾の椅子である(図4).やわらかな雑で
できた討掛けは、体にしっくりとなじむ.クレルクやモの弟子のピエト・クラメル(ーハハーーー九六一)は、オランダの革葺の農家Φ素朴さと、近代の生活とを掖合しようと試みた(図5).日
本のモ"ニズム・〒1.チインのパイオニプで訊り.分齢派寺立ち上げた塚目檎巳tオτみXーハ九玉一一九ハ四)゛,、ウレルウ遣の〒"インに毒大な彫馨寺學叶ている,堺口1土一九二0年に寅
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京大学の建築学科の問級生と共に、日本で最靭の近代建築運動を立ち上げた。茅葺と近代的な箱とを組み合わせた紫烟苔(一九二六年X図田を発壷し、若き天才の豊場として、職前の白
本の建藁界に衝撃を与えた。ウレルウも堀口も、工集化という、時代の大きな流れに対する批判として、モダニズムを捉えていた.オランダでも、日本でも、茅葺は当時の農家で一般的であっ
た.茅葺の自然さ、素朴さを取り腰すことが二0世紀という時代、そしてモダニズムのテーマであると、かれらは暑えていたのである.しかし、モの後のモダニズム建築は、工集化を全面的
に肯定し、コンウリートと鉄による大量生崖の建築へと一気に傾熱していっナニ.第二次世界大戦後から高度成長期にかけて、二人の提案したしなやかな面や線は、すうかり忘れ去られてし
まった。丹下儀三らの次世代は、堀口を、時代遅れのヒューマニストとして苦定し去ったのである.堀口は挫折の中で、奈良の慈光驍にこもって、茶室の研弐に没頭し、研祝看として大きな業
擾を残Lたが、建築家としては寡作であった.クレルクが農兵にインスピレーシヨンづいていることを鼻見することができる.椿子の肘掛げに使われている口ープは、蔓Lさとは無貼係に、
一臭、だらっと蕎れているように見えるが、モこにひとたび腕を載せると、ロープは身休を支えてピンと頚び、ロープという生きた繰と、身体という生きた物体とが.生き生きとした会話を始める
のである。リートコエルトの硬い面からは得られなかった物と身体との会話が、ウレルクの家具からは聞こえてくるのである.

ミース封リートフェルト

シユレーダー邸は、二0世紀初期のモダニズム建隻群の中では、圧倒的に軽やかで島る.初期モダニズムの傑作を峯げろといわれれば、通常はル.コルピュジェのサヴォア邸(一九三一
年、r方法序説」図7参照)とミース・ワアン・デル・ローエのバルセロナリ(ヴィリオン(一丸二九年、「点」図7参照)の名が拳がる.しかし、点.線・面という樮点で建築を見直した時、シュレー
ダー邸の軽やかさは、他の二っを凌駕している。サヴォア邸は、線と面の建纂というよりは、浮かんだヴォリュームであった.二0世捉のスタンダードで新るヴォリューム建捷を、単に淳か
しただけと捉えることもできる.淳かしただけで特別のものだと錯覚させたことに、コルビュジエの天才が高ったという言い方もできる.しかし、浮かしたことで、かえって空間としては貧しいもの
になった.ニルビユジエがモダニズム建築の重髪な手法として提唱した空中庭国ぱ、大地との関係は薄く、局囲の纛とは切断され、貧塙で般風景である.ニルビュジエを訴えたサヴォア邸の
クライアントの気持ちはよくわかる.にもかかわらず、rヴ才りユームの世紀」であった二0世紀には、この寒々とした住宅が、大傑作とたたえられたのである.バルセロナリくヴィリオンの柱
の〒イテールを晃れば、ミースがヴォリュームの解体に、興味という以上の執念妄持っていたことは、間這いない.昔通の人には柱は線であると見える。しかLミースには、柱も鈍重なヴォ
リユームに見えていた.重さを支え、地餐に耐えなけれぱならないのだから、当憾柱も太さが必要となる。ミースはモれが許せなか0た。鉄骨の柱を、角パイプではなく、わざわざエッジの立っ
た+字型断面とすることで(図7)、柱のヴォリューム感は薄れ、エッジのシャープな篠が眼を刺激する。ヴォリュームとなりかねない鉄の柱を、ミースは細い鞭とすることに成功Lた。 バル

セロナ・パヴィリオンの壁もかなり薄い.まず石の下地となるレンガを、葺通とは逆の向きで積むことで,トータルで一七センチの厚みの、石とは思えないような薄い壁を作った(図呂).通常、レ
ンガやコンクリートの壁の両側に石を貼り付けると、三0センチ程崖のほてウとした壁厚になってしまう。ミースの石壁はその標準寸法の半分の薄さで布る.二0世紀における面の建蔓として
は、突出して薄い.石工の子として生まれ、石の使い方を熟知Lたミースだからこそ、石の壁を常識的な収まりでは考えられないほどに薄くすることに成功し、蘇い石壁が張り詰めるような緊
張駆を空闇「こ与えたので布る.しかし、いかにミースでも、シュレーダー邸の家具を思わせるような禅さにはかなわなかった.石工が.家具靴人の作り出す薄さにかなわなかったともいえ
る.しかし、そのシユレ^一邸の薄い面さえも、僕にとっては厚すぎ、硬すぎるように感じられた.そして、面や繰の組み舎わせ方(栴成)を工夫して、全体を軽やかに見せようとする、シュ
レーダー邸の拷成主蓑的な影鱸操作も(本章図1参照)、モの主知主著的で人間中心的なわざとらしさが鼻にっいた.構戒主養とは、二0世紀のヴォリューム主義を陽叢するための、苦
し紛れの発明ともいえる.点、憾.面が自由に軽やかに組み合わさり、あたかも踊っているようにふるまうが、構成が自由であれぱあるほど、作家という絶対者の窓意的な身撮りが際立ち、主
知主義的ないやらしさが鼻にっく.楕成するエレメントの重さや厚みを、楕成主養がかえって登鯛してしまう.カンチインスキーのr点.憾.面」中の、楕成主義的な方注を詳述した郁分が、退屈
でいやらしく感じられたように。

サハラで出金ったぺドウィンの布

ティム.インゴルドが「ラインズ」の中で指摘したように、線には、軌跡としての練(tmc.)と、糸としての轍Q"岡尋d)の二糧類がある.クレルクの楕子の肘掛けに用いられた茶の口ープは、生
きた轍であり、インゴルドの言う糸である。問じように、面にも二っの種顛が島ると僕は岳じる.ひとっは軌跡としての面、すなわち、何かの痕跡を記述した死んだ面、もうひとっは、空間の中
を自由に無う、生きた面である。リートフエルトの面は、薄くはあっても、死んでいるように、僕には感じられナ=。一方、僕の捜している生きた面は、量子力学の超弦理酋の比喰を用いるならぱ、
弦のような自由さをもって、粒子と波の二量性の間を擾動し鎭ける面である.しなやかな面を作り出すには、単に面を薄くするだけでは不充分である。何らかの力、作用を受けて、顕り出
すようなしなやかさを持った面を建築に導入することができれぱ、面を這具に用いて、重いヴォリュームの解休ができるかもしれない.そんな凰に考えていた時、大学院時代,サハラ砂漠
での桝査旅行で出会った、ベドゥインのテントの記憶が突枯よみがえっナニ.木の柱でできた細い支柱を砂に突き刺し、モの上に布を架け渡しただけの簡単なテントである.道牧の民べドゥイン
は、技と布をラクダに積んで、サハラを簾していた。テントの薄い焦が、サハラの厳しい気候に耐え、遊牧生活を支えてLサ島凍広司教授率いる僕ら六人の集落鯛壷隊も、同じくテント族で
あった.プラスチツクの細い支柱とナイロン鱗の布を組み合わせた日本盤の小さなテントを車に精んで,侯らは、ベドゥインに倣ってサハラ砂漠を候断Lたのである(園9)。日本製テントは
コンパウトにたたむことができて、モビリ〒イという点ではすぐれていたが、ペドゥインのテントに招かれてお茶をふるまわれた時に、モの布の作る英Lさ、快適さには、とてもかなわないと感じ
た.布が、ベドゥイン文化の中心を占めているように感じられた.布は砂の上に何重にも敷きっめられ、布の床が、被らの身体と砂漠との関係性を定蔓ずる.冬の夜の砂漠は、かなり濯度が
落ちるが、ベドゥインは身体と砂の間に布を堂ねることで、身休をやわらかく支え、気温の変化に對応L.やわでちっぽけな身体の近傍に、陶のような傾壊を影成する。布が大地と彼らの身体
との関係を定義し、装によって支えられた薄い一枚の布が、彼らと砂漠との関係を定義するのである。布はべドゥインの日常のすぺてに入り込んでいた.当時、世界的に流行のラジカセは、
砂漢の民にとっても必需晶のようだったが、そのラジカセを肩から掛けるために〒ザインされた布のバッグはあまりに素敵で、ひとっ膿ってもらえないかと穎んだ.布の布のバッグに入れられ
た途地に、安っぽいラジカセが別のものに見えた。布というしなやかな面は、生活を転換し、世界を慶身させる力があった.

ゼンパー対ロジエ

一九世紀の最も重要な建築理論象、ゴツトフリート・ゼンパー(ーハ0三一七九)ほ、布という面、すなわち靴物に対し、ELて編むという行為に対Lて、具常と想われるほどに高い闘心を寄
せ、独自の建築理梼を打ち立てた.建築は骨組み(フレーム)からスタートしたとする考え方が、ルネサンス以降の西欧の建築家を支配していた、すなわち、隷を残固に組んだフレームを
使って、建纂を説明し、建築を作ろうとする姑理である,フレーム主義の代表は、丸太の骨組みから建隻は始まったとするロジェ神父の「建隻試跡』(一七王三年)である。先述の通り、ロ
ジエの絵はいまだに、多くの塗築の敏瓢書で、建隻の始まりを説明するのに使われている(「点」図3参照).そして今日でも建隻楕造の主琉はラーメン楕造である(「点」図17参胴)。工事現
場に建てられた、柱と梁のラーメン栴造のフレームを見るたびに、ロジエのフレーム主義がいまだに建隻の基本であり、人聞が作る孫境を主配Lていることを突き付けられているようで、暗い
気持ちになる.日本の伝統木造欄造は、柱と案の岨み合わせなので、ラーメン横造と思われがちだが、実はモうではない。すなわちフレーム構造ではない.ラーメン楕造とは這って、柱と
梁の擡点は、がっちり固められてはおらずー一剛撞合ではなくーーボルトも釘も使わずに、封料閲士を欠き込んで、組み含わせているだけである.すなわちゼンバー流にいえぱ、柱と梁とが
暢んであるだけである.モんなゆるいジヨイントが、なぜ地震国で生き残ったのだろうか.その秘密は、柱と軍の間を土壁、欄聞、襖、障子をはじめとする様々なやわらかな装置でっないで
きたことにある.日本の土壁は、組積透の石やレンガと這って、やわらかで島り、柱や梁ともゆるく接合されていて、地震がきたら簡単にひびが入ってしまうような、執りないもので.あった.し
かし、この頼りなさによって、地震力を吸収してι寸島このゆるく暖昧なシステムで、日本の木造艦擾は地震に耐えてきた.ガチガチに固めないぼうが耐震性力塙いという解筈に、田本人ぱ経
駐を重ねて辿り差いたのである.柱と柱の間に存在Lていたこのようなやわらかな柴置が、最近は注目され、柱間装置という特別な名前で呼ぱれるようになった.ヨーロッパでも、ライン川
の谷には大きな断悔があって、地靈が起こるが、二の地域でも、木造の柱と梁の間を、土壁で埋めたやわらかな楕造システムが主液となっている。かの地Φ人々もまた、地震の軽験を貫ね
たことによって、日本の木造と問じ知廠に到逗したのである.近代の建築がワレーム主義、すなわち幼稚な圓式主義に支配される前には,世界には多様な轍物建蔓が存在し、人々は織るよ
うに、やわらかな建築を作ってきたのである.一方ゼンバーはロジエ流のフレーム主萎を否定し、建笈はフレームではなく、覆いであり織物で島ると定襲した.フレームがなくても覆いは成
立すると、ゼンバーは考えた.彼は體フレーム主萎のパイオニアだったのである.ゼンパーがそう考えるようになったきっかけは、一九世紀最大の国際イベントであった万国博覧会で展示
された、辺境の集落であったと考えられている.クリスタル・パレスで開かれたロンドン万博(ーハ五一年)の風示〒ザインに携わったゼンパーは、実際の原始的な住居に触れて大きな笥撃を
受けた.慣がぺドゥインの布の住居に柘撃を受けたように.ゼンパーは西欧の外郁に位置する、辺境の集芹に出会うことで、轍物の重要性に気づき、織物生義を生み出Lた。ゼンバーの父
親が纖雑関係のビジネスをしていたことも関係していたかもしれない.父親が扱0ていた布は、辺境の布ほどには、自由でしなやかなものではなかっただろうが。

フラー・ドームと建纂の民生化

ひとっのストーリーが描けたならぱ、あとは技斯的にそれを解決するだけである.小さなユニットを組み含わせていって、ドーム状の建築を作る実験は、アメリカの天才的建築家で、デザイ
ナーでもあり思想家でもあうたバッウミンスター・ワラーが繰り返L行っていナニ.ワラーは、四角いハニのような建纂を壊モうとした先達で、建築から車まで幅広く〒ザインL、学生時代からの僕
の憧れのヒーローでも布った.盆聾家という絶対的な存在が、特具な造形の建築をデザインするという、ヨーロッパ的でエリート主義的な建築家偉をフラーは批判L続けた.アルベルティ以降
の特権的な建築家像を壊モうとし、草の根の建藁、建纂の民主化をめざして、一生醐い読けた.「宇宙船地球号」というのも赦の造語で、地球環境の危搬をいち早く唱え、その解決のために
は、最小の物質を使って、最大限のヴォリュームを撲櫓することがで書るドーム建隻が最適であると主張Lた。褐意の數学を駆使して、正一二面体と正二0面体が.ドーム携造に適している
ことをフラーは証明し(図21)、誰もが自分で作れる民主的建纂というアイデアを実証するために、学生連と一雑に、ワークショップというやり方でたくさんのフラー.ドームを建設Lた(図2
2)。・・.・.しかし、突隊やうてみると、コラーがいうほど、フラー・ドームを作るのは簡単ではなかった。フレームを加工して正一二面休や正二0面体を作るのはとても難しいし、ジョイント
部分の肪水も弱点で、フラーの予測ほど、ワラー・ドームは普及することはなかった。モントリオール万博(一九六七年)のアメリカ館(図23)などの、特殊な用途の建物のための、特殊な建築
技術という位置づけに終わってしまった。ドーム建隻という謬踊を、ロジエ的なフレ】厶主萎で解二うとしたことに、フラー.ドームの隈界があったと僕は感じる.フレームとは回式であった.
そのロジエ流のフレーム主葺は主知主義的な図式主藁であり、複雑にから"あったこの世界を、フレームという乱暴な図式で棲略化して、無理やり計算に当てはめようとする.フレームに簡
略化すると、頭の中で解けたように錯覚Lてしまうが、フレームと親実との聞には大きなギャップが畠り、現実を構成する様七な小さな物運がフレームの間からボロボロと砂のようにこぼれ焦
ちてしまうのである.しかし、フレームに穎らずに、小さな傘をそのままどんどんっぎ足Lただけでドームができるなら、フラーがめざした究揮の民主的建築に、一歩近づけるのではない
か.ー・ーフラー富身が作ったワラー・ドームの骨に比べて、普通の章の骨は、はるかに華奮で細い。まさに骨(フレーム)がなくて、橿いだけの建築に見える。なぜそんな細い骨で、ドーム
を支えられるのだろうか.

テンセグリティで地球を敦う

江尻さんは、骨と腰が助け合って一種のテンセグリティ携造を形成するから、葺通の傘を支える畠の細い骨で直径工・三メートルのドームを支える二とができると、自身満々で布った。テ
ンセグリティ携造もまた、バツクミンスター・フラーが提唱Lた、効率性がきわめて高い天才的な構造システムである.・・・ーまさに彼は現代の地球環境の危犠を予告していナニ。モの有隈な
賛瀕を甚持ちさせるためには、物質の効率性を最六限に高めなけれぱいけないと、フラーは考えた.ある物質(たとえぱ鮭)を拷造材料として使う時、最も効串力塙いのは、それを引っ張り材
として使うことである.敦でできた絶いワイヤーを引っ張り材として値えぱ、重たい石を吊り上げることもできる.しかL圧縮材(例えぱ柱)や曲げ材【倒えぱ梁)として蝕を使うと、効率はぱるか
に落ちてしまう.太くてごっい鉄の梁でないと、貫い石を支えることはできない.しかし、だからといって、ワイヤーだけだと、だらっとしたままで地面から立ち上がれず、建築にならない.そこで、
引っ張り材(ワイヤール圧梶材(棒)とをうまく組み合わせれば、最も効宰性の高い建隻ができることを、フラーは発見して,その横造システムのことをテンセグリティ揃造と辱んだ.〒ンション
(引っ張り)を活用して到違する、インテグリティ(銃合)システムなので、彼はそれをテンセグリティと命名したので高る(圓27).この魔法の携造システムを上手に使えぱ、まるで無重力状騨
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石のような点をつみあげていくやり万だと、どうしてモ夏たい建秦になつてしまづのだが、繰を便い、しかモ繰の張力を便うという溌尋の転の中に燧つ建乗のようなものが冥現,'る。

換だけで、このように軽やかな構造休ができるので畠る.テンセグリティが建築の墨史を塗り変えるような予感があった。しかし、なぜか、自分のフラー・ドームには、このテンセグリティ梢
造を課用Lていない.フレームだけでドームを支えて、フレームとフレームの間を、咳やガラスで埋めるというのが、フラー・ドームの楕造システムだった.鱗やガラスは犠造には役に立?てい
ない.罰の天才コラーといえども、フレーム主蔓からぱ逃れられなかったともいえる。コラーはあらゆる面で、二0世紀を超えようと考え、挫折し続けた人であった.短期間で論工可艶で超
ローコストな(当時、六五00ドルでできることを充り物にした)、プレハプ式のドーム型住宅、ダイマキシオン・ハウスを発売したが(一九四五年X図29)、飾りのついた昔ながらの四角い家を
好む二0世紀のアメリカ人からは受け入れられず、たちまち倒産に追い込まれナ=。フラーは早く生まれ本ぎた人間であコた.二0世紀を超える夢をたくさん持っていたが、二0世紀の技術
の限界、人々の趣味の眠界で、夢はつぷされた.フレーム生粧をべースとするコラー・ドームも、結局二0借紀という時代には受け入れられなかった。慎らは、コラーの思想を使って、コ
ラーの実註を超えようとしナこ.すなわち、フラー自身のテンセグリティーを借りることで、コラー・ドームのワレーム主兼、ロジエ主義を超えようとしナ=.僕らのテンセグリティ・ドームのミソは、通常
のテンセグリティが、木=線を引っ張り村として使っているのに対し、裏冥面を引っ張り材として使ったことである.糸志使ったテンセグリティは、細い糸がほとんど見えなくなるので、アクロバ
ティッウな透明感がある.倶らは逆に.面を引っ張り材として使うことによ?て、内外を仕切る材料としての誤ではなく、櫓造村料としての腰、槽造村料としての面の可能性を発見することがで

きた。きわめて薄い面が、建築を支える構造村1ゴ'り、素材の飾約が可能となるのである。

細胞のテンセグリティ
テンセグリティーという考え方は、生物学の世界でも注図されている.ドナルド・イングバー(一九五六一)という細胞生物学者が、細胞はテンセグリティ楕造をしているといいだしたのであ

る.一九七0年代、イエール大学の学生であった櫨は、細胞をぺトリ血に厳せると、ぺたっとつぷれてしまうのに、モれに酵素を入れて皿から趣すと、丸くふくらむのを見て、理由を考えはじめ
た。モの数日貨に、彼は偶傭、デザインの授集でフラーのテンセグリティ梱造について教わうた。勘のいいイングバーは、そのふくらんだ細胞こそ、テンセグリティに違いないとひらめくのであ
る.細胎を、中にジェルが入?たただの皇船だと考えると、このふくらむ現象が説明できない.しかし、細胞の中に、細胞骨格という名の、タンバケ織雑群が作る三次元の網目楕造が隠れ
ていたのである。この網目の引っ張り(テンション)を利用Lて、細胞は形を保っていた。モれぞれの細胞は、焦点接着斑と呼ぱれる点を介して、梱胞を囲む基質に接着Lているので.細胞の
外部の力学的孫境がりアルタイムで、タンパク雑雑のネットワーウを介して、細胞の隅々に伝わる仕組みだったので布る。この仕組みは、撰らがフランウフルトに建てた茶室の二枚の嵐と、そ
の間をつなぐ糸【練)の関係によく似ている【図30)。細胞は孤立した点でぱなく、面の引っ張り力、面の中に潜んでいた糸の引っ張り力を媒介として、相互につながりあい、重力のある世
界の中で影を支え、貫力と祈り合いをつけていたのである。フラーが未来の楕造システムとして提唱したテンセグリティとは、そもそも、生物の基本原理でもあうたので高る。再びゼンパー
とロジエの瞬えを用いれば、生物は骨(フレーム)を構造とすると考えていたロジエ主義的生物観に代わって、点・触・面がネットワーウ的にも銃含Lたものが生物の休を支えているという、ゼ
ンパー主義的生物披へと、生物学も向かっている。フラーは、建築の未来を予言していただけではなく、生物学においても、予言的投割を果たした.イングバーを媒介にして、フラーのテンセ
グリティが、生物学の世界にもひとつの転換をもたらしたのである.・・・・・この特別な章を玄関の傘立てに置いておけば,どんな災害が起きても、それを持って逃げればなんとか助かると
考えると、ちょっと安心できる.やさしい章の家が、仲間を守ってくれるに違いない.しなやかな布の力が、そんな安心感を与えてくれる.傘の家にはフレームというごつい存在がないので、衣
服にくるまれたような安心感がある.白い雁で擾われた空間は、白くやわらかな光で満たされて、癒されるようなやさしい空間になった.ゼンバーとフラーとサハラ砂漠の知恵が一栓になって、
ミラノで花が開いた。

〆

八00年後の方丈庵

鴨長明(ーー玉玉頃一ーニー六功す方丈鵡」を書いてから八00年がたったことを記念して、r現代の方丈庵」をデザインしてくれないかという依頼が、突如気い込んだ.敷地は鴨長朋が
実際に募らしていたという京都、下檎神社の境内である。長明は下鴨神社の爾宜、檎長鞭の次男であった.小さく貧Lい家こそが素晴らしいという、「方丈記」の思想には、普から興味が
あった.戦乱、美壷地具、飢値が相次いだ厳しい時代と、挫折にうぐ挫折であつた彼自身の人生が、長明の烹想、長明の建築起を生んだ。災害が貫なるひどい時代が、章の家を生むきっか

け巴なったように、ひどい時代、ひどい環境から、斬しい建築が生まれる.「ゆく河の謙れは絶えずして、しかももとの水にあらず.よどみに浮かぷうたかたは、かつ消えかっ結びて、久しくとゞ
まりたるためしナよし.世中にある人と栖〔すみか)と、又かくのごとし。たましきの都のうちに、棟を並べ、甍を争へる、高き卑Lき人のすまひは、世々軽て尽きせぬ物なれど、是をまことかと尋
ぬれば、萱しありし家はまれなり。或ぱ去年にぞ)焼けて今年作れり.或は大家減びて小家となる.住む人も是に伺じ。所もかはらず、人も多かれど、古見し人は二三十人が中に、わづかに
一人二人なり.朗に死に、タに生る、ならひ、たゞ水の泡にぞ似たりける」(r方丈記」).懐が一看興味を持ったのは、長明自身が、実際に移動可詑な、一楓のモバイルハウスに住んでい
たという伝説で島る.彼は方丈【三メートル角)の小さい家を理想としただけではなく、彼の小さな家は、台車に桑せて、運機可能だったという.単に小さいだけではなく、運搬可能な、究極のモ
バイルハウスを作ってこそ、長明の思麺に応えたことにならないか。八00年後の方丈庵を作るプロジェクトほ、そのようにスタートした.長明の過激なモバイルハウスの藍は、盆であった
という説がヒントをくれた。木のフレームは分解して台軍に桑せられるが、さすがに土壁の方は、運搬できない.簸なら、くるくると丸めて、簡単に台章に乗せることもできるし、軽いので、手に

抱えて運ぷこともできる.彼は木のフレームと埜を岨み合わせて作った家に住んでいたからこそ、きっと簡単に運搬ができたのではないか.披なりに隷と面とを上手に組み合わせて、モバイ
ルハウスを作っていたに違いない。親代版の笠の家は作れないだろうか.筵の代わりに探L当てた材料は、ETFE(エチレン・四コッ化エチレン共貫合休)という名の新しいタイプの藤材
だった.もともとは堤室の素材だったという出自がおもしろか0た。ErFEは、湿室のような、安価で手軽な建隻を作るための、安っぼい素村ナξと思われていたが、軽くて、強くて、透明で、耐候
性にもすぐれているので、近年、駅や空逢、スタジアムなどの大型建築の屋根に使われるようになっている.従来の篤の欠点を克服した白FEは、ガラスの透明牲を持つ.しナ'やかな崖で
あった.残された課駆は、どのような権造休で、この望を支えるかである。木でコレームを組んで、それを訂戸Eでくるむのならば飾単だが、それだと、墨明の時代とあまり変わらない.木の
フレームも、結黛なごつさになってしまうので、ロジエ流のワレーム主義から脱したとはいえない.八00年もたコているのだから、璃代の方丈庵にふさわしい、フレームのない構造゛ノステムを
用いて、ゼンバー琉の畿物のような小屋を作る実験が始まった。その時ひらめいたのが、海に住むナマコの弄体を支える槽造システムである(園33).ナマコぱご存じのようにグニャグ
ニャの生書物であるが、「グニーグニャなのに骨のあるヤツ」と呼ばれることもある.なぜならぼ、ナマコは脊椎動物のような骨格を持たない代わり1こ.皮膚の中に、顕徴鹸でしか見えないよう
な、無数の骨片を隠し持っているからである.皮膚の張力と骨片の圧轄力粉まく判用する、テンセグリティの運人が、ナマコだったわけである。「グニやグニャなのに骨のあるヤツ」の脱力感
た?ぷりの楕造システムは、ロジエ主酸的な古くさい骨格を笑い飛ばしているようで、きわめて素来的なものに感じられナニ.僕らは、頼りない啄どに小さくて細い(二0ミリX三0ミリ)木片
を骨とすることにした。三枚の透明な脚ギE に、それぞれ別パターンで、木片=骨片を貼り付けるところがモソである(図34)。別バターンの骨を持つ三枚を重ね合わせることで、フニャフ
ニャであった面が、突如として壁のよう「こ堅く、しっかりしたものに實身する。これもまた一掻のテンセグリティ欄造である.木片という硬い線伺士がつながることで、族の張力が有効に樹きは
じめ、細胞がテンセグリテ゛で形を保っていたように、鱗の形が保たれるのである.小さな木片を鮎り付けているだけだから、一枚一枚の護はクルウルと、筵のように丸めることができ、槌に抱
えて、楠単に持ち運べる(図35).畏明も、そんな風に筵を抱えて、荒れた都市をコラフラとさまよっていたのかもしれない.その三枚の簾を重ねるのに、金輯ボルトでも擡着剤でもなく、強
力磁石を使ったところが、もうひとつの魔明である.ポルトやのりを使う七、粗み立て、解体に時聞がかかる.磁石だったら、一韻で、組み立ても解体も可能である.磁石のついている面と面と
を貫ね合わせることで、禁や叢のように突熱出理L、突然塙え失せるモバイルハウス,八00年後の方丈庵〔二0一二年)ができあがった(園a田。この強力磁石は,「点」の章で紹介Lた
イタリア、フィレンツエの山の中のピエトラ・セレナの山も痔つ石屋、サルヴナトーレから教わった.被は強力磁石を使って、石を壁に取り付けるために実験を重ねていた.従来、石はモルタル
かボルトを使って、コンウリートの塾に取り付けられてきた.しかし、これだと石を簡単にはがすことができず、一廣貼ったら取返しがつかない.磁石を使えぱ、敢り付けも、解体も簡単で、石を
傷つけること毛ない.引っ越す時も、石だけ外して、斬Lい家にまた問じ石を使うことができるというのが、サルヴァトーレのアイデアだった。確かに移動する内装という考えはおもしろくて,方
丈庵的ではある.しかし、石だけ運ぺても、家由体が軽々と手に抱えられないと、現代の方丈庵とは呼べない.点(磁石)・憾(木片)・面(ETFE)が連動してはじめて方丈庵となる.下鴨神
社の填内に出現した現代の方丈庵は、島まり1こ透明で軽やかで、うっかりすると通り過ぎてしまうほどの淡い存在であった.細い木片が、バラパラと下強神社の森の中に蕩っているようだっ
た.あのひねくれ者の長明も、このさりげなさなら.森の木陰から、きっと喜んで僕らを屍ていてくれるのではないか.下鴨神社に出現したカゲロウのようにはかない建隻は、ETFEを用い
た面の建隻であると同時に、聲力磁石を用いた点の建隻であり、木片を骨とする楓の建築でもあった.点・鞭・面が響きあい、相互に埋め込みあいながら、人断のまわりを浮遭し、身体を守っ
てくれる。「方丈棚から八00年たって、時代は再びかなり厳しいこ七になっているけれど、だからこそ僕らはもう一塵、現代の笠を抱え、しなやかでやさしい面を抱えて.二の荒れた世艀
を、歩きはじめなければいけない.
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考察、並ぴに、提案と要望

1.否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空間の形成

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』(2020年(令和2年)3月24日火曜日養生所を考える会代表

池知和恭)、並びに当該計画に包含する『原遺跡担保計画』『原遺跡応用計画』1こついて、私達人類、又、人類の概念と

行為、並びに人類に関係する事象、並びにその他の事象、並びにその関係性に於いて、当該事象、並びに当該事象のあら

ゆる変化に関し、蓄積し、可逆性を内包し、以って、恒常的に、柔軟に包含し得る、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』1こついて、第一義に、地球の大地と地球の大気と宇宙に関する事
象である、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』について、私達人類の歩みを示唆する、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』について、私達人類、又、人類の概念と行為、並びに人類に関係
する事象、並びにその他の事叡、並ぴにその関係性に於いて、第一義の事象のうちに、之を、相対的重層的に包含する故

に、私達人類が、豊かであり、幸福である、と認識し得る事象を包含し、又、再生産し得る、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画Ⅲこついて、『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人

類の活動の空間の形成』(2020年(令和2年)4月23日木曜日養生所を考える会代表池知和恭)を包含する、と規定し
ます。

私達当会は、皆様に、当該の『原遺跡計画』を計画し実行する事、を提案し要望します。

私達当会は、私達人類の活動の空問について、宇宙と地球の自然と遺跡と人類にとっての機能を、相対的重層性、離散

的配置、レイヤー、交織、と仮定し、同時に、人類を纏う生物生命体、と仮定し、字宙と地球の自然と遺跡と人類にとっての
機能、その相対的重層性、離散的配置、レイヤー、交織、と、人類、即ち、纏う生物生命体、との、双方を階層的に接続する
事象である、と仮定します。

[仮定]

私達当会は、遺跡について、人類の非意図として、人類の意図の空隙、である、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』(2020年(令和2年)3月24日火曜日養生所を考える会代表

池知和恭)並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空間の形成』(2020年(令和2年)4

月23臼木曜日養生所を考える会代表池知和恭)に於ける、宇宙と地球の自然と遺跡と人類にとっての機能、について、
之等は、集まりながら、同時に雛れている、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『療遺跡計画』並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類

の活動の空間の形成』について、新型コロナウイルス感染症(COVID-19)蔓延に係る新常態(ニュー・ノーマル)に適合
する、と仮定します。

私達当会は、私達人類の活動の空問について、生物学がそうであるように、骨(フレーム)を構造とすると考えるよりも、
点・線・面(様々な要素)がネットワーク的にも統合したものが生物の体(私達人類の活動の空間)を支えている、と仮定しま

す。

私達当会は、皆様に、私達人類の活動の空問について、生物学がそうであるように、骨(フレーム)を構造とすると考えるよ

りも、点・線・面(様々な要素)がネットワーク的にも統合したものが生物の体(私達人類の活動の空間)を支えている、と仮
定し考察し様々な行為を選択すること、を提案し要望します。
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色晝塞二二△

0私達人類の生命体としての存在、否定され得る人類としての私達人類の在り方、その姿、又、その痕跡

私達当会は、宇宙と人類の関係について、人類がその能力の限りを尽くして宇宙を改変したとしても、宇宙の総体とその在
り方は何ら変化しない、その一方、人類は、宇宙の極めて一時的で限定的な関係性を前提に、その生命体としての存在を
得ている為に、宇宙の極めて一時的で限定的な関係性の微細な変化で、人類の生命体としての存在を消失する、と仮定L
ます。

私達当会は、嘗て、私達人類が、私達人類の活動の空間に、否定され得る人類としての私達人類の在り方、その姿、又、

その痕跡を、部分的、非意図的であったにせよ、否定せず整理することなく之を受容し、遺存してきた、と仮定します。

私達当会は、今、私達人類が、私達人類の活動の空間に、否定され得る人類としての私達人類の在り方、その姿、又、
その痕跡を、否定し整理し消去し又は美化するならぱ、私達人類は、私達人類自身の存在について、その在り方を偽り、

即ち、自らの虚妄により、自らを脆弱な事象とする、と仮定します。

0私達人類の現在と過去、
又、『原遺跡計画』並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空間の形成』

私達当会は、動物の行為とその社会について、個体の記憶とより限定された個体間の伝達をその構造とすると仮定する処、
人類の行為とその社会について、人類の個体の記憶と人類の個体問の伝達と記憶の手段により人類の社会上に伝達し記

憶し得るあらゆる過去をその構造とする、と仮定します。

私達人類の、人類の個人又は社会に於ける、私達人類による、あらゆる様々な過去、並びに、蓄積に対する、意図又は非
意図を契機とするあらゆる様々な経緯と方法に係る消失又は改変又は忘却に由来する、人類の行為とその社会に関係す

る偏倚した構造は、それでも、現生人類他様々な地球に関係する生命を支持し包含し続ける宇宙と地球の自然、又、生命
体としての人類の構造に、一致し得るでしょうか?

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人

類の活動の空間の形成』について、現代の人類の行為とその社会に関係する構造に関し、私達人類に対し、人類の個体
の記憶と社会上の又環境への記憶、過去、蓄積、又、その認知、認識、解釈、関係を媒介させ、地球に関係する生命を支

持する宇宙と地球の自然、又、生命体としての人類の構造に、一致させ、又は、近似させる試行である、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並ぴに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人

類の活動の空間の形成』について、人類の活動の空間に関し、現生人類の出現以来、又、近代への道程と共に試みられ
た、概念的存在としての人類に係る活動空間、から、身体的存在としての人類に係る活動空間、への、・自覚して行う、転換、
転回、又は、還元である、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人
類の活動の空間の形成』について、人類の活動の空間として、人類の活動をその空間に内包しつつ、同時に、その公共の

空間としての構造に於いて、又、その空間に包摂する人類の心理に於いて、新型コロナウイルス感染症に於けるクラスター

(集団感染)発生の要素とされる、「3つの密一①換気の悪い密閉空間②多数が集まる密集場所③間近で会話や発声
をする密接場面」、を解消する要素を内包する、と仮定します。

0私達人類の過去の蓄積と継承、現在、未来

私達当会は、私達人類について、他の生命体と異なり、私達人類の知性によって、個体の個別の生命に由来する私達人

類に関係する過去に関する記憶の蓄積を、その集団に於いて、共時的通時的に、私達人類の時空を超えて、蓄積し継承し

これを引見し体験し、引用し得る処に、生命体としての特異性がある、と仮定します。

私達当会は、私達人類の現在、並びに、予定し得る朱来、について、全て、私達人類に関係する過去に関する記憶、又は、

その過去に関する記憶の蓄積と継承によって、構成され構造されている、と仮定します。

私達人類の私達人類に関係する過去に関する記憶の蓄積とその継承の媒体は、多様です。生命体としての身体、個体
の心的な記憶、言語を媒介する個体の認知と認識、画像と言語と文字を媒介する他者への伝達、印刷や装置や土木や建

築などの技術、技術の成果たる事象、任意の集団、社会、地域、国家、遺跡、自然、観察、思惟、行為、論理、発見、発明、
革新、解釈、哲学、宗教、思想。
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私達当会は、私達人類に関係する過去に関する記憶、又は、その過去に関する記憶の蓄積と継承、又、その媒体、につ

いて、之を、私達人類の意図と非意図に於いて、一旦、破壊し、滅失すれぱ、之を、修復し回復することは、不可能であり、

私達人類の記憶と時空から永遠に失われ、私達人類の存在の可能性に於ける欠失となる、と仮定します。

私達当会は、私達人類の意図と非意図に於いて、私達人類の記憶の蓄積とその継承、又、その媒体、を破壊し滅失する
ことにつぃて、私達人類、又、私達人類と宇宙と自然の関係性、を破壊し滅失することであり、又は、私達人類、又、私達

人類と宇宙と自然の関係性、その一部の破壊と滅失を、一挙に、又は、日々、累積することであり、私達人類の存在の可

能性に於ける欠失を、一挙に、又は、日々、黒積すること、であると仮定します。

0私達人類の以前

私達当会は、私達人類の思惟や行為に価値がある、その以前に、私達人類、又、他の共時的通時的な事象の存在、同
時に、その相互の関係性に価値がある、と仮定します。

0私達人類の存在を埋め込む宇宙と地球の自然

私達当会は、私達人類について、私達人類の概念が、如何に、宇宙と地球の自然を逸脱し、又は、逸脱しようとしても、私

達人類の存在は、宇宙と地球の自然に埋め込まれているので、之を逸脱することはできない、と仮定します。

0私達人類の、私達人類による、私達人類の事象の保全、継承、受容

私達当会は、皆様に、私達人類について、私達人類が、これ等の全ての事象を、人類の意図、乃至、非意図に於いて、保
全し、継承し、即ち、受容すること、を提案し要望します。

0人類と親密な(インティメイト:intimate)関係を具現した、丁寧な、行き届いた、人類の活動の空問、人類の世界、地方

私達当会は、例えぱ、物理的には小さく、且つ、あり方としても小さい、「負けている」と人々が感じられるような土木と建築
による、同時に、宇宙と地球の自然と遺跡、人類の存在と世代を超える、長期的な、過去、即ち、時間軸、又は、基盤、前提

条件としての宇宙と地球の自然、に編み込まれ、且つ、生命体としての人類の身体のあり方と大きさ、並びに、存在性の連
続、に呼応する、人類と親密な(インティメイト:1ntim甜.)関係を具現した、丁寧な、行き届いた、人類の活動の空間を、実
態として、形成できる可能性が、人類の世界、就中、地方にはある、と仮定します。

0私達人類たる生命体にとって、取捨し選択する必要がない事象の揺勤と揺動の軌跡としての全体

宇宙と地球の自然の全ての事象の関係性の揺動と揺動の軌跡としての人類の活動の空問、就中、私達生命体としての人

類が知覚し認識できる限定的な形態乃至時空が、例えば、自然であり遺跡である、と仮定します。

私達当会は、宇宙と地球の自然の全ての事象の関係性の揺動と揺動の軌跡としての全体のうち、とりわけ、私達生命体と
しての人類が知覚し認識できる限定的な形態乃至時空は、私達生命体としての人類が、生命体である為に、必要不可欠

最小限の事象である筈、と仮定します。

私達当会は、私達生命体としての人類が知覚し認識できる限定的な形態乃至時空は、私達人類たる生命体に於いて、そ
の非意図に於いて、既に、取捨し選択した事象である、と仮定し、最早、私達人類たる生命体にとって、その意図又は概念
に於いて、之を、取捨し選択する必要がない、と仮定します。

0近代、科学、普遍、特異、作家性、周辺としての個別性多様性と例外、効率

私達当会は、近代から現代にかけて、私達人類が、科学が人類の問題を解決すると考え、私達人類に於ける権力が、政
治から科学へと移転したとされる時代、その私達人類の行為について、私達人類は、選択たる抽象の方法に基づき、普遍
との概念を設置し、之を希求し、同時に、事象の個別や多様について、特異たる作家性芸術性としての評価によって、之を

代表させ、之によって普遍を補足し、人類の選択と行為としての総体を体系的に調整しようとするシステムを創出した、と仮

定します。
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私達当会は、普遍と特異たる作家性芸術性としての評価による人類の行為への包括的で体系的な選択の意図に関するシ
ステムにつぃて、私達人類は、当該システムの下で、普遍と特異たる作家性芸術性としての評価の周辺、即ち、個別で多
様な事象の実態や例外とする事象を、考察の対象の範囲外と認識してきた、と仮定します。

私達当会は、普遍と特異たる作家性芸術性としての評価による人類の行為への包括的で体系的な選択の意図に関するシ
ステムにつぃて、集団たる人類の要求に応える事象に対して、簡便に選択し行為できる道筋、即ち、効率への体系、として
のシステムである、と仮定します。

私達当会は、普遍と特異たる作家性芸術性としての評価による人類の行為への包括的で体系的な選択の意図に関するシ
ステムにつぃて、私達人類が、私達人類の近代として認識する事象を形成するシステムである、と仮定します。

0私達人類の過去の記憶からの逸脱、緊急事態

私達当会は、私達現代の人類について、私達人類が、宇宙と地球と人類の自然と意図について知っていることはごく僅か
であるにも関わらず、私達人類は、創造や発明や競争として、又、忘却により、私達人類にとって唯一確実である筈の、私
達人類の過去の記憶、時に、その蓄積、を逸早く逸脱しようとし、又、意図せずとも逸脱する、と仮定します。

私達当会は、私達人類が、創造や発明や鼓争の結果として、又、忘却の結果として形成する、私達人類にとって唯一確実
である筈の、私達人類の過去の記憶、時に、その蓄積、を逸脱した事象について、確実を欠き、不安定であるとすれぱ、常
に、これ等に関連する全ての事象が、緊急事態の許にある、と仮定します。

0私達人類の蒐集

私達当会は、私達人類の行為たる蒐集について、皇帝と国王のシステムでは、人類の命と人類の存在を消費して人類に
関する土地を蒐集し、宗教家のシステムでは人類の知性を漬費して人類を蒐集し、資本家のシステムでは人類に関する差
異を消費して人類のシステムである資本を蒐集し、人民のシステムでは人類の経験を消費して人類の記憶を蒐集する、と
仮定します。

私達当会は、私達人類の行為たる蒐集にっいて、人類の蒐集の契機は、人類の生存の知恵の過秦1と、それぞれの蒐集
のシステムのそれぞれの主体のそれぞれの栄耀栄華と緊張感(thri11:スリル)への麻藥である、と仮定します。

私達当会は、私達人類の行為たる蒐集について、任意の人類による、特定の人類のシステムの蒐集である、と仮定します。

私達当会は、人類の行為たる蒐集、任意の人類による、特定の人類のシステムの蒐集について、特定の人類のシステム
のプラットフォーマー(運営者)になることであり、その権力を掌握することであり、他者たる人類を支配し得る事象を獲得す
ることである、と仮定します。

0私達人類の問題解決、生命科学と思想・哲学

私達当会は、人類の問題解決に関する人類の社会の根源的な事象、社会的共通資本について、"人類のことは人類に聞
け"と仮定し、生命科学と思想・哲学がその事象、社会的共通資本となる、と仮定します。

0新常態(ニュー・ノーマル)

新常態(ニュー・ノーマル):私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定され得る人類として
の人類の在り方を顕現する人類の活動の空間の形成』について、私達人類による様々な事象への理解と大気たる通風と
人類の尊厳と人類のソーシャル・ディスタンシングと人類のにぎわいを同時に包摂し褐る人類の活動の空問である、と仮定
し、之を、提案し要望します。
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旦豊室七壁^

・近代の方法としての人工として形成されるヴォリュームの解体(時に解消)、又、閉じた空間から解放された空問への還元

の方向性(ベクトル)の形成

ーー枠組み、概念、抽象、さらに、細部、実態、具象、ヘ

・地球上に現生人類が出現する以前と以降の自然、並ぴに、地球上に現生人類が出現して以降の、現生人類の活動の痕

跡、即ち、時に自然と人工に対する改変、即ち、活動の結果、即ち、遺跡一一遺跡の保存と活用と継承

ーー意義、価値、さらに、存在、在り方、ヘ

・フレキシビリティ:私達当会は、あらゆる現生人類とその状況に最も柔軟に対応できるシステムにつぃて、之を、類型と
しての現生人類出現以前以降の宇宙と地球の自然である、と仮定します。私達当会は、類型としての現生人類出現以前
以降の宇宙と地球の自然について、現生人類が出現して以降20万年~15万年程のあらゆる現生人類とその状況に、又、
現生人類出現以前以降のあらゆる地球に関する生命体とその状況に、可能な限り、柔軟に対応し、又は、之を包含し、継
続させてきた、その実綬がある、と理解します。

ーー改変、変容、さらに、過程、原点、ヘ(可逆性)

・時空と行為と思想・哲学の開放

(共時的通時的又認識上の開放.グローバル時代若しくほポストグローバル時代の事象)

ーー科学との側面では、私達人類の個体の科学的論理的態度の成熟と科学に依存しない姿勢の両立

ーー呪術的様式と危機管理の関係性への認識
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全」嵳塞三ご旦

0私達人類の活動の空問の形成について

私達当会は、私達当会が提案L要望する『原遺跡計画』並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類
の活動の空間の形成』について、私達人類の活勳の空問に於ける、離散的配置又はレイヤー/グラデーシヨン/肌理(テ
クスチャー)/階層/クッションによる空問構成、ひいては、私達人類の活動の空間に於ける、私達人類の、三次元のカル
テジアン・グリット並ぴに透視図法/遠近法たる概念に依拠する空間把握の無効化、並びに、空間の構成に於ける構成的な
ヴォリュームの解体と解消でもある、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、配置と機能の交錯、編み込み又は織り込み、を主調とする雛散的空間の形成、同時に、
空問の分断又は囲い込み又は閉鎖と機能の集約又は集中を主調とする構成的なヴォリコ.ームの形成の解体によって、画
一的で分断され同時に閉塞的な空間の印象と実態を解消し、さらに、共時的に、開放的で連続的で多様な変化に富む、透
明感のある又は軽快な又はりズミカル又は音楽的な又は自由な様々な空間の印象と様々な作用を顕現する、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、空間の情報を、視覚、聴覚、嘆覚、味覚、触覚等の感覚のうち、主に、視覚から摂取す
ると考え得る処、感覚上の全体の大きさと部分又は要素たる、例えぱ、概念上の構成としての点、線、面、又、存在上の配
置やレイヤー/グラデーション/肌理(テクスチャー)/階層/クッション、との相対的な大きさの関係は、私達人類の当該
の空間に対する認識上の印象又は私達人類にとっての当該の空間に於ける関係上の作用を主調的に支配し得る、と仮定
します。

私達当会は、私達人類について、私達人類の現代に於いて、私達人類の科学と技術と図式により、私達人類にとっての

身体的スケール、並びに、私達人類にとっての身体性、を様々に超越し、又は、逸脱する造形が可能である、と仮定します。

私達当会は、生物、並びに、私達人類の活動の空問、即ち、生物、並びに、私達人類の存在の環境について、生物、並び

に、私達人類にとっての身体的スケール、例えぱ、生物、並びに、人類にとっての基準面や人類にとっての肌理(テクス
チャー)として出現する、を喪失すれぱ、生物、並びに、私達人類は、その環境を自分のものとすることができず、その環境

を生きることができない、その世界に棲息することができない、生きていくことができない、と仮定します。

私達当会は、私達人類の活動の空閻並びに人類の活動、行為について、地球の又その土地の大地が基準面である、と
仮定します。

(・ーーしかしミースの作った空間も、僕にとってはあまり居心地がよくない。線を主役にしたにもかかわらず、空問を効

率的に閉じる二とだけが優先されていて、日本の伝統建築に存在していたような、点・線・面が自由に浮遊する楽しさ、透け
感が全く感じられないのである。ミースもまた、閉じることを至上命令とする、二0世紀という時代の子であっナニ。僕は空

調のよくきいたガラス張りの超高層ビルにいると、牢獄の中にいるように感じる。ガラスで作れぱ、透け感があるというもの

ではない。二0世紀をりードし、モダニズム建築を建築史全体の中に位置づけようと試みた建築史家、コーリン・ロウ(一九
二0一九九)ほ、「実の透明性」と「虚の透明性止を区別して、二0世紀のガラス至上主義に警鐘を鳴らした。ガラスを使え

ぱ自動的に透明になるという単純、素朴な透明性の追求を、彼は「実の透明性」と呼んだ。ガラスを使わなくても、層状の空

間構成によって、背後に存在する、実際には見えない空間を暗示する方法を、彼は「虚の透明性」と呼び、高く評価した。
ロウは「虚の透明性」の例として、ガラスが大量に使われるはるか以前の、イタリアのマニエリスム期の建築家、アンドレリξ
ラディオ(十五0八ーハ0)の建築について論じ(図2)、その奥行きを示唆する、洗練された知的な空間構成を賛美してい

る。しかし、「虚の透明性」ということでいえぱ、ガラスを一切使うことがなかった明治以前の日本の伝統木造建築に及ぶ
ものはない。十二単のように何層にも重なった層状の空間構成、そして襖、障子などの可動建具の併用によって醸し出され
る透明感は、パラディオも遠く及ぱない。にもかかわらず、コーリン・ロウは、日本について言及しようとはしなかっナこ。ロ

ウは、コンクリートと鉄とガラスの時代を生きて、その制約の外側にある日本の伝統建築は、視界の中に入っていなかった

のである。ロウほどのすぐれた歴史家でも、二0世紀的な素材の制約の中でしか、建築を考えようとしなかったのである。

『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店方法序説日本建築の線とミースの線 PO07・PO08)
(・・ーギブソンは構成という概念を拒絶し、代りに肌理(テクスチュア)を問題にしナニ。生物の心理、行動が、環境の構成

によってではなく、環境の肌理によって決定されるということをイ実証的に突き詰めていったのである。環境を点・線・面によ

る「構成」と捉えずに、点・線・面が作る「肌理」として捉えることで、彼は、世界と生物、環境と心理との関係に深く、そして科
学的に分け入ることができたのである。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店方法序説構成の

カンデインスキーから肌理のギブソンへ P010・P011)

(ギブソンは、世界を三次元のヴォリュームから解放したといってもいい。世界は連続するヴォリュームではなく、無数の点

や線の組み合わせが作る、肌理の集合体であると彼は再定義した。彼にそれができたのは、ひとつには心理学者として
スタートしながら、心理学の暖昧性飽き足らず、生物学へと踏み込み、生物の身体をべースにして、その環境認識の有様を

把握しようと試みたからである。彼は生物の網膜の構造にまで立ち入ることで、肌理という暖昧なものを科学化し
ギブソンはまず、人間がどのようにして、空間の奥行き、対象との距離を測定しているかに注目した。通常、.....

^0

左右の眼の視差を用いた立体視によって、人間は対象との距雛を測定するとされてきた。しかし、高速で移動するパイロッ
ト1土.カ'は柳キ伸弓こ山がマ=去ない.人間ぱ.宰問に存存する点.錦キ用いt,空問の庫1〒去キ測党1.、白分の鞠動tる凍庶
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を計り、対象との距離を測っていたのである。それゆえ、空間に、点や線などの粒子が存在しないと、人間は不安になる。
人間だけではなく、すべての生物が、粒子のない世界には棲むことができない。自分のまわり1こ粒子がないと、自分と世界

とをつなぐことができないからである。生物には粒子が必要なのである。環境とは、点・線・面の構成ではなく、点・線・面
が作る肌理であると、僕が考えるに至ったきっかけは、ギブソンから与えられた。肌理という概念を教わった二とで、点・線・

面が、従来の構成主義的アプローチとは全く違った姿で、僕の前に姿を現わしたのである。全く逆に、二0世紀の初頭

に登場したモダニズム建築は、粒子の価値を認めず、白い抽象的空間、ホワイト・キューブを指向した。しかし、そのような

空間に放り込まれてしまったら、生物は生きていくことができない。実際には、モダニズム建築が追求した白い空間の中にも、

家具、照明器具、小物などの様々な粒子がぱらまかれていた。だから人間は、モダニズム建築の中でも、生きながらえるこ

とができたのである。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店方法序説ギブソンと粒子 P011・
P012)

(市松模様のような、点がパラパラと浮いているような状態を、離散的状態と呼ぶ二とがある。僕の恩師である建築家

の原広司(一九三六一)は、そもそも数学で用いられていた離散という言葉を建築の世界に持ち込んだ。原先生は、教

鞭をとっていた東京大学の学生と、世界の辺境の集落を調査し、その配置を図面化し、そこから未来の都市、未来の建築

のヒントを得ようと試みていた。その集落研究で、原先生は数学的手法の建築への応用を試みた。・・・学生であっ

た僕らと原先生は、一九七八年の冬、西アフり力、サハラ砂漠周辺の集落を、二か月かけて共にジープで旅し、調査した。

旅の途中、原先生はさかんに鼈散という言葉を使っナニ。サハラ周辺の集落は、小屋が隙間をあけながら集合する、コンパウ

ンド住居という形式で知られている(図65・図66)。この地域では一夫多妻制が一般的な婚姻形態であり、夫はそれぞれの

妻が住む小屋を日ごとに廻って、その中の一軒で食事をして、妻や子ども達と泊まる。それぞれの妻に付属する小屋が、中
庭を中心として、ゆるやかに雑然と集合する形態を、原先生は離散的集落と呼んだ。点と点が距籬を置いて、ゆるやか

に雑然と集合している状態が離散的であり、その対極にあるのが、点と点が密着して、隙間のない状態である。離散的状態

こそが、人間関係の理想であり、すべての点が密着した状態の究極がファシズムではないかと、砂漠を旅しながら僕らは議
論した。未来の建築は、サハラのコンパウンドのように、離散をめざさなけれぱいけないと、砂漠の中で、火を囲みながら、

僕らは語り合っナ=。ー・・雛散数学は、現代の数学の中の重要な分野であり、世界を連続体ではなく、パラパラとした粒

子的なものと捉えた途端に、世界の新しい貌が見えてくることを、僕は数学から教わった。籬散は単に建築の平面的な
配置に関わるだけではなく、素材もディテールも、建築のすべての領域に適用できる概念であっナニ。そして、離散とは、点の

別名に他ならない。.『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点哉散性とサハラ砂漠 PI04・PI06)

白本の伝統木造建築では、しぱしぱ線と線を、ずらして組み上げる(図9)。いわぱ、材木という線の上に、もう(・・・・・

一本の材木をそっと載せる。ずらすことによって、材木に欠き込みを入れる必要がなくなり、その結果、断面の欠損が起こら

ないので、一本一本の材木すなわち線の強度を保つことが可能となる。しかも接点はずれていても、力はスムーズに伝達さ
れることを、日本の大工は経験的に理解していナ=。日本の木造はずらしの木造であったといってもいい。線と線が一点で

交差する、西欧流のカルテジアン・グリッド(デカルト流の直交グリッドX図10)とは別のやり方で、線が編まれていたのであ

る。西欧の近代の数学と工学のべースになっていたのは、きまじめなカルテジアン・グリッドである。しかし、接点をずらす二
とで線はより軽やかに自由になり、空問に動きが生まれることも、日本の大工は知っていた。そしてずらしによって、線材と

線材とが分節され、線が面とならずに線のままにとどまり、軽やかさ、透明感が生まれてくることも、大工は熟知していたの
である。カルテジアン・グリッドが図式的で、幼稚な畿何学に依拠していたのに対し、日本のずらしの木造は、経験主義的で

『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店線丹下健三のずれた線あり、しなやかであった。 ●■■●■

P115・P116)

(広重の夕立の細い線
日本の伝統木造が長い時間をかけて磨いてきた細く、.移動するする線を、再び取り戻すことはできるだろうか。あるいはア

フり力の熱帯雨林の草のカゴのような細い線を、現代の建築に導入することはできるだろうか。細い線が復活した時どのよ

うな建築が生まれ、どのような都市が生まれ、人間と線とはどのような関係を取り結ぷことになるのだろうか。僕が二の課
題を意識して、最初に線に取り組んだのは、那珂川町馬頭広重美術館(二000年X図37)であった。浮世絵画家の歌川

広重(一七九七一ーハ五八)の美術館の設計を依頼され、広重の作品を研究し、広重にとっていかに線が重要であるかを
知った。大きなきっかけを作ってくれたのは広重の代表作「大はしあたけの夕立」(名所江戸百景X図38)である。「大は

しあたけの夕立」の線は、芸術の世界に革命をもたらした二人のアーティストに、絶大な影響を与えた。一人は印象派の

巨人であるヴィンセント・ヴァン・ゴッホ(ーハ五三一九0)であり、もう一人は、二0世紀のモダニズム建築の巨匠であり、建

築の透明化をめざすムーヴメントの最初の一歩を踏み出したアメリカの建築家、フランク・ロイド・ライトである。 ●■■■■

では「大はしあたけの夕立」の何が、二の二人の革命的芸術家を引き寄せるのだろうか。タ立の雨の線に秘密があった。

一九世紀までの西欧の画法は、重たいヴォリュームの支配する重たい世界であったと二人は感じ、ヴォリュームを解体しよ

うと苦闘した。その二人が、広重の線と出会い、広重をヒンジとして、新しい世界へと踏み出していったのである。「タ立」

の線を、細かく点検してみよう。一番手前に、タ立が線で描かれ、その線の東によってひとつのレイヤーが出現する。ヨー
ロッパ絵画の基本手法である透視図法によらずに、薄いレイヤーの重ね合わせによって、空間に三次元的奥行きが与えら

れている。ルネサンスに登場した透視図法の基本は、近く1こあるものを大きく描き、遠く1こあるものを小さく描くことである。

遠近法と呼ぱれるその手法によって、三次元の奥行きが容易に表現されるようになっナ=。一方の広重は、透視図法と全く別

の方法によって、空間の奥行きを表現したのである。r夕立」では、川を渡る橋は、遠くに向かっているのにもかかわらず、橘

の幅が小さくならない。同じ幅のままで対岸に到達する。そして大橋の橋桁は細い線で構成された透明なスクリーンとして
描かれる。線が創造する透明性によって、川の手前側と向こう側との距離、奥行きが表現される。大橋が細い木材を組み

合わせて作った木造の橋だから、橋を透明なスクリーンとして表現することが可能となったのである。'木造の橋と透明性は、

深く、分かちがたく結びついている。木造と空間の奥行きは結びついている。日本は木造の国だからこそ、透視図法を必要
少1.えtか「ナー山羊,い弄る."".1.か1'.「大1士1'キ、ナー1十のタカ'1の狽から昂弄冬、.人工◆白然寺同夙Ⅱこキ島司ブ〒焼1士.1大重羊
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術館の線の線のデザインに大きなヒントを与えてくれた。自然とは何か、人工とは何かということを考える、大きなきっかけと
なった。.『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店線広重の夕立の細い線 P136・P140)

このようにグラデーショナルに線を変化させ、種類の違う線でレイヤーを作りながら、自然と身体とを、外と内と.....

をスムーズにつなげようと試みた。透視図法を持たないアジア、必要としないアジアでは、この手法を、長い時間をかけて洗
練させてきた。絵画においても、建築においても、透視図法によらずに奥行きが表現され、身体と世界とがスムーズにつな
がれていったのである。広重はそれを見事に使い二なした。結果、西欧のゴッホやライトが震捕するまでに線を使いこなした

のである。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波害店線夕立の建築 P143・P144)

(・・一柱の配置と同様に、あるいはそれ以上に大事だと考えたのは、大地の連続性である。白樺の森の地面を覆い

つくしている苔を、チャペルの中の床にも、そのまま延長しようと試みた。いわぱ室内に大地を延長しようとした。室内に延長

された苔庭の上に、アグノルでつくられたべンチが配置される。透明なべンチは、床の連続性を邪魔しない。身体を支える床、

基準となる床面、すなわち大地が連続していくことが、何よりも重要だと考えた。生物にとって、身体を支える床面がいか
に重要であるかは、ジェームズ・ギブソンのアフォーダンス理論の核心である。生物は、左右の目の立体視によって空間の
奥行きを測定しているのではなく、基準となる水平面の上の、様々な粒子や線を用いて、空間の奥行きを知り、空問の広が
りを測定し、空間を自分のものとしていることを、ギブソンは発見した。基準面が存在することによって、その面に属する点や

線がひとっの音楽を奏で、そこにりズムが生まれる。基準面がなけれぱ、いかに点や線が存在しようとも、りズムも音楽も生
まれず、生物はその環境を自分のものとすることができない。その環境を生きることができない。日本の伝統建築の床
に刻まれた線一ーたとえぱ畳のへり、貼板と貼板との継ぎ目の意味を、ギブソンのアフォーダンス理論は、見事に説明する。
能舞台の一枚の床板は一八尺幅と決まっていて、能面によってほとんど視界を遮られた能役者は、足裏で床の線の感触を
確かめ、その線の数を数えながら、自分の位置を測定し、次の一歩を踏み出していく。畳に基準寸法があるのは、引っ

越しの時や部屋の面積の測定に便利だからというだけではない。空間の奥行、物と自分との距離を一瞬で測定し、自分の

居場所を確認するために、畳は伺一寸法に作られ、畳のへりという線によって、空間が自分のものとなるのである。そのた
めに畳のへりは、布でできた線によって強調され、さらに畳に目を近づければ、藺草の繊維でできたもうひとつの線の束が

出現して、自分の位置情綴、歩いている速度を、さらに高い精度で、僕らに教えてくれるのである。:『点・線・面』2020年
2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店線生と死の境をさまよう線 P153・P154)

(杭州の中国羨術学院民芸博物館(二0一五年)の敷地は、もともと茶畑であった。茶畑独特のゆるやかな斜面に寄り添
うような建築を作って、屋根をすべて瓦で葺こうと考えた。しかし、瓦で葺きさえすれぱ、自動的に、景観になじんだ建物がで

きるというわけではない。ひとつの屋根が大きすぎると、その面の大きさに比較して、それを構成するひとつの点、すなわち
一個の瓦のサイズが小さすぎ、いかにひとつひとつの点にランダムなバラツキがあったとしても、点は大きな面の中に埋没

して、のっぺりとした印象を与えてしまう。その危険を避けるため、大屋根を作るのではなく、民家と同じようなスケールの小

さな屋根を単位とし、その小さな屋根が無数に集合した、村のような風景を作ろうと考えた(図51)。小さな屋根の中に置くと、
バラツキのある瓦は全体に埋もれずに、しっかりと独立した点として、自分の存在を主張してくれるだろう(本章扉写真)。点

の建築を作る時に重要なのは、点と全体のバランスである。僕はしぱしぱ点を階層化して、段階的に全体へとつなげ、環境
へとつなげていく。小さな屋根の下には、小さな菱形の平面形をした空問が集合していて、その小さな空間が、茶畑の微

妙に傾斜した地形を、三角形分割の手法でなぞっている。建築が全体として大きかったとしても、階層化の方法を上手に用
いれぱ、生き生きとした点のきらめきを失わずに、小さな点と、大きな全体とがゆるやかにつながることができ

『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点点の階層化とエイジング P0鵠・P090)る。 ●●風●■●

(杭州の博物館では複雑な地形を三角形を単位として分割しナこ。四角形ではなく三角形を単位とすることで、どのような複

雑な曲面でも、三角形の集合体として近似できる。その意味において、四角形は面であるが三角形は面であると同時に、点

の自由さを持っている。四角形は不自由であり、三角形は自由である。建築は通常、四角形を単位として作られる。平面
も、立面も、四角を単位として、建築は作られてきた。しかし、四角形は融通がきかないということに気づいた建築家が何

人かいる。・フランク・ロイド・ライト(ーハ六七一一九五九)は、自然の原理に基づく建築を様々な形で試み、三角形の可能

性に注目していた。ライトの影響を受けたバックミンスター・フラー(ーハ九五一一九八三)や、ルイス・カーン(一九0-一七

四)も、三角形に大きな関心を抱いていた(図55・図56・図57)。・ー・:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾

岩波書店点自由な点としての三角形 P093)

(点の大きさについて、大きなヒントを与えてくれたのは、鉄道の枕木の下に敷かれた砂利の寸法にまつわる研究である。

鉄道のレール、枕木、砂利とが重層することで、車体の荷重は分散され、大地というやわらかなものに、ダメージを与えるこ

とがない。レールにおいては、まず線状の鉄がしなることで荷重を分散し、その力が枕木という線に伝達され、枕木にかかっ

た荷重は、その下に敷かれた砂利によって分散される。その階層的な力の分散によって、地面は窪んだり、裂けたりするこ

とがない。こ二で重要なことは、砂利が接着されることなく、それぞれの砂利が自由に動き、自由にずれることである。砂

利が拘東された点ではなく、自由な点であることによって、砂利の山全体が、クッションの役割を果たしているのである。

この自由を保証するのが、砂利の大きさである。枕木の下に砂利の代わりに砂を敷くと、砂という小さすぎる点の集合体は、

力を分散させることができず、荷重は集中してしまって、地面にダメージを与える。経験の積み重ねによって、最も適切で経

済的な点の大きさ、すなわち砂利のあの大きさに到達したのである。このエピソードほ自然と建築の関係を考える上で、

大きな示唆を与えてくれる。大地という自然と、車体に乗っている人間との間に、様々な点と線とが介在し、その二つをス

ムーズに、そして階層的につなげている。建築もまた同様にして、自然と人間をスムーズにつなげるものでなけれぱならな

い。枕木の下に敷かれた砂利が理想である。その砂利のように、一見、自由でゆるやかでありながら、実際には見事なクッ

ションとして、その二つをつなぐ建築を作ることができないだろうか。コンクリートのようにガチガチのものを介在させるのでは

なく、様々な自由な粒子を媒介として、この小さくてやわな身体を、自然という大きなものにつなげていきたい。民主主義的
な建築があるとしたならぱ、線路の砂利のようなものではないかと、僕は考える,あのように自由で、罰のようにしなやかな
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ものである。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点線路の砂利という自由な点 PI01・PI03)
広重美術館を設計しながら、自然の線と人工の線の差は何だろうかという問題に突き当たった。広重美術館の基本

原理は、裏山の杉の木の生の荒々しい線、木立の生の線から、最も内側のレイヤー、和紙の裏に影としてだけ存在する抽

象的な細い線へと至るグラデーションである。縄文から弥生、平安、数寄屋へというグラデーションといってもいい。杉の木

立は樹皮がついたままで、しかも、ランダムな配列を持っている。ランダムな線の意味と効果を、広重は熟知していた。雨を

描く時に、広重は均一な細い線が作るシンプルなりズムの中に、ランダムな線をまぎれ込ませナニ。広重は自然というものの
本質がバラつきにあることを理解していて、角度の違う線を、雨の中にまぎれこませ、線を雨へと昇華させたのである。人の

描いた線が、自然へと変身を遂げたのである。スコットランドでヴィクトリア&アルバート博物館の分館、V&A・ダンディ

(二0一八年X図46)を設計した時に、この方法を応用して外壁をデザインした。ダンディはテイ川の河口に位置する街で、

V&Aの敷地は、街の南のエッジにあり、テイ川の河口に面していた。われわれは、川にはり出すようにして、建築をデザ

インした。実際に建築の一部を、水の中に建てたのである。通常、自然の脅威から建築を守ろうとする結果、建築は自然と
は距離を置いて建てられ、自然とは異質のもの、違う領域に属するものとしてデザインされる。

自然と建築との差異、距離の強調が、西欧の建築デザインの基本であった。差異を示すために、建築を基壇と呼ばれる

台で持ち上げ、ピロティという名の柱で浮かしたのである。ピロティを生み出した二0世紀のモダニズム建築も、西欧の方法

の正統的な嫡子であった。しかし僕らは、建築を川の中に建てることで、自然と人工との中間的な物を作り、自然UIDと

街をシームレスにつなごうと考えた。西欧建築を支えてきた、自然と人工との対比を否定し、自然と人工とを境目なく、ゆるく、

やわらかくつなげようと試みたのである。では、どのような形態が、自然と人工の中間物にふさわしいだろうか。ヒントを

与えてくれたのは、ダンディの北に位置する、スコットランドのオークニー諸島の海岸の崖であっナ=(図47)。大地と水の接

点に、純粋な幾何学は存在しようがない。大地も水も多くのノイズを包含しているから、その接点である崖は、必然的にゆが

み、バラつき、暴れるのである。海からそそり立つ崖は、海と陸との長い闘いの結果、幼稚で図式的な幾何学から逸脱し、
襄一ーすなわちランダムな線の集合体へと到達する。自由で複雑なその線は、広重の雨のように、無数のノイズを包含す
る。その崖のように粗くランダムな建築を、海と陸の境に建てようと考えた。 このダンディのウォーターフロン■●包巨●

トは、かつては倉庫群が並ぴ、人の気配のないさびれた場所だった。工業化社会が世界中に作り出した、人工物の残骸で

あった。その自然と人工とのはざまの空白に、自然と人工の中問的な存在を作ることで、街と自然をつなぎ直した。崖から

多くのことを学び、広重の夕立からも多くのヒントをもらって、ダンディの街はもう一度、川とつながり、自然と接合されナこ。
『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店線 V&A・ダンディの線描画法 P144・P148)

、"、^M -゛ r^ ^■^.^■●●一^、'ー^●^,.^

私達当会は、視覚上の全体の大きさと部分又は要素の大きさの関係は、例えぱ、何を視覚上の全体とするかその範囲、即

ち、スケール、によって相対的に変化する、と仮定します。

・スケールについて

私達当会は、例えぱ、何を視覚上の全体とするか、即ち、スケールは、視覚の主体の回転の移勳や、水平の移動や、垂直

の移動によって変化し、移動の速度やその変化は、スケールとその変化の質を変容する、と仮定します。

私達当会は、例えぱ、視覚上の日常的なスケールは、自身の姿勢、又、身体的な周辺、近景、中景、遠景、によって規定さ
れ、高所からの眺望、遠望や傭瞰は、また、性格の異なる規定を形成する、と仮定します。

●'●^■

私達当会は、私達人類について、例えぱ、私達人類を主体として把握する場合と私達人類以外の事象を主体として把握

する場合で、スケールは変化すると認識することができる、と仮定します。

私達当会は、私達人類の現代に於ける活動の空間について、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定さ

れ得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空間の形成』が、私達人類の活動の空間に於ける、私達現代

の人類の生命の行為としての、創造性、快適性、活動の効率、の発現を定義する、と仮定します。

・私達人類の現代に於ける活動の空問について
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0人類の思念、行為、又は、集団としての文化が、人類の知の体系、即ち、学術、学としての科学、技術、又は、社会的生

産形態、に先行する、との仮定

(前章で見たとおり、サピエンスは一五万年前にはすでに東アフり力で暮らしていたものの、地球上のそれ以外の場所に
侵出して他の人類種を絶滅に追い込み始めたのは、七万年ほど前になってからのことだった。それまでの八万年間、太古

のサピエンスは外見が私たちにそっくりで、脳も同じぐらい大きかったとはいえ、他の人類種に対して、これといった強みを

持たず、とく1=精巧な道具も作らず、格別な偉業は何一つ達成しなかっナニ。それどころか、サピエンスとネアンデルタール

人との問の、証拠が残っている最古の遭遇では、ネアンデルタール人の縄張りだったレヴァント地方(訳注地中海東津の地

方)に移り住んだが、揺るぎない足場は築けなかった。敵意に満ちた先住民がいたり、気候が厳しかったり、地域特有の馴

染みのない寄生生物に出くわしたりしたのかもしれない。理由はなんであれ、サピエンスはけっきょく引き揚げ、ネアンデル

タール人は中東に君臨し続けた。学者たちはこのような乏しい実糠に照らして、これらのサピエンスの脳の内都構造は、

おそらく私たちのものとは異なっていたのだろうと推測するようになった。太古のサピエンスは見かけは私たちと同じだが、

認知的能力(学習、記憶、意思疎通の能力)は格段に劣っていた。彼らに英語を教えたり、キリスト教の教義が正しいと信じ

させたり、進化論を理解させたりしようとしても、おそらく無駄だっただろう。逆に私たちにとって、彼らの言語を習得したり、

考え方を理解したりするのは至難の業だろう。だがその後、およそ七万年前から、ホモ・サピエンスは非常に特殊なことを

始めた。そのころ、サピエンスの複数の生活集団が、再びアフり力大陸を鼈れた。今回は、彼らはネアンデルタール人をはじ

め、他の人類種をすべて中東から追い払ったぱかりか、地球上からも一掃してしまった。サピエンスは驚くほど短い期問で

ヨーロッパと東アジアに達した。四万五000年ほど前、彼らはどうにかして大海原を渡り、オーストラリア大陸に上陸しナ=。

それまでは人類が足を踏み入れたことのない大陸だ。約七万年前から約三万年前にかけて、人類は舟やランプ、弓矢、針

(暖かい服を縫うのに不可欠)を発明した。芸術と呼んで差し支えない最初の品々も、この時期にさかのぼるし(図4のシュ
ターデル洞窟のライオン人問を参照のこと)、宗教や交易、社会的階層化の最初の明白な証拠にしても同じだ。ほとんど

の研究者は、これらの前例のない偉業は、サピエンスの認知的能力に起こった革命の産物だと考えている。ネアンデルター

ル人を絶滅させ、オーストラリア大陸に移り住み、シュターデルのライオン人間を彫った人々は、私たちと同じぐらい高い知

能を持ち、創造的で、繊細だったと、研究者たちぱ言い切る。仮にシュターデル洞窟の芸術家たちに出会ったとしたら、私た

ちは彼らの言語を習得することができ、彼らも私たちの言語を習得することができるだろう。不思議の国でのアリスの冒険
から、量子物理学のパラドックスまで、私たちは知っていることのいっさいを彼らに説明でき、彼らは自分たちの世界観を私
たちに教えられるはずだ。このように七万年前から三万年前にかけて見られた、新しい思考と意思疎通の方法の登場の

ことを、「認知革命」という。その原因は何だったのか?それは定かではない。最も広く信じられている説によれぱ、たまたま

遺伝子の突然変異が起こり、サピエンスの脳内の配線が変わり、それまでにない形で考えたり、まったく新しい種類の言語
を使って意思疎通をしたりする二とが可能になったのだという。その変異のことを「知恵の木の突然変異」と呼んでいいかも

しれなし、〔訳注知恵の木は「創世記」に出てくるエデンの園に生えていた木で、アダムとイヴはその実を食べて「目が開け」
た〕。なぜその変異がネアンデルタール人ではなくサピエンスのDNAに起こうたのか?私達の知るかぎりでは、それは
まったくの偶然だった。だが、より重要なのは、「知恵の木の突然変異」の原因よりも結果を理解することだ。サピエンスの新

しい言語のどこがそれほど特別だったので、私たちは世界を征服できたのだろう?それはこの世で初の言語ではなかっ
た。どんな動物も、何かしらの言語を持っている。ミツバチやアリのような昆虫でさえ、複雑なやり方で意思を疎通させる方

法を知っており、食物のありかを互いに伝え合う。また、それはこの世で初の口頭言語でもなかった。類人猿やサルの全種

を含め、多くの動物が口頭言語を持っている。たとえば、サバンナモンキーはさまざまな鳴き声(コール)を使って意思を疎
通させる。動物学者は、ある鳴き声が、「気をつけろ!ワシだ!」という意味であることを突き止めた。それとはわずかに違

う鳴き声は、「気をつけろ!ライオンだ!」という警告になる。・・・・

おそらく、「噂話」説と「川の近くにライオンがいる』説の両方とも妥当なのだろう。とはいえ、私たちの言語が持つ真に比類
なき特徴は、人間やライオンについての情報を伝達する能力ではない。むしろそれは、まったく存在しないものについての

情報を伝達する能力だ。見たことも、触れたことも、匂いを喚いだこともない、ありとあらゆる種類の存在について話す能力

があるのは、私たちの知るかぎりではサピエンスだけだ。伝説や神話、神々、宗教は、認知革命に伴って初めて現れた。

それまでも、r気をつけろ!ライオンだ!」と言える動物や人類種は多くし寸立だがホモ・サピエンスは認知革命のおかげで、

「ライオンはわが部族の守護霊だ」と言う能力を獲得しナ=。虚構、すなわち架空の事物について語るこの能力こそが、サピエ

ンスの言語の特徴として異彩を放っている。現実には存在しないものについて語り、『鏡の国のアリス』ではないけれど、

ありぇないことを朝食前に六つも信じられるのはホモ・サビエンスだけであるという点には、比較的容易に同意してもらえる

だろう。サルが相手では、死後、サルの天国でいくらでもバナナが食べられると請け合ったところで、そのサルが持っている

バナナを譲ってはもらえない。だが、これはどうして重要なのか?なにしろ、虚構は危険だ。虚構のせいで人は判断を誤っ

たり、気を逸らされたりしかねない。森に妖精やユニコーンを探しに行く人は、キノコやシカを探しに行く人に比べて、生き延

びる可能性が低く思える。また、実在しない守護神に向かって何時問も祈っていたら、それは貴重な時間の無駄遣いで、そ

の代わりに狩猟採集や戦闘、密通でもしていたほうがいいのではないか?だが虚構のおかげで、私たちはたんに物稟

を想像するだけではなく、集団でそうできるようになった。聖書の天地創造の物語や、オーストラリア先住民の「夢の時代(天
地創造の時代)」の神話、近代国家の国民主義の神話のような、共通の神話を私たちは紡ぎ出すことができる。そのような

神話は、大勢で柔軟に協力するという空前の能力をサピエンスに与える。アリやミッバチも大勢でいっしょに働けるが、彼ら

のやり方は融通が利かず、近親者としかうまくいかない。オオカミやチンパンジーはアリよりもはるかに柔軟な形で力を合わ

せるが、少数のごく親密な個体とでなけれぱ駄目だ。ところがサピエンスは、無数の赤の他人と著しく柔軟な形で協力でき

る。だからこそサピエンスが世界を支配し、アリは私たちの残り物を食べ、チンパンジーは動物園や研究室に閉じ込められ
ているのだ。.『サピエンス全史一文明の構造と人類の幸福上』2016年9月30日初版発行著者ユヴァル・ノアリ、ラ
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リ訳者柴田裕之発行所株式会社河出書房新社 YUⅧI Noah Hara『i sAPIENS : A B"of Hlsto,y of Hume
nkind 第1部認知革命第2章虚構が協力を可能にした P34、P4の

(以上の筋書きは、農業革命を計算違いとして説明するものだった。じつに説得力がある。歴史はそれよりはるかに馬鹿

げた計算違いに満ちあふれている。だが、計算違い以外の可能性もある、農耕への移行をもたらしたのは、楽な生活の探
求ではなかったかもしれない。サピエンスは他にも強い願望を抱いており、それらを達成するためには、生活が厳しくなるの

も厭わなかったかもしれないのだ。科学者はたいてい、歴史の農開の原因を経済と人口動態の客観的要因に求める。そ

のほうが、彼らの合理的で数学的な手法に適しているからだ。近代史の場合、学者はイデオロギーや文化といった非物質

的要因を考慮に入れざるをえない。証拠喜類があるので、嫌でもそうするしかない。文害や喜簡、回想録がたっぶり残って

いるので、第二次大戦が食糧不足あるいは人口増加による圧力によって引き起二されたわけではないことを立証できる。だ
が、たとえぱナトゥーフ文化の文書などないので、古代に取り組むときには、物質的側面が最も重視される。文字を持たな

い人々が、経済的な必要性ではなく信仰心に動機づけられていたことを証明するのは難しい。それでもごく稀には、歴然

とした手掛かりが運良く見つかることもある。十九九五年、考古学者たちはトルコ南東部のギョベクリ・テぺと呼ぱれる場所

で遺跡の発掘を始めた。最も古い層では定住地や家、日常的活動の形跡はまったく見られなかった。と二ろが、見事な彫刻

を施した石柱から成る記念碑的構造物がいくつも出てきた。ーつひとつの石柱は、最大で七トンあり、高さは五メートル1こ達

した。近くの採石場では、削り出しかけの石柱がーつ発見されナ=。重さは五0トンもあった。全部で一0を超える記念碑的

構造物が発掘され、最大のものは差し渡しが三0メートル近くあった。考古学者たちにとって、その手の記念碑的建造物

は世界中の遺跡でお馴染みで、最も有名な例はイギリスのストーンヘンジだ。だが、キョベクリ・テぺを調べた考古学者たち

は、驚くべき事実を発見した。ストーンヘンジは紀元前二五00年にさかのぽり、発展した農耕社会によって建設された。と

ころがギョベクリ・テぺに構造物は、紀元前九五00年ごろまでさかのぼり、得られる証拠はみな、狩猟採集民が建設したこ
とを示している。考古学界はこの発見をにわかには受け容れられなかった、これらの構造物がこれほど早い時期までさかの

ぼり、農耕以前の社会がそれを建設したことを確証する検査結果が相次いだ。古代の狩猟採集民の能力と、彼らの文化の
複雑さは、従来考えられていたよりもはるかに目覚ましかったようだ。狩猟採集社会が、なぜそのような構造物を建設し
たりするのか?それらには、明白な実用的目的はなかった。マンモスの屠殺場でも、雨宿りしたり、ライオンから身を隠した

りする場所でもなかった。そこで残るのが、考古学者には解明の難しい、何らかの謎めいた文化的目的のために建設され

たという説だ。それが何であるにせよ、狩猟採集民たちは莫大な手間と暇をかける価値があると考えたのだ。ギョベクリ・テ

ぺの構造物を建設するには、異なる生活集団や都族に所属する何干もの狩猟採集民が長期にわたって協力する以外にな
かった。そのような事業を維持できるは、複雑な宗教的あるいはイデオロギー的体制しかない。ギョベグj・テぺは、他に

もあっと驚くような秘密を抱えていた。遺伝学者たちは長年にわたって、栽培化された小麦の起源をたどっていた。最近の
発見からは、栽培化された小麦の少なくとも一種、ヒトツブコムギがカラカダ丘陵に由来することが窺える。二の丘陵は、ギョ

ベクリ・テぺから約三0キロメートルの所にある。これはただの偶然のはずがない。ギョベクリ・テぺの文化的中心地は、
人類による最初の小麦の栽培化や小麦による人類の最初の家畜化に、何らかの形で結びついている可能性が高い。この

記念碑的建造物群を建設し、使用した人々を養うためには、雁大な量の食べ物が必要だった。野生の小麦の採集から集約

的な小麦栽培へと狩猟採集民が切り替えたのは、通常の食糧供給を増やすためではなく、むしろ、神殿の建設と運営を支
えるためだったことは、十分考えられる。従来の見方では、開拓者たちがまず村落を築き、それが繁栄したときに、中央に神

殿を建てたということになっていた。だが、ギョベグj,テぺの遺跡は、まず神殿が建設され、その後、村落がその周り1こ形成
されたことを示唆Lている。:『サピエンス全史一文明の構造と人類の幸福上』2016年9月30日初版発行著者ユ

ヴァル・ノアリ、ラリ訳者柴田裕之発行所株式会社河出書萬新社 Yuval Noa" Harari sAPIENS : A Brief Hlst

0"yof Humaoklnd 第2部農業革命第5章農耕がもたらした繁栄と悲劇聖なる介入 P118・P121)
ルネサンス最初の建築家といわれ、ピエトラ・セレナの石切場に近いフィレンツェをべースとして活躍したフィリッ●●昂●■

ポ・ブルネレスキ(一三七七一一四四六)が、この石を好んで用いたのである。しかもブルネレスキは、それまでには誰も試

みなかったユニークな方法で、この石を用いた。まず彼は、ピエトラ・セレナで構造フレーム(柱,梁・アーチ)を表現し、その

フレームの隙間を、白い漆喰塗りのプレーンな壁で埋めたのである。あたかも白い紙の上に青いぺンで線のフレームを

描くようにして、実際の建築が作られた。実際には、ブルネレスキの建築は、当時の一般的な構造システム、すなわち組

積造の壁で支えられている。フレーム構造で支えられているわけではない。コンクリートや鉄でできた構造フレームが建築を
支えるようになるのは、一九世紀以降である。フレーム構造とはすなわち、線の構造であった。しかし、一九世紀以前のヨー

ロッパでは、石やレンガを積み上げて作る組積造が主流であり、一玉世紀のブルネレスキもまた、組積造という技術的な制

約の中で、組積造独特の、重たく、閉じたヴォリューム建築を作らざるを得なかったのである。しかし、ブルネレスキは、

その制約の中で、線の建築を夢想していた。彼の頭の中には、来るべき線の建築の時代が見えていたに違いない。だから

彼は、白い漆喰の壁の上に、ピエトラ・セレナを用い、細い線を描いたのである。ピエトラ・セレナ独特のあの青みを帯びた
グレーの色調は、シャープな線を描くのにふさわしいものであった。白い紙の上に青いインキで線を描いたような、数学的で

抽象的な印象を、彼は建築に与えようと試みた。鉄骨の線の建築が作られるはるか前に、彼はピエトラ・セレナの青白い色

を利用して、線の建築を達成したのである(図22 捨子保育園,設計:ブルネレスキ,1445年)。ブルネレスキの次の世

紀を生き、全盛期ルネサンスの中心的存在であったミケランジェロ(一四七五一一五六四)も、同じように、ピエトラ・セレナを

好んだ。世界で最も美しい階段とも呼ぱれる、ラウレンッイアーナ図帯館のホールの階段では、白い壁の上にピエトラ・セ
レナを用いて描かれたフレームの中に、ピエトラ・セレナの青い階段が浮いている(図23 ラウレンツィアーナ図書館ホール,

設計:ミケランジェロ,1552年)。ブルネレスキもミケランジェロも共に、組積造という当時の技術に拘束されながらも、未

来にやってくるであろうフレーム構造の時代、すなわち線の時代を予告するような、線の建築を作った。彼らは線の預言者

であった。その予言に最も適した物質として、ブルーグレーの冷たい肌をしたピエトラ・セレナが選ぱれたのである。そして、

彼らの活躍したフィレンツェの近くの山から、この石は切り出されていた。建築家の数学的、抽象的な発想と、彼らの地元の
ローカルな素材とを、神が結びつけた。建築はそのようにして、ローカルな場所と宇宙をつなぎ、物質と概念をつなぐのであ
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る。彼らの予言の通り、フレームの時代は三00年後に到来した。鉄骨やコンクリートのフレームによって建築を支え、フ

レームの問をガラスや壁で埋めていくという建築(図24 クリスタル・パレス,設計:パクストン,1851年)が、一九世紀後半

以降の、西欧建築の主流となった。線の技術によって超高層建築は可能になり、二0世紀の都市と文明が生まれたのであ

る。ブルネレスキとミケランジェロがピエトラ・セレナを用いて描いた予言は、数百年の長い射程を有していたのである。

『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点ブルネレスキの青い石 P065、P06刀

(・ー・建築の近代化とは、建築の「金属化」であり、「線化」であった。その第一歩が、金細工師ブルネレスキの建築家へ

『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波婁店点建築における演繹法と帰紬の転身であった。 ●■●●●

法 P075)

私達当会は、私達人類の社会的生産形態が、私達人類の文化を規定し、形成する、というよりは、私達人類の思念、行

為、又は、集団としての文化が、私達人類の知の体系、即ち、学術、学としての科学、技術、又は、社会的生産形態、に先
行する、と仮定します。

^" A゛"^. il-.■1 ◆

0身体能力の延長に伴走する人類の活動の空間の在り方と人類と諸亭象の関係性の再確認と再生産に伴走する人類の
活動空問の在り方について

(カンディンスキーが版画の中に発見した重層的な時間概念は、ポストエ業化社会の、新しいデザイン手法、すなわちコン

ピューターを駆使したパラメトリック・デザインの本質を考える上でも、多くの示唆を与えてくれた。一九九0年以降、コン

ピューターがどのように建築のデザインを変え、人間と建築との関係を変えるかという議論が、建築界を賑わせ、建築理論

の中心となった。新しい技術が、新しいデザインを生むことで、建築の歴史が一新されてきナニ。古代から現代に至るまで、新

しい技術が、新しい建築を開いてきたのである。二0世紀のモダニズム建築は、鉄骨とコンクリート1こよる大スパン構造
という新技術の産物であった。だとしたらならぱ、コンビューター・テクノロジーはどんな建築デザインを生むのか。コンピュ

テーショナル・デザインをルネサンス以降の様々なデザイン手法と比較して、大胆な整理を行う建築史家、マリオ・カルボ
(一九五八ー)ほ、コンピュテーショナル・デザインによって、建築デザインが、引き算のデザインから、足し算のデザイン

へと劇的に転換したと看破した。『アルファベットそしてアルゴリズム表記法による建築一ールネサンスからデジタル革命
ヘ』の中で、コンピュテーショナル・デザインは単に図面(ドローイング)の描き方を変えただけではなく、ドローイング(図面)

とファブリケーション(施工・制作)の統合を促したと、カルポは指摘した。すなわち、かつては図面の制作と施工は分断され
ていたが、コンピューターによって、両者はひとつの連続した流れ、すなわち描き続け、作り続けるひとつのシームレスな流

れへと転換したと、カルポは見抜いた。建築とは、いまや完結したひとつの作品ではなく、変更し続け、修正し続ける、不断
のシステムへと変わり、それを彼は足し算のデザインと命名しナこ。石版画は永遠に修正可能であり、永遠に足し続けるこ

とが可能であるとカンディンスキーが指摘したように、カルポはコンピューターが、建築を、修正のきかない銅版画から、永
遠に続く修正システム、すなわち石と水と油との対話の産物としての石版画システムへと転換したのである。カルボはア

ルベルティ(一四0四一七二)以前、つまりルネサンス以前の建築は、同じように足し算であったと整理する。施主と親方と

職人が共働して、建築というゆるい全体を作り続け、直し続けていたのである。そのゆるやかな世界に、革命的建築家アル
ベルティが登場し、建築の方法を抜本的に変えてしまった。初期ルネサンスを代表する建築家であり、建築評論家でもあっ

たアルベルティは、引き算という新しい方法を導入し、竣工後の変更、修正を許さないr作家=アーティスト」という絶対者を

生み出した。その転換によって建築が本来持っていた自由は失われ、建築とは、建築家という絶対者の描いた図面を実
現するだけの、融通のきかない硬直したシステムになってしまったとカルポは指摘する。アルベルティ以降の長い不自由な

歴史を、ついにコンピューターが打ち破ったというのが、カルボの説である。アルベルティ以前には、描く人と作る人(職人)

は分断されず、もちろん対立もせず、ゆるやかに連続的に建築は作られ続け、変更され続けていた。その濃密な人と様々な
物との対話、一体感が、コンピューターによるファブリケ」ションによって復活するだろうと、カルボは予言するのである。

さらにカルポは、コンピューターの建築への導入も、当初から、足し算をめざしていたわけではなかったと振り返る。一九九

0年代初め、建築デザインにコンピューターが導入され、パラメトリック・デザインという言葉が使われはじめた。コンピュー

ターはただ、ぐにゃぐにゃとした、目新しい形態を創造するマシーンでしかなかった。九0年代以前、その複雑な形態を描く

には、恐ろしく手間がかかった。その「夢の形態」を実現するための、便利なドローイング・マシーンとして、コンピューターは

導入されたのである。その意味で、一九九0年代前半の、奇をてらった形態を特徴とするコンピュテーショナル・デザイン

(図4)は、Ξ0年代にアメリカで流行した流線形デザイン(図5)の九0年代版のりバイバルであったとカルポは厳しく総括

する。一九九五年以降、Πの領域において、ネットワークへの関心が高まるのと併行して、コンピュテーショナル・デザイ

ンは、第二フェイズに突入し、形態の新奇さから、ファブリケーション・プロセス(制作過程)へと関心が移行した。描くことと作
ることの境界の消滅、竣工後も変化し続ける建築へと関心が移った。その時代を、カルボはデジタル・デザインの第二期と

呼ぶのである。カルボの二段階説の背景にあるのは、建築史家レイナーリ(ンハム(一九ニニーハハ)による『第一機械
時代の理論とデザイン』(一九六0年)という名著である。バンハムは一九世紀から二0世紀までの人間と機械との関係を
総括し、汽車、車などの第一世代の機械とラジオ・テレビ、家電などの第二世代の機械との間に、質的な差異があり、その

差異が当時の建築デザインに対しても大きな影響を与えたと整理した。カルポはそこからヒントを得て、コンピューターという
機械の時代にも、二相があるあることを見出したのである。コンピューテーショナル,デザイン第二期、すなわち、足し算
の時代が求める永達の修正を可能にするためには、一度できたら硬く固まってしまって修正不可能なコンクリートほ、全く適

していなかった。コンクリートは建築デザインの中心的位置を失った。同時に、小さなピースのアグリゲーション(集積)1=よっ

て作られる、粒子的な建築の追求が始まった。そしてその新しい波の中心人物の一人が僕であると、カルポは励ましてくれ

たのである。コンピニテーショナル・デザインの本質は、形態の革命ではなく、時間の革命だったというカルボの指摘が興
町士^1、^.者目'゛→.,A゛ー'1-^^→・.Z LI、ニ^ニ^.●1.'.゛.t^"゛ナ"^'A゛,^、ι.1 二に"喜ずf、^"盟゛き門、,慎セ Z
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林沫レ1。形惑刀、,へ LI、便北9 句とし、つ否π.ノコ国1令刀、ノノレ,、ノレTイ廿、J じめり、延T〔υノ属:削/'Uノじめ句。 1Jレ,、ノレフイι'ノレイ、

サンス最初の建築理論書と呼ぱれる『建築論』(一四八五年)を著わし、このテキストほその後の建築界に大きな影響を与
えた。デカルトの『方法序説』(一六三七年)が哲学の世界で果たしたのと同様な役割を担った。アルベルティは形態を時間

から分離した。それは、時間と分かちがたくつながった施工(工事)という行為と、時間を無視しても成立する設計(計画)と

いう行為の切断でもあり、施工の軽視であり、設計者(建築家)の絶対化でもあった。形態の世界だけの純粋な理論を組み
立てた『建築論』は、その純粋性ゆえに、テキストとしての普遍性を獲得し、建築家は建築界の絶対者としての地位を獲得し
たのである。しかし今、形態のデザイン論から、時間のデザイン論への転換が起こりつつある。時間という流れの中で建

築課を相対化し、物質も人間もすべてが、時間の中を漂う粒子であるとする世界観にわれわれは回帰しつつある。その意
味で本書は、ヴォリュームを解体する方法の探求であると同時に、建築家という存在を解体する方法の提案でもある。時間

を軸としてアルベルティ以前への回帰をめざすカルボのデザイン理論は、すでにカンディンスキーの版画論によって先取り

されていたともいえる。.『点・線,面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波喜店方法序説足し算のデザインとして
のコンピュテーショナル・デザイン P018・P023)

私達当会は、汽車、車などの第一世代の機械について、身体能力の延長である、と仮定し、ラジオ・テレビ、家電などの第
二世代の機械について、私達人類と諸事象の関係性の再確認と再生産である、と仮定します。

私達当会は、汽車、車などの第一世代の機械、即ち、身体能力の延長に伴走する私達人類の活動の空間の在り方につ
いて、事象の集中を基軸とする人工として形成されるヴリュームの生成である、と仮定し、ラジオ・テレビ、家電などの第二
世代の機械、即ち、私達人類と諸事象の関係性の再確認と再生産に伴走する私達人類の活動空間の在り方につぃて、事

象の離散的定置を基軸とする人工として形成されるヴリュームの解体で在り得る、と仮定します。

0人類の身体性の回復

(ー・・・たとえりブという線を、点とヴォリュームをつなぐ媒介として導入したとしても、りブとりブの間は、根気よく点(レン

ガ)で埋めていかなけれぱならない。どうしても最後は、点とヴォリュームを強引につなぐというジャンプが必要となる。その
宿命的な困難を、ブルネレスキはどう克服したか。微小な点(砂利、砂、セメント)を一気にヴォリュームへとジャンプさせ

る一種の魔術的工法が、二0世紀の最も一般的な建築工法となった現場打ちコンクリートであった。しかもこの工法を用い

れぱ、石やレンガをひとつひとつ手で積み上げるという手間を省くことができた。その意味で、コンクリートは魔術的であると

同時に、怠慢な工法でもあっナニ。二0世紀建築は、魔術と怠慢を結合させることに成功した。だからこそ、二0世紀の
人々は熱狂し、麻薬に依存するように、コンクリート建築におぼれたのである。合理的であるかに見えるが、実は魔術と怠
慢を愛するこの時代に、コンクリートほうってつけの素材であった。コンクリートは一瞬にして、夢の城を人々に提供してくれ

た。コンクリートで堅牢な城を建て、私有するという行為に、二0世紀の人々は異様なほどの情熱を示したのであ

『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点ブルネレスキの帰納法 P071"P072)る。 冨■■■●

やっとニュートンに追いついたモダニズム建築の、ーメートルのフレームぱ、コンクリートの牢獄のように、僕に■■●●●

は感じられた。武骨なフレームは、二0世紀に一気に増殖し、世界の都市を覆いつくした。人間の身体という繊細でやわ
なものと比べて、あまりに威圧的なフレームであった。都市からも家からも、ヒューマンなスケールは消え、人々は太いフ

レームにおびえながら、二00年以上前のニュートンの、カピの生えた夢と募らすことになった。それに比較すると、日本

の伝統的な木造建築を構成する線は、はるかに繊細で、人間の身体を脅かすこともなかった。柱も梁もおおむね一0セン

チ内外の断面寸法を持っていて、長さも三、四メートルであった。一人で充分に運べる大きさと重さの、繊細なやさしい線で、

空間のすべてが構成されていた。そんな美しい線の技術、デザインが日本には眠っていたのである。:『点・線・面』2020
年2月7日第1刷発行隈研吾岩波婁店線モダニズムの線と日本建築の線 P127)

(二0世紀の爆発する人口と経済を収容する、大きなヴォリュームの確保を目的として、剛性と粘性と気密性にすぐれた、
コンクリートという素材が選ぱれた。しかし、ヴォリュームを解体して、風通しのよい、軽やかな空間を作ろうという試みも、併

行して起動していた。オランダの若き建築家達が結成したデ・スティールーースタイルーーという名のグループは、薄い

面を用いてヴォリュームの解体を試みた。デ・スティールの中心人物、建築家のへりツト・リートフェルト(ーハハハーー九六

四)は、シュレーダー邸(一九二四年X図1)で、ヴォリュームの徹底的な解体を行い、建築界に大きな衝撃を与えナ=。そもそ
も家具職人の子として生まれ、自らも家具職人としてスタートしたりートフェルト(図2・図3)だからこそ、面の建築をやすやす
と実現できたともいえる。建築はヴオリュームとして閉じる必要があったが、家具はそもそも、その必要はないからである。冬

の気候の厳しい西欧では、建築は閉じることが大前提だった。一方、「家の作りやうは、夏をむねとすべし」(『徒然草』第五
十五段)の日本では、閉じることが建築の要件ではなかっナこ。リートフェルトほその保守的な西欧において、家具の世界
から、薄い面による構成という方法を教わった。面と面、面と線を組み合わせれぱ、閉じていなくても家臭になる。面と線を
使って、身体や物を支えることができれぱ、家具として成立する。建築と身体との間にも、そんな自由でゆるい関係があって

もいいと、リートフェルトは考えて、シュレーダー邸という「大きな家具」1こ到達したのである。リートフェルトの構成主義的
な椅子より、僕がさらにおもしろいと思うのは、リートフェルトと同世代のオランダの建築家、ミケル・デ・クレルク(ーハハ四

ーー九二三)が農家の生活にヒントを得てデザインした、藁紐を用いた木製の椅子である(図4)。やわらかな線でできた肘

掛けは、体にしっくりとなじむ。クレルクやその弟子のピエト・クラメル(ーハハーーー九六一)ほ、オランダの茅葺の農家
の素朴さと、近代の生活とを接合しようと試みた(図5)。日本のモダニズム・デザインのパイオニアであり、分雛派を立ち上

げた堀口捨己(すてみX一八九五一一九八四)も、クレルク達のデザインに多大な影響を受けている。堀口は一九二0年

に東京大学の建築学科の同級生と共に、日本で最初の近代建築運動を立ち上げた。茅葺と近代的な箱とを組み合わせた
紫烟荘(一九二六年X図6)を発表し、若き天才の登場として、戦前の日本の建築界に衝撃を与えた,クレルクも堀口も、エ
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業化という、時代の大きな流れに対する批判として、モダニズムを捉えていナ=。オランダでも、日本でも、茅葺は当時の農家

で一般的であった。茅葺の自然さ、素朴さを取り戻すことが二0世紀という時代、そしてモダニズムのテーマであると、かれ

らは考えていたのである。しかし、その後のモダニズム建築は、工業化を全面的に肯定し、コンクリートと鉄による大量生

産の建築へと一気に傾斜していった。第二次世界大戦後から高度成長期にかけて、二人の提案したしなやかな面や線は、

すっかり忘れ去られてしまった。丹下健三らの次世代は、堀口を、時代遅れのヒューマニストとして否定し去ったのである。

堀口は挫折の中で、奈良の慈光院にこもって、茶室の研究に没頭し、研究者として大きな業績を残したが、建築家としては

寡作であった。クレルクが農具にインスピレーションを得てデザインした木製の椅子を今見ると、そこには工業化の論理

には収まりきれない人間の論理、身体の論理が息づいていることを発見することができる。椅子の肘掛けに使われている

ロープは、美しさとは無関係に、一見、だらっと垂れているように見えるが、そこにひとたび腕を載せると、ロープは身体を支

えてピンと延び、ロープという生きた線と、身体という生きた物体とが、生き生きとした会話を始めるのである。リートフェルト
の硬い面からは得られなかった物と身体との会話が、クレルクの家具からは聞こえてくるのである。:『点・線・面』2020年

2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店面リートフェルト対クレルク P163・P165)

(シュレーダー邸は、二0世紀初期のモダニズム建築群の中では、圧倒的に軽やかである。初期モダニズムの傑作を挙
げろといわれれぱ、通常はル・コルビュジエのサヴォア邸(一九三一年、r方法序説」図7参照)とミース・ファン・デル・ローエ

のバルセロナリくヴィリオン(一九二九年、「点」図7参照)の名が挙がる。しかし、点・線・面という視点で建築を見直した時、

シュレーダー邸の軽やかさは、他の二つを凌駕している。サヴォア邸は、線と面の建築というよりは、浮かんだヴォリュー
ムであった。二0世紀のスタンダードであるヴオリューム建築を、単に浮かしただけと捉えることもできる。浮かしただけで特

別のものだと錯覚させたことに、コルビュジエの天才があったという言い方もできる。しかし、浮かしたことで、かえって空間と

しては貧しいものになった。コルビニジエがモダニズム建築の重要な手法として提唱した空中庭園は、大地との関係は薄く、

周囲の森とは切断され、貧弱で殺風景である。コルビュジエを訴えたサヴォア邸のクライアントの気持ちはよくわかる。にも

かかわらず、rヴォリュームの世紀」であった二0世紀には、この寒々とした住宅が、大傑作とたたえられたのである。バ
ルセロナ・パヴィリオンの柱のディテールを見れぱ、ミースがヴォリュームの解体に、興味という以上の執念を持っていたこ

とは、間違いない。普通の人には柱は線であると見える。しかしミースには、柱も鈍重なヴォリュームに見えていた。重さを
支え、地震に耐えなけれぱならないのだから、当然柱も太さが必要となる。ミースはそれが許せなかった。鉄骨の柱を、角

バイプではなく、わざわざエッジの立った十字型断面とすることで(図7)、柱のヴォリューム感は薄れ、エッジのシャープな線
が眼を刺激する。ヴオリュームとなりかねない鉄の柱を、ミースは細い線とすることに成功した。バルセロナリ{ヴィリオン

の壁もかなり薄い。まず石の下地となるレンガを、普通とは逆の向きで積むことで、トータルで一七センチの厚みの、石とは
思えないような薄い壁を作った(図8)。通常、レンガやコンクリートの壁の両側に石を貼り付けると、Ξ0センチ程度のぽ

てっとした壁厚になってしまう。ミースの石壁はその標準寸法の半分の薄さである。二0世紀における面の建築としては、突
出して薄い。石工の子として生まれ、石の使い方を熱知したミースだからこそ、石の壁を常識的な収まりでは考えられない

ほどに薄くすることに成功し、薄い石壁が張り詰めるような緊張感を空間に与えたのである。しかし、いかにミースでも、
シュレーダー邸の家具を思わせるような薄さにはかなわなかった。石工が、家具職人の作り出す薄さにかなわなかったとも

いえる。しかし、そのシュレーダー邸の薄い面さえも、僕にとっては厚すぎ、硬すぎるように感じられた。そして、面や線の組
み合わせ方(構成)を工夫して、全体を軽やかに見せようとする、シュレーダー邸の構成主義的な形態操作も(本章図1参

照)、その主知主義的で人間中心的なわざとらしさが鼻についた。構成主義とは、二0世紀のヴォリューム主義を隠蔽す

るための、苦し紛れの発明ともいえる。点・線・面が自由に軽やかに組み合わさり、あたかも踊っているようにふるまうが、構
成が自由であれぱあるほど、作家という絶対者の窓意的な身振りが際立ち、主知主義的ないやらしさが鼻につく。構成する
エレメントの重さや厚みを、構成主義がかえって強調してしまう。カンディンスキーの『点・線・面』中の、構成主義的な方法を

詳述した都分が、退屈でいやらしく感じられたように。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波婁店面
ミース対リートフェルト P165、P168)

.^^.,.. ^^^ー.甲呼^^^^^、 E^冒..甲呼^冒』,^^^^..^^■^^ー ^U ゛^'甲゛^.^

私達当会は、二0世紀の、建築のヴォリュームの形成に関する、レンガ積みからコンクリート現場打ちへの建築工法の転
換について、之を、一気にヴォリュームを出現する魔術的事象であり、手閻の雀略と、怠慢の工法であるとすれぱ、同時に、

之は、建築行為に於ける、身体性の排除、身体の疎外である、と仮定します。

私達当会は、私達人類の現代に於ける活動の空間について、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定さ

れ得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空間の形成』が、私達人類の活動の空間に於ける、私達人類

の身体と環境、自然との関係性、又、スケール、又、人類の思索と行為、に於ける、人類にとっての身体性の回復へのジャ
ンプを包含して、之を定義する、と仮定します。

0人類の活動の空間における演繹法と帰納法

(建築にも演繹的アプローチと、帰納的アプローチとがある。二0世紀のコンクリート建築は演繹的であった。まず、全体
の形のイメージがあって、その形を実現するために、部分を構成する素材やその結合のディテールが結論される。部分は
全体に服従しなけれぱならない。コンクリート建築では、すべての部分が全体に従属していた。一方、ブルネレスキの方

法は、部分から全体へと到達しようとする帰納法であった。部分の性質、その限界を徹底的に洗い出した上で、その部分と

部分とが繋ぎ合わされて、上位の段階へと昇っていく。その作業を積み重ねていった末に、時として、予想もしていなかった

ような全体が出現する。それが帰納法という方法である。帰納法は時として、驚きに満ち溢れ、想像を超えた結果を連れてく
『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点建築における演繹法と帰納法 P0乃.P074)る。 一●●■●
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私達当会は、私達人類の活動の空間の形成について、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定され得る
人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空間の形成』に於いて、まずは演繹的アプローチよりも帰納的アプ
ローチを採用する、と仮定します。

0人類の活動の空問と人類の活動の空問に於ける人類の意図の空隙

(ー・ーブルネレスキ以降の建築の空問の歴史は、金属という新しい物質の参加によって開かれていった。金属が参加
することで、歴史は大きく転換していった。金属と線とは、切っても切れないものだったからである。鋳鉄の柱をはじめとする、
鉄が作る線によって大空間の創造が可能となり、建築空間のスケールは拡大していった。・・・:『点・線・面』2020年2
月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点建築における演繹法と帰納法 P074)

"

『原遺跡計画』並ぴに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類の活動の空間の形成』以降の私巨●■●■

達人類の活動の空間の歴史は、宇宙と自然と遺跡群という新しい空閻性の参加によって開かれていった。宇宙と自然と遺
跡群が参加することで、歴史は大きく転換していった。宇宙と自然と遺跡群ど'土地の造形"とは、切っても切れないものだっ
たからである。個別の遺跡や遺跡群をはじめとする、宇宙と自然と遺跡が作る"土地の造形"によって人類の意図の空隙の
存在が可能となり、私達人類の活動の空間の在り方とスケールは相対的に重層化していった。

"
●■■●●

私達当会は、私達人類の活動の空間について、宇宙と自然と遺跡群の存在と時にその雛散的配置、人類の意図の空隙
の存在によって、人類の活動の空間の在り方とスケールを相対的に重層化した私達人類の活動の空問の実態を例示でき
る、と仮定します。

私達当会は、私達人類の任意の特定の"保存、保全、継承、保艦"たる行為につぃて、当該の事象の性質や形態や存在
の"可逆性"を維持する二とである、と仮定します。

0可逆性との事象

0未来へと、永遠の時問へと開かれている空間

バラツキがあり、汚れがあり、傷みがあり、デコボコしているということは、それだけ点が自由であり、点がより点ら●司●●●

しいということでもある。点をより自由な存在として、解放してやろうと考えるならぱ、汚れを歓迎し、傷みを楽しまなけれぱな

らない。それは、建物ができた後についてくる、長く、予想のつかない時間に対して、開かれた建築を作るということであ
る。完成した後に、様々に汚れ、傷んだとしても、最初からバラついた点は、エイジングを許容し、飲み込んでくれる。きれい

で、整然としすぎた建築は、汚れを許容しない。現代の日本建築は、その不寛容な方向に向かって進化し、その結果、日本
の都市は汚れを許容しない、居心地の悪い環境となってしまっナこ。カンディンスキーは、石版画は永遠に修正が可能で
あり、加算的で、永遠に完結しないと指摘した。バラついた点の建築もまた、汚れや傷を最初から内蔵しているがゆえに、建
物の竣工という閉じた時間に封じ込められることなく、永遠の時間へと開かれている。石版画と同じように。汚れや傷は、環
境を自由に、やさしくする。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波響店点点の階層化とエイジング
P092、P093)
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私達当会は、私達人類の活動の空間について、人類の活動の空間が、"未来へと、永遠の時間へと開かれている"とは、
人類の活動の空間の性質が、人類の活動の空間上の様々な改変に対L、可逆性を維持しているとの状態である、と仮定し
ます。

私達当会は、私達人類の活動の空問について、人類の活動の空間が、"未来へと、永遠の時間へと開かれてぃる"とは、
人類の活動の空間が、地球と宇宙の自然と人類の関係性、又は、その変化、を柔軟に許容し、包含するとの事態である、と
仮定します。

私達当会は、私達人類の活動の空問について、人類の活勤の空間が、地球と宇宙の自然と人類の関係性、又は、その変
化、を柔軟に許容し、包含する、とは、人類の活動の空間の性質が、人類の活動の空問上の様々な改変に対し、可逆性を
維持しているとの状態である、と仮定します。



0生きた造形と死んだ造形、並びに、生きた人工と死んだ人工

(,ー・インゴルドは、時問という概念を導入することで、自由で生成され続ける生きた線と、事後的に、生成の刻印として取
り残された死んだ線とを区分したのである。この対比は、日本の伝統木造における、芯おさえと面おさえの対比も想起さ

せる。芯おさえで定義される木材は生きた線である。一方、面おさえで定義される木材は平滑な表面を持つ、製材されて殺
された線である。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波婁店線生きている線と死んだ線 P150)

私達当会は、自然と人工の造形について、日常に人類が知覚しうる時間という概念を導入し、自由で生成され続ける生き

た造形と、事後的に、生成の刻印として取り残された死んだ造形、を仮定します。

私達当会は、自然の造形について、時間の経過と共に、刻々と、生成し出現し枯死し崩壊する、生きた造形、人工の造形

について、人類の動作の刻印として取り残され固定された、死んだ造形、と仮定します。

私達当会は、人工の造形について、日常に人類が知覚しうる時間という概念を導入し、人類の所期の意図による規定を逸
脱し、新しい事象や局面や性格が自由に生成され追加され変化し続ける生きた造形、人類の所期の意図による規定に依
存し、人類の動作の刻印として取り残され固定された死んだ造形、の二つを仮定します。

私達当会は、西欧の石やレンガによる組積造や日本の伝統木造建築やバックミンスター・フラーの圧縮材と引っ張り材に
よるテンセグリティの構造(接点ががっちり固められてはいない:載せる、積まれた、組まれた、編まれた、織り込まれた構
造)、又、肌理(テクスチャー)、の崩壊と修築や欠損や改築や動揺や経年その他の変化、又は、之を許容し包含する様式

において、人類の所期の意図による規定を逸脱し、新しい事象や局面や性格が当由に生成され追加され変化し続ける生き
た造形、ラーメン構造やフレーム構造などの剛接合の構造について、又は、人類の所期の意図による規定の逸脱を許容し
ない様式において、人類の所期の意図による規定に依存し、人類の動作の刻印として取り残され固定された、死んだ造形、
と仮定します。

私達当会は、日本の伝統的な工法による石垣や、遺跡、遺跡である"土地の造形"1=つぃて、"生きた造形"である、と仮
定します。

(建築における点というと、まずは石ころを思いつく。そもそも大地の中で、石は巨大なヴォリューム、すなわち塊として存
在した。石=大地といってもいいくらいに、そのヴォリュームは大きくて重い。そのままでは人間の手には負えないので、石

は切り刻まれる。人間によって切り出されることもあるし、自然の力によって砕かれて石ころになることもあるが、いずれの
場合でも、石は点として、われわれの前に立ち現れる。点になってはじめて、人問という、やわで小さな存在でも石を扱うこ
とができるようになる。石のことを考えはじめると、世界と人間との関係が見えてくる。世界がいかに大きく、人間がいかに小

さく、弱く、頼りないかが見えてくる。点という小さな存在になった石を、再び積み上げていく構造システムを組積造(メー
ソンリー)という。世界を小さく切り分けて、再び積み上げ組み合わせて大きくするという面倒な二とを、人間は繰り返してきた。
それが建築という行為の本質であった。・ー・:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点大きな世
界と小さな石ころ P053)

(それは、日本の建築基準法に限った暖昧さではなかった。組積造の建築が、どう地震に耐えているかは、計算によって
確認されているわけではなく、経験に依存していたのである。点という小さな物を積みあげ大きなヴォリュームが生まれると
いうこと自体が、いまだに経験に頼らざるを得ないほどに、神秘的な行為だからである。小さな点が、大きなヴォリュームに
なるためには、魔術的なジャンプが必要なのである。ニー世紀でも、人は魔術に頼って点を取り扱っている。:『点・線・面』
2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点点からヴォリュームへのジャンプ P061)

(ー・・日本の伝統木造建築では、しぱしぱ線と線を、ずらして組み上げる(図9)。いわぱ、材木という線の上に、もう
一本の材木をそっと載せる。ずらすことによって、材木に欠き込みを入れる必要がなくなり、その結果、断面の欠損が起こら
ないので、一本一本の材木すなわち線の強度を保つことが可能となる。しかも接点はずれていても、力はスムーズに伝達さ
れる二とを、日本の大工は経験的に理解していた。日本の木造はずらしの木造であったといってもいい。線と線が一点で
交差する、西欧流のカルテジアン・グリッド(デカルト流の直交グリッドX図10)とは別のやり方で、線が編まれていたのであ
る。西欧の近代の数学と工学のべースになっていたのは、きまじめなカルテジアン・グリッドである。しかし、接点をずらすこ
とで線はより軽やかに自由になり、空問に動きが生まれることも、日本の大工は知っていた。そしてずらしにようて、線材と
線材とが分節され、線が面とならずに線のままにとどまり、軽やかさ、透明感が生まれてくることも、大工は熟知していたの
である。カルテジアン・グリッドが図式的で、幼稚な幾何学に依拠していたのに対し、日本のずらしの木造は、経験主義的で
あり、しなやかであった。 『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波喜店線丹下健三のずれた線.....

P115・P116)

(ー・・それに比較すると、日本の伝統的な木造建築を構成する線は、はるかに繊細で、人間の身体を脅かすこともな
かった。柱も梁もおおむね一0センチ内外の断面寸法を持っていて、長さも三、四メートルであった。一人で充分に運べる大
きさと重さの、繊細なやさしい線で、空間のすべてが構成されていた。そんな美しい線の技術、デザインが日本には眠って
いたのである。:『点・線,面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店点モダニズムの線と日本建築の線 P12刀

私達当会は、"生きた造形"1こついて、人類にとっての身体的スケールを造形の原点とする、と仮定します。
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0遺跡:死にきれずに、生きながらえている空間と事象:その継承

(・ーーー方、東洋の墨は、その中に濃淡があり、カスレがあり、線は死にきれずに、生きながらえている。・・・一東洋におい
ては、生と死すら暖昧であり、死んでしまったはずの線の中にも、生命があり、息の音が聞こえるのである。:『点・線・面』2
020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店線筆蝕論の線 P151)

私達当会は、遺跡について、そこに濃淡があり、カスレがあり、空間と事象は死にきれずに、生きながらえている。東洋に
おいては、生と死すら暖昧であり、死んでしまったはずの空問と事象の中にも、生命があり、息の音が聞二える空問と事象
である、と仮定Lます。

(・・ー・しかし、一方でコルビュジエは「ニューヨークの摩天楼は小さすぎ、そして多すぎる」と批判した(『伽藍が白かっ
たとき』)。巨大ヴォリュームは大いに結構であるが、工場で作った金属の単調な線でヴォリュームを隠蔽するような、アメリ
力の線、ミース流のごまかしを、コルビュジエは欺廟と見做したのである。コルビュジエはー・・一九王一年からインドの
新都市チャンディガールの計画に携わり・ーーインドという場所では、線を用いてヴォリュームを化粧するアメリカ的なコスメ
ティック、隠蔽は、全く無効であった。当時のインドにはまっすぐな線を作る技術など存在しなかった。コンクリートで作った
荒々しいヴォリュームを、赤い大地の上に投げ出すしかない。その赤い大地の上で、二0世紀のアメリカとは対極的な方法
を、コルピュジエは発見したのである。インドとの格闘は、コルビュジエ自身にとって大きな出来事であっただけではなく、

その後の世界の建築デザインに決定的な影響を与えた。ブルータリズム(野生主義)と呼ぱれる、荒々しいコンクリートの表

現は、チャンディガールがきっかけとなった。ブルータリズムは日本の戦後の建築にも大きな影響を与え、木目のきつい杉

板型枠で打設した荒々しいコンクリートほ、戦後の一時期、日本の公共建築の制服になった。幾何学に支配された美し
い白い箱=サヴォア邸に代表される前半期のコルピュジエ以上に、後半生の野蛮なコルビュジエは、二0世紀に大きな影
響を与えたと、僕は考える。なぜならぱ、どんな荒々しい大地にも建築を建ち上げられることを、コルビュジエはチャンディ
ガールで示したからである。インドの赤土の上にも現代建築が成立しえることを示して、コルピュジエは、どんな大地の上に

も、現代の人間が、力強く生き生きと生活できることを示した。それは世界のすべての場所に希望を与える、希望の建築で
あった。前半生のコルビュジエがりードしたモダニズム建築は、世界を画一化しようとする工業化社会の、インターナショ

ナル建築であった。一方、後半生の彼の建築は、世界の多様化の途を示し、世界のすべての場所に希望を与えた。イン
ターナシヨナルではなくワールド・アーキテクチュアであった。・ーーチャンディガールには、二0世紀を超える何物かが、存
在していた。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波喜店線コルビュジエのヴォリューム、ミースの線
P113)

私達当会は、遺跡について、その遺跡たる空間と事魚に於いて、ごまかしと欺臓によって、存在と構造を分断し又破壊し、
又は、表層と肌理(テクスチャー)を化粧してコスメティック、隠蔽するならぱ、濃淡があり、カスレがあり、死にきれずに、生き

ながらえている、生と死すら暖昧であり、死んでしまったはずの空間と事魚の中に、生命があり、息の音が聞二えることは、
二度となく、事象が遺跡の本源的な意義に於いて継承され、伝えられることは、事象の断絶により、不可能となる、と仮定し
ます。

私達当会は、遺跡について、私達人類は、私達人類には遺跡を化粧する方法など存在しない、その遺跡としての荒々し
いヴォリュームを、その土地の大地の上に投げ出すしかない、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、私達人類は、私達人類には遺跡を化粧する方法など存在せず、その遺跡としての荒々し

いヴォリュームを、その土地の大地の上に投げ出すしかないことを自覚し、その土地の大地の上に投げ出す時、ようやく、
後の人類に、事象が遺跡の本源的な意義に於いて継承され、伝えられることが、事象の連続と共に、可能となる、と仮定し
ます。

0人類:纏う生命体

私達当会は、私達人類について、まず革や布を、次に、建築を、集落を、環濠を、個体や気体や液体を、環境として、自然

を、個体の自身に引き寄せて、時に、組み換え、又は、改変し、纏う、特異な生物生命体である、と仮定します。

私達当会は、纏うという生物の行為について、甲殻類や嬬形動物の一都が自然の部分を纏い、晴乳類では鯨(鯨偶蹄目・
鯨凹歯類、海豚を含む)が海を纏うとも考え得る他は、私達人類に特異な行為である、と仮定します。

私達当会は、纏うという私達人類の行為について、複数の個体に共有することができず個体に係る行為であり、食物が消

費であると異なり、保有、又、個体の所有に係る事象であり、私有の概念の契機である、と仮定します。

私達当会は、私達人類について、隆上に棲息する噛乳類のうち、体毛を喪失し同時に柔弱な皮膚を有する、特異な生物で
ある、と仮定します。
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私達当会は、纏うという私達人類の行為について、私達人類の文明のうち、言語が人類の身体能力に附随する情報の交

換と共有の拡張又概念の再生産たる情報の変容としての追加事象であり、道具の製作が人類の身体能力の延長としての

追加事象である処、火の使用が人類の身体に由来しない追加事象であり、纏う行為が人類の身体の弱点を補填する追加

事象である、と仮定し、それぞれ私達人類にとって特異な性格を有する追加事象である、と仮定します。

(ティム・インゴルドが『ラインズ』の中で指摘したように、線には、軌跡としての線(trace)と、糸としての線(thrBad)の二種

類がある。クレルクの椅子の肘掛けに用いられた藁の口ープは、生きた線であり、インゴルドの言う糸である。同じように、

面にも二つの種類があると僕は感じる。ひとつは軌跡としての面、すなわち、何かの痕跡を記述した死んだ面、もうひとつは、

空間の中を自由に舞う、生きた面である。リートフェルトの面は、薄くほあっても、死んでいるように、僕には感じられた。ー

方、僕の捜している生きた面は、量子力学の超弦理論の比喩を用いるならぱ、弦のような自由さをもって、粒子と波の二重

性の間を振動し続ける面である。しなやかな面を作り出すには、単に面を薄くするだけでは不充分である。何らかの力、

作用を受けて、踊り出すようなしなやかさを持った面を建築に導入することができれぱ、面を道具に用いて、重いヴォリュー

ムの解体ができるかもしれない。そんな風に考えていた時、大学院時代、サハラ砂漠での調査旅行で出会った、ベドウィ
ンのテントの記憶が突然よみがえった。木の枝でできた細い支柱を砂に突き刺し、その上に布を架け渡しただけの簡単なテ

ントである。遊牧の民べドウィンは、枝と布をラクダに積んで、サハラを旅していた。テントの薄い膜が、サハラの厳しい気候

に耐え、遊牧生活を支えていた。原広司教授率いる僕ら六人の集落調査隊も、同じくテント族であった。プラスチックの細い

支柱とナイロン膜の布を組み合わせた日本製の小さなテントを車に積んで、僕らは、ベドウィンに倣ってサハラ砂漠を縦断し
たのである(図9)。日本製テントはニンパクトにたたむことができて、モビリティという点ではすぐれていたが、ベドウィン

のテントに招かれてお茶をふるまわれた時に、その布の作る美しさ、快適さには、とてもかなわないと感じた。布が、ベドウィ

ン文化の中心を占めているように感じられた。布は砂の上に何重にも敷きつめられ、布の床が、彼らの身体と砂漠との関係
性を定義する。冬の夜の砂漠は、かなり温度が落ちるが、ベドウィンは身体と砂の間に布を重ねることで、身体をやわらかく

支え、気温の変化に対応し、やわでちっぽけな身体の近傍に、繭のような領域を形成する。布が大地と彼らの身体との関係
を定義し、枝によって支えられた薄い一枚の布が、彼らと砂漢との関係を定義するのである。布はべドウィンの日常のす

べてに入り込んでいた。当時、世界的に流行のラジカセは、砂漠の民にとっても必需品のようだったが、そのラジカセを肩か

ら掛けるためにデザインされた布のバッグはあまり1こ素敵で、ひとつ譲ってもらえないかと頼んだ。あの布のバッグに入れら
れた途端に、安っぽいラジカセが別のものに見えた。布というしなやかな面は、生活を転換し、世界を変身させる力があっ

た。.『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波書店面サハラで出会ったべドウィンの布 P1卵、P170)

(一九世紀の最も重要な建築理論家、ゴットフリート・ゼンパー(ーハ0三一七九)ほ、布という面、すなわち織物に対し、そ
して編むという行為に対して、異常と思われるほどに高い関心を寄せ、独自の建築理論を打ち立てた。建築は骨組み(フ

レーム)からスタートしたとする考え方が、ルネサンス以降の西欧の建築家を支配していた、すなわち、線を強固に組んだフ

レームを使って、建築を説明し、建築を作ろうとする論理である。フレーム主義の代表は、丸太の骨組みから建築は始
まったとするロジエ神父の『建築試論』(一七五三年)である。先述の通り、ロジエの絵はいまだに、多くの建築の教科書で、

建築の始まりを説明するのに使われている(「点」図3参照)。そして今日でも建築構造の主流はラーメン構造である(「点」
図17参照)。工事現場に建てられた、柱と梁のラーメン構造のフレームを見るたびに、ロジエのフレーム主義がいまだに建

築の基本であり、人間が作る環境を支配している二とを突き付けられているようで、暗い気持ちになる。日本の伝統木造

構造は、柱と梁の組み合わせなので、ラーメン構造と思われがちだが、実はそうではない。すなわちフレーム構造ではない。
ラーメン構造とは違って、柱と梁の接点は、がっちり固められてはおらずー一剛接合ではなくーーボルトも釘も使わずに、材

料同士を欠き込んで、組み合わせているだけである。すなわちゼンパー流にいえぱ、柱と梁とが編んであるだけである。そ

んなゆるいジョイントが、なぜ地震国で生き残ったのだろうか。その秘密は、柱と梁の間を土壁、欄閻、襖、障子をはじめ

とする様々なやわらかな装置でつないできたことにある。日本の土壁は、組積造の石やレンガと違って、やわらかであり、柱

や梁ともゆるく接合されていて、地震がきたら簡単にひびが入ってしまうような、頼りないもので。あった。しかし、この頼りな
さによって、地震力を吸収していた。このゆるく暖昧なシステムで、日本の木造建築は地震に耐えてきた。ガチガチに固めな

いほうが耐震性が高いという解答に、日本人は経験を重ねて辿り着いたのである。柱と柱の閻に存在していたこのようなや
わらかな装置が、最近は注目され、柱問装置という特別な名前で呼ぱれるようになった。ヨーロッパでも、ライン川の谷に

は大きな断層があって、地震が起こるが、この地域でも、木造の柱と梁の間を、土壁で埋めたやわらかな構造システムが主
流となっている。かの地の人々もまた、地震の経験を重ねたことによって、日本の木造と同じ知恵に到達したのである。近

代の建築がフレーム主蓑、すなわち幼稚な図式主義に支配される前には、世界には多様な織物建築が存在し、人々は織
るように、やわらかな建築を作ってきたのである。一方ゼンパーはロジエ流のフレーム主義を否定し、建築はフレームで
はなく、覆いであり織物であると定義しナこ。フレームがなくても覆いは成立すると、ゼンパーは考えた。彼は脱フレーム主義
のパイオニアだったのである。ゼンパーがそう考えるようになったきっかけは、一九世紀最大の国際イペントであった万

国博覧会で展示された、辺境の集落であったと考えられている。クリスタルリくレスで開かれたロンドン万博(ーハ五一年)

の展示デザインに携わったゼンパーは、実際の原始的な住居に触れて大きな衝撃を受けナこ。僕がべドウィンの布の住居に

衝撃を受けたように、ゼンパーは西欧の外部に位置する、辺境の集落に出会う二とで、織物の重要性に気づき、織物主義

を生み出した。ゼンパーの父親が繊維関係のビジネスをしていたことも関係していたかもしれない。父親が扱っていた布は、

辺境の布ほどには、自由でしなやかなものではなかっただろうが。:『点,線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波
喜店面ゼンパー対ロジエ P170.P172)
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0概念的な人類の空間と身体的な人類の空間

私達当会は、概念的な人類の空間、又は、空間との関係性の理想にっいて、移動距離ゼロ、到着時間ゼロ、の密着空問と、
自身の空問上の位置の自由である、と仮定します。

達当会は、身体的な人類の空間、又は、空間との関係性の実態について、人類が知覚する距籬と時間により形成される
空間に離散的に人類が知覚し想定し得る様々な事象を相対的重層的に包含し、様々な事象は、人類の概念にとって契機
又は根拠を形成し、私達人類は、事象との関係に於いて、人類自身のうちに人類が豊かと認識し得る世界を形成し、蓄積
してきた、と仮定します。

0 "分格"(又、"総格")との仮定

私達当会は、任意の物体、又は、事象は、その相対的重層性によって、人類の各それぞれの個体に対応し異なる特異な
特定の関係性の群を形成する、と仮定します。

私達当会は、任意の物体、又は、事象に関する、その相対的重層性により、人類の各それぞれの個体に対応して形成する
異なる特異な特定の関係性の群を、"分格"と仮称し、存在の金体に集合する"分格"の総体を想定して、之を、"総格"、と
仮称します。

私達当会は、任意の物体、又は、事象の"総格"1こついて、任意の物体、又は、事象に関係する人類によって多種多様多
岐に亘り、同時に、常に変化する処、人類は、之を、把握することができない(主知的に把握する二とができない)、と仮定し
ます。

私達当会は、例えぱ、"生きた造形"と"死んだ造形"と"分格"と"総格"1こついて、"死んだ造形"よりも"生きナニ造形"1こ
於いて、より多くの豊かで変化に富む多様な"分格"と"総格"が出現する、と仮定します。

(仏ノーベル賞作家カミュの「ペスト」の発行部数が日本で100万都を超えるなど、感染症を扱った文学作品が注目されて
いる。「優れた文学作品には、未曽有の出来事に出合ったときの様々な人々の性格や心の勤きなどが『一般論』ではなく、
具体的に描かれている。そこのあるのは共感だと思う」と話す。人々が自宅に籬もる時間が増えた。「コロナ関連を中
心に、周りでは膨大な情報が飛ぴかうている。しかし、対処の術のない情報、過剰な情報は、不安を与えっぱなしにする。
それに対し、文学は読者に抱かせた感情に責任を負っている。そこに、心を落ち着かせる作用があるのでは」危機の時
代に求められる小説には「現実を忘れられるような作品と現実に向き合った作品がある」と考える。もっとも、自らの書き
方は変わらないという。「コロナ禍の前に書いた作品が今になって無効になるようでは、何かが間違っていたということ。作
家は自分が信じるものを執筆するしかない」と強調する。 「東日本大震災後も日本人の価値観が変わることが●"●甘.

期待されたが、自己中心主義が進むなどむしろ反勤的にさえなった。しかし台風被害など災害・災厄は続く。今後も感染症
の流行は起きるだろう。いまや『非日常』が当たり前になった。これまで私たちが考えていた『日常』はたまにしか訪れない小
康状態だと覚悟し、りスクとの向き合い方や医療体制のあり方を考えなくてはいけない」考え方次第でピンチはチャンス
になるという。「(人は関わる相手によって別々の人格『分人』を持つという)『分人主義』を私が思いつぃたのは、アイデン
ティティー」の問題に悩んでいたときだった。今回のコロナ禍でも(インターネット上で会話する)『オンライン飲み会』といった
動きが広がっている。自分もやってみたが意外に楽しかった」。新たな文化を生み出す機会にもなると見る。先日、海外
の友人とオンラインで話をしていたとき「分人」が話題になった。「それまで彼は『分人』という概念がよく分かっていなかった
が、コロナ禍で閉じこもり、ピンときたらしい。会う人が限られたことで自分の『分人』数が減り、違和感を覚えたのだろう。強
制的にそうした事態に追い込まれていることが問題なのですが」講演、イベントの中止や子供のケアに頭を悩ませつつも、
小説執筆に集中する日々だ。(編集委員中野稔):18.2020年(令和2年)5月18日月曜日日本経済新聞第2
4面【文化】 1文化1 連戟特集『コロナと創作(1)文学が描く危機下の共感「非日常」価値観変える力』作家平
野啓一郎氏)

0空間のデザインについて

私達当会は、空間のデザインについて、私達人類の空間認識に於ける、様々なスケールの変化を包含する、様々な事象
の全体と部分の関係性の生成、同時に、事象の"分格"の生成と"総格"への考察である、と仮定します。
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0新型コロナウイルス感染症(C0ⅥD-19)蔓延に係る新常態(ニュー・ノーマル)1こ関して

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類

の活動の空間の形成』1こついて、新型コロナウイルス感染症(COVID-19)蔓延に係る新常態(ニュー・ノーマル)1こ適合
する、と仮定します。

私達当会は、私達当会が提案し要望する『原遺跡計画』並びに『否定され得る人類としての人類の在り方を顕現する人類

の活動の空間の形成』について、離散的事象、即ち、隙問をあけながら集合する、距敲を置いて、ゆるやかに雑然と集合す
る、人々や事象が、集まりながら、同時に離れている、空間に於いて密閉と密着と密接を回避する、事象を顕現する、と仮
定します。

日本列島の上に人はどのように住まうのか。

(日本にとっては横浜港に停泊したクルーズ船の集団感染がプロローグとなり、今や列島全体がクルーズ船と化した。2月
に報道を見ながら思い出したのが、18世紀から19世紀にかけて、イギリスの川岸や海岸に係留された監獄船である。
獄に囚人があふれ、廃船を活用したが、衛生状況が悪く、多数の死者が出たという。クルーズ船は横倒しの超高層ビルより

も大きい乗り物だ。が、空母でも感染が発生したように、一度、閉鎖された環境で感染が始まると、手に負えない。一方で陸
地との隔籬や機動性ゆえに、病院船も注目されている。実は空気の流れが、病院建築の重要な課題として認識されたの

も、衛生観が亥化した18世紀に邇る。ウイルス学の登場前だが、腐敗した空気は害を及ぼすと考えられたからだ。その結

果、18世紀末には呼吸する機械としての病院デザインが、建築家によって提案されている。白色を好み、「衛生陶器」と
郷楡されたモダニズムの建築も、健康を重視しナニ。例えば、ル・コルビュジエの有名なサヴォア邸は、本体を持ち上げるピロ
ティが、じめじめした地面と切り離すことで風通しを良くし、屋上庭園は日光を浴びる運動を想定している。彼がパリの中層

の町並みを否定したのも、集合住宅を高層化すれぱ、足元の開放が可能となり、都心に緑地や公園を増やし、衛生的な都

市が成立するからだ。しかし、現状はりスクが高い都市モデルよりも、フランク・ロイド・ライトが提唱した田園に分散居住す
るブロード・エーカー・シティの方がオンライン社会に適合するだろう。災害や戦争と違い、ウイルスは建築を物理的には破

壊しない。人だけを攻撃する。したがって、ピカピカの都市に人が不在のシュールな風景が出現した。建築の立場からは、

廃娃を復興させるような貢献はできない。ただし、被災直後の避難所や仮設建築の方法論は使えるだろう。中国・武漢で瞬
時のうちに建設された巨大な仮設病院も記憶に新しい。日本では、圧倒的な病床不足を解消すべく、すでに軽症者をホテ

ルで受け入れたり、幕張メッセなどの大規模施設を臨時病院に転用することが検討されている。横浜の武道館に収容され
たネットカフ工難民に対し、飛沫感染予防をかねて、坂茂は災害時に活躍した紙管の間仕切りシステムを持ち込んだ。こ

れから台風や地震が発生した場合にも問題になることだが、避難所で人が密集できないのが、新型コロナウイルスの厄介

なところだろう。従来、人が集まるのは、良い建築であると、無条件で考えられていた。しかし、その前提が完全に覆ったの
である。新しい空間モデルとして想起されるのが、2003年の藤本壮介の安中環境アートフォーラムのコンぺ最優秀案だ。

これはアメーバのような輪郭の建築であり、空間の形式として説明すると、多方向に突きだすひだ状の空間が並ぶが、それ

ぞれは中央に向けて開く。ゆえに、隣の空間とは壁で仕切られているが、対面する空間は遠い。つまり、集まりながら、同時
に籬れている。これは実際に住宅で応用されたように、スケールを褒えたり、かたちを調整することで、様々に汎用できる空

間モデルのように思われる。口犯罪者を乗せてオーストラリア行きを待つ英国の監獄船臼9世紀初頭、木版画)=GR
ANGER. COM/'アフ口提供(図版)(し功tらし・たろう=建築評論家):2020年(令和2年)5月12日火曜日日

本経済新聞第34面【文化】 1文化1 連載特集『疫病の文明論⑥変わる建築空気の流れ、重要な課題に衛生観
反映するデザイン』五十嵐太郎)

(緊急事態宣言は39県で解除されたものの首都圏などでは続いている。自粛ムードに慣れてきたとはいえ、さすがに閉塞
感が増してきた。 ここでは日常の生活様式についてではなく、「東京への一極集中」というマクロの問題を考えること.....

人類の歴史とともに古いパンデミックは人口密集、つまり、大都市の問題であった。1665年からロンドにしたい。 ■■■■盾

ンではぺストにより約10万の命が失われた。猩猿(しょうけつ)をきわめる感染症のもたらした惨状を「ロビンソン・クルー

ソー」の著者ダニエル・デフォーぱ、「ペスト」(1722年)で克明に描いた。大都市は生命にとり危険なところだという20世

紀初頭までの常識を、われわれはいつのまにか忘れていたのではないだろうか。巨大地震のりスクに加えて、感染症りスク
の深刻さを新型コロナ禍は突きつけた。関東大震災(1923年)の後、生粋の江戸っ子だった谷崎潤一郎は関西に「1ター

ン」した。日本列島の上に人はどのように住まうのか。19世紀末に始まり、戦後に加速した「東京への一極集中」は今なお
続く。これを是正すべく政府が旗を振っても効き目はいまーつだ。しかし、強いられた異常な環境下で急速に進む「オンライ

ン化」と、大都市の感染症りスウへの再認識は、やがて新たな歴史的Uターンを生み出すかもしれない。(与次郎):2

020年(令和2年)5月20日水曜日日本経済新聞第19面【マーケット総合2】〔大機小機〕『ニロナと東京一極集
中』)
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0軽々と手に抱えられる、私達人類の活動の空問

私達養生所を考える会は、私達人類の活動の空間について、私達人類が軽々と手に抱えられるような人類の活動の空
間を創出できないか、と考えます。

(鴨長明(ーー五五頃一ーニー六)が『方丈記』を書いてから八00年がたったことを記念して、「現代の方丈庵」をデザイ

ンしてくれないかという依頼が、突如舞い込んだ。敷地は鴨長明が実際に暮らしていたという京都、下鴨神社の境内である。

長明は下鴨神社の淵宜、鴨長継の次男であった。小さく貧しい家こそが素晴らしいという、『方丈記』の思想には、昔から

興味があった。戦乱、天変地異、飢縫が相次いだ厳しい時代と、挫折につぐ挫折であった彼自身の人生が、長明の思想、

長明の建築観を生んだ。災害が重なるひどい時代が、傘の家を生むきっかけとなったように、ひどい時代、ひどい環境から、

新しい建築が生まれる。「ゆく河の流れは絶えずして、しかももとの水にあらず。よどみに浮かぶうたかたは、かつ消えかつ

結びて、久しくとゞまりたるためしなし。世中にある人と栖(すみか)と、又かくのごとし。たましきの都のうちに、棟を並べ、甍

を争へる、高き卑しき人のすまひは、世々経て尽きせぬ物なれど、是をまことかと尋ぬれぱ、昔しありし家はまれなり。或は

去年にぞ)焼けて今年作れり。或は大家滅ぴて小家となる。住む人も是に同じ。所もかはらず、人も多かれど、古見し人は

二三十人が中に、わづかに一人二人なり。朝に死に、タに生る、ならひ、たゞ水の泡にぞ似たりける」(『方丈記』)。僕が

一番興味を持ったのは、長明自身が、実際に移動可能な、一種のモバイルハウスに住んでいたという伝説である。彼は方
丈(三メートル角)の小さい家を理想としただけではなく、彼の小さな家は、台車に乗せて、運搬可能だったという。単に小さ

いだけではなく、運搬可能な、究極のモバイルハウスを作ってこそ、長明の思想に応えたことにならないか。八00年後の

方丈庵を作るプロジェクトは、そのようにスタートしナ=。長明の過激なモバイルハウスの壁は、筵であったという説がヒント
をくれた。木のフレームは分解して台車に乗せられるが、さすがに土壁の方は、運搬できない。筵なら、くるくると丸めて、簡

単に台車に乗せることもできるし、軽いので、手に抱えて運ぶこともできる。彼は木のフレームと筵を組み合わせて作った家

に住んでいたからこそ、きっと簡単に運搬ができたのではないか。彼なりに線と面とを上手に組み合わせて、モバイルハウ
スを作っていたに違いない。現代版の筵の家は作れないだろうか。筵の代わり1こ探し当てた材料は、ETFE(エチレン・

四フッ化エチレン共重合体)という名の新しいタイプの膜材だった。もともとは温室の素材だったという出自がおもしろかった。

eFEは、温室のような、安価で手軽な建築を作るための、安っぽい素材だと思われていたが、軽くて、強くて、透明で、耐
候性にもすぐれているので、近年、駅や空港、スタジアムなどの大型建築の屋根に使われるようになっている。従来の膜の

欠点を克服した訂FEは、ガラスの透明性を持つ、しなやかな膜であった。残された課題は、どのような構造体で、二の
膜を支えるかである。木でフレームを組んで、それをETFEでくるむのならぱ筒単だが、それだと、長明の時代とあまり変わ

らない。木のフレームも、結構なごつさになってしまうので、ロジエ流のフレーム主義から脱したとはいえない。八00年も
たっているのだから、現代の方丈庵にふさわしい、フレームのない構造システムを用いて、ゼンパー流の織物のような小屋

を作る実験が始まった。その時ひらめいたのが、海に住むナマコの身体を支える構造システムである(図33)。ナマコは

ご存じのようにグニャグニャの生き物であるが、「グニャグニャなのに骨のあるヤツ」と呼ぱれることもある。なぜならば、ナマ
コは脊椎動物のような骨格を持たない代わりに、皮膚の中に、顕微鏡でしか見えないような、無数の骨片を隠し持っている

からである。皮膚の張力と骨片の圧縮力をうまく利用する、テンセグリティの達人が、ナマコだったわけである。「グニャグ
ニャなのに骨のあるヤツ」の脱力感たっぷりの構造システムは、ロジエ主義的な古くさい骨格を笑い飛ぱしているようで、き

わめて未来的なものに感じられた。僕らは、頼りないほどに小さくて細い(二0ミリX三0ミリ)木片を骨とすることにした。

三枚の透明なETFE に、それぞれ別パターンで、木片=骨片を貼り付けるところがモソである(図34)。別パターンの骨を

持つ三枚を重ね合わせる二とで、フニャフニャであった面が、突如として壁のように堅く、しっかりしたものに変身する。これも
また一種のテンセグリティ構造である。木片という硬い線同士がつながることで、膜の張力が有効に働きはじめ、細胞がテ

ンセグリティで形を保っていたように、膜の形が保たれるのである。小さな木片を貼り付けているだけだから、一枚一枚の膜
はクルクルと、筵のように丸める二とができ、脇に抱えて、簡単に持ち運べる(図35)。長明も、そんな風に筵を抱えて、荒れ

た都市をフラフラとさまよっていたのかもしれない。その三枚の膜を重ねるのに、金属ボルトでも接着剤でもなく、強力磁
石を使ったところが、もうひとつの発明である。ボルトやのりを使うと、組み立て、解体に時間がかかる。磁石だったら、一瞬

で、組み立ても解体も可能である。磁石のついている面と面とを重ね合わせることで、霧や霞のように突然出現し、突然消

え失せるモバイルハウス、八00年後の方丈庵(二0一二年)ができあがっナ=(図36)。この強力磁石は、「点」の章で紹

介したイタリア、フィレンツェの山の中のピエトラ・セレナの山も持つ石屋、サルヴァトーレから教わった。彼は強力磁石を

使って、石を壁に取り付けるために実験を重ねていた。従来、石はモルタルかボルトを使って、コンクリートの壁に取り付け

られてきた。しかし、これだと石を簡単にはがすことができず、一度貼ったら取返しがつかない。磁石を使えぱ、取り付けも、

解体も簡単で、石を傷つけることもない。引っ越す時も、石だけ外して、新しい家にまた同じ石を使うことができるというのが、

サルヴァトーレのアイデアだった。確かに移動する内装という考えはおもしろくて、方丈庵的ではある。しかし、石だけ運べて

も、家自体が軽々と手に抱えられないと、現代の方丈庵とは呼べない。点(磁石)・線(木片)・面(ErFE)が連動してはじめ

て方丈庵となる。下鴨神社の境内に出現した現代の方丈庵は、あまりに透明で軽やかで、うっかりすると通り過ぎてしま

うほどの淡い存在であっナニ。細い木片が、パラパラと下鴨神社の森の中に漂っているようだった。あのひねくれ者の長明も、

このさりけなさなら、森の木陰から、きっと喜んで僕らを見ていてくれるのではないか。下鴨神社に出現したカゲロウのよ

うにはかない建築は、ETFEを用いた面の建築であると同時に、強力磁石を用いた点の建築であり、木片を骨とする線の建

築でもあった。点・線・面が響きあい、相互に埋め込みあいながら、人間のまわりを浮遊し、身体を守ってくれる。『方丈

記』から八00年たって、時代は再びかなり厳しい二とになっているけれど、だからこそ僕らはもう一度、現代の筵を抱え、し

なやかでやさしい面を抱えて、この荒れた世界を、歩きはじめなけれぱいけない。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発
行隈研吾岩波書店面八00年後の方丈庵 P194,P198)
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0例えぱ、工匠の造形と建築家の造形

(・ー・カルポはアルベルティ(一四0四一七二)以前、つまりルネサンス以前の建築は、同じように足し算であったと整理する。施主と親方と職人が共働して、
建築というゆるい全体を作り続け、直し続けていたのである。そのゆるやかな世界に、革命的建築家アルペルティが登場L、建築の方法を抜本的に変えてしまっ
た。初期ルネサンスを代表する建築家であり、建築評論家でもあったアルベルティは、引き算という新しい方法を導入L、竣工後の変更、修正を許さない「作家=
アーティスト」という艶対者を生み出Lた。その転換によって建築が本来持っていた自由は失われ、建築とは、建築家という絶対者の描いた図面を実現するだ
けの、融通のきかない硬直したシステムになってしまったとカルポは指摘する。アルベルティ以降の甚い不自由な歴史を、ついにコンピューターが打ち破ウたという

のが、カルボの説である。アルベルティ以前には、描く人と作る人(職人"ネ分断されず、もちろん対立もせず、ゆるやかに連続的に建築は作られ続け、変更され続
けていた。モの濃密な人と様々な物との対話、一体感が、コンピューターによるファブリケーションによって復活するだろうと、カルポは予言するのである. ■■■●●

コンピュテーショナル・デザインの本質は、形態の革命ではなく、時間の革命だったというカルポの指檎が興味深い。形態がすべてに優先するという考え方自体が
アルベルティ的であり、近代の産物なのである。アルベルティほルネサンス最初の建築理論婁と呼ぱれる『建築論Ⅲ一四八五年)を著わし、このテキストはモの後
の建築界に大きな影響を与えた。デカルトの『方法序説」(一六三七年)が哲学の世界で果たしたのと同様な役割を担った。アルベルティは形態を時間から分離し
た。それは、時間と分かちがたくつながった施工(工事)という行為と、時間を無視しても成立する設計(計画)という行為の切断でもあり、施工の軽視であり、設計
者(建築家)の絶対化でもあった.形態の世界だけの純粋な理脆を組み立てた『建築論』は、モの純粋性ゆえに、テキストとしての著遍性を覆得し、建築家は建築
界の絶対者としての地位を擾得Lたのである。しかL今、形態のデザイン論から、時間のデザイン論への転換が起こりつつある。時間という流れの中で建築課
を相対化し、物質も人間もすぺてが、時間の中を漂う粒子であるとする世界観にわれわれは回帰しつつ高る。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾
岩波書店点足し算のデ,インとしてのコンピュテーショナル・デザイン P020・P023)
(建築にも演繹的アプローチと、帰輸的アプローチとがある.二0世紀のコンクリート建築は演繹的であった。まず、全体の形のイメージがあって、モの形を実現
するために、部分を犠成する素材やその結合のディテールが結論される。部分は全体に服従しなけれぱならない。コンクリート建築では、すぺての部分が全体に
従属していた。一方、ブルネレスキの方法は、都分から全体へと到連Lようとする帰納法であった。郁分の性質、その限界を徹底的に洗い出した上で、その部
分と郁分とが繋ぎ合わされて、上位の段階へと昇っていく。その作業を積み重ねていった末に、時として、予想もしていなかったような全体が出現する。それが帰
納法という方法である。帰納法は時として、銃きに満ち溢れ、想像を超えた結果を連れてくる.:『点・線・面』2020年2月7日第1刷尭行隈研吾岩波書店点
建築における演緯法と帰軸法 P0乃.P074)

(ひとつのストーリーが推けたならぱ、あとは技術的にモれを解決するだけである。小さなユニットを組み合わせていって、ドーム状の建築を作る実験は、アメリカ
の天才的建築家で、デザイナーでもあり思想家でもあったバックミンスター・フラーが鰻り返し行っていた。フラーは、四角いハコのような建築を壊そうとした先達で、
建築から車まで幅広くデザインL、学生時代からの僕の憧れのヒーローでもあった。建築家という絶対的な存在が、特異な造形の建築をデザインするという、ヨー
ロッパ的でエリート主義的な建築家像をフラーは批判し続けた。アルペルティ以降の特権的な建築家像を壊そうとし、草の根の建築、建築の民主化をめざして、ー
生醐い続けた.「字宙船地球号」というのも彼の造語で、地球璋境の危樵をいち早く唱え、モの解決のためには、最小の物質を使って、最大限のヴオリュームを獲
得することができるドーム建築が最適であると主張した。褐意の数学を駆使して、正一二面体と正二0面体が、ドーム構造に適Lていることをフラーは証明し(図
21)、誰もが自分で作れる民主的建築というアイデアを実証するために、学生達と一緒に、ワークショップというやり方でたくさんのフラー・ドームを建設しナニ(図2

:『点・線・面』2020年2月7日第1刷晃行隈研吾岩波書店面フラー・ドームと建築の民主化 P185.P186)2). .....

私達当会は、人類の造形の方法に二通りの類型を仮定します。

アルベルティ『建築論』(ルネサ

a.都分の性質と限界を徹底把握し全体へ到達しようとする作業一一帰納法一時として、予想もしていなかったような全体
が出現する、時として、驚きに満ち溢れ、想像を超えた結果を連れてくるーーアルベルティ『建築論』(ルネサンス最初の建

築理論害と呼ぱれる一四八五年)以前一一描く人と作る人(職人)は分断されず、もちろん対立もせず、ゆるやかに連続的
に建築は作られ続け、変更され続けていた、その濃密な人と様々な物との対話一一施主と親方と職人が共働

b.全体の概念の実現の為に都分を選択結論し服従・従属させる方法一演繹的

ンス最初の建築理論書と呼ぱれる一四八五年)以降一一引き算一ー「作家=アーティスト」という絶対者を生み出した、そ
の転換によって建築が本来持っていた自由は失われ、建築とは、建築家という絶対者の描いた図面を実現するだけの、融

通のきかない硬直したシステムになってしまったーーアルベルティは形態を時間から分離した。それは、時間と分かちがたく

つながった施工(工事)という行為と、時間を無視しても成立する設計(計画)という行為の切断でもあり、施工の軽視であり、

設計者(建築家)の絶対化でもあった。形態の世界だけの純粋な理論を組み立てた『建築論』は、その純粋性ゆえに、テキ
ストとしての普逼性を獲得し、建築家は建築界の絶対者としての地位を獲得したのであるーーヨーロッパ的でエリート主義

的な建築家像、特権的な建築家像一ーニ0世紀のコンクリート建築

私達当会は、a類型の造形について、制作者の意図、並びに、人類にとっての存在とその概念は、造形自身に集約される、
と仮定します。
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私達当会は、ヨ類型の造形について、その造形の保存を、制作者の意図に対し、図面の保存に依存して代行できる根拠が
なく、造形自体を保存するしか方法がない、と仮定します。

私達当会は、a類型の造形について、その造形の保存に際し、造形自体を保存すること、を提案し要望します。

私達当会は、b類型の造形について、制作者の意図、並びに、人類にとっての存在とその概念は、製作指示図面に集約さ
れ得る、と仮定します。

私達当会は、b類型の造形について、その造形の保存を、制作者の意図に対し、製作指示図面の保存に代行できる可能
性の根拠がある、と仮定します。

私達当会は、b類型の造形について、その造形の保存に際し、絶対的にその造形を従属させている製作者の製作指示図

面が現存する場合、造形自体の保存を、図面の保存に代行できる可能性がある場合が在り得る、と提案します。



0私達人類の活動の空間

(テンセグリティーという考え方は、生物学の世界でも注目されている。ドナルド・イングバー(一九五六一)という細胞生
物学者が、細胞はテンセグリティ構造をしているといいだしたのである。一九七0年代、イエール大学の学生であった彼は、
細胞をぺトリ皿に載せると、ぺたっとつぶれてしまうのに、それに酵素を入れて皿から離すと、丸く'、くらむのを見て、理由を
考えはじめた。その数日後に、彼は偶然、デザインの授業でフラーのテンセグリティ構造について教わった。勘のいいイング
バーは、そのふくらんだ細胞こそ、テンセグリティに違いないとひらめくのである。細胞を、中にジェルが入ったただの風

船だと考えると、このふくらむ現象が説明できない。しかし、細胞の中に、細胞骨格という名の、タンパク繊維群が作る三次
元の網目構造が隠れていたのである。この網目の引っ張り(テンション)を利用して、細胞は形を保っていた。それぞれの細
胞は、焦点接若斑と呼ぱれる点を介Lて、細胞を囲む基質に接着しているので、細胞の外部の力学的環境がりアルタイム
で、タンパク繊維のネットワークを介して、細胞の隅々に伝わる仕組みだったのである。この仕組みは、僕らがフランクフルト

に建てた茶室の二枚の膜と、その間をつなぐ糸(線)の関係によく似ている(図30)。細胞は孤立した点ではなく、面の
引っ張り力、面の中に潜んでいた糸の引っ張り力を媒介として、相互につながりあい、重力のある世界の中で形を支え、重

力と折り合いをつけていたのである。フラーが未来の構造システムとして提唱したテンセグリティとは、そもそも、生物の基

本原理でもあったのである。再びゼンパーとロジエの験えを用いれぱ、生物は骨(フレーム)を犠造とすると考えていた口

ジエ主義的生物観に代わって、点・線・面がネットワーク的にも統合したものが生物の体を支えているという、ゼンパー主義
的生物観へと、生物学も向かっている。フラーは、建築の未来を予言していただけではなく、生物学においても、予言的役
割を果たした。イングバーを媒介にして、フラーのテンセグリティが、生物学の世界にもひとつの転換をもたらしたのであ

この特別な傘を玄関の傘立てに置いておけぱ、どんな災害が起きても、それを持って逃げれぱなんとか助かる。 ●●■■●

ると考えると、ちょっと安心できる。やさしい傘の家が、仲間を守ってくれるに違いない。しなやかな布の力が、そんな安心感
を与えてくれる。傘の家にはフレームというごつい存在がないので、衣服にくるまれたような安心感がある。白い嘆で覆われ

た空間は、白くやわらかな光で満たされて、癒されるようなやさしい空間になった。ゼンパーとフラーとサハラ砂漠の知恵が
一緒になって、ミラノで花が開いた。:『点・線・面』2020年2月7日第1刷発行隈研吾岩波妻店面細胞のテンセグリ
テイ P191・P194)
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私達当会は、私達人類の活動の空問について、生物学がそうであるように、骨(フレーム)を構造とすると考えるよりも、
点・線・面(様々な要素)がネットワーク的にも統合したものが生物の体(私達人類の活動の空問)を支えている、と仮定しま
す。

私達当会は、皆様に、私達人類の活動の空間にっいて、生物学がそうであるように、骨(フレーム)を構造とすると考えるよ
りも、点・線・面(様々な要素)がネットワーク的にも統合したものが生物の体(私達人類の活動の空間)を支えている、と仮
定し考察し様々な行為を選択すること、を提案し要望します。



型」提室^

私達当会は、皆様に、人類の活勳の空間について、鳥が知覚するであろう、高空からの地球が丸く見えうる大きな空間、旋

回し、急降下して、様々な事象を経て至る、地を這う虫が知覚すしぜんからる小さな空間、木々の枝葉の閻をすり抜ける時、

異なるスケールと視点その連続的な変化その速度に包含する、私達人類が纏う行為たる、人類の身体と自然との関係性

の双方向誘導性を内包する階層的連続的透明性による丁寧でゆるやかなグラデーション又は雛散性による接続、又、生と
死の往復へのグラデーション、人類の空間認識たる、基準面と肌理(テクスチャー)とレイヤーの生成、人類にとっての身体

的スケール並びに人類にとっての身体性の獲得、"生きた造形"の採用、豊かで変化に富む多様な"分格"と"総格"の出現、
を提案し、要望します。

私達当会は、皆様に、人類の活動の空間並びに人類の活動、行為について、地球の又その土地の大地が基準面である、

と明確に、認識する二と、改めて、認識すること、同時に、当該の認識を、私達人類の活動、行為の基準とすること、を提案
し要望します。

私達当会は、皆様に、人類の活動の空間について、起伏に富む日本の大地に係る解法として、人工の造形よりも、大地の

自然の造形に、そのヴォリュームをとり、自然、遺跡、現代の機能に於いて、雛散的配置、交錯(編み込み又は織り込み)、

相対的重層性、を原理として、私達現代の人類の生命の行為としての、創造性、快適性、活動の効率、の発現を定義する
こと、を提案し、要望します。

私達当会は、皆様に、例えぱ、私達人類の活勳の空間に於ける、公園や街路の樹木について、その枝を短く刈り込むので

はなく、根元をコンクリートやアスファルトで小さく囲むのではなく、充分に大きな面積の大地を樹木に附随して落葉を蓄積し、
よって、自然の循環を生成することにより、関係する諸事象を処理すること、を提案し、要望します。

私達当会は、皆様に、遺跡について、私達人類にとって遺跡の本来の在り方であると考え得る、その遺跡に附随すると考

え得る空間並びに環境と考え得る事象と共に、遺跡の全ての土地の範囲の現状保存し、同時に、活用し、之を継続的に維
持する為の政策を執り、その為の整備を行い、以って之を行為し、私達人類にとって遺跡の本来の在り方であると考え得る
当該の遺跡の実態を保全すること、を提案し、要望します。

私達当会は、皆様に、遺跡について、私達人類は、私達人類には遺跡を化粧する方法など存在しない、その遺跡としての

荒々しいヴォリュームを、その土地の大地の上に投げ出すしかない、と自覚し、そう行為すること、を提案し、要望します。

私達当会は、皆様に、私達人類の活動の空問の形成について、まずは演繹的アプローチよりも帰納的アプローチを採用
すること、を提案し、要望します。

私達当会は、皆様に、人類の活動の空間について、宇宙と自然と遺跡群の存在と時にその離散的配置、人類の意図の空
隙の存在によって、人類の活動の空間の在り方とスケールを相対的に重廉化した人類の活動の空間の実態を例示するこ
と、を提案し、要望します。

私達当会は、皆様に、人類の事象と存在について、未来へと、永遠の時問へと開かれている為に、人類の事象と存在を、
"保存、保全、継承、保護"し、即ち、人類に関する事象との性質や形態や存在、又、人類たる事象との性質や形態や存在
の"可逆性"を維持すること、を提案L、要望します。

私達当会は、皆様に、私達人類の活動の空間について、生物学がそうであるように、骨(フレーム)を構造とすると考えるよ
りも、点・線・面(様々な要素)がネットワーク的にも統合したものが生物の体ほ厶達人類の活動の空間)を支えている、と仮
定し考察し様々な行為を選択すること、を提案し要望します。
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第六部遺跡について

私達当会は、私達現代の人類が活動する土地の全体が、重層的な、ジオサイト、並びに、遺跡である、と認
識します。

【ジオサイト:匡"酬.

私達当会は、私達現代の人類について、私達現代の人類が、ジオサイト、並びに、遺跡に居住し、又、活動
している、との認知が、私達人類の存在にとって、ーつの始原となる、と仮定します。

ジオサイトとぱ.ひ七つの景霞、岫影グ」しープ.単挫の地彪、岩石の誌轟、化石床あるいは化石が存在する唱のことである.

私達当会は、皆様に、遺跡の地に於いては、遺跡たる事象を優先して、様々な行為を認識すること、を提案
し要望します。

私達当会は、遺跡について、人類の抽象たる概念又主観に起因して生起する行為を離れ、又は、断絶し、宇
宙と地球に於ける、人類並ぴに人類に関係する事象に閏し、唯一の、痕跡ではあるが客観的普遍的包括的
絶対的な意味の記録たる、同時に、具象たる事象である、と仮定します。

私達当会は、遺跡に関し、(i)私達当会は、遺跡について、宇宙と地球の人類の移動と行為行動の範囲
の拡大に伴い、様々な人類の相互の"共通の体験"となり、それぞれの人類相互の理解を得る契機となる、
(iD私達当会は、遺跡について、その土地に共伴して具象であり、人類の概念を断絶することで、人類に関
わる事象のうち唯一の絶体である事実であり、各地域やその人類の"関係"や"交流"、"結びつき"や"多

様性"、即ち、人類の事象の在り方の「実態」を、私達人類に対して、直接に「証徴」する、(Ⅲ)私達当会は、
遺跡について、遺跡に関し、宇宙と地球の人類の、異なる地域の、又、多様な文化の、又、異なる個人の、人
類の"共同作業"を形成することで、それぞれの人類相互の理解と信頼を形成する契機となる、と理解します。

私達当会は、遺跡について、私達人類、又、宇宙と地球の地域とその人類の、オリジン(or喰in:始原、源、
由来、根源、始まり、起源、発祥、発端、源泉、発生、出所、出発点、原点)とオリジナリティ(or喰inality:独自
性、独創性、真性)を証徴する、と理解します。

Wlk;0●1.1ジオツーリズム」量熱更断2017年れ月5宜旧}峠2B)

私達当会は、遺跡について、人類の存在に由来する人類自身と風土又その各要素相互の関係の様々な均
衡、又は、最適な均衡の痕跡、さらに、人類の概念たる真善美の多様な体現の可能性の痕跡として、之を仮
定します。

私達当会は、遺跡について、人類の営為の歩みに関する事象の忘却による不可逆性に対して、人類世界に
於ける唯一の、可逆性への担保である、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、私達人類が、人類の主観を籬れ、人類の世界を、人類の客観に於いて観る、
具象、構造、装置、と仮定します。

私達当会は、遺跡について、人類の「社会的共通資本」、と認識します。

私達当会は、その地域の遺跡や他の文化財が、その地域と人類の世界、又は、その地域と人類の世界の人
類の関係性を顕わし、その地域と世界の人類の、広範な、文化経済活動の基盤足り得る、と仮定します。

私達当会は、広く皆様に、私達人類の活動空間において、遺跡と遺跡としての存在とその存在の在り方を、
認知、調査、保存、活用、公開、整備、継承すること、を提案し要望します。

(f社全的共壷貴本」1=数理経涛学宅学沢弘文氏n928年7月21白一2014年9月IBe)が提喚する概念)
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私達当会は、特定の当該の事象並びに現象について、当該の事象並びに現象に関係する人類が之を大切

にしようとする気持ちが、他の人類の共感を誘導し、そこに祝祭、即ち、喜ぴと悲しみの共感、が生起する、と

仮定します。

私達当会は、この私達人類の祝祭への作用が、遺跡の保全、即ち、遺跡の遺跡としての認知と調査と保存

と公開と継承と活用、又、全ての文化財の保全の構造である、と仮定します。

私達現代の人類、又は、現代の人類の個体は、個別の文化財、又は、その文化財に関連する財に、私達人

類の祝祭を発見し、又は、形成することができるでしょうか?

私達当会は、皆様に、私達人類について、現生人類たる人類種の出現以来の人類の生産行為と、人類又

は人類の個体の自己たる人類、又は、人類又は人類の個体の他者たる人類、又は、人類又は人類の個体の

他者たる非人類である宇宙と地球の諸事象のオリジン(0"宮ln:始原、源、由来、根源、始まり、起源、発祥、

発端、源泉、発生、出所、出発点、原点)乃至オリジナリティ(or喰lna"ty:独自性、独創性、真性)、との関係
を積極的に認知し、当該認知に由来する認識と行為を私達人類に於いて広く顕現すること、を提案し要望し

ます。

私達当会は、私達現生人類たる人類種の生産行為につき、之を生物種の捕食と区別し、諸事象の改変であ

り、人類にとっての諸利便であり、同時に、人類の存在上のオリジナリティである、と仮定します。

私達当会は、私達人類の主題について、人類又は人類の個体の自己たる人類のオリジン乃至オリジナリ

ティと、人類又は人類の個体の自己たる人類、又は、人類又は人類の個体の他者たる人類、又は、人類又

は人類の個体の他者たる非人類である諸事象のオリジン乃至オリジナリティの相克である、と仮定します。

五行思想(古代中国に端を発する自然哲学の思想: wikipedia「五行思想」最終更新2020年1月21日(火))
08:21)では、諸事象について、相生、相克、相侮、相乗、比和、勝復などの関係を、付与すると云います。

私達人類は、私達人類が関与する、諸事象の夫々のオリジン乃至オリジナリティの関係を、相克の関係か

ら、相生の関係に、転換し得るでしょうか?

私達人類は、何を、選択するでしょうか?、又は、何を、選択することができるでしょうか?

私達当会は、私達人類の遺跡と歴史の真実について、之を、私達人類の存在の本源で在り得る、と認識し
ます。

私達当会は、遺跡と歴史の真実が、私達人類の遺跡の最大の活用となる、と認識します。

私達当会は、遺跡の活用について、皆様に、私達人類の芸術による、ことを提案し要望します。

【rりぺラル・アーツ」:りぺラル・フーツ(蔓:1」b.r.1.,1.)とは、ギリシャ・ローマ時代1こ理念釣な謹真を持ち、ヨーロヴバの大学耕度において中世以熱、19世紀後半や20世紀牢で、「人が持っ必蔓が島る技姦【実赴酌な却隻.学
悶)の並木ル見なされた窒由七払のことである.具休的には文班学・怖辞学、幽理学の3学、およぴ耳幡、壷何【駿何学、皿影の学問)、天文学.音豪の4科のこと.・・・むおの本靴のr吾術」という言熟はもと、と、明拾筒代に薯肇
家の西胴によってりべラル・アートの訳語として逼諾されたものである.・ープラトンぱ・・ところが、古代ギリシア壮金においては・.・モの後、ローマ酔代の末期の5世紀贊半から6世紀にかけて、7つの科目からなる「自由七科」{"
.Pを.m .門卵佃.r.1.旦】として正式に定蔓されるに至ったので島る.・・・哲学は二の自由七詫の上位に位置L、■由七料を峡治すると考えられた,哲羊はさらに押学の予個学として、論理的思考を敏えるものとさ゛しる.この自
由七科の榎成は、キリスト敏の理念に茎づ老敦青内容を整えるため、ギリシャ・ローマ以棄の篤学が焦大成されたものと見ることもできる.・・:舳阿0●1.「.」ペラル・フーツ」景終更断ユm0年ユ月15ef土114:11)

私達人類は、私達人類の活動の空聞に挑いて、この土地の選跡が送り続けるメッセージを受けとめることが出来ているでしょうか?

〆
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遺跡は、人々のモして現代の私連の生と死の証です.



第七部遺跡

1.遺跡

遺跡は、一般に、人類の(過去の)活動の痕跡と認識され、遺権と遺物より構成され、一定の土地の範囲又は空間の範囲として把握されます。

Ⅱ.遺跡と風土と文明、又、私達人類の公共と私達人類の選択、又人類の分断

<遺跡と風土と文明>

(1)私達当会は、遺跡について、字宙のその土地、地域の風土にとって、自然の存在、人類の存在(モの肉体、意識、知能、言語、文字、視覚、聴覚、嘆覚、味覚、触
覚、記憶、概念、行為)に次いで、第一義の存在である、と理解します。

(2)私達当会は、遺跡とは、逝きし者、逝きし者達、死者が、その時、そこに見た、その風景を、今、私達自身が見ている、と云うことである、と認識します。

(3)私達当会は、風土とは、逝きし者、逝きし者達、死者のことを考える、逝きし者、逝きL者達、死者の言葉を聞く、逝きし者、逝きL者達、死者と行き通う、その環
境、社会的状況、制度がある、それが私違人類の生活とモの空聞に生きている、と云う二とである、と仮定します。

(4)私達当会は、風土について、人類が牡会的に活動するその土地に於いて、宇宙の自然と人頻の事象が、死者の存在を含めて、完全に,共存の状態にある、と
仮定します.

(5)私達当会は、私達人類が.私達人類の世界に、複融の文明を認識するならぱ、風土は、人類の文明の本源的形態である、と認識します。

(6)私達当会は、少なくとも、人類のアフり力、アジア、オーストラリア、南アメリカ地域では、風土に於いて、既に、持続可能(suataln8b1昏:サステイナブル)な社会
が、達成されている、と仮定Lます。

<私達人類の公共と私達人類の選択、又人類の分断>

(フ)私達当会は、公共について、"皆が関わる他者"であり、同時代の人類の各個(自己)への便益の還元(又は、その総体)というより、未来の人類への社会的共通
資本への投資への選択である、と認識Lます。(社会的共通資本は、数理経済学者字沢弘文氏の概念です)

(8)私達当金は、人類の様々な"分断"が形成する人類の不幸に関して、人類の公共、即ち、"皆が倒わる他者"、例えぱ、風土、又風土の再生、文化、遺跡、人類
の歴史の理解、現代の文明の完成(私達当会は、現代の文明について、持続可能(容Uat8inabl.:サステイナブル)な社会が達成されていないとすれぱ、現代の文
明は未完成である、と認臓します。)の保存、継承、形成への、多様な人々の参加が、人類の様々な"分断"を綬和する、と仮定します。

Ⅲ.遺跡、その存在の性格と関連事象について

私達当会は、遭跡について、以下、その性格やその他の闘係する事象について理解し、又は留意Lます。

1.人類の意図性に対照する非意図性、並びに、人類の空間と構造の囲い込みに対照する空閏と構造の開放性〔遺跡の存在:糎源的な公共の空間〕

2.地形、地勢と遺跡との閏係性〔又、遺跡とその関係する環境のランドスケープ〕

3.遺跡、又非遺跡の空間と共に、空間の諸関係性の連絡〔私達当会が提案する"再興空間主義宣言"〕

4.地球時代と人類時代、並ぴに、日本地壊への現生人類到逮以来の三万年の出来事と変化と人類の伝統【歴史〕

5.地理、地政、事象の伝播と移動、人工工作との関連性〔ネットワーウ、又、各事象のランドスケーブ〕

6,芸術と学術とその市場、又、祝祭による遺跡の活用〔遺跡、哲学、芸術、行為、神話、学術、生と死、祝祭の諸関係(又は、宗教)は、人類の存在を媒体に近
綾しています〕

その土地、地域の地勢と遺跡群を尊整備Lつつ、歴史に倣い、人類の、文化、芸術、伝統、学術の活動、並ぴに、発信の舞台として活用する。問時に、国憲音楽祭、
国際茎術祭、国際写真桑、国際映回祭、国際演劇祭、各糧国際学会等(アカ〒ミアのイペント)、国際アートフェスティバル等(市場)を企画開催し、即ち、その土地、
地域の畠然と地勢と遣跡と歴史、又、現代の地政の活用を、広範に芸術と学術とその市場、又、祝築による.

フ.人類の生活空間に於ける、人顕の風土、文化、文明、民俗の自律的屡開とその雑持〔人類の活勳〕

Ⅳ.遺跡たる事象

1.人類の非意図たる事象、人類の意図たる事象、遺跡.空間の性格と構造、人類にとっての意義

ロ)人類の非意図たる事魚、人類の意図たる事象、遺跡

①私達当会は、字宙の自然と人類の事象について、人類の非意図たる事象、人類の意図たる事象、を認崖します。

②私達当会は、遺跡について、人類の非意図たる自然、人類の意図たる人工、人工で罰りながら、人類の当該事急への意図(発現や目的や機能)の消滅、忘却、時
に、埋土による忘却によって、人類の非意図たる遭跡、自然と人工の中間に位低する第三の存在の性格を有する希少で特具な事象、を認識します。

(2)遺跡、空間の性格と楕造、人類にとっての意義

①私達当会は、遺跡について、空閻の性格、構造として、現代の西洋文明に係る人類に関する空間が、概ね、意図と囲い込み、閉鎖、であることと対照し、非意図と
開放である、と認識し、理解します。

②私達当会は、遺跡について、遺跡の存在と空間の構造の、非意図と開放が、遺跡を、人類にとって、根源的な公共の空間とする、と理解します。
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2.遺跡の認知、調査、保存、活用、公開、甍備、継承について

0)私達当会は、遺跡について、之を、認知し、調査し、保存し、活用し、公開し、整備し、継承する、とは、遺跡の存在の性格と携造の非意図と開放、根源的な公共
の空間を、認識し、保存し、活用し、継承することで島る、と理解Lます。

(2)私達当会は、遺跡について、之を、認知し、謂査L、保存し、活用し、公開L、整備し、継承する、とは、遺跡の存在の性格と構造の非意図と開放、根源的な公共
の空間に"寄り添う"ことである、と理解します。

3,遺跡、歴史、考古学、人類の文化

遺跡は、人類の事実の解釈たる歴史と問じ事象ではありません。

遺跡は、生きる者の詩、文学、益術、時に音階であり、死せる者の魂かもしれません。
私達当会は、遣跡を歴史と考古学と建築のみで旋定することはできない、と理解Lます。

4.現代と人類の活動、歴史と空間に開かれた「窓」

「窓」:私達当会は、私達が認知する宇宙の事象は、私達人類が、私達人類の肉体、意識、知能、言語、文字、視覚、礁覚、嘆覚、味覚、触覚、記憶、概念、行為、即
ち、人類というr窓」を通して感知する糎めて一郁の不確かな概含である、と理解します。閻時に、私違当会は、現代の擇々な事象について、人類の過去、現在、未
来の連続の閥係に開かれた部分たる「窓」として限定された事象と理解し又現代の人類はその関連に於いて行撫すると理解します。私達当会は、皆様に、私達現
代の人類が、遣跡のジエノサイドを停止L、アフり力から地球の全土に拡散する人類の活勘たる過去から現代又未来への歴史とその空間たる遺跡の「窓」たる諸関連
により限定された事象とその空間に行為する限定された存在である二とを認喋すること、を提案し要望します。

5.人類の文化と人類の経済

私達当会は、人類の文化とモの活動が、人類の軽涛に、モの形質と連度を与えている、と仮定Lます。

6,遺跡の活用(人類への還元)

私達当会は、皆樺に、遺跡の活用(人類への還元)1こついて、芸術と学術とその市場によることを提案し要望します。
遣跡、哲学、茎術、行為、神話、学術の諸関係は、人類の存在を媒休に近接しています。
私達当会は、皆様に、その土地、地域の地勢と遺跡群を再整備しつつ、歴史と土地の利用の履歴に倣い、人類の、文化、芸術、伝統、学術の活勳、又、発信の舞台と
して活用ずる、伺時に、国際音楽祭、国際芸術祭、園腺写真築、国際映画築、国擦演劇祭、各種国際学会等(アカデミアのイペント)、国際アートフェスティバル等
(市場)を企團開催し、即ち、モの土地、地域の自然と地勢と遺跡と歴史、又、現代の地政の活用を、広範に芸術と学術とその市塙によること、を提案L要望します。

フ.遣跡へ

私達当会は、遣跡が、空間であると認識される処、当該の事象を遺跡と認知すること、又、之による、当該の遺跡の調査、保存、活用(人類への還元)、公開、甍備、
継承について、人類が、今より後、当該の遺跡の空間にどの様な形質を与えるか、人類の活動が当該空間にゼの様に闇与するか、当該の活勳は経済にどの様な形
質と速廣を与えるか、当該の事象が字宙の自然と人類の存在と遺跡の存在の相互関係と理解し得る当該の風土にどの様な形質と壷化を構成するか、それは人類の
文化財、遺跡として本義であるか、それは人類の風土として本蔓であるか、それは人類にとって好ましいのか、私達人類は何を選択するのか、との考察に対し、之を
必然の亭象、と理解します.

私達当会は、皆様に、遺跡とその存在、又は、範囲に對L、遺跡の外(モと)に現代の機能と目的を整備し獲得し、米来の横成について、様々な事魚の全き共存と共
栄を実現することを、提案し要望Lます.

8.遺跡、文化財等への人類の行為について

a)私達当会は、人顛の意図たる事象について、解釈が成立し、又、収集が在り得る処、人類の非意図たる事叡について、解釈は成立せず、又、事象の本義上の破
壊と改隻と移動を伴う収集が元来在ってはならず、人類の非意図たる事象について、事実の存在の認知、又、保存と修復が在り得る、と理解します.

(2)私達当会は、人類のアフり力から世界への拡歉と共に拡散し存在する遺跡を、蒐集し陳列する博物館概念に骸合してはならない、と理解します.

(3)私違当会は、人類の非意図たる事象が、人類の意図たる事象の取扱いへの擬制的取扱いによって、その本義上に於いて損壊する事態がある場合、その経緯を
探索することは勿論、様々な政治上経済上の対応は云うに及ばず、本義に於ける原状回復、本義に於ける発展的展開が閉鎖されることがあってはならない、と理解し
ます.

(4)私達当会は、遺跡への行為や、事象の博物館その他への収蔵に関Lて、事象の本義上の損壊が、在り得ると理解Lます.

9,遺跡、人類の必然

ロ)私達当会は、私達人穎の活動の痕跡が、私遠人類の活勤空間に遺存し、私達人類が之を遺跡と認識することについて、私達人類の必然である、と飽識しま
す。

(2)私達当会は、私達人類が、私達人類の必然たる遺跡を破壊することについて、即ち、直ちに、之を、私達人類の必然を破壊することに他ならない、と理解しま
す。
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V.日本地域について

私達当会は、日本地域について、アフり力より世界に拡散する人類の当該地域への到達より以降、先史時
代から、世界、又は、インド洋、南シナ海、フィリピン海、東シナ海、黄海、日本海、オホーツク海、太平洋、を
囲む近隣地域の様々な文化圏又日本地域に関する、島伝いの、琉球、薩摩、肥前、長崎、蝦夷、東北、日
本地域、との地政に在る、と理解します。

私達当会は、日本地域について、「海と島と船と陸と空、人類の到達以来、世界と繋がる地政、もうーつの
"鎖国"」とも表現できる、と理解します。

Ⅵ.長崎地域とその遺跡について

私達当会は、長崎地域について、先史時代から近代まで、世界、又は、インド洋、南シナ海、フィリピン海、
東シナ海、黄海、日本海、オホーツク海、太平洋、を囲む近隣地域の様々な文化圏又日本地域に関する地
政上の結節となる地域であり存在である、と理解します。

私達当会は、地政上の結節となる地域であり存在としての事象が、長崎地域に原子爆弾による被爆を誘
引した、と理解します。

私達当会は、長崎地域の遺跡について、例えぱ、先史時代の支石墓から、近代の終稀となる原子爆弾被
爆の遺跡まで、第一義に、且つ、一貫して、地政上の遺跡である、と理解します。

Ⅶ.私達当会より、皆様への、提案と要望について

1,私達当会は、皆様に、遺跡への対応について、本義に於いて、本紙の第二部一 1.からV.の範囲に於
いて、行為することを、提案し要望します。

2.私達当会は、皆様に、長崎地域の遺跡への対応について、本義に於いて、本紙の第二部一1
の範囲に於いて、行為する二とを、提案し要望します。

Ⅷ.長崎地域の遺跡への提案と要望

私達当会は、皆様に、人類の活動空間に於いて、遺跡を認知し、現状保存し、精神と行為、流行と娯楽、芸
術とコミュニケーション(美)、学問と良心(真:哲学、学術と善:政治)、並びに、伝統と歴史により、遺跡と
その存在を活かし、遺跡の外(そどに現代の機能と目的を整備し獲得し、様々な事象の全き共存と共栄を
実現することを、提案し要望します。

私達当会は、人類の文化とその活動が、人類の経済に、その形質と速度を与えている、と仮定します。

1.日本地域と地球の人類の世界

①世界の日本への憧憬(中国秦の徐福の伝説、マルコ・ボーロ『東方見聞録』、地下資源(金と銀と銅、硫黄))

②日本開国(長崎による日本開国/西欧世界の東回り航路(インド洋一東シナ海)と西回り航路(大西洋一
太平洋)の最後の接点の連絡の完成:資本主義世界の地球の一周、世界の一体化の完成/明治の日本の
存在を経由して西洋の近代国民国家の人類世界の諸地域への地球規模の拡散の契機、始点として端緒)
(1858年のエンゲルス宛マルクスの書簡の一節:「づルジヨア社金の固有の任務は、世界市場及びその甚礎の上に立つ生産を作り出すことである。世界は円形であるから、二のことは
カリフ才ルニア並びにオーストラリアの植民地化と支那並ぴに日本の関故によって粘沫に至ってきたと考えられる。」羽仁玉鄭『明治雑新史研寅』1956年P.94 1世界の一休化1)

③日本の明治の近代国民国家の存在、形成と存続(西洋の近代国民国家の人類世界の諸地域への地球
規模の拡散の契機、存在として端緒:現代の地球規模の人類の世界に至る最初のモデル(modBI:模型、
規範、典型)の実現、世界標準となる事象の獲得)

からⅥ
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④日本への不理解(「日本は特別だ上非西欧に於ける非野蛮の存在.例外としての存在(例外の理解
は不要))

(「日本は特別だ上『シリーズ・グローバルヒストリー①グローバル化と世界史』2018年3月26日初版羽
田正東京大学出版会P110「第4章グローバル化時代の人文学・社会科学、2これからのヨ本の人文学・

社会科学、外国語での成果発表」)

⑤世界に於ける近代西洋との概念とその様式、又、態様の再確認と検証と再評価の契機(原爆被爆.遺跡)

⑥人類の過去と現代と未来(遺跡の具象としての保存と継承と活用を基層とした、人類世界の具体である
人々の行為としての歴史解釈その他の諸概念の再確認、検証、認識作業の継続)

2.私達当会は、日本地域と地球の人類の世界との関係に於いて、長崎地域が、通時的共時的に、優れて

特異な結節の状況を形成していると理解します。

3.私達当会は、皆様に、以下の遺跡、並びに、関係する概念について、認知し実現することを提案し要望し

ます。

(1)『長崎国際歴史文化都市構想』(2019年(平成31年)1月18日金曜日以降数次改訂養生所を考
える会代表池知和恭)

私達当会は、皆様に、私達人類が、長崎地域の地球時代一先史時代以来の特異な自然と地勢と遺跡と

歴史、又、現代の地政を、現代の人類にとっての長崎地域の在り方に、積極的に活かし、地球規模の人類

世界に於いて国際的な位置づけを実現し、この土地の生活に於いて特徴的な現代の風土を形成すること、

その措置をとる二と、を提案し要望します。

①「先史時代/古代福田氏ノ中世肥前丹治比氏(戸町氏・永埼氏・大浦氏・矢上氏・時津氏・大串氏等)等遺跡

群」②「都市長崎遺跡」(ローマ仂トリッウと日本人による城塞郁市、長崎奉行の近世城下町、中世、近世、近代、現代へ)
③「日本開国(その母胎、転回の起動力、最初の唯一の玄関、資本主藷の経済圏(世界市場)の地球の一周の完結〔世界の一休化〕、明治の日本を通じで主権国民

国家の地球規槙の拡散の端帖(着遷と特具、一体と個別、非野蛮の顕在、多様性顕在の端諸))」
(1858年のエンゲルス宛マルウスの書簡の一節:「ブルジョア社会の固有の任務は、世界市堪及ぴモの基礎の上に立つ生産を作り出すことである。世界は円形であるから、このことは
カリフォルニア並びにオーストラリアの植民地化と支熱並ぴに日本の開放によって結末に至ってきたと考えられる。」羽仁五郎 r明治雑新史研究』1956年P.94 f世界の一体化1)

④「長崎キリシタンの里構想」⑤「浦上キリシタンの里構想」⑥「長崎原子爆弾被爆遺跡整備構想」
⑦「長崎国際第二中華街構想」(市南都欄埠頭にて行政による第ニバース化.け")設置を基盤とする外貴による[開発型観光])

⑧『長崎中央緑地計画構想』悔被".,、娜一X山."。,、.沖""泣.躯、"噌"""゛"血覗*樹誌'明⑨施."『長崎音楽堂構想』
⑩一'ψ岬"""゛"・.け.""""ー=.抄4伽M.,.".*潅**畍"加.".""『長崎アー'ソセンター(Na宮a■ヨki A"t■ Sentor)構想』

(2)『再興空問主義宣言』(2019年(令和元年)6月29日土曜日養生所を考える会代表池知和恭)

遺跡、又非遺跡の空間と共に、空間の諸関係性の連絡

(3)『遺跡とそのランドスケープ(1endscape)の選択』(2019年(令和元年)9月27日金曜日養生所を
考える会代表池知和恭):自然、遺跡、建築、都市のランドスケープ、言語としての疎通

(4)『「社会的共通資本」並びに「社会的共通資本」としての"遺跡"』(2019年(令和元年)9月28日土
曜日養生所を考える会代表池知和恭)

『数理経済学者宇沢弘文氏、そして"社会的共通資本"としての医療』(資料:2019年(令和元年)9月
28日土曜日養生所を考える会代表池知和恭)

:私達当会ぱ、宇沢弘文氏が提案する『社会的共通資本』(social common capltaD 概念により、
遺跡が人類の『社会的共通資本』である、と理解します。
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第八部長崎地域の特定の個別の遺跡群について

(1.長崎地域の浦上地区遺跡群について)

(Ⅱ.長崎奉行所西役所等遺跡群の調査と活用について)

(Ⅲ,長崎地域の桜町地区遺跡群について)

(Ⅳ.養生所/(長崎)医学校等遺跡("佐古の丘の地形"、"中核区域"、'運用区域"、"関達区域")1こつぃて)

(V.『長崎市歴史的風致維持向上計画』並びに『国土交通省長崎港松が枝埠頭岸壁
2バース化』並びに『長崎県松が枝地区再開発構想~港湾整備←体純。たまちづくり~』につぃて)

私達当会は、皆様に、長崎地域の変化に富む地勢と重層し幅襲する遺跡群を再整備しつつ、
歴史と土地の利用の履歴に倣い、人類の、文化、芸術、伝統、学術の活動、又、発信の舞台とし
て活用する、同時に、国際音楽祭、国際芸術祭、国際写真祭、国際映画祭、国際演劇祭、各種
国際学会等(アカデミアのイベント)、国際アートフェスティバル等(市場)を企画開催し、即ち、
長崎地域の優れて特異な自然と地勢と遺跡と歴史、又、現代の地政の活用を、広範に芸術と学
術とその市場、又、祝祭によること、を提案し要望します。

( 255/276 )



1 養生所/(長崎)医学校等遺跡の範囲長崎奉行所西役所等遺跡群の範囲・ー,・・ー・・叩1
1 的皐卸,.・',佃..瑚"叩卯 2018年(平成30年)2月27日月曜日餐生所を考える会代表池知和恭一妻生斬π長蛸)医撒等迫跡の保存と活用より一 2019年怜和元年)11月21日木隙日聾生所を考える妾代塾地知和恭 1
1 私達は、当愁遺跡の範囲にっいて、下記a)"佐古の丘の地形"(2γ中核区域"(3)"道用区域"(4)"閏私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の範囲にっいて、以下、認識Lます。 1
'

,

.

1

'

連区賊"より構成されると考えます。

"

[現在の西小島IT目、西小島2丁目、稲田町、館内町、語町、船大工町、害合町、遒路ノ通路を含む一帯]
・ボンペ,ファン・メールデルフォールト氏は、養生所の建設にあたってその建股場所について「新鮮な空気
が通る、清潔な水の豊冨な小高い丘の上で、街の外であるが病人の道搬に便利な場所ル献策しましナエ。
・私運は、ポンぺ氏の長嶋での病院建設への献築ぱ、当時の世界に於ける又は長崎に於ける諸状況の下
に近代病院運営の体系/仕組(5Y駄em)として提言されたと理解します。
'当駮遺跡の立地は、ポンべ氏が示した献笈仁一致する態様を具えています。
・私達は、当該適跡の立地である"佐古の丘の地形"を、当蝕近代病院の運鴬の体系ノ壮組(5Ⅶ也m)を具
休化する実体として、当該遺跡の要素であり、当誠遺跡の範囲と考えます.

・"佐古の丘の地形"ほ、大規模な開発事案仁よる大規模な破壊がなく、当時の状況を良く遺存Lています。

2

[現在の西小島IT目の旧長崎市立佐古小学校の敷地及び外周道路(市道西小島稲田町1号線、市道西
小島2号織、市道西小島館内町1号繰,市道稲田町6号線.旧病院敷地の東道路及び南道路)及びその南
部の西小島2丁目の一角及び可能性として喪崎市道稲田町6号線の北都でその西に隣接する稲田町のー
部]

〔長崎市西小島佐古16番、15番、14番、14番・2、17番・2、17番・4、18番・2、1106番、モの外周道路
07番.3、1白番,3を含む)、59番、2、59番a、59番.4、可能性として畏嶋市易田町44番の一帯〕
・江戸期の養生所(病院、鑑学所)、精得館(医学所、病院、分折魂理所)、明治期に入り長崎府医学絞【及
び病院)を経て第笠高等中学校医学都とその分教場(第五高等学校医学部、長崎医学専門学校の時代を
含む)、明治期の絢毒病院から昭和期の小島病院へと推移Lた趣物敷地及び当該敷地に接する又は内包
する当該施設に由来する遭路。

・一帯の西部にへールツの居宅である蓋然性が高い平屋建洋館を含み、一帯の爽部の二階建洋館も医学
校聞係者の居宅である可能性があります。
・この状況は、遺跡の地上遺惰、文献資料、複数の医学校の図面、権数の精得館から第五高等中学校医
学部とその分教珊、梅毒病院から小島病院の写真より理解できます。
,ヘールツの居宅については、prof. H8rmon B.uk8rS が提示する 08 Bat8B稔oho Loeuw. Am5

ter6arn.1987一Υ白白Ch●r emonE the Jepan0写e-Lettor bv Dr. K, VV、 Graten1皐 Con5idorin

目訊13 8tay ln depan 1866-1871-130P 1871-"Tue8d丑y. Mヨν 11及びヨ 1白仕6r (bv E8
0、er) 23.09.1873 によりその蓋熱性が高いと理解できます。

の

の

3

[現在の桐田町の北部の舘内町の東に瞬接する一帝]
〔長崎市稲田町39養、40番、41番、42書、43番、44番、45番、46番、4フ番、48番、49番)
・菜閏と果樹閏と初期の休操場とその付帯施設として運用されたと推測する一帯。
.この状況は、慶応年聞の複數の精桐館の写真、明治四年頃の医学校の写真、明治10~"年頃の医学
校の写真より理解できます。

1.長崎奉行所西役所等遣跡群の中核区域

4

【現在の西小島1丁目と箱町と船大工町の旧大徳寺境内..,,,、梅昏崎天満宮と大楠神社及び大楠一榊]
〔長蛸市西小島町佐古1番、2番、3番、4番、5喬、6番、7番、8番、9番、10雪、純町の一都〕
.振遠隊墳墓地、明治三年から明治四年英医ニュートンが梅毒病院を運営、エッシャーが自身の日記でー
帯をスクールガーデンと言及、佐古招魂社(梅蚕崎墳墓地)、勅使坂、明治12年に大他寺庫裏跡一帯に長
崎病院が竣工(大圧期に橋本大穂園として整備し公開儿た区堺。
'医学校関係者が一帯を親しむ樺子は、 pmr, H8rmen B.uk.門が提示する Di丑N of E$ci柏,及
び a 18牡e『(by Eachor) 23.09.1873 により理解できます。
.古写真の大徳寺跡一帯の木陰に時期によりいくつかの洋館である可能性がある映像を確認できます.
これが洋館で島れぱ医学校関係者の居宅である可能性があります。 〆

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の中核区域にっいて、①長崎奉行所西役所等
遺跡、②サン,ペトロ教会(スペイン系のフィリピン由来の托鉢修道会と地域司祭の教会旧
外浦町)等遺跡(長崎奉行所西投所等遣跡の北東隣接地一帯)、③大波止遺跡、④長崎奉
行所西役所等遺跡に関連する、即ち、隣接する、又は、一帯の築地遺跡、を認識します。

2.長崎奉行所西役所等遺跡群の狭義の範囲

の

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の狭義の範囲について、中世後期から江戸初期
の地政上意義であり、行為された、①長崎の岬の丘の上の、岬の教会及び広場一帯を中心
とする要塞(石垣)と三ノ堀の内の口ーマ・カトリックと有馬氏と大村氏等日本人によって形成
された西洋式の城塞都市(後に云う内町)の遺跡、②大波止遺跡、③当該の西洋式の城塞
都市(後に云う内町)に関連する、即ち、隣接する、又は、一帯の築地遺跡、を認識します。

3.長崎奉行所西役所等遺跡群の中範囲

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の中範囲について、江戸期の地政上意義であり、
行為された、①長崎奉行所西投所等遺跡群の中核区域、②市街築地、③切支丹、④出島、
⑤新地倉地、⑥唐人屋敷、⑦丸山町、寄合町、⑧長崎奉行所立山投所、岩原目付屋敷、
安禅寺、東照宮、立山稲荷、⑨大徳寺、⑩各藩屋敷、⑪悔火台、⑫番所、⑬台場、陣地、
木戸、⑭外国人墓地、⑮高島佐賀藩炭坑、⑯畏崎海軍伝習、⑰長噸製鉄所、⑱小曽根築
地、⑲外国人居留地、⑳養生所、二十一野母崎方面、こ十二矢上方面、二十三茂木方
面、二十四時津方面、の遺跡群を認識します。

t 1ハ)

4,長崎奉行所西役所等遺跡群の大範囲

私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の大範囲について、人麺以前の地球の自然(ジ
オサイト!享日0$壮.:・ージオサイトとは、ひとつの景観、地形グループ、単独の地牙,、岩石
の露頭、化石床あるいは化石が存在する場のことである。一「Wikipedia「ジオツーリズ
ム」」最終吏新2017年11月5日旧}06:28)、並ぴに、人類の日本地域への到達、先虫時代、
中世、近世、近代の地政上憲義、又、中世の商業自治都市から江戸期の近世城下町への

改編である、又、現代である、行為された、①地球創生、②人類以前の地球時代、③日本
地域への人類の到達、④甚崎地域の旧石邪時代、縄文時代、弥生時代、古代、⑤古代福
田氏ノ中世肥前丹治比氏(戸町氏・永埼氏大浦氏・矢上氏時津氏・大串氏等)等遺跡群、⑥
"都市長埼遺跡(ハ+町と唐人屋敷)"、⑦近代の都市長崎、小曽根町西洋船大工街、炭磯
舎、小菅修船場、三菱長崎造船所、⑧キリシタン、⑨長崎原子爆弾被爆、⑩現代の都市長
崎遺跡、の遺跡群を認識します。
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1.長崎地域の浦上地区遺跡群について

私達当会は、皆様に、長崎地域の浦上地区遺跡群について、以下、認識し提案し要望します。

1.浦上天主堂西方隣接地公園(長崎市天主公園)について

(1)契機

私達当会は、2020年(令和2年)2月に入り、浦上天主堂西方隣接地公園(長崎市天主公園)にっいて、長崎市中央総合事務所地域整備1課
が統括する公共工事である公園整儀開発行為による土地の形質の変更、即ち、土地の掘削と盛土等、を現地に於いて視認しました。
私達当会は、当該地について、遺跡である、と理解します。

私達当会は、当該地について、現状変更に先立ち、遺跡調査等としての発掘調査等が原則たり得る、と認識します。
私達当会は、当該視認により、現状変更に先立っ遺跡調査等としての発掘調査等が実施されていない可能性がある、と認識します。
私達当会は、2020年(令和2年)2月6日(木曜日)長崎県教育庁学芸文化課に楚話等により口頭にて、当該事象を連絡し説明し、同年2月

7日(金曜日)までに、当該地が周知の埋蔵文化財包蔵地に決定されていない(従って長崎県の遺跡地図に壹載されていない)事、又、当該事
象について長崎市文化観光都文化財課に確認中である旨、回答をいただきました。

(2)私達当会の浦上天主堂西方隣接地公園(長崎市天主公幽)への認識

私達当会は、以下の事魚により、当該地について、之を遺跡である、と理解し、伺時に、現状変更に先立ち、遺跡調査等としての発掘調査等が
原則たり得る、と認識します。

①浦上天主堂の関連地で畠る事

当該土地の性格について

i)私達当会は、当該土地が、元、浦上天主堂付きの田であった、と聞いています。
私達当会は、江戸期から明治初期には、現浦上天主堂の地に屋敷のあった庄屋高谷氏の田であった可能性がある、と仮定します。
ii)当該公園の隣接地の「里中野榔会館」に隣接し、次の標記が掲示されています。
「里郷および中野郷財産区大正9年10月1日旧山里村が長崎市に編入される際先祖から継承され郷財産として所有していた貴薫な財産であ
る山林原野など89745平方メートルを昭和48年に長崎市の計画に基づく都市公園地として処分しその処分金を地域の小中学校の教育施設
の整備拡張に資するためその費用を長崎市に寄附し教育の向上に功植を残した。また両財産区はその有するすべての財産をもって二の地
に里.中野郷会館を建設することにより地域住民の福祉の増進に大きく貢献するものである。ここに里,中野郷会館の完成を記念し、記念碑を建
立する。」

②当該地が長崎原爆爆心より至近距離である事

i)私達当会は、当該地が長崎原爆被爆遺跡である、と認識Lます。

ii)私達当会は、当該地に長崎原爆被爆による遺骨が埋没している可能性がある、と認識します。
Iii)私達当会は、当該地に長崎原爆被爆による遺骨が発見された場合、人類により、別途埋葬する、現地にて展示する、追悼する、等の行為
が可能である、と認識します。

③浦上地区全体に包含される土地として

本紙、2.浦上地区全体、並ぴに、関連の土地や地域について、を御参照下さい。

④当該土地が、公有地であること。⇔私有権の設定がありません。

⑤当該開発工事が、公共工事であること。.地方公共団体間に於いて遺跡保全担当部門と開発工事担当都門の定期的な情報交換会識の
設置等により開発計画の釖期段階に於げる遺跡での開発計画の出現の把握と遺跡としての情報提供、計画的な(先行する)遺跡調査による現
状保存を本来の姿とする遺跡保存と(後発の)開発行為との調甍が比較的客易に可能です。(文化庁次長通知等)

⑥私達当会は、当該の公共工事について、主として、行政による、行政上要件に由来する公益の実現の行為であり、同時に、計画上の緊急
性は低い、と推浸1します。

⑦私達当会は、遺跡たる事魚にっいて、公益であり、数理経済学者宇沢弘文氏が提唱する「社会的共通資本」たり得る、と理解します。

2.浦上地区全体(浦上村ノ内山里庄屋懸り(馬込郷、里郷、平野、中野、本原、家野)、並ぴに、浦上村の内、川平郷、木場郷(三ツ山)等浦上
川上流方面)、並びに、関連の土地や地域について

私達当会は、以下の亭象により、当該地について、之を遺跡である、と理解し、現状変更に先立ち、遣跡調査等としての発掘調査等が原則た
り得る、と認識します。

0)浦上地区全体、並びに、関連の土地や地域の遺跡としての性格について

①私達当会は、浦上地区全体にっいて、壯町の民有の畑地で石継が発見され、長崎市文化財課も之を確認した、と伝聞Lます。
私達当会は、浦上地区全体一帯について、石器時代、縄文時代以来の遺跡地である、と認識L得る、と仮定します。

②私達当会は、浦上天主堂の後背地である「本尾公園」1こっいて、中世の城跡の可能性があり、民間の調査にて土塁等の痕跡を確認した、と
伝聞します。私達当会は、本尾地区と西方等山麓地域について、中世の城館遺跡である、と認識し得る、と仮定します。
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③私達当会は、自ら切支丹であり、慶長八年0603年)正月に伏見城で徳川家康から頭(代官)に確認任命される村山等安(家康は同時に
四人の町年寄を確認任命する)が、家康への訴えにより、慶長十乙巳年七月から九月0605年)寺沢大村有嘉村山各方協議で決定した長崎
換地により大村喜前より獲得した支配地(浦上村ノ内山里庄屋懸り(馬込郷、里榔、平野、中野、本原、家野)、浦上村ノ内渕庄崖懸り(寺野郷、
竹久保郷、稲佐郷、水浦郷、西泊り郷、船津(浦)、立神郷、平戸小屋郷、瀬ノ脇浦、飽ノ浦郷、岩瀬道螂、木鉢郷、小瀬戸郷)、長崎村ノ内(河
内郷、中川郷、馬場郷、西山郷、伊良林郷、夫婦川郷、片淵郷、木場郷、岩原郷、高野平郷、小島榔、十善寺榔、船津郷)/代地は浦上村之内
古場村北村西村、家野村之内一邑、外目村全く)について、例えぱ、浦上地区等、長崎の旧市街から切支丹が移住する、切支丹を維持する等、
切支丹の重要拠点である、と認識し得る、と仮定します。

(大村喜前は憂崎換地の後法華経に改宗する。元和五年一月二十九日口619年3月15日)ドミニコ会管区代理フランシスコ・モラーレスと

村山等安が遠捕される。元和五年十月二十六日a619年1月31日)村山等安が江戸近郊の地で斬首される。)
④私達当会は、浦上地区全体について、樫山、岩屋山、帆場岳等の伝承により、広域に諸関係を形成した切支丹の重要拠点である、と認識し
得る、と仮定します。

⑤私達当会は、浦上地区全体一帯について、浦上街道(時津街道:西坂から時津宿迄の約12km)に於いて平野宿を包含し、通交上の貢要
拠点である、と理解します。

⑥私達当会は、現在の浦上天主堂の地は、江戸期から明治期に庄屋高谷氏の屋敷地である、と理解します。
⑦私達当会は、浦上天主堂とその地について、先史時代より中世城館や近世庄屋屋敷等の重層的な可能性を包含する遺跡であり得る、と認
識します。

⑧私達当会は、浦上地区全体について、日本地域に於いて、日本地域の人類が、初めて、信教の自由を獲得した、直接の契機となった地域
である、と歴史学上民俗学上の解駅を為し褐る、と仮定します。
⑨私達当会は、浦上地区全体について、辻町には「十宇架山」が、石神町から浦上川一帯はr石神の石切り場」が、遺跡として認識し得る、と
仮定します。
⑩私達当会は、「石神の石切り場」等を運用した、浦上切支丹社会に於ける伝統的な石工集団が仮定できる、当該の石工集団は、関連遺跡
(石垣等石造造形構造物)の作行と伝聞より、長崎旧市街の寺町一帯の石垣を形成した技衛上の系譜を有する可能性がある、と理解し得る、
と認識Lます。
⑪私達当会は、浦上地区全体並ぴに旧市街の複数個所に浦上切支丹社会に於ける伝統的な石工集団の工作を仮定でき、「十字架山」並び
に「石神の石切り場」等と共に、之を浦上切支丹社会に於ける伝統的な石工集団(又その工作)の遺跡として認識し得る、と仮定します。
⑰私達当会は、浦上地区全体について、長崎原爆爆心より至近距離である事より、長崎原爆遺跡である、と認識し得る、と理解します。
⑬私達当会は、1945年(昭和20年"1月23日長崎原爆被爆後浦上天主堂敷地西部の現信徒会館一帯の土地で行われたミサと合同葬
(約1000人程が参集と伝聞)について、世界で最初の核被害に於ける集団的追悼であり、出来事として歴史学上の価値が極めて高い、と仮
定し、当該地は文化財として学術上の価値が高い遺跡である、と認識します。広島では、被爆後の集団的な追悼について、広島市健康福祉
局原爆被害対策部調査課により、1946年(昭和21年)8月5日の「平和復輿市民大会」が確認されています。

⑭私達当会は、①から⑬により、浦上地区全体並びに関連の土地と地城は、先史時代から近代と現代に至る、重層的で多様な関連性を有す
る遺跡と歴史と民俗の地区として、全体が濃密な空間を形成する遺跡である、と理解します。

⑮私達当会は、当該遣跡が、浦上地域と長崎地域と九州地域と関西地域と日本地域とアジア地域と世界にとって、重要な遺跡である、と理解
し、同時に、仮定します。

3.私達当会の提案と要望

U)浦上天主堂西方隣接地公園(長崎市天主公園)について

①私達当金は、皆様に、当該地について、直ちに、周知の埋蔵文化財包蔵地に決定すること、を提案し要望します。

②私達当会は、皆様に、当該地について、速やかに、当該の公共工事を中止L、発掘等遺跡の遺跡としての誤査を実施すること、を提案し要望します。

③私達当会は、皆楳に、当註公園について、発掘等遺跡の遺跡としての調査の成果を活用し、遺跡公園としての性格付の下に計画を企画し、遺跡とし

ての実態を顕現し、同時に、地域の市民公園、児童公園、又、国際的な交流の拠点としての性格と控えめな機能を付加し、改めて甍備することを提案し

要望します。

〆

(2)浦上地区全体(浦上村ノ内山里庄屋懸り(馬込郷、里郷、平野、中野、本原、家野)、並びに、浦上村の内、川平郷、木場郷(三ツ山)等浦
上川上流方面)、並びに、関連の土地や地域について

①私達当会は、浦上地区全体、並ぴに、関連の土地と地城について、特定の宗教の枠組みを超越する、私達人類の遺跡として、世界的に、又、地域
の生活の痕跡として、歴史上価値、並びに、学術上価値が高い、世界的な文化財である、と認謙Lます。

②私達当会は、皆様に、本尾地域、浦上天主堂、十字架山、石神の石切り場等を含む浦上地区全体、並ぴに、樫山、岩屋山、帆場岳、浦上切支丹牡
会に於ける伝統的な石工集団遺跡等関連の土地と地域について、速やかに、土地の所有者と住民の理解の元に、周知の埋蔵文化財包蔵地に決定

ずること、を提案し要望します。

③私達当会は、浦上地区全体、並びに、関連の土地と地域に於ける、土地の所有者と住民の、周知の埋蔵文化財包蔵地としての決定への理解の形

成過程に於いて、私達人類が、遺跡に居住し活動する事実の認識と之を継続する作法とその勳機が醸成される、と期待します。

④私違当会は、皆様に、浦上地区全休、並びに、関連の土地と地域について、随時、計画的に、発掘等遺跡の遺跡としての調査を実施すること、を提

案し要望Lます。

⑤私達当会は、皆様に、浦上地区全体、並ぴに、関連の土地と地域について、様々な関発計画について、遺跡と開発の調整に於いて、遺跡の遺跡と
しての性格と空間等その実態を、現状保存し、同時に、回復すること、を提案し要望します。

⑥私達当会は、皆様に、浦上地区全体、並びに、関連の土地と地域について、発掘等遺跡の遺跡としての調査の成果を活用L、遺跡としての性格の

下に都市計画を企画し、遺跡としての実態を顕現し、同時に、人類の居住と活動、又、国際的な交流の地域としての性格と控えめな機能を付加し、近代

の写真並びに他の資料より、当該地域の本来の姿であると理解し得る、田園都市としての態楳を、計画的に甍償し回復すること、を提案し要望します。
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Ⅱ.長崎奉行所西役所等遺跡群の調査と活用について

私達当会は、皆様に、長崎奉行所西役所筆遺跡群の調査と活用について、以下、提案し要望Lます。

1.長崎秦行所西投所等遺跡群の調査について

a)私遠当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の調査について、私達当会が、当該遺跡の中核轟域と詠識する、①長崎奉行所西役所等遺跡、②サン.ペトロ教
会(スペイン系のフィリピン由来の托鉢修道会と地域司祭の教会.旧外浦町)等遺跡(長崎奉行所西役所等遺跡の北章隣接地一帯)、③大波止遺跡、④景崎奉行
所西役所等遺跡に関連する、即ち、陵撞する、又は、一帯の築地遺跡.の遺跡としての発掘調査等調憲を提案し要望します。

(2)私達当会は、長崎奉行所西役所等遺跡群の調査について、私達当会が、当該遺跡の狭靴の範囲と認識する、中世後期から江戸初期の地政上意義であり、
行蜘された、①甚崎の岬の丘の上の、岬の教会及ぴ広場一帯を中心とする要塞(石垣)と三ノ堀の内の口ーマ・カトリックと有鳥氏と大村氏等日本人によって形成さ

れた西洋式の城塞都市(後に云う内町)の遺跡、②大波止遺跡、③当該の西洋式の城塞郵市(後に云う内動)に関連する、即ち、隣接する、又ぱ、一帯の築地遣跡、
の遺跡としての発掘調査等調査を提業し要望します。

(3)私達当会は、本紙1-0)、(2)について、遺跡の全ての範囲について、遺跡の現状保存を前提とする「活用のための発掘調査」を提案し要望Lます。

(4)私達当会は、本紙1-a)、(2)、(3)1こついて、より上謄の遺跡の現状保存を前提としつっ、より古い時代の遺跡、並ぴに、ジオサイト(Ξ005ito)としての実態、
並ぴに、当該の人類の活動の様相を確認する告、徹底した、より下層の遺跡、地層の発掘調査を実施すること、を提案し要望します。

2.長崎峯行所西役所等遺跡群の活用に際Lて

0長崎奉行所西役所等遺跡地一帯の歴史

当蝕地の歴史は、古来、当誠の長崎の丘の全体、又は、当該地が、日本地填の民俗上の墓堆、民俗上の信仰の拠点と聖域、アジア貿易の拠点、の可能性、又、中
世後期から近世初期にかけて、ローマ・カトリツクと有鳥氏と大村氏等日本人によって形成された西洋式の城塞都市(後に云う内町)の中核壊、最初の六町(島原町、
大村町、外浦町、平戸町、文知町、横瀬浦町)と岬の教会(サン・パウロ教会、後にご上天のサンタ・マリア教会(被鼻天の聖母の教会)を建築)、憂塞(石垣)と三ノ堀
の内の西洋式の城塞都市(後に丑う内町)、糸割符宿老会所、高木作右衛門屋敷と五力所町人歴敷、近世の江戸の御公儀(後に云う幕府)1こよる甚崎奉行所(西屋
敷、高木作右衛門屋敷と五力所町人屋敷郁分に拡彊Lて稟置敷、後に棄屋敷を立山に移転して長崎奉行所西役所、さらに棄屋敷跡に船番屋敷十七軒)、幕末に墨
崎奉行所西役所に於ける長崎海軍伝習所の設置、当所にてオランダ海軍二等軍医ポンペ・ファンメールデルワオールトによる医学伝習の開講、医学伝習は四十一
日内に圏内の大村町の高島秋帆邸に移転、当地に医学伝習所の施設拡張整傭、長崎会嫉所、畏崎戴判所(後れて長崎裁判所に九州鎮撫長崎総督府設置)、長崎
府、広運館、朋治7年第二代県庁舎開庁、明治9年第三代県庁舎開庁、明治44年第四代県庁舎開庁、冊和28年(19鵠年)第五代県庁舎開庁、と重雇的であり、且
つ、様々な事象が幅棲しています.

n)憂崎臺行所西役所等追跡について(筧一蔓、第二義)

①私達当会は、皆様に、甚崎奉行所西役所等遺跡について、第一義に、遺跡に現代の建物を建造することを避け、重層的で幅棲する歴史の限定された一部分と
限定された解釈を類現することを回避するために、建造物を建設しない広場による遺跡記念公園とする二と、を提案し要望します。

②私達当会は、皆様に、長崎奉行所西役所等遺跡について、第二義に、本紙1一臼)一①に記す遺跡記念公園に於いて、墨崎秦行所西役所等とともに現存した
可能性のある「纛崎神社」の澗等について、存在や位置や様式等の実態が確認される二とを契機として、之を、諏訪神社によって、再建すること、を提案し要望します。

(2)長崎奉行所西役所等遭跡について(第三載)

私達当会は、皆槿に、畏崎奉行所西役所等遺跡について、第三義に、現在の当該地外周に顕在する石垣の様式に合致することを契機として、古写真や複数の平
面図が伝来する長崎奉行所西役所について、特定の用途を付さない建築として、様式、建材等の考証を含め、限りなく、憶測の余地のない再建に類する再建を行楊
すること、を提案し要望します。

当該の提案と要望は、本紙1-a)一②に記すr轟崎神牡」の祠等の再建を含みます。

私達当会は、当註の建築物が、長崎地壊に残存Lない、大型の和様建築として、その様式を顕現する叢能を有し、問時に、特定の用途を付さないことにより、官民
の様々な用途に、運用可能である、と理解Lます。

(3)長崎県警察本部跡地~日本生命ビルー帯について

私達当会は、皆様に、長崎奉行所酋役所等遺跡に隣擡する、長崎県警察本郁跡地~日本生命ビルー帯について、本紙1を前提として、イエズス会、又は、カトリッ
ク教会によって、記念聖堂と哲学宗教歴史研空展示図書室拠点を設置し、同時に、一般に、訪間と参観を開放下さること、を提案L要望します。

私達当会は、当鼓の施設が、一帯の遺跡地の性格のひとつを顕現する、と理解します。

(4)高島秋帆本邸遺跡(現家庭戴判所簡易戴判所一帯)について

私達当会は、皆槿に、長崎奉行所西役所に、幕府により長崎海軍伝晋所が設置され、当所にオランダ海軍二等軍医ボンペ・ファンメールデルフォールトと幕医の松
本良順により医学伝習が開講され、医学伝習は四十一日内に大村町の高島秋帆邸に移転、さらに、当地に医学伝習所の施設拡張整備を見た、当註地に(適宜、現
家庭裁判所簡易裁判所と施設を共有するなどして)「国立長埼海軍伝晋資料館」並びに「国立近代医学歴史資料館」を設置すること、を提案し要望します。

私達当会は、当該の誰設が、一帯の遺跡地の性格のひとつを顕現する、と理解します。

(5)大波止遺跡について

私達当会は、皆様に、大波止遺鉢について、漸次、遺跡の全体の実態を把握する発掘等調査を実施L、遺跡の現状保存を前提に、大波止を遺跡として再建し、盛
土等、遺跡の保持の措置を執った上で、整備し、長崎くんちの御旅所を、本来の当該の位置こ復興し定置し、又、催事広場として活用すること、を提案し要望します。

私達当会は、長崎くんちの庭先回りについて,切支丹の聖行列を映した可能性がある、と仮定します。

(r・一六一四年玉月に長崎で行われた聖行列はアビラ・ヒロンの1ヨ本王面記」に詳Lいが.巴りわけ玉月二+日の記迷ほ、きわめて生き生きとした損写で、その内容の信顛性ぱ高い.寓い理由は、フビラ.ヒロン
自身が二の聖行列に参加Lて、詳畑な行程を記述Lているからで畠る. T聖母マリアカ壤布に包まれた台にのってその靴を行き、四本の燭台がモの前に鐸いていた.これ七七も仁われわれはおびただしいろうモ
(を手にして加わり、モの後から大勢の闡宿と残りのパードレたちが続いた.」そして、サン・ペドロ敏金に近づき、通り過ぎる郁分を抜き書きしてみよう. r本鞄厘町Hum ouy尋 m尋Ch1に入り、甚悲院の後をま
わって通りに出て、その入口を逼りめけて島庫Xlm.b.抽剛を過ぎ.その蜑まっすぐに分知町日U"0"1 m.oh1に向かった.モしてサン.パドロ美主堂の葡の広場に出、小門から入って正門から出、外捕町F山皐'
UH m急C"1に入った.サン・ペドロ天主堂では、祭礼般をっけた三人のパードレが待ちうけていて、行列の埜く前に随を嶋らし拍手して迎えた,行判は外涌■Tから大封胃T omum m.oh1に入0た.」...」)
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(6)一帯の築地遺跡について

私達当会は、皆様に、一帯の築地遺跡について、漸次、遺跡の全体の実態を把握する発掘等調査を実施し、遺跡を現状保存する措置を執った上で、例えぱ、大波
止遺跡から出島対庫一帯を対象に、築地を遺跡として再建し、可能な範囲で植栽、例えぱ、省て、長崎市街の水路沿岸に植栽された柳、を施し、築地大波止遺跡記
念緑地公園とすること、を提案し要望Lます。

(フ)出高遺跡について

私遠当会は、皆様に、出島遺跡の北摩について、憶測の余地のない再建を行為L、問時に、出島遺跡の外弱、又、大波止遺跡、築地遺跡の沿蝉部、について、「長
嶋水辺の纛公園」・「水辺のプロムナード」一帯より、水路を整儀L、導水すること、を提案し要望します.

私達当会は、当該の施設が、長崎の丘の南西端部=長崎奉行所西役所等遺跡からの、地域の海へ繋がる景観を形成し、一帯の遺跡地の性格の根源的な要素を
顕現する、と理解します.

私違当会は、問時に、出島遺跡周辺の水路面積の増加により、治水上の改善を期待します。

(8)養生所ノ(長崎)医学校等遺跡(長崎市立佐古小学校跡地一帯)について

医学伝晋、大村町の医学伝習所、並ぴに、養生所ノ長崎の医学校及び病院、は、長崎奉行所西役所を本拠とする幕府とオランダ政府による共問事業である長崎海
軍伝習に於ける畏崎楽行所西役所の一室でのオランダ海軍二等軍医ポンペ・ファンメールデルフォールトの医学伝習の開講に始まりましナこ。

私達当会は、皆様に、養生所八長崎)医学校等遺跡について、遺跡の全休の実態を把提する発掘等調査を実施し、遺跡の現状保存と原状回復、又、之を前提とし
た憶測の余地のない再建と遺跡の継承と整備と公閣と活用を臭現すること、を提案し要望します。

(9)『長崎アーツセンター【Na'日卵ki Arte s0罰to"構想』(生活文化、並びに、一般市毘の教養文化芸術の活動と発信の擾輿、墨崎地域の遣跡活用の中
心拠点:現在の長崎市桜町地内、即ち、現長崎市役所、長崎市役所別館、長靖市識会、長嫡県勤労福祉会館、長崎地区労働樗祉会館、桜町市営駐享場、桜町
公園、一帯の一休再開発による=私彊当金は.皆嘩に,「長鴫田降優史文化郁市楕恕」(2010卑【軍座引年"月1ヨ日金唯日季訂6庸;20之0年(竜和皇卑)之月16日日曜白瑩生所を青える金代嚢池知和仙)で梗案L
ている「憂崎7ーツ・センタ^甥」にっいて、枝町坐区卑跡驍に齢ける遺時長拝語主Lて,之を、系冨蕎案に取り下げ.癌嶋*辺の轟公■畦匡への艶塵案と衷更し、一帯仁於ける.抽象文化分野芸断との適携.舌動の舞戻を糊待します.)

0当該地は、要塞(石垣)と三ノ堀の内の口ーマ・カトリックと有鳥氏と大村氏等日本人によって形成された西洋式の城塞郁市(蜑に云う内町)の遺跡の北稟端部です。
圧「りぺラル'アーツ」:りべラル・アーツ【美11b..t.け.)とは、ギリシ¥,ローマ時代に理含的な窯琉を持ち、ヨーロッバの大羊制度において中世以降.10世紀靴半や20世祀まで、r人が拷っ●要が島る技要【実践的

な知識・学西)の甚本」と見なされた自由七科のことで高る.具体的には文決学,俸辞学.詰哩学の3学、および算術、慶何【壷何学、皿"の学問)、天文羊、青豪の4雁の=と.・・・なおの本後の「甚術ルいう言菓はもともと.明抽
時代に善輩案の西朋によってりべラル・フートの訳語として量埴されたもので高る.・・プラトンは・・ところが、古代ギリシナ社金においては・・・モの後、ローマ時代の末斯の5世祀後半から6世紀にかけて,7つの科目からなる
「■由七剥」【如nl.m .,t如"b引.「..)七して正式に定義されるに亜うたのである.・・・皙学は二の自由七興のと位に位置し、■宙七剥を峡治すると考えられた.暫季はさらに神雫の〒働学臼..て、諸理的思考を轍えるものとさ
れる.この自由七科の細成ぱ、キリスト椴の埋毒に茎づき敏育内客を整えるため、ギリシャ・ローマ以秦の詫学が焦大複されたものと見ることもできる.".:wlklp.dl.rリペラル.フーツ」量雑更斬ユm0年ユ月芯日【土114:11

①私達当会は、皆様に、当該地一帯について、本紙11こ記す調査を提案し要望します。

②私達当会は、皆様に、遺跡の調査と現状保存と活用を前提に、現長崎市役所、長嶋市役所別館、長崎市議会、長崎県勤労福祉会館、長崎地区労働福祉会館、
桜町市営駐車場、桜町公園、を主休に一体の再開発を行為し、遺跡や公園の保存にピロティを探用L、問時に、東に隣接する弥生近世近代町家遺跡である「魚の
町追跡」1こ、「弥生今紺屋町中紺屋町本火工町遺跡記念催事広場公園」を実現し、之と連動する、「国立人文学哲学芸術自然科学応用科学総合博物館、写真蔓術
館、市民の劇場、一般に供用する各種の工房とスタジオ、会臓場、複合的な各種和室、厨房、長嶋県立図婁蛇長崎本蛇、長崎公文響館、利用者無料駐車場、等の
複合施設、仮称『長崎アーツセンター山を形成すること、を提案し要望します.

私達当会は、当該の提案と施設が、現代までに歴史的に形成された、当該地壊一帯の長崎地壊の人類の生活文化の拠点地堆としての土地の利用の履歴の性格
を継承L、次世代への生活文化、並びに、一般市民の教養文化芸術の活勳と発信の拠点を提供Lて之を活性L、伺時に、地域一帯への活気の波及効果を生起する
ことを期待し、並びに、近隣の「長崎歴史文化博物館」等立山地区、並ぴに「長崎市立図書館」等と連携L、当該地域を中心に包含する、長崎惣町80町と関連する
機能拠点地域の遺跡群、並びに、近隣の墨崎奉行所西役所等遺跡群、の活用と活気の形成、長崎地域の生活文化、並ぴに、教養文化芸術の活動と発信の擾輿の
中心拠点"司令塔"として機能すること、を期待Lます.

③私違当全は、皆様に、弥生近世近代町家遺跡である「魚の町遺跡」1こ計画行島中の長崎市役所建物につぃて、私達当会が[政治経済樵能の集約集積と効串追
求][コンバクトシティへ向けた公共生活空間形成]の地区と提案L蔓望する"浦上川河口棄岸壊"の新市街再開発地区へ形成すること、を提案し要望します。

④『擾崎音楽堂犠想」私達当会は、皆様に、オペラ・ハウス/シンフォ昌一・ホール両用施設(仮称)『長崎音楽堂』を、「長崎水辺の森公園」,「水辺のプロム
ナード」一帯に形成すること,を提案し饗望します。

⑤『長崎中央雑地計画構想』(都市長崎のバックボーン(b即kbon.)の提示:都市拠点地域の連結と都市景気蔓援と環境配虚)
私達当会は、皆様に、ι立山地区「甚崎歴史文化博物館」地区一帯一"長崎城塞都市遺跡"【『長埼アーツセンター』ー「長崎市立図書館」一長崎奉行所西役所等遺
跡)一築地遺跡一出島遺跡一長崎バンド遣跡一「長崎水辺の森公園」.r水辺のプロムナード」一帯一小曽根家築地遺跡一「小菅修船場遺跡」}並びにその間の地
所を縁地化し、伺時に、遊歩道、自転車道を整備L、連結すること、を提案し要望Lます。

⑥私達当会は、皆様に、長崎地域について、..遺跡と歴史と生活文化の"旧市街と歴史的膳連地域",『長崎アーツセンター撰想』、b.新市街形成[政治軽済機能
の集約集積と効串追求][コンバクトシティへ向けた公共生活空間形成]の浦上川河口東庫域、0.抽象文化形成発信の「長崎水辺の森公亜」、「水辺のプロムナード」
一帯:「長崎県美術館」「オベラリ、ウスノシンフ*ニー・ホール,t長崎音楽堂構想』」以上、三角"トライアングル"楕造、さらに、d.北都:浦上方面に〔長峰原子爆弾
被爆遺跡整備梢想]、0.南郁:柳埠頭に第ニバース設貴とアジア資本による自由な開発型観光[長崎国際第二中華街構想]、の海庫河川沿禅の線"ライン"構造、
又、「.r長崎中央緑地計囲構想」(都市長崎のバックボーンの提示)、即ち、蛭纏する都市勤織形成、連結しわかりゃすい都市犠造、徒歩、自転車、公共交通、自勤
車と複数の秒勵手段を併せた、都市への行蜘浸透性の誘導による活気と経済効果、又、皐.[憂崎キリシタンの里構想1西洋式城塞都市、長崎地鰄の長崎奉行支配
の内町、長崎代官支配の外町並ぴに属邑(浦上村山里庄屋懸り、浦上村淵庄屋懸り、長崎村)、大村領と佐賀領、長崎半島・彼杵半島・諌早方面、甚崎県熊本県九
州日本世界の各所の関連旧観と旧跡の調責と整備、事象の体系化によるネットワーク効果形成による人々と諸事象の交流の形成、を提案し蔓望しています。

住「長崎国際歴史文化都市構想」"日本開国"一日本遺産・世界遺産へ向けて/求められる街の姿~街の"価値"の再生塵、復興を趣えて~水と石と土と緑と
空~魅力ある街づくり」 2019年(早成31年)1月伯日金曜日養生所を考える会代表池知和恭:随時改訂:参照下さい)

(9)遺跡のネットワーウ効果の形成と活用

私達当会は、皆様に、長崎奉行所西役所等遺跡群の活用に際して、私達当会が提案する、長崎奉行所西役所等遺跡群の中範囲、大範囲の遭跡の朗査と保存と
整備、歴史と情報の調査、その体系化と情報発信、又、世界の遺跡と歴史と情報の謂査、その体系化と情報発信、によって様々な事髞間に様々な醐係性を形成L
(遺跡のネットワーク効果の形成)、之を基盤とする人的並びに諸事象の交流の実現、を提案し要望します。

.^

一■.^^^^^^●●^^^^^^^^^^^^^^闘^^.^^^^'、^..耻....^^
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(遺跡は、どこにでもあります。)
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Ⅲ.長崎地域の桜町地区遺跡群について

私違当金は、皆様1二、長崎地域の桜町地区遣跡群について、以下、認識し提案L要望します。

1.長崎地域の桜町地区遺跡群の性格

0)私達当会は、当該の遣跡群について、石器時代遣跡、縄文時代遣跡、弥生時代遁跡、古代遺跡、中世遣跡、近世遣跡、近代遭跡、長鵠原子爆弾被爆遺跡、親代遺跡、と想定します.

桜町遺跡では、過去の遣跡調査により、中世近世町家の追跡のほか、1995年(早成7年:旧豊徒町北側東郁)13世紀の中国竜泉窯系青磁碗15世紀後半期の中国明代の染付椀(長嶋
県)、1996年(早成B年:豊後町北側西中郁"6世紀末葉から17世紀中案頃を主体乞する中国東南アジア陶磁嬰、縄文時代と推察される集中した黒曜石片、1997年(平成9年:旧稾町西
側南部"6世紀末から17世紀の遣物、1998年(平成10年)~1999年(平成"畢旧業町西側北部"6世紀末期一19世紀中葉にかけての中国東南アジア日本の剛磁辱又ドイッ.ライン
妬特、土坑墓に中世十四世紀前後に埋轟と推定の女性の人骨一休(下顎骨、上肢骨、下肢骨)、2001年(平成13年:旧引地町)国産の近世胸磁器を圭体とする遣物、再堆積の可能性が島
る縄文時代の黒曜石製石厳、剥片、砕片、弥生土器、寛文3年0663年)の大火後、東西二段に分割されていた敷地が平坦に造成されたことが看敢される痘跡、が検出されています.

(2)都市長崎遣跡として

(古代中世の柁前丹治比氏長嶋氏の根拠都市の橿能地域としての長崎の丘一古来の茎域一璽アジ丁交晶港鴇施設,中世近世の西洋式堀塞都市、近世の長崎奉行在所の城下町一築地一
長崎惣町八+箇町の内町一長崎奉行所西投所一日本聞国の玄関一憂暢海軍伝晋一医学伝習、近代の市街一近代埋立造成と治水一墨峡啄子爆弾被爆遺跡一現代の市衝)

私連当会は、当誠の逗跳群にっいて,中世末期から江戸物期までに、ローマ・カトリックと有馬氏と大村市と様々な日本人によって形成された、長嶋の丘の脊粂の西洋式の城塞都市、即ち、
要塞(石垣)とーノ堀並びに大堀(ーノ堀)、二の堀、三ノ堀の内に形成する中世の自治都市、又、近世の長崎豪行在所の城下町、長嶋惣町八十箇町のうち長崎奉行支配の「内町」(『寛永長
暢港図」1こ見える)にっいて、モの南端に位置する外浦吻の岬の敏会と広場一帯、又、糸割符指宅会所~長崎峯行所~墨嶋奉行所西投所等に相対L、二の堀、三ノ城に囲まれ.モの北端を
形成する処、重要遺跡である、と理解します.

※近世の明和年間0764年一1772年11月)のr長嶋惣町雑図』では、当骸の長崎地域の桜町地区這跡群について、以下、確認できます.
・現在の行政区面である桂町ぱ、「畏惰惣酢絵図」では、小川町の南業都分、内中町、櫻町、引地町の北部、豊獲剛の北郁、で楕成されます.
・櫻町の、南に隣擡してニノ堀、北郁に三ノ堀、が確認できます.

・捜町の、東都に「毓量舗」(牢屋敷)、が確誌できまず.

①肥前丹治比氏で勗る長梼氏の根拠妃市の提能地鱸としての墨崎の丘

ア)日本古来の民俗的な埋蒜葬送の地としての遺跡

イ)寅アジア交島港湾族設としての遣跡

ウ)長崎港や地域の撫嶺的な堤所として一神社、祭杷等の遣跡

②西洋式城塞都市として

ア)ニノ堀(桂町南部に隣接)、三ノ堀【桜町北郁)遺跡

中世近世の桂町は、南でニノ堀に、北で三ノ堀により、西に中内町、寮に引地町により区物られます。

イ)"土地の造形"(土地造成の遺跡)

大堀からニノ堀、三ノ堀の地区にかけ'て、岬の教会から大堀の地域までの丘陵頂部の菓西の広範囲の平坦な高石垣による規格的な土地造成が減退し、斜面に沿った小区薗と一般的な石
垣による非規格的な土地造成が触見されます.場合によ?ては、上都に石垣を基郁に土羽を併用し平面に緩斜面や不整地を残存する土地造成があったと想定します.

③中世末期から近世靭期の切支丹遣跡として

ア)サンフランシスコ轍会【桜町東側東都:16T1年{塵長16年】-1614年(慶長19年)『桜町遁跡2000年」長崎市埋蔵文化財顔査博堤会」)退跡

④近世の都市遣跡として

ア)近世の「内町」の町象遣跡【元禄120699)年には、内町外町の区別は撤廃され、総町は長崎奉行の支配となった.1桜町逼跡1998年3月長嶋市埋叢文化財調査協継会」)

イ)ニノ堀(桜町南都に隣棲)、三ノ堀(桜町北部)遣跡

中世近世の桂町は、南でニノ堀に、北で三ノ堀により、西に中内町、軍に引地町により区切られます。
ニノ堀が違存し、三ノ堀が埋め立てられたようです.

ウ)「町年寄高嶋家」(桜町西側南齢)遣跡

止)r癒屋舗」(牢歴敷)(桂町東側東部:サンフランシスコ教会跡:1620年(元和6年)~1882年(明治15年)r桜町遣跡2000年長崎市埋蔵文化財調査協権会』)遣跡

,天正年間一豊臣秀吉が(南)鳥町(璃在の長崎市鳳詰神社下辺り)に囚獄を設置.

・1600年(慶長5年)一囚獄を(南)属町から桜町に巷転.(以上、wlkio.dl.t長崎刑務所」最終亜斬20即年2月13日(木)1之54)

●近代の都市遣跡として

ア)長崎区役所一長崎市役而(桜町西側南部:町年寄高嶋家跡一帯)迫跡

・1878年(朋治"年"0月28日憂嶋県、郡区動村帽制法の公布により、従棄の六小区制を庚止Lて長崎市街一円を長崎区とする。諾政樵関として区会が設けられ、執行機関として区役
所を縢山小学校内に設置し、10.21 初代区長に家永恭橿を任命.

・1878年(明治11年)11月20日長崎区役所を開庁.

・1卵2年(明治15年)7月7日物めて長崎区艦会を聞設、膳長に西道仙が選任される.

・1884年(明治17年)4月一桜町に区役所・戸長亭襲取扱所及び娠事堂完成.(町年寄高嶋蹴跡一帯)

・1884年(明治17年)6月1日区役所・戸長亭務取扱所及ぴ埴亭堂の開庁式をあげ、5月4日から秒転執務。

・1889年(明治22年)4月1日長崎区に市剤が施行され、長崎市が綬生.

・1889年(朋治22年)8月9日長嶋市役所が関庁される.

・18B9年(明治22年地月10日開庁式を行う.(旧長峰区役所庁舎をそのまま引き凝ぎ、市役所庁書に当てられた).
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イ)桜町囚獄(桜町稟側崇部:琉屋舗(牢厘敷)跡:サンコランシスコ教会跡)逼跡

・明出玉壬申正月0■?之年}諸燈所血の牢屋の雌閏の高山動側の牢妻磨宅の撃分にr晒治玉壬申正月払下げ抽坪百八+七坪美」また総岬数七百四十四岬県の¥に「宍払下引正甚り玉官工+七岬余」と制治覚斬以降の宜化が床書で寄き込肇
れて、、る.この蝕皿が明胎にな0て毛投所で使用されてい立ことがわかる.'畏鴫枯皿帖の世"JPI041

・1■?4年(明治才年)4月一往町囚獄を異嶋本窯に酸特.

・1■76年(明治9年)1同一葺幡室撤r思改弥.

.1EB2年(駅胎15卑1一長峰村片罰掲に畦転.

,1幸0■年(凧抽41卑)4月一旧乳高豪卑腰凧村(隻卑市野中町】」ニ、玉大盟獄{〒寓壁獣・寮豊藍蹴・童沢藍獣・長時壁煮.貞児島豊煮1のーつとして開設.

・1■22年(大正,1年)10月一甚陣桝怖所」=酸特.

・1027卑(紹和2却」0月に、擾峰市壮山町・岡町・梱口町に宣たがる轤木井を堵般L断設された.

,10脚享卑t昭和63坪}4月一甚燭剥践所、蒋駐計巨訣定.

・1002年(早屠4年)一現荘堆t豊早市小川町)に奪匠.【・・旧劃翁所を註計Lた山下啓武島はりヤズビアニ叉卜山下拝旺の撞父"以とW*1P.dl.,墨崎剤義所」最腔莫断ユ020卑1月13B1木)1254)

・2007年(早成19年】一旧長鵡刑荘所.一凱t並門など1竃残Lて解体. fwlkl0●1.1旧豊燭刑輪所」最峠更斬ユ01,年11月ユ'日{日)叫'6)

ウ)長嶋西彼杵邪役所(桜町菓側東齢:雁屋捕(牢置敷)跡:サンフランシスロ教会跡)遣跡

,T■7■卑【明胎11卑】T0月2専日暴飾県で尊区町判幅制怯の轤行により.西強杵郡等が尭昆.罫佼所が下墨幽井に設量.

伯97年【明治30年)4月,日郵制を乾仟.

(憂頗豊霊を.匠桝戦争に腸Lて蝕置され,二片淵の長帽重団仮幽峡の跡に奪転.t長姉蛙■帖の世昇」P44PI04】

.1023卑【大正12髭)4月1目駆金が良止.罫投所は存嵯.

t以上W東IP.d距「轟喝刑痔所」最綻更新ユ0ユ岬ユ月1,日【木)

・1026年ι大正15卑17月IB 拝役所が戻止.以辱1#堆堆区分名尊となる.

エ)甚嶋税莪監督局一甚崎税務蔓(桂町稟側西北都)埠跡

・1尋06年{明治29年1 全国に2ヨ由靴霧管覗馬と520の説残暑't割股さ札る.

・100塁年(朋地き5年】会儒に18の長衰豊督局が哉匿され,巍表暑が5,き七孝る.【九州では、長嶋哩残監督局、鹸本税莪里誓局.座児島税漏壁督局)

・190g年(朗地42卑"1角5日異仙哩襲堂卦馬ι長幽・佐黄輔鳳の曇残署を赴挿室督).行五萱碩によ0τ廃止され.鳳*貌精豊督局に暴合される.

オ)憂暢醐業会壕所一異崎吻工会頴所(桜町1蓄地:桜町東側北都:廠屋舗(牢屋敷)跡北都tサンコランシスコ教会跡北都)遣跡

・1879卑【明治,2年)10月1日簣町T07譽埠の栓田高行において轟幽高謹金註所貴足.

・1"03卑【明諸16卑)5月政廓は、区町村や週舎区町村に幽工会を蝕置することができる皆を有笠.

・,Be3年【明抽10年"2月轟燭画庄金廟所を亀裾L、垂晦商工令を設立.宰覇所を長動40霊戸に置く.

・1日93年【明治Z6卑)1三月270 農南覇大臣壁島諏二部より憂略画宴壷島所殿立埋可指令Tさ札る.高冨疉昌附条例に苫づき、甚陣画工金を長崎富寓倉諸所に電岨.事鴨所を大村町【現狂の万才町」の基嶋貿易真焦虫馬に置く,

・,00ヨ年【解治36年)4月画雲壷撫所生艶朽にとυ'い.轟崎盲禦壷錘所乏改組.

・1申伯卑{大正■熱"1月,5日蔓峡商煮会岨所.大村町の甚飾賢易燭集金所小ら桜町1暑玲の晃墨嶋衷璃堂督局跡【幽畔長曲税襲堰:桜町棄側哲北郎"こ#る.

twlkl"dl.1長鴫刑弦所捕上"牲窒所跡」蓋粧更斬ユ01,年ユユ"5日ι木】ユユ伽)

.1920年(大正9年)3月社屋の大改遣工亭に埜工.

.10之之年{大正1,年12月10白牡量の大革造工亭、無3糊*で全郎荒虐.

t墨嶋画富会豐所重当訣柚督に?き、是の埴所を買方、帥ち.墨幽邑被杵胤投所【詫厘幽【牢厘剰鵬:サンコ,:゛'ノスニ靴●島)北郁、へ盛土Lて延"●、1

・1028年{昭和3卑}8月6日昭和0年1月盲工金卑所怯が妬行.卸盲を摩謂、8月6日付E毛って比商が島り、曇崎幽業金謹所を断生に甚づく墨岐商工金躍所へ改岨.

,1943卑{明和1■年1立月6日叩和τ0罪3月寓工鮭晴壷控が公有.聞年6月隻行されて'局年9貞6日墨嶋県商工疑塙金豊足.

・194ヨ年{咽和18年19兵Zθ日甚幡廟工会割所主鯛蝕.

カ)墨嶋啄煽粧災遣跡として

・1045年帽和20年1日片■日蜂心地帯の虎賀に靴いで正午過ぎ、旧榔内で算之女火望が尭生.(旧市内の火糞埠帯では、生要言斤桁の市役斬と県斤を軸ぷ寓音が中心とな0たが.ここでは最弐触遭8mの堺場冨を生じて量賊安握るい.更に軍劇
のがけ下の甚町・本下町から痛旦町・●量町に琶盤L、夜中にかけて約3伽町が全壇この篤2撫火皿で曙庁・轟鵠抽方曇判所・基嶋匡曇氣削・胴犠軍局・*博多弾便局,市*蓋課{急町】.畳筒斬醐社.日本脅雲陵行墨嶋寓店.長峠立キ高罵学牧な
ど状唖に硬填L.火鶴は喪帽市斤書に迫.たが,庁書許割の蠣火活南と風晦きの一転仁よ0て、危ラ(覇庚を免れた.

・1旺桂町は、買倒北郁に強制熱酬がある知、保ぼ墨嶋庫螺敏似による圏蛾を尭れた,と権定します.

●璃代の都市遣跡として

ア)桜町の立休交差「桜橿」(旧桜町、旧内中町、旧小則町の北郁一帯を掘削破壊)

.1954卑{昭和之0年地貞皇6日犠町の立体交茎r桜桐」完盧L、幽避弐乏幸行.

イ)長嶋市役所(旧桜町西側南部:町年寄高嶋家跡一帯゛旧桜町西側北郁:町年寄高嶋家跡一帯)

・,058年帽和33年)0真20B午螢0帥35分ピろ市糎虫事啓馬付近から出火.墨蝿桝役所庁書之庸の大半を消典

・1冊脚卑帽和34卑}4月1日憂嶋市制70閣年,長嶋布庁金罫賦・帥柚0凹9年艶圭弐典を長崎市庁舎旦上で皐行.【旧監町の旧甚薗市庁令の北側一祷の養制碑開地)

ウ)長崎商工金識所(旧桜町廩側北部:西彼杵郡役所跡北都;葡屋割(牢屋數)跡北部:サンフランシスコ徹会跡北都)

,,046年帽和21年"0月社圃庄人白本廐工虫雛所の鼻昆.陶拝10月'日牡団生人果蝿寅工壷堤所の典昆.

.1950年〔阻和25年)0月所藍の火,1とモの復旧.

・1゛50卑t昭和之5年)"月き0日昭和之5卑5月{牡団佳人】商工金麺所生の制窒儘行により、両卑"月き0白に琵司竃畳けて、壯団生人長峰劃工゛豊所を耳鼻足.

・1954年(鳳和29年)7角1日砧和2B年10回1日軒声工会岨所佳力噛行."弾佳人墨崎高工金埋所ん改岨豊足.

・1963年r露和■日年)0月7日国望34号鳳の拡彊工亭で、長憾吏工金調所の車り軍L胎筆る.

・1自6'卑【昭和■9年】之角1,日景嶋蔦工金楓所.長蝿駅前大鳳町のr長岐交逼塵嘉ピル」を開所弐,弊畦.

・10B0年(昭和55年"皇貞長傭幽工壷胤所,柱町新所置r轟嶋幽ヱ虫酋」竣里.

・10引年(昭和56卑"月墨嶋幽工壷加所、捺町斬馬履「蔓飾商工金館」弟痩式

エ)蔓峰桝杼舎剛轄【旧桜町蒐側童都:西萱杵耶役所誹:長蝿韻案金誠所一島工会蜘所島夏郁:観騒■(牢騒厳)尊:サンコランシス之般壷跡)

・1066年(昭和4,年)1肩21日甚燭市庁舎割酋淳戚、

オ)長崎刑務所

・1゛■専年(昭和61卑)4貞一異崎剤易所、郭転計駈決建.

・10,2年(早既'年)一覗右坤(整阜市小川町)1こ奪転.【・,旧剤莪所走詮計Lた山下客炭郵はりーズビアニスト山下煤輔の祖父・以上W取印.d梱「長韻劃薯所」量將更断ユm0年2月13日(素)ロ:5.)

・2007卑{早戒19卑】一旧長鵠刑義所、一郵(正門なぞ)を熟Lて解肆.【W1ゆ.dl.『旧曇暗刑務所」慨隻更新ユ01ケ年ユユ月ユ6B(日】叫占')'
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2.私違当会の長崎地域の桜町地区遣跡群の現状への想定

a)"土地の造形"(土地造成の遣跡)の現状への想定

私逢当会は、桜町地区の旧桜町の"土地の造形"(土地造成の遭跡)の現状について、近代に於いて、「長蛤区役所一異嶋市役所」の建築、「墨嶋税務監督局一長崎税義暑一長嶋商業金議
所」の建築と土地造成があり、理代に於いて、伯54年(露和29年)桂町の立体交差「桜裾」の完成により、北部の一蛸が完全に掘削され、1959年(昭和34年)「長崎市役所本館」蛙工、19
66年(昭和41年)「長崎市役所別館」落成の建築があり、土地の形質の吏更が恕定できる処、中央道路の西側並びに廩側共に、全体として、中世から近世にかけての西洋式城嵳都市の市
中としての"土地の造形"が、大嶋、遣存している、と想定します。

私運当会は、旧桜町東側の"土地の造形"について、近世までの造形は、旧桜町藁側西都が中央道撫高を基準とする採高(高)に対し、旧桜町東側東部は東都道路槻高を甚準とする標高
(低)であると権定する処、1919年(大正8年)から1922年(大正11年)の旧技町東側西北部の元墨崎税務監督局跡(当時長崎税務署)への畏崎商業会継所の入居と改纂に際して、技町
稟側北都一帯に於いて、元長嶬税務監督局敷地に連親して、東部への盛土による建纂地所の拡張があり、円66年(昭和41年"月21日長崎市庁舎別館落成へ向けて、当該の盛土部分
の掘削があり、概略復旧した司能性が島る、と想定します。

(2)遣跡の現状への想定

私運当会は、桜町地区の旧桂町の遣跡の現状について、一帯の、"土地の造影"(土地造成の遺跡)が、大略、遺存する、と想定する処より、本紙"1,長嫡地域の桜町地区遣跡群の性格"に
記ず、石器時代遺跡、縄立時代遣跡、弥生時代遣跡、古代遣跡、中世遭跡、近世遺跡、近代遺跡、畏崎啄子爆弾被爆遣跡、現代遣跡、都市長崎遣跡、が一定の密廣を保持して逢存する可
能性が島る、と麺定します。

3.私連当会の長崎地賊の権町地区遣跡群への認朧

臼)私運当会は、長嶋地域の桜町地区撞跡群について、以下.認崖Lます.

Φ私連当会は、当該の遣跡群にっいて、先史時代より今日まで、人類の活動が、広い時代に亘って重層L、様点に関遷した活動により幅義した性格を保持する、豊かな遣跡群である、と認
識します。

②私遣当会は.当蝕の遁跡群にっいて、都市長崎遣跡として、中世末期から江戸靭期までに、ローマ・カトリックと有嘉氏と大村市と様々な日本人によって形成された、長崎の丘の豐梁の西
洋式の城塞郁市、即ち、要塞(石垣)とーノ堀並びに大嬬(ーノ堀)、二の堀,三ノ堀の内に形成する中世の自治都市、又、近世の長崎奉行在所の械下町、長崎惣町八+筋町のうち長崎秦行
支配のr内町」(r寛永長崎港図」に見える)にっいて、そΦ南端に位置ずる外消町の岬の教会と広堤一帯、又、糸割符盲孝会所~長崎奉行所~長嶋豪行所茜役所等に相対し、二の堀、三ノ
堀に囲まれ、その北端を形成する処、重蔓遣跳である、と認識します.

③私達当金は、当骸の遺跳群について、サンフランシスコ教会、葡長舗(牢屋敷)、町年寄高嶋家、等、日本地壊に於ける人噸の特具な活動を証撤tる複敷の遣跡を包含する処、重要遣跡
である、と認胤します.

私達当金は、桜町の牢屋敷について,(南)馬町囚煮、又、捺馬場西叢両所の牢屋敷を、桜町屋敷地に囚獄屍制を移しナ=、とされ、又、大村の本小践に大村牢が作られた、七され、桜鳥堤に
牢屋が並存Lた司能性が指摘され、掴牢が馬込拠(古溜)、滞上村かっくい啄の溜牢(新漬)が造られ、長嶋代官付国の牢塵が小島郷の高島秋帆旧邸の南に建霞された、とされる処、当該
の桜町の牢屋敷は、明治以降の行政に継承され、桜町囚獄となり、畏崎本獄、長崎監獄に改称、長嶋監煮を、西南戦争に際Lて片淵に設置された甚崎軍団仮痢院の跡に移転、、1908年
(明治41年)墨崎監獄を.北高来郡諌早村に五大監獄のひとつとして聞般、1922年(大正11年)長情監獄を、長崎刑務所と改称、1927年【昭和2年)憂嶋刑務所浦上刑務支所寺浦上地区
の雑木林を造成して噺設Lたとされ、珀45年(昭和20年)8月9日長崎刑務所捕上刑務支所は、アメ1」力輩による墨掛原子爆弾投下に被爆、1992年(平成4年)基崎刑務所を諌阜市小川
町に移転し、瑛在、之が、存続する、と理解します.

私達当会は、当該の桜町の牢屋敷の存在について、江戸の樹公催(幕府)によって、江戸物期に、モれまでの施設を集約整傭され、蛋、問時代の図面史料も精密であり、当跨の行政上の
性格が推L測られ、且っ、近代現代の日本の行政樋関としての監劉刑務所に、近世初期より、連鶴して、直按に組織を綻承する、唯一最古の明らかな晃鼈である、と想定し得る処、又、長崎
地域に於いて、江戸幕府から明治政府への行政犠楕の推移が断絶ではなく運続的であることを示唆し、墜史と、且っ、学術上、極めて重要であり、間時に、希少である、と認識します。

④私連当会は、当該の遺跡群にっいて、近代の畏蟻市役所庁舎、長崎税務監督局一長暢税務署一長崎商業会諾所一長蛸高工会識所、現代の桜柵と立体交差、長嶋市役所本鱈、憂崎市
役所別館、長崎市経会、桜町公図等、を認謙します。

私違当会は、長嶋地域の桜町地区遣跡群について、本紙3-0】一①、②、③、④を問時に包含し、且つ、遺跡の存在と実態を補完し傍証する詳輕な記録隻料が痩數現存し、一体として.
希少であり、重要遣跡である、と飽埋します.

4.私連当会の皆梅への長崎地域の桜町地区遣跡瓢についての提案と要費

("遣跡の楕想について

Φ私達当会は、皆揮に、長嶋の丘の脊乗を主たる"土地の造形"とする、ローマ・カトリックと有馬氏と大村市と様々な日本人によ0て形成された,西洋式の城塞都市の遣跡、又隣撲するー
帯、又近隣の関連地域にっいて、本宗の遣跡七歴史の闘係の在り方に従い、漸次、躋査、責料調査より、髭据詞峯へと、漸次、計画的に、遭跡調査を実施し、その全体と智別遺跡の性掩を
明らかにしつっ、様々な開艶との飼整を行い、追跡の理状保存を実膨することにより、又は、憧測の余地のない再建によって、這跳の全体を修復しつつ顕現手ること、を擾案し要望Lます.

②私連当会は、皆揮に、当該の長崎地域の桂町地区遣跡鮮にっいて.当該の西洋式の城塞都市の携成に於いて、南端を犠成する岬の教金一糸割符宿老会所一長崎奉行所(西役所)等
遣跡群と相対し,且っ、発展L拡彊する市中の北端を楕成する貢要拠点と認蹴し、岬の教会一糸割符宿老会所一長崎奉行所(酋役所)等遺跡群と問等の掻いにより、一体の遁跡の課査七保
存と活用を形成すること、を提案し要望します。

(2)長崎地域の桜町地区遣跡群の遮跡としての朗査と保存と活用について

①私連当会は、皆様に、当鮫の長峡地域の桜町地区遣跡群について、現状保存することを提案し要望します.

②私違当会は、皆楳に、当該の長崎地域の柱町地区埠跡群にっいて、現状保存を前提とした活用のための発掘等遺跡胴査を逸択すること、を提案し蔓望しま,'.

③私達当金は、皆様に、当該の墨崎地賊の桜剛地区適跡群に関する現状保存を前提とした活用のための発掘等還跡調査にっいて、上層の遺跡の現状保存を前提として、より下層の遣跡
を調査する二と、を提案し要望します。

(3)長靖地域の桜町地区遣跡群の土壌汚染の可能性と当該の調査について

私蓮当金は、皆揮に、当該の長哨地域の桜町地区遣跡聨に関し、長崎区役所庁書一憂嶋市役所庁書、長嶋糊集会槿所一長崎商工会崖所、長崎市役所本館、長崎市役所別館、その他の
過去の土地の利用について、土壌汚染、並びに、水質汚渦の由来、又、その有無の精査、又は、土壌汚染状況餌査、を実詫すること、を提案し要望します。

私違当金ぱ、智様に、当該の土地の利用に闘する、土壊汚染、並びに、水質汚濁のの由宗、又.モの有無の精査、又は、土壌汚染状況誠査、並びに、土填汚染、並びに、水質汚済の対業、
並びに、当該の土地の遺跡の調査、保存、活用が、夫々、閻時に、完全に両立する方法を選択すること、を提案し要望します。

(4)第三者による調責指導委員金の設置と桐壷主体の連携

私違当金は、皆樺に、当該の長崎地域の桜町地区遣跡群に関する、迫跡の楢惹と現状保存を前提とした活用のための発握写遺跡調査、並びに、土壊汚染、並びに、水質汚濁に関する鼠
査と対紫について、地上地下の建築物その他の建造物の解体と撤去、並びに、資料並びに発掘掘削等調査、対笈に於いて、第三者による調壷指導委員金を般置し、訊査指導黍員金と鯛
査主休が惰報交換し連携して、遺跡地の調査と活用と対策の方紙と方法と行為と進推とその管理を行うこと、を提案し要望しま,。

(5)遣跡、並びに、土壊汚染、並びに、水質汚湯に関する調査、保存、活用、対策の過桂の一般公開

私連当会は、皆様に、当該の長崎地域の桜町地区遺跡鮮に関する、遺跡の構想と現状保存を前提とした活用のための晃掘等遺跡調査、並びに、土填汚染、並びに、水質汚濁に闘する調
査と對筆について、地上地下の建築物モの他の建造物の解休七撤去、並びに、責料並びに髭掘掘削等窮査、対策に於いて、遺跡地の調査と活用と対策の方針と方法と行蜘と進捗とその
管理を、問時的に、一般公開し,且つ、相互に惰報交換する二と、を提案し要望Lます。
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5.私遭当会の皆様への長鯖地壊の桜町地区遭跡群の保存と活用に開連する提案と要望

私這当会は、皆様に、遣鉢の地に於いては、遣跡たる事象を優先Lて、揮々な行嵩を認識すること、を提案し要望Lます.

私連当会は、皆様に、当験の長崎地域の桜町地区遺跡群の保存と活用に関逗して、以下の変更を、提案L要望Lます.

0)長崎市が計画する畏崎市役所別誼土地への公用車駐章場(約170台)建設について

①私運当金は、皆樺に.長崎市魚の町遣癖を建設用地に、甚崎市が針回L実族中の斬Lい長崎市役所庁舎の建設について、公用章駐車場設置を念既に、比較的、広い用地面積を確保L
やすい、浦上川河口東庫域へ亶更すること、例えば、MICE施設との含築、又は、三菱重工業抹式金社長幽造船所素町工場地に於ける民間再開発地域に於ける用地硫保と建築、又は、各
種昆間施設との合築を計画し実施すること、を提案L要望します.

②私達当会は、皆様に、長崎市魚の町遣跡を建設用地に、擾埼市が針團し実施中の斬Lい長崎市役所庁舎の設計を交更し、公用庫駐車場にっいて、当骸庁舎内に般置すること、を提業し
要望Lま,'.

③私連当会は、皆様に、当蝕の公用車駐享場について、現在の市営桜町駐享場を代用すること、を提案し要鍾します.

(2)喪嶋市が計圏する長嶋市投所本館土地への文化芸術ホール建設について

私逢当会は、皆様に、当註の文化芸術ホールの建般について、私違当会が、皆揮に,「長嶋国厳歴史文化萎市構恕」(2019年(平成31年"月18白金隆日改訂5版:2020年(令和2
年)2月16日日曜日養生所を青える会代表池知和恭)で提案し蔓望している、長嶋水辺の纛公圓一水辺のプロムナードー長崎県蔓衛館一帯に於ける、オペラ・ハウスーシンワオニー,
ホール(仮称)r長崎音崇堂」の斬設に飾設共用すること、を提案L要鍾します.

6.私連当会が、皆様に、桜町で、提案し蔓望している「長嶋アーツ・センター楕想」について

私速当会は、皆様に、r長崎匡綜註史文化都市構畑↓(2小9年(平成由年"月佃白金曜田改訂5版.2020年(令和2年)2月16日日曜日養生所を考える会代表池知和恭)で提案
しているr長崎アーツ・センター楕想」について、桜町地区遣跡群に於ける遣跡保存を優先Lて、之を、第二蓑案に取り下げ、長嶋*辺の森公園地区への鼻展案と変更し、一帯に於げる、抽象
文化分野塞術との連携、活勣の発展を期待Lます.

私連当会は、私達人類の這跡と歴史の真実について、之を.私達人頬の存在の本源で在り得る、と認識します.

私違当会は.遺跡と歴史の真実が、私達人類の遣跡の最大の活用となる、と記識Lます.

フ.私連当会の迫跡群の調査と保存と活用への理解

("遺跡の調晝について

私運当会は、遣跡の調査について、私達人頬が、私漣人顛の活動の痕跡である、遣跡の宴態と詫事象との諸闘係とその性格を確認すること、と理解します。

(2)遭跡の保存について

私運当会は、追跡の保存について、私達人頴が、遮跡の損壊と損耗を免れる措置を執ること、その結果として、遭跡が損壊と損耗を免れること、と理解します。

(田週跡の活用について

私達当会は、遣跡の活用にっいて、遣跡がそこに在ること、冏時に、私違人腰がその遺跡の存在を、煮識L、認知し、認謙する二と、と理解します.

8.参考資料

0)甚崎惣町絵図(長崎歴史文化博物館)

(2)長崎市地看入分割■

27 東中町、小川町
市内著名録名所案内壷責元聖文社長崎火正八年七月十日量行
櫻町、鳥山町、ハ百屋町、内中町 21 袋町、今魚町、本大工町、引地町、酒屋町(2)(長崎歴史文化博物館)

(3)最新精密長嶋市街地冊昭和26年(葺崎歴史文化博物館)

(4)長嶋尚工曹諾所絵ハガキ(長崎) 15801(長崎歴史文化博物館)

(5)長嶋西禎杵鄭役所絵ハガキ(長崎) 689m (墨崎歴史文北博物館)

(6)『長嶋おもいで散歩昭和30年代の街角」 1994年10月12日釖版鼻行 2004年7月8日4版発行著者真木満艶行看真木雄問尭行所有限会牡審光牡

(フ)r長嶋市史年表1 昭和与6年3月20日晃行纏集異崎市史年表蝿さん委員会発行長崎市役所長崎市桜町2響22号印刷藤木愽英社長崎市万屋町5響13号

(8)r桜町這跳オフィスビル鰹設に伴う埋蘇文化財壷掲報告書1998年3月異嶋市埋鳶文化財調茎笹謹会』

(9)r桜断這鋳サンガー〒ン捺町マンション建設に伴う埋薫文北財艶掘報告書2000年畏嶋市埋離文化財調査協謬会」 2000年5月31日鼻行長崎市埋叢文化財調査協諾会

00)「アルパム長嶋百年華の墨峡郵蔵絵葉書コレクション」 2005年2月25日物版晃行縄著づライアンリ(ークガフ二 B6."日"ホ..G.仟n.γ発行人松田隅一幅集人堀憲昭
発行所株式会社甚蟻文献社

01)「復元!江戸時代の葺崎」 2009〔平成21)年8月30日初版発行憾署者布袋厚発行所株式会杜長崎文献社
PI04-PI05 焦四章絵図にみる町のうつりかわり 6 幻の内中町秀吉の時代につくられた町の運命
P128-P129 第五章長崎の名所・旧跡いま・昔 7 そこに拷聞所があったいまの長暢市役所別館は「桜町牢屋」の跡

n2)『長崎惣町復元図」 2009(平成21)卑B月30日初版艶行 2m2年2月20白第3番髭行揺著者布袋厚艶行所株式会牡長崎丈献杜

Π3)『中世墨崎の基礎的研究↓ 20T1年12月11日尭行著者外山粋夫艶行看田中大発行所有隈会社思文閣出版

n4)r一米軍抵影一長崎被爆荒野被爆70周年に間う「戦争と平和」」艶行日2m5年(早成27)7月30日初版第一刷
縄碁長崎文献社発行人柴田蕪李細集人堀憲昭発行所株式会社長崎文献社
P38-P39頂爆投下前の長崎市Φ航空写真 P40-P41鳳爆投下隆の長嶋市の航空写真

臼5)r長崎絵図帖の世界』尭行日初版2018年5月20日著者大井昇発行人片山仁志据集人堀憲昭発行所株式会牡長崎文献社
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Ⅳ.養生所/(長崎)医学校等遺跡("佐古の丘の地形"、"中核区域"、"運用区域"、"関連区域")1こついて

(ア)私達当会は、当該遺跡地の"中核区域"内に於いて、遺跡を掘削して行う、長崎市立仁田佐古小学校建設、並ぴに、外周道路拡
幅建設の計画の実施が進行する状況を勘案し、以下、A. B,C, D. E.F.各案を例示します。

A.B.C.D.E.案は、長崎市立仁田佐古小学校にっいて、当初検討の複数の建設用地候補地等の.当該遺跡地以外地への設置
を前提とします。

私達当会は、A案について、原体である遺跡(非意図)、日. C.案について、原体である遺跡を基盤とする、芸術(アート:意図)とし
ての変奏、又は変奏の付加、と理解し得ると理解する処、当該小学校校舎等施設の部分的竣工と2020年4月よりの小学校としての共
用開始により、人類の非意図たる遺跡と人類の非意図たる建設途中の小学校施設建物の建設取消たる途次の状態に関する人類の非
意図たる一貫性が消滅した為、当該のB.C.案を廃案とします。私達当会は、D案にっいて、小学校校舎等施設の部分的竣工と2
020年4月よりの小学校としての共用開始を受けて、又、E案について、2019年12月以降の世界的な新型コロナウイルス感染症の蔓
延を受けての新常態(二斗一・ノーマル)を意図し、発展的に追加します。 G,案は、A. B. C. D. E.F.各案に附随させます。

私達当会は、D.E.案を採択して、之を、皆様に、提案し要望しまず。

A.建設途中の小学校施設建物並びに外周道路の斬築構造物の撤去、当該遺跡の中核区域(建物敷地と外周道路等)の遺跡の全域
の調査、現状保存、原状回復、遺跡としての外周道路一土地建物通路の石造基礎構造物又は敷設物、並びに、甲種長崎医学校講堂
建物の再建、保全と継承と活用。
[遺跡としての、空間の造形とその構造物、並びに、一部の建物再建]

白.建設途中の小学校施設建物の途次の状態、並ぴに、遺跡再建を優先する一郁破壊又撤去の状態の現状保存、補強改修、聞連す
る教育研修、宿泊、展示説明施設、応接等への転用供用、外周道路の新築構造物の撤去、並ぴに、当該遺跡の中核区域(建物敷地
と外周道路等)の全域の調査、現状保存、凍状回復、遺跡としての外周道路一土地建物通路の石造基礎構造物又は敷設物一甲種医
学校講堂建物の再建、保全と継承と活用。

[芸術且つ遺跡(アート:意図、且っ、その経緯としての痕跡)としての完成しない建築物、原体である遺跡としての、空間の造形とその
構造物、並びに、一部の建物再建]

C.建設完了の小学校施設建物の完成の状態、並びに、遺跡再建を優先する一都破壊又撤去の状態の現状保存、補強改修、遣跡と
その関係事象に関連する教育研修、宿泊、展示説明施設、応接等への転用供用、外周道路の新築構造物の撤去、並びに、当該遺跡
の中核区域(建物敷地と外周道路等)の全域の調査、現状保存、原状回復、遺跡としての外周道路一土地建物通路の石造基礎構造物
又は敷設物一甲種医学校講堂建物の再建、保全と継承と活用。

[芸術且つ遺跡(アート:意図、且っ、その経緯としての痕跡)としての破壊される建築物、原体である遺跡としての、空間の造形とその
構造物、並びに、一部の建物再建]

D.建設竣工並びに建設途中の小学校施設建物並びに外周道路の新築構造物の撤去、当該遺跡の中核区域(建物敷地と外周道路
等)の遺跡の全域の調査、現状保存、原状回復、遺跡としての外周道路一土地建物通路の石造基礎構造物又は敷設物、並びに、甲種
長崎医学校講堂建物の再建、保全と継承と活用。

[遺跡としての、空間の造形とその構造物、並びに、一部の建物再建]
建設蟻工並びに建設途中の小学校施設建物の遺跡とその関係事象に関連する教育研修、宿泊、農示説明施設、応接等への転用供
用の可能性の検討。

[小学校施設建物の遺跡附随施設としての転用供用の可能性の検討]

E.建設竣工並びに建設途中の小学校施設建物並びに外周道路の新築構造物の撤去、当該遺跡の中核区域(建物敷地と外周道路
等)の遺跡の全域の調査、現状保存、原状回復、遺跡としての外周道路一土地建物通路の石造基礎構造物又は敷設物、並びに、甲種
長崎医学校講堂建物の再建、保全と継承と活用。

[遺跡としての、空間の造形とその構造物、並びに、一都の建物再建]

建設竣工並ぴに建設途中の小学校施設建物の感染症医療又療養施設としての転用供用の可能性の検討。
当該検討は、新型コロナウィルス感染症出現による新常態(ニュー・ノーマル)を整備する意図を有する。当該検討は、当該遺跡の養生
所/(憂崎)医学校、並びに、明治14年8月a881年)以降昭和28年(1953年)頃まで感染症たる梅毒に対する梅毒病院として運用さ
れた土地の利用の履歴を継承する実態を有する。当該地は、佐古の丘の南端頂部に位置し風通しもよく、当該地から長崎港や稲佐
山方面への眺望もよく、遺跡地は散策等運動にも適すると考え得る。
[小学校施設建物の感染症医療又療養施設としての転用供用の可能性の検討〕

F.長崎市立仁田佐古小学校にっいて、長崎市の現在計画による建物等主要施設の建設と当該小学校の運営、当該小学校付帯設備
施工による遺跡破壊の防止、外周道路計画の廃止、並びに、旧学校敷地内の建物等主要施設の残余の土地、並びに、外周道路の土
地での遺跡の再建。

G.養生所/(長崎)医学校等遺跡の"運用区域"(病院西側)、及び、"関連区域"(大徳寺境内並びに庫裏、大楠社の一帯)、ポンペ.ファ
ン・メールデルフォールトの養生所/精得館たる近代西洋病院の要件を具現する"佐古の丘の地形"(佐古一仁田頭の丘、周辺一帯)、
並びに、寄合町西南部の「佐古入口」より、後の養生所/精得館一帯を通り、北の「大村領」に至る旧道に於いて、遺跡の遺跡としての
認知、確認、現状保存、活用、整備、公開、継承を実現する。

伺時に、当該遺跡の土地の範囲について、文化財保腰法による「周知の埋蔵文化財包蔵地」に決定する。
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(イ)養生所/(長崎)医学校等遺跡中核区域北部一帯遺跡について

i)長崎医学校等正門両糞石垣等石垣

私達当会は、皆様に、長崎医学校等正門両翼石垣等石垣について、一連の養生所/(長崎)医
学校等遺跡の調査、保存、活用の要望の初期に、当該小学校建設の理事者に、当該遺構の歴史

と当該遺構の性格に関する情報を提供し説明して現状保存を要望し、同時に、当該小学校建設

の理事者より、「当該石垣に隣接する市道西小島稲田町1号線の北部については、所定の道路
幅(2.7m)を確保できている為道路拡幅の必要と予定が無いことより、当該石垣も現状を変更し
ないことになっている」、と回示があり、その後も、皆様に、詳細な遺跡としての情報提供を為し、

現状保存の提案と要望を行ってきた処です。

私達当会は、2019年(平成31年)4月の理事者との打合せに於いて、理事者より敷地全体図

面の提示があり、当該図面に当該石垣の掘削の可能性を検知し、計画を確認した処、掘削の予

定が判明し、改めて、2019年(令和元年)6月以降、皆様に、別途、理事者に説明し、要望書を提
出し、また、定例議会に際して議会議長への陳情書にて、現状保存の提案と要望を明らかにして

きました。

私達当会は、長崎医学校等正門両翼石垣等石垣について、その変遷が提示できる遺跡の実態
の現状保存、又、原状回復、又、遺跡としての活用を提案し、要望します。

ii)長崎医学校等敷地東部に於ける外周道路拡幅工事で発見した敷地境界一帯遺跡

私達当会は、皆様に、a.養生所/(長崎)医学校等遺跡の中核区域の北東部に位置する、201
8年(平成30年)1月迄の試掘/発掘調査で検出された、旧長崎市立佐古小学校北部敷地屋外運
動場東部に於ける長崎医学校等遺構又敷地境界線遺跡と想定し得る長崎医学校等北寄宿舎等
建物敷地東突端部敷地及び当該敷地境界線南面法面遺構及び隣接する長崎医学校等敷地外
周道路遺構等遺跡について、b.2019年(令和元年)6月18日火曜日長崎市中央総合事務所
地域整備二課が、市道西小島2号線北部に関する旧長崎市立佐古小学校北部敷地屋外運動場
東部に於ける外周道路拡幅工事中に確認し、2019年(令和元年)6月19日水曜日夕刻、私達
当会が、確認した、長崎医学校等遺構又敷地境界線遺跡と想定し得る長崎医学校等敷地北部東
突端部域の、石垣(石積)及びコンクリート及び陶管等により構成される複数の構造物によるV字
型の遺構、について、2m9年(令和元年)5月以降、理事者の皆様へ説明し、各々別途作成の要
望書を提出し、また、定例議会に際して議会議長への陳情書にて、現状保存の措置を執ることを
提案し要望しています。

私達当会は、当該a.及び、当該b、の両遺構は、連続する遺構であると推定します。

私達当会は、当該日.及び、当該b.の両遺構について、一体の遺跡として、遺跡の実態の現
状保存、又、原状回復、又、遺跡としての活用を提案し、要望します。
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V.『長崎市歴史的風致維持向上計画』並びに『国土交通省長崎港松が枝埠頭岸壁2

バース化』並びに『長崎県松力誹支地区再開発構想~港湾整備と一体とな0たまちづくり~』について

1.『長崎市歴史的風致雑持向上計画』

2020年(令和2年)3月25日水曜日長崎新聞第22面は、『長崎市歴史的風致維持向上計画』について、「政府は24日、歴史的な景観を生かしたま
ちづくりを支授するため、長崎市が申請していた「歴史的風致維持向上計画」を認定した。歴史まちづくり法に基づく制度で、歴史的建造物の改修や買
い取りなどに、交付金を充てることができる。県内自治体の認定は初めて。・ー・(手島聡志)」、と報道Lました。

『長崎市歴史的風致維持向上計画』ほ、①「近世長崎の町人文化にみる歴史的風致」②「中国文化の伝来にみる歴史的風致」③「長崎居留地の海外
交流にみる歴史的風致」④「外海の石積文化にみる歴史的風致」⑤「被爆継承と平和の祈りにみる歴史的風致」、の5つの歴史的風致によって構成L、
長崎市の5つの歴史的風致のうち、2つの世界文化遺産の犠成資産や重要文化財、重要伝統的建造物群保存地区等の価値の高い歴史的建造物が集
積し、かつ、歴史的資産を生かしたまちづくりの取組みを速やかに図るべき区城として③「長崎居留地の海外交流にみる歴史的風致」の範囲において、
重虚区壇を般定する、計画です。

『長崎市歴史的風致維持向上計画』は、その方針について"[歴史的風致の雑持及び向上に関する方針]ー【まちづくりの方針1歴史・伝統を守り、磨き、
生かすことで、営みと賑わいが共生できるまち一0)歴史的建造物の保存・活用に関する方針; h0年後に目指す姿】歴史的建造物が適切に評価・保
存継承され、まちづくりと一体となった魅力的な活用が図られている。ー(2)歴史的建造物の周辺孫境の保全・形成に関する方針:KI0年後に目指す姿
】地域の歴史や自然、まちなみ等の個性を生かした魅力的なまちになっている。ー(3)歴史的な営みや活動の継承に関する方針:【10年後に目指す
姿】住みたくなる、住み続けられるまち、営みや活動を次世代に継承できる協働のまちになっている。ー(4)賑わいの創出に関する方針:【10年後に目
指す姿1喪崎独自の歴史的風致が磨かれ、生かされることで、国内外の来訪者で賑わうまちになっている。"と記します。

(長崎市歴史的風致雑持向上計画概要版令和二年三月認定長崎市より趣旨)

2.『国土交通雀長崎港松が枝埠頭摩壁2バース化』並びに『長崎県松が枝地区再開発構想~港湾整備と一体となったまちづくり~』

2020年(令和2年)4月1日水曜日長崎新聞第2面は、『長崎港2バース化計上島原道路有明一瑞穂も国交省予算配分西九州道大幅増』「国土交
通省は3オ日、2020年度の予算配分を公表した。長崎港松が枝埠頭に大型船2隻が接岸できるようにする2バースの新規事業化を盛り込んだ。16万
トン級の大型客船に対応できる410メートルの新しい津壁や泊地、懐海道路、埠頭用地を6年かけて整備する。【22面に関連記事】国交賓などによる
と、19年の憂崎溝のクルーズ船寄港は183隻で全国で4番目に多い。クルーズ客は55万人に上るが、一方で岸壁不足などで100隻程崖を受け入れ
られなかった。クルーズ需要については新型コロナウィルスによる不透明感はあるものの、2バース化で背後地に集積する世界遺崖と調和した都市空
間の形成や、三菱貢工業喪崎造船所のクルーズ船メンテナンス事業との相乗効果が期待できるという。また、路面電車の松が枝方面への延伸など背
後地の再開発構想も連動して動き出す可能性がある。総事業費は136億円で25年度に完成予定。20年度予算には2億円を計上し、岸壁や道路の調
査設計を進める。・・・(豊竹健二)」、と報道しました。

長崎市まちづくり部都市計画課市街地整備係は、国交省が倖壁の築造を事業し、長崎県が埠頭用地の埋立造成を事業し、長崎県が『長崎県松が枝
地区再開発楕想』を提示し、新埠頭とその稾と北に隣接する国道499号練の西側の一帯の民有地等を含む土地の範囲に設定する再開発構想検討工
リアに於いて港湾施設等整備とまちづくりを、並びに、路面電車の松が枝方面への延伸、を犠想する、と説明します。

『長崎県松が枝地区再開発構想~港湾整備と一体となったまちづくり~』は、《将来像》:海の国際玄関口~人々が交流する海陸のクロスロード~、
《開発コンセプト》:A.クルーズ客船の受入拠点となる国際ターミナル榛能の強化B.国内外の観光客の快適な移動を支える交通結節機能の強化C.
来訪者に充実Lたサービスと楽Lさを提供する観光・交流機能の強化D.地域の安心快適な暮らしを支える都市機能の強化、【施設イメージ】.A)港湾
旅客ターミナル、大型バス乗降場・駐車場、緑地(オープンスペース)、日)路面電車の延伸・寛停、路隷バスの乗降場、タクシー乗降場、0)裡光案内所、
飲食店(景色を生かした)、物産館(地元物産を扱う)、免税店など、とする構想です。

3.『小曽根築地遺跡』

『長崎市歴史的風致縦持向上計画』の範囲とr長崎県松が枝地区再開発携想~港湾整備と一体となったまちづくり~』の再開発構想検討エリアの双方
に跨る範囲に、小曽根築地遺跡(東部の小曽根邸跡一帯並びに西都の海岸付一帯を一体の範囲とする、近轡宋期から現代に至る、切土と築地による
土地の造成を基盤として構成される'土地の造形"と関係する人類の活動と土地の利用の履歴に関する痕跡の遺跡)が存在します。

a)『小曽根築地遺跡』の範囲

私達当金は、『小曽根築地遺跡』の範囲について、概略、現在の長崎市の小曽糎町全域と松が枝町南東の小曽根町に隣接する一帯の範囲に内包さ
れる範囲、即ち、現在の国道499号繰の拡張以前の敷地一帯、国道499号線の東に於いて、隣接する宝製鯛株式会社/長崎市月極小曽根町駐車場
(『小曽根邸遺跡』ν民家である小曽根町南端の一帯、国道499号線の西に於いて、吉弘医院ノ長崎自動車株式金社松ケ枝営業所/長崎税務騒の三件
とモの西側の道路、長崎自動車株式金社バス車庫の敷地と東側の民家一帯、ぴっくりドンキー小曽根町店並びにネッツトヨタ長崎べイサイド南山手の

敷地の東都の建物付近一帯、に仮定します。(『長崎港全圏』(明治3年)参照)

(2)『小曽根築地』に関する推移並びに歴史上背景の概略

『小曽根築地関連年表(推移並びに歴史上背景の概賂)』(2020年(令和2年)4月3日金曜日養生所を考える会代表池知和恭)を御参照下さい。

(3)『小曽根築地遺跡』に関する土地の利用の履歴について

私達当会は、皆様に、当該の『小曽根築地遺跡』に関する土地の利用の履歴について、之を調査し公開すること、提案し要望します。

(長崎県の広報より)
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(4)『小曽根築地遺跡』の存在、又、意義又は価値、並びに、調査保存活用について

私達当会は、『小曽根築地遺跡』について、長崎の外国人居留地に先立って竣工し、長崎地域の梅が枝、南山手地域の長崎外国人居留地一帯の海燦
埋立埠頭岸壁形成土木造成技術遺跡、長崎地域の治水土木造成技術遺跡、土地造成技術遺跡、の一環と位置付けます。

私達当会は、小曽根家御当主より小曽根家が長崎の佐古の丘の『養生所火長崎)医学校(又は養生所バ長崎)医学校等遺跡)』の用地確保と造成工事
に関係している、と伝聞します。

私達当会は、『小曽根築地遺跡』にっいて、その形成、過程又は技術が、長崎地域の甚崎外国人居留地又海摩埋立埠頭庠壁の形成、養生所バ憂崎)
医学校の成立、治水土木工事、長崎港内港外港一帯の台場形成、その他の広範な土木工事と相互の関係性を構成する、と仮定Lます。

私達当会は、小曽根家について、日本の中世から近世、近代、現代を背景に、貿易と商業活動を媒体として、世界とアジアと日本、平戸と長崎等の広
範な長崎地域に関する、政治、経済、概念や技術の移転、文化の交流について、濱田彌兵衛や徳川将軍家や諸藩大名家や李鴻章との関係、又、米・
フッチェルトの造船所(乙)、英・アバディーン・ミッチェルトの造船所(乙)、小曽根西洋船大工街、炭坑舎の存在にも顕在する、当註の交易の相互連帯
(ネットワーク)や情報や思潮や行為の中継と創生と拡散、他諸事魚の具体的事象と関係性を携成する、と仮定します。

私達当会は、『小曽根築地遺跡』にっいて、当該の関連の諸事魚の出来事、具体的事象と関係性、世界と日本の在り方、を証撤する、と仮定します。

私達当会は、『小曽根築地遺跡』の意義、又は、価値にっいて、遺跡の存在並びに実態に関する調査を実施し、歴史上の出来事と関係性の調査を実
施L、世界の各地域の現代の在り方との関係性を考察し、当該の『小曽榎築地遺跡』の存在、並びに、その意義、又は、価値とも呼称される諸概念を
明らかにし、公開し、遺跡の遺跡としての空間と存在の宴態を調査し、破壊せず、保存し、公開し、文化財保瞳法上の保瑛の措置を執り、或いは、頂状
を回復し、又は、保守整備し、人々の生活の中での機能を与え(『世界遺産条約履行のための作業指針』(ユネスコ世界遺産センター・文化庁仮訳):1.
C 世界遺産条約締約国 15-b)(世界遺産条約第5条参照))、惰報を発信し、諸般の制度上の認定や登鐶をも実現し、同時に、活用する二と、を提
案L要望します。

私達当会は、『小曽根築地遺跡』について、記念物建築物、記念的意義を有する彫刻及び絵画、考古学的な性質の物件及び構造物、金石文、洞穴住
居ならびにこれらの物件の組合せであって、歴史上、芸術上、又は学術上顕著な普逼的価値を有するもの、建造物群独立した建築物の群又は連続し
た建造物の群であって、モの建築様式、均質性又は景観内の位置のために、歴史上、芸術上、又は学術上顕薯な誓漂的価値を有するもの、遺跡人
聞の作品、自然と人間との共同作品及び考古学的遺跡を含む区域であって、歴史上、芸術上、民俗学上又は人類学上顕著な普遵的価値を有するもの
(『世界遺産条約履行のための作業指針』(ユネスコ世界遺産センター・文化庁仮訳):Ⅱ.A 世界遺産の定義文化遺産及び自然遺産 45 世界遺
産条約第1条「文化遺産」)、又、顕薯な普逼的価値とは、国家間の境界を超越し、人類全体にとって現代及び将来慢代に共通した重要性をもつような、
傑出した文化的な意義及び/又は自然的な価値を意味する。従って、そのような遺産を恒久的に保護することは国際社会全体にとって最高水準の震要
性を有する。委員会は、世界遺産一覧表に責産を豊録するための基準の定義を行う(『世界遺産条約履行のための作業指針』(ユネスコ世界遺産セン
ター・文化庁仮訳):Ⅱ.A 世界遺産の定薫顕著な普逼的価値 49)、又、(iD建築、科学技術、記念碑、都市計画、景観設計の発展に重要な影響
を与えた、ある時期にわたる価値観の交流又はある文化圏内での価値観の交流を示すものである、(N)歴史上の重要な段階を物語る建築物、その集
合体、科学技術の集合休、あるいは景観を代表する顕著な見本である、(V)あるひとつの文化(または複煮の文化)を特徴づけるような伝統的居住形
態若しくは陸上・海上の土地利用形態を代表する顕著な見本である。又は、人類と環境とのふれあいを代表する顕薯な見本である(特に不可逆的な変
化によりその存続が危ぷまれているものX『世界遺産条約履行のための作業指針」(ユネスコ世界遺産センター・文化庁仮訳):Ⅱ.D 顕著な普逼的
価値の評価基準 7フ)、たる事象である、と仮定します。
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4.私達当会は、皆様に、『長崎市歴史的風致維持向上計画』、並ぴに、『長崎県松が枝地区再開発構想~港湾整備と一体となったまちづくり~』にっ
いて、以下、提案し要望Lます。

臼)r長崎県松が枝地区再開発構想』について

私達当会は、『長崎県松が枝地区再開発構想」について、『長崎市歴史的風致維持向上計画』と計画範囲を重複し連続して有し、且つ、『長崎市歴史的
風致維持向上計画』に対面して隣接する大規模開発であることより、『長崎市歴史的風致維持向上計画』の実態に与える影響が極めて大きい計画であ
り、『畏崎市歴史的風致維持向上計画』と連動して計画され実施される筈の計画である、と認識します。

私達当会は、r墨嶋県松が枝地区再開鼻構想』について、以下、提案し要望します。

①前提として

私達当会は、皆様に、長崎造船株式会牡並ぴに新長ドッケ株式会社の二事業者が現在地での事業の継続を自由意志として保有し、且っ.長崎港松が
枝埠頭燦壁2バース化の計画が当談事業者の当該自由意志の遂行を何らかの事象により阻害する場合は、長崎港松が枝埠頭摩壁2バース化の計画
を、中止し、且つ、廃止すること、について、之を、明確に認識し、同時に、認知L、且つ、速やかに実施する二七、を提案し要撰します

②遺跡として『東山手外国人居留地遺跡訂南山手外国人居留地遺跡Ⅱ埠頭岸壁等土木造成遺跡』『治水土木造成遺跡Ⅱ小曽根築地遺跡』その
他の適宜の遺跡

私達当会は、皆様に、宇宙と人類出現以前以降の地球の自然と遺跡(遺跡としての空問と"土地の造形'と建造物と遺物)は、人顛にとって根源的な警
積である処、之を調査し、破壊せず、現状保存し、公開し、文化財保護法上の保護の措置を執り、又は、原状回復し、保守整備し、人々の生活の中での
機能を与え、情報発信し、諸般の制度上の認定や壹録をも実現L、活用することを提案し要望します。

③私達人類の活動の空閻として
ア.私達当会は、皆様に、新Lく築造される岸壁と斬しく埋設される埠頭、並びに、その東に隣接し、且う、国道499号線の西に隣接する土地にっいて、
遺跡を遺跡として、遺跡以外を長崎港松が枝埠頭岸壁第2バース並びにその関連施設として、それぞれ専用に土地の利用を企画すること、を提案し要
望します。

イ.私達当会は、新しく築造される燦壁と新しく埋設される埠頭にっいて、長崎港松が枝埠頭岸壁2バース並びにその関連施設として、専用に達用され
る、と仮定します。

ウ.私達当会は、皆様に、当談の計画範囲の北部に位遣する、松が枝町南東の小曽根町に隣接する一帯と小曽根町の一帯につぃて、在来の建築物
を移転し、一体の空間として運用すること、を提案し要望します。

i)私達当会は、皆様に、『小曽根築地遺跡1並びに『埠頭岸壁等土木造成遺跡』にっいて、遺跡の調査を行い、遺跡として運用し、遺跡として保存
し活用する二と、を提案し要望します。



ii)私達当会ぱ、皆様に、大浦讐察署について浪の平町南部から古河町北部方面へ移転、長崎港湾合同庁舎/長崎県警察本部松が枝別館/長崎県
警察松が枝第2別館/気叡庁検測所/長崎税務署について浦上川河口東岸再開発地区の甚崎県庁舎近隣方面へ移転、長崎自動車株式会社松ケ枝営
業所ノ長崎自動車株式会社バス車庫について小ケ倉三丁目の国道499号線と県道237号線が合流する好立地にある柳埠頭へ移転すること、を提案し
要望します。

In)私達当会は、皆様に、私達人類の活動の空間に於ける遺跡に於ける機能の交織として、小曽根築地が公共交通の結節点でもあった土地の利用
の履歴を継承し、遺跡の原状保存を前提とする範囲内に於いて、原則として、『小曽根築地遺跡』の土地の国道499号線に近似する当該国道の西に隣
接する位置に、第二候補として、『小曽根築地遺跡』の西に水路を渡る土地の位置に隣接路面置車の線路と終着停留所を設置すること、を提案し要望
します。(4-(2)『小曽根築地遺跡』について参照)

私達当会は、皆様に、当該の計画範囲の南部に位置する、浪の平町北部の一帯について、以下、を提案し要望します。
1)私達当会は、皆様に、当該の土地の範囲に現存する長崎造船株式会社並びに新長ドック株式会社の二事業者の造船工場の建物につぃて、之を

市民生活の痕跡たる文化財、又社会的共通資本としての蓄積、公益として、之を破壊せず、保存し、又、りノベーション、例えぱ、工場空間内部に新Lい
建物を建設する、又は、建物間を空中歩廊により連結する等、によって、入国管理等施設、又は、小曽根築地博物館、又、海事博物館等、に再生活用
すること、を提案し要望します。

オ.私達当会は、皆様に、民有地並びにその剰用形態の移転について、所有者に髭生する経済的損失にっいて、政策上の補填を計画し実施すること、
を提案し要望します。
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④仮定としての懸念と提案と要望
私達当会は、『長崎県松が枝地区再開発構想~港湾整備と一体となったまちづくり~』に於ける入国管理や通関等のバース運営管理等施設について、
民問開発によって形成されるならぱ、民間による資本の運用効率を求めて、賓本運用システムの収容装置として施設が高層化し、更に、資本主体が複
数に渡る場合には個別の構想によって、複数の土地の区画に規定される新しい複数の独立した個別の作家性を伴う閉じた空間としての高暦建築群が
密集密接するスプロールとして出現する可能性がある、と仮定します。
私達当会は、この場合、南山手の鍋冠山の山塊と長崎内港に挟まれた南北に伸びる東西に狭い急斜面地に位置する遺跡である『南山手外国人居留
地遺跡』並びに『海摩付地所埠頭岸壁土木簗造遺跡』並びに『小曽根築地遺跡』に形成された在来市街の中間を藁西を分けて南北に走る国道499号
線の西に沿って、南北に長く東西に薄く高い衝立のような複数の高層建築の群が大きなヴォリュームを以って出現し、新しく埋築される埠頭並びに岸壁
の区域と山手の在来市街によって形成される筈の、一体の人類の活動の空間を晃事に二つに分断L、さらに、人々の間際に昨立する垂直の真新Lく存
在感のある身体的スケールとその由来を逸脱したヴォリュームは、遺跡の身体的スケールとその由来に従って立つ人々を圧迫する、と仮定します。
私達当会は、さらに、身体的スケールとモの由来によって成立Lている遺跡の中心に成立した、身体的スケールとその由来を逸脱したヴォリュームは、
自身の隣接の一帯の空間に、自身と同様の身体的スケールとその由来を逸脱Lたヴォリュームを誘発する可能性がある、と仮定します。
私達当会は、さらに、身体的スケールとその由来によって成立Lている遺跡への身体的スケールとその由来を逸脱したヴォリュームの成立は、身体的
スケールとその由来を逸脱Lたヴォリュームがその存立の楕造とする身体的スケールとその由来の逸脱によって成立している土木と建築の空間構造へ
の改杢により、身体的スケールとその由来によって成立している遺跡としての空聞並びに"土地の造形"の空間構造を破壊して行われる、と仮定します。

私達当会は、限定された閉じた狭い空閻に長期的に起居する旅客船の乗客乗員の皆様が、陸地への上陸に際して、第一義に願望する事象につぃて、
限定解除された開かれた広い空間である、と仮定します。

私達当会は、長崎港松が枝埠頭岸壁第2バースについて、旅客船の乗客乗員の皆様が、限定された閉じた狭い空間たる船内から、陸地へ上陸した既
間に、目前に、高い衝立のような真新しく存在感の複数の高層建築群が身体的スケールとその由来を逸脱した大きなヴォリュームをもって迫り、背後を
振り返れぱ、外部空閲より見上げる見慣れない高層建築より大きな旅客船のより巨大なヴォリュームが頭上に覆い被さり、狭い埠頭の空間の谷間の底
に圧迫されたとすれぱ、予定Lた上陸への期待感は、完全に裏切られる、と仮定Lます。

私達当会は、当該の遺跡としての空聞並びに"土地の造形"の空間犠造の破壊について、遺跡の不可逆的な破壊である、同時に、遺跡の不可逆的な
破壊を誘引する、と仮定します。

私達当会は、当該の遺跡について、遺跡の遺跡としての実態を消滅し、責本の効率の実験場となる可能性がある、と仮定します。

私達当会は、この結果について、即ち、遺跡の破壊であり、同時に、即ち、私達人類の活動の空間に於ける、私達人類の身体的スケールの破壊であ
り、以って、私達人類は、私達人類の身体的スケールの行為を破壊される、と仮定します。

私達当会は、皆様に、当該の私達人類の活動の空間に於いて、遺跡が保全され継承され、同時に、私達人類の身体的スケールの破壊によって、私
達人類の身体的スケールの行糊が破壊されない為に、当該計画の主体が、私達人類の身体的スケールとその由来によって形成されている遺跡たる
在来市街における、当該開発計画に於いて、当該の亭象を、私達人類の身体的スケールによって構成する結果となるように、制御する措置を執り行為
すること、結果として、一帯の遺跡を保全し継承し、同時に、当談の一体の私達人類の活動の空間を、私達人類の身体的スケールとその由来によって
形成すること、を提案し要望します。

(2)『小曽根築地遺跡』について

私達当会は、皆様に、『小曽根築地遺跡』並びに之に包含する『小曽根邸遺跡』等遺跡の全範囲について、私違人類の活動の空間に於ける遺跡として、
以下、提案し要望します。

①私達当会は、皆様に、遺跡としての空間と実態を、調査し、破壊せず、現状保存L、公開し、文化財保護法上の保護の措置を執り、又は、唖状回復し、
保守整備L、人々の生活の中での機舵を与え、情報発信し、諸般の制廣上の認定や登緑をも実現L、活用すること、を提案し饗望します。

②私達当会は、皆様に、遺跡の現状保存を前提とする範囲内に於いて、遺跡の岸壁を遺跡の実態を基盤に原状回復整備し、海水を導入して一帯土
地に水路を形成して遺跡を復元整備すること、を提案L要望します。

③私達当会は、皆様に、私達人類の活動の空間に於ける遺跡に於ける機能の交織として、遺跡の現状保存を前提とする範囲内に於いて、『小曽根築
地遺跡』の土地とその西に水路を渡る土地を適宜柵梁で接続し、新しい埋築埠頭土地から『小曽根築地遺跡』土地に至る全面に広場を出現させ、『小曽
根築地遺跡』の当該位置に炭坑舎建物を復元建築して諸般の活用を実施し、之に隣接する広場を客船の着津に際する歓迎行事やその他の催事に運
用すること、を提案し要望します。

④私達当会は、皆様に、私達人類の活動の空閻に於ける遺跡に於ける機能の交織として、小曽根築地が公共交通の結飾点でもあった土地の利用の
履歴を継承L、遺跡の原状保存を前提とする範囲内に於いて、原則として、『小曽根築地遺跡』の土地の園道499号線に近似する当該国道の西に隣接
する位遣に、第二候補として、『小普根築地遺跡』の西に水路を渡る土地の位置に隣接路面電車の隷路と終着停留所を設置すること、を提案し要望しま
す。

⑤私達当会は、皆様に、近代と現代の転換の狭間にて、公に接収された範囲の、小曽根邸、現在の『小曽根邸遺跡』(長崎市月極小曽根町駐車鳩一
帯)について、小曽根家に変換すること、を提案し要望します。



(3)『長崎市歴史的風致雑持向上計画』の重点区域に般定されている「長崎居留地の海外交流にみる歴史的風致」について

私達当会は、『長崎市歴史的風致維持向上計画』の重点区域に設定されている「長崎居留地の海外交流にみる歴史的風数」について、『長崎県松が枝
地区再開発構想』と連動して計画し実施される筈の計画である、と認識します。

私達当会は、『長崎市歴史的風致維持向上計画』の重点区域に設定されている「長崎居留地の海外交流にみる歴史的風致」について、r長崎市歴史的
風致維持向上計画」の〔歴史的風致の維持及び向上に関する方針]を総合的に鑑み、以下、提案し要望します。

①私達人類の活動の空間としての遺跡より
私達当会は、皆様に、『稾山手外国人居留地』並びに『南山手外国人居留地遺跡』並びに『海岸付地所埠頭燦壁土木築造遺跡』並びにr治水土木築造
遺跡』並びに『小曽根築地遺跡」並びに『養生所バ長崎)医学校等遺跡』等一帯遺跡地並ぴに近隣市街地について、遺跡との事魚に対して適切を欠く、
又、不自然で具質なヴォリュームと肌理(テクスチャー)と意匠の建造物、又、遺跡との事象、その空間の身体的スケールと身体的スケールとその由来
によって成立している遺跡の空間並び{ご'土地の造形"の空間構造に対して具質な高層建築物並びに具質な土木建造物、を築造しない二と、又、その
為の措置を執ること、を提案し要望します。

②長崎市の『グラバー園』1こついて
ア.私達当会は、皆様に、長崎市のrグラバー園』について、当該施設を、建物等建造物の保存保全に対し、私達人類の概念の時代的限界に起因する
経遇措置であると位置付け、その保有する建造物について、又は、旧稟山手南山手外国人居留地に関する建造物について、漸次、原状位置又は敷地
に復旧し、本来の姿であると考え得る現地にて保存し活用すること、その為の措置を執ること、を提案し要望します。
イ.私達当会は、皆様に、当該の提案の措置に関L、『南山手外国人居留地遺跡』並びに『集山手外国人居留地』等関連遺跡地の市街に於いて、複数
の個別の歴史的建造物を中心とした共時的通時的空間思想行為の連続性を保持する自然で自発的な経遇を経由するにぎわいの創出、即ち、『グラ
バー圍』たる制度として又範囲として閉じた空問である点から、各個別の歴史的建造物を中核として形成される近隣の面としてのにぎわいと、複数の個
別の歴史的建造物によって形成される、個別のにぎわいの面と面との接触、接続、重複、交錆する動線の形成による、即ち、関連性、ネットワークによ
る、さらにおおきな面としての開かれた空閻に於ける身体的スケールと共時的通時的空間思想行為の連続性による自然なにぎわいとその相乗効果(ス
バイラル)、周辺地域へのやわらかな拡散へのジャンプを形成すること、その為の環境整備としての様々な措置を執ること、を提案し要望します。
ウ.私達当会は、皆様に、当該の提案の措置に関し、『グラバー幽』での次世代への展開について、遺跡としての"土地の造形"の保存と原状回復を前
提として、伺時に、『グラバー園』の従来の人為的人工的意図的な閉じた空間との性格を踏まえつつ、その制度と空間の構造を閉鎖から開放へと転換し、
例えぱ、劇場やステージやアトラクションの設置と活動により、文化財というより、より人為的人工的、意図的の洗練による芸術的効果を中核とする人類
の活動の空間へ、博物館的で静的な空間から活動的で動的な性格の空間へ、とジャンプすること、その為の様々な措置をとること、を提案し要望します。

③私達当会の仮定

ア、私違当会は、私達当会の当該の提案にっいて、『グラバー園』区域における遺跡としての存在感についてはもとより、『案山手外国人居留地』並び
に『南山手外国人居留地遺跡』並ぴに『海岸付地所埠頭燦壁土木築造遺跡』並びに『治水土木築造遺跡』並びに『小曽根築地遺跡』並ぴに『養生所バ長
崎)医学校等遺跡』等一帯遺跡の遺跡としての存在感を保全L、又は、向上する、と仮定します。

イ.私達当会は、私達当会の当肢の提案について、遺跡の遺跡としての存在感の保全と遺跡の遺跡としての存在感の点から面への拡張によって、身
体的スケールと共時的通時的空間思想行為の連続性による自然なにぎわいとその相乗効果(スパイラル)を、点としての地域から、面としての地域へ拡
張する、と仮定します。

5.開発と遺跡、人海的人工的意図的なにぎわいと天楊的自然的非意図的なにぎわい

a)にぎわい又はその創出についての二つの類型の仮定

私達当会は、にぎわい又はその創出について、以下、二つの類型を仮定します。

..空間に於ける身体的スケールとその由来の逸脱、共時的通時的空間思想行為の断絶、非日常、演出的、を経由する人為的人工的意図的なにぎ
わい又はその創出

b.空間に於ける身体的スケールとその由来の保持、共時的通時的空間思想行為の連続、日常、非演出的、を経由する天為的自然的非意園的なに
ぎわい又はその創出

(2)にぎわい又はその創出についての二つの顛型の適用への仮定

私達当会は、にぎわい又はその創出の二つの類型の運用への仮定について、開発において、空間に於ける身体的スケールとその由来の逸脱一共時
的通時的空間思想行為の断絶一非日常一演出的、を経由する人為的人工的意図的なにぎわい又はモの創出を適用し、遺跡において、空聞に於ける
身体的スケールとその由来の保持一共時的通時的空間思恕行為の連続一日常一非演出的、を経由する天為的自然的非意図的なにぎわい又はその
創出を適用する、と仮定します。

(3)提案と要望

私達当会は、皆様に、遺跡において、空間に於ける身体的スケールとその由来の逸脱一共時的通時的空間思想行為の断絶一非日常一濱出的、を経
由する人為的人工的意図的なにぎわい又はその創出を運用せず、空間に於ける身体的スケールとその由来の保持一共時的通時的空間思慈行為の
連続一日常一非演出的、を軽由する天為的自然的非意図的なにぎわい又はその創出を運用する二と、を提案し要望します。
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元亀元年(狐70年)この年長崎開毒の地定成立大村の大村純忠(ドンリ匂レトロメウ)ーイエズス会日本布教長カブラル(メルシオール・デ・フィゲイレドの後任)によって開港の最終的
決定がなされたと恩われる.
元亀二年a571年)三月長崎の町立て始まる大村純忠家来左永対属指揮島原南大村町外浦町平戸町文知町横瀬浦町の六町
慶長八年二月+二日a6伽卑3月24日)後陽成天皇徳川家庫に柾夷大将軍の宜旨
慶長九年五月三日a604年)江戸御公儀糸割符制塵を導入
慶長十年四月+六日a605年)憶川秀忠に征塞大将軍の宣旨
慶長十年Ⅱ605年)小曽根家家祖平戸道喜〔好夢)本博多町に居住
元和元年七月0615年)禁中弁公家諸法度償家諸法度公布

(世界最初の成文憲法と云います:惇川家広氏:2018年6月7日木曜日長崎駅尊槻仰会文化講演会)
元和九年七月二十七日a623年8月ユ3日)徳川家光に征夷大将軍の宜旨
寛永四年【1627年)タイオワン事件Uイツ事件)台湾一濱田弾兵衛ービー庁、ル・ノイツ
寛永十一年(16謁年)小曽根家道喜二十玉町人出島乙名の筆頭として出島造成
寛永十九年Q餌ユ年)六月二十一却小曽根家道喜没玉十九歳
正保三年a畔年)小曽根歓道喜の妻上筑後町の別荘を永昌寺に喜捨

小曽根築地関連年表(推移並びに歴史上背景の概略)

寛政+二年Q8叱年)+一月四日小曽根家十二代六左衛門(竹影)誕生
文化五年(180B年)一月二+二日小曽根家+一代貞蓋(豊彰)没四+三歳
文政十一年a8鵡年)玉月二日小曽糧家十三代栄【乾堂)誕生【六左衛門長男)
天保五年三月十一ea8ヨ4年4月19日)柵本左内越前国に生越前藩臭外科医橋本長綱長男
天保+一年【1840年6月)阿片戦争勃発(英清)

1840年5月26日オランダ領東インド総督が、対日貧晶を総合的に見直すような決定を行う。(モの一箇条にて、オランダ領業インド総督は、殖民局長官に別段報告婁を商館喪の利
用に供するために送付すること、商館暴が日本当局へ別段風説讐を通常の屈説書の提供にともなって婁面の形で通知するよう確民局長官から廟館長宛命令を付すこと、を指示)
1840年7月殖民局長官のもとで作成された最初の別段風説妻を搭厳したコルネリア,エン・ヘンリエッデ号が長崎に向けてバタワイアを出港
天保十二年五月九日a84ユ年6月27日)高島秋帆武州西台徳丸原で洋式砲術洋式銃障の公開演晋を実施
天保+三年a餌2年)南京条約調印(英清/阿片轍争終結)
弘化元年玉月(18U年)江戸城本丸焼失

弘化元年七月二日住8M年8月Me)オランダのコープス大佐がパレンバン号で長崎に入溝(オランダ国王ウィレムニ世の阿片戦争の実情を知らせ開国を勧告する国婁を第十二代征
寅大将軍億川家慶に峯呈ノ起軍はフ才ン・シーボルト/幕府は翌年遅れτ回答/国王の厚意を謝し聞国の勧告を拒絶)

嘉永二年三月七日U849年)老中阿都伊勢守が「近来蘭学医師追々相増世上にても信用いたL候もの多有之哉に相聞候右は風土も違候事に付御医師中は蘭方相用候儀御制紫被仰
出候旨得御意堅く可誠相守候但L外科眼科等外治相用候分は薗方参用数候ても不苦候」と布達
嘉赤四年(1851年)小曽榎家十四代晨太郎(星海)誕生
嘉永五年aa52年11月)ドンケル・クルチウスが出島のオランダ商館長に就任
嘉永六年四月a8"年6月)幕府は水野筑後守忠癒を浦覚奉行から暴崎奉行とずる
嘉永大年六月三日(蜘3年7月8日)アメリカ東インド艦隊司令長害マシュー・ペリーが浦賀に入港住シシッピ号以下四隻)
喜永六年八月二十八日Q853年9月30日)水野筑豊守忠徳が長崎審行に着任

嘉永七年三月三日(1854年ヨ月31日)ヨ米和親条約を武蔵国久良妓郡横浜村字馴形の応接所で締結(神奈川条約Xアメリカ棄インド艦隊司令長官マシュー.ペリー、大学頭林復斎)
嘉永七年七月二+ハ日(18鼠年ヨ月)オランダ藁インド艦朧海軍中佐ファピウスがスーンビン号の艦長として長崎に来航、ワアビウスは幕府の求めに広じr地役人又は当地在住商工共
之相撰」また黒田・鍋島両薯の業臣に三ケ月の予蛸海軍伝雪を臭笠し.長崎豪行水野筑後守忠硫の賞間に答申して幕府近代西洋海軍創設を建言し、両者の応筈の宋に幕府閣の決
叢を褐た水野忠徳の案、即ち幕府近代西洋海軍創設とオランダから日本へのスーンビン号の贈昼と幕府からオランダへのコルベット艦二隻の注文と長崎淑軍伝習の実施とその方針
を承知

嘉永七年ハ月二十三日(娼54年10月14日)日英和親条約を墨嶋で籍結(英国東インド・中国艦融司令ジェームズ・スターリング、長崎奉行水野忠憶、長崎目付永井尚志)
嘉永七年九月(1854年11月)菓府はオランダ当局にコルベット艦二隻を発注

嘉永七年九月二+一白(18騏年11月11日)フフビウスは、オランダに帰国のためジャワに向けて出帆、帰風したフフビウスは、菓府提案の蔓件の実親に努力L、国王ウィレム三世に拝
謁しこれを実現する、まナニ、ドンケル・クルチウスへの国王特命全権領事官授与、訪日国王特使として国王侍従長ワアン・りン〒ン伯爵の派遣が決定する
安政二年六月八日(1855年7月21日)第一次長靖海軍伝習派遣隷司令官っアビウス中佐(ヘチー号に搭乗)と訪日国王使節である国王侍従長ワアン・りンデン伯欝とコアンリνレデンブ
ルツク男爵及び(第一次)長崎饗軍伝習教官隊長崎港に入港〔艦長べルス・ライケン大尉(伝晋教官隙長)以下伝晋敏官22名、スーンビン号:改名観光丸着;三本マスト.バ^型木造
外庫兼気船(コルベット))

安政二年六月十一日(1855年7月ユ4日)クルチウスは「和薗国王ゴロートヘルトルワアンリユケセムピュルグより献黄物として藻気船スームビング棒げ奉り候」と申出、スーンビン号をオラ
ンダ国王ウィレム三世の名において幕府に贈呈、幕府ぱ直ちにこれを気光丸と改称、第一次海軍伝晋は楓光丸を隷晋燃に用いる
安政二年十月二十二日住855年12月leX第一次)長崎海軍伝晋開所式拳行(取締永井玄茎頭尚志(岩之丞))
安政二年十一月【蜘55年)永井玄蕃頭尚志はコフビウスに景崎製鉄所の建設を俵託
安政=年+一月+玉日a写55年)コアピウスは長崎を出航しバタピアを糎由してオランダ本国へ向かう
安政二年十二月二+三日(1怖6年1月ヨ0日)日薗和親条約を長崎で締結(出島オランダ商館甚ドンケル・クルチウス)

1856年初、幕府はオランダに対Lて引き読き第二次長崎海軍伝蛋派遣隊の選抜を依頼したので、オランダ本国では、新派遣隊の人選などの皐傭を進める、ファビウスは帰国してオラ
ンダ政府へ永井尚志の依託の製鉄所建設を日本側の要請として報告Lて建般への慳力を具申し政府当局は襲鮭所建般への協力を可決する、オランダ政府は計画の取り纏めを、オラ
ンダ国立機関厳(Ruk曇 StoomY.皐吐dlon与t)の海軍中佐ホイエンスへ示達L、計国され、槌材類が手配される、ホイエンスは当時蒸気機関の糧威と目されていた
安政四年八月四日(1857年9月21臼)タ劃第二次長崎海軍伝智教官隊長崎浅外寓詳島近海に碇泊(艦長力^ンディーケ大尉(伝習教官際甚)以下伝智教官37名、ヤパン号:改名
威健丸着:叢る嘉永七年九月(1854年11月)に菓府がオランダ政府に発注:三本マスト,バ^型木造内車蒸気艦(コルベウト)、備砲十二門、百馬力、長さ二+七間半、幅四間)
安政四年八月玉日aa57年9月ユユ日)第二次畏嶋海軍伝晋教官朧長崎に入港、出島に上腔、直ちに、長崎毒行荒尾石見守はオランダ青館長立合のもとにヤパン号を十万ドルで受取り、
威陣丸と改称

上腔した伝晋教官オランダニ等海軍軍医ポンペ・フ丁ン・メールデルフォールトは、出島の植物醒中の家に落付く
安政四年八月十二日住857年)製蝕所建設用提材類の飽ノ浦等への腔掲を開始
この頃ポンぺは、幕府御目見楊医師松本良順等二~三名の訪問を受け、松本良順に生徒取締を依頼
安政四年八月二十九日a857年10月16日)日蘭追加条約を長崎で締結

(ドンケル・クルチウス、水野忠第、荒尾成允、岩瀬忠震、自由貿易への移行を前提とした貿勗規制の綴和、出島への高人の出入りと取引自由)
安政四年九月十五日a857年Ⅱ月1日)第二次長崎海軍伝奮教官隊第一次教官隊より引き継ぎ
安政四年九月二+六日a857年Ⅱ月口日)ポンぺは長崎奉行所西役所で就任披露講湊をなす
安政四年九月二+七日a857年11真13日)ポンぺは長崎峯行所西役所で医学の講義を開始
安政四年十月十日U857年11月ユ6臼)幕府はハルデスにより長嶋製蝕所を起工

安政四年十一月十二日仕晒7年12月ユフ日)ポンぺは大村町の医学伝晋所に於いて始めて公開の糧痘を行う(この蒔までに医学伝晋は大村町の高島秋帆邸内の西北隅の一屋に移転
(大村町の医学伝晋所))

安政四年十一月十六日(1857年1ユ月31日)までにポンべは長崎奉行所に対して摘院般立の申請をなし
安政四年中に解劃学教程の岩に屍休解剤による解剖学教授を行いたい買を建議
安政四年(1857年)この年小曽根乾堂、松平春蝦公に拝謁、越前藩御用商人となる
安政玉年玉月二十一日(1858年6月30日)アメリカのフレガット艦ミシシッビ号中国経由長崎に入遷(コレラの伝染軽路をなす媒体であっナニ)
(安政玉年n郎8年)この年コレラ流行)
安政五年六月十九日(1858年7月29日)日米俸好通商条約調印神奈川沖小柴のポーハタン号
安政王年七月ハ日a858卑B月16日)幕府は蘭方医の学晋を公許
安政玉年七月下旬(1858年)コレラの劇症息者は減少

安政玉年八月四日(1怖8年9月10日)幕府は長崎毒行所からの「病院御取建之儀」に付いての伺いに傭後守より早川庄次郎を軽て「伺之通相心揚御入用其外共巨細取論可被伺候
事止覚を下附L許可を与える

安政玉年八月ハ日(狐58年9月14日)戊午の密勅孝明天塵は水戸藩に幕政改軍指示の勳能を直桂下鶏安政の大獄の契機
安政玉年九月下旬(玲馳年)長崎のコレラは殆ど終棄する
安政五年住858年)この年、ポンぺ、バリにキュンストレーキ(精巧な紙製の人体解剖横型)を艶注
安政玉年(1858年)この年小曽根乾堂、将軍家茂公に拝謁、自筆の獣婁を献上、文爵具と将軍自筆「水哉」の害を下鳥される
安政六年正月玉日(1859年ユ月7日)嵩鮒太郎(艦長)朝隔丸で江声に出航
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安政六年(1859年)に至って江戸より長崎に病院設立の許可が達せられる
安政六年二月六日(狐"年)長簡奉行はオランダ弁務官に海軍伝晋中止の内密の予告をなす
安政六年四貫住859年)小曽根築地着工(申1青:堀の内の寿燦約6000坪)
安政六年大月二日a859年)長崎・神楽川・函館を開港

安政六年七月三日a859年8月1日)この日ポンべは日本王国長崎医学校を開始した、と記す、この頃までに大村町の医学伝習所に学生寮を備え医学校としての休裁が整う
安政六年十月七日U859年Ⅱ月1日)橿本左内(景岳)伝鳫岡牢崖敷で斬首二十六歳

安政六年十月十日(1859年11月4日)第二次長崎溜軍伝晋教官隙カッテンディーケ以下、オランダ商船ポスティロン号に乗船して、鮫陣丸に先導され、礼砲の轟くなか墨崎を出帆しジャ
ワを目指Lて帰田、このときまでに幕府海軍が所有する燕気艦は、観光丸.威匪丸、朝陽丸、蟠龍丸の四隻

安政七卑正月十三日a860年ユ月4臼)日米修好通商条約批准書交換のための遭来使節団の随伴隊が晶川沖を出航(司令官木村図婁守喜般、艦長牌麟太部、威直丸に乗船)
安敗七年正月十九日n鮎0年ユ月10白)臼米修好通商条約批准審交換のための遣米使飾団の陣伴隙が浦賀を出港(鳶水精込完了)
安政七年正月二十二日(18印年ユ月娼日)日米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団が晶川沖を出航(正使外国御奉行斬見豊前守、劃使外国御奉行村垣淡路守、御目付小
栗豊後守、アメリカ軍艦ポーハタン号に乗船)

安政七年二月二十六日a8印年3月17日)日米修好通商条約批准書交換のための遣来使節団の随伴朧がサンフランシスコに入港
安政七年三月三日(1860年3月24日)井伊直弼死去(享年46歳,梗田門外の饗)
安政七年三月九日(18印年3月30日)日米修好通尚条約批准書交換のための遣米使節団がサンフランシスコに到着
安政七年三月+八日a860年)日米修好通商条約批准書交換のための遭米使節団がサンフランシスコを出港
万藍元年三月二十一eaε印年)小曽根家+二代六左衛門(竹影)妻美没五十玉歳、栄(乾堂)小曽根町に居を移す
万延元年聞三月三白a860年4月お日)奉行所は寺峡助一郎と橋本良之進を病院取建掛に任ず
万延元年面三月十九日a8印年)日米修好通商条約批准書交換のための遣米僅節団の随伴隊がサンフランシスコを出淋
万延元年閏三月二+玉日(18印年)日米修好道商条約批准婁交換のための遣米侠節団が首都ワシントンに到差

万廷元年四月八臼(謁印年5月加臼)岡郁駿河守長常は「病院唱方之儀二付申上候書付」を幕府に提出し幕府は早川庄次郎を軽てその進遅を受けここに養生所の名称が確定
万延元年五月玉日a860年)日米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団の随伴際が清賀へ帰還

万延元年玉月二十四日(1860年6月ユ3日)付長崎代官高木作左衛門が長崎奉行所に「養生所御取建地所整支無御座儀申上候書付」を報告)
万廷元年六月+三日(玲印抹)日米修好通商条約批准書交換のための遣米使節団が帰路に就く(アメリカ軍艦ナイアガラ号に乗船)
万廷元年九月二十七日a860年)日米修好通商条約榔隹害交換のための遣米使節団横浜に到着しただちに品川沖に砺漕
万匡元年十月(1三印年)小替橿築地竣工地盤沈下の為半年程倉庫建擾を遅延
万延元年+月a860年)第1次外国人居音地造成工事完成(大浦海岸水域の大半を棲香崎側に埋め立てる)
1861卑4月12日アメリカ南北戦争闘始(南軍は連邦のサムター蔓塞を攻撃)
文久元年三月十九日aE61年4月閥日〕付擾嶋代官嵩木作左衛門が長崎奉行所鎬木貫一に「養生所続医学所御取建地所差主無御座儀申上候婁付」を報告
文久元年三月二十五日(1師1年5月4日)長崎製紙所第一期工事竣工(綴装俸壁完成)
文久元年三月二十九日n861年5月8日)ハル〒スが長嶋を出港帰国
文久元年七月一日(扮矼奪8月6日)憂峡市街の楕の佐古の丘に養生所【病院及び医学所)が幕成
文久元年ハ月十六日(1861年9月20日)養生所が闘院

文久元年十二月下句(1861年)南山手居冒地(第2次外国人居留地造成工事:弁天崎から下り松地先埋立)竣工小曽根築地に連結
文久元年十二月末(娼61年)長埼奉行所は、小曽根築地の土蔵を「当分御用につき明げ渡すように」命ず、又、秦行所に無断で土蔵を英国商人マッケンジーに貸与の件、小曽根六左
衛門と当時隻地を担当する三男願三鄭正雄を処分
文久元年a861年)この年、松本良順小曽根家に寄宿
文久二年初(1861年・1862年)長靖奉行所は小曽机築地のうち坪數約三千二百坪、纂地総坪の過半數、修船堤、地割を施Lた海庫付き一高、火除【ナ場を残L、居貿地に差し加え
文久二年九月十日(1皐6ユ年11月1白)ポンべはオランダ商船ヤコブ・エン・アンナ号に搭乗し、上淑、香港、シンガポール軽由で母国に向かう
文久三年08晒年)六月七日小曽根家十二代六左衛門(竹影)没六十四歳
元治元年八月(1864年)横浜製髞所起工
1865卑4月3日アメリカ議北戦争(アメリカ連合国首都りツチモンドが幣落)
1865年4月9日アメリカ南北戦争終結【アポマトックス・コートハウスの戦いが発生;ロバート・E・リー将軍がユリシーズ・グラント将軍に降伏)
慶塵元年四貞上旬(六白から十白までの間、1865卑)長崎奉行服郁左衛門佐常純は養生所を精得館と改称
庚慮元年ハ月十七日Q8砧年10月6日)墨崎奉行服部左衝門佐常純はr墨嶋表小嶋拠精櫓館構内江分理所究理所其外等斬規抑普請出来栄見分相済候兼申上候書付」を藁府に進
達

慶露元年ハ月二十四日a8晒年)横浜製鉄所蟻工
塵塵元年九月+六日(1865年工1月4日)開港勅許(兵庫闇港を踊保)
崖膳元年九月二十七日a865年)横須貿製鉄所起工式拳行

庚慮元年(1E65年)この年薩摩藩腔摩薯櫛用商人山田宗次鄭、若松屋砦助の個人名義で当局へ「手軽のドッウ取建願」を提出(長崎の小昔地区に修船場を構恕)
塵廉二年六阿(1866年)幕府「手軽のドック取建励を認可(戸町村小菅浦)
慶庸三年玉月兵庫開逢勃許
慶廊三年十月十四日a8釘年11月9日)徳川慶喜大政奉還
慶應三揮十興十五臼a867年11月10日)笹川慶喜の大政奉還を勳許)

慶應三年十一月七日a867年)付坂本龍馬より腔臭源次郎宛書簡「擾崎二於、比度取入候屋鮪」(長嶋の蝉土史家楢田忠昭氏はその場所を斬町(現興善町)と指摘)
慶應四年三月+三日一十四日a8闘年)勝海舟と西郷吉之助(隆盛)が会談
慶席四年九月八日a8舶年)より明治に改元

明治元年十二月六日a8卵年)小曹修船場落成(修船架Slipw"方式)
明治元年十二月七日(18卵年)小首修船場一妻船としてグラバーの所有船が入架

明治二年三月(18酌年)長崎府小菅修船場施設質上げに関L、中央当局へ伺い出上申(大浦製鮫所に付記厳:大浦製歎所は、モの頃長崎の大浦地区へ進出してきたイギリス系の
造船集者ボイド社Bovd&CO.を指す、上海に根拠地、長崎に樵関修理工場として尭足)
明治二年三月(18舶年)政府小萱修船場を買い上げ

明治三年闇十月a870年)明治政府工都省を旻都当から分離(殖産興集へ体制整備)、工部省は直ちに横浜と横須賀の両製鉄所を引継ぐ
明治三年(1870年)二の年小臂根乾堂、上京、国讐、御窒の改剣の建白害を政府に提出
明治四年四月a871年)工部雀長崎製鉄所と小菅修船場を長崎県から移管、呼称を長崎造船所と改める「殖崖」
明治四年四月(1871年)小曹根乾堂、勅を奉じて天皇の御彊及び大日本国翌を宮中桜の間で改刻
明治四年五月(1871年)小曽根乾堂、畝差全権大使伊連宗城に随行して清国に行き、白清修好条規の締結に参与(条文執筆)
明治四年七月二十九日(1871年9月13日、尚治10年)日清修好条規天津で繕結旧本国飲差全権大臣伊達宗城、清国飲差全権大臣李鴻章)
明治四年n871年)小曽根乾堂、奉鴻章から「鎮鼎山爵」の書を抽られる

明治玉年二月二十八日Q872年)兵都省を腔軍省と海軍省に分割、横浜製作所と横須賀造船所は海軍省の所管となるr建兵」
明治五年六月十六日(1872年)明治天皇長崎行幸、飽の浦と小菅修船場に俸幸、小曽根埠頭に高張提灯を並べ歓迎す
明治五年十一月九日aa72年)太陰暦を廃して太陽暦とするとの詔勅
明治五年十二月三日a872年)を明治6年1月1日(18乃年)とする
明治7年(1訂4年"1月7日旧長崎医学校(及び病院)が暮地事務(支)局病驍となる(征台の役の為に公兵員病院とずる)
明治10年(1877年)2月15日離軍の一善大隊が鹿児島から無本方面へ先発(西南の役開始)
明治10年(1877年)2月19日政府は、鹿児島県逆徒征討の詔を発出(西南の役)
明治10年a8π年)5月3日博愛社が設立されます

明治10年(18刀年)9月24日西拝隆盛が被弾Lて鹿児島の城山で自刃(51歳)。午前9時頃、銃声が静止(西南の役終結)
明治10年(18力年〕二の年、小曽根家は小曽根町にわが国最初のニンクリート民聞住宅を建酘
萌治10年(1877年)この年、小曽根家乾堂喜捨により斬橘町の太平寺を浪の平に移す
明治11年Q8胎年"月割日小曽根家乾堂小曽捜町に私立小曽担小学校を創設
明治18年(1闘5郵)11月27臼小曽根家十三代栄(乾堂)卒五十八歳鎮鼎山中に埋葬
明治37年a9叫年)6月5日小曽根家+四代農太部【星海)没玉十四歳

〆
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第九部その他

1.私達当会は、公共について、"皆が関わる他者"であり、同時代の人類の各個への便益の還元(又は、そ

の総体)というより、未来の人類への社会的共通資本への投資への選択である、と認識します。

2.私達当会は、人類の様々な"分断"が形成する人類の不幸に関して、人類の、公共、即ち、"皆が関わる

他者"、例えぱ、風土、又風土の再生、文化、遺跡、人類の歴史の理解、現代の文明の完成(私達当会は、

現代の文明について、持続可能(sustain.b1日:サステイナブル)な社会が達成されていないとすれぱ、現代

の文明は未完成である、と認識します。)の保存、継承、形成、への参加が、人類の様々な"分断"を緩和す

る、と仮定します。

関連する事象について

3.私達当会は、皆様に、遺跡への行為について、遺跡の現状保存と継承、例えぱ、遺跡の発掘調査に関し、

開発行為等による破壊を前提とした、遺跡を破壊しつつ行う「記録保存」を止め、遺跡を保存しつつ行う「活用

のための調査」を選択し、之を前提とした開発行為を選択すること、を提案し要望します。

4.私達当会は、皆様に、既に、破壊され、滅失し、失われた遺跡を、私達人類の活動空間に於いて、長期

計画により、再建することを提案し要望します。

5.私達当会は、皆様に、本紙の記載について(長崎奉行所西役所等遺跡群、養生所/(長崎)医学校等遺跡
と共に)、具体的な、遺跡の遺跡としての位置付け、認知、調査確認、現状保存、原状回復、活用、整備、公

開、継承を行為すること、を提案し要望します。

6.私達当会は、皆様に、本紙の記載について(長崎奉行所西役所等遺跡群、養生所/(長崎)医学校等遺跡
と共に)、長崎県が策定を検討する「大綱」に於いて、具体的な、遺跡の遺跡としての位置付け、認知、調査

確認、現状保存、原状回復、活用、整備、公開、継承、またその計画について、記載する二とを提案し要望し
ます。

フ.国公私立大学高校中学校小学校の講堂並ぴに体育館等施設の一般利用への開放

私達当会は、皆様に、私達人類、就中、一般の国民県民市民の文化芸術活動の為に、国公私立学校の観

覧座席のある講堂並ぴに観覧座席のない体育館等施設について、学校活動を全うしつつ、一般利用へ向け

て、速やかに開放の実態を拡張すること、を提案し要望します。

私達当会は、皆様に、当該の学校施設整備の今後の計画について、一般利用への開放を目的とする対策

や利便や設備等を包含した施設整備を実現すること、を提案し要望します。

私達当会は、①発表展示修練創作活動の場一空間の拡大、②活動の活性化、③広い地域に於ける活動
利便の向上、④活動の裾野の拡大、⑤学校教育上の効果の高度化、に対する即時的効果を期待します。

8.私達当会は、当会より、過去に、皆様に申し入れた事項、並びに、皆様との"見解の相違"1こ係る事項、並

びに、当該の陳情の詳細に係る事項について、継続的定期的な対話を提案し要望します。

私達当会は、当該の対話に関する現状について、中途で中断している、と理解します。

9.不確実な行為の選択の拡散に繋がる遺跡への言説について

私達当会は、長崎地域に於いて、事象、例えぱ、遺跡について、わからない(それがそうか確証が得られない)から保存しなくてよし、(破壊
してよい)、との旨の言説の複数即ち流布のある処、当該言説について、論理的でないか、又は、論理に自己矛盾があるか、論理に飛躍
があるか、又は、非科学的な態度であり、より不確実な行為の選択の拡散蔓延に繋がる、と理解し、一方、わからなし、(それがそうか確証
が得られない)から処置(破壊、廃棄、移動、言及、その他)できない、との概念について、例えぱ、お医者様におかれましても、わからない
ので検査しましょう、又は、様子を見ましょう(もう少L分かってから処置する)と行為されると理解し得る処、後者が、論理的であり、論理に

整合があり、論理に飛躍がなく、科学的な態度であり、より確実な行為の選択の拡張伸張に繋がる、と理解します。
私達当会は、皆様に、人類の世界に於いて、例えぱ、遺跡について、わからない(それがそうか確証が得られない)から保存しなくてよい
(破壊してよし、)、等の、論理的でないか、又は、論理に自己矛盾があるか、諭理に飛躍があるか、又は、非科学的な態度であり、より不確
実な行為の選択の蔓延に繋がる、と考え得る言説又はその流布を、停止し消滅するよう、監視しそう行為することを、提案し要望します。
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10.当該の書面(陳情書、又、要望書、並びに、各その添付資料)について

私達当会は、私達当会が、提出者即ち作成者並びに名宛人を明記して、皆様に宛てて提出する、陳情書並

ぴに添付資料、又、要望書並ぴに添付資料について、之が、陳情婁、又、要望書である処、同時に、「思想又

は感情を創作的に表現したものであって、文芸、学術、美術又は音楽の範囲に属するもの」であり、即ち、思

想、感情(又、概念、発見)を、作成者(弊会並びに代表記名の個人)の個性により創作的に、記し、構成して、

一体として、表現したものであり、著作物である、と認識します。(単なるデータ、表現される以前のアイディア

等、単なる模倣、工業製品等ではありません)

私達当会は、皆様に、当該の陳情書並びに添付資料、又、要望喜並びに添付資料について、皆様の運用過
程に於ける、変更、切除、宛先の変更、書面の寸断、その他の、著作者の意図に反する、意図的な改変のな
いよう、お願い申し上げます。

私達当会は、皆様に、以下の事象について、①本事項への個別の具体的な回答又は説明、対話、②遡及
して著作者の意図の回復、③今後の再発の回避、を要望します。

(1)当会より、過去に、長崎市に提出した、長崎市長を筆頭の名宛人とする長崎地域の遺跡に関する要望
書に対する、長崎市理事者の運用について

白.私達当会は、2019年(令和元年)7月1日月曜日に長崎市長を筆頭の名宛人として長崎市秘讐課に『養生所バ長崎)医学校等遺跡の保
存・保護・整備・公開に関する要望書Ⅶ』r長崎奉行所西役所等遺跡群の調査・保存・活用・公開・整備に関する要望書皿』の二件の要望
書を提出した後、2019年(令和元年)7月4日水曜日以降、当該要望書について、長崎市文化観光部文化財課より、当該要望害に弊会が
関係者として名宛人として併記した長崎市文化財審議会長に、送達又情報共有されていない事がわかりました。

b.私達当会は、過去に、複数件、長崎市長を筆頭の名宛人とする長崎地域の遺跡に関する要望書について、長崎市文化観光部文化財課
より、当該要望書に弊会が関係者として名宛人として併記Lた長崎市文化財審継会長に、送達又情報共有されていない事がわかりましナ=。

0.私達当会は、本件につき、長崎市文化観光部文化財課長に当該の要望を行った後、2019年(令和元年)7月9臼月曜日以降、長崎市秘
書広報部広報広聴課に、複数回、連絡し当該の要望をお伝えしています。

d.私違当会は、本件につき、長崎市議会事務局に問合せ、長崎市長等宛要望書に関する担当理事者より当該名宛人への送達に於いて、弊
会より穫会議長宛てに提出した陳情書の市長部局へのデータ送達のデータについて、両社がほぼ同じ内容の為、担当理亭者に、当該の
データ送達を以って書面送達の代替とする提案をしたい、との旨、了解を得て、2020年(令和2年)1月9日木曜日長崎市秘書広報部広報
広聴課に連絡L、当該の経緯と長崎市文化観光部文化財課畏宛の要望を、お伝えしています。

e.以上、複数回、長崎市秘書広報部広報広聴課に、担当理享者よりの回示を問い合わせる処、当該の回示が得られません。

f.私達当会は、本件につき、『養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存・保護・整備・公開に関する陳情書 XⅢ(旧長崎市立佐古小学校地とそ
の外周道路を中核として) 2019年(令和元年)9月6日金曜日長崎市議会議長佐藤正洋様Ⅱ長崎奉行所西役所等遺跡群の調査・保
存・活用・公開・整備に関する要望害Ⅳ』に記載し、以降、複數回、関係陳惰妄に記散し、関係する長崎市縦会常任委員会で審議されていま
す。

呂.長崎市の理事者の皆様におかれましては、当件に付、速やかに、畏崎市秘症広報部広報広聴課様を経由して御回答御説明いただけます
ようお願い申L上げます。

私達当会は、長崎市の理事者の皆様に、本件につき、以下の通り要望します。

i)私達当会は、皆様に、長崎市長並びに弊会が関係者として記す名宛人様が、送達又はその他の手段により情報共有することを要望しま
す。

Ii)私達当会は、皆様に、過去に、長崎市長を筆頭の名宛人として長崎市に提出した要望書のうち、弊会が関係者として名宛人に併記する
長崎市文化財審議会長に送達又惰報共有されていない複数の当該の要望書について、速やかに長崎市文化財審議会長に送達又はその他
の手段により情報共有すること、を要望します。

iii)私達当会は、皆様に、今後、長崎市長を筆頭の名宛人として長崎市に提出した要望害に連ねて記した当該関係の名宛人に対する、送達
又情報共有が欠落することのないこと、を要望Lます。

※2020年3月5日木曜日に実施された長崎市諾会環境経済委員会の直前に長崎市文化財課長より電話にて、2019年12月に長崎市文
化財審議会会長が文化財課に来訪した際に陳惰書を提示した旨連絡がありました。
私達当会は、皆様に、過去長崎市文化財審議会会長に閲覧のない陳情書一式、また、今後の陳情についても、長崎市議会常任委員会での
当該陳情の審査迄に、長崎市文化財審議会会長に当該の陳情書一式の閲覧のあること、を要望します。
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(2)当会より、過去に、長崎市議会(事務局)に提出した、長崎市議会長を名宛人とする長崎地域の遺跡に
関する陳情書に対する、長崎市議会の運用について

a.私達当会は、過去に、長崎市議会事務局の担当者と、一連の長崎市議会議長への陳情書にっいて、陳情書の本文にっいて、全議員に配
布する、添付資料にっいて、審査する常任委員会の委員の議員諸氏、報道関係者に配布し、傍聴各席の閲覧資料に設置する旨、相互確認し
ていましナニ。

b.私達当会は、長崎市2019年(令和元年)9月以降、当会より、最近の、過去に、長崎市議会(事務局)1こ提出Lナニ、長崎市議会長を名宛人
とする長崎地域の遺跡に関する陳情書にっいて、陳惰書の添付資料にっいて、当該陳情書を審査する、長崎市議会常任委員会の議員諸氏、
報道関係者への配布、当該審査の傍聴各席の閲覧資料にの設置に対して、配布及び設崖のなかったこと、がわかりました。

0.私達当会は、『養生所/(長崎)医学校等遺跡の保存・保護・整備・公開に関する陳情書XⅢ(旧長崎市立佐古小学校地とその外周道路を
中核として) 2019年(令和元年)9月6日金曜日長崎市議会議長佐藤正洋様Ⅱ長崎奉行所西役所等遺跡群の調査.保存.活用.公開.
整備に関する要望書Ⅳ(サンリくウロ教会等跡/長崎奉行所西役所跡/長崎県庁跡・大波止跡・築地跡等) 2019年(令和元年)9月6日金
曜日長崎市議会議長佐藤正洋様』の当該の各錬情書の添付資料にっいて、当該陳情書の長崎市護会の常任委員会の審査の終了後、長
崎市議会亭務局への確認で、長崎市議会常任委員会の護員諸氏に於いて、長崎市議会事務局より当該委員会の委員の雄員諸氏に、当該陳
情書に添付資料があり、長崎市議会事務局を通して閲覧可能との告知を行ったが、誰も当該陳情書の閲覧がなかったこと、がわかりまLナ=。

d.私達当会は、本件について、長崎市議会事務局に連絡して相談L、続いて、r養生所バ長崎)医学校等遺跡の保存・保護・整備・公開に関す
る陳情書XⅣ(旧長崎市立佐古小学校地とその外周道路を中核として)長崎奉行所西役所等遺跡群の調査・保存・活用・公開・葺備に関す
る陳情書 V (サンリくウロ教会等跡ノ長崎峯行所西役所跡/長崎県庁跡・大波止跡・築地跡等) 2019年(令和元年)12月2日月曜日長崎
市議会議長佐藤正洋様」1=記載し、要望し、関係する長崎市縦会常任委員会で審議されましたが、亭態の改善はありませんでしナニ。

8.私達当会は、皆様に、本件について、本項冒頭の趣旨を御理解いただき、本項a.の措置を回復頂けますよう、提案し要望し、お願い申し
上げます。

私達当会は、長崎市諾会の皆様並びに長崎市の関係者の皆様に、本件につき、以下の通り要望します。

i)私達当会は、皆様に、長崎市議会の陳情書審査に臨んで、擾崎市議会の陳情書審査に参加する皆様が、当該陳情書の全体を情報共有
すること、その為の措置を執ること、を要望します。

私達当会は、皆様に、長崎市議会議長への陳情書にっいて、陳情書の本文について、全謙員に配布する、添付資料にっいて、審査する常
任委員会の委員の議員諸氏、報道関係者に配布し、傍聴各席の闘覧資料に設置する、ことを要望します。

ii)私達当会は、皆様に、当会より、過去に、長崎市議会(事務局)1こ提出した、長崎市識会長を名宛人とする長崎地域の遺跡に関する陳情
書のうち、陳情書の添付資料について、当該陳情書を審査に関する、長崎市識会常任委員会の議員諸氏、報道関係者への配布、当該審査の
傍聴各席の閲覧資料への設置に対して、配布及び設置のなかった、当該の添付資料について、当該の委員会の議員諸氏、報道関係者、傍聴
人、即ち、当該委員会審査の参加者に、当該の既にインターネットに公開された陳情書の添付資料の閲覧を促す措置を執ること、を要望します。

IiD私達当会は、皆様に、今後、長崎市議会の陳情婁審査に臨んで、当該の長崎市諾会の陳情書審査に参加する皆様への当該陳情書の全
体を情報共有する措置について、欠落のないこと、を要望します。

※2020年3月5日木曜日に実施された長崎市議会環境経済委員会での当該陳情審査の後、長崎市議会事務局議事調査課に再度確認Lた
処、当該陳情書陳情書の取扱いにっいて都度議会運営委員会と確認しているが直近では、①議会運営委員会に陳情書(添付責料を省略)を
提出、②「議会運営委員会協議結果報告書」の当該陳情書の送付先委員会の記載に関して、別需資料を委員会室机上に設置する旨、別冊資
料配布希望の場合議事調査課で対応する旨、記粧Lている、当該報告婁は長崎市議会議員全員に配布している、との説明がありましたので
記します。

長崎市議会議員の皆様におかれましては、当該事項の趣旨ご理解いただき、議会進捗、又、委員会審査実施までに、当該の陳情書と共に添
付資料についても、閲覧御一読いただけますようお願い申し上げます。

TI.2020年3月5日木曜日に実施された長崎市議会環境経済委員会の当会より提出の陳情審査に於ける
長崎市文化財課長の答弁について

a.2020年3月5日木曜日に実施された長崎市議会環境経済委員会の当会より提出の陳情審査に於いて、長崎市文化財課長は、2020年2
月28日金曜日迄に当会より長崎市の理事者に宛てて新たに個別の複数の要望書の提出があった件にっき、当会の文化財課への提出に際
して課長補佐より対応のあった件にっいて「決着法み」と認識する以外の件にっいて、要望書の提出者である当会と協議中である旨、答弁しま
した。

b.2020年2月28日金曜日迄に当会より長崎市の理事者に宛てて提出した新たな個別の複数の要望書に関Lて、要望の嘗「長崎地域の浦
上地区遺跡群にっいて」を提出した際に受け取った課長補佐より適切に措置する旨対応があった他、2020年3月5日木曜日以前並びに以降
の全ての期間において、長崎市文化財課と協議若しくは経過説明のあった事実はありません。

C.私達当会は、長崎市文化財課長について、長崎市議会に於ける答弁に於いて、事実をもって答弁することを要望します。

d.私達当会は、長崎市文化財に、過去の私達当会よりの陳情害又は個別の要望書又は個別の情報交換の過程に於ける様々な要望若しく
は質問に於いて、協議もしくは説明、経過説明のない事象について、協議もしくは説明、経過説明のあること、を要望します。
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12.(長崎)医学校等正門東翼石垣等石垣群について

私達当会は、予て、皆様に、(長崎)医学校等正門東翼石垣等石垣群にっいて、諸資料より、(長崎)医学校
等の初期、明治元年十月十七日(1868年11月30日)精得館を長崎府医学校(及び病院)と改称、明治二年七
月九日(1869年)長崎府が長崎県と改称された旨長崎に布達この後に長崎府医学校を長崎県病院医学校と
改称、明治四年十二月(1871年)長崎県病院を長崎医学校と改称、その当時、明治三年から四年頃、医学校
の正門の東翼の石垣として当該一帯の土地の敷地造成とともに始めて築造され、明治11年(1幻8年)1月8
日長崎病院医学場を長崎盤学校と改称、その当時、正門をやや西方へ移動したことにより連接して増改築さ
れた石垣群であり、又、明治39年(1906年)6月1日当該地が長崎市佐古尋常高等小学校として運用され始
めて後、大正十四年に、旧医学校(新)講堂建物を長崎医科大学に返還、当該一帯の二段運動場の一段運
動場への改善整備に伴い連接して増改築され、(大正15年(1919年)4月1日長崎市小島町一番戸、元養生
所附属建物二階家一棟を本学構内に移す、本紙筆者注.「元養生所附属建物二階家一棟」は正しくは明治1
5年(1882年)5月27日長崎盤学校が甲種医学校となる頃に新築した(新)講堂、「本学校内」ほ具体的には
ぐびろケ丘の頂、昭和6年(1931年)3月までに、長崎医科大学構内ぐびろケ丘山上の「記念館」(旧甲種長崎
医学校講堂建物:大正14年(1925年)10月29日に長崎市佐古尋常高等小学校より返還移転)滅失(長
崎昏科大學第五回卒業記念写真集『1931』昭和六年三月窯眞舘響謹窯「長崎各科大學遠望」))、
後、複数の運動場整備に係り一帯に連接した増改築があると推測され、昭和25年迄に、長崎市立佐古小学
校の酪形石段設置等新たな校門整備のため連接して増改築された石垣群が基盤となっている、と想定でき
ることより、一帯の石垣群の現状保存を提案し要望してきました。

この程、長崎市の理事者の皆様ほか、皆様の、努力と技術と判断により、外周道路拡幅に伴う扇形石段の東
後方移設に由来して、当該石垣群西端部に於いて、改変があるものの、(長崎)医学校等の遺構と推定し得
る石垣群と当該石垣群の周辺に接続された石垣並ぴに煉瓦塀等遺構の現状保存、並びに、現状保存した状
態での薬液注入による石垣背面の補強が実現する運ぴとなり、現在、一帯を施工中です。

私達当会は、当該の遺跡の原状保存が実施されることにっき、皆様に、感謝し、厚く御礼申し上げます。

私達当会は、当該事象にっき、今後、当該遺跡とその性格、並びに、長崎大学医学部図書館等、諸方に保
管されている諸資料と共に、私達人類の遺跡と歴史、記憶と記録として、皆様に、永く、継承され、語り継が
れること、を提案し要望し、期待します。

第十部関連する資料

1.参考資料

1.『遺跡に関する提案と要望のお届けにっいて』 2020年(令和2年)3月11日水曜日
長崎市教育委員会教育長橋田慶信様長崎市教育委員会教育総務部長前田孝志様長崎市教育委員会教育総
務部施設課長西原政彦様長崎市文化観光部長股張一男様長崎市文化観光部文化財課長大賀史郎様長崎市
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養生所を考える会代表池知和恭
標記の件、下記別添資料をお届け致します。

当該資料に於ける提案と要望と趣旨にっき、御理解を賜り、御検討、実施頂けますようお願い申し上げます。記
1.別添資料(各一通)

(1)『(長崎)医学校等正門両翼石垣等石垣群並びに、旧長婚市立佐古小学校北西門前扇型石段に関する提案と要望』
2020年(令和2年)3月11日水曜日養生所を考える会代表池知和恭
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